
 
 

 

Oracle CRM On Demandの管理 
リリース38 

2019年3月版 

 

 

 

 



 
 

2  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

Copyright © 2005, 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法

律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き

、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行

、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは

互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。 

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つ

けた場合は、オラクル社までご連絡ください。 

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ド

キュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。 

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any 
programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are 
“commercial computer software” pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific 
supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, 
including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or 
documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other 
rights are granted to the U.S. Government. 

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。

このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーシ

ョンを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーシ

ョンで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じ
ることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに

起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。 

OracleおよびJavaはOracle 
Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。 

Intel、Intel Xeonは、Intel 
Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, 
Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, 
Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。 

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるい

はそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle 
Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle 
Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もい
たしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle 
Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あ
るいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。 

ドキュメントのアクセシビリティについて 

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト 
(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。 

Oracle Supportへのアクセス 

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はOracle 
Global Customer Support Contacts Directory 
(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様はGlobal Customer 
Support Accessibility (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。 

 

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs


 
 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  3 
 

目次 

Oracle CRM On Demandの管理            7 

Oracle CRM On Demandの管理プロセス 14 

設定時における管理者テンプレートの使用 16 

Oracle CRM On Demandでの使用状況追跡について 16 

企業管理 18 

企業プロファイル 18 

会計カレンダーの管理 59 

通貨定義 65 

部署の設定 68 

企業監査 76 

警告管理 86 

サービス割当管理 89 

住所管理 95 

アプリケーションカスタマイズ 103 

レコードタイプ別の［アプリケーションカスタマイズ］ページ 104 

URLの標準化について 226 

タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 227 

ピックリスト値グループについて 232 

ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 233 

ピックリスト値グループの設定プロセス 234 

ピックリスト値グループの作成 234 



目次 

 

4  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

ピックリスト値グループおよび部署をサポートするレコードタイプ 235 

グローバルWebアプレットの作成 236 

Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 238 

クライアント側拡張のアップロード 239 

カスタムHTMLヘッド追加の管理 242 

アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトの作成と管理 243 

企業の［ホームページ (個人)］のカスタマイズ 246 

［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化 247 

レコードタイプの名前変更 249 

詳細ページでのイメージの有効化 250 

カスタムアイコンセットのアップロードおよび管理 251 

カスタムグローバルヘッダーアイコンのアップロードと管理 252 

レコードタイプの追加 253 

レコードタイプのアイコンの変更 255 

REST統合タグのカスタマイズ 256 

新規テーマの作成 256 

共有レコードの前の所有権のカスタマイズ 264 

フィールド、ピックリスト、基準について 265 

添付資料設定について 266 

カスタムオブジェクトの多対多の関係について 269 

ユーザー管理とアクセス制御 271 

ユーザー管理 273 

パートナー自己管理 298 

役割管理 304 

アクセスプロファイル管理 319 

パーソナライゼーション管理 337 

ブックの管理 339 



目次 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  5 
 

グループの管理 383 

テリトリー管理 388 

アクセス権の指定方法 390 

ビジネスプロセス管理 407 

プロセス管理 408 

ワークフロー設定 420 

ワークフローモニター 500 

データルールおよび割当 512 

変更トラッキング 544 

データ管理ツール 564 

インポートツールとエクスポートツール 564 

一括削除および復元キューページ 796 

バッチ割当ブックキューページ 798 

［関連フィールド初期化キュー］ページ 799 

統合イベントについて 800 

統合イベントキューの作成 801 

統合イベント設定の管理 802 

コンテンツ管理 805 

製品カテゴリーの設定 806 

自社製品の設定 806 

PRMの価格リストの設定 809 

ライフサイエンスの価格リストの設定 812 

企業の添付資料の管理 815 

詳細ページのイメージの管理 816 

アセスメントスクリプトの設定 817 

アプリケーションプラグイン 824 

Oracle Social Engagement and Monitoringの設定 825 

Oracle Social NetworkとOracle CRM On Demandとの統合プロセス 825 



目次 

 

6  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

Oracle Social Network統合設定の設定 826 

Oracle Eloqua Engageを使用した電子メール配信の設定 828 

ライフサイエンス管理 829 

スマートコールの管理 829 

ライフサイエンス関連設定の設定 832 

担当者へのサンプル受領権限の付与 836 

サンプルトランザクションの自動実行の設定 838 

Oracle CRM On Demand Desktop 840 

カスタマイズパッケージの管理 840 

Oracle CRM On Demand Desktopインストーラバージョンの場所の設定 842 

Oracle CRM On Demand Desktopのインストール 843 

Expression Builder 844 

Expression Builderについて 844 

Expression Builderの使用 845 

式について 847 

Expression Builderのデータタイプ 851 

Expression Builder演算子 854 

Expression Builderの関数 858 

Expression Builderの例 900 

索引              903 
  



 
 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  7 
 

Oracle CRM On Demandの管理 

Oracle CRM On Demandの設定およびカスタマイズは管理者のページから行います。Oracle CRM On 
Demandの管理の詳細については、次のセクションを参照してください。 

セクション 内容 

企業管理 (ページ 18) 企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 19) 

ライセンスの状況と有効なユーザーの確認 (ページ 48) 

企業のパスワード管理の定義 (ページ 49) 

すべてのパスワードのリセット (ページ 57) 

言語の有効化 (ページ 58) 

カスタム会計カレンダーの定義 (ページ 61) 

通貨の管理 (ページ 65) 

部署の作成 (ページ 71) 

ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71) 

ユーザーと部署の関連付け (ページ 72) 

すべてのユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 76) 

IP アドレスの使用制限 (ページ 58) 

企業のリソース使用状況の確認 (ページ 78) 

マスター監査証跡による監査証跡変更の確認 (ページ 79) 

管理設定変更の監査証跡の確認 (ページ 80) 

企業の保留中および送信済み電子メールの確認 (ページ 82) 

企業のすべてのエクスポートリクエストの確認 (ページ 84) 

全社レベルの警告の公開 (ページ 87) 

企業のサービス割当使用量の表示 (ページ 91) 

履歴サービス割当使用量の表示 (ページ 92) 

サービス割当の警告の設定 (ページ 93) 

ファイルおよびレコード利用情報の表示 (ページ 94) 

非共有住所から共有住所への変換 (ページ 96) 

共有住所をオフに切り替える場合の考慮事項 (ページ 98) 

共有住所のオフへの切り替え前のユーザーアクセスおよび［アドレスの
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セクション 内容 

管理］権限の更新 (ページ 99) 

［関係の編集］を使用した非共有住所の住所タイプの設定 (ページ 100) 

住所に対するアクセスプロファイルおよび役割の設定 (ページ 101) 

アプリケーションカスタマイズ (ページ 
103) 

レコードタイプセットアップタスク 

フィールドの作成と編集 (ページ 124) 

コピー有効設定の管理 (ページ 139) 

カスタムフィールドの統合タグの設定 (ページ 140) 

Web リンクの設定 (ページ 141) 

連結フィールドの設定 (ページ 153) 

フィールドラベルの管理 (ページ 155) 

インデックス付きカスタムフィールドの使用 (ページ 157) 

設定をデフォルトに戻す (ページ 160) 

ピックリスト値の変更 (ページ 160) 

ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 163) 

関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 164) 

関連項目のデフォルトフィルター基準の管理 (ページ 165) 

静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 

新しいレコードを作成するためのページレイアウトのカスタマイズ 
(ページ 175) 

フィールドセクションタイトルの名前変更 (ページ 176) 

レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180) 

Webアプレット名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 
"Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" ページ 194) 

カスケード式ピックリストの定義 (ページ 195) 

検索レイアウトの管理 (ページ 197) 

リストアクセスおよびリスト順序の管理 (ページ 204) 

ホームページカスタムレポートの作成 (ページ 205) 

レコードホームページレイアウトの作成 (ページ 208) 

監査証跡のカスタマイズ (ページ 209) 

動的ページレイアウトの指定 (ページ 216) 

アプリケーションの設定に関するタスク 

タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 
(ページ 227) 
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セクション 内容 

ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 

グローバルWebアプレットの作成 (ページ 236) 

クライアント側拡張のアップロード (ページ 239) 

カスタムHTMLヘッド追加の管理 (ページ 242) 

アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトの作成と管理 (ページ 
243) 

カスタムグローバルヘッダーアイコンのアップロードと管理 (ページ 
252) 

企業の［ホームページ (個人)］のカスタマイズ (ページ 246) 

［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化 (ページ 247) 

レコードタイプの名前変更 (ページ 249) 

詳細ページでのイメージの有効化 (ページ 250) 

レコードタイプのアイコンの変更 (ページ 255) 

レコードタイプの追加 (ページ 253) 

REST統合タグのカスタマイズ (ページ 256) 

新規テーマの作成 (ページ 256) 

カスタムアイコンセットのアップロードおよび管理 (ページ 251) 

共有レコードの前の所有権のカスタマイズ (ページ 264) 
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セクション 内容 

ユーザー管理とアクセス制御 (ページ 
271) 

ユーザーの設定 (ページ 274) 

ユーザーのセールス目標の設定 (ページ 288) 

ユーザーに対するレコードタイプ別のデフォルトブックの設定 (ページ 
289) 

ユーザーのユーザーIDの変更 (ページ 290) 

ユーザーのパスワードのリセット (ページ 290) 

ユーザーのDMS PINのリセット (ページ 291) 

ユーザーのプライマリ部署の変更 (ページ 292) 

ユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 292) 

ユーザーのセキュリティ関連活動の確認 (ページ 293) 

委任ユーザーの管理（管理者） (ページ 295) 

ユーザーの在庫期間の作成 (ページ 297) 

ユーザーの無効化 (ページ 298) 

ユーザーの設定（パートナー） (ページ 300) 

ユーザーのユーザーIDの変更（パートナー） (ページ 302) 

ユーザーのパスワードのリセット（パートナー） (ページ 303) 

ユーザーの無効化（パートナー） (ページ 303) 

役割の追加 (ページ 311) 

アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 337) 

パーソナライズアクションバーレイアウトのリセット (ページ 338) 

パーソナライズホームページレイアウトのリセット (ページ 339) 

グループの設定 (ページ 386) 

テリトリーの設定 (ページ 389) 

ブックの設定のプロセス (ページ 362) 

管理者の役割に設定されたブックの確認 (ページ 363) 

ブックタイプとブックユーザー役割の作成 (ページ 367) 

レコード所有権モードの設定 (ページ 368) 

ブックとブック階層の作成 (ページ 369) 

ユーザーとブックの関連付け (ページ 371) 

ブックのアクセスプロファイルの作成 (ページ 373) 

企業のブックの有効化 (ページ 374) 
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セクション 内容 

ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化 (ページ 375) 

［レコード詳細］ページのレイアウトへのブックの追加 (ページ 377) 

ブックへのレコードの割り当て (ページ 379) 
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セクション 内容 

ビジネスプロセス管理 (ページ 407) プロセスの作成 (ページ 414) 

プロセスへの推移ステートの追加 (ページ 415) 

プロセスの制限 (ページ 417) 

推移ステートの項目の設定 (ページ 417) 

関連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化 (ページ 418) 

ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496) 

ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 

［ワークフローエラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 (ページ 
501) 

［ワークフローエラーモニター］からのエラーインスタンスの削除 
(ページ 502) 

［ワークフロー待機モニター］での保留インスタンスの表示 (ページ 
507) 

［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 (ページ 
508) 

割当ルールの設定 (ページ 516) 

見込み客変換中の追加フィールドのマッピング (ページ 523) 

見込み客変換レイアウトの作成 (ページ 524) 

売上予想定義の設定 (ページ 528) 

売上予想定義の更新 (ページ 534) 

セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 (ページ 535) 

企業の業種リストのカスタマイズ (ページ 542) 

変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 



Oracle CRM On Demandの管理プロセス 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  13 
 

セクション 内容 

データ管理ツール (ページ 564) データのインポートの準備 (ページ 611) 

インポート時のレコードのリンク (ページ 604) 

データのインポート (ページ 776) 

インポート結果の確認 (ページ 780) 

データのエクスポート (ページ 782) 

エクスポート結果の確認 (ページ 786) 

Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティ 
(ページ 794) 

Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティ (ページ 
788) 

統合イベントキューの作成 (ページ 801) 

統合イベント設定の管理 (ページ 802) 

コンテンツ管理 (ページ 805) 製品カテゴリーの設定 (ページ 806) 

自社製品の設定 (ページ 806) 

PRMの価格リストの設定 (ページ 809) 

ライフサイエンスの価格リストの設定 (ページ 812) 

企業の添付資料の管理 (ページ 815) 

アセスメントスクリプトの設定 (ページ 817) 

分析のフォルダの設定 

アプリケーションプラグイン (ページ 
824) 

Oracle Social Engagement and Monitoringの設定 (ページ 825) 

Oracle Social Network統合設定の設定 (ページ 826) 

Oracle Eloqua Engageを使用した電子メール配信の設定 (ページ 828) 

Webサービスの統合 (ページ 789) WSDLおよびスキーマファイルのダウンロード (ページ 789) 

Webサービスの利用の確認 (ページ 793) 

ライフサイエンス管理 (ページ 829) スマートコールの管理 (ページ 829) 

ライフサイエンス関連設定の設定 (ページ 832) 

有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数の設定 
(ページ 834) 

担当者へのサンプル受領権限の付与 (ページ 836) 

デスクトップ統合管理 (参照 "Oracle 
CRM On Demand Desktop" ページ 
840) 

カスタマイズパッケージの管理 (ページ 840) 

Oracle CRM On Demand 
Desktopインストーラバージョンの場所の設定 (ページ 842) 

さらに、管理者は通常、次の操作を行うことができます。 
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n 自分自身で使用するための、または社内に配布するためのカスタムレポートの手順については、「分析ホームページの使
用」を参照してください。 

n 社内で配布するためのフィルター済みリストの作成手順については、「リストの使用」を参照してください。 

Oracle On Demand Expression Builderの使用方法については、「Expression Builder (ページ 
844)」を参照してください。 
 

Oracle CRM On Demandの管理プロセス 
Oracle CRM On Demandの［管理者］ページでは、ユーザーに対するOracle CRM On 
Demandの配置およびデータ要件の設定を管理できます。［管理者］ページを使用して、特定のビジネス要件に合わせてOra
cle CRM On Demandの外観をカスタマイズできます。Oracle CRM On 
Demandの配置を管理するには、次のガイドラインに従います。  

1 使用可能なすべてのリソースを確認します。 

新しいOracle CRM On Demandの配置を設定する前に、次のリソースを確認します。 

n 『Oracle CRM On Demand Administrator Preview 
Guide』を一読します。このガイドは、すべての企業管理者が利用でき、Oracle CRM On 
Demandの機能を有効化する方法に関する情報を提供します。『Oracle CRM On Demand Administrator 
Preview Guide』の入手方法の詳細は、Oracle CRM On 
Demandの［トレーニングおよびサポート］リンクをクリックしてください。 

n Oracle CRM On 
Demandの［トレーニングおよびサポート］リンクをクリックして、その他のツール、テンプレート、チェックリ
スト、Web セミナーおよびガイドを確認します。 

n Oracle Universityが実施するAdministration Essentialsコースに登録します。  

2 組織内のビジネスプロセスとユーザーが果たす役割を評価します。 

My Oracle Supportから入手可能な『Oracle CRM On Demand Administrator Rollout 
Guide』を一読します。カスタムフィールドの設定テンプレートをダウンロードして使用し、配置を最初から適切に
計画します。カスタムフィールドの設定テンプレートはMy Oracle 
Supportのトレーニングおよびサポートセンターのツールとテンプレートページから入手できます。   

n 次の要因および機能を検討して、データの表示とデータのセキュリティ保護方法を定義します。  

n アクセスプロファイル。詳細は、「アクセスプロファイル管理 (ページ 319)」を参照してください。 

n チーム。詳細については、「レコードの共有（チーム）」を参照してください。 

n ブック。詳細については、「ブックの管理 (ページ 339)」を参照してください。 

n マネージャ表示。詳細については、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 
19)」を参照してください。 

n データモデルと関連フィールドを定義します。トレンド分析、リアルタイムトレンド分析および分析をサポートする
レコードタイプがどのレポートに必要かを評価します。  

n 検証およびデータ操作に関連する次のプロセスを定義します。  

n セールスプロセスの設定。詳細については、「セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 (ページ 
535)」を参照してください。  
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n 見込み客変更レイアウトと項目マッピングを定義します。詳細については、「見込み客変換の管理 (ページ 
521)」を参照してください。  

n フィールド検証を定義します。詳細については、「フィールド管理について (ページ 
107)」を参照してください。  

n ワークフロープロセスを定義します。詳細については、「ビジネスプロセス管理 (ページ 
407)」を参照してください。  

n Oracle CRM On DemandとWebサービスを統合します。詳細については、「Web サービスの統合 (参照 
"Webサービスの統合" ページ 789)」を参照してください。  

n 顧客テスト環境（CTE）とトレーニングおよびテストのためのその他の環境を定義します。  

3 企業を設定します。  

各企業は一意です。Oracle CRM On 
Demandでは、ビジネスの設定に合わせて多くの企業設定をカスタマイズできます。 

n 企業の会計年度、言語、通貨、為替レートなどを設定します。  

n 適切なアクセス権とCTEを要求します。企業設定の詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 
(ページ 19)」を参照してください。  

4 ユーザープロファイルを設定します。  

企業内のユーザーには特定の役割と権限があります。一定のデータへのアクセス権を持つユーザーと持たないユーザ

ーがいます。ユーザーを追加する前に、各ユーザータイプの表示と役割を設定する必要があります。 

n Oracle CRM On Demandユーザーの役割を設定します。詳細については、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

n 企業のアクセスプロファイルを設定します。詳細は、「アクセスプロファイル管理 (ページ 
319)」を参照してください。  

n ブック、チームなどの表示モデルを設定します。詳細については、「ブックの管理 (ページ 
339)」および「レコードの共有（チーム）」を参照してください。  

5 データモデルを設定します（例：フィールドやレコードタイプの追加または名前変更など）。  

企業のデータ要件も一意です。Oracle CRM On 
Demandで、既存のレコードタイプへの新しいフィールドの追加、ビジネス条件に応じたフィールド名の変更、新
規カスタムレコードタイプの追加を行うことができます。データを追加する前に、次の操作を行ってください。  

n データモデルの定義に必要な新しいフィールドおよびレコードタイプを追加します。詳細については、「フィールド
の作成と編集 (ページ 124)」および「レコードタイプの追加 (ページ 253)」を参照してください。  

n 特定のビジネス条件に合わせてフィールドおよびレコードタイプの名前を変更します。詳細は、「フィールドラベル
の管理 (ページ 155)」および「レコードタイプの名前変更 (ページ 249)」を参照してください。  

n ピックリストを作成します。インポート機能を使用して、大量のピックリスト値をピックリストフィールドに手軽に
インポートできます。詳細については、「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照してください。  

n レイアウトを設定します。各役割に必要なフィールドのみを表示し、動的レイアウトを使用します。詳細については
、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」および「動的ページレイアウトの指定 (ページ 
216)」を参照してください。  

n ワークフローやセールスプロセスなどのプロセスを設定します。詳細については、「ビジネスプロセス管理 (ページ 
407)」および「セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 (ページ 535)」を参照してください。  
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n 役割のリストを設定します。最初の10件のリストはユーザーのホームページに表示されます。リストに大量のデー
タを取得しないことをお勧めします。毎日の作業で管理可能な推奨レコード件数は25から100件です。また、次の
ことをお勧めします。  

n 可能な場合は、インデックス付きフィールドを使用します。  

n リストには、ユーザーが頻繁に更新するフィールドを含めます。  

リストの設定の詳細は、「リストの作成と編集」を参照してください。  

6 レポートを生成してビジネス基準に関する情報を提供します。  

Oracle CRM On 
Demandの分析機能を使用してビジネス要件に関連するカスタムレポートを生成し、ユーザーに提供します。レポ
ートの詳細は、「分析」を参照してください。  

7 データとユーザーをインポートします。  

インポート機能を使用してレガシーデータをOracle CRM On 
Demandにインポートします。すべてのユーザーをインポートすることも、［ユーザー管理］ページからすべての
ユーザーを手動で追加することもできます。追加されたユーザーにはOracle CRM On 
Demandにアクセスするための暫定パスワードを通知する電子メールが送信されるため、ユーザーはすぐに作業を
開始できます。データのインポートの詳細は、「インポートツールとエクスポートツール (ページ 
564)」を参照してください。 

 

設定時における管理者テンプレートの使用 
企業の情報を整理したり、Oracle CRM On 
Demandを効率的に実装するのに役立つ管理者設定テンプレートを使用できます。  

テンプレートに情報を入力した後は、アプリケーションの設定およびカスタマイズ時にそのテンプレートを参照として使用で

きます。 

管理者設定テンプレートにアクセスするには 

1 使用するテンプレートのリンクをクリックします。 

使用可能なテンプレートのリンクについては、次のセクションを参照してください。 

2 テンプレートをコンピュータに保存します。 

3 保存されたファイルを開きます。 
 

Oracle CRM On Demandでの使用状況追跡について 
使用状況追跡機能を使用すると、企業は、ユーザー使用状況、アプリケーション使用状況、セットアップと設定の詳細など、

Oracle CRM On Demandアプリケーションの使用状況を監視および分析できます。Oracle CRM On 
Demand使用状況のレポート作成用に、使用状況追跡に関する多数の組み込みレポートが用意されています。組み込みレポ
ートに加えて、Oracle CRM On 
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Demand使用状況をさらに詳細に分析する必要がある企業のために、使用状況追跡分析サブジェクトエリアは分析の時系列
分析エリアで使用できます。 

たとえば、次に関する情報を提供するレポートを作成できます。 

n 過去30日間サインインしていないユーザー 

n 過去30日間レコードが作成、更新、削除されていないレコードタイプ 

n Oracle CRM On Demandで作成されたワークフロールール、カスタムフィールドおよびカスタムタブの数 

ヒント:Webサービス使用状況の確認については、「Webサービスの利用の確認 (ページ 793)」を参照してください。 

使用状況追跡分析サブジェクトエリアで、使用状況追跡レポートにアクセスし、新規レポートを作成するには、ユーザー役割

に［使用状況追跡］権限が含まれている必要があります。［使用状況追跡］権限は、企業管理者の役割ではデフォルトで有効

です。 

［使用状況追跡］権限について 
企業管理者は、必要に応じて他のユーザー役割の［使用状況追跡］権限を有効にできます。ただし、ユーザー役割の［使用状

況追跡］権限を有効にするには、その前に、権限の有効化による次の影響を考慮してください。 

n ユーザー役割に［使用状況追跡］権限が含まれているユーザーは、分析の使用状況追跡分析サブジェクトエリア、および
使用状況追跡に関する組み込みレポートにアクセスできます。 

n 使用状況追跡データへのアクセスは、アクセスプロファイルやユーザー役割のレコードタイプに対するアクセス設定など
、他のアクセス設定では保護されません。したがって、役割に［使用状況追跡］権限が含まれているユーザーは、使用状

況追跡分析サブジェクトエリア内のすべての使用状況追跡データにアクセスできます。 

企業の使用状況データの一部は機密と考えられる場合があるため、適切なユーザーにのみ［使用状況追跡］権限が付

与されていることを確認する必要があります。 

n 使用状況追跡のレポート作成では、システムリソースが集中的に使用される場合があります。 

一部の使用状況追跡レポートは特定のユーザーが使用できるようにするが、そのユーザーに使用状況追跡分析サブジェクトエ

リアと組み込みレポートに対する完全アクセス権を付与しない場合は、関連データが含まれるカスタムレポートの作成を考慮

します。このカスタムレポートを共有レポートフォルダに格納し、ユーザーには、共有フォルダのみに対するアクセス権を付

与できます。 

Oracle CRM On Demandでは、サービス割当使用量に関するデータを表示できます。「企業のサービス割当使用量の表示 
(ページ 91)」および「履歴サービス割当使用量の表示 (ページ 
92)」を参照してください。ファイルおよびレコードの使用量に関するデータについては、「ファイルおよびレコード利用情
報の表示 (ページ 94)」を参照してください。 

関連トピック 
使用状況追跡分析サブジェクトエリアおよびレポートの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 使用状況追跡分析サブジェクトエリア 

n 分析の概要 
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企業管理 
作業前の準備。特に指示のない限り、「企業管理」で説明する手順を実行するには、[企業の管理]権限を含む役割が割り当て
られている必要があります。 

企業管理に関連する作業の手順を参照するには、該当するトピックをクリックしてください。 

n 企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 19) 

n ライセンスの状況と有効なユーザーの確認 (ページ 48) 

n 企業のパスワード管理の定義 (ページ 49) 

n すべてのパスワードのリセット (ページ 57) 

n 言語の有効化 (ページ 58) 

n カスタム会計カレンダーの定義 (ページ 61) 

n 通貨の管理 (ページ 65) 

n 部署の作成 (ページ 71) 

n ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71) 

n ユーザーと部署の関連付け (ページ 72) 

n すべてのユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 76) 

n IP アドレスの使用制限 (ページ 58) 

n 企業のリソース使用状況の確認 (ページ 78) 

n マスター監査証跡による監査証跡変更の確認 (ページ 79) 

n 全社レベルの警告の公開 (ページ 87) 

n 企業のサービス割当使用量の表示 (ページ 91) 

n 履歴サービス割当使用量の表示 (ページ 92) 

n サービス割当の警告の設定 (ページ 93) 

n ファイルおよびレコード利用情報の表示 (ページ 94) 

n 非共有住所から共有住所への変換 (ページ 96) 

n 共有住所をオフに切り替える場合の考慮事項 (ページ 98) 

n 共有住所のオフへの切り替え前のユーザーアクセスおよび［アドレスの管理］権限の更新 (ページ 99) 

n ［関係の編集］を使用した非共有住所の住所タイプの設定 (ページ 100) 

n 住所に対するアクセスプロファイルおよび役割の設定 (ページ 101) 
 

企業プロファイル 
企業プロファイルを設定するには、次の作業を実行します。 

n 企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 19) 
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n ライセンスの状況と有効なユーザーの確認 (ページ 48) 

n 企業のパスワード管理の定義 (ページ 49) 

n すべてのパスワードのリセット (ページ 57) 

n 言語の有効化 (ページ 58) 

n IP アドレスの使用制限 (ページ 58) 

 
 

企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 
企業情報およびグローバルデフォルトは、［企業プロファイル］ページを使用して設定します。 

企業情報。 
企業名、出荷先住所および請求先住所、電話番号、プライマリ担当者を入力または編集できます。トライアル期間にサインア

ップした場合は、企業に関する一部の情報がサインアップデータから継承されます。 

グローバルデフォルト。全社レベルのデフォルトを定義できますが、ユーザーはこれらのデフォルトを上書できます。 

注意： 企業の管理者は［国］の設定を変更できます。これにより、カスタマーサポートは、レポートやダッシュボードの更
新だけでなく、［タイムゾーン］の設定の更新についても必要な措置を取ることができます。［言語］、［通貨］、および［

タイムゾーン］の変更は、カスタマーサポートに連絡した場合にのみ可能です。新しい設定が分析に反映されるのは、完全な

ETL（抽出、変換、ロード）が実行された後です。 

作業前の準備。これらの設定の影響については、「ユーザーのプロファイル設定について」を参照してください。 

次の手順を実行するには、［企業の管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。  

企業プロファイルを編集するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］セクションで、［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

4 ［企業プロファイル］ページで、［編集］ボタンをクリックして（またはインライン編集を使用して）変更します。 

5 レコードを保存します。 

企業プロファイルの設定の詳細は、次のトピックを参照してください。  

n 企業主要情報の設定 (ページ 20) 

n 企業設定の設定 (ページ 21) 

n 企業勤務週とカレンダー設定の設定 (ページ 35) 

n 見込み客設定の設定 (ページ 36) 

n 企業テーマ設定の設定 (ページ 37) 

n 企業データ表示設定の設定 (ページ 38) 
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n 統合設定の設定 (ページ 40) 

n 企業セキュリティ設定の設定 (ページ 41) 

n 分析表示設定の設定 (ページ 45) 

n 通信設定の設定 (ページ 46) 

n 追加企業プロファイル設定の設定 (参照 "追加会社プロファイル設定の設定" ページ 47) 

n ジオコーダー設定の設定 (ページ 47) 

注: 
特定の状況では、［企業プロファイル］レコードの［変更者］フィールドに、企業プロファイルを直接更新するのに必要なア

クセス権や権限がないユーザーの名前が表示される可能性があります。たとえば、ユーザーの状態が［有効］から［無効］に

、または［無効］から［有効］に変更されると、［企業プロファイル］ページの［有効なユーザー］および［無効なユーザー

］フィールドの値が更新されます。これらのフィールドが変更された結果、その変更を行ったユーザーに企業プロファイルの

更新に必要な権限がない場合でも、［企業プロファイル］ページの［変更者］フィールドが更新され、ユーザーレコードを更

新したユーザーの名前が表示されます。  

 
 

企業主要情報の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[企業主要情報]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

会社のサインインID 各企業に固有の識別子。新規ユーザーを作成する際は、これがそのユーザーのユーザ

ーサインインID（企業サインインID/ユーザーID）の最初の部分となります。企業の
管理者は、この値を変更できません。 
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プライマリ担当者 デフォルトでは、ADMINか、社内で最初にサインインしたユーザーのエイリアスに
なりますが、任意のユーザーに変更できます。製品の更新や、その他の重要な情報は

プライマリ担当者に送信されます。 

プライマリ担当者が担当できない状況を補うには、プライマリ担当者の電子メールア

ドレスに配布リストを入力して、システム障害や他の重要な情報を複数のユーザーに

通知します。これは、次の2つの方法で実行できます。  

n プライマリ担当者のユーザーレコードの電子メールアドレスに既存の配布リスト
を入力します。ただし、システムでプライマリ担当者が何かを実行し、自動化さ

れた電子メールを自分の電子メールアドレスに送信した場合は、配布リストのす

べてのユーザーがその通知を受信することに注意してください。  

n 新規のダミーユーザーを作成します。このユーザーに配布リストなどの名前を付
け、ダミーユーザーのユーザーレコードの電子メールアドレスに配布リストを入

力します。この場合は、自分のライセンスの1つをこのタスクに対してのみコミ
ットします。  

注：プライマリ担当者に指定したユーザーは無効にできません。元のプライマリ担当

者の状態を［無効］に変更するには、その前に、プライマリ担当者に対して別のユー

ザーを選択する必要があります。 

 

 
 

企業設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[企業設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

デフォルト言語 ユーザーのデフォルトとして使用する言語。ユーザーが自分自身で使用す

る設定を変更できるように、その他の言語も有効にできます。言語の追加

方法については、「言語の有効化 (ページ 58)」を参照してください。 

このフィールドの更新については、カスタマーサポートにお問い合わせく

ださい。 

デフォルト地域 ユーザーのデフォルトとして使用する地域設定。ユーザーは、自分自身で

使用する設定を、［ユーザープロファイル］ページからいつでも変更でき

ます。これらの設定によって、日付、時刻、通貨、数字、および電話番号

の形式が決まります。 

デフォルト通貨 ユーザーのデフォルトとして使用する通貨。他の通貨を有効にすれば、ユ

ーザーが自分の設定を変更できるようになります（「通貨の管理 (ページ 
65)」を参照）。ただし、ここで設定した通貨は、売上予想に使用する全
社レベルの通貨を指定します。 

このフィールドの更新については、カスタマーサポートにお問い合わせく
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ださい。 

デフォルトタイムゾーン 企業のデフォルトのタイムゾーン。  

売上予想の生成などの一部の機能では、このデフォルトのタイムゾーンで

はなく、ホスト施設のタイムゾーンを使用します。このタイムゾーンにつ

いては、カスタマーサポートにお問い合わせください。他の地域のユーザ

ーは自分の地域のタイムゾーンの使用を選択できます。このタイムゾーン

は［ユーザープロファイル］ページで設定されます。 

このフィールドの更新については、カスタマーサポートにお問い合わせく

ださい。 

レコードプレビューモード 企業のレコードプレビューモード。レコードプレビュー機能を有効にし、

プレビューウィンドウを開く方法を指定できます。このフィールドの設定

内容によって、ユーザーがレコードへのリンクにポインタを置くか、また

はレコードへのリンクにポインタを置いたときに表示されるプレビューア

イコンをクリックするとプレビューウィンドウが開きます。  

プレビューウィンドウには、レコードの［詳細］ページの最初のセクショ

ンが表示されます。このフィールドで［オフ］を選択すると、レコードプ

レビュー機能を無効にすることもできます。このフィールドはOracle 
CRM On 
Demandが新しい企業に対して初めてセットアップされたときに、デフォ
ルトで［Click on Preview 
Icon（プレビューアイコンをクリック）］に設定されます。 

ユーザーは、[個人詳細]ページで別のレコードプレビューモードを指定す
ることにより、企業設定を上書きできます。 

インライン編集有効 インライン編集機能を有効または無効にします。 

インライン編集を有効にすると、レコードに対して［編集］ページを開か

ずに、リストページと詳細ページで直接フィールドを編集できます。 

インライン編集は、レコードのリストページ、レコードの詳細ページ、お

よびメインレコードの詳細ページでリンクされた多くのレコードでサポー

トされます。 

リンクされたレコードの次のフィールドタイプは、メインレコードの［詳

細］ページから編集できないことに注意してください。 

n リンクされたレコード自体の［詳細］ページに表示されないフィール
ド 

n ［氏名］などの計算フィールド 

n リンクされたレコードの［編集］ページで読み取り専用のフィールド 

また、複数のメインレコードの下に同じリンクされたレコードを表示でき

る場合は、リレーションシップの一部であるフィールドを編集できます。

リンクされたレコード自体に属しているフィールドは編集できません。た

とえば、取引先レコードの［取引先チーム］関連リストでは、［チームの

役割］フィールドは取引先とチームメンバー間のリレーションシップの一

部になっているので編集できます。ただし、［名前（姓）］フィールドと

［名前（名）］フィールドは、ユーザーレコード（チームメンバー）に属
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しているので編集できません。 

メッセージセンター対応 次の内容を制御します。 

n アクションバーに［メッセージセンター］が表示されます。  

n ［メモ］アイコンとメモのリストが［レコード詳細］ページで使用可
能です。  

n ユーザーはメッセージセンターウィジェットを使用できます。 

レコードタイプの監査可能な項目 このフィールドは、各レコードタイプについて監査できるフィールドの最
大数を指定します。デフォルトの数値は35ですが、この値を変更できます
。 

注：追加の各フィールドの監査で、該当するフィールドに変更があった場

合は、データベースに別のレコードを作成する必要があります。一度に監

査するフィールドが多すぎると、監査したレコードを保存するときのパフ

ォーマンスに影響を与える場合があります。 

レコードタイプに対して監査できるフィールドの最大数が各レコードタイ

プの[監査フィールドセットアップ]ページに表示されますが、そのページ
で値を変更することはできません。 

監査失効 (日数) このフィールドは、レコードタイプの監査証跡レコードが自動的に削除さ

れるまでOracle CRM On 
Demandに保持される期間を決定します。保持期間は日数で指定され、デ
フォルト値は90です。ユーザー役割に[フィールド監査の管理]権限がある
場合は、この値を変更できます。入力できる最小の数は1で最高は366で
す。 

値0（ゼロ）は監査証跡レコードが削除されないことを指定します。ただ
し、値をゼロには設定できません。監査証跡レコードを無期限に保持する

場合は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡し、このフィールドをゼロに設定することを依頼してくださ
い。 

注: 
レコードタイプの監査証跡では、レコードの作成、削除および復元を追跡

でき、既存のレコードの指定したフィールドに対する更新も追跡できます

。レコードタイプの監査証跡の設定については、「監査証跡のカスタマイ

ズ (ページ 209)」を参照してください。 

関連情報形式 レコードの[詳細]ページの関連情報セクションの形式を選択します。 

関連情報セクションは、ユーザーがリストを表示する場合にクリックでき

るリストまたはタブとして表示できます。[関連情報形式]オプションの設
定は役割ごとに指定することもできます。役割に［関連情報表示形式のパ

ーソナライズ］権限があるユーザーは、個人プロファイルの［関連情報形

式］オプションを設定することもできます。ユーザーの個人プロファイル

の[関連情報形式]フィールドが空白の場合は、ユーザーの役割の設定が使
用されます。ユーザーの役割の[関連情報形式]フィールドが空白の場合は
、企業の設定が使用されます。 

グローバル検索方法 アクションバーおよびルックアップウィンドウの［検索］セクションでユ
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ーザーが使用できる検索方法を選択します。 

n ターゲット検索。 
ターゲット検索では、指定したフィールドで一致が検索されます。タ

ーゲット検索では、ユーザーは複数のフィールドに値を入力できます

。ユーザーが入力した各値との一致が検出されたレコードのみが返さ

れます。レコードタイプに対してユーザーの役割に割り当てられた検

索レイアウト基づいて、ユーザーが検索できるフィールドが決まりま

す。Oracle CRM On 
Demandでは、ターゲット検索がデフォルトで有効です。ターゲット
検索の詳細は、「ターゲット検索について」を参照してください。 

n キーワード検索。キーワード検索では、各レコードタイプに固有のデ
フォルトのフィールドが検索されます。キーワード検索では、単一の

テキストボックスに文字列を入力します。ユーザーが入力した文字列

との一致が検出されたすべての検索対象フィールドにあるレコードす

べてが返されます。キーワード検索の詳細は、「キーワード検索につ

いて」を参照してください。 

会計年度開始月 このフィールドには、会計カレンダーの開始月が表示されます。 

このフィールドは企業の作成時に最初に設定されるものであり、企業の管

理者はこれを変更できません。 

この設定は、会計年度の売上を測定するレポートに影響を与えます。 

このフィールドの更新については、カスタマーサポートにお問い合わせく

ださい。 

会計年度開始日 このフィールドには、指定した会計カレンダーの開始月の日付が表示され

ます。 

このフィールドは企業の作成時に最初に設定されるものであり、企業の管

理者はこれを変更できません。 

この設定は、会計年度の売上を測定するレポートに影響を与えます。 

このフィールドの更新については、カスタマーサポートにお問い合わせく

ださい。 

会計カレンダーのタイプ このフィールドには、使用する会計カレンダーのタイプが表示されます。

選択できる値は、［カレンダー四半期］、4-4-5、5-4-
4、［カスタム会計カレンダー］です。この設定は、時間ベースの分析、
ビジネス計画、売上予想に影響を与えます。企業の管理者は、このフィー

ルドを変更できません。  

このフィールドの更新については、カスタマーサポートにお問い合わせく

ださい。 

製品確度平均化の有効化 ユーザーが［商談合計を更新］ボタンをクリックすると、商談の確度の更

新方法を決めます。 

n 選択されている場合、商談の確度は、リンクされている各製品の確度
の加重平均に基づいて計算されます。 

商談の確度= SUM（製品予想売上）/SUM（製品売上） 
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n 選択されていない場合、確度はアクションの一部としては更新されま
せん。 

注：［商談合計を更新］ボタンは、製品関連情報セクションのタ

イトルバーで、［商談詳細］ページにあります。 

製品の保存と追加の有効化 この設定が選択されているときに、ユーザーが新規の商談レコードを作成

した場合、［商談］ページヘッダーには、［保存］ボタンのかわりに［製

品を保存 & 
追加］ボタンが表示されます。この設定が未選択のときに、ユーザーが新

規の商談レコードを作成した場合、［商談］ページヘッダーには、［製品

を保存 & 
追加］ボタンが表示されず、［保存］ボタンのみが表示されます。  

商談売上分割の有効化 チームメンバー間での商談売上の分割を有効化するには、このオプション

を選択します。  

このチェックボックスをオンにすると、［商談チーム - 
ユーザーを編集］ページに［合計を更新］ボタンと［展開分割］ボタンが

表示され、売上をチームメンバーで分割できます。［商談売上予想］ペー

ジと［商談 
(個人)］ページには、ユーザーが分割売上対象のチームメンバーである商
談が表示されます。  

このチェックボックスをオフにすると、［商談チーム - 
ユーザーを編集］ページに［合計を更新］ボタンと［展開分割］ボタンが

表示されません。［商談売上予想］ページと［商談 
(個人)］ページには、ユーザーが商談所有者である商談が表示されます。 

ヘッドアップディスプレイ ヘッドアップディスプレイ機能がオンになっており、ユーザーのテーマに

ついて[ヘッドアップディスプレイ設定のサポート]チェックボックスが選
択されている場合、ブラウザウィンドウの下部にあるヘッドアップディス

プレイで、ページの関連情報セクション(リンクされているレコードのセ
クションなど)へのリンクを使用できます。ヘッドアップディスプレイは
、個人のプロファイルにある機能をオフにすることで、詳細ページから完

全に削除することもできます。ヘッドアップディスプレイの詳細は、「Or
acle CRM On 
Demandの各ページについての概要」を参照してください。  

注: 
ユーザーのテーマでヘッドアップ機能がサポートされている場合、企業レ

ベルで、または個々のユーザーがヘッドアップディスプレイをオンまたは

オフにできます。また、ユーザーの個人設定は企業の設定より優先されま

す。ただし、ユーザーのテーマにおいて[ヘッドアップディスプレイ設定
のサポート]チェックボックスを選択解除することで、ヘッドアップディ
スプレイを完全に削除できます。ヘッドアップディスプレイの色は、使用

しているテーマによって決まります。テーマの選択方法の詳細は、「テー

マの設定」を参照してください。 

共有アドレスの有効化 取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーレコードのトップ

レベルの住所レコードの共有をオンにするには、このオプションを選択し

ます。このオプションをオフにすると、取引先、担当者、自動車ディーラ

ー、およびパートナーのレコードで使用できるのは住所の非共有機能のみ
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となります。共有住所の詳細は、「住所」を参照してください。 

注：共有住所がオンの場合は、オフにする前に、「共有住所をオフに切り

替える場合の考慮事項 (ページ 
98)」の情報を確認し、「共有住所のオフへの切り替え前のユーザーアク
セスおよび［アドレスの管理］権限の更新 (ページ 
99)」の手順を完了してください。共有住所は、Oracle Process 
Integration 
Pack（PIP）などの事前パッケージ済みのOracle製品統合と互換性があり
ません。PIP（Oracle Lead to Order Integration Pack for Oracle 
CRM On Demand and Oracle E-Business Suite 
PIPなど）を使用している場合は、［共有アドレスの有効化］設定を選択
しないでください。 

共有アドレスの検証 企業の共有住所を検証するには、このオプションを選択します。このオプ

ションを選択すると、ユーザーは、共有住所を選択して取引先、担当者、

自動車ディーラー、またはパートナーのレコードに追加できます。未検証

の住所は、取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーのレコ

ードからフィルター処理され、これらのレコードの［新規］住所ボタンは

使用不可になります。  

［共有アドレスの検証］がオフの場合は、取引先、担当者、自動車ディー

ラー、またはパートナーのレコードで、すべての住所が使用可能になりま

す（つまり、フィルター処理は実行されず、必要な権限があるユーザーに

対しては、これらのレコードの［新規］住所ボタンが有効になります）。 

住所の検証の詳細は、「共有住所への検証済みのマーク付け」を参照して

ください。 

タブの拡張ビューを有効化する レコードの詳細ページ上で関連情報セクションがタブとして表示される場

合の関連情報セクション内での並べ替えおよびフィルター処理など、拡張

機能を有効化するには、このチェックボックスを選択します。このチェッ

クボックスの選択時にユーザーが実行できるアクションの詳細は、「関連

情報タブ用の拡張ビューについて」を参照してください。  

タブの拡張ビューを有効化するチェックボックスは、デフォルトでは選択

解除されています。 

タブでのクラシックテーマのページ

ングを有効化する 
ユーザーがレコードの詳細ページ上の関連情報タブを、デフォルト動作で

ある一度に1つのタブのスクロールではなく、一度に1つのタブセットずつ
スクロールできるようにするには、このチェックボックスを選択します。

この設定は、クラシックテーマにのみ適用されます。 

タブでのクラシックテーマのページングを有効化するチェックボックスは

、デフォルトでは選択解除されています。 

オーダー使用 Oracle CRM On 
Demandでのオーダーおよびオーダー項目の使用方法を選択します。  

CRM On Demand Order Managementの値を選択した場合は、Oracle 
CRM On Demand Life Sciences 
Editionのオーダー管理を使用できます。   

［eBusiness PIP 統合］値を選択すると、ユーザーはOracle Lead to 
Order Integration Pack for Oracle CRM On Demand and Oracle E-
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フィールド 説明 

Business Suite統合ソリューションを使用できます。  

Ebiz PIP統合はOracle Lead to Order Integration Pack for Oracle 
CRM On Demand and Oracle E-Business 
Suite統合ソリューションであるため、このフィールドはOracle CRM On 
Demand Order Managementでは使用できません。Oracle Lead to 
Order Integration Pack for Oracle CRM On Demand and Oracle E-
Business 
Suiteの詳細は、カスタマーサポートにお問い合わせください。 

いずれかの目的でオーダー機能を使用する場合は、ユーザーの役割に［オ

ーダーアクセスの有効化］権限が必要です。 

オーダー管理タイプ選択の詳細は、「EBIZ PIP統合およびOracle CRM 
On Demandオーダー管理について」を参照してください。 
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フィールド 説明 

ルックアップウィンドウ内のレコー

ドタイプリスト 
ルックアップウィンドウにおいてレコードをどのように検索できるかを、

次の中から選択します。 

n 有効化。この設定では、次のことが起こります。 

n ユーザーが検索対象の限定に使用できる定義済みリストのセット
は、トップレベルのレコードタイプ用のルックアップウィンドウ

内のレコードタイプリストフィールドで使用できます（レコード

タイプはユーザーが検索するレコードのタイプの名前です）。  

n 検索レイアウトウィザードでは、［ルックアップウィンドウのデ
フォルトとしてコンテキスト依存リストを表示］チェックボック

スを使用できます。このチェックボックスにより、ルックアップ

ウィンドウのレコードタイプリストフィールド内で他のリストの

前に使用可能なコンテキスト依存リストが表示されるよう指定で

きます。［ルックアップ］ウィンドウが開くと、［レコードタイ

プリスト］フィールドのリストセットにおける最初のリストが有

効となります。 

n 混合: この設定では、次のことが起こります。 

n レコードタイプリストフィールドは、レコードタイプリストフィ
ールドが表示されるルックアップウィンドウ内で使用可能であり

、指定レコードタイプのレコードの初期検索は、ユーザーがアク

セス可能なそのレコードタイプのすべてのレコードに対して実行

されます。  

n 無効化: この設定では、次のことが起こります。 

n どのルックアップウィンドウでもレコードタイプリストフィール
ドは使用できず、指定レコードタイプのレコードの初期検索は、

ユーザーがアクセス可能なそのレコードタイプのすべてのレコー

ドに対して実行されます。 

注意: 
検索レイアウトの設定後に企業プロファイルの[ルックアップウィンドウ
内のレコードタイプリスト]メニューで[無効化]を選択した場合、検索レ
イアウトウィザードでは［ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコ

ンテキスト依存リストを表示］チェックボックスは使用できなくなります

。また、［ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコンテキスト依存

リストを表示］オプションが前に選択されていたかどうかにかかわらず、

ルックアップウィンドウではコンテキスト依存リストが使用不可であり、

ルックアップウィンドウにおける指定レコードタイプのレコードの初期検

索は、ユーザーがアクセスできるレコードタイプのすべてのレコードにつ

いて実行されます。ただし、Oracle CRM On 
Demandでは検索レイアウトごとに、［ルックアップウィンドウのデフォ
ルトとしてコンテキスト依存リストを表示］チェックボックスの設定が格

納されます。後でもう一度企業プロファイルの[ルックアップウィンドウ
内のレコードタイプリスト]メニューで[有効化]または[混合]を選択した場
合、各検索レイアウトの［ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコ

ンテキスト依存リストを表示］チェックボックスの設定が元に戻り、再度

有効になります。 

カナダの住所の州ピックリストを有 カナダの住所テンプレートを使用するとき、［都道府県］フィールドに値
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フィールド 説明 

効化 リストを表示するには、このオプションを選択します。デフォルトでは、

このオプションの選択は解除されています。  

各動的ページレイアウトのパーソナ

ライズの有効化 
このチェックボックスはデフォルトではオフになっており、次のように、

動的レイアウトで使用される［詳細］ページの関連情報セクションのレイ

アウトをユーザーがパーソナライズする方法を決定します。 

n チェックボックスがオフの場合、ユーザーは1つのレコードタイプに
対して関連情報セクションの1つのパーソナライズレイアウトのみ作
成できます。ユーザーがレコードタイプの［詳細］ページの関連情報

セクションのレイアウトをパーソナライズすると、ページレイアウト

の動的レンダリングを決定するピックリストフィールドでどの値が選

択されているかに関係なく、同タイプのすべてのレコードの［詳細］

ページに同一の関連情報セクションが表示されます。  

n チェックボックスがオンの場合、ユーザーはピックリストフィールド
の各値（この値がページレイアウトの動的レンダリング内容を決定し

ます）に対して1つずつ関連情報セクションのパーソナライズレイア
ウトを作成できます。 

注: 
関連情報レイアウトをパーソナライズするには、ユーザー役割に［詳細ペ

ージのパーソナライズ - 関連情報］権限が含まれている必要があります。 

このチェックボックスの設定を変更したときの結果に関する詳細は、「パ

ーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りす

る方法 (ページ 220)」を参照してください。 

注: 
［個別の動的ページレイアウトのパーソナライゼーションを有効化］設定

は、関連情報レイアウトのパーソナライゼーションにのみ適用されます。

レコードページの項目レイアウトのパーソナライゼーションには適用され

ません。［詳細ページのパーソナライズ - 
項目］権限を持つユーザーは、［個別の動的ページレイアウトのパーソナ

ライゼーションを有効化］チェックボックスがオンになっていない場合で

も、個別の動的ページレイアウトの項目レイアウトをパーソナライズでき

ます。項目レイアウトのパーソナライズの詳細は、「項目レイアウトのパ

ーソナライズ」を参照してください。 
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フィールド 説明 

Webアプレットに対する言語翻訳サ
ポートの有効化 

カスタムWebアプレット、およびレコードタイプホームページと［ホーム
ページ 
(個人)］にカスタムレポートを表示するアプレットの翻訳した名前を入力
できる機能を有効にする場合、このチェックボックスをオンにします。詳

細は、「Webアプレット名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 
"Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" ページ 
194)」を参照してください。 

［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスは、デ

フォルトではオフになっています。 

注: ［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスは、カ

スタムWebアプレット、およびレコードタイプホームページと［ホームペ
ージ 
(個人)］にカスタムレポートを表示するアプレットにのみ適用されます。
フィールド名、役割名、アクセスプロファイル名など、Oracle CRM On 
Demandの他の要素を翻訳した名前を入力できる機能は有効化および無効
化されません。 

ワークフロー保存取消メッセージに

対する言語翻訳サポートの有効化 
ワークフロールールの条件が満たされず、ルールの［保存取消］チェック

ボックスがオンになっている場合、ユーザーまたはWebサービスに返され
るカスタムエラーメッセージの翻訳を入力できる機能を有効にするには、

このチェックボックスをオンにします。カスタムエラーメッセージの翻訳

の入力の詳細は、「ワークフロー保存操作の取り消し (参照 
"ワークフロー保存操作の取リ消し" ページ 461)」を参照してください。 

ワークフロー保存取消メッセージに対する言語翻訳サポートの有効化チェ

ックボックスは、デフォルトではオフになっています。 

注: 
このチェックボックスをオンにしたときにカスタムエラーメッセージを含

むワークフロールールが既に存在する場合、そのルールのカスタムメッセ

ージは、ユーザーの言語に関係なく、既存のルールの翻訳されたメッセー

ジを入力するまで、企業で使用するデフォルト言語およびすべてのユーザ

ーのデフォルトフォントを使用して引き続き表示されます。 

ポートフォリオ口座からの車両/資
産レコードの除外 

この設定を選択すると、車両および資産レコードはすべてのポートフォリ

オ口座リストから除外されます。リリース29以前では、車両および資産レ
コードはポートフォリオ口座リストに含まれていました。リリース29から
、チェックボックスをオンにした場合、リストに含まれるのは［資産タイ

プ］フィールドの値が［ポートフォリオ］のレコードのみです。  

チェックボックスをオフにすると、車両および資産レコードはすべてのポ

ートフォリオ口座リストに含まれます。このチェックボックスは、デフォ

ルトではオフになっています。 

リリース33から、このチェックボックスがオンの場合、ポートフォリオ関
連のサブジェクトエリアを使用するレポートには、[資産タイプ]フィール
ドの値が[ポートフォリオ]であるレコードのみが含まれるようになりまし
た。 



企業管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  31 
 

フィールド 説明 

商談合計の自動更新の有効化 デフォルトで［商談合計の自動更新の有効化］チェックボックスは選択さ

れていません。この設定の動作は次のとおりです。 

このチェックボックスを選択している場合、商談の売上および予想売上は

、次のいずれかのイベントが発生した場合に自動的に更新されます。 

n いずれかのチャネルを介した、商談への製品の追加。 

n いずれかのチャネルを介した、商談からの製品の削除。 

n いずれかのチャネルを介した、商談にリンクされている製品の詳細の
更新。 

このチェックボックスを選択していない場合、商談の売上および予想売上

は、商談に対する製品の追加または削除、あるいは商談にリンクされてい

る製品の詳細の更新時に、自動的に更新されません。このような変更の後

で商談の売上を更新するには、ユーザーは［商談詳細］ページの［商談製

品売上］セクションのタイトルバーにある［商談合計を更新］ボタンをク

リックする必要があります。 

注: 
企業プロファイルで［商談合計の自動更新の有効化］チェックボックスが

選択されている場合、［商談詳細］ページの［商談製品売上］セクション

のタイトルバーに［商談合計を更新］ボタンは表示されません。 

電子メールフィールドでのUnicode
文字の許可 

このチェックボックスがオンの場合、[担当者]と[見込み客]のレコードタ
イプについてのみ、[電子メール]フィールドのアドレスで、アドレスのロ
ーカルパートとドメイン名の両方にほとんどのUnicode（UTF-
8）文字を使用できます。  

ユーザーインターフェイスの[電子メール]フィールドを更新するには、次
のいずれかのユーティリティを使用します。  

n インポートアシスタント 

n Oracle Data Loader On Demand 

n Webサービス 

n ワークフローでの[値を更新]アクション 

注: 
電子メールアドレスでの使用がサポートされている文字の詳細は、「電子

メールアドレスの特殊文字について」を参照してください。 
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フィールド 説明 

リストカラム見出しの固定 このピックリストにより、Oracle CRM On 
Demandでリストおよび検索結果のカラム見出しがユーザーに対してどの
ように表示されるかが決まります。次の値を選択できます。 

n [オン]。ユーザーがレコードのリストをスクロールダウンして、カラ
ム見出しの行がブラウザウィンドウの上部に達したときに、カラムラ

ベルは常に表示された状態になります。 

n [オフ]。ユーザーがレコードのリストをスクロールダウンして、カラ
ム見出しの行がブラウザウィンドウの上部に達したときに、カラムラ

ベルは表示されなくなります。 

この機能は、企業レベルとユーザーレベルでオンまたはオフに設定できま

す。ユーザーレベルの設定は、企業の設定より優先されます。 

この設定のデフォルト値は[オフ]です。  

エクスポートリクエスト有効期限(
日数) 

このフィールドは、エクスポートリクエストレコードが自動的に削除され

るまでOracle CRM On 
Demandに保持される期間を決定します。保持期間は日数で指定されます
。デフォルト値は60ですが、この値を変更できます。指定できる最短保持
期間は1日です。エクスポートリクエストレコードを無期限に保持する場
合は、値を0（ゼロ）に設定します。 

注: 
エクスポートリクエストレコードは、企業のレコード割当使用量の計算に

含まれません。 

保持期間は、[リスト]ページから送信されたエクスポートリクエスト、お
よびデータエクスポートアシスタントから送信されたエクスポートリクエ

ストに適用されます。 
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フィールド 説明 

エクスポートリクエスト添付資料有

効期限(日数) 
このフィールドは、エクスポートリクエストからの出力を含む添付資料が

自動的に削除されるまでOracle CRM On 
Demandに保持される日数を指定します。デフォルト値は7ですが、この
値を変更できます。有効な値は1から366です。 

保持期間は、[リスト]ページから送信されたエクスポートリクエストの添
付資料、およびデータエクスポートアシスタントから送信されたエクスポ

ートリクエストの添付資料に適用されます。 

注: 
役割に[エクスポートリクエスト添付資料の削除]権限があるユーザーは、
このフィールドに設定されている値に関係なく、エクスポートリクエスト

添付資料が削除される前にそれを手動で削除できます。ユーザーがエクス

ポートリクエスト添付資料を削除した後は、その添付資料を取得できませ

ん。 

このフィールドに7より大きい値を入力した場合は、保持されているエク
スポートリクエスト添付資料は、企業が使用するディスクスペースの量の

計算に含まれ、ファイル割当制限に達した後は、エクスポートリクエスト

が失敗します。このフィールドの値が7以下の場合は、エクスポートリク
エスト添付資料は、企業が使用するディスクスペースの量の計算に含まれ

ず、ファイル割当に達した結果としてエクスポートリクエストが失敗する

ことはありません。 

注: 
エクスポートリクエストが削除された後は、そのリクエストの添付資料に

アクセスできません。そのため、このフィールドに[エクスポートリクエ
スト有効期限(日数)]フィールドの値（0（ゼロ）に設定されている場合を
除く）より大きい値を入力しないことをお薦めします。 

電子メール有効期限(日数) このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandによって送信された電子メールが自動的に削除されるまでに保持
される期間を決定します。保持期間は日数で指定されます。デフォルト値

は30ですが、この値を変更できます。指定できる最短保持期間は1日です
。電子メールを無期限に保持する場合は、値を0（ゼロ）に設定します。 

注: 
送信済み電子メールは、企業のレコード割当使用量の計算に含まれません

。 
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フィールド 説明 

電子メール添付ファイル有効期限(
日数) 

このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandによって送信された電子メールの添付ファイルが自動的に削除さ
れるまでに保持される日数を指定します。デフォルトは7ですが、この値
を変更できます。有効な値は1から366です。 

フィールドに7より大きい値を入力した場合、保持された電子メール添付
ファイルは、企業が使用するディスクスペースの量の計算に含められ、フ

ァイル割当制限に達した後は、[分析]レコードタイプのスケジュール済み
イベントの[メール送信]ワークフローアクションは失敗します。このフィ
ールドの値が7以下の場合、電子メール添付ファイルは企業が使用するデ
ィスクスペースの量の計算に含められず、ファイル割当に達した結果とし

て、[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントの[メール送信]ワ
ークフローアクションが失敗することはありません。 

注: 
送信済み電子メールが削除された後は、その電子メールの添付資料にアク

セスできません。そのため、このフィールドに[電子メール有効期限(日数
)]フィールドの値（0（ゼロ）に設定されている場合を除く）より大きい
値を入力しないことをお薦めします。 

電子メールを小文字で保存 ［電子メールを小文字で保存］チェックボックスはデフォルトで選択され

ています。この設定の動作は次のとおりです。 

n このチェックボックスがオンになっている場合は、電子メールアドレ
ス内のすべての大文字が小文字で保存されます。 

n このチェックボックスがオフになっている場合は、電子メールアドレ
ス内のすべての大文字は大文字で保存されます。 

注: 電子メールアドレス内の小文字は常に小文字で保存されます。 

この設定は、電子メールアドレスが追加されるチャネルに関係なく、Ora
cle CRM On 
Demandに追加されるすべての電子メールアドレスに適用されます。 

注: 
企業で過去に大文字小文字混在で電子メールアドレスを保存しており、［

電子メールを小文字で保存］チェックボックスをオンにした場合は、電子

メールアドレスが大文字小文字混在のユーザーレコードや担当者レコード

などのレコードに対してWebサービスリクエストまたはREST 
APIリクエストを使用しようとすると、エラーが発生する可能性がありま
す。このような問題が発生し、企業ですべての電子メールアドレスを小文

字で保存する必要がある場合は、現在、大文字小文字混在で保存されてい

る電子メールアドレスを小文字に変更するように更新する必要があります

。電子メールアドレスを編集するには、最初に［電子メールを小文字で保

存］チェックボックスをオフにする必要があります。電子メールアドレス

の編集が終了した後に、［電子メールを小文字で保存］チェックボックス

を再度オンにします。 

HTML 形式の有効化 このチェックボックスの設定によって、レコードの[詳細]ページの[メモ]
関連情報セクションから作成および編集されたメモの[説明]フィールドで
、HTMLがサポートされるかどうかが決定されます。詳細は、「HTMLエ
ディターについて」を参照してください。 
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企業勤務週とカレンダー設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の企業勤務週とカレンダー設定の設定セクションの設定方法について説明します
。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

［日曜日］、［月曜日］、［火曜日

］、［水曜日］、［木曜日］、［金

曜日］、［土曜日］ 

カレンダー勤務週において勤務日ごとにチェックボックスを選択します。少なくと

も1つのチェックボックスを選択する必要があります。  

カレンダーでのイベントの表示 この設定を選択すると、Oracle CRM On 
Demandでは作成されるイベントレコードごとに関連アポイントが自動的に作成さ
れます。［イベント］レコードタイプへのアクセス権を持つユーザーは、Oracle 
CRM On 
Demandカレンダーにイベントの関連アポイントを表示できます。イベントまたは
アポイントの更新は、引き続き同期されます。イベントおよびアポイントの同期の

詳細は、「イベントおよびアポイントの同期について」を参照してください。  

この設定を選択しないと、イベントの作成時に自動的に作成されていないアポイン

トのみが［カレンダー］セクションに表示され、Oracle CRM On 
Demandでは新しいイベントの関連アポイントは自動的に作成されません。  

ただし、管理者がこの設定を一定期間選択した後、この設定の選択を解除した場合

、既存の自動作成されたアポイントは残ります。イベントが更新されると、Oracle 
CRM On 
Demandはイベントの関連アポイントを引き続き同期します。イベントが削除され
ると、アポイントも削除されます。  

注: 
この設定が有効になっている場合は、作成されたイベントレコードごとにデータベ

ース内にもう1つイベントアポイントレコードが作成されます。これにより、追加の
レコードが作成されることで、イベントのインポート時にパフォーマンスへの影響

があります。また、この設定が有効になっている場合は、イベントアポイントに追

加されたユーザーごとに、データベース内にもう1つイベントチームレコードが作成
されます。これにより、追加のレコードが作成されることで、アポイントユーザー

のインポート時（インポートファイルにイベントアポイントが含まれる場合）にパ

フォーマンスへの影響があります。 

カレンダー週開始日 このフィールドには、すべてのユーザーのカレンダービュー、およびユーザーがOr
acle CRM On 
Demandで日付フィールドの値を選択する日付セレクターに週の最初の日としてデ
フォルトで表示される曜日が表示されます。デフォルトでは、［日曜日］が選択さ

れています。週の別の開始日を選択できます。 

ユーザーは、カレンダー設定で別の日を選択することで、週の開始日の企業の設定

を上書きすることもできます。 

勤務時間開始時刻 勤務日を開始する時刻を入力します。時刻の形式は、国のロケールに応じて異なる

可能性があります。     
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フィールド 説明 

勤務時間終了時刻 勤務日が終了する時刻を入力します。時刻の形式は、国のロケールに応じて異なる

可能性があります。 

活動通知 この設定により、ユーザーが活動通知を受信できるかどうかが決まります。次の値

を設定できます。 

n なし。[デフォルトのカレンダー設定]ページのこの設定をユーザーが上書きし
ないと、ユーザーは通知を受信しません。これはデフォルト設定です。 

n 電子メール。[デフォルトのカレンダー設定]ページのこの設定をユーザーが上
書きしないと、ユーザーは電子メールで通知を受信します。 

n ポップアップリマインダ: 
[デフォルトのカレンダー設定]ページのこの設定をユーザーが上書きしないと
、ユーザーはポップアップウィンドウで通知を受信します。 

n 電子メールおよびポップアップリマインダ: 
[デフォルトのカレンダー設定]ページのこの設定をユーザーが上書きしないと
、ユーザーは電子メールおよびポップアップウィンドウで通知を受信します。 

ユーザーは、[設定 
(個人)]、[カレンダー設定]、[デフォルトカレンダービュー]の順にクリックして、[
デフォルトのカレンダー設定]ページにナビゲートします。 

 
 

見込み客設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[見込み客設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

編集可能な関連オブジェクトのみを

変換 
このチェックボックスがオンの場合、変換を実行するユーザーは、変換に必要なすべ

ての活動およびカスタムオブジェクトレコードに対する編集アクセス権がなくても、

[取引先]、[担当者]、[取引交渉登録]、[商談]などの他のレコードタイプに見込み客
を変換できます。ただし、ユーザーが編集アクセス権を持つ活動およびカスタムオブ

ジェクトレコードのみが、変換済みの見込み客レコードにリンクされます。見込み客

の変換に必要な設定の詳細は、「見込み客を変換するためのアクセスプロファイルお

よび役割の設定」を参照してください。 

このチェックボックスがオフの場合、変換を実行するユーザーが、見込み客にリンク

されるすべての活動および変換対象に選択されたすべてのカスタムオブジェクトレコ

ードについて編集アクセス権を持っている必要があります。そうしないと、見込み客

の変換は成功しません。これはデフォルト設定です。 

見込み客に資格を与えるには、[所
有者氏名]、[評価]、および[セール
ス要員]の有効化が必要です 

このチェックボックスをオンにすると、[所有者氏名]、[評価]、[セールス要員]フィ
ールドが見込み客の承認時に[見込み客]レコードで必須になります。これはデフォル
ト設定です。   

このチェックボックスをオンにしないと、見込み客の承認に対してこれらのフィール

ド必須になりません。 

見込み客レコードの取引先を関連付 このチェックボックスをオンにすると、Oracle CRM On 
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フィールド 説明 

ける際に[セールス要員]フィールド
を自動更新 

Demandでは、ユーザーインターフェイス、インポートツール、ワークフロー、We
bサービスのいずれかを使用して、見込み客に関連付けられている取引先が更新され
ると、見込み客の[セールス要員]フィールドが自動的に更新されます。これはデフォ
ルト設定です。 

このチェックボックスをオンにしないと、Oracle CRM On 
Demandは[セールス要員]フィールドを更新しません。  

注: 
ユーザーが[見込み客詳細]ページの[変換]ボタンをクリックして、既存の取引先に見
込み客を関連付けると、Oracle CRM On 
Demandは[セールス要員]フィールドを更新しません。 

 
 

企業テーマ設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[企業テーマ設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

デフォルトのテーマ テーマはOracle CRM On 
Demandの外観を決定します。デスクトップまたはラップトップコンピュータを使用
してOracle CRM On 
Demandにサインインするとデフォルトテーマが自動的に使用されます。新しい企業
に対してOracle CRM On 
Demandを最初のセットアップする際のデフォルトのテーマはOracleです。このテ
ーマを変更する場合は、［テーマ名］リストをクリックし、各自の企業にふさわしい

テーマを選択します。ユーザーは、各自の個人設定を編集するときに、この設定を上

書きすることもできます。 

テーマは、Oracle CRM On 
Demandの動作に影響を与えません。企業の管理者は、Oracle CRM On 
Demandにカスタムのテーマを作成できます。Oracle CRM On 
Demandで使用する独自のテーマを送信する場合は、企業の管理者に連絡してくださ
い。  

タブレットのテーマ この設定は、ユーザーがタブレットコンピュータまたは他のタッチスクリーンデバイ

スを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインするときに自動的に使用されるテーマを決定します（Oracle 
CRM On 
Demandでタブレットコンピュータまたはタッチスクリーンデバイスが検出された場
合）。この設定はオプションです。   
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企業データ表示設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内のデータ表示設定セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

管理者の表示が有効 ［表示可能なレコード 
(全件)］レコードセットを検索するように設定されたレコードのリスト（［取引先 
(全件)］リストなど）をマネージャが表示するとき、Oracle CRM On 
Demandではレコードのリストが次のように表示されます。  

n ［管理者の表示が有効］オプションが選択されている場合は、マネージャの部下
がアクセスできるレコードがリストに含まれます。  

n ［管理者の表示が有効］オプションが選択されていない場合、関連するレコード
タイプに対してマネージャの役割の［すべてのレコードを読み取れますか?］設
定が選択されていないかぎり、マネージャの部下がアクセスできるレコードはリ

ストに含まれません。 

マネージャが高度な検索で［表示可能なレコード 
(全件)］オプションを選択すると、Oracle CRM On 
Demandでは次のようにレコードのセットが検索されます。 

n ［管理者の表示が有効］オプションが選択されている場合、Oracle CRM On 
Demandで検索されるレコードのセットには、マネージャの部下がアクセスでき
るレコードが含まれます。  

n ［管理者の表示が有効］オプションが選択されていない場合、関連するレコード
タイプに対してマネージャの役割の［すべてのレコードを読み取れますか?］設
定が選択されていないかぎり、Oracle CRM On 
Demandで検索されるレコードのセットに、マネージャの部下がアクセスできる
レコードは含まれません。 

ユーザーのマネージャは、［ユーザー詳細］ページの［上司］フィールドまたは［上

司 
(エイリアス)］フィールド（どちらのフィールドがこのページに表示されるかによっ
て決まる）で指定します。 

注: 
［管理者の表示が有効］オプションの選択を解除しても、マネージャは、部下が所有

するレコードにアクセスできなくなることはありません。このオプションの設定に関

係なく、マネージャは常に、自分の部下が所有するレコードにアクセスできます。 

担当者の親チーム継承の有効化 担当者を取引先に関連付けるときに担当者チームが自動的に取引先チームのメンバー

を継承するようにするには、このチェックボックスを選択します。このチェックボッ

クスは、新しい企業に対してはデフォルトで選択解除されています。 

注意: 
このチェックボックスで設定を変更した後、チーム継承機能の新しい動作を確認する

には、ユーザーはOracle CRM On 
Demandからサインアウトして再度サインインする必要があります。 

チーム継承の詳細は、「チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 
323)」を参照してください。 
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フィールド 説明 

商談の親チーム継承の有効化 商談を取引先に関連付けるときに商談チームが自動的に取引先チームのメンバーを継

承するようにするには、このチェックボックスを選択します。このチェックボックス

は、新しい企業に対してはデフォルトで選択解除されています。 

注意: 
このチェックボックスで設定を変更した後、チーム継承機能の新しい動作を確認する

には、ユーザーはOracle CRM On 
Demandからサインアウトして再度サインインする必要があります。 

チーム継承の詳細は、「チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 
323)」を参照してください。 

デフォルトのグループ割当 グループメンバーが取引先、活動、担当者、世帯、商談、およびポートフォリオの所

有権を共有できるようにするには、このオプションを選択します。詳細は、「グルー

プの管理 (ページ 383)」を参照してください。 

ブックの有効化 ブックセレクタでカスタムブックを表示するかどうかを制御します。このチェックボ

ックスが有効でない場合、ブックセレクタに表示されるのは、ユーザーブックおよび

被委任者（存在する場合）のブックのみです。 

注意:［ブックの有効化］オプションは、ブック階層を作成するまではオンにしない
でください。このオプションはオンにするとオフに戻せません。ただし、ブック階層

はこのオプションをオンにした後でも変更できます。 

ブックセレクタの表示  ブックセレクタを有効または無効にします。このセレクタは、特定ユーザー、委任者

、またはカスタムブックのレコードに検索を絞り込むために使用できます。  

重複レコードのブックのマージの有

効化 
この設定は、企業がOracle CRM On 
Demandでブック機能を使用する場合のみ適用されます。ブック機能の詳細は、「ブ
ックの管理 (ページ 339)」を参照してください。 

ユーザーがレコードをマージすると、プライマリレコードに関連付けられたブックは

常に保持されますが、重複レコードに関連付けられたブックはプライマリレコードに

自動的に関連付けられません。重複レコードのブックのマージの有効化チェックボッ

クスは、次のように、レコードをマージするユーザーが重複レコードのブックをプラ

イマリレコードと関連付けられるかどうかを決定します。 

n チェックボックスをオンにすると、Oracle CRM On 
Demandでは、重複レコードに関連付けられたブックをプライマリレコードに関
連付けるかどうかを指定するようにユーザーに要求します。 

n チェックボックスをオフにすると、ユーザーは、重複レコードに関連付けられた
ブックをプライマリレコードに関連付けるように指定できません。  

デフォルトでは、このチェックボックスは選択解除されます。Oracle CRM On 
Demandでの重複レコードのマージの詳細は、「レコードのマージ」を参照してくだ
さい。 
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フィールド 説明 

ブックセレクタで親ブック階層を表

示 
この設定は、企業がOracle CRM On 
Demandでブック機能を使用する場合のみ適用されます。ブック機能の詳細は、「ブ
ックの管理 (ページ 339)」を参照してください。 

[ブックセレクタ]ページでユーザーが表示できるのは、関連するブックおよびサブブ
ックのみです。ただし、ブック階層全体の表示をユーザーに許可すると、企業内の特

定ブックへのコンテキストをユーザーが保持することになります。[ブックセレクタ
で親ブック階層を表示]チェックボックスにより、ブックセレクタにおけるブックお
よび階層の表示方法が次のように決まります。 

n チェックボックスを選択解除した場合、ブックセレクタにはユーザーがメンバー
であるブックおよびサブブックのみが表示されます。    

n チェックボックスを選択した場合、ブックセレクタにはユーザーがメンバーであ
るブックおよびサブブックと、ブック階層内のすべての上部ノードが表示されま

す。ユーザーの役割について、ブックの[すべてのレコードを読み取れますか?]
の設定を選択した場合、ユーザーはブック階層内のすべてのノードを展開して表

示できます。ユーザーがメンバーであるブックおよびそのサブブックの名前は、

黒で表示されます。ユーザーがメンバーでない上部ノードは、赤で表示されます

。   

注: 
この設定は、レコード検索またはフィルターが適用されているページ、たとえば、ア

クションバーの[検索]、[高度な検索]、[リスト管理]、[ルックアップ]ウィンドウ、[
レポート]および[ダッシュボード]などのブックセレクタにのみ影響します。 

 
 

統合設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[統合設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

統合イベントが有効 新規の顧客の場合は、統合イベント機能が自動的に有効になります。ただし、既存の

顧客の場合、Oracle CRM On 
Demandの統合イベント機能は、カスタマーサポートと企業の管理者による設定が必
要です。カスタマーサポートに連絡して、統合イベント管理のサポートを依頼し、必

要な統合イベントキューの最大の合計サイズを指定してください。 

Web サービス R16 互換性モード  ユーザー名トークンとパスワードトークンが含まれているWebサービスリクエストを
、Oracle CRM On 
Demandリリース16以下と同じステートレスリクエストまたはステートフルリクエ
ストとして処理するかどうかを制御します。このチェックボックスは、新規のすべて

の企業に対してデフォルトでオフです。 

ワークフローを有効化 企業がワークフローを許可するように設定されている場合は、この設定が表示されま

す。この設定は、導入したいワークフロー条件を作成しておけば有効にできます。 

エクスポートファイルにWebリンク
URLを含める 

この設定では、エクスポートアシスタントまたは[リストをエクスポート]ページにあ
るエクスポートファイルにWebリンクURLを含めるチェックボックスのデフォルト値
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フィールド 説明 

を指定します。  

この設定の動作は次のとおりです。 

n このチェックボックスがオンの場合、エクスポートアシスタントまたは[リスト
をエクスポート]ページでエクスポートファイルにWebリンクURLを含めるチェ
ックボックスがデフォルトでオンになります。エクスポートの実行時、この値に

より、エクスポートされるCSVファイルにURLを含めることを指定します。 

n このチェックボックスがオフの場合、エクスポートアシスタントまたは[リスト
をエクスポート]ページでエクスポートファイルにWebリンクURLを含めるチェ
ックボックスがデフォルトでオフになります。エクスポートの実行時、この値に

より、エクスポートされるCSVファイルからURLを除外することを指定します。 

注: 
各エクスポートの実行時、ユーザーはエクスポートファイルにWebリンクURLを含め
るチェックボックスをオンまたはオフにすることを選択できます。 

 

 

 
 

企業セキュリティ設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[企業セキュリティ設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

企業のアイドルタイムアウト（分） これは、使用されていなかったためにユーザーのセッションが終了するまでに許可
された時間（分）です。このフィールドの値を空にした場合、インタラクティブセ

ッションのタイムアウト設定は、システムの［デフォルトアイドルタイムアウト 
］の値によって決まります。システムの［デフォルトアイドルタイムアウト］のデ

フォルト値は通常60分です。システムの現在の［デフォルトアイドルタイムアウト
］設定は、［企業プロファイル］ページに表示できます。この値は［企業プロファ

イル］ページを編集するときに表示されます。10分から90分の値を入力すること
をお薦めします。 

また、［企業のアイドルタイムアウト 
(分)］設定により、Webサービスセッションなどの非インタラクティブセッション
が使用されていなかったために終了するまでに許可された時間を次のように決定す

ることもできます。 

n ［企業のアイドルタイムアウト 
(分)］フィールドが10分以下に設定されている場合、この設定は非インタラク
ティブセッションおよびインタラクティブセッションに適用されます。 

n ［企業のアイドルタイムアウト 
(分)］フィールドが10分を超える値に設定されている場合、この設定により非
インタラクティブセッションのアイドルタイムアウト間隔は決定されません。

この場合、非インタラクティブセッションのアイドルタイムアウト間隔はデフ
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ォルトで10分となります。 

n ［企業のアイドルタイムアウト 
(分)］フィールドが空白のままである場合、この設定により非インタラクティ
ブセッションのアイドルタイムアウト間隔は決定されません。この場合、非イ

ンタラクティブセッションのアイドルタイムアウト間隔はデフォルトで10分と
なり、システムの［デフォルトアイドルタイムアウト］の値によりインタラク

ティブセッションのアイドルタイムアウト間隔が決定されます。  

注: 
リリース33から、分析回答のインタラクションによりサーバーコールが呼び出され
ると、アイドルタイムアウト間隔タイマーがリセットされるようになりました。 

企業のアイドルタイムアウト警告(分) ユーザーセッションの期限切れ前に警告メッセージがユーザーに表示されるまでの
時間(分)です。この警告メッセージでユーザーが［OK］をクリックした場合、ア
イドルタイムアウト間隔タイマーがリセットされます。ただし、ユーザーが［OK
］をクリックしない場合、ユーザーのセッションは指定されたアイドルタイムアウ

ト間隔の後にタイムアウトとなります。 

注: この警告メッセージは、分析回答には表示されません。 

企業のアイドルタイムアウト警告(分)フィールドの値は、1から［企業のアイドル
タイムアウト 
(分)］フィールドで指定された値の範囲内である必要があります。値として0を入
力した場合、警告メッセージは表示されません。  

注意: 
警告メッセージが表示されたときに示されるページマスクは、セキュリティメカニ

ズムを提供しません。 
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認証タイプ 企業に許可されている認証タイプを表示します。この値を割り当てることができる

のはカスタマーサポートだけです。企業の管理者は、この値を変更できません。割

り当てることができる値は次のとおりです。  

n ユーザーID/パスワードのみ - すべてのユーザーが各自のOracle CRM On 
DemandのユーザーIDおよびパスワードを使用してサインインする必要があ
ります。 

n シングルサインオンのみ - 
すべてのユーザーがシングルサインオンメカニズムを使用してサインインする

必要があります。Oracle CRM On Demand 
のユーザーIDおよびパスワードは受理されません。 

n ユーザーID/パスワードまたはシングルサインオン - Oracle CRM On 
DemandのユーザーIDおよびパスワードとシングルサインオンのどちらを使
用してもOracle CRM On Demandにサインインできます。 

注: ［ユーザー ID/PWD 
またはシングルサインオン］という値が選択されている場合は、Oracle CRM On 
Demandのパスワードに対する企業のポリシーが引き続き適用されます。そのため
、Oracle CRM On 
Demandのユーザーのパスワードが期限切れになると、ユーザーがシングルサイン
オンを使用してサインインする場合でも、ユーザーのパスワード変更を求めるプロ

ンプトがOracle CRM On 
Demandに表示されます。パスワードの最小長、パスワードに必要な複雑さなど、
Oracle CRM On 
Demandのパスワードに対する他のすべてのポリシーも適用されます。Oracle 
CRM On 
Demandでは、シングルサインオンに使用されるパスワードは管理されません。 

認証タイプは、企業の管理者が［ユーザープロファイル］ページで各ユーザーに対

して設定できます。ユーザーの値が空白の場合は、そのユーザーに対して全社レベ

ルの設定が使用されます。 

シングルサインオンの外部ID 企業にシングルサインオンが設定されたときにカスタマーサポートが割り当てる固

有の企業識別子。企業の管理者はこの値を変更できませんが、外部IDは［ユーザー
プロファイル］ページでユーザーごとに設定できます。  

ユーザーID/パスワード認証用のサイ
ンインページ 

企業固有のカスタムサインインページへのURL。デフォルトのOracle CRM On 
Demandサインインページが置き換わります。通常、ページは企業のWebサーバ
ーでホストされます。URLは完全修飾である必要があります（URLはhttp://また
はhttps://で開始する必要があります）。  

このページは、ユーザーがサインアウトした後か、ユーザーのセッションが（使用

されていなかったため）終了した後で表示されます。企業は、最初のサインインに

はOracle CRM On 
Demandのデフォルトページではなく、このページを使用するようユーザーに指示
する必要があります。 

SSO認証用のサインインページ 企業固有のカスタムサインインページへのURL。このページは、ユーザーがシング
ルサインオンを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインした場合に、ユーザーがサインアウトした後か、ユーザーの
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セッションが（使用されていなかったため）終了した後で表示されます。通常、こ

のページは企業のWebサーバー（企業のシングルサインオンポータルなど）でホス
トされます。URLは完全修飾である必要があります（http://またはhttps://で開
始する必要があります）。 

企業は、最初のサインインにはOracle CRM On 
Demandのデフォルトページではなく、各自のSSOサインインページを使用する
ようユーザーに指示する必要があります。SSOを使用してサインインしたユーザー
がサインアウトしたとき、この設定が空白になっていると、「サインアウトされま

した」というメッセージが一般ページに表示されます。 

IPアドレス制限の有効化 「IPアドレスの使用制限 (参照 "IP アドレスの使用制限" ページ 
58)」を参照してください。 

サイト間リクエストの偽造保護機能の

有効化 
サイト間リクエストの偽造攻撃を防止する機能を有効にします。このチェックボッ

クスをオンにすると、Oracle CRM On 
Demandと対話するカスタマイズされたコードを作成するユーザーは、コードの隠
しパラメータとしてセキュリティトークンを含めることを求められる場合がありま

す。サイト間リクエストの偽造保護の詳細については、「サイト間リクエストの偽

造保護について (ページ 56)」を参照してください。 

企業がOracle CRM On 
Demandを使用するように設定されている場合、このチェックボックスはデフォル
トでオンになり、設定を変更することはできません。 

IFRAME 埋め込みの有効化 セキュリティ上の理由から、このチェックボックスはデフォルトでオフにされてお

り、必要な場合のみオンにする必要があります。このチェックボックスをオンにす

ると、ユーザーがOracle CRM On 
Demandページを別のサイトのWebページのiFRAMEに埋め込むことが許可されま
す。Oracle CRM On 
Demandを別サイトのWebページのiFRAMEに埋め込もうとしたときにこのチェッ
クボックスがオフになっていると、Oracle CRM On 
Demandページが展開されて親ページになります。Oracle CRM On 
Demandレポートウィジェットを使用する場合は、この設定を選択する必要があり
ます。この設定は、デスクトップアプリケーションに埋め込む他のOracle CRM 
On Demandウィジェットには影響しません。 
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クロスサイトスクリプティング（XSS
）が含まれている可能性のあるページ

の処理方法 

折り返し型XSS攻撃を防止するために一部のWebブラウザに搭載されているクロス
サイトスクリプティング（XSS）保護機能の動作を制御します。この設定を使用し
て、XSSが含まれているページをWebブラウザでどのように処理するかを決定しま
す。割り当てることができる値は次のとおりです。  

n ブロック。 
WebブラウザによってXSSが検出された場合、そのWebページは表示されま
せん。これがデフォルトであり、推奨値でもあります。 

n 訂正。WebブラウザによってXSSが検出された場合、Oracle CRM On 
Demandは返されるWebページに極力軽微な修正を加えることで攻撃を阻止
します。 

n 干渉しない。この設定ではXSS保護が提供されません。WebブラウザはXSS
の検出を試行しないか、WebページでXSSを検出しても無視します。この設定
は使用しないことをお薦めします。 

n ブラウザのデフォルト。この設定では、WebブラウザのデフォルトのXSS保護
レベル（構成可能な場合があります）が使用されるため、ベンダーによってX
SS保護のレベルが異なります。 

URLテキスト値からリンクへの変換 このチェックボックスを選択することで、フィールドタイプが[テキスト 
(短い)]または[テキスト 
(長い)]の「http://」または「https://」で始まる住所フィールドおよびテキスト
フィールド値が、自動的にWebリンクに変換されます。 
また、添付ファイル詳細ページ上の「http://」または「https://」で始まるURL
フィールド値も、自動的にWebリンクに変換されます。 
セキュリティ上の理由から、このチェックボックスはデフォルトでオフにされてお

り、必要な場合のみオンにする必要があります。 

 

 
 

分析表示設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[分析表示設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

レポートサブジェクトエリア 

 

このピックリストを使用して、ユーザーに対する分析のリアルタイムレポートの表示

を設定します。これらのレポートにより、データのリアルタイム分析が可能です。次

のいずれかの値を選択できます。 

n マネージャ表示。自分が所有するデータのほかに、部下が直接所有するデータを
表示できます。（これはデフォルト設定です。） 

n チーム表示。自分が所有するデータのほかに、取引先および商談チームと共有す
るデータを表示できます。 

この企業全体の設定は、ユーザーが［個人詳細］ページの［レポートサブジェクトエ

リア］設定に値を設定していないかぎり、適用されます。レポートの詳細は、「分析



Oracle CRM On Demandの管理 

 

46  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

フィールド 説明 

」の、特に「分析のレコードの表示について」トピックを参照してください。 

履歴サブジェクトエリア このピックリストを使用して、ユーザーに対する分析の履歴レポートの表示を設定し

ます。これらのレポートは時系列分析またはトレンド分析で使用されるか、または、

リアルタイムレポートよりも複雑な計算式が含まれています。次のいずれかの値を選

択できます。 

n マネージャ表示。 
自分が所有するデータのほかに、部下が直接所有するデータを表示できます。（

これはデフォルト設定です。） 

n チーム表示。自分が所有するデータのほかに、取引先および商談チームと共有す
るデータを表示できます。 

n フル表示。この設定はマネージャ表示とチーム表示の表示を組み合わせたもので
す。 

この企業全体の設定は、ユーザーが［個人詳細］の［履歴サブジェクトエリア］設定

に値を設定していないかぎり、適用されます。レポートの詳細は、「分析」の、特に

「分析のレコードの表示について」トピックを参照してください。 

役割ベースですべてのレコードを読

み取れます 

 

役割管理ウィザード内の［レコードタイプアクセス］ページの定義に従って、分析に

［すべてのレコードを読み取れますか?］設定がレコードタイプベースで使用される
ようにする場合は、このピックリストを使用します。企業プロファイルまたはユーザ

ープロファイルのいずれかを介して［役割ベースですべてのレコードを読み取れます

］設定が有効になっており、管理者が、特定のレコードタイプのユーザーの役割に対

して［すべてのレコードを読み取れますか?］表示設定を選択した場合は、そのレコ
ードタイプのすべてのレコードを分析に表示できます。 

［役割ベースですべてのレコードを読み取れます］設定を有効にする場合および有効

にする方法については、「［役割ベースですべてのレコードを読み取れます］設定に

ついて」を参照してください。 

［役割ベースですべてのレコードを読み取れます］設定が有効になっていない場合、

分析では、［レポートサブジェクトエリア］および［履歴サブジェクトエリア］フィ

ールドで設定された表示が使用されます。 

 

 
 

通信設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[通信設定]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 
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ユーザープロファイル更新時に電子

メールを送信 

 

この設定は、［電子メール］、［ユーザー ID］または［シングルサインオンの外部 
ID］フィールドの更新後に警告電子メールを受信するOracle CRM On 
Demandユーザーを決定します。次の値を使用できます。  

n ユーザー (全件)。電子メールはすべてのOracle CRM On 
Demandユーザーに送信されます。この設定がデフォルトであり、推奨設定です
。 

n 有効なユーザー (全件)。電子メールはすべての有効なOracle CRM On 
Demandユーザーにのみ送信されます。 

n ユーザー指定なし。電子メールはいずれのOracle CRM On 
Demandユーザーにも送信されません。この設定は、本番以外の環境でのみお勧
めします。 

 

 
 

追加会社プロファイル設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内の[追加情報]セクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

登録ユーザー数、有効なユーザー、

無効なユーザー 
これらの数値は読み取り専用で、登録ユーザー数を、ユーザーの現在の状態とともに

表示します。 

 
 

ジオコーダー設定の設定 
次の表では、Oracle CRM On 
Demandでの[企業プロファイル]ページ内のジオコーダーセクションの設定方法について説明します。  

注: 企業が特定の機能を有効にしている場合は、他のフィールドが表示されることもあります。 

フィールド 説明 

ジオコーダーの有効化 この設定により、Oracle CRM On 
Demandで住所レコード内の情報を使用し、Oracle 
Spatialを使用してその住所に対応する緯度および経度の値を検索できるようになり
ます。Oracle CRM On 
Demandで緯度および経度の検索に成功すると、これらの値が住所レコード内の緯度
フィールドと経度フィールドに入力されます。この設定は、デフォルトでは選択解除

されています。 

注: 
このフィールドは読み取り専用です。この設定を変更する必要がある場合は、Oracle 
CRM On Demand Customer Careに連絡してください。 

ジオコーディングの詳細は、「住所情報のジオコーディングについて」を参照してく
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ださい。 

 
 

ライセンスの状況と有効なユーザーの確認 
ライセンスの状況を確認し、有効なユーザーの数と比較できます。有効なユーザーごとにライセンスが必要です（有効なユー

ザーとは、アプリケーションにアクセスできるユーザーのことです）。 

ライセンスの数によって、アプリケーションが企業用に保存できるデータの量も決まります。 

作業前の準備：次の手順を実行するには、［企業の管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ライセンスの状況と有効なユーザーおよび無効なユーザーを確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］セクションで、［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

4 ［企業プロファイル］ページの［追加情報］セクションで、登録ユーザー数、有効なユーザー数、および無効なユーザー
数を確認します。 

n アプリケーションへのアクセスが不要になった有効なユーザーがいる場合は、そのユーザーを無効にすることによっ
てライセンスを解放できます。ライセンスの無効化の詳細は、「ユーザーの無効化 (ページ 
298)」を参照してください。  

n ライセンスを追加購入する場合は、Oracle CRM On Demandセールス要員にお問い合わせください。 
 

サインインおよびパスワードポリシーについて 
Oracle CRM On 
Demandは、最高レベルのセキュリティを企業に提供します。授権者のみがデータにアクセスできるようにするセキュリテ
ィ制約が組み込まれています。  

さらに、特定のサインイン、パスワード、および認証ポリシーを強化することで、社内のセキュリティレベルを上げることが

できます。たとえば、サインインのタイムアウトを15分に設定して、企業のセキュリティポリシーへの準拠を強化できます
。また、ユーザーが自分のパスワードを忘れてしまった場合は、一連の確認質問に回答するだけで、新しいパスワードを受け

取ることができます。追加のセキュリティ対策として、アクティブセッションの継続可能時間数を指定できます。たとえば、

ユーザーのアクティブログインセッションの継続可能時間を1時間に設定できます。アクティブセッション制限に達したとき
に、ユーザーがOracle CRM On 
Demand内でアクションを実行しようとすると、セッションを続行する前にログイン認証情報の入力を求められます。 
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セキュリティに関する考慮事項 
サインインおよびパスワードの管理を設定する前に、セキュリティ要件を慎重に検討する必要があります。以下に回答すべき

質問をいくつか示します。   

n どのタイプのユーザーIDを使用しますか。   

n システムが生成するユーザーの一時パスワードの有効期間をどのぐらいにしますか。 

n ユーザーがアプリケーションからロックアウトされるまでに行えるサインインの最大試行回数をどうしますか。   

n サインインのロックアウト期間をどのぐらいにしますか。どのぐらいの間隔でユーザーにパスワードを変更させますか。 

n 新しいパスワードを古いパスワードと異なるものにする必要がありますか。  

n パスワードの最小長をどのぐらいにしますか。 

n ユーザーがパスワードを忘れた場合に、パスワードのリセットを有効にするためにユーザーが正しく回答する必要のある
セキュリティに関する質問の数はいくつにしますか。 

n アプリケーションがユーザーのパスワードを自動的にリセットする前に、正しく回答しなければならないセキュリティに
関する質問をいくつにしますか。   

n ユーザーが自分のユーザーIDや電子メールアドレスを変更することを許可しますか。 

n ユーザーのアクティブセッションの継続可能時間をどれくらいにしますか。 

サインインおよびパスワードポリシーの定義を完了したら、そのポリシーをアプリケーションの［企業管理］ページで実装で

きます。 

パスワード設定の変更 
パスワード設定を変更した場合、現在のパスワードの有効期限が切れるまで変更は有効になりません。たとえば、パスワード

の最小長を7文字から10文字に変更したとします。そのとき、すでに7文字のパスワードを持っているユーザーがいると、そ
のユーザーはその7文字のパスワードを有効期限が切れるまで使用できます。しかし、有効期限が切れたら、ユーザーは少な
くとも10文字の新しいパスワードを作成しなければなりません。  

最良の手順は、新しいユーザーをシステムに追加する前に、内部ポリシーを設定し、その設定を選択することです。ただし、

セキュリティポリシーをただちに変更しなければならない場合は、すべてのユーザーパスワードをリセットできる機能があり

ます。この操作を行うと、社内のすべてのユーザーに宛てた電子メールが生成され、各ユーザーに新しい一時パスワードが与

えられます。これを行うには[会社の管理 - すべてのパスワードのリセット]権限が必要です。   

ユーザーがパスワードを忘れた場合の処理 
自分の役割に［個人のパスワードをリセット］権限が含まれているユーザーは、パスワードを忘れた場合、パスワードをリセ

ットするためのリクエストを提出できます。その場合、Oracle CRM On 
Demandサインインページの[アカウントにアクセスできませんか?]リンクを使用できます。パスワードをリセットするため
にユーザーが指定する必要のある最小数のセキュリティに関する質問と回答を定義する必要があります。この機能が設定され

ると、ユーザーは自分のOracle CRM On Demandパスワードをリセットできるため、管理者の介入が必要なくなります。 
 

企業のパスワード管理の定義 
Oracle CRM On 
Demandに対するパスワードポリシーを定義できます。たとえば、パスワードの長さや失効頻度などに関する企業のプロト
コルに従うように、パスワードポリシーを設定できます。 
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企業パスワード管理を定義するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］セクションで、［サインインおよびパスワード管理］リンクをクリックします。 

4 ［企業サインインおよびパスワード管理］ページで、必要な情報を入力します。入力が完了したら設定を保存します。 

次の表では、設定について説明します。 

注:パスワードをリセットするユーザーの役割には、［個人のパスワードをリセット］権限が含まれている必要があ
ります。Oracle CRM On 
Demandのサインインページの［アカウントにアクセスできませんか?］リンクからパスワードをリセットする場合
は、システムにセキュリティに関する質問と回答も設定されている必要があります。 

設定項目 有効な値 使用法 

サインインポリシー情報 

会社のサインインID テキストボックス 各企業に固有の識別子です。新規

ユーザーを作成する際は、この識

別子がそのユーザーのユーザーサ

インインID（企業サインインID
）の最初の部分となります。新し

いユーザーが作成され、デフォル

トユーザーIDタイプが企業サイン
インIDであると、ユーザーIDの
企業ドメイン部分にこの値が事前

入力されます。この設定は、［企

業プロファイル］ページからアク

セスすることもできます。 

現在のパスワードの最大試行数 1から3までの数値 ユーザーが現在のパスワードの入

力を試行できる回数。試行回数に

達した後、ログイン画面に現在の

パスワードを入力すると、ユーザ

ーはOracle CRM On 
Demandからロックアウトされま
す。許可される試行間隔は、［サ

インインロックアウト期間］フィ

ールドの値によって決まります。

ただし、Oracle CRM On 
Demand内から現在のパスワード
を入力しているか、またはパスワ

ードを更新していて、現在のパス

ワードの最大試行回数に到達した

場合は、ユーザーのセッションが

終了します。ユーザーはOracle 
CRM On 
Demandからロックアウトせず、
引き続きログイン画面で現在のパ

スワードを最大試行回数まで使用

でき、その後、［サインインロッ
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クアウト期間］フィールドに設定

されている値がOracle CRM On 
Demandによって適用されます。 

既存および新規の顧客のデフォル

ト値は3です。 

サインインロックアウト期間 15、30、60分、または無期限 ユーザーのアカウントがロックさ

れる時間の長さ。  

最大セッション期間 (時間) 0から9999時間 ユーザーがログイン認証情報を再

入力することを求められるまでに

ユーザーの有効なセッションが持

続できる時間の長さ。このフィー

ルドは、ゼロ（0）から9999まで
の正の整数を受け入れます。 

この設定のデフォルト値を表示す

るには、［企業管理］の［サイン

インおよびパスワードポリシー］

ページに移動します。  

Oracle CRM On 
Demandの使用中に、有効なセッ
ションがその最大期間に到達する

と、ログイン認証情報を再入力す

る必要があります。 

Webサービスの使用中に有効なセ
ッションがタイムアウトした場合

、Webサービスの使用を続行する
にはWebサービスクライアントは
再認証する必要があります。  

パスワード管理情報 

ユーザーのパスワードの有効期限 30 日間、60 日、90 
日、180日、1 年、無期限 

ユーザーのパスワードが有効であ

る時間の長さ。この期間を過ぎる

と、ユーザーはパスワードを変更

する必要があります。 

注: 
役割の[ユーザーのパスワードの
有効期限]設定が空白の場合、企
業の設定が使用されます。 

パスワード有効期限警告までの日数 この値は空白、または0より大きく[
ユーザーのパスワードの有効期限]
フィールドで選択したオプションに

よって指定されている日数未満の数

字に設定できます。[ユーザーのパ
スワードの有効期限]フィールドで[
1 
年]オプションを選択した場合、[パ
スワード有効期限警告までの日数]
フィールドに入力する値は、1から3

この設定では、ユーザーパスワー

ドの失効の何日前にOracle CRM 
On 
Demandが通知電子メールをユー
ザーに送信するかを指定します。

2以上の値を入力することをお薦
めしますが、ユーザーがパスワー

ドを更新するために適切な時間を

許可するには、より長い日数の指

定が必要な可能性があります。こ
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64までの数字にするか、またはフィ
ールドを空白のままにすることがで

きます。  

のフィールドに値を入力しないと

、通知電子メールはユーザーに送

信されません。    

注: 
[ユーザーのパスワードの有効期
限]フィールドで[無期限]オプシ
ョンを選択した場合、[パスワー
ド有効期限警告までの日数]フィ
ールドは読み取り専用になります

。 

最短パスワード長 6から10までの数値 パスワードに使用できる文字の最

小数。 

パスワード変更の最大回数 1から20までの数値 ［パスワード変更制限ウィンドウ

］での指定に従ってユーザーのパ

スワードを変更できる最大回数。

ユーザーがパスワードの変更を試

みた回数が指定された回数を超え

ると、変更は許可されません。 

注: 
ユーザーがシングルサインオンID
を使用して認証される場合、この

パスワードポリシーはOracle 
CRM On 
Demandに実装されません。 

パスワード変更制限ウィンドウ 日数（1から7まで） ［パスワード変更の最大回数］の

設定が適用される期間。 

パスワードの複雑さレベル 3または4 次の4つのカテゴリからユーザー
パスワードで満たす必要がある文

字種類の数。 

n 大文字（A...Z）  

n 小文字（a...z）  

n 数字（0、1、2...9）  

n 英数字以外の文字（!,$,#,%
）   
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ログイン時のパスワードポリシーの強制 チェックボックス  このチェックボックスをオンにす

ると、ユーザーがOracle CRM 
On 
Demandにサインインしたときに
、パスワードポリシーチェックが

有効になります。このポリシーチ

ェックでは、ユーザーのパスワー

ドがOracle CRM On 
Demandの［最短パスワード長］
および［パスワードの複雑さレベ

ル］設定に準拠していることが確

認されます。  

 

ユーザーの再使用を防止する最終パスワ

ード数 
0から10までの数値 ユーザーがOracle CRM On 

Demandで以前使用していて再使
用できないパスワードの数。  

新規企業のデフォルト値は3です
。次の条件を満たしている場合、

既存の企業のデフォルト値は1ま
たは0（ゼロ）です。 

n 新しいパスワードは古いパス
ワードと異なる必要がある設

定をオンにしていること。 

n ［ユーザーの再使用を防止す
る最終パスワード数］設定を

オフにしていること。  

認証情報 

セキュリティに関する質問の作成数 0から8までの数値 この設定によって、ユーザーが設

定する必要のあるセキュリティに

関する質問と回答の数が決まりま

す。ユーザーの質問と回答は将来

使用するために保存されます。  

注:セキュリティに関する質問は
、ユーザーがOracle CRM On 
Demandに初めてサインインする
ときに設定します。セキュリティ

に関する質問はいつでも変更でき

ます。詳細については、「セキュ

リティに関する質問の設定」を参

照してください。 

Oracle CRM On 
Demandのサインインページの［
アカウントにアクセスできません

か?］リンクからパスワードをリ
セットする場合は、ユーザーが設

定した特定の数のセキュリティに

関する質問に回答する必要があり
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ます。 

注: 
この値がゼロ（0）に設定されて
いるときにユーザーが自分のパス

ワードを忘れた場合、ユーザーは

管理者にパスワードのリセットを

依頼する必要があります。 

パスワードのリセット時に回答が

必要な質問よりも多い質問数をユ

ーザーが設定するように指定でき

ます。パスワードのリセット時に

ユーザーを認証するために、ユー

ザーが設定した質問の中からラン

ダムに選択した質問が表示されま

す。 

セキュリティに関する質問の回答数 0から8までの数値 この設定によって、Oracle CRM 
On 
Demandのサインインページの［
アカウントにアクセスできません

か?］リンクからパスワードをリ
セットする際に、ユーザーが回答

する必要があるセキュリティに関

する質問の数が決まります。パス

ワードをリセットするリクエスト

を送信したユーザーは、臨時ペー

ジへのリンクを示す電子メールを

すぐに受け取ります。  

臨時ページで、ユーザーはパスワ

ードをリセットする前にこの設定

で指定した数のセキュリティに関

する質問に回答する必要がありま

す。 

このフィールドの値は、［セキュ

リティに関する質問の作成数］フ

ィールドの値以下である必要があ

ります。これは、ユーザーには、

そのユーザーが設定した質問より

も多くの回答を要求できないため

です。 

一時サインインの有効日数 日数（1から14まで） この設定は、一時サインインパス

ワードが有効である日数を指定し

ます。通常は、新規ユーザーが追

加されるか、企業の管理者または

カスタマーサポートがユーザーの

パスワードをリセットすると、一

時サインイン情報を含む電子メー

ルが送信されます。 



企業管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  55 
 

一時パスワードサインインの試行回数 試行回数（1から14まで） 一時サインインパスワードを使用

したときに許容される、サインイ

ンの総試行回数。この値を超える

と、ユーザーの一時サインイン情

報が無効になり、ユーザーは再度

パスワードのリセットが必要にな

ります。 

追加情報 

ユーザーIDの変更をユーザーに許可する チェックボックス このチェックボックスがオンにさ

れると、自分のユーザープロファ

イルを編集するユーザーは自分の

ユーザーIDを変更できます。この
機能が有効になっていない場合、

企業の管理者だけがユーザーIDを
変更できます。 

電子メールアドレスの変更をユーザーに

許可する 
チェックボックス  このチェックボックスをオンにす

ると、自分のユーザープロファイ

ルを編集するユーザーは、自分の

電子メールアドレスを変更できま

す。この機能が有効になっていな

い場合は、企業の管理者のみが電

子メールアドレスを変更できます

。 
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コンカレントセッションオプション ［通知して許可］、［通知しないで

許可］および［既存を阻止および終

了］ 

この設定により、ログイン認証情

報を使用中にOracle CRM On 
Demandがコンカレントセッショ
ンを処理する方法を管理できます

。 

［通知ありで許可］オプションは

、コンカレントセッションの使用

を許可します。ただし、Oracle 
CRM On 
Demandは、同じ取引先詳細を使
用して別のセッションが進行中で

あることをユーザーに通知します

。Oracle CRM On 
Demandは、他のセッションのユ
ーザーにも通知します。  

［通知しないで許可］オプション

は、コンカレントセッションの使

用を許可します。ただし、Oracle 
CRM On 
Demandは他のセッションが進行
中であることをいずれのユーザー

にも通知しません。  

［既存を阻止および終了］オプシ

ョンは、既存の最初のセッション

をクローズし、2番目の新規セッ
ションを進行中の状態にします。

このアクションは両方のセッショ

ンのユーザーに通知されます。  

 
 

サイト間リクエストの偽造保護について 
サイト間リクエストの偽造攻撃を防止するために、Oracle CRM On 
Demandのデータを更新、作成、または削除しようとするHTTP POSTリクエスト（AJAX（Asynchronous Java Script 
and 
XML）リクエストを含む）を含むカスタマイズされたコードを作成するユーザーは、コード内に隠しパラメータとしてセキ
ュリティトークンを含める必要があります。カスタマイズされたコードにセキュリティトークンが含まれない場合、またはセ

キュリティトークンが不正に使用されると、リクエストは失敗します。リクエストが失敗すると、キーが無効または期間切れ

で、ユーザーがページを更新する必要があるためにリクエストの処理を完了できないことを知らせるエラーメッセージが表示

されます。 

次の表に、ユーザーがコードに含める必要があるセキュリティトークンを示します。 

パラメータコンポーネント トークンコード 

名前 %%%ODReqName%%% 

値 %%%ODReqValue%%% 
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注:トークンコードには大文字と小文字の区別があり、表に記載されているとおりに正確に記述する必要があります。トーク
ンコードにエラーがあると、リクエストは失敗します。 

サイト間リクエストの偽造保護機能は、企業プロファイルの［Cross-Site Request Forgery Protection 
Enabled（サイト間リクエストの偽造保護の有効化）］チェックボックスによって制御します。この機能は、企業がOracle 
CRM On Demandを使用するように設定されるときにデフォルトで有効になり、無効にすることはできません。 
 

すべてのパスワードのリセット 
管理者を含むすべてのユーザーのパスワードを一度にリセットできます。 

使用例1。アプリケーションをセットアップするときは、ユーザーを作成して状態をアクティブに設定します。ただし、ユー
ザーに電子メールでパスワードを送信しないでください。セットアップが完了し、アプリケーションが使用可能になったら、

すべてのパスワードをリセットします。このアクションによって、すべてのアクティブユーザーに一括で電子メールが送信さ

れ、ユーザーは通知された一時パスワードを使用してアプリケーションにアクセスできるようになります。 

使用例2。。パスワード制御ポリシーを変更し、すべてのユーザーが新しいポリシーに従うことを求める場合。ユーザーが次
回サインインしたときにパスワードの変更を求めるために、すべてのパスワードをリセットします。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［会社の管理 - 
すべてのパスワードのリセット］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。また、各ユーザーの役割には、［個

人のパスワードをリセット］権限が含まれている必要があります。 

すべてのパスワードをリセットするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］セクションで、［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

4 ［企業プロファイル］タイトルバーで、［すべてのパスワードをリセット］ボタンをクリックします。 

電子メールはすべてのユーザーに送信され、新しい一時パスワードが通知されます。現在サインインしているユーザ

ーは引き続き作業を続けることができますが、次回サインインするときは、新しい一時パスワードを入力する必要が

あります。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ユーザーのパスワードのリセット (ページ 290) 

n ユーザーの設定 (ページ 274) 

n 企業のパスワード管理の定義 (ページ 49) 
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言語の有効化 
Oracle CRM On 
Demandでは多くの言語を使用できます。フィールドやピックリスト値など、製品に用意されたデフォルトのテキストフィ
ールドは、すべてオンラインヘルプや「使い方」とともに使用可能な言語で表示されます。 

ただし、フィールドまたはピックリスト値をカスタマイズする場合に、その翻訳を表示するには、該当するフィールドやピッ

クリスト値を他の言語で手動で入力する必要があります。手動で入力しないと、選択した言語にかかわらず、それらのフィー

ルドや値は括弧で囲まれた青いテキストとして元の言語で表示されます。 

最初は、企業がOracle CRM On 
Demandにサインアップしたときに企業のデフォルト言語として選択された言語のみが有効です。  

ユーザーが言語を選択できるようにするには、その言語を有効にする必要があります。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［企業の管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

言語を有効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］セクションで、［言語］リンクをクリックします。 

4 ［有効］カラムで、従業員に使用させる言語を選択します。 

注: 日付、時刻、および通貨の表示形式は、［言語］の設定ではなく、別の設定で指定されます。 

5 レコードを保存します。 
 

IP アドレスの使用制限 
この機能により、企業ではシステムへのアクセスを特定のIPアドレスの範囲に制限できます。この機能を使用すると、ネッ
トワーク上の特定の場所（オフィスなど）にいるユーザーのみがシステムにアクセスできるように設定できます。この機能が

有効な場合、ユーザーがサインインできるのは、指定した範囲内のIPアドレスが割り当てられたマシンのアプリケーション
のみです。 

注: 
役割レベルで制限を指定できるため、特定の役割のユーザーを特定範囲のIPアドレスに制限することもできます。詳細は、
「役割のIPアドレス制限について (ページ 310)」を参照してください。 

作業前の準備。カスタマーサポートに連絡し、企業のIPフィルタリングを有効化できるようにします。その後、次の手順を
実行するには、[企業の管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

IPアドレスの使用を制限するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［セキュリティ設定］リンクをクリックします。 
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4 ［セキュリティ設定］ページで、サインインに対して許容されるIPアドレスを入力します。 

ヒント:  IPアドレスの正しい入力方法については、画面上に表示される情報を参照してください。 

5 レコードを保存します。 
 

会計カレンダーの管理 
会計カレンダーの管理には、企業の会計年度の開始および対応する終了の定義が含まれます。 

n 会計カレンダーについて (ページ 59) 

n 会計カレンダー名の更新 (ページ 60) 

n カスタム会計カレンダーの定義 (ページ 61) 

n 企業の期間リストの管理 (ページ 63) 

 
 

会計カレンダーについて 
Oracle CRM On Demandには2種類の会計カレンダーがあります。 

n 標準会計カレンダー。会計年度がカレンダー四半期、5-4-4、4-4-
5などの一般的なカレンダーに従っている場合は、企業プロファイルにこのカレンダータイプを使用できます。 

n カスタム会計カレンダー。企業が4-5-4のように異なるカレンダーに従う場合は、Oracle CRM On 
Demandでカスタム会計カレンダーを定義できます。 

標準会計カレンダーまたはカスタム会計カレンダーのどちらを使用する場合も、会計年度を定義するのは企業ごとに1度です
。どちらの会計カレンダータイプを選択しても、定義した会計期間をOracle CRM On Demandで自動的に使用できます。 

標準会計カレンダー 
標準会計カレンダーの期間はグレゴリオ暦などの一般的なカレンダーの定義に従い、年度の開始月日を任意に指定できます。

Oracle CRM On Demandで標準会計カレンダーを使用する場合、次のカレンダータイプのいずれかを選択します。  

n カレンダー四半期 

n 4-4-5カレンダーモデル  

n 5-4-4カレンダーモデル 

標準会計カレンダーを使用する場合、Oracle CRM On 
Demandでは自動的に2040年までの会計期間が生成されます。標準会計カレンダーの設定を表示することはできますが、変
更はできません。ただし、会計カレンダーの命名形式を変更できます。詳細は、「会計カレンダー名の更新 (ページ 
60)」を参照してください。カレンダーの定義を変更する場合は、カスタマーサポートまでお問い合わせください。カスタマ
ーサポートが企業の設定時に会計カレンダーにデータを設定し、カレンダータイプを指定します。  

注：会計年度定義の変更はOracle CRM On 
Demandに反映されません。完全なETL（抽出、変換、ロード）を実行する前にご報告ください。 
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標準会計カレンダーの定義を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

3 ［企業設定］セクションで、次のフィールドを確認します。  

n 会計年度開始月 

n 会計年度開始日 

n 会計カレンダータイプ  

注:標準会計カレンダーの定義を変更すると、Oracle CRM On 
Demandはレポートのすべてのデータを更新します。ただし、Oracle CRM On 
Demandで更新されるのは売上予想の将来データのみです。 

カスタム会計カレンダー 
Oracle CRM On 
Demandのカスタム会計カレンダーは、標準会計カレンダーまたは一般的な会計カレンダーを採用しない企業に対応します
。カスタム会計カレンダーは企業の管理者が定義します。管理者は、Oracle CRM On 
Demandでビジネス計画、目標、売上予想、時間ベースの分析を作成する各年のカスタム会計カレンダーレコードを作成す
る必要があります。カスタム会計カレンダーの定義の詳細は、「カスタム会計カレンダーの定義 (ページ 
61)」を参照してください。  

 
 

会計カレンダー名の更新 
カスタマーサポートが企業の標準会計カレンダーを作成するとき、デフォルトで会計カレンダー名にその会計年度の終了年が

サフィックスとして自動的に付加されます。たとえば、2039年に始まる年および2040年に終了する年を含む会計カレンダ
ーは、会計カレンダー2040と呼ばれます。  

企業で外部システムとOracle CRM On 
Demandの併用に対応するための代替命名規則を必要とする場合、すべての標準会計カレンダー名および会計期間名に会計
年度の終了年または開始年のいずれかがサフィックスとして付加されるよう、会計年度の命名形式を設定できます。 

注: 
カスタム会計カレンダーの定義中にカレンダー名を指定できますが、カスタム会計カレンダーの名前は一度定義したら変更で

きません。会計カレンダーの名前形式を変更しても、会計年度または会計期間の終了日または開始日に影響しません。 

会計カレンダー名を更新するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［会計カレンダー管理］セクションで、［会計カレンダー定義］リンクをクリックします。 

4 [会計カレンダーリスト]ページで、[会計カレンダー名の更新]をクリックします。  
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5 次のいずれかを選択します。  

n [開始年]。会計カレンダー名および会計期間名には、その会計年度の開始年がサフィックスとして付加されます。 

n [終了年]。会計カレンダー名および会計期間名には、その会計年度の終了年がサフィックスとして付加されます。 

6 ［保存］をクリックします。  

 
 

カスタム会計カレンダーの定義 
企業管理者は、企業の会計年度に従ってOracle CRM On 
Demandの会計カレンダーを定義します。カスタム会計カレンダーはすべてのレポート、ビジネス計画、目標、およびユー
ザー目標に反映されます。  

注:カスタム会計カレンダーの定義を設定するには、［企業の管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

企業のカスタム会計カレンダーを設定するには、次のことを行う必要があります。  

1 カスタマーサポートに連絡し、企業のカスタム会計カレンダーの使用を有効にします。  

2 企業の会計カレンダーを定義します。  

3 カスタム会計カレンダーが社内で有効になっていることを確認します。  

注意:一度カスタム会計カレンダーオプションを有効にすると、無効にすることはできません。Oracle CRM On 
Demandの会計カレンダーの機能を十分に理解してからカスタム会計カレンダーを有効にすることをお勧めします。 

カスタム会計カレンダーと売上予想 
カスタム会計カレンダーを使用している場合は、売上予想の生成に企業のカスタム会計カレンダー定義が使用されます。企業

の管理者は、売上予想を有効にする前に、カスタム会計カレンダーレコードを定義する必要があります。売上予想は期間内の

複数の四半期にまたがる場合があるため、売上予想には複数の会計年度のデータが含まれる場合があります。したがって、売

上予想マスターの生成に十分なデータを使用できるようにするには、企業で売上予想を生成する各年に対してカスタム会計カ

レンダーを作成する必要があります。また、新しいカスタム会計カレンダー定義を売上予想で使用できるようにするには、企

業の管理者が売上予想定義を更新する必要があります。次の売上予想日より前に売上予想定義が更新されていない場合、売上

予想は生成されません。売上予想定義の更新の詳細は、「売上予想定義の更新 (ページ 534)」を参照してください。 

新規のカスタム会計カレンダーを定義するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［会計カレンダー管理］セクションで、［会計カレンダー定義］リンクをクリックします。 

4 ［会計カレンダーリスト］ページで、［新規会計カレンダー］をクリックします。  

5 メニューから、使用する会計年度を選択します。  
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会計カレンダーの名前（例：「2009会計年度」）が自動的に［名前］フィールドに設定されます。この値は読み取
り専用です。  

注: 
カスタム会計カレンダーの定義中にカレンダー名を指定できますが、カスタム会計カレンダーの名前を定義後に変更

することはできません。 

6 次の情報を入力します。  

a 説明。カスタム会計定義に関する追加情報を追加します。このフィールドには250文字まで入力できます。 

b 会計四半期 1。カレンダーアイコンをクリックして、この四半期の各会計月の開始日を指定します。 

c 会計四半期 2。カレンダーアイコンをクリックして、この四半期の各会計月の開始日を指定します。 

d 会計四半期 3。カレンダーアイコンをクリックして、この四半期の各会計月の開始日を指定します。 

e 会計四半期 4。カレンダーアイコンをクリックして、この四半期の各会計月の開始日を指定します。 

f 追加情報。カレンダーアイコンをクリックして、次の会計年度の開始を指定します。 

注:会計年度の長さは99週を超えることはできません。［次の会計年度開始］に前の会計年度の開始日から
数えて99週を超える値を入力すると、正しい値の入力を要求するエラーメッセージが表示されます。 

7 ［保存］をクリックします。   

注:会計カレンダーは順番に作成する必要があります。たとえば、2010会計年度は2011会計年度より前に作成する必要があ
ります。 

新しいカスタム会計カレンダーの定義が分析に反映されるのは、夜間ETL（抽出、変換、ロード）が実行された後で
す。  

会計カレンダーの詳細を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［会計カレンダー管理］セクションで、［会計カレンダー定義］リンクをクリックします。 

4 ［会計カレンダーリスト］ページで、会計期間を表示する会計年度の名前をクリックします。 

［会計カレンダー詳細］ページに、選択した年度の個々の会計月と次の会計年度の開始日が表示されます。 

注:標準会計カレンダーからカスタム会計カレンダーに移行する場合、前の会計年度のレコードが［会計カレンダーリスト］
ページに読み取り専用で表示され、Oracle CRM On 
Demandで生成される将来のすべての会計年度レコードは削除されます。標準会計カレンダーの詳細は、「会計カレンダー
について (ページ 59)」を参照してください。 

会計カレンダーを編集するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 
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2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［会計カレンダー管理］セクションで、［会計カレンダー定義］リンクをクリックします。 

4 ［会計カレンダーリスト］ページで、更新する会計年度を探し、［編集］をクリックします。  

5 会計カレンダーの新しい詳細を入力し、［保存］をクリックします。  

カスタム会計カレンダー定義の変更が分析に反映されるのは、夜間ETL（抽出、変換、ロード）が実行された後です
。  

注：カスタム会計カレンダーを定義した場合は、既存のカレンダー定義を編集することで、カレンダー定義を変更できます。

現在の会計年度より前の会計カレンダーは読み取り専用です。カスタム会計カレンダーは削除できません。 
 

企業の期間リストの管理 
企業の会計カレンダー期間のリストを管理して、ビジネス計画や目標レコードなど、［期間］ルックアップウィンドウで選択

できる期間数を制限できます。これは、たとえば、企業でセールス要員には四半期のビジネス計画の作成を要求する場合があ

る一方で、人事要員は年間のビジネス計画のみを作成する必要があるために役立ちます。  

企業の期間リストを管理するために、次の操作を実行できます。 

n 期間リストの作成と編集  

n 期間リストごとに、［期間］ルックアップウィンドウで使用する検索フィールドを定義します。 

n ユーザー役割ごとに、［期間］ルックアップウィンドウで使用できるリストを定義します。    

注意: 
ユーザーが［期間］ルックアップウィンドウで期間リストを選択できるのは、企業プロファイルの[ルックアップウィンドウ
内のレコードタイプリスト]メニューが[有効化]に設定されている場合のみです。このメニューおよびその制御対象の詳細は
、「ルックアップウィンドウでのレコードの検索」および「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 
19)」を参照してください。 

期間リストの管理 
次の手順では、企業の期間リストを管理する方法について説明します。 

期間リストを管理するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［会計カレンダー管理］セクションで、［会計期間管理］リンクをクリックします。  

4 ［期間リスト］ページで、次のように［メニュー］ボタンからオプションを選択します。 

n レコード数。期間リストの期間数をカウントします。「リスト内のレコードのカウント」を参照してください。 

n リストを絞り込み。特定の基準で期間リストを絞り込み、リストを新しい名前で保存します。「リストの作成と編集
」を参照してください。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

64  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

n リストを保存。リストを保存します。［リストを保存］をクリックすると、［保存］オプションを含むページが表示
されます。 

n リストフィルターを表示。ドロップダウンメニュー内のリストの主要情報を表示します。「［リストを表示］ページ
」を参照してください。このページにアクセスするには、［リスト管理］ページの［表示］をクリックする方法もあ

ります。 

n リスト管理。期間リストを管理します。「［リスト管理］ページ」を参照してください。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済み期間リストを作成します。「リストの作成と編集」を参照してください。 

期間検索レイアウトの定義 
次の手順では、期間リストの検索レイアウトを定義する方法について説明します。 

作業前の準備。［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

期間検索レイアウトを定義するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで［期間］をクリックします。  

4 ［期間アプリケーションカスタマイズ］ページで、［期間検索レイアウト］をクリックします。 

5 検索レイアウトを定義します。  

検索レイアウトの作成方法の詳細は、「検索レイアウトの管理 (ページ 197)」を参照してください。  

各役割に使用可能な期間リストの定義 
次の手順では、各役割に使用可能な期間リストを定義する方法について説明します。 

作業前の準備。［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

各役割に使用可能な期間リストを定義するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで［期間］をクリックします。  

4 ［期間アプリケーションカスタマイズ］ページで、［期間リストアクセスと順序］をクリックします。 

5 各役割に対して、使用可能なリストおよびリストの順序を定義します。  

リストアクセスおよび各役割に対する表示順序の管理方法の詳細は、「リストアクセスおよびリスト順序の管理 
(ページ 204)」を参照してください。  
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通貨定義 
企業の通貨を定義するには、次の作業を実行します。 

n 企業で取引に使用する通貨を有効にします。 

n 企業の基本通貨の為替レートを定義します。 

通貨定義の詳細は、「通貨の管理 (ページ 65)」を参照してください。  
 

通貨の管理 
ユーザーが任意の通貨で取引を行ったり、取引を追跡したりできるように、これらの通貨を有効にする必要があります。これ

を行わないと、企業に設定されたデフォルト通貨以外は使用できなくなります。 

従業員が他の通貨で取引を記録している場合は、これらの通貨と企業のデフォルト通貨との間の為替レートを設定する必要も

あります。アプリケーションは、レポートや売上予想のために売上をロールアップするときに、この為替レートを使用します

。 

注意： 必ず、有効にしたすべての通貨の取引をユーザーが入力する前に、為替レートを設定してください。 

有効な通貨に複数の為替レートを入力できます。各エントリは為替日とその日の為替レートから構成されます。特定の取引に

使用する為替レートを決定する場合、アプリケーションは次のルールに従います。 

Oracle CRM On 
Demandによる、企業のデフォルト通貨とユーザーのデフォルト通貨間での為替レートの変
換方法 
ここでは、企業に次の通貨があります。 

n 企業のデフォルト通貨は米ドル（USD）です。   

n この企業では、追加通貨のユーロ（EUR）とポンド（GBP）も有効です。  

n この企業では、USDとEUR間およびUSDとGBP間の為替レートが定義されています。  

n ユーザーは、商談売上をEURで入力します。ただし、ユーザーのデフォルト通貨はGBPです。  

n Oracle CRM On Demand では、EURからGBPへの変換を次のように実行します。 

n 最初に、商談売上を企業のデフォルト通貨に変換します。つまり、EURからUSDに変換します。  

n 次に、その商談売上をユーザーの通貨に変換します。つまり、USDからGBPに変換します。  

 

予想ロールアップへの為替レートの適用方法 

ここでは、次のルールが適用されます。 

n 為替レートが取引日と同じ日に定義されている場合、為替レートの値を使用します。 

n 為替レートが取引日と同じ日に定義されていないが、取引日以前の日に定義されている場合、その取引日に最も近い
日の為替レートを使用します。 
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n 為替レートが取引日と同じ日にも、取引日以前の日にも定義されていない場合、取引日以後の日で次に利用可能な為
替レートを使用します。 

たとえば、為替レートが5/15/2004と8/15/2004に対してのみ入力されている場合は、次のようになります。 

n  5/15/2004 より前の取引については、5/15/2004 のレートが使用されます。 

n  5/15/2004 と8/14/2004 との間の取引については、5/15/2004 のレートが使用されます。 

n  8/15/2004 以降の取引については、8/15/2004 のレートが使用されます。 

レポートへの為替レートの適用方法 

レポートについては、売上予想の場合より一般的な方法で為替レートが適用されます。1つの為替レートは月ごとに
決定され、その月内のすべての取引がそのレートを使用します。たとえば、商談の場合、Oracle CRM On 
Demandでは為替レート有効日に最も近い商談クローズ日が使用されます。資産の通貨換算の場合は、Oracle CRM 
On Demand では日付として［購入日］フィールドが使用されます。商談製品の場合は、Oracle CRM On 
Demand 
では製品売上の開始日に最も近い為替レートが使用されます。カスタムオブジェクト01から03など、他のオブジェ
クトの場合は、Oracle CRM On Demand 
では作成日を使用して為替レート日が決定されます。カスタムオブジェクト04から15の場合は、Oracle CRM On 
Demand では［為替日］フィールドが使用されます。 

月に割り当てる交換レートは、次のように決定されます。 

n ある月に複数の為替レートが存在する場合は、その月の最終日の為替レートが使用されます。 

n ある月に為替レートが存在しない場合、その月の為替レートは、レートが設定されている将来の最も近い月のレート
に設定されます。 

n 将来の月に為替レートがない場合、過去の最も近い月の為替レートが使用されます。 

たとえば、為替レートが5/10/2004、5/20/2004、および8/14/2004に対して定義されている場合、次のように
なります。 

n 2004 年5 月のレートは5/20/2004 に設定された値になります（5 月に設定された最終レート）。 

n 2004 年8 月のレートは8/14/2004 に設定された値になります（8 月に設定された唯一のレート）。 

n 2004年4月以前の月には5/20/2004のレートが割り当てられます。5月には2日間あります。  

n 2004 年6 月および7 月は2004 年8 月（将来に最も近い月）のレートが割り当てられます。 

n 2004 年9 月以降の月は2004 年8 
月のレートに割り当てられます（将来の月にレートの設定がないため、過去の最も近い月のレートが使用されま

す）。 

レポートでは、通貨の変換を必要とする値はすべて、取引が予定されている月に対して定義された為替レートを使用

し、前述のように計算されます。 

注： 売上予想の実行時は、予想ロールアップのため、すべての商談が企業のデフォルト通貨に変換されます。ただし、レポ
ートでは、売上フィールドがエンドユーザーの通貨額に変換されます。 

次のいずれかの状況が発生した場合、毎日の分析更新が実行されるまで待機する必要があります。 

n 企業で新しい通貨が有効化され、為替レートが設定される 

n （［個人詳細］ページで）企業の他のユーザーが誰も選択したことのない新しい通貨がユーザーによって選択される 

更新では、必要なクロス為替レートが自動的に生成されます。その後、時系列レポートまたはリアルタイムレポートを実行で

きます。  
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ユーザーがデフォルトのユーザー通貨を変更した場合は、新しく選択された通貨でレポートにデータが表示される前に、Ora
cle CRM On Demandアプリケーションをサインアウトしてから再度サインインする必要があります。 

作業前の準備。通貨の管理手順を実行するには、[会社の管理 - 
通貨の定義]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。また、通貨の設定の影響については、「ユーザーのプロ
ファイル設定について」を参照してください。 

通貨を有効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［通貨定義］セクションで、［通貨定義］リンクをクリックします。 

4 ［通貨設定］ページで、ドロップダウンリストから［通貨（全件）］を選択します。 

5 有効にする通貨の［編集］リンクをクリックします。 

6 ［通貨編集］ページで、［有効］チェックボックスをオンにします。 

7 （オプション）［通貨編集］ページで、通貨に対応する記号を変更できます。 

たとえば、通貨記号ではなく、通貨コードで通貨を区別するものとします。つまり、$をUSDに、\をJPYに、&euro
;をEURに変更します。 

注意: ピリオド（.）、カンマ（,）または空白（ 
）のように特定のロケールで桁区切り文字や小数点として使用されている記号以外であれば、任意の記号を使用して

通貨を表すことができます。 

8 レコードを保存します。 

為替レートを定義するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［通貨定義］セクションで、［為替レート］リンクをクリックします。 

有効にした通貨の最新の為替レートが含まれる［為替レート編集］ページが表示されます。為替レートを定義しない

と、空白のページが表示されます。 

注： 交換後の通貨は、企業に対して常に設定される通貨です。有効な通貨ごとにその通貨に変換する方法をアプリ
ケーションに伝える為替レートを入力する必要があります。 

4 有効な通貨に新しい為替レートを追加するには、 

a レートを追加する［通貨］行の［為替履歴］リンクをクリックします。 

［為替レート］ページで［新規］をクリックします。 
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b ［為替レート編集］ページで、必要な情報を入力します。 

為替レートについて、1単位の変換元通貨を購入するのに必要な交換後の通貨の単位数を入力します。 

例：1ユーロ = 1.3 USドル 

企業の通貨がUSドル（USD）に設定されていると仮定すると、次の値を入力します。 

n 変換元通貨：EUR 

n 交換後の通貨：USD 

n 為替レート：1.3 

5 ［保存］をクリックします。 

為替レートの履歴を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［通貨定義］セクションで、［為替レート］リンクをクリックします。 

［為替レート編集］ページには、さまざまな通貨の最新の為替レートが表示されます。 

4 1 つの通貨の為替レートの履歴を表示するには、［為替レート履歴］リンクをクリックします。 

為替レートの履歴が表示されます。 
 

部署の設定 
企業では、［部署］レコードタイプを使用して、ビジネスニーズに合わせてユーザーをグループに編成できます。たとえば、

部署を使用すると、地理的な基準でユーザーを編成できます。ユーザーを1つ以上の部署に関連付けることができます。ユー
ザーレコードに関連付けられる最初の部署は、ユーザーのプライマリ部署として自動的に指定されますが、ユーザーのプライ

マリ部署は変更できます。部署をピックリスト値グループに関連付けることができ、その結果、特定の部署のユーザーに対し

て、レコードの特定フィールドのピックリストに表示される値が、フィールドに定義された値のサブセットに制限されます。

各部署は、1つのピックリスト値グループにのみ関連付けることができます。ピックリスト値グループの詳細は、「ピックリ
スト値グループについて (ページ 232)」を参照してください。 

注: 
ユーザーのレコードの部署情報は、ユーザーがレコードにアクセスする権限およびレコードを処理する権限には影響を与えま

せん。 

ユーザーが1つ以上の部署に関連付けられている場合は、部署をサポートするレコードタイプのレコードをユーザーが作成す
ると、ユーザーのプライマリ部署がレコードに自動的に割り当てられます。［部署］フィールドとピックリスト値グループフ

ィールドの両方が［詳細］ページレイアウトに存在し、ピックリスト値グループがユーザーのプライマリ部署に関連付けられ

ている場合は、レコードのピックリスト値グループフィールドにそのピックリスト値グループの名前が入力されます。この結

果、ピックリスト値グループによって制御されるピックリストフィールドでは、ピックリスト値グループにリンクされている

値のみがピックリストに表示されます。 

ユーザーは、次のすべてに該当する場合は、いずれのレコードでも部署を変更できます。 
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n ［部署］フィールドが、レコードタイプに対してユーザーの役割に割り当てられているページレイアウトに表示されるこ
と。 

n ［部署］フィールドは、読み取り専用フィールドとして指定されていないこと。 

n ユーザーに、レコードを更新するために必要なアクセス権があること。 

注: 
デフォルトでは、［ルックアップ］ウィンドウで［部署］フィールドに対してすべての部署リストを使用でき、ユーザーは任

意の部署を選択できます。部署のリストを設定でき、ユーザー役割ごとに［ルックアップ］ウィンドウで［部署］フィールド

に対して使用できるリストを指定できます。詳細は、「リストアクセスおよびリスト順序の管理 (ページ 
204)」を参照してください。 

ユーザーがレコードの部署を変更すると、そのレコードのピックリスト値グループは、新しい部署に対するピックリスト値グ

ループに自動的に変更されます。レコードの作成と更新時の［部署］およびピックリスト値グループフィールドの動作に関す

る詳細は、「レコードの部署およびピックリスト値グループについて (ページ 
74)」および「ピックリストフィールド、ピックリスト値グループおよび部署について」を参照してください。 

部署の設定の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 部署を設定する場合の考慮事項 (ページ 69) 

n 部署の設定プロセス (ページ 70) 

n 部署の作成 (ページ 71) 

n ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71) 

n ユーザーと部署の関連付け (ページ 72) 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ピックリスト値グループおよび部署をサポートするレコードタイプ (ページ 235) 

n 部署のマージおよび部署の削除について (ページ 73) 

n レコードの部署およびピックリスト値グループについて (ページ 74) 

n ユーザーのプライマリ部署の変更 (ページ 292) 

 
 

部署を設定する場合の考慮事項 
部署を設定する場合は、次のことを考慮してください。 

n カスタマイズ。［部署］レコードタイプをカスタマイズできます。 

n リスト。部署のリストを作成できます。 

n ピックリスト値グループ。部署は1つのピックリスト値グループにのみ関連付けることができます。 

n ユーザー。複数のユーザーを各部署に関連付けることができ、各ユーザーを複数の部署に関連付けることができます。 

n 検索。アクションバーまたは高度な検索で部署レコードを検索することはできません。 

n ［部署］フィールド。部署をサポートするレコードタイプに対して、次の操作を実行できます。 
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n ［部署］フィールドをページレイアウトに追加します。 

n ユーザーが［部署］フィールドの値を変更またはクリアできないようにする場合は、フィールドを読み取り専用に指
定します。 

n 式ビルダーで［部署］フィールドを使用します。 

n ワークフロールールで［部署］フィールドを使用します。 

n 検索レイアウトに［部署］フィールドを含めます。 

注: フィールドの設定ページで［部署］フィールドのデフォルト値を指定することはできません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 部署の設定プロセス (ページ 70) 

n 部署の作成 (ページ 71) 

n ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71) 

n ユーザーと部署の関連付け (ページ 72) 

n レコードの部署およびピックリスト値グループについて (ページ 74) 

n ユーザーのプライマリ部署の変更 (ページ 292) 
 

部署の設定プロセス 
作業前の準備。「部署を設定する場合の考慮事項 (ページ 69)」の情報を確認してください。 

企業の部署を設定するには、次のタスクを実行します。 

1 次のことを決定します。 

n 設定する部署。 

n 各部署に関連付けるピックリスト値グループ（ある場合）。各部署は1つのピックリスト値グループにのみ関連付け
ることができますが、ピックリスト値グループは複数の部署に関連付けることができます。 

n 各部署に関連付けるユーザー。 

2 部署を作成します。 

詳細は、「部署の作成 (ページ 71)」を参照してください。 

3 （オプション）ピックリスト値グループを部署に関連付けます。 

詳細は、「ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71)」を参照してください。 

4 ユーザーを部署に関連付けます。 

詳細は、「ユーザーと部署の関連付け (ページ 72)」を参照してください。 

5 （オプション）部署を使用するレコードタイプに対するページレイアウトに、［部署］フィールドを追加します。  
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詳細については、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」および「動的ページレイアウトの指定 
(ページ 216)」を参照してください。 

 

部署の作成 
部署を作成するには、次の手順を実行します。このタスクは、「部署の設定プロセス (ページ 70)」のステップの1つです。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要が
あります。 

部署を作成するには 

1 ［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］をクリックします。  

3 部署の設定セクションで、部署の設定をクリックします。 

4 ［部署リスト］ページで、［新規］をクリックします。 

5 部署の名前および説明を入力し、変更を保存します。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 部署の設定 (ページ 68) 

n 部署を設定する場合の考慮事項 (ページ 69) 

n 部署の設定プロセス (ページ 70) 

n ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71) 

n ユーザーと部署の関連付け (ページ 72) 
 

ピックリスト値グループと部署の関連付け 
1つのピックリスト値グループのみを各部署に関連付けることができます。ただし、各ピックリスト値グループによって、1
つ以上のレコードタイプの1つ以上のピックリストフィールドに対する値を制御でき、各ピックリスト値グループは複数の部
署に関連付けることができます。ピックリスト値グループの詳細は、「ピックリスト値グループについて (ページ 
232)」を参照してください。 

ピックリスト値グループを部署に関連付けるには、次の手順を実行します。このタスクは、「部署の設定プロセス (ページ 
70)」のステップの1つです。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要が
あります。また、ピックリスト値グループフィールドが、ユーザー役割に対する［部署詳細］ページレイアウトに表示される

必要があります。 
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ピックリスト値グループを部署に関連付けるには 

1 ［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］をクリックします。  

3 部署の設定セクションで、部署の設定をクリックします。 

4 ［部署リスト］で、ピックリスト値グループを関連付ける部署の名前をクリックします。 

5 ［部署詳細］ページのピックリスト値グループフィールドで、［ルックアップ］アイコンをクリックして、部署に関連付
けるピックリスト値グループを選択します。 

6 変更を保存します。 

注: 
レコードのピックリストフィールドに表示される値をピックリスト値グループで制御するには、ピックリスト値グループフィ

ールドが、レコードタイプに対する［詳細］ページレイアウトに表示される必要があります。 
 

ユーザーと部署の関連付け 
ユーザーを1つ以上の部署に関連付けることができます。ユーザーに関連付けられる最初の部署は、ユーザーのプライマリ部
署として自動的に指定されますが、ユーザーのレコードのプライマリ部署は変更できます。詳細は、「ユーザーのプライマリ

部署の変更 (ページ 292)」を参照してください。 

ユーザーを部署に関連付ける方法は2通りあります。 

n 部署レコードから、ユーザーを部署に関連付けることができます。 

n ユーザーレコードから、部署をユーザーに関連付けることができます。 

ユーザーを部署に関連付けるには、次の手順を実行します。このタスクは、「部署の設定プロセス (ページ 
70)」のステップの1つです。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、ユーザーの役割に[ユーザーの管理]権限および[役割およびアクセスの管理]権限の
両方が含まれている必要があります。また、部署ユーザー関連情報セクションが、［部署］レコードタイプに対して役割に割

り当てられている［詳細］ページレイアウトに表示される必要があります。 

ユーザーを部署に関連付けるには 

1 ［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］をクリックします。  

3 部署の設定セクションで、部署の設定をクリックします。 

4 ［部署リスト］で、ユーザーを関連付ける部署の名前をクリックします。 

5 ［部署詳細］ページで、部署ユーザー関連情報セクションにスクロールして、［追加］をクリックします。 

6 部署に関連付けるユーザーを選択して、変更を保存します。 
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1回に最大10人のユーザーを追加できます。部署に他のユーザーを関連付けるには、［保存］および［ユーザーを追
加］をクリックします。 

［ユーザー詳細］ページから部署をユーザーに関連付けるには、次の手順を実行します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、ユーザーの役割に[ユーザーの管理]権限および[役割およびアクセスの管理]権限の
両方が含まれている必要があります。また、少なくとも次のいずれかに該当する必要があります。 

n プライマリ部署フィールドが、［ユーザー］レコードタイプに対して役割に割り当てられている［詳細］ページレイアウ
トに表示されること。 

n ユーザー部署関連情報セクションが、役割に割り当てられている［ユーザー管理］ページレイアウトに表示されること。 

注: 
［ユーザー］レコードタイプで、［部署］というテキストフィールドも使用できます。［部署］テキストフィールドは、［ユ

ーザー］レコードタイプの一部です。 

部署をユーザーに関連付けるには  

1 ［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザーおよびグループの管理］セクションで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］で、部署を関連付けるユーザーの姓をクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、次の該当する操作を行います。 

n 1つの部署のみをユーザーのプライマリ部署として関連付ける場合は、プライマリ部署フィールドで、［ルックアッ
プ］アイコンをクリックして、ユーザーのプライマリ部署とする部署を選択します。 

n 複数の部署をユーザーに関連付ける場合は、［部署］関連情報セクションにスクロールして、［追加］をクリックし
ます。1回に最大10個の部署を追加できます。ユーザーに他の部署を関連付けるには、［保存］および部署の追加を
クリックします。 

 

部署のマージおよび部署の削除について 
部署は、ユーザーおよびレコードに関連付けられている場合でも削除できます。また、2つの部署を1つにマージすることも
できます。2つの部署をマージする場合は、1つの部署が保持され、もう1つの部署は削除されます。 

マージ操作の結果として部署が削除されると、次のようになります。 

n その部署が関連付けられていたユーザーレコードから部署が削除されます。 

n 削除される部署に関連付けられていたユーザーで、保持される部署にまだ関連付けられていなかったユーザーは、保持さ
れる部署に自動的に関連付けられます。削除された部署がユーザーのプライマリ部署だった場合は、保持される部署がユ

ーザーのプライマリ部署になります。 

n 削除される部署が、取引先や担当者などの他のレコードタイプのレコードに関連付けられていた場合、レコードは、マー
ジ操作で保持される部署に自動的には関連付けられません。かわりに、レコードの［部署］フィールドが自動的にクリア

されます。ただし、レコードのピックリスト値グループフィールドはクリアされません。  

部署を直接削除すると、次のようになります。 
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n その部署が関連付けられていたユーザーレコードから部署が削除されます。削除した部署がユーザーのプライマリ部署だ
った場合は、ユーザーのレコードに関連付けられている残りの部署のリストで最初の部署がユーザーのプライマリ部署に

なります。 

n 削除した部署が、取引先や担当者などの他のタイプのレコードに関連付けられていた場合、これらのレコードの［部署］
フィールドは自動的にクリアされます。ただし、レコードのピックリスト値グループフィールドはクリアされません。  

部署の削除の結果として［部署］フィールドがクリアされたレコードに、別の部署を関連付けることができます。［部署］フ

ィールドがクリアされたレコードに部署を関連付ける場合、レコードのピックリスト値グループフィールドは次のように更新

されます。 

n 新しい部署がピックリスト値グループに関連付けられると、レコードのピックリスト値グループフィールドに、新しい部
署に対するピックリスト値グループが挿入されます。 

n 新しい部署がピックリスト値グループに関連付けられない場合、レコードのピックリスト値グループフィールドはクリア
されます。 

削除した部署は復元できます。部署を復元した場合、復元した部署とユーザーレコードの間に以前存在した関連付けはいずれ

も復元されません。復元した部署と、取引先や担当者などの他のタイプのレコードの間に以前存在した関連付けは復元されま

す。 

レコードのマージの手順については、「レコードのマージ」を参照してください。 
 

レコードの部署およびピックリスト値グループについて 
次の表に、ユーザーによるレコードの作成と編集時の部署およびピックリスト値グループのフィールドの動作を示します。こ

の表のすべてのケースで、次のことを想定しています。 

n 各部署が1つのピックリスト値グループに関連付けられていること。 

n 各ユーザーが少なくとも1つの部署に関連付けられていること。 

n ［部署］フィールドとピックリスト値グループフィールドの両方が、［詳細］ページレイアウトに表示されること。 

［部署］フィー

ルドが更新可能 
ピックリスト値グ

ループフィールド

の更新が可能 

ユーザーがレコードを作成した場合

に適用される動作 
ユーザーがレコードを更新した場合に適用

される動作 

はい はい n ［部署］フィールドに、レコー
ドを作成したユーザーに対する

プライマリ部署が挿入されます

。ユーザーは、レコードを保存

する前に［部署］フィールドの

値を変更できます。 

n ピックリスト値グループフィー
ルドに、部署に対するピックリ

スト値グループが挿入されます

。ユーザーは、レコードを保存

する前にピックリスト値グルー

プフィールドの値を変更できま

す。 

n ユーザーは、［部署］フィールドまた
はピックリスト値グループフィールド

の値を変更できます。 

n ユーザーが［部署］フィールドをクリ
アした場合、ピックリスト値グループ

フィールドは自動的にクリアされます

。 

n ユーザーが別の部署を選択した場合は
、ピックリスト値グループフィールド

に、新しい部署に対するピックリスト

値グループが挿入されます。 

n ユーザーが別のピックリスト値グルー
プを選択するか、またはピックリスト

値グループフィールドをクリアした場

合、［部署］フィールドは自動的には
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［部署］フィー

ルドが更新可能 
ピックリスト値グ

ループフィールド

の更新が可能 

ユーザーがレコードを作成した場合

に適用される動作 
ユーザーがレコードを更新した場合に適用

される動作 

変更されません。 

いいえ はい n ［部署］フィールドに、レコー
ドを作成したユーザーに対する

プライマリ部署が挿入されます

。ユーザーは、［部署］フィー

ルドの値を変更できません。 

n ピックリスト値グループフィー
ルドに、部署に対するピックリ

スト値グループが挿入されます

。ユーザーは、レコードを保存

する前にピックリスト値グルー

プフィールドの値を変更できま

す。 

n ユーザーは、［部署］フィールドの値
を変更できません。 

n ユーザーは、ピックリスト値グループ
フィールドの値を変更できます。 

n ユーザーが別のピックリスト値グルー
プを選択するか、またはピックリスト

値グループフィールドをクリアした場

合、［部署］フィールドは自動的には

変更されません。 

はい いいえ n ［部署］フィールドに、レコー
ドを作成したユーザーに対する

プライマリ部署が挿入されます

。ユーザーは、レコードを保存

する前に［部署］フィールドの

値を変更できます。 

n ピックリスト値グループフィー
ルドに、部署に対するピックリ

スト値グループが挿入されます

。ユーザーは、レコードのピッ

クリスト値グループフィールド

の値を変更できません。 

n ユーザーは、［部署］フィールドの値
を変更できます。 

n ユーザーは、ピックリスト値グループ
フィールドの値を直接変更できません

。 

n ユーザーが［部署］フィールドをクリ
アした場合、ピックリスト値グループ

フィールドは自動的にクリアされます

。  

n ユーザーが別の部署を選択した場合は
、ピックリスト値グループフィールド

に、新しい部署に対するピックリスト

値グループが挿入されます。 

いいえ いいえ n ［部署］フィールドに、レコー
ドを作成したユーザーに対する

プライマリ部署が挿入されます

。ユーザーは、レコードの［部

署］フィールドの値を変更でき

ません。 

n ピックリスト値グループフィー
ルドに、部署に対するピックリ

スト値グループが挿入されます

。ユーザーは、レコードのピッ

クリスト値グループフィールド

の値を変更できません。 

ユーザーは、［部署］フィールドまたはピ

ックリスト値グループフィールドの値を変

更できません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 
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n 部署の設定 (ページ 68) 

n 部署を設定する場合の考慮事項 (ページ 69) 

n 部署の設定プロセス (ページ 70) 

n 部署の作成 (ページ 71) 

n ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71) 

n ユーザーと部署の関連付け (ページ 72) 

n ユーザーのプライマリ部署の変更 (ページ 292) 

n ピックリスト値グループについて (ページ 232) 

n ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 (ページ 233) 

n ピックリスト値グループの設定プロセス (ページ 234) 

n ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 

n ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 163) 
 

企業監査 
監査証跡は、規制および企業方針への準拠に対応するための重要な機能です。Oracle CRM On 
Demandでの監査証跡の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n すべてのユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 76) 

n 企業のリソース使用状況の確認  (ページ 78) 

n マスター監査証跡による監査証跡変更の確認 (ページ 79) 

n 管理設定変更の監査証跡の確認 (ページ 80) 

n 企業の保留中および送信済み電子メールの確認 (ページ 82) 

n 企業のすべてのエクスポートリクエストの確認 (ページ 84) 
 

すべてのユーザーのサインイン活動の確認 
社内のすべてのユーザーのサインイン履歴を確認できます。サインイン履歴ページには、アプリケーションを使用しているユ

ーザーと使用日時が表示されます。サインイン履歴ページには、Oracle CRM On 
Demandのカスタマーサポートが行ったサインイン活動も記録されます。 

注: 90日より前のユーザーサインインレコードはOracle CRM On Demandから継続的に削除されます。 
ユーザー採用基準の履歴トレンド分析をOracle CRM On 
Demandの分析でサポートするために、ユーザー採用履歴データがデータウェアハウスに保存されていますが、Oracle CRM 
On 
Demandを新しいリリースにアップグレードする際にデータの完全な抽出、変換、ロード（ETL）を実行した場合、または1
つのOracle CRM On Demand環境から別のOracle CRM On 
Demand環境に企業データを移行した場合は、データが保持されません。［使用状況追跡分析］分析サブジェクトエリアの
詳細については、「使用状況追跡分析分析サブジェクトエリア」を参照してください。 



企業管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  77 
 

作業前の準備。次の手順を実行するには、会社の管理 - 
サインインおよび企業監査権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

すべてのユーザーのサインイン活動を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 [企業監査]セクションで、[サインイン監査]リンクをクリックします。 

[サインイン監査]ページに、Oracle CRM On Demandのすべてのサインイン監査活動が表示されます。  

注: 
サインインレコードのタイプフィールドには、サインインが試みられたチャネルが表示されます。たとえば、ブラウ

ザウィンドウを介してサインインが試みられた場合は、［タイプ］フィールドに［インタラクティブ］という値が表

示されます。Webサービスを介してサインインが試みられた場合は、［タイプ］フィールドに［Web 
サービス］という値が表示されます。 

4 [サインイン監査]タイトルバーで、メニューから次のいずれかのリストを選択します。   

n すべてのサインイン監査。サインイン活動を表示する際のデフォルト設定。これにより、すべてのサインイン監査デ
ータが表示され、サインイン時間に基づいて並べ替えられます。 

n 現在サインインしているすべてのユーザー。現在Oracle CRM On 
Demandにサインインしているすべてのユーザー。サインイン時間に基づいて並べ替えられます。 

注: このメニューには、作成したカスタムリストがある場合はこれらも表示されます。 

サインイン活動リストを管理するには   

n [サインイン監査]タイトルバーで[メニュー]ボタンをクリックし、次のアクションを実行します。 

n リストをエクスポート。サインイン活動リストをエクスポートしてコンピュータに保存します。「リストのレコード
のエクスポート」を参照してください。 

n レコード数。サインイン活動リスト内のレコードをカウントします。「リストのレコードのカウント」を参照してく
ださい。 

n リストを絞り込み。サインイン活動フィルター済みリストを絞り込みます。「リストの作成と編集」を参照してくだ
さい。 

n リスト管理。サインイン活動リストを管理します。「リスト管理ページ」を参照してください。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みサインイン活動リストを作成します。「リストの作成と編集」を参照して
ください。 

n リストを保存。サインイン活動リストを保存すると、[保存]オプションを含むページが表示されます。 
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関連トピック 
関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 292) 
 

企業のリソース使用状況の確認 
企業全体のリソース使用状況を確認できます。たとえば、次の領域の変更が確認されます。 

n パスワードのリセット 

n パスワードの消失 

n セキュリティの質問への回答 

n SSO識別子の変更 

n ユーザーIDの変更 

n 電子メールアドレスの変更 

n パスワードの設定 

n 最初のパスワード 

n オフライン 

注: 90日より前のリソース使用状況レコードはOracle CRM On 
Demandから継続的に削除されます。ただし、ユーザーが作成されたとき、または［電子メール］、［シングルサインオン
の外部 ID］、［役割］、［状態］、［ユーザーのサインイン 
ID］フィールドが変更されたときは、レコードは削除されません。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、会社の管理 - 
サインインおよび企業監査権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

会社のリソース使用状況を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 [企業監査]セクションで、[監査]リンクをクリックします。 

4 会社のリソース使用状況履歴を確認します。 

次の手順では、リソース使用状況レコードのリストを管理する方法について説明します。 

リソース使用状況レコードのリストを管理するには 

n [監査証跡]ページのタイトルバーの[メニュー]をクリックし、実行するタスクのオプションを次のように選択します。 



企業管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  79 
 

n リストをエクスポート。リストをファイルにエクスポートします。「リストのレコードのエクスポート」を参照して
ください。 

n レコード数。リストのレコードをカウントします。「リストのレコードのカウント」を参照してください。 

n リストを絞り込み。リストを絞り込みます。「リストの作成と編集」を参照してください。たとえば、リストフィル
ターの変更、表示する別のフィールドの選択、またはリストの並べ替え順序の変更を行うことができます。 

n リストを保存。リストを保存します。このオプションを選択すると、リストの保存のオプションを選択できるページ
が開きます。 

n リストフィルターを表示。リストに現在定義されているフィルターが表示されます。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みリストを作成します。「リストの作成と編集」を参照してください。 

n リスト管理。リストの詳細を表示したり、[リスト]ページでリストのピックリストにリストが表示される順序を変更
します。「[リスト管理]ページ」を参照してください。 

 

マスター監査証跡による監査証跡変更の確認 
すべての監査可能なレコードタイプについて、ユーザーが監査対象フィールドに加えた変更の監査証跡を確認できます。レコ

ードタイプの監査証跡設定でレコードの作成、削除および復元を追跡するオプションが選択されている場合は、マスター監査

証跡でもこれらの操作に対する監査証跡レコードが表示されます。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［マスター監査証跡へのアクセス］権限および［管理設定の監査］権限を含む役割

が割り当てられている必要があります。 

マスター監査証跡によって監査証跡変更を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業監査］セクションで、［マスター監査証跡］リンクをクリックします。  

［マスター監査証跡］に次の値が表示されます。  

n ID 番号。表の行ID。 

n レコードタイプ。監査対象のレコードタイプ。 

n レコード名。監査対象のレコードの名前。 

n ソース IP アドレス。設定変更が実行されたコンピュータのIPアドレス。 

注: この値は、この情報が使用可能な場合にのみ表示されます。 

n セッションタイプ。この値は、セッションがインタラクティブまたはWebサービスセッションのいずれであったか
を示します。 

n 名前 (姓)。ユーザーの姓。 

n 名前 (名)。ユーザーの名。 

n ユーザーのサインイン ID。ユーザーのログインID。 

n オペレーション。たとえば、作成、削除、変更など、実行された設定のタイプ。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

80  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

n 項目の修正。オブジェクトの変更されたフィールド。 

n 古い値。フィールドの以前の値。 

n 新しい値。フィールドの新しい値。たとえば、サービスリクエストの優先度フィールドの値を［低］から［高］に変
更すると、［古い値］フィールドは［低］のままで、［新しい値］フィールドは［高］になります。レコードを削除

すると、［古い値］フィールドは空白のままで、［新しい値］フィールドは［削除済みレコード］に変更されます。 

n 日付。オブジェクトが前回監査された日付。 

監査証跡の詳細は、「監査証跡のカスタマイズ (ページ 209)」を参照してください。  

次の手順では、監査証跡レコードのリストを管理する方法について説明します。 

監査証跡レコードのリストを管理するには 

n [マスター監査証跡]ページのタイトルバーの[メニュー]をクリックし、実行するタスクのオプションを次のように選択し
ます。 

n リストをエクスポート。リストをファイルにエクスポートします。「リストのレコードのエクスポート」を参照して
ください。 

n レコード数。リストのレコードをカウントします。「リストのレコードのカウント」を参照してください。 

n リストを絞り込み。リストを絞り込みます。「リストの作成と編集」を参照してください。たとえば、リストフィル
ターの変更、表示する別のフィールドの選択、またはリストの並べ替え順序の変更を行うことができます。 

n リストを保存。リストを保存します。このオプションを選択すると、リストの保存のオプションを選択できるページ
が開きます。 

n リストフィルターを表示。リストに現在定義されているフィルターが表示されます。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みリストを作成します。「リストの作成と編集」を参照してください。 

n リスト管理。リストの詳細を表示したり、[リスト]ページでリストのピックリストにリストが表示される順序を変更
します。「[リスト管理]ページ」を参照してください。 

 

    
 

管理設定変更の監査証跡の確認 
管理者が役割、ブック、アクセスプロファイル、REST統合タグ名、前の所有者のカスタマイズ、およびレコードタイプの監
査証跡設定に加える変更の監査証跡を確認できます。  

作業前の準備。次の手順を実行するには、［マスター監査証跡へのアクセス］権限および［管理設定の監査］権限を含む役割

が割り当てられている必要があります。 

管理設定変更の監査証跡を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 
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3 ［企業監査］セクションで、［管理設定の監査］リンクをクリックします。  

［管理設定の監査］表に、次の値が表示されます。  

n ID 番号。表の行ID。 

n レコードタイプ。監査対象のレコードタイプ。 

n レコード名。監査対象のレコードの名前。 

n ソース IP アドレス。設定変更が実行されたコンピュータのIPアドレス。 

注: この値は、この情報が使用可能な場合にのみ表示されます。 

n セッションタイプ。この値は、セッションがインタラクティブまたはWebサービスセッションのいずれであったか
を示します。 

n 名前 (姓)。ユーザーの姓。 

n 名前 (名)。ユーザーの名。 

n ユーザーのサインイン ID。ユーザーのログインID。 

n オペレーション。たとえば、作成、削除、変更など、実行された設定のタイプ。 

n 項目の修正。オブジェクトの変更されたフィールド。 

n 古い値。フィールドの以前の値。 

n 新しい値。フィールドの新しい値。たとえば、サービスリクエストの優先度フィールドの値を［低］から［高］に変
更すると、［古い値］フィールドは［低］のままで、［新しい値］フィールドは［高］になります。レコードを削除

すると、［古い値］フィールドは空白のままで、［新しい値］フィールドは［削除済みレコード］に変更されます。 

n 日付。オブジェクトが前回監査された日付。 

次の手順では、管理設定変更のリストを管理する方法について説明します。 

管理設定変更のリストを管理するには 

n [管理設定の監査]ページのタイトルバーの[メニュー]をクリックし、実行するタスクのオプションを次のように選択しま
す。 

n リストをエクスポート。リストをファイルにエクスポートします。「リストのレコードのエクスポート」を参照して
ください。 

n レコード数。リストのレコードをカウントします。「リストのレコードのカウント」を参照してください。 

n リストを絞り込み。リストを絞り込みます。「リストの作成と編集」を参照してください。たとえば、リストフィル
ターの変更、表示する別のフィールドの選択、またはリストの並べ替え順序の変更を行うことができます。 

n リストを保存。リストを保存します。このオプションを選択すると、リストの保存のオプションを選択できるページ
が開きます。 

n リストフィルターを表示。リストに現在定義されているフィルターが表示されます。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みリストを作成します。「リストの作成と編集」を参照してください。 

n リスト管理。リストの詳細を表示したり、[リスト]ページでリストのピックリストにリストが表示される順序を変更
します。「[リスト管理]ページ」を参照してください。 
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企業の保留中および送信済み電子メールの確認 
[電子メールモニター]ページには次の情報が表示されます。  

n 電子メールモニター概要。Oracle CRM On Demandからの保留中電子メールの数が表示されます。 

n 送信箱。Oracle CRM On Demandからの送信待ちの電子メールに関する、固有の詳細情報が表示されます。 

n 送信済み項目。Oracle CRM On 
Demandからすでに送信された電子メールに関する、固有の情報が表示されます。アルファベット文字検索機能を使用
して送信済み電子メールを見つけることができます。 

送信済み電子メールおよび電子メール添付ファイルの保持期間について 
標準アプリケーションでは、Oracle CRM On 
Demandは送信済み電子メールおよび添付ファイルを次のように一定期間保持します。 

n 電子メールは30日間保持されてから削除されます。  

n 電子メール添付ファイルは7日間保持されてから削除されます。 

管理者は、企業プロファイルで次のフィールドの値を変更することによって、送信済み電子メールおよびその添付ファイルの

保持期間を変更できます。 

n 電子メール有効期限(日数) 

n 電子メール添付ファイル有効期限(日数) 

これらのフィールドの更新については、「企業設定の設定 (ページ 21)」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［マスター監査証跡へのアクセス］権限および［管理設定の監査］権限を含む役割

が割り当てられている必要があります。 

Oracle CRM On Demandからの保留中および送信済み電子メールを確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業監査］セクションで、[電子メールモニター]リンクをクリックします。  

［送信箱］セクションおよび［送信済み項目］セクションには、次の情報が表示されます。  

n タイプ。このカラムには、次の値のいずれかが表示されます。 

n 顧客。ユーザーによって顧客に送信された電子メールです。 

n オペレーション。Oracle CRM On DemandによってOracle CRM On 
Demandカスタマケアに送信された電子メールです。 

n サービス。Oracle CRM On Demandによって顧客に送信された電子メールです。 

n 状態。このカラムには、次の値のいずれかが表示されます。 

n キュー待ち。電子メールリクエストはまだ処理されていません。 
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n 進行中。電子メールは処理中です。Oracle CRM On 
Demandによって、電子メールの送信が3回試みられます。3回目の試みで電子メールの送信に失敗すると、状
態が［エラー］に変わります。 

n 送信済み。電子メールは正常に送信されました。 

n エラー。エラーが発生したため、電子メールリクエストは完了しませんでした。 

n 差出人。電子メールを送信した人物または企業の名前です。 

n 送信済み。電子メールを送信した日付およびタイムスタンプです。 

n 宛先。電子メールの送信先となったすべての受信者の電子メールアドレスです。 

n 開始者。電子メールを開始したユーザーのログインIDです。 

n 件名。電子メールの件名です。 

4 確認対象の送信済み電子メールが表示されない場合、[リストを全表示]をクリックして電子メールリストページを開き、
電子メールを検索できます。 

5 送信済み電子メールを削除する場合は、その電子メールの[削除]リンクをクリックします。 

注: 送信済み電子メールを削除した場合、電子メールの添付ファイルも削除されます。 

6 送信済み電子メールの添付ファイルをダウンロードするには、次の操作を行います。 

a [電子メールモニター]または電子メールリストページで、電子メールの[件名]リンクをクリックします。 

b [電子メール詳細]ページの[電子メール添付ファイル]関連情報セクションで、ダウンロードする添付ファイルの[添
付資料]フィールドにあるリンクをクリックします。 

ヒント: 
電子メールレコードの[ダウンロード]リンクをクリックすることで、[電子メールモニター]および電子メールリスト
ページで、電子メールの最初の添付ファイルを直接ダウンロードすることもできます。 

7 送信済み電子メールの単一の添付ファイルを削除するには、次の操作を行います。 

a [電子メールモニター]または電子メールリストページで、電子メールの[件名]リンクをクリックします。 

b [電子メール詳細]ページの[電子メール添付ファイル]関連情報セクションで、添付ファイルの[削除]リンクをクリッ
クします。 

次の手順では、送信済み電子メールのリストを使用する方法について説明します。 

送信済み電子メールのリストを使用するには 

1 [電子メールモニター]ページの[送信済み項目]セクションで、[リストを全表示]をクリックします。 

2 電子メールリストページのタイトルバーの[メニュー]をクリックし、実行するタスクのオプションを次のように選択しま
す。 

n リストをエクスポート。リストをファイルにエクスポートします。「リストのレコードのエクスポート」を参照して
ください。 

n レコード数。リストのレコードをカウントします。「リストのレコードのカウント」を参照してください。 
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n リストを絞り込み。リストを絞り込みます。「リストの作成と編集」を参照してください。たとえば、リストフィル
ターの変更、表示する別のフィールドの選択、またはリストの並べ替え順序の変更を行うことができます。 

n リストを保存。リストを保存します。このオプションを選択すると、リストの保存のオプションを選択できるページ
が開きます。 

n リストフィルターを表示。リストに現在定義されているフィルターが表示されます。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みリストを作成します。「リストの作成と編集」を参照してください。 

n リスト管理。リストの詳細を表示したり、[リスト]ページでリストのピックリストにリストが表示される順序を変更
します。「[リスト管理]ページ」を参照してください。 

監査証跡の詳細は、「監査証跡のカスタマイズ (ページ 209)」を参照してください。  
 

企業のすべてのエクスポートリクエストの確認 
[マスターエクスポートリクエストキュー]ページには、企業に対して現在保持されている保留中および完了したエクスポート
リクエストのリストが表示されます。[リスト]ページから送信されたエクスポートリクエスト、およびデータエクスポートア
シスタントから送信されたエクスポートリクエストを確認できます。リクエストからの出力を含む添付資料を取得することも

できます。 

エクスポートリクエストおよびエクスポートリクエスト添付資料の保持期間について 
標準アプリケーションでは、Oracle CRM On 
Demandはエクスポートリクエストおよびその出力の詳細を次のように一定期間保持します。 

n エクスポートリクエストの詳細は60日間保持されてから削除されます。  

n エクスポートリクエストからの出力は168時間（つまり、7日間）保持されてから削除されます。 

保持期間は、[リスト]ページから送信されたエクスポート操作、およびデータエクスポートアシスタントから送信されたエク
スポート操作に適用されます。 

管理者は、企業プロファイルで次のフィールドの値を変更することによって、エクスポートリクエストおよびその添付資料の

保持期間を変更できます。 

n エクスポートリクエスト有効期限(日数) 

n エクスポートリクエスト添付資料有効期限(日数) 

これらのフィールドの更新については、「企業設定の設定 (ページ 21)」を参照してください。 

次の手順では、企業のすべてのエクスポートリクエストを確認する方法について説明します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、ユーザー役割に[マスターエクスポートリクエストへのアクセス]権限が割り当てら
れている必要があります。 

企業のすべてのエクスポートリクエストを確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］をクリックします。 

3 [企業監査]セクションで、[マスターエクスポートリクエスト]をクリックします。 
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[マスターエクスポートリクエストキュー]ページを初めて開いたとき、リクエストのリストは、最も最近に送信され
たリクエストがリストの最上部にあり、送信日の順に並べられています。ドロップダウンの[エクスポートリクエス
ト]フィールドからリストを選択することによって、表示されるリクエストを制限できます。クイックフィルターフ
ィールドを使用してリストをさらに絞り込むこともできます。 

次の表では、[マスターエクスポートリクエストキュー]ページのフィールドについて説明します。 

注: 
[リスト]ページから送信されたエクスポートリクエストの場合、エクスポートされたリストの名前は[マスターエク
スポートリクエストキュー]ページに表示されません。リスト名を確認する場合は、リクエストのリストを絞り込ん
で[リスト]フィールドを追加できます。ただし、ページに[リスト]フィールドを追加すると、[マスターエクスポー
トリクエストキュー]ページのパフォーマンスに影響する場合があります。 

エクスポートレコードの情報 説明 

タイプ リクエストのタイプ、[個人]または[企業]。 

エクスポートタイプ エクスポートのタイプ： 

n 全部。企業のデータの完全なエクスポート。 

n 一部。企業のデータの部分的なエクスポート。 

n リスト。［リスト］ページから作成されるエクスポ
ートリクエスト。 

レコードタイプ レコードタイプ。子レコードを含む一部リクエストの場

合は、子レコードを親:子（たとえば、Account:Contact
）の形式で指定します。 

状態 ［進行中］、［完了］などの状態。 

クライアント名 クライアントアプリケーションの名前。  

リクエスト リクエストの提出先ユーザー。  

依頼者 リクエストの提出元ユーザー。管理者は、Webサービス
経由でユーザーに対する個人抽出リクエストを作成でき

ます。 

提出済み エクスポートリクエストが提出された日時。   

完了 エクスポートリクエストが終了した日時。 

エクスポートされたレコード エクスポートされたレコード数。 

次の手順では、エクスポートリクエストの詳細を確認する方法について説明します。 

エクスポートリクエストの詳細を確認するには 

n リクエストの行で、[エクスポートタイプ]または[レコードタイプ]リンクをクリックして、[リストのエクスポートリク
エスト詳細]ページまたは[エクスポートリクエスト詳細]ページを開きます。 

ページには、エクスポートされたレコード数（エクスポートされたレコード）を含むエクスポートプロパティが表示

されます。データエクスポートアシスタントによって送信されたエクスポートリクエストについては、問題なく正常

にエクスポートされたレコードタイプ数（完了オブジェクト数）もページに表示されます。ページの[エクスポート



Oracle CRM On Demandの管理 

 

86  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

したレコードタイプ]セクションには、各レコードタイプについてエクスポートされたレコード数の詳細が表示され
ます。 

エクスポートリクエスト添付資料、つまり、エクスポートリクエストからの出力を含むZIPファイルのダウンロードおよび削
除については、「エクスポートリクエスト添付資料のダウンロードおよび削除」を参照してください。 

注: 
すべてのユーザーによって実行されたエクスポート操作のエクスポートリクエスト添付資料をダウンロードするには、ユーザ

ー役割に[すべてのエクスポートリクエスト添付資料へのアクセス]権限が割り当てられている必要があります。ユーザー役割
にこの権限がない場合は、自分または部下が実行したエクスポート操作の添付資料のみをダウンロードできます。 

エクスポートリクエストのリストの管理 
[マスターエクスポートリクエストキュー]ページのリストのドロップダウンピックリストで、多くのフィルター済みリストを
使用できます。既存のリストを絞り込むことができ、たとえば、リストのフィールドを追加および削除できます。新規リスト

を作成することもできます。次の手順では、エクスポートリクエストのリストを管理する方法について説明します。 

エクスポートリクエストのリストを管理するには 

n [マスターエクスポートリクエストキュー]ページのタイトルバーの[メニュー]をクリックし、実行するタスクのオプショ
ンを次のように選択します。 

n リストをエクスポート。リストをファイルにエクスポートします。「リストのレコードのエクスポート」を参照して
ください。 

n レコード数。リストのレコードをカウントします。「リストのレコードのカウント」を参照してください。 

n リストを絞り込み。リストを絞り込みます。「リストの作成と編集」を参照してください。たとえば、リストフィル
ターの変更、表示する別のフィールドの選択、またはリストの並べ替え順序の変更を行うことができます。 

n リストを保存。リストを保存します。このオプションを選択すると、リストの保存のオプションを選択できるページ
が開きます。 

n リストフィルターを表示。リストに現在定義されているフィルターが表示されます。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みリストを作成します。「リストの作成と編集」を参照してください。 

n リスト管理。リストの詳細を表示したり、[リスト]ページでリストのピックリストにリストが表示される順序を変更
します。「[リスト管理]ページ」を参照してください。 

 

警告管理 
Oracle CRM On 
Demandの警告機能を使用すると、時間ベースの重要な情報を社内のユーザーに一括送信できます。警告の詳細は、次のト
ピックを参照してください。 

n 警告の確認    

n 全社レベルの警告の公開 (ページ 87) 

n リストの使用 

n 警告フィールド (ページ 89) 
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全社レベルの警告の公開 
全社レベルの警告は各従業員の［ホームページ（個人）］に表示されます。警告を使用して全社レベルの情報（ミーティング

の通知、ポリシーの変更など）を一括送信できます。ユーザーがOracle CRM On 
Demandにログインするときは常に情報を表示するように警告を構成することもできます。 

注: 売上予想が生成されたことを通知する警告は従業員の［ホームページ（個人）］に2日間保持されます。警告を表示する
期間を延長するには、警告が最初に表示された後に［警告編集］ページで変更します。実行方法については、この項の手順に

従ってください。 

ファイルまたはURLを警告にリンクできます。たとえば、ミーティングの通知警告を作成するときに、ミーティング開催場所
への道順が含まれるWebページへのリンクを追加できます。企業内のすべてのユーザーに警告を表示するかわりに、特定の
役割に警告を割り当てることもできます。一般に、ユーザーはすべてのユーザーに対して表示されている警告と、自分自身の

役割に対して表示されるよう設定されている警告のみ確認できます。ただし、役割に[企業の管理]権限が含まれる場合、特定
の役割に制限されている警告を含め、すべての警告を確認できます。 

作業前の準備。（オプション）共有する情報が含まれるWebページまたはファイルを作成するか、検索します。そのWebペ
ージまたはファイルへのパスに社内のユーザーがアクセスできることを確認します。次の手順を実行するには、［企業の管理

］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

全社レベルの警告を作成または更新するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［警告管理］セクションで、［企業警告］リンクをクリックします。 

企業警告のリストが含まれる［警告］ページが表示されます。 

4 ［警告］ページで、次の該当する操作を行います。 

n ［新規］ボタンをクリックします。 

n 編集する警告のタイトルをクリックし、［編集］ボタンをクリックします。 

5 ［新規警告］ページまたは［警告編集］ページで、必要な情報を入力します。 

6 （オプション）関連するユーザーがサインインしたときに、[ホームページ 
(個人)]の[警告]セクションに警告を表示するだけでなく、別のポップアップウィンドウでも警告を表示するには、[サイ
ンイン時にポップアップウィンドウを表示]をオンにします。 

7 警告を保存します。 

8 警告に添付資料を追加するには、［警告リスト］ページの警告タイトルをクリックして警告の詳細を表示します。 

9 [警告情報]ページの[添付資料]タブをクリックします。  

10 ［添付資料を追加］ボタンをクリックし、必要な情報を入力します。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

88  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

11 ［添付資料編集］ページで［保存］をクリックします。 

12 警告にURLを追加するには、［警告リスト］ページの警告タイトルをクリックして警告の詳細を表示します。 

13 [警告情報]ページの[添付資料]タブをクリックします。  

14 ［URLを追加］ボタンをクリックし、必要な情報を入力します。 

15 ［添付資料編集］ページで［保存］をクリックします。 

16 特定の役割に警告を割り当てるには、[警告リスト]ページの警告タイトルをクリックして警告の詳細を開きます。  

注: 役割が選択されていな場合、警告は企業のすべてのユーザーおよび役割に表示されます。 

17 [警告情報]ページの[関連する役割]タブをクリックします。  

18 [追加]ボタンをクリックします。  

19 [役割を検索]ダイアログで、適切な役割を検索し、[選択]をクリックします。   

20 役割の追加が終わったら、［保存］をクリックします。 

[役割を検索]ダイアログが閉じ、警告について選択した役割が[警告情報]ページに表示されます。 

関連トピック 
n 警告認識の表示 (ページ 88) 
 

警告認識の表示 
警告レコードで[サインイン時にポップアップウィンドウを表示]チェックボックスがオンになっている場合、関連するユーザ
ーがサインインしたときに、ポップアップウィンドウに警告が表示されます。ユーザーは、[既読、再表示しない]とラベル付
けされたチェックボックスをオンにし、[OK]をクリックすることで、警告を読んだことを通知できます。警告はユーザーに
対してポップアップウィンドウに再度表示されなくなりますが、[ホームページ 
(個人)]の[警告]セクションには、警告が失効するまで引き続き警告が表示されます。  

警告がポップアップウィンドウに表示されるように設定されている場合、警告を読んだことを通知したユーザーのリストを表

示できます。 

警告の認識を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［警告管理］セクションで、［企業警告］リンクをクリックします。 

4 警告のタイトルをクリックします。 

5 [警告]ページの[認識ユーザー]関連情報セクションで、リンクを全表示をクリックします。 
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警告フィールド 
次の表では、警告レコードに表示されるフィールドについて説明します。管理者は、全警告フィールドについて表示および更

新することができます。管理者以外のユーザーは、制限された数の警告フィールドのみ表示できます。 

フィールド 説明 

タイトル ［ホームページ（個人）］に表示される警告のタイトル。 

優先順位 ［ホームページ（個人）］上で、警告の隣のアイコンにより示される警告の優先順位。 

ハイパーリンク 警告に関連付けられたURL、またはファイル名とディレクトリパス。 

警告の説明 警告として表示されるテキスト。 

発行日 ［ホームページ（個人）］への警告の一括送信を開始する日付。 

失効日 ［ホームページ（個人）］への警告の一括送信を終了する日付。 

表示するハイパーリンク

名 
警告内にハイパーリンクとして表示されるテキスト。これは、ハイパーリンクを入力し

た場合、必須です。 

たとえば、リンク（URL）“http://company.site/doc_2389.html”に対して、「ミー
ティング連絡」と入力します。 

ヒント：  1回に表示される警告レコードのタイプを制限するフィルター済みリストを作成できます。作成手順については、
「リストの使用」を参照してください。 

関連トピック 
全社レベルの警告の関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n 全社レベルの警告の公開 (ページ 87) 
 

サービス割当管理 
サービス割当管理では、次のことができます。 

n 企業のサービス割当使用量の表示 (ページ 91) 

n 履歴サービス割当使用量の表示 (ページ 92) 

n サービス割当の警告の設定 (ページ 93) 

n ファイルおよびレコード利用情報の表示 (ページ 94) 
 

サービス割当について 
企業のすべてのサービス割当を表示し、現在および履歴の使用量を確認して、割当が定義されたしきい値に達したときに警告

を有効にできます。企業のサービス割当値はカスタマーサポートが設定します。  
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［サービス割当リスト］ページでは、定義した割当値、現在の使用量、および残りの使用量の値を確認できます。サービス割

当をドリルダウンして、そのサービス割当に警告を設定できます。警告を有効にする場合は、サービス割当のしきい値を定義

し、これによって、しきい値に達すると電子メール警告が指定受取人に送信されることになります。 

［割当使用量リスト］ページで、サービス割当に対する企業の使用量を時間の経過に基づいて追跡できます。毎日、毎週また

は毎月の使用量を表示できますが、このビューは割当タイプによって異なります。企業の割当データおよび割当使用量データ

は、エクスポートアシスタントを使用してエクスポートできます。エクスポートアシスタントの使用方法については、「デー

タのエクスポート (ページ 782)」を参照してください。 

24時間にわたり継続的に更新される割当 
次の割当は、24時間にわたり継続的に測定され更新されます。  

n ［レポートサービス処理量割当］。企業がレポートサービスを使用して毎日処理できるデータの量を示します。 

n レポートサービスのコンカレント割当。企業がいつでもレポートサービスを使用して提出できるリクエストの最大数を示
します。 

n ［レポートサービス処理割当］。レポートサービスを使用している企業に対して許可されている毎日の処理数を示します
。レポートサービスを提出するためのコールが実行された場合、これは処理と見なされます。 

n Web サービス処理割当。企業で24時間以内に実行できるWebサービス操作の数を決定します。 

n Web 
サービスコンカレントリクエスト割当。企業で処理できるコンカレントWebサービスリクエストの最大数を決定します
。 

注: Oracle CRM On Demand Desktopからのリクエストは、［Web サービス処理割当］または［Web 
サービスコンカレントリクエスト割当］にはカウントされません。 

サービス割当の名前と説明は有効な言語で表示されます。 

レポートサービス割当の詳細は『Oracle CRM On Demand Report Services API Developer's Guide 
』を、Webサービス割当の詳細は『Oracle Web Services On Demand Guide』を参照してください。  

24時間に1回更新される割当 
Oracle CRM On Demandでは、次の割当が24時間に1回更新されます。  

n ファイル割当。これは、レコードに添付されたファイルに利用可能なディスクスペースの量です。 

注: 
企業が使用するディスクスペースの量の計算に、署名レコードへの添付資料およびレコード詳細ページに追加された

イメージは含められません。 

n レコード割当。これは、すべてのタイプのレコードの数です。 

企業について格納されるレコード数の計算でカウントされるレコードの詳細は、My Oracle 
Supportの2266885.1（記事ID）を参照してください。  

注: 
企業について格納されるレコード数の計算では、署名レコードおよびエクスポートリクエストレコードはカウントさ

れません。 

Oracle CRM On 
Demandでは、レコードとファイルの割当について現在の使用状況が24時間おきに1回更新されます。さらに、レコードが
一括で削除または復元されたり、新規レコードがインポート操作によって作成された場合は、Oracle CRM On 
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Demandにより、その操作の完了時に親レコードタイプの現在の使用状況が更新されます。現在の使用状況は、[サービス割
当詳細]ページの[現在の使用状況]フィールドに表示されます。  

リアルタイムで更新される割当 
Oracle CRM On Demandでは、次の割当がリアルタイムで更新されます。 

n CRM Desktop ライセンス。企業からライセンスが与えられているCRM Desktopユーザー数を示します。 

割当がすべて使用された場合 
使用量が企業のWebサービス割当の上限に到達すると、それ以降のOracle CRM On Demand 
Webサービスに対するリクエストは処理されなくなります。割当容量は1時間ごとに解放され、解放される容量は過去の使用
量によって異なります。直近24時間の使用量が企業の割当値より低くなったときに、新規リクエストが処理されます。  

企業の合計割当に到達しないように、Webサービスクライアントを最適化して不要なリクエストを回避します。詳細は、『O
racle Web Services On Demand Guide』を参照してください。 

使用量が企業のレコード割当の上限に到達した場合、次のものはOracle CRM On 
Demandアプリケーションと相互作用できなくなります。 

n レコードに対してInsert、UpdateまたはInsertOrUpdate操作を試行するWebサービス  

n インポートアシスタントまたはOracle Data Loader On Demandを使用したインポート  

n Oracle Outlook Email Integration On Demand、Oracle Notes Email Integration On 
Demandなどのデスクトップクライアント  

企業の合計割当に到達するのを回避するため、ユーザーは不要になったレコードをアプリケーションからすべて削除できます

。使用量が企業のファイル割当の上限に到達した場合、ユーザーは次の方法で添付資料をアップロードできなくなります。 

n Oracle CRM On Demandアプリケーション  

n Webサービス  

n デスクトップクライアント  

企業プロファイルの[エクスポートリクエスト添付資料有効期限日数]フィールドが、7以下の値に設定されている場合は、エ
クスポートリクエスト添付資料は、企業が使用するディスクスペースの量の計算に含まれません。ただし、このフィールドが

7より大きい値に設定されている場合は、エクスポートリクエスト添付資料は、企業が使用するディスクスペースの量の計算
に含まれ、ファイル割当制限に達した後は、エクスポートリクエストが失敗します。 

企業の合計割当に到達するのを回避するため、ユーザーは不要になった添付資料をすべて削除できます。 

注：すべてのサービス割当について、ユーザーは販売担当者に連絡し、追加容量または追加ライセンス、あるいはその両方を

購入できます。必要な場合は、カスタマーサポートに問い合わせてください。 
 

企業のサービス割当使用量の表示 
企業の各サービス割当について次のデータを表示できます。  

n 割当名  

n 割当タイプ 

n 割当単位 
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n カスタマーサポートによって設定された割当の値 

n 現在使用されている割当量  

n 残りの割当量  

n 割当について警告が有効化されているかどうか。現在の使用量がしきい値を超えた場合、定義された受信者に電子メール
警告が送信されます。  

注意: Oracle CRM On Demandでは、一括アップロード、WebサービスリクエストまたはOracle Data Loader 
On Demandからトリガーが到着した場合にのみ電子メール警告が送信されます。Oracle CRM On 
Demandにレコードを手動入力しても電子メール警告はトリガーされません。 

n 割当データを最後に変更したユーザー 

［サービス割当リスト］ページから、サービス割当にドリルダウンし、割当の説明や現在の使用量データなどの割当に関する

詳細を割当使用量アプレットで確認できます。 

［割当使用量リスト］ページで、割当に関する履歴使用量データを確認できます。詳細は、「履歴サービス割当使用量の表示 
(ページ 92)」を参照してください。 

［サービス割当リスト］ページで［編集］をクリックし、割当の警告を設定できます。詳細は、「サービス割当の警告の設定 
(ページ 93)」を参照してください。 

企業のサービス割当使用量を表示するには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［サービス割当管理］セクションで、［サービス割当管理］リンクをクリックします。  

4 ［サービス割当リスト］ページで、企業のサービス割当データを確認します。 

 
 

履歴サービス割当使用量の表示 
［割当使用量リスト］ページから、企業の割当に関する履歴使用量データを確認できます。デフォルトで、割当使用量は期間

の開始時刻順に一覧表示され、期間、割当タイプ、割当名、割当単位、使用された割当および作成日が表示されます。毎日、

毎週または毎月の割当使用量を確認できますが、このビューは割当タイプによって異なります。  

次の表では、［割当使用量リスト］ページで実行可能な操作について説明します。 

操作 手順 

割当使用量の新規リスト

の作成 
タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストを新規作成］を選択します。「

リストの作成と編集」に説明されている該当手順を実行します。 

リストのエクスポート タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストをエクスポート］を選択します
。「リストのレコードのエクスポート」の手順を実行します。 

割当使用量リストの管理 タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リスト管理］を選択します。「リスト
管理ページ」で説明されている必要なタスクの手順を実行します。 
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操作 手順 

リスト全体の参照 リストページの上部または下部にあるナビゲーションアイコンをクリックして、リス

ト内の次のページ、前のページ、先頭ページまたは最終ページに移動します。 

リストの検索基準の絞り

込み 
タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストを絞り込み］を選択します。「

リストの作成と編集」に説明されている該当手順を実行します。 

リストの主要情報とフィ

ルター情報の表示 
タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストフィルターを表示］を選択しま

す。「［リストを表示］ページ」で説明されている手順を実行します。 

リストの割当使用量の並

べ替え 
リストの並べ替えの基準にするカラムの見出しをクリックします。たとえば、［開始

時刻］をクリックすると、リストは開始時刻に従って並べ替えられます。 

表示レコード数の切り替

え 
ページの下部にある［表示レコード数］ドロップダウンリストで、一度に表示するレ

コードの数を選択します。 

 
 

サービス割当の警告の設定 
割当使用量が特定のしきい値に到達したときに、指定されたユーザーに通知するために電子メールが送信されるよう、サービ

ス割当に警告を設定できます。サービス割当について警告が有効化されている場合、次のデフォルトが適用されます。 

n 警告受取人。企業のプライマリ担当者の電子メールアドレス 

n 警告しきい値。割当値の70パーセント 

既存の顧客の場合、警告はデフォルト無効になっています。新規顧客の場合、警告はデフォルトで有効になっています。 

注：Webサービスコンカレントリクエスト割当には警告を設定できません。 

現在の使用量が企業の割当値に到達した場合、しきい値警告に加えて、自動警告電子メールがプライマリ担当者または指定さ

れた電子メール受信者に送信されます。警告が有効になっている場合、割当に到達したことを示す電子メールが指定された受

信者に送信されます。 

サービス割当に警告を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［サービス割当管理］セクションで、［サービス割当管理］リンクをクリックします。  

4 ［サービス割当リスト］ページで、［編集］をクリックします。 

5 ［サービス割当編集］ページで、次のフィールドに入力します。 

n 警告受取人。警告電子メールを受け取るユーザーの電子メールアドレスを入力します。 

n 警告しきい値。警告電子メールが送信される、割当値に対する比率を入力します。  

n 警告が有効。このチェックボックスをオンにすると、警告電子メールの送信が有効になります。 
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ファイルおよびレコード利用情報の表示 
Oracle CRM On 
Demandでは、企業で使用されているファイルおよびレコード保存用ディスクスペースの量のスナップショットが間隔をお
いて生成されます。情報は90日間保存され、その後データベースから削除されます。企業で使用されているファイルおよび
レコード保存用ディスクスペースの量を追跡しやすくするために、次に関する詳細を表示できます。 

n スナップショットの生成時に保存されていた添付ファイルの数 

n スナップショットの生成時に企業で使用されていたファイル保存用ディスクスペースの量 

n スナップショットの生成時に企業に存在していたレコードの数 

注:Oracle CRM On 
Demandから削除されたがパージされていないファイルおよびレコードは、ファイルおよびレコードの利用の計算には含ま
れません。 

次の手順では、ファイル利用情報の表示方法について説明します。 

ファイル利用情報を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［サービス割当管理］セクションで、［ファイル利用］をクリックして［ファイル利用リスト］ページを開きます。  

デフォルトで、［ファイル利用リスト］ページには［現在のファイル使用状況］リストが表示されます。［現在のフ

ァイル使用状況］リストには、最新のスナップショットの情報が表示されます。最近の90日間に生成されたすべて
のスナップショットの情報を表示するには、リストページのタイトルバーで［すべてのファイルの使用状況］リスト

を選択します。 

次の表では、［ファイル利用リスト］ページに表示される情報について説明します。 

カラム名 説明 

レコード名 ユーザーインターフェイスに表示されるレコードタイプの名前。企業がレコード

タイプの名前をカスタマイズした場合、カスタマイズされたレコードタイプ名が

このカラムに表示されます。 

注:スナップショットの生成時に企業の特定のレコードタイプのレコードにファイ
ルが添付されていない場合、そのレコードタイプは表示されません。 

ファイル数 スナップショットの生成時にOracle CRM On 
Demandで企業の表示されたレコードタイプのレコードに添付されていたファイ
ルの数。 

ファイル割当使用量 (MB) スナップショットの生成時に、表示されたレコードタイプのレコードの添付ファ
イルを保存するためにOracle CRM On 
Demandで企業によって使用されたファイル保存用ディスクスペースの量（メガ
バイト単位）。 

日付 スナップショットの日時。 

次の手順では、レコード利用情報の表示方法について説明します。 
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レコード利用情報を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［サービス割当管理］セクションで、［レコード利用］をクリックして［レコード利用リスト］ページを開きます。 

デフォルトで、［レコード利用リスト］ページには［現在のレコード使用状況］リストが表示されます。［現在のレ

コード使用状況］リストには、最新のスナップショットの情報が表示されます。最近の90日間に生成されたすべて
のスナップショットの情報を表示するには、リストページのタイトルバーで［すべてのレコードの使用状況］リスト

を選択します。 

次の表では、［レコード利用リスト］ページに表示される情報について説明します。 

カラム名 説明 

レコード名 ユーザーインターフェイスに表示されるレコードタイプの名前。企業がレコード

タイプの名前をカスタマイズした場合、カスタマイズされたレコードタイプ名が

このカラムに表示されます。 

注:スナップショットの生成時に企業の特定のレコードタイプにレコードが存在し
ない場合、そのレコードタイプは表示されません。 

レコード割当使用量 スナップショットの生成時に企業のOracle CRM On 
Demand内に存在した表示されたレコードタイプのレコードの数。 

日付 スナップショットの日時。 

ヒント:［ファイル利用リスト］ページおよび［レコード利用リスト］ページのメニューオプションの使用方法については、
「リストの使用」を参照してください。 
 

住所管理 
住所管理には、住所共有機能のオンまたはオフへの切り替え（企業プロファイルの［共有アドレスの有効化］設定を使用）、

住所検証の有効化（企業プロファイルの［共有アドレスの検証］設定を使用）、非共有住所から共有住所への変換、およびそ

の他のタスクがあります。住所管理の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 非共有住所から共有住所への変換 (ページ 96) 

n 共有住所をオフに切り替える場合の考慮事項 (ページ 98) 

n 共有住所のオフへの切り替え前のユーザーアクセスおよび［アドレスの管理］権限の更新 (ページ 99) 

n ［関係の編集］を使用した非共有住所の住所タイプの設定 (ページ 100) 

n 住所に対するアクセスプロファイルおよび役割の設定 (ページ 101) 

関連トピック 
n 住所 

n 企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 19) 
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非共有住所から共有住所への変換 
リリース19以前のOracle CRM On 
Demandでは、非共有住所が使用されていました。このリリースでも非共有住所を引き続き使用できます。ただし、以前の
リリースの非共有住所をこのリリースでサポートされる共有住所に変換する場合は、次の手順を実行する必要があります。  

注：データファイルが大きく、インポート操作に予想以上の時間がかかる場合は、同じ入力ファイルと、この手順で定義する

マッピングファイルでOracle Data Loader On Demandを使用できます。   

作業前の準備：Oracle CRM On Demand Customer 
Careが現在のリリースにアップグレードされていることを前提としています。この手順を実行するには、インポートとエク
スポートの操作およびOracle CRM On 
Demandのカスタマイズを実行できる企業の管理者である必要があります。共有住所機能を有効にするには、［アドレスの
管理］権限が必要です。 

注：非共有住所から共有住所に移行する場合、Web Services v1.0 
APIは共有住所へのアクセスをサポートしないため、WebサービスリクエストにはすべてWeb Services v2.0 
APIを使用する必要があります。 

非共有住所から共有住所に変換するには 

1 必要な場合は、企業プロファイルの［共有アドレスの有効化］設定をオフに切り替えます。 

2 共有住所に変換する住所関連オブジェクトからデータをエクスポートします。  

次の項目がリストに含まれます。 

n すべての取引先データのセクションが含まれます。 

n 取引先 

n 取引先住所 

n 担当者 

n 取引先パートナー 

n 住所 

n すべての担当者データのセクションが含まれます。 

n 担当者 

n 担当者住所 

n 取引先 

n 住所 

n すべての自動車ディーラーデータのセクションが含まれます。 

n 自動車ディーラー 

n 自動車ディーラー住所 

n すべてのパートナーデータのセクションが含まれます。 

n パートナー 

n パートナー住所 
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n すべての住所データ 

エクスポート操作では、関連する取引先、担当者、パートナー、自動車ディーラー、および住所のデータをすべてO
racle CRM On 
Demandから外部のファイルにエクスポートする必要があります。外部ファイルは、選択したデータ修正方法およ
びデータ標準化方法で使用できる必要があります。  

3 Oracle CRM On 
Demandへのこの住所のインポートに重複データが含まれないように、また、関連付けられている住所を使用して取引
先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーのデータが設定できるように、データを修正し、書式を再設定します

。   

エクスポート操作の後は、複数の重複や無効な住所が存在する可能性があります。たとえば、以前のリリースでは住

所が共有されていなかったため、同じ場所にいる複数の担当者には同じ住所または類似した住所が設定されていまし

た。ただし、入力やその他の誤りのために些細な違いが発生する可能性があります。発生する可能性のある住所の重

複としては、レコード（たとえば、取引先）を再インポートして、そのレコードを新規に作成された共有住所レコー

ドに関連付けた場合に、以前のリリースからの既存の住所の関連が削除されないことがあります。したがって、次の

ことを実行する必要があります。 

n インポートする住所データを準備するときに、データを検証して重複レコードを削除します。 

n 取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーのレコードを共有住所バージョンの住所データに関連付ける
ことを決定した場合は、非共有の既存の住所データをそれらのレコードに関連付けるための所有権を取得します。つ

まり、削除と関連付けの解除、および非共有の既存の住所データを保持するかどうかの選択を明確にする必要があり

ます。 

インポート用のデータを準備する方法は、次のトピックを参照してください。 

n 住所フィールド：インポートの準備 (ページ 628) 

n 取引先フィールド：インポートの準備 (ページ 617) 

n 担当者フィールド：インポートの準備 (ページ 655) 

n 自動車ディーラーのフィールド：インポートの準備 

n パートナーフィールド：インポートの準備 (ページ 731) 

4 住所レコードデータのインポート： 

a 住所データのインポートファイル名および適切なマッピングファイルを選択します。 

b インポートを完了させます。 

共有住所のトップレベルレコードデータのインポートは、取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーの

レコードデータをインポートするための前提条件です。データのインポート方法については、「データのインポート 
(ページ 776)」を参照してください。 

5 取引先のレコードデータのインポート： 

a 関連レコードを作成するためのオプションを選択します。   

b インポートを完了させます。 

このインポートで取引先が作成され、共有住所と取引先が関連付けられます。データのインポート方法については、

「データのインポート (ページ 776)」を参照してください。 

6 担当者のレコードデータのインポート：  
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a 関連レコードを作成するためのオプションを選択します。   

b インポートを完了させます。 

このインポートで担当者が作成され、共有住所と担当者が関連付けられます。データのインポート方法については、

「データのインポート (ページ 776)」を参照してください。 

7 自動車ディーラーのレコードデータのインポート：  

a 関連レコードを作成するためのオプションを選択します。   

b インポートを完了させます。 

このインポートで自動車ディーラーが作成され、共有住所と自動車ディーラーが関連付けられます。データのインポ

ート方法については、「データのインポート (ページ 776)」を参照してください。 

8 パートナーのレコードデータのインポート：  

a 関連レコードを作成するためのオプションを選択します。   

b インポートを完了させます。 

このインポートでパートナーが作成され、共有住所とパートナーが関連付けられます。データのインポート方法につ

いては、「データのインポート (ページ 776)」を参照してください。 

9 データが正しくインポートされたことを確認します。 

10 企業での適切な役割に対応するページレイアウトを設定し、ページレイアウトに対する適切なアクセス権をユーザーに割
り当てます。 

11 役割管理ウィザードのステップ2でユーザーの役割を更新し、［レコードタイプアクセス］役割を割り当てます。   

このステップを完了しないと、ユーザーは住所レコードを表示できません。たとえば、ユーザーが住所レコードと取

引先を関連付けようとすると、エラーメッセージが表示されます。 

12 企業プロファイルで［共有アドレスの有効化］設定を選択し、共有住所を有効にします。 

13 Oracle CRM On 
Demand外部にあるアプリケーションを使用して住所を有効としてマークする場合や、住所のピックリスト、住所の検
索、および住所の関連付けで、検証済みの住所のみを使用する場合は、企業プロファイルで［共有アドレスの検証］設定

を選択します。   

注：住所レコードの検証日は、住所が［検証済み］にマークされるように設定する必要があります。詳細は、「共有

住所への検証済みのマーク付け」を参照してください。   

14 （オプション）インポートされたデータが正しいことを確認した後は、Webサービスを使用して既存の非共有住所デー
タを削除できます。 

Webサービスの詳細は、『Oracle Web Services On Demand Guide』を参照してください。 
 

共有住所をオフに切り替える場合の考慮事項 
共有住所をオンにした後でオフに切り替えると、その時点以降に作成される住所は非共有住所になります。つまり、取引先、

担当者、自動車ディーラー、またはパートナーに対して作成される新規の住所は、そのレコードにのみ作成され、他のレコー
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ドとは共有されません。ただし、取引先、担当者、自動車ディーラー、またはパートナーのレコードで以前に共有されていた

住所レコードは、そのレコードが編集されるまでは引き続き共有されます。たとえば、住所を共有する3つの取引先（A、B、
C）がある場合は、共有住所をオフにした後も、3つの取引先の住所は引き続き共有されます。たとえば、ユーザーが取引先A
の住所を編集すると、Oracle CRM On 
Demandにより取引先Aに新しい非共有の住所レコードが作成されますが、取引先BおよびCでは、それぞれの住所が編集さ
れるまで、共有住所が引き続き使用されます。   

注：共有住所をオフに切り替える前に、必要に応じて、社内のエンドユーザーに対する住所レコードへのアクセス権を削除し

、ユーザーの役割から［アドレスの管理］権限を削除し、ページレイアウトをリセットする必要があります。このアクセスお

よび権限の削除手順の詳細は、「共有住所のオフへの切り替え前のユーザーアクセスおよび［アドレスの管理］権限の更新 
(ページ 99)」を参照してください。   

共有住所機能をオンにした後、この機能をオフに切り替える場合は、次の事項を考慮します。  

n 企業の管理者は、カスタマイズページにアクセスできます。［アドレスの管理］権限がある企業の管理者は、Oracle 
CRM On 
Demandのカスタマイズページに引き続きアクセス可能で、住所レイアウト、フィールド管理などの操作を続行できま
す。   

n ユーザーは、非共有の新しい請求先住所または出荷先住所を作成できます。取引先、自動車ディーラー、またはパート
ナーを新規に作成するユーザーは、非共有の新しい請求先または出荷先住所（あるいはその両方）を作成できます。担当

者を新規に作成するユーザーは、非共有の新しいプライマリ担当者の住所を作成できます。新しい住所は新規に作成され

たレコードにのみ関連付けられ、トップレベルの［住所］タブでは使用できません。 

n ユーザーは、住所のみを編集できます。共有住所がオフに設定されているため、取引先、担当者、自動車ディーラー、ま
たはパートナーを編集するユーザーは、その取引先、担当者、自動車ディーラー、またはパートナーのレコードの住所の

みを編集できます。編集している住所レコードが以前は共有住所であった場合は、Oracle CRM On 
Demandにより新規の住所が作成されますが、新規の住所は編集対象レコードにのみ関連付けられ、トップレベルの［
住所］タブでは使用できません。編集している住所レコードが以前から共有住所でなかった場合は、住所が編集され、O
racle CRM On Demandによって新規の住所が作成されることはありません。      

n 孤立して削除された住所が作成される可能性があります。取引先、自動車ディーラー、またはパートナーから請求先ま
たは出荷先住所を削除すると、取引先、自動車ディーラー、またはパートナーの孤立して削除された住所となります。同

様に、担当者からプライマリ住所を削除すると、担当者の孤立して削除された住所となります。 

共有住所のオフへの切り替えの詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 
19)」の［共有アドレスの有効化］設定の情報を参照してください。 

 
 

共有住所のオフへの切り替え前のユーザーアクセスおよび［アドレスの管理］

権限の更新 
企業の管理者は、共有住所をオフに切り替える前に、次のことを実行する必要があります。 

n 住所レコードの読み取りができるようにユーザーのアクセス権を変更します。  

n ユーザーの役割から［アドレスの管理］権限を削除します。 

作業前の準備。自分自身が企業の管理者で、アクセスプロファイルウィザードおよび役割管理ウィザードを使用できる必要が

あります。   
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共有住所をオフに切り替える前にユーザーのアクセスプロファイルを更新するには   

1 次の手順で、［住所］レコードタイプのアクセスレベルを設定します。 

a ［管理］、［ユーザー管理］、［アクセス］、［アクセスプロファイル］の順にクリックします。 

b ユーザーのアクセスプロファイルの［編集］メニュー項目をクリックします。 

c アクセスプロファイルウィザードのステップ2で、［住所］レコードタイプのアクセスレベルを［読み込み］に設定
し、［終了］をクリックします。 

2 次の手順で、［アドレスの管理］権限をオフに切り替えます。 

a ［管理］、［ユーザー管理］、［アクセス］、［役割管理］の順にクリックします。 

b ユーザーの役割名の［編集］メニュー項目をクリックします。 

c 役割管理ウィザードのステップ4で、［アドレスの管理］権限をオフにします。  

3 Oracle CRM On Demandからサインアウトして再度Oracle CRM On 
Demandにサインインし、変更内容が反映されていることを確認します。 

4 次の手順で、企業プロファイルの［共有アドレスの有効化］設定をオフに切り替えます。 

a ［管理］、［企業管理］、［企業プロファイル］の順にクリックします。 

b ［共有アドレスの有効化］設定をオフに切り替えます。 

c Oracle CRM On Demandからサインアウトして再度Oracle CRM On 
Demandにサインインし、変更内容が反映されていることを確認します。 

アクセスプロファイルウィザードを使用したアクセスレベルタイプの指定の詳細は、「プライマリレコードタイプのアクセス

レベルの指定 (ページ 
336)」を参照してください。役割管理ウィザードを使用したユーザーの役割に対する権限の指定の詳細は、「役割管理 
(ページ 304)」を参照してください。 

 
 

［関係の編集］を使用した非共有住所の住所タイプの設定 
非共有住所の住所タイプは、非共有住所のレコードレベルのメニューで［関係の編集］メニュー項目を使用して設定できます

。企業の管理者は、関係の編集機能を使用して、ユーザーに対して共有住所機能を使用可能にせずに、住所レコードの側面（

たとえば、検索レイアウトやページレイアウト）をカスタマイズできます。  

次に、［関係の編集］メニュー項目のいくつかの特徴を示します。 

n デフォルトの［編集］ページでは、住所タイプを除くすべてのフィールドが読み取り専用フィールドになります。［編集
］ページをカスタマイズした場合は、そのページの読み取り専用でない他のカスタムフィールドが使用可能になります。 

n ［共有アドレスの有効化］設定をオンにすると、［住所］セクションのレコードレベルメニューの［関係の編集］メニュ
ー項目は使用不可になります。この場合、ユーザーは［編集］ページを使用して、請求先、出荷先、またはプライマリの

設定を編集し、別の住所を選択できます。 
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n ［共有アドレスの有効化］設定がオフで、トップレベルの住所レコードに対する［アドレスの管理］権限および［アクセ
ス可能］権限がユーザーに付与されている場合は、［住所］セクションのレコードレベルのメニューで［新規］または［

編集］をクリックすると、トップレベルの［住所］の新規または編集ビューに移動します。 

作業前の準備。［共有アドレスの有効化］設定はオフ、［アドレスの管理］権限はオンにしておきます。 

［関係の編集］メニュー項目を使用して非共有住所の住所タイプを設定するには 

1 取引先、担当者、自動車ディーラー、またはパートナーのレコードの［詳細］ページで、［住所］関連情報セクションに
移動します。 

2 レコードレベルのメニューから、［関係の編集］を選択します。 

3 タイプのピックリストから、住所タイプを選択します。   

デフォルトで使用可能な住所タイプは、［居住施設］、［事務所］、［別荘］、［その他］、［バニティ］、［個人

］、［郵便］、［病院］、および［クリニック］です。 
 

住所に対するアクセスプロファイルおよび役割の設定 
トップレベルの住所レコードにアクセスし、取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーで住所を共有するには、

プロファイルおよびユーザーの役割に適切な設定が必要です。企業の管理者は、これらの各レコードの特定の役割に対するア

クセスをユーザーのアクセスプロファイルに割り当てます。 

共有住所の多対多関係には、次のアクセスレベルを割り当てることができます。  

n トップレベルの住所レコードには、次のレベルを割り当てることができます。 

n 読み取り専用 

n 読み取り/編集 

n 読み取り/編集/削除 

n 取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーの住所関連情報セクションの住所レコードには、次のレベルを割
り当てることができます。 

n アクセスなし 

n 読み取り専用 

n 読み取り/作成 

n 読み取り/作成/編集 

n 読み取り/編集 

n 読み取り/編集/削除 

n 全部 

共有住所機能に対するアクセスを制御する権限および設定 
次の権限および設定を使用して、共有住所機能に対するアクセスを制御します。 
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n ［アドレスの管理］権限。［住所］フィールドの設定ページへのユーザーのアクセス、およびアクセスプロファイルウィ
ザードおよび役割管理ウィザードの［住所］レコードの可用性を制御します。 

n ［共有アドレスの検証］権限。検証日を設定することで、ユーザーが住所を検証できるかどうかを制御します。 

n ［共有アドレスの有効化］設定。トップレベルの住所レコードを共有できるかどうか、さらに取引先、担当者、自動車デ
ィーラー、およびパートナーのレコードの住所で、共有または非共有機能を使用するかどうかを制御します。 

［共有アドレスの有効化］設定がオフで、［アドレスの管理］権限が選択されている場合、取引先、担当者、自動車

ディーラー、およびパートナーのレコードで使用できるのは、住所の非共有機能のみとなります。このオプションに

は、［企業の管理］権限を持つユーザーが、企業プロファイルでアクセスできます。 

n ［共有アドレスの検証］設定。Oracle CRM On 
Demandが企業の共有住所を検証するかどうかを制御します。この設定がオンの場合、ユーザーは、検証済みの共有住
所を選択して取引先、担当者、自動車ディーラー、またはパートナーのレコードに追加できます。未検証の住所は、取引

先、担当者、自動車ディーラー、またはパートナーのレコードからフィルター処理され、これらのレコードの［新規］住

所ボタンは使用不可になります。この設定には、［企業の管理］権限を持つユーザーが、企業プロファイルでアクセスで

きます。 

［共有アドレスの検証］設定がオフの場合は、取引先、担当者、自動車ディーラー、またはパートナーのレコードで

、すべての住所が使用可能になります。つまり、フィルター処理は実行されず、必要な権限があるユーザーに対して

は、これらのレコードの［新規］住所ボタンが有効になります。 

次の表に、様々な設定および権限が共有住所のタスクを実行するのに必要かどうか、および共有住所機能に対する関係を示し

ます。 

タスク ［共有アドレスの有

効化］設定 
［アドレスの管

理］権限 
最小限必要な共有住

所の権限 
［共有アドレスの検

証］権限 

共有住所の住所ページおよび住所

フィールドのカスタマイズ  
いいえ はい なし いいえ 

取引先または担当者の住所形式の

非共有から共有への変更 
はい いいえ なし いいえ 

共有住所の検証 いいえ いいえ 読み取り/編集 はい 

共有住所のアクセスプロファイル

の更新 
いいえ はい なし いいえ 

取引先、担当者、自動車ディーラ

ー、およびパートナーの間での住

所の共有  

はい いいえ 読み込み いいえ 

役割管理ウィザードでの住所レコ

ードの有効化 
いいえ はい なし いいえ 

［住所］タブのアクセス  いいえ いいえ 読み込み いいえ 

住所ホームページ］、［詳細］、

および［編集］ページのアクセス  
いいえ いいえ 読み込み 

［編集］ページには

［編集］アクセス権

が必要です。 

いいえ 
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タスク ［共有アドレスの有

効化］設定 
［アドレスの管

理］権限 
最小限必要な共有住

所の権限 
［共有アドレスの検

証］権限 

対応するレコードの［取引先住所

］、［担当者住所］、自動車ディ

ーラー住所、またはパートナー住

所セクションの更新  

はい いいえ 読み込み いいえ 

 

 
 

アプリケーションカスタマイズ 
各企業は、従業員の生産性を向上させるために、データの収集、記録方法、使用する用語、および情報の提示方法について、

それぞれ固有の要件を持っています。アプリケーションカスタマイズにより、企業のさまざまな要件（ページレイアウト、フ

ィールド管理、リストアクセス要件など）に合わせてOracle CRM On Demandをカスタマイズできます。 

以下の例は、アプリケーションのカスタマイズ方法を示しています。 

例1：すべてのセールス要員が、すべての担当者レコードに電子メールアドレスを含めるようにしたい場合があります。この
要件を満たす最適な方法は、［電子メール］フィールドを必須フィールドにすることです。こうすれば、誰が新しい担当者レ

コードを作成したとしても、その担当者レコードに電子メールアドレスが含まれていない限り、作成者はその担当者レコード

を保存できません。 

例2：従業員は2つのグループに分けられ、それぞれが取引先ページで異なる情報を追跡する必要があるとします。この要件
を満たすには、グループごとに異なる取引先ページレイアウトを作成し、役割の割り当てによって適切なアクセス権を提供し

ます。 

［アプリケーションカスタマイズ］ページには次の2つのセクションがあります。 

n レコードタイプセットアップ。トップレベルのレコードタイプごとにリンクがあります。リンクをクリックすると、レコ
ードタイプ固有のカスタマイズページに移動します。企業の設定によっては、業種固有のレコードタイプがOracle CRM 
On 
Demandに表示されない場合があります。また、企業の特定のニーズに応じて、業種固有のレコードのカスタマイズが
必要になる場合があります。個々の［アプリケーションカスタマイズ］ページから実行できるタスクの詳細は、「レコー

ドタイプ別の［アプリケーションカスタマイズ］ページ (ページ 104)」を参照してください。 

n アプリケーションセットアップ。レコードタイプに依存しない各種カスタマイズ機能へのリンクがあります。トピックを
クリックすると、［アプリケーションセットアップ］セクションから実行できる以下の手順の説明を表示します。 

n タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 (ページ 227) 

n ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 

n アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトの作成と管理 (ページ 243) 

n グローバルWebアプレットの作成 (ページ 236) 

n クライアント側拡張のアップロード (ページ 239) 

n カスタムHTMLヘッド追加の管理 (ページ 242) 

n アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトの作成と管理 (ページ 243) 

n 企業の［ホームページ (個人)］のカスタマイズ (ページ 246) 
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n ［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化 (ページ 247) 

n レコードタイプの名前変更 (ページ 249)およびレコードタイプの追加 (ページ 253) 

n レコードタイプのアイコンの変更 (ページ 255) 

n REST統合タグのカスタマイズ (ページ 256) 

n 新規テーマの作成 (ページ 256) 

n カスタムアイコンセットのアップロードおよび管理 (ページ 251) 

n カスタムグローバルヘッダーアイコンのアップロードと管理 (ページ 252) 

n 共有レコードの前の所有権のカスタマイズ (ページ 264) 

注: [ホームページ (個人) レイアウト]および[ホームページ (個人) 
カスタムレポート]機能の場合は、[カスタムアプリケーション - 
ホームページのカスタマイズ化の管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

作業前の準備： 

n アプリケーションカスタマイズの手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当て
られている必要があります。 

n 自分のビジネスニーズを理解しておく必要があります。 

n ビジネス所有者と話し合い、そのビジネスプロセスとアプリケーションに関するニーズを確認します。 

n そのニーズをサポートするために必要なフィールド、表示名、ピックリストの値、その他のカスタムフィールドを決
定します。 

n インターフェイスでフィールドをレイアウトする方法と、必須のマークを付けるフィールドを決定します。 

n フィールド設定およびページレイアウトテンプレート（トレーニングおよびサポートセンターのツールおよびテンプ
レートエリアから入手可能）を使用して、アプリケーションカスタマイズ要件の文書化を容易にすることができます

。 

注意: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 
 

レコードタイプ別の［アプリケーションカスタマイズ］ページ 
各レコードタイプには、そのレコードタイプに対して実行できるカスタマイズタスクのリンクを含む［アプリケーションカス

タマイズ］ページがあります。  

次の表では、［アプリケーションカスタマイズ］ページに表示される各セクションについて説明し、そのセクションに含まれ

るリンクをクリックしたときに実行できるタスクの一覧を示します。表示されるセクションはレコードタイプによって異なり

、一部のセクションは特定の権限を含む役割が割り当てられている場合にのみ表示されます。すべてのカスタマイズ手順で、

［アプリケーションをカスタマイズ］権限が必須です。 

［コール活動履歴］レコードタイプの場合、Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーインターフェイスのフィールド管理のカスタマイズのみがサポートされます。コール活動履歴に関
するフィールドおよびレコードカスタマイズの詳細は、管理Webサービスを使用して読み取ることができます。フィールド
管理カスタマイズについては次の表で説明します。 

注: 
次の表に示すトピックでは、レコードタイプの名前のプレースホルダが、イタリック体のレコードタイプという語で表されて
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います。たとえば、取引先に関して作業している場合は、［レコードタイプフィールド監査セットアップ］リンクのレコード

タイプを取引先に置き換えてください。 

セクション タスク 必要な追加権限 

フィールド管理 

 

フィールドの名前変更、カスタムフィールド

の作成、ピックリスト値の管理、フィールド

のデフォルト値の指定、フィールド検証の設

定およびフィールドがコピー可能かどうかの

選択。これらのタスクの詳細については、以

下のトピックを参照してください。  

フィールド管理について (ページ 107) 

カスタムフィールドについて (ページ 114) 

フィールドの作成と編集 (ページ 124) 

コピー有効設定の管理 (ページ 139) 

フィールドラベルの管理 (ページ 155) 

インデックス付きカスタムフィールドの使用 
(ページ 157) 

ピックリスト値の変更 (ページ 160) 

ピックリスト値グループへのピックリスト値

のマッピング (ページ 163) 

設定をデフォルトに戻す (ページ 160) 

なし 

デフォルトフィールドおよびフィールド検証

の高度な定義 
高度なフィールド管理 

ページレイアウト管理 静的ページレイアウトの作成と管理。これら
のタスクの詳細については、以下のトピック

を参照してください。 

静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168) 

関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 
164) 

フィールドセクションタイトルの名前変更 
(ページ 176) 

新しいレコードの作成に使用できるページレ

イアウトの作成およびカスタマイズについて

は、次を参照してください。  

新しいレコードを作成するためのページレイ

アウトのカスタマイズ (ページ 175) 

詳細ページレイアウトで使用可能なWebアプ
レットの作成と管理。次のトピックを参照し

てください。 

レコードタイプのWebアプレットの作成 

なし 
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セクション タスク 必要な追加権限 

(ページ 180) 

高度なページレイアウト管理については、「

動的ページレイアウトの指定 (ページ 
216)」を参照してください。 

カスケード式ピックリス

ト 
カスケード式ピックリストの定義と管理。こ

れらのタスクの詳細については、以下のトピ

ックを参照してください。 

カスケード式ピックリストの定義 (ページ 
195) 

なし 

検索およびリストレイア

ウト管理 
ターゲット検索フィールドの指定と検索結果

のレイアウトの管理。ルックアップウィンド

ウの動作の管理とスマート関連付けの有効化

。これらのタスクの詳細については、以下の

トピックを参照してください。 

検索レイアウトの管理 (ページ 197) 

なし 

リストアクセスと順序 各役割のデフォルトリストアクセスおよび表
示順序の管理。これらのタスクの詳細につい

ては、以下のトピックを参照してください。 

リストアクセスおよびリスト順序の管理 
(ページ 204) 

なし 

ホームページレイアウト

管理 
ホームページレイアウトの作成と管理、およ

びホームページに表示するカスタムレポート

の指定。これらのタスクの詳細については、

以下のトピックを参照してください。 

レコードホームページレイアウトの作成 
(ページ 208) 

ホームページカスタムレポートの作成 (ページ 
205) 

アプリケーションのカスタマイズ - 
ホームページのカスタマイズ化の管理 

フィールド監査セットア

ップ 
企業のフィールド監査証跡のカスタマイズ。

これらのタスクの詳細については、以下のト

ピックを参照してください。 

監査証跡のカスタマイズ (ページ 209) 

 

フィールド監査の管理 

この機能は、特定のレコードタイプに対しての

み使用できます。  

動的レイアウト管理 動的ページレイアウトの作成と管理。これら

のタスクの詳細については、以下のトピック

を参照してください。 

動的ページレイアウトの指定 (ページ 216) 

アプリケーションのカスタマイズ - 
動的レイアウトの管理 

一部のレコードタイプについては、そのレコードタイプのリンクと関連レコードタイプのリンクが［フィールド管理］および

［ページレイアウト］セクションに表示されます。たとえば、取引先の［アプリケーションカスタマイズ］ページには、以下

のリンクが表示されます。 
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n 取引先フィールドセットアップ 

n 取引先担当者フィールドセットアップ 

n 取引先パートナーフィールドセットアップ 

n 取引先関係フィールドセットアップ 

n 取引先チームフィールドセットアップ 
 

フィールド管理について 
Oracle CRM On 
Demandでは、さまざまなレコードタイプについて、以下のフィールド管理タスクを実行することができます。 

n フィールドの作成と編集 (ページ 124) 

n フィールドラベルの管理 (ページ 155) 

n ピックリスト値の変更 (ページ 160) 

カスタムフィールドを作成したり、フィールド定義を編集したりするときには、フィールドのデフォルト値を指定できます。

指定したデフォルト値は、新規レコードの作成時に有効となります。また、フィールドが特定の値を必要とするときは、それ

を確認するフィールド検証を実行するように指定できます。 

フィールドのコピーについて 
Oracle CRM On 
Demandのほとんどのレコードタイプには、コピー機能が用意されています。つまり、ユーザーは使用中の現在のレコード
をコピーできます。ユーザーがレコードの詳細ページの［コピー］ボタンをクリックすると、新しいレコードページが開きま

す。この新しいレコードページには、コピー可能なすべてのフィールドが含まれています。ユーザーはこれらのフィールドを

変更して保存できます。 

注:［コピー］ボタンを使用する場合は、基本レコードのみコピーされ、関連項目と子レコードはコピーされません。 

コピー機能の使用時には次の制限事項が適用されます。 

n Webリンク、連結フィールド、システムフィールド、住所フィールド、計算結果フィールドおよび参照フィールドはコ
ピーできません。これらの項目については、［コピー有効］チェックボックスを使用できません。 

n 読み取り専用フィールドはコピーできません。読み取り専用フィールドとは、フィールドセットアップまたはフィールド
レイアウトで読み取り専用として設定されるフィールドです。  

n ユーザーのフォームレイアウトで使用できないフィールドはコピーできません。 

n 次の添付資料フィールドはコピーできません。 

n 添付資料 

n 添付資料: ファイル名 

n 添付資料: サイズ (バイト) 

フィールドをコピーするには、Oracle CRM On 
Demandのレコードの詳細ページで［コピー］ボタンを使用します。この設定を有効にするには、Oracle CRM On 
Demandの［アプリケーションカスタマイズ］セクションの［フィールド管理］ページにある［コピー有効］チェックボッ
クスを使用します。Oracle CRM On Demandでコピー可能なフィールドの指定の詳細は、「コピー有効設定の管理 (ページ 
139)」を参照してください。  
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必須フィールド 
さまざまな状況において、フィールドを必須フィールドとして定義することができます。たとえば、すべてのサービスリクエ

ストについて、その原因に関する情報を追跡する必要がある場合などです。この場合は、サービスリクエストの［原因］フィ

ールドが必須フィールドになるように指定します。これにより、レコードが作成または更新され、保存されるとき、アプリケ

ーションは［原因］フィールドがNULLでないことを検証します。  

フィールドを必須フィールドとして指定すると、ユーザーインターフェイス、Webサービス、データインポートなど、すべ
てのインターフェイスで検証が実施されます。  

［フィールド編集］ページで必須フィールドとして指定したフィールドは、役割に関係なく、すべてのユーザーにとって必須

フィールドとなります。特定の役割に対してだけ必須フィールドとしたい場合は、まだ必須フィールドではないフィールドに

対して適切なページレイアウトを編集することができます。ページレイアウトの編集の詳細については、「静的ページレイア

ウトのカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 

条件付き必須フィールド 
フィールドを条件付き必須、つまり、デフォルトではフィールドが必須でなくても、定義された条件を満たすと必須になるよ

うに設定できます。詳細は、「条件付き必須フィールドについて (ページ 122)」を参照してください。  

読み取り専用フィールド 
次のような場合には、フィールドを読み取り専用フィールドとして定義します。 

n 外部ソースからのフィールド。たとえば、企業が取引先の信用度を外部システムで追跡する場合、夜間に行うインポート
によって信用度を定期的に更新するが、UIではフィールドを読み取り専用にするということが考えられます。 

n 既存のフィールドをカスタムのインデックス付きフィールドに変更する：インデックス付きカスタムフィールドの1つを
既存のカスタムフィールドで使用する場合は、ユーザーには古いフィールドへの読み取り専用アクセスのみを許可してお

いて、データを新しいインデックス付きフィールドに移動することができます。このようにフィールドを定義すれば、デ

ータの同期がずれるのを避けることができます。 

注意: 特定のシステムフィールドは常に読み取り専用であり、Oracle CRM On 
Demandによってのみ更新できます。常に読み取り専用のフィールドの例としては、[作成]フィールドおよび[作成 : 
日付]フィールドがあり、それらは両方とも多くのレコードタイプで使用可能となっています。 

カスタムフィールド検証ルール 
Oracle On Demand Expression Builder（Expression 
Builder）を使用して、カスタムフィールド検証ルールの式を作成できます。［フィールド検証］フィールドの横にある［fx
］アイコンをクリックすると、［Expression 
Builder］ウィンドウが表示され、そこに式を入力できます。式に使用できる構文については、「Expression Builder 
(ページ 844)」を参照してください。 

次のような場合に、カスタムフィールド検証ルールを定義します。 

n 企業方針の徹底。たとえば、MDFの有効期間は1年以内でなければならないという企業方針が企業にあるとします。この
場合は、［終了日］フィールドに関する検証ルールを適切に定義することで、フィールド値が開始日から1年を超える値
にならないようにすることができます。 

別の例として、予想売上が$100,000を超える商談が不成約になった場合はその理由を追跡する、という企業方針が
あるとします。この場合、[状態]フィールドに検証ルールを設定して、[状態]フィールドが[不成約]に設定された商
談レコードをユーザーが保存しようとすると、予想売上が$100,000以上か、および[成約/不成約の原因]フィール
ドが空白かどうかがOracle CRM On 
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Demandで判断されるようにしています。検証に失敗したときに表示されるメッセージを設定することもできます
。この場合、レコードを保存する前に[成約/不成約の原因]フィールドの値を選択する必要があることを警告するメ
ッセージがユーザーに表示されます。 

注: 
特定の状況でのみ[成約/不成約の原因]フィールドを必須にする必要があるようなビジネスプロセスの場合は、[成約
/不成約の原因]フィールドを条件付き必須フィールドとして設定することもできます。詳細は、「条件付き必須フィ
ールドについて (ページ 122)」を参照してください。 

n データ形式の徹底。たとえば、企業がヨーロッパの取引先に付加価値税（VAT）番号を使用している場合は、取引先の請
求先住所に基づいて、正しいVAT形式の検証を指定することができます。もう1つの例として、特定のカスタムフィール
ドの値が必ず4桁となるように指定することが考えられます。 

フィールドの検証式は、新しいレコードまたは既存のレコードでフィールドが更新されるたびに評価されます。ただし、次の

場合は検証式が評価されません。 

n レコードの作成または変更時にフィールドが空のままです。フィールド検証では値が必要とされません。  

n フィールドに有効または無効の既存の値があり、レコードの更新時にその値が変更されません。  

検証式が評価されない場合、または検証式がNULLと評価される場合は、エラーメッセージが生成されません。検証式が失敗
する（すなわち、式がFALSEと評価される）場合のみエラーメッセージが生成されます。 

フィールド検証式は、最初のパラメータがフィールド名自体であると想定します。たとえば、［金額］フィールドの単純なフ

ィールド検証式を値が1000より大きくなるように指定する場合は、「>1000」と入力すれば十分です。「[<金額>]>1000
」と入力する必要はありません。より複雑な式の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。  

フィールド検証ルールの指定に関する制限事項 
以下のタイプのフィールドに対しては、フィールド検証ルールを指定できません。  

n システムフィールド  

n 内部計算結果フィールド  

n 行IDおよびIDフィールド 

注:Row_IDは内部システムフィールドです。レコード作成中などの操作の遷移によって、Row_IDが常に静的であ
ることは保証されません。ExternalSystemIDまたはIntegrationIDに変化する場合があります。 

n 関連フィールド 

n 複数選択ピックリストフィールド 

n フィールドを除外するようにユーザープロパティが設定されているフィールド。このタイプのフィールドは、アプリケー
ションコードの既存のビジネスロジックに反しないようにするために、例外に基づいて設定されます。 

n Webリンク 

n 連結フィールド 

n 次の添付資料フィールド: 

n 添付資料 

n 添付資料: ファイル名 

n 添付資料: サイズ (バイト) 
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デフォルトフィールド値の定義について 
フィールドのデフォルト値は、カスタムフィールドの作成時、またはフィールド定義の編集時に、［フィールド編集］ページ

の［デフォルト値］フィールドで指定することができます。   

デフォルト値の指定は、フィールドに対して次のような要求がある場合に役立ちます。 

n フィールドの値を一定にする。たとえば、新規レコードの作成時に、［取引先タイプ］フィールドの値がデフォルトの［
顧客］となるようにできます。 

n 式に基づいた値をデフォルトにする。たとえば、資金リクエストの［締切日］フィールドのデフォルト値として、［作成
日］フィールドの値から6か月後という値を取るようにすることができます。 

n フィールドに固有の値を生成する。たとえば、固有の数値を［経費レポート］フィールドのIDとして生成する式を指定
することができます（このフィールドは読み取り専用でもあります）。 

n 役割に固有のデフォルト値を指定する。たとえば、サービスリクエスト（SR）の大部分が顧客サービス要員（CSR）に
よって作成される企業では、デフォルトで再割当フラグフィールドを選択することができます。これは、セールス要員が

SRを開いた場合は、事前に定義された割当ルールに基づいてSRが正しいCSRにルーティングされるようにするためです
。 

注：これらの多くは、［高度なフィールド管理］権限を含む役割が割り当てられている場合にのみ可能です。 

フィールドのデフォルト値には、次の2つのタイプがあります。 

n 事前デフォルト。ユーザーが新しいレコードを作成すると、指定された値がこのフィールドに事前入力されます。ユーザ
ーは、デフォルト値を上書きするか、デフォルト値を受け入れることができます。 

n 事後デフォルト。ユーザーが新しいレコードを作成したときには、指定された値がフィールドに事前入力されることはあ
りませんが、以下の場合にレコードが保存されると、フィールドは指定されたデフォルト値を取ります。 

n ユーザーがフィールドに何も入力しなかった。  

n フィールドがレイアウトに表示されていない。 

n 統合ツールによって値が入力されていない。 

事前デフォルトは、フィールド値のデフォルトタイプです。事後デフォルトを指定するには、［フィールド編集］ページでそ

の名前のチェックボックスをオンにします。   

デフォルトフィールド値は、新しいレコードのみに適用され、レコードの更新には適用されません。 

システムですでにデフォルト値が指定されているフィールドにデフォルト値を指定する場合は、個人の値が企業の値より優先

されます。このルールの例外は、商談レコードの［売上］フィールドです。このフィールドは商談売上に基づいた売上予想の

生成に使用されるので、このフィールドに指定されるすべてのデフォルト値およびその後に指定される値は無視されます。 

次のタイプのフィールドにデフォルト値を設定することはできません。  

n システムフィールド 

n 内部計算結果フィールド  

n 行IDおよびIDフィールド 

注:Row_IDは内部システムフィールドです。レコード作成中などの操作の遷移によって、Row_IDが常に静的であ
ることは保証されません。ExternalSystemIDまたはIntegrationIDに変化する場合があります。 

n 関連フィールド 

n 複数選択ピックリストフィールド 

n フィールドを除外するようにユーザープロパティが設定されているフィールド。このタイプのフィールドは、アプリケー
ションコードの既存のビジネスロジックに反しないようにするために、例外に基づいて設定されます。 
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n Webリンク 

n 連結フィールド 

n チェックボックス（事後デフォルトの値） 

n 次の添付資料フィールド: 

n 添付資料 

n 添付資料: ファイル名 

n 添付資料: サイズ (バイト) 

次の表では、Oracle CRM On Demandの様々なフィールドタイプに指定できるデフォルト値について説明します。 

フィールドのタイ

プ 
有効なデフォルト値  

チェックボックス チェックボックスをオンにし、ブール値がtrueの場合はY。  

チェックボックスをオフにし、ブール値がfalseの場合はN。  

ブランクは、チェックボックスがオフのように考えられがちですが、未定義

値を表します 

注：チェックボックスフィールドに対して事後デフォルトを選択することは

できません。 

通貨 有効な数値は最大15桁です。  

日付 Today + 
number。numberは特定の日数を表します。デフォルトの日付は、今日の
日付と入力された数値の和として計算されます。たとえば、今日が2008年1
月1日の場合、「Today + 
7」と入力すると、デフォルト値は2008年1月8日に設定されます。   

日時 「日付」フィールドタイプの場合と同じですが、新規レコードが開かれた時

刻も示されます。 

整数 有効な数値は-2147483648から2147483647です。 

複数選択ピックリ

スト 
複数選択ピックリストのデフォルト値は定義できません。 

メモ 16350 文字以内のテキスト値。 

数値 有効な数値は-2147483648から2147483647です。 

率 有効な数値は-2147483648から2147483647です。 

電話 有効な電話番号。 

ピックリスト 選択したピックリスト値が、フィールドのデフォルト値になります。 

テキスト (長い) 255 文字以内のテキスト値。 

テキスト (短い) カスタムフィールドおよび大半の事前設定済みフィールドに対する、40文字
以内のテキスト値。ただし、一部の事前設定済みフィールドでは40文字を超
えて入力できます。たとえば、取引先レコードタイプには40文字より長い名
称が付けられる場合があるため、［デフォルト］フィールドの値の長さは40
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フィールドのタイ

プ 
有効なデフォルト値  

文字に制限されていません。 

テキスト（短い - 
マスク可能）  

データの一部が一部のユーザーに非表示になっている、最大40文字のテキス
ト値。たとえば、マスク可能フィールドに4558785236という値が含まれ
ている場合は、ユーザーにはXXXX5236と表示されます。マスク可能フィー
ルド内のデータを表示するには、ユーザー役割に、[マスクされたデータの
表示]権限が含まれている必要があります。詳細は、「マスク可能フィール
ドについて」を参照してください。 

Webリンク 有効なURL。式および検証は使用できません。デフォルト値は、［Web 
リンク］編集ページから設定できます。  

［テキストを表示］フィールドには、最大で250文字を含めることができま
す。［URL］フィールドには、最大で8000文字を含めることができます。
ブラウザによってURLの最大長は異なります。指定したURLが長すぎると、
想定どおりに動作しないことがあります。パラメータの置換を使用している

場合、URL長は変化します。 

注：デフォルト値を設定するための式を作成する場合、式の結果はフィールドの許容最大文字数を超えてはなりません。また

、Expression 
Builderで関数に渡される文字列または数値リテラルは75文字を超えてはなりません。式ビルダーの使用方法の詳細は、「Ex
pression Builder (ページ 844)」を参照してください。 

追加事項： 

n ピックリストを含むすべてのフィールドタイプについて、定数値を入力できます。次に例を示します。 

Status (Task) = ‘開始前’ 

n ［日付］フィールドの場合は、今日の日付からの日数を指定できます。次に例を示します。 

Due Date (Fund Request) = Today() + 180 

n ［所有者］フィールドの場合は、<record creator>（変数）または特定のユーザーを指定することができます。 

ルックアップはサポートされていないため、フィールドに直接入力する必要があります。 

デフォルトフィールド値に対して複雑な式を作成することもできます。［デフォルト値］フィールドに式を直接入力するか、

または［fx］アイコンをクリックして［Expression 
Builder］ウィンドウを開いて式を入力できます。式に使用できる構文については、「Expression Builder (ページ 
844)」を参照してください。 

フィールド管理でExpression 
Builderを使用するには、ユーザー役割に［高度なフィールド管理］権限が含まれている必要があります。管理者の役割を持
つユーザーは、自分自身の役割および他の役割に対してこの権限を有効にすることができます。 
 

レコード所有権モードのフィールドセットアップおよびページレイアウトにつ

いて 
Oracle CRM On 
Demandのリリース20からは、ブックをサポートするほとんどのレコードタイプで、3つのレコード所有権モード（ユーザ
ーモード、ブックモード、および混合モード）が提供されます。リリース19以前のOracle CRM On 
Demandで作成された既存の企業の場合、3つのレコード所有権モードをサポートするレコードタイプに対するデフォルトの
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レコード所有権モードはユーザーモードですが、例外として、［サービスリクエスト］レコードタイプはデフォルトで混合モ

ードに設定されます。新しい企業の場合は、混合モードが、3つのレコード所有権モードをサポートするレコードタイプに対
するデフォルトのレコード所有権モードです。レコード所有権モードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 
347)」を参照してください。 

レコードタイプのレコード所有権モードは、レコードタイプの［所有者］フィールドおよび［ブック］フィールドの設定によ

って決まり、レコードタイプのページレイアウトは、レコード所有権モードを反映する必要があります。次の表に、各レコー

ド所有権モードの［所有者］フィールドおよび［ブック］フィールドの設定を示します。フィールドの設定の詳細は、「フィ

ールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。 

レコード所有権

モード 
［所有者］

フィールド

の［必須］

設定 

［ブック］フィー

ルドの［必須］設

定 

その他の設定の詳細 

ユーザーモード はい いいえ なし。 

ブックモード いいえ はい （オプション）［所有者］フィー

ルドを読み取り専用に設定します

。 

混合モード いいえ いいえ なし。 

次の表に、各レコード所有権モードのページレイアウト情報を示します。ページレイアウトのカスタマイズの詳細は、「静的

ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」および「動的ページレイアウトの指定 (ページ 
216)」を参照してください。 

レコード所有権モード ページレイアウトの設定 

ユーザーモード レコードタイプに使用する［詳細］ページの各レイア

ウトに［所有者］フィールドを表示し、必須フィール

ドにする必要があります。 

［詳細］ページの各レイアウトに［ブック］フィール

ドを表示する場合、［ブック］フィールドは必須フィ

ールドにしないでください。 

ブックモード レコードタイプに使用する［詳細］ページの各レイア

ウトに［ブック］フィールドを表示し、必須フィール

ドにする必要があります。 

［詳細］ページの各レイアウトに［所有者］フィール

ドを表示する場合、［所有者］フィールドは必須フィ

ールドにしないでください。 
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レコード所有権モード ページレイアウトの設定 

混合モード レコードタイプの［詳細］ページのレイアウトには、

必要に応じて［所有者］フィールドまたは［ブック］

フィールド、あるいはその両方を表示できます。ペー

ジレイアウトでは、［所有者］フィールドおよび［ブ

ック］フィールドを必須フィールドにしないでくださ

い。 

注: 
レコードタイプが混合モードに設定されている場合で

も、レコードタイプに対するページレイアウトで［所

有者］フィールドまたは［ブック］フィールドのいず

れかを必須フィールドとして指定できます。［所有者

］フィールドが必須の場合、デフォルトでは、ユーザ

ーが新しいレコードページを開いたときに［所有者］

フィールドは空白ですが、レコードを保存する前にレ

コードの所有者を選択する必要があります。［ブック

］フィールドには、レコード所有者のユーザーブック

の名前が表示されます。ページレイアウトで［ブック

］フィールドが必須の場合、ユーザーはレコードを保

存する前にプライマリカスタムブックを選択する必要

があります。ただし、レコードタイプを完全に混合モ

ードにする場合は、レコードタイプに対するページレ

イアウトで［所有者］フィールドまたは［ブック］フ

ィールドのいずれかを必須フィールドとして指定しな

いでください。 

 
 

カスタムフィールドについて 
Oracle CRM On Demand 
には、ほとんどの組織が必要とするデフォルトフィールドが用意されています。しかし、既存のコードのフィールドに対応す

るフィールドがOracle CRM On 
Demandにない場合があります。そのような場合には、カスタムフィールドと呼ばれる新しいフィールドを作成して、企業
に固有のニーズをサポートすることができます。この必要は、Oracle CRM On 
Demandにインポートする既存のレコードがある場合に生じる可能性があります。 

カスタムフィールドには次の特徴があります。 

n 割当ルール、レポート、フィルター済みリスト、およびターゲット検索で使用できます。 

注:パフォーマンス上の理由から、一部のカスタムフィールドはリストの並べ替えに使用できません。Webリンクお
よび連結フィールドは、割当ルール、レポートおよびターゲット検索では使用できません。Expression 
Builderでは、マスク可能フィールドは割当ルール、レポートまたは式では使用できません。レポートでのカスタム
フィールドの使用の詳細は、「分析の制限について」を参照してください。 

n 削除できません。 

n カスタムページレイアウトに明示的に追加しない限り表示できません。 

n レコードタイプ間で継承されません。 
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たとえば、見込み客用に追加したカスタムフィールドは、その見込み客が商談に変換された場合は、商談に自動的に

継承されません。  

見込み客が商談、取引先、または担当者に変換されるときに、見込み客レコードのカスタムフィールドを転送する場

合は、転送するカスタムフィールドをマップする必要があります。 

n 再度サインインしないと、他のユーザーには表示できません。 

n Webリンク、連結フィールド、Webサービス、およびその他の統合テクノロジによって参照できます。 

次の表では、Oracle CRM On 
Demandに追加できる新しいフィールドの数について説明します。これらのフィールド以外に、特定のレコードタイプ用に
最適化されたフィールドを使用することもできます。これらの最適化されたフィールドは、後述の別の表にリストされていま

す。データはほとんどのレコードタイプに使用可能なフィールドに関するものです。つまり、取引先に100個、担当者に100
個、商談に100個というように新しいピックリストフィールドを追加できます。ピックリストの値（有効な値および無効な値
）の最大数は1000個です。  

[担当者]、[サービスリクエスト]、[商談]および[カスタムオブジェクト 01]から[カスタムオブジェクト 
40]のレコードタイプについて、メモフィールドを作成できます。これらの各レコードタイプに対して最大で3つまでのカス
タムメモフィールドを作成できます。また、取引先、担当者、ポートフォリオ、金融口座および世帯のレコードタイプには、

マスク可能フィールドを作成できます。これらの各レコードタイプに対して最大で5つまでのマスク可能フィールドを作成で
きます。詳細は、「マスク可能フィールドについて」を参照してください。  

注: 
カスタムオブジェクトレコードタイプでは、カスタム関連情報フィールドがサポートされます。作成したカスタム関連情報フ

ィールドは、レコードタイプに対する関連フィールドタイプの合計フィールド数に対してカウントされます。たとえば、［カ

スタムオブジェクト 
01］レコードタイプで［整数］フィールドタイプのカスタム関連情報フィールドを作成した場合、そのフィールドは、［カ
スタムオブジェクト 
01］レコードタイプに対して作成できる［整数］フィールドタイプの35フィールドの1つです。カスタム関連情報フィール
ドおよびそれらの作成方法の詳細は、「カスタム関連情報フィールドについて (ページ 
132)」および「カスタム関連情報フィールドの作成 (ページ 134)」を参照してください。 

レコードタイプ チェック
ボックス 

通貨 日付 日時 整数 複数選択ピック

リスト  

取引先 35 80 25 35 35 10 

取引先担当者  35 25 25 35 35 0 

取引先チーム 0 0 0 0 0 0 

ビジネス計画チー

ム 
0 0 0 0 0 0 

担当者 35 25 25 35 35 10 

担当者チーム 0 0 0 0 0 0 

見込み客 35 25 25 35 35 10 

見込み客チーム 0 0 0 0 0 0 

商談 35 25 25 35 35 10 

商談チーム 0 0 0 0 0 0 
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レコードタイプ チェック
ボックス 

通貨 日付 日時 整数 複数選択ピック

リスト  

活動 35 25 25 35 35 10 

キャンペーン 35 25 25 35 35 0 

解決策 35 25 25 35 35 0 

イベント 35 25 25 35 35 0 

世帯 35 25 25 35 35 0 

資金 35 25 25 35 35 0 

ポートフォリオ 35 25 25 35 35 0 

車両 35 25 25 35 35 0 

サービスリクエス

ト 
35 25 25 35 35 10 

サービスリクエス

トチーム 
0 0 0 0 0 0 

プログラム 35 35 25 35 35 0 

カスタムオブジェ

クト 01 
35 25 25 35 35 10 

カスタムオブジェ

クト 02 
35 25 25 35 35 10 

カスタムオブジェ

クト 03 
35 25 25 35 35 0 

自動車ディーラー 35 25 25 35 35 10 

製品 35 25 25 35 35 0 

資産 35 25 25 35 35 0 

資金リクエスト 35 25 25 35 35 0 

MDF リクエスト 35 25 25 35 35 0 

パートナー 70 50 60 50 70 10 

売上 35 25 25 35 35 0 

SP リクエスト 35 25 25 35 35 0 

ユーザー 35 25 25 35 35 0 

取引交渉登録  35 25 25 35 35 0 

取引交渉登録売上

製品  
35 25 25 35 35 0 
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レコードタイプ チェック
ボックス 

通貨 日付 日時 整数 複数選択ピック

リスト  

コース 35 25 25 35 35 0 

試験  35 25 25 35 35 0 

認定レベル 35 25 25 35 35 0 

認定 35 25 25 35 35 0 

カスタムオブジェ

クト04以降 
35 25 25 35 35 0 

この表に示したタ

イプ以外の業界固

有のレコードタイ

プ 

35 25 25 35 35 0 

担当者関係 35 25 25 35 35 0 

招待者 35 25 25 35 35 0 

 

レコードタイプ 数値 率 電話 ピックリス

ト 
テキスト

（長い）  
テキスト（

短い）  
Webリンク + 
連結フィールド  

取引先 33 30 20 100 30 70 100 

取引先担当者 63 0 20 100 30 60 100 

取引先チーム 0 0 0 0 0 0 20 

ビジネス計画チー

ム 
0 0 0 0 0 0 20 

担当者 33 30 20 100 30 70 100 

担当者チーム 0 0 0 0 0 0 20 

見込み客 33 30 20 100 30 70 100 

見込み客チーム 0 0 0 0 0 0 20 

商談 33 30 20 100 30 70 100 

活動 33 30 20 100 30 45 100 

キャンペーン 35 30 20 100 30 70 100 

解決策 33 30 20 100 30 46 100 

イベント 33 30 20 100 30 70 100 
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レコードタイプ 数値 率 電話 ピックリス

ト 
テキスト

（長い）  
テキスト（

短い）  
Webリンク + 
連結フィールド  

世帯 35 30 20 100 30 70 100 

資金 33 30 10 100 30 45 100 

MDF リクエスト 35 30 20 100 30 60 100 

ポートフォリオ 33 30 20 100 30 70 100 

車両 35 30 20 100 30 60 100 

サービスリクエス

ト 
33 30 20 100 30 45 100 

サービスリクエス

トチーム 
0 0 0 0 0 0 20 

SP リクエスト 35 30 20 100 30 60 100 

プログラム 35 30 20 100 30 60 100 

カスタムオブジェ

クト 01 
35 30 20 100 30 60 100 

カスタムオブジェ

クト 02 
35 30 20 100 30 60 100 

カスタムオブジェ

クト 03 
35 30 20 100 30 60 100 

自動車ディーラー 35 30 20 100 30 60 100 

製品 33 30 10 100 30 45 100 

資産 33 30 20 100 30 70 100 

資金リクエスト 33 30 20 100 30 70 100 

パートナー 68 60 30 200 60 105 100 

売上 33 30 20 100 30 45 100 

ユーザー 35 30 20 100 30 60 100 

取引交渉登録 35 30 20 100 30 60 100 

取引交渉登録売上

製品 
35 30 20 100 30 60 100 

コース 35 30 20 100 30 60 100 

試験 35 30 20 100 30 60 100 

認定レベル 35 30 20 100 30 60 100 

認定 35 30 20 100 30 60 100 
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レコードタイプ 数値 率 電話 ピックリス

ト 
テキスト

（長い）  
テキスト（

短い）  
Webリンク + 
連結フィールド  

カスタムオブジェ

クト04以降  
35 30 20 100 30 60 100 

この表に示したタ

イプ以外の業界固

有のレコードタイ

プ 

35 30 20 100 30 60 100 

担当者関係 35 30 20 100 30 60 100 

招待者 35 30 20 100 30 60 98 

前述のフィールド以外に、次の表に、Oracle CRM On 
Demandで次のレコードタイプに使用可能な追加の最適化されたフィールドを示します。最適化されたフィールドの詳細は
、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。  

レコードタイプ チェック
ボックス 

通貨 日付 日時 整数 複数選択ピック

リスト  

取引先 5 25 25 0 25 0 

取引先チーム  35 25 25 25 35 0 

活動 5 25 25 0 25 0 

アセスメント 5 5 5 0 5 0 

ビジネス計画チー

ム 
35 25 25 25 35 0 

キャンペーン 5 5 5 0 5 0 

担当者 5 25 25 0 25 0 

担当者チーム 35 25 25 25 35 0 

カスタムオブジェ

クト 1-40 
5 5 5 0 5 0 

部署 35 25 25 35 35 0 

見込み客  5 5 5 0 5 0 

見込み客チーム 35 25 25 25 35 0 

商談 5 25 25 0 25 0 

商談チーム 35 25 25 25 35 0 

製品 5 5 5 0 5 0 

製品領域 35 25 25 35 35 0 

売上 5 5 5 0 5 0 
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レコードタイプ チェック
ボックス 

通貨 日付 日時 整数 複数選択ピック

リスト  

サービスリクエス

ト 
5 25 25 0 25 0 

サービスリクエス

トチーム 
35 25 25 25 35 0 

 

レコードタイプ 数値 率 電話 ピックリス

ト 
テキスト

（長い）  
テキスト（

短い）  
Webリンク/ 
連結フィールド  

  

取引先 25 0 0 25 25 25 0 

取引先チーム 35 25 25 50 25 50 0 

活動 25 0 0 25 25 25 0 

アセスメント 5 0 0 5 5 5 0 

ビジネス計画チー

ム 
35 25 25 50 25 50 0 

キャンペーン 5 0 0 5 5 5 0 

担当者 25 0 0 25 25 25 0 

担当者チーム 35 25 25 50 25 50 0 

カスタムオブジェ

クト 1-40 
5 0 0 5 5 5 0 

部署 35 30 20 100 30 60 0 

見込み客  5 0 0 5 5 5 0 

見込み客チーム 35 25 25 50 25 50 0 

商談 25 0 0 25 25 25 0 

商談チーム 35 25 25 50 25 50 0 

製品 5 0 0 5 5 5 0 

製品領域 35 30 20 100 30 60 0 

売上 5 0 0 5 5 5 0 

サービスリクエス

ト 
25 0 0 25 25 25 0 

サービスリクエス

トチーム  
35 25 25 50 25 50 0 
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旧式カスタムフィールドの管理 
Oracle CRM On Demandでは、使用していないカスタムフィールドを削除できませんが、次のことは行えます。  

n カスタムフィールドの使用目的の変更 

n 使用されているOracle CRM On Demandのエリアからカスタムフィールドを削除してカスタムフィールドを非表示 

n カスタムフィールドを未使用としてマーク 

カスタムフィールドの使用目的の変更 
[項目設定]のフィールドの名前を変更して、カスタムフィールドの使用目的を変更できます。  

作業前の準備。この手順を実行するには、[すべてのレコードを読み取れますか?]設定をユーザーの役割で選択する必要があ
ります。 

カスタムフィールドの使用目的を変更するには 

1 次の該当する操作を行います。  

a [一括削除]を使用するか、Webサービスを使用して、旧式フィールドを含む古いデータをすべて削除します。  

b インポートアシスタントを使用してカスタムフィールドをnull値に設定します。   

2 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

3 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

4 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

5 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  

6 必要なカスタムフィールドを見つけて、[修正]をクリックします。  

7 カスタムフィールドの名前を変更します。  

フィールドの編集の詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。  

8 ページレイアウト、検索レイアウト、ワークフローなど、カスタムフィールドがあるOracle CRM On 
Demandのエリアをレビューおよび更新します。  

カスタムフィールドの非表示 
旧式カスタムフィールドの目的を変更する必要があるようなビジネス要件がない場合は、ページレイアウト、検索レイアウト

、ワークフローなどのOracle CRM On Demandのエリアでフィールドをエンドユーザーに非表示にできます。 
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カスタムフィールドを未使用としてマーク 
カスタムフィールドを編集して「未使用」などの単語を含む名前にできます。たとえば、カスタムフィールド名が[担当者番
号]である場合は、[担当者番号 - 
未使用]に名前を変更できます。このようにすれば、カスタムフィールドが使用されていないことがわかります。   

カスタムフィールドを未使用としてマークするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  

5 必要なカスタムフィールドを見つけて、[修正]をクリックします。  

6 カスタムフィールドを編集して、未使用であることを示します。 

フィールドの編集の詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。  

7 ページレイアウト、検索レイアウト、ワークフローなど、カスタムフィールドがあるOracle CRM On 
Demandのエリアをレビューおよび更新します。  

 
 

条件付き必須フィールドについて 
デフォルトではフィールドが必須でなくても、定義された条件を満たすと必須になるようにフィールドを設定できます。この

ように設定されたフィールドは、条件付き必須フィールドと呼ばれます。たとえば、ユーザーが商談の状況を[不成約]に設定
する際には、レコードを保存する前に[成約/不成約の原因]フィールドの値を選択する必要があると決定したとします。この
プロセスを実装するには、フィールド管理で[成約/不成約の原因]フィールドに次の条件を入力できます。 

[{Status}]=LookupValue("OPTY_STATUS", "不成約") 

このフィールドをこのように設定した後は、ユーザーが商談の[不成約]状況を選択した場合、ユーザーが[成約/不成約の原因
]フィールドで値を選択するまで商談を保存できなくなります。フィールドの横に赤いアスタリスク(*)が表示され、フィール
ドにラベルが表示されている場合は赤いテキストで表示されます。  

条件付き必須フィールドを設定する際には、次の点に注意してください。 

n 関連するページレイアウトに条件付き必須フィールドが表示されていることを確認する必要があります。そうしないと、
フィールドが必須になったときに、ユーザーがフィールドの値を入力できません。同様に、ページレイアウトウィザード

の条件付き必須フィールドの常にレイアウトに表示チェックボックスをオンにして、ユーザーがページレイアウトからフ

ィールドを削除できないようにすることをお勧めします。一部のユーザーが自分のページレイアウトをすでにパーソナラ

イズしている場合は、条件付き必須フィールドを設定した後に、パーソナライズされたページレイアウトをデフォルトレ

イアウトにリセットする必要がある場合があります。詳細は、「パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 
337)」を参照してください。  

n 特定の役割に対して条件付き必須フィールドを常に必須にする必要がある場合は、その役割に対して使用されるページレ
イアウトでフィールドを必須にできます。そうすれば、フィールドレベルで定義されている条件が満たされなくても、そ

のページレイアウトが使用されるすべての場合にそのフィールドが必須になります。他のページレイアウトが使用されて

いる場合は、条件が満たされた場合のみにフィールドが必須になります。 
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次の表では、フィールド管理およびページレイアウトウィザードでフィールドを必須または条件付き必須にするための設定に

ついて説明します。  

フィールド管理の[
必須]チェックボッ
クス 

フィールド管理の

条件付き必須フィ

ールド 

ページレイアウトウィ

ザードの[必須]チェッ
クボックス 

ページレイアウトウィザ

ードの[条件付き必須]チ
ェックボックス 

結果 

オン ブランク オンで読み取り専用 オフで読み取り専用  このフィールドは常に必

須になります。 

オフ 式を含む オフで編集可能 オンで読み取り専用 

注: 
ページレイアウトウィザ

ードで[必須]チェックボ
ックスを選択すると、[条
件付き必須]チェックボッ
クスが自動的にオフにな

ります。 

ページレイアウトウィザ

ードで[必須]チェックボ
ックスをオンにしていな

い場合、このフィールド

が必須になるのは、この

フィールドに対して指定

された条件が満たされた

場合のみです。 

オフ ブランク オフで編集可能 オフで読み取り専用  ページレイアウトウィザ

ードで[必須]チェックボ
ックスをオンにしている

場合は、そのページレイ

アウトが使用されるすべ

ての場合で、このフィー

ルドが必須になります。

それ以外の場合、フィー

ルドは必須になりません

。 

条件付き必須フィールド用のExpression Builderの機能 
条件付き必須フィールドに対して作成する条件に使用できるExpression Builderの機能には、次の制限があります。 

n 関数Expression Builderの次の関数のみがサポートされています。 

n FieldValue (ページ 863) 

n FindNoneOf (ページ 864) 

n FindOneOf (ページ 865) 

n IfNull (ページ 867) 

n IIf (ページ 867) 

n InStr (ページ 869) 

n Left (ページ 877) 

n Len (ページ 878) 

n LN (ページ 879) 

n LookupName (ページ 881) 
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n LookupValue (ページ 882) 

n Mid (ページ 884) 

n Right (ページ 887) 

n データタイプ。条件付き必須フィールドの式に[日付]または[日時]フィールドタイプのフィールドは使用できません。E
xpression Builderで使用がサポートされている他のすべてのフィールドタイプを使用できます。 

n 演算子。制限はありません。 

Expression Builderの使用方法については、「Expression Builder (ページ 844)」を参照してください。 

条件付き必須フィールドの編集時の制限 
管理者およびユーザーは、条件付き必須フィールドの編集時に次の制限を考慮する必要があります。 

n 条件付き必須フィールドの式は、関連付けられているレコードのフィールドを含むことができます。たとえば、特定の取
引先が担当者レコードに関連付けられている場合にのみ、必要なフィールドを[担当者詳細]ページに含めることができま
す。次の例のように、式は取引先の[ID]フィールドまたは[名前]フィールドを含めることができます。  

[{Account Id}]="1QA2-1IRPI7"  

[{Primary Account Name}]="ACME Computer Parts"  

条件付き必須フィールドの式が正しく評価されるように、レコードを更新するWebサービスまたはREST 
APIコールを作成し、リクエストに関連付けが含まれている場合、リクエストには関連付けられているレコードの適
切なフィールドが含まれている必要があります。担当者の例では、条件付き必須フィールドの設定内容に応じて、[I
D]または[名前]フィールドがリクエスト内に存在する必要があります。あるいは、リクエストに[ID]フィールドお
よび[名前]フィールドの両方を含めることもできます。 

n 条件付き必須フィールドの式は、2つのレコード間の関連付けが更新されると自動的に更新される読み取り専用フィール
ド（担当者レコードの[取引先部署]フィールドなど）を評価できます。ただし、次の場合、設定は適切に動作しません。 

n 条件付き必須フィールドが現在必須でなく（フィールドの式がfalseに評価される）、かつレコードがそのレコード
の[詳細]ページでインラインで編集されており、かつ更新によって条件付き必須フィールドの式がtrueに評価される
場合。この場合、条件付き必須フィールドは必須でないままです。  

n 条件付き必須フィールドが現在必須であり（フィールドの式がtrueに評価される）、かつレコードがそのレコード
の[編集]ページで編集されており、かつ更新によって条件付き必須フィールドの式がfalseに評価される場合。この
場合、条件付き必須フィールドは必須のままです。 

n 条件付き必須フィールドは、式を使用してカスタムの関連情報フィールドを評価できます。ただし、カスタムの関連情報
フィールドのソースフィールドを更新した場合、カスタムの関連情報フィールドの値が自動的に更新されるまでにごくわ

ずかな遅延があります。  

したがって、条件付き必須フィールドの式がカスタムの関連情報フィールドを評価する場合、カスタムの関連情報フ

ィールドのソースフィールドの更新直後は、式が正しく評価されない場合があります。 
 

フィールドの作成と編集 
［レコードタイプフィールド］ページからアクセスする、レコードタイプの［フィールド編集］ページで、カスタムフィール

ドの作成および既存のフィールド定義の編集を行うことができます。［レコードタイプフィールド］ページには、各フィール

ドの表示名、フィールドタイプ、フィールドが必須かどうか、およびフィールドでコピー有効機能を使用できるかどうかが表

示されます。 
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［クライアント側拡張機能のアップロードおよびカスタム HTML 
ヘッドタグの管理］権限を含む役割が割り当てられている場合は、［レコードタイプフィールド］ページに［HTML 
フィールドタグ］カラムも表示されます。このカラムには、フィールドの操作を実行するカスタマイズされたJavaScriptコ
ードで使用されるフィールド名が表示されます。このようなカスタマイズされたコードの開発方法の詳細は、『Oracle CRM 
On Demand JavaScript API Developer’s Guide』を参照してください。   

［レコードタイプフィールド］ページの［統合タグ Web Services 
v2.0］カラムには、各フィールドの統合タグが表示されます。これらは、Web Services 
v2.0のWSDLファイルで使用されるフィールド名です。WSDLファイルの詳細については、「WSDLおよびスキーマファイ
ルのダウンロード (ページ 789)」を参照してください。 

特定のレコードタイプの場合、必要に応じて、関連情報フィールドとして機能するカスタムフィールドを設定できます。フィ

ールド編集ページの次のフィールドは、関連情報フィールドを設定する場合にのみ使用します。 

n 関連情報の有効化 

n 関連レコードタイプ 

n 関連フィールド 

注: 
フィールド編集ページの残りのフィールドのうち、一部は、[関連情報の有効化]チェックボックスをオンにした後に読み取り
専用になります。 

カスタム関連情報フィールドおよびそれらの作成方法の詳細は、「カスタム関連情報フィールドについて (ページ 
132)」および「カスタム関連情報フィールドの作成 (ページ 134)」を参照してください。 

特定のレコードタイプでは、オプションで、ピックリストフィールドタイプのカスタムフィールドについて、その値リストが

別のピックリストフィールドから取得されるように設定できます。フィールド編集ページの次のフィールドは、別のピックリ

ストフィールドから値を取得するようにピックリストフィールドを設定している場合にのみ使用します。 

n 共有ピックリスト値の有効化 

n 共有レコードタイプ 

n 共有フィールド 

注: 
[共有フィールド]と[共有レコードタイプ]フィールドは、[共有ピックリスト値の有効化]チェックボックスをオンにすると使
用可能になります。 

別のピックリストフィールドから値リストを取得するようにカスタムピックリストフィールドを設定する方法の詳細は、「共

有値のあるカスタムピックリストフィールドの作成 (ページ 137)」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

カスタムフィールドの作成およびフィールドの編集を行うには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  
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5 ［フィールド］ページで、次の操作を行います。  

n カスタムフィールドを作成する場合は［新規フィールド］をクリックします。 

n フィールドの定義を編集するには、フィールドの［編集］リンクをクリックします。 

注:標準のフィールドを編集し、編集したすべての値をデフォルト設定にリセットする場合は、［保存］ボタンと［
取消］ボタンの隣にある［初期値］ボタンをクリックします。 

6 ［フィールド編集］ページで表示名を入力します。 

表示名はフィールドのラベルです。 

7 フィールドを作成する場合は、［フィールド編集］ページでフィールドタイプを選択します。 

注意：カスタムフィールドを保存した後は、フィールドタイプは変更できません。  

カスタムフィールドには次のルールが適用されます。このルールは、同じフィールドタイプのデフォルトのフィール

ドに適用されるルールとは異なる場合があります。 

フィールドのタイ

プ 
最大長 メモ 

チェックボックス 該当なし 注: 
ユーザーは、タイプがチェックボックスである、［必須］のマ

ークが付いたフィールドを選択する必要があるわけではありま

せん。チェックボックスフィールドの値をTrueにする（つまり
、チェックボックスをオンにする）場合は、チェックボックス

フィールドのフィールド検証ルールを使用する必要があります

。詳細については、「フィールド管理について (ページ 
107)」を参照してください。 

日付 25  

日時 25  

整数 10 整数の範囲は-2147483647から2147483647までです。 

複数選択ピックリ

スト 
 複数選択ピックリストのデフォルト値は定義できません。 

 

数値 10 数値の範囲は-2147483648から2147483647までです。 

電話 35  

ピックリスト 30 ピックリストには最大1000の値を定義できます。ただし、ユー
ザーインターフェイスで使用できる値は、これらの中の300の
みです。実行時に取得されるピックリスト値の合計セットは、

ピックリスト値の数に企業レベルで有効な言語数を乗算して計

算されます。この数は、10000を超えないようにするする必要
があります。たとえば、900の値リストと12の有効な言語があ
る場合、取得した値の結合リストは10800であり、10000を超
えているため、Oracle CRM On 
Demandではこのピックリストにアクセスできません。 

ピックリスト値の最大長は30ですが、入力された値が既存の値
と重複しているかどうかの決定に使用されるのは最初の28文字
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フィールドのタイ

プ 
最大長 メモ 

のみです。   

注意: 
ピックリスト値を定義する場合、各言語のピックリストの順序

は独立しています。つまり、ある言語についてピックリスト値

の順序を定義した際に、ピックリストを他の言語に翻訳した場

合にこの順序は自動的に複製されません。すべての言語におい

てピックリスト値の順序の一貫性を維持する場合は、すべての

翻訳において正しい順序を手動で設定する必要があります。 

テキスト (長い) 255 テキストフィールドでは、1行のテキストフィールドを使用しま
す。 

テキスト (短い) 40 テキストフィールドでは、1行のテキストフィールドを使用しま
す。ただし、フィールドによって長さは異なります。  

テキスト（短い - 
マスク可能） 

40 マスク可能フィールドでは、特定のレコードタイプでの一部の

データを一部のユーザーに非表示にすることができます。たと

えば、マスク可能フィールドに4558785236という値が含まれ
ている場合は、ユーザーにはXXXX5236と表示されます。詳細
は、「マスク可能フィールドについて」を参照してください。 

Web リンク 該当なし ［Webリンク］カスタムフィールドにより、レイアウト内に状
況依存のハイパーリンクを作成できます。 
 

［テキストを表示］フィールドには、最大で250文字を含める
ことができます。［URL］フィールドには、最大で8000文字を
含めることができます。ブラウザによってURLの最大長は異な
ります。指定したURLが長すぎると、想定どおりに動作しない
ことがあります。パラメータの置換を使用している場合、URL
長は変化します。 

作成できるWebリンクと連結フィールドの合計数はレコードタ
イプによって異なりますが、一部のレコードタイプではWebリ
ンクと連結フィールドを合わせて100個作成できます。Oracle 
CRM On 
Demandのフィールドの詳細は、「カスタムフィールドについ
て (ページ 114)」を参照してください。  

詳細は、「Webリンクの設定 (参照 "Web リンクの設定" 
ページ 141)」を参照してください。  
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フィールドのタイ

プ 
最大長 メモ 

連結フィールド 該当なし 連結フィールドは、複数のフィールドからの値の表示や追加テ
キストの表示が可能なフィールドです。 

作成できるWebリンクと連結フィールドの合計数はレコードタ
イプによって異なりますが、一部のレコードタイプではWebリ
ンクと連結フィールドを合わせて100個作成できます。Oracle 
CRM On 
Demandのフィールドの詳細は、「カスタムフィールドについ
て (ページ 114)」を参照してください。  

ほとんどのレコードタイプに連結フィールドを設定できます。

詳細は、「連結フィールドの設定 (ページ 
153)」を参照してください。  

8 （オプション）フィールド名を、企業で有効にした他の言語に翻訳する必要があることを示すには、［翻訳］チェックボ
ックスをオンにします。 

9 ［保存］をクリックします。  

10 ［追加プロパティ］セクションで、必要に応じて次のフィールドに情報を入力します。  

フィールド  コメント 

必須 このチェックボックスをオンにすると、レコードの作成または更新時にそのフ

ィールドが必須フィールドになります。たとえば、新しい担当者の追加時にす

べてのユーザーが［取引先］フィールドに必ず入力するように設定できます。  

注: 
ユーザーは、タイプがチェックボックスである、［必須］のマークが付いたフ

ィールドを選択する必要があるわけではありません。チェックボックスフィー

ルドの値をTrueにする（つまり、チェックボックスをオンにする）場合は、チ
ェックボックスフィールドのフィールド検証ルールを使用する必要があります

。詳細については、「フィールド管理について (ページ 
107)」を参照してください。 

条件付き必須 定義された条件が満たされた場合にのみフィールドを必須にする必要がある場
合は、条件式を直接入力するか、または［fx］アイコンをクリックして[Expres
sion Builder]ウィンドウを開きます。 

注: 
フィールド管理では、フィールドを必須または条件付き必須のどちらかに設定

できますが、両方に設定することできません。そのため、[必須]チェックボッ
クスを選択すると、[条件付き必須]フィールドに式を入力できません。 

条件付き必須フィールドの条件に使用できるExpression 
Builderの機能には、一部制限があります。条件付き必須フィールドおよびExpr
ession 
Builderの機能に適用される制限の詳細は、「条件付き必須フィールドについて 
(ページ 122)」を参照してください。  

デフォルト値 値または式を直接入力するか、または［fx］アイコンをクリックして［Expres
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フィールド  コメント 

sion Builder］ウィンドウを開きます。 

複雑な式を追加できるのは、役割に［高度なフィールド管理］権限が含まれて

いる場合のみです。このフィールドには、最大で1024文字の式を含めることが
できます。デフォルト値を設定するための式を作成する場合、式の結果はフィ

ールドの許容最大文字数を超えてはなりません。また、Expression 
Builderで関数に渡される文字列または数値リテラルは75文字を超えてはなりま
せん。 

このフィールドにデフォルト値を直接入力する場合、デフォルト値の文字数は

そのフィールドタイプの許容最大文字数を超えてはなりません。数値タイプの

フィールドの場合、値はフィールドの値範囲内に収まっている必要があります

。 

デフォルト値の設定の詳細は、「フィールド管理について (ページ 
107)」を参照してください。式で使用できる構文については、「Expression 
Builder (ページ 844)」を参照してください。 

注: 
デフォルト値をマスク可能フィールドに割り当てた場合は、ユーザーの役割に

［マスクされたデータの表示］権限が含まれていない場合でも、新規レコード

の作成時にそのフィールドに完全なデフォルト値が表示されます。 

読み取り専用 このチェックボックスをオンにすると、そのフィールドが読み取り専用になり
ます。 

コピー有効 このチェックボックスをオンにすると、レコードの詳細ページにある［レコー

ドのコピー］ボタンを使用してレコードタイプをコピーするときに、このフィ

ールドをコピーできます。  

最適化 そのレコードタイプに対して、最適化されたフィールドを使用できるフィール

ドタイプを選択した場合に、このチェックボックスが自動的に有効になります

。［最適化］チェックボックスの右側に、使用可能な最適化されたフィールド

の残りの数が表示されます。最適化されたフィールドが必要な場合は、［最適

化］チェックボックスを選択する必要があります。  

注: 
フィールドに対して［最適化］チェックボックスを選択し、保存している場合

は、［編集］ページでその選択を解除することはできません。ただし、フィー

ルドの使用目的を変更する場合、フィールドの名前を変更することはできます

。 

説明 フィールドに関する追加情報を入力します。  
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フィールド  コメント 

デフォルトをポ

スト 
このフィールドは、［高度なフィールド管理］権限を含むユーザー役割が割り

当てられている場合にのみ表示されます。 

新規レコードの作成時に、フィールドにデフォルト値が自動的に入力されない

ようする場合は、このチェックボックスをオンにします。ユーザーまたは統合

ツールから値が提供されない場合にのみ、指定したデフォルト値がレコードの

保存時に設定されます。  

注: 
チェックボックスフィールドに対して事後デフォルトを選択することはできま

せん。 

フィールド検証 このフィールドは、［高度なフィールド管理］権限を含むユーザー役割が割り
当てられている場合にのみ表示されます。 

式を直接入力するか、または［fx］アイコンをクリックして［Expression 
Builder］ウィンドウを開きます。 

このフィールドには、1024文字まで入力できます。 

フィールド検証の詳細は、「フィールド管理について (ページ 
107)」を参照してください。また、式に使用できる構文については、「Expres
sion Builder (ページ 844)」を参照してください。 

フィールド検証

エラーメッセー

ジ 

このフィールドは、［高度なフィールド管理］権限を含むユーザー役割が割り

当てられている場合にのみ表示されます。 

フィールドの検証に失敗した場合に標準メッセージに追加して表示する、カス

タムエラーメッセージを入力します。このメッセージで使用できるのは、文字

、数字、スペース、およびカンマ、ピリオド、ダッシュの記号のみです。 

エラーメッセージの表示は、カスタムエラーメッセージを指定した場合と指定

しなかった場合とで異なり、次のようになります。 

フィールド検証が設定され、カスタムメッセージが指定されていない場合：'［
フィールド］'に入力された値は、企業の管理者によって設定された検証ルール
を満たしません。検証条件は'［ルール］'（エラーコード）です。 

フィールド検証が設定され、カスタムメッセージが指定されている場合：［カ

スタムエラーメッセージ］（エラーコード）です。 
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フィールド  コメント 

ツールヒントの

表示形式 
このフィールドは、［高度なフィールド管理］権限を含むユーザー役割が割り

当てられている場合にのみ表示されます。 

ドロップダウンリストから［HTML］または［プレーンテキスト］を選択して、
ツールヒントを表示する形式を選択します。このフィールドのデフォルト値は

［プレーンテキスト］です。  

HTML形式のツールヒントを使用する場合、複雑なHTMLを使用せず、ツールヒ
ントに表示されるイメージの数を少なくすることで、パフォーマンスが向上し

ます。ハイパーリンクなどのインタラクティブコントロールはサポートされて

いません。ツールヒントテキストを読みやすくするためにHTML形式のツールヒ
ントを使用する場合は、余白を使用することをお勧めします。HTMLタグ<DIV
>を使用する場合は、<DIV>タグ内のコンテンツが必ずツールヒントボックス
内に収まるようにするために境界線を使用することをお薦めします。次に例を

示します。 

<div style="background-color:red;padding:3px 8px; 

border-radius:5px;"> 

これは、余白を含み、背景が赤のツールヒントメッセージです。 

</div> 

注: Oracle CRM On 
Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Or
acle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮
事項 (ページ 238)」を参照してください。 

ツールヒントテ

キスト 
このフィールドは、［高度なフィールド管理］権限を含むユーザー役割が割り

当てられている場合にのみ表示されます。 

フィールドの機能に関する情報を入力します。ユーザーがフィールドの上にポ

インタを移動すると、この情報がツールヒントとして表示されます。このテキ

ストフィールドには最大1500文字まで入力できます。  

注: 
ツールヒントは慎重に使用し、ツールヒントテキストは有益かつ簡潔にしてお

くことをお勧めします。 

11 ［保存］をクリックします。 

追加した新しいフィールドは、括弧で囲まれた青いテキストの形式で自動的に表示され、［翻訳］チェックボックス

の設定に関係なく他の有効な言語で表示されます。 

12 新しい名称、フィールド検証エラーメッセージ、説明またはツールヒントテキストの翻訳を手動で入力するには、次の操
作を行います。 

a ［翻訳言語］ドロップダウンリストから、翻訳を入力する言語を選択します。 

b 名称、フィールド検証エラーメッセージ、説明またはツールヒントテキストを翻訳するフィールドの［編集］リンク
をクリックします。 
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c 翻訳を［表示名］、［フィールド検証エラーメッセージ］、［説明］またはツールヒントテキストフィールドに入力
し、［保存］をクリックします。 

フィールドの名前を翻訳した場合は、翻訳した名前が［表示名］カラムに黒いテキストで表示されます。 

d 翻訳を入力する各言語に対して、ステップaからcを繰り返します。 

e 翻訳の入力終了後に［レコードタイプフィールド］ページでの作業を続行するには、［言語］ドロップダウンリスト
で、企業のデフォルト言語を選択します。 

注: Oracle CRM On 
Demandユーザーの言語がカスタムフィールド作成時の言語と異なる場合に、カスタムフィールドを分析に表示す
るには、カスタムフィールドを該当する言語に翻訳する必要があります。たとえば、英語で作成されたカスタムフィ

ールドは、ドイツ語に翻訳されないかぎり、ドイツ語のユーザーの分析に表示されません。 

［翻訳］をオンにすると、他のすべての言語の［表示名］と［フィールド検証エラーメッセージ］の両方が上書きさ

れます。  

13 ピックリストまたは複数選択ピックリストを作成した場合は、次の操作を行います。 

a カスタムフィールドの［ピックリストを編集］リンクをクリックします。 

b ［ピックリスト値］ボックスで、各値を個別の行に入力します。 

c レコードを保存します。 

d （オプション）企業でピックリスト値グループを使用している場合は、ピックリスト値をピックリスト値グループに
マップします。詳細は、「ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 
163)」を参照してください。 

注： ここで、フォーム（編集、詳細、および作成の各フォーム）に表示されるように、新たに作成したカスタムフィールド
を公開する必要があります。デフォルトでは表示されません。カスタムフィールドを表示するには、必要に応じて新しいペー

ジレイアウトを作成し、そのフィールドを表示する必要がある各役割に割り当てられるようにします。 
 

カスタム関連情報フィールドについて 
結合フィールドを使用することによって、Oracle CRM On 
Demandでは、［詳細］ページ内の特定のレコードタイプの関連レコード、または2番目のレコードタイプのレコードの関連
情報リストから、いくつかの情報を表示できます。結合フィールドは、外部キーを使用して別のレコードタイプのフィールド

を参照するレコードタイプのフィールドです。たとえば、カスタムオブジェクト04を［担当者］レコードタイプにリンクで
き、［カスタムオブジェクト 
04］レコードタイプの多数の結合フィールドを使用して、担当者レコードの情報をカスタムオブジェクト04レコードに対す
る［詳細］ページに表示できます。担当者の名前（名）、名前（姓）、電子メール、および担当者レコードからのその他のフ

ィールドを、リンクしたカスタムオブジェクト04レコードの［詳細］ページに表示できます。同様に、別のレコードタイプ
のレコードにリンクされているカスタムオブジェクト04レコードのリストに、担当者レコードのフィールドを表示できます
。 

ただし、結合フィールドが使用できない関連レコードタイプのフィールドの値を表示する必要がある場合があります。たとえ

ば、カスタムオブジェクト04レコードの［詳細］ページに、関連担当者のアシスタントの電話番号を表示する場合がありま
すが、結合フィールドは、［担当者］レコードタイプの［アシスタント電話番号］フィールドには使用できません。または、

［カスタムオブジェクト 
05］レコードタイプなど、別のリンクされたレコードタイプに対する［詳細］ページに表示されるカスタムオブジェクト04
レコードのリストに、［担当者］レコードタイプのカスタムフィールドの値を表示する場合があります。カスタムオブジェク
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トレコードタイプおよび他の特定のレコードタイプの場合、結合フィールドを使用できないフィールドの情報を表示できるカ

スタム関連情報フィールドを作成できます。カスタム関連情報フィールドの作成方法の詳細は、「カスタム関連情報フィール

ドの作成 (ページ 134)」を参照してください。 

注: 
Webリンク、連結フィールド、マスク可能フィールドおよび複数選択ピックリストフィールドを除いて、すべてのタイプの
フィールドにカスタム関連情報フィールドを作成できます。 Oracle CRM On 
Demandレポートでカスタム関連情報フィールドを使用することはできません。これらのフィールドが分析にマップされて
いないためです。かわりに、分析で使用できる元のソースフィールドを使用する必要があります。 

カスタム関連情報フィールドの値の更新について 
カスタム関連情報フィールドの値の更新について、次の考慮事項が適用されます。 

n 新規のカスタム関連情報フィールドを保存すると、Oracle CRM On 
Demandでは新規フィールドを初期化するためのリクエストが自動的に提出されます。初期化プロセスでは、レコード
のカスタム関連情報フィールドに、関連レコードタイプのレコードにある対応するフィールドの値が入力されます。  

n レコードのカスタム関連情報フィールドの初期化後、フィールドの値は、関連レコードの対応するフィールドの値が更新
されるたびに自動的に更新されます。 

n カスタム関連情報フィールドの値は、いずれのチャネルからも直接更新することはできません。 

カスタム関連情報フィールドの使用例 
企業が会議場を所有および管理しており、他の企業、政府クライアントなどに会議施設を提供しているとします。あるカスタ

ムオブジェクトレコードタイプを使用してイベントに関する情報を追跡し、別のカスタムオブジェクトレコードタイプを使用

してイベントに使用される部屋に関する情報を追跡します。各部屋は、多くのイベントに使用され、各イベントは多数の部屋

を使用する可能性があるため、レコードタイプ間に多対多の関係が必要です。Oracle CRM On 
Demandで多対多の関係を作成するには、3つ目のカスタムオブジェクトレコードタイプを共通テーブルとして使用して、各
部屋の予約、またはセッションに関する情報を追跡します。その後、部屋とセッションの間に1対多の関係を作成し、イベン
トとセッションの間に1対多の関係を作成します。この結果、部屋とイベントの間に多対多の関係ができます。カスタムオブ
ジェクト間に多対多の関係を設定する方法は、「カスタムオブジェクトの多対多の関係について (ページ 
269)」を参照してください。 

［部屋］レコードタイプで、部屋タイプと部屋収容力の2つのカスタムフィールドを設定します。今度は、特定のユーザー役
割に対する［イベント詳細］ページに、［セッション］関連情報セクションの［部屋タイプ］および［部屋収容力］フィール

ドの情報を表示します。この設定を使用すると、［イベント詳細］ページを表示するユーザーは、イベントに割り当てられて

いる部屋のタイプと収容力を表示できます。 

次の手順では、この例の［イベント］および［セッション］レコードタイプを設定する方法について説明します。 

［イベント］および［セッション］レコードタイプを設定するには 

1 ［セッション］レコードタイプの［アプリケーションカスタマイズ］ページで、［部屋］レコードタイプにある、［部屋
タイプ］および［部屋収容］力フィールドの値を表示するための2つのカスタム関連情報フィールドを作成します。 

［セッション］レコードタイプの新しいフィールドに、［部屋］レコードタイプのフィールドと同じ名前を設定する

か、または別の名前を設定できます。カスタムフィールドの作成方法の詳細は、「カスタム関連情報フィールドの作

成 (ページ 134)」を参照してください。 
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2 ［関連フィールド初期化キュー］ページを表示して、フィールドに対する初期化リクエストが正常に完了していることを
確認します。  

詳細は、「カスタム関連情報フィールドの作成 (ページ 134)」を参照してください。 

3 ［イベント］レコードタイプの［アプリケーションカスタマイズ］ページで、［セッション］レコードタイプの関連情報
レイアウトを作成または編集し、［セッション］レコードタイプ用に作成したカスタムフィールドを、［関連情報レイア

ウト］ウィザードの［使用可能なフィールド］セクションから「選択済み項目」セクションに移動します。  

関連情報レイアウトの設定方法の詳細は、「関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 
164)」を参照してください。 

4 ［イベント］レコードタイプの［アプリケーションカスタマイズ］ページで、［イベント詳細］ページのレイアウトを作
成または編集し、［セッション］レコードタイプに設定した関連情報レイアウトを割り当てます。  

ページレイアウトの設定方法の詳細は、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」および「動的ページレイアウトの指定 (ページ 216)」を参照してください。 

5 ［イベント］レコードタイプに設定した［イベント詳細］ページレイアウトを、各関連ユーザー役割に割り当てます。  

役割の設定方法の詳細は、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

6 役割がユーザーにまだ割り当てられていない場合は、適切なユーザーに役割を割り当てます。  

ユーザーレコードの設定方法の詳細は、「ユーザーの設定 (ページ 274)」を参照してください。 
 

カスタム関連情報フィールドの作成 
カスタム関連情報フィールドは、関連レコードタイプのフィールドの値を表示するために使用できる、特定のレコードタイプ

のフィールドです。作成したカスタム関連情報フィールドを、ページレイアウトおよび関連情報レイアウトに追加できます。

カスタム関連情報フィールドの使用方法の例は、「カスタム関連情報フィールドについて (ページ 
132)」を参照してください。 

次のレコードタイプのカスタム関連情報フィールドを設定できます。 

n 取引先 

n 取引先担当者 

n 活動 

n キャンペーン 

n 担当者 

n 担当者ポートフォリオ 

n カスタムオブジェクト 

n 世帯担当者 

n 招待者 

n 見込み客 

n 商談 

n 商談製品売上 
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n パートナー 

n サービスリクエスト 

n 解決策 

n ユーザー 

カスタム関連情報フィールドについては、［フィールド編集］ページで、［表示名］、［関連情報］、［項目タイプ］、［関

連レコードタイプ］、ツールヒントテキストおよび［関連フィールド］の各フィールドのみを設定します。フィールド編集ペ

ージの他のすべてのフィールドは、[関連情報の有効化]チェックボックスをオンにした後に読み取り専用フィールドになりま
す。 

注: 
[ピックリスト]フィールドタイプのカスタムフィールドは、必要に応じて、関連情報フィールドとして動作するように設定す
るか、値リストを別のピックリストから取得するように設定できますが、両方を行うように設定することはできません。 
別のピックリストフィールドと値を共有するカスタムピックリストフィールド設定の詳細は、「共有値のあるカスタムピック

リストフィールドの作成 (ページ 137)」を参照してください。 

既存のカスタムフィールドを変更して関連情報フィールドにすると、関連情報フィールドを含むレコードは次のようになりま

す。 

n レコードが関連レコードタイプのレコードと関連付けられている場合、フィールドには、関連フィールドとして設定した
フィールドの値が入力されます。レコードのフィールドにすでに値が含まれている場合、値は上書きされます。 

n レコードが関連レコードタイプのレコードと関連付けられていない場合、フィールドの値は消去されます。  

既存のカスタム関連情報を変更し、関連情報フィールドでなくなるようにする場合、そのフィールドを含むレコードでは、フ

ィールドの既存の値は変更されずに残ります。フィールドは編集可能になります。 

次の手順では、新規カスタム関連情報フィールドの作成方法について説明します。 

作業前の準備： 

n 作成しているカスタム関連情報フィールドに値を表示する、関連レコードタイプのフィールドのフィールドタイプを決定
します。 

n 次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

新規カスタム関連情報フィールドを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、カスタム関連情報フィールドを設定するレコードタイプに対するリンク
をクリックします。 

たとえば、［カスタムオブジェクト 
04］レコードタイプにカスタム関連情報フィールドを作成して、［担当者］レコードタイプのフィールドの値を表
示する場合は、［カスタムオブジェクト 04］をクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。 

5 ［レコードタイプフィールド］ページで、［新規フィールド］をクリックします。 

6 ［レコードタイプフィールド編集］ページで、次の操作を行います。 
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a ［表示名］フィールドに、新規フィールドの名前を入力します。 

カスタム関連情報フィールドに、関連レコードタイプのフィールドと同じ名前を設定する場合があります。

ただし、フィールドに別の名前を指定できます。  

b ［項目タイプ］フィールドで、作成するフィールドのタイプを選択します。 

たとえば、新規フィールドに関連レコードタイプから数値フィールドの値を表示する場合は、［数字］を選

択します。 

注: 
Webリンク、連結フィールド、マスク可能フィールドおよび複数選択ピックリストフィールドを除いて、
すべてのタイプのフィールドにカスタム関連情報フィールドを作成できます。 

c [関連情報の有効化]チェックボックスをオンにします。 

d ［関連レコードタイプ］フィールドで、関連レコードタイプを選択します。 

たとえば、［カスタムオブジェクト 
04］レコードタイプにカスタム関連情報フィールドを作成して、［担当者］レコードタイプのフィールド
の値を表示する場合は、［担当者］を選択します。  

注: 
フィールドタイプと関連レコードタイプの両方を選択した後は、選択した関連レコードタイプの選択したフ

ィールドタイプのすべてのフィールドを、［関連フィールド］というフィールドで選択に使用できます。 

e ［関連フィールド］というフィールドで、新規カスタムフィールドに情報を表示するフィールドの名前を選択します
。 

f 新規フィールドを保存します。 

7 （オプション）次のように、新規フィールドの名前の翻訳を入力します。 

a ［レコードタイプフィールド］ページで、［翻訳言語］ドロップダウンリストから、翻訳を入力する言語を選択しま
す。 

b 名前を翻訳するフィールドの「編集」リンクをクリックします。 

c ［表示名］フィールドに翻訳を入力し、［保存］をクリックします。 

翻訳した名前が［表示名］カラムに黒いテキストで表示されます。 

注: ツールチップおよびフィールドの説明の翻訳を入力することもできます。 

d 翻訳を入力する各言語に対して、ステップaからcを繰り返します。 

e 翻訳の入力終了後に［レコードタイプフィールド］ページでの作業を続行するには、［言語］ドロップダウンリスト
で、企業のデフォルト言語を選択します。 

新規のカスタム関連情報フィールドを保存すると、Oracle CRM On 
Demandでは新規フィールドを初期化するためのリクエストが自動的に提出されます。初期化プロセスでは、レコードのカ
スタム関連情報フィールドに、関連レコードタイプのレコードにある対応するフィールドの値が入力されます。 
次の手順で説明するように、［関連フィールド初期化キュー］ページから初期化リクエストの状態を表示できます。 

注: Oracle CRM On Demandでは、初期化プロセスが完了したことを確認する電子メールは送信されません。 
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初期化リクエストの状態を表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［データ管理ツール］セクションで、［関連フィールド初期化キュー］をクリックします。 

［関連フィールド初期化キュー］ページに、初期化プロセスに関する情報が表示されます。 

新規フィールドを、フィールドを作成したレコードタイプのページレイアウト、および他のレコードタイプに対するレコード

タイプの関連情報レイアウトに追加できます。たとえば、［カスタムオブジェクト 
04］レコードタイプに、［担当者］レコードタイプのフィールドの値を表示するカスタム関連情報フィールドを作成する場
合は、［カスタムオブジェクト 
04］レコードタイプのページレイアウト、および［取引先］レコードタイプやその他のカスタムオブジェクトレコードタイ
プなど、他のレコードタイプの［詳細］ページにカスタムオブジェクト04レコードを表示するために使用する関連情報レイ
アウトにも、カスタム関連情報フィールドを追加できます。関連情報レイアウトでのカスタム関連フィールドの使用例は、「 
カスタム関連情報フィールドについて (ページ 132)」を参照してください。 
 

共有値のあるカスタムピックリストフィールドの作成 
特定のレコードタイプでは、同じレコードタイプまたは異なるレコードタイプの別のピックリストフィールドから値リストを

取得する、カスタムピックリストフィールドを作成できます。値が取得されたフィールドはソースフィールドとして参照され

、ソースフィールドの値を共有するフィールドは宛先フィールドとして参照されます。ピックリスト値の共有をサポートする

レコードタイプの宛先フィールドとして、複数のカスタムピックリストフィールドを設定できます。 

最初に宛先フィールドを設定するとき、フィールドの値リストは、ソースフィールドの値リストと自動的に同期されます。そ

れ以降にソースフィールドの値リストに加えるすべての変更も、宛先フィールドの値リストに適用されます。たとえば、ソー

スフィールドの値リストに新しい値を追加すると、その値はソースフィールドと宛先フィールドの両方で選択に使用できます

。宛先フィールドの値リストは、いずれのチャネルからも更新できません。  

宛先フィールドとしてカスタムピックリストフィールドを設定するときは、次の点に注意してください。 

n 宛先フィールドは、別のピックリストフィールドのソースフィールドとして使用できません。 

n 次の両方に該当する場合は、任意のレコードタイプから任意のピックリストフィールドを選択して、ソースフィールドと
して使用できます。 

n ソースレコードタイプは、フィールドをOracle CRM On 
Demandの[アプリケーションカスタマイズ]ページから設定できるタイプです。 

n ソースフィールドとして使用するフィールドは宛先フィールドとして設定されていません。 

n ピックリストフィールドは、複数の宛先フィールドのソースフィールドとして使用できます。 

n 以前は独自の値リストが含まれていた既存のカスタムピックリストフィールドを変更し、かわりに別のピックリストフィ
ールドから値を取得するように設定した場合、そのカスタムピックリストフィールドに対して最初に設定された値は無効

になります。 

n 既存の宛先フィールドの設定を変更し、別のピックリストフィールドから値リストが取得されなくなるようにした場合、
変更を保存した後、そのカスタムピックリストフィールドの値リストには、最初は、以前ソースフィールドとして使用さ

れたフィールドの有効な値が含まれています。ただし、カスタムピックリストフィールドの値リストは編集可能になり、

新しい値を追加し、値を無効にできます。以前ソースフィールドとして使用されたフィールドの値リストに後で加えた変

更は、カスタムピックリストフィールドの値と同期されなくなります。 

次のレコードタイプでは、ピックリスト値の共有がサポートされます。 

n 取引先 
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n 取引先担当者 

n 活動 

n キャンペーン 

n 担当者 

n 担当者ポートフォリオ 

n カスタムオブジェクト 

n 世帯担当者 

n 招待者 

n 見込み客 

n 商談 

n 商談製品売上 

n パートナー 

n サービスリクエスト 

n 解決策 

n ユーザー 

注: 
[ピックリスト]フィールドタイプのカスタムフィールドは、必要に応じて、関連情報フィールドとして動作するように設定す
るか、値リストを別のピックリストから取得するように設定できますが、両方を行うように設定することはできません。 
カスタム関連情報フィールドの作成方法の詳細は、「カスタム関連情報フィールドの作成 (ページ 
134)」を参照してください。 

次の手順では、別のピックリストフィールドから値を取得するカスタムピックリストフィールドの作成方法について説明しま

す。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

別のピックリストフィールドから値を取得するカスタムピックリストフィールドを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 [レコードタイプセットアップ]セクションで、別のフィールドから値を取得するカスタムピックリストフィールドを設定
するレコードタイプに対するリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。 

5 ［レコードタイプフィールド］ページで、［新規フィールド］をクリックします。 

6 ［レコードタイプフィールド編集］ページで、次の操作を行います。 

a ［表示名］フィールドに、新規フィールドの名前を入力します。 
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b [項目タイプ]フィールドで、[ピックリスト]を選択します。 

c [共有ピックリスト値の有効化]チェックボックスをオンにします。 

d [共有レコードタイプ]フィールドで、ソースフィールドを含むレコードタイプを選択します。 

e [共有フィールド]というフィールドで、ソースフィールドの名前を選択します。 

f [レコードタイプフィールド編集]ページで、必要に応じて残りのフィールドを入力します。 

g 新しいカスタムピックリストフィールドを保存します。 

7 （オプション）次のように、新規フィールドの名前の翻訳を入力します。 

a ［レコードタイプフィールド］ページで、［翻訳言語］ドロップダウンリストから、翻訳を入力する言語を選択しま
す。 

b 名前を翻訳するフィールドの「編集」リンクをクリックします。 

c ［表示名］フィールドに翻訳を入力し、［保存］をクリックします。 

翻訳した名前が［表示名］カラムに黒いテキストで表示されます。 

注: ツールチップおよびフィールドの説明の翻訳を入力することもできます。 

d 翻訳を入力する各言語に対して、ステップaからcを繰り返します。 

e 翻訳の入力終了後に［レコードタイプフィールド］ページでの作業を続行するには、［言語］ドロップダウンリスト
で、企業のデフォルト言語を選択します。 

 

コピー有効設定の管理 
Oracle CRM On 
Demandの多くのレコードタイプにはコピー機能があり、ユーザーは使用中のレコードをコピーできます。 

注:［レコードのコピー］ボタンを使用した場合、基本レコードのみがコピーされ、関連する項目の子レコードはコピーされ
ません。 

コピー機能の使用時には次の制限事項が適用されます。 

n Webリンク、連結フィールド、システムフィールド、住所フィールド、マスク可能フィールド、計算結果フィールドお
よび参照フィールドはコピーできません。これらの項目については、［コピー有効］チェックボックスを使用できません

。 

n 読み取り専用フィールドはコピーできません。読み取り専用フィールドとは、項目の設定またはレイアウトで読み取り専
用フィールドとして設定されたフィールドのことです。 

n ユーザーのフォームレイアウトで使用できないフィールドはコピーできません。 

このトピックでは、Oracle CRM On 
Demandのレコードの詳細ページにある［コピー］ボタンを使用してコピー可能なフィールドを指定する方法について説明
します。 
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［コピー］ボタンでフィールドにコピー機能を指定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、コピー機能を有効にするレコードタイプをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、レコードタイプフィールドの設定リンクをクリックします。  

指定したレコードタイプフィールドのフィールドリストが表示されます。  

5 編集するフィールドを探し、［編集］リンクをクリックします。  

注:アソシエーションをコピーする場合、アソシエーションIDではなく、アソシエーションピックリストを選択する
必要があります。アソシエーションピックリストを［コピー有効］に設定すると、このアソシエーションに関連する

すべてのフィールドが自動的にコピーされます。 

6 ［コピー有効］チェックボックスをオンにします。  

7 ［保存］をクリックします。  

これらの変更はOracle CRM On Demandに次回ログインしたときに有効になります。 
 

カスタムフィールドの統合タグの設定 
カスタムフィールドの統合タグは、記号的にタグを示すものであり、言語に依存しません。また、各カスタムフィールドに割

り当てられます。これらのタグは、［Webサービス］（WSDLファイルの生成時に使用）および［Webリンク］のカスタム
フィールドパラメータによって使用されます。統合タグを使用して、管理者は各カスタムフィールドに意味のある統合名を設

定できます。統合名は統合コンポーネントによって使用されるため、既存の統合に影響を与えることなく、ラベル名を変更で

きます。統合タグは、［レコードタイプフィールド］ページの［統合タグ Web Services v2.0］カラムに表示されます。 

Expression Builder 
では統合タグが使用されます。このため、それらのタグはワークフロールールとフィールドの作成時にも使用されます。ワー

クフロールールの詳細については、「ワークフロールールの作成 (ページ 
445)」を参照してください。フィールドの作成と編集の詳細については、「フィールドの作成と編集 (ページ 
124)」を参照してください。 

注意:  
統合タグは設定後に変更しないでください。変更した場合、統合タグを参照するテクノロジでそれらの参照が失われるおそれ

があります。 

カスタムフィールドの統合タグを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  
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5 ［レコードタイプフィールド］ページで、フィールドラベルの管理をクリックします。 

6 ［フィールドラベルの管理］ページで、［詳細］ボタンをクリックします。 

7 統合タグを更新します。 

注: 
レコードタイプの1つ以上のカスタムフィールドがある場合、フィールドは詳細設定ページにのみ表示されます。 

ヒント:  統合タグについては、このカスタムフィールドを簡単に識別できるような短くてわかりやすい名前を使用してくだ
さい。統合タグは、Webサービス、Webリンク、およびその他の統合テクノロジ（WebサービスのWSDLファイル、および
WebリンクのURLパラメータ）によって参照されます。 
 

Web リンクの設定 
Webリンクは、Oracle CRM On 
Demandのレコード内に、外部WebサイトまたはWebベースのアプリケーションへのハイパーリンクを作成するためのカス
タムフィールドです。Webリンクカスタムフィールドは、別のWebページ、またはOracle CRM On 
Demand内の別のページに移動するための便利な方法です。Webリンクカスタムフィールドはどんなレコードタイプからで
も作成できます。たとえば、別のアプリケーションからの値で取引先詳細を更新する取引先レコードタイプのWebリンクフ
ィールドを定義できます。他のカスタムフィールドと同様、Webリンクフィールドも、自分のユーザーに表示されるように
するには、自分のレコードページのレイアウトに追加する必要があります。  

Webリンクは、別のWeb サイトを簡単に開くように設定できます。また、Oracle CRM On 
Demandレコードの特定の情報をURLでパラメータとして渡すようにWeb 
リンクを設定することもできます。たとえば、取引先レコードの住所情報を、指定された住所の地図を提供するWebサイト
に渡すWebリンクフィールドを作成することができます。この場合、ユーザーが取引先レコード上のWebリンクをクリック
すると、取引先所在地の地図が表示されます。  

Webリンクを設定してレポートまたはダッシュボードを開くこともできます。 

注: Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

特定の状況でのみ表示されるWebリンクを設定できます。たとえば、Webリンクを表示する前に必要な条件を指定したり、
編集ページにリンクが表示されないように、リンクを詳細ページにのみ表示されるように設定したりできます。 

注:見込み客の変換時に、Webリンクフィールドの内容は新しいレコードに移行できません。 

作業前の準備。Webリンクフィールドを設定するには、ターゲットURLの構文に精通している必要があります。Webリンク
を設定してレポートまたはダッシュボードを開くには、レポートまたはダッシュボードを[共有フォルダ]にあるアクセス可能
なフォルダに格納する必要があります。 

Web リンクを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  
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5 Webリンクフィールドがまだ存在していない場合には、「フィールドの作成と編集 (ページ 
124)」で説明されているように、カスタムWebリンクフィールドを作成します。   

6 ［フィールド］ページで、カスタムフィールドの［Webリンクを編集］リンクをクリックします。 

7 ［Web リンクを編集］ページで、必要に応じて次のプロパティを入力します。  

a 項目表示名。このフィールドは読み取り専用です。 

b タイプ。次のいずれかを選択します。 

n URL。Oracle CRM On 
Demandの他のページなどの他のWebページへのWebリンクを作成する場合、この値を選択します。 

n レポート。レポートへのWebリンクを作成する場合、この値を選択します。 

n ダッシュボード。ダッシュボードへのWebリンクを作成する場合、この値を選択します。 

c ユーザーおよびシステムフィールド。Webリンクを作成すると、このフィールドにはユーザーと企業に関する情報
が自動的に表示されます。 

詳細は、「ユーザーおよびシステムフィールド (ページ 148)」を参照してください。  

d レコードタイプのフィールド。Webリンクを作成すると、このフィールドにはレコードタイプに関する情報が自動
的に表示されます。 

注: 
レコードタイプは、Webリンクを設定するレコードタイプを指します。たとえば、担当者レコードのWeb
リンクを編集している場合、このフィールドは［担当者フィールド］リストとして表示されます。 

e ファンクション。（URL Webリンクのタイプのみ）Oracle CRM On 
DemandのURLを正しく表示するために詳細なエンコーディングが必要な場合は、ピックリストからエンコードUR
Lを選択します。 

f 翻訳。このWebリンクを他の有効な言語で表示する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

8 ［ウィンドウのプロパティ］セクションで、次のプロパティを入力します。  

a 表示名について、ハイパーリンクにラベル（表示名）を入力します。このラベルはレイアウト内でユーザーに表示さ
れます。 

例：証券コードについてはここをクリックします。（このテキストは下線付きで表示されます） 

また、［テキストを表示］フィールドにカーソルを置き、［ユーザーおよびシステムフィールド］リストま

たは［（レコードタイプ）フィールド］リストを選択することにより、このフィールドにコンテキスト依存

のパラメータを挿入できます。これにより、［テキストを表示］フィールドにフィールドパラメータ（%
%%fieldname%%%で指定）が挿入され、ユーザーが値をクリックしたときに、現在のレコードに基づ
いたフィールド値に置き替わります。 

注: 
 表示テキストが長すぎてレイアウトに収まらない場合は切り捨てられます。また、変数の情報はすべて実
行時に挿入されます。 

b ユーザーがハイパーリンクをクリックしたときのOracle CRM On Demandの動作を選択します。 
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n 現在のウィンドウで開く。現在のウィンドウにハイパーリンク先のページを開きます。現在のOracle CRM On 
Demandセッションと置き換わります。 

n カスタムWebタブで開く。カスタムWebタブでハイパーリンク先のページを開きます。［ターゲットカスタム
Webタブ］リストから必要なWebタブを選択します。 

n 新しいウィンドウで開く。ハイパーリンク先のページを新しいウィンドウで開き、現在のOracle CRM On 
Demandウィンドウはそのままにします。ユーザーが新しいウィンドウを閉じたときに親ウィンドウを更新す
る場合は、［Parent Window Refresh（親ウィンドウの更新）］チェックボックスをオンにします。 

c Webリンクを詳細ページにのみ表示するか、編集ページにのみ表示するか、またはその両方に表示するかに応じて
、［表示オプション］を、［詳細ページ］、［編集ページ］、または［両方］から選択します。Webリンクは［リ
スト］ページおよび関連情報セクションに追加できます。詳細は、「リストアクセスおよびリスト順序の管理 
(ページ 204)」および「関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 164)」を参照してください。  

9 リンクプロパティを指定します。   

a ［リンクアクティブ条件］に、詳細ページと編集ページ上でWebリンクをアクティブにするかどうかを制御する条
件式を入力します。［リンクアクティブ条件］フィールドの隣の［fx］アイコンをクリックすると、式を入力できる
式ビルダーが開きます。式の構文については、「Expression Builder (ページ 844)」を参照してください。  

たとえば、「［Revenue］ > 
10000」という式を入力した場合、Webリンクは、Revenue値が10000を超えた場合のみ、アクティブに
なります。  

式を入力しない場合、Webリンクは常にアクティブになります。式を入力して、条件が満たされない場合
、Webリンクは表示されますが、無効になります。  

b ［リンク表示条件］に、詳細ページと編集ページにWebリンクを表示するかどうかを制御する条件式を入力します
。 

たとえば、「［Revenue］ > 
10000」という式を入力した場合、Webリンクは、Revenue値が10000を超えた場合のみ、表示されます
。  

式を入力しない場合、Webリンクは常に表示されます。 

以下の内容は、［リンク表示条件］フィールドと［リンクアクティブ条件］フィールドの式両方に当てはまります。  

n 新しいページ。表示条件式とアクティブ条件式は新しいページに対しては評価されません。これらはデフォルト
でTRUEに設定されます。リンクを無効にする唯一の方法は、明示的にFALSEにすることです。 

n 編集ページ。表示条件式とアクティブ条件式はデフォルトでTRUEに設定されています。ただし、式ビルダーを
使用して、新しい式を追加できます。 

c （レポートおよびダッシュボードのWebリンクタイプのみ）[パス]フィールドで[ルックアップ]アイコン（虫めが
ね）をクリックしてから、[共有フォルダ]にある必要なレポートまたはダッシュボードに移動し、[OK]をクリック
します。[パス]フィールドは、レポートまたはダッシュボードの選択後に自動入力されます。 

d （レポートおよびダッシュボードのWebリンクタイプのみ）実行時にレポートに適用されるフィルターを指定する
場合、[パラメータ]フィールドにフィルターを指定します。フィルターの指定の詳細は、「埋め込みのレポートおよ
びダッシュボードのフィルターの指定について」を参照してください。 

e （URL 
Webリンクタイプのみ）URLには、ユーザーがハイパーリンクをクリックしたときに呼び出されるURL（www.ora
cle.comなど）を入力します。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

144  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

注:また、［URL］フィールドにカーソルを置き、［ユーザーおよびシステムフィールド］リストまたは［
（レコードタイプ）フィールド］リストを選択することにより、このフィールドにコンテキスト依存のパラ

メータを挿入できます。これにより、［URL］フィールドにフィールドパラメータ（%%%fieldname%
%%で指定）が挿入され、ユーザーが値をクリックしたときに、現在のレコードに基づいたフィールド値
に置き替わります。 

URLを指定しない場合、ユーザーがリンクをクリックすると、その移動先は空のURLになります。 

各ブラウザにはURLの最大長があります。この長さを超えるURLを指定した場合、Webリンクをクリック
すると、ブラウザでユーザーが予期しない動作が見られることがあります。指定したURLが有効なUniform 
Resource 
Identifier（URI）であることを確認してください。有効でない場合、リンクのかわりにエラーメッセージ
が表示されます。 

注: 
URLを使用して、レポートまたはダッシュボードをURLタイプのカスタムWebアプレット、Webタブまた
はWebリンクに埋め込むことができますが、この機能は完全にサポートされているわけではありません。
アップグレード後にURLが機能しない場合があります。 

f （URL 
Webリンクタイプのみ）[リクエストメソッド]では、Webリンクリクエストを送信するメソッドを選択します。  

n GET。GETリクエストでは、リクエストURLでクエリー文字列パラメータ（名称と値のペア）を送信します。
これは、既存のWebリンクのデフォルト値です。 

n POST。POSTリクエストでは、HTTPメッセージ本文でクエリー文字列パラメータ（名称と値のペア）を送信
します。これは、新規Webリンクのデフォルト値です。 

10 ユーザーおよびシステムフィールドについて、[ユーザーおよびシステムフィールド]リストからオプションを選択します
。これにより、現在のカーソル位置に応じて[URL]、[テキストを表示]または[パラメータ]フィールドに、パラメータフ
ィールドが追加されます。 

たとえば、リストから[ユーザー 
ID]を選択すると、カーソルの位置に応じて[URL]フィールド、[テキストを表示]フィールドまたは[パラメータ]フ
ィールドに%%%User id%%%が挿入されます。実行時、%%%User 
id%%%は、ログインしているユーザーのユーザーIDと置き替えられます。もう1つの例として、リストから[ホス
ト名]を選択した場合、カーソルの位置に%%%Hostname%%%が挿入されます。実行時、このパラメータは、O
racle CRM On Demandが動作しているサーバーのホスト名と置き替えられます。環境の移行時にOracle CRM On 
Demandホスト名を手動で変更する必要がなくなるため、Oracle CRM On 
DemandへのURLを含む設定では便利です。 

11 レコードタイプのフィールドの場合、パラメータを挿入する[URL]、[テキストを表示]または[パラメータ]フィールドに
カーソルを置き、そのフィールドに挿入するフィールドをリストから選択します。 

たとえば、フィールド[行 
ID]を選択すると、カーソルの位置に応じて[URL]フィールド、[テキストを表示]フィールドまたは[パラメータ]フ
ィールドに%%%Row 
id%%%が挿入されます。実行時、このパラメータは、現在のレコードの行IDと置き替えられます。 

注:  斜体のrecord typeという語はレコードタイプ名のプレースホルダーです。たとえば、record 
typeは、Webリンクカスタムフィールドを追加するレコードタイプになります。たとえば、担当者レコードのWeb
リンクを編集している場合、このフィールドは［担当者フィールド］リストとして表示されます。 

12 ［保存］をクリックします。 
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13 Webリンクフィールドを、レコードタイプページレイアウトに追加します。詳細については、「静的ページレイアウト
のカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 

 

Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて 
分析カタログのレポートは次の場所のいずれかに埋め込むことができます。 

n レコードタイプの[詳細]ページおよびホームページの場合、レポートタイプのカスタムWebアプレット。「レコードタ
イプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」および「レポートWebアプレットの作成 (ページ 
189)」を参照してください。 

n ホームページ（個人）およびアクションバーの場合、レポートタイプのグローバルWebアプレット。「グローバルWeb
アプレットの作成 (ページ 236)」および「レポートWebアプレットの作成 (ページ 189)」を参照してください。 

n レポートタイプのカスタムWebタブ。「タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 (ページ 
227)」を参照してください。 

n レポートタイプのカスタムWebリンク。「Webリンクの設定 (参照 "Web リンクの設定" ページ 
141)」を参照してください。 

n ホームページカスタムレポート機能を使用したホームページ（個人）およびレコードタイプのホームページ。「[ホーム
ページ (個人)]でのカスタムレポートの有効化 (参照 "［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化" ページ 
247)」および「ホームページカスタムレポートの作成 (ページ 205)」を参照してください。 

分析カタログのダッシュボードは次の場所のいずれかに埋め込むことができます。 

n レコードタイプの[詳細]ページおよびホームページの場合、ダッシュボードタイプのカスタムWebアプレット。「レコ
ードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」および「ダッシュボードWebアプレットの作成 (ページ 
190)」を参照してください。 

n ホームページ（個人）およびアクションバーの場合、ダッシュボードタイプのグローバルWebアプレット。「グローバ
ルWebアプレットの作成 (ページ 236)」および「ダッシュボードWebアプレットの作成 (ページ 
190)」を参照してください。 

n ダッシュボードタイプのカスタムWebタブ。「タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 
(ページ 227)」を参照してください。 

n ダッシュボードタイプのカスタムWebリンク。「Webリンクの設定 (参照 "Web リンクの設定" ページ 
141)」を参照してください。 

分析カタログのレポートまたはダッシュボードを埋め込むには、レポートまたはダッシュボードを［共有フォルダ］に格納し

、レポートまたはダッシュボードが存在するフォルダにアクセスできる必要があります。 

注: 
URLを使用して、レポートまたはダッシュボードをURLタイプのカスタムWebアプレット、WebタブまたはWebリンクに埋
め込むことができますが、この機能は完全にサポートされているわけではありません。アップグレード後にURLが機能しない
場合があります。 
 

埋め込みのレポートおよびダッシュボードのフィルターの指定について 
レポートおよびダッシュボードをカスタムWebアプレットおよびWebタブに埋め込むことができます。Webリンクフィール
ドを設定して、レポートおよびダッシュボードを開くこともできます。 
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レポートタイプまたはダッシュボードタイプのカスタムWebアプレット、WebタブまたはWebリンクを作成する場合、実行
時に適用されるフィルターを指定できます。ダッシュボードの場合、指定するフィルターはダッシュボード内のすべてのレポ

ートに適用されます。レポートまたはダッシュボードに最大6つのフィルターを指定できます。 

注: 
フィルターで指定するカラムがレポートに含まれていて、カラムのフィルターが[プロンプトされる]に設定されている必要が
あります。これを行わないと、Webアプレット、Webタブ、またはWebリンクで指定したフィルターは、レポートの実行時
に適用されません。 

P0パラメータ 
P0パラメータでは、パラメータ文字列の先頭に、設定するフィルター数を指定します。P0パラメータの有効な値は、1から6
です。P0パラメータをパラメータ文字列で使用できるのは、1回のみです。 

フィルターパラメータ 
各フィルターは3つのパラメータ（演算子、カラム、値）を使用します。パラメータはこの順序で指定する必要があります。
パラメータP1-P3に最初のフィルターを指定し、以降のフィルターの3つのパラメータセットは、P4-P6、P7-P9、P10-
P12、P13-P15およびP16-
P18で設定します。アンパサンド（&）を使用してパラメータを区切る必要があります。各パラメータをパラメータ文字列で
使用できるのは、1回のみです。 

構文 
フィルターが1つの場合、構文は次のようになります。 

P0=1&P1=operator&P2=column&P3=value 

追加のフィルターを指定するには、P4-P6、P7-
P9などのようにパラメータを追加し、追加するフィルター数に応じてP0パラメータの値を増やします。したがって、フィル
ターが2つの場合、構文は次のようになります。 

P0=2&P1=operator&P2=column&P3=value&P4=operator&P5=column&P6=value 

次の項では、フィルターを構成する演算子、カラムおよび値パラメータについて説明します。 

演算子 
演算子はフィルターの3つのパラメータの最初に指定します。次の表では、使用できる演算子について説明します。 

演算子 説明 

eq 等しいまたは含まれる 

neq 等しくないまたは含まれていない 

lt より小さい 

gt より大きい 

ge 以上 
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演算子 説明 

le 以下 

bwith 開始文字 

ewith 終了文字 

cany いずれかを含む。値パラメータは複数の値を含むことができ

、それぞれプラス記号（+）で区切ります。値の数を指定す
る必要があります。たとえば、販売地域1、3および5（3つ
の地域）を検索するには、次のようにします。 

&P1=cany&P2=Sales.Region&P3=3+1+3+5 

call すべてを含む。値パラメータは複数の値を含むことができ、

それぞれプラス記号（+）で区切ります。値の数を指定する
必要があります。  

like 類似している。値パラメータには値が含まれている必要があ

り、値文字列はワイルドカード%（パーセント記号）で終了
する必要があります。たとえば、Acmeに類似した取引先名
を検索するには、次のようにします。 

&P1=like&P2=Account.Name&P3=Acme% 

top 上位n個の項目。たとえば、上位6つの販売売上高を検索する
には、次のようにします。 

&P1=top&P2=Sales.Revenue&P3=6 

bottom 下位n個の項目。たとえば、下位4つの販売売上高を検索する
には、次のようにします。 

&P1=bottom&P2=Sales.Revenue&P3=4 

bet 間にある。値パラメータはプラス記号（+）で区切られた2
つの値が必要です。値の数を指定する必要があります。たと

えば、3と7の間の販売地域でフィルターするには、次を使用
します。 

&P1=bet&P2=Sales.Region&P3=2+3+7 

null NULLである。値パラメータは0（ゼロ）であるか、省略する
必要があります。 

nnull NULLでない。値パラメータは0（ゼロ）であるか、省略する
必要があります。 

カラム 
フィルターされるカラムは、フィルターの3つのパラメータの2番目に指定します。カラムを指定する場合、次の点に注意し
てください。 

n 次の例に示すように、テーブル名とカラム名をピリオド（.）で区切って指定する必要があります。ここでは、[取引先]
テーブルの[名前]フィールドが指定されています。 
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Account.Name 

n テーブル名またはカラム名に空白が含まれている場合、次の例に示すように名前を二重引用符で囲む必要があります。 

"Activity Metrics"."# of Activities" 

n 表示名ではなく、元のカラム名を使用する必要があります。 

値 
値はフィルターの3つのパラメータの3番目に指定します。次のように、値を直接指定することも、パラメータとしてフィー
ルドを指定することもできます。 

n フィルターパラメータにユーザーまたはシステムフィールドを含めるには、[パラメータ]フィールドでパラメータを追加
する場所にカーソルを置いてから、[ユーザーおよびシステムフィールド]リストから目的のフィールドを選択します。 

パラメータで使用可能なユーザーおよびシステムフィールドの詳細は、「ユーザーおよびシステムフィールド」を参

照してください。 

n （レコードタイプの[詳細]ページのWebアプレットおよびWebリンク）レコードタイプのフィールドをフィルターパラ
メータに含めるには、[パラメータ]フィールドでフィールドを追加する場所にカーソルを置き、レコードタイプの[フィ
ールド]リストからフィールドを選択します。ここでは、レコードタイプはアプレットを作成するレコードタイプの名前
です。 

たとえば、レコードタイプの[フィールド]リストから[行 
ID]フィールドを選択すると、%%%Row_Id%%%が挿入されます。実行時、%%%Row_Id%%%は、現在のレコード
の行IDと置き替えられます。 

注: 
レポートまたはダッシュボードのURLは、実行時に生成されます。レポートまたはダッシュボードのURLの長さは、実行時に
レポートフィルターのURLに渡される値によって異なります。各ブラウザにはURLの最大長があります。レポートまたはダッ
シュボードのURLがこの長さを超えると、ユーザーがレポートまたはダッシュボードを表示しようとすると、ブラウザで予期
しない動作が見られることがあります。 
 

ユーザーおよびシステムフィールド 
次の表では、カスタムWebリンク、連結フィールド、カスタムWebアプレットおよびカスタムWebタブでパラメータとして
使用できる各種ユーザーフィールドおよびシステムフィールドについて説明します。  

フィールド 説明 

アニメーションフラグ メッセージセンターとレコードの詳細ページのメモをアニメーション表示するか

どうかを決定します。 

ビジネスユニット 企業のビジネスユニット。 

カレンダー週の開始日 ログインユーザーのカレンダー週の開始日。 

会社言語コード ユーザーの企業の言語を表す3文字のコード。各言語のコードはOracle 
Migration Tool On Demand Guideの付録にリストしています。  

取引先部署 企業の部署。  

企業名 企業名。  
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フィールド 説明 

デフォルトカレンダービュー [カレンダー]タブをクリックするたびに表示されるログインユーザーのカレンダ
ービュー。 

デフォルト検索オブジェクト ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインするとアクションバーの検索ピックリストに表示されるレ
コードタイプ。 

ホスト名 Oracle CRM On Demandが動作しているサーバーのホスト名。  

HUD モード 詳細ページの関連情報セクションのリンクをブラウザウィンドウの下部に表示す

るかどうかを決定します。 

セキュリティに関する質問の

数 
ログインユーザーの組織で必要とされるセキュリティに関する質問の数。 

プレビューモード ログインユーザーのレコードプレビューモード。 

プライマリ部署 ID ログインユーザーに関連付けられているプライマリ部署ID。 

プライマリ部署名 ログインユーザーに関連付けられているプライマリ部署名。 

プライマリグループ名 ログインユーザーが追加されたグループの名前。 

プライマリ組織 ID ログインユーザーのプライマリ組織ID。 

プライマリ役割 ID ログインユーザーのプライマリ役割ID。 

関連情報形式 リストやタブなど、レコード詳細ページの関連情報セクションの形式。 

セールス方法 ID ログインユーザーのセールス方法ID。 

SSO トークン 企業のシングルサインオン（SSO）ポータルへのアクセスに必要な認証情報。  

テーマ ID ユーザーがOracle CRM On Demandにサインインすると使用されるテーマ。 

ユーザー エイリアス ログインユーザーのエイリアス。 

ユーザー認証タイプ [ユーザー 
ID/パスワードのみ]や[シングルサインオンのみ]など、ユーザーがOracle CRM 
On Demandにログインするときの認証のタイプ。 

ユーザー住所 - 国 ログインユーザーの国名。  

ユーザー通貨コード ユーザーの通貨を表す3文字のコード。  

ユーザー名 (名) ログインユーザーの名前(名)。  

ユーザー氏名 ログインユーザーの氏名。 

ユーザーの電子メール  ログインしているユーザーの電子メールアドレス。  

ユーザーID ログインしているユーザーのユーザーサインインID。  

ユーザー言語コード ユーザーの言語を表す3文字のコード。各言語のコードはOracle Migration Tool 
On Demand Guideの付録にリストしています。 
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フィールド 説明 

ユーザー最終ログイン ログインユーザーの最終ログイン時間。 

ユーザー名 (姓) ログインユーザーの名前(姓)。  

ユーザーロケールコード ユーザーのロケールを表す3文字のコード。［ユーザー詳細］ページの［ロケール
］フィールドで、サポートされているロケールを確認できます。詳細は、このト

ピックの「Oracle CRM On 
Demandでサポートされているユーザーロケールコード」表を参照してください
。 

ユーザーパスワードフラグ ログインユーザーのパスワードが一時的かどうかを決定します。 

ユーザー行 ID ログインユーザーの行ID。 

ユーザータイムゾーン ID ログインユーザーのタイムゾーンID。 

ようこそフラグ ユーザーがOracle CRM On DemandにサインインするたびにOracle CRM On 
Demandのようこそページを表示するかどうかを指定します。 

XSS アクションコード ブロック、訂正など、ログインユーザーの企業で使用可能なクロスサイトスクリ

プティング(XSS)保護機能の動作。 

Oracle CRM On Demandでサポートされているユーザーロケールコード 
次の表では、ロケールおよびユーザーロケールコードをリストしています。 

ロケール ユーザーロケールコー

ド 

中国語 - 香港特別行政区  ZHH  

中国語 - PRC CHS 

中国語 - シンガポール ZHI 

中国語 - 台湾 CHT 

チェコ語 - チェコ共和国 CSY 

デンマーク語 - 
デンマーク 

DAN 

オランダ語 - ベルギー NLB 

オランダ語 - オランダ NLD 

英語 - オーストラリア ENA 

英語 - カナダ ENC 

英語 - インド ENN 
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ロケール ユーザーロケールコー

ド 

英語 - アイルランド ENI 

英語 - ニュージーランド  ENZ 

英語 - フィリピン ENP 

英語 - 南アフリカ ENS 

英語 - 英国 ENG 

英語 - 米国 ENU 

フィンランド語 - 
フィンランド 

FIN 

フランス語 - ベルギー FRB 

フランス語 - カナダ FRC 

フランス語 - フランス FRA 

フランス語 - 
ルクセンブルク 

FRL 

フランス語 - スイス FRS 

ドイツ語 - オーストリア DEA 

ドイツ語 - ドイツ  DEU 

ドイツ語 - 
ルクセンブルグ 

DEL 

ドイツ語 - スイス DES 

ギリシャ語 - ギリシャ ELL 

ハンガリー語 - 
ハンガリー 

HUN 

インドネシア語 - 
インドネシア 

IND 

イタリア語 - イタリア ITA 

日本語 - 日本 JPN 

韓国語 - 韓国 KOR 

マレー語 - マレーシア MSL 

ノルウェー語 - 
ブークモール  

NOR 

ポーランド語 - 
ポーランド 

PLK 
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ロケール ユーザーロケールコー

ド 

ポルトガル語 - ブラジル PTB 

ポルトガル語 - 
ポルトガル 

PTG 

ルーマニア語 - 
ルーマニア 

ROU 

ロシア語 - ロシア RUS 

スロバキア語 - 
スロバキア 

SVK 

スペイン語 - チリ ESL 

スペイン語 - メキシコ ESM 

スペイン語 - スペイン ESN 

スウェーデン語 - 
スウェーデン 

SVE 

タイ語 - タイ THA 

トルコ語 - トルコ TRK 

 
 

Web リンクを使用した新しい統合シナリオの作成について 
WebリンクカスタムフィールドをOracle CRM On 
Demandに追加することにより、多くの新しい統合を実現できます。ユーザーインターフェイスに基づいて、ユーザーがOra
cle CRM On Demandのコンテンツに直接アクセスするための社内システムおよび外部システムとの統合を作成できます。 

いくつかの例を次に示します。 

n 取引先の証券コードのシンボルに基づいて金融Webサイトへのリンクを作成し、リンクをクリックすると、取引先の株
式チャートが表示されるようにします。 

n Web 
サービスを使用する内部システムへのリンクを作成し、リンクをクリックすると、現在の取引先に関連する社内および連

携先からの複数の解決策のデータが複合ビューで表示されるようにします。 

注: 
URLを使用して、レポートまたはダッシュボードをURLタイプのカスタムWebアプレット、WebタブまたはWebリンクに埋
め込むことができますが、この機能は完全にサポートされているわけではありません。アップグレード後にURLが機能しない
場合があります。Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM 
On Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

Webリンクの作成方法の詳細については、「Webリンクの設定 (参照 "Web リンクの設定" ページ 
141)」を参照してください。 
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連結フィールドの設定 
連結フィールドは、複数のフィールドからの値の表示や追加テキストの表示が可能なフィールドです。 
複数の個々のフィールドの値を組み合わせ、その情報をレコードの［詳細］ページ、［編集］ページ、関連情報セクションお

よびリストに表示するには、連結フィールドを設定します。連結フィールドの詳細は、「連結フィールドについて」を参照し

てください。 

Oracle CRM On 
Demandで連結フィールドを設定するには、次の手順を実行します。連結フィールド使用時の制限の詳細は、「連結フィー
ルド使用時の制限事項 (ページ 154)」を参照してください。 

連結フィールドを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  

5 連結フィールドがまだ存在しない場合は、連結フィールドを作成します。 

詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。   

6 ［フィールド］ページで、連結フィールドの［編集フィールド］リンクをクリックします。 

7 ［編集フィールド］ページで、次のフィールドを完成させます（該当するフィールドのみ）。  

a 項目表示名。このフィールドは読み取り専用です。 

b ユーザーおよびシステムフィールド。［ユーザーおよびシステムフィールド］リストからオプションを選択して、カ
ーソルの現在の位置にある［テキストを表示］フィールドにパラメータフィールドを追加します。 

たとえば、リストから［ユーザー 
ID］を選択すると、カーソルの位置に応じて［テキストを表示］フィールドに%%%User 
id%%%が挿入されます。実行時、このパラメーターは、ログインしているユーザーのユーザーIDと置き
替えられます。  

詳細は、「ユーザーおよびシステムフィールド (ページ 148)」を参照してください。  

c レコードタイプ 
フィールド。フィールドを追加する［テキストを表示］フィールドにカーソルを置き、挿入するフィールドをリスト

から選択します。 

たとえば、［行ID］を選択すると、カーソルの位置に応じて［テキストを表示］フィールドに%%%Row 
id%%%が挿入されます。実行時、このパラメータは、現在のレコードの行IDと置き替えられます。 

注: 
レコードタイプは、連結フィールドを設定するレコードタイプを指します。たとえば、担当者レコードの連

結フィールドを編集している場合、このフィールドは［担当者フィールド］リストとして表示されます。 

d 翻訳。この連結フィールドを他の有効な言語で表示する場合は、このチェックボックスをオンにします。 
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e テキストを表示。連結フィールドを構成するフィールドおよび追加テキストを表示します。［テキストを表示］フィ
ールドで、レコードタイプのフィールド、ユーザーおよびシステムフィールド、および追加テキストを指定できます

。 

たとえば、［肩書］フィールドと［年齢］フィールドを基に連結フィールドを設定するには、レコードタイ

プフィールドから［肩書］を選択し、“、年齢”と入力して、レコードタイプフィールドから［年齢］を選択
します。次のテキストが［テキストを表示］フィールドに表示されます。 

%%%Job Title%%%、年齢%%%Age%%% 

たとえばこの連結フィールドには、次のように表示されます。 

マネージャ、年齢41 

［テキストを表示］フィールドで［Enter］キーを使用して、連結フィールド内でテキストとフィールドを
別々の行に表示することもできます。  

注: 
 表示テキストが長すぎてレイアウトに収まらない場合は切り捨てられます。［テキストを表示］フィール
ドには、最大で250文字を含めることができます。 

8 ［保存］をクリックします。 

9 連結フィールドを［詳細］ページに追加します。 

詳細は、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 連結フィールドについて 

n 連結フィールド使用時の制限事項 (ページ 154) 

n 静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 
 

連結フィールド使用時の制限事項 
連結フィールドを使用する際は、次の制限事項が適用されます。 

n 連結フィールドでサポートされるのは次のフィールドタイプのみです。 

n 住所 

n 通貨 

n 日付/日時 

n 整数 

n 数値 

n 率 

n ピックリスト  

n テキスト (長い) 
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n テキスト (短い) 

注: 
［セールスステージ］フィールドは真のピックリストフィールドではありません。連結フィールドは、この

タイプのピックリストではサポートされていません。 

n 作成できるWebリンクと連結フィールドの合計数はレコードタイプによって異なりますが、一部のレコードタイプでは
Webリンクと連結フィールドを合わせて100個作成できます。Oracle CRM On 
Demandのフィールドの詳細は、「カスタムフィールドについて (ページ 114)」を参照してください。  

n 連結フィールドは、［値を更新］ワークフローアクションで更新できず、統合イベントに含めることもできません。その
かわり、連結フィールドを構成する個々のフィールドを使用する必要があります。 

n Oracle CRM On 
Demandで連結フィールドをインポートしたりエクスポートしたりすることはできません。そのかわり、連結フィール
ドを構成する個々のフィールドをインポートおよびエクスポートできます。 

n 住所フィールドを含む連結フィールドを設定する場合は、次の条件が適用されます。  

n 1つの住所または複数の住所からの個々のフィールドを連結フィールドに追加できます。  

n 連結フィールドに追加した住所フィールドのみがその連結フィールド内に表示されます。ただし、その連結フィール
ドを更新する際には、フィールドが共有住所からのフィールドでない限り、その連結フィールド内に表示される住所

フィールドのみでなく、関連する住所テンプレート内のすべてのフィールドを編集できます。連結フィールド内の住

所フィールドが取引先、担当者、自動車ディーラーまたはパートナーのレコード上の共有住所からのフィールドであ

る場合、その住所内のフィールドは編集できません。代わりに、別の住所を選択できます。 

n カスケード式ピックリストで連結フィールドを設定している場合、カスケード式ピックリストに関連付けられたすべての
ピックリストを連結フィールドに追加する必要があります。すべてのピックリストを追加しない場合、ピックリストは読

み取り専用のままとなり、編集できません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 連結フィールドについて 

n 連結フィールドの設定 (ページ 153) 

n 静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 
 

フィールドラベルの管理 
従業員になじみの用語を使用するために、フィールドの名前を変更したい場合があります。たとえば、［取引先］フィールド

の名前を［企業名］に変更できます。フィールドラベルをアイコンに置き換えることもできます。  

注：新しいフィールド表示名がレポートと分析に表示されるまで、30-60分かかることがあります。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。［表示タイプ］および［アイコン］メニューは、翻訳言語がユーザー言語と異なる場合は使用できません。フィー

ルドの翻訳の詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。 

フィールドの名前を変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 
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2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、必要なフィールドセットアップリンクをクリックします。 

5 ［レコードタイプフィールド］ページで、フィールドラベルの管理をクリックします。 

6 フィールド名を変更するには、次の操作を実行します。  

a フィールドラベルの管理ページで、［表示タイプ］メニューからテキストのみを選択します。  

b ［表示名］フィールドに、新しいフィールド名を入力します。  

7 フィールドラベルのかわりにアイコンを使用するには、次の操作を実行します。 

a フィールドラベルの管理ページで、［表示タイプ］メニューからアイコンのみを選択します。  

b （オプション）デフォルトのアイコン以外のアイコンを選択するには、［ルックアップ］アイコン（虫めがね）をク
リックしてアイコンを選択します。   

注: 
［表示タイプ］メニューから［なし］を選択した場合、フィールド名またはアイコンは［レコードタイプ詳細］ペー

ジに表示されません。 

8 （オプション）更新した名前を、企業で有効にした他の言語に翻訳する必要があることを示すには、［翻訳］チェックボ
ックスをオンにします。 

注： この更新した名前を他の有効な言語で表示する場合は、［翻訳］チェックボックスをオンにします。他の言語
では（またはこのページの［翻訳］ドロップダウンリストから他の言語を選択した場合は）、翻訳した名前を手動で

入力するまでは、更新された名前は括弧で囲まれた青いテキストで表示されます。これは、翻訳する必要がある用語

を追跡する場合に役立ちます。 
［翻訳］チェックボックスをオンにしないと、前の表示名のままになり、ここで行った変更は反映されません。 

また、［翻訳］チェックボックスをオンにすると、エラーメッセージが存在する場合は、フィールド検証エラーメッ

セージ（［フィールド編集］ページ）が翻訳対象としてマークされます。［フィールド検証エラーメッセージ］フィ

ールドは、［高度なフィールド管理］権限を含む役割が割り当てられているユーザーに対してのみ表示されます。  

9 新しい名前の翻訳を手動で入力するには、次の操作を行います。 

a ［翻訳言語］ドロップダウンリストから、翻訳を入力する言語を選択します。 

b 翻訳した名前を適切な［表示名］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

c リンクをクリックして更新したフィールドページに戻り、必要に応じて言語をもう一度選択します。 

翻訳した名前が［表示名］カラムに黒いテキストで表示されます。 

10 ［保存］をクリックします。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 
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n フィールド管理について (ページ 107) 

n フィールドの作成と編集 (ページ 124) 
 

インデックス付きカスタムフィールドの使用 
Oracle CRM On 
Demandのパフォーマンスを最適化するために、特定のレコードタイプについて最適化されたカスタムフィールドを使用で
きます。インデックス付きカスタムフィールドと呼ばれる最適化されたこれらのフィールドは、特定のリストに対する検索や

並べ替えの応答時間を短縮する特殊フィールドです。インデックス付きカスタムフィールドは、Oracle CRM On 
Demandデータベースで事前設定されます。インデックス付きカスタムフィールドのラベルは変更できますが、統合タグは
変更できません。  

注:カスタムフィールドからインデックス付きカスタムフィールドにデータを移行できます。これにより、ユーザーのリスト
のパフォーマンスが向上します。既存のデータを使用可能なレコードタイプに移行するには、Oracle CRM On 
Demandのエクスポート/インポート機能、またはWebサービスを使用します。データのエクスポートとインポートの詳細に
ついては、「インポートツールとエクスポートツール (ページ 
564)」を参照してください。Webサービスの詳細については、「Webサービスの統合 (ページ 
789)」を参照してください。 

インデックス付きカスタムフィールドにはデフォルトで「インデックス付き」というプレフィックスが付きます。次のレコー

ドタイプでは、インデックス付きカスタムフィールドがサポートされていません。 

n アセスメント 

n ブック 

n ユーザー 

次の表に、インデックス付きカスタムフィールドをサポートするレコードタイプを示します。 

n 取引先  

n 取引先チーム 

n 活動 

n 住所（取引先、担当者、自動車ディーラーおよびパートナー）。 

注: 
住所レコードのピックリストのカスタマイズには制限があります。「住所レコードのピックリストのカスタマイズに

ついて」を参照してください。 

n アポイント担当者  

n アポイント、タスクおよび電話連絡  

n アポイントユーザー  

n 資産 

注: 
［ポートフォリオ］および［資産］レコードタイプでは、同じインデックス付きピックリストフィールドが共有され

ます。あるレコードタイプで任意の値を追加、編集、または削除すると、他のレコードタイプで同じアクションが発

生します。 

n キャンペーン 

n キャンペーン受取人  
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n コール製品詳細 

n コール提供プロモーションアイテム 

n 担当者 

n 担当者最適時刻 

n 担当者チーム  

n カスタムオブジェクト 1-3 

n 自動車ディーラー 

n イベント 

n 資金 

n 資金リクエスト 

n 世帯 

n 見込み客 

n メモ 

n 商談  

n 商談担当者役割  

n 商談製品売上 

n パートナープログラム 

n ポートフォリオ 

注: 
［ポートフォリオ］および［資産］レコードタイプでは、同じインデックス付きピックリストフィールドが共有され

ます。あるレコードタイプで任意の値を追加、編集、または削除すると、他のレコードタイプで同じアクションが発

生します。 

n 製品カテゴリー 

n サービスリクエスト  

n 解決策  

n タスク担当者  

n タスクユーザー 

n ユーザー  

n 車両 

n 車両補償内容 

n 車両セールス履歴 

n 車両サービス履歴 

この表の各レコードタイプには、次のインデックス付きカスタムフィールドがあります。  

n インデックス付きチェックボックス 

n インデックス付き通貨  



アプリケーションカスタマイズ 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  159 
 

n インデックス付き日付 

n インデックス付き数値  

n インデックス付きピックリスト 1  

n インデックス付きピックリスト 2 

n インデックス付きピックリスト 3  

n インデックス付きピックリスト 4  

n インデックス付きピックリスト 5 

n インデックス付きピックリスト 6 

n インデックス付き長いテキスト 

n インデックス付き短いテキスト1 

n インデックス付き短いテキスト2 

Oracle CRM On 
Demandのその他のすべてのレコードタイプには、次のインデックス付きカスタムフィールドがあります。 

n インデックス付き数値  

n インデックス付き日付  

n インデックス付きチェックボックス 

n インデックス付き通貨  

n インデックス付きピックリスト 1  

n インデックス付きピックリスト 2 

n インデックス付きピックリスト 3  

n インデックス付きピックリスト 4  

n インデックス付きピックリスト 5  

例外:すべてのカスタムオブジェクトの場合、一部のフィールドでは、前述の表のレコードタイプに対して別のネーミング規
則を使用します。 

n インデックス付きピックリスト 6 = タイプ 

n インデックス付き短いテキスト1 = クイック検索1 

n インデックス付き短いテキスト2 = クイック検索2 

n インデックス付き長いテキスト = 名前 

住所レコードのピックリストのカスタマイズについて 
取引先、担当者、自動車ディーラー、およびパートナーで共有される住所のすべてのピックリストのカスタマイズ（たとえば

、インデックス付きピックリスト、カスタムピックリスト1、カスタムピックリスト2など）。ただし、ピックリストに対し
て、カスタマイズされたラベルを使用することは可能です。たとえば、［インデックス付きピックリスト 
1］のピックリスト定義が、［取引先住所］と［担当者住所］に対して同じであるとしても、1つのレコードのフィールドの
名前を自分のピックリストAに変更して、別のレコードのフィールドの名前を自分のピックリスト1に変更することができま
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す。インデックス付きピックリストの場合は、どのピックリストをカスタマイズして使用するかを企業の管理者が選択できま

すが、カスタムピックリストに対して、企業の管理者がそのような管理をすることはできません。 

インデックス付きカスタムフィールドを使用するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  

5 ［レコードタイプフィールド］ページで［フィールドラベルの管理］をクリックし、インデックス付きカスタムフィール
ドの名前を企業に適した名前に変更します（「フィールドラベルの管理 (ページ 155)」を参照）。 

 

設定をデフォルトに戻す 
変更されたすべてのフィールド名を元の名前に戻すことができます。（デフォルトに戻すオプションは、追加したカスタムフ

ィールドやピックリスト値には影響を与えません。これらはデフォルト値には戻りません）。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

設定をデフォルトに戻すには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、必要なフィールドセットアップリンクをクリックします。 

5 ［レコードタイプフィールド］ページで、［フィールドラベルの管理］ボタンをクリックします。 

6 ［初期値］ボタンをクリックします。 
 

ピックリスト値の変更 
フィールドによっては、ユーザーに事前定義値のドロップダウンリストが表示されるものがあります。このような値のリスト

をピックリストと呼びます。たとえば、サービスリクエストの場合は、［エリア］フィールドのピックリストとして［製品］

、［インストール］、［保守］、［トレーニング］などの値が考えられます。 

フィールドのピックリスト値の追加、編集、および順序変更ができます。ピックリストには、少なくとも1つの値が含まれて
いる必要がありますが、ピックリストの値（有効な値と無効な値）の最大数は1000個です。新規ピックリストエントリの順
序番号は自動的に入力されますが、ピックリストの編集時に順序番号を変更できます。  
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売上予想やレポート基準に使用されるピックリスト値は変更できません。ただし、アプリケーションの別のエリアに表示され

るリストの基礎として使用される他のピックリスト値は変更ができます。これらの標準のリストでは、ピックリスト値の名前

を変更しても、アプリケーションは基準を満たすレコードを含めます。詳細は、「フィールド、ピックリスト、基準について 
(ページ 265)」を参照してください。 

新しいピックリストを作成すると、そのピックリストでは、<値なし>という初期値が自動的に使用可能になります。実際の
値がリストに追加される前にページレイアウトにフィールドが追加された場合は、この値を使用してピックリストに値が存在

しないことがユーザーに通知されます。デフォルトの<値なし>オプションは、カスタム値がピックリストに追加されるとピ
ックリストに表示されなくなります。  

注意：デフォルトの<値なし>値は、新しいピックリストまたはカスケード式ピックリストの一部として使用しないでくださ
い。この方法で値を使用すると、Oracle CRM On 
Demand内でエラーが発生する可能性があります。ピックリストで<値なし>オプションを継続して使用する場合は、このオ
プションをカスタム値として追加する必要があります。 

既存のピックリスト値の名前は、変更したり再利用しないことをお勧めします。かわりに、古いピックリスト値を無効にし、

新しいピックリスト値を作成して、インポートまたは大量更新（またはWebサービス）を実行することによって、すべての
レコード値を新しいピックリスト値に変更します。ピックリストの値を変更する場合は、各レコードの値が更新および変更さ

れていることを確認する必要があります。これは、Oracle CRM On 
Demandには、この機能が自動的に実装されていないためです。 

ピックリストの値を変更する場合は、特定のレコードタイプおよびピックリストフィールドに関する次の考慮事項に注意して

ください。 

n Oracle CRM On 
Demand（標準アプリケーション）では、タスクの優先順位はタスクリストの矢印によって表されます。上向矢印は、
［1 - 高］の優先順位を表します。矢印なしは、［2 - 中］の優先順位を表します。下向矢印は、［3 - 
低］の優先順位を表します。［活動］レコードタイプの［優先順位］フィールドの表示値をデフォルト値から変更すると

（たとえば、デフォルト値の［1-高い］から「最高位」に変更すると）、1-ラベル、2-ラベルまたは3-
ラベルというパターン（ラベルはタスク優先順位につけた名前）を使用しない限り、Oracle CRM On 
Demandでは、タスクリストの［優先順位］フィールドに矢印が表示されません。この場合、Oracle CRM On 
Demandでは、1-ラベルには上向き矢印が表示され、2-ラベルには矢印が表示されず、3-
ラベルには下向き矢印が表示され、他の表示値には矢印が表示されません。たとえば、Oracle CRM On 
Demandでは、1-My Highestという値には上向き矢印が表示されますが、My 
Highestという値には矢印が表示されません。Oracle CRM On 
Demandでは、［優先順位］フィールドのピックリストに追加したカスタム値には矢印が表示されません。  

n [活動]レコードタイプの[状態]フィールドのためのピックリスト内で、デフォルトで使用可能な値を追加または編集する
と、活動処理のために望ましくない結果が生じる可能性があります。Oracle CRM On 
Demandでは、具体的には、活動の処理時に[完了]フィールド、[送信]フィールド、[提出済み]フィールドまたは[計画
済み]フィールドの値が予期されています。企業でこれらの状態値を非アクティブ化し、それらをカスタム値と置き換え
ている場合は、Oracle CRM On 
Demandアプリケーションにおける活動処理は文書化されているとおりには機能しません。そのため、[活動]レコード
タイプの[状態]フィールドのピックリストの値の変更はお薦めできません。 

n 専用コーディングであることから、Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの[サンプルトランザクション]タイプのピックリスト、[取引先訪問]タイプのピックリストおよび[担当者コール
]タイプのピックリストのカスタマイズはサポートされていません。 

n サービスリクエストの[状態]フィールドが[クローズ]または[取消済み]に設定されると、サービスリクエストの[終了時
間]フィールドはOracle CRM On 
Demandによって自動的に更新され、状態が変更された日時が表示されるようになります。このため、[サービスリクエ
スト]レコードタイプの[状態]ピックリストでこれらの値はいずれも非アクティブにしないことを強くお薦めします。た
だし、[クローズ]値または[取消済み]値、あるいは両方の値の表示名を変更できます。[クローズ]値の表示名を変更した
場合は、サービスリクエストの状態が、元の名前が[クローズ]だったものの値に変更されると、Oracle CRM On 
Demandによってサービスリクエストの[終了時間]フィールドが更新されます。同様に、[取消済み]値の表示名を変更し



Oracle CRM On Demandの管理 

 

162  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

た場合、サービスリクエストの状態が、元の名前が[取消済み]だったものの値に変更されると、Oracle CRM On 
Demandによってサービスリクエストの[終了時間]フィールドが更新されます。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。追加事項： 

n 活動レコードタイプ用の[状態]ピックリストで値を追加または変更するには、役割に[アプリケーションのカスタマイズ 
- 活動状況ピックリストの編集]権限が含まれている必要があります。 

n サービスリクエストレコードタイプ用の[状態]ピックリストで値を追加または変更するには、役割に[アプリケーション
のカスタマイズ - サービスリクエスト状況ピックリストの編集]権限が含まれている必要があります。 

ピックリストを変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、必要なフィールドセットアップリンクをクリックします。 

5 ［レコードタイプフィールド］ページで、値をカスタマイズするフィールドの［ピックリストを編集］リンクをクリック
します。 

6 ［ピックリストを編集］ウィンドウで、次の操作を行います。 

n 既存の値を変更するには、［ピックリスト値］フィールドに新しい値を入力するか、古い値を無効にして新しい値を
作成します。 

注： この更新した名前を他の有効な言語でピックリストに表示する場合は、［翻訳］チェックボックスを
オンにします。他の言語では、翻訳した名前を手動で入力するまでは、この更新された名前は括弧で囲まれ

た青いテキストで表示されます。これは、翻訳する必要がある用語を追跡する場合に役立ちます。 
［翻訳］チェックボックスをオンにしないと、ここで行った変更が他のピックリスト値に反映されません。 

n 新しい値を追加するには、リストの一番下に表示される行に情報を入力します。 

続けて新しい値を追加するには、［保存&新規作成］をクリックします。  

追加した新しいピックリスト値は、括弧で囲まれた青いテキストとして他の有効な言語で自動的に表示され

ます（［翻訳］チェックボックスの設定にかかわらず）。 

n 値を削除するには、［無効化］チェックボックスをオンにします。無効化された値の表示と非表示を切り替えるには
、それぞれ［無効な項目を表示する］、または［無効な項目を非表示にする］をクリックします。 

注意:値を無効にする場合は、他の言語に翻訳した値も非表示にします。  

n ピックリスト値の表示順序を変更するには、［順序］カラムの数字を変更します。 

ヒント：  10、20、30など、間隔のあいた数字を入力することをお勧めします。これにより、ピックリスト全体で
値の順序を変更しなくても、ピックリスト内の途中に新しい値を簡単に追加できるようになります。 

n ピックリスト値をアルファベット順に並べるには、［保存&アルファベット順に並べ替え］ボタンをクリックします
。 

7 ［ピックリストを編集］ウィンドウで、［保存&閉じる］をクリックします。 
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8 新しいピックリスト値の翻訳を手動で入力するには 

a ［項目］ページで、［翻訳言語］ドロップダウンリストから言語を選択します。 

b 適切な［ピックリストを編集］リンクをクリックします。 

c 翻訳した値を入力し、［保存］をクリックします。 

注：編集時にピックリスト値を識別しやすくするために、アプリケーションは内部IDと言語固有のデフォ
ルト値を表示します。間違ったピックリスト値を編集すると、言語間でピックリストが一致しなくなります

。動的レイアウトを使用する場合、予測できない動作が発生する可能性があるため、内部ピックリストID
と同じピックリスト値を使用できません。 

 

ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング 
多くのレコードタイプでは、ピックリストフィールドの値を1つ以上のピックリスト値グループにマップできます。ピックリ
スト値グループによって、ユーザーがピックリストフィールドで選択できる値が制限されます。各ピックリスト値グループに

よって、1つ以上のレコードタイプのピックリストフィールドを1つ以上制御できます。ピックリスト値グループの詳細は、
「ピックリスト値グループについて (ページ 232)」を参照してください。 

ピックリストフィールドの値をピックリスト値グループにマッピングする場合は、次の操作を実行できます。 

n 特定のピックリスト値グループに対して値を一部マップ、マップなし、またはすべてマップ。 

n 1つ以上のピックリスト値グループへの各値のマップ、またはピックリスト値グループへのマップなし。 

ピックリスト値をピックリスト値グループにマップするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［フィールド管理］セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］をクリックします。  

5 ［レコードタイプフィールド］ページで、1つ以上のピックリスト値グループにマップするピックリストに対するPVGの
編集リンクをクリックします。 

6 PVGマッピングの設定ページのステップ1で、次の操作を実行します。 

a ページのピックリスト値グループセクションで、ピックリスト値グループを選択します。 

b 矢印を使用して、選択したピックリスト値グループにマップする値を［ピックリスト使用可能値］リストから［選択
したPVGに関連する値］リストに移動します。 

c フィールドにマップする各ピックリスト値グループに対して、ステップaとbを繰り返します。 

7 ピックリスト値グループへの値のマッピングが終了した後、PVGマッピングの設定ページのステップ2に移動して、マッ
ピングを確認します。 

8 ［終了］をクリックして変更を保存します。 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 (ページ 233) 

n ピックリスト値グループの設定プロセス (ページ 234) 

n ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 
 

関連項目レイアウトのカスタマイズ 
ページのレイアウトをカスタマイズして、Oracle CRM On 
Demandの外観を向上することもできます。関連項目のレイアウト機能によって、ほとんどのレコードタイプの関連リスト
のレイアウトをカスタマイズして指定したフィールドを表示できます。フィールドは、関連リストおよびいくつかの親フィー

ルドから選択できます。表示するフィールドを選択し、ビジネスニーズを満たすようにフィールドの順序を指定できます。た

だし、特定の親レコードタイプの[商談]関連項目の場合を除いて、表示する行数および並べ替えフィールドを指定することは
できません。 

注: 
チームをサポートするほとんどのレコードタイプについて、［チーム］関連情報セクションのレイアウトをカスタマイズでき

ません。 

企業プロファイルで[タブの拡張ビューの有効化]オプションが選択されている場合は、拡張ビューをサポートしている関連情
報セクションのカスタムデフォルトフィルターを指定できます。詳細は、「関連項目のデフォルトフィルター基準の管理 
(ページ 165)」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

次の手順では、関連項目のレイアウトをカスタマイズする方法について説明します。 

関連項目のレイアウトをカスタマイズするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ページレイアウト管理］セクションで、選択したレコードタイプの［Related Information 
Layout（関連情報レイアウト）］リンクをクリックします。 

［Related Information Section（関連情報セクション）］ページが表示されます。 

5 ［Related Information Setup（関連情報セットアップ）］で、カスタマイズする関連情報の種類を選択します。 

選択した関連情報タイプの［Related Information Layout（関連情報レイアウト）］ページが表示されます。 

注: [関連情報セットアップ]セクションの項目は、選択したのレコードタイプによって異なります。 

6 次の該当する操作を行います。 

n ［編集］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］をクリックして、新しいレイアウトを作成します。 
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n ［コピー］をクリックして、既存のレイアウトをコピーします。 

関連情報レイアウトウィザードが表示されたら、その指示に従って手順を完了します。 

7 ［ステップ1：レイアウト名］で、レイアウトの名前と説明を入力し（オプション）、［次へ］をクリックします。 

8 ［Step 2 Field Setup（ステップ2 - 
フィールドセットアップ）］で、使用可能フィールドリストからフィールドを選択し、選択済みフィールドリストの横の

上向き矢印と下向き矢印をクリックして目的の順序でフィールドを編成します。 

レイアウトの最大フィールド数は20です。20を超えるフィールドを選択した場合は、レイアウトを保存しようする
とエラーが表示されます。 

9 (オプション) 商談関連項目のレコードタイプの並べ替え基準を定義するには、次のようにします。  

a [並べ替え基準]ドロップダウンリストで、並べ替えフィールドを選択します。  

[変更 : 日付]、[商談]、[クローズ日]または[作成 : 日付]で並べ替えることができます。 

b [昇順]または[降順]をクリックして、並べ替え順序を選択します。  

注: 並べ替えフィールドを選択しないと、デフォルトの並べ替えフィールドおよび並べ替え順序が使用されます。 

並べ替え基準は、関連情報セクションがタブとして表示されている場合とリストとして表示されている場合の両方に

適用されます。[並べ替え基準]ドロップダウンメニューで選択したフィールドは、そのフィールドが[選択した項目]
リストで使用できない場合でも、並べ替えに使用されます。たとえば、[並べ替え基準]ドロップダウンメニューで[
作成 : 日付]を選択すると、[作成 : 
日付]フィールドが[選択した項目]リストで使用できない場合でも、すべての商談が作成日で並べ替えられます。 

注意: 
パフォーマンス上の理由により、このオプションは取引先商談関連項目の並べ替えのみに使用することをお勧めします。 

10  ［終了］をクリックします。 

 
 

関連項目のデフォルトフィルター基準の管理 
企業プロファイルで[タブの拡張ビューの有効化]オプションが選択されている場合は、拡張ビューをサポートしている関連情
報セクションのカスタムデフォルトフィルターを指定できます。 
関連情報セクションのフィルターを定義した場合、そのフィルターは、次の両方があてはまるときに、ユーザーが親レコード

の[詳細]ページを開くと適用されます。 

n ユーザーが関連情報セクションのタブ形式を使用すること。 

n 関連レコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた検索レイアウトで、フィルターに使用するフィールドが使用可能
な検索フィールドであること。 

ユーザーはデフォルトフィルターをクリアできます。ただし、ユーザーがレコードの[詳細]ページから移動した後に戻ると、
カスタムデフォルトフィルターが再度適用されます。 

カスタムデフォルトフィルターの基準を指定するとき、次の考慮事項に注意してください。 

n 特定の親レコードタイプの関連レコードタイプには、1つのフィルターのみが存在できます。関連レコードタイプの個別
のレイアウトに異なるフィルターを指定することはできません。 
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n ユーザーが関連情報タブを開くと、フィルターがパフォーマンスに影響する場合があり、関連情報セクションが[詳細]ペ
ージの最初のタブである場合は、ユーザーがレコードの[詳細]ページを開くと、パフォーマンスに影響する場合がありま
す。 

n フィルターに選択したフィールドが、レコードタイプの関連情報セクションのレイアウトにない場合、ユーザーの役割に
おいてフィルターフィールドが関連レコードタイプの検索レイアウトで使用可能な検索フィールドであるときは、実行時

にフィールドが関連情報セクションに追加されます。 

n 特定のフィールドは、検索中およびリストの並べ替え時のパフォーマンスを向上させるために最適化されます。これらの
最適化されたフィールドは、フィルターフィールドとして使用できるフィールドのリストに緑色のテキストで表示されま

す。ベストプラクティスとして、これらのフィールドのいずれかをフィルターに使用します。 

n フィルターに選択したフィールドがピックリストフィールドでない場合は、入力したフィルター値はユーザー言語で格納
され、翻訳されません。ユーザーが関連レコードのリストを開くと、フィルター済みリストを開くユーザーの言語に関係

なく、フィルターに入力した値でレコードがフィルターされます。デフォルトフィルター基準でのピックリストフィール

ドの使用については、このトピックの「デフォルトフィルター基準でのピックリストフィールドについて」の項を参照し

てください。 

n フィルターの現在のユーザーのロケールに形式が依存するフィールドを使用する場合は、形式に関係なく、フィルター値
と一致するレコードが検索によって返されます。たとえば、フィルターに日付フィールドを使用する場合、関連レコード

のリストを表示するユーザーに対してその日付がどのような形式になるかに関係なく、フィルターフィールドの日付が指

定した日付と一致するレコードが検索によって返されます。 

n フィルター基準を満たすレコードの検索では、大文字小文字が区別されます。 

デフォルトフィルター基準でのピックリストフィールドについて 
フィルターにピックリストフィールドを選択し、フィルター条件に1つ以上の値を指定する必要がある場合、[ルックアップ]
アイコン（虫めがね）を使用して値を選択するか、値を直接入力することができます。 

[等しい]、[すべての値を含む]、[どの値も含まない]および[等しくない]の条件に対して、フィルター基準を指定すると次の
動作が適用されます。 

n [ルックアップ]アイコンを使用してピックリスト値を選択した場合、または自分の言語で既存のピックリスト値と厳密に
一致する値を入力した場合、検索に対してピックリスト値の言語独立コード（LIC）が保存されます。ユーザーが関連レ
コードのリストを開くと、保存されたLICがOracle CRM On 
Demandによってピックリスト値のLICと比較され、ユーザーの言語でのLICに対応するピックリスト値が使用されて関
連レコードのリストがフィルター処理されます。 

n ユーザー言語で既存のピックリスト値と厳密には一致しない値を入力した場合は、入力した値が検索に対して保存されま
す。値はユーザー言語で保存されます。ユーザーが関連レコードのリストを開くと、入力した値がOracle CRM On 
Demandによってピックリスト値のLICと比較されます。フィルター済みリストを開くユーザーの言語に関係なく、フィ
ルターに入力した値でレコードがフィルターされます。 

[間]、[よりも多い]および[よりも少ない]の条件に対しては、フィルターに入力または選択した値が検索に対して保存されま
す。値はユーザー言語で保存されます。これらの条件の場合、入力した値がOracle CRM On 
Demandによってピックリスト値のLICと比較されます。 

[少なくとも 1 
つの値を含む]条件に対しては、フィルターに入力または選択した値が検索に対して保存されます。値はユーザー言語で保存
されます。この条件の場合、入力した値がOracle CRM On 
Demandによって値のLICではなくピックリスト値と比較されます。このため、デフォルトフィルターに[少なくとも 1 
つの値を含む]条件を使用すると、ユーザー言語が異なるユーザーに対して予期しない動作となる場合があります。  

フィルター基準およびフィルター値の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n フィルター条件について 
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n フィルター値について 

n 複数選択ピックリストの検索について 

次の手順では、関連レコードタイプのカスタムデフォルトフィルターの基準を指定する方法について説明します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

関連レコードタイプのカスタムデフォルトフィルターの基準を指定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 [レコードタイプセットアップ]セクションで、親レコードタイプのリンクをクリックします。 

たとえば、[コール詳細]ページにある関連情報セクションのレコードのリストに対するフィルターを指定する場合、
[活動]をクリックします。 

4 レコードタイプの[アプリケーションカスタマイズ]ページの[ページレイアウト管理]セクションで、関連レコードタイプ
の[関連情報レイアウト]リンクをクリックします。 

たとえば、[コール詳細]ページにある[担当者]関連情報セクションのレコードのリストに対するフィルターを指定す
る場合、[活動アプリケーションカスタマイズ]ページで[取引先訪問関連情報レイアウト]をクリックします。 

5 [関連情報セットアップ]ページのタイトルバーで、デフォルトフィルター基準の管理をクリックします。 

6 親レコードタイプの[デフォルトフィルタ基準]ページで、次のいずれかを実行します。 

a 関連レコードタイプにフィルターがまだ存在しない場合は、新規デフォルトフィルター基準をクリックします。 

b 関連レコードタイプにフィルターがすでに存在する場合は、次のようにフィルターのレコードレベルのメニューから
オプションを選択します。 

n フィルターを編集する場合は、[修正]を選択します。 

n フィルターを削除する場合は、[削除]を選択します。 

7 関連レコードタイプのフィルターを初めて設定する場合、デフォルトフィルター基準の編集ページの[関連レコードタイ
プ]フィールドで、関連レコードタイプを選択します。 

注: 
関連レコードタイプの既存のカスタムデフォルトフィルターを編集する際、[関連レコードタイプ]フィールドで別の
関連レコードタイプを選択することはできません。別の関連レコードタイプのフィルターを作成するには、新しいフ

ィルターを作成する必要があります。 

8 [デフォルトフィルタ基準]セクションで、フィルターのフィールドを選択してから、フィルター条件を選択し、フィルタ
ー値を選択または入力します。 

9 変更を保存します。 
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カスタムレイアウト制限について 
次のレイアウトタイプには特定の制限が適用されます。 

n 静的ページレイアウト 

n 動的ページレイアウト 

n ホームページレイアウト 

n 検索レイアウト 

静的、動的およびホームページの各レイアウトタイプでは、カスタムレイアウト名に使用できる最大文字数（スペースを含む

）は50です。検索レイアウトタイプでは、カスタムレイアウト名に使用できる最大文字数（スペースを含む）は30です。 

デフォルトレイアウト（存在する場合）を含め、特定のレコードタイプにおける指定タイプのレイアウト名で、合計30,000
文字を超える文字数を使用しないでください。これを超えると、役割管理ウィザードが正しく機能しません。この制限により

、作成できるカスタムレイアウトの数が決定されます。レイアウト名がOracle CRM On 
Demandに格納される場合、レイアウト名の格納に必要な合計文字数が次の値になるようカンマで区切られます。 

1+（レイアウト名の長さ） 

この場合、レイアウト名の長さはレイアウト名の文字数です。 

レコードタイプについて作成できる指定タイプのレイアウト数を予想するには、一般的なレイアウト名で使用する文字数を決

定してから、次の式を適用します。 

30000/[1+(レイアウト名の長さ)] 

この式では、レイアウト名の長さは一般的なレイアウト名の文字数です。 

たとえば、企業で通常、［取引先］レコードタイプの各静的カスタムページレイアウト名に29文字使用している場合、［取
引先］レコードタイプについておよそ1000個の静的ページレイアウトを格納できます（30,000を30で割った数）。ただし
、レコードタイプのデフォルト静的ページレイアウトの名前に使用する文字は、制限全体の一部と見なされます。したがって

、この例で［取引先］レコードタイプについて格納できる静的カスタムページレイアウトの数は、デフォルトページレイアウ

トの名前の長さに応じて、999またはそれ以下となります。 

同様に、企業で［取引先］レコードタイプの各ホームページレイアウト名に29文字使用している場合、［取引先］レコード
タイプについて格納できるカスタムホームページレイアウトの数は、［取引先］レコードタイプのデフォルトホームページレ

イアウトの名前の長さに応じて、およそ999となります。 
 

静的ページレイアウトのカスタマイズ 
ユーザーに採用されるためには、アプリケーションが適切な外観や操作性を備えていることが重要です。そのためには、ペー

ジレイアウトをカスタマイズすることも1つの方法です。カスタマイズプロセスの一環として、次の操作を行えます。 

n 編集、詳細、および作成の各フォームにカスタムフィールドを追加する。 

n 編集および作成フォームのフィールドを必須にする。 

n 詳細フォームにセクションを追加したり、セクションを非表示にしたりする。 

従業員に対してセクションを使用不可（非表示）にすることができます。または、使用可能にするが、最初は非表示

にすることもできます。 

ページレイアウトをカスタマイズする方法は2種類あります。個々のフィールドを役割別に定義する静的ページレイアウト、
または作成するレコードのタイプに応じて変わる動的ページレイアウトを定義することができます。動的ページレイアウトを

役割別に割り当てることもできます。ページレイアウト名に使用できる文字数は制限されています。詳細は、「カスタムレイ

アウト制限について (ページ 168)」を参照してください。 
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レコードタイプごとに新しいレイアウトを作成してから、各レコードタイプのページレイアウトをユーザー役割に割り当てる

ことができます。その役割を割り当てられたユーザーがサインインすると、各レコードタイプに固有のカスタマイズされたレ

イアウトが表示されます。たとえば、商談に対して2つのページレイアウトを作成できます。1つはサービス要員向けの簡略
化されたレイアウトで、これには最重要フィールドのみが表示されます。もう1つはフィールドセールス要員向けのレイアウ
トで、これにはより多くのフィールドが表示されます。作成したレイアウトは役割に応じて割り当てることができます。サー

ビス要員またはフィールドセールス要員の役割が割り当てられていないユーザーには、引き続きデフォルトのレイアウトの［

商談］ページが表示されます。もう1つの例として、担当者に対して2つのページレイアウトを作成し、サービス要員が新し
い担当者を追加するときには［取引先］フィールドを必須フィールドとして、サービス管理者が新しい担当者を追加するとき

には必須フィールドとしないようにすることができます。 

特定の役割についてレコードタイプにカスタムページレイアウトを割り当てないと、そのレコードタイプにはデフォルトのペ

ージが使用されます。 

ページレイアウトのカスタマイズでは、次のことを指定できます。 

n ページに表示するフィールド 

表示するカスタムフィールドをページレイアウトに追加する必要があります。追加したカスタムページレイアウトが

割り当てられた役割を持つユーザーには、編集ページ、詳細ページ、および作成フォーム（アクションバー）にその

フィールドが表示されます。 

n ページ上でのフィールドの表示位置 

n 必須のフィールド 

n 読み取り専用にするフィールド 

n ユーザーが項目レイアウトをパーソナライズする場合でも、レイアウトに常に表示する必要があるフィールド 

n 詳細ページの［関連情報］セクションに表示するリンク先のレコードタイプ 

たとえば、リンクされた担当者を［取引先詳細］ページに表示することができます。 

n 表示するページセクションの数と各セクションの見出し 

標準レイアウトのコピーは可能ですが、編集したり削除したりすることはできません。カスタムレイアウトは、すでに役割や

動的レイアウトに割り当てられていない限り、削除できます。  

ページレイアウトのパーソナライズについて 
ユーザー役割の［詳細ページのパーソナライズ - 
関連情報］権限が有効になっている場合、ユーザーはレコードタイプの［詳細］ページで関連情報セクションのレイアウトを

パーソナライズできます。  

ユーザー役割が次のように設定されている場合、ユーザーはレコードタイプの［詳細］ページで項目レイアウトをパーソナラ

イズできます。 

n 役割の［詳細ページのパーソナライズ - 項目］権限が有効になっています。  

n カスタムページレイアウトは、レコードタイプの役割に割り当てられています。 

パーソナライズページレイアウトの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n パーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 220) 

n パーソナライズ項目レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 224) 
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ページレイアウトのフィールドに関する考慮事項 
ページレイアウトを設計する際は、次の事項を考慮してください。 

n レポートや売上予想の計算のために重要なレコードフィールドがいくつかあります。これらのフィールドの使用を徹底す
るため、フィールドに必須のフラグが付けられています。ページレイアウトをカスタマイズするとき、これらのフィール

ドの必須フラグを変更することはできません。また、ページレイアウトからこれらのフィールドを削除することもできま

せん。   

n ページレイアウトからフィールドを削除すると、レコードの使用法に重大な影響を及ぼす可能性があります。たとえば、
解決策レコードから［状態］および［発行］フィールドを削除すると、そのページレイアウトを持つ従業員は、解決策を

承認したり、他の従業員に解決策の使用を許可したりできなくなります。 

n 住所はグループ化され、フィールドとフィールドのラベルが各国の命名規則を反映するようになっています。したがって
、一部のレコードタイプについては、住所の各行を分割することはできません。そのかわり、住所の行のグループ（1つ
の住所オプション）を含んでいるフィールドを選択する必要があります。このオプションは、リリース20より前のリリ
ースで選択できた個人のフィールド(市区町村、番地、郵便番号など)に置き換わるものです。たとえば、見込み客につい
て、［請求］フィールドはページレイアウトウィザードの［項目の設定］および［項目レイアウト］のステップで表示さ

れます。［請求］フィールドは［請求先住所］のすべてのフィールドを含んでいます。 

n ページレイアウト内の［テキストフィールド 
(長)］リストの標準およびカスタムメモフィールドをページレイアウト内の他のエリアに移動できます。  

n ページレイアウト内の［テキストフィールド (長)］リストと他の領域の間で次のフィールドを移動できます。  

レコード フィールド名 

取引先住所 説明 

住所 説明 

住所 コメント 

セールスアセスメントテンプレート 説明 

活動 次のコール 

申込書類 既存のパートナーシップ 

申込書類 予想パートナーシップ給付金 

申込書類 インデックス付き長いテキスト 

資産  説明 

ブック 説明 

自動車ディーラー住所 説明 

イベント 説明 

イベント  セッション詳細 

イベント  テスト目標 

資金 説明 

資金リクエスト 説明 
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レコード フィールド名 

世帯 説明 

招待者 コメント 

招待者 セッション詳細 

メッセージプラン項目 シノプシス 

メッセージプラン項目 講師のメモ 

メッセージプラン項目 参加者 

メッセージプラン  参加者 

メッセージプラン  説明 

メッセージプラン  説明 

メッセージプラン項目関係 参加者 

メッセージプラン項目関係 シノプシス 

目標 説明 

目標 対象参加者 

取引先コール 次のコール 

取引先コール 説明 

アポイント  次のコール 

アポイント 説明 

出席者コール 次のコール 

出席者コール 説明 

担当者の住所 受理可能なスケジュール 

担当者の住所 説明 

担当者コール 説明 

担当者コール 次のコール 

スマートコール 説明 

スマートコール 次のコール 

タスク  説明 

タスク  次のコール 

パートナー 説明 

パートナー住所 説明 
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レコード フィールド名 

パートナープログラム 説明 

製品 説明 

製品領域 説明 

売上 説明 

取引先売上 説明 

担当者売上 説明 

商談製品売上 説明 

サンプル免責条項 免責条項テキスト  

サンプルロット 説明 

サンプルトランザクション コメント 

サービスリクエスト 主題 

トランザクション項目 説明 

車両 説明 

車両サービス履歴 説明 

ページレイアウトおよびリスト 
ユーザーが検索できるフィールド、リストに表示できるフィールド、およびエクスポートできるフィールドは、ページレイア

ウトと役割権限を使用して制限できます。ユーザーがレコードリストの作成や絞り込みを行い、高度な検索を使用してレコー

ドを検索する際は、そのユーザーの役割に割り当てられている権限とページレイアウトによって、検索および表示できるフィ

ールドが決まります。 

ユーザーの役割に対して[[検索]および[リスト]のすべてのフィールド]権限が有効な場合は、レコードタイプのユーザーの役
割に割り当てられた検索レイアウトで使用可能なすべての検索フィールドを検索できます。また、リストを作成または絞り込

む場合、ユーザーは、検索で返されるレコードのリストにカラムとして表示するフィールドを選択できます。 

注：企業の管理者が、［検索］および［リスト］のすべてのフィールド権限をユーザー役割の多くで使用可能にしないことを

お勧めします。その権限が使用可能でない場合、企業で使用しないフィールドは検索およびリストのページに表示されません

。これにより、不要な情報が削減され、ユーザーが最も必要なフィールドを表示することが容易になります。 

ユーザーの役割に対して［[検索]および[リスト]のすべてのフィールド］権限が無効な場合は、次の基準を両方とも満たす場
合のみ、フィールドを検索できます。 

n レコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた検索レイアウトで、フィールドが使用可能な検索フィールドであるこ
と。  

n 該当するレコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた［詳細］ページレイアウトにフィールドが表示されているこ
と。役割に動的ページレイアウトが定義されている場合は、少なくともその動的ページレイアウトの1つにフィールドが
表示されている必要があります。  

また、リストを作成または絞り込む場合は、レコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた（動的ページレイアウトを含

む）少なくとも1つの［詳細］ページレイアウトにフィールドが表示されている場合にのみ、ユーザーは、検索で返されるレ
コードのリストにカラムとして表示するフィールドを選択できます。この制約は、リスト内のエクスポートできるフィールド
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にも影響します。ユーザーの役割で[リスト - 表示されたフィールドのエクスポート]権限が有効で、[リスト - 
すべてのフィールドのエクスポート]権限が無効の場合は、リストに表示されているフィールドのみエクスポートできます。
ユーザーはリスト内のレコードのすべてのフィールドをエクスポートすることはできません。 

注: 
親レコードの関連レコードのリストで[高度な検索]リンクから開始する高度な検索の場合、追加の考慮事項が、検索フィール
ドが使用できるかどうかおよび検索結果に表示可能なフィールドに適用されます。詳細は、「関連レコードの高度な検索につ

いて」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

ページレイアウトを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ページレイアウト］セクションで、必要なページレイアウトリンクをクリックします。 

5 ［ページレイアウト］リストで、次の該当する操作を行います。 

n 既存のレイアウトの［編集］リンクをクリックして、そのレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

n ［コピー］リンクをクリックして、既存のレイアウトをコピーします。 

ページレイアウトウィザードが表示されるので、画面の指示に従って手順を完了します。 

注:ページレイアウトウィザードのステップの数は、クリックした［ページレイアウト］リンクによって異なります
。 

6 ［ステップ1： レイアウト名］で、レイアウトの名前と説明を入力します（説明はオプションです）。 

7 [ステップ2：項目設定]で、次のようにフィールドの特徴を選択します。 

n 必須にするフィールドの［必須］チェックボックスをオンにします。  

注: 
ユーザーは、タイプがチェックボックスである、［必須］のマークが付いたフィールドを選択する必要があ

るわけではありません。チェックボックスフィールドの値をTrueにする（つまり、チェックボックスをオ
ンにする）場合は、チェックボックスフィールドのフィールド検証ルールを使用する必要があります。詳細

については、「フィールド管理について (ページ 107)」を参照してください。 

n 読み取り専用にするフィールドの［読み取り専用］チェックボックスをオンにします。 

n ユーザーがレイアウトから削除できないようにするフィールドの常にレイアウトに表示チェックボックスをオンにし
ます。 

注:  
新規ページレイアウトを作成する際には、常にレイアウトに表示チェックボックスがデフォルトでオンにな

り、フィールドにデフォルト値が設定されていない場合、必須フィールドとして設定されているフィールド

に対しては読み取り専用になります。必須フィールドにデフォルト値が設定されている場合、常にレイアウ
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トに表示チェックボックスがオンになっていますが、オフにできます。条件付き必須に設定されているフィ

ールドでも常にレイアウトに表示チェックボックスをオンにすることをお勧めします。さらに、レコードタ

イプの動的ページレイアウトを使用する場合は、動的レイアウトを実行するピックリストフィールドの常に

レイアウトに表示チェックボックスをオンにすることをお勧めします。 

 [条件付き必須]チェックボックスの詳細は、「条件付き必須フィールドについて (ページ 
122)」を参照してください。  

8 ［ステップ3： フィールドレイアウト］では、次の操作を行えます。 

n ［レコードタイプ使用可能項目］リストから［レコードタイプページレイアウトを配置］エリアの各種セクションに
フィールドを移動します。 

フォームに追加するカスタムフィールドおよび業種固有のフィールドを必ず移動してください。また、ステ

ップ2で常にレイアウトに表示チェックボックスをオンにしたフィールドがまだレイアウトに表示されてい
ない場合は、そのフィールドをレイアウトに追加します。 

注意: 
必須フィールドにデフォルト値が設定されていない場合は、ページレイアウトに必須フィールドを表示する必要があ

ります。そうしないと、そのレイアウトを使用するユーザーが、そのタイプのレコードを作成したり編集したりでき

なくなります。 
必須フィールドにデフォルト値が設定されている場合は、ページレイアウトに必須フィールドをオプションで表示で

きます。同様に、関連するページレイアウトにすべての条件付き必須フィールドが表示されていることを確認する必

要があります。そうしないと、これらのフィールドが必須になったときに、ユーザーが値を入力できません。 

n ［説明］フィールドをページレイアウトから削除するか、［説明］フィールドをページレイアウトの別のエリアに移
動します。 

n 情報を並べ替えます。 

注： これらの変更は、該当する役割が割り当てられたユーザーがページを表示したときに、そのレコードタイプの
すべてのフォームに影響を与えます。ただし、ユーザーがレコードタイプの項目レイアウトをパーソナライズした後

に項目レイアウトを更新した場合、変更はパーソナライズレイアウトには適用されません。一部のフィールドはフィ

ールドのグループまたは複数行のフィールドを含んでいます。これらのフィールドは、含まれる情報自体が最終的な

レイアウトの他のフィールドと重複することがあるので、移動しないでください。この理由により、［説明］などの

複数行のテキストフィールドも移動できません。 
アプリケーションは、国ごとに固有のフィールドを提供する住所テンプレートを使用します。詳細は、「国と住所の

マッピングについて (ページ 568)」を参照してください。 

9 ［ステップ4： 関連情報］では、次の操作を行えます。 

n 詳細ページに表示されるセクションを追加または削除します。これらのセクションは、ユーザーが現在のレコードに
レコードをリンクできるエリアです。 

たとえば、従業員が製品を商談にリンクできないようにするには、［製品］セクションが［表示する情報］

ボックスまたは［使用可能情報］ボックスに表示されていないことを確認します。 

注： ユーザーは、これらのデフォルト設定を、アプリケーションの［詳細］ページにある［レイアウトを
編集］リンクを通じて変更できます。ユーザーが個人レイアウトを編集すると、それ以降に企業の管理者が

関連情報に対して行った新たな変更は、ユーザーがレイアウトをもう一度編集するまで反映されません。 

n 詳細ページのセクションの順序を変更します。 

注:これらの変更は、該当する役割が割り当てられたユーザーがページを表示したときに、そのレコードタイプの詳
細ページに影響を与えます。  

10 ［ステップ5：関連情報レイアウト］で、ページの関連情報セクションごとに該当する関連情報レイアウトを選択します
。 
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注:各関連情報セクションのデフォルトレイアウトは、標準的なレイアウトです。カスタム関連情報レイアウトをす
でに作成している場合、リストからそれらのレイアウトを選択できます。関連情報レイアウトの作成の詳細について

は、「関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 164)」を参照してください。 

11 ［終了］をクリックします。 

12 必要に応じて、このレコードタイプのページレイアウトをユーザー役割に割り当てます（「役割の追加 (ページ 
311)」を参照）。 

 

新しいレコードを作成するためのページレイアウトのカスタマイズ 
新しいレコードの作成に使用するページレイアウトを作成およびカスタマイズできます。これらのレイアウトでは、Oracle 
CRM On 
Demandの外観が向上され、ユーザーはレコードタイプの最適かつ最も頻繁に使用されるフィールドのみを表示できます。  

新規レコードレイアウトページでは、レイアウトに表示するフィールド、必須フィールド、読み取り専用フィールドを選択し

、ビジネスニーズを満たすようにレイアウト内のフィールドの順序を並べ替えることができます。  

既存のレイアウトをコピーまたは編集し、要件に合わせて変更を加えることができます。  

注: レイアウト名に使用できる文字数は制限されています。詳細は、「カスタムレイアウト制限について (ページ 
168)」を参照してください。 

レイアウトを作成したら、役割管理ウィザードを使用して、そのレイアウトを使用する必要があるユーザー役割に新規レコー

ドレイアウトを割り当てる必要があります。その際に、アプリケーションでレイアウトが使用される場所を指定することもで

きます。たとえば、ユーザーがアクションバーまたはグローバルヘッダーを使用してレコードを作成する場合のみレイアウト

を使用するように指定できます。新規レコードレイアウトの役割への割当の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」および「新規レコードページのレイアウトについて」を参照してください。  

新しいレコードを作成するためにレイアウトを作成または変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 [ページレイアウト管理]セクションで、レコードタイプ新規レコードレイアウトリンクをクリックします。  

5 新規レコードレイアウトページで、次のいずれかを実行します。  

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

ページレイアウトウィザードが表示されるので、画面の指示に従って手順を完了します。 

6 ステップ1の［レイアウト名］にレイアウト名を入力し、必要な場合は説明も入力します。 

7 [ステップ2：項目設定]で、次のようにフィールドの特徴を選択します。  

n 必須にするフィールドの［必須］チェックボックスをオンにします。  
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注: 
ユーザーは、必須のマークが付いているチェックボックスフィールドタイプのフィールドの選択を強要され

ません。チェックボックスフィールドの値をTrueにする（つまり、チェックボックスをオンにする）場合
は、チェックボックスフィールドのフィールド検証ルールを使用する必要があります。詳細については、「

フィールド管理について (ページ 107)」を参照してください。 

n 読み取り専用にするフィールドの［読み取り専用］チェックボックスをオンにします。 

[条件付き必須]チェックボックスの詳細は、「条件付き必須フィールドについて (ページ 
122)」を参照してください。  

8 ［ステップ3： フィールドレイアウト］では、次の操作を行えます。 

n ［レコードタイプ使用可能項目］リストから［レコードタイプページレイアウトを配置］エリアの各種セクションに
フィールドを移動します。  

ページレイアウトに追加するカスタムフィールドおよび業種固有のフィールドを必ず移動してください。 

注意: 
必須フィールドにデフォルト値が設定されていない場合は、ページレイアウトに必須フィールドを表示する必要があ

ります。そうしないと、そのレイアウトを使用するユーザーが、そのタイプのレコードを作成できなくなります。 
必須フィールドにデフォルト値が設定されている場合は、ページレイアウトに必須フィールドをオプションで表示で

きます。同様に、関連するページレイアウトにすべての条件付き必須フィールドが表示されていることを確認する必

要があります。そうしないと、これらのフィールドが必須になったときに、ユーザーが値を入力できません。 

n ［説明］フィールドをページレイアウトから削除するか、［説明］フィールドがページレイアウトの［テキストフィ
ールド (長)］セクションにあることを確認します。  

n 必要に応じて、セクション間でフィールドを移動して情報を並べ替えます。  

注: 
これらの変更は、該当する役割が割り当てられたユーザーがページを表示したときに、そのレコードタイプのすべて

のフォームに影響を与えます。一部のフィールドはフィールドのグループまたは複数行のフィールドを含んでいます

。これらのフィールドは、含まれる情報自体が最終的なレイアウトの他のフィールドと重複することがあるので、移

動しないでください。 

9 ［終了］をクリックします。 

注: 
アプリケーションにレイアウトを追加したら、これをユーザーが表示する前に、ユーザーが使用できるようにする必

要があります。ユーザーの役割の追加および変更の詳細については、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

 
 

フィールドセクションタイトルの名前変更 
レコードの編集および詳細ページでは、フィールドはセクションにグループ化されています。ユーザーが使い慣れた用語を使

用するために、編集および詳細ページでフィールドのグループの上に表示されるタイトルの名前を変更できます。［取引先ホ

ームページ］では、たとえば、［主要取引先情報］を［取引先プロファイル］に変更できます。 

標準レイアウト内のセクションの名前を変更することはできません。カスタムレイアウトを作成し、そのレイアウト内でセク

ションの名前を変更する必要があります。 

フィールドのないセクションは、詳細ページには表示されません。 
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作業前の準備：次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

セクションの名前を変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ページレイアウト］セクションで、必要なページレイアウトリンクをクリックします。 

5 ［レコードタイプページレイアウト］ページで、［セクションを編集］をクリックします。 

6 ［翻訳言語］ドロップダウンリストから企業のプライマリ言語を選択します。 

7 ［表示名］に、使用する名前を入力します。 

8 （オプション）更新した名前を、企業で有効にした他の言語に翻訳する必要があることを示すには、［翻訳］チェックボ
ックスをオンにします。 

注： この更新した名前を他の有効な言語で表示する場合は、［翻訳］チェックボックスをオンにします。他の言語
では（またはこのページの［翻訳］ドロップダウンリストから他の言語を選択した場合は）、翻訳した名前を手動で

入力するまでは、更新された名前は括弧で囲まれた青いテキストで表示されます。これは、翻訳する必要がある用語

を追跡する場合に役立ちます。 
［翻訳］チェックボックスをオンにしないと、前の表示名のままになり、ここで行った変更は反映されません。 

9 新しい名前の翻訳を手動で入力するには、次の操作を行います。 

a ［翻訳言語］ドロップダウンリストから、翻訳を入力する言語を選択します。 

b 翻訳した名前を適切な［表示名］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

c リンクをクリックして更新したフィールドページに戻り、必要に応じて言語をもう一度選択します。 

翻訳した名前が［表示名］カラムに黒いテキストで表示されます。 

 
 

カスタムWebアプレットについて 
カスタムWebアプレットを使用すると、外部Webコンテンツ、レポートおよびダッシュボードをOracle CRM On 
Demandの次の場所に埋め込むことができます。 

n グローバルWebアプレットの場合： 

n アクションバー 

注: 
リリース27以降の場合、これはグローバルヘッダー内のグローバルWebアプレットを言及している場合も
あり、アクションバーおよびグローバルヘッダーのレイアウトの一部として設定できます。 
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n ホームページ (個人) 

n レコードタイプWebアプレットの場合： 

n レコードタイプのホームページ 

n ［詳細］ページ  

注意: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 

様々なタイプのWebコンテンツを埋め込むことができる、5種類のWebアプレットを作成できます。 

n ダッシュボード。ダッシュボードを埋め込むのに使用されます。 

n フィード。RSSフィードを埋め込むのに使用されます。たとえば、［ホームページ（個人）］にニュースフィードを埋
め込むことができます。 

注：RSS 2.0標準のみサポートされています。 

n HTML。HTMLコードを埋め込むのに使用されます。たとえば、このWebアプレットを使用して、Googleマップなどの
外部ソースからウィジェットを埋め込むことができます。 

n レポート。レポートを埋め込むのに使用されます。 

n URL。指定されたURLで使用可能なコンテンツをOracle CRM On 
Demand内のアプレットに埋め込むのに使用されます。たとえば、［見込み客詳細］ページのカスタムWebアプレット
に、その見込み客の名前を調べるためのGoogle検索を表示できます。Oracle CRM On 
DemandのURLの標準化の詳細は、「URLの標準化について (ページ 226)」を参照してください。 

注: 
URLを使用して、レポートまたはダッシュボードをURLタイプのカスタムWebアプレット、WebタブまたはWebリ
ンクに埋め込むことができますが、この機能は完全にサポートされているわけではありません。アップグレード後に

URLが機能しない場合があります。Oracle CRM On 
Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

Webアプレットは［ページレイアウト］リンクが表示される、すべてのレコードタイプに追加できます。  

カスタムWebタブではなく、カスタムWebアプレットを作成することには、次の2つの利点があります。  

n ［見込み客詳細］などのページに表示されるカスタムWebアプレットにより、詳細ページのデータを関連性のある他の
データと一緒に表示できます。一方、Webタブを使用して外部データが表示される場合は、そのWebタブをクリックす
ると、詳細ページからWebタブページに移動します。 

n 企業には、ポートフォリオホールディングなど、表示する情報が大量に存在する場合があります。カスタムWebアプレ
ットを使用すれば、Oracle CRM On 
Demandアプリケーションに情報をロードしなくても、別のWebサイトからの大量のデータを表示できます。大量のデ
ータをOracle CRM On 
Demandにロードするには、膨大な数のデータカラムを管理するため統合ツールが必要になります。  

カスタムWebアプレットの制限 
レイアウトウィザードに表示できるカスタムWebアプレットの最大数は200です。この制限は、［ホームページ 
(個人)］、レコードタイプのホームページと詳細ページおよび［アクション］バーのレイアウトウィザードに適用されます。
カスタムホームページのレポートは、レコードタイプのホームページおよび［ホームページ 
(個人)］のカスタムWebアプレットの数に含まれています。 
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この制限は、アプリケーションでエンドユーザーに表示されるレイアウトに加え、管理者がレイアウトの作成および編集に使

用するレイアウトウィザードにも影響する可能性があります。1つの場所（つまり、［ホームページ 
(個人)］、レコードタイプのホームページまたは詳細ページ、または［アクション］バー）に200を超えるカスタムWebア
プレットが作成された場合は、次回その場所のレイアウトを編集するときに、レイアウトウィザードには、最近変更された2
00のカスタムWebアプレットが表示されます。残りのカスタムWebアプレットは、これらのアプレットが以前に表示対象ア
プレットのリストまたは使用可能なアプレットのリストに含まれていたとしても表示されません。レイアウトへの変更を保存

すると、アプレットがレイアウトにデフォルトで表示されていた場合や、ユーザーがそれらのレイアウトに追加可能であった

場合も、そのレイアウトに対して役割が割り当てられているエンドユーザーは、ウィザードで使用可能でなかったアプレット

は使用できなくなります。 

関連情報 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180) 

n グローバルWebアプレットの作成 (ページ 236) 

n ダッシュボードWebアプレットの作成 (ページ 190) 

n HTML Webアプレットの作成 (ページ 186) 

n レポートWebアプレットの作成 (ページ 189) 

n RSSフィードWebアプレットの作成 (ページ 182) 

n URL Webアプレットの作成 (ページ 187) 

n RSSフィードWebアプレットの設定例 (ページ 191) 

n Webアプレット名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 "Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" ページ 
194) 

n ユーザーに対するカスタマイズされたコードの無効化について (ページ 179) 
 

ユーザーに対するカスタマイズされたコードの無効化について 
Oracle CRM On 
Demandのユーザーに対して技術的な問題をトラブルシューティングする場合、そのユーザーのカスタムWebアプレットお
よびすべてのカスタムHTMLヘッド追加のカスタマイズされたコードなど、すべてのカスタマイズされたコードを無効にする
場合があります。カスタマイズされたコードが無効になっているときに問題が発生しなくなった場合、カスタマイズされたコ

ードが問題の原因になっている可能性があります。また、Oracleに連絡すると、問題のトラブルシューティングに役立てる
ためにすべてのカスタマイズされたコードを無効にするよう求められることがあります。 

ユーザーのプロファイルのカスタマイズされたコードの有効化フィールドを使用すると、管理者はそのユーザーのカスタマイ

ズされたコードをすべて無効にすることができ、ユーザーのカスタマイズされたコードインジケータを有効にすることもでき

ます。カスタマイズされたコードインジケータがユーザーに有効になっている場合、ユーザーがOracle CRM On 
Demandでアクセスする各ページの下部に次のメッセージのいずれかが表示されます。 

n 有効なカスタマイズされたコード。現在のページでカスタマイズされたコードが検出され、有効になっています。 

n 検出されないカスタマイズされたコード。カスタマイズされたコードは現在のページで検出されていません。 

n 無効なカスタマイズされたコード。現在のページにカスタマイズされたコードが検出されていますが、カスタマイズされ
たコードは無効になっています。 
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カスタマイズされたコードの有効化フィールドで使用可能なオプションの詳細は、「ユーザーフィールド (ページ 
276)」を参照してください。 

注: 
カスタマイズされたコードの有効化フィールドをユーザーの役割の[ユーザー所有者]ページレイアウトに追加した場合、その
役割を持つユーザーはカスタマイズされたコードを無効にし、自分自身のカスタマイズされたコードインジケータを有効にで

きます。 

ソースコードのカスタマイズされたコードについて 
カスタマイズされたコードがページで有効になっている場合、カスタマイズされたコードは、カスタマイズされたコードの開

始と終了をマークするコメントとともにページのソースコードで表示できます。カスタマイズされたコードがページで無効に

なっている場合、カスタマイズされたコードはページのソースコードに含まれません。かわりに、ソースコードには、カスタ

マイズされたコードが無効になっていることを示すコメントが含まれています。 
 

レコードタイプのWebアプレットの作成 
ホームページまたはレコードタイプの［詳細］ページに表示されるカスタムWebアプレットを作成して、外部Webコンテン
ツを埋め込むことができます。レポートおよびダッシュボードをレコードタイプのホームページおよび［詳細］ページのカス

タムWebアプレットに埋め込むこともできます。 

Web 
アプレットを作成したら、ホームページまたは［詳細］ページのページレイアウトに追加する必要があります。そのページレ

イアウトをユーザーに表示するには、適切なユーザー役割に割り当てる必要があります。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］および［カスタムWebアプレットの管理］
権限を含む役割が割り当てられている必要があります。企業プロファイルで［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスをオンにすると、［翻訳言語］フィールドで選択されてい

る言語が企業のデフォルト言語の場合のみ、アプレットを作成できます。 

新しいWebアプレットを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ページレイアウト管理］セクションで、必要な［レコードタイプWeb アプレット］リンクをクリックします。  

5 ［レコードタイプアプレット］リストで、［新規］をクリックします。 

6 ［Webアプレット］ページで、次のフィールドを入力します。 

フィールド  コメント 

名前 名前を入力します。名前フィールドの値が、［関連情報］

セクションのタイトルバーに表示されます。 
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フィールド  コメント 

翻訳 このチェックボックスは、企業プロファイルの［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェック

ボックスがオンの場合のみ使用できます。アプレットを初

めて作成する場合、［翻訳］チェックボックスがオンにな

り、読み取り専用になります。［翻訳］チェックボックス

は、既存のアプレットを更新する場合のみ有効です。また

、アプレットを編集する前に、アプレットの［翻訳言語］

フィールドで企業のデフォルト言語以外の言語を選択した

場合、［翻訳］チェックボックスは読み取り専用になりま

す。 
カスタムWebアプレット名の翻訳の詳細は、「Webアプ
レット名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 
"Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" 
ページ 194)」を参照してください。 

企業のデフォルト言語で既存のカスタムWebアプレット
の名前を変更する場合は、次のように［翻訳］チェックボ

ックスを使用します。 

n 翻訳した名前を更新された名前に置換するには、［翻
訳］チェックボックスをオンにします。 

n 翻訳した名前を変更しないままにするには、［翻訳］
チェックボックスをオンにしません。 

場所 外部コンテンツ、レポートまたはダッシュボードをホーム

ページに表示するか、[詳細]ページに表示するかどうかに
応じて、[ホームページ]または[詳細ページ]を選択します
。 

カラム 注:このフィールドは、［場所］値が「ホームページ」の
場合のみ使用できます。 

［カラム］メニューからシングルまたはダブルを選択して

、アプレットの幅を指定します。  

次のトピックで説明するように、必要なアプレットのタイプに応じてフィールドに情報を入力します。 

n ダッシュボードWebアプレットの作成 (ページ 190) 

n HTML Webアプレットの作成 (ページ 186) 

n レポートWebアプレットの作成 (ページ 189) 

n RSSフィードWebアプレットの作成 (ページ 182) 

n URL Webアプレットの作成 (ページ 187) 

Web アプレットを表示可能にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 
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3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ページレイアウト］セクションで、必要なページレイアウトリンクをクリックします。 

5 ［ページレイアウト］リストで、次の該当する操作を行います。 

n ［編集］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］をクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

n ［コピー］をクリックして、既存のレイアウトをコピーします。 

ページレイアウトウィザードが表示されたら、プロセスに従います。  

注：ページレイアウトウィザードのステップの数は、クリックした［ページレイアウト］リンクによって異なります

。［ステップ1： レイアウト名］で、レイアウトに名前と説明があることを確認します（説明はオプションです）。 

6 ［ステップ4： 関連情報］で、次の操作を行います。  

a 新しいカスタムWebアプレットを、［使用可能情報］リストから［表示する情報］リストに移動します。 

b 必要に応じて、上矢印と下矢印をクリックして新しいカスタムWebアプレットを配置します。 

c ［終了］をクリックして新しいレイアウトを作成します。 

7 必要に応じて、ページレイアウトをユーザー役割に追加します（「役割の追加 (ページ 311)」を参照）。  

関連トピック 
次のトピックでは、Twitter RSSフィードを表示するWebアプレットの作成例を説明します。 

n RSSフィードWebアプレットの設定例 (ページ 191) 
 

RSSフィードWebアプレットの作成 
アプリケーションにRSSフィードを埋め込むには、この種類のアプレットを作成します。ユーザー役割に関連するコンテン
ツが埋め込まれるように、RSSフィードアプレットを設定します。 

RSSフィードアプレットのユーザー設定を許可できますが、設定可能にするアプレットの数を少なくすることをお勧めしま
す。RSSフィードアプレットアクションバーに追加し、カスタムWebタブでレコードを使用可能にすると、ユーザーは別の
ページに移動する必要がないので、フィードの可読性を高めることができます。  

注意: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 

RSSフィードアプレットを作成するには  

注: これは、「レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」と「グローバルWebアプレットの作成 (ページ 
236)」のトピックで説明されているように、Webアプレットの作成の最後の手順です。 

［Webアプレット］ページで、次のフィールドに入力し、［保存］をクリックします。 
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フィールド  コメント 

タイプ フィードを選択します。  
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フィールド  コメント 

ユーザーおよびシス

テムフィールド 

 

Oracle CRM On 
DemandでWebアプレットを作成する前に、文字エンティティの参照とし
てエスケープされる可能性がある文字がフィールドに含まれている場合は

、%%%User 
Id%%%などのパラメータフィールド変数の使用方法を注意深く考慮して
ください。  

パラメータフィールド変数をHTMLに挿入する際には、&などのフィールド
名の文字が対応する文字エンティティの参照（この場合は&#38;）にエス
ケープされ、ブラウザでエンティティの参照が展開されて参照されている

文字が表示されます。たとえば、A&B 
Manufacturingという企業名でホームページのHTML 
Webアプレットを作成するとします。[ユーザーおよびシステムフィールド
]ドロップダウンリストから[企業名]を選択して、%%%Company 
name%%%という変数を挿入できます。この変数の値は実行時にA&#38
;B Manufacturingになり、ブラウザにはA&B 
Manufacturingと表示されます。ただし、JavaScriptコードでは文字エン
ティティの参照が展開されないため、参照可能なコンテキストに変数を置

き、文書のDOMから取得して必要に応じてエンコードします。これらの相
違をWebアプレットHTMLコードの次の例に示します。 

<span id=”companyname” style=”display:none” data-

value=”%%%Company name%%%”></span> 

<script type=”text/javascript”> 

var var1 = ”%%%Company name%%%”;  

var var2 = 

document.getElementById(“companyname”).getAttribute(“dat

a-value”);  

</script> 

var1の値は“A&#38;B Manufacturing”に、var2の値は“A&B 
Manufacturing”になります。var1とvar2の値が異なるのは、HTMLタグ
およびデータのエンティティの参照がブラウザでは展開されますが、<scri
pt>エレメント内では展開されないためです。 

［ユーザーおよびシステムフィールド］ドロップダウンリストからオプシ

ョンを選択して、カーソルの現在の位置にある［URL］フィールドにパラ
メータフィールドを追加します。 

たとえば、ドロップダウンリストから［ユーザーID］を選択すると、%%
%User 
id%%%が挿入されます。実行時に、このパラメータは、サインインして
いるユーザーのユーザーIDで置き替えられます。 

もう1つの例として、リストから[ホスト名]を選択した場合、カーソルの位
置に%%%Hostname%%%が挿入されます。実行時、このパラメータは
、Oracle CRM On 
Demandが動作しているサーバーのホスト名と置き替えられます。環境の
移行時にOracle CRM On 
Demandホスト名を手動で変更する必要がなくなるため、Oracle CRM On 
DemandへのURLを含む設定では便利です。 

詳細は、「ユーザーおよびシステムフィールド (ページ 
148)」を参照してください。  
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レコードタイプフィ

ールド 
注:このフィールドは、［場所］値が［詳細ページ］の場合のみ使用できま
す。 

パラメータを追加する［URL］フィールドにカーソルを置き、挿入する項
目をドロップダウンリストから選択します。 

たとえば、［行ID］フィールドを選択すると、%%%Row 
id%%%が挿入されます。実行時に、このパラメータは、現在のレコード
の行IDで置き替えられます。 

ファンクション Oracle CRM On 
DemandのURLを正しく表示するために詳細なエンコーディングが必要な
場合は、ピックリストからエンコードURLを選択します。  

URL ユーザーがハイパーリンクをクリックしたときに呼び出されるURL（http:
//rss.news.yahoo.com/topstoriesなど）を入力します。 

URLにはhttp://も含める必要があります。 URLが有効なUniform 
Resource 
Identifier（URI）であることを確認してください。有効でない場合、ユー
ザーが［カスタム Web 
アプレット］にアクセスすると、埋め込みコンテンツのかわりにエラーメ

ッセージが表示されます。 

注意: Oracle CRM On 
DemandのURLの標準化の詳細は、「URLの標準化について (ページ 
226)」を参照してください。 

また、［URL］フィールドにカーソルを置き、［ユーザーおよびシステム
フィールド］ドロップダウンリストを選択することにより、このフィール

ドにコンテキスト依存のパラメータを挿入できます。これにより、［URL
］フィールドにフィールドパラメータ（%%%fieldname%%%で指定）
が挿入され、アプレットがソースURLを呼び出したときに、現在のレコー
ドに基づいたフィールド値に置き替わります。  

URLを指定しない場合、ユーザーがリンクをクリックすると、その移動先
は空のURLになります。 

注:各ブラウザにはURLの最大長があります。この長さを超えてURLを指定
した場合、ブラウザで予期しない動作が見られることがあります。 

ユーザーによるURL
の上書きを許可 

ユーザー役割に関連するコンテンツのRSSフィードアプレットを設定しま
す。ユーザーによるRSSフィードアプレットの設定を可能にすることがで
きますが、設定可能にするアプレットの数を少なくすることをお勧めしま

す。 

レコードを開く  レコードを現在のブラウザウィンドウで開くか、または新しいブラウザウ

ィンドウで開くかによって値を選択します。RSSフィードアプレットをア
クションバーに追加する場合は、フィードを新しいブラウザウィンドウで

開くと読みやすくなります。これにより、ユーザーは別のページにナビゲ

ートする必要がなくなります。  
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高さ 

 

ピクセル単位のアプレットの高さ。  

[モダン]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、モダンテーマでWe
bアプレットに使用するアイコンを選択します。[[モダン]アイコン]フィー
ルドは、レコードタイプの[詳細]ページに作成するWebアプレットの場合
のみ使用できます。 

 
 

HTML Webアプレットの作成 
追加を行うHTMLコードの埋め込みコンテンツに対してこの種類のアプレットを作成します。 

注意: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 

HTML Webアプレットを作成するには  

注: これは、「レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」と「グローバルWebアプレットの作成 (ページ 
236)」のトピックで説明されているように、Webアプレットの作成の最後の手順です。 

［Webアプレット］ページで、次のフィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

フィールド  コメント 

タイプ ［HTML］を選択します。  

レコードタイプフィー

ルド 
注:このフィールドは、［場所］値が［詳細ページ］の場合のみ使用でき
ます。 

パラメータを追加する［WebアプレットHTML］フィールドにカーソルを
置き、挿入する項目をドロップダウンリストから選択します。 

たとえば、［行ID］フィールドを選択すると、%%%Row 
id%%%が挿入されます。実行時に、このパラメータは、現在のレコード
の行IDで置き替えられます。 

HTMLヘッド追加 入力するHTMLは、Webアプレットを追加するページのHTMLコード内の
<iframe>要素のsrc属性で使用されます。［WebアプレットHTML］フィ
ールドに追加したコードは、<iframe>エレメントに追加されます。この
フィールド内で、HTMLの<head>セクションに埋め込んだJavaScriptフ
ァイルへの参照を含めることができます。  

Oracle CRM On 
DemandページでのJavaScriptファイルの参照はサポートされていませ
ん。このフィールドに入力したすべての内容が<head>タグに追加されま
す。 
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Web アプレット 
HTML 

入力するHTMLは、Webアプレットを追加するページのHTMLコード内の
<iframe>要素のsrc属性で使用されます。 

［WebアプレットHTML］フィールドに追加したコードは、<iframe>エ
レメントに追加されます。このフィールドに入力したすべての内容が<bo
dy>タグに追加されます。 

常に実行 このチェックボックスによって、アプレットが最小化された場合にカスタ

ムWebアプレットを実行するかどうかが決定されます。このチェックボッ
クスは、レコードタイプの[詳細]ページまたはアクションバーに作成する
Webアプレットの場合のみ使用できます。 

高さ 

 

 

ピクセル単位のアプレットの高さ。  

[モダン]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、モダンテーマでW
ebアプレットに使用するアイコンを選択します。[[モダン]アイコン]フィ
ールドは、レコードタイプの[詳細]ページに作成するWebアプレットの場
合のみ使用できます。 

 
 

URL Webアプレットの作成 
IFrameのURLからコンテンツを埋め込むには、この種類のアプレットを作成します。 

注意: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 

URL Webアプレットを作成するには 

注: これは、「レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」と「グローバルWebアプレットの作成 (ページ 
236)」のトピックで説明されているように、Webアプレットの作成の最後の手順です。 

［Webアプレット］ページで、次のフィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

フィールド  コメント 

タイプ ［URL］を選択します。  

ユーザーおよびシステム

フィールド 
［ユーザーおよびシステムフィールド］ドロップダウンリストからオ

プションを選択して、カーソルの現在の位置にある［URL］フィール
ドにユーザーパラメータフィールドを追加します。 

たとえば、ドロップダウンリストから［ユーザーID］を選択すると、
%%%User 
id%%%が挿入されます。実行時に、このパラメータは、サインイン
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しているユーザーのユーザーIDで置き替えられます。 

もう1つの例として、リストから[ホスト名]を選択した場合、カーソ
ルの位置に%%%Hostname%%%が挿入されます。実行時、この
パラメータは、Oracle CRM On 
Demandが動作しているサーバーのホスト名と置き替えられます。環
境の移行時にOracle CRM On 
Demandホスト名を手動で変更する必要がなくなるため、Oracle 
CRM On DemandへのURLを含む設定では便利です。 

レコードタイプフィール

ド 
注:このフィールドは、［場所］値が［詳細ページ］の場合のみ使用
できます。 

パラメータを追加する［URL］フィールドにカーソルを置き、挿入す
る項目をドロップダウンリストから選択します。 

たとえば、［行ID］フィールドを選択すると、%%%Row 
id%%%が挿入されます。実行時に、このパラメータは、現在のレコ
ードの行IDで置き替えられます。 

ファンクション Oracle CRM On 
DemandのURLを正しく表示するために詳細なエンコーディングが必
要な場合は、ピックリストからエンコードURLを選択します。  

URL ユーザーがハイパーリンクをクリックしたときに呼び出されるURL（
http://maps.google.comなど）を入力します。 

URLにはhttp://も含める必要があります。 URLが有効なUniform 
Resource 
Identifier（URI）であることを確認してください。有効でない場合
、ユーザーが［カスタム Web 
アプレット］にアクセスすると、埋め込みコンテンツのかわりにエラ

ーメッセージが表示されます。 

また、［URL］フィールドにカーソルを置き、［ユーザーおよびシス
テムフィールド］ドロップダウンリストを選択することにより、この

フィールドにコンテキスト依存のパラメータを挿入できます。これに

より、［URL］フィールドにフィールドパラメータ（%%%fieldna
me%%%で指定）が挿入され、ユーザーが値をクリックしたときに
、現在のレコードに基づいたフィールド値に置き替わります。たとえ

ば、http://maps.google.com/?q=%%%Ship_To_ADDR_Addre
ss1%%%,+%%%Ship_To_CITY_City%%%,+%%%SHIP_LI
ST_USSTATE%%%というURLは、出荷先住所をGoogleマップに渡
します。 

URLを指定しない場合、ユーザーがリンクをクリックすると、その移
動先は空のURLになります。 

注:各ブラウザにはURLの最大長があります。この長さを超えてURL
を指定した場合、ブラウザで予期しない動作が見られることがありま

す。 
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常に実行 このチェックボックスによって、アプレットが最小化された場合にカ

スタムWebアプレットを実行するかどうかが決定されます。このチェ
ックボックスは、レコードタイプの[詳細]ページまたはアクションバ
ーに作成するWebアプレットの場合のみ使用できます。 

高さ 

 

 

ピクセル単位のアプレットの高さ。  

[モダン]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、モダンテーマ
でWebアプレットに使用するアイコンを選択します。[[モダン]アイ
コン]フィールドは、レコードタイプの[詳細]ページに作成するWeb
アプレットの場合のみ使用できます。 

 
 

レポートWebアプレットの作成 
レポートを埋め込むには、この種類のアプレットを作成します。実行時にレポートに適用されるフィルターを指定できます。 

注: Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

作業前の準備。Webアプレットに埋め込むレポートは、[共有フォルダ]にあるアクセス可能なフォルダに格納する必要があ
ります。 

レポートWebアプレットを作成するには  

注: これは、「レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」と「グローバルWebアプレットの作成 (ページ 
236)」のトピックで説明されているように、Webアプレットの作成の最後の手順です。 

n Webアプレットページで、次のフィールドに入力し、[保存]をクリックします。 

フィールド  コメント 

タイプ レポートを選択します。  

パス [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックしてから、[共有フォルダ]にある必要なレ
ポートに移動し、[OK]をクリックします。 

[パス]フィールドは、レポートの選択後に自動入力されます。 
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パラメータ （オプション）実行時にレポートに適用するフィルターを指定します。 

フィルターの指定の詳細は、「埋め込みのレポートおよびダッシュボードのフィルターの指

定について」を参照してください。 

次のように、パラメータとしてフィールドを追加できます。 

n フィルターパラメータにユーザーまたはシステムフィールドを含めるには、[パラメータ
]フィールドでパラメータを追加する場所にカーソルを置いてから、[ユーザーおよびシ
ステムフィールド]リストから目的のフィールドを選択します。 

パラメータで使用可能なユーザーおよびシステムフィールドの詳細は、「ユーザー

およびシステムフィールド」を参照してください。 

n （レコードタイプの[詳細]ページのWebアプレットのみ）レコードタイプのフィールド
をフィルターパラメータに含めるには、[パラメータ]フィールドでフィールドを追加す
る場所にカーソルを置き、レコードタイプの[フィールド]リストからフィールドを選択
します。ここでは、レコードタイプはアプレットを作成するレコードタイプの名前です

。 

常に実行 このチェックボックスによって、アプレットが最小化された場合にカスタムWebアプレット
を実行するかどうかが決定されます。このチェックボックスは、レコードタイプの[詳細]ペ
ージまたはアクションバーに作成するWebアプレットの場合のみ使用できます。 

説明 （オプション）アプレットの説明を入力します。 

高さ アプレットの高さをピクセルで入力します。  

[モダン]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、モダンテーマでWebアプレットに使
用するアイコンを選択します。[[モダン]アイコン]フィールドは、レコードタイプの[詳細]ペ
ージに作成するWebアプレットの場合のみ使用できます。 

注: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 
 

ダッシュボードWebアプレットの作成 
ダッシュボードを埋め込むには、この種類のアプレットを作成します。実行時にダッシュボードのレポートに適用されるフィ

ルターを指定できます。 

注: Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

作業前の準備。Webアプレットに埋め込むダッシュボードは、[共有フォルダ]にあるアクセス可能なフォルダに格納する必
要があります。 

ダッシュボードWebアプレットを作成するには  

注: これは、「レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180)」と「グローバルWebアプレットの作成 (ページ 
236)」のトピックで説明されているように、Webアプレットの作成の最後の手順です。 

n Webアプレットページで、次のフィールドに入力し、[保存]をクリックします。 
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タイプ ダッシュボードを選択します。   

パス [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックしてから、[共有フォルダ
]にある必要なダッシュボードに移動し、[OK]をクリックします。 

[パス]フィールドは、ダッシュボードの選択後に自動入力されます。 

パラメータ （オプション）実行時にダッシュボードのレポートに適用するフィルター

を指定します。フィルターがダッシュボードのすべてのレポートに適用さ

れます。フィルターの指定の詳細は、「埋め込みのレポートおよびダッシ

ュボードのフィルターの指定について」を参照してください。 

n フィルターパラメータにユーザーまたはシステムフィールドを含める
には、[パラメータ]フィールドでパラメータを追加する場所にカーソ
ルを置いてから、[ユーザーおよびシステムフィールド]リストから目
的のフィールドを選択します。 

パラメータで使用可能なユーザーおよびシステムフィールドの詳

細は、「ユーザーおよびシステムフィールド」を参照してくださ

い。 

n （レコードタイプの[詳細]ページのWebアプレットのみ）レコードタ
イプのフィールドをフィルターパラメータに含めるには、[パラメータ
]フィールドでフィールドを追加する場所にカーソルを置き、レコード
タイプの[フィールド]リストからフィールドを選択します。ここでは
、レコードタイプはアプレットを作成するレコードタイプの名前です

。 

常に実行 このチェックボックスによって、アプレットが最小化された場合にカスタ

ムWebアプレットを実行するかどうかが決定されます。このチェックボッ
クスは、レコードタイプの[詳細]ページまたはアクションバーに作成する
Webアプレットの場合のみ使用できます。 

説明 （オプション）Webアプレットの説明を入力します。  

高さ アプレットの高さをピクセルで入力します。  

[モダン]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、モダンテーマでWe
bアプレットに使用するアイコンを選択します。[[モダン]アイコン]フィー
ルドは、レコードタイプの[詳細]ページに作成するWebアプレットの場合
のみ使用できます。 

注: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 
 

RSSフィードWebアプレットの設定例 
このトピックでは、RSSフィードWebアプレットの設定例を示します。この機能は、ビジネスモデルに応じて様々な方法で
使用できます。この例では、［フィールドセールス要員］役割を割り当てられたユーザーの担当者レコードの詳細ページで、

RSSフィードWebアプレットを設定します。Webアプレットには、担当者のTwitterフィードが表示されます。 

企業の管理者は、［担当者］レコードタイプでTwitter IDフィールドを設定し、Twitter 
Webアプレットを作成します。次に、新規フィールドとTwitter 
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Webアプレットを［フィールドセールス要員］役割のページレイアウトに追加します。これにより、［フィールドセールス
要員］役割を割り当てられたユーザーは、［担当者詳細］ページに担当者のTwitter 
IDを入力できます。［フィールドセールス要員］役割を割り当てられたユーザーが担当者のTwitter 
IDをフィールドに入力すると、担当者のTwitter RSSフィードが［担当者詳細］ページのTwitter 
Webアプレットに表示されます。 

作業前の準備。Twitter IDフィールドを設定し、Twitter 
Webアプレットを作成して、フィールドとアプレットをページレイアウトに追加するには、ユーザー役割に［アプリケーシ
ョンをカスタマイズ］権限が含まれている必要があります。 

RSSフィードWebアプレットを作成するには（企業の管理者） 

1 次のように、［担当者］レコードタイプでTwitter IDフィールドを設定します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

c ［レコードタイプセットアップ］セクションで、［担当者］をクリックします。 

d ［フィールド管理］セクションで、［担当者項目の設定］をクリックします。 

e ［フィールド］ページで、［新規フィールド］をクリックします。 

f ［担当者フィールド編集］ページで、［表示名］フィールドにTwitter 
IDを入力し、［項目タイプ］フィールドで［テキスト (短い)］を選択します。 

g 変更を保存します。 

2 担当者アプリケーションカスタマイズに戻るをクリックします。 

3 次のように、Twitter Webアプレットを作成します。 

a ［担当者アプリケーションカスタマイズ］ページの［ページレイアウト管理］セクションで、［担当者 Web 
アプレット］をクリックします。 

b ［担当者アプレットリスト］で、［新規］をクリックします。 

c ［担当者 Web アプレット］ページで、次のようにWebアプレットの詳細を入力します。 

n Webアプレットの名前（例：担当者Twitterフィード）を入力します。 

n ［場所］フィールドで、［詳細ページ］を選択します。 

n ［タイプ］フィールドで、［フィード］を選択します。 

n ［URL］フィールドで、次のURLを入力します。http://twitter.com/statuses/user_timeline.rss?id=%%
%stTwitter_ID%%%&count=10 

n ［ユーザーによる URL の上書きを許可］フィールドで、［いいえ］を選択します。 

n ［レコードを開く］フィールドで、［現在のウィンドウ］を選択します。 

n ［説明］フィールドで、説明（例：担当者のTwitterフィード）を入力します。 
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n ［高さ］フィールドで、「200」と入力します。 

注:前述のURLでは、［担当者詳細］ページのアプレットにフィードの10行が表示されるように指定されて
います（count=10）。10行を表示する場合、アプレットの高さは200ピクセルが適切です。フィードの1
1行以上を［担当者詳細］ページに表示する場合は、行数に応じてURLを変更し、アプレットの高さを増や
してください。 

d 変更を保存します。 

4 担当者アプリケーションカスタマイズに戻るをクリックします。 

5 次のように、Twitter IDフィールドおよびWebアプレットをユーザー役割の担当者ページレイアウトに追加します。 

a ［担当者アプリケーションカスタマイズ］ページの［ページレイアウト管理］セクションで、［担当者ページレイア
ウト］をクリックします。 

b ［フィールドセールス要員］役割に割り当てられたページレイアウトのレコードレベルメニューで、［編集］をクリ
ックします。 

c ステップ3の［項目レイアウト］で、矢印を使用して、Twitter 
IDフィールドを［使用可能担当者項目］セクションからページセクションフィールド（例：［担当者主要情報］セ
クション）に移動します。 

d ステップ4の［関連情報］で、矢印を使用して、作成したWebアプレットを［使用可能情報］セクションから［表示
する情報］セクションに移動します。 

e ［終了］をクリックして変更を保存します。 

［フィールドセールス要員］役割を割り当てられたユーザーは、次回に担当者レコードを編集したり新規担当者レコードを作

成したりするとき、次の手順に従って担当者のTwitter RSSフィードを設定できます。 

担当者のTwitter RSSフィードを設定するには（ユーザー） 

1 既存の担当者レコードを開くか、新規担当者を作成して保存します。 

2 ［担当者詳細］ページに担当者のTwitterフィードアプレットが表示されない場合は、次のようにアプレットを追加しま
す。 

a ［レイアウトを編集］をクリックします。 

b ［個人レイアウト］ページが開いたら、［関連情報］をクリックします。 

c ［個人レイアウト - 
関連情報］ページで、矢印を使用して、担当者のTwitterフィードアプレットを［利用可能］セクションから［表示
する情報］セクションに移動します。 

d 変更を保存します。 

3 ［担当者詳細］ページで、［編集］をクリックします。 

4 ［担当者編集］ページのTwitter IDフィールドで、担当者のTwitter IDを入力します。 
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5 変更を保存します。 

担当者のTwitterフィードが、［担当者詳細］ページの担当者のTwitterフィードアプレットに表示されます。 
 

Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳 
企業プロファイル上の［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスの設定によっては、翻訳された名前を次のタイプのアプレ

ットに対して入力できる場合があります。 

n グローバルWebアプレットおよびレコードタイプ用Webアプレットを含むカスタムWebアプレット 

n レコードタイプのホームページ上にカスタムレポートを表示するアプレット 

n ホームページ (個人)上にカスタムレポートを表示するアプレット 

企業プロファイル上の［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスがオフの場合、翻訳された名前をこれらのタイプのアプレ

ットに対して入力できません。 

企業プロファイル上の［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスがオンの場合、これらのタイプのアプレットの動作は次の

とおりです。 

n ［翻訳言語］フィールドはアプレットのリストを表示するときに使用できます。［翻訳言語］フィールドで選択された言
語がその企業のデフォルト言語の場合にのみ、アプレットを作成できます。新しいアプレットを作成した後、アプレット

名は企業のデフォルト言語以外のすべての言語で括弧で囲まれた青色のフォントで表示されます。この結果、アプレット

を編集して翻訳されたバージョンのアプレット名を入力できます。 

n ［翻訳］チェックボックスはアプレットを編集するページで使用できます。企業のデフォルト言語で表されたアプレット
の名前を変更する場合、［翻訳］チェックボックスを使用して、翻訳されたバージョンのアプレット名を更新された名前

で置き換えるか、変更しないままにするかを指定できます。［翻訳］チェックボックスをオンにすると、更新されたアプ

レット名はデフォルトのフォントでデフォルトの企業言語で表示され、他の言語で翻訳された名前を入力するまでは括弧

で囲まれた青色のフォントで表示されます。アプレット名をデフォルトの企業言語で更新するときに［翻訳］チェックボ

ックスをオンにしないと、アプレット名はデフォルトの企業言語で変更されますが翻訳されたアプレット名は変更されま

せん。 

注: 
アプレットを初めて作成する場合、［翻訳］チェックボックスがオンになり、読み取り専用になります。［翻訳］チェックボ

ックスは、既存のアプレットを更新する場合のみ有効です。また、アプレットを編集する前に、アプレットの［翻訳言語］フ

ィールドで企業のデフォルト言語以外の言語を選択した場合、［翻訳］チェックボックスは読み取り専用になります。 

次の手順では、翻訳されたバージョンのアプレット名を入力する方法について説明します。 

翻訳されたバージョンのアプレット名を入力するには 

1 アプレットの［リスト］ページに移動します。 

2 アプレットの［リスト］ページにある［翻訳言語］フィールドで、翻訳した名前を入力する言語を選択します。 

3 アプレットの［編集］リンクをクリックします。 

4 ［名前］フィールドにアプレットの翻訳した名前を入力します。 
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5 変更を保存します。 

必要に応じて各言語にこの手順を繰り返します。 

関連トピック 
n レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180) 

n ホームページカスタムレポートの作成 (ページ 205) 

n グローバルWebアプレットの作成 (ページ 236) 

n ［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化 (ページ 247) 
 

カスケード式ピックリストの定義 
カスケード式ピックリストは、あるピックリスト（ 
関連ピックリスト）の値を、別のピックリスト（親ピックリスト）で選択された値に基づいて制限します。たとえば、親ピッ

クリストがサービスリクエストカテゴリーのリストを提供し、サブカテゴリーという名前の関連ピックリストの値が制限され

る場合があります。たとえば、ユーザーがインストールという値をカテゴリーとして選択すると、サブカテゴリーのピックリ

ストの動作が制限されて、インストールカテゴリーに関連付けられているピックリスト値のみ表示されます。  

複数のピックリスト（事前定義ピックリストフィールドとカスタムピックリストフィールドの両方を含む）を、カスケード式

ピックリストとしてリンクすることができます。また、カスケード式ピックリストはネストできるため、あるカスケード式ピ

ックリスト定義の関連ピックリストを別のカスケード式ピックリスト定義の親ピックリストにすることもできます。 

ネストされた多数のカスケードピックリストがあり、トップレベルの親ピックリスト値を更新する場合、更新された値は、次

の例に示すようにネストの最初のレベルにのみ反映されます。   

n [取引先タイプ]というカスケード親ピックリスト、および[取引先優先順位]という関連ピックリストがあります。  

n [取引先優先順位]という2番目のカスケード親ピックリスト、および[取引先カテゴリー]という関連ピックリストがあり
ます。  

n 次の値を持つ取引先レコードがあります。  

n 取引先タイプ。このフィールドの値は［顧客］です。 

n 取引先優先順位。このフィールドの値は［高］です。 

n 取引先カテゴリー。このフィールドの値は［プラチナ］です。 

n ［取引先タイプ］の値を［パートナー］に更新すると、［取引先優先順位］の値は自動的にリセットされます。ただし、
［取引先カテゴリー］の値は変更されないままです。   

カスケード式ピックリストでピックリスト値グループにマップされた値を含むピックリストフィールドを使用できます。ただ

し、カスケード式ピックリストを定義するときにピックリスト値グループリストでピックリスト値グループを選択しているか

どうかに関係なく、カスケード式ピックリスト定義では、親ピックリストフィールドの値と関連ピックリストフィールドの値

の関係を1セットのみ指定できます。カスケード式ピックリストでピックリスト値グループを使用する方法の詳細は、「カス
ケード式ピックリストおよびピックリスト値グループについて (ページ 
197)」を参照してください。ピックリスト値グループの詳細は、「ピックリスト値グループについて (ページ 
232)」を参照してください。 

作業前の準備。カスケード式ピックリスト定義を作成するには、親ピックリストと関連ピックリストが存在し、ページレイア

ウトに表示されている必要があります。関連ピックリストの値をフィルターするには、親ピックリストが表示されている必要

があります。ピックリストの作成の詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 
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124)」を参照してください。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てら
れている必要があります。 

カスケード式ピックリスト定義を作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［カスケード式ピックリスト］セクションで、必要な［カスケード式ピックリスト］リンクをクリックします。 

表示されるレコードタイプには、カスタムピックリスト値を持つ親レコードタイプと、関連レコードタイプが含まれ

ます。たとえば、商談の場合は、商談パートナーのリンクと商談競合会社のリンクがあります。 

5 ［カスケード式ピックリスト］ページで、次のいずれかの操作を行います。 

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のカスケード式ピックリスト定義を変更します。 

n ［新規］ボタンをクリックして、新しいカスケード式ピックリスト定義を作成します。 

カスケード式ピックリストウィザードの指示に従って手順を完了します。 

6 ［ステップ1： ピックリストを選択］で、親ピックリストと関連ピックリストを選択します。 

7 ［ステップ2： 値を選択］では、次の操作を行えます。 

n 親ピックリストの値と関連ピックリストの値の間の既存の関連付けを表示します。［親ピックリスト使用可能値］リ
ストから値を選択すると、関連ピックリストの使用可能値が［関連ピックリスト使用可能値］リストに示され、表示

される値が［関連ピックリスト表示値］リストに示されます。［関連ピックリスト表示値］リストに値がない場合は

、親ピックリスト中の対応する値が選択されると、関連ピックリスト中のすべての値が表示されます。 

注: 
企業でピックリスト値グループを定義している場合は、カスケード式ピックリストの設定がビジネスニーズ

を適切に満たしていることを検証しやすくするために、ピックリスト値グループリストでピックリスト値グ

ループを選択（ハイライト表示）できます。ピックリスト値グループを選択した場合、［親ピックリスト使

用可能値］リストおよび［関連ピックリスト使用可能値］リストには、選択したピックリスト値グループに

マップされている値のみが表示されます。 

n 新しい関連付けを作成します。目的の値を、［関連ピックリスト使用可能値］から［関連ピックリスト表示値］に移
動します。  

n 既存の関連付けを削除します。［関連ピックリスト表示値］から［関連ピックリスト使用可能値］に値を移動します
。 

8 ［ステップ3： 
確認］で、親ピックリスト値ごとの関連ピックリスト値の選択を確認して［終了］をクリックすると、親ピックリストと

関連ピックリストの間のカスケード関係の定義を完了できます。 

ウィザードで［終了］をクリックすると、現在のレコードタイプの［カスケード式ピックリスト］リストに戻ります

。 

［終了］をクリックし、カスケード式ピックリスト定義をページレイアウトに追加すると、そのレイアウトを含むす

べての役割に対して、追加された定義が有効化されます。  
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カスケード式ピックリストおよびピックリスト値グループについて 
カスケード式ピックリストでピックリスト値グループにマップされた値を含むピックリストフィールドを使用できます。ただ

し、カスケード式ピックリストを定義するときにピックリスト値グループリストでピックリスト値グループを選択しているか

どうかに関係なく、カスケード式ピックリスト定義では、親ピックリストフィールドの値と関連ピックリストフィールドの値

の関係を1セットのみ指定できます。 
フィールドがカスケード式ピックリスト定義で関連フィールドであり、ピックリスト値グループにもマップされている場合、

レコードの作成または更新時にフィールドで選択できる値は、最初にレコードのピックリスト値グループでフィルタリングさ

れ、次にカスケード式ピックリスト定義でフィルタリングされます。 

例として、［取引先］レコードタイプに対して次の構成を設定するとします。 

n ［取引先タイプ］フィールドと［優先順位］フィールドが、［取引先タイプ］フィールドを親ピックリストフィールドと
してカスケード式ピックリスト定義でリンクされます。 

n ピックリスト値グループフィールド、［取引先タイプ］フィールド、［優先順位］フィールドがすべて、［詳細］ページ
レイアウトに表示されます。 

取引先にピックリスト値グループフィールドの値が挿入された場合、ピックリストフィールドで選択できる値は、次のとおり

です。 

n ［取引先タイプ］フィールドでは、ピックリスト値グループにマップされている値を選択できます。 

n ［優先順位］フィールドでは、［取引先タイプ］フィールドで値が選択されるまで、ピックリスト値グループにマップさ
れている値をすべて使用できます。［取引先タイプ］フィールドの値が選択された後は、［優先順位］フィールドの値は

、次の両方の条件を満たす値に制限されます。 

n 値がピックリスト値グループにマップされていること。 

n 値が、カスケード式ピックリスト定義で［取引先タイプ］フィールドの値にリンクされていること。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n カスケード式ピックリストの定義 (ページ 195) 

n ピックリスト値グループについて (ページ 232) 

n ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 (ページ 233) 

n ピックリスト値グループの設定プロセス (ページ 234) 

n ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 

n ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 163) 
 

検索レイアウトの管理 
ほとんどのレコードタイプでは、レコードの検索時にユーザーが使用できるフィールド（標準フィールドとカスタムフィール

ドの両方）を指定できます。必要に応じて、各ターゲット検索フィールドに対してデフォルト値を指定できます。さらに、検

索結果ページに表示されるフィールドを指定することもできます。検索レイアウトに検索フィールドを指定し、必要に応じて

各レコードタイプの検索レイアウトをユーザー役割に割り当てます（「役割の追加 (ページ 311)」を参照）。 

既存の検索レイアウトをコピーしてから、それを要件に合わせて変更することも、既存の検索レイアウトを編集することもで

きます。デフォルトの検索レイアウトは読み取り専用です。デフォルト検索レイアウトはコピー可能ですが、削除したり編集
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したりすることはできません。検索に使用するフィールドおよび検索結果に表示するフィールドを指定するには、検索レイア

ウトウィザードを使用します。  

注: 検索レイアウト名に使用できる文字数は制限されています。詳細は、「カスタムレイアウト制限について (ページ 
168)」を参照してください。 

注意：ユーザーのレコードタイプの検索レイアウトを作成または編集するときは、［上司］フィールドおよび［上司 
(エイリアス)］フィールドの両方を同じ検索レイアウトに追加しないでください。検索レイアウトでこの両方のフィールドを
使用可能にすると、その検索レイアウトを使用する検索は失敗します。［上司］および［上司 
(エイリアス)］フィールドの詳細は、「ユーザーレコードの［上司］および［上司 (エイリアス)］フィールドについて 
(ページ 288)」を参照してください。 

［ルックアップ］ウィンドウの動作の管理 
検索レイアウトウィザードを使用して、ルックアップウィンドウの動作を管理し、スマート関連付けを有効化することもでき

ます。各レコードタイプの［ルックアップ］ウィンドウの動作の設定には、次のオプションを使用できます。デフォルトの検

索レイアウトでは、これらのオプションはすべてオンになります。 

n ルックアップウィンドウをデフォルトフィールドで設定します。このチェックボックスをオンにした場合は、デフォル
トの検索レイアウトのフィールドが使用されます。 

n ルックアップウィンドウを開いたときに検索結果を表示。このチェックボックスをオンにした場合は、［ルックアップ
］ウィンドウを開くと使用可能なレコードが一覧表示されます。このチェックボックスをオフにした場合は、［ルックア

ップ］ウィンドウを開いてもレコードは表示されません。 

注:企業に対してマネージャ表示が有効になっている場合、一部の［ルックアップ］ウィンドウでレコードリストへ
の挿入速度が遅くなり、［ルックアップ］ウィンドウがタイムアウトすることもあります。タイムアウトを防止する

には、 ［ルックアップ］ウィンドウに関連付けられているレコードタイプの［ルックアップウィンドウを開いたと
きに検索結果を表示］チェックボックスをオフにします。その後、［ルックアップ］ウィンドウにはレコードが表示

されなくなり、ユーザーが検索条件を指定して目的のレコードを検索できます。 

n 自動解決有効。このチェックボックスをオンにした場合、スマート関連付けが有効になります。Oracle CRM On 
Demandにおけるスマート関連付けは、ユーザーによる取引先、担当者、商談、活動などの様々なレコードタイプのレ
コードの相互関連付けを容易にする自動検索機能です。スマート関連付けが有効である場合、ユーザーはメインレコード

と関連付けるレコードの名前のすべてまたは一部を該当するフィールドに入力してから、Oracle CRM On 
Demandによる関連付けの自動解決を許可できます。ユーザーが変更を保存しようとすると、Oracle CRM On 
Demandによってユーザーが入力した名前との一致が検索されます。Oracle CRM On 
Demandによって一意の一致が見つかった場合は、一致するレコードが使用され、ユーザーの変更が保存されます。Ora
cle CRM On 
Demandにより一致が見つからないか、または複数の一致が候補として見つかった場合は、［ルックアップ］ウィンド
ウが表示されます。［ルックアップ］ウィンドウで、ユーザーはさらに検索を実行し、適切なレコードを選択できます。

スマート関連付けが無効な場合、ユーザーはフィールドの横にある［ルックアップ］アイコンをクリックして、［ルック

アップ］ウィンドウを開く必要があります（ここでレコードの検索が可能）。 

n ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコンテキスト依存リストを表示。このチェックボックスは、企業プロファ
イルの[ルックアップウィンドウ内のレコードタイプリスト]メニューが[有効化]に設定されている場合のみ使用できます
。［ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコンテキスト依存リストを表示］チェックボックスをオンにすると、レ

コードタイプに1つ以上のコンテキスト依存リストがある場合は、［ルックアップ］ウィンドウの左上隅の［レコードタ
イプリスト］フィールドに、すべてのコンテキスト依存リストが他のリストより前に表示されます。コンテキスト依存リ

ストには、ユーザーが必要とする可能性が高いレコードが含まれます。［レコードタイプリスト］フィールドおよびコン

テキスト依存リストの詳細は、「ルックアップウィンドウでのレコードの検索」を参照してください。[ルックアップウ
ィンドウ内のレコードタイプリスト]メニューの詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 
19)」を参照してください。 
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注意: 
検索レイアウトの設定後に企業プロファイルの[ルックアップウィンドウ内のレコードタイプリスト]メニューで[無
効化]を選択した場合、検索レイアウトウィザードでは［ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコンテキスト
依存リストを表示］チェックボックスは使用できなくなります。また、［ルックアップウィンドウのデフォルトとし

てコンテキスト依存リストを表示］オプションが前に選択されていたかどうかにかかわらず、ルックアップウィンド

ウではコンテキスト依存リストが使用不可であり、ルックアップウィンドウにおける指定レコードタイプのレコード

の初期検索は、ユーザーがアクセスできるレコードタイプのすべてのレコードについて実行されます。ただし、Ora
cle CRM On 
Demandでは検索レイアウトごとに、［ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコンテキスト依存リストを表
示］チェックボックスの設定が格納されます。後でもう一度企業プロファイルの[ルックアップウィンドウ内のレコ
ードタイプリスト]メニューで[有効化]または[混合]を選択した場合、各検索レイアウトの［ルックアップウィンド
ウのデフォルトとしてコンテキスト依存リストを表示］チェックボックスの設定が元に戻り、再度有効になります。 

［製品］レコードタイプの検索レイアウトを作成するときに、その検索レイアウトウィンドウで製品を部署別に表示する必要

がある場合は、次のオプションが使用可能です。  

n 部署をデフォルト検索フィールドとしてルックアップウィンドウを設定します。 Oracle CRM On 
Demandの検索レイアウトウィザードで［製品］レコードタイプの検索レイアウトを作成するときは、[部署をデフォル
ト検索フィールドとしてルックアップウィンドウを設定します]チェックボックスを選択することで、製品検索レイアウ
トを、製品を部署別にリストするよう構成できます。製品ルックアップウィンドウで部署別に製品を表示することで、ユ

ーザーが一連の関連製品の範囲内で検索できるようになるため、製品リストから検索および選択する際のユーザーエラー

が減少します。 詳細は、「製品検索レイアウトを作成する際の考慮事項 (ページ 203)」を参照してください。 

検索レイアウトを作成する場合、[取引先]、[商談]、[担当者]、[アポイント]、[タスク]レコードタイプの特定の結果フィー
ルドが表示されるように、拡張キーワード検索の検索結果ページを設定する必要がある場合は、次のオプションを使用できま

す。 

n 選択した検索結果フィールドを使用して拡張キーワード検索を設定。このチェックボックスがオンの場合、検索レイア
ウトで定義されているフィールドが、拡張キーワード検索の検索結果ページに表示されます。このチェックボックスがオ

フの場合、このレコードタイプの重要なフィールドが、検索結果ページに表示されます。 

検索レイアウトを作成しており、ターゲット検索フィールドのリストに含まれる最初のフィールドを[ルックアップ]ウィンド
ウのデフォルト検索フィールドとして指定する場合、次のオプションを使用できます。  

n ルックアップにおけるデフォルト検索としての最初のターゲット検索フィールド。このチェックボックスを選択した場
合、検索レイアウトのターゲット検索フィールドのリストに含まれる最初のフィールドが、[ルックアップ]ウィンドウで
デフォルト検索フィールドとして使用されます。このチェックボックスを選択解除した場合、デフォルト検索フィールド

は、ルックアップがマップされているフィールドと同じです。 

関連レコードの高度な検索の検索レイアウト機能 
検索レイアウトを作成または編集する場合、関連レコードの高度な検索の検索フィールドとしてフィールドを使用可能にする

ための要件を考慮します。指定されたレコードタイプの関連レコードの高度な検索で、フィールドが検索に使用可能かどうか

を判定する場合、Oracle CRM On 
Demandでは、特定の状況でレコードタイプの検索レイアウトから次の機能を使用します。 

n 検索レイアウトの使用可能な検索フィールドのリスト。 

n 検索レイアウトの関連情報レイアウトで選択されたフィールドに検索を制限するチェックボックスの設定。 

Oracle CRM On 
Demandでこれらの機能を使用して、関連レコードの高度な検索においてフィールドが検索に使用できるかどうかを判定す
るタイミングおよび方法の詳細は、「関連レコードの高度な検索について」を参照してください。 

作業前の準備。検索レイアウトを管理するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている

必要があります。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

200  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

次の手順では、検索レイアウトを作成または変更する方法について説明します。 

検索レイアウトを作成または変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、検索レイアウトを作成または変更するレコードタイプをクリックします
。  

4 ［レコードタイプアプリケーションカスタマイズ］ページで、［レコードタイプ検索レイアウト］リンクをクリックしま
す。 

5 ［検索レイアウト］リストで、次の該当する操作を行います。 

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

n ［削除］をクリックして、現在どの役割にも割り当てられていない既存のレイアウトを削除します。 

検索レイアウトウィザードの指示に従って手順を完了します。 

6 ステップ1の［レイアウト名を定義］で、名前（および必要に応じてレイアウトの説明）を入力または変更します。 

7 ［次へ］をクリックします。  

ステップ2の［検索フィールドの指定］には、次の3つのリストがあります。 

n 使用不可検索フィールド。このリストには、検索に使用できないフィールドがすべて表示されます。 

n ターゲット検索フィールド。このリストには、ターゲット検索に使用可能なフィールド、およびアクションバーのレ
コードタイプの［ターゲット検索］アプレットに表示されるフィールドがすべて表示されます。［ターゲット検索］

アプレットには、最大10個のフィールドを表示できます。10個を超えるフィールドをリストに追加して、レイアウ
トを保存しようとすると、エラーメッセージが表示されます。[ターゲット検索]フィールドを使用すると、次のよう
になります。 

n フィールドは、［高度な検索］基準フォームの事前入力デフォルトフィールドとして使用できます。  

n 選択したフィールドは、リストを作成または絞り込む際のフィルタ基準の事前入力デフォルトフィールドとして
表示されます。 

n 選択したフィールドは、検索可能なフィールドのセットとして［ルックアップ］ウィンドウに表示されます。 

このリストにフィールドが指定されていない場合、レコードタイプは［ターゲット検索］アプレットに表示

されますが、検索フィールドはアプレットに表示されません。 

n 追加検索フィールド。このリストには、[ターゲット検索]アプレットに表示されないが、高度な検索などの他の検索
で使用できるフィールドが表示されます。インデックス付きフィールドは緑で表示されます。大文字小文字が区別さ

れないインデックス付きフィールドは青で表示されます。 

注：最適なパフォーマンスが得られるように、検索フィールドを定義するときはインデックス付きフィールドを使用

してください。［ターゲット検索フィールド］または［追加検索フィールド］のいずれかのリストに最適化されてい

ないフィールドが含まれている場合は、警告メッセージが表示されます。 
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上向き矢印と下向き矢印をクリックしてリスト内のフィールドを配置し、右向き矢印と左向き矢印、または上向き矢

印と下向き矢印をクリックして、リスト間でフィールドを移動します。リスト内のフィールドの順序は、アクション

バーの［ターゲット検索］アプレット、および検索基準の各フォームで使用されます。 

注: 
紫のテキストで表示されているフィールドでは、通常、大文字小文字が区別されません。これらのフィールドは、高

速検索用に最適化されません。 

8 ステップ2で、フィールドを［使用不可検索フィールド］リストに移動し、必要な場合は、フィールドを［ターゲット検
索フィールド］リストおよび［追加検索フィールド］リストに配置します。 

9 （オプション）手順2で、必要に応じて、関連情報レイアウトで選択されたフィールドに検索を制限するチェックボック
スを選択するか、選択を解除して、関連レコードの高度な検索での検索フィールドとしてフィールドを使用可能にするた

めの要件を満たします。 

このチェックボックスの詳細は、「関連レコードの高度な検索について」を参照してください。 

10 （オプション）検索レイアウトウィザードのステップ4で[ルックアップにおけるデフォルト検索としての最初のターゲ
ット検索フィールド。]チェックボックスをオンにする場合は、必要に応じて上矢印および下矢印を使用し、ターゲット
検索フィールドのリストにおける最初のフィールドを適切に配置します。  

11 （オプション）検索レイアウトウィンドウで製品を部署別に表示する必要がある場合は、[部署をデフォルト検索フィー
ルドとしてルックアップウィンドウを設定します]チェックボックスを選択します。   

注: 
このオプションは、［製品］レコードタイプの検索レイアウトを指定している場合のみ使用可能です。詳細は、「製

品検索レイアウトを作成する際の考慮事項 (ページ 203)」を参照してください。 

12 ［次へ］をクリックします。 

13 （オプション）ステップ3の[検索フィールドのデフォルト値の指定]で、検索フィールドのデフォルト値を入力または選
択します。 

必要に応じて、ターゲット検索フィールドのリストの各フィールドに対してデフォルト値を指定できます。検索フィ

ールドに対してデフォルト値を指定すると、アクションバーにある[ターゲット検索]アプレット、[高度な検索]基準
フォーム、およびユーザーが新規リストを作成するとき、検索フィールドにそのデフォルト値が自動的に入力されま

す。デフォルト値はユーザーのロケールに従って書式設定され、ピックリストフィールドおよび複数選択ピックリス

トフィールドでは、対応するピックリスト値またはユーザーの言語の値が検索フィールドに入力されます。  

注: 
[活動]レコードタイプでは、アポイントおよびタスクの検索レイアウトの検索フィールドに対してデフォルト値を指
定できます。アクションバーにある[ターゲット検索]アプレットや、[高度な検索]基準フォームでユーザーがアポイ
ントまたはタスクを検索するとき、検索フィールドにデフォルト値が入力されます。ただし、[活動]レコードタイプ
の検索レイアウトは作成できないため、ユーザーが[活動]レコードタイプの新規リストを作成するときに検索フィー
ルドが事前選択されたり設定されたりすることはありません。 

デフォルト値を設定すると、より迅速に検索できる場合があります。たとえば、ユーザーが通常は有効な取引先を検

索するとわかっている場合、[取引先]レコードタイプの[状態]検索フィールドのデフォルト値として[有効]を選択で
きます。デフォルト検索値の条件はフィールドタイプによって異なり、大部分のフィールドタイプに対して異なる条

件は選択できません。たとえば、ピックリストフィールドでは、条件は[等しい]に設定されます。[チェックボック
ス]タイプのフィールドでは、デフォルトの条件である[チェックされる]または[チェックされない]のいずれかを選
択できます。ユーザーは、検索を実行するときに条件と値を変更できます。 

注: 
ユーザーが既存のリストを絞り込むとき、検索フィールドのリストおよびこれらの検索フィールドの条件と値は、現

在のリストフィルターによって決まります。 
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14 ［次へ］をクリックします。  

ステップ4の［検索結果レイアウトを定義］には、次の3つのリストがあります。  

n 使用不可検索結果フィールド。このリストには、検索結果に表示されないフィールドがすべて表示されます。 

n ルックアップウィンドウ検索結果フィールド。このリストには、［ルックアップ］ウィンドウの検索結果に表示され
るフィールドが表示されます。このリストは最大9つのフィールドに制限されます。 

n その他の検索結果フィールド。このリストには、［ルックアップウィンドウ検索結果フィールド］リストのフィール
ドに加え、［ルックアップ］ウィンドウの検索以外の検索結果に表示される特別なフィールドが表示されます。 

［ルックアップウィンドウ検索結果フィールド］リストおよび［その他の検索結果フィールド］リストに表

示できるフィールドの合計数は20個です（つまり、検索結果には20を超えるカラムは表示できません）。
レコードの検索の詳細については、「レコードの検索」を参照してください。  

注意：リスト内のカラムの数はパフォーマンスに影響を与える可能性があるため、リストへのフィールドの追加は慎重に

実行してください。パフォーマンスはレコードタイプとフィールドタイプによって大幅に変わります。フィールドを追加

するたびに、リストのロード時間が長くなる可能性があります。 

15 ステップ4の［検索結果レイアウトを定義］で、フィールドを［ルックアップウィンドウ検索結果フィールド］リストお
よび［その他の検索結果フィールド］リストに移動し、必要に応じて並べ替えます。 

注: 
［ルックアップウィンドウ検索結果フィールド］リストでは、単一の関連付けルックアップウィンドウのみに対する

検索結果フィールドのレイアウトが決まります。複数関連付けルックアップウィンドウ用の検索結果フィールドのレ

イアウトは指定できません。 

16 ルックアップウィンドウの動作の設定に必要な次のチェックボックスをオンまたはオフにします。 

n ルックアップウィンドウをデフォルトフィールドで設定します 

n ルックアップウィンドウを開いたときに検索結果を表示 

n 自動解決有効   

n ルックアップウィンドウのデフォルトとしてコンテキスト依存リストを表示 

n 選択した検索結果フィールドを使用して拡張キーワード検索を設定 

n ルックアップにおけるデフォルト検索としての最初のターゲット検索フィールド。 

17 ［終了］をクリックします。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 164) 

n 静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 

n レコードホームページレイアウトの作成 (ページ 208) 
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製品検索レイアウトを作成する際の考慮事項 
Oracle CRM On 
Demandの検索レイアウトウィザードで［製品］レコードタイプの検索レイアウトを作成するときは、[部署をデフォルト検
索フィールドとしてルックアップウィンドウを設定します]チェックボックスを選択することで、製品検索レイアウトを、製
品を部署別にリストするよう構成できます。製品ルックアップウィンドウで部署別に製品を表示することで、ユーザーが一連

の関連製品の範囲内で検索できるようになるため、製品リストから検索および選択する際のユーザーエラーが減少します。  

製品検索レイアウトで部署別に製品を表示することを選択した場合は、次のようになります。  

n 製品ルックアップウィンドウで、デフォルト検索フィールドとして［部署］フィールドが使用され、ユーザーにプライマ
リ部署がある場合はそれが事前入力されます。  

n [ルックアップウィンドウを開いたときに検索結果を表示]チェックボックスが選択されている場合は、製品のリストが表
示され、自動的にユーザーのプライマリ部署でフィルター処理されます。ユーザーにプライマリ部署がない場合は、すべ

ての製品が表示され、フィルター処理は行われません。  

n [ルックアップウィンドウを開いたときに検索結果を表示]チェックボックスが選択されていない場合は、製品ルックアッ
プウィンドウに製品は表示されません。   

製品検索レイアウトで部署別に製品を表示しないことを選択した場合は、次のようになります。  

n 製品ルックアップウィンドウで、デフォルト検索フィールドとして［製品名］フィールドが使用されます。  

n [ルックアップウィンドウを開いたときに検索結果を表示]チェックボックスが選択されている場合は、製品ルックアップ
ウィンドウで、デフォルト検索フィールドとして[製品名]フィールドが使用され、すべての製品がリストされます。 

n [ルックアップウィンドウを開いたときに検索結果を表示]チェックボックスが選択されていない場合は、製品ルックアッ
プウィンドウで、デフォルト検索フィールドとして[製品名]フィールドが使用され、製品はリストされません。 

［部署］フィールドは、自動的には［ターゲット検索］アプレットに追加されませんが、［アクションバー］で［ターゲット

検索］アプレットに表示されるよう、ターゲット検索に追加できます。   

［部署］が［使用不可検索フィールド］リスト内に表示されている場合、ユーザーは部署を検索できません。ただし、[部署
をデフォルト検索フィールドとしてルックアップウィンドウを設定します]チェックボックスを選択することで、［ルックア
ップ］ウィンドウのみを使用してそれを検索できます。  

注: 
[部署をデフォルト検索フィールドとしてルックアップウィンドウを設定します]チェックボックスを選択すると、この設定は
[ルックアップにおけるデフォルト検索としての最初のターゲット検索フィールド。]チェックボックスより優先されます。[
ルックアップ]ウィンドウでのデフォルト検索フィールドの指定方法は、「検索レイアウトの管理 (ページ 
197)」を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 検索レイアウトの管理 (ページ 197) 

n 部署の設定 (ページ 68) 
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リストアクセスおよびリスト順序の管理 
各レコードタイプについて、役割ごとに使用できるリストと、そのレコードタイプのホームページにリストが表示される順序

を指定できます。 

新しいレイアウトは、まだカスタマイズしていない役割に対してのみ作成できます。既存のレイアウトの編集と削除も可能で

す。ユーザーのプライベートリストについては、リストアクセスとリスト順序を管理できません。 

作業前の準備：  

ここでのカスタマイズ内容が適用される役割を選択する必要があるため、この手順を開始する前に、すべての役割を設定して

おきます。この手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限と、［公開リストを管理する］権限を含む役

割が割り当てられている必要があります。 

リストアクセスを作成または変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［リストアクセスと順序］セクションで、レコードタイプ［リストアクセスと順序］リンクをクリックします。 

5 ［リスト順レイアウト］ページで、次のいずれかの操作を行います。 

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

6 新しいレイアウトを作成する場合は、［役割名］ドロップダウンリストから役割を選択します。 

ドロップダウンリストから選択できるのは、まだレイアウトに関連付けられていない役割だけです。  

7 必要に応じて、［リスト（全件）］リスト、［この役割に使用可能なリスト］リスト、［短いリストで表示］リスト間で
リストを移動します。 

n ［リスト（全件）］には、現在のレコードタイプのリスト全件（個人用リストを除く）が含まれます。  

n ［この役割に使用可能なリスト］には、選択した役割で使用可能なリストの全件が含まれます。これらのリストは、
レコードタイプの［ルックアップ］ウィンドウにある［レコードタイプリスト］フィールドにも表示されます。 

n ［短いリストで表示］には、ホームページの［リスト］セクション、レコードタイプの［リスト］ページにあるリス
トのピックリスト、およびレコードタイプの［ルックアップ］ウィンドウにある［レコードタイプリスト］フィール

ドのそれぞれに表示されるリストが含まれます。［レコードタイプリスト］フィールドの詳細は、「ルックアップウ

ィンドウでのレコードの検索」を参照してください。  

8 必要に応じて、上下の矢印ボタンでリストの順序を並べ替えます。 

9 ［保存］をクリックします。 
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ホームページカスタムレポートの作成 
ホームページカスタムレポート機能を使用すると、組み込みレポートでもカスタムレポートでも、複数のレポートをレコード

タイプのホームページに追加できます。この機能では、最適な情報をさまざまなユーザーに提供することができます。たとえ

ば、顧客サービス要員のサービスリクエストホームページを設定して、カスタムサービスリクエストレポートを表示できます

。 

レコードタイプによっては、標準レポートがレコードタイプのホームページにデフォルトで表示されます。標準レポートを別

のレポートに置き換えたり、レポートを追加することができます。さらに、デフォルトではレコードタイプのホームページに

レポートが表示されないレコードタイプのホームページレポートを指定することもできます。 

注: Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

組み込みレポートまたはカスタムレポートをレコードタイプのホームページで使用できるようにするには、まずレポートのホ

ームページカスタムレポートレコードを作成します。レコードタイプのホームページレイアウトを作成または編集するとき、

そのレコードタイプに作成したホームページカスタムレポートレコードが、ホームページレポートレイアウトウィザードの[
すべてのセクション]リストに示されます。その後、次のようにレポートをホームページレイアウトで使用可能にできます。 

n レポートをホームページレイアウトにデフォルトで表示されるセクションのリストのいずれかにレポートを移動して、役
割にそのレイアウトが含まれるどのユーザーでも、自分のレコードタイプのホームページにそのレポートが自動的に表示

されるようにできます。 

n レポートをホームページレイアウトの使用可能なセクションのリストに移動して、役割にそのレイアウトおよび[ホーム
ページのパーソナライズ]権限が含まれるどのユーザーでも、レポートを自分のレコードタイプのホームページに追加で
きるようにできます。 

ホームページのカスタマイズの詳細については、「レコードホームページレイアウトの作成 (ページ 
208)」を参照してください。ホームページ（個人）のカスタムレポートの作成の詳細は、「[ホームページ 
(個人)]でのカスタムレポートの有効化 (参照 "［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化" ページ 
247)」を参照してください。 

ホームページカスタムレポートレコードの管理のための権限について 
役割に適切な権限が含まれている場合、カスタムレポートレコードを作成し、それらをすべてのレコードタイプのカスタムホ

ームページレイアウトに追加できます。次の表では、ホームページでのカスタムレポートの作成に関係するさまざまなタスク

に必要な権限について説明します。 

タスク 必要な権限 メモ 

（オプション）カスタムレポー

トを作成し、全社レベルのフォ

ルダに公開する  

カスタムレポートの管理 詳細は、「分析の概要」を参照し

てください。 

ホームページカスタムレポート

レコードの作成 
アプリケーションのカスタマイズ 

アプリケーションのカスタマイズ 
- 
ホームページのカスタマイズ化の

管理 

移行された全社共有フォルダへの

アクセス 

このタスクの手順については、こ

のトピックで説明します。 

[移行された全社共有フォルダ]か
らホームページカスタムレポート

にレポートを追加する場合にのみ

、[移行された全社共有フォルダ
へのアクセス]権限が必要です。 

カスタムレポートセクションを

ホームページレイアウトに追加

アプリケーションのカスタマイズ 

アプリケーションのカスタマイズ 

詳細については、「レコードホー

ムページレイアウトの作成 
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タスク 必要な権限 メモ 

する - 
ホームページのカスタマイズ化の

管理 

(ページ 
208)」を参照してください。 

ホームページレイアウトをユー

ザーの役割に追加する 
役割およびアクセスの管理 詳細については、「役割の追加 

(ページ 
311)」を参照してください。 

（オプション）ホームページの

カスタムレポートセクションを

追加または削除する（エンドユ

ーザー） 

ホームページのパーソナライズ 詳細については、「ホームページ
レイアウトの変更」を参照してく

ださい。 

作業前の準備： 

n レポートをホームページで使用できるようにするには、［共有フォルダ］にあるアクセス可能なフォルダにレポートを格
納する必要があります。 

n 企業プロファイルで［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスをオンにすると、［翻訳言語］フィールドで選択され

ている言語が企業のデフォルト言語の場合のみ、カスタムレポートを作成できます。 

ホームページカスタムレポートを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ホームページレイアウトの管理］セクションで、［レコードタイプホームページカスタムレポート］をクリックします
。 

5 [新規ホームページレポート]をクリックします。 

6 [ホームページカスタムレポート詳細]ページで、次のフィールドを入力します。 

フィールド  コメント 

名前 カスタムレポートの名前を入力します。 
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フィールド  コメント 

翻訳 このチェックボックスは、企業プロファイルの［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェック

ボックスがオンの場合のみ使用できます。カスタムレポー

トを作成する場合、［翻訳］チェックボックスがオンにな

り、読み取り専用になります。また、既存のカスタムレポ

ートを更新する前に、カスタムレポートのリストの翻訳フ

ィールドで企業のデフォルト言語以外の言語を選択した場

合、［翻訳］チェックボックスは読み取り専用になります

。 

企業のデフォルト言語で既存のレポートの名前を変更する

場合は、次のように［翻訳］チェックボックスを使用しま

す。 

n 翻訳した名前を更新された名前に置換するには、［翻
訳］チェックボックスをオンにします。 

n 翻訳した名前を変更しないままにするには、［翻訳］
チェックボックスをオンにしません。 

カスタムレポート名の翻訳の詳細は、「Webアプレット
名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 
"Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" 
ページ 194)」を参照してください。 

高さ  ［シングル］または［ダブル］を選択します。高さを［ダ

ブル］に設定すると、ホームページに表示されるレポート

の高さが他のセクションの2倍になります。 

幅  ［シングル］または［ダブル］を選択します。ホームペー

ジの左端から右端の全体にレポートを表示するには、幅を

［ダブル］に設定します。  

注:レポートのHTML 
RowSpan属性の値が2より大きい場合、レポートは指定
されたサイズもより大きくなることがあります。 

今すぐレポートを実行 このチェックボックスをオンにすると、レポートは自動的
に実行され、ユーザーはレポートを更新するためにリンク

をクリックする必要はありません。 

カタログ 埋め込むレポートのカタログを選択します。  

1 ［ルックアップ］アイコン（虫めがね）をクリックしてから、［共有フォルダ］にある必要なレポートに移動します。  

［レポートパス］フィールドは、レポートの選択後に自動入力されます。 

2 [説明]フィールドに、ホームページのカスタムレポートの説明を入力します。  

3 ［保存］をクリックします。 
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レコードホームページレイアウトの作成 
カスタムホームページレイアウトは、すべてのレコードタイプで作成できます。この機能では、レコードタイプのホームペー

ジにカスタムレポートを表示する機能など、最適な情報をさまざまなユーザーに提供することができます。たとえば、顧客サ

ービス要員のサービスリクエストホームページを設定して、ユーザーの現在のサービスリクエスト関連タスクとカスタムサー

ビスリクエストレポートを表示できます。 

注:カスタムホームページレイアウトで組み込みレポートまたはカスタムレポートを使用する場合は、「ホームページカスタ
ムレポートの作成 (ページ 
205)」で説明した手順を使用して、まずレポートのホームページカスタムレポートレコードを作成する必要があります。 

既存のホームページレイアウトをコピーし、要件に合わせて変更を加えることができます。既存のホームページレイアウトも

編集できます。ただし、デフォルトのホームページレイアウトは読み取り専用です。デフォルトのホームページレイアウトの

コピーは可能ですが、削除や編集はできません。 

注: ホームページレイアウト名に使用できる文字数は制限されています。詳細は、「カスタムレイアウト制限について 
(ページ 168)」を参照してください。 

カスタムホームページレイアウトを作成したら、役割管理ウィザードを使用して、そのレイアウトを使用する必要があるユー

ザーの役割にレイアウトを割り当てる必要があります。役割に［ホームページのパーソナライズ］権限が含まれるユーザーは

、自分のレコードタイプのホームページレイアウトをカスタマイズできます。カスタマイズされたレイアウトには、そのレコ

ードタイプのユーザーの役割に割り当てられたホームページレイアウトで使用可能にできるどのセクションでも表示できます

。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限と［カスタムアプリケーション - 
ホームページのカスタマイズ化の管理］権限を含む役割が割り当てられていなければなりません。 

ホームページレイアウトを作成または変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［ホームページレイアウト管理］セクションで、［レコードタイプホームページレイアウト］リンクをクリックします。 

5 ［ホームページレイアウト］リストで、次の該当する操作を行います。 

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

ホームページレイアウトウィザードが表示されるので、画面の指示に従って手順を完了します。 

6 ステップ1の［レイアウト名］にレイアウト名を入力し、必要な場合は説明も入力します。 

7 ステップ2の［ホームページレイアウト］で、次のようにして使用可能なセクションと表示されるセクションを指定しま
す。 

n ［すべてのセクション］リストから［使用可能なセクション］リストにセクションを移動します。 

［使用可能なセクション］リスト内のセクションは、ホームページに追加できるセクションです。ユーザー

がホームページにセクションを追加できないようにする場合は、［すべてのセクション］リストにセクショ

ンを残したままにします。 
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n 必要に応じて、［左側］リストから［右側］リストにセクションを移動し、両方のリストの情報を並べ替えます。  

ダブル幅のセクションは、［左側］リストに残します。これらのセクションは、自動的にホームページのサ

イズに合わせて表示されます。 

8 ［終了］をクリックします。 

注:アプリケーションにカスタムホームページレイアウトを追加したら、これをユーザーが表示する前に、ユーザーが使用で
きるようにする必要があります。ユーザーの役割の追加および変更の詳細については、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。［ホームページのパーソナライズ］権限を持っているユーザーは、そのレコードタイプに関す
るそのユーザーの役割に割り当てられたホームページレイアウトで使用できるようにした任意のリストまたはレポートを使用

して、ホームページのレイアウトを編集できます。 
 

監査証跡のカスタマイズ 
多くのレコードタイプでは、監査証跡を使用してレコードの作成、削除および復元を追跡でき、既存のレコードの指定したフ

ィールドに対する更新も追跡できます。監査証跡レコードには、アクションによって監査証跡レコードをトリガーしたユーザ

ーの詳細、実行されたアクションのタイプ、およびタイムスタンプが表示されます。既存のレコードの監査対象フィールドが

更新されると、フィールドへの変更の監査証跡レコードにフィールドの古い値および新しい値が表示されます。 

注: 
レコードの更新時に監査対象フィールドが更新されなかった場合は、その操作に対して監査証跡レコードは生成されません。 

監査証跡の企業設定 
監査証跡レコードがOracle CRM On Demandに保持される期間は、企業プロファイルの[監査失効 
(日数)]フィールドで指定されます。標準アプリケーションではレコードは90日間保持されますが、管理者は異なる期間を指
定できます。 

レコードタイプについて監査できるフィールドの最大数は、企業プロファイルの[レコードタイプの監査可能な項目]フィール
ドで指定されます。標準アプリケーションでは最大フィールド数は35ですが、管理者はこの制限を変更できます。  

注: 
レコードタイプに対して監査できるフィールドの最大数が各レコードタイプの[監査フィールドセットアップ]ページに表示さ
れますが、そのページで値を変更することはできません。 

監査証跡の企業設定の変更については、「企業設定の設定 (ページ 21)」を参照してください。 

監査に必要な時間とリソース 
監査を行うと、操作の実行時に監査ルールを評価する必要があるため、操作の処理時間が追加されます。更新操作の場合は、

監査証跡レコードを生成し、更新された各監査対象フィールドに対して格納する必要があるため、レコードタイプについて監

査するフィールドが多いほど、そのタイプのレコードの保存にかかる時間が長くなります。 

監査証跡設定 
監査証跡をサポートする各レコードタイプに対して、次のことを指定できます。 

n 監査するフィールド。 

n レコードの作成を追跡するかどうか。 
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注: [ユーザー]監査証跡では、レコードの作成を追跡するオプションを選択解除できません。 

n 削除できるレコードについては、それらのレコードの削除および復元を追跡するかどうか。 

注: 
レコードの削除および復元を追跡するオプションは、[ユーザー]および[ユーザーパートナー管理]監査証跡では、そ
れらのレコードを削除できないため使用できません。 

レコードタイプの監査証跡は、そのレコードタイプに対して少なくとも1つのフィールドを監査することを指定するか、また
はレコードの作成、削除および復元を追跡するオプションのいずれかを選択すると、すぐに有効になります。 

監査証跡レコードをユーザーに表示することについて 
監査証跡レコードは、「レコードの監査証跡の表示」で説明するように、レコードの[詳細]ページの[監査証跡]関連情報セク
ションに表示されます。監査証跡レコードをユーザーに表示するには、次の操作を実行する必要があります。 

n レコードタイプのレコードの[詳細]ページの関連するレイアウトに、[監査証跡]関連情報セクションを追加します。 

注: 
［監査証跡］関連情報セクションは、資産および売上レコードタイプのページレイアウトには追加できません。これ

らのレコードタイプの監査証跡情報は、マスター監査証跡にのみ表示できます。 

n 関連するユーザーのアクセスプロファイルを更新して、監査証跡レコードへのアクセスを許可します。たとえば、取引先
についての監査証跡レコードをユーザーが表示できるようにするには、[取引先]レコードタイプの[監査証跡]関連情報タ
イプへの読み取り専用アクセス権をユーザーに付与します。アクセスプロファイルの詳細は、「アクセスプロファイルの

設定プロセス (ページ 334)」を参照してください。 

管理者は、「マスター監査証跡による監査証跡変更の確認 (ページ 
79)」で説明するように、[マスター監査証跡]の監査したすべてのレコードタイプの監査証跡レコード一式を表示することも
できます。 

デフォルトで監査されるレコードタイプ 
企業を初めて設定するとき、[商談]および[サービスリクエスト]レコードタイプに対して監査証跡がデフォルトで有効になり
ます。さらに、業界固有またはOracle CRM On Demand Partner Relationship Management 
Editionに固有の特定のレコードタイプについては、そのレコードタイプが企業に対して有効になると監査証跡が有効になり
ます。これらすべてのレコードタイプについて、監査証跡が次のように設定されます。 

n 特定のフィールドが監査されます。監査対象フィールドのリストにフィールドを追加することや、リストからフィールド
を削除することができます。 

n レコードの作成を追跡するオプション、レコードの削除および復元を追跡するオプションが選択されます。この設定を変
更できます。 

[商談]および[サービスリクエスト]レコードタイプに対してのみ、次の項目がデフォルトで設定されます。 

n [監査証跡]関連情報セクションが、標準の[詳細]ページレイアウトで使用できます。 

n すべての標準アクセスプロファイルで、監査証跡レコードへの読み取り専用アクセス権が提供されます。 

企業を初めて設定するとき、[ユーザー]レコードタイプに対する監査証跡もデフォルトで有効になります。特定の必須フィー
ルドはデフォルトで監査されます。レコードの作成を追跡するオプションも選択され、この設定は変更できません。 

次の表に、監査証跡をサポートするレコードタイプをリストし、そのレコードタイプに対して監査証跡がデフォルトで有効に

なるかどうかを示します。デフォルトで監査されるフィールドもリストします。 
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注: 
レコードタイプの監査対象フィールドのリストからすべてのフィールドを削除し、レコードの作成、削除および復元を追跡す

るオプションも選択解除した場合、そのレコードタイプの監査証跡は無効になります。 

レコードタイプ 監査証跡はデ

フォルトで有

効 

デフォルトの監査対象フィールド 

取引先 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

認定 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

活動 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

住所 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

割当 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。 

申込書類 はい 年間売上、申込書類ID、承認状況、承認日、キャン
ペーン、現在の承認者、電子メールアドレス、既存

のパートナーシップ、予想パートナーシップ給付金

、名前 (名)、名前 (姓)、所在地、代表 FAX 
番号、代表電話番号、名前、従業員数、パートナー

、パートナープログラム、パートナータイプ、プロ

グラムレベル、拒否理由、ソース、送信状況、勤務

先 FAX 番号、勤務先電話番号。  

資産 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

ブロック製品 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

ブローカープロファイル いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

ビジネス計画 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

キャンペーン いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

認定レベル いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

請求 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

担当者 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

担当者の都道府県免許 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

コース いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

補償内容 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

カスタムオブジェクト01以降 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

損傷 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  
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レコードタイプ 監査証跡はデ

フォルトで有

効 

デフォルトの監査対象フィールド 

取引交渉登録 はい 承認状況、関連担当者、関連顧客、関連見込み客、

関連商談、携帯電話、市、クローズ日、会社名、国

、通貨、現在の承認者、取引サイズ、電子メール、

失効日、FAX、名前 (名)、名前 
(姓)、名前、開始パートナー取引先、パートナープ
ログラム、郵便番号、主要パートナー、製品への関

心、拒否理由、都道府県、住所-
区、町、番地、送信状況、電話番号、タイプ。  

自動車ディーラー いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

イベント いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。 

試験 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

金融口座 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

金融口座名義人 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

金融口座保有状況 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

財務計画 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

金融製品 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

金融トランザクション いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

資金 はい 所有者、パートナー、状態、目標額。  

資金リクエスト はい 承認、請求決定日、請求額、締切日、資金、認可、

所有者、事前承認日付、事前承認リクエスト、状態

。  

HCP担当者割当 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。 

世帯 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

保険不動産 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

在庫監査レポート いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

在庫期間 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

招待者 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

関連パーティ いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

見込み客  いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

MDF リクエスト はい 事前承認金額、要求済み金額、承認状況、請求決定

日、クレーム状況、資金、事前承認日付、送信状況

、送信日、承認済み請求額合計、要求済み請求額合

計。   
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レコードタイプ 監査証跡はデ

フォルトで有

効 

デフォルトの監査対象フィールド 

メッセージプラン いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

メッセージプラン項目 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

メッセージプラン項目関係 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

目標 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

商談 はい クローズ日、売上予想、所有者、確度 
(%)、売上、セールスステージ。  

オーダー いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

パートナー いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。 

パートナープログラム いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。 

計画取引先 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

計画担当者 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

計画商談 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

保険 はい 額面。詳細は、「保険証券のフィールド」を参照し

てください。  

証券名義人 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

ポートフォリオ いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

製品領域 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

見積り いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

売上 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

サンプル免責条項 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

サンプルロット いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

サンプルリクエスト いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

サンプルリクエスト項目 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

サンプルトランザクション いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

サービスリクエスト はい エリア、原因、説明、所有者、優先順位、ソース、

状態、主題、タイプ。  

署名 はい 担当者 

ソーシャルメディア いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

ソーシャルプロファイル いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  

解決策 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。  
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レコードタイプ 監査証跡はデ

フォルトで有

効 

デフォルトの監査対象フィールド 

特別価格リクエスト はい 承認状況、認可日、請求決定日、クレーム状況、送

信状況、送信日、認可金額合計、要求済み金額合計

、承認済み請求額合計、要求済み請求額合計。  

ユーザー はい 重要警告を常に送信する、認証タイプ、電子メール

、シングルサインオンの外部 
ID、役割、状態、ユーザーのサインイン ID。  

ユーザーパートナー管理 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。

ベストプラクティスとして次のフィールドを監査し

ます。  

重要警告を常に送信する、認証タイプ、電子メール

、シングルサインオンの外部 
ID、役割、状態、ユーザーのサインイン ID。 

注: 
［マスター監査証跡］では、パートナーの自己管理

ページを使用してユーザーレコードに対して行われ

る変更は、［ユーザーパートナー管理］レコードタ

イプとともに表示されます。 

車両 いいえ デフォルトで監査されるフィールドはありません。 

監査関連のフィールドに関する考慮事項は次のとおりです。  

n [ユーザー]監査証跡については、必須フィールドは監査対象フィールドのリストで赤いテキストで表示されます。監査対
象フィールドのリストから必須フィールドのいずれかを削除した場合は、ユーザー監査証跡を保存できません。  

n 外部キーフィールドの場合、名前（IDではない）が保存され、監査証跡に表示されます。たとえば、[商談]レコードタ
イプに対する[取引先]フィールドを監査する場合、監査証跡には行IDではなく取引先名が表示されます。 

n 監査可能なレコードタイプでは、住所フィールドは使用できません。 

n ピックリストフィールドには、ユーザーの言語に依存する値（LDV）が表示されます。 

n レイアウトに表示されないID列は、監査には使用できません。 

次の手順では、レコードタイプの監査証跡をカスタマイズする方法について説明します。 

作業前の準備。この手順を実行するには、次のすべての権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n アプリケーションのカスタマイズ 

n フィールド監査の管理 

n 役割およびアクセスの管理 

レコードタイプの監査証跡をカスタマイズするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 
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3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 [フィールド監査セットアップ]セクションで、レコードタイプ[フィールド監査セットアップ]リンクをクリックします。 

5 （オプション）監査証跡でレコードの作成を追跡する場合は、［レコードタイプレコード作成の監査］を選択します。 

6 （オプション）監査証跡でレコードの削除または復元を追跡する場合は、［レコードタイプレコード削除 / 
復元の監査］を選択します。 

7 ［監査フィールドセットアップ］ページで、必要に応じて［使用可能項目］リストから［監査フィールド］リストにフィ
ールドを移動します。 

企業の設定の上限を超えた場合は、エラーメッセージが表示されます。 

［使用可能項目］リストには、そのレコードタイプでまだ監査が指定されていない標準のフィールドとカスタムフィ

ールドがすべて表示されます。 

8 ［保存］をクリックします。 

フィールドを有効にするとすぐに、監査が有効になります。 

注意: 
[招待者]レコードタイプは、[イベント]レコードタイプの子レコードタイプです。[イベント]レコードタイプのための[アプ
リケーションカスタマイズ]ページを使用して、[招待者]レコードタイプ用の監査証跡フィールドをカスタマイズし、[招待者
]レコードタイプ用の[監査証跡]関連情報セクションを設定できます。[招待者]レコードタイプ用の[監査証跡]関連情報セク
ションは、[招待者詳細]ページのレイアウトのみに追加できます。[招待者]レコードタイプ用の[監査証跡]関連情報セクショ
ンをイベント詳細ページのレイアウトに追加することはできません。また、招待者レコードの監査証跡をユーザーが表示でき

るようにするには、関連するアクセスプロファイルを更新して、ユーザーに[イベント]親レコードタイプ用の招待者の監査証
跡関連項目への読み取り専用アクセス権を付与する必要があります。 
 

レコードの変更されたフィールド内の情報について 
Oracle CRM On Demand 
では、次のシステムフィールドを使用してレコードに対する最新の変更に関する情報が保存されます。 

n 変更 (外部) 

n 変更 : 日付 

n 変更者 

n 変更 : 日付 (外部) 

特定の場合、Oracle CRM On 
Demandは1つ以上のこれらのフィールドに情報を書き込み、明示的なユーザーアクションに起因しないレコードに対する変
更を反映します。このため、ユーザーがレコードに加えた変更を追跡する場合、これらのフィールド内の情報を信頼しないこ

とをお勧めします。かわりに、監査証跡機能を使用してユーザーがレコードの特定のフィールドに加えた変更を追跡します。

レコードタイプの監査証跡のカスタマイズの詳細は、「監査証跡のカスタマイズ (ページ 
209)」を参照してください。フィールド設定、役割およびアクセスプロファイルに対する変更の表示方法の詳細は、「管理
設定変更の監査証跡の確認 (ページ 80)」を参照してください。  

次は、レコードの［変更者］フィールドに対するシステム変更の例です。ユーザーは、担当者のプライマリ取引先として担当

レコードにリンクされている取引先を削除します。削除した取引先レコードがデータベースから削除されると、削除した取引

先と担当者との間のリンクがデータベースから削除されます。リンクがデータベースから削除された後、次にユーザーが担当

者レコードを開いたとき、Oracle CRM On 
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Demandでは、担当者のプライマリ取引先として別のリンクされた取引先が選択され、その取引先のIDがプライマリ取引先
フィールドに書き込まれます。または、担当者にリンクされた取引先がない場合、Oracle CRM On 
Demandでは、それを反映するようにレコードが更新されます。次に、Oracle CRM On 
Demandによって、担当者レコードを開いたユーザーの名前で［変更者］フィールドが更新されます。 

さらに、グループによって所有されているレコードの場合、ユーザーをグループから削除した後に、レコードのシステムフィ

ールドの情報が自動的に更新されます。 
グループが所有している共有レコードの[所有者]フィールドに、グループから削除したユーザーの名前が表示される場合、そ
のレコードの[所有者]フィールドの名前は、前の所有者がグループから削除された後、グループの別のメンバーの名前に変更
されます。このような変更が商談レコードまたはポートフォリオレコードの所有権に対して行われると、レコードの最近の変

更に関する情報を格納するシステムフィールドが更新され、レコードがOracle管理者ユーザーによって更新されたことを示
す情報が表示されます。ただし、グループをサポートする他のレコードタイプの場合、システムフィールドは更新されません

。グループをサポートするすべてのレコードタイプでは、ユーザーがグループから削除された結果としてフィールドが変更さ

れた場合、[所有者]フィールドがそのレコードタイプに対して監査するように設定されていても、共有レコードの[所有者]フ
ィールドへの変更は監査証跡で追跡されません。 

レコードの［変更者］フィールドには、レコードを直接更新するのに必要なアクセス権や権限がないユーザーの名前も表示さ

れる可能性があります。たとえば、ユーザーの状態が［有効］から［無効］に、または［無効］から［有効］に変更されると

、［企業プロファイル］ページの［有効なユーザー］および［無効なユーザー］フィールドの値が更新されます。これらのフ

ィールドが変更された結果、その変更を行ったユーザーに企業プロファイルの更新に必要な権限がない場合でも、［企業プロ

ファイル］ページの［変更者］フィールドが更新され、ユーザーレコードを更新したユーザーの名前が表示されます。  
 

動的ページレイアウトの指定 
動的レイアウトでは、指定された状況に関連する情報のサブセットのみをエンドユーザーに管理させることにより、アプリケ

ーションを簡素化できます。たとえば、企業では、顧客タイプの取引先、見込み顧客タイプの取引先、パートナータイプの取

引先など、異なるタイプの取引先を追跡することがあります。動的ページレイアウト機能を使用すると、取引先タイプに基づ

いて、異なった取引先フィールドと関連項目を表示する複数のレイアウトを設定できます。また、これらのレイアウトを1つ
以上のユーザー役割に関連付けることができます。ユーザーが特定の取引先レコードをドリルダウンすると、そのユーザーの

役割と取引先タイプに基づいて、適切なページレイアウトが表示されます。 

レコードタイプに動的ページレイアウトを定義すると、定義済みピックリスト値を使用してページレイアウトの動的レンダリ

ングが行われます。ピックリストの値ごとに表示するページレイアウトを指定します。レコードで選択されたピックリスト値

に基づいて、同じレコードタイプでも別のレコードには別のページレイアウトが表示されるようになります。 

注: 
動的レイアウトを使用する場合、予測できない動作が発生する可能性があるため、内部ピックリストIDと同じピックリスト
値を使用できません。 

場合によっては、動的ページレイアウトとユーザー役割を関連付ける必要があります。動的ページレイアウトとユーザー役割

は、多対多の関係を設定できます。 

各ピックリスト値にはレイアウトを1つのみ関連付けますが、1つのページレイアウトを複数のピックリスト値に関連付ける
ことができます。ピックリスト値とページレイアウト間の関連付けの制限は200です。すでにユーザー役割に関連付けられて
いるレイアウトは削除できません。 

注意:ドライビングピックリストに関連付けられているすべての動的レイアウトに、ドライビングピックリストを含めること
をお勧めします。割り当てられたレイアウトのいずれかにドライビングピックリストがなく、そのレイアウトに関連付けられ

たピックリスト値を選択してレコード用に保存した場合、レイアウトにドライビングピックリストが表示されないため、フィ

ールドを編集できません。 

次の表に、各レコードタイプの定義済みドライビングピックリスト値を示します。 
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レコードタイプ ドライビングピックリスト 

取引先 取引先タイプ 

活動: アポイント タイプ 

活動: タスク  タイプ 

アポイント タイプ 

資産 資産タイプ 

ビジネス計画 タイプ 

コール活動 タイプ 

キャンペーン キャンペーンタイプ 

担当者 担当者タイプ 

カスタムオブジェクト 01-03 タイプ 

カスタムオブジェクト04以降 タイプ 

取引交渉登録 タイプ 

自動車ディーラー 状態 

イベント  タイプ 

資金 状態 

資金リクエスト 状態 

世帯 セグメント 

在庫監査レポート タイプ 

見込み客 見込み客情報源 

医学教育  タイプ 

メッセージプラン応答 タイプ 

メッセージプラン タイプ 

メッセージプラン項目 タイプ 

メッセージプラン項目関係 タイプ 

目標 タイプ 

商談 商談タイプ 

商談製品売上 タイプ 

パートナー パートナー組織状況 
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レコードタイプ ドライビングピックリスト 

パートナープログラム パートナータイプ 

保険 業種 

ポートフォリオ 取引先タイプ 

売上 タイプ 

売上: 取引先売上 タイプ 

売上: 担当者売上 タイプ 

サンプルトランザクション タイプ 

サービスリクエスト タイプ 

解決策 状態 

タスク タイプ 

車両 プロダクトタイプ 

車両財務情報 融資タイプ 

ページレイアウト名に使用できる文字数は制限されています。詳細は、「カスタムレイアウト制限について (ページ 
168)」を参照してください。 

ページレイアウトおよびリスト 
ユーザーが検索できるフィールド、リストに表示できるフィールド、およびエクスポートできるフィールドは、ページレイア

ウトと役割権限を使用して制限できます。ユーザーがレコードリストの作成や絞り込みを行い、高度な検索を使用してレコー

ドを検索する際は、そのユーザーの役割に割り当てられている権限とページレイアウトによって、検索および表示できるフィ

ールドが決まります。 

ユーザーの役割に対して[[検索]および[リスト]のすべてのフィールド]権限が有効な場合は、レコードタイプのユーザーの役
割に割り当てられた検索レイアウトで使用可能なすべての検索フィールドを検索できます。また、リストを作成または絞り込

む場合、ユーザーは、検索で返されるレコードのリストにカラムとして表示するフィールドを選択できます。 

注：企業の管理者が、［検索］および［リスト］のすべてのフィールド権限をユーザー役割の多くで使用可能にしないことを

お勧めします。その権限が使用可能でない場合、企業で使用しないフィールドは検索およびリストのページに表示されません

。これにより、不要な情報が削減され、ユーザーが最も必要なフィールドを表示することが容易になります。 

ユーザーの役割に対して［[検索]および[リスト]のすべてのフィールド］権限が無効な場合は、次の基準を両方とも満たす場
合のみ、フィールドを検索できます。 

n レコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた検索レイアウトで、フィールドが使用可能な検索フィールドであるこ
と。  

n 該当するレコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた［詳細］ページレイアウトにフィールドが表示されているこ
と。役割に動的ページレイアウトが定義されている場合は、少なくともその動的ページレイアウトの1つにフィールドが
表示されている必要があります。  

また、リストを作成または絞り込む場合は、レコードタイプのユーザーの役割に割り当てられた（動的ページレイアウトを含

む）少なくとも1つの［詳細］ページレイアウトにフィールドが表示されている場合にのみ、ユーザーは、検索で返されるレ
コードのリストにカラムとして表示するフィールドを選択できます。この制約は、リスト内のエクスポートできるフィールド
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にも影響します。ユーザーの役割で[リスト - 表示されたフィールドのエクスポート]権限が有効で、[リスト - 
すべてのフィールドのエクスポート]権限が無効の場合は、リストに表示されているフィールドのみエクスポートできます。
ユーザーはリスト内のレコードのすべてのフィールドをエクスポートすることはできません。 

注: 
親レコードの関連レコードのリストで[高度な検索]リンクから開始する高度な検索の場合、追加の考慮事項が、検索フィール
ドが使用できるかどうかおよび検索結果に表示可能なフィールドに適用されます。詳細は、「関連レコードの高度な検索につ

いて」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限と［カスタムアプリケーション - 
動的レイアウトの管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

動的ページレイアウトを作成または変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 ［動的レイアウト管理］セクションで、［レコードタイプ動的レイアウト］リンクをクリックします。 

5 ［動的ページレイアウト］リストで、次の該当する操作を行います。 

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のレイアウトを変更します。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

動的レイアウトウィザードの指示に従って手順を完了します。 

6 ステップ1の［レイアウト名］で、次の操作を行います。  

a 動的レイアウトの名前を入力します。 

b デフォルトのレイアウトを選択します。このレイアウトは、次のステップでデフォルトのレイアウトとして提示され
ます。 

［ドライビングピックリスト］フィールドには、ピックリストが表示されます。ピックリストの値により、ユーザー

の画面に表示されるレイアウトが決定されます。   

7 ステップ2のフィールドの割当では、各ピックリスト値をレイアウト名と関連付けます。  

注:各動的ページレイアウトについて、ドライビングピックリスト値とページレイアウト間の関連付けの制限は200
です。 

レコードに対応するピックリスト値がある場合、選択したレイアウトが表示されます。 

8 ［終了］をクリックします。 

関連トピック 
パーソナライズページレイアウトが動的ページレイアウトとやり取りする方法:  

n パーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 220) 
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n パーソナライズ項目レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 224) 
 

パーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする

方法 
各ユーザーの役割には、レコードタイプごとにページレイアウトが割り当てられています。ページレイアウトによって、様々

なレコードタイプのレコードを作成、表示および編集するページに表示されるフィールド、ページセクション、および関連情

報セクションが決定されます。ユーザー役割の［詳細ページのパーソナライズ - 
関連情報］権限が有効になっている場合、ユーザーはレコードタイプの［詳細］ページで関連情報セクションのレイアウトを

パーソナライズできます。 
ユーザーは、関連情報セクションを表示または非表示にしたり、［詳細］ページに表示される関連情報セクションの順序を変

更できます。 

注: 
ユーザー役割の設定によっては、ユーザーがレコードページの項目レイアウトをパーソナライズできる場合があります。詳細

は、「パーソナライズ項目レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 224)」を参照してください。 

必要に応じて、パーソナライズしたバージョンのページレイアウトを役割のデフォルト設定にリセットできます。詳細は、「

パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 337)」を参照してください。  

パーソナライズ関連情報レイアウトが静的ページレイアウトとやり取りする方法 
静的ページレイアウトを使用している場合、特定のレコードタイプのすべてのレコードで同じレイアウトが使用されます。ユ

ーザーが静的［詳細］ページレイアウトの関連情報セクションのパーソナライズレイアウトを作成すると、次のような動作に

なります。 

n ユーザーがレコードタイプの［詳細］ページの関連情報セクションのレイアウトを変更した後は、そのタイプのレコード
の［詳細］ページをユーザーがオープンするたびに、ユーザーのパーソナライズレイアウトが使用されます。 

n ユーザーがパーソナライズした関連情報セクションのレイアウトは、次のいずれかのアクションが発生するまで、そのレ
コードタイプのすべてのレコードに対して引き続き使用されます。 

n ユーザーが関連情報セクションのパーソナライズレイアウトを再度編集した場合。 

n ユーザーが、レイアウトをユーザーの役割のデフォルトページレイアウトにリセットした場合。 

注: 
項目レイアウトをデフォルトレイアウトに戻しても、関連情報セクションのパーソナライズレイアウトには

影響しません。同様に、関連情報セクションのパーソナライズレイアウトをデフォルトレイアウトに戻して

も、レコードタイプのパーソナライズ項目レイアウトには影響しません。 

n ユーザーの役割のページレイアウトを、企業の管理者がデフォルトページレイアウトにリセットした場合。 

注: 
管理者がレコードタイプのページレイアウトを役割のデフォルトレイアウトにリセットした場合、パーソナ

ライズ項目レイアウト、およびそのレコードタイプの関連情報セクションのパーソナライズレイアウトはす

べて、その役割を持つユーザーのデフォルトに戻されます。ただし、管理者がレコードの新しいページレイ

アウトを役割に割り当てる場合、その役割を持つすべてのユーザーにはレコードタイプの新しい項目レイア

ウトが表示されますが、ユーザーが関連情報レイアウトをデフォルトレイアウトに戻すまで、レコードタイ

プの関連情報セクションのパーソナライズレイアウトが引き続き表示されます。 

n ユーザー役割のデフォルトページレイアウトにある使用可能なリストおよび表示対象の関連情報セクションを企業の管理
者が変更すると、次のような動作になります。 
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n 以前に使用不可だった関連情報セクションを、デフォルトページレイアウトにある表示対象セクションのリストまた
は使用可能セクションのリストに企業の管理者が移動しても、そのセクションは、対応するユーザーパーソナライズ

レイアウトに自動的には表示されません。新しく使用可能になったセクションを表示する必要がある場合、ユーザー

がパーソナライズレイアウトを編集して、表示対象セクションのリストにそのセクションを追加する必要があります

。  

n 企業の管理者がデフォルトページレイアウトで、表示対象セクションのリストから使用可能セクションのリストに関
連情報セクションを移動した場合、そのセクションがユーザーのパーソナライズレイアウトに既に表示されている場

合は、ユーザーがそのセクションをパーソナライズレイアウトの表示対象セクションのリストから削除するか、レイ

アウトをデフォルトレイアウトにリセットするまで、そのセクションは引き続き表示されます。 

n 企業の管理者がデフォルトページレイアウトの表示不可セクションのリストに関連情報セクションを移動した場合、
そのセクションがユーザーのパーソナライズレイアウトに既に表示されている場合は、そのユーザーのレコードの［

詳細］ページにそのセクションが引き続き表示されます。ただし、［詳細］ページのパーソナライズレイアウトをユ

ーザーが次回編集すると、レイアウトの表示対象セクションのリストにそのセクションはもう表示されず、［個人レ

イアウト］ページで［保存］をクリックすると、使用不可のセクションがレイアウトから削除され、レコードの［詳

細］ページに表示されなくなります。 

パーソナライズ関連情報レイアウトが動的ページレイアウトとやり取りする方法 
一部のレコードタイプでは、企業の管理者が動的ページレイアウトを作成できます。動的ページレイアウトでは、レコードの

フィールドのピックリスト値を使用して、レコードのページレイアウトの動的レンダリングが決定されます。たとえば、取引

先タイプが［顧客］の取引先の［詳細］ページに対しては、特定のレイアウトをユーザーに表示する必要があり、取引先タイ

プが［競合会社］の取引先には、別のページレイアウトを表示する必要がある場合があります。その場合、企業の管理者は、

［取引先詳細］ページに対して動的ページレイアウトを設定して、必要に応じてユーザーの役割に割り当てることかできます

。 

動的レイアウトを使用する場合、企業プロファイルの［個別の動的ページレイアウトのパーソナライゼーションを有効化］チ

ェックボックスで、1つのレコードタイプに対して関連情報セクションのパーソナライズレイアウトの作成を1つのみユーザ
ーに許可するのか、複数のパーソナライズレイアウトの作成を許可するのかを制御できます。各動的ページレイアウトのパー

ソナライズの有効化チェックボックスは、次のように動作します。    

n 企業プロファイルで［個別の動的ページレイアウトのパーソナライゼーションを有効化］チェックボックスがオフになっ
ている場合、ユーザーは1つのレコードタイプに対して関連情報セクションのパーソナライズレイアウトを1つしか作成
できません。関連情報セクションのユーザーのパーソナライズレイアウトは、ページレイアウトの動的レンダリングを決

定するピックリストフィールドの値に関係なく、そのレコードタイプのすべてのレコードの［詳細］ページに使用されま

す。 

たとえば、前述のように［取引先］レコードタイプに動的レイアウトが使用されているとします。［競合会社］取引

先タイプの取引先の［詳細］ページで作業中に、関連情報セクションのレイアウトをユーザーが変更すると、取引先

タイプに関係なく、すべての取引先レコードの［詳細］ページで、関連情報セクションのパーソナライズレイアウト

が使用されます。 

レイアウトをパーソナライズした後、ユーザーがそのパーソナライズレイアウトに加えた変更はすべて、そのタイプ

のすべてのレコードの［詳細］ページに反映されます。ユーザーがレコードタイプの関連情報セクションのレイアウ

トをユーザーの役割のデフォルトレイアウトにリセットすると、そのレコードタイプの動的ページレイアウトが［詳

細］レコードページに使用されます。 

たとえば、前述のように［取引先］レコードタイプに動的レイアウトが使用されているとします。ユーザーが［取引

先］レコードタイプの関連情報セクションのレイアウトをユーザーの役割のデフォルトレイアウトにリセットすると

、取引先タイプ［競合会社］または［顧客］の適切な動的ページレイアウトが使用されます。 

n 企業プロファイルで［個別の動的ページレイアウトのパーソナライゼーションを有効化］チェックボックスがオンになっ
ている場合、ユーザーはピックリストフィールドの各値（この値がページレイアウトの動的レンダリング内容を決定しま

す）に対して関連情報セクションのパーソナライズレイアウトを1つずつ作成できます。ピックリスト値用に作成したユ
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ーザーのパーソナライズレイアウトは、そのピックリスト値が選択されている同タイプのレコードをユーザーが開くたび

に使用されます。 

ピックリスト値用の関連情報セクションの個人レイアウトを作成した後、ユーザーはそのパーソナライズレイアウト

をさらに変更したり、その他のピックリスト値用のパーソナライズレイアウトを作成したりできます。ユーザーは、

すべてのピックリスト値の関連情報セクションをデフォルトページレイアウトにリセットすることもできます。 

企業プロファイルの［個別の動的ページレイアウトのパーソナライゼーションを有効化］チェックボックスの設定に関係なく

、ユーザーの関連情報セクションのパーソナライズレイアウトとユーザーの役割のページレイアウトとの間で次のやりとりが

行われます。  

n ユーザー役割のデフォルトページレイアウトにある使用可能なリストおよび表示対象の関連情報セクションを企業の管理
者が変更すると、次のような動作になります。 

n 以前に使用不可だった関連情報セクションを、デフォルトページレイアウトにある表示対象セクションのリストまた
は使用可能セクションのリストに企業の管理者が移動しても、そのセクションは、対応するユーザーパーソナライズ

レイアウトに自動的には表示されません。新しく使用可能になったセクションを表示する必要がある場合、ユーザー

がパーソナライズレイアウトを編集して、表示対象セクションのリストにそのセクションを追加する必要があります

。  

n 企業の管理者がデフォルトページレイアウトで、表示対象セクションのリストから使用可能セクションのリストに関
連情報セクションを移動した場合、そのセクションがユーザーのパーソナライズレイアウトに既に表示されている場

合は、ユーザーがそのセクションをパーソナライズレイアウトの表示対象セクションのリストから削除するか、レイ

アウトをデフォルトレイアウトにリセットするまで、そのセクションは引き続き表示されます。 

n 企業の管理者がデフォルトページレイアウトの表示不可セクションのリストに関連情報セクションを移動した場合、
そのセクションがユーザーのパーソナライズレイアウトに既に表示されている場合は、そのユーザーのレコードの［

詳細］ページにそのセクションが引き続き表示されます。ただし、［詳細］ページのパーソナライズレイアウトをユ

ーザーが次回編集すると、レイアウトの表示対象セクションのリストにそのセクションはもう表示されず、［個人レ

イアウト］ページで［保存］をクリックすると、使用不可のセクションがレイアウトから削除され、レコードの［詳

細］ページに表示されなくなります。 

各動的ページレイアウトのパーソナライズの有効化オプションの変更について 
企業の管理者は、企業プロファイルで各動的ページレイアウトのパーソナライズの有効化チェックボックスの設定を変更でき

ます。チェックボックスの設定を変更すると、ユーザーに表示される関連情報セクションのレイアウトに影響する場合があり

ます。この設定を変更したときのユーザー表示に関する影響は、次の条件によって決まります。 

n チェックボックスの以前の状態がオンであったかどうか（レコードタイプの各ピックリスト値に対してユーザーが関連情
報セクションのパーソナライズレイアウトを1つずつ作成できたかどうか）。 

n 動的レイアウトが使用されるページに対し、ユーザーが関連情報セクションのパーソナライズレイアウトを1つ作成して
いたのか、それとも複数作成していたのか。 

次の表は、選択解除されている状態で各動的ページレイアウトのパーソナライズの有効化チェックボックスを選択したときの

、ユーザー表示への影響を示しています。 

ユーザーがレコードタイ

プに対して1つのパーソ
ナライズレイアウトを作

成していましたか。 

ユーザーがレコードタイプ

の各ピックリスト値ごとに

パーソナライズレイアウト

を作成していましたか。 

 

チェックボックスを選択し

た後の動作 

はい いいえ レコードタイプに対し、ロ

ールに関連付けられたデフ
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ユーザーがレコードタイ

プに対して1つのパーソ
ナライズレイアウトを作

成していましたか。 

ユーザーがレコードタイプ

の各ピックリスト値ごとに

パーソナライズレイアウト

を作成していましたか。 

 

チェックボックスを選択し

た後の動作 

ォルトの動的ページレイア

ウトのセットが使用されま

す。 

はい はい 各ピックリスト値用にユー

ザーが作成していたパーソ

ナライズレイアウトが使用

されます。  

いいえ いいえ レコードタイプに対し、ロ

ールに関連付けられたデフ

ォルトの動的ページレイア

ウトのセットが使用されま

す。 

いいえ はい 各ピックリスト値用にユー

ザーが作成していたパーソ

ナライズレイアウトが使用

されます。 

次の表は、選択されている状態の各動的ページレイアウトのパーソナライズの有効化チェックボックスを選択解除したときの

、ユーザー表示への影響を示しています。 

ユーザーがレコードタイ

プに対して1つのパーソ
ナライズレイアウトを作

成していましたか。 

ユーザーがレコードタイプ

の各ピックリスト値ごとに

パーソナライズレイアウト

を作成していましたか。 

 

チェックボックスを選択解

除した後の動作 

はい いいえ ユーザーが以前に作成して

いた1つのパーソナライズレ
イアウトが使用されます。 

はい はい ユーザーが以前に作成して

いた1つのパーソナライズレ
イアウトが使用されます。 

いいえ いいえ レコードタイプに対し、ロ

ールに関連付けられたデフ

ォルトの動的ページレイア

ウトのセットが使用されま

す。 
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ユーザーがレコードタイ

プに対して1つのパーソ
ナライズレイアウトを作

成していましたか。 

ユーザーがレコードタイプ

の各ピックリスト値ごとに

パーソナライズレイアウト

を作成していましたか。 

 

チェックボックスを選択解

除した後の動作 

いいえ はい レコードタイプに対し、ロ

ールに関連付けられたデフ

ォルトの動的ページレイア

ウトのセットが使用されま

す。 

注: 
ユーザーが以前に作成したパーソナライズレイアウトと現在のデフォルトレイアウトが異なる場合は、［個別の動的ページレ

イアウトのパーソナライゼーションを有効化］チェックボックスの設定を変更した後に、役割のページレイアウトをデフォル

トレイアウトにリセットできます。ただし、役割のレイアウトをリセットすると、パーソナライズ項目レイアウトがデフォル

トレイアウトにリセットされ、関連情報セクションのレイアウトもリセットされます。または、ユーザーが関連情報セクショ

ンのレイアウトをデフォルトにリセットするよう勧めることもできます。 

関連トピック 
ページレイアウトの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 

n 動的ページレイアウトの指定 (ページ 216) 

n パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 337) 

n パーソナライズ項目レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 224) 
 

パーソナライズ項目レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 
ユーザー役割が次のように設定されている場合、ユーザーはレコードタイプの［詳細］ページで項目レイアウトをパーソナラ

イズできます。 

n 役割の［詳細ページのパーソナライズ - 項目］権限が有効になっています。  

n カスタムページレイアウトは、レコードタイプの役割に割り当てられています。 

注: 
標準レイアウトがレコードタイプの役割に割り当てられた場合、ユーザーはそのレコードタイプの項目レイアウトをパーソナ

ライズできません。また、ユーザーがその役割に割り当てられたカスタムページレイアウトのすべてではなく一部をパーソナ

ライズできるようにユーザー役割を構成できません。ユーザー役割に［詳細ページのパーソナライズ - 
項目］権限が含まれている場合、その役割を持つユーザーはその役割に割り当てられたカスタムページレイアウトのすべてを

パーソナライズできます。 

カスタムページレイアウトを設定すると、特定の項目が常にレイアウト上に表示される必要があることを指定できます。必須

項目およびレイアウト上に常時表示されるように指定した項目を除いて、ユーザーはパーソナライズレイアウト上の項目を表

示または非表示にできます。［詳細］ページに表示される項目の順序を変更することもできます。ユーザーはデフォルトレイ

アウトに表示されない項目をパーソナライズレイアウトに追加できません。ユーザーは静的レイアウトと動的レイアウトの両

方の項目レイアウトをパーソナライズできます。 
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注: 
ユーザー役割の設定によっては、ユーザーがレコードの［詳細］ページの関連情報セクションのレイアウトをパーソナライズ

できる場合もあります。詳細は、「パーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 
(ページ 220)」を参照してください。 

ユーザーがパーソナライズ項目レイアウトを作成した後は、次のいずれかのアクションが発生するまで、そのユーザーがその

レコードタイプのレコードを開くまたは編集するたびに、そのレイアウトが使用されます。  

n ユーザーは項目レイアウトを再び変更します。 

n ユーザーはページをデフォルト項目レイアウトに戻します。 

注: 
項目レイアウトをデフォルトレイアウトに戻しても、関連情報セクションのパーソナライズレイアウトには影響しま

せん。同様に、関連情報セクションのパーソナライズレイアウトをデフォルトレイアウトに戻しても、レコードタイ

プのパーソナライズ項目レイアウトには影響しません。 

n 管理者は、ユーザーの役割のページレイアウトをデフォルトレイアウトにリセットするか、またはそのレコードタイプの
役割に別のレイアウトを割り当てます。 

注: 
管理者がレコードタイプのページレイアウトを役割のデフォルトレイアウトにリセットした場合、パーソナライズ項

目レイアウト、およびそのレコードタイプの関連情報セクションのパーソナライズレイアウトはすべて、その役割を

持つユーザーのデフォルトに戻されます。ただし、管理者がレコードの新しいページレイアウトを役割に割り当てる

場合、その役割を持つすべてのユーザーにはレコードタイプの新しい項目レイアウトが表示されますが、ユーザーが

関連情報レイアウトをデフォルトレイアウトに戻すまで、レコードタイプの関連情報セクションのパーソナライズレ

イアウトが引き続き表示されます。 

新規レコードページの項目レイアウトについて 
ユーザーのパーソナライズレイアウトは、新規レコードページ用のカスタムレイアウトがレコードタイプ用のユーザーの役割

に割り当てられていない限り、ユーザーがそのレコードタイプの新規レコードの情報を入力するページでも使用されます。新

規レコードページのカスタムレイアウトが、すべてのケースで使用するユーザーの役割に割り当てられている場合、ユーザー

のパーソナライズレイアウトが新規レコードページに使用されることはありません。ただし、新規レコードページ用のカスタ

ムレイアウトがユーザーがアクションバーまたはグローバルヘッダーからレコードを作成する場合にのみ使用されるとユーザ

ーの役割で指定されている場合、ユーザーのパーソナライズ項目レイアウトはユーザーがOracle CRM On 
Demandのその他の領域からレコードを作成する場合に使用されます。 

ユーザーが項目レイアウトをパーソナライズした後にページレイアウトが変更された場合の
動作 
特定の役割を持つユーザーがレコードタイプの項目レイアウトをパーソナライズした後、管理者がその役割のデフォルトレイ

アウトを変更する場合があります。管理者が行う変更に応じて、レイアウトに対する変更とパーソナライズレイアウトは次の

ようにやり取りします。 

n 管理者が異なる詳細ページレイアウトをレコードタイプの役割に割り当てた場合、その役割を持つすべてのユーザーに次
回のOracle CRM On 
Demandへのサインイン時にレコードタイプの新しい項目レイアウトが表示されます。ただし、管理者が後で当初のペ
ージレイアウトを役割に再割当すると、ユーザーにはパーソナライズされたレイアウトが再度表示されます。 

n 管理者が、役割に割り当てられた［詳細］ページ用の項目レイアウト上の項目の、存在、レイアウト、または特性に対し
て変更を加えた場合、その変更はパーソナライズレイアウトに自動的には適用されません。次に例を示します。 

n 管理者が［詳細］ページレイアウトから項目を削除しても、その項目はパーソナライズレイアウトから削除されませ
ん。また、ユーザーがそのページレイアウト用の［個人レイアウト - 
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項目］ページを開いた場合、管理者が削除した項目は、ユーザーが指定したとおりレイアウト内のいずれかのセクシ

ョンまたは［使用可能項目］リストで引き続き使用可能です。 

n 管理者が［詳細］ページレイアウトに項目を追加しても、新しい項目はパーソナライズレイアウトに表示されません
。また、ユーザーがそのページレイアウト用の［個人レイアウト - 
項目］ページを開いた場合、管理者が追加した項目は、レイアウト内のどのセクションまたは［使用可能項目］リス

トにも表示されません。 

n 管理者が［詳細］ページレイアウトから項目を削除しても、変更はパーソナライズレイアウトに自動的に反映されま
せん。たとえば、管理者が以前はページレイアウトで必須ではなかった項目を必須にしても、その項目はレイアウト

をパーソナライズしたユーザーの必須項目になりません。同様に、管理者が項目の常にレイアウトに表示チェックボ

ックスをオンにした場合、管理者が変更を加えた後にユーザーがパーソナライズレイアウトにさらに更新を加えても

、ユーザーはパーソナライズレイアウトに項目を表示するように要求されません。 

管理者が役割を持つすべてのユーザーに項目レイアウトへの変更を適用する場合、管理者はページレイアウトを役割のデフォ

ルトレイアウトにリセットする必要があります。または、ユーザーはページレイアウトをデフォルトにリセットしてからオプ

ションとしてレイアウトを再度パーソナライズすることができます。 

関連トピック 
ページレイアウトの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 

n 動的ページレイアウトの指定 (ページ 216) 

n パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 337) 

n パーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウトとやり取りする方法 (ページ 220) 
 

URLの標準化について 
Oracle CRM On Demandでは、Webリンク、WebタブおよびWebアプレットで次のURLを使用すると、Oracle CRM On 
Demandの将来のリリースでも動作するようにするために、すべてのレコードタイプの様々なURLが標準化されています。      

n レコードタイプのホームページのオープン 

n レコードIDを使用したレコードの詳細ページのオープン 

n レコードIDを使用したレコードの編集ページのオープン 

n ページレイアウトを決定するためのドライビングピックリストフィールド値が事前入力されたレコードの作成または編集 

n カスケード式ピックリストフィールドの親ピックリストおよび関連ピックリストの値が事前入力されたレコードの作成ま
たは編集 

n ［セールス ステージ］フィールドを更新してセールスプロセスを開始するための商談レコードの更新 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 (ページ 227) 

n カスタムWebアプレットについて (ページ 177) 
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n レコードタイプのWebアプレットの作成 (ページ 180) 

n グローバルWebアプレットの作成 (ページ 236) 

n Web リンクの設定 (ページ 141) 

n RSSフィードアプレットの使用 

 
 

タブ内の外部Webページ、レポートおよびダッシュボードの表示 
Oracle CRM On Demand内では、Web 
コンテンツをタブに表示することができます。Webコンテンツは、外部WebページやWebから入手可能な企業データなどで
す。たとえば、Oracle CRM On 
Demandで作業しているサービス要員に、在庫情報を別のWebアプリケーションで追跡させることができます。この要件を
満たすには、Oracle CRM On 
Demandのメインコンテンツエリアに、外部Webアプリケーションを表示するカスタムWebタブを作成します。分析カタロ
グのレポートおよびダッシュボードをカスタムWebタブに埋め込むこともできます。 

注: Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

Webコンテンツ、レポートおよびダッシュボードを含むカスタムWebアプレットを作成することもできます。カスタムWeb
アプレットの概要とカスタムWebタブとの違いについては、「カスタムWebアプレットについて (ページ 
177)」を参照してください。 

注意: Oracle CRM On Demandでのカスタマイズコードの使用に適用される考慮事項の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての重要な考慮事項 (ページ 238)」を参照してください。 

カスタムWebタブを表示するには、役割管理ウィザードを使用して、必要なユーザー役割にタブを追加する必要があります
。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

Oracle CRM On Demandページに外部情報を表示する場合は、あらかじめ次の点を確認しておく必要があります。 

n 外部アプリケーションにWebインターフェイスがある   

n 外部アプリケーションまたはWebページがブラウザウィンドウの完全な制御を要求しない 

レポートまたはダッシュボードをWebタブに埋め込むには、レポートまたはダッシュボードを[共有フォルダ]にあるアクセ
ス可能なフォルダに格納する必要があります。 

注：シングルサインオンなどの機能を使用する予定がある場合や、WebサイトとOracle CRM On 
Demandを統合する場合は、企業でWebサービスを確実に有効にする必要があります。 

外部Webページをタブに表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［カスタムWebタブ］リンクをクリックします。 
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4 カスタムタブリストページで、［新規］をクリックします。 

5 ［カスタム Web タブ］ページで、下の表を使用して必要な情報を入力し、レコードを保存します。 

6 （オプション）更新した名前を、企業で有効にした他の言語に翻訳する必要があることを示すには、Webタブの［翻訳
］チェックボックス（［カスタムWebタブリスト］ページ上）をオンにします。 

フィールド  コメント 

名前 カスタムWebタブの名前。 

タイプ 作成するWebタブのタイプ（URL、HTML、レポートまたはダッシュボード）を選
択します。 
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フィールド  コメント 

ユーザーおよびシステ

ムフィールド 

 

Oracle CRM On 
DemandでWebアプレットを作成する前に、文字エンティティの参照としてエス
ケープされる可能性がある文字がフィールドに含まれている場合は、%%%User 
Id%%%などのパラメータフィールド変数の使用方法を注意深く考慮してください
。  

パラメータフィールド変数をHTMLに挿入する際には、&などのフィールド名の文
字が対応する文字エンティティの参照（この場合は&#38;）にエスケープされ、ブ
ラウザでエンティティの参照が展開されて参照されている文字が表示されます。た

とえば、A&B Manufacturingという企業名でホームページのHTML 
Webアプレットを作成するとします。[ユーザーおよびシステムフィールド]ドロッ
プダウンリストから[企業名]を選択して、%%%Company 
name%%%という変数を挿入できます。この変数の値は実行時にA&#38;B 
Manufacturingになり、ブラウザにはA&B 
Manufacturingと表示されます。ただし、JavaScriptコードでは文字エンティテ
ィの参照が展開されないため、参照可能なコンテキストに変数を置き、文書のDO
Mから取得して必要に応じてエンコードします。これらの相違をWebアプレットH
TMLコードの次の例に示します。 

<span id=”companyname” style=”display:none” data-

value=”%%%Company name%%%”></span> 

<script type=”text/javascript”> 

var var1 = ”%%%Company name%%%”;  

var var2 = 

document.getElementById(“companyname”).getAttribute(“data-

value”);  

</script> 

var1の値は“A&#38;B Manufacturing”に、var2の値は“A&B 
Manufacturing”になります。var1とvar2の値が異なるのは、HTMLタグおよびデ
ータのエンティティの参照がブラウザでは展開されますが、<script>エレメント
内では展開されないためです。 

［ユーザーおよびシステムフィールド］ドロップダウンリストからオプションを選

択して、カーソルの現在の位置にある［URL］または［HTML］フィールドにパラ
メータフィールドを追加します。たとえば、ドロップダウンリストから［ユーザー 
ID］を選択すると、カーソルの位置に応じて［URL］または［HTML］フィールド
に%%%User 
id%%%が挿入されます。実行時、このパラメータは、サインインしているユーザ
ーのユーザーIDと置き替えられます。 

もう1つの例として、リストから[ホスト名]を選択した場合、カーソルの位置に%
%%Hostname%%%が挿入されます。実行時、このパラメータは、Oracle CRM 
On 
Demandが動作しているサーバーのホスト名と置き替えられます。環境の移行時に
Oracle CRM On 
Demandホスト名を手動で変更する必要がなくなるため、Oracle CRM On 
DemandへのURLを含む設定では便利です。 

詳細は、「ユーザーおよびシステムフィールド (ページ 
148)」を参照してください。  
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フィールド  コメント 

URL 注:この設定は、［タイプ］メニューから［URL］を選択した場合のみ利用できま
す。 

ユーザーがハイパーリンクをクリックしたときに呼び出されるURL（www.oracle.
comなど）を入力します。URLのhttp://部分は、入力する必要がありません。UR
Lが有効なUniform Resource 
Identifier（URI）であることを確認してください。有効でない場合、ユーザーが
［カスタム Web 
タブ］にアクセスすると、埋め込みコンテンツのかわりにエラーメッセージが表示

されます。 

注意: Oracle CRM On 
DemandのURLの標準化の詳細は、「URLの標準化について (ページ 
226)」を参照してください。 

また、［URL］フィールドにカーソルを置き、［ユーザーおよびシステムフィール
ド］ドロップダウンリストを選択することにより、コンテキスト依存のパラメータ

を挿入できます。このアクションにより、［URL］フィールドにフィールドパラメ
ータ（%%%fieldname%%%で指定）が挿入され、ユーザーが値をクリックし
たときに、現在のレコードに基づいたフィールド値に置き替わります。URLを指定
しない場合、タブをクリックするとその移動先は空のURLになります。 

各ブラウザにはURLの最大長があります。この長さを超えてURLを指定した場合、
ユーザーがWebタブをクリックすると、ブラウザで予期しない動作が見られること
があります。 

注: 
URLを使用して、レポートまたはダッシュボードをURLタイプのカスタムWebタブ
に埋め込むことができますが、この機能は完全にサポートされているわけではあり

ません。アップグレード後にURLが機能しない場合があります。 

HTMLヘッド追加 注:この設定は、［タイプ］メニューから［HTML］を選択した場合のみ利用できま
す。 

入力したHTMLは、Webタブを追加するページのHTMLコード内部の<iframe>エ
レメントのsrc属性で使用されます。［WebタブHTML］フィールドに追加したコ
ードはすべて、<iframe>エレメントに追加されます。このフィールド内で、HTM
Lの<head>セクションに埋め込んだJavaScriptファイルへの参照を含めることが
できます。  

Oracle CRM On 
Demandページ内でのJavaScriptファイルの参照はサポートされません。このフ
ィールドに入力したすべての内容が<head>タグに追加されます。 
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フィールド  コメント 

WebタブHTML  注:この設定は、［タイプ］メニューから［HTML］を選択した場合のみ利用できま
す。 

入力したHTMLは、Webタブを追加するページのHTMLコード内部の<iframe>エ
レメントのsrc属性で使用されます。［WebタブHTML］フィールドに追加したコ
ードはすべて、<iframe>エレメントに追加されます。このフィールドに入力した
すべての内容が<body>タグに追加されます。 

パス 注: 
このフィールドは、[タイプ]メニューから[レポート]または[ダッシュボード]を選
択した場合にのみ使用できます。 

[ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックしてから、[共有フォルダ]にある
必要なレポートまたはダッシュボードに移動し、[OK]をクリックします。 

[パス]フィールドは、レポートまたはダッシュボードの選択後に自動入力されます
。 

パラメータ 注: 
このフィールドは、[タイプ]メニューから[レポート]または[ダッシュボード]を選
択した場合にのみ使用できます。 

（オプション）実行時にレポートまたはダッシュボードに適用されるフィルターを

指定する場合、[パラメータ]フィールドにフィルターを指定します。 

フィルターの指定の詳細は、「埋め込みのレポートおよびダッシュボードのフィル

ターの指定について」を参照してください。 

説明 Webタブの説明を入力します。  

高さ Webタブのピクセル値を入力します。  

幅 Webタブのピクセル値を入力します。  

[クラシック]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、クラシックテーマでWebタ
ブに使用するアイコンを選択します。 

[モダン]アイコン [ルックアップ]アイコン（虫めがね）をクリックして、モダンテーマでWebタブに
使用するアイコンを選択します。 

注： この更新した名前を他の有効な言語で表示する場合は、［翻訳］チェックボックスをオンにします。他の言語
では（または、このページの［翻訳言語］リストから別の言語を選択した場合は）、翻訳した名前を手動で入力する

までは、更新された名前は括弧で囲まれた青いテキストで表示されます。この青いテキストの更新された名前は、翻

訳する必要がある用語を追跡する場合に役立ちます。 

Oracle CRM On 
DemandにカスタムWebページを追加した後は、これをユーザーが表示する前に、ユーザーが使用できるようにする必要が
あります。実行方法については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 
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ピックリスト値グループについて 
企業では、ピックリストフィールドで使用できる値を、フィールドに定義された値のサブセットに制限できるため、レコード

タイプの特定のピックリストフィールドをOracle CRM On 
Demandのすべてのユーザーが使用できるようにする一方で、フィールドのピックリストに表示される値を制限できます。
ピックリストフィールドの値を制限するには、ピックリスト値グループを設定し、ピックリストフィールドの値をピックリス

ト値グループにマップします。このように、ユーザーがピックリストから選択できる値のセットをピックリスト値グループに

よって制御できます。  

ピックリスト値グループフィールドは、一部のレコードタイプに対するページレイアウトに追加できます。このフィールドを

使用すると、ユーザーは、作成されたピックリスト値グループを選択できます。この結果、レコードで選択されたピックリス

ト値グループによって制御されるピックリストフィールドでは、ピックリスト値グループにマップされている値のみがピック

リストに表示されます。ピックリスト値グループによって制御されるピックリストフィールドは、ピックリストフィールドが

カスケード式ピックリストで使用される場合と同じ方法で制御されます。ピックリスト値グループを使用できるレコードタイ

プのリストについては、「ピックリスト値グループおよび部署をサポートするレコードタイプ (ページ 
235)」を参照してください。 

たとえば、企業にOracle CRM On 
Demandを使用するコールセンターが3つあるとします。コールセンターの所在地およびコールセンターで扱う製品に応じて
、個々のコールセンターでユーザーが選択可能な値として、Oracle CRM On 
Demandのいくつかのピックリストフィールドの値が有効にならない場合があります。このような場合、3つのピックリスト
値グループ（つまり、各コールセンターに1つのピックリスト値グループ）を設定できます。次に、関連する各ピックリスト
フィールドの値のサブセットを各ピックリスト値グループにマップできます。ピックリスト値グループフィールドをレコード

タイプのページレイアウトに追加すると、ユーザーは、レコードのピックリスト値グループフィールドで、コールセンターに

適切なピックリスト値グループを選択できます。これによって、レコードのピックリストフィールドで選択できるのは、コー

ルセンター用に選択したピックリスト値グループにマップした値に制限されます。このようにピックリストフィールドで使用

できる値を制御すると、無効なデータがレコードに記録されるリスクを低減できます。 

ピックリスト値グループおよび部署について 
企業で［部署］レコードタイプを使用している場合は、部署をピックリスト値グループに関連付けることもできます。部署お

よびその設定方法は、「部署の設定 (ページ 
68)」を参照してください。各部署は、1つのピックリスト値グループにのみ関連付けることができます。ユーザーが1つ以上
の部署に関連付けられている場合は、部署をサポートするレコードタイプのレコードをユーザーが作成すると、ユーザーのプ

ライマリ部署がレコードに自動的に割り当てられます。［部署］フィールドとピックリスト値グループフィールドの両方が［

詳細］ページレイアウトに存在し、ピックリスト値グループがユーザーのプライマリ部署に関連付けられている場合は、レコ

ードのピックリスト値グループフィールドにそのピックリスト値グループの名前が入力されます。この結果、ピックリスト値

グループによって制御されるピックリストフィールドでは、ピックリスト値グループにリンクされている値のみがピックリス

トに表示されます。レコードの作成と更新時の［部署］およびピックリスト値グループフィールドの動作に関する詳細は、「

レコードの部署およびピックリスト値グループについて (ページ 
74)」および「ピックリストフィールド、ピックリスト値グループおよび部署について」を参照してください。 

ピックリスト値グループの設定の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 (ページ 233) 

n ピックリスト値グループの設定プロセス (ページ 234) 

n ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 

n ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 163) 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 部署の設定 (ページ 68) 

n レコードの部署およびピックリスト値グループについて (ページ 74) 
 

ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 
ピックリスト値グループを設定する場合は、次のことを考慮してください。 

n ピックリストフィールド。ピックリスト値グループによって、1つ以上のレコードタイプのピックリストフィールドを1
つ以上制御できます。ピックリスト値グループをサポートするレコードタイプでは、編集可能なピックリストフィールド

を複数のピックリスト値グループにマップできます。 

n カスケード式ピックリスト。カスケード式ピックリストでピックリスト値グループにマップされた値を含むピックリスト
フィールドを使用できます。ただし、カスケード式ピックリストを定義するときにピックリスト値グループリストでピッ

クリスト値グループを選択しているかどうかに関係なく、カスケード式ピックリスト定義では、親ピックリストフィール

ドの値と関連ピックリストフィールドの値の関係を1セットのみ指定できます。カスケード式ピックリストでピックリス
ト値グループを使用する方法の詳細は、「カスケード式ピックリストおよびピックリスト値グループについて (ページ 
197)」を参照してください。 

n ページレイアウト。ピックリスト値グループによってピックリストフィールドを制御するレコードタイプのページレイア
ウトに、ピックリスト値グループフィールドを追加する必要があります。 

n 部署。ピックリスト値グループは1つ以上の部署に関連付けることができますが、各部署を関連付けることができるのは
1つのピックリスト値グループのみです。［ピックリスト値グループ詳細］ページの読み取り専用［部署］セクションで
、ピックリスト値グループに関連付けられている部署のリストを参照できます。 

n 検索。アクションバーまたは高度な検索でピックリスト値グループレコードを検索することはできません。 

n ピックリスト値グループフィールド。ピックリスト値グループをサポートするレコードタイプに対して、次の操作を実行
できます。 

n ユーザーがピックリスト値グループフィールドの値を変更またはクリアできないようにする場合は、フィールドを読
み取り専用に指定します。 

n 式ビルダーでピックリスト値グループフィールドを使用します。 

n ワークフロールールでピックリスト値グループフィールドを使用します。 

n 検索レイアウトにピックリスト値グループフィールドを含めます。 

注: フィールドの設定ページでピックリスト値グループフィールドのデフォルト値を指定することはできません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ピックリスト値グループの設定プロセス (ページ 234) 

n ピックリスト値グループの作成 (ページ 234) 

n ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 163) 
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ピックリスト値グループの設定プロセス 
作業前の準備。「ピックリスト値グループを設定する場合の考慮事項 (ページ 233)」の情報を確認してください。 

企業のピックリスト値グループを設定するには、次のタスクを実行します。 

1 次のことを決定します。 

n 設定するピックリスト値グループ。 

n ピックリスト値グループで制御するピックリストフィールド。 

n ピックリスト値グループで制御する各ピックリストフィールドについて、各ピックリスト値グループにマップする値
。 

2 ピックリスト値グループを作成します。  

詳細は、「ピックリスト値グループの作成 (ページ 234)」を参照してください。 

3 ピックリストフィールドの値をピックリスト値グループにマップします。 

詳細は、「ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 163)」を参照してください。  

4 ピックリスト値グループによってピックリストフィールドが制御されるレコードタイプの各ページレイアウトに、ピック
リスト値グループフィールドを追加します。 

詳細については、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」および「動的ページレイアウトの指定 
(ページ 216)」を参照してください。 

注: 
レコードのピックリストフィールドで使用できる値をピックリスト値グループで制御するには、ピックリスト値グル

ープフィールドが、レコードタイプに対する［詳細］ページレイアウトに表示される必要があります。 
 

ピックリスト値グループの作成 
ピックリスト値グループを作成するには、次の手順を実行します。このタスクは、「ピックリスト値グループの設定プロセス 
(ページ 234)」のステップの1つです。 

作業前の準備。このトピックで説明する手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含むユーザー役割

が割り当てられている必要があります。 

ピックリスト値グループを作成するには 

1 ［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、ピックリスト値グループの管理をクリックします。 

4 ［ピックリスト値グループリスト］ページで、［新規］をクリックします。 

5 ピックリスト値グループの名前および説明を入力し、変更を保存します。 
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注: 
ピックリスト値グループの作成後は、ピックリストフィールドの値をピックリスト値グループにマップできます。詳細は、「

ピックリスト値グループへのピックリスト値のマッピング (ページ 
163)」を参照してください。次に、［ピックリスト値グループ詳細］ページの［オブジェクトリスト］セクションで、ピッ
クリスト値グループにマップされているピックリストフィールドのリストを参照できます。ピックリスト値グループにマップ

された各ピックリストフィールドについて、ピックリストフィールドが表示されるレコードタイプの名前およびピックリスト

フィールドの名前が表示されます。 

企業で［部署］レコードタイプを使用している場合は、［ピックリスト値グループ詳細］ページの［部署］セクションに、ピ

ックリスト値グループが関連付けられている部署の名前が表示されます。ピックリスト値グループと部署の関連付けの詳細は

、「ピックリスト値グループと部署の関連付け (ページ 71)」を参照してください。 
 

ピックリスト値グループおよび部署をサポートするレコードタイプ 
［部署］フィールドおよびピックリスト値グループフィールドは、次のレコードタイプのページレイアウトに追加できるため

、部署およびピックリスト値グループを、これらのレコードタイプのレコードに関連付けることができます。  

n 取引先 

n 活動 

n ブロック製品 

n ブローカープロファイル 

n ビジネス計画 

n キャンペーン 

n 請求 

n 担当者 

n カスタムオブジェクト 

n 損傷 

n 取引交渉登録 

n 取引交渉登録製品売上 

n イベント 

n 金融口座 

n 金融口座名義人 

n 金融口座保有状況 

n 財務計画 

n 金融製品 

n 金融トランザクション 

n 資金 

n HCP担当者割当 

n 世帯 
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n 保険不動産 

n 見込み客 

n MDF リクエスト 

n メッセージ応答 

n メッセージプラン 

n メッセージプラン項目 

n メッセージプラン項目関係 

n 目標 

n 商談 

n オーダー 

n パートナー 

n 計画取引先 

n 計画担当者 

n 計画商談 

n 保険 

n 保険保有者 

n ポートフォリオ 

n 製品 

n 製品領域 

n サンプル免責条項 

n サンプル在庫 

n サンプルロット 

n サンプルリクエスト 

n サンプルリクエスト項目 

n サンプルトランザクション 

n サービスリクエスト 

n 解決策 

n 車両 
 

グローバルWebアプレットの作成 
グローバルWeb 
アプレットとは、ホームページ（個人）またはアクションバーに表示できるカスタムWebアプレットのことです。外部Web
コンテンツをカスタムグローバルWebアプレットに埋め込むことができます。レポートおよびダッシュボードをカスタムグ
ローバルWebアプレットに埋め込むこともできます。 
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グローバルWebアプレットを作成したら、ホームページ（個人）またはアクションバーのレイアウトに追加する必要があり
ます。   

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］および［カスタムWebアプレットの管理］
権限を含む役割が割り当てられている必要があります。企業プロファイルで［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスをオンにすると、［翻訳言語］フィールドで選択されてい

る言語が企業のデフォルト言語の場合のみ、アプレットを作成できます。 

新しいグローバルWebアプレットを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［グローバルWebアプレット］を選択します。  

4 ［アプレット（個人）］リストで、［新規］をクリックします。 

5 ［Webアプレット（個人）］ページで、次のフィールドに情報を入力します。 

フィールド  コメント 

名前 名前を入力します。 

翻訳 このチェックボックスは、［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボック

スが企業プロファイルでオンになっている場合にのみ使用可能で

す。 
アプレットを初めて作成する場合、［翻訳］チェックボックスが

オンになり、読み取り専用になります。［翻訳］チェックボック

スは、既存のアプレットを更新する場合のみ有効です。また、ア

プレットを編集する前に、アプレットの［翻訳言語］フィールド

で企業のデフォルト言語以外の言語を選択した場合、［翻訳］チ

ェックボックスは読み取り専用になります。 

企業のデフォルト言語で既存のカスタムWebアプレットの名前
を変更する場合は、次のように［翻訳］チェックボックスを使用

します。 

n 翻訳した名前を更新された名前に置換するには、［翻訳］チ
ェックボックスをオンにします。 

n 翻訳した名前を変更しないままにするには、［翻訳］チェッ
クボックスをオンにしません。 

カスタムWebアプレット名の翻訳の詳細は、「Webアプレット
名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 
"Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" ページ 
194)」を参照してください。 

場所 ホームページまたはアクションバーに外部コンテンツ、レポート

またはダッシュボードを表示するかどうかに応じて、[ホームペ
ージ]または[アクションバー]を選択します。 
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フィールド  コメント 

カラム 注：このフィールドは、［場所］値が［ホームページ］の場合の

み使用できます。 

［カラム］メニューからシングルまたはダブルを選択して、アプ

レットの幅を指定します。 

常に実行 このチェックボックスでは、グローバルWebアプレットが最小
化されている場合にそのアプレットを実行するかどうかを決定し

ます。このチェックボックスは、場所としてアクションバーを選

択しているグローバルWebアプレットについてのみ使用できま
す。 

注: 
グローバルヘッダーに追加するグローバルWebアプレットは、
［常に実行］チェックボックスが選択されているかどうかにかか

わらず、常に実行されます。グローバルヘッダーはモダンテーマ

でのみ表示されます。 

 

次のトピックで説明するように、必要なアプレットのタイプに応じてフィールドに情報を入力します。 

n ダッシュボードWebアプレットの作成 (ページ 190) 

n HTML Webアプレットの作成 (ページ 186) 

n レポートWebアプレットの作成 (ページ 189) 

n RSSフィードWebアプレットの作成 (ページ 182) 

n URL Webアプレットの作成 (ページ 187) 

関連トピック 
n RSSフィードWebアプレットの設定例 (ページ 191) 

n Webアプレット名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 "Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" ページ 
194) 

 

Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用するお客様についての
重要な考慮事項 
Oracle CRM On Demandでのカスタマイズされたコードの使用について、次の重要な考慮事項が適用されます。 

n お客様がOracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコード（JavaScriptコードなど）を使用する場合、自己責任において行うものとします
。オラクル社では、Oracle CRM On 
Demandでカスタマイズされたコードを使用した結果として発生したいかなる問題についても（カスタマイズされたコ
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ードによりOracle CRM On 
Demandに変更を加えた場合を含む）、サポートの提供およびトラブルシューティングを行いません。 

n Oracle CRM On Demandでカスタマイズされたコード（JavaScriptコードなど）を使用するお客様は、Oracle CRM 
On 
Demandの新規リリースへのアップグレード後にコードをテストすることを強くお薦めします。新規リリースへのアッ
プグレード後にカスタマイズされたコードを更新することは、お客様の責任となります。さらに、Oracle CRM On 
Demandの新規リリースには更新済みインフラコンポーネントが含まれる場合があり、インフラコンポーネントの変更
に適応するために、カスタマイズされたコードを必要に応じて変更することは、お客様の責任となります。 

n お客様はカスタマイズされたコードによりOracle CRM On Demand 
WebサービスAPIメソッドを呼び出すことができます。ただし、オラクル社がガイダンスを提供するのは、Oracle CRM 
On Demand WebサービスAPIの使用、Oracle CRM On Demand Webサービスセッション管理およびOracle CRM 
On Demand Webサービスの使用に関するベストプラクティスについてのみです。Oracle CRM On Demand 
Webサービスに関する詳細は、『Oracle Web Services On Demand Guide』を参照してください。 

n お客様はカスタムHTMLヘッド追加のコードによりOracle CRM On DemandパブリックJavaScript 
APIメソッドを呼び出すことができます。詳細は、「カスタムHTMLヘッド追加の管理 (ページ 242)」および『Oracle 
CRM On Demand JavaScript API Developer’s Guide』を参照してください。 

関連トピック 
関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ユーザーに対するカスタマイズされたコードの無効化について (ページ 179) 
 

クライアント側拡張のアップロード 
クライアント側拡張機能は、他のサーバーでホスティングするのではなく、Oracle CRM On 
Demandにアップロードしてホスティングできるファイルです。クライアント側拡張機能をアップロードすると、その拡張
機能を参照する際に使用する一意のURLがOracle CRM On 
Demandによって生成されます。1つのクライアント側拡張で、2番目のクライアント側拡張の一意URLを使用して、2番目
のクライアント側拡張を呼び出すことができます。URLを使用して、カスタムWebタブ、カスタムWebアプレット、グロー
バルWebアプレット、およびカスタムHTMLヘッド追加にクライアント側拡張を配置できます。 

Oracle CRM On 
Demandの［クライアント側拡張機能リスト］ページからHTML、JPG、GIF、SWF、JavaScriptおよびCSSファイルをア
ップロードして、クライアント側拡張を作成できます。最大ファイルサイズは20メガバイト（MB）です。ただし、ファイル
サイズを小さくするほど、ブラウザでOracle CRM On 
Demandからこれらのファイルをダウンロードするときのパフォーマンスが高まります。  

注：Oracle CRM On 
Demandのカスタマーサポートは、クライアント側拡張のどのコンポーネントにもアクセスできません。これらのコンポー
ネントには、アップロードしたファイルやその中のコンテンツ、イメージ、クライアント側拡張の参照元（カスタムWebタ
ブ、カスタムWebアプレット、グローバルWebアプレットおよびカスタムHTMLヘッド追加を含む）などがあります。した
がって、これらの拡張の保守とサポートは、自分が担当する必要があります。 

作業前の準備。この手順を実行するには、［クライアント側拡張機能のアップロードおよびカスタム HTML 
ヘッドタグの管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。権限の追加の詳細は、「役割の権限について 
(ページ 309)」を参照してください。 
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クライアント側拡張をアップロードするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［クライアント側拡張］をクリックします。  

［クライアント側拡張リスト］ページには、以前にアップロードしたクライアント側拡張が表示されます。このペー

ジでは、以前にアップロードしたクライアント側拡張を削除することもできます。  

注: 
カスタムWebタブ、カスタムWebアプレット、グローバルWebアプレットまたはカスタムHTMLヘッド追加に設定
されているクライアント側拡張を削除すると、それが原因でこれらのアプレットが正しく機能しなくなります。Ora
cle CRM On Demandでは、特定のクライアント側拡張が使用中かどうかは示されません。 

4 ［新規］をクリックします。  

5 ペーパークリップアイコンをクリックして、クライアント側拡張としてアップロードするコンテンツを検索します。  

このフィールドは必須です。  

6 次の詳細を入力します。  

n MIME 
タイプ。これは、インターネットメディアタイプを示します。このタイプを使用すると、メディアタイプをブラウザ

に適切に表示できます。MIMEタイプの詳細をすべて入力してください。たとえば、ファイルタイプに従って次のい
ずれかを入力します。 

n テキスト/html 

n イメージ/jpeg 

n イメージ/gif 

n アプリケーション/x-shockwave-flash 

n テキスト/css  

n ファイル：サイズ (バイト)：アップロード対象のファイルのサイズです。このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandによって入力されます。 

n ファイル：拡張子。このフィールドは、Oracle CRM On Demandによって入力されます。 

n 名前。クライアント側拡張機能の名前。このフィールドは必須です。 

n URL名。この値は、クライアント側拡張を指すURLに意味のある名前を付けるために使用します。URL名には、A-
Z、a-z、0-
9、アンダースコア（_）およびピリオド（.）を使用できます。二重ピリオド（..）は使用できません。また、ピリ
オド（.）を文字列の末尾の文字として使用することもできません。URL名の例としては、「Logo_Image」や「M
ap376」があります。このフィールドはできる限り短くすることをお勧めします。このフィールドは、ユーザーが
編集したときにのみ変更されます。したがって、アップロードしたファイルを置き換えたり、クライアント側拡張の

名前を変更しても、［URL 
名］フィールドの値は変わりません。そのため、カスタムWebタブ、カスタムWebアプレット、グローバルWebタ
ブまたはカスタムHTMLヘッド追加を再設定しなくても、複数のバージョンのクライアント側拡張を更新、保守およ
び配置できます。このフィールドを編集すると、［相対URL］と［完全URL］の各フィールドが変更されます。この
フィールドは必須です。 
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n 相対URL。このフィールドは、Oracle CRM On Demandによって入力されます。この値は、Oracle CRM On 
Demand内からクライアント側拡張に移動する相対URLです。このフィールド値が変更され、クライアント側拡張
が配置されている場合、このクライアント側拡張を参照するカスタムWebタブ、カスタムWebアプレット、グロー
バルWebタブまたはカスタムHTMLヘッド追加を更新して、新しく生成されたURLが使用されるようにする必要があ
ります。このフィールド値は、［URL 名］フィールドが更新された場合にのみ変更されます。 

n 完全URL。このフィールドは、Oracle CRM On Demandによって入力されます。この値は、Oracle CRM On 
Demandアプリケーション内のURLを指す完全URLです。このフィールド値が変更され、クライアント側拡張が配
置されている場合、このクライアント側拡張を参照するカスタムWebタブ、カスタムWebアプレット、グローバル
WebタブまたはカスタムHTMLヘッド追加を更新して、新しく生成されたURLが使用されるようにする必要がありま
す。このフィールド値は、［URL 名］フィールドが更新された場合にのみ変更されます。 

7 ［保存］をクリックします。  

注: 
クライアント側拡張をアップロードしても、カスタムWebタブ、カスタムWebアプレット、グローバルWebタブまたはカス
タムHTMLヘッド追加で設定するまではアクティブになりません。 

クライアント側拡張をアップロードすると、Oracle CRM On 
Demandにより［相対URL］フィールドと［完全URL］フィールドの値が生成されます。これらの値を使用して、カスタム
Webタブ、カスタムWebアプレット、グローバルWebタブまたはカスタムHTMLヘッド追加をクライアント側拡張に関連付
けます。これらの場所の設定方法は、サーバーでホストされる拡張を設定する場合と同じです。 

カスタムHTMLヘッド追加の追加方法の詳細は、「カスタムHTMLヘッド追加の管理 (ページ 242)」を参照してください。  

既存のクライアント側拡張を編集するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［クライアント側拡張］をクリックします。  

4 ［クライアント側拡張リスト］ページで、編集するクライアント側拡張を探します。  

5 次の該当する操作を行います。  

n ［名前］フィールドをクリックします。これにより、［クライアント側詳細］ページが開き、クライアント側拡張を
編集できるようになります。 

n ［編集］をクリックします。  

6 ［保存］をクリックします。  

7 クライアント側拡張のファイルを置き換えた場合は、次の操作を行います。  

a Oracle CRM On Demandからログアウトします。  

b ブラウザのキャッシュをクリアします。  

c クライアント側拡張がその配置ページにダウンロードされるように、再びログインして新しいクライアント側拡張を
ダウンロードします。Oracle CRM On 
Demandからのログアウトと再ログインを行わない場合、初回のダウンロード実行時から30日後に、新しいクライ
アント側拡張がダウンロードされます。 
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クライアント側拡張の編集に関するガイドライン 
次のガイドラインを考慮してください。 

n ページ上のクライアント側拡張の参照数を最小限に抑えて、パフォーマンスに対する悪影響を軽減します。 

n クライアント側拡張のサイズをできる限り小さくします。たとえば、大きなイメージやSWFファイルの使用を避けます
。クライアント側拡張の一部としてダウンロードするファイルを小さくするほど、大きなファイルに比べてページのロー

ドが速くなります。 

n すべてのクライアント側拡張をできる限り少ないファイルにまとめて、パフォーマンスに対する悪影響を軽減します。 

n クライアント側拡張がブラウザのキャッシュに入れられるようにします。クライアント側拡張がブラウザのキャッシュ
に入れられるようにすると、ユーザーがページをロードするたびにOracle CRM On 
Demandサーバーからコンテンツをダウンロードする必要がなくなります。クライアント側拡張が変更された場合は、
キャッシュをクリアして、Oracle CRM On 
Demandでその拡張を含むページがロードされるようにします。デフォルトでは、クライアント側拡張はキャッシュに3
0日間格納されます。 

n クライアント側拡張と資産を最小限に保って、アクションバーのパフォーマンスを向上させます。アプレットに含まれ
るクライアント側拡張をアクションバーに設定すると、ページが更新されるたびにアクションバーがロードされます。 

n クライアント側拡張を使用してWebサービスを呼び出すときには、Webサービスに関するすべてのガイドラインに従
います。詳細は、『Oracle Web Services On Demand Guide』を参照してください。 

 
 

カスタムHTMLヘッド追加の管理 
カスタムの<script>要素をページのHTML 
<head>要素に追加できます。たとえば、<script>要素内に、ページにカスタムボタンを作成する関数を含むJavaScriptコ
ードを追加できます。カスタマイズされたコードは、クライアント側拡張を通してアップロードされたJavaScriptファイル
または外部JavaScriptファイルも参照できるため、これらのファイルの関数をカスタマイズされたコードで使用できます。H
TMLヘッド追加はOracle CRM On Demandのすべてのページに適用されます。  

［カスタム HTML ヘッドタグを編集］ページで、［プレビュー］ボタンを使用すると、行った変更を検証できます。 

ページのURLにdisableCustomJS=Yパラメータを設定すると、カスタムHTMLヘッド追加を無効にできます。別のリンクを
クリックしてそのページから移動した場合、URLパラメータは保持されません。URLパラメータは必要になるたびに指定する
必要があります。カスタマイズされたJavaScriptコードの作成方法、および使用可能なパブリックアプリケーションプログ
ラミングインターフェイス（API）の詳細は、『Oracle CRM On Demand JavaScript API Developer’s 
Guide』を参照してください。 

作業前の準備。この手順を実行するには、［クライアント側拡張機能のアップロードおよびカスタム HTML 
ヘッドタグの管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。権限の追加の詳細は、「役割の権限について 
(ページ 309)」を参照してください。 

カスタムHTMLヘッド追加を追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［カスタム HTML ヘッドタグ］をクリックします。 
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4 ［カスタム HTML ヘッドタグ詳細］ページで、「編集」をクリックします。 

5 ［HTML ヘッド追加］テキストボックスに、必要な<script>要素を入力します。 

このフィールドには50,000文字まで入力できます。 

6 ［プレビュー］をクリックして、行った変更を検証します。  

7 ［保存］をクリックします。  

クライアント側拡張の参照に関するガイドライン 
次のガイドラインを考慮してください。 

n ページ上のクライアント側拡張の参照数を最小限に抑えて、パフォーマンスに対する悪影響を軽減します。 

n クライアント側拡張のサイズをできる限り小さくします。クライアント側拡張の一部としてダウンロードするファイル
を小さくするほど、大きなファイルに比べてページのロードが速くなります。 

n すべてのクライアント側拡張をできる限り少ないファイルにまとめて、パフォーマンスに対する悪影響を軽減します。 

n クライアント側拡張がブラウザのキャッシュに入れられるようにします。クライアント側拡張がブラウザのキャッシュ
に入れられるようにすると、ユーザーがページをロードするたびにOracle CRM On 
Demandサーバーからコンテンツをダウンロードする必要がなくなります。クライアント側拡張が変更された場合は、
キャッシュをクリアして、Oracle CRM On 
Demandでその拡張を含むページがロードされるようにします。デフォルトでは、クライアント側拡張はキャッシュに3
0日間格納されます。 

関連情報 
関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ユーザーに対するカスタマイズされたコードの無効化について (ページ 179) 
 

アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトの作成と管理 
アクションバーには、[メッセージセンター]、[検索]、[拡張キーワード検索]、[最近の表示]などの多数のセクションを含め
ることができます。アクションバーとグローバルヘッダーのカスタムレイアウトを作成し、グローバルセクションをカスタマ

イズして、これらのレイアウトをOracle CRM On 
Demandで特定の役割に割り当てることができます。アクションバーに対する構成変更とグローバルヘッダーに対する構成
変更の両方が表示されるのは、モダンテーマを使用する役割のみです。ただし、クラシックテーマを使用する役割の場合は、

アクションバーのレイアウトに対する構成変更のみが表示されます。    

アクションバーをユーザーに使用不可にする 
デフォルトでは、アクションバーはすべてのOracle CRM On 
Demandページの左側に表示されます。ユーザーは、必要に応じてアクションバーの表示/非表示を切り替えることができま
す。詳細は、「アクションバーの表示または非表示について」を参照してください。 
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特定のユーザー役割に対してアクションバーを使用不可にする場合は、空のアクションバーレイアウトを設定し（つまり、レ

イアウトにセクションが表示されないか、使用できない）、そのレイアウトをユーザー役割に割り当てます。これにより、そ

のユーザー役割を持つユーザーに対してアクションバーが恒久的に非表示になります。 

次の手順では、アクションバーレイアウトの追加方法について説明します。  

新規アクションバーレイアウトを追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトをクリックします
。 

4 アクションバーレイアウトとグローバルヘッダーレイアウトページで、［新規レイアウト］をクリックします。  

5 ［レイアウト名］フィールドに、新規アクションバーレイアウトの名前を入力します。  

6 ［説明］フィールドに、新規アクションバーレイアウトの名前を入力し、［次へ］をクリックします。  

7 左矢印と右矢印を使用してアクションバー使用可能セクションからアクションバー表示セクションにフィールドを移動し
、アクションバーレイアウトに表示するセクションを選択します。選択したフィールドの順序を変更するには、上下の矢

印を使用します。 

8 左矢印と右矢印を使用してアクションバー表示セクションからグローバルヘッダー使用可能セクションにセクションを移
動し、グローバルヘッダーに表示するセクションを選択します。  

9 ［終了］をクリックします。  

10 （オプション）［編集］ボタンをクリックして、手順5から9で入力した値を編集します。 

または、Oracle CRM On 
Demandに用意されている既存のデフォルトのアクションバーレイアウトをコピーし、要件に合わせて説明と設定を変更す
ることもできます。 

アクションバーレイアウトをコピーするには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトをクリックします
。 

4 アクションバーとグローバルヘッダーの標準レイアウトの左側にある［コピー］リンクをクリックします。  

5 ［レイアウト名］フィールドに、新規アクションバーレイアウトの名前を入力します。  

6 ［説明］フィールドに、新規アクションバーレイアウトの名前を入力し、［次へ］をクリックします。  
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7 左矢印と右矢印を使用してアクションバー使用可能セクションからアクションバー表示セクションにフィールドを移動し
、アクションバーレイアウトに表示するセクションを選択します。選択したフィールドの順序を変更するには、上下の矢

印を使用します。 

8 左矢印と右矢印を使用してアクションバー表示セクションからグローバルヘッダー使用可能セクションにセクションを移
動し、グローバルヘッダーに表示するセクションを選択します。  

9 ［終了］をクリックします。  

注:他のアクションバーレイアウトをコピーするには、アクションバーレイアウト名の左の下矢印をクリックしてコピー機能
を表示します。 

グローバルヘッダーを編集するには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトをクリックします
。 

4 アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトページで、目的のレイアウトの横にある下矢印をクリックします。  

5 メニューから、グローバルヘッダーの編集を選択します。  

グローバルヘッダーアイコン編集ページに、使用可能なグローバルヘッダーセクションが昇順でリストされます。複

数のグローバルヘッダーセクションに同じ順番を入力した場合、グローバルヘッダーセクションの作成順で表示され

ます。  

6 次の該当する操作を行います。  

n グローバルヘッダーセクションを構成するには、［新規］をクリックします。  

n 編集するグローバルヘッダーセクションの横にある［編集］をクリックします。  

7 虫めがねアイコンをクリックして、セクションのアイコンを変更します。  

8 ［アプレット］メニューから、使用可能なセクションを選択します。  

9 （オプション）［説明］フィールドに説明を入力します。  

10 アプレット幅フィールドに、セクションの幅を入力します。  

グローバルヘッダーセクションの最大幅は700ピクセルです。  

11 ［順序］フィールドに、グローバルヘッダー内でセクションを表示する順序値を入力します。 

グローバルヘッダーセクションは、左から右に昇順の順序値に従って表示されます。  

12 ［保存］をクリックします。  

注意: 
グローバルヘッダーに表示されているグローバルWebアプレットは、Webアプレット(個人)ページの［常に実行］チェック
ボックスが選択されているかどうかにかかわらず、常に実行されます。Webアプレットが外部Webサイトを参照する場合な
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ど、特定のWebアプレットコンテンツがパフォーマンスに影響する可能性があるため注意してください。［常に実行］チェ
ックボックスの詳細は、「グローバルWebアプレットの作成 (ページ 236)」を参照してください。 

 
 

企業の［ホームページ (個人)］のカスタマイズ 
社内の従業員は各自の必要に応じて［ホームページ（個人）］ページ上で異なる情報を表示したい場合があります。［ホーム

ページ（個人）］のデフォルトのコンテンツを、従業員の役割により関連のあるコンテンツに置き替えることにより、このペ

ージのレイアウトをカスタマイズできます。たとえば、顧客サービス要員のホームページに、標準の［最近作成した見込み客

］セクションの代わりに新しいサービスリクエストを表示したり、標準のセールスパイプライン品質レポートの代わりにカス

タムサービスリクエストレポートを表示するように設定できます。 

［ホームページ（個人）］のカスタマイズが完了したら、ユーザー役割にホームページレイアウトを割り当てる必要がありま

す。その役割が割り当てられたすべてのユーザーに、設定した［ホームページ（個人）］が表示されます。 

作業前の準備。ここでのカスタマイズ内容が適用される役割を選択する必要があるため、この手順を開始する前に、すべての

役割を設定しておきます。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限と［カスタムアプリケーショ

ン - ホームページのカスタマイズ化の管理］権限を含む役割が割り当てられていなければなりません。 

企業の［ホームページ（個人）］をカスタマイズするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［ホームページレイアウト（個人）］リンクをクリックします。 

4 ［ホームページレイアウト］リストで、次の該当する操作を行います。 

n ［新規レイアウト］ボタンをクリックして、新しいレイアウトを作成します。 

n ［編集］または［コピー］をクリックして、既存のカスタムレイアウトを変更します。 

ホームページレイアウトウィザードが表示されるので、画面の指示に従って手順を完了します。 

5 ステップ1の［レイアウト名］にレイアウト名を入力し、必要な場合は説明も入力します。 

6 ステップ2の［ホームページレイアウト］で、次の操作を行います。 

n ［すべてのセクション］リストから［使用可能なセクション］リストにセクションを移動します。 

［使用可能なセクション］リスト内のセクションは、ホームページに追加できるセクションです。ホームペ

ージへの追加を有効にしたカスタムレポートもここに含まれます。ホームページへのセクションの追加をユ

ーザーに許可しない場合は、［すべてのセクション］リストにセクションを残したままにします。 

n 必要に応じて、［左側］リストから［右側］リストにセクションを移動し、両方のリストの情報を並べ替えます。  

ダブル幅のセクションは、［左側］リストに残します。これらのセクションは、自動的にホームページのサ

イズに合わせて表示されます。 

7 ［終了］をクリックします。 
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注:アプリケーションにカスタムホームページを追加したら、これをユーザーが表示する前に、ユーザーが使用できるように
する必要があります。実行方法については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

 
 

［ホームページ (個人)］でのカスタムレポートの有効化 
ホームページ（個人）カスタムレポート機能を使用すると、組み込みレポートでもカスタムレポートでも、複数のレポートを

ホームページ（個人）に追加できます。これらのカスタムレポートはホームページレイアウトウィザードのステップ2の[す
べてのセクション]リストに表示され、これらを[使用可能なセクション]リストまたはデフォルトでホームページ（個人）に
表示されるセクションのリストのいずれかに移動できます。ホームページ（個人）のカスタマイズの詳細については、「企業

の［ホームページ（個人）］のカスタマイズ (参照 "企業の［ホームページ (個人)］のカスタマイズ" ページ 
246)」を参照してください。 

注: Oracle CRM On Demandでレポートおよびダッシュボードを埋め込める場所の詳細は、「Oracle CRM On 
Demandへのレポートおよびダッシュボードの埋め込みについて (ページ 145)」を参照してください。 

作業前の準備： 

レポートをホームページ（個人）で使用できるようにするには、［共有フォルダ］にあるアクセス可能なフォルダにレポート

を格納する必要があります。 

n [アプリケーションをカスタマイズ]権限と[カスタムアプリケーション - 
ホームページのカスタマイズ化の管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n [移行された全社共有フォルダ]からレポートを選択するには、ユーザーの役割に[移行された全社共有フォルダへのアク
セス]権限が含まれている必要があります。 

n 企業プロファイルで［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェックボックスをオンにすると、［翻訳言語］フィールドで選択され

ている言語が企業のデフォルト言語の場合のみ、カスタムレポートを作成できます。 

ホームページ（個人）カスタムレポートを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［ホームページ（個人）カスタムレポート］リンクをクリックします
。 

4 ［ホームページ（個人）カスタムレポート］リストで、［新規ホームページレポート］をクリックします。 

5 [ホームページカスタムレポート詳細]ページで、次のフィールドを入力します。 

フィールド  コメント 

名前 カスタムレポートの名前を入力します。 
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フィールド  コメント 

翻訳 このチェックボックスは、企業プロファイルの［Web 
アプレットに対する言語翻訳サポートの有効化］チェック

ボックスがオンの場合のみ使用できます。カスタムレポー

トを作成する場合、［翻訳］チェックボックスがオンにな

り、読み取り専用になります。また、既存のカスタムレポ

ートを更新する前に、カスタムレポートのリストの翻訳フ

ィールドで企業のデフォルト言語以外の言語を選択した場

合、［翻訳］チェックボックスは読み取り専用になります

。 

企業のデフォルト言語で既存のレポートの名前を変更する

場合は、次のように［翻訳］チェックボックスを使用しま

す。 

n 翻訳した名前を更新された名前に置換するには、［翻
訳］チェックボックスをオンにします。 

n 翻訳した名前を変更しないままにするには、［翻訳］
チェックボックスをオンにしません。 

カスタムレポート名の翻訳の詳細は、「Webアプレット
名およびカスタムレポート名の翻訳 (参照 
"Webアプレットおよびカスタムレポート名の翻訳" 
ページ 194)」を参照してください。 

高さ  ［シングル］または［ダブル］を選択します。高さを［ダ

ブル］に設定すると、ホームページに表示されるレポート

の高さが他のセクションの2倍になります。 

幅  ［シングル］または［ダブル］を選択します。ホームペー

ジの左端から右端の全体にレポートを表示するには、幅を

［ダブル］に設定します。  

注:レポートのHTML 
RowSpan属性の値が2より大きい場合、レポートは指定
されたサイズもより大きくなることがあります。 

今すぐレポートを実行 このチェックボックスをオンにすると、レポートは自動的
に実行され、ユーザーはレポートを更新するためにリンク

をクリックする必要はありません。 

カタログ 埋め込むレポートのカタログを選択します。  

1 ［ルックアップ］アイコン（虫めがね）をクリックしてから、［共有フォルダ］にある必要なレポートに移動します。  

［レポートパス］フィールドは、レポートの選択後に自動入力されます。 

2 [説明]フィールドに、ホームページのカスタムレポートの説明を入力します。  

3 ［保存］をクリックします。 
 



アプリケーションカスタマイズ 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  249 
 

レコードタイプの名前変更 
ユーザーが使い慣れた用語を使用するために、レコードタイプの名前を変更したい場合があります。企業では、一部のレコー

ドタイプについて、アプリケーションのデフォルトのレコードタイプ名とは別のレコード名を使用していることがあります。

このような場合には、特定の要件に合わせて名前を変更できます。  

レコードタイプ名を変更すると、次に示すアプリケーションのほとんどの部分で新しい名前が表示されます。  

n  タブとボタン   

n  ドロップダウンリスト   

n  定義済みのフィルターリスト（［取引先ホームページ］の［取引先（全件）］リストなど）   

n  ページ（レコード詳細ページやリストページなど）のタイトルバー   

n  アクションバーの［作成］セクション   

n  ページのセクション名   

n  レコード割当の電子メール通知   

n  カスタムページセクション名   

たとえば、［取引先］という表示名を［企業］に変更できます。［取引先］タブは［企業］タブになり、それに応じて他のセ

クションのタイトルも変更されます。 

ただし、新しい名前が表示されない箇所もあります。名前を変更した場合は、次の部分で新しい名前が表示されないことをユ

ーザーに通知します。   

n カスタムフィルター済みリスト名  

n カスタムフィールド名  

n レポートと分析  

n Oracle Outlook Email Integration On Demand  

n ヘルプページ  

注:すべての表示名は50文字以内である必要があります。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

レコードタイプの名前を変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［レコードタイプ名の変更］リンクをクリックします。 

4 ［Customize Record 
Types（レコードタイプのカスタマイズ）］ページで、該当する行に新しい名前を入力します。アプリケーションのイン
ターフェイスの表示場所に応じて、表示名/単数、表示名/複数、表示名/短という3種類の名前を入力する必要があります
。 
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注： ［表示名/短］はタブに表示されるため、15文字以下にしてください。［レコードタイプ名の変更］ページで
使用できるオブジェクトの名前にオブジェクト名を変更することはできません。たとえば、タスクやアポイントなど

は［レコードタイプ名の変更］ページにリストされていないのでオブジェクトの名前を変更できます。 

5 （オプション）更新した名前を、企業で有効にした他の言語に翻訳する必要があることを示すには、［翻訳］チェックボ
ックスをオンにします。 

注： この更新した名前を他の有効な言語で表示する場合は、［翻訳］チェックボックスをオンにします。他の言語
では（またはこのページの［翻訳言語］ドロップダウンリストから他の言語を選択した場合は）、翻訳した名前を手

動で入力するまでは、更新された名前は括弧で囲まれた青いテキストで表示されます。これは、翻訳する必要がある

用語を追跡する場合に役立ちます。［翻訳］チェックボックスをオンにしないと、翻訳された以前の表示名のままに

なり、ここで行った変更は反映されません。 

6 新しい名前の翻訳を手動で入力するには、次の操作を行います。 

a ［翻訳言語］ドロップダウンリストから、翻訳を入力する言語を選択します。 

b 翻訳した名前を適切な［表示名］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

c リンクをクリックして更新したページに戻り、必要に応じて言語をもう一度選択します。 

翻訳した名前が［表示名］カラムに黒いテキストで表示されます。 

 
 

詳細ページでのイメージの有効化 
レコードタイプの詳細ページにイメージを追加できます。たとえば、［担当者詳細］ページに写真、［取引先詳細］ページに

企業ロゴ、［製品詳細］ページに製品の画像を追加する場合があります。イメージを有効化できるのは、次のレコードタイプ

の詳細ページのみです。  

n 取引先 

n 担当者 

n 製品 

詳細ページでイメージを有効化するには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［レコードタイプ名の変更］リンクをクリックします。 

4 ［取引先］、［担当者］または［製品］レコードタイプのイメージの表示チェックボックスを選択します。  

5 ［保存］をクリックします。  

 
 



アプリケーションカスタマイズ 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  251 
 

カスタムアイコンセットのアップロードおよび管理 
レコードタイプと関連付ける一連のカスタムアイコンをアップロードして管理できます。各カスタムアイコンセットに、レコ

ードタイプタブ用、［アクション］バー用、Oracle CRM On 
Demandの関連情報領域用の3つのアイコンが含まれています。   

カスタムアイコンセットによりOracle CRM On 
Demandのルックアンドフィールが向上し、よりレコードタイプとの関連性が高いアイコンをユーザーが表示できるように
なります。既存のカスタムアイコンセットを編集し、要件に合わせて変更を加えることができます。  

注: 作成できるカスタムアイコンセットの最大数は100です。 

作業前の準備。この手順を実行するには、カスタムアイコンの管理権限を含む役割が割り当てられている必要があります。カ

スタムアイコンセットはモダンテーマの使用時にのみレコードタイプと関連付けることができます。 

新しいアイコンセットを作成および公開するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、アイコン管理リンクをクリックします。  

4 アイコン管理ページでオブジェクトアイコンリンクをクリックします。  

5 アイコンセットページで、［追加］をクリックして新しいアイコンセットを作成します。  

6 アイコンセット編集ページで、新しいアイコンセットの名前をアイコンセット名フィールドに入力し、［保存］をクリッ
クします。 

アイコンセット名フィールドで使用できる最大文字数は50文字です。    

7 ［アイコン］タブで［新規］をクリックします。  

8 アイコン編集ページで、アイコンタイプピックリストから次のいずれかを選択してアイコンセットで使用するイメージを
探します。 

n メインアイコン。［レコードタイプ］タブで使用されるカスタムアイコン。このアイコン用に選択したイメージは幅
50ピクセル、高さ50ピクセルのサイズをお勧めします。 

n ミニアイコン。［アクション］バーで使用されるカスタムアイコン。このアイコン用に選択したイメージは幅25ピ
クセル、高さ25ピクセルのサイズをお勧めします。 

n 関連情報アイコン。関連情報領域で使用されるカスタムアイコン。このアイコン用に選択したイメージは幅45ピク
セル、高さ45ピクセルのサイズをお勧めします。このイメージがOracle CRM On 
Demandで使用されるカラースキームに収まる必要がある場合、このイメージは透明の背景である必要があります
。 

注: 次の拡張子のイメージをアップロードできます: 
JPEG、JPG、PNG、またはGIF。ファイルサイズ制限は100KBです。 

9 ［参照］をクリックして必要なイメージを探した後、アイコンの保存&新規作成をクリックします。 

10 カスタムアイコンセットの各アイコンタイプに対して手順8-9を繰り返します。  
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11 ［公開］をクリックします。  

カスタムアイコンセットをレコードタイプに関連付ける方法は、「レコードタイプのアイコンの変更 (ページ 
255)」を参照してください。  

 
 

カスタムグローバルヘッダーアイコンのアップロードと管理 
カスタムアイコンをアップロードしてグローバルヘッダーレイアウトに関連付けることができます。これにより、グローバル

ヘッダーレイアウト内の項目のために有意なアイコンを使用できます。  

作業前の準備。この手順を実行するには、カスタムアイコンの管理権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

新しいカスタムアイコンセットを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、アイコン管理リンクをクリックします。  

4 [アイコン管理]ページで、[グローバルヘッダーアイコン]リンクをクリックします。  

5 [グローバルヘッダーアイコン]ページで、[追加]をクリックして新しいカスタムアイコンを作成します。  

6 グローバルヘッダーアイコンの編集ページで、[参照]をクリックして、使用するイメージを見つけます。  

注: 次の拡張子のイメージをアップロードできます: 
JPEG、JPG、PNG、またはGIF。ファイルサイズ制限は100KBです。アップロードできるイメージの数は最大で50
個です。このイメージをOracle CRM On 
Demandで使用されているカラースキームに合わせる場合は、このイメージは白である必要があり、高さ約45ピク
セル、幅約45ピクセルで、背景が透明である必要があります。 

7 グローバルヘッダーアイコンの保存と新規作成をクリックします。 

8 グローバルヘッダーアイコンのセットにアップロードするカスタムアイコンごとに、ステップ6から7を繰り返します。  

9 （オプション）カスタムアイコンを削除するには、次のことを行います。  

a 対象となるカスタムアイコンの横にある下矢印をクリックします。  

b メニューから[削除]を選択します。  

グローバルヘッダーのレイアウトの詳細は、「アクションバーとグローバルヘッダーのレイアウトの作成と管理 (ページ 
243)」を参照してください。  (参照 "レコードタイプのアイコンの変更" ページ 255) 
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レコードタイプの追加 
企業にカスタムレコードタイプを追加できます。たとえば、従業員が使用できるように［注文］タブを表示するとします。新

しいレコードタイプを追加するには、Oracle CRM On 
Demandでカスタムオブジェクトレコードタイプの1つを名前変更して設定します。 

企業が［カスタムオブジェクト 01］から［カスタムオブジェクト 
10］レコードタイプを使用でき、ユーザーにそのレコードタイプへのアクセス権を付与できる権限は、Oracle CRM On 
Demandの管理者の役割のデフォルトで有効です。ただし、企業が10を超えるカスタムオブジェクトレコードタイプを使用
する必要がある場合は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡して、追加のカスタムオブジェクトレコードタイプを企業が使用できるようにする必要があります。 

通常、新しいレコードタイプは、デフォルトで用意されているレコードタイプと同様に機能します。レコードタイプごとに、

リストのフィルター処理および並べ替えに使用される［名前］フィールドを含む一連のフィールドを使用できます。 

注: ［カスタムオブジェクト 01］、［カスタムオブジェクト 02］、［カスタムオブジェクト 
03］レコードタイプごとに、これらのレコードタイプのレコードのリストをフィルター処理および並べ替えるために8個のフ
ィールドを使用できます。その他のすべてのカスタムオブジェクトレコードタイプの場合、そのレコードタイプのレコードの

リストのフィルター処理および並べ替えに使用できるのは、［名前］フィールドのみです。 

新しいレコードタイプのカスタムフィールド、ページレイアウト、検索レイアウトなどを設定できます。ただし、新しいレコ

ードタイプは次のエリアでは使用できません。 

n アサイメントマネージャ 

n 売上予想 

n デフォルトのグループ割当（グループで共有できません） 

加えて、新しいレコードタイプには次の3つの制限があります。 

n 新しいレコードタイプは、各国に固有の住所グループを含めることができません。 

n デフォルトでは、［名前］フィールドだけが新しいレコードタイプに必要になります。 

n 新しいレコードタイプには、重複チェックは実行されません。 

Webサービスで新しいレコードタイプを使用する方法の詳細については、「WSDLおよびスキーマファイルのダウンロード 
(ページ 789)」を参照してください。 

作業前の準備。この手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限と、新しいレコードタイプに使用するカ

スタムオブジェクトの適切な［アプリケーションをカスタマイズ］権限の両方を含む役割が割り当てられている必要がありま

す。カスタムオブジェクト01、02、および03レコードタイプには別個の権限があります（［アプリケーションのカスタマイ
ズ - 
カスタムオブジェクト01の管理］権限など）。他のカスタムオブジェクトレコードタイプについては、各権限がカスタムオ
ブジェクトのグループに適用されます（[アプリケーションのカスタマイズ - カスタムオブジェクト 04-10 
の管理]権限など）。 

レコードタイプを追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［レコードタイプ名の変更］リンクをクリックします。 

4 使用するカスタムオブジェクトレコードタイプの行に、情報を入力します（例：発注）。  
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詳細については、「レコードタイプの名前変更 (ページ 
249)」を参照してください。レコードタイプを名前変更したら、カスタムオブジェクトレコードタイプのリンクが
置き換えられ、レコードタイプは［アプリケーションカスタマイズ］ページの［レコードタイプセットアップ］セク

ションに、この名前で表示されます。 

5 ［保存］をクリックします。 

6 ［アプリケーションカスタマイズ］ページの［レコードタイプセットアップ］セクションで、新しいレコードタイプのリ
ンクをクリックします。 

7 ［フィールド管理］セクションで、［フィールドセットアップ］リンクをクリックします。 

8 ［フィールドセットアップ］ページでは、次の操作を行えます。 

n （推奨）［フィールドラベルの管理］をクリックし、要件を満たすフィールドの名前を変更します。  

［名前］フィールドの名前を変更することをお勧めします。アプリケーション全体を通じて、各レコードタ

イプは、レコードタイプで始まる［名前］と呼ばれるフィールドを持っています（取引先名、商談名など）

。したがって、［注文］という名前のレコードタイプを追加する場合は、［名前］フィールドを［注文名］

に名前変更できます。企業でターゲット検索を使用する場合、［名前］フィールドはアクションバーの［検

索］セクションに検索フィールドとしてデフォルトで表示されます。 

注: ［カスタムオブジェクト 01］から［カスタムオブジェクト 03］レコードタイプのみ、［クイック検索 
1］および［クイック検索 
2］フィールドも、アクションバーの［検索］セクションにデフォルトで検索フィールドとして表示される
ため、［クイック検索 1］および［クイック検索 
2］の名前を変更することもできます。たとえば、［注文］という名前のレコードタイプを追加する場合は
、［クイック検索 
1］フィールドを［オーダー番号］に名前変更できます。その後、従業員が［検索］セクションのレコード
タイプのリストから［発注］を選択すると、検索フィールドの1つとして［発注番号］が表示されます。 

n ［新規フィールド］をクリックし、カスタムフィールドを追加します。 

これらのレコードタイプには、デフォルトのレコードタイプのカスタムフィールドの場合と同じ制限があり

ます。 

カスタムフィールドの編集と作成の詳細については、「フィールドの作成と編集 (ページ 
124)」を参照してください。 

9 新しいレコードタイプの編集および詳細ページのページレイアウトを設定します。  

レコードの編集ページにフィールドを追加し、フィールドを別個のセクションにグループ分けし、これらのセクショ

ンを名前変更することができます。 

他のレコードタイプとの関係を作成するには、フィールド（取引先、担当者、商談など）をページレイアウトに追加

します。これにより、フィールドの横に［ルックアップ］アイコンが作成され、ユーザーは既存のレコードをこの新

しいレコードタイプにリンクできます。 

関連情報セクションを詳細ページに追加できます。  

関連情報セクションとしてチームを追加する場合、ユーザーはこのレコードをチームメンバーとレコード単位で共有

できます。 

注: チームの関連情報セクションは、カスタムオブジェクトレコードタイプでサポートされます。 

手順については、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 
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10 （オプション）新しいレコードタイプの検索レイアウトを設定します。詳細は、「検索レイアウトの管理 (ページ 
197)」を参照してください。 

11 （オプション）新しいレコードタイプのカスタムホームページレイアウトを設定します。詳細については、「レコードホ
ームページレイアウトの作成 (ページ 208)」を参照してください。 

12 （オプション）新しいレコードタイプをフィールドとして、または他のレコードタイプのページレイアウトの関連情報セ
クションとして追加します。 

注: 
新しいレコードタイプの設定を完了した後、ユーザーに新しいレコードタイプの適切なアクセスレベルを与えるために関連す

るアクセスプロファイルを更新する必要があります。レコードタイプのタブを役割が使用できるようにして、レコードタイプ

のカスタマイズされたページレイアウト、ホームページレイアウト、および検索レイアウトを役割に割り当てるために、関連

するユーザー役割を更新する必要もあります。アクセスプロファイルの更新の詳細は、「アクセスプロファイルの設定プロセ

ス (ページ 334)」を参照してください。役割の更新方法の詳細は、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

関連トピック 
関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n カスタムオブジェクトの多対多の関係について (ページ 269) 
 

レコードタイプのアイコンの変更 
レコードタイプに関連付けられたアイコン（タブやアクションバーの［作成］セクションにも表示される）を変更することが

できます。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている必要が

あります。 

レコードタイプのアイコンを変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［レコードタイプ名の変更］リンクをクリックします。 

4 ［レコードタイプ名の変更］ページで、次のいずれかまたは両方を行います。 

a レコードタイプに対応する［[クラシック]アイコン］フィールドの［ルックアップ］アイコンをクリックし、ウィン
ドウからアイコンを選択します。 

b レコードタイプに対応する［[モダン]アイコン］フィールドの［ルックアップ］アイコンをクリックし、ウィンドウ
からアイコンを選択します。 

カスタムアイコンセットを作成すると、カスタムアイコン見出しの下に表示されます。カスタムアイコンセ

ットの詳細は、「カスタムアイコンセットのアップロードおよび管理 (ページ 
251)」を参照してください。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

256  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

5 ［保存］をクリックします。  
 

REST統合タグのカスタマイズ 
各レコードタイプには、Oracle CRM On Demand REST 
APIによりレコードタイプ(リソース)にアクセスするために使用できる2つのREST統合タグがあります。REST統合タグの1
つはレコードタイプのデフォルトタグです。デフォルトタグは言語に依存せずに変更できません。その他のREST統合タグは
カスタマイズできます。たとえば、会社でレコードタイプが名前変更されたりカスタムレコードタイプが使用されている場合

、そのレコードタイプのREST統合タグをカスタマイズしてREST統合タグがレコードタイプの名前を反映するようにできる
場合があります。 

Oracle CRM On Demand REST API 
URLは、次の例のURLで示されているようにREST統合タグのいずれかを使用してリソースにアクセスできます。 

http://server/OnDemand/user/Rest/latest/default_integration_tag 

http://server/OnDemand/user/Rest/latest/custom_integration_tag 

これらの例でdefault_integration_tagがデフォルトの統合タグのプレースホルダーで、custom_integration_tagがカスタ
マイズREST統合タグのプレースホルダーです。 

次の手順では、REST API URLで使用するREST API統合タグをカスタマイズする方法について説明します。 

REST統合タグをカスタマイズするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［REST 統合タグのカスタマイズ］リンクをクリックします。 

4 ［REST 統合タグ］リストで、レコードタイプの［編集］リンクをクリックします。 

5 ［REST 統合タグ］フィールドに新しい名称を入力し、［保存］をクリックします。 
 

新規テーマの作成 
テーマはOracle CRM On Demandの外観を決定します。新しい企業に対してOracle CRM On 
Demandを最初にセットアップする際には、複数の定義済みテーマを使用できます。デフォルトのテーマはOracleです。役
割管理ウィザードを使用して、テーマを作成および管理する役割を指定できます。役割の追加の詳細は、「役割の追加 
(ページ 
311)」を参照してください。企業のテーマの指定に関する詳細については、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの
設定 (ページ 19)」を参照してください。  

テーマは企業、役割、またはユーザーレベルで選択できます。ユーザーレベルで指定したテーマが最優先され、次に役割レベ

ルで指定したテーマが優先されます。ユーザーレベルでも役割レベルでもテーマが指定されていない場合は、企業のデフォル

トのテーマが適用されます。 

Oracle CRM On 
Demandリリース16からそれ以降のリリースにテーマをアップグレードする場合は、次の点に注意してください。 
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n 新規企業の場合。企業レベルのデフォルトのテーマは 
Oracleです。役割またはユーザーレベルのテーマは選択されていません。企業の管理者は新規テーマを作成し、そのテ
ーマをデフォルトとして設定できます。既存のテーマを無効にしてユーザーが選択できないようにすることも可能です。 

n 既存の企業の場合。古いテーマの名前はOracle - Deprecated、Contemporary - DeprecatedまたはClassic - 
Deprecatedのいずれかの文字列に置き換えられます。これらの古いテーマを変更し、新しいテーマを選択して、古いテ
ーマをユーザープロファイルから削除することをお勧めします。 

n ロゴやリンクを使用している既存の企業の場合。アップグレードしても非推奨のテーマには影響せず、選択されたままに
なります。古い（非推奨の）テーマを使用せず、新規テーマを作成して、その新規テーマを企業レベルまたは役割レベル

のデフォルトに設定することをお勧めします。 

作業前の準備。テーマを作成および編集するには、［テーマの管理］権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があ

ります。 

次に、Oracle CRM On Demandで固有のテーマを作成する手順について説明します。 

Oracle CRM On Demandで新しいテーマを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、［テーマ］リンクをクリックします。  

4 ［テーマ］ページで、［新規］をクリックします。  

5 次のフィールドに情報を入力します。  

n テーマ名。新規テーマの名前を入力します。 

n デフォルトヘルプリンクの表示。新規テーマにデフォルトの［ヘルプ］リンクを表示する場合、このチェックボック
スをオンにします。 

n デフォルトトレーニングおよびサポートリンクの表示。新規テーマにデフォルトの［トレーニングおよびサポート
］リンクを表示する場合、このチェックボックスをオンにします。 

n デフォルト削除済み項目リンクの表示。新規テーマにデフォルトの[削除項目]グローバルリンクを表示する場合、こ
のチェックボックスをオンにします。 

n ヘッドアップディスプレイ設定のサポート。新規テーマでヘッドアップディスプレイをサポートする場合、このチェ
ックボックスをオンにします。ユーザーのテーマにおいてこのチェックボックスをオフにすることで、ヘッドアップ

ディスプレイを完全に削除できます。 

注: 
テーマにおけるヘッドアップディスプレイ機能のサポートに加えて、ユーザーは[個人詳細]ページの[ヘッ
ドアップディスプレイ]オプションを有効にする必要があります。ユーザーの個人プロファイルの[ヘッドア
ップディスプレイ]フィールドが空白の場合は、企業の設定が使用されます。ヘッドアップディスプレイの
詳細は、「Oracle CRM On 
Demandの各ページについての概要」および「個人詳細の更新」を参照してください。 

n 説明。新規テーマの説明を入力します。 

n テーマスタイル。このフィールドは必須です。このメニューのデフォルト値は［クラシック］です。 

n タブスタイル。［クラシック］または［モダン］を選択します。このメニューは、［テーマスタイル］メニューから
［クラシック］を選択した場合のみ使用できます。このメニューのデフォルト値は［スタック］です。 
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n フォントサイズ。［正規］または［L 
サイズ］を選択します。[テーマスタイル]メニューから[クラシック]を選択した場合、このメニューのデフォルト値
は[正規]となります。[テーマスタイル]メニューから[モダン]を選択した場合、このメニューのデフォルト値は[L 
サイズ]となります。 

6 ［保存］をクリックします。  

Oracle CRM On Demand 
の［テーマ詳細］ページを開くと、新規テーマの動的プレビューが画面の右側に表示されます。このプレビューには

新規テーマを適用した［ホーム］、［詳細］、［リスト］の各ページが表示されます。モダンテーマでは、[カレン
ダー]ページもプレビューできます。  

7 次の表に示す各フィールドに情報を入力します。  

手順 

注:新しいカラーコードを入力するには、各色の16進数値を入力するか、デフォルトの色の値にマウスポインタを置
いてカラーパレットアイコンを表示します。カラーパレットアイコンをクリックして、このフィールドの色を選択し

ます。 

一般情報 説明 

デフォルトヘルプリンクの表示。 新規テーマにデフォルトの［ヘルプ］リンクを表示す

る場合、このチェックボックスをオンにします。 

デフォルトトレーニングおよびサポートリンクの表示。 新規テーマにデフォルトの［トレーニングおよびサポ

ート］リンクを表示する場合、このチェックボックス

をオンにします。 

フッターセクションのレコードタイプリンクの表示 新規テーマにページ下部のレコードタイプのリンクを

表示する場合は、このチェックボックスをオンします

。  

ヘッドアップディスプレイ設定のサポート 新規テーマでヘッドアップディスプレイをサポートす

る場合、このチェックボックスをオンにします。ユー

ザーのテーマにおいてこのチェックボックスをオフに

することで、ヘッドアップディスプレイを完全に削除

できます。  

注: 
テーマにおけるヘッドアップディスプレイ機能のサポ

ートに加えて、ユーザーは[個人詳細]ページの[ヘッド
アップディスプレイ]オプションを有効にする必要が
あります。ユーザーの個人プロファイルの[ヘッドア
ップディスプレイ]フィールドが空白の場合は、企業
の設定が使用されます。ヘッドアップディスプレイの

詳細は、「Oracle CRM On 
Demandの各ページについての概要」および「個人詳
細の更新」を参照してください。 

アプリケーションバックグラウンド このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandの背景を参照します。モダンテーマでは、こ
のフィールドは、ボタンが表示される［トップ］セク

ションの背景も参照します。  
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一般情報 説明 

アプリケーションテキスト このフィールドは、クラシックテーマにのみ使用でき

ます。アプリケーションページの下部およびグローバ

ルリンクとタブリンクとの間の垂直バーに表示される

法律情報を参照します。  

アプリケーションリンク このフィールドは、クラシックテーマにのみ使用でき

ます。Oracle CRM On 
Demandの上部と下部にあるグローバルリンク（［管
理］、［設定 
(個人)］、［プライバシーに関する声明］、［使用条
件］など）を参照します。  

警告テキスト このフィールドは、必須フィールドおよび延滞タスク

に使用するテキストを参照します。  

タブ（クラシックテーマのみ） 

タブスタイル メニューから［丸め済み］、［スタック］または［ス

トレート］を選択します。  

有効なタブテキスト このフィールドは、有効なタブに使用するテキストを

参照します。  

有効なタブバックグラウンド このフィールドは、有効なタブの背景色を参照します

。  

無効なタブテキスト このフィールドは、無効なタブに使用するテキストを

参照します。  

無効なタブバックグラウンド - トップ このフィールドは、無効なタブの上部の背景色を参照

します。  

無効なタブバックグラウンド - 下 このフィールドは、無効なタブの下部の背景色を参照

します。  

無効なタブバックグラウンドホバー このフィールドは、無効なタブにマウスポインタを置

いたときに表示される色を参照します。メニュータブ

に使用する色も参照します。  

グローバルヘッダーセクション（モダンテーマのみ） 

バックグラウンド このフィールドは、グローバルヘッダーの背景色を参

照します。 

トップセクション（モダンテーマのみ） 

テキスト このフィールドは、ボタンの下のテキストを参照しま

す。 

アクションバー（モダンテーマのみ） 
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一般情報 説明 

アクションバーアイコン このフィールドは、アクションバーの三角形アイコン

の色を参照します。 

アクションバーテキスト このフィールドは、アクションバーに使用するテキス

トを参照します。  

アクションバーリンク このフィールドは、アクションバーで使用できるリン

ク、たとえば、［お気に入りのレコード］または［最

近の表示］セクションの下のナビゲーションリンクを

参照します。 

アクションバーバックグラウンド このフィールドは、アクションバーに表示される背景

色を参照します。  

ボタン（モダンテーマのみ） 

ボタンバックグラウンド - トップ 

 

このフィールドは、ボタンの上部の背景色を参照しま

す。  

ボタンバックグラウンド - 下 

 

このフィールドは、ボタンの下部の背景色を参照しま

す。  

ボタン境界線 

 

このフィールドは、ボタン境界線の境界線に使用する

色を参照します。 

ボタンテキスト 

 

このフィールドは、ボタンに使用するテキストを参照

します。  

ページ（クラシックおよびモダンテーマ） 

ページテキスト 

 

このフィールドは、インラインヘルプ、フィールドラ

ベル、フィールド値、ページタイトル、無効なリンク

、フォームセクションヘッダー、垂直バー、ビュレッ

トなど、ページまたはポップアップウィンドウのすべ

てのテキストを参照します。  

ページリンク 

 

このフィールドでは、ページバックグラウンドのすべ

てのリンク（［リストを全表示］リンク、［リスト管

理］リンクなど）を示します。  
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一般情報 説明 

ページバックグラウンド - トップ 

 

このフィールドは、［商談詳細］など、各ページおよ

びポップアップウィンドウの上部にあるタイトルバー

の色を参照します。ボタンはこのタイトルバーにあり

ます。このフィールドはアクションバー、関連リスト

およびカレンダーアポイントペインも制御します。ク

ラシックテーマでは、このフィールドは有効なカレン

ダータブを制御します。   

注: 
モダンテーマでは、有効なカレンダータブはメニュー

に置換されます。 

ページバックグラウンド - 下 

 

このフィールドは、［商談詳細］など、各ページおよ

びポップアップウィンドウの下部にあるタイトルバー

の色を参照します。ボタンはこのタイトルバーにあり

ます。このフィールドはアクションバー、関連リスト

、［カレンダー］ビュー、有効な［カレンダー］タブ

も制御します。  

 

ハイライト表示されたページバックグラウンド   

 

このフィールドは、インライン編集フィールド、カレ

ンダー上の現在日、ウィザードのアクティブなステッ

プ、ヘッドアップディスプレイバックグラウンドなど

、ページ上のハイライト表示された項目の色を参照し

ます。 

ページヘッダーテキスト 

 

このフィールドは、［商談ホームページ］など、ペー

ジ名に使用するテキスト色を参照します。 

ページヘッダーバックグラウンド - トップ 

 

このフィールドは、ページ名の背後の上部領域に使用

する色を参照します。 

ページヘッダーバックグラウンド - 下 

 

このフィールドは、ページ名の背後の下部領域に使用

する色を参照します。 

セクションヘッダー行 このフィールドは、［詳細］ページのセクションヘッ

ダー行を参照します。  

ページ行 このフィールドは、リストレコード、詳細ページのフ

ォームセクション、ウィザードのステップなどに使用

する行の色を参照します。 

ページアイコン このフィールドは、モダンテーマにのみ使用できます

。ページセクションの折りたたみと展開に使用される

三角形アイコンで使用する色を参照します。   
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一般情報 説明 

関連情報ボタンバックグラウンド 

  

このフィールドは、モダンテーマにのみ使用できます

。［関連情報］ボタンの背景に使用する色を参照しま

す。  

リスト（クラシックおよびモダンテーマ） 

リストヘッダーテキスト このフィールドは、フィルターバー、リストフッター

バーおよび日別と週別のカレンダービューのタイムラ

インで使用するテキストの色を参照します。  

リストヘッダーバックグラウンド このフィールドは、日別および週別カレンダービュー

の時間セクション、フィルターバー、およびリストナ

ビゲーションアイコンを含むリストフッターの背景色

を参照します。  

カラムヘッダーテキスト このフィールドは、カラムヘッダーおよびモダンテー

マのカレンダービューの日セクションで使用されるテ

キストの色を参照します。  

カラムヘッダーバックグラウンド このフィールドは、関連リスト、全リストおよびモダ

ンテーマのカレンダービューの日セクションで使用さ

れる背景色を参照します。  

線 このフィールドは、リストセクション内の水平線の色

を参照します。  

カレンダー（クラシックおよびモダンテーマ） 

勤務時間外の背景 このフィールドでは、カレンダーにおいてユーザーが

勤務していない時間を表すために使用される背景色を

示します。  

カレンダー行 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandの［日別カレンダー］および［カレンダービ
ュー］セクションで使用される行の色を参照します。 

アポイント背景 - デフォルト このフィールドでは、カレンダーの日別、週別および

月別ビューに表示されるアポイントの背景色を示しま

す。このフィールドは、モダンテーマの場合のみ使用

可能となります。 

アポイントテキスト - リンク このフィールドでは、アポイント、担当者および取引

先のためのナビゲーションリンクなど、カレンダーア

ポイント内で使用可能なリンクを示します。このフィ

ールドは、モダンテーマの場合のみ使用可能となりま

す。 

注: 
クラシックテーマを使用している場合、カレンダーア

ポイント内のリンクはページリンクと同じ色で表示さ

れます。 
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一般情報 説明 

アポイントテキスト - リンク以外 このフィールドでは、アポイント内で使用されるテキ

ストの色を示します。このフィールドは、モダンテー

マの場合のみ使用可能となります。 

注: 
クラシックテーマを使用している場合、カレンダーア

ポイント内のテキストはページテキストと同じ色で表

示されます。 

8 （オプション）カスタマイズされたグローバルリンクをテーマに追加する場合、［グローバルリンク］セクションの［新
規］をクリックします。  

リンク編集ページが開きます。   

9 次の情報を入力します。 

n リンク名。テーマに追加するグローバルリンクの名前を選択します。 

n タイプ。グローバルリンクをページの上部に配置するか、下部に配置するかに応じて、メニューから［ヘッダー］ま
たは［テストフッターのテキスト］を選択します。 

n リンク URL。グローバルリンクのURLを入力します。 

n リンク順序。リンクの表示順序を示す値を入力します。たとえば、「1」を入力すると、そのリンクはグローバルリ
ンクの最初のリンクになります。 

10 ［保存］をクリックします。または、カスタマイズされた他のグローバルリンクをテーマに追加する場合はリンクの保存
&新規作成をクリックします。  

11 （オプション）特定のロゴをテーマに追加する場合、［ロゴ］セクションの［ロゴの追加］をクリックします。  

［ロゴ編集］ページが開きます。   

12 ［参照］をクリックし、テーマのヘッダーロゴとして使用するイメージを探します。  

注:イメージをアップロードし、拡張子をJPEG、JPG、PNG、またはGIFにすることで、ヘッダーロゴとして使用で
きます。クラシックテーマの場合、Oracle CRM On 
Demandでは、最大45ピクセルの高さのヘッダーロゴを表示できます。モダンテーマの場合、Oracle CRM On 
Demandでは、最大50ピクセルの高さのヘッダーロゴを表示できます。水平方向の最大範囲を確保するには、ヘッ
ダーロゴの幅を1680ピクセルにすることをお勧めします。テーマにアップロードするイメージを使用およびアップ
ロードする権限が必要です。 

13 次の情報を入力します。 

n 名前。テーマに追加するロゴの名前を入力します。 

n ロゴタイプ。ロゴをページの上部に配置するか、下部に配置するかに応じて、メニューから［ヘッダー］または［テ
ストフッターのテキスト］を選択します。［ヘッダー］を選択すると、ロゴはそのままリンクおよびタブの背景に表

示されます。［テストフッターのテキスト］を選択すると、フッターロゴがアプリケーション下部のリンクに配置さ

れます。 

14 ［保存］をクリックします。   
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注: テーマに追加する新規ロゴのプレビューを表示するには、再度Oracle CRM On 
Demandにサインアウトおよびサインインする必要があります。 

Oracle CRM On 
Demandでカスタム作成モダンテーマを使用している場合、カレンダー内の異なる活動アクティビティをどの色で
表示するかを定義できます。  

15 カレンダー活動セクションで［新規］をクリックします。  

カレンダー活動詳細ページが開きます。  

16 次の情報を入力します。  

n 活動タイプ。必要なカレンダー活動を選択します。 

n 順序。カレンダー活動がカレンダーの凡例に表示される順序を示す値を入力します。カレンダーの凡例には、日別お
よび週別カレンダーを表示したときに最初の4つの活動タイプが表示されます。カレンダーの凡例には、月別カレン
ダーを表示したときに最初の6つの活動タイプが表示されます。 

17 ［保存］をクリックします。または、カレンダーに追加のカレンダー活動を定義する場合はカレンダー活動の保存&新規
作成をクリックします。 

カレンダー活動セクションには、特定の色でカレンダーに表示する活動がリストされます。    

18 次の項目をクリックして各カレンダー活動をカレンダーに表示する方法を定義します。  

n 活動タイプ。必要なカレンダー活動を選択します。 

n 順序。 
カレンダー活動がカレンダーの凡例に表示される順序を示す値を入力します。カレンダーの凡例には、日別および週

別カレンダーを表示したときに最初の4つの活動タイプが表示されます。カレンダーの凡例には、月別カレンダーを
表示したときに最初の6つの活動タイプが表示されます。 

n 背景色。カレンダー活動の背景色を定義するには、16進数値を入力するか、カラーパレットから色を選択します。 

n リンク色。カレンダー活動のリンクの表示色を定義するには、16進数値を入力するか、カラーパレットから色を選
択します。 

n 非リンク色。カレンダー活動のテキストの表示色を定義するには、16進数値を入力するか、カラーパレットから色
を選択します。 

注: カレンダー活動に対する変更内容を表示するには、再度Oracle CRM On 
Demandにサインアウトおよびサインインする必要があります。Oracle CRM On 
Demandでのカレンダーの使用の詳細は、「カレンダーページの使用」を参照してください。 

 

共有レコードの前の所有権のカスタマイズ 
チーム単位でのレコードの共有がサポートされているレコードタイプの場合、Oracle CRM On 
Demandで［所有者］フィールドが変更されたときに前の所有権をチームの一部として保持するようにそのレコードタイプ
をカスタマイズできます。前の所有者のカスタマイズページに、チーム単位のレコード共有をサポートするレコードタイプの

リストが表示されます。各レコードタイプごとに、レコードの前の所有者をチームに保持するチャネルを選択し、新しいアク

セス役割を前の所有者に割り当てることができます。たとえば、［取引先］レコードタイプを構成して、共有取引先レコード

の所有者がインタラクティブ操作で変更されたときに前の所有者がチームに保持され、前の所有者にそのレコードタイプに対

する読み取り専用アクセス役割が割り当てられるようにすることができます。 
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レコードの所有権の詳細は、「レコードの所有権の移動」および「レコードの共有（チーム）」を参照してください。  

レコードの前の所有権をカスタマイズするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。  

3 ［アプリケーションセットアップ］セクションで、前の所有者のカスタマイズをクリックします。  

前の所有者のカスタマイズページに、チーム単位のレコードの共有をサポートするレコードタイプと、それらのレコ

ードタイプの対応するチャネルおよびアクセスプロファイルがリストされます。  

4 前の所有者のカスタマイズページで、［編集］をクリックして、レコードタイプの前の所有者のチャネルまたはアクセス
プロファイルを変更します。  

5 チャネルの選択から次のいずれかを選択します。  

n 所有者を保持しない。 これがデフォルト値です。レコードの前の所有者はチームに保持されません。 

n 常に所有者を保持する。レコードの前の所有者は、所有者が割当マネージャを使用して変更された場合を除きチーム
に保持されます。 

n すべてのインタラクティブ操作。レコードの前の所有者は、所有者がインポートアシスタント、割当マネージャ、大
量更新機能、またはWebサービスを使用して変更された場合を除きチームに保持されます。 

6 ［アクセスプロファイル］から前の所有者の新しいアクセスプロファイルを選択します。  

他のアクセスプロファイルをチームで使用可能にする詳細は、「アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 
334)」を参照してください。  

7 ［保存］をクリックします。  

 
 

フィールド、ピックリスト、基準について 
このアプリケーションでは、売上予想とレポートに使用するフィールド名やピックリスト値は変更できません。ただし、ホー

ムページ上のリストなどの組み込みのリストでは、ピックリスト値に基づいて含めるレコードが選択されます。アプリケーシ

ョンは基になる言語に依存しないコードを使用して、標準のリストに含めるレコードを決めます。そのため、これらのリスト

に影響を与えることなく、ピックリスト値やフィールドの名前を変更できます。 

注：Oracle CRM On 
Demand（標準アプリケーション）では、タスクの優先順位はタスクリストの矢印によって表されます。上向矢印は、［1 - 
高］の優先順位を表します。矢印なしは、［2 - 中］の優先順位を表します。下向矢印は、［3 - 
低］の優先順位を表します。［活動］レコードタイプの［優先順位］フィールドの表示値をデフォルト値から変更すると（た

とえば、デフォルト値の［1-高い］から「最高位」に変更すると）、1-ラベル、2-ラベルまたは3-
ラベルというパターン（ラベルはタスク優先順位につけた名前）を使用しない限り、Oracle CRM On 
Demandでは、タスクリストの［優先順位］フィールドに矢印が表示されません。この場合、Oracle CRM On 
Demandでは、1-ラベルには上向き矢印が表示され、2-ラベルには矢印が表示されず、3-
ラベルには下向き矢印が表示され、他の表示値には矢印が表示されません。たとえば、Oracle CRM On Demandでは、1-
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My Highestという値には上向き矢印が表示されますが、My Highestという値には矢印が表示されません。Oracle CRM On 
Demandでは、［優先順位］フィールドのピックリストに追加したカスタム値には矢印が表示されません。  
 

添付資料設定について 
レコードタイプに応じて、次の方法でファイルをレコードに添付できます。 

n 親レコードで添付資料関連項目を使用 

n 添付フィールドを使用 

添付資料関連項目の設定について 
設定済みの添付資料関連項目をサポートするレコードタイプでは、ユーザーが複数の添付資料を親レコードにリンクできるよ

うに、ページレイアウトおよびユーザー役割を設定できます。各添付資料項目には、ファイルまたはURLのいずれかを含める
ことができます。ユーザーがこの方法でファイルやURLを添付できるようにするには、次のようにページレイアウトおよびユ
ーザー役割を設定する必要があります。 

n 親レコードタイプのページレイアウトで、［添付資料］セクションが関連情報セクションとして使用可能である必要があ
ります。 

n ユーザー役割には、［添付資料］レコードタイプに対して必要な権限が含まれている必要があります。 

n ユーザー役割のアクセスプロファイルには、親レコードタイプのアクセス設定で設定された添付資料関連レコードタイプ
への適切なアクセス権が含まれている必要があります。 

ページレイアウトのカスタマイズについては「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」および「動的ページレイアウトの指定 (ページ 
216)」を参照してください。ユーザー役割およびアクセスプロファイルの設定については、「ユーザー管理とアクセス制御 
(ページ 271)」を参照してください。 

次のレコードタイプでは、事前構成添付資料関連項目がサポートされます。 

n 取引先 

n 活動 

n キャンペーン 

n 担当者 

n カスタムオブジェクト01、02および03 

n 自動車ディーラー 

n イベント 

n 資金 

n 資金リクエスト 

n 世帯 

n 見込み客 

n 商談 

n パートナー 
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n プログラムメンバーシップ 

n サービスリクエスト 

n 解決策 

添付資料は、警告レコードおよびセールスステージレコードにリンクすることもできます。 

企業の管理者は、設定済みの添付資料関連項目を使用して追加した添付資料の詳細を表示できます。詳細については、「企業

の添付資料の管理 (ページ 815)」を参照してください。 

添付フィールドの設定について 
ユーザーは添付フィールドを使用して、単一ファイルをレコードに添付できます。添付フィールドがサポートされているのは

次のレコードタイプです。 

n カスタムオブジェクト01、02、03、04以降 

n 在庫監査レポート 

n サンプルトランザクション 

n 署名 

次のレコードタイプでは、添付資料のフィールドもサポートされます。ただし、これらのレコードタイプは、次のように関連

項目としてのみ使用できます。 

n 認定添付資料 

認定添付資料レコードタイプは、認定レコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n 申込書類添付資料 

申込書類添付資料レコードタイプは、申込書類レコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n ビジネス計画添付資料 

［ビジネス計画添付資料］レコードタイプは、［ビジネス計画］レコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にで

きます。 

n 認定レベル添付資料 

認定レベル添付資料レコードタイプは、認定レベルレコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n コース添付資料 

コース添付資料レコードタイプは、コースレコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n 試験添付資料 

試験添付資料レコードタイプは、試験レコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n MDFリクエスト添付資料 

MDFリクエスト添付資料レコードタイプは、MDF 
リクエストレコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n 目標添付資料 

［目標添付資料］レコードタイプは、［目標］レコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n パートナープログラム添付資料 
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パートナープログラム添付資料レコードタイプは、パートナープログラムレコードタイプの関連項目としてのみ使用

可能にできます。 

n 保険証券添付資料 

保険証券添付資料レコードタイプは、保険証券レコードタイプの関連項目としてのみ使用可能にできます。 

n 特別価格リクエスト添付資料 

特別価格リクエスト添付資料レコードタイプは、特別価格リクエストレコードタイプの関連項目としてのみ使用可能

にできます。 

これらのレコードタイプのいくつかは、業界に固有であるか、Oracle CRM On Demand Partner Relationship 
Management Editionの場合のみ存在し、Oracle CRM On Demandのエディションでは使用できないことがあります。 

一部のレコードタイプでは、添付フィールドがOracle CRM On 
Demandの標準ページレイアウトに表示されます。必要に応じて、リストされている全レコードタイプの詳細ページレイア
ウトに添付フィールドを表示できます。次の3つの添付フィールドがあります。 

n 添付資料。レコードの編集ページ上では、このフィールドに最初にクリップアイコンが表示されます。ファイルがアップ
ロードされた後は、レコードの詳細ページ上のこのフィールドに添付ファイルの名前とサイズが表示されます。［レコー

ド編集］ページのこのフィールドにも、ペーパークリップアイコンおよびファイルの削除に使用できる［X］アイコンが
表示されます。ユーザーがファイルをレコードに添付できるようにするには、このフィールドをページレイアウトに表示

する必要があります。［添付資料］フィールドに表示されるファイル名とファイルサイズは計算された値であるため、こ

のフィールドを検索フィールドとして使用することはできません。 

n 添付資料: 
ファイル名。これは読み取り専用フィールドで、ユーザーがアップロードしたファイルの名前が自動的に表示されます。

［添付資料: ファイル名］フィールドは検索フィールドとして使用できます。このフィールドの表示はオプションです。 

n 添付資料: サイズ 
(バイト)：このフィールドには、添付資料のサイズが表示されます。このフィールドの表示はオプションです。 

ページレイアウトのカスタマイズについては「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」および「動的ページレイアウトの指定 (ページ 216)」を参照してください。 

カスタムオブジェクトおよび添付フィールドの設定について  
カスタムオブジェクトレコードタイプは、企業のビジネス要件を満たすように、次の方法で設定できます。 

n カスタムオブジェクトレコードタイプを、別のレコードタイプの関連レコードタイプとして設定できます（カスタムオブ
ジェクトレコードタイプは、Oracle CRM On 
Demandのほとんどの主要レコードタイプで関連レコードタイプとしてサポートされています）。 

このように設定すると、親レコードとリンク先レコードタイプは1対多関係になります。この設定により、リンク先
レコードタイプで添付フィールドを表示すると、ユーザーは複数の添付資料（1つの子レコードに1つずつ）を親レ
コードにリンクできます。  

たとえば、カスタムオブジェクト04の［詳細］ページに添付フィールドを表示し、カスタムオブジェクト04の名前
を「目標の添付資料」に変更できます。次に、この「目標の添付資料」レコードタイプを［目標］レコードタイプの

関連情報セクションとして使用可能にできます。  

n カスタムオブジェクトレコードタイプを、他のレコードタイプと多対多の関係に設定できます。詳細については、「カス
タムオブジェクトの多対多の関係について (ページ 269)」を参照してください。 

n カスタムオブジェクトレコードタイプを、添付資料レコードタイプとして使用できるように設定し、独自のタブ、ホーム
ページ、リストなどを持つトップレベルレコードタイプとして使用可能にできます。 
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この設定は、多数のユーザーが興味を示す資料へのアクセス権をユーザーに付与する場合に使用できます。この設定

により、ユーザーは、カスタム添付資料レコードタイプのレコードにアップロードされた添付資料を検索することも

できます。 

他のレコードタイプと同様に、添付フィールドがサポートされているレコードタイプをユーザーが使用できるように、ユーザ

ーのユーザー役割およびアクセスプロファイルのアクセスレベルが適切であることを確認する必要があります。ユーザー役割

およびアクセスプロファイルの設定については、「ユーザー管理とアクセス制御 (ページ 271)」を参照してください。 
 

カスタムオブジェクトの多対多の関係について 
デフォルトでは、カスタムオブジェクト01、02、03と他のレコードタイプの間の関係はすべて多対多です。ただし、他のす
べてのカスタムオブジェクトレコードタイプ（たとえば、カスタムオブジェクト04など）の場合、カスタムオブジェクトレ
コードタイプと他のレコードタイプ（他のカスタムオブジェクトレコードタイプを含む）の間の関係は、デフォルトではすべ

て1対多になります。 

他のカスタムオブジェクトレコードタイプを共通テーブルとして使用することで、カスタムオブジェクトレコードタイプの多

対多の関係を作成できます。 

カスタムオブジェクトレコードタイプを共通テーブルとして使用する利点 
 
カスタムオブジェクトレコードタイプを共通テーブルとして使用すると、カスタムオブジェクト01から03で提供される他の
レコードタイプとの多対多の関係を使用する場合と比較して、次の利点があります。 

n 柔軟性。オブジェクト間の関係をより柔軟に制御できます。カスタムレコードタイプを共通テーブルとして使用すると、
カスタムオブジェクトレコードタイプの共通レコードに直接アクセスできます。カスタムオブジェクト01、02および03
では、共通テーブルおよび他のレコードタイプとの多対多の関係は表示されません。このため、ユーザーは共通レコード

を表示または変更できません。カスタムオブジェクト04以降のレコードタイプでは、多対多の関係が必要なレコードタ
イプを決定できるため、さらに柔軟なものとなっています。カスタムオブジェクト01、02、03と他のレコードタイプと
の多対多の関係は事前設定されており、変更できません。たとえば、カスタムオブジェクト01を使用しており、カスタ
ムオブジェクト01と取引先との間に1対多の関係のみが必要である場合、これは多対多の関係として格納されます。カス
タムオブジェクト01では、非表示の共通テーブルに関係を格納するために追加レコードを使用しており（不要な場合で
も）、この追加レコードは企業のレコード割当についてカウントされます。ただし、カスタムオブジェクト04を使用し
ており、カスタムオブジェクト04と取引先との間に1対多の関係のみが必要である場合、提供されているデフォルトの1
対多の関係を使用できます。それ以外の場合で、カスタムオブジェクト04を使用していない場合、別のカスタムオブジ
ェクトレコードタイプを使用するよう選択し、カスタムオブジェクト04と取引先との間に多対多の関係を作成できます
。 

n より効率的な統合。カスタムオブジェクトレコードタイプを共通テーブルとして使用すると、統合イベントはより効率的
になります。Oracle CRM On 
DemandまたはWebサービスでインポートツールを使用することで、カスタムオブジェクトレコードタイプに直接多対
多の関係をロードできます。ところが、インポートツールでは、カスタムオブジェクト01、02および03とその他のレコ
ードタイプとの関係のインポートはサポートされていません。また、統合イベントで追跡できるのは、カスタムオブジェ

クト01、02および03の親フィールドのみです。統合イベントでは、カスタムオブジェクト01、02および03とそれらの
関連レコードタイプについて発生したイベント（その他のレコードタイプとの関連付けまたは関連付け解除など）は追跡

できません。ところが、カスタムオブジェクト04以降のレコードタイプを共通テーブルとして使用している場合、共通
テーブルは統合イベントがサポートされているカスタムオブジェクトレコードタイプであるため、共通テーブルで発生す

るイベントを追跡および検出できます。 

n 追加情報の格納。テキストフィールドまたはより複雑なビジネスモデルで他のレコードタイプとの関係が必要な場合など
、2つのレコードタイプ間の多対多の関係に関する追加情報を格納できます。カスタムオブジェクト04以降のレコードタ
イプでは、Oracle CRM On 
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Demandで使用可能なすべてのカスタムフィールドがサポートされており、共通テーブルでカスタムフィールドを作成
できます。また、カスタムオブジェクト04以降のレコードタイプでは、他のレコードタイプとの関係がサポートされて
おり、共通テーブルとの関係を作成できます。カスタムオブジェクト01、02および03の共通テーブルおよびその他のレ
コードタイプでは、カスタムフィールドまたはその他のレコードタイプとの関係はサポートされていません。 

多対多の関係の作成の例 
企業が会議場を所有および管理しており、他の企業、政府クライアントなどに会議施設を提供しているとします。あるカスタ

ムオブジェクトレコードタイプを使用してイベントに関する情報を追跡し、別のカスタムオブジェクトレコードタイプを使用

して各イベントに使用される部屋に関する情報を追跡します。各部屋は、多くのイベントに使用され、各イベントは多数の部

屋を使用する可能性があるため、レコードタイプ間に多対多の関係が必要です。 

この多対多の関係を作成するには、3つ目のカスタムオブジェクトレコードタイプを共通テーブルとして使用して、各部屋の
予約、またはセッションに関する情報を追跡します。その後、部屋とセッションの間に1対多の関係を作成し、イベントとセ
ッションの間の1対多の関係を作成できます。この結果、部屋とイベントの間に多対多の関係ができます。 

次の手順では、この例のレコードタイプと関係を設定する方法について説明します。新しいレコードタイプにカスタムオブジ

ェクト04、05、および06が使用されます。   

多対多の関係を設定するには 

1 企業で使用するカスタムオブジェクトレコードタイプが設定されていない場合、カスタマーサポートに設定してもらいま
す。 

2 カスタマーサポートがカスタムオブジェクトを設定したら、カスタムオブジェクト04、05、および06レコードタイプの
名前を、それぞれ「部屋」、「イベント」、および「セッション」に変更します。 

レコードタイプの名前変更については、「レコードタイプの名前変更 (ページ 249)」を参照してください。 

3 新しいレコードタイプへのアクセスが必要なユーザーごとに、役割管理ウィザードのステップ2「レコードタイプアクセ
ス」で必要なアクセスレベルを設定します（必要なアクセスレベルは、ユーザーが自身の責任に基づいて決定します）。 

ユーザーの役割の設定については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

4 新しいレコードタイプへのアクセスが必要なユーザーの役割ごとに、新しいレコードタイプのアクセスプロファイルを設
定します。 

少なくとも、次の内容を設定する必要があります。 

n 新しい部屋レコードタイプで、新しいセッション関連情報セクションに［表示］アクセス権を付与します。 

n 新しいイベントレコードタイプで、新しいセッション関連情報セクションに［表示］アクセス権を付与します。 

アクセスプロファイルの設定の詳細は、「アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 
334)」を参照してください。 

5 新しいレコードタイプに新しいページレイアウトを作成します。 

n 新しい部屋レコードタイプ詳細ページレイアウトで、新しいセッションレコードタイプを関連情報セクションとして
含めます。 

n 新しいイベントレコードタイプ詳細ページレイアウトで、新しいセッションレコードタイプを関連情報セクションと
して含めます。 



ユーザー管理とアクセス制御 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  271 
 

ページレイアウトの設定の詳細については、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」を参照してください。 

6 新しいレコードタイプへのアクセスが必要なユーザーの役割ごとに、役割管理ウィザードのステップ6で作成したページ
レイアウトを割り当てます。 

ユーザーの役割の設定については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

注:前の手順で説明した設定の変更に加えて、他のレコードタイプをカスタマイズしたのと同じ方法で新しいレコードタイプ
をカスタマイズできます。レコードタイプのカスタマイズについては、「レコードタイプ別の［アプリケーションカスタマイ

ズ］ページ (ページ 104)」を参照してください。 
 

ユーザー管理とアクセス制御 
ここでは、ユーザーの管理とアクセスの制御について説明します。 

作業前の準備。次の操作を実行します。 

n 自分のユーザー役割に適切な権限が含まれていることを確認します。 

n ［管理ホームページ］上の［ユーザー管理とアクセス制御］リンクにアクセスするには、[ユーザーの管理]権限また
は[役割およびアクセスの管理]権限、あるいはそれら両方の権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があ
ります。 

n ユーザーを設定するには、[ユーザーの管理]権限または［パートナー組織内のユーザーの管理］権限を含む役割が割
り当てられている必要があります。  

注:［パートナー組織内のユーザーの管理］権限を持つユーザーが設定できるのは、独自のパートナー組織
内のユーザーのみです。 

n 社内のアクセスプロファイルおよび役割を設定するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含む役割が割り当てら
れている必要があります。 

n グループを作成、編集または削除するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられて
いる必要があります。 
ユーザーをグループに追加するかグループから削除するには、[役割およびアクセスの管理]権限および[ユーザーの
管理]権限の両方を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。 

n ブックを設定するには、［ブックの管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n 社内のテリトリーを設定するには、［テリトリーの管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n ライセンス数を、有効にする必要があるユーザー数と比較します。有効なユーザーのみがOracle CRM On 
Demandにアクセスできます。有効なユーザーの総数が企業のライセンス数を超えることはできません。ライセンスの
状況の確認方法の詳細は、「ライセンスの状況と有効なユーザーの確認 (ページ 48)」を参照してください。 

n 役割とアクセスプロファイルの背景情報を確認しておきます。詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 

n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n プライマリレコードタイプのアクセスレベルについて (ページ 326) 

n 関連するレコードタイプのアクセスレベルについて (ページ 327) 
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n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 

n ブック、役割、およびチームのデータアクセス管理に使用するプロファイルを決定します。 

n 各ユーザーに割り当てる役割と、各ユーザーの上司を指定します。複数の事業分野に対応するために、組織に役割を追加
する必要がある場合は、必要な新しい役割を作成します。 

社内のすべてのユーザーの累積設定から企業のレポート階層とセールス目標が定義されます。 

社内のユーザーについて、個別にユーザーの役割を指定する必要があります。ユーザーの役割と関連付けられたアクセスプロ

ファイルによって、タブ、機能、およびレコードに対する従業員のアクセス権が決まります。また、アプリケーションを使用

するときに従業員に表示されるページレイアウトも決まります。 

ユーザー、アクセスプロファイル、役割、カスタムブック、およびグループを管理する手順を参照するには、該当するトピッ

クをクリックしてください。 

n ユーザーの設定 (ページ 274) 

n ユーザーのセールス目標の設定 (ページ 288) 

n ユーザーに対するレコードタイプ別のデフォルトブックの設定 (ページ 289) 

n ユーザーのユーザーIDの変更 (ページ 290) 

n ユーザーのパスワードのリセット (ページ 290) 

n ユーザーのDMS PINのリセット (ページ 291) 

n ユーザーのプライマリ部署の変更 (ページ 292) 

n ユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 292) 

n ユーザーのセキュリティ関連活動の確認 (ページ 293) 

n 委任ユーザーの管理（管理者） (ページ 295) 

n ユーザーの在庫期間の作成 (ページ 297) 

n ユーザーの無効化 (ページ 298) 

n パートナー管理者の設定プロセス（管理者） (ページ 298) 

n ユーザーの設定（パートナー） (ページ 300) 

n ユーザーのユーザーIDの変更（パートナー） (ページ 302) 

n ユーザーのパスワードのリセット（パートナー） (ページ 303) 

n ユーザーの無効化（パートナー） (ページ 303) 

n 役割の追加 (ページ 311) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n ブックの設定のプロセス (ページ 362) 

n 管理者の役割に設定されたブックの確認 (ページ 363) 

n ブックタイプとブックユーザー役割の作成 (ページ 367) 

n レコード所有権モードの設定 (ページ 368) 

n ブックとブック階層の作成 (ページ 369) 

n ユーザーとブックの関連付け (ページ 371) 
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n ブックのアクセスプロファイルの作成 (ページ 373) 

n 企業のブックの有効化 (ページ 374) 

n ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化 (ページ 375) 

n ［レコード詳細］ページのレイアウトへのブックの追加 (ページ 377) 

n ブックへのレコードの割り当て (ページ 379) 

n パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 337) 

n パーソナライズアクションバーレイアウトのリセット (ページ 338) 

n パーソナライズホームページレイアウトのリセット (ページ 339) 

n グループの設定 (ページ 386) 

n テリトリーの設定 (ページ 389) 

ヒント：  各役割についてテストユーザーを設定することをお勧めします。他のユーザーを有効にする前に、このテストユー
ザーを有効にして設定が正しく設定されていることを確認します。アクセス権、役割のレイアウト、レポートおよびデータ共

有の階層、ワークフロー、およびその他のビジネスプロセスのカスタマイズを含むすべてのユーザー設定が完了するまで、他

のユーザーを有効にしないでください。テストが終了したら、必ずテストユーザーを無効にしてください。 
 

ユーザー管理 
ユーザーはOracle CRM On Demandのエンティティであり、Oracle CRM On 
Demandとやり取りできる場合とできない場合があります。たとえば、会社の従業員、パートナーまたは外部アプリケーシ
ョンがユーザーになります。ユーザーの状態には有効と無効があります。有効なユーザーはOracle CRM On 
Demandとやり取りでき、無効なユーザーはやり取りできません。有効なユーザーがOracle CRM On 
Demandとやり取りするには、その企業で設定されたサインインおよびパスワードポリシーに基づいて、認証される必要が
あります。サインインおよびパスワードポリシーの詳細は、「サインインおよびパスワードポリシーについて (ページ 
48)」を参照してください。 

各ユーザーには1つの役割が割り当てられます。また、同一の役割を複数のユーザーに割り当てることができます。Oracle 
CRM On 
Demandでの役割は、セールスエグゼクティブやサービス管理者の職務など、ユーザーが組織で実行する職務に似ています
。組織では、職務ごとに固有の権限や許可が与えられます。同様にOracle CRM On 
Demandにおいても、役割によって次の項目が定義されます。  

n ユーザーに使用できる権限があるOracle CRM On Demandの機能 

n 保護された情報を扱うためにユーザーに与えられる一連の権限 

n 情報を表示するユーザーインターフェイス設定 

役割の詳細は、「役割管理 (ページ 304)」を参照してください。ユーザーを管理するには、次のタスクを実行します。 

n ユーザーの設定 (ページ 274) 

n ユーザーのセールス目標の設定 (ページ 288) 

n ユーザーのユーザーIDの変更 (ページ 290) 

n ユーザーのパスワードのリセット (ページ 290) 

n ユーザーのDMS PINのリセット (ページ 291) 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

274  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

n ユーザーのプライマリ部署の変更 (ページ 292) 

n ユーザーのサインイン活動の確認 (ページ 292) 

n ユーザーのセキュリティ関連活動の確認 (ページ 293) 

n 委任ユーザーの管理（管理者） (ページ 295) 

n ユーザーの在庫期間の作成 (ページ 297) 

n ユーザーの無効化 (ページ 298) 

関連トピック 
ユーザー管理の関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ユーザーページレイアウトについて (ページ 287) 

n ユーザーの委任について (ページ 294) 

n ユーザーフィールド (ページ 276) 

n レコードの監査証跡の表示 

n 監査証跡のカスタマイズ (ページ 209) 
 

ユーザーの設定 
ユーザーを設定する場合は、次のフィールドについて特別な注意が必要です。これらのフィールドによって、ユーザーがアク

セス、表示、および実行できる内容が決まります。 

n ［状態］フィールド。初めてユーザーを設定するときに、ユーザーがすぐにOracle CRM On 
Demandにアクセスできるように設定できます。そのためには、ユーザーレコードの適切なオプションを選択して、ユ
ーザーの状態を［有効］に設定し、ユーザーレコードの保存時に、Oracle CRM On 
Demandに対して必要なサインイン情報をユーザーに送信するように要求します。 

ユーザーがOracle CRM On 
Demandにすぐにアクセスできないようにする場合は、ユーザーレコードを設定し、そのユーザーの状態を［無効
］に設定します。ユーザーがOracle CRM On 
Demandにアクセスできるようにするには、そのユーザーの状態を［有効］に変更し、パスワードのリセット機能
を使用して、必要なサインイン情報をユーザーに電子メールで送信します。 

n ［上司］または［上司 
(エイリアス)］フィールド。レポート構造によって、マネージャがアクセスできるレコードが決まります。また、売上
予想の計算にデータを含めるユーザーと、マネージャおよびエグゼクティブのレポートも決まります。ユーザーを設定す

るページには、［上司］フィールドまたは［上司 
(エイリアス)］フィールドのいずれかを挿入できますが、このフィールドの両方は指定しないでください。［上司］およ
び［上司 (エイリアス)］フィールドの詳細は、「ユーザーレコードの［上司］および［上司 
(エイリアス)］フィールドについて (ページ 288)」を参照してください。 

ヒント： レポート階層のトップレベルのユーザーを最初に入力してください。 

n ［役割］フィールド。ユーザーの役割によって、ユーザーがアクセスできるタブ、機能、レコードおよびページレイアウ
トが決まります。 

注:ユーザーレコードは、インポートアシスタントを使用してインポートできます。このオプションの詳細については、「イ
ンポートツールとエクスポートツール (ページ 564)」を参照してください。 
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新規ユーザー用のサインイン情報について 
Oracle CRM On Demandにサインインする新規ユーザーには、Oracle CRM On 
Demandの一時URLと仮パスワードが必要です。ユーザーアカウントの作成時に、次のようにOracle CRM On 
Demandに対してサインイン情報をユーザーに送信するように要求できます。この要求は、ユーザーアカウントの作成後に
実行することもできます。 

n ユーザーアカウントの設定時にサインイン情報を送信する場合は、初めてユーザーレコードを保存する前に、そのユーザ
ーレコードの電子メールチェックボックスをオンにします。 

ユーザーレコードの作成に［簡易追加］ボタンを使用したか［ユーザーを追加］ボタンを使用したかによって、電子

メールチェックボックスの名前が次のように変わります。 

n ［簡易追加］ページの［電子メール］チェックボックス 

n ［ユーザー編集］ページの［[保存] をクリックしたときに仮パスワードを送信］チェックボックス 

サインイン情報をユーザーにすぐに送信する場合は、初めてレコードを保存する前に、チェックボックスをオンにす

る必要があることに注意してください。サインイン情報が2回に分けて電子メールでユーザーに送信されます。 

n 1通目の電子メールには、一時URLが記載されています。 

n 2通目の電子メールには、仮パスワード、およびユーザーのサインインIDの詳細が記載されています。 

n 後でサインイン情報をユーザーに送信する場合は、ユーザーレコードの作成時に電子メールチェックボックスをオフにし
ます。 

後でサインイン情報をユーザーに送信するときは、ユーザーレコードの［パスワードをリセット］ボタンをクリック

して、Oracle CRM On 
Demandに対してサインイン情報を送信するように要求できます。［パスワードをリセット］ボタンをクリックす
ると、サインイン情報は2通の電子メールでユーザーに送信されます。 

n 1通目の電子メールには、一時URLが記載されています。 

n 2通目の電子メールには、仮パスワードが記載されています。 

2通目の電子メールには、ユーザーのサインインIDの詳細は記載されていません。 

ユーザーの削除について 
ユーザーは削除できません。従業員が退職した場合は、そのユーザーの状態を［無効化］に変更します。 

作業前の準備。社内のユーザーを設定するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ユーザーを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、次の該当する操作を行います。 

n 新規ユーザーを追加するには、［新規ユーザー］をクリックします。 

n 複数のユーザーをすばやく追加するには、［簡易追加］をクリックします。 
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これにより、各ユーザーについて必要な限定情報を入力するための［簡易追加］ページが表示されます。た

とえば、レポート階層は指定できません。  

注:［簡易追加］ページのフィールドに加え、他の必須ユーザーフィールドを定義済みの場合、［簡易追加
］は使用できません。 

［簡易追加］ウィンドウに情報を入力したら、［保存］をクリックします。これによって［ユーザーリスト

］ページが表示されます。 

n ユーザーの情報を編集するには、ユーザーの名前（姓）をクリックし、［ユーザー詳細］ページで［編集］ボタンを
クリックします。 

5 ［ユーザー編集］ページで、必要な情報を入力します。詳細については、「ユーザーフィールド (ページ 
276)」を参照してください。 

6 レコードを保存します。 

ヒント：フィルター済みリストを作成することにより、表示するユーザーレコードを制限できます。作成手順については、「

リストの使用」を参照してください。 

ユーザーのフィルター済みリストを開くには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、ドロップダウンリストからオプションを選択します。 
 

ユーザーフィールド 
ユーザーを設定するときは、次のフィールドに特に注意してください。 

n 状態 

n ［上司］または［上司 
(エイリアス)］（どちらのフィールドがユーザーのページレイアウトに表示されるかによって決まる） 

n 役割 

これらのフィールドのエントリにより、ユーザーがアクセス、表示、および実行可能なものが決まります。 

この表では、ユーザーのフィールド情報のいくつかについて説明します。この表に示されているフィールドをすべて表示する

には、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。いくつかのフィールドは読み取り専用です。
さらに、表示されるフィールドは、［ユーザーリスト］ページから［ユーザー詳細］ページに移動したか、レコード内のユー

ザー名をドリルダウンして［ユーザー詳細］ページを表示したかによって異なります。これは、これらの詳細ページでは異な

るページレイアウトが使用されているためです。ユーザーページレイアウトについては、「ユーザーページレイアウトについ

て (ページ 287)」を参照してください。 

フィールド 説明 

［主要ユーザー情報］セクション 
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フィールド 説明 

状態 

 

状態は、ユーザーが有効か無効かを示します。ユーザーのパスワードを設

定し、ユーザーを有効にする手順については、「ユーザーの設定 (ページ 
274)」および「すべてのパスワードのリセット (ページ 
57)」を参照してください。 

注:Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーを削除できません。従業員が退職した場合は、そ
のユーザーの［状態］を［無効化］に変更します。 

上司 ユーザーのマネージャ。各ユーザーはレポート作成と売上予想の目的でマ

ネージャに報告する必要があります。 

注：企業で設定されているユーザーのページレイアウトによっては、［上

司］フィールドのかわりに［上司 
(エイリアス)］フィールドが表示されることがあります。［上司 
(エイリアス)］フィールドには、ユーザーのマネージャの簡単な識別子が
表示されます。 

パートナー組織 ユーザーが所属するパートナー組織の名前。このフィールドに入力するの

は、ユーザーがパートナー組織のメンバーの場合のみです。 

注:パートナー組織のメンバーであり、役割に［パートナー組織内のユー
ザーの管理］権限が含まれているユーザーは、パートナー組織の他のメン

バーをOracle CRM On 
Demandのユーザーとして追加できます。ユーザー役割を使用して、パー
トナー組織に所属するユーザーを設定できる場合、このフィールドは読み

取り専用です。 

役割 ユーザーに割り当てられる役割。役割の詳細は、「役割管理 (ページ 
304)」を参照してください。 

プライマリグループ このユーザーが追加されたグループ。読み取り専用です。 

デフォルトブック （オプション）分析ページ以外の任意のエリアで作業しているときに、ブ

ックセレクタにデフォルトで表示されるユーザーブックまたはカスタムブ

ック。ユーザーレコードのこの設定により、レコードへのユーザーのアク

セスが制限されることはありません。ユーザーは、ブックセレクタで別の

ブックを選択できます。 

注: 
レコードタイプごとにユーザーのデフォルトブックを指定できます。詳細

は、「ユーザーに対するレコードタイプ別のデフォルトブックの設定 
(ページ 
289)」を参照してください。レコードタイプに対してユーザーのデフォ
ルトブックが指定されている場合、ブックセレクタでは、レコードタイプ

のデフォルトブックがユーザープロファイルの［デフォルトブック］フィ

ールドに指定されたデフォルトブックより優先されます。 

分析のデフォルトブック （オプション）分析ページのブックセレクタにデフォルトで表示されるユ

ーザーブックまたはカスタムブック。ユーザーレコードのこの設定により

、データへのユーザーのアクセスが制限されることはありません。ユーザ

ーは、ブックセレクタで別のブックを選択できます。 
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フィールド 説明 

デフォルトブックの保持 このチェックボックスは、分析ページを除くOracle CRM On 
Demandのすべてのエリアのブックセレクタに適用されます。デフォルト
ブックの保持チェックボックスは次のように機能します。 

n このチェックボックスが選択されている場合、ブックセレクタが使用
可能なページまたはウィンドウをユーザーがオープンするたびに、ユ

ーザープロファイルの［デフォルトブック］フィールドで選択されて

いるブックがブックセレクタに表示されます。ユーザーは、任意のペ

ージまたはウィンドウのブックセレクタで別のブックを選択できます

。ただし、次回ユーザーがそのページまたはウィンドウを再訪問した

り、ブックセレクタが使用可能な他のページまたはウィンドウをオー

プンしたとき、ブックセレクタにデフォルトブックが表示されます。

ブックセレクタにおけるユーザーの以前の選択内容は失われます。 

n このチェックボックスが選択されていない場合、ユーザーがブックセ
レクタで別のブックを選択するまで、ユーザープロファイルの［デフ

ォルトブック］フィールドで選択されているブックがブックセレクタ

に表示されます。ユーザーがブックセレクタで別のブックを選択した

後も、ユーザーがサインアウトして再度サインインするまでは、引き

続きブックセレクタにそのレコードタイプに対する新規ブックが表示

されます。 

［ユーザー詳細情報］セクション 

エイリアス ユーザーの簡単な識別子。たとえば、ユーザーの希望の名前またはニック

ネームなどです。 

［簡易追加］ページを使用してユーザーを追加すると、電子メールアドレ

スのアットマーク（@）の前のすべての文字がエイリアスになります。 

ユーザーID ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインするための一意のシステム識別子。 

ユーザーIDの最大文字数は50文字です。ユーザーIDには、空白文字また
は次の特殊文字を含めることができません。 

n アスタリスク（*）  

n バックスラッシュ（\） 

n 番号記号（#） 

n 疑問符（?） 

n スラッシュ（/） 

n チルダ（~） 

企業の管理者が企業プロファイルの［ユーザープロファイル更新時に電子

メールを送信］設定で選択するオプションに応じて、ユーザーのプロファ

イルの［ユーザー 
ID］フィールドの値が変更されたときに、電子メールがユーザーに送信さ
れる場合があります。［ユーザープロファイル更新時に電子メールを送信

］設定の詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 
(ページ 19)」を参照してください。 
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フィールド 説明 

電子メール 完全な形式のユーザーの電子メールアドレス（たとえばisample@compa
nysample.com）。ユーザーには、Oracle CRM On 
Demandへのアクセスを許可するための有効な電子メールアドレスを割り
当てる必要があります。 

電子メールアドレスの最大文字数は100文字です。 

企業の管理者が企業プロファイルの［ユーザープロファイル更新時に電子

メールを送信］設定で選択するオプションに応じて、ユーザーのプロファ

イルの［電子メール］フィールドの値が変更されたときに、電子メールが

ユーザーに送信される場合があります。［ユーザープロファイル更新時に

電子メールを送信］設定の詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフ

ォルトの設定 (ページ 19)」を参照してください。 

セカンダリ電子メール このフィールドを使用して、ユーザーの追加の電子メールアドレスを保存

します。Oracle CRM On 
Demandでは、このアドレスには、通知または警告の電子メールは送信さ
れません。 

ユーザーのサインインID 

 

読み取り専用フィールドです。この値は、会社のサインインIDとユーザー
IDの組合せであり、ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインするための一意のシステム識別子です。  

顧客の希望 

電話連絡禁止 このチェックボックスがオンの場合、ユーザーはOracle CRM On 
Demandマーケティングから電話連絡を受けません。 

郵送禁止 このチェックボックスがオンの場合、ユーザーにはOracle CRM On 
Demandマーケティングからレターやパンフレットが郵送されません。 

電子メール送信禁止 このチェックボックスがオンの場合、ユーザーはOracle CRM On 
Demandマーケティングから電子メールを受信しません。 

重要警告を常に送信する  このチェックボックスがオンの場合、ユーザーはOracle CRM On 
Demandからの重要な情報が含まれる電子メールを受信します。これらの
メッセージには、次の内容が含まれています。  

n Oracle CRM On 
Demandと関連製品の製品アップデートおよびサービスの変更に関す
る重要な情報 

n 新しいメジャーリリースへのアップグレードに関する指示およびスケ
ジュール 

n 通常のサポートプロセスを補足する優先度の高い通信や緊急の通信（
ハードウェア障害の場合など） 

ユーザーのこのチェックボックスを更新できるのは企業の管理者のみです

。プライマリ担当者の場合は、このチェックボックスが自動的にオンにな

ります。 

注:このチェックボックスは、今後のスケジュール済みメンテナンスのリ
マインダなど、Oracle CRM On Demand Customer 
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フィールド 説明 

Careで発行されるシステム警告を受信するユーザーの決定には使用され
ません。 

［ユーザー地域情報］セクション 

言語、ロケール、通貨、タイムゾー

ン 
これらのフィールドで値を何も選択しない場合、設定済みの企業のデフォ

ルト値が使用されます。ユーザーの値は変更できます。ユーザーは、各自

の個人設定を編集するときに、これらの設定を上書きすることもできます

。 

ユーザーセキュリティ情報 

レポートサブジェクトエリア この設定では、分析のリアルタイムレポートのレコードへのユーザーの表

示を定義します。これらのレポートにより、データのリアルタイム分析が

可能です。次のいずれかの値を選択できます。 

n マネージャ表示。ユーザーは、自分が所有するデータと部下が所有す
るデータを表示できます。（これはデフォルト設定です。） 

n チーム表示。ユーザーは、自分が所有するデータとチーム内で自分が
共有しているデータを表示できます。 

［レポートサブジェクトエリア］の設定を定義しない場合は、管理者が指

定する全社的な設定が適用されます。レポートの詳細は、「分析」の、特

に「分析のレコードの表示について」トピックを参照してください。 

ユーザーの値は変更できます。ユーザーは、各自の個人設定を編集すると

きに、この設定を上書きすることもできます。 

履歴サブジェクトエリア この設定では、分析の履歴レポートのレコードへのユーザーの表示を定義

します。設定可能な値の説明を次に示します。 

n マネージャ表示。ユーザーは、自分が所有するデータと部下が所有す
るデータを表示できます。（これはデフォルト設定です。） 

n チーム表示。ユーザーは、自分が所有するデータとチーム内で自分が
共有しているデータを表示できます。 

n フル表示。ユーザーは、自分が所有するデータと自分が共有している
データおよび部下が所有するデータと部下が共有しているデータを表

示できます。 

［履歴サブジェクトエリア］の設定を定義しない場合は、管理者が指定す

る全社的な設定が適用されます。 

ユーザーの値は変更できます。ユーザーは、各自の個人設定を編集すると

きに、この設定を上書きすることもできます。  
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役割ベースですべてのレコードを読

み取れます 
役割管理ウィザード内の［レコードタイプアクセス］ページの定義に従っ

て、分析に［すべてのレコードを読み取れますか?］設定がレコードタイ
プベースで使用されるようにする場合は、このピックリストを使用します

。企業プロファイルまたはユーザープロファイルのいずれかを介して［役

割ベースですべてのレコードを読み取れます］設定が有効になっており、

管理者が、特定のレコードタイプのユーザーの役割に対して［すべてのレ

コードを読み取れますか?］表示設定を選択した場合は、そのレコードタ
イプのすべてのレコードを分析に表示できます。 

［役割ベースですべてのレコードを読み取れます］設定を有効にする場合

および有効にする方法については、「［役割ベースですべてのレコードを

読み取れます］設定について」を参照してください。 

［役割ベースですべてのレコードを読み取れます］設定が有効になってい

ない場合、分析では、［レポートサブジェクトエリア］および［履歴サブ

ジェクトエリア］フィールドで設定された表示が使用されます。 

外部固有 ID このフィールドを使用して、外部システムのユーザーの識別子を格納でき

ます。 

統合 ID このフィールドに値を入力することも、フィールドのデフォルト値を受け

入れることもできます。ユーザーレコードの作成方法に従って、［統合 
ID］フィールドには、次のようにデフォルト値が設定されます。 

n ユーザーインターフェイスを介して作成されたユーザーレコードでは
、次のように設定されます。 

n ページレイアウトに［統合 
ID］フィールドが表示されていて、そのフィールドに値が入力さ
れていない場合、フィールドには、レコードが最初に保存される

前にユーザーレコードに割り当てられた一時的な行IDが設定され
ます。 

n ユーザーのページレイアウトに［統合 
ID］フィールドが表示されていない場合、フィールドには、ユー
ザーレコードの［行 ID］フィールドの値が設定されます。 

n ユーザーインターフェイス以外のチャネルを介して作成されたユーザ
ーレコードでは、［統合 
ID］フィールドに値が入力されていない場合、フィールドには、ユー
ザーレコードの［行 ID］フィールドの値が設定されます。 

［統合 ID］フィールドの値は変更できます。 

シングルサインオンの外部ID 企業でシングルサインオンを使用するように設定されている場合、その企

業の管理者は、Oracle CRM On 
Demandのユーザーを外部システムにマッピングする際に、［ユーザーの
サインイン 
ID］フィールドを使用するかわりに、このフィールドを使用できます。 

ユーザーが個人のプロファイルを表示する場合、このフィールドは読み取

り専用です。 

企業の管理者が企業プロファイルの［ユーザープロファイル更新時に電子

メールを送信］設定で選択するオプションに応じて、ユーザーのプロファ
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イルの［シングルサインオンの外部 
ID］フィールドの値が変更されたときに、電子メールがユーザーに送信さ
れる場合があります。［ユーザープロファイル更新時に電子メールを送信

］設定の詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 
(ページ 19)」を参照してください。 

認証タイプ ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインする方法を決定します。 

企業レベルでの認証タイプがユーザーID/パスワードまたはシングルサイ
ンオン以外のタイプである場合、ユーザーレコードのこのフィールドは読

み取り専用です。企業レベルでの認証タイプがユーザーID/パスワードま
たはシングルサインオンである場合、その企業の管理者は、次のように、

値を選択することも、ユーザーレコードのこのフィールドを空にままにす

ることもできます。  

n ユーザー 
ID/パスワードのみ。この値を選択した場合、ユーザーはOracle 
CRM On 
DemandユーザーサインインIDおよびパスワードを使用してサイン
インする必要があります。 

n シングルサインオンのみ。この値を選択した場合、ユーザーは企業の
シングルサインオンメカニズムを使用してサインインする必要があり

ます。この値を選択すると、ユーザーはOracle CRM On 
DemandユーザーサインインIDおよびパスワードを使用してサイン
インできません。 

n ユーザー ID/PWD 
またはシングルサインオン。この値を選択した場合、ユーザーは、Or
acle CRM On 
DemandのユーザーサインインIDおよびパスワード、または企業の
シングルサインオン方式のいずれかを使用してサインインできます。 

n ブランク。ユーザープロファイルのこのフィールドがブランクの場合
、ユーザーには、企業レベルの認証タイプ設定が使用されます。 

ユーザーが個人のプロファイルを表示する場合、このフィールドは読み取

り専用です。 

注: ［ユーザー ID/PWD 
またはシングルサインオン］という値が選択されている場合は、Oracle 
CRM On 
Demandのパスワードに対する企業のポリシーが引き続き適用されます。
そのため、Oracle CRM On 
Demandのユーザーのパスワードが期限切れになると、ユーザーがシング
ルサインオンを使用してサインインする場合でも、ユーザーのパスワード

変更を求めるプロンプトがOracle CRM On 
Demandに表示されます。パスワードの最小長、パスワードに必要な複雑
さなど、Oracle CRM On 
Demandのパスワードに対する他のすべてのポリシーも適用されます。O
racle CRM On 
Demandでは、シングルサインオンに使用されるパスワードは管理されま
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せん。 

企業レベルでの認証タイプの設定の詳細は、「企業プロファイルとグロー

バルデフォルトの設定 (ページ 19)」を参照してください。 

パスワードの状態 

 

ユーザーのパスワードの状態を示します（読み取り専用）。有効な値は次

のとおりです。 

n 有効。ユーザーのパスワードは有効です。 

n 無効/一時的。ユーザーがパスワード変更を求めるリクエストを提出
したか、または管理者がユーザーのパスワードをリセットしましたが

、ユーザーがまだ新しいパスワードを保存していません。 

n 無効。ユーザーレコードの[状態]フィールドが以前に[無効]に設定さ
れ、ユーザーの現在の資格情報をOracle CRM On 
Demandへのサインインに使用できません。[状態]フィールドが[有
効]に変更されると、ユーザーのパスワードがリセットされ、ユーザ
ーがサインインできるようになります。 

n ロックアウト。割り当てられているパスワードを使用したサインイン
試行の連続失敗回数が[現在のパスワードの最大試行数]設定で許可さ
れている数値を超え、[サインインロックアウト期間]設定で指定され
ているロックアウト期間の期限がまだ切れていません。 

n パスワードの期限切れ。ユーザーのパスワードの期限が切れました。
ユーザーのパスワードが有効である時間の長さは、[ユーザーのパス
ワードの有効期限]設定で決定されます。 

n 一時的なパスワードの期限切れ。一時パスワードがユーザーに割り当
てられましたが、ユーザーが、[一時サインインの有効日数]設定で許
可されている時間内に、その一時パスワードを使用してサインインし

ませんでした。パスワードを再度リセットする必要があります。 

n 一時的なパスワードのロックアウト。一時パスワードを使用したサイ
ンイン試行の連続失敗回数が[現在のパスワードの最大試行数]設定で
許可されている数値を超え、[サインインロックアウト期間]設定で指
定されているロックアウト期間の期限がまだ切れていません。 

注: 
前述の説明で参照されている設定は、[企業サインインおよびパスワード
管理]ページで使用できます。これらの設定の詳細は、「企業のパスワー
ド管理の定義 (ページ 49)」を参照してください。 

［追加情報］セクション 

デフォルトのテーマ ユーザーがデスクトップまたはラップトップコンピュータを使用してOra
cle CRM On Demandにサインインするときに使用されるテーマ。 
ユーザーは、各自の個人設定を編集して、この設定を上書きできます。ユ

ーザーのレコードでデフォルトテーマが選択されていない場合は、ユーザ

ーの役割に対して選択されているデフォルトテーマが使用されます。ユー

ザーのレコードおよびユーザーの役割の両方でデフォルトテーマが選択さ

れていない場合は、企業に対して指定されているデフォルトテーマが使用

されます。 

注:テーマはOracle CRM On 
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Demandの動作には影響を与えません。ユーザー役割に適切な権限が含ま
れている場合は、企業の要件に合った新しいテーマを作成できます。テー

マの詳細は、「新しいテーマの作成 (参照 "新規テーマの作成" ページ 
256)」を参照してください。 

タブレットのテーマ （オプション）ユーザーがタブレットコンピュータまたは他のタッチスク

リーンデバイスを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインするときに使用されるテーマ（Oracle CRM On 
Demandでタブレットコンピュータまたはタッチスクリーンデバイスが検
出された場合）。 
ユーザーは、各自の個人設定を編集して、この設定を上書きできます。ユ

ーザーのレコードでタブレットテーマが選択されていない場合は、ユーザ

ーの役割に対して選択されているタブレットテーマが使用されます。ユー

ザーのレコードおよびユーザーの役割の両方でタブレットテーマが選択さ

れていない場合は、企業に対して指定されているタブレットテーマが使用

されます。どのレベルでもタブレットテーマが指定されていない場合は、

デフォルトテーマが使用されます。 

デフォルトの検索レコードタイプ ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインするとアクションバーの検索ピックリストに表示さ
れるレコードタイプ。 

サインイン時にようこそページを表

示 
ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインするときにようこそページが表示されないようにす
るには、このチェックボックスをオフにします。 

注：サインイン時に、ようこそページで［サインイン時にようこそページ

を表示］チェックボックスをオフにすることもできます。 

資金承認限度 これは、Oracle CRM On Demand High Tech EditionおよびOracle 
CRM On Demand Partner Relationship Management 
Editionのユーザー用のフィールドです。 

［状態］が［承認済みクレーム］に設定されている場合、資金リクエスト

ごとに、このユーザーが承認できる資金の限度額。ユーザーがこの限度額

を超えようとすると、Oracle CRM On 
Demandによりエラーメッセージが表示され、その資金リクエストは承認
されません。 

メッセージセンターアニメーション

の有効化 
メッセージセンターとレコードの詳細ページのメモをアニメーション表示

するかどうかを決定します。  

レコードプレビューモード ユーザーのレコードプレビューモード。ここの設定に応じて、ユーザーが

レコードのリンクの上にポインタを置いたとき、またはユーザーがレコー

ドのリンクの上にポインタを置くと表示されるプレビューアイコンをクリ

ックしたときに、プレビューウィンドウが開きます。プレビューウィンド

ウには、レコードの［詳細］ページの最初のセクションが表示されます。

このフィールドで［オフ］を選択すると、ユーザーのレコードプレビュー

機能が無効になります。 

レコードプレビュー設定は、企業レベルとユーザーレベルで指定できます

。ユーザーレベルの設定は、企業の設定より優先されます。このフィール

ドが空白の場合、企業のレコードプレビュー設定が使用されます。ユーザ
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ーは、各自の個人設定を編集するときにこの設定を変更できます。 

ヘッドアップディスプレイ ヘッドアップディスプレイ機能がオンになっており、ユーザーのテーマに

ついて[ヘッドアップディスプレイ設定のサポート]チェックボックスが選
択されている場合、ブラウザウィンドウの下部にある詳細ページに関連情

報セクションへのリンクが表示されます。このリンクを使用すると、ペー

ジをスクロールダウンせずに関連情報セクションに移動できます。 

ヘッドアップディスプレイ機能は、企業レベルとユーザーレベルでオンま

たはオフに設定できます。ユーザーレベルの設定は、企業の設定より優先

されます。このフィールドが空白の場合、企業のヘッドアップディスプレ

イ設定が使用されます。ユーザーは、各自の個人設定を編集するときにこ

の設定を変更できます。 

ユーザーのテーマについて[ヘッドアップディスプレイ設定のサポート]チ
ェックボックスが選択されていない場合、企業レベルまたはユーザーレベ

ルでヘッドアップディスプレイ機能がオンになっていても、ヘッドアップ

ディスプレイは使用できません。 

関連情報形式 レコードの［詳細］ページの関連情報セクションがリストで表示されるか

、表として表示されるかが決まります。ユーザーのレコードの[関連情報
形式]フィールドが空白の場合は、ユーザーの役割の設定が使用されます
。ユーザーの役割の[関連情報形式]フィールドが空白の場合は、企業の設
定が使用されます。 

リストカラム見出しの固定 ユーザーがレコードのページをスクロールダウンしたときに、[リスト]ペ
ージのカラム見出しをビュー内に常に表示するかどうかを決定します。 

この機能は、企業レベルとユーザーレベルでオンまたはオフに設定できま

す。ユーザーレベルの設定は、企業の設定より優先されます。このフィー

ルドが空白の場合、企業の設定が使用されます。 

サブジェクトエリアのレポート作成

に対するユーザータイムゾーンサポ

ート 

このチェックボックスがユーザーのプロファイルにあり、オンの場合、リ

アルタイムのレポートに表示される日時はユーザーのタイムゾーンに従っ

て表示されます。ユーザーのプロファイルにあるこのチェックボックスを

オフにすると、リアルタイムのレポートに表示される日時は企業のタイム

ゾーンに従って表示されます。 

この設定をユーザーが使用できるようにするには、企業の管理者が、管理

者の役割のユーザー管理ページレイアウトに、このフィールドを追加する

必要があります。各自の個人プロファイルで、この設定をユーザーが有効

または無効に変更できるようにするには、企業の管理者が、関連するユー

ザーの役割のユーザー所有者ページレイアウトに、このフィールドを追加

する必要があります。 
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プライマリ部署 プライマリ部署フィールドは、デフォルトでは［ユーザー詳細］ページに

表示されませんが、企業の管理者が［ユーザー管理］ページレイアウトに

追加できます。企業が［部署］レコードタイプを使用して、ビジネスニー

ズに合わせてユーザーをグループに編成する場合は、各ユーザーを1つ以
上の部署に関連付けることができます。ユーザーに関連付けられる最初の

部署は、ユーザーのプライマリ部署として自動的に指定され、その部署の

名前がユーザーのレコードのプライマリ部署フィールドに表示されます。

企業の管理者は、ユーザーのレコードのプライマリ部署を変更できます。

部署の詳細は、「部署の設定 (ページ 68)」を参照してください。 

注: 
［部署］というテキストフィールドも［ユーザー］レコードタイプで使用

できます。［ユーザー］レコードタイプの［部署］テキストフィールドは

、［部署］レコードタイプと関係ありません。 

カスタマイズされたコードの有効化 このピックリストフィールドでは、Oracle CRM On 
Demandのページのすべてのカスタマイズされたコードがユーザーに対し
て有効になっているか、無効になっているか、およびカスタマイズされた

コードインジケータがユーザーに対して有効になっているか、無効になっ

ているかを判定します。利用可能なオプションは次のとおりです。 

n 有効化。これは標準のアアプリケーションのデフォルト設定です。こ
のオプションを選択すると、Oracle CRM On 
Demandのページで使用可能なカスタマイズされたコードがすべて有
効になりますが、カスタマイズされたコードインジケータは有効にな

りません。 

n インジケータでの有効化。このオプションを選択すると、Oracle 
CRM On 
Demandのページで使用可能なカスタマイズされたコードがすべて有
効になります。さらに、カスタマイズされたコードインジケータが有

効になります。 

n インジケータでの無効化。このオプションを選択すると、Oracle 
CRM On 
Demandのページで使用可能なカスタマイズされたコードがすべて無
効になります。さらに、カスタマイズされたコードインジケータが有

効になります。 

カスタマイズされたコードおよびカスタマイズされたコードインジケータ

の詳細は、「カスタマイズされたコードおよびカスタマイズされたコード

インジケータの有効化と無効化について」を参照してください。 

このフィールドの設定を変更するには、管理者が、管理者の役割の[ユー
ザー管理]ページレイアウトに、このフィールドを追加する必要がありま
す。各自の個人プロファイルで、この設定をユーザーが変更できるように

するには、管理者が、関連するユーザーの役割の[ユーザー所有者]ページ
レイアウトに、このフィールドを追加する必要があります。  

注：[ユーザーおよびアクセスの管理 - 
委任されたユーザーの管理]権限と[ユーザーの管理]権限の両方を持つユーザー（通常は企業の管理者）は、他のユーザーの
委任者を指名できます。[ユーザーおよびアクセスの管理 - 
委任されたユーザーの管理]権限を持つユーザーは、自分自身の委任者を指名できます。委任者の指名の詳細は、「ユーザー
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の委任について (ページ 294)」、「委任ユーザーの追加」、および「委任ユーザーの管理（管理者） (ページ 
295)」を参照してください。 
 

ユーザーページレイアウトについて 
ユーザーレコードには様々なタイプのページレイアウトを定義できます。ページレイアウトの各タイプは、Oracle CRM On 
Demandのユーザー詳細の異なるビューに対応します。次のタイプのユーザーページレイアウトは、ユーザーの［アプリケ
ーションカスタマイズ］ページから使用できます。 

n ユーザーページレイアウト。このタイプのページレイアウトは、レコードまたは［最近の表示］や［お気に入りリスト］
からユーザー名をドリルダウンすると表示されるユーザー詳細ページに使用されます。これらのユーザー詳細ページは、

企業内のすべてのユーザーが参照できます。このタイプのページレイアウトには関連情報セクションを使用できませんが

、ユーザー役割で許可されている場合はユーザーがページの項目のレイアウトをパーソナライズできます。詳細について

は、「詳細ページレイアウトの変更」を参照してください。 

n ユーザー管理ページレイアウト。このタイプのページレイアウトは、［ユーザー管理とアクセス制御］の下にある［ユー
ザーリスト］ページから表示されるユーザー詳細ページに使用されます。 

n ユーザー所有者ページレイアウト。このタイプのページレイアウトは、［設定 
(個人)］の［個人詳細］ページに使用されます。ユーザーは、ユーザー役割で許可されている場合は［個人詳細］ページ
の項目および関連情報セクションのレイアウトを制御できます。詳細については、「詳細ページレイアウトの変更」を参

照してください。 

n パートナー管理ページレイアウト：このタイプのページレイアウトは、パートナーユーザーが［パートナー自己管理］リ
ンクからユーザーレコードにアクセスすると表示されるユーザー詳細ページに使用されます。［パートナー自己管理］リ

ンクにアクセスするために、パートナーユーザーには［パートナー組織内のユーザーの管理］権限が必要です。 

この独立したユーザーページレイアウトタイプは、プライベートデータを含むユーザーフィールドがある場合に役立ちます。

このような状況では、ユーザーがレコードからユーザー名をドリルダウンするときにプライベートフィールドを表示しないよ

うにする必要があります。したがって、プライベートフィールドは、ユーザー所有者ページレイアウトタイプまたはユーザー

管理ページレイアウトタイプのページレイアウトでは使用できるようにし、ユーザーページレイアウトタイプのページレイア

ウトでは使用できないようにします。 

ページレイアウトは、特定の役割に割り当てられます。そのため、適切なページレイアウトを役割に割り当てることで、その

役割を持つユーザーには表示権限のないプライベートフィールドが表示されないようできます。 

次の例は、特定の役割のプライベートフィールドとして追跡するときに役立つフィールドのタイプです。  

n テレセールス 

n 拒否されていない確認済み見込み客数  

n 連絡をとった見込み客数（月ごと）  

n フィールドセールス要員 

n 見込み客から顧客への変換費用  

n マーケティング管理者 

n キャンペーンの効果（費用の売上金額との比較）  

n 地域セールスマネージャ  

n 四半期ごとの不成約顧客数  

n 地域競合会社に成約が流れた売上予定額  
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独立したユーザーページレイアウトタイプは、一部のユーザーに対してフィールドを読み取り専用にするときにも役立ちます

。この場合、フィールドを編集できないようにするユーザーの役割に対して、ユーザー所有者ページレイアウトタイプのペー

ジレイアウトで、そのフィールドを読み取り専用フィールドで使用できるようにします。 

注意：ユーザーページレイアウトへの［上司］フィールドおよび［上司 
(エイリアス)］フィールドの追加には、特定の制約が適用されます。詳細は、「ユーザーレコードの［上司］および［上司 
(エイリアス)］フィールドについて (ページ 288)」を参照してください。 

ページレイアウトの作成については「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」を、役割の設定については「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。  
 

ユーザーレコードの［上司］および［上司 (エイリアス)］フィールドについて 
ユーザーレコードのマネージャ情報は、レポート階層および売上予想で使用されます。ユーザーのマネージャを指定できるよ

うに、ユーザー管理またはパートナー管理レイアウトタイプの各ページレイアウトには、次のいずれかのフィールドを表示す

る必要があります。 

n 上司。このフィールドにはユーザーのマネージャの氏名が表示されます。 

n 上司 (エイリアス)。このフィールドにはユーザーのマネージャの簡単な識別子が表示されます。 

ただし、ユーザーページレイアウトを作成する場合は、両方のフィールドを同じユーザーページレイアウトに追加することは

できません。単一のページレイアウトで［上司］フィールドと［上司 
(エイリアス)］フィールドの両方を使用可能にすると、そのページレイアウトが割り当てられている役割を持つユーザーは、
ユーザーレコードのリストまたはユーザー詳細ページで、インライン編集機能を使用できません。 

同様に、［上司］と［上司 
(エイリアス)］フィールドの両方をユーザーレコードタイプの同じ検索レイアウトに追加しないでください。検索レイアウト
でこの両方のフィールドを使用可能にすると、その検索レイアウトが割り当てられている役割を持つユーザーは、ユーザーレ

コードを検索できません（つまり、検索が失敗します）。 
 

ユーザーのセールス目標の設定 
セールス要員がOracle CRM On 
Demandを使用してその売上予想を管理している場合は、目標を設定する必要があります。セールス要員は自分自身の目標
を設定できます。管理者はセールス要員の目標を設定できます。 
開始する目標の年を選択する場合、現在のカレンダー年、過去3年間のうちの1年、または未来の3年間の1年を選択できます
。 

この項では、管理者がユーザーの目標を設定する手順について説明します。 

ユーザーの目標を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、目標を設定するユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 
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5 ［ユーザー詳細］ページで、［目標］セクションまでスクロールダウンし、次の該当する操作を行います。 

n ［新規目標］ボタンをクリックします。 

n 編集する目標の［編集］リンクをクリックします。 

6 ［目標を編集］ページで、必要な情報をフィールドに入力します。 

n 年間目標を会計年度に対して均等に分割するには、［合計目標］に金額を入力し、［分割］をクリックします。 

n 月間目標を合計するには、各月の金額を入力し、［合計］をクリックします。 

7 レコードを保存します。 
 

ユーザーに対するレコードタイプ別のデフォルトブックの設定 
レコードタイプごとにユーザーのデフォルトブックを指定できます。ユーザーには、デフォルトで、指定したブックがレコー

ドタイプのブックセレクタに表示されます。ただし、デフォルトブックを指定しても、レコードに対するユーザーのアクセス

は制限されません。ユーザーは、ブックセレクタで別のブックを選択できます。 

レコードタイプに対するデフォルトブックとしてカスタムブックを選択しており、レコードタイプがブックモードで設定され

ている場合、ユーザーがそのレコードタイプのレコードを作成すると、レコードの［ブック］フィールドにはデフォルトブッ

ク名が自動的に入力されます。レコードタイプに対するデフォルトブックとしてユーザーブックまたは［全ブック］を選択し

ている場合、ユーザーがそのレコードタイプのレコードを作成すると、レコードタイプがブックモードで設定されていても、

レコードの［ブック］フィールドにはデフォルトブック名が自動的に入力されません。ブックモードおよび他のレコード所有

権のモードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 347)」を参照してください。 

次の手順で、レコードタイプごとにユーザーのデフォルトブックを設定する方法を説明します。 

レコードタイプごとにユーザーのデフォルトブックを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］をクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、デフォルトブックを設定するユーザーの［名前 (姓)］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、［レコードタイプ別のデフォルトブック］セクションまでスクロールダウンし、次のいずれ
かを実行します。 

a ［新規］をクリックして、レコードタイプのデフォルトブックを追加します。 

b 変更するデフォルトブックの［編集］リンクをクリックします。 

6 ［レコードタイプ別のデフォルトブックを追加する］ページで、レコードタイプとブックの設定を選択します。 

7 変更を保存します。 
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ユーザーのユーザーIDの変更 
ユーザーのユーザーIDは変更できます。 

ユーザーIDの最大文字数は50文字です。ユーザーIDには、空白文字または次の特殊文字を含めることができません。 

n アスタリスク（*）  

n バックスラッシュ（\） 

n 番号記号（#） 

n 疑問符（?） 

n スラッシュ（/） 

n チルダ（~） 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。ユーザー
に電子メールアドレスやユーザーIDの変更を許可するには、サインイン機能とパスワード管理機能を設定する必要がありま
す。手順については、「企業のパスワード管理の定義 (ページ 49)」を参照してください。 

ユーザーのユーザーIDを変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、ユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、［編集］をクリックします。 

6 ［ユーザー編集］ページで、［ユーザーID］フィールドを編集します。 

7 レコードを保存します。 

企業の管理者が企業プロファイルの［ユーザープロファイル更新時に電子メールを送信］設定で選択するオプションに応じて

、ユーザーのプロファイルの［ユーザー 
ID］フィールドの値が変更されたときに、電子メールがユーザーに送信される場合があります。［ユーザープロファイル更
新時に電子メールを送信］設定の詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 
19)」を参照してください。 

ユーザーは、新しいユーザーIDとユーザーの既存のパスワードを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインできます。 
 

ユーザーのパスワードのリセット 
Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーはセキュリティに関する2つ以上の質問に答えを提供する必要があります。これらの質問と回答は、
後でユーザーがパスワードを忘れたときに使用できます。ユーザーがセキュリティに関する自分の質問を忘れた場合、または

ロックアウトされたがすぐにアクセスする必要がある場合は、自分のパスワードをリセットできます。   
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注： この手順の結果は、［ユーザー編集］ページで［[保存] 
をクリックしたときに仮パスワードを送信］チェックボックスをオンにした場合と同じです。仮パスワードが記載された電子

メールを送信する前に、ユーザーの役割と関連情報を設定する必要があります。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限および［会社の管理 - 
すべてのパスワードのリセット］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。また、パスワードを変更するユーザ

ーの役割には、［個人のパスワードをリセット］権限が含まれている必要があります。 

ユーザーのパスワードをリセットするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、パスワードをリセットするユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、タイトルバーの［パスワードをリセット］ボタンをクリックします。 

ユーザーの既存のパスワードが新しい仮パスワードと置き換えられます。新しい仮パスワードが電子メールでユーザ

ーに送信されます。 

注： このイベントは、［ユーザー詳細］ページの［サインイン履歴］セクションに記録されます。  
 

ユーザーのDMS PINのリセット 
Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesへのユーザーのアクセスを管理するために、個人識別番号（PIN）が使用されます。PINをリセットすると、Oracle 
CRM On Demandのデータにアクセスする前にOracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesのユーザーのアカウントが強制的に再認証されます。 

Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile Salesは独立した製品です。Oracle CRM On 
Demandユーザーに、Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesを使用するライセンスは自動的には付与されません。Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesがユーザーに提供された場合は、Oracle CRM On Demandによって、Oracle CRM On Demand Disconnected 
Mobile 
Salesへのユーザーのアクセスが自動的に管理されます。たとえば、ユーザーのパスワードとアカウントの状態は、両方のシ
ステムで多少の遅延はありますが同期化された状態になります。強制的に同期化するには、ユーザーのPINを明示的にリセッ
トする必要があります。たとえば、Oracle CRM On 
Demandでユーザーのアカウントを無効化した後すぐに強制的に同期化して、Oracle CRM On Demand Disconnected 
Mobile Salesのユーザーのアカウントが同時に無効化されるようにします。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ユーザーのDMS PINをリセットするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 
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3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、PINをリセットするユーザーの［名前 (姓)］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、タイトルバーの［DMS PIN のリセット］をクリックします。  
 

ユーザーのプライマリ部署の変更 
企業で［部署］レコードタイプを使用している場合は、ユーザーを部署に関連付けることができます。部署、およびユーザー

と部署の関連付けの詳細は、「部署の設定 (ページ 68)」および「ユーザーと部署の関連付け (ページ 
72)」を参照してください。  

作業前の準備。次の手順を実行するには、ユーザーの役割に[ユーザーの管理]権限および[役割およびアクセスの管理]権限の
両方が含まれている必要があります。また、ユーザーレコードタイプに対して役割に割り当てられている［ユーザー管理］ペ

ージレイアウトには、プライマリ部署フィールドが表示されている必要があります。 

ユーザーのプライマリ部署を変更するには  

1 ［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザーおよびグループの管理］セクションで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］で、プライマリ部署を変更するユーザーの姓をクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページのプライマリ部署フィールドで、［ルックアップ］アイコンをクリックして、ユーザーのプライ
マリ部署とする部署を選択します。 

 

ユーザーのサインイン活動の確認 
社内の各ユーザーのサインイン履歴を確認できます。 

注: 90日より前のユーザーサインインレコードはOracle CRM On Demandから継続的に削除されます。 
ユーザー採用基準の履歴トレンド分析をOracle CRM On 
Demandの分析でサポートするために、ユーザー採用履歴データがデータウェアハウスに保存されていますが、Oracle CRM 
On 
Demandを新しいリリースにアップグレードする際にデータの完全な抽出、変換、ロード（ETL）を実行した場合、または1
つのOracle CRM On Demand環境から別のOracle CRM On 
Demand環境に企業データを移行した場合は、データが保持されません。［使用状況追跡分析］分析サブジェクトエリアの
詳細については、「使用状況追跡分析分析サブジェクトエリア」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ユーザーのサインイン活動を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 
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2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、サインイン活動を表示するユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

5 ユーザーのサインイン活動を確認するには、［サインイン履歴］セクションまでスクロールダウンします。 

注: 
サインインレコードのタイプフィールドには、サインインが試みられたチャネルが表示されます。たとえば、ブラウ

ザウィンドウを介してサインインが試みられた場合は、［タイプ］フィールドに［インタラクティブ］という値が表

示されます。Webサービスを介してサインインが試みられた場合は、［タイプ］フィールドに［Web 
サービス］という値が表示されます。 

 

ユーザーのセキュリティ関連活動の確認 
セキュリティ関連活動の詳細は、ユーザーレコードの［監査］セクションで確認できます。 

ユーザーレコードの［監査］および［監査証跡］セクションについて 
監査情報は、次のようにユーザーレコードの2つの関連セクションに表示されます。 

n ［監査］セクション。［監査］セクションには、ユーザーのパスワードが最初に設定された時間やパスワードがリセット
された時間など、セキュリティに関連する活動の情報が表示されます。 

n ［監査証跡］セクション。ユーザーレコードの［監査証跡］セクションには、ユーザーレコードの特定のフィールドにつ
いて変更内容が表示されます。デフォルトでは複数のフィールドが監査されますが、企業の管理者は、追加の監査対象フ

ィールドを指定できます。企業の管理者は、マスター監査証跡でユーザーの監査証跡情報を表示することもできます。レ

コードタイプの監査証跡をカスタマイズする方法については、「監査証跡のカスタマイズ (ページ 
209)」を参照してください。個々のレコードの監査証跡を表示する方法は、「レコードの監査証跡の表示」を参照して
ください。マスター監査証跡での監査証跡情報を表示する方法は、「マスター監査証跡による監査証跡変更の確認 
(ページ 79)」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ユーザーのセキュリティ関連活動を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、表示するユーザーの［名前 (姓)］リンクをクリックします。 

5 ［監査］セクションまでスクロールし、ユーザーレコードのセキュリティ関連活動の詳細を確認します。 
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ユーザーの委任について 
委任ユーザー機能が有効な場合、ユーザーは自分のレコードの所有者アクセスを他のユーザーに委任できます。加えて、該当

する権限を持つユーザーは、他のユーザーの委任者を指名できます。通常は、企業の管理者のみが他のユーザーの委任者を指

名できます。 

委任ユーザー機能は、［企業プロファイル］ページの次のチェックボックスを使用して制御します。 

n 管理者の表示が有効 

n ブックセレクタの表示 

委任ユーザー機能を有効にするには、これらのチェックボックスを両方ともオンにする必要があります。加えて、委任された

ユーザーと委任元のユーザーの関連情報セクションが、次のようにユーザーの役割または管理者の役割の関連ページレイアウ

トで使用可能になっている必要があります。 

n ユーザーが委任者を指名できるようにするには、ユーザーの役割のユーザー所有者ページレイアウトで［委任されたユー
ザー］関連情報セクションを使用可能にする必要があります。 

n 委任されたユーザーのリストをユーザーが確認できるようにするには、ユーザーの役割のユーザー所有者ページレイアウ
トで［委任されたユーザー］関連情報セクションを使用可能にする必要があります。 

n 管理者が他のユーザーの委任者を指名できるようにするには、管理者の役割のユーザー管理ページレイアウトで、次の少
なくとも1つの関連情報セクションを使用可能にする必要があります。 

n 委任されたユーザー。ユーザーのレコードの［委任されたユーザー］セクションでは、管理者がユーザーの委任者を
指名できます。 

n 委任元ユーザー。ユーザーのレコードの［委任元ユーザー］セクションでは、管理者がユーザーを他のユーザーの委
任者として指名できます。 

他のユーザーに委任者を指名するには、次の権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n ユーザーの管理 

n ユーザーおよびアクセスの管理 - 委任されたユーザーの管理 

自分の委任者を指名するには、役割に[ユーザーおよびアクセスの管理 - 
委任されたユーザーの管理]権限が割り当てられている必要があります。 

委任ユーザーを指名するときは、次の情報に注意してください。 

n ［委任されたユーザー - 
役割］フィールドが、ユーザーの役割やデータアクセスに関連付けられることはありません。これは、企業の管理者がユ

ーザーの委任を分類するために定義可能なピックリストです。このピックリストには、デフォルト値がありません。企業

の管理者は、［Delegated Users Field 
setup（委任ユーザーフィールドのセットアップ］ページから必要に応じてカスタマイズできます。ピックリストのカス
タマイズの詳細については、「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照してください。 

n 委任ユーザーは、プライマリユーザーが所有する、またはプライマリユーザーがチームやグループをとおしてアクセスで
きるレコードへの、プライマリユーザーの所有者アクセスを取得します。レコードへのプライマリユーザーのデフォルト

アクセスは取得しません。 

n どのレコードタイプでも、委任ユーザーが委任アクセスを使用してそのタイプのレコードを表示するには、その委任ユー
ザーの役割で［アクセス可能］オプションが有効になっている必要があります。同様に、委任ユーザーがそのタイプのレ

コードを作成するには、その委任ユーザーの役割でレコードタイプの［作成可能］オプションが有効になっている必要が

あります。 

n 委任ユーザーは、ブックセレクタの［サブ項目を含める］オプションを使用して、自分自身のレコードとプライマリユー
ザーのレコードをすべてリストに表示できます。代わりに、自分自身の名前を選択すると、所有権、役割、チームなどを
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とおしてアクセスできるレコードのみを表示できます。または、プライマリユーザーの名前を選択すると、プライマリユ

ーザーが所有する、またはチームやグループをとおしてアクセス可能なレコードのみを表示できます。 

n 委任ユーザーがプライマリユーザーにより委任されたデータを参照しているときでも、レポートサブジェクトエリアに関
する委任ユーザーのデータアクセスレベル（つまり、マネージャ表示、チーム表示、またはフル表示）が適用されます。 

 

委任ユーザーの管理（管理者） 
企業の管理者は、ユーザーを他のユーザーの委任者として指名できます。ユーザー委任作業の詳細については、「ユーザーの

委任について (ページ 294)」を参照してください。 

注：ユーザーは、各自の［個人詳細］ページを使用して各自の委任者を指名することもできます。ユーザーが委任者を指名す

る方法の詳細については、「委任ユーザーの追加」を参照してください。 

このトピックで説明されている手順を実行するには、次の権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n ユーザーの管理 

n ユーザーおよびアクセスの管理 - 委任されたユーザーの管理 

また、各自の役割のユーザー管理ページレイアウトで、次の少なくとも1つの関連情報セクションを使用可能にする必要があ
ります。 

n 委任されたユーザー。ユーザーのレコードの［委任されたユーザー］セクションでは、ユーザーの1人以上の委任者を指
名できます。 

n 委任元ユーザー。ユーザーのレコードの［委任元ユーザー］セクションでは、ユーザーを他の1人以上のユーザーの委任
者として指名できます。 

［委任されたユーザー］および［委任元ユーザー］関連情報セクションが、委任者を指名する［ユーザー詳細］ページに表示

されない場合は、次のようにしてセクションを使用可能にできます。 

n ［ユーザー詳細］ページで、ページの右上隅にある［レイアウトを編集］をクリックし、セクションをページレイアウト
に追加します。 

n 必要な関連情報セクションがページレイアウトに追加できるようになっていない場合は、各自の役割のユーザー管理ペー
ジレイアウトをカスタマイズできます。ページレイアウトのカスタマイズの詳細は、「静的ページレイアウトのカスタマ

イズ (ページ 168)」を参照してください。 

ユーザーに1人以上の委任者を指名するには、次の手順を実行します。 

ユーザーに1人以上の委任者を指名するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］をクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］をクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、委任者を追加するユーザーの［名前 (姓)］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで［委任されたユーザー］セクションまでスクロールダウンし、セクションのタイトルバーの［
追加］をクリックします。 

6 ［委任されたユーザー - 編集］ページで［ルックアップ］アイコンをクリックします。 
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7 ［ルックアップ］ウィンドウで、委任者として指名するユーザーを選択します。 

8 ［委任されたユーザー - 
役割］フィールドに値が定義されている場合は、必要に応じて各ユーザーに対して委任ユーザーの役割を選択できます。 

9 変更を保存します。 

注：Oracle CRM On 
Demandの［ユーザー詳細］ページの［委任されたユーザー］セクションでは、［役割］フィールドには委任者の役割が表
示されます。［委任されたユーザー - 
役割］フィールドには、委任者の委任ユーザーの役割が表示されます（定義されている場合）。 

ユーザーの委任者リストから委任者を削除するには、次の手順を実行します。 

ユーザーの委任者リストから委任者を削除するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］をクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］をクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、委任者リストを更新するユーザーの［名前 (姓)］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、［委任されたユーザー］セクションまでスクロールダウンします。 

6 レコードレベルのメニューで、委任者リストから削除するユーザーの［削除］を選択します。 

7 ［OK］をクリックして、変更内容を確認します。 

ユーザーを1人以上のユーザーの委任者として指名するには、次の手順を実行します。 

ユーザーを1人以上のユーザーの委任者として指名するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］をクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］をクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、1人以上のユーザーの委任者として指名するユーザーの［名前 
(姓)］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで［委任元ユーザー］セクションまでスクロールダウンし、セクションのタイトルバーの［追加
］をクリックします。 

6 ［委任されたユーザー - 編集］ページで［ルックアップ］アイコンをクリックします。 

7 ［ルックアップ］ウィンドウで、現在のユーザーを委任者として指名するユーザーを選択します。 

8 変更を保存します。 
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企業内の別の部署へのユーザーの異動など、特定の状況では、1人以上のユーザーの委任者として機能するためのユーザーの
権限を取り消すことができます。1人以上のユーザーの委任者として機能するためのユーザーの権限を取り消すには、次の手
順を実行します。 

1人以上のユーザーの委任者として機能するためのユーザーの権限を取り消すには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］をクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］をクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、委任者として機能するための権限を取り消すユーザーの［名前 
(姓)］をクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、［委任元ユーザー］セクションまでスクロールダウンします。 

6 現在のユーザーの委任者として機能する必要がなくなった各ユーザーについて、レコードレベルのメニューから［削除］
を選択し、［OK］をクリックして変更内容を確認します。 

 

ユーザーの在庫期間の作成 
このトピックはOracle CRM On Demand Life Sciences Edition専用です。Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionを使用するセールス要員ごとに在庫期間を作成する必要があります。これは各セールス要員に対して1回のみ行って
ください。在庫期間は、手動で、あるいはOracle CRM On Demandのインポート機能を使用して作成できます。 

注: 通常、在庫期間は、会社でOracle CRM On 
Demandが最初に設定されるときにインポート機能を使用して作成されます。 

あるセールス要員のために最初の在庫期間を作成すると、その後はそのセールス要員の在庫期間を閉じるたびに、新しい在庫

期間が自動的に作成されます。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ユーザーの在庫期間を作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、ユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで［新規在庫期間］をクリックします。 

在庫期間の開始日はデフォルトでは現在の日付になります。 

注: Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーの在庫期間が作成されたことを確認するメッセージは表示されず、［ユーザー詳細］ページは開い
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たままとなります。在庫期間が作成されたことを確認する場合は、［在庫期間］タブをクリックし、最近変更された在庫期間

のリストを表示します。 
 

ユーザーの無効化 
ユーザーは削除できません。代わりに、ユーザーを無効にする必要があります。無効にしたユーザーにはライセンスは必要あ

りません。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

ユーザーを無効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］ページで、システムから削除するユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページで、［編集］ボタンをクリックします。 

6 ［ユーザー編集］ページで、［主要ユーザー情報］セクションの［状態］フィールドの値を［無効］にします。 

7 レコードを保存します。 
 

パートナー自己管理 
企業の管理者は、パートナー組織の1名以上のユーザーをパートナー管理者としてOracle CRM On 
Demandに設定できます。パートナー管理者は、Oracle CRM On 
Demandのユーザーとしてのパートナー組織のメンバーの設定、それらのユーザーレコードの編集、それらのユーザーのパ
スワードのリセットやユーザーIDの変更といった、限定的なユーザー管理タスクの一部を実行できます。パートナー管理者
は、Oracle CRM On Demandの［パートナー自己管理］ページでユーザーを管理します。 

［パートナー自己管理］ページへのアクセスは、［パートナー組織内のユーザーの管理］権限で制御されます。  

注：企業の管理者は、［パートナー組織内のユーザーの管理］権限をパートナー組織のメンバーに付与します。この権限はブ

ランド所有者企業のユーザーには付与されません。 

パートナー管理者の設定方法の詳細は、「パートナー管理者の設定プロセス（管理者） (ページ 
298)」を参照してください。［パートナー自己管理］ページでのユーザーの管理方法の詳細は、「パートナー組織のユーザ
ーの管理（パートナー） (ページ 299)」を参照してください。 
 

パートナー管理者の設定プロセス（管理者） 
［パートナー自己管理］ページへのアクセスを制御する権限は、［パートナー組織内のユーザーの管理］です。この権限によ

り、パートナー管理者は、自らのパートナー組織のメンバーのみのユーザーレコードを操作できるようになります。パートナ
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ー管理者には、[ユーザーの管理]権限は不要であり、付与しないでください。この権限によって、パートナー管理者が、自分
のパートナー組織外のユーザーのユーザーレコードを表示および編集できるようになるためです。 

セキュリティ上の理由から、企業の管理者は、パートナー管理者がパートナー組織のユーザーに与えることができる役割も決

めます。このためには、パートナー組織レコードに役割を関連付けます。こうすると、パートナー管理者がユーザーを設定す

るときに、パートナー組織に関連付けた役割のみがユーザーに与えられます。パートナー管理者がユーザーに付与できる役割

を制限すると、パートナー管理者がユーザーに不適切な権限を与える可能性や、ユーザーが見る必要のないデータにアクセス

する可能性がなくなります。 

注:パートナーレコードに役割を関連付けると、パートナー管理者がユーザーに与えることができる役割の選択肢が制限され
ます。これによって、ブランド所有者企業の企業管理者がパートナー組織のユーザーに割り当てることができる役割の選択肢

が制限されることはありません。 

パートナー管理者を設定するには、次のタスクを実行します。 

1 パートナー管理者のユーザー役割に、［パートナー組織内のユーザーの管理］権限を付与します。 

役割への権限の付与方法の詳細は、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

注:パートナー管理者のために新しい役割を作成するか、適切な既存の役割を編集できます。また、様々なパートナ
ー組織のパートナー管理者のために異なる役割を作成することもできます。 

2 （オプション）ユーザーレコードのタイプに応じてカスタマイズした［パートナー管理］ページレイアウトを作成して、
そのユーザーの役割に割り当てます。 

カスタマイズしたページレイアウトの作成の詳細は、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」を参照してください。ページレイアウトの役割への割当の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

3 （オプション）パートナー組織のユーザーのために固有の役割を作成する場合は、役割を設定します。 

役割の設定の詳細は、「役割管理 (ページ 304)」と「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

4 パートナー組織レコードの［パートナー役割］関連情報セクションで、パートナー管理者がパートナー組織のユーザーに
付与できる役割を追加します。 

レコードのリンクの詳細については、「選択したレコードへのレコードのリンク」を参照してください。 

5 パートナー管理者のために作成または編集した役割が、パートナー管理者としてこれから行動するユーザーにまだ割り当
てられていない場合は、そのユーザーに役割を割り当てます。 

役割のユーザーへの割当の詳細は、「ユーザーの設定 (ページ 274)」を参照してください。 
 

パートナー組織のユーザーの管理（パートナー） 
作業前の準備。パートナー組織のユーザーを管理するには、役割に［パートナー組織内のユーザーの管理］権限が含まれる必

要があります。 

自らの組織のユーザーをOracle CRM On 
Demandの［パートナー自己管理］ページで管理します。［パートナー自己管理］ページには、Oracle CRM On 
Demandのすべてのページにあるグローバル［管理］リンクからアクセスします。 

自らのパートナー組織のユーザーを管理するには、次の操作を実行します。 

n ユーザーの設定（パートナー） (ページ 300) 

n ユーザーのユーザーIDの変更（パートナー） (ページ 302) 
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n ユーザーのパスワードのリセット（パートナー） (ページ 303) 

n ユーザーの無効化（パートナー） (ページ 303) 

注: ［パートナー自己管理］ページを使用してユーザーレコードに加えられた変更について、Oracle CRM On 
Demand管理者が監査証跡を設定する場合があります。監査証跡が設定されると、監査対象フィールドに対して加えられた
変更の詳細を［ユーザー詳細］ページの［監査証跡］関連情報セクションで表示できます。 

関連トピック 
ユーザー管理の関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ユーザーフィールド (ページ 276) 

n レコードの監査証跡の表示 
 

ユーザーの設定（パートナー） 
作業前の準備。次の手順を実行するには、役割に［パートナー組織内のユーザーの管理］権限が含まれる必要があります。 

ユーザーを設定するときは、次のフィールドによって、ユーザーがアクセス、表示および実行できる項目が決まります。フィ

ールドを正しく使用してください。 

n ［状態］フィールド。最初にユーザーを設定するとき、ユーザーがただちにOracle CRM On 
Demandにアクセスできるように設定できます。ユーザーの状態を［有効］に設定し、ユーザーレコードの保存時に必
要なサインイン情報をユーザーに送信するようにOracle CRM On Demandに指定してください。 

または、後でユーザーがOracle CRM On 
Demandにアクセスできるようにするときは、ユーザーレコードを設定し、ユーザーの状態を［無効］に設定しま
す。後になってOracle CRM On 
Demandへのアクセスをユーザーに許可するときに、ユーザーの状態を［有効］に変更し、パスワードのリセット
機能を使用して必要なサインイン情報をそのユーザーに電子メールで送信します。 

n ［上司］または［上司 
(エイリアス)］フィールド。レポート構造によって、マネージャがアクセスできるレコードが決まります。また、売上
予想の計算やマネージャおよびエグゼクティブ向けのレポートにどのユーザーのデータを含めるかも決まります。ユーザ

ーを設定するページには、［上司］フィールドまたは［上司 
(エイリアス)］フィールドのいずれかを挿入できますが、このフィールドの両方は指定しないでください。［上司］およ
び［上司 (エイリアス)］フィールドの詳細は、「ユーザーレコードの［上司］および［上司 
(エイリアス)］フィールドについて (ページ 288)」を参照してください。 

ヒント： レポート階層のトップレベルのユーザーを最初に入力してください。 

n ［役割］フィールド。ユーザーの役割によって、ユーザーがアクセスできるタブ、機能、レコードおよびページレイアウ
トが決まります。 

注:企業の管理者が、パートナー組織のユーザーに割り当てることができる役割を決定します。 

パートナー組織のユーザーを作成するとき、ユーザーレコードの［パートナー組織］フィールドには自動的にパートナー組織

の名前が入力されます。これは変更できません。 

新規ユーザー用のサインイン情報について 
Oracle CRM On Demandにサインインする新規ユーザーには、Oracle CRM On 
Demandの一時URLと仮パスワードが必要です。ユーザーアカウントの作成時に、次のようにOracle CRM On 
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Demandに対してサインイン情報をユーザーに送信するように要求できます。この要求は、ユーザーアカウントの作成後に
実行することもできます。 

n ユーザーアカウントを設定するときにサインイン情報を送信する場合は、ユーザーレコードで［［保存］をクリックした
ときにパスワードを送信］チェックボックスをオンにし、ユーザーレコードの最初の保存を実行します。 

情報をすぐにユーザーに送信する場合は、レコードを最初に保存する前にこのチェックボックスをオンにする必要が

あります。サインイン情報が2回に分けて電子メールでユーザーに送信されます。 

n 最初の電子メールには一時URLが含まれます。 

n 2通目の電子メールには、仮パスワード、およびユーザーのサインインIDの詳細が記載されています。 

n サインイン情報を後からユーザーに送信する場合は、ユーザーレコードを作成するときに［[保存] 
をクリックしたときに仮パスワードを送信］チェックボックスをオンにしないでください。 

後でサインイン情報をユーザーに送信するときは、ユーザーレコードの［パスワードをリセット］ボタンをクリック

して、Oracle CRM On 
Demandに対してサインイン情報を送信するように要求できます。［パスワードをリセット］ボタンをクリックす
ると、サインイン情報は2通の電子メールでユーザーに送信されます。 

n 最初の電子メールには一時URLが含まれます。 

n 2通目の電子メールには、仮パスワードが記載されています。 

2通目の電子メールには、ユーザーのサインインIDの詳細は記載されていません。 

ユーザーの削除について 
ユーザーは削除できません。従業員が退職した場合は、そのユーザーの［状態］を［無効］に変更します。 

次の手順で、組織のメンバーをOracle CRM On Demandのユーザーとして設定する方法を説明します。 

ユーザーを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［パートナー自己管理］リンクをクリックします。 

［ユーザーリスト］ページが開き、パートナー組織のユーザーのリストが表示されます。 

3 ［ユーザーリスト］ページで、次の該当する操作を行います。 

n 新規ユーザーを追加するには、［新規ユーザー］をクリックします。 

n ユーザーの情報を編集するには、ユーザーの名前（姓）をクリックし、［ユーザー詳細］ページで［編集］ボタンを
クリックします。 

4 ［ユーザー編集］ページに情報を入力します。  

詳細については、「ユーザーフィールド (ページ 276)」を参照してください。 

5 レコードを保存します。 

ヒント:フィルター済みリストを作成することにより、表示するユーザーレコードを制限できます。フィルター済みリストの
詳細は、「リストの使用」を参照してください。 
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ユーザーレコードのどのリストを開いても、リストフィルターの基準を満たし、パートナー組織のメンバーであるユーザーの

みが表示されます。次の手順で、ユーザーのフィルター済みリストを開く方法を説明します。 

ユーザーのフィルター済みリストを開くには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［パートナー自己管理］リンクをクリックします。 

［ユーザーリスト］ページが開き、パートナー組織のユーザーのリストが表示されます。 

3 ［ユーザーリスト］ページで、ドロップダウンリストからオプションを選択します。 

 
 

ユーザーのユーザーIDの変更（パートナー） 
次の手順で、パートナー組織のユーザーのユーザーIDを変更する方法を説明します。 

ユーザーIDの最大文字数は50文字です。ユーザーIDには、空白文字または次の特殊文字を含めることができません。 

n アスタリスク（*）  

n バックスラッシュ（\） 

n 番号記号（#） 

n 疑問符（?） 

n スラッシュ（/） 

n チルダ（~） 

作業前の準備。次の手順を実行するには、役割に［パートナー組織内のユーザーの管理］権限が含まれる必要があります。 

ユーザーのユーザーIDを変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［パートナー自己管理］リンクをクリックします。 

［ユーザーリスト］ページが開き、パートナー組織のユーザーのリストが表示されます。 

3 ［ユーザーリスト］ページで、ユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザー詳細］ページで、［編集］をクリックします。 

5 ［ユーザー編集］ページで、［ユーザーID］フィールドを編集します。 

6 レコードを保存します。 

企業の管理者が企業プロファイルの［ユーザープロファイル更新時に電子メールを送信］設定で選択するオプションに応じて

、ユーザーのプロファイルの［ユーザー 
ID］フィールドの値が変更されたときに、電子メールがユーザーに送信される場合があります。［ユーザープロファイル更
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新時に電子メールを送信］設定の詳細は、「企業プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 
19)」を参照してください。 

ユーザーは、新しいユーザーIDとユーザーの既存のパスワードを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインできます。 
 

ユーザーのパスワードのリセット（パートナー） 
Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーはセキュリティに関して2つ以上の質問に答える必要があります。これらの質問と回答は、後でユー
ザーがパスワードを忘れたときに使用できます。ユーザーがセキュリティに関する自分の質問を忘れた場合、またはロックア

ウトされたがすぐにアクセスする必要がある場合は、自分のパスワードをリセットできます。   

作業前の準備。次の手順を実行するには、［パートナー組織内のユーザーを管理します。］および［会社の管理 - 
すべてのパスワードのリセット］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。また、パスワードを変更するユーザ

ーの役割には、［個人のパスワードをリセット］権限が含まれている必要があります。 

注： この手順の結果は、［ユーザー編集］ページで［[保存] 
をクリックしたときに仮パスワードを送信］チェックボックスをオンにした場合と同じです。仮パスワードが記載された電子

メールを送信する前に、ユーザーの役割と関連情報を設定する必要があります。 

次の手順で、パートナー組織のユーザーのパスワードをリセットする方法を説明します。 

ユーザーのパスワードをリセットするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［パートナー自己管理］リンクをクリックします。 

［ユーザーリスト］ページが開き、パートナー組織のユーザーのリストが表示されます。 

3 ［ユーザーリスト］ページで、パスワードをリセットするユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザー詳細］ページで、タイトルバーの［パスワードをリセット］ボタンをクリックします。 

ユーザーの既存のパスワードが新しい仮パスワードと置き換えられます。新しい仮パスワードが電子メールでユーザ

ーに送信されます。 

注： このイベントは、［ユーザー詳細］ページの［サインイン履歴］セクションに記録されます。  
 

ユーザーの無効化（パートナー） 
ユーザーは削除できません。かわりに、ユーザーを無効にしてください。無効なユーザーにはライセンスが必要ありません。

次の手順で、パートナー組織のユーザーを無効にする方法を説明します。 

作業前の準備：次の手順を実行するには、役割に［パートナー組織内のユーザーの管理］権限が含まれる必要があります。 

ユーザーを無効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［パートナー自己管理］リンクをクリックします。 
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［ユーザーリスト］ページが開き、パートナー組織のユーザーのリストが表示されます。 

3 ［ユーザーリスト］ページで、システムから削除するユーザーの［名前（姓）］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザー詳細］ページで、［編集］ボタンをクリックします。 

5 ［ユーザー編集］ページで、［主要ユーザー情報］セクションの［状態］フィールドの値を［無効］にします。 

6 レコードを保存します。 
 

役割管理 
Oracle CRM On 
Demandでは、［役割リスト］ページと役割管理ウィザードで役割を管理します。［役割リスト］ページと役割管理ウィザ
ードには、Oracle CRM On Demandのすべてのページにあるグローバル［管理］リンクからアクセスします。 

Oracle CRM On 
Demandでの役割は、セールスエグゼクティブやサービス管理者など、ユーザーが組織で実行する職務に似ています。組織
では、職務ごとに固有の権限や許可が与えられます。同様にOracle CRM On 
Demandのコンテキストにおいても、ユーザーが使用権限を持つOracle CRM On 
Demandの機能、ユーザーが保護情報を操作するために与えられる許可、情報を表示するユーザーインターフェイス設定を
定義することで、役割によって職務が区別されます。  

注:ユーザーとしては、従業員またはパートナー組織の従業員が可能です。また、Oracle CRM On 
Demandにアクセスする外部システムもユーザーとして設定できます。 

役割によって定義されるパラメータを次に示します。 

n 権限 

n レコードタイプへのアクセス 

n 役割のアクセスプロファイル 

n 次の項目を含むユーザーインターフェイス設定 

n タブ設定 

n ページレイアウト 

n 検索レイアウト 

n ホームページレイアウト 

各ユーザーには1つの役割が割り当てられます。また、同一の役割を複数のユーザーに割り当てることができます。役割には
階層はありません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n ［役割リスト］ページの使用 (ページ 306) 

n 役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 308) 
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n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の権限について (ページ 309) 

n 役割のIPアドレス制限について (ページ 310) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
 

役割の設定に関するガイドライン 
Oracle CRM On Demand 
では、事前に作成された一連の役割が提供されます。これらに基づいて社内の役割を設定できます。ユーザーと役割の設定テ

ンプレートには、事前に作成された役割の情報が含まれ、レコードアクセス、権限およびデフォルトタブアクセスがリストさ

れます。ユーザーと役割の設定テンプレートの検索の詳細は、「設定時における管理者テンプレートの使用 (ページ 
16)」を参照してください。 

Oracle CRM On 
Demandに設定できる役割タイプの例として、設備関連の取引先管理を担当するセールス部門と、新しいビジネスを担当す
るセールス部門の2つが会社で必要になることがあります。設備関連の取引先管理を担当するセールス部門のフィールドセー
ルス要員は、その顧客の設備導入に関する取引先情報を追跡します。新しいビジネスを担当するセールス部門のフィールドセ

ールス要員は、その見込み取引先の購入条件のプロファイルとなる取引先情報を追跡します。これらの2つの職務は似ていま
すが、それぞれの日常的なプロセスのサポートに最も関連のある情報のタイプは異なります。この例では、次の2つの役割を
設定できます。 

n 設備関連のフィールドセールス要員の役割 

n 新しいビジネスのフィールドセールス要員の役割 

これらの各役割は、事前に作成された［フィールドセールス要員］役割に基づいて作成できます。2つのセールス部門に固有
のビジネス要件をサポートするために異なるページレイアウトを追加し、新しい役割を調整します。 

たとえば、組織の変更や別の会社の吸収が行われた場合など、必要に応じて、役割の定義の変更や追加を続けることができま

す。会社の組織構造が変更されると、1人以上の従業員の職務も変更になる可能性があります。会社が別の会社を買収した場
合には、その従業員をOracle CRM On Demandのユーザーとして吸収する必要が生じることがあります。 

役割を設定するときは次のガイドラインに従います。 

n 各従業員または従業員のグループがどのようにOracle CRM On Demandを使用するかを決定します。 

従業員の職務を調べて、次の項目を決定します。 

n ユーザーが完了する必要があるタスクおよびアクセスする必要があるレコード 

n 各タイプのレコードに対してユーザーが必要とするアクセスの種類 

n ユーザーがアクセスを禁止されているレコードまたはタブがあるかどうか   

次の表に、アクセスタイプの一例を示します。 

アクセスタイプ 例 

機能へのアクセス テレセールスの役割を割り当てられたユーザーは、［見込み客詳細］ページの［変換

］ボタンにアクセスできます。 

レコードへのアクセス エグゼクティブの役割を割り当てられたユーザーは、すべての商談レコードをその所
有者にかかわらず編集できます。 

タブへのアクセス デフォルトでは、セールス&マーケティングマネージャの役割が割り当てられたユー
ザーは、［取引先］タブと［商談］タブにアクセスできますが、［サービスリクエス
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アクセスタイプ 例 

ト］タブや［ソリューション］タブにはアクセスできません。 

n 事前に作成された各役割の特徴を確認して、それらの役割が従業員のニーズを満たすかどうかを調べます。  

事前に作成された役割の名前は、社内の肩書と一致する必要はありません。職務とタスクは、肩書ではなく役割に対

応させる必要があります。 

n 次のように役割を設定します。 

n 事前に作成された役割が、従業員グループのために必要な役割と似ている場合は、その役割をコピーし、新しい名前
を付け、要件に応じて編集して、新しい役割を作成します。 

n 事前に作成された役割が必要な役割と似ていない場合は、要件を満たす新しい役割を作成します。   

ヒント:ユーザーと役割の設定テンプレートを使用して、従業員グループの役割の要件を簡単に文書化できます。その後
、役割を作成または編集し、企業の従業員をOracle CRM On 
Demandのユーザーとして設定する際に、完成したテンプレートを参照します。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 

n ［役割リスト］ページの使用 (ページ 306) 

n 役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 308) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の権限について (ページ 309) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
 

［役割リスト］ページの使用 
［役割リスト］ページでは、次の表のアクションを実行できます。 

操作 手順 

新しい役割の追加 ［役割リスト］ページのタイトルバーで［新規役割］をクリックしま

す。役割管理ウィザードが開きます。 

役割管理ウィザードの使用方法の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

既存の役割のコピーに

よる新規役割の追加 
役割名の横のレコードレベルメニューで［コピー］を選択します。役

割管理ウィザードが開きます。 

役割管理ウィザードの使用方法の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

役割の削除 役割名の横のレコードレベルメニューで［削除］を選択してから、そ

の役割を削除することを確認します。 
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操作 手順 

注:［管理者］役割は削除できません。 

役割を削除しても、その役割が割り当てられているすべてのユーザー

は、別の役割が割り当てられるまではその役割を保持し続けます。た

だし、役割を削除した後で、その役割をユーザーに割り当てることは

できません。 

役割リストを表示する

言語の選択 
［役割リスト］ページのタイトルバーにある［翻訳言語］フィールド

で、役割のリストを表示する言語を選択します。Oracle CRM On 
Demandでその企業に対してサポートされている任意の言語でリスト
を表示できます。 

注:既存の役割に翻訳済みの役割名がない場合、役割名は翻訳されず、
カッコ内に表示されます。 

アルファベット文字検索機能を使用できる場合は、アルファベット文字検索で役割のリストをフィルター処理できます。アル

ファベット文字検索の詳細は、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

次の表では、[役割リスト]ページに表示される一部のフィールドについて説明します。表で説明されているフィールドは[役
割リスト]ページで読み取り専用であり、これらを使用して役割のリストを並べ替えたり、フィルターすることはできません
。 

フィールド 説明 

優先される企業のパス

ワードポリシー 
役割の[ユーザーのパスワードの有効期限]フィールドに値が入力され
る場合に、このチェックボックスを選択します。[ユーザーのパスワー
ドの有効期限]フィールドに値が入力された場合、この役割を持つユー
ザーに対して、その役割のパスワード有効期限が企業の有効期限より

も優先されます。  

追加のIP制限 役割にIP制限を定義する場合に、このチェックボックスを選択します
。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 

n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n 役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 308) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の権限について (ページ 309) 

n 役割のIPアドレス制限について (ページ 310) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
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役割のレコードタイプアクセスについて 
役割のプライマリレコードタイプへのアクセスは、役割管理ウィザードのステップ2で制御します。役割を追加する方法の詳
細は、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

プライマリレコードタイプは、独立したレコードタイプとして使用できるレコードタイプです。ほとんどのプライマリレコー

ドタイプ（すべてではない）は、Oracle CRM On 
Demandのタブとして表示できます。タブとして表示できないプライマリレコードタイプもあります。たとえば、［ブック
］レコードタイプはプライマリレコードタイプです（ブックレコードは独立したレコードとして作成できます）。ただし、［

ブック］レコードタイプはタブとして表示できません。プライマリレコードタイプでないレコードタイプはタブとして表示で

きません。 

例外はありますが、次の基準を満たすプライマリレコードタイプが役割管理ウィザードのステップ2に表示されます。 

n 自分の会社が使用ライセンスを持つレコードタイプ。 

n 自分の役割に適切なアクセス権限が含まれているレコードタイプ。 

例外は、企業プロファイル、ユーザーレコード、ワークフロールールなど、管理目的のみに使用されるレコードタイプです。

そのようなレコードタイプへのアクセスは権限によってのみ制御されます。 

ウィザードのステップ2に表示される各プライマリレコードタイプでは、役割でのレコードタイプへのアクセスは次の3つの
設定によって制御されます。 

n アクセス可能。役割管理ウィザードのステップ2で役割についてプライマリレコードタイプの［アクセス可能］チェック
ボックスをオンにすると、その役割を持つユーザーがそのレコードタイプのレコードにアクセスできます。役割について

そのレコードタイプの［アクセス可能］チェックボックスがオフの場合、その役割を持つユーザーは、そのレコードタイ

プに対してあらゆる形式でのアクセスを拒否されます。たとえば、役割について［取引先］レコードタイプの［アクセス

可能］チェックボックスがオフの場合、［取引先］レコードタイプに対するあらゆる形式のアクセス（関連アプレット、

検索機能、［取引先］レコードタイプに対する他のアクセスを含む）が、その役割を持つユーザーに対して拒否されます

。その後、次の状況が発生することがあります。 

n ［取引先］レコードタイプにアクセスできないユーザーが、取引先レコードに商談を関連付けようとすると、操作が
失敗します。 

n ［取引先］レコードタイプにアクセスできないユーザーが、取引先にすでにリンクされている商談を表示しても、リ
ンクされた取引先レコードの詳細は表示できません。 

注:レコードタイプのアクセスを拒否する（役割管理ウィザードでレコードタイプの［アクセス可能］チェックボッ
クスをオンにしない）ことにより、ユーザーが別のレコードタイプのレコードを作成できなくなる場合があります。

たとえば、あるレコードタイプへのアクセスを拒否したときに、ユーザーが別のレコードタイプに基づくレコードを

作成するためにそのレコードタイプにアクセスする必要があると、ユーザーはそのレコードを作成できません。 

n 作成可能。役割について役割管理ウィザードのステップ2でレコードタイプの作成可能チェックボックスをオンにすると
、その役割を持つユーザーはそのレコードタイプのレコードを作成できます。 

プライマリレコードタイプの［作成可能］チェックボックスをオフにすると、その役割を持つユーザーは、そのプラ

イマリレコードタイプのレコードを作成できません。 

注:プライマリレコードタイプのレコードを作成する権限は、この設定によって制御されます。アクセスプロファイ
ルでは制御されません。アクセスプロファイルは既存のデータへのアクセスを制御するため、アクセスプロファイル

でプライマリレコードへのアクセスを制御するには、それらのレコードが事前に存在する必要があります。 

n すべてのレコードを読み取り可能：役割について役割管理ウィザードのステップ2でプライマリレコードタイプの［すべ
てのレコードを読み取り可能］チェックボックスをオンにすると、その役割を持つユーザーはそのレコードタイプのすべ

てのレコードを表示できます。役割についてプライマリレコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可能］チェック

ボックスをオフにすると、一般的には、その役割を持つユーザーがそのレコードタイプのレコードを表示できるのは、レ

コードの表示を承認される場合のみになります。他のアクセス制御コンポーネント（ブック、チーム、グループ、管理階

層など）もレコードの表示に影響することがあります。ユーザーは、そのようなアクセス制御コンポーネントにより、自
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らが所有していないレコードを表示できることがあります。ただし、他のアクセス制御コンポーネントでレコードの表示

が承認されず、［すべてのレコードを読み取り可能］チェックボックスがオフの場合、ユーザーに表示できるのは所有す

るレコードのみです。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 

n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n ［役割リスト］ページの使用 (ページ 306) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の権限について (ページ 309) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
 

役割の権限について 
役割管理ウィザードのステップ4で役割の権限を付与または無効化します。役割の追加の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

権限により、企業がOracle CRM On Demandで使用するためにライセンスされる機能を管理します。企業がOracle CRM 
On 
Demandを使用するように最初に設定するときに、ライセンスされたすべての機能に対するすべての権限が管理者の役割に
付与されます。ユーザーがOracle CRM On Demandとやり取りするたびに、Oracle CRM On 
Demandはそのユーザーの役割に割り当てられている権限のセットを確認して、ユーザーが特定の機能の実行および特定の
レコードタイプへのアクセスに必要な権限を持っているかどうかを判断します。以前に役割に付与された権限が後で取り消さ

れた場合、その役割を持つユーザーは機能を使用できなくなります。権限が取り消されても、権限を持つユーザーが設定した

既存のデータおよび設定情報は失われません。 

役割管理ウィザードでは、権限はカテゴリーに分類されます。各カテゴリーは、Oracle CRM On 
Demandの機能の一部を構成する権限のグループを表します。たとえば、［管理 : 
ユーザーおよびアクセスの制御］は、［ユーザー管理とアクセス制御］のすべての機能領域を制御する権限です。 

各権限は、権限のカテゴリー内の個々の機能領域に関連します。たとえば、［ブックの管理］は、役割を持つユーザーが、カ

スタムブックとサブブックを作成、更新、編集および削除する場合、また関連付けられたメンバーを管理する場合に必要な権

限です。各権限は、制御フィールドおよび機能に固有のその他の機能も公開します。ユーザーが機能を使用するために必要な

権限を判断するには、オンラインヘルプを参照してください。 

注：役割に権限を付与するだけでは、ユーザーが機能を使用するためのすべてのアクセス権を付与するのに十分ではありませ

ん。権限を付与すると、機能に必要なレコードタイプと機能の詳細が役割に公開されます。たとえば、［ブックの管理］権限

が役割に割り当てられた場合、役割を持つユーザーは、役割管理ウィザードのステップ2と、アクセスプロファイルウィザー
ドでも［ブック］レコードタイプを参照できます。ただし、ブックレコードの操作に必要な権限をユーザーに付与するには、

ユーザーの役割に対する役割管理ウィザードのステップ2（レコードタイプアクセス）および役割のアクセスプロファイルで
、必要なアクセスレベルを設定する必要もあります。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 
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n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n ［役割リスト］ページの使用 (ページ 306) 

n 役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 308) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
 

役割のIPアドレス制限について 
IPアドレス制限を役割レベルで指定できます。この機能によりOracle CRM On 
Demandへのアクセスを制限できるため、ユーザーがOracle CRM On 
Demandにサインインするときに使用するコンピュータを、そのユーザーの役割に指定されているIPアドレス範囲を持つコ
ンピュータに制限できます。企業レベルでIPアドレス制限を指定することもできます。詳細は、「IPアドレスの使用制限 
(参照 "IP アドレスの使用制限" ページ 
58)」を参照してください。ユーザーのコンピュータのIPアドレスが、役割レベルおよび企業レベルで指定された範囲内のア
ドレスである場合のみ、そのユーザーはサインインを許可されます。  

企業レベル、役割レベルおよび両方のレベルでOracle CRM On 
Demandへのアクセスを特定のIPアドレス範囲に制限するには、企業プロファイルで［IP 
アドレスの制約が有効］チェックボックスを選択する必要があります。このチェックボックスがまだ選択されていない場合は

Oracle CRM On Demand Customer Careに連絡し、チェックボックスの選択を依頼してください。 

企業レベルで特定のIPアドレス範囲にアクセスを制限していない場合でも、役割レベルで特定のIPアドレスにアクセスを制
限できます。ただし、企業レベルと役割レベルの両方で特定のIPアドレス範囲にアクセスを制限する場合、ユーザー役割に
許可するIPアドレス範囲が企業レベルで許可するIPアドレス範囲内に収まるようにしてください。ユーザー役割のアクセス
を制限した場合、その役割を持つユーザーは、その役割に許可されたIPアドレス範囲内であり、かつ企業レベルで許可され
たIPアドレス範囲内であるアドレスを持つコンピュータからのみOracle CRM On Demandにサインインできます。 

次の表は、企業レベルのIPアドレス制限と役割レベルのIPアドレス制限の関係性を示す例です。この表内のすべてのケース
で、企業プロファイル上の［IP 
アドレスの制約が有効］チェックボックスが選択されており、IPアドレス制限は［フィールドセールス要員］役割のみに指
定されています。 

企業レベルで許可されたIP
アドレス 

フィールドセールス要員

役割に許可されたIPアド
レス 

ユーザーに許可されるIPア
ドレス 

メモ 

IPアドレスの指定なし 203.0.113.254 n フィールドセールス要
員役割を持つユーザー

に、IPアドレス203.0.
113.254が許可されま
す。 

n フィールドセールス要
員役割を持たないユー

ザーに、任意のIPアド
レスが許可されます。 

なし。 

198.51.100.1から198.5
1.100.254 

IPアドレスの指定なし IPアドレス198.51.100.1
から198.51.100.254がす
べてのユーザーに許可され

ます。 

なし。 
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企業レベルで許可されたIP
アドレス 

フィールドセールス要員

役割に許可されたIPアド
レス 

ユーザーに許可されるIPア
ドレス 

メモ 

198.51.100.1から198.5
1.100.254 

203.0.113.254 n フィールドセールス要
員役割を持つユーザー

に許可されるIPアドレ
スはありません。 

n フィールドセールス要
員役割を持たないユー

ザーに、IPアドレス19
8.51.100.1から198.5
1.100.254が許可され
ます。 

IPアドレス203.0.113.254
は企業レベルで許可されて

いるアドレスの範囲外です

。 

192.0.2.1から192.0.2.2
54 

192.0.2.1.50 n フィールドセールス要
員役割を持つユーザー

に、IPアドレス192.0.
2.1.50が許可されます
。 

n フィールドセールス要
員役割を持たないユー

ザーに、IPアドレス19
2.0.2.1から192.0.2.2
54が許可されます。 

IPアドレス192.0.2.1.50は
企業レベルで許可されてい

るアドレスの範囲内です。 

IPアドレスの指定なし IPアドレスの指定なし フィールドセールス要員役
割ユーザーを含むすべての

ユーザーが、任意のIPアド
レスからOracle CRM On 
Demandにアクセスできま
す。 

なし。 

Oracle CRM On Demandへのアクセスを特定のIPアドレス範囲に制限する方法の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 
 

役割の追加 
役割は、次の操作によってOracle CRM On Demandに追加できます。 

n 新規役割を作成する 

n 既存の役割をコピーして名前を変更し、そのコピーの権限とアクセス権を編集する 

役割は類似しているが、ユーザーには異なるページレイアウトを表示する場合は、役割をコピーすると便利です。たとえば、

北米のエグゼクティブとヨーロッパ、中東、アフリカ（EMEA）のエグゼクティブに、異なる方法で商談情報を表示する必要
があり、その結果、各ユーザーセットついて異なるフィールドとページレイアウトが必要な場合を考えます。この設定を行う

には、デフォルトのエグゼクティブの役割に基づいて2つの役割を作成し、新規役割の名前を「Exec - North 
America」および「Exec - 
EMEA」と指定します。エグゼクティブの役割をコピーすると、新規役割には元の役割のアクセス権限が保持され、ページレ
イアウトのみ変更する必要があります。これによって、新規役割を割り当てるユーザーには、そのユーザーの作業に関連する

ビューとフィールドが表示されます。 
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注:役割に関連付けるページレイアウトを作成する必要があります。ページレイアウトの作成方法については、「レコードタ
イプ別の［アプリケーションカスタマイズ］ページ (ページ 104)」を参照してください。 

ヒント:各役割についてテストユーザーを設定することをお勧めします。このテストユーザーを有効にして、設定が正しく設
定されていることを確認します。他のユーザーは、アクセス権、役割の設定、レポートとデータ共有の階層、ワークフロール

ール、およびその他のビジネスプロセスのカスタマイズを含むすべてのユーザー設定が完了するまで有効にしないでください

。テストが終了した後は、テストユーザーを無効にしてください。 

作業前の準備。次の操作を実行します。 

n [役割およびアクセスの管理]権限を含む役割が割り当てられていることを確認します。 

n 役割の[ユーザーのパスワードの有効期限 
(日数)]フィールドを更新する場合、役割に[企業の管理]権限が含まれていることを確認します。 

n 「役割の設定に関するガイドライン (ページ 305)」を参照して、役割の設定に関するガイドラインを確認します。 

注：Oracle CRM On 
Demandでは、役割に対するあらゆる変更について監査レコードが生成されます。ユーザーの役割に［マスター監査証跡お
よび管理設定の監査へのアクセス］権限が含まれている場合は、役割に対する変更の監査証跡を表示できます。監査証跡の表

示方法の詳細は、「管理設定変更の監査証跡の確認 (ページ 80)」を参照してください。 

次の手順では、役割の追加方法について説明します。 

役割を追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］をクリックします。 

3 ［役割管理］セクションで、［役割管理］をクリックします。 

4 ［役割リスト］ページの［翻訳言語］フィールドで、企業のプライマリ言語を選択します。 

5 次の該当する操作を行います。 

n 既存の役割をコピーして新規役割を作成するには、コピーする役割で［コピー］をクリックします。 

n 既存の役割に基づかないで新規役割を作成するには、ページのタイトルバーにある［新規役割］をクリックします。 

プロセスを進めるための役割管理ウィザードが表示されます。この役割管理ウィザードの各ステップで、役割に関す

る設定を行います。役割に関するすべての設定に応じて、役割を割り当てるユーザーのアクセス権が決まります。 

6 ステップ1の［役割情報］で、名前と説明を入力し、必要に応じて残りのフィールドに入力します。その他のフィールド
の説明は次の表のとおりです。 

フィールド 説明 

翻訳 ［翻訳］チェックボックスは、次の両方の状況でのみ有効です。 

n 既存の役割の名前が変更されている場合 

n 既存の役割名が他の1つ以上の言語にすでに翻訳されている場合 

このような状況では、［翻訳］チェックボックスを使用して、翻訳済みの役割名を

新しい名前に置換するか、変更しないままにするかを指定できます。［翻訳］チェ

ックボックスの設定に応じて、役割名は次のように表示されます。 
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フィールド 説明 

n ［翻訳］チェックボックスをオンにすると、新しい名前は、役割リストの表示
に使用されている言語に関係なく、その名前の入力言語で表示されます。新し

い名前の入力言語で役割リストが表示された場合、名前は黒いフォントで表示

されます。ただし、役割リストが他の言語で表示された場合、名前は括弧で囲

まれた青いフォントで表示されます。 

n ［翻訳］チェックボックスをオフにすると、新しい名前が表示されるのは、そ
の新しい名前の入力言語で役割リストが表示されたときです。ただし、役割リ

ストが他の言語で表示された場合は、元の翻訳済みの役割名がそのまま表示さ

れます。 

［翻訳］チェックボックスが、新規役割の追加に影響を与えることはありません。

新規役割を追加すると、新しい名前は役割リストにすべての言語で表示されます。

役割リストが新しい名前の入力言語で表示された場合、新規役割の名前は黒いフォ

ントで表示されます。役割リストが他の言語で表示された場合、新規役割の名前は

括弧で囲まれた青いフォントで表示されます。 

デフォルトセールスプロ

セス 
（オプション）この役割を割り当てられたユーザーが作成した新しい商談に対して

デフォルトのセールスプロセスを設定するには、この［デフォルトセールスプロセ

ス］フィールドでオプションを選択します。 

このオプションの詳細は、「セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 
(ページ 535)」を参照してください。 

デフォルトのテーマ （オプション）この役割に割り当てられたユーザーがデスクトップまたはラップト

ップコンピュータを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインするときにデフォルトで使用されるテーマ。 
ユーザーは、各自の個人設定を編集して、この設定を上書きできます。ユーザーの

レコードでデフォルトテーマが選択されていない場合は、ユーザーの役割に対して

選択されているデフォルトテーマが使用されます。ユーザーのレコードおよびユー

ザーの役割の両方でデフォルトテーマが選択されていない場合は、企業に対して指

定されているデフォルトテーマが使用されます。 

テーマの作成方法の詳細は、「新規テーマの作成 (ページ 
256)」を参照してください。 

タブレットのテーマ （オプション）この役割に割り当てられたユーザーがタブレットコンピュータまた

は他のタッチスクリーンデバイスを使用してOracle CRM On 
Demandにサインインするときに使用されるテーマ（Oracle CRM On 
Demandでタブレットコンピュータまたはタッチスクリーンデバイスが検出された
場合）。 
ユーザーは、各自の個人設定を編集して、この設定を上書きできます。ユーザーの

レコードでタブレットテーマが選択されていない場合は、ユーザーの役割に対して

選択されているタブレットテーマが使用されます。ユーザーのレコードおよびユー

ザーの役割の両方でタブレットテーマが選択されていない場合は、企業に対して指

定されているタブレットテーマが使用されます。どのレベルでもタブレットテーマ

が指定されていない場合は、デフォルトテーマが使用されます。 

アクションバーおよびグ

ローバルヘッダーレイア

ウト 

デフォルトでは、すべての役割に対して標準レイアウトのアクションバーおよびグ

ローバルヘッダーが使用されます。役割には、別のレイアウトを割り当てることが

できます。ユーザーがクラシックテーマを使用する場合、その役割に対するアクシ

ョンバーおよびグローバルヘッダーレイアウトにより、アクションバーレイアウト

でユーザーが使用できるセクションが決定されます。ユーザーがモダンテーマを使

用する場合、その役割に対するアクションバーおよびグローバルヘッダーレイアウ
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フィールド 説明 

トにより、アクションバーでユーザーが使用できるセクションが決定され、グロー

バルヘッダーでユーザーが使用できるセクションも決定されます。 

関連情報形式 （オプション）この役割についてレコードの[詳細]ページの関連情報セクションに対
して形式を設定するには、[リスト]または[タブ]を選択します。 

この設定により、レコードの［詳細］ページの関連情報セクションがリストで表示

されるか、表として表示されるかが決まります。この設定は各ユーザーのレコード

にも設定可能で、役割に［関連情報表示形式のパーソナライズ］権限があるユーザ

ーは、各自の個人プロファイルの［関連情報形式］オプションを設定できます。ユ

ーザーのレコードの[関連情報形式]フィールドが空白の場合は、ユーザーの役割の設
定が使用されます。ユーザーの役割の[関連情報形式]フィールドが空白の場合は、企
業の設定が使用されます。 

見込み客変更レイアウト （オプション）この役割を割り当てられたユーザーに対して、（［見込み客を変換
］ページの）見込み客変換レイアウトを設定するには、［見込み客変更レイアウト

］フィールドでレイアウトを選択します。 

役割に対してレイアウトを選択しない場合は、企業のデフォルトのレイアウトが使

用されます。見込み客変換レイアウトの作成方法の詳細は、「見込み客変換レイア

ウトの作成 (ページ 524)」を参照してください。 

ユーザーのパスワードの

有効期限 
この役割を持つユーザーに対してパスワードが有効である期間を指定します。この

期間を過ぎると、ユーザーはパスワードを変更する必要があります。 

このフィールドはデフォルトでは空白です。役割に対してこのフィールドを空白の

ままにする場合、企業に定義されているパスワードの有効期限はこの役割を持つユ

ーザーに適用されます。企業のパスワード制御の定義の詳細は、「企業のパスワー

ド管理の定義 (ページ 49)」を参照してください。 

注: 
役割に[企業の管理]権限が含まれていない場合、このフィールドは読み取り専用です
。 

IPアドレス制限の有効化 （読み取り専用）このチェックボックスが選択されている場合、この役割を持つユ
ーザーが特定のIPアドレスからのみOracle CRM On 
Demandにアクセスするように指定できます。［許可された IP 
アドレス］フィールドでIPアドレスを指定できます。 
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フィールド 説明 

許可された IP アドレス この役割を持つユーザーが特定のIPアドレスからのみOracle CRM On 
Demandにアクセスするようにする場合は、その役割で使用する有効なアドレスま
たはアドレス範囲をこのフィールドに入力します。このフィールドにアドレスを入

力しなかった場合、この役割を持つユーザーは企業レベルで許可されているIPアド
レスからOracle CRM On 
Demandにアクセスできます。IPアドレスの制限機能の詳細は、「役割のIPアドレ
ス制限について (ページ 310)」を参照してください。 

IPアドレスおよびIPアドレス範囲をカンマで区切ります。次の例は、複数のアドレ
スを入力する方法を示しています。 

192.0.2.1, 192.0.2.10, 192.0.2.15 

次の例のとおり、アドレス範囲を示すにはハイフン（-）を使用します。 

192.0.2.1-3, 192.0.2.50-100, 192.0.2.200-254 

注: 
自分のユーザー役割のIPアドレスを制限する場合で、現在のIPアドレスがユーザー
役割に許可するアドレス範囲に含まれていない場合は、役割に対する変更を保存で

きません。これは、自分自身を間違ってOracle CRM On 
Demandからロックアウトしてしまうことを防止するための機能です。 

リストエクスポート当た

りの最大レコード数 
この役割を持つユーザーがレコードのリストをエクスポートする場合に、一度にエ

クスポートできるレコード数を制限するには、このフィールドに適切な値を入力し

ます。たとえば、ユーザーが一度にエクスポートできるリストのレコード数を最大1
00件に制限する場合は、このフィールドに100を入力します。 

この制限は、［リスト］ページの［リストをエクスポート］メニューオプションを

介してレコードをエクスポートする場合にのみ適用されます。エクスポートアシス

タントまたはその他のチャネルを介して実行するエクスポート操作には適用されま

せん。  

このフィールドはデフォルトでは空白です。つまり、制限は適用されません。 

1 ステップ2の［レコードタイプアクセス］で、レコードタイプごとに、役割に付与する各アクセスレベルのチェックボッ
クスをオンにします。 

各レコードタイプには、次のアクセスレベルを1つ以上選択できます。 

n アクセス可能 

n 作成可能 

n すべてのレコードを読み取り可能 

これらのアクセスレベルの詳細は、「役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 
308)￼」を参照してください。 

注意:レコードタイプへのアクセスを拒否すると（役割管理ウィザードでレコードタイプの［アクセス可能］チェックボ
ックスをオフにします）、ユーザーが別のレコードタイプのレコードを作成することを防止できます。たとえば、あるレ

コードタイプへのアクセスを拒否したときに、ユーザーが別のレコードタイプに基づくレコードを作成するためにそのレ

コードタイプにアクセスする必要があると、ユーザーはそのレコードを作成できません。 

注：見込み客または取引交渉登録を変換するユーザーには、特定のレコードタイプに対する適切なアクセスレベルが

設定されている必要があります。見込み客の変換に必要なアクセスレベルの詳細は、「見込み客を変換するためのア
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クセスプロファイルと役割の設定」を参照してください。取引交渉登録の変換に必要なアクセスレベルの詳細は、「

取引交渉登録を変換するためのアクセスプロファイルと役割の設定」を参照してください。 

ヒント:役割に対するアクセスレベルを変更し、その変更を保存した後、その役割が割り当てられているユーザーは、サ
インアウトして再度サインインし、自分の役割の変更を有効にする必要があります。 

2 ステップ3の［アクセスプロファイル］で、この役割に割り当てるアクセスプロファイルを選択します。 

役割のアクセスプロファイルの詳細は、「役割のアクセスプロファイルについて (ページ 
321)」を参照してください。 

3 ステップ4の［権限］で、役割に付与する各権限の［割当］チェックボックスをオンにするか、役割から取り消す権限の
［割当］チェックボックスをオフにします。 

権限は、カテゴリーのアルファベット順に編成されています。 

注意：管理者の役割で、権限の［割当］チェックボックスがオフの場合は、権限がOracle CRM On 
Demandから削除されるため、企業の管理者はその権限を他の役割に割り当てることができない場合があります。この
ような問題が発生した場合は、Oracle CRM On Demand Customer Careに連絡して、権限を復元してください。 

役割の権限の詳細は、「役割の権限について (ページ 309)」を参照してください。 

4 ステップ5の［タブへのアクセスと順序］で、ページの適切なセクションにタブを移動し、［選択されたタブ］セクショ
ンで上向き矢印と下向き矢印をクリックして、ユーザーに対してデフォルトで表示するタブの表示順序を定義します。 

［使用不可タブ］セクションには、役割に対して使用可能なレコードタイプタブとカスタムWebタブが表示されま
す。このセクションに表示されるレコードタイプのリストは、Oracle CRM On 
Demandによって決定されます。このリストには、役割管理ウィザードのステップ2でリストしたほとんどのレコー
ドタイプも表示されます。［ブック］などの他のレコードタイプはタブとして表示できないため、このリストには表

示されません。役割が割り当てられたユーザーは、［使用不可タブ］セクションに表示されたタブを使用できません

。 

各タブを、この役割が割り当てられたユーザーに対して使用可能または表示可能にするには、次の操作を行います。 

n ユーザーにデフォルトで表示するタブを［選択されたタブ］セクションに移動します。このセクションには、役割が
割り当てられたユーザーがその役割で最初にサインインしたときにデフォルトで表示される、レコードタイプタブと

カスタムWebタブが表示されます。上向き矢印と下向き矢印を使用して、最初に表示するタブの順序を決定します
。役割が割り当てられた各ユーザーは、自分の設定をカスタマイズできるため、デフォルトでタブを非表示にしたり

、タブの表示順序を変更することができます。ユーザーによる個人設定の管理方法の詳細は、「アプリケーションの

パーソナライズ」を参照してください。 

n デフォルトではユーザーに表示しないが、ユーザーが自分で表示できるタブは、［使用可能タブ］セクションに移動
します。このセクションには、役割に対しては使用可能だが、デフォルトでは表示されない、レコードタイプタブと

カスタムWebタブが表示されます。つまり、このセクションに表示されるタブは、ユーザー自身が個人レイアウト
（［設定 
(個人)］から使用可能）で表示するように設定するまでは表示されません。役割が割り当てられた各ユーザーは、自
分の設定をパーソナライズできるため、使用可能なタブをデフォルトで表示するように設定できます。また、各ユー

ザーは、すべてのタブの表示順序を指定することもできます。 

n ユーザーから隠すタブは［使用不可タブ］セクションに残します。 

注:［使用不可タブ］セクションから［使用可能タブ］または［選択されたタブ］セクションにタブを移動した場合
、そのタブがユーザーに対して使用可能になるのは、役割管理ウィザードウィザードのステップ2（［レコードタイ
プアクセス］）でレコードタイプに対して［アクセス可能］チェックボックスをオンにした場合のみです。 

ヒント:特定の範囲のタブを同時に移動するには、Shiftキーを押しながら、その範囲の先頭のタブをクリックし、次に、
最後のタブをクリックします。その後、右向きまたは左向き矢印をクリックします。 
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5 ステップ6の［ページレイアウト割当］で、レコードタイプごとに、ページビュータイプが静的か動的かを選択し、その
ビュータイプで使用可能なページレイアウトのリストからレイアウトを選択します。  

ページレイアウトによって、様々なレコードタイプの［作成］、［編集］、［詳細］の各ページに表示されるフィー

ルドとセクションが決定されます。Oracle CRM On 
Demandには、レコードタイプごとに標準のページレイアウトがあらかじめ用意されています。標準のページレイ
アウトは静的なページレイアウトで、削除できません。したがって、［ページビュータイプ］フィールドの［静的］

オプションは常に使用可能です。［動的］オプションを使用できるのは、レコードタイプに対して使用可能な動的な

ページレイアウトがある場合のみです。企業の管理者は、レコードタイプに対してカスタマイズされた追加の静的ま

たは動的なページレイアウトを作成できます。  

レコードタイプごとに、標準のページレイアウトとレコードタイプに対して作成された任意のページレイアウトを役

割への割り当てに使用できます。静的および動的なページレイアウトの作成方法の詳細は、「レコードタイプ別の［

アプリケーションカスタマイズ］ページ (ページ 104)」を参照してください。 

レコードタイプに対するデフォルトのページレイアウトは、そのレコードタイプの標準の静的なページレイアウトで

す。 

注:役割管理ウィザードのステップ6で表示されるレコードタイプのリストは、Oracle CRM On 
Demandによって決定されます。Oracle CRM On 
Demandにタブとして表示されない、［ユーザー管理］や［ユーザー所有者］などのレコードタイプが表示される
場合があります。 

6 レコードタイプの関連情報セクションに対してレコードインジケータ設定を構成するには、ステップ6の[ページレイア
ウト割当]で、次の手順を実行します。 

a そのレコードタイプの行で、[レコードインジケータの管理]カラム内の[設定]リンクをクリックし、レコードインジ
ケータ設定を構成するページを開きます。 

b レコードインジケータを表示する必要がある各関連情報セクションを、［使用可能関連情報］リストから［選択した
関連情報］リストに移動します。 

注: 
現在そのレコードタイプ用に役割に対して選択されている[詳細]ページレイアウトで使用できない関連情報
セクションを含め、そのレコードタイプでサポートされていて、レコードインジケータ機能もサポートする

すべての関連情報セクションを選択できます。レコードインジケータの設定は、設定を再度変更するまで、

その役割のレコードタイプに適用されたままとなります。そのため、レコードタイプ用にその役割に割り当

てられている［詳細］ページレイアウトを更新した場合、レコードインジケータ設定はその更新したレイア

ウトに適用されます。同様に、後でその役割に別の［詳細］ページレイアウトを割り当てた場合、レコード

インジケータ設定はその新しいページレイアウトに適用されます。 

c レコードタイプに対するレコードインジケータ設定の構成が終了したら、［前へ］をクリックしてウィザードのステ
ップ6のメインページに戻ります。 

d この役割に対してレコードインジケータ設定を構成する必要がある各レコードタイプに、この手順のステップaから
cを繰り返します。 

注: 役割に［詳細ページのパーソナライズ - 
レコードインジケータ］権限が含まれているユーザーは、レコードタイプの［詳細］ページのレコードイン

ジケータ設定をパーソナライズできます。ユーザーがレコードインジケータについてパーソナライズした設

定は、役割レベルでの設定より優先されます。ただし、ページレイアウトをデフォルトレイアウトにリセッ

トすることで、レコードインジケータについてパーソナライズした設定を含め、役割のレコードタイプに対

する、パーソナライズしたすべてのページレイアウトを削除できます。役割に［詳細ページのパーソナライ

ズ - 
レコードインジケータ］権限が含まれているユーザーは、レコードタイプに対するパーソナライズした独自
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のレコードインジケータ設定を、役割のそのレコードタイプに対するデフォルト設定にリセットすることも

できます。ページレイアウトのリセットの詳細は、「パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 
337)」を参照してください。 
レコードインジケータの動作の詳細は、「関連情報セクション用のレコードインジケータについて」を参照

してください。 
レコードインジケータの設定のパーソナライズの詳細は、「関連情報セクション用のレコードインジケータ

の管理」を参照してください。 

7 ステップ7の［検索レイアウト割当］で、レコードタイプごとに、使用可能な検索レイアウトのリストから検索レイアウ
トを選択します。 

リストされたレコードタイプごとに、使用可能なレイアウトのリストが［検索レイアウト名］フィールドに表示され

ます。検索レイアウトによって、ユーザーがレコードの検索時に使用できるフィールド（標準フィールドとカスタム

フィールド）と、検索結果ページに表示されるフィールドが決定されます。使用可能なほとんどのプライマリレコー

ドタイプの検索レイアウトは、タブとして役割に割り当てることができます。また、検索可能な他のレコードタイプ

（［製品］、［ユーザー］など）に検索レイアウトを割り当てることもできます。カスタマイズされた検索レイアウ

トの作成および変更方法の詳細は、「検索レイアウトの管理 (ページ 197)」を参照してください。  

8 ステップ8の［ホームページレイアウト割当］で、レコードタイプごとに、使用可能なホームページレイアウトのリスト
からホームページレイアウトを選択します。 

リストされたレコードタイプごとに、標準のホームページレイアウト、およびレコードタイプに対して作成された任

意のホームページレイアウトを役割に割り当てることができます。レコードタイプのリストには、役割に対してタブ

として使用可能なプライマリレコードタイプがすべて表示されます。  

ホームページレイアウトによって、レコードタイプごとにホームページに表示される情報が決定されます。Oracle 
CRM On 
Demandには、タブとして表示可能なプライマリレコードタイプごとにデフォルトのホームページレイアウトがあ
らかじめ用意されています。ユーザーは、カスタマイズされた追加のホームページレイアウトをレコードタイプに対

して作成できます。ホームページレイアウトの作成方法の詳細は、「レコードホームページレイアウトの作成 
(ページ 208)」を参照してください。 

9 （オプション）ステップ9「新規レコードレイアウトの割当」で、レコードタイプごとに、ユーザーが新しいレコードの
情報を入力するページに使用されるレイアウトを指定します。次の表では、役割管理ウィザードのステップ9のフィール
ドについて説明します。 

フィールド 説明 

新規レコードレイアウト

名 
管理者は、ユーザーが新しいレコードの情報を入力するページのカスタムレイアウ

トを設定できます。レコードタイプに対してこのようなカスタムレイアウトが作成

されている場合、新規レコードレイアウト名フィールドのリストからカスタムレイ

アウトを選択できます。デフォルトでは、このフィールドでは値は選択されていま

せん。この項目を空白のままにすると、役割管理ウィザードのステップ6の［詳細
］ページで役割に割り当てられたレイアウトは、ユーザーがレコードタイプの項目

レイアウトをパーソナライズしていないかぎり（パーソナライズしている場合はパ

ーソナライズレイアウトが使用されます）、ユーザーが新しいレコードの情報を入

力するページにも使用されます。 
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フィールド 説明 

簡易作成リンクのみ 次のように、新規レコードレイアウト名フィールドで選択するカスタムレイアウト

を使用するタイミングを指定する場合、このチェックボックスを使用します。 

n このチェックボックスをオフにすると、レコードがOracle CRM On 
Demand内のエリアから作成された場合、選択したカスタムレイアウトが使用
されます。  

n このチェックボックスをオンにすると、ユーザーが選択するレイアウトでは、
ユーザーがアクションバーまたはグローバルヘッダーを使用してレコードを作

成する場合のみレイアウトを使用するように指定できます。ユーザーがOracle 
CRM On 
Demand内の他のエリアからレコードを作成する場合、ユーザーがレコードタ
イプの項目レイアウトをパーソナライズしていないかぎり（パーソナライズし

ている場合はパーソナライズレイアウトが使用されます）、役割の［詳細］ペ

ージのレイアウトが使用されます。 

注: 
新規レコードレイアウト名フィールドでレイアウトを選択しなかった場合は、簡易

作成リンクのみチェックボックスが適用されます。 

1 ［終了］をクリックします。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 

n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n ［役割リスト］ページの使用 (ページ 306) 

n 役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 308) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の権限について (ページ 309) 
 

アクセスプロファイル管理 
Oracle CRM On 
Demandでは、［アクセスプロファイルリスト］ページとアクセスプロファイルウィザードでアクセスプロファイルを管理
します。アクセスプロファイルのページには、Oracle CRM On 
Demandのすべてのページにあるグローバル［管理］リンクからアクセスします。 

Oracle CRM On 
Demandのアクセスプロファイルは、プライマリレコードタイプと関連レコードタイプに対する権限の名前付きコレクショ
ンです。 

プライマリレコードタイプは、独立レコードタイプとして使用できるレコードタイプです。関連レコードタイプは、親レコー

ドを持つ必要があるレコードタイプです。 
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多くのプライマリレコードタイプは関連レコードタイプとしても使用できます。たとえば、［商談］は関連レコードタイプで

す。これは［商談］プライマリレコードタイプに基づいており、親取引先レコード（［取引先］レコードタイプに基づく）に

関連しています。 

権限は、レコードタイプのインスタンスであるレコードのデータの読み取り、作成、更新または削除を可能にするものです。

権限は、アクセス権やアクセスレベルと呼ばれることもあります。取引先、担当者、サービスリクエストなど、レコードタイ

プごとに、レコードタイプそのものの権限を設定できます。一部のレコードタイプについては、関連レコードタイプの権限も

設定できます。 

プライマリレコードタイプと関連レコードタイプの様々な権限で構成される多数のアクセスプロファイルを設定できます。こ

のような権限を認証されたユーザー（外部システムを含む）に付与するには、アクセスプロファイルを役割、ブック、チーム

およびグループに関連付けます。 

Oracle CRM On Demand 
では、定義済みのアクセスプロファイルのセットが提供されます。次に、標準のアクセスプロファイルの一部を示します。 

n 編集 

n 全部 

n 読み取り専用 

n 管理者のデフォルトアクセスプロファイル 

n 管理者の所有者アクセスプロファイル 

通常、アクセスプロファイルには、デフォルトアクセスプロファイルと所有者アクセスプロファイルを区別するために名前が

付いています。（定義済みのアクセスプロファイルのリストには、名前にデフォルトと所有者という語を含む対のアクセスプ

ロファイルがあります。）所有者アクセスプロファイルとデフォルトアクセスプロファイルを割り当てる必要がある場合、ユ

ーザー役割へのアクセスプロファイル割当でどのアクセスプロファイルを使用するかを決めるときに、このような名前が役立

ちます。 

［編集］、［全部］、［読み取り専用］のアクセスプロファイルは、すべての役割、チームまたはブックメンバーに付与でき

る一般のアクセスプロファイルです。たとえば、［全部］アクセスプロファイルを、管理者役割の所有者アクセスプロファイ

ルに割り当てることができます。標準アプリケーションでは、[全部]アクセスプロファイルは、管理者役割を持つユーザーに
、トップレベルレコードに対する関連レコードの作成、すべてのプライマリレコードタイプとその関連レコードタイプのレコ

ードの取得、更新または削除の権限を与えます。 

注: 
管理者はデフォルトのアクセスプロファイルのアクセス設定を変更できます。したがって、アクセスプロファイルの名前は、

アクセスプロファイルがユーザーに付与した実際の権限と一致しない場合があります。 

定義済みのアクセスプロファイルの使用、既存のアクセスプロファイルの編集、カスタムアクセスプロファイルの作成を行っ

て、企業のニーズを満たすことができます。新しいアクセスプロファイルを作成するときには、既存のアクセスプロファイル

をコピーし、新しい名前を付け、ニーズに合うようにそのコピーを編集するという方法もあります。 

社内のアクセスプロファイルを表示、作成または改訂するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含む役割が割り当てられ
ている必要があります。アクセスプロファイルの管理に必要な権限は企業の管理者のみに付与することをお勧めします。アク

セスプロファイルは保護データのセキュリティに直接影響するためです。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n チーム、グループおよびブックのアクセスプロファイルについて (ページ 322) 

n チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 323) 
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n ［アクセスプロファイルリスト］ページの使用 (ページ 325) 

n プライマリレコードタイプのアクセスレベルについて (ページ 326) 

n 関連するレコードタイプのアクセスレベルについて (ページ 327) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
 

役割のアクセスプロファイルについて 
Oracle CRM On Demandの各役割には次の2つのアクセスプロファイル割当があります。 

n デフォルトアクセスプロファイル割当 

n 所有者アクセスプロファイル割当 

1つのアクセスプロファイルを複数の役割に割り当てることができます。同一のアクセスプロファイルが、1つの役割のデフ
ォルトアクセスプロファイルと所有者アクセスプロファイルの両方になるように割り当てることもできます。たとえば、［全

部］アクセスプロファイル（定義済みアクセスプロファイルの1つ）を、管理者役割のデフォルトアクセスプロファイルと所
有者アクセスプロファイルとして割り当てることができます。 

アクセスプロファイルは、役割管理ウィザードのステップ3で役割に割り当てます。役割を追加する方法の詳細は、「役割の
追加 (ページ 311)」を参照してください。 

デフォルトアクセスプロファイル 
役割のデフォルトアクセスプロファイルでユーザーのアクセス権が制御されるレコードは、そのユーザーが所有していないが

、ユーザーの役割のレコードタイプアクセス設定で関連するレコードタイプについて［すべてのレコードを読み取り可能］オ

プションが選択されたたためにユーザーに表示できるレコードです。  

ユーザーの役割でレコードタイプについて［すべてのレコードを読み取り可能］チェックボックスをオフにした場合、そのユ

ーザーは役割を介してそのレコードタイプのアクセス権を取得できません。ユーザーの役割のデフォルトアクセスプロファイ

ルはそのレコードタイプに対しては使用されません。  

アクセスプロファイルの命名規約に従って、デフォルトアクセスプロファイルとして割り当てるためにアクセスプロファイル

を設定するときは、次のように名前が付けられます。 

役割名デフォルトアクセスプロファイル 

説明： 

n 役割名は、アクセスプロファイルが使用される役割の名前です。 

たとえば、管理者デフォルトアクセスプロファイルという名前は、このアクセスプロファイルが、管理者役割に関してレコー

ドタイプとその関連レコードタイプのアクセス権を制御することを意味します。 

所有者アクセスプロファイル 
役割の所有者アクセスプロファイルは、ユーザーが所有しているレコードまたはユーザーの部下が所有しているレコードに対

するそのユーザーのアクセス権を制御します。  

アクセスプロファイルの命名規約に従って、所有者アクセスプロファイルとして割り当てられるようにアクセスプロファイル

を設定するときは、次のように名前が付けられます。 

role name 所有者アクセスプロファイル 
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説明： 

n 役割名は、アクセスプロファイルが使用される役割の名前です。 

たとえば、サービス管理者所有者アクセスプロファイルという名前は、このアクセスプロファイルが、サービス管理者役割に

関してレコードタイプとその関連レコードタイプのアクセス権を制御することを意味します。 

関連トピック 
アクセスプロファイルの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 

役割の関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n 役割管理 (ページ 304) 

n 役割の設定に関するガイドライン (ページ 305) 

n ［役割リスト］ページの使用 (ページ 306) 

n 役割のレコードタイプアクセスについて (ページ 308) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n 役割の権限について (ページ 309) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
 

チーム、グループおよびブックのアクセスプロファイルについて 
アクセスプロファイルは、チームまたはグループのメンバーであるユーザー（ユーザーブックを介して）や、カスタムブック

に関連付けられているユーザーにアクセス権を与えるために使用されます。（「役割のアクセスプロファイルについて 
(ページ 
321)」で説明するように、アクセスプロファイルは役割にも割り当てられます。）アクセスプロファイルをチームとブック
に関してユーザーに割り当てると、役割に割り当てられたアクセスプロファイルで提供されるアクセス権で制限されていたと

しても、ユーザーはレコードにアクセスできます。  

注:Oracle CRM On 
Demandでは、デフォルトブックは各ユーザーに割り当てられ、ユーザーの名前が付けられます。レコードがユーザーに割
り当てられると、レコードはユーザーのデフォルトブックに割り当てられます。レコードがチームにより所有されている場合

、チームはそのチームのメンバーとなっているユーザーの一連のデフォルトブックを代表します。ユーザーがチームのメンバ

ーになると、そのユーザーのユーザーブックは、チームを構成するユーザーブックのセットに追加されます。ユーザーブック

に自動的にレコードが関連付けられるのは、レコード所有者が変更された場合や、チームメンバーシップが変更された場合で

す。 

グループは、特定のレコードタイプに対してサポートされる定義済みのチームです。あるレコードの所有者がグループのメン

バーであるとき、そのグループの他のメンバーはそのレコードに関するチームに自動的に追加されます。グループメンバーに

は、デフォルトでレコードに対する完全なアクセス権が与えられ、アクセスレベルを変更できません。 

チーム内の各ユーザーブックには、チームのメンバーシップを介してアクセスできるレコードのユーザーアクセス権を制御す

るアクセスプロファイルを与える必要があります。アクセスプロファイルの［チームメンバーに付与可能］チェックボックス

をオンにすると、任意のアクセスプロファイルをチームメンバーシップへの割当対象にすることができます。 
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同じく、カスタムブックに関連付けられている各ユーザーには、そのカスタムブックでレコードへのユーザーアクセスを制御

するアクセスプロファイルを与える必要があります。アクセスプロファイルの［ブックユーザーに付与可能］チェックボック

スをオンにすると、任意のアクセスプロファイルをブックとユーザーの関連付けへの割当対象にすることができます。 

ユーザーブックおよびカスタムブックの詳細は、「ブックの管理 (ページ 339)」を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
 

チームの継承によるアクセスの適用について 
チーム継承とは、取引先にリンクされているレコードのチームへの取引先チームのメンバーの自動追加です。チーム継承は、

親取引先に関連する担当者と商談のオプションとして使用可能です。チーム継承は、他のタイプのチーム関係ではサポートさ

れません。 

注意: 
ユーザーがチームのメンバーになると、そのユーザー用のユーザーブックが、そのチームを構成するユーザーブックのセット

に追加されます。Oracle CRM On 
Demandでは、チーム継承機能によってチームに追加されるユーザーと、手動でチームに追加されるユーザーは区別されま
せん（つまり、チーム継承機能によってチームに追加されるユーザーブックは、手動でチームに追加されるユーザーブックと

同様に扱われます）。 

担当者レコードタイプの場合のチーム継承について 
[担当者]レコードタイプの場合、チーム継承は、［企業プロファイル］ページの担当者の[親チーム継承の有効化]チェックボ
ックスで制御されます。このチェックボックスが選択されている場合、親取引先にリンクされている担当者上のチームは、次

のように親取引先チームのメンバーを継承します。 

n 担当者が親取引先に関連する場合：  

n 取引先チームについてユーザーレコードで［担当者アクセス］フィールドにアクセスプロファイルが指定されている
場合、各取引先チームメンバー（取引先所有者を含む）は、担当者チームのメンバーになります。 

n ［全部］アクセスプロファイルが非アクティブ化されている場合でも、取引先の所有者には、担当者チームのメンバ
ーシップに関して［全部］アクセスプロファイルがデフォルトで付与されます。 

n 取引先チームに新しいメンバーを追加する際には、その取引先に関連する担当者のチームのユーザーのメンバーシップが
次のように決定されます。 

n 取引先チームのユーザーレコードの［担当者アクセス］フィールドにアクセスプロファイルが指定されている場合、
取引先チームの新しいメンバーは、その取引先に関連する各担当者の担当者チームのメンバーにもなります。また、

各関連担当者の担当者チームのそのユーザーのアクセスプロファイルは、取引先チームのユーザーのアクセスプロフ

ァイルと同じになるように更新されます。  

n 取引先チームのユーザーレコードの［担当者アクセス］フィールドにアクセスプロファイルが指定されていない場合
、取引先チームの新しいメンバーは、その取引先に関連するどの担当者の担当者チームにも追加されません。ユーザ
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ーが取引先に関連する担当者の担当者チームのメンバーに既になっている場合は、その担当者の担当者チームからそ

のユーザーが削除されます。  

n 取引先所有者が変更される場合：  

n 関連するすべての担当者レコードに関して、新しい所有者が担当者チームのメンバーになります。 

n 前の取引先所有者は、前の取引先所有者がすでに追加されていた担当者チームのメンバーのまま残ります。 

n ユーザーを取引先チームから削除しても、そのユーザーは、チーム継承によって追加されていた担当者チームのメンバー
として残ります。 

商談レコードタイプの場合のチーム継承について 
[商談]レコードタイプの場合、チーム継承は、［企業プロファイル］ページの商談の[親チーム継承の有効化]チェックボック
スで制御されます。このチェックボックスが選択されている場合、親取引先にリンクされている商談上のチームは、次のよう

に親取引先チームのメンバーを継承します。 

n 商談が親取引先に関連する場合： 

n 取引先チームについてユーザーレコードで［商談アクセス］フィールドにアクセスプロファイルが指定されている場
合、各取引先チームメンバー（取引先所有者を含む）は、商談チームのメンバーになります。 

n ［全部］アクセスプロファイルが非アクティブ化されている場合でも、取引先の所有者には、商談チームのメンバー
シップに関して［全部］アクセスプロファイルが付与されます。 

n 取引先チームに新しいメンバーを追加する際には、その取引先に関連する商談のチームのユーザーのメンバーシップが次
のように決定されます。 

n 取引先チームのユーザーレコードの［商談アクセス］フィールドにアクセスプロファイルが指定されている場合、取
引先チームの新しいメンバーは、その取引先に関連する各商談の商談チームのメンバーにもなります。また、各関連

商談の商談チームのそのユーザーのアクセスプロファイルは、取引先チームのユーザーのアクセスプロファイルと同

じになるように更新されます。  

n 取引先チームのユーザーレコードの［商談アクセス］フィールドにアクセスプロファイルが指定されていない場合、
取引先チームの新しいメンバーは、その取引先に関連するどの商談の商談チームにも追加されません。ユーザーが取

引先に関連する商談の商談チームのメンバーに既になっている場合は、その商談の商談チームからそのユーザーが削

除されます。  

n 取引先所有者が変更される場合：  

n 関連するすべての商談レコードに関して、新しい所有者が商談チームのメンバーになります。 

n 前の取引先所有者は、前の取引先所有者がすでに追加されていた商談チームのメンバーのまま残ります。 

n ユーザーを取引先チームから削除しても、そのユーザーは、チーム継承によって追加されていた商談チームのメンバーと
して残ります。 

チーム継承が無効化された場合に起こること 
関連する担当者レコードおよび商談レコード上のチームのメンバーになる取引先チームメンバーに、チーム継承によって付与

されるアクセス権が多すぎることがあります。その場合は、[企業プロファイル]ページ上で関連するチェックボックスを選択
解除することによって、[担当者]レコードタイプまたは[商談]レコードタイプ、あるいはそれら両方に対してチーム継承を無
効にできます。 

[担当者]レコードタイプに対してチーム継承を無効にすると、取引先チームおよび担当者チームのメンバーシップの動作は次
のようになります。  
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n 取引先チームのユーザーレコード内の[担当者アクセス]フィールドは表示されません。  

n 取引先チームの新しいメンバーとして追加されるユーザーは、取引先にリンクされる担当者上の担当者チームには追加さ
れません。 

n 前に[担当者]レコードタイプに対してチーム継承が有効になっており、それを無効にした場合は、チーム継承機能によっ
てチームのメンバーになったユーザーは、それらのチームのメンバーとして残ります。 

[商談]レコードタイプに対してチーム継承を無効にすると、取引先チームおよび商談チームのメンバーシップの動作は次のよ
うになります。  

n 取引先チームのユーザーレコード内の[商談アクセス]フィールドは表示されません。  

n 取引先チームの新しいメンバーとして追加されるユーザーは、取引先にリンクされる商談上の商談チームには追加されま
せん。 

n 前に[商談]レコードタイプに対してチーム継承が有効になっており、それを無効にした場合は、チーム継承機能によって
チームのメンバーになったユーザーは、それらのチームのメンバーとして残ります。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
 

［アクセスプロファイルリスト］ページの使用 
［アクセスプロファイルリスト］ページでは、次の表のアクションを実行できます。 

操作 手順 

新しいアクセスプロフ

ァイルの追加 
［アクセスプロファイルリスト］ページのタイトルバーの［新規］を

クリックします。アクセスプロファイルウィザードが開きます。 

アクセスプロファイルウィザードの使用方法の詳細は、「アクセスプ

ロファイルの設定プロセス (ページ 334)」を参照してください。 

既存のアクセスプロフ

ァイルのコピーによる

新しいアクセスプロフ

ァイルの追加 

アクセスプロファイル名の横のレコードレベルメニューで［コピー］

を選択します。アクセスプロファイルウィザードが開きます。 

アクセスプロファイルウィザードの使用方法の詳細は、「アクセスプ

ロファイルの設定プロセス (ページ 334)」を参照してください。 

アクセスプロファイル

の無効化 
アクセスプロファイルの［無効化］チェックボックスをオンにします

。 

アクセスプロファイルを無効にすると、役割、チームまたはブックと

の新たな関連付けで使用できなくなります。ただし、無効になったア

クセスプロファイルは、別のアクセスプロファイルを役割、チームま

たはブックに割り当てるまで役割、チームまたはブックに関連付けら

れていたアクセスプロファイルとして引き続き機能します。 

アクセスプロファイル ［アクセスプロファイルリスト］ページのタイトルバーにある［翻訳
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操作 手順 

リストを表示する言語

の選択 
言語］フィールドで、アクセスプロファイルのリストを表示する言語

を選択します。Oracle CRM On 
Demandでその企業に対してサポートされている任意の言語でリスト
を表示できます。 

注:既存のアクセスプロファイルに翻訳済みのアクセスプロファイル名
がない場合、アクセスプロファイル名は翻訳されず、カッコ内に表示

されます。 

アルファベット文字検索機能を使用できる場合は、アルファベット文字検索でアクセスプロファイルのリストをフィルター処

理できます。アルファベット文字検索の詳細は、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
 

プライマリレコードタイプのアクセスレベルについて 
プライマリレコードタイプのアクセス権を付与または無効化するには、アクセスプロファイルウィザードのステップ2でアク
セスレベルを設定します。アクセスプロファイルウィザードの使用方法の詳細は、「アクセスプロファイルの設定プロセス 
(ページ 334)」を参照してください。 

アクセスレベルは、レコードタイプに関して付与できる最も許容度が低いレベルの権限です。各プライマリレコードタイプで

は、1つ以上のアクセス制御コンポーネント（役割、レポート階層、チームおよびブック）を介してこのアクセスプロファイ
ルを継承するすべてのユーザーのアクセス権を指定します。たとえば、ユーザーが商談リストから商談にドリルダウンすると

き、ユーザーが商談の詳細を表示して操作を実行するためのアクセス権は、アクセスプロファイルウィザードのステップ2の
［商談］プライマリレコードタイプのアクセスレベルによって制御されます。 

プライマリレコードタイプのアクセスレベルに関するここでの説明は、アクセスレベルが個別に動作する場合の機能に関する

ものです。ユーザーが表示できるレコードとユーザーがレコードに対して実行できる操作は、1つ以上のアクセスレベルの組
合せで制御され、これらのアクセスレベルは1つ以上のアクセスプロファイルによってレコードに適用されます。 

特別の権限によって制御されるレコードタイプは、すべてのアクセスプロファイルに表示され、アクセスレベルがデフォルト

で設定されています。プライマリレコードタイプの場合、デフォルト設定は［読み取り専用］です。様々なレコードタイプで

必要なアクセスレベルをユーザーに与えるには、デフォルト設定を変更する必要があります。 

各プライマリレコードタイプのアクセスレベルは、次のいずれかに設定できます。 

n 読み取り専用。［読み取り専用］アクセスレベルでは、ユーザーはプライマリレコードに対して編集または削除などの操
作を実行できません。 

n 読み取り/編集。［読み取り/編集］アクセスレベルでは、ユーザーがプライマリレコードを表示して編集できます。 

n 読み取り/編集/削除。［読み取り/編集/削除］アクセスレベルでは、ユーザーはプライマリレコードの表示、編集およ
び削除を実行できます。 

注: 
プライマリレコードタイプのレコードを作成する権限は、アクセスプロファイルウィザードのステップ2の設定では制御され
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ません。プライマリレコードタイプのレコードを作成する権限は、役割管理ウィザードのステップ2の設定で制御されます。
役割の詳細は、「役割管理 (ページ 304)」を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
 

関連するレコードタイプのアクセスレベルについて 
アクセスプロファイルウィザードのステップ2で、関連レコードタイプへのアクセス権を付与または無効化します。アクセス
プロファイルウィザードの使用方法の詳細は、「アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 
334)」を参照してください。 

特別な権限によって制御される関連レコードタイプは、すべてのアクセスプロファイルに表示され、アクセスレベルがデフォ

ルトで［アクセスなし］に設定されます。様々なレコードタイプで必要なアクセスレベルをユーザーに与えるには、デフォル

ト設定を変更する必要があります。 

たとえば、［カスタムオブジェクト 
04］レコードタイプは、親の［商談］レコードタイプの関連レコードタイプです。［全部］アクセスプロファイルでは、［
カスタムオブジェクト 
04］関連レコードタイプのアクセスレベルはデフォルトの［アクセスなし］に設定されています。この結果、商談チームに
所属し［全部］アクセスプロファイルを持つユーザーは、［カスタムオブジェクト 
04］関連レコードタイプに基づく関連レコードタイプを表示できません。ユーザーが商談レコードについて［カスタムオブ
ジェクト 04］レコードを表示できるようにするには、デフォルトアクセスレベルを変更する必要があります。 

このトピックの内容は次のとおりです。 

n レコードの関係 

n 関連レコードタイプのアクセスレベルオプション 

レコードの関係 
親レコードタイプとのその関連レコードタイプ（子レコード）の関係によって、関連レコードタイプに割り当てられるアクセ

スレベルオプションが決まります。 

関係のタイプと対応するアクセスレベルオプションを次に示します。 

n 1対多関係。1対多関係では、親レコードが関連レコードタイプの多数の子レコードを持つことができます。たとえば、
アクセスプロファイルウィザードの取引先関連情報ページでは、［資産］関連レコードタイプが使用可能です。［取引先

］親レコードタイプには、［資産］関連レコードタイプとの1対多関係があります。1対多関係では次のアクセスレベル
が使用可能です。 

n 表示 

n 読み取り専用 

n アクセスなし 
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n 1対多プライマリ関係。1対多プライマリ関係では、関連レコードタイプがプライマリレコードタイプに基づいており、
プライマリレコードタイプのアクセス権によって関連レコードタイプのアクセス権を決定できます。1対多プライマリ関
係の親レコードは、関連レコードタイプの多数の子レコードを持つことができます。たとえば、取引先関連情報ページの

［商談］関連レコードタイプは、［商談］プライマリレコードタイプに基づきます。［取引先］親レコードタイプには、

［商談］関連レコードタイプとの1対多プライマリ関係があります。次のアクセスレベルが1対多プライマリ関係で使用
可能です。 

n 表示 

n 読み取り専用 

n アクセスなし 

n プライマリの継承 

n 1対子関係。1対子関係では、子レコードが基づくレコードタイプに対応するプライマリレコードタイプがありません。
［添付資料］、［メモ］および［チーム］は、対応するプライマリレコードタイプがない関連レコードタイプの例です。 

注:このルールの例外は、商談に対する担当者子レコード間の関係です。［担当者］レコードタイプには対応するプ
ライマリレコードタイプがありますが、商談と担当者の間の関係は1対子関係です。ユーザーは、既存の担当者の商
談への追加や、商談からの担当者の削除を行えます。ユーザーは、商談から新しい担当者を作成することはできませ

ん。 

次のアクセスレベルが1対子関係で使用可能です。 

n 読み取り/作成 

n 読み取り/作成/編集 

n 読み取り/編集 

n 読み取り/編集/削除 

n 読み取り専用 

n アクセスなし 

n 全部 

n 1対読み取り専用関係。ただし、関係の名前からわかるように、1対読み取り専用関係ではユーザーは子レコードを編集
または作成できません。［監査証跡］は、対応するプライマリレコードタイプがない関連レコードタイプの例です。Ora
cle CRM On 
Demandによって［監査証跡］レコードタイプが作成されます。1対読み取り専用関係では次のアクセスレベルが使用可
能です。 

n 読み取り専用 

n アクセスなし 

n 多対多関係。多対多関係では、親レコードタイプおよび関連レコードタイプがどちらもプライマリレコードタイプに基づ
いており、関係の表示方法に応じて、各レコードタイプのレコードが互いの親または子になることができます。たとえば

、アクセスプロファイルウィザードのカスタムオブジェクト 01 
関連情報ページの［取引先］関連レコードタイプは、［取引先］プライマリレコードタイプに基づきます。［カスタムオ

ブジェクト 01］親レコードタイプには、［取引先］関連レコードタイプとの多対多関係があります。 

注意: 
2つのレコードタイプ間の関係は、どちらのレコードタイプが親であるか、ならびにどちらのレコードタイプが関連
レコードタイプであるかによって異なる場合があります。たとえば、［カスタムオブジェクト 
01］親レコードタイプには［取引先］関連レコードタイプとの多対多関係がありますが、［取引先］親レコードタ
イプには［カスタムオブジェクト 01］関連レコードタイプとの多対多プライマリ関係があります。 
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多対多関係では次のアクセスレベルが使用可能です。 

n 読み取り/作成 

n 読み取り専用 

n 表示 

n アクセスなし 

n 多対多プライマリ関係。多対多プライマリ関係は、親レコードタイプおよび関連レコードタイプの両方がプライマリレコ
ードタイプに基づく関係でもあり、各レコードタイプのレコードが互いの親または子になることができます。ただし、プ

ライマリレコードタイプのアクセス権によって関連レコードタイプのアクセス権を決定できる場合には、いくつかの追加

アクセスレベルが使用可能です。たとえば、アクセスプロファイルウィザードアカウントの取引先関連情報ページの［カ

スタムオブジェクト 01］関連レコードタイプは、［カスタムオブジェクト 
01］プライマリレコードタイプに基づきます。［取引先］親レコードタイプには、［カスタムオブジェクト 
01］関連レコードタイプとの多対多プライマリ関係があります。次のアクセスレベルが多対多プライマリ関係で使用可
能です。 

n 読み取り/作成 

n 読み取り専用 

n 表示 

n アクセスなし 

n プライマリの継承 

n プライマリの追加/継承 

n プライマリの追加/削除/継承 

注意: 
［読み取り/作成］アクセスレベルは、コール製品詳細メッセージ応答、コール製品詳細メッセージプラン項目関係
およびコール製品詳細メッセージプラン項目のレコードタイプではサポートされていません。 

関連レコードタイプのアクセスレベルオプション 
関連レコードタイプのすべてのアクセスレベルオプションを次に示します。 

n アクセスなし。［アクセスなし］オプションは、すべての関連レコードタイプで使用可能です。ユーザーは関連リストの
レコードを表示できません。 

n 読み取り専用。［読み取り専用］アクセスレベルでは、ユーザーは親レコードでの関連レコードのインライン編集を行え
ません。 

n 読み取り/作成。［読み取り/作成］アクセスレベルは、1対子レコードである関連レコードタイプまたは多対多関係に含
まれる関連レコードタイプで使用できます。1対子レコードでは、［読み取り/作成］アクセスレベルによりユーザーが
新しいレコードの作成や詳細を表示するための既存のレコードのドリルダウンを行えますが、レコードの編集または削除

は行えません。多対多関係では、［読み取り/作成］アクセスレベルによりユーザーは既存のレコードを親レコードに対
する子レコードとして関連付けることができますが、既存の関連付けを削除することはできません。 

n 読み取り/作成/編集。［読み取り/作成/編集］アクセスレベルは、1対子レコードである関連レコードタイプで使用でき
ます。ユーザーは、新規レコードの作成や詳細を表示するための既存レコードのドリルダウン、また必要な場合にはレコ

ードの編集を行えます。［読み取り/作成/編集］アクセスレベルではユーザーは子レコードを削除できません。 
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n 読み取り/編集。［読み取り/編集］アクセスレベルは、1対読み取り専用関係の読み取り専用である関連レコードを除き
、すべての関係で使用可能です。［読み取り/編集］アクセスレベルでは、ユーザーが関連レコードを表示および編集で
きます。 

n 読み取り/編集/削除。［読み取り/編集/削除］アクセスレベルは、1対子関係の子レコードである関連レコードタイプで
使用可能です。［読み取り/編集/削除］アクセスレベルでは、ユーザーはレコードの詳細を表示するための既存レコード
のドリルダウン、レコードの編集、またはレコードの削除を行うことができます。［読み取り/編集/削除］アクセスレベ
ルでは、ユーザーは新しい子レコードを作成することはできません。 

n 全部。［全部］アクセスレベルは、対応するプライマリレコードタイプがない関連レコードタイプで使用可能です。その
ようなレコードタイプでは、［全部］アクセスレベルにより、ユーザーがレコードの作成、表示、編集および削除を行え

ます。 

n 表示。［表示］アクセスレベルは、1対多および多対多関係の関連レコードタイプでのみ使用可能です。［表示］アクセ
スレベルでは、関連レコードの動作は次のとおりです。 

n 親レコードに関連するすべての子レコードは、ユーザーに子レコード自体を参照する権限があるかどうかに関係なく
、関連レコードのリストに表示されます。 

n 関連する各レコードは、関係の親レコードタイプのアクセスレベルではなく、自分のプライマリレコードタイプのア
クセスレベルを継承します。 

たとえば、［取引先］親レコードタイプの［商談］関連レコードタイプのアクセスレベルが［表示］に設定されてい

る場合、関連する商談レコードの動作は、次のようになります。 

n 親取引先レコードに関連するすべての商談は、ユーザーに商談レコードを参照する権限があるかどうかに関係なく、
関連レコードのリストに表示されます。 

n 各商談レコードは、親の「取引先」レコードタイプからではなく、プライマリの［商談］レコードタイプからアクセ
スレベルを継承します。ユーザーがレコードの詳細を確認するために関連する商談レコードのドリルダウンを試みる

と、商談レコードが引き続き存在していて、ユーザーにその商談レコードの詳細を表示する権限がある場合にのみ、

操作は正常に実行されます。ユーザーにその商談レコードの詳細を参照する権限がない場合は、エラーメッセージが

表示されます。 

n プライマリの継承。［プライマリの継承］アクセスレベルは、特定の1対多および多対多関連レコードタイプのみで使用
できます。［プライマリの継承］アクセスレベルでは、関連レコードの動作は次のとおりです。 

n 関連レコードのリストには、ユーザーに参照権限がある関連する子レコードのみが表示されます。 

n 関連する各レコードは、関係の親レコードタイプのアクセスレベルではなく、自分のプライマリレコードタイプのア
クセスレベルを継承します。 

たとえば、［取引先］親レコードタイプの［商談］関連レコードタイプのアクセスレベルが［プライマリの継承］に

設定されている場合、関連する商談レコードの動作は、次のようになります。 

n 関連レコードのリストには、ユーザーに参照権限がある関連する商談レコードのみが表示されます。 

n 各商談レコードは、親の「取引先」レコードタイプからではなく、プライマリの［商談］レコードタイプからアクセ
スレベルを継承します。ユーザーがレコードの詳細を確認するために関連する商談レコードのドリルダウンを試みる

と、ユーザーには関連レコードのリストのすべての商談レコードの詳細を参照する権限があるため、商談レコードが

引き続き存在している場合は、操作が常に正常に実行されます。 

多対多関係では、［プライマリの継承］アクセスレベルの選択は、ユーザーが2つの既存レコードの関係を追加また
は削除できないことを意味します。ただし、［プライマリの継承］アクセスレベルは、［追加］アクセス権との組合

せまたは［追加］アクセス権と［削除］アクセス権との組合せでも使用できます。 

注:［プライマリの継承］アクセスレベル（またはこのアクセスレベルの任意の組合せ）が、関連レコードタイプに
対して使用されるプロファイルで見つかった場合、［プライマリの継承］設定が優先されます。たとえば、［プライ

マリの継承］アクセスレベルと［表示］アクセスレベルの両方が見つかると、［プライマリの継承］アクセスレベル
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が［表示］アクセスレベルよりも優先されます。［プライマリの継承］、［読み取り専用］、［表示］アクセスレベ

ルのすべてが見つかった場合、［プライマリの継承］アクセスレベルが［表示］アクセスレベルと［読み取り専用］

アクセスレベルよりも優先されます。 

n プライマリの追加/継承。［プライマリの追加/継承］アクセスレベルは、親との間で多対多関係を共有する関連レコー
ドで使用可能です。［プライマリの追加/継承］アクセスレベルの［プライマリの継承］の部分は、［プライマリの継承
］アクセスレベルと同様に機能します。ただし、［プライマリの追加/継承］アクセスレベルでは、ユーザーは既存の関
連レコードを親レコードに関連付けることもできます。関連レコードが正常に追加されると、そのレコードはプライマリ

レコードのアクセスレベルを継承します。［プライマリの追加/継承］アクセスレベルでは、ユーザーは既存の関連レコ
ードを削除できません。 

n プライマリの追加/削除/継承。［プライマリの追加/削除/継承］アクセスレベルは、親との間で多対多関係を共有する
関連レコードで使用可能です。［プライマリの追加/削除/継承］アクセスレベルの［プライマリの継承］の部分は、［プ
ライマリの継承］アクセスレベルと同様に機能します。ただし、［プライマリの追加/削除/継承］アクセスレベルでは、
ユーザーは既存の関連レコードの親レコードへの関連付けや、レコード間のリンクの削除（関連解除）を行えます。ユー

ザーが関連レコードを削除または関連解除しても、レコードは削除されずデータベースに残ります。関連レコードが正常

に追加されると、そのレコードはプライマリレコードのアクセスレベルを継承します。 

一般的なルールとして、次の表に示す関連レコードタイプについては、レコードタイプが関連レコードタイプとして使用可能

なすべての場合に［プライマリの継承］アクセスレベルがサポートされます。ただし、次の例外が適用されます。 

n ［世帯］親レコードタイプでは、見込み客関連レコードタイプは［プライマリの継承］アクセスレベルを継承しません。 

n ［パートナー］親レコードタイプに対する［商談］関連レコードタイプでは、［プライマリの継承］アクセスレベルがサ
ポートされません。 

次の表に示す関係のアクセスレベルが現在［表示］に設定されている場合は、アクセスレベルを［表示］から［プライマリの

継承］に変更することをお勧めします。 

注意: 
［完了済み活動］関連レコードタイプに設定したアクセスレベルが、親レコードの［詳細］ページの［完了済み活動］関連情

報セクションに表示されるレコードに適用されます。［活動］または［オープン活動］関連レコードタイプに設定したアクセ

スレベルが、親レコードの［詳細］ページの［活動］、［オープンタスク］、［オープンアポイント］、および［オープン活

動］関連情報セクションに表示されるレコードに適用されます。 

関連レコードタイプ 

認定リクエスト 

活動 

出席者コール 

ビジネス計画 

コール製品詳細メッセージ応答 

コール製品詳細メッセージプラン項目関係 

コール製品詳細メッセージプラン項目 

コール 

認定リクエスト 

完了済み活動 
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関連レコードタイプ 

コース登録 

カスタムオブジェクト01以降 

試験登録 

金融口座: 口座名義人 

金融口座: 支店 

金融口座: 保有する他金融機関 

金融口座 

見込み客 

メッセージ応答 

メッセージプラン項目関係 

メッセージプラン項目 

目標 

オープン活動 

商談 

計画取引先 

計画担当者 

計画商談 

サービスリクエスト 

サブ商談 

トランザクション項目 

次の表に、［プライマリの継承］、［プライマリの追加/継承］、および［プライマリの追加/削除/継承］アクセスレベルす
べてを使用できる関係を示します。この表に示す関係は多対多関係です。 

注: 
［プライマリの継承］アクセルレベルとその組合せをサポートする多対多関係で［読み取り/作成］アクセスレベルを現在使
用している場合は、関連レコードタイプの［読み取り/作成］アクセスレベルを［プライマリの継承］の組合せのいずれかに
変更することをお勧めします。 

親レコードタイプ 関連レコードタイプ 

取引先 カスタムオブジェクト01から03 

活動  カスタムオブジェクト01から03 

キャンペーン カスタムオブジェクト01から03 

キャンペーン 商談 
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親レコードタイプ 関連レコードタイプ 

担当者 コール 

担当者 完了済み活動 

担当者 カスタムオブジェクト01から03 

担当者 オープン活動 

担当者 商談 

カスタムオブジェクト01から03 完了済み活動 

カスタムオブジェクト01から03 カスタムオブジェクト01から03 

カスタムオブジェクト01から03 オープン活動 

カスタムオブジェクト01から03 見込み客 

カスタムオブジェクト01から03 商談 

カスタムオブジェクト01から03 サービスリクエスト 

自動車ディーラー カスタムオブジェクト01から03 

自動車ディーラー サービスリクエスト 

資金 カスタムオブジェクト01から03 

世帯 カスタムオブジェクト01から03 

見込み客 カスタムオブジェクト01から03 

イベント カスタムオブジェクト01から03 

商談 カスタムオブジェクト01から03 

パートナー カスタムオブジェクト01から03 

ポートフォリオ カスタムオブジェクト01から03 

サービスリクエスト カスタムオブジェクト01から03 

解決策 カスタムオブジェクト01から03 

解決策 サービスリクエスト 

車両 カスタムオブジェクト01から03 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
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アクセスプロファイルの設定プロセス 
このトピックでは、アクセスプロファイルの設定方法について説明します。 

注：Oracle CRM On 
Demandでは、アクセスプロファイルに対するあらゆる変更について監査レコードが生成されます。ユーザーの役割に［マ
スター監査証跡および管理設定の監査へのアクセス］権限が含まれている場合は、アクセスプロファイルに対する変更の監査

証跡を表示できます。監査証跡の表示方法の詳細は、「管理設定変更の監査証跡の確認 (ページ 80)」を参照してください。 

作業前の準備。社内のアクセスプロファイルを表示、作成または改訂するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含む役割
が割り当てられている必要があります。 

アクセスプロファイルを設定するには、次のタスクを実行します。 

1 アクセスプロファイルの追加 (ページ 334)。 

2 プライマリレコードタイプのアクセスレベルの指定 (ページ 336)。 

3 関連レコードタイプのアクセスレベルの指定 (ページ 336)。 

アクセスプロファイルの追加情報を提供するトピックへのリンクは、「アクセスプロファイルの関連トピック (ページ 
337)」を参照してください。 
 

アクセスプロファイルの追加 
アクセスプロファイルは、次の操作によって追加できます。 

n 新しいプロファイルを作成する 

n 既存のプロファイルをコピーして、アクセスレベルを編集する 

次の手順では、アクセスプロファイルの作成方法について説明します。 

アクセスプロファイルを追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［アクセスプロファイル管理］セクションで、［アクセスプロファイル］リンクをクリックします。 

4 ［アクセスプロファイル］リストで、次のいずれかの操作を行います。 

n 既存のプロファイルに基づいて新しいプロファイルを作成するには、コピー元のプロファイルの［コピー］をクリッ
クします。 

n 既存のプロファイルをベースにせずに新しいプロファイルを作成するには、タイトルバーの［新規］をクリックしま
す。 

アクセスプロファイルウィザードが開くので、画面の指示に従って手順を完了します。 

5 アクセスプロファイルウィザードのステップ1で、名前と説明を入力し、その他のフィールドを必要に応じて設定します
。その他のフィールドの説明は次の表のとおりです。 

フィールド 説明 
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フィールド 説明 

翻訳 ［翻訳］チェックボックスは、次の両方の状況でのみ有効です。 

n 既存のアクセスプロファイル名を変更する場合 

n 既存のアクセスプロファイル名が1つ以上の追加の言語にすでに翻訳さ
れている場合 

このような状況では、［翻訳］チェックボックスを使用して、翻訳されたア

クセスプロファイル名を新しい名前に置き換えるか、変更しないままにする

かを指定できます。［翻訳］チェックボックスの設定に応じて、アクセスプ

ロファイル名の表示は次のようになります。 

n ［翻訳］チェックボックスをオンにすると、アクセスプロファイルリス
トの表示に使用されている言語に関係なく、新しい名前が入力した言語

で表示されます。アクセスプロファイルリストの表示に新しい名前を入

力した言語が使用されている場合は、デフォルトフォントで名前が表示

されます。ただし、それ以外の言語でアクセスプロファイルリストが表

示されている場合は、括弧内に青色のフォントで名前が表示されます。 

n ［翻訳］チェックボックスをオフにすると、アクセスプロファイルリス
トの表示に新しい名前を入力した言語が使用されている場合に、新しい

名前が表示されます。ただし、それ以外の言語でアクセスプロファイル

リストが表示されている場合は、元の翻訳されたアクセスプロファイル

名が引き続き表示されます。 

新しいアクセスプロファイルが追加されたときに［翻訳］チェックボックス

の選択が影響を及ぼすことはありません。新しいアクセスプロファイルが追

加されると、アクセスプロファイルリストには、すべての言語で新しい名前

が自動的に表示されます。アクセスプロファイルリストの表示に新しい名前

を入力した言語が使用されている場合、新しいアクセスプロファイルの名前

はデフォルトフォントで表示されます。それ以外の言語でアクセスプロファ

イルリストが表示されている場合は、括弧内に青色のフォントで新しいアク

セスプロファイルの名前が表示されます。 

チームメンバーに付

与可能 
アクセスプロファイルをチームメンバーに割り当てられるようにするには、

このチェックボックスをオンにします。 

ブックユーザーに付

与可能 
アクセスプロファイルをブックユーザーに割り当てられるようにするには、

このチェックボックスをオンにします。詳細については、「ブックのアクセ

スプロファイルの作成 (ページ 373)」を参照してください。 

無効化 このチェックボックスをオンにすると、アクセスプロファイルが無効になり

ます。無効になったアクセスプロファイルは、役割、チームまたはブックと

の新しい関連付けには使用できません。ただし、無効になったアクセスプロ

ファイルは、別のアクセスプロファイルを役割、チームまたはブックに割り

当てるまで役割、チームまたはブックに関連付けられていたアクセスプロフ

ァイルとして引き続き機能します。 

注:定義済みの［編集］、［全部］および［読み取り専用］の各アクセスプロファイルでは、［チームメンバーに付
与可能］チェックボックスと［ブックユーザーに付与可能］チェックボックスはデフォルトでオンになっています。

そのため、ユーザーがチームまたはブックに別のユーザーを追加すると、［ユーザーを追加］ダイアログボックスま

たは［ユーザーを編集］ダイアログボックスに表示されるアクセスプロファイルのピックリストには、定義済みのこ

れらのアクセスプロファイルが含まれます。ユーザーがこれらの3つのアクセスプロファイルをブック内のユーザー
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またはチーム内のユーザーブックに割り当てることができないようにするには、そのアクセスプロファイルに対応す

るチェックボックスをオフにしてください。 
 

プライマリレコードタイプのアクセスレベルの指定 
プライマリレコードタイプのアクセスレベルを指定するには、次の手順を実行します。 

プライマリレコードタイプのアクセスレベルを指定するには 

1 アクセスプロファイルウィザードのステップ2で、各プライマリレコードタイプのアクセスレベルを選択します。次の中
から選択します。 

n 読み取り専用 

n 読み取り/編集 

n 読み取り/編集/削除 

プライマリレコードタイプのアクセスレベルの詳細は、「プライマリレコードタイプのアクセスレベルについて 
(ページ 326)」を参照してください。 

2 プライマリレコードタイプの関連レコードタイプのアクセスレベルを指定する場合は、プライマリレコードタイプの［関
連情報］リンクをクリックします。それ以外の場合は、［終了］をクリックして変更を保存します。 

ほとんどのレコードタイプには、［関連情報］リンクがあります。関連情報は、レコードの［詳細］ページにリンク

されたレコードとして表示されます。関連レコードタイプのアクセスレベルの詳細は、「関連レコードタイプのアク

セスレベルの指定 (ページ 336)」を参照してください。 
 

関連レコードタイプのアクセスレベルの指定 
関連レコードタイプのアクセスレベルを指定するには、次の手順を実行します。 

関連レコードタイプのアクセスレベルを指定するには 

1 アクセスプロファイルウィザードのステップ2で、1つ以上の関連レコードタイプのアクセスレベルを指定するプライマ
リレコードタイプの［関連情報］リンクをクリックします。 

2 関連情報レコードタイプごとに適切なアクセスレベルを選択します。 

各関連レコードタイプのアクセスレベルフィールドに表示されるアクセスレベルのオプションのピックリストは、関

連レコードタイプとその親レコードタイプとの関係によって異なります。このフィールドと役割管理ウィザードで設

定するアクセスレベルに応じて、そのレコードタイプのレコードをユーザーが作成、更新または表示する権限の付与

または無効化を行うことができます。 

関連レコードタイプのアクセスレベルの詳細は、「関連するレコードタイプのアクセスレベルについて (ページ 
327)」を参照してください。 

注:新しい商談を作成するには、［商談］レコードタイプの［売上］関連レコードタイプのアクセスレベルを［全部
］に設定する必要があります。 

見込み客の変換の際に必要なアクセスプロファイルの設定については、「見込み客の変換のためのアクセスプロファ

イルと役割の設定」を参照してください。取引交渉登録の変換の際に必要なアクセスプロファイルの設定については

、「取引交渉登録を変換するためのアクセスプロファイルと役割の設定」を参照してください。 
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3 プライマリレコードタイプの関連レコードタイプのアクセスレベルの設定が終了した後、［前へ］をクリックしてウィザ
ードのステップ2のメインページに戻ります。 

4 1つ以上の関連レコードタイプのアクセスレベルを指定するプライマリレコードタイプごとに、この手順のステップ1か
ら3を繰り返します。 

5 すべてのプライマリレコードタイプと関連レコードタイプについてアクセスレベルの設定が終了した後は、［終了］をク
リックして設定を保存します。 

 

アクセスプロファイルの関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n 役割のアクセスプロファイルについて (ページ 321) 

n チーム、グループおよびブックのアクセスプロファイルについて (ページ 322) 

n チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 323) 

n ［アクセスプロファイルリスト］ページの使用 (ページ 325) 

n アクセス権の指定方法 (ページ 390) 
 

パーソナライゼーション管理 
ユーザーは、レコードの［詳細］ページ、ホームページのレイアウト、アクションバーのレイアウトなど、Oracle CRM On 
Demandの特定のエリアをパーソナライズできます。ただし、特定の役割のユーザーがパーソナライズレイアウトの使用を
やめて、自分の役割のデフォルトレイアウトを再び使用するようにする必要がある場合は、これらのユーザーのパーソナライ

ズレイアウトを削除できます。たとえば、［営業員］役割のユーザーのパーソナライズホームページレイアウトをすべて削除

したり、［営業管理者］役割のユーザーのパーソナライズアクションバーをすべて削除したりすることができます。 

Oracle CRM On Demandのパーソナライズの管理方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n パーソナライズページレイアウトのリセット (ページ 337) 

n パーソナライズアクションバーレイアウトのリセット (ページ 338) 

n パーソナライズホームページレイアウトのリセット (ページ 339) 

 

 

 
 

パーソナライズページレイアウトのリセット 
Oracle CRM On 
Demandの特定の役割のユーザーのパーソナライズページレイアウトをすべて削除して、その役割のデフォルトページレイ
アウトを復元できます。レイアウトを役割のレコードタイプに対するデフォルトレイアウトにリセットした場合の動作は次の

とおりです。 

n すべてのパーソナライズ関連情報レイアウトがデフォルトレイアウトに復元されます。 
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n すべてのパーソナライズ項目レイアウトがデフォルトレイアウトに復元されます。 

n 関連情報セクションでレコードインジケータを表示するためのすべてのパーソナライズ設定が、役割レベルでレコードタ
イプに対して構成されている設定に戻ります。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります
。 

パーソナライズページレイアウトをリセットするには、次のようにします。 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［パーソナライゼーション管理］セクションの［ページレイアウトのリセッ
ト］リンクをクリックして、［ページレイアウトのリセット］ページをオープンします。  

4 ステップ1では、［役割の選択］で、ページレイアウトをリセットする役割を選択して、［次へ］をクリックします。  

5 ステップ2では、［レイアウトの選択］で、左矢印および右矢印を使用して［利用可能］セクションから［選択］セクシ
ョンにレコードタイプを移動して、リセットするレコードタイプレイアウトを選択し、［次へ］をクリックします。  

6 ステップ3では、［確認］で選択内容を確認し、［終了］をクリックして変更を保存します。 

注: ユーザー役割のページレイアウトをリセットした場合、その役割を持つユーザーはOracle CRM On 
Demandからサインアウトし再度サインインしないかぎり、レイアウトの変更を表示できません。 
 

パーソナライズアクションバーレイアウトのリセット 
Oracle CRM On 
Demandの特定の役割のユーザーのパーソナライズアクションバーレイアウトをすべて削除して、その役割のデフォルトア
クションバーレイアウトを復元できます。  

作業前の準備。次の手順を実行するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります
。 

パーソナライズアクションバーレイアウトをリセットするには、次のようにします。 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［アクションバーレイアウトのリセット］リンクをクリックします。  

4 ［アクションバーレイアウトのリセット］ページで、アクションバーレイアウトをリセットする役割を選択して［次へ］
をクリックします。  

5 ［概要］ページで［終了］をクリックします。   

6 ［概要］ページで［終了］をクリックします。 
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パーソナライズホームページレイアウトのリセット 
Oracle CRM On 
Demandの特定の役割のユーザーのパーソナライズホームページレイアウトをすべて削除して、その役割のデフォルトホー
ムページレイアウトを復元できます。  

作業前の準備。次の手順を実行するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります
。 

パーソナライズホームページレイアウトをリセットするには、次のようにします。 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ホームページレイアウトのリセット］リンクをクリックします。  

4 ［ホームページレイアウトのリセット］ページで、ページレイアウトをリセットする役割を選択して［次へ］をクリック
します。  

5 ［レイアウトの選択］ページで、左矢印および右矢印を使用して［利用可能］セクションから［表示］セクションに利用
可能なホームページレイアウトを移動して、リセットするホームページレイアウトを選択し、［次へ］をクリックします

。 

 
 

ブックの管理 
ブックは、ユーザーが各レコードのチームメンバーにならなくても共同作業できるように、レコードを整理および分離する効

率的な方法です。  

ブックを使用して企業データを整理すると、レコードの検索が速く効率的になります。ブックは、グループおよびチームと共

存できます。ユーザーのグループへのアクセスを提供する要件が直接的で比較的単純な場合、グループの割当を使用できます

。ただし、グループレコードの所有権の要件が複雑な場合は、ブックの使用が推奨されます。 

デフォルトユーザーブック 
Oracle CRM On 
Demandでは、デフォルトブックが各ユーザーに割り当てられ、ユーザーの名前が付けられます。レコードがユーザーに割
り当てられると、レコードはユーザーのデフォルトブックに割り当てられます。レコードがチームにより所有されている場合

、チームはそのチームのメンバーとなっているユーザーの一連のデフォルトブックを代表します。レコードの所有者が変更さ

れたり、チームのメンバーが変更されると、ユーザーブックは自動的にレコードに関連付けられます。 
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カスタムブック 
ブック機能が有効な場合、カスタムブックを使用し、ビジネス上の目的に合わせてデータを整理できます。通常、ブックはカ

スタムブックを指します。ブックは互いに独立することもできますし、ブックを階層に整理することもできます。たとえば、

ブックを作成して、テリトリーや製品などのビジネスの組織単位に従ってデータを分割できます。その後、ブックへの適切な

アクセスレベルをユーザーに設定できます。 

パートナー用に自動作成されるブック 
Oracle CRM On 
Demandでパートナーレコードが有効な場合は、パートナー組織用のブックが自動作成されます。パートナー用に自動作成
されるブックは、パートナーレコードのブック関連項目を表示しているときに、パートナーレコードのページからアクセス可

能なブックのルックアップウィンドウで選択できます。パートナーレコードのページにアクセスできるのは、ブランド所有者

の企業のユーザーのみです。パートナー関係をパートナーレコードに追加するときに［パートナーへのアクセス］チェックボ

ックスまたは［パートナーへの相互アクセス·(リバース)］チェックボックスがオンになっていると、関連するパートナー用
に自動的に作成されたブックが同期されます。これで、Oracle CRM On 
Demandでパートナー取引先が関連付けられている場合であれば、同期された各パートナーブックに関連付けられているパ
ートナーユーザーは、パートナー組織を関連付ける対象のパートナー取引先を参照できます。 

パートナー組織にユーザーを追加すると、そのユーザーは、パートナー組織のパートナーブックに自動的に関連付けられます

。 

パートナーのカスタムブック 
パートナー組織用のカスタムブックを作成することもできます。必要に応じて、ブランド所有者の企業のユーザーとパートナ

ー組織のユーザーを含む任意の組合せのユーザーを、そのようなカスタムブックに割り当てることができます。 

ブックでサポートされるレコードタイプ 
さまざまなタイプのレコードを同じユーザーに割り当てることができるのと同じように、さまざまなタイプのレコードを同じ

ブックに割り当てることができます。次のレコードタイプをブックに割り当てることができます。 

n 取引先  

n 認定 

n 割当 

n 申込書類 

n アポイント 

n ビジネス計画 

n キャンペーン 

n 認定レベル 

n 担当者 

n コース 

n カスタムオブジェクト 

n 取引交渉登録 

n 自動車ディーラー 
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n イベント 

n 試験 

n 金融口座 

n 財務計画 

n 資金 

n HCP担当者割当 

n 世帯 

n 在庫監査レポート 

n 在庫期間 

n 見込み客  

n MDF リクエスト 

n メッセージプラン 

n 目標 

n 商談 

n オーダー 

n パートナー 

n 保険 

n ポートフォリオ 

n プログラム 

n サンプルロット 

n サンプルリクエスト 

n サンプルトランザクション 

n サービスリクエスト 

n スマートコール 

n 解決策 

n 特別価格リクエスト 

n タスク 

n 車両 

ブックセレクタのブック 
企業のブックセレクタが有効な場合、リストページのタイトルバーのターゲット検索と高度な検索、および分析ホームページ

にブックセレクタフィールドが表示されます。ブックセレクタは、ターゲット検索の対象を、ユーザーが検索するレコードを

含む可能性のあるカスタムブックまたはユーザーブックに限定するために使用されます。ブックセレクタフィールドに表示さ

れるプラス記号（+）は、サブレベルが存在することを示しています。 
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注:パートナーブックがブックセレクタに表示されるのは、パートナーレコードタイプの場合のみです。 

ブックセレクタの横にあるアイコンをクリックすると、ブック階層が表示されます。ブック階層の構成は次のとおりです。 

n すべて。カスタムブックとユーザーブックを含む、すべてのブックのデフォルトルートノード 

n ブック。企業に対して設定されたすべてのカスタムブックのデフォルトルートノード 

n ユーザー。すべてのユーザーブックのデフォルトルートノード 

［すべて］、［ブック］および［ユーザー］は、ノードまたはアンカーです。実際のブックではありません。ブック階層の例

として、企業が［America（アメリカ）］という地域ブック階層を設定したとします。部下を持つユーザー［John 
Williams］も、地域階層のブックに関連付けられています。このユーザーに関しては、［すべて］オプションの下のブック
セレクタに次の階層が表示されます。 

n ブック 

n America（アメリカ）（親ブック） 

n 北（サブブック。サブブックも、より下の階層のサブブックの親ブックとなる可能性があります） 

n 東（サブブック） 

n 西（サブブック） 

n 南（サブブック） 

n ユーザー 

n John Williams（部下を持つユーザー） 

n Lucy Harris（部下。部下も部下を持つ可能性があります） 

n Rick Rogers（部下） 

n Donna Jones（部下） 

n Jeff Smith（部下） 

注:階層の一番下のレベルのブックは、リーフノードブックと呼ばれます。 

ブックセレクタの［サブ項目を含める］チェックボックスを使用すると、ユーザーはサブ項目（部下やサブブック）のデータ

を検索先に含めるかどうかを指定できます。レポートでブックセレクタがどのように機能するかについての詳細は、「分析の

レコードの表示について」および「分析の制限について」を参照してください。 

検索先のブックの選択 
レコードを検索するとき、ユーザーは検索するデータが含まれるブックを選択します。検索するデータが、ブック階層の特定

のレベルのどのブックに含まれているかはっきりしない場合、ユーザーは階層の1つ上にあるブックを検索先に選択できます
。 

ユーザーがブックセレクタで［サブ項目を含める］オプションを選択し、企業プロファイルで［マネージャ表示が有効］チェ

ックボックスがオンの場合、サブブックまたは部下のデータが検索先に含められます。 

例として、次のブック階層について考えます。 

n America（アメリカ） 

n North（北部） 

n North Area 1（北部エリア1） 
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n North Area 2（北部エリア2） 

ユーザーは、［North Area 1（北部エリア1）］と［North Area 
2（北部エリア2）］のどちらにレコードがあるのかはっきりしない場合、検索先として［アメリカ］ブックではなく［北部
］ブックを選択します。 

関連トピック 
ブック構造の設計、ブックの設定、およびユーザーがブックを使用できるようにする方法の詳細については、次のトピックを

参照してください。 

n ブック構造の設計について (ページ 343) 

n ブックのWebサービスのサポートについて (ページ 347) 

n レコード所有権モードについて (ページ 347) 

n レコード所有権モードおよび自動生成タスク (ページ 353) 

n ブックおよびブック割当のインポートについて (ページ 357) 

n 時間ベースのブック割当について (ページ 358) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理するシナリオ (ページ 361) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理する例 (ページ 361) 

n ブックの設定のプロセス (ページ 362) 

n 管理者の役割に設定されたブックの確認 (ページ 363) 

n ブックタイプとブックユーザー役割の作成 (ページ 367) 

n レコード所有権モードの設定 (ページ 368) 

n ブックとブック階層の作成 (ページ 369) 

n ユーザーとブックの関連付け (ページ 371) 

n ブックのアクセスプロファイルの作成 (ページ 373) 

n 企業のブックの有効化 (ページ 374) 

n ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化 (ページ 375) 

n ［レコード詳細］ページのレイアウトへのブックの追加 (ページ 377) 

n ブックへのレコードの割り当て (ページ 379) 

n ［ブック階層］ページ (参照 "［Book Hierarchy（ブック階層）］ページ" ページ 381) 

n ブックのフィールド (ページ 381) 

n ブックのトラブルシューティングに関する情報 (ページ 383) 
 

ブック構造の設計について 
効率的なブック構造をセットアップするには、ブック階層を慎重に計画する必要があります。会社のブック階層を設計および

編集する際には、次の点に注意してください。 

n ユーザーブックを複製するカスタムブックを作成しない。 
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n ビジネスデータに対する組織ポリシーとアクセスポリシーを決定する。 

n 社内構造とデータ管理間に関係があるかどうか判断する。 

n 社内データの関連付けを判断する。 

n ユーザーニーズに基づいてブックを設計し、ユーザーがブックを頻繁に使用するタスクについて検討する。 

n 企業プロファイルで［マネージャ表示が有効］チェックボックスにより提供される機能ができるだけ使用されないように
ブックを設計する。 

n ブック階層内のレベル数を最小限にする。 

n できるだけ、ブック構造内のクロスリストの量を少なくする。クロスリストとは、複数のブック間でレコードが複製され
ることです。 

n ブックの管理を自動化するためにワークフロールールを使用する。また、ブック名を設計する際には、ブック名を解決す
る式を使用することで、単一のワークフローアクションを使用して異なるブックを異なるレコードに割り当てることがで

きる機能を検討する。 

ユーザーブック 
ユーザーブックを複製するカスタムブックを作成することで生じる欠点は、カスタムブック内のデータとデフォルトユーザー

ブック内のデータを同期化しなければならないということです。この余分なタスクにより、サーバー処理時間が増え、レコー

ド取得速度に影響が出ます。 

注：企業がユーザーブックの複製を検討する理由の1つとして、ユーザーに、別のユーザーのデータへの一時的なアクセスを
許可する場合があります。このニーズを満たすためのより適した方法として、別のユーザーのデータにアクセスする必要があ

るユーザーを、そのデータを所有しているユーザーの委任ユーザーとして追加するという方法があります。 

データアクセスのニーズ 
ブック構造に、企業の社内階層を反映させる必要はありません。その代わり、ブック構造には、社内でのデータの管理方法を

反映することをお勧めします。社内業務は、地域別に管理できるものもあれば、製品ラインまたは業種別に管理できるものも

あります。次の場合については、特に注意が必要です。 

n 2つ（またはそれ以上）の部署が互いのデータにアクセスしてはならない 

n 2つ(またはそれ以上)の部署が互いのデータにアクセスできる必要がある 

社内構造の関連性 
多くの企業において、親組織は、子組織の全データに対して完全なアクセス権を持っています。このような親組織のメンバー

は、通常、すべての子組織のデータに対してグローバルなアクセス権を持ちます。 

このような構造の企業の場合、親組織レベルの組織構造を反映するブックのセットアップは行うことはお勧めしません。ただ

し、次の状況が考えられます。 

n 他のレベル（子組織レベルなど）の組織構造を反映するブックをセットアップする。 

n 親組織レベルで他のブック階層をセットアップする。たとえば、親組織レベルで、親組織のユーザーが、全子組織内の重
要な潜在的収益のある商談を参照できるようにするブックまたはブック階層を作成することができます。 
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データの関連付け 
ユーザーが部署を移動するときの手順について検討します。次に例を示します。 

n ユーザーが部署を移動するときに、データの関連付けを維持して、そのユーザーが管理するデータもユーザーとともに新
しい部署に移動する場合は、レコードの所有権およびチームを介してデータを管理することをお勧めします。通常、アポ

イントとタスクはすべてのレベルにおいてユーザーとともに移動します。販売環境によっては、顧客データもすべてユー

ザーとともに移動します。このようなデータの関連付けは、中小企業または低販売量、高価値の販売を行う企業に当ては

まります。 

n データの組織的所有権が存在するように、地域支社などの固定組織にデータが通常ある場合、組織構造を反映するブック
を介してデータを管理することをお勧めします。 

n ユーザーが別の部署に移動してからしばらくの間、データの関連付けと組織的所有権をどちらも維持する場合、2つの階
層を共存させることができます。 

ユーザーのニーズとタスク 
ブック構造を設計する際には、ユーザーが頻繁にブックを使用するタスクについて検討します。たとえば、リストからの作業

、レコードの検索、レポートの作成や使用などです。 

リストの使用 
ユーザーが必要とするリストを識別するために、頻繁に使用されるリストのタイプと、ユーザーにとって理想的なリストを判

断します。このためには、社内ユーザーに入力を依頼します。ブック構造内に、理想的なリストに必要なすべてのレコードが

含まれるブックがない場合、そのブック構造に階層がない可能性があります。たとえば、地域別階層と製品別階層の両方をセ

ットアップすることができます。 

1つのブックの特定のサブセット内で長時間作業する場合、そのサブセット用のサブブックを作成します。そのサブブックに
は、ユーザーが識別可能な名前を付けます。また、ユーザーが毎回適切なブックを選択する必要がないように、サブブックを

［ブック］セレクタのデフォルトとして設定することもできます。［ブック］セレクタのデフォルトの設定方法については、

「ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化 (ページ 375)」を参照してください。 

レコードの検索 
社内ユーザーの検索ニーズを判断するために、ユーザーに特定のレコードを検索するシナリオについて尋ねます。ブック構造

とブックサイズは、ユーザーが頻繁に実行する検索と検索基準を反映する必要があります。 

注:既にブック構造が配置されており、それを編集している場合は、特定のレコードがその階層内の特定のブックに存在して
いることを確認できるかどうかをユーザーに尋ねてください。ユーザーが一様に、より高いレベルのブックしか確認できない

と答える場合には、そのブック構造に別のサブセットがあれば、この検索範囲を絞ることができるかどうか確認してください

。高いレベルのブックの検索は、通常の検索の例外としてのみ行うようにしてください。 

検索で使用されるフィールドも、検索速度に影響します。 

n インデックス付きフィールドを使用してブック内のレコードを検索すると、パフォーマンスが最適化されます（インデッ
クス付きフィールドは、検索セクションで緑色のテキストで示されます）。 

n インデックス付きフィールドではなく、インデックスが付いていないフィールドを使用してブック内のレコードを検索す
る場合、検索速度は遅くなり、検索するレコード数に応じて、パフォーマンスも影響を受けます（インデックスが付いて

いない検索フィールドは検索セクションで黒色のテキストで示されます）。 

たとえば、ユーザーがインデックス付きフィールドを使用して担当者レコードを検索する場合は、最下位レベルのブック（リ

ーフノードブックと呼ばれます）のレコード数は、各レコードタイプにつき最大100,000です。ただし、ユーザーがインデ
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ックスの付いていないフィールドを使用して担当者レコードを検索する場合は、リーフノードブックのサイズをレコード数2
0,000から30,000におさえることができます。 

データ構成は会社によって異なります。ブックのレコード数について推奨値はありません。ブックのサイズは継続して管理す

ることが必要です。ブックを使用すると検索するレコード数を減らすことができ、検索速度が上がります。 

レポートの作成と使用 
管理者以外のユーザーは全員、レポート用のデータ表示ルールに従います。ユーザーブックまたはカスタムブックがレポート

の［ブック］セレクタで指定された場合、レポート対象とみなされるデータは次のとおりです。 

n 時系列分析（［分析］タブ、およびレコードのホームページに埋め込まれたレポートからアクセスされた時系列分析を含
む）内の全コンテンツは、そのブックに限定され、指定されたブックの全サブレベルを含みます。そのユーザーが所有す

るレコード、またはそのユーザーがチームメンバーとなっているレコードでも、選択されたブックまたはサブブックにも

それらのレコードが含まれていない限り、含まれません。 

n リアルタイムのレポートは、［ブック］セレクタで選択されたブック（カスタムブックまたはユーザーブック）に直接関
連付けられているデータに制限されます。選択されたブックにサブブックまたは部下が含まれる場合、そのサブブックや

部下のデータはリアルタイムのレポートでは無視されます。 

注:通常、ブック構造はセットアップ後に変更する必要はありませんが、変更することもできます。このような変更を行う場
合、ダウンタイムは必要なく、変更もすぐに適用されます。ただし、この変更は、リアルタイプレポート内のデータにはすぐ

に反映されません。 

レポート内のレコードの表示の詳細は、「分析のレコードの表示について」を参照してください。 

マネージャ表示 
ブック階層を設計する際には、次の原則に基づいてください。 

n 企業プロファイルの［マネージャ表示が有効］チェックボックスによって提供される機能は、できるだけ使用しないよう
にします。 

n ［サブ項目を含める］オプションは、データ量が大きい検索では基本的に使用しないようにします（データ量が大きくな
るレコード数は会社および検索パターンによって異なります）。 

［サブ項目を含める］オプションを使用することが必要な場合があります。部下が互いに共有できないため、部下を

含むユーザーブックに対して管理者がリストを実行する場合などです。データ量が大きい場合、検索時間は長くなり

ます。パフォーマンスを最適化するには、必要な場合に限り、［サブ項目を含める］オプションを有効にするように

します。 

階層レベル 
すべてのレベルにレコードがあり、レベル数が多いブック階層は、管理者表示が有効になっているチーム機能と似た動作にな

ります。このような階層では、データセットが小さいとパフォーマンスが向上します。データ量が大きくなるにつれて、階層

内のレベル数が少ない方が（または、階層レベルがない方が）チーム機能よりはるかにパフォーマンスが良くなります。 

ブック階層内のあるレベルが、データセキュリティまたはデータ組織にとって付加価値のないものである場合には、冗長ブッ

クとそのサブブックをマージしてください。あるレコードが、同じ親ブック内の2つのサブブックのうちどちらに含まれてい
るのかを識別できるかどうか、ブックユーザーに尋ねてください。識別できない場合には、その2つのサブブックを親ブック
に折りたたむのが最適な方法です。 

ブック階層内のレベル数を減らす簡単な方法は、サブブックに親ブック名を接頭辞として付けるという方法です。たとえば、

North 
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Americaという名前の親ブックを持つNorthという名前のサブブックがある場合、親ブックを削除して、サブブックの名前を
NA – Northにします。 

クロスリスト 
クロスリストとは、複数のブック間でレコードを複製することです。クロスリストは同期化が必要で、その結果サーバーのパ

フォーマンスに影響する読み書き処理が増大するため、ユーザーが管理するための諸経費がかかります。クロスリストの使用

は最小限にしてください。 

ブックの管理の自動化 
通常、ブック割当基準はレコードタイプの1つ以上のフィールドにマップされます。これらのフィールドのうち1つが変わる
と、ブック割当を自動的に認識するワークフロールールを作成できます。 

たとえば、Territoryというブック階層があった場合、あるレコードタイプ内のあるフィールド（たとえば、取引先のTerrito
ryフィールド）を監視するワークフロールールを作成し、次に、取引先のTerritoryフィールド値が変わると、そのレコード
のTerritoryブックを新しいブックに更新するブック割当アクションをルールに設定することができます。 

ブック名を設計する際には、ブック名を解決する式に基づいて単一のワークフローアクションで異なるブックを異なるレコー

ドに割り当てることができるような方法で［ブックを割り当て］ワークフローアクションを使用する必要があるかどうかを検

討します。 

たとえば、北アメリカに取引先があり、EMEAに拠点を置く取引先もあるとします。それらの異なる所在地のために2つの別
個のブックを設定し、取引先所在地に応じて適切なブックを取引先に割り当てる必要があります。この構成を設定するには、

2つのブックを作成し、一方を「North America」、他方を「EMEA」という名前にします。次に、「Sales 
Location」という名前の、値が「North 
America」および「EMEA」であるカスタムピックリスト項目を作成し、そのカスタム項目を適切な役割の［取引先］レコー
ドタイプのページレイアウトに追加します。その後、取引先レコードの更新時に以下のことが実行される、［ブックを割り当

て］ワークフローアクションを作成します。 

n 取引先レコード上の［Sales Location］フィールドで選択されている値を判断する式を評価します。 

n 取引先レコードを、その式で返された値と名前が一致するブックと関連付けます。 

関連トピック 
関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 
 

ブックのWebサービスのサポートについて 
ブックは、Webサービスを介して管理できます。社内でブックが有効になっている場合、Book WSDL（Web Services 
Description Language）をダウンロードできます。Webサービスの詳細については、『Oracle Web Services On 
Demand Guide』を参照してください。 
 

レコード所有権モードについて 
企業のビジネス要件によっては、所有者に特定のレコードタイプのレコードを割り当てる必要がない場合があります。かわり

に、従業員が別の権限に移動した場合、またはビジネスモデルの変更によってセールスチームを再調整した場合に、レコード
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の所有権を再割当する必要がないようにレコードを編成する必要があります。Oracle CRM On 
Demandのリリース20からは、所有者をレコードに割り当てるのではなく、プライマリカスタムブックをレコードに関連付
けることによって、このようなビジネス要件をサポートします。ユーザーがレコードのプライマリカスタムブックのメンバー

である場合は、ユーザーの役割およびアクセスプロファイル設定で必要なアクセス権がユーザーに付与されているかぎり、そ

のレコードにアクセスしてレコードを使用できます。また、企業は、レコードに割当済み所有者または関連プライマリカスタ

ムブックのいずれかを必要としないレコードタイプを設定できます。 

Oracle CRM On 
Demandでは、ブックを使用するほとんどのレコードタイプに対して、次のモードのレコード所有権を設定できます。 

n ユーザーモード。ユーザーモードは、リリース19以前のOracle CRM On 
Demandのレコード所有権に似ています。レコードタイプがユーザーモードに設定された場合、そのレコードタイプの
各レコードには所有者を割り当てる必要があります。レコードの詳細ページで［ブック］フィールドが使用可能な場合、

［ブック］フィールドには、所有者に関連付けられたユーザーブックが表示されます。 

注：デフォルトでは、サービスリクエストレコードは所有者なしで存在でき、一部のレコードタイプ（［ユーザー］

、［製品］など）ではレコードに所有者を設定しません。この機能は、以前のリリースのOracle CRM On 
Demandから変更ありません。 

n ブックモード。レコードタイプがブックモードに設定されている場合は、そのレコードタイプのレコードに所有者を割り
当てることはできません。かわりに、各レコードにはプライマリカスタムブックが必要です。ユーザーがレコードのプラ

イマリブックのメンバーである場合は、ユーザーの役割およびアクセスプロファイル設定で必要なアクセス権がユーザー

に付与されているかぎり、そのレコードにアクセスしてレコードを使用できます。ブックモードは、ブックをサポートし

ているレコードタイプでのみ使用できます。 

n 混合モード。混合モードは、ユーザーまたはブックモードとも呼ばれます。レコードタイプがこのモードに設定されてい
る場合、そのレコードタイプのレコードは次のいずれかの方法で設定できます。 

n レコードは、割当済み所有者または関連プライマリカスタムブックのいずれかが設定されていなくても存在できます
。ユーザーがこのようなレコードにアクセスするには、チームメンバーシップ、またはレコードに関連付けられたブ

ックのメンバーシップを使用します。また、役割管理ウィザードのステップ2でユーザーの役割に対して［すべての
レコードを読み取れますか?］チェックボックスがオンに設定されているユーザーは、レコードにアクセスできます
。 

n レコードに所有者を割り当てることができます。 

n レコードにプライマリカスタムブックを関連付けることができます。 

注：レコードに割当済み所有者と関連プライマリカスタムブックの両方は設定できません。 

混合モードは、ブックをサポートしているレコードタイプでのみ使用できます。 

注: 
［サンプルトランザクション］レコードタイプに対しては、すべてのサンプルトランザクションが特定のユーザーの在庫期間

に関連している必要があるので、ユーザーモードのレコード所有権を使用する必要があります。［サンプルトランザクション

］レコードタイプに対しては、ブックモードまたは混合モードを設定しないでください。 

レコードタイプに対して設定した所有権モードに関係なく、ユーザーは、追加のブックをレコードに割り当てたり、追加のユ

ーザーをレコードにリンクすることができます（レコードタイプでチームをサポートしている場合）。ユーザーがレコードに

割り当てられたブックのメンバーである場合は、ユーザーの役割およびアクセスプロファイル設定で必要なアクセス権がユー

ザーに付与されているかぎり、そのレコードにアクセスしてレコードを使用できます。 

レポート 
［取引先］および［担当者］レコードタイプの場合は、レコードとそのレコードのプライマリブック間の関係に基づいて、リ

アルタイムのレポートおよび履歴レポートを作成できます。レポートおよびレコード所有権モードの詳細は、「分析のレコー

ドの表示について」を参照してください。 
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レコード所有権モードは、分析の［ブック］セレクタでブックを選択するときに適用されるデータ表示ルールに影響を与えま

せん。レポートにおけるブックのデータ表示ルールの詳細は、「ブック構造の設計について (ページ 
343)」を参照してください。 

レコード所有権モードをサポートしているレコードタイプ 
レコード所有権モードは、次の例外を除いて、カスタムブックをサポートするレコードタイプでサポートされています。 

n 割当 

n 資金 

n 在庫監査レポート 

n 在庫期間 

n メッセージプラン 

n スマートコール 

n 解決策 

カスタムブックをサポートする他のすべてのレコードタイプは、ユーザーモード、ブックモードまたは混合モードに設定でき

ます。ブックをサポートする各種レコードタイプには、所有権モードを組み合せて使用できます。たとえば、［担当者］レコ

ードタイプはブックモードに、［取引先］レコードタイプはユーザーモードに設定できます。レコードタイプのレコード所有

権モードはいつでも変更できます。レコードタイプのレコード所有権モードを設定するには、次の表に示すように、レコード

タイプの［所有者］フィールドと［ブック］フィールドが必須か必須でないかを設定します。 

注：レコードタイプのページレイアウトは、レコード所有権モードに対して正しく設定されている必要があります。詳細は、

「レコード所有権モードのフィールドセットアップおよびページレイアウトについて (ページ 112)」を参照してください。 

レコード所有権

モード 
［所有者］

フィールド

の［必須］

設定 

［ブック］フィ

ールドの［必須

］設定 

その他の設定の

詳細 
コメント 

ユーザーモード はい いいえ なし レコードレイアウトに［ブック］フィ

ールドを表示する場合、そのフィール

ドは読み取り専用で、レコードの割当

済み所有者であるユーザーのユーザー

ブックの名前が表示されます。 

ブックモード いいえ はい （オプション）

［所有者］フィ

ールドを読み取

り専用に設定し

ます。 

レコードレイアウトに［所有者］フィ

ールドを表示する場合、そのフィール

ドは空白である必要があります。 

［ブック］フィールドはピックリスト

フィールドで、企業に対して設定した

カスタムブックのリストが表示されま

す。 
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レコード所有権

モード 
［所有者］

フィールド

の［必須］

設定 

［ブック］フィ

ールドの［必須

］設定 

その他の設定の

詳細 
コメント 

混合モード いいえ いいえ なし レコードの［ブック］フィールドでカ

スタムブックを選択すると、［所有者

］フィールドは空白になります。 

［所有者］フィールドでユーザーを選

択すると、［ブック］フィールドには

所有者のユーザーブックの名前が自動

的に設定されます。 

デフォルトのレコード所有権モード 
リリース19以前のOracle CRM On 
Demandで作成された既存の企業の場合、デフォルトのレコード所有権モードはユーザーモードですが、例外として、［サ
ービスリクエスト］レコードタイプはデフォルトで混合モードに設定されます。新しい企業の場合は、混合モードが、レコー

ド所有権モードをサポートするレコードタイプに対するデフォルトのレコード所有権モードです。 

［所有者］および［ブック］フィールドのデフォルト値 
ユーザーが新規のレコードページを開くと、［所有者］および［ブック］フィールドの値は、次のように表示されます。 

n レコードタイプがユーザーモードに設定されている場合は、［所有者］フィールドには現在のユーザーのエイリアスが自
動的に挿入されます。［ブック］フィールド（存在する場合）には、現在のユーザーのユーザーブック名が自動的に挿入

されます。 

n レコードタイプが混合モードに設定されている場合は、［所有者］フィールドおよび［ブック］フィールドのいずれにも
値は挿入されません。 

注: 
ユーザーがカレンダーを使用して作成したアポイントは、レコード所有権モードの通常の動作に対する例外です。ユ

ーザーがカレンダーを使用してアポイントを作成すると、［所有者］フィールドには、レコード所有権モードには関

係なく現在のユーザーの名前が挿入されます。 

n レコードタイプがブックモードに設定されている場合は、次のように動作します。 

n 新規レコードの［所有者］フィールドは入力されません。 

n ［ブック］フィールドは、現行ユーザーのユーザーレコードのレコードタイプに指定されたデフォルトブックに従っ
て、次のようにデフォルト値が決まります。 

n レコードタイプのデフォルトブックとしてカスタムブックを指定した場合、新規レコードの［ブック］フィール
ドには、指定したデフォルトブック名が自動挿入されます。 

n レコードタイプのデフォルトブックを指定しなかった場合、あるいはユーザーブックまたは［全ブック］をレコ
ードタイプのデフォルトブックとして指定した場合、新規レコードの［ブック］フィールドは入力されません。 

ユーザーに対するレコードタイプ別のデフォルトブックの設定の詳細は、「ユーザーに対するレコードタイ

プ別のデフォルトブックの設定 (ページ 289)」を参照してください。 

注: 
ページレイアウトに［所有者］フィールドが必要で、レコードタイプが混合モードの場合は、ユーザーがそのページレイアウ

トを使用する新規レコードページを開くと、デフォルトで［所有者］フィールドが空白になります。レコード所有権モードの
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フィールドセットアップおよびページレイアウトの詳細は、「レコード所有権モードのフィールドセットアップおよびページ

レイアウトについて (ページ 112)」を参照してください。 

レコード所有権モードに関する考慮事項 
レコードタイプのレコード所有権モードを設定するときは、次の点を考慮してください。 

n アサイメントマネージャ。割当マネージャは、ユーザーに対してのみレコードを再割当できます。レコードを再割当でき
るのは、レコードタイプがレコード所有権のユーザーモードまたは混合モードに設定されている場合のみです。割当マネ

ージャが所有者にレコードを再割当する前に、レコードに割り当てられたプライマリカスタムブックがある場合、割当マ

ネージャは、レコードからプライマリブックを削除します。割当マネージャは、レコードタイプがブックモードに設定さ

れている場合、レコードを再割当できません。レコードタイプをブックモードに設定する場合は、そのレコードタイプに

対するすべてのルールグループを無効にすることを強くお勧めします。割当ルールの詳細は、「割当ルールについて 
(ページ 512)」を参照してください。 

n 他のアプリケーションとの連携。次のアプリケーションでは、レコードに所有者を設定する必要があります。アプリケー
ションで使用するレコードタイプがブックモードに設定されている場合、これらのアプリケーションは使用不可で、レコ

ードタイプが混合モードに設定されている場合は、レコードに所有者を設定する必要があります。 

n Oracle Outlook Email Integration On Demand 

n Oracle Notes Email Integration On Demand 

n Oracle CRM On Demand Integration for Office 

n Oracle CRM On Demand Connected Mobile Sales 

n 所有権モードの変更後のレコード更新。レコードタイプのレコード所有権モードをユーザーモードに変更する場合は、そ
のタイプの全レコードに所有者を設定するように更新することを検討してください。そうしない場合、そのレコードタイ

プのレコードを次に更新するユーザーは、レコードの所有者を選択するように要求されます。同様に、レコードタイプの

レコード所有権モードをブックモードに変更する場合は、そのタイプの全レコードに適切なプライマリカスタムブックを

割り当てるように更新することを検討してください。そうしない場合、そのレコードタイプのレコードを次に更新するユ

ーザーは、レコードのプライマリカスタムブックを選択するように要求されます。 

レコードタイプのレコード所有権モードを変更する際の動作 
企業がレコードタイプのレコード所有権モードを別のモードに変更すると、そのレコードタイプの新規レコードには、新しい

所有権モードが適用されます。既存のレコードに対する動作は次のとおりです。 

n 新しいレコード所有権モードがユーザーモードの場合。所有権モードの変更後に初めてレコードを更新する際の動作は
次のとおりです。 

n レコードにユーザーが所有者として割り当てられていない場合、レコードを更新するユーザーは、［所有者］フィー
ルドでユーザーを選択する必要があります。 

n すでにレコードにプライマリカスタムブックが割り当てられている場合は、［ブック］フィールドからプライマリブ
ックの名前がクリアされ、新しい所有者のユーザーブックの名前が［ブック］フィールドに表示されます。また、ブ

ックがレコードから削除され、レコードの［詳細］ページの［ブック］セクションに表示されなくなります。 

n 新しいレコード所有権モードがブックモードの場合。所有権モードの変更後に初めてレコードを更新する際の動作は次
のとおりです。 

n レコードにプライマリブックが関連付けられていない場合、レコードを更新するユーザーは、［ブック］フィールド
でプライマリカスタムブックを選択する必要があります。 

n すでにレコードに所有者が割り当てられている場合の動作は次のとおりです。 
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n レコードの［所有者］フィールドはクリアされます。 

n レコードタイプがチームをサポートしている場合は、レコードの前の所有者を除き、チームのすべてのメンバー
がチームのメンバーとして残ります。この動作は、定義済みグループのメンバーであるチームメンバーの場合と

同じです。つまり、レコードの前の所有者を除いて、グループのメンバー全員がチームのメンバーとして残りま

す。ただし、［取引先］レコードタイプはこのルールに対する例外になります。取引先の前の所有者が定義済み

グループのメンバーである場合は、そのグループのすべてのメンバーがチームから削除されます。定義済みグル

ープのメンバー以外のチームメンバーは、他のレコードタイプの場合と同様に、チームのメンバーとして残りま

す。 

注: 
標準アプリケーションでは、ここで説明されているように、レコードの前の所有者はチームのメンバーとし

て保持されません。ただし、管理者がレコードタイプを構成して、レコードの前の所有者がレコードのチー

ムのメンバーとして保持されるようにできます。チームのメンバーとして前の所有者を保持するためのレコ

ードタイプの構成の詳細は、「共有レコードの前の所有権のカスタマイズ (ページ 
264)」を参照してください。 

n 新しいレコード所有権モードが混合モードの場合。所有権モードの変更後に初めてレコードを更新する際の動作は次の
とおりです。レコードタイプが混合モードである間は、レコードが更新されるたびにこの動作が適用されます。 

n レコードを更新するユーザーは、所有者やプライマリブックを選択する必要はありません。 

n レコードを更新するユーザーは、レコードに対して所有者またはプライマリカスタムブックを選択できますが、両方
は選択できません。 

n ユーザーがレコードに所有者を割り当てるときに、すでにプライマリカスタムブックがそのレコードに関連付けられ
ている場合は、レコードの［ブック］フィールドがクリアされます。また、ブックがレコードから削除され、レコー

ドの［詳細］ページの［ブック］セクションに表示されなくなります。 

n ユーザーがカスタムブックをレコードのプライマリブックとして関連付けるときに、すでにレコードに所有者が割り
当てられている場合の動作は次のとおりです。 

n レコードの［所有者］フィールドはクリアされます。 

n レコードタイプがチームをサポートしている場合は、レコードの前の所有者を除き、チームのすべてのメンバー
がチームのメンバーとして残ります。この動作は、定義済みグループのメンバーであるチームメンバーの場合と

同じです。つまり、レコードの前の所有者を除いて、グループのメンバー全員がチームのメンバーとして残りま

す。ただし、［取引先］レコードタイプはこのルールに対する例外になります。取引先の前の所有者が定義済み

グループのメンバーである場合は、そのグループのすべてのメンバーがレコードから削除されます。定義済みグ

ループのメンバー以外のチームメンバーは、他のレコードタイプの場合と同様に、チームのメンバーとして残り

ます。 

大量更新機能を使用してレコードを更新するときの動作 
大量更新機能は特定のレコードタイプでのみサポートされており、ユーザーはこの機能を使用して、レコードのグループ内の

フィールドをリストページから更新できます。ユーザーが大量更新機能を使用してレコードのグループを更新するときに、レ

コードの必須フィールドがnullの場合でも値の入力を要求されません。したがって、レコードタイプのレコード所有権モード
が変更された後にユーザーがレコードのグループを更新するときは、新しいレコード所有権モードでレコードに所有者または

プライマリカスタムブックが必要な場合でも、ユーザーは更新するレコードに対して所有者またはプライマリカスタムブック

を選択するように要求されません。 
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レコード所有権モードおよび自動生成タスク 
レコード所有権モードは、ワークフロールールの［タスクを作成］アクションで生成されるタスク、セールスプロセスのセー

ルスステージで生成されるタスクなど、Oracle CRM On 
Demandで自動的に生成されるタスクの所有権に影響を与えます。 

生成タスクに関する考慮事項 
タスクを生成するときに、Oracle CRM On Demandでは次の点が考慮されます。 

n ワークフローアクションまたはセールスステージタスクの［所有者］フィールドで選択されたオプション 

n ソースレコードの［所有者］フィールドと［ブック］フィールドの値（これらのフィールドに値が存在する場合） 

注：セールスステージタスクのソースレコードは、セールスプロセスにアクセスする商談で、商談にリンクした取引

先の場合もあります。ワークフローアクションのソースレコードは、ワークフロールールをトリガーするレコードで

す。 

n ［活動］レコードタイプのレコード所有権モード 

Oracle CRM On 
Demandで生成タスクに所有者およびプライマリカスタムブックを割り当てる方法 
Oracle CRM On 
Demandでは、自動生成タスクに所有者またはプライマリカスタムブックのいずれかを割り当てることができますが、両方
を割り当てることはできません。Oracle CRM On 
Demandでは、次のいずれかを自動生成タスクの所有者として割り当てることができます。 

n 次のユーザーのいずれか： 

n ソースレコードの所有者 

n ソースレコードの所有者のマネージャ 

n チームの役割またはチームユーザーの役割を持つユーザー 

注：チームの役割とは、レコードに関してユーザーがチーム内で実行する部分を説明する役割です。チーム

ユーザーの役割とは、Oracle CRM On Demandの全ユーザーに割り当てられるOracle CRM On 
Demand役割で、レコードに関するチームのメンバーであるユーザーも含まれます。ソースレコードに関
するチームの各メンバーは、チームの役割とともにチームユーザーの役割も持つことができます。 

n ワークフローアクションで生成されたタスクの場合、所有者はワークフローアクションで指定されます。 

Oracle CRM On 
Demandでは、自動生成タスクのプライマリカスタムブックとして、次のいずれかを割り当てることができます。 

n ソースレコードに関連付けられたプライマリカスタムブック 

n 次のいずれかのデフォルトカスタムブック： 

n ソースレコードの所有者 

n ソースレコードの所有者のマネージャ 

n チームの役割またはチームユーザーの役割を持つユーザー 

タスクに対するユーザーのデフォルトブックは次のように決定します。 
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n データを含めることができるデフォルトカスタムブックがユーザーのレコードの［活動］レコードタイプに関連付け
られている場合は、そのブックがデフォルトブックになります。 

注：レコードタイプのデフォルトブックは、［ユーザー詳細］ページの［レコードタイプ別のデフォルトブ

ック］セクションで指定します。 

n ユーザーのレコードの［活動］レコードタイプに対してデフォルトブックが指定されておらず、データを含めること
ができるデフォルトカスタムブックがユーザーのレコードのデフォルトブックフィールドに指定されている場合は、

ユーザーのレコードのデフォルトブックフィールドに指定されたブックがデフォルトブックになります。 

注：デフォルトブックはカスタムブックである必要があります。Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーブックをタスクのプライマリブックとして割り当てることはできません。さらに、デフォ
ルトカスタムブックは、データを含めることができるブックである必要があります。 

適切な所有者、またはデータを含めることができるプライマリカスタムブックが識別できない場合、Oracle CRM On 
Demandではタスクが生成されません。次の表では、Oracle CRM On 
Demandで生成タスクに割り当てる所有者またはプライマリカスタムブックを決定する方法について説明します。 

ワークフローアク

ションまたはセー

ルスステージタス

クの所有者オプシ

ョン 

ソースレコード：所

有者またはプライマ

リカスタムブック 

［活動］レコードタイ

プ：ユーザーモード 
［活動］レコードタイプ

：ブックモード 
［活動］レコードタイプ

：混合モード 

ソースレコード所

有者 
所有者 ソースレコードの所有

者がタスクの所有者に

なります。 

ソースレコードの所有者

にデフォルトブックがあ

る場合、Oracle CRM 
On 
Demandではそのブック
をタスクのプライマリブ

ックとして割り当てます

。 

ソースレコードの所有者

にデフォルトブックがな

い場合、タスクは作成さ

れません。エラーメッセ

ージは返されません。 

ソースレコードの所有者

がタスクの所有者になり

ます。 

ソースレコード所

有者 
プライマリカスタム

ブック 
タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

ソースレコードのプライ

マリカスタムブックが、

タスクのプライマリブッ

クとして割り当てられま

す。 

ソースレコードのプライ

マリカスタムブックが、

タスクのプライマリブッ

クとして割り当てられま

す。 

ソースレコード所

有者 
所有者およびプライ

マリカスタムブック

なし 

タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 
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ワークフローアク

ションまたはセー

ルスステージタス

クの所有者オプシ

ョン 

ソースレコード：所

有者またはプライマ

リカスタムブック 

［活動］レコードタイ

プ：ユーザーモード 
［活動］レコードタイプ

：ブックモード 
［活動］レコードタイプ

：混合モード 

ソースレコード所

有者のマネージャ 
所有者 ソースレコードの所有

者にマネージャがいる

場合は、そのマネージ

ャがタスクの所有者に

なります。 

ソースレコードの所有

者にマネージャがいな

い場合の動作は次のと

おりです。 

n セールスプロセス
の場合は、ソース

レコードの所有者

がタスクの所有者

になります。 

n ワークフローアク
ションの場合、タ

スクは作成されず

、エラーメッセー

ジも返されません

。 

このケースの動作の詳細

は、このトピックの2番
目の表を参照してくださ

い。 

ソースレコードの所有者

にマネージャがいる場合

は、そのマネージャがタ

スクの所有者になります

。 

ソースレコードの所有者

にマネージャがいない場

合の動作は次のとおりで

す。 

n セールスプロセスの
場合は、ソースレコ

ードの所有者がタス

クの所有者になりま

す。 

n ワークフローアクシ
ョンの場合、タスク

は作成されず、エラ

ーメッセージも返さ

れません。 

ソースレコード所

有者のマネージャ 
プライマリカスタム

ブック 
タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

ソースレコード所

有者のマネージャ 
所有者およびプライ

マリカスタムブック

なし 

タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

チームの役割また

はチームユーザー

の役割 

この役割を持つチー

ムメンバーが1名以
上いる場合 

チームメンバーがタス

クの所有者になります

。タスクは、指定の役

割を持つチームメンバ

ーごとに生成されます

。 

チームメンバーにデフォ

ルトブックがある場合、

Oracle CRM On 
Demandではそのブック
をタスクのプライマリブ

ックとして割り当てます

。 

チームメンバーにデフォ

ルトブックがない場合、

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

チームメンバーがタスク

の所有者になります。タ

スクは、指定の役割を持

つチームメンバーごとに

生成されます。 
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ワークフローアク

ションまたはセー

ルスステージタス

クの所有者オプシ

ョン 

ソースレコード：所

有者またはプライマ

リカスタムブック 

［活動］レコードタイ

プ：ユーザーモード 
［活動］レコードタイプ

：ブックモード 
［活動］レコードタイプ

：混合モード 

チームの役割また

はチームユーザー

の役割 

この役割を持つチー

ムメンバーがいない

場合 

ワークフローアクショ

ンの場合、タスクは作

成されず、エラーメッ

セージも返されません

。 

セールスプロセスでは

、ソース商談に所有者

がいる場合、その商談

所有者がタスクの所有

者になります。ソース

商談に所有者がいない

場合、タスクは作成さ

れず、エラーメッセー

ジも返されません。 

ワークフローアクション

の場合、タスクは作成さ

れず、エラーメッセージ

も返されません。  

セールスプロセスでは、

ソース商談の所有者にデ

フォルトブックがある場

合、そのデフォルトブッ

クがタスクに割り当てら

れます。ソース商談の所

有者にデフォルトブック

がない場合、タスクは作

成されず、エラーメッセ

ージも返されません。 

ワークフローアクション

の場合、タスクは作成さ

れず、エラーメッセージ

も返されません。 

セールスプロセスでは、

ソース商談に所有者がい

る場合、その商談所有者

がタスクの所有者になり

ます。ソース商談に所有

者がいない場合、タスク

は作成されず、エラーメ

ッセージも返されません

。 

特定のユーザー なし 特定のユーザーがタス

クの所有者になります

。 

特定のユーザーにデフォ

ルトブックがある場合、

Oracle CRM On 
Demandではそのブック
をタスクのプライマリブ

ックとして割り当てます

。 

特定のユーザーにデフォ

ルトブックがない場合、

タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

特定のユーザーがタスク

の所有者になります。 

次の表では、次に示す状況の場合に、Oracle CRM On 
Demandで生成タスクに割り当てる所有者またはプライマリカスタムブックを決定する方法について説明します。 

n セールスステージタスクまたはワークフローアクションの［所有者］フィールドのオプションが、ソースレコード所有者
のマネージャに設定されています。 

n ソースレコードに所有者が設定されています。 

n ［活動］レコードタイプがブックモードに設定されています。 

所有者にマネージ

ャがいる 
マネージャにデータ

を含めることができ

るデフォルトカスタ

ムブックがある 

所有者にデータを含

めることができるデ

フォルトカスタムブ

ックがある 

セールスプロセスの動作 ワークフローの動作 

はい はい なし Oracle CRM On 
Demandでは、マネージ
ャのデフォルトブックを

タスクのプライマリブッ

Oracle CRM On 
Demandでは、マネー
ジャのデフォルトブッ

クをタスクのプライマ

リブックとして割り当
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所有者にマネージ

ャがいる 
マネージャにデータ

を含めることができ

るデフォルトカスタ

ムブックがある 

所有者にデータを含

めることができるデ

フォルトカスタムブ

ックがある 

セールスプロセスの動作 ワークフローの動作 

クとして割り当てます。 てます。 

はい いいえ はい Oracle CRM On 
Demandでは、ソースレ
コード所有者のデフォル

トブックをタスクのプラ

イマリブックとして割り

当てます。 

タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

いいえ なし はい Oracle CRM On 
Demandでは、ソースレ
コード所有者のデフォル

トブックをタスクのプラ

イマリブックとして割り

当てます。 

タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

いいえ なし いいえ タスクは作成されません

。エラーメッセージは返

されません。 

タスクは作成されませ

ん。エラーメッセージ

は返されません。 

 
 

ブックおよびブック割当のインポートについて 
次のブック関連レコードをOracle CRM On Demandにインポートできます。 

n ブック。ブックレコードのインポートについては、「ブックのフィールド：インポート準備 (参照 
"ブックのフィールド：インポートの準備" ページ 641)」を参照してください。 

n ブックユーザー。ユーザーをカスタムブックに関連付けるブックユーザーレコードをインポートできます。ブックユーザ
ーレコードのインポートについては、「ブックユーザーのフィールド：インポート準備 (参照 
"ブックユーザーのフィールド：インポートの準備" ページ 639)」を参照してください。 

n 取引先ブック。ブックを取引先に割り当てる取引先ブックレコードをインポートできます。取引先ブックレコードのイン
ポートについては、「取引先ブックのフィールド：インポート準備 (参照 
"取引先ブックのフィールド：インポートの準備" ページ 613)」を参照してください。 

n 担当者ブック。ブックを担当者に割り当てる担当者ブックレコードをインポートできます。担当者ブックレコードのイン
ポートについては、「担当者ブックのフィールド：インポート準備 (参照 
"担当者ブックのフィールド：インポートの準備" ページ 653)」を参照してください。 

注: 
取引先ブックまたは担当者ブックのレコードをインポートするには、将来のブックの管理権限が役割に含まれている必要があ

ります。 

ブックを取引先や担当者に割り当てるレコードをインポートするときは、ブック割当ごとに開始日と終了日を指定できます。

また、将来のプライマリフラグフィールドを使用して、割当が有効になると、取引先または担当者に割り当てるブックがその

取引先または担当者のプライマリブックになるかどうかを指定できます。時間ベースのブック割当の詳細は、「時間ベースの

ブック割当について (ページ 358)」を参照してください。 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理するシナリオ (ページ 361) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理する例 (ページ 361) 
 

時間ベースのブック割当について 
取引先ブックレコードおよび担当者ブックレコードをインポートして、取引先および担当者のブック割当を管理できます。イ

ンポートするブック割当ごとに開始日と終了日を指定できます。ブック割当の開始日を指定しない場合、割当は即時に有効に

なります。また、将来のプライマリフラグフィールドを使用して、ブック割当が有効になると、取引先または担当者に割り当

てるブックがその取引先または担当者のプライマリブックになるかどうかを指定できます。 

注: 
取引先ブックまたは担当者ブックのレコードをインポートするには、将来のブックの管理権限が役割に含まれている必要があ

ります。 

取引先および担当者ブック割当の更新 
ブック割当プロシージャは、取引先および担当者のすべてのブック割当を検査して、必要に応じて割当てを更新するために定

期的に実行されます。Oracle CRM On 
Demandの自分のインスタンスでブック割当プロシージャの実行がスケジュールされている時期を特定するには、Oracle 
CRM On Demand Customer Careに連絡してください。 

ブック割当プロシージャによって、取引先および担当者のブック割当は次のように更新されます。 

n ブック割当を有効化します。ブック割当の開始日に割当がまだ有効でない場合は、その割当が有効になります。ブック割
当が有効になると、そのブックのメンバーであるユーザーは、そのブックのメンバーシップを使用して取引先または担当

者にアクセスできます。 

たとえば、開始日が次の年の1月1日で、ブックAを取引先1に割り当てる取引先ブックレコードをインポートすると
します。取引先1のブックAのブック割当は、来年の1月1日午前0時以降にブック割当プロシージャが最初に実行さ
れると有効になります。 

n ブックがプライマリブックかどうかを判別します。ブック割当に対して将来のプライマリフラグフィールドが［Y］に設
定されている場合、割当が有効化されると、ブックは取引先または担当者のプライマリブックになります。 

たとえば、現在はブックAが取引先1のプライマリブックであるとします。ブックBを取引先1に割り当てる取引先ブ
ックレコード（開始日は次の年の1月1日、将来のプライマリフラグフィールドは［Y］に設定）をインポートします
。ブック割当プロシージャが次の年の1月1日午前0時以降に最初に実行されると、取引先1に対するブックBのブッ
ク割当が有効になり、ブックBが取引先1のプライマリブックになります。ブックAは取引先1のプライマリブックで
なくなります。ただし、取引先1に対するブックAのブック割当は、ブック割当プロシージャの実行時に割当の終了
日を経過していないかぎり、有効なままです。 

n 複数のブックがプライマリブックとして指定された場合の競合を解決します。1つの取引先または担当者に対して、同じ
開始日で将来のプライマリフラグフィールドが［Y］に設定されているブック割当が複数ある場合、割当の開始日には、
次のように処理されます。 

n すべてのブック割当が有効になります。 

n 有効になった最初のブック割当が、レコードのプライマリブックになります。 

n レコードに既存のプライマリブックがある場合、そのブックはレコードのプライマリブックではなくなりますが、ブ
ック割当の終了日が経過しないかぎり、そのブック割当は有効なままです。 
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たとえば、現在はブックAが取引先1のプライマリブックであるとします。取引先1に対して2つの取引先ブックレコ
ードをインポートします。1つはブックBを取引先1に割り当てるレコードで、もう1つはブックCを取引先1に割り当
てるレコードです。両方の割当とも、開始日は次の年の1月1日で、将来のプライマリフラグフィールドは［Y］に設
定されています。ブック割当プロシージャが次の年の1月1日午前0時以降に最初に実行されると、取引先1に対する
ブックBとブックCの割当が有効になり、最初に処理された割当が取引先1のプライマリブックになります。ブックA
は取引先1のプライマリブックでなくなります。ただし、取引先1に対するブックAのブック割当は、ブック割当プロ
シージャの実行時に割当の終了日を経過していないかぎり、有効なままです。 

n 必要に応じて、ブック割当を無効化してプライマリブックを削除します。ブック割当レコードの終了日が経過すると、
割当は無効になり、ブックはレコードから削除されます。さらに、ブックが取引先または担当者のプライマリブックだっ

た場合、そのブックは取引先または担当者のプライマリブックではなくなります。 

たとえば、現在はブックAが取引先1のプライマリブックであるとします。ブック割当の終了日は今年の12月31日で
す。ブック割当スクリプトが次の年の1月1日午前0時以降に最初に実行されると、ブック割当が無効になり、ブック
Aは取引先1のプライマリブックの場所から削除されます。 

ブック割当が無効になると、ブックと取引先または担当者との間の関係が終了し、ブックは取引先または担当者から

削除されます。ユーザーは、そのブックのメンバーシップを使用して取引先または担当者にアクセスできなくなりま

す。ただし、別のブックまたは他のアクセス制御コンポーネント（チームメンバーシップなど）を使用して取引先ま

たは担当者にアクセスできるユーザーは、引き続きレコードにアクセスできます。 

ブック割当プロシージャは変更できません。 

時間ベースのブック割当の例 
時間ベースのブック割当の例として、現在はブックAが取引先1に割り当てられていない場合を考えてみます。今年の12月1
日に、ブックAを取引先1に割り当てる取引先ブックレコードをインポートします。ブック割当の開始日は次の年の1月1日で
、終了日は同じ年の3月31日です。ブック割当プロシージャによって、ブック割当は次のように有効化および無効化されます
。 

n 次の年の1月1日午前0時以降にブック割当プロシージャが最初に実行されるより前は、取引先1へのブックAの割当は無
効で、ブックAは取引先1の詳細ページの［ブック］関連情報セクションに表示されません。 

n 次の年の1月1日午前0時以降にブック割当プロシージャが最初に実行されると、ブック割当プロシージャによってブック
割当が有効化されます。これによって、ブックAは取引先1の詳細ページの［ブック］関連情報セクションに表示されま
す。 

n 次の年の3月31日終了以降にブック割当プロシージャが最初に実行されると、ブック割当プロシージャによってブック割
当が無効化されます。これによって、ブックAは取引先1の詳細ページの［ブック］関連情報セクションに表示されなく
なります。 

ブック割当の開始日と終了日を指定する際の制限 
ブック割当の開始日と終了日を指定する際は、次の制限に注意してください。 

n 開始日と終了日の両方を指定する場合、開始日は終了日より前の日付である必要があります。 

n 開始日を指定しない場合、割当はOracle CRM On Demandに追加されると同時に有効になります。 

n 終了日を指定しない場合は、ブックがレコードから削除されないかぎり、ブック割当は有効なままです。 

n 終了日を指定して開始日を指定しない場合、ブック割当は即時に有効になり、終了日に達するか、またはブック割当がレ
コードから削除されるか、いずれかが発生するまでブック割当は有効です。 

たとえば、ブックAを取引先1に割り当てる取引先ブックレコードをインポートし、このレコードには開始日と終了日が指定
されていないとします。この場合、ブック割当は即時に有効になり、ブック割当に終了日が指定されていないため、ブック割
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当プロシージャによってブック割当が無効になることはありません。ただし、ブックAは、ユーザーインターフェイスを使用
して取引先1から削除できます。 

注：1つの取引先に複数のブックを同時に割り当て、ブック割当ごとに開始日と終了日を同じ日付にすることも異なる日付に
することも可能です。同様に、1つの担当者に複数のブックを同時に割り当て、ブック割当ごとに開始日と終了日を同じ日付
にすることも異なる日付にすることも可能です。 

開始日と終了日はOracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのブック割当詳細に表示できますが、ユーザーインターフェイスでこれらの日付は変
更できません。 

既存のブック割当の更新について 
ブックを取引先または担当者に割り当てるレコードをインポートするときに、その取引先または担当者にブックがすでに割り

当てられている場合は、Oracle CRM On 
Demandの既存のブック割当レコードが、インポートされるレコードの値で更新されます。また、［開始日］または［終了
日］フィールドの既存の値は、空白の値をインポートすることによって上書きできます。たとえば、ブックAが取引先1にす
でに割り当てられているとします。割当の開始日は過去の日付で、終了日は将来の日付です。次に、開始日は既存の割当と同

じだが終了日がないブックAおよび取引先1に対する取引先ブックレコードをインポートします。この場合、既存の割当が更
新され、終了日は削除されます。 

有効なブック割当を更新する際の条件 
既存のブック割当がすでに有効な場合、既存の割当の有効期間とインポートするレコードの有効期間は、重複するか連続して

いる必要があります。有効なブック割当を更新するためにインポートするレコードの開始日と終了日は、次の条件を満たす必

要があります。 

n 既存の割当に終了日が指定されていない場合、インポートするレコードの開始日に将来の日付は指定できません。 

n インポートするレコードの開始日は、既存の割当の終了日より8日以上後の日付にできません。 

これらの条件を満たさない場合、既存の有効なブック割当は更新されません。 

将来のブック割当を更新する際の条件 
ブックを取引先または担当者に割り当てるレコードをインポートするときに、開始日が将来の日付で、同じブックおよび同じ

取引先か担当者に対するブック割当レコードがすでに存在する場合、インポートする割当の終了日は既存の割当レコードの開

始日より8日以上前の日付にできません。たとえば、次の年の2月1日にブックAを取引先1に割り当てるレコードがすでに存
在し、この割当の開始日を次の年の1月1日に変更する場合、インポートするレコードの終了日は次の年の1月25日より前の
日付にできません。インポートする割当レコードの終了日が1月24日以前の場合、レコードのインポートは失敗し、レコード
がすでに存在することを示すエラーメッセージが返されます。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ブックおよびブック割当のインポートについて (ページ 357) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理するシナリオ (ページ 361) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理する例 (ページ 361) 
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ブックを使用してセールステリトリーを管理するシナリオ 
このシナリオは、企業がカスタムブックを使用する方法の例を示します。このシナリオでは、カスタムブックを使用してセー

ルステリトリーを管理します。カスタムブック機能は、ビジネスモデルに応じて様々な方法で使用できます。 

企業は、地域ベースで取引先を編成し、セールス要員のグループを割り当てて、各地域、つまりテリトリー内の取引先を担当

させます。さらに、様々な理由でセールス要員を別のテリトリーに再割当する場合があります。このような再割当が発生した

場合は、セールス要員とテリトリーの間の関係を再調整する必要があります。頻度は多くありませんが、取引先が別のテリト

リーに移転する場合があります。このような移転が発生した場合は、取引先とテリトリーの間の関係を再調整する必要があり

ます。このシナリオをサポートするために、ブック、ユーザーおよび取引先の設定例を「ブックを使用してセールステリトリ

ーを管理する例 (ページ 361)」に示します。 
 

ブックを使用してセールステリトリーを管理する例 
このトピックでは、カスタムブックを使用してセールステリトリーを管理する例を示します。カスタムブック機能は、ビジネ

スモデルに応じて様々な方法で使用できます。このトピックに示す例は、「ブックを使用してセールステリトリーを管理する

シナリオ (ページ 361)」で説明したシナリオをサポートしています。 

ブックを使用してセールステリトリーを管理するには 

1 セールステリトリーを表すカスタムブックを作成またはインポートします。 

ブックの作成については、「ブックとブック階層の作成 (ページ 
369)」を参照してください。ブックのインポートについては、「ブックのフィールド：インポート準備 (参照 
"ブックのフィールド：インポートの準備" ページ 641)」を参照してください。 

2 セールス要員を適切なテリトリーブックに関連付けます。 

Oracle CRM On 
Demandでユーザーをブックに直接割り当てるか、またはブックユーザーレコードをインポートできます。ユーザ
ーとブックの関連付けについては、「ユーザーとブックの関連付け (ページ 
371)」を参照してください。ブックユーザーレコードのインポートについては、「ブックユーザーのフィールド：
インポート準備 (参照 "ブックユーザーのフィールド：インポートの準備" ページ 639)」を参照してください。 

3 ［取引先］レコードタイプをブックモードに設定します。 

レコード所有権モードの設定については、「レコード所有権モードの設定 (ページ 368)」を参照してください。 

4 必要な取引先ブックレコードをインポートして、適切なテリトリーブックを取引先に割り当てます。 

各取引先ブックレコードの開始日を使用して、割当が有効になる日付、つまり、セールス要員が自分のテリトリー内

の取引先にアクセス可能になる日付を指定します。必要な場合は、各ブック割当が終了する日付も指定できます。 

ブック割当レコードのインポートの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 取引先ブックのフィールド：インポートの準備 (ページ 613) 

n ブックおよびブック割当のインポートについて (ページ 357) 

n 時間ベースのブック割当について (ページ 358) 

取引先ブックレコードをインポートし、指定の開始日にブック割当プロシージャによって割当が有効化されると、セールス要

員は自分のテリトリーのレコードにアクセスできます。 

セールス要員を別のテリトリーに再割当する場合は、セールス要員とテリトリーの間の関係を再調整する必要があります。   
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セールス要員とテリトリーの間の関係を再調整するには 

n セールス要員のユーザーレコードを次のように更新します。 

n セールス要員を新しいテリトリーに割り当てる場合は、テリトリーブックをユーザーレコードに追加します。 

n セールス要員を今後はテリトリーに割り当てない場合は、ブックをユーザーレコードから削除します。 

Oracle CRM On 
Demandでユーザーレコードを直接更新するか、またはブックユーザーレコードをインポートできます。ユーザー
とブックの関連付けについては、「ユーザーとブックの関連付け (ページ 
371)」を参照してください。ブックユーザーレコードのインポートについては、「ブックユーザーのフィールド：
インポート準備 (参照 "ブックユーザーのフィールド：インポートの準備" ページ 639)」を参照してください。 

取引先が別のテリトリーに移転する場合は、取引先とテリトリーの間の関係を再調整する必要があります。   

取引先とテリトリーの間の関係を再調整するには 

n 取引先レコードを次のように更新します。 

n 新しいテリトリーブックを取引先に追加します。 

n 古いテリトリーブックをユーザーレコードから削除します。 

Oracle CRM On 
Demandで取引先レコードを直接更新するか、または取引先ブックレコードをインポートできます。ブックへのレ
コードの割当については、「ブックへのレコードの割り当て (ページ 
379)」を参照してください。取引先ブックレコードのインポートについては、「取引先ブックのフィールド：イン
ポート準備 (参照 "取引先ブックのフィールド：インポートの準備" ページ 613)」を参照してください。 

 

ブックの設定のプロセス 
企業のブックを設定するには、次のタスクを実行します。 

1 Oracle CRM On Demand Customer Careに連絡し、企業のブック機能を有効にするように依頼します。 

Oracle CRM On Demand Customer Careが企業のブック機能を有効にすると、Oracle CRM On 
Demandでいくつかのコントロールが利用可能になります。これらのコントロールを使用できるかどうかおよびブ
ックを使用するための管理者役割が設定されているかどうかを確認する方法については、「管理者の役割に設定され

たブックの確認 (ページ 363)」を参照してください。 

2 ブック構造を設計します。 

ブック構造の設計のガイドラインについては、「ブック構造の設計について (ページ 343)」を参照してください。 

3 （オプション）ブックタイプとブックユーザー役割を作成します。 

詳細については、「ブックタイプとブックユーザー役割の作成 (ページ 367)」を参照してください。 

4 （オプション）レコードタイプのレコード所有権モードを設定します。 

詳細は、レコード所有権モードについて (ページ 347)」および「レコード所有権モードの設定 (ページ 
368)」を参照してください。 

5 ブックとブック階層を作成します。 
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詳細については、「ブックとブック階層の作成 (ページ 369)」を参照してください。 

6 ユーザーをブックに関連付けます。 

詳細については、「ユーザーとブックの関連付け (ページ 371)」を参照してください。 

7 企業のブックを有効にします。 

詳細については、「企業のブックの有効化 (ページ 374)」を参照してください。 

8 ユーザーとユーザー役割に対してブックを有効にします。 

詳細については、「ユーザーとユーザー役割に対するブックの有効化 (参照 
"ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化" ページ 375)」を参照してください。 

関連トピック 
ブックとブック構造の関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ブックの管理 (ページ 339) 

n ブックのWebサービスのサポートについて (ページ 347) 

n ブックおよびブック割当のインポートについて (ページ 357) 

n 時間ベースのブック割当について (ページ 358) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理するシナリオ (ページ 361) 

n ブックを使用してセールステリトリーを管理する例 (ページ 361) 

n ［レコード詳細］ページのレイアウトへのブックの追加 (ページ 377) 

n ブックへのレコードの割り当て (ページ 379) 

n ［ブック階層］ページ (参照 "［Book Hierarchy（ブック階層）］ページ" ページ 381) 

n ブックのフィールド (ページ 381) 
 

管理者の役割に設定されたブックの確認 
社内のブック機能を有効にするために、カスタマーサポートでは次のことを行います。 

n 管理者の役割に、［ブックの管理］権限とブックへのアクセス権を付与する。  

n 管理者がブックへのアクセスを許可できるようにアクセスプロファイルを設定する。 

次の手順では、管理者の役割がブックに対して設定されていることを確認する方法について説明します。 

管理者の役割がブックに対して設定されていることを確認するには 

1 管理者の役割を持つユーザーとしてOracle CRM On Demandにサインインします。 

2 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  
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3 ［管理ホームページ］の［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリ
ックします。  

4 ［役割管理］セクションで、［役割管理］リンクをクリックします。 

5 ［翻訳言語］リストから企業のプライマリ言語を選択します。 

6 管理者の役割の［編集］リンクをクリックします。 

7 役割管理ウィザードで、ステップ2の［レコードタイプアクセス］に進み、ブックレコードへのアクセス権が次の表のよ
うになっていることを確認します。 

次の表では、管理者の役割に必要なブックレコードアクセスについて説明します。 

レコードタイプ アクセス権がありますか? 作成できますか? すべてのレコードを読み取

れますか? 

ブック オン オン オン 

8 ステップ4の［権限］に進み、［ブックの管理］権限が選択されていることを確認します。 

次の表では、［ブックの管理］権限について説明します。 

カテゴリー 権限 説明 

管理：ユーザーおよびア

クセスの制御 
ブックの管理 ブックアクセスを管理し、データをブックに一括割り当て

し、ブック関連ワークフローを定義します。 

注:ブックの管理権限および[役割およびアクセスの管理]権限を持つ役割のユーザーは、その他のユーザーの役割に
ブックの管理権限を付与できます。ほとんどの管理タスクの場合と同じく、ブックの管理権限も、社内管理者のみに

付与することをお勧めします。 

9 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページに戻ります。 

10 ［アクセスプロファイル管理］セクションで、［アクセスプロファイル］リンクをクリックします。 

11 ［翻訳言語］ドロップダウンリストから企業のプライマリ言語を選択します。 

12 以下の操作により、アクセスプロファイルの設定が正しいことを確認します。 

a 管理者のデフォルトアクセスプロファイルの［編集］リンクをクリックして、設定が以下の表のとおりになっている
ことを確認します。 

b 管理者の所有者アクセスプロファイルの［編集］リンクをクリックして、設定が以下の表のとおりになっていること
を確認します。 

次の表では、管理者の役割を持つユーザーにOracle CRM On 
Demandでブックの管理を許可するために必要な設定について説明します。 

レコードタイプ 関連レコード 管理者のデフォルトアクセ

スプロファイル 
管理者の所有者アクセスプ

ロファイル 

取引先 ブック 全部 全部 

認定* ブック 全部 全部 
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レコードタイプ 関連レコード 管理者のデフォルトアクセ

スプロファイル 
管理者の所有者アクセスプ

ロファイル 

活動 ブック 全部 全部 

割当* ブック 全部 全部 

申込書類* ブック 全部 全部 

ブック なし 読み取り/編集/削除 読み取り/編集/削除 

ブック サブブック 表示 表示 

ブック ユーザー 全部 全部 

ビジネス計画* ブック 全部 全部 

キャンペーン ブック 全部 全部 

認定レベル* ブック 全部 全部 

担当者 ブック 全部 全部 

コース* ブック 全部 全部 

カスタムオブジェクト ブック 全部 全部 

取引交渉登録* ブック 全部 全部 

自動車ディーラー* ブック 全部 全部 

イベント* ブック 全部 全部 

試験* ブック 全部 全部 

金融口座* ブック 全部 全部 

財務計画* ブック 全部 全部 

資金* ブック 全部 全部 

世帯* ブック 全部 全部 

在庫監査レポート* ブック 全部 全部 

在庫期間* ブック 全部 全部 

見込み客 ブック 全部 全部 

MDF リクエスト* ブック 全部 全部 

メッセージプラン* ブック 全部 全部 

目標* ブック 全部 全部 

商談 ブック 全部 全部 

パートナー* ブック 全部 全部 
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レコードタイプ 関連レコード 管理者のデフォルトアクセ

スプロファイル 
管理者の所有者アクセスプ

ロファイル 

保険証券* ブック 全部 全部 

ポートフォリオ* ブック 全部 全部 

プログラム* ブック 全部 全部 

サンプルロット* ブック 全部 全部 

サンプルトランザクショ

ン* 
ブック 全部 全部 

サービスリクエスト ブック 全部 全部 

スマートコール* ブック 全部 全部 

解決策 ブック 全部 全部 

車両* ブック 全部 全部 

注:アスタリスク（*）が付いているレコードタイプは、Oracle CRM On 
Demandの標準エディションで使用できません。これらのレコードタイプのアクセス設定は、それぞれのレコードタイプが
使用可能である場合のみ関係します。 

次の表では、［ブックの管理］権限により有効になるコントロールについて説明します。各コンポーネントにアクセスして、

必要なすべてのコントロールが使用可能であることを確認できます。 

コンポーネント ［ブックの管理］権限により有効になるコントロール 

管理ホームページ n ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ブック管理］リンクが使用可能
になります。このリンクから、［ブック階層］ページにアクセスして、ブックの作

成、更新、および管理を行うことができます。 

n ［データ管理ツール］セクションで、［バッチ割当ブックキュー］リンクが使用可
能になります。このリンクから、アクティブまたは完了したバッチ割当ブックリク

エストの詳細が表示される［バッチ割当ブックキュー］ページにアクセスできます

。 

［アプリケーションカス

タマイズ］ページ 
n ［レコードタイプセットアップ］セクションで、［ブック］リンクが使用可能にな
ります。このリンクから、［Book Application 
Customization（ブックアプリケーションカスタマイズ）］ページにアクセスでき
ます。ここで、［ブックタイプ］フィールドや［Book User 
Role（ブックユーザー役割）］フィールドのピックリスト値など、ブックフィール
ドおよびブックユーザーフィールドを設定できます。 

役割管理ウィザード n ステップ2の［レコードタイプアクセス］に、ブックオプションが明細項目として
表示されます。 

n ステップ4の［権限］に、［ブックの管理］権限がオプションとして表示されます
。 

アクセスプロファイルウ

ィザード 
n ステップ1の［アクセスプロファイル名］に、［ブックユーザーに付与可能］チェ
ックボックスが表示されます。 

n ステップ2の［アクセスレベルを指定］で、次の操作を行います。 
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コンポーネント ［ブックの管理］権限により有効になるコントロール 

n ブックオプションが最上位オブジェクトとして表示されます。 

n ブックをサポートするレコードタイプの［関連情報］リンクの下に、ブック関
連情報セクションの明細項目が表示されます。 

［企業プロファイル］ペ

ージ 
n ページの［会社データ表示設定］セクションに、［ブックの有効化］チェックボッ
クスが表示されます。 

ページレイアウトウィザ

ード 

（レイアウト管理） 

n ステップ4の［関連情報］で、ブックをサポートするすべてのレコードタイプにつ
いて、ページの［利用可能］セクションにブック関連情報が表示されます。 

［レコードタイプの名前

変更］ページ 
n ブックオプションが、項目の1つとして表示されます。 

ワークフロー n ブックの割り当てアクションが、使用可能なオプションの1つとして表示されます
（[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限が有効になっている役割の場合）。 

［リストメニュー］ペー

ジ 
n ［バッチ割当ブック］が、サポートされているレコードタイプのメニューオプショ
ンの1つとして表示されます。 

 
 

ブックタイプとブックユーザー役割の作成 
ブックの構造を編成するには、ブックタイプを作成し、それぞれのブックにタイプを割り当てます。たとえば、テリトリーに

関するブックの階層を作成する場合は、［テリトリー］というブックタイプを作成します。［ブックタイプ］フィールドは、

企業のニーズを満たすようにカスタマイズできる編集可能なピックリストフィールドです。 

ブックユーザーの役割を作成し、ブックにユーザーを関連付ける際にユーザーに割り当てることもできます。ブックユーザー

の役割は、Oracle CRM On 
Demandユーザーの役割とは異なります。たとえば、［テリトリーユーザー］、［テリトリー管理者］などのブックユーザ
ーの役割を作成し、テリトリーブック階層を操作するユーザーに割り当てることができます。 

次の手順では、ブックタイプおよびブックユーザー役割の作成手順について説明します。 

ブックタイプとブックユーザー役割を作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで［ブック］をクリックします。 

4 ［Book Application 
Customization（ブックアプリケーションカスタマイズ）］ページで、次の該当する操作を行います。 

n ブックタイプを作成するには、［Book Field Setup（ブックフィールドのセットアップ）］をクリックします。 
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n ブックユーザーの役割を作成するには、［Book Users Field 
Setup（ブックユーザーフィールドのセットアップ）］をクリックします。 

5 フィールドの［ピックリストを編集］リンクをクリックします。 

6 ピックリストの値を入力し、変更内容を保存します。 

ピックリストフィールドの編集の詳細は、「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照してください。 
 

レコード所有権モードの設定 
Oracle CRM On Demandでは、ビジネス要件をサポートするために、次のモードのレコード所有権を設定できます。 

n ユーザーモード 

n ブックモード 

n 混合モード 

レコード所有権のモードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 347)」を参照してください。 

レコード所有権モードを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、設定するレコードタイプのリンクをクリックします。 

4 「フィールド管理」セクションで、［レコードタイプフィールドセットアップ］（レコードタイプは、設定するレコード
タイプの名前）をクリックします。 

5 設定するレコード所有権モードに応じて、次のようにフィールドを編集します。 

n レコードタイプをユーザーモードに設定するには、［所有者］フィールド（必須フィールド）を設定し、次に［ブッ
ク］フィールド（必須フィールドではない）を設定します。 

n レコードタイプをブックモードに設定するには、［ブック］フィールド（必須フィールド）を設定し、次に［所有者
］フィールド（必須フィールドではない）を設定します。 

n レコードタイプを混合モードに設定するには、［所有者］フィールドと［ブック］フィールド（いずれも必須フィー
ルドではない）の両方を設定します。 

6 変更を保存します。 

フィールドの編集の詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。 

注：レコード所有権モードを設定した後に、レコードタイプのページレイアウトがレコード所有権モードに対して正しく設定

されていることを確認する必要があります。レコード所有権モードのページレイアウトの詳細は、「レコード所有権モードの

フィールドセットアップおよびページレイアウトについて (ページ 112)」を参照してください。 
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ブックとブック階層の作成 
［管理ホームページ］の［ユーザー管理とアクセス制御］セクションからブックを作成できます。 

注：ブックレコードをインポートしてブックを作成することもできます。詳細は、「ブックのフィールド：インポート準備 
(参照 "ブックのフィールド：インポートの準備" ページ 641)」を参照してください。 

作業前の準備： 

n この操作を行うには、自分のユーザー役割に［ブックの管理］権限が含まれている必要があります。 

n ブックとブック階層を作成する前に、「ブック構造の設計について (ページ 343)￼」に目を通しておいてください。 

注：Oracle CRM On 
Demandでは、ブックに対するあらゆる変更について監査レコードが生成されます。ユーザーの役割に［マスター監査証跡
および管理設定の監査へのアクセス］権限が含まれている場合は、ブックに対する変更の監査証跡を表示できます。監査証跡

の表示方法の詳細は、「管理設定変更の監査証跡の確認 (ページ 80)」を参照してください。 

次の手順では、ブックの作成手順について説明します。 

ブックを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［管理ホームページ］の［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ブック管理］リンクをクリックします。  

3 ［ブック階層］ページで、［新規］をクリックします。  

4 ［ブック編集］ページで、必要な情報を入力し、レコードを保存します。 

次の表では、ブックに入力する必要がある情報について説明します。 

フィールド 説明 

ブック名 ［ブック］セレクタに表示する場合は、ブック名を60文字以内で指定することをお
勧めします。 

ブックタイプ （オプション）ピックリストからブックタイプを選択します。 

親ブック n これがルートブックである場合は、このフィールドを空白のままにします。  

n これがサブブックである場合は、［親ブック］フィールドの隣の［ルックアッ
プ］アイコンをクリックして、親ブックを選択します。 

データを含めるこ

とができる 
現在のブックにのみ適用されます。サブブックは対象外です。レコードとブックを

関連付けるには、このチェックボックスをオンにします。パフォーマンス上の理由

から、データを含むブックに対してのみこの機能を適用してください。 

注:Oracle CRM On 
Demandの［ブック］セレクタでは、データを含めることができるカスタムブック
は青色の文書アイコンで表されます。データを含めることができないカスタムブッ

クは、黄色のフォルダアイコンで表されます。 
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サブブックの作成 
既存の親ブックに対してサブブックを作成する場合、前記の手順と同じ方法でサブブックを作成することも、次の手順に従っ

てサブブックを作成することもできます。 

既存のブックに対してサブブックを作成するには 

1 ［ブック階層］ページで、親ブックのリンクをクリックします。 

2 ［ブック詳細］ページで、［サブブック］タイトルバーの［新規］をクリックします。 

3 ［Book Edit（ブック編集）］ページで、ブックの情報を入力してから変更を保存します。 

ブックを新しい親ブックに移動 
別のブックのサブブックになるようにブックを変更することも、サブブックを親ブックから別の親ブックに移動することもで

きます。ブックの親を変更すると、次のようにブック階層も変わります。 

n 新しい親は、現在のブックとそのブックの子であるサブブックに適用されます。 

n 古い親ブックに割り当てられていたユーザーは、現在のブックとサブブックへのアクセス権を失います。  

n 新しい親ブックに割り当てられたユーザーは、現在のブックとサブブックへのアクセス権を取得します。  

n 現在のブックに直接割り当てられているユーザーは、親ブックの変更に影響されません。 

注:親ブックを削除する場合は、まずそのサブブック、ユーザー、およびデータをすべて削除する必要があります。削除され
たブックは［削除済み項目］エリアに30日間保存されます。その期間中であれば、ブックを復元できます。ただし30日が経
過すると、そのブックは永久に削除され、復元できなくなります。レコードの削除/復元の詳細は、「レコードの削除/復元」
を参照してください。 

ヒント:特定のブックに含まれているレコード数を確認するには、各レコードタイプの履歴レポートを作成します。レポート
の作成の詳細は、「分析ホームページの使用」を参照してください。 

次の手順では、ブックを新しい親ブックに移動する方法について説明します。 

ブックを新しい親ブックに移動するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［管理ホームページ］の［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ブック管理］リンクをクリックします。  

3 ［ブック階層］ページで、変更するブックの［編集］リンクをクリックします。 

4 ［親ブック］フィールドの隣の［ルックアップ］アイコンをクリックして、新しい親ブックを選択します。 

5 変更を保存します。 
 



ユーザー管理とアクセス制御 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  371 
 

ユーザーとブックの関連付け 
ブックにアクセスできるユーザーおよび各ユーザーのブック内のレコードに対するアクセスレベルを定義できます。ブックに

ユーザーを関連付けるときは、ブックを操作する際にユーザーにアクセスプロファイルを指定します。次の標準オプションが

あります。 

n 編集：ブックのレコードを読み取って更新できます。 

n 全部：ブックのレコードの読み取り、編集、削除ができます。 

n 読み取り専用：ブックのレコードを読み取ることができます。 

ブックのカスタムアクセスプロファイルを作成することもできます。［ブックユーザー編集］ページの［アクセスプロファイ

ル］ピックリストには、［ブックユーザーに付与可能］オプションがオンになっているすべてのアクセスプロファイルが表示

されます。ブックのカスタムアクセスプロファイルを作成する方法については、「ブックのアクセスプロファイルの作成 
(ページ 373)」を参照してください。 

ブックに対するユーザーのアクセスレベルは、レコードに対するユーザーのアクセス権全体に影響します。次に、ユーザーの

アクセス権を決定する方法の例を示します。 

例1 
セールス要員のRyan TaylorのOracle CRM On Demandの設定は次のとおりです。 

n セールス要員の役割を使用して、取引先レコードにアクセスできる 

n 所有者アクセスプロファイルのアクセスレベルは、取引先レコードタイプに対して読み取り専用に設定されている 

n デフォルトアクセスプロファイルのアクセスレベルは、取引先レコードタイプに対して読み取り専用に設定されている 

n ABC Widgets取引先の取引先チームのメンバーではない 

n Widget Makersブックに関連付けられ、ブックのアクセスプロファイルは［全部］に設定されている 

ABC Widgets取引先がWidget Makersブックにある場合、ABC 
Widgetsレコードに対するアクセス権によって、レコードの読み取り、編集、および削除ができます。Oracle CRM On 
Demandのアクセス制御システムは、関連するすべてのアクセスプロファイルから最も高い自由度の権利を算出して適用す
るので、Ryanにはこれらのアクセス権が与えられます。この場合、ブックのアクセスプロファイルは［全部］に設定されて
いるので、取引先レコードのアクセスプロファイルより優先されます。 

例2 
セールス要員のTanya LeeのOracle CRM On Demandの設定は次のとおりです。 

n セールス要員の役割を使用して、商談レコードにアクセスできる  

n 所有者アクセスプロファイルのアクセスレベルは、商談レコードタイプに対して読み取り専用に設定されている 

n 商談アクセスプロファイルのアクセスレベルは、商談レコードタイプに対して読み取り専用に設定されている 

n ［商談アクセス］フィールドが［編集］に設定された商談チームのメンバーである 

n Widget Makersブックに関連付けられ、ブックのアクセスプロファイルは［全部］に設定されている 

商談がWidget 
Makersブックにある場合、Tanyaのアクセス権では、レコードを読取り、編集および削除できます。一方、商談がWidget 
Makersブックにない場合、（所有者アクセスプロファイル、自分のデフォルトアクセスプロファイルおよび自分の商談チー
ムのメンバーシップからの）Tanyaのアクセス権では、商談を読み取って編集することはできますが、商談は削除できませ
ん。 
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ユーザーとブックを関連付ける方法 
ユーザーとブックを関連付けるには、次の3つの方法があります。 

n ブックレコードからは、ブックに複数のユーザーを関連付けることができます。 

n ユーザーレコードからは、ユーザーに複数のブックを関連付けることができます。 

n ブックユーザーレコードをインポートできます。詳細は、「ブックユーザーのフィールド：インポート準備 (参照 
"ブックユーザーのフィールド：インポートの準備" ページ 639)」を参照してください。 

次の手順では、ブックレコードを使用して複数のユーザーをブックに関連付ける方法について説明します。 

複数のユーザーをブックに関連付けるには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ブックの管理］リンクをクリックします。 

3 ［ブック階層］ページで、ユーザーを関連付けるブックの名前のリンクをクリックします。 

4 ［ブック詳細］ページで、［ブックユーザー］セクションのタイトルバーの［ユーザーを追加］をクリックします。 

5 ［ブックユーザー編集］ページで、ブックに関連付けるユーザーを選択します。 

次の表では、ブックに関連付ける各ユーザーに指定する必要がある情報について説明します。 

フィールド 説明 

ユーザー ［ユーザー］フィールドの横の［ルックアップ］アイコンをクリックし、ユーザー

を選択します。 

注：ユーザーの委任を実行しても、ユーザーのブックに自動的にアクセスできるよ

うにはなりません。別途、委任ユーザーとブックを関連付ける必要があります。 

ブックユーザー役

割 
（オプション）ピックリストから役割を選択します。 

注：ブックユーザー役割は、Oracle CRM On 
Demand役割ではありません。ブックユーザー役割の作成については、「ブックタ
イプとブックユーザー役割の作成 (ページ 367)を参照してください。 

アクセスプロファ

イル 
ブックに対して有効になっているプロファイルのリストから、現在のブックおよび

そのすべてのサブブックに対するユーザーのアクセス権を決定するアクセスプロフ

ァイルを選択します。標準オプションは次のとおりです。 

n 編集：ブックのレコードを読み取って更新できます。 

n 全部：ブックのレコードの読み取り、編集、削除ができます。 

n 読み取り専用：ブックのレコードを読み取ることができます。 

注:ブックのカスタムアクセスプロファイルの作成の詳細については、「ブックのア
クセスプロファイルの作成 (ページ 373)」を参照してください。 

次の手順では、ユーザーレコードを使用して複数のブックをユーザーに関連付ける方法について説明します。 
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複数のブックをユーザーに関連付けるには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザーおよびグループの管理］セクションで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 ［ユーザーリスト］で、ブックを関連付けるユーザーの姓をクリックします。 

5 ［ユーザー詳細］ページの［割り当て済みブック］セクションのタイトルバーで、［ブックの追加］をクリックします。 

注:［ユーザー詳細］ページに［割り当てられたブック］セクションが表示されない場合は、［レイアウトを編集］
リンクをクリックしてセクションをページレイアウトに追加します。 

6 ［割当ブック編集］ページで、ユーザーに関連付けるブックを選択し、各ブックに対してユーザー情報を指定します。 

次の表では、ユーザーに関連付ける各ブックに指定する必要がある情報について説明します。 

フィールド 説明 

ブック名 ［ブック名］フィールドの右側にあるアイコンをクリックし、［ブック］セレクタ

でブックを選択して［OK］をクリックします。 

ブックユーザー役

割 
（オプション）ピックリストから役割を選択します。 

注：ブックユーザー役割は、Oracle CRM On 
Demand役割ではありません。ブックユーザー役割の作成については、「ブックタ
イプとブックユーザー役割の作成 (ページ 367)を参照してください。 

アクセスプロファ

イル 
ブックに対して有効になっているプロファイルのリストから、現在のブックおよび

そのすべてのサブブックに対するユーザーのアクセス権を決定するアクセスプロフ

ァイルを選択します。標準オプションは次のとおりです。 

n 編集：ブックのレコードを読み取って更新できます。 

n 全部：ブックのレコードの読み取り、編集、削除ができます。 

n 読み取り専用：ブックのレコードを読み取ることができます。 

注:ブックのカスタムアクセスプロファイルの作成の詳細については、「ブックのア
クセスプロファイルの作成 (ページ 373)」を参照してください。 

注:ユーザーをブックに関連付けても、ユーザーはブックにアクセスできません。ユーザーがブックにアクセスできるように
するには、「ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化 (ページ 
375)」に説明されているように、ブックにアクセスする必要がある各ユーザーおよびユーザー役割に対して、ブックを有効
にする必要があります。 
 

ブックのアクセスプロファイルの作成 
ユーザーをブックに関連付ける場合は、ブックおよびそのすべてのサブブックのレコードに対するユーザーのアクセス権を決

定するアクセスプロファイルを選択します。ブックのアクセスプロファイルは、ユーザーの他のすべてのアクセスプロファイ

ルとともに評価され、アクセスプロファイルが許可するレコードへのアクセス権のうち、最も寛容なアクセス権がユーザーに

付与されます。アクセスプロファイルの連携方法については、「ユーザーとブックの関連付け (ページ 
371)」を参照してください。 
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ユーザーをブックに関連付ける場合に選択できる標準アクセスプロファイルは、次のとおりです。 

n 編集：ブックのレコードを読み取って更新できます。 

n 全部：ブックのレコードの読み取り、編集、削除ができます。 

n 読み取り専用：ブックのレコードを読み取ることができます。 

ブックのカスタムアクセスプロファイルを作成することもできます。［ブックユーザー編集］ページと［割当ブック編集］ペ

ージに表示される［アクセスプロファイル］ピックリストには、［ブックユーザーに付与可能］オプションがオンになってい

るすべてのアクセスプロファイルが含まれます。 

次の手順では、ブックのアクセスプロファイルを作成する方法について説明します。 

ブックのアクセスプロファイルを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［アクセスプロファイル管理］セクションで、［アクセスプロファイル］リンクをクリックします。 

4 新しいアクセスプロファイルを作成するか、または既存のアクセスプロファイルを編集します。 

5 アクセスプロファイルウィザードのステップ1で、［ブックユーザーに付与可能］チェックボックスをオンにします。 

6 ステップ2の［アクセスレベルを指定］で、各レコードタイプおよび関連する情報タイプのアクセスレベルを指定します
。 

7 アクセスプロファイルの作成または編集が完了したら、［終了］をクリックして変更を保存します。 
 

企業のブックの有効化 
ブック構造を設定したら、企業のブックを有効にできます。次の手順では、企業のブックを有効にする方法について説明しま

す。 

企業のブックを有効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］セクションで、［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］セクションで、［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

4 ［企業プロファイル］ページで、次のオプションを設定します。これらのオプションの詳細については、「企業プロファ
イルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 19)」を参照してください。 

a ［企業設定］セクションで、［グローバル検索方法］を［ターゲット検索］に設定します。［ターゲット検索］を選
択すると、アクションバーの検索セクションに［ブック］セレクタが表示されます。 
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b ［分析表示設定］セクションで、［履歴サブジェクトエリア］オプションを［フル表示］に設定します。この設定に
よって、ブックのデータは、レポートとダッシュボードをサポートするデータベースにあるデータと同期されます。 

c ［会社データ表示設定］セクションで、次のチェックボックスがオンになっていることを確認します。 

設定項目 目的 

ブックの有効化 このフィールドを使用して、［ブック］セレクタでカスタムブックとユ

ーザーブックを表示するかどうかを制御します。［ブックの有効化］チ

ェックボックスをオフにすると、［ブック］セレクタにはユーザーブッ

クおよび被委任者ブック（被委任者が存在する場合）のみが表示されま

す。 

注：［企業プロファイル］ページに［ブックの有効化］オプションを表

示するには、ユーザー役割に［ブックの管理］権限が必要です。 

注意：このチェックボックスをオンにするとオフに戻せません。ただし

、ブック階層はこのオプションをオンにした後でも変更できます。 

ブックセレクタの表示 ユーザー、委任またはカスタムブックによってレコードをフィルターす

るために使用できる［ブック］セレクタを有効にします。 

 
 

ユーザーおよびユーザー役割に対するブックの有効化 
ユーザーがブックを使用できるようにするには、ユーザーの役割およびそのデフォルトのアクセスプロファイルを設定します

。各ユーザーのユーザーレコードも設定します。 

次の手順では、ユーザー役割に対してブックを有効にする方法について説明します。これらの手順は、ブックを使用するそれ

ぞれの役割に対して実行する必要があります。 

ユーザー役割のブックを有効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［役割管理］セクションで、［役割管理］リンクをクリックします。 

4 ［翻訳言語］リストから企業のプライマリ言語を選択します。  

5 変更する役割のリンクをクリックします。 

6 役割管理ウィザードの「ステップ2 - 
レコードタイプアクセス」に移動し、ブックレコードタイプのアクセスレベルを設定します。  

次の表では、管理者以外のユーザーがブックにアクセスできるようにする設定について説明します。 

レコードタイプ アクセス権がありますか? 作成できますか? すべてのレコードを読み取

れますか? 

ブック オン オフ オフ 
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注：［すべてのレコードを読み取れますか?］チェックボックスは必ずオフにする必要があります。オンにすると、
ユーザーは［Book Hierarchy（ブック階層）］リストページのすべてのブックにアクセスできるようになります。 

7 ［終了］をクリックして変更を保存します。 

8 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページに移動します。 

9 ［アクセスプロファイル管理］セクションで、［アクセスプロファイル］をクリックします。 

10 ［翻訳言語］リストから企業のプライマリ言語を選択します。  

11 ブックに対して有効にするユーザー役割に使用する［デフォルトアクセスプロファイル］の［編集］リンクをクリックし
、ブックおよびそれに関連するレコードタイプにアクセスできるように設定します。 

次の表では、個々のユーザー役割のブックへのアクセスを有効にするユーザー役割の［デフォルトアクセスプロファ

イル］に必要な設定について説明します。デフォルトアクセスプロファイルを設定すると、ブックへの必要なアクセ

スをユーザー役割に与えることができます。したがって、その役割に対して所有者アクセスプロファイルを設定する

必要はありません。 

レコードタイプ 関連レコード デフォルトアクセスプロフ

ァイル 

ブック なし 読み取り専用。 

ブック サブブック 表示。 

このプロファイルによって

、［Book 
Detail（ブック詳細）］ペ
ージのすべてのサブブック

を閲覧できます。デフォル

トは［アクセスなし］です

。 

ブック ユーザー 読み取り専用。 

このプロファイルによって

、［Book 
Detail（ブック詳細）］ペ
ージでこのブックに関連付

けられているすべてのユー

ザーを参照できます。デフ

ォルトは［アクセスなし］

です。 

12 ［終了］をクリックして変更を保存します。 

次の手順では、ユーザーに対してブックを有効にする方法について説明します。これらの手順は、ブックを使用する各ユーザ

ーに対して実行する必要があります。 

ユーザーに対してブックを有効にするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 



ユーザー管理とアクセス制御 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  377 
 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理］セクションで、［ユーザー管理］リンクをクリックします。 

4 プロファイルを編集するユーザーの［編集］リンクをクリックします。  

5 ［ユーザー編集］ページの［主要ユーザー情報］セクションで、次の設定を行います。 

n 分析のデフォルトブック。この設定によって、分析ページの［ブック］セレクタのユーザーに対してデフォルトで表
示されるユーザーブックまたはカスタムブックが決まります。この設定によって、編集しているユーザーのユーザー

名とサインインID（デフォルト）が表示されます。このレコードの設定は、ユーザーがレポートとダッシュボード
に対して最も頻繁に使用するカスタムブックまたはユーザーブックに変更してください。ユーザーレコードに対する

この設定によって、データへのアクセスが制限されることはありません。ユーザーは、［ブック］セレクタ内の別の

ブックまたはユーザーを選択できます。 

n デフォルトブック。この設定によって、分析ページ以外の領域で作業する場合に、［ブック］セレクタのユーザーに
対してデフォルトで表示されるユーザーブックまたはカスタムブックが決まります。デフォルトでは［すべて］が表

示されます。この設定は、ユーザーがブックのデータを操作するたびにブックを選択する必要がないように、最も頻

繁に使用するカスタムブックまたはユーザーブックに変更してください。ユーザーレコードに対するこの設定によっ

て、レコードへのアクセスが制限されることはありません。ユーザーは、［ブック］セレクタ内の別のブックまたは

ユーザーを選択できます。 

6 ［ユーザー編集］ページの［ユーザーセキュリティ情報］セクションで、次の設定を行います。 

a ［レポートサブジェクトエリア］の値を［マネージャ表示］または［チーム表示］に設定します。 

注：この2つのいずれかの値を選択する必要があります。そうしなければ、レポートにデータが含まれなく
なります。選択するオプション（［マネージャ表示］または［チーム表示］）によるレポートのデータへの

影響はありません。 

b ［履歴サブジェクトエリア］の値を［フル表示］に設定します。 

7 ［保存］をクリックします。 

注:ブックにアクセスするには、ユーザーをブックに関連付ける必要があります。さらに、ユーザーの被委任者は、そのまま
ではユーザーのブックにアクセスできません。被委任者もブックに関連付ける必要があります。 
 

［レコード詳細］ページのレイアウトへのブックの追加 
あるレコードタイプに対して、ユーザーが詳細ページでブックの関連情報のセクションを使用できるようにするには、次のよ

うな設定を行う必要があります。 

n ユーザー役割のレコードタイプのページレイアウトでブックの関連情報のセクションを使用できるようにします。 

注意: 
ブックをサポートする各レコードタイプのために、[ブック]関連情報セクション用のカスタムレイアウトを任意で作
成することもできます。たとえば、[取引先]レコードタイプ用の[アプリケーションカスタマイズ]ページを使用して
、[取引先詳細]ページのための[ブック]関連情報セクション用のカスタムレイアウトを作成できます。関連情報セク
ション用のカスタムレイアウトの作成の詳細は、「関連項目レイアウトのカスタマイズ (ページ 
164)」を参照してください。 

n ユーザー役割のアクセスプロファイルで、レコードタイプの関連情報セクションとしてブックへのアクセス権をユーザー
役割に付与します。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

378  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

次の手順では、レコードタイプのページレイアウトでブックの関連情報セクションを使用できるようにする方法について説明

します。 

レコードタイプのページレイアウトでブックの関連情報セクションを使用できるようにするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、必要なレコードタイプのリンクをクリックします。 

たとえば、［商談詳細］ページでブックの関連情報を使用できるようにするには、［商談］リンクをクリックします

。 

4 ［ページレイアウト］セクションで、必要な［ページレイアウト］リンクをクリックします（たとえば、［商談ページレ
イアウト］）。 

5 レコードタイプの［ページレイアウト］ページで、ページレイアウトの［編集］リンクをクリックし、ブックの関連情報
セクションを使用できるようにします。 

6 ページレイアウトウィザードで、ステップ4の［関連情報］に移動し、矢印をクリックしてブック項目を［表示］セクシ
ョンに移動します。 

7 （オプション）[ページレイアウト]ウィザードで、[ステップ 
5]の[関連情報レイアウト]に移動し、[ブック]関連情報セクション用に使用するレイアウトを選択します。 

8 ［終了］をクリックして変更を保存します。 

9 Oracle CRM On Demandからサインアウトし、再びサインインします。 

次の手順では、ブックへのアクセス権をレコードタイプの関連情報セクションとしてユーザー役割に付与する方法について説

明します。 

ブックへのアクセス権をレコードタイプの関連情報セクションとしてユーザー役割に付与するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［アクセスプロファイル管理］セクションで、［アクセスプロファイル］をクリックします。 

4 ブックの関連情報セクションを使用できるようにするユーザー役割の、デフォルトアクセスプロファイルの［編集］リン
クをクリックします。 

5 アクセスプロファイルウィザードで、ステップ2の［アクセスレベルを指定］に移動し、ブックの関連情報セクションを
使用できるようにするレコードタイプの［関連情報］リンクをクリックします。 

たとえば、ブックの関連情報を［商談詳細］ページで使用できるようにするには、商談レコードの横の［関連情報］

リンクをクリックします。 

6 ユーザー役割の要件に従って、ブックのアクセスレベルを選択します。 
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7 ［終了］をクリックして変更を保存します。 

8 ブックに対して有効にするユーザー役割で使用する所有者アクセスプロファイルに対して、ステップ4～7を繰り返しま
す。 

 

ブックへのレコードの割り当て 
カスタムブックには、次の方法でレコードを割り当てることができます。 

n 1回に1レコード（手動）。レコードの［詳細］ページでブックの値を選択できます。 

n 一括。レコードをブックに一括で割り当てることができます。 

n ブック割当のインポート。取引先および担当者のみを対象としてブック割当をインポートできます。ブック割当のインポ
ートの詳細は、「ブックおよびブック割当のインポートについて (ページ 357)」を参照してください。 

レコードは、アクティブなワークフロールールと条件を使用してもブックに割り当てることができます。ワークフロールール

の詳細は、「ワークフロールールについて (ページ 421)」を参照してください。 

取引先および担当者に対するブック割当の開始日と終了日について 
取引先レコードおよび担当者レコードのブック割当には開始日と終了日を設定できます。これらのフィールドは、インポート

アシスタントまたはWebサービスを使用することによってのみ更新できます。このようなWebサービスリクエストすべてに
対して、Web Services v1.0 APIを使用する必要があります。  

ブック割当は終了日になるまで、またはブック割当がレコードから削除されるまで有効です。終了日になると、ブックとレコ

ードの関係は終了し、ブックのメンバーシップを通じてユーザーがレコードにアクセスすることはできなくなります。ただし

、レコードの所有権やチームのメンバーシップなどの他のアクセス制御コンポーネントを通じてレコードへのアクセス権が確

保されているユーザーは、引き続きレコードにアクセスできます。 

時間ベースのブック割当の管理方法は、「時間ベースのブック割当について (ページ 358)」を参照してください。 

作業前の準備： 

n レコードの［詳細］ページでレコードをブックに割り当てるには、レコードタイプの［詳細］ページレイアウトに［ブッ
ク］セクションが含まれている必要があります。 

n レコードをバッチ割当でブックに割り当てるには、ユーザーの役割に［ブックの管理］権限が必要です。 

次の手順では、単一のレコードをブックに割り当てる方法について説明します。 

単一のレコードをブックに割り当てるには 

1 レコードの詳細ページに移動します。 

2 詳細ページの［ブック］セクションのタイトルバーで、［追加］をクリックします。 

3 ブックセレクタで、レコードを割り当てるブックを選択し、［OK］をクリックします。 

次の手順では、レコードをバッチ割当でブックに割り当てる方法について説明します。 
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レコードをバッチ割当でブックに割り当てるには 

1 リストウィンドウで、タイトルバーの［メニュー］ボタンをクリックし、［バッチ割当ブック］をクリックします。 

2 ［バッチ割当ブック］ウィンドウで、［対象ブック］の横のセレクタボタンをクリックし、［ブックルックアップ］でレ
コードを割り当てるブックを選択します。 

3 リストからレコードの割当オプションを選択します。 

次の表では、選択可能な割当オプションについて説明します。 

オプション 説明 

追加 すべてのレコードに対象ブックを追加します。この割り当ては

、それ以前のレコードへのブック割り当てには影響を及ぼしま

せん。 

置換タイプ 対象ブックをすべてのレコードに追加し、対象ブックと同じタ

イプの以前に割り当てられたブックをすべて削除します。 

注：ブックタイプは、企業の管理者によって定義されます。 

すべて置換 対象ブックをすべてのレコードに追加し、タイプにかかわらず

、以前に割り当てられたすべてのブックを削除します。 

ブックの置換 置換するブックを指定します。  

ここで指定したブックのレコードが、対象レコードに再度割り

当てられます。その他のレコードに影響はありません。 

削除 すべてのレコードから対象ブックへの既存の割り当てを削除し

ます。 

すべてを削除 レコードから割り当てられたブックをすべて削除します。 

4 ステップ3で［追加］以外のオプションを選択した場合は、ここで［適用先］オプションを選択する必要があります。 

次の表では、選択可能な［適用先］オプションについて説明します。 

オプション 説明 

手動関連付け 選択されたすべてのレコードのうち、既存のブック割当が手動

で行われたものに割当オプションを適用します。 

自動関連付け 選択されたすべてのレコードのうち、既存のブック割当がワー

クフローまたはバッチによって行われたものに、割当オプショ

ンを適用します。 

両方 選択されたすべてのレコードに割当オプションを適用します。 

5 選択した割当基準を適用するには、［割当］をクリックします。  

［バッチ割当ブックキュー］ウィンドウが開き、［アクティブなリクエスト］セクションに割当リクエストが表示さ

れます。詳細については、「バッチ割当ブックキューページ (ページ 798)」を参照してください。 

リクエストが処理されると、電子メールで通知が送付されます。 
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［Book Hierarchy（ブック階層）］ページ 
［Book 
Hierarchy（ブック階層）］ページには、カスタムブックに関する情報が表示されます。すべてのブックまたはそのサブセッ
トを表示できます。 

次の表では、［Book Hierarchy（ブック階層）］ページで行える操作について説明します。 

操作 手順 

ブックの別のサブセットの表示 ［Book 
Hierarchy（ブック階層）］タイトルバーでリストをクリック
し、ブックの別のサブセットを選択するか、または［すべての

ブック］を選択してすべてのブックを表示します。 

ブックの作成 ［Book 
Hierarchy（ブック階層）］タイトルバーの［新規］をクリッ
クします。［Book 
Edit（ブック編集）］ページで、必要な情報を入力してレコー
ドを保存します。 

既存のブックに対するサブブックの作成 親ブックの名前のリンクをクリックします。［ブック詳細］ペ
ージで、［サブブック］タイトルバーの［新規］をクリックし

ます。［Book 
Edit（ブック編集）］ページで、ブックの情報を入力してから
変更を保存します。 

ブックを新しい親ブックに移動する 変更するブックの［編集］リンクをクリックします。［Book 
Edit（ブック編集）］ページで、［親ブック］フィールドの横
の［ルックアップ］アイコンをクリックし、新しい親ブックを

選択してから変更を保存します。 

ユーザーをブックに関連付ける ブックの名前のリンクをクリックします。［ブック詳細］ペー

ジの［ブックユーザー］タイトルバーで、［ユーザーを追加］

をクリックします。［Book 
Edit（ブック編集）］ページで、ブックに関連付けるユーザー
を選択してユーザー情報を指定します。詳細については、「ユ

ーザーとブックの関連付け (ページ 
371)」を参照してください。 

 
 

ブックのフィールド 
［Book Edit（ブック編集）］ページと［Book 
Detail（ブック詳細）］ページには、カスタムブックの詳細が表示されます。ブックの詳細を変更し、ブックにサブブックを
追加し、ブックにユーザーを追加できます。 

次の表では、一部のフィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

主要なブック情報 
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フィールド 説明 

ブック名 ブックの名前。 

親ブック ブックがサブブックの場合は親ブックの名前が表示されます。ルートブ

ックの場合、このフィールドは空白です。 

ブックタイプ ブックには、ブック構造を編成するためにブックタイプを割り当てるこ

とができます。ブックタイプの作成については、「ブックタイプとブッ

クユーザー役割の作成 (ページ 367)」を参照してください。 

データを含めることができる このブックにレコードを関連付けることができるかどうかを示します。
パフォーマンス上の理由により、データを含まないブックでは、このチ

ェックボックスをオンにしないでください。 

パートナー Oracle CRM On Demand for Partner Relationship 
Managementの場合のみ存在します。詳細は、Oracle CRM On 
Demand for Partner Relationship Management Configuration 
GuideのOracle CRM On Demandドキュメントライブラリ (参照 
Oracle CRM On Demand documentation library - 
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmo
d-096050.html)にある「Oracle Technology 
Network」を参照してください。 

パートナーの場所 Oracle CRM On Demand for Partner Relationship 
Managementの場合のみ存在します。詳細は、Oracle CRM On 
Demand for Partner Relationship Management Configuration 
GuideのOracle CRM On Demandドキュメントライブラリ (参照 
Oracle CRM On Demand documentation library - 
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmo
d-096050.html)にある「Oracle Technology 
Network」を参照してください。 

サブブックのセクション 

ブック名 現在のブックのサブブックになっているブックの名前。 

ブックタイプ サブブックのブックタイプ。 

データを含めることができる サブブックにレコードを関連付けることができるかどうかを示します。 

［ブックユーザー］セクション 

名前 (姓) このブックに関連付けるユーザーの姓。 

名前 (名) このブックに関連付けるユーザーの名。 

ブックユーザー役割 現在のブックのユーザーのブック役割。ユーザーがブックに関連付けら

れている場合、ブックユーザー役割をユーザーに割り当てることができ

ます。ブックユーザー役割は、Oracle CRM On 
Demandのユーザー役割とは異なります。ブックユーザー役割の作成に
ついては、「ブックタイプとブックユーザー役割の作成 (ページ 
367)を参照してください。 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
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フィールド 説明 

アクセスプロファイル 現在のブックおよびそのすべてのサブブックに対するユーザーのアクセ

ス権。ブック用のプロファイルリストから選択します。ブック固有のア

クセスプロファイルの作成については、「ブックのアクセスプロファイ

ルの作成 (ページ 373)」を参照してください。 

 
 

ブックのトラブルシューティングに関する情報 
ブックのトラブルシューティング機能の詳細は、My Oracle Supportの1800338.1（記事ID）を参照してください。 
 

グループの管理 
グループの管理は、共同作業を行うユーザーに情報の共通セットを共有させてチームを形成するためのオプション機能です。 

社内でグループを設定すると、ユーザーは次の操作を行うことができます。 

n 次のように、グループメンバーはグループのカレンダーおよびタスクリストにアクセスできます。 

n アポイントが[個人]としてマークされている場合を除き、グループのメンバーが所有するアポイントまたは活動チー
ムのグループのメンバーを含むアポイントが、グループのすべてのメンバーに[グループ]タブ内の結合されたカレン
ダーに日次、週次および月次カレンダービューで表示されます。結合されたカレンダーにはグループ内のすべてのメ

ンバーの空き時間が表示され、これにより、従業員がアポイントをスケジュールする最適な時刻を決め、従業員（お

よび担当者）にアポイントについて通知できます。グループメンバーは、[カレンダー]ページの[ユーザー]タブでグ
ループの他のメンバーの個別のカレンダーも表示できます。 

注:結合されたグループカレンダーにアクセスするためには、ユーザーの役割に［共有カレンダー］権限を
割り当てる必要があります。［共有カレンダー］権限を持つユーザーは、カスタムカレンダービューもセッ

トアップできます。詳細については、「他のユーザーのカレンダーの表示」および「カスタムカレンダービ

ューの追加」を参照してください。 

n タスクが[個人]としてマークされている場合を除き、グループのメンバーが所有するタスクまたは活動チームのグル
ープのメンバーを含むタスクが、グループのすべてのメンバーに[カレンダー]ページの[グループのタスク]タブに表
示されます。 

n グループメンバーは、次のレコードタイプの所有権を自動的に共有できます。 

n 取引先 

n 担当者 

n 世帯 

n 商談 

n ポートフォリオ 

これらのレコードタイプのいずれかのレコードがグループのメンバーに割り当てられている場合は、グループのすべ

てのメンバーがレコードの共同所有者になります。 

注: 
担当者が[個人]としてマークされている場合、他のグループメンバーは担当者レコードの詳細を参照することはでき
ません。 
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たとえば、あるユーザーがグループXYZに所属している場合、そのユーザーがグループのメンバーになった後にユー
ザーに割り当てられる取引先は、グループXYZのすべてのメンバーの取引先リストに挿入されます。このようなレコ
ードでは、［プライマリグループ］フィールドが［詳細］ページレイアウトにある場合は、そのフィールドにグルー

プ名が表示されます。グループのすべてのメンバーは、レコードに指定されている所有者も含め、レコードの［詳細

］ページの［チーム］関連情報セクションに表示されます。グループのすべてのメンバーは、レコードを更新できま

す。 

デフォルトでは、現在のグループのメンバーは、メンバーがグループに参加した後にグループメンバーに割り当てら

れたグループレコードに対して完全なアクセス権を持ちます。 

注： この機能を使用できるようにするには、［企業プロファイル］ページの［デフォルトのグループ割当］オプシ
ョンを選択する必要があります。このオプションは、グループを作成する前に選択する必要があります。詳細につい

ては、「グループの設定 (ページ 386)」を参照してください。 

次の動作がグループに適用されます。 

n 各ユーザーは1つのグループにしか属することができません。 

ユーザーがグループに追加されると、グループメンバーを選択するときに、その名前はユーザーリストに表示されな

くなります。 

n 企業でグループ割当オプションを選択する場合： 

n グループが定義される前に存在していたレコードは、［所有者］フィールドがグループに属する新しい所有者で更新
される場合を除いて、更新されません。 

n ユーザーがグループに参加すると、ユーザーはグループのレコードにアクセスできます。ただし、その新しいグルー
プメンバーがグループへの参加前に所有していたレコードは、既存のグループメンバーには自動的に認識可能になり

ません。ユーザーがグループに加わった後にレコードの所有者になった場合、このレコードは他のグループメンバー

にも公開されます。 

次の例では、グループレコードの所有権について説明します。 

n ユーザー1とユーザー2はグループ1に所属しています。ユーザー3はグループ1に所属していません。  

n ユーザー3は取引先31の所有者です。ユーザー1とユーザー2は、取引先31にアクセスできません。 

n ユーザー3をグループ1に追加します。ユーザー1とユーザー2は取引先31にアクセスできません。 

n ユーザー3を取引先32の所有者にします。ユーザー1とユーザー2も取引先32にアクセスできるようになります
。 

n ユーザーをグループから削除すると、そのユーザーは、グループが所有しているすべての共有レコードから削除されます
。ユーザーは、自分の個人レコードには引き続きアクセスできます。 

注: 
グループが所有している共有レコードの[所有者]フィールドに、グループから削除したユーザーの名前が表示される
場合、そのレコードの[所有者]フィールドの名前は、前の所有者がグループから削除された後、グループの別のメン
バーの名前に変更されます。このような変更が商談レコードまたはポートフォリオレコードの所有権に対して行われ

ると、レコードの最近の変更に関する情報を格納するシステムフィールドが更新され、レコードがOracle管理者ユ
ーザーによって更新されたことを示す情報が表示されます。ただし、グループをサポートする他のレコードタイプの

場合、システムフィールドは更新されません。グループをサポートするすべてのレコードタイプでは、ユーザーがグ

ループから削除された結果としてフィールドが変更された場合、[所有者]フィールドがそのレコードタイプに対して
監査するように設定されていても、共有レコードの[所有者]フィールドへの変更は監査証跡で追跡されません。 
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グループおよびレコード所有権モードについて 
レコードタイプに対して設定したレコード所有権モードによっては、そのタイプのレコードには所有者が設定されない場合が

あります。かわりに、レコードにはプライマリカスタムブックが設定されるか、所有者もプライマリカスタムブックも設定さ

れない場合があります。レコード所有権モードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 
347)」を参照してください。レコード所有権モードは、ブックをサポートしているレコードタイプにのみ適用されます。 

レコードタイプのレコード所有権モードを変更した場合、以前に所有者が設定されていたレコードでは、レコード所有権モー

ドの変更後はじめてレコードが更新されたときに、所有者がレコードから削除される場合があります。この場合、レコードの

前の所有者がグループのメンバーである場合は、そのレコードの前の所有者を除いて、グループのメンバー全員がチームのメ

ンバーとして残ります。ただし、［取引先］レコードタイプはこのルールに対する例外になります。取引先の前の所有者がグ

ループのメンバーである場合は、そのグループのすべてのメンバーがチームから削除されます。 

注: 
標準アプリケーションでは、ここで説明されているように、レコードの前の所有者はチームのメンバーとして保持されません

。ただし、管理者がレコードタイプを構成して、レコードの前の所有者がレコードのチームのメンバーとして保持されるよう

にできます。チームのメンバーとして前の所有者を保持するためのレコードタイプの構成の詳細は、「共有レコードの前の所

有権のカスタマイズ (ページ 264)」を参照してください。 

グループとチーム 
Oracle CRM On Demandでは、グループとチームを次のように識別します。 

n グループは企業の管理者によって設定され、企業のレコードセット全体に適用されます。Oracle CRM On 
Demandに対して企業が設定されている場合は、グループ機能がカスタマーサポートまたは企業の管理者によって有効
になっている必要があります 

n レコード所有者または企業の管理者がチームを設定します。チームは、チームに許可された次のレコードタイプにのみ適
用されます。 

n 取引先 

n 認定 

n 活動 

n アプリケーション 

n ビジネス計画 

n 認定レベル 

n 担当者 

n コース 

n カスタムオブジェクト 

n 取引交渉登録 

n イベント 

n 試験 

n 世帯 

n 見込み客 

n MDF リクエスト 

n 目標 
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n 商談 

n オーダー 

n パートナー 

n ポートフォリオ 

n サンプルリクエスト 

n サービスリクエスト 

n 特別価格リクエスト 

チームを設定してレコードにアクセスするには、所有者はレコードの［詳細］ページの［チーム］セクションを使用

してそのレコードを明示的に共有する必要があります。活動レコードでは、活動の[詳細]ページの[ユーザー]関連情
報セクションで、レコード所有者がユーザーを活動チームに追加します。 

グループの設定方法については、「グループの設定 (ページ 386)」を参照してください。 

関連トピック 
グループと共有カレンダーの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n 他のユーザーのカレンダーの表示 

n カスタムカレンダービューの追加 
 

グループの設定 
作業前の準備。次の操作を実行します。 

n 次に示す、適切な権限を含む役割が割り当てられていることを確認してください。 

n グループを作成、編集または削除するには、[役割およびアクセスの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられて
いる必要があります。 

n ユーザーをグループに追加するかグループから削除するには、[役割およびアクセスの管理]権限および[ユーザーの
管理]権限の両方を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。 

n ［デフォルトのグループ割当］機能をオンまたはオフに切り替えるには、［企業の管理］権限を含む役割が割り当て
られている必要があります。 

n グループの機能については、「グループの管理 (ページ 383)」を参照してください。 

グループの設定とユーザーのインポートの順序 
グループを設定する場合は、次の順序に従います。 

1 デフォルトのグループ割当機能を有効にします。 

注意:デフォルトのグループ割当機能を使用する予定がない場合でも、グループの設定または変更前には、デフォルトの
グループ割当機能をオンにする（つまり、［企業プロファイル］ページの［デフォルトのグループ割当］オプションを選

択する）必要があります。グループの設定または変更前にこの機能をオンにしない場合、そのグループは正しく実行され

ません。この場合は、グループを削除し、デフォルトのグループ割当機能をオンにして、グループを再作成する必要があ

ります。 
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2 グループを作成し、そのグループにユーザーを割り当てます。 

3 デフォルトのグループ割当機能を使用する予定はないが、ユーザーが、グループを使用して結合されたグループカレンダ
ーを表示できるようにする場合は、グループの作成とそのグループへのメンバーの追加が終了した後で、デフォルトのグ

ループ割当機能をオフにしてください。 

4 デフォルトの所有者（ユーザー）でレコードをインポートし、このレコードにグループを適用します。 

デフォルトのグループ割当機能をオンにするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［企業管理］リンクをクリックします。 

3 ［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

4 ［企業プロファイル］ページで、［編集］をクリックします。 

5 ［会社データ表示設定］セクションで、［デフォルトのグループ割当］チェックボックスをオンにします。 

6 設定を保存します。 

グループを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［ユーザー管理とアクセス制御］リンクをクリックします。 

3 ［ユーザー管理とアクセス制御］ページで、［ユーザーおよびグループの管理］セクションの［公開共有グループ］リン
クをクリックします。 

4 ［グループリスト］ページで、［新規グループ］をクリックします。 

5 ［グループ編集］ページで、必須フィールドに情報を入力します。 

フィールド 説明 

名前 50文字に制限されます。デフォルトでは、必須フィールド。 

説明 255文字に制限されます。 

注意: 
 アプリケーションはグループレコードの追跡に、グループ名ではなく、基になるグループIDを使用するため、既存
のレコードに影響を与えることなくグループ名を変更できます。ただし、グループ名は社内で固有な名前にする必要

があります。 

6 ［保存］をクリックします。 

7 ［グループ詳細］ページで、［メンバーを追加］をクリックします。 

8 ［グループメンバー］ページで、［ルックアップ］アイコンをクリックして、ユーザーを追加します。 
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グループに割り当てられていないユーザーだけがリストに表示されます。ユーザーが属するグループを決定するには

、そのユーザーの［詳細］ページに移動する必要があります。 

9 レコードを保存します。 

10 デフォルトのグループ割当機能を使用する予定はないが、ユーザーが、グループを使用して結合されたグループカレンダ
ーを表示できるようにする場合は、グループの作成とそのグループへのメンバーの追加が終了した後で、デフォルトのグ

ループ割当機能をオフにしてください。 

デフォルトのグループ割当機能をオフにするには、次の操作を行います。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［企業管理］リンクをクリックします。 

c ［企業プロファイル］リンクをクリックします。 

d ［企業プロファイル］ページで、［編集］をクリックします。 

e ［会社データ表示設定］セクションで、［デフォルトのグループ割当］チェックボックスをオフにします。 

f 設定を保存します。 

後でグループまたはグループメンバーシップを変更する場合は、デフォルトのグループ割当機能を再度オンにしてか

ら変更を行い、変更後にこの機能をオフにする必要があります。 

デフォルトグループ割当の設定の変更について 
社内でユーザーグループの使用の停止を決定した場合、デフォルトグループ割当機能を無効にする前に、次の手順に従ってく

ださい。 

1 グループのレコードのプライマリ所有者に指定するユーザー以外のユーザーをすべて削除します。 

2 グループを削除します。 

3 企業プロファイルの［デフォルトのグループ割当］チェックボックスをオフにします。 

関連トピック 
グループと共有カレンダーの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n グループの管理 (ページ 383) 

n 他のユーザーのカレンダーの表示 

n カスタムカレンダービューの追加 
 

テリトリー管理 
テリトリーとテリトリー階層を設定できます。たとえば、セールス要員をグループまたはテリトリーに編成できます。テリト

リーは、地理的条件、製品または業種に基づくことができます。個々のセールスグループは、担当テリトリーの取引先および
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商談の処理について責任を持ちます。Oracle CRM On 
Demandで設定したテリトリー単位で、新しい取引先レコードや商談レコードを割り当てることができます。テリトリーの
設定については、「テリトリーの設定 (ページ 389)」を参照してください。 
 

テリトリーの設定 
作業前の準備： 

n 社内でテリトリーが定義されていない場合は、Oracle CRM On 
Demandで情報を設定する前に、命名規則と階層を指定します。情報を入力する場合は、最上位のテリトリーから開始
して、下位のテリトリーを追加します。  

n 次の手順を実行するには、［テリトリーの管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

次の手順では、テリトリーの設定方法について説明します。 

テリトリーを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［テリトリー管理］リンクをクリックします。 

3 ［テリトリー階層］ページで、次の該当する操作を行います。 

n テリトリーを追加するには、［新規のテリトリー］をクリックします。 

n テリトリー情報を更新するには、［テリトリー名］カラムで適切なリンクをクリックし、［テリトリー詳細］ページ
で［編集］をクリックします。 

4 ［テリトリー編集］ページで、必要な情報を入力します。 

フィールド 説明 

テリトリー名 50文字に制限されます。 

親テリトリー これが最上位のテリトリーの場合は、このフィールドを空白の

ままにします。 

現在の目標 このテリトリーに割り当てられている目標を入力できます。 

テリトリー通貨 企業のデフォルト通貨を継承します。 

5 レコードを保存します。 

6 （オプション）［テリトリー詳細］ページで、［子テリトリー］タイトルバーの［新規］をクリックして、下位のテリト
リーを追加します。 

親テリトリーを更新するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 
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2 ［ユーザー管理とアクセス制御］セクションで、［テリトリー管理］リンクをクリックします。 

3 ［テリトリー階層］ページで、子テリトリーを選択します。 

4 ［テリトリー詳細］ページで、［編集］をクリックします。 

5 ［テリトリー編集］ページで、［親テリトリー］フィールドの横にある［ルックアップ］アイコンをクリックします。 

6 ［ルックアップ］ウィンドウで、親取引先を選択します。 

7 レコードを保存します。 

レコードのテリトリーを更新するには 

レコードのテリトリーフィールドは、いくつかの方法で更新できます。通常、この処理は自動的に行われます。 

n 割当マネージャ：割当マネージャを使用してこのフィールドに情報を入力し、レコードの関連所有者およびチームメンバ
ーを割り当てることができます。 

n インポート：数多くのレコードについてテリトリーの所有権を更新する場合、割当マネージャを使用して、レコードの割
当をトリガーする所有者再割当フラグを設定します。 

n 手動：ユーザーは、自分のテリトリーをレコードに割り当てることができます。  
 

アクセス権の指定方法 
各種レコードタイプで表現されるデータへのアクセス権がOracle CRM On 
Demandにより指定される方法の詳細は、次の各トピックを参照してください。 

n プライマリレコードタイプのレコードを表示するためのアクセス権を指定する方法 (ページ 390) 

n プライマリレコードタイプのレコードを使用するためのアクセス権を指定する方法 (ページ 391) 

n 関連レコードタイプのレコードを表示するためのアクセス権を指定する方法 (ページ 393) 

n 関連レコードタイプのレコードを使用するためのアクセス権を指定する方法 (ページ 395) 

n アクセスレベルの計算例 (ページ 396) 
 

プライマリレコードタイプのレコードを表示するためのアクセス権を指定する

方法 
ユーザーがプライマリレコードタイプのレコードリストを表示しようとして、タブのクリック、検索の実行、またはWebサ
ービスの使用を行うと、Oracle CRM On 
Demandは次のプロセスを使用して、そのレコードタイプのレコードに対するユーザーのアクセス権を判別します。 

n Oracle CRM On Demand は、ユーザー役割の権限によってユーザーに与えられた権限を判別します。 

n Oracle CRM On Demand 
は、ユーザー役割のレコードタイプ設定によってユーザーに与えられた権限を判別します（アクセス可能、作成可能、す

べてのレコードを読み取り可能）。 
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ユーザーが権限によって所定のレコードタイプのレコードを使用でき、ユーザー役割でレコードタイプに［すべてのレコード

を読み取り可能］設定が選択されている場合、そのユーザーはそのレコードタイプのすべてのレコードを表示できます。 

ユーザーが権限によって所定のレコードタイプのレコードを使用できるが、ユーザー役割でレコードタイプに［すべてのレコ

ードを読み取り可能］設定が選択されていない場合、そのユーザーが表示できるのは、該当レコードタイプの所有しているす

べてのレコードと、次のいずれかのアクセス制御コンポーネントによって表示を承認されている該当レコードタイプのレコー

ドです。 

n レポート階層 

n カスタムブックのメンバーシップ 

n ユーザーの委任 

n チームのメンバーシップ 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスレベルの計算例 (ページ 396) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 
 

プライマリレコードタイプのレコードを使用するためのアクセス権を指定する

方法 
ユーザーが、プライマリレコードの更新や削除、または詳細を表示するためのドリルダウンを行おうとするとき、Oracle 
CRM On Demandは、次のプロセスを使用してユーザーがレコードに対して実行できるアクションを判別します。 

n Oracle CRM On Demand 
は、ユーザーの役割に対するアクセスプロファイルで付与されたアクセスレベルを次のように判別します。 

n ユーザーがレコードの所有者である場合、ユーザーの所有者アクセスプロファイルが使用されます。 

n ユーザーがレコードの所有者ではないが、ユーザーの役割でそのレコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可
能］オプションが選択されている場合、ユーザーのデフォルトアクセスプロファイルが使用されます。 

n Oracle CRM On Demand は、次の各アクセス制御コンポーネントで付与されたアクセスレベルを判別します。 

n レポート階層 

n カスタムブックのメンバーシップ 

n ユーザーの委任 

n チームのメンバーシップ 

レポート階層、カスタムブックのメンバーシップ、ユーザーの委任およびチームメンバーシップによって付与されるアクセス

レベルをOracle CRM On Demandが判別する方法は、このトピックでこれから詳しく説明します。Oracle CRM On 
Demandは常に、これらのアクセス制御コンポーネントそれぞれから最も許容度が高いアクセスレベルを使用します。アク
セスプロファイルを作成して、ユーザー、ブックおよびチームに割り当てるときは、このことに注意してください。 

レコードのアクセス権限の組合せにより、ユーザーがレコードに対して実行できるアクションが決まります。ユーザーがレコ

ードに対して少なくとも読み取り専用アクセスを持つ場合、レコードの詳細が表示されます。そうでない場合、ユーザーにエ

ラーメッセージが表示されます。 
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レポート階層によるアクセス権 
レポート階層におけるユーザーの位置によって付与されるアクセス権を判別するために、Oracle CRM On 
Demandはユーザーの各部下について次の状況を確認します。 

n 部下がレコードの所有者である場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーの所有者アクセスプロファイルから抽出し
ます。 

n 部下がレコードに関するチームメンバーである場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルを、チームメンバーとして部下に割り当てられているアクセ
スプロファイルから抽出します。 

注:部下がレコードの所有者でない場合、またはレコードのチームのメンバーでない場合、その部下はアクセスの計算に入り
ません。 

Oracle CRM On Demand 
は、部下がアクセスの計算に入れられるすべてのアクセス権を検討し、ユーザーに与えられる最も許容度が高いアクセスレベ

ルを計算します。 

カスタムブックのメンバーシップによるアクセス権 
カスタムブックに対するユーザーのメンバーシップによって付与されるアクセス権を判別するために、Oracle CRM On 
Demandは次の状況を確認します。 

n レコードがブックに関連付けられている場合、Oracle CRM On 
Demandは、レコードタイプのアクセスレベルを、ブックのメンバーであるユーザーに割り当てられているアクセスプ
ロファイルから抽出します。 

n 祖父母、親、子などの複数のレベルで構成されるブック階層内の子ブックにレコードが関連付けられている場合、アクセ
スレベルは次のように抽出されます。 

n ユーザーが3つすべてのブックのメンバーである場合、アクセスレベルは祖父母、親、子の各ブックのユーザーのア
クセスプロファイルから導出されます。 

n ユーザーが祖父母ブックのみのメンバーである場合、アクセスレベルは祖父母ブックのユーザーのアクセスプロファ
イルから導出されます。 

いずれにしても、レコードの1つ以上のアクセスレベルが［プライマリの継承］の場合は、プライマリレコードタイプの継承
アクセスレベルが使用されます。レコードの複数のアクセスレベルが［プライマリの継承］の場合は、各アクセスプロファイ

ルからのプライマリレコードタイプの継承アクセスレベルの結合が使用されます。Oracle CRM On 
Demandは、ブックメンバーシップがアクセスの最終的な計算に寄与するすべてのアクセルレベルを検討し、ユーザーに与
えられる最も許容度が高いアクセスレベルを決定します。 

ユーザーの委任によるアクセス権 
ユーザーの委任によって付与されるアクセス権を判別するために、Oracle CRM On 
Demandは各委任元（現在のユーザーが委任している各ユーザー）について次の状況を確認します。 

n 委任元がレコードの所有者である場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルを委任元の所有者アクセスプロファイルから抽出します。 

n 委任元がレコードに関するチームメンバーである場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルを、チーム内の委任元に割り当てられているアクセスプロフ
ァイルから抽出します。 
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n 委任元の部下がレコードの所有者である場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルを部下の所有者アクセスプロファイルから抽出します。 

n 委任元の部下がレコードに関するチームメンバーである場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルを、チーム内の部下に割り当てられているアクセスプロファ
イルから抽出します。 

Oracle CRM On Demand 
は、ユーザーの委任によってアクセスの計算に入れられるすべてのアクセルレベルを検討し、ユーザーに与えられる最も許容

度が高いアクセスレベルを決定します。 

チームメンバーシップによるアクセス権 
ユーザーがレコードに関するチームメンバーである場合（レコードの所有者ではない）、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプのアクセスレベルをユーザーのチームメンバーシップのアクセスプロファイルから
抽出します。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスレベルの計算例 (ページ 396) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 
 

関連レコードタイプのレコードを表示するためのアクセス権を指定する方法 
ユーザーがレコードの［詳細］ページを正常に表示したとき、Oracle CRM On 
Demandは次のプロセスを使用して、ユーザーが表示できる関連レコードを判別します。 

n Oracle CRM On Demand 
は、レコードタイプを表示するための適切な権限がユーザーの役割に含まれていることを確認します。ユーザーの役割に

レコードタイプを表示するために必要な権限がない場合、その関連レコードタイプのレコードは表示されません。 

n 関連レコードタイプがプライマリレコードタイプに基づく場合、Oracle CRM On 
Demandは、その関連レコードタイプの［アクセス可能］チェックボックスがオンになっているいることを確認します
。関連レコードタイプの［アクセス可能］チェックボックスがオフの場合、その関連レコードタイプのレコードは表示さ

れません。 

n 親レコードの所有者が現在のユーザーである場合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーの所有者アクセスプロファイルから抽出します。 

n 親レコードの所有者が現在のユーザーの部下（レポート階層の任意のレベル）である場合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーの所有者アクセスプロファイルから抽出します。 

n 親レコードの所有者が関連付けられていないユーザーの場合： 

n 現在のユーザーの役割で関連レコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可能］オプションが選択されている場
合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーのデフォルトアクセスプロファイルから抽出
します。 
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n 現在のユーザーの役割で関連レコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可能］オプションが選択されていない
場合、現在のユーザーのデフォルトアクセスプロファイルは使用されません。 

この場合、現在のユーザーが親レコードの［詳細］ページにアクセスできるのは、次の1つまたは複数に該
当するときです。 

n 現在のユーザーが親レコードのチームのメンバーです。 

n 現在のユーザーの直接または間接の部下が親レコードにアクセスできます。 

n 現在のユーザーが、親レコードを含むブックのメンバーです。または、親レコードが、現在のユーザーがメンバ
ーであるブックのサブブックに含まれます。 

n 現在のユーザーが親レコードにアクセスできる別のユーザーによって委任されています。 

このようにOracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを、適切な各アクセス制御コンポーネントを介して親
レコードのアクセスプロファイルから抽出します。 

n Oracle CRM On Demand 
は、次にすべての関連アクセスレベルを評価して、次のように［プライマリの継承］アクセスレベルが一連のアクセスレ

ベルに含まれるかどうか、またどのレコードを表示するかを判別します。 

n ［プライマリの継承］アクセスレベルが見つからない場合： 

n 最も許容度の高いアクセスレベルが［アクセスなし］の場合、関連レコードは表示されません。 

n 最も許容度の高いアクセスレベルが［アクセスなし］以外の場合、すべての関連レコードが表示されます。現在
のユーザーが表示を承認されていないレコードも含まれます。 

n ［プライマリの継承］アクセスレベルが見つかり、現在のユーザーの役割で関連レコードタイプの［すべてのレコー
ドを読み取り可能］チェックボックスがオンになっていると、すべての関連レコードが表示されます。 

n ［プライマリの継承］アクセスレベルが見つかったが、現在のユーザーの役割で関連レコードタイプの［すべてのレ
コードを読み取り可能］チェックボックスがオフの場合、表示される関連レコードのセットにすべてのレコードが含

まれるのは、次のいずれか1つに該当するときです。 

n 現在のユーザーが関連レコードを所有しています。 

n 現在のユーザーが関連レコードに関するチームのメンバーです。 

n 現在のユーザーの直接または間接の部下がレコードにアクセスできます。 

n 現在のユーザーが、関連レコードを含むブックのメンバーです。または、関連レコードが、現在のユーザーがメ
ンバーであるブックのサブブックに含まれます。 

n 現在のユーザーが、関連レコードにアクセスできる別のユーザーによって委任されています。 

注：活動、オープンした活動、およびクローズした活動の関連レコードタイプは、前述のルールに対する例

外です。活動関連レコードタイプに［プライマリの継承］アクセスレベルが見つかったが、現在のユーザー

の役割で［活動］レコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可能］チェックボックスがオフの場合、

表示される一連の関連活動には、ユーザーが所有する活動、ユーザーが別のユーザーに委任した活動、およ

びユーザーが所属しているグループが所有する活動のみが含まれます。現在のユーザーがブック経由でのみ

アクセスできる活動、ユーザーが別のユーザーの委任者であるという理由でのみ現在のユーザーがアクセス

できる活動、および現在のユーザーがレポート階層経由でのみアクセスできる活動は、一連の関連活動には

含まれません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 
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n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスレベルの計算例 (ページ 396) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 
 

関連レコードタイプのレコードを使用するためのアクセス権を指定する方法 
ユーザーが関連レコードの更新や削除、または詳細を表示するドリルダウンを実行しようとすると、Oracle CRM On 
Demandは、次のプロセスを使用してユーザーがレコードに対して実行できるアクションを判別します。 

n 親レコードの所有者が現在のユーザーである場合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーの所有者アクセスプロファイルから抽出します。 

n 親レコードの所有者が現在のユーザーの部下（レポート階層の任意のレベル）である場合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーの所有者アクセスプロファイルから抽出します。 

n 親レコードの所有者が関連付けられていないユーザーの場合： 

n 現在のユーザーの役割で関連レコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可能］オプションが選択されている場
合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードタイプのアクセスレベルを現在のユーザーのデフォルトアクセスプロファイルから抽出
します。 

n 現在のユーザーの役割で関連レコードタイプの［すべてのレコードを読み取り可能］オプションが選択されていない
場合、現在のユーザーのデフォルトアクセスプロファイルは使用されません。 

この場合、現在のユーザーが親レコードの［詳細］ページにアクセスできるのは、次の1つまたは複数に該
当するときです。 

n 現在のユーザーが親レコードのチームのメンバーです。 

n 現在のユーザーの直接または間接の部下が親レコードにアクセスできます。 

n 現在のユーザーが、親レコードを含むブックのメンバーです。または、親レコードが、現在のユーザーがメンバ
ーであるブックのサブブックに含まれます。 

n 現在のユーザーが親レコードにアクセスできる別のユーザーによって委任されています。 

関連レコードへのアクセスが親レコードのコンテキストを介して与えられるとき、Oracle CRM On 
Demandは、該当する各アクセス制御コンポーネントのアクセスプロファイルから関連レコードタイプの
適切なアクセスレベルを抽出します。 

n 次のいずれかに該当する場合、Oracle CRM On 
Demandは、関連レコードについて、現在のユーザーの関連レコードとの関係からもアクセスレベルを抽出します。 

n 現在のユーザーが関連レコードに関するチームのメンバーです。現在のユーザーが関連レコードの所有者である場合
は、ユーザーはチームにも属しています。このため、所有者アクセスプロファイルが使用されます。 

n 現在のユーザーの直接または間接の部下が関連レコードにアクセスできます。 

n 現在のユーザーが関連レコードを含むブックのメンバーです。または関連レコードが現在のユーザーがメンバーであ
るブックのサブブックに含まれます。 

n 現在のユーザーが、関連レコードにアクセスできる別のユーザーによって委任されています。 

n 次に、Oracle CRM On 
Demandは、適用されるすべてのアクセスレベルを評価して、［プライマリの継承］アクセスレベルが一連のアクセス
レベルにあるかどうかを判別します。 
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n ［プライマリの継承］アクセスレベル（またはその組合せのいずれか）が、適用される一連のアクセスレベルで見つ
かった場合、関連レコードタイプは自らのプライマリレコードタイプの役割設定とアクセス設定を継承します。［プ

ライマリの継承］アクセスレベル設定により、ユーザーがレコードに対して実行できるアクションが決まります。O
racle CRM On 
Demandが複数の［プライマリの継承］アクセスレベルを見つけると、そのアクセスレベルの組合せが決まります
。［プライマリの継承］アクセスレベルおよび組合せの詳細は、「関連するレコードタイプのアクセスレベルについ

て (ページ 327)」を参照してください。 

n ［プライマリの継承］アクセスレベル（またはその組合せのいずれか）が、適用される一連のアクセスレベルで見つ
からないが、関連レコードタイプに対応するプライマリレコードタイプがある場合、Oracle CRM On 
Demandは、プライマリレコードタイプと関連レコードタイプのアクセスレベルの交差を判別します。 

たとえば、商談関連レコードタイプのアクセスレベルが［読み取り専用］で、対応する商談プライマリレコ

ードタイプのアクセスレベルが［読み取り/編集］の場合、アクセスレベルの交差は［読み取り専用］にな
ります。 

関連レコードタイプについて得られたすべてのアクセスレベルの組合せにより、ユーザーがそのレコードタイプのレコードに

対して実行できるアクションが決まります。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 

n アクセスレベルの計算例 (ページ 396) 

n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 
 

アクセスレベルの計算例 
次のリンクをクリックして、Oracle CRM On Demandによるユーザーのアクセス権の計算方法の例を参照してください。 

n 例1：［表示］アクセスレベルの使用 (ページ 397) 

n 例2：［プライマリの継承］アクセスレベルの使用 (ページ 401) 

n 例3：ブックによるデータの保護 (ページ 404) 

これらの例のアクセス権は、ユーザーの役割、アクセスプロファイルおよびその他のアクセス制御コンポーネントの特定の設

定に基づいています。Oracle CRM On 
Demandでは、認証されたユーザーとやり取りするたびにアクセス権を計算します。Oracle CRM On 
Demandは、ユーザーの役割とすべてのアクセスプロファイルからアクセス権を判別します。アクセスプロファイルは、所
有者アクセスプロファイル、デフォルトアクセスプロファイル、レポート階層、カスタムブックのメンバーシップ、ユーザー

委任、チームのメンバーシップを介して適用され、これらはアクセス制御コンポーネントと呼ばれます。 

注:ユーザーとしては、会社の従業員またはパートナー組織の従業員が可能です。また、Oracle CRM On 
Demandにアクセスする外部システムもユーザーとして設定できます。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n アクセスプロファイル管理 (ページ 319) 
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n アクセスプロファイルの設定プロセス (ページ 334) 
 

例1：［表示］アクセスレベルの使用 
このトピックでは、Oracle CRM On Demandがユーザーのアクセス権を計算する方法の1つの例を示します。 

この例では、Amanda 
Jacobsenには［セールス要員］役割があります。Amandaは、新しい取引先を作成し、他のすべての取引先レコードを表示
できます。商談を作成できますが、表示できるのは自分が所有する商談または表示を承認されている商談のみです。 

次の表に、［セールス要員］役割のレコードタイプ設定を示します。 

プライマリレコードタイプ アクセス可能 作成可能 すべてのレコードを読み取

り可能 

取引先 はい はい はい 

商談 はい はい いいえ 

［セールス要員］役割により、Amandaは、自分が作成する取引先と商談を完全に制御でき、所有していないレコードの権
限は制限されます。［セールス要員］役割には、所有者アクセスプロファイルとデフォルトアクセスプロファイルの2つのア
クセスプロファイルが必要です。 

次の表に、セールス要員所有者アクセスプロファイルの設定を示します。 

プライマリレコードタイプ アクセスレベル 関連レコードタイプ アクセスレベル 

取引先 読み取り/編集/削除 商談 表示 

商談 読み取り/編集/削除 なし なし 

次の表に、セールス要員デフォルトアクセスプロファイルの設定を示します。 

プライマリレコードタイプ アクセスレベル 関連レコードタイプ アクセスレベル 

取引先 読み取り専用 商談 表示 

商談 読み取り専用 なし なし 

アクセス権計算のこの例では、チーム継承が[商談]レコードタイプに対して有効になっていないこと、つまり、[企業プロフ
ァイル]ページ上の商談の[親チーム継承の有効化]チェックボックスが選択解除されていることが前提となっています。親チ
ーム継承機能の動作の詳細は、「チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 323)」を参照してください。 

同じ会社のDavid Bloomにも［セールス要員］役割があります。Davidのアクセス権はAmandaと同じです。  

Amandaは、取引先1にリンクされている商談Xの所有者です。Davidが商談Yを作成し、取引先1にリンクします。Amanda
はこの商談チームには所属していません。 

Amandaが社内の取引先リストを表示するときは、すべての取引先を表示できます。所有していないものも含めてすべての
取引先の表示が役割で許可されるためです。次の表に、Amandaが取引先1の取引先名をクリックして、レコードをドリルダ
ウンするときに表示される内容を示します。この例では、関連するフィールドとカラムのみが表示されます。 

取引先詳細：取引先1 

取引先詳細 
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取引先詳細：取引先1 

取引先名。 取引先1 

所有者。 Jonathan Hope 

商談 

商談 所有者 

商談X Amanda Jacobsen 

商談Y David Bloom 

取引先チーム 

名前 (姓) 名前 (名) 取引先アクセス 

Hope Jonathan 所有者 

例1での関連レコードの表示 
この例でAmandaが取引先について表示できる関連商談レコードを判別するために、Oracle CRM On 
DemandはAmandaのアクセス権を次のように調べます。 

1 Oracle CRM On Demand 
は、この親取引先レコードの商談関連レコードタイプに適用できるすべてのアクセスレベルを次のように調べます。 

注:複数のアクセスレベルが様々なアクセス制御コンポーネントから検出される場合、アクセス権を計算するときに
それらのすべてが考慮されます。 

n Amandaが親取引先を所有しているかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの役割で、すべての取引先レコードが読み取り可能かどうかを判別します。 

この例では答えは「はい」です。Amandaの役割により、すべての取引先レコードが読み取り可能なため
、Amandaは取引先を表示できます。Amandaは親取引先の所有者ではないため、デフォルトアクセスプ
ロファイルが使用されます。Amandaのデフォルトアクセスプロファイルでの商談関連レコードタイプの
アクセスレベルは［表示］です。 

n Amandaがブックメンバーであるブックに親レコードが含まれるかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaが取引先チームのメンバーかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの部下（直接または間接）が取引先チームのメンバーかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

この質問の答えが「はい」の場合（つまり、Amandaの部下の1名以上が取引先チームのメンバーである場
合）、Oracle CRM On 
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Demandは、部下それぞれについて適切なアクセスプロファイルから商談関連レコードタイプのアクセス
レベルを抽出します。取引先に関する部下のチームメンバーシップの［取引先アクセス］フィールドに割り

当てられたアクセスプロファイルがこのケースで使用されます（［商談アクセス］フィールドに割り当てら

れたアクセスプロファイルではありません）。 

n Amandaが委任により取引先レコードへのアクセス権を持つかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

2 Oracle CRM On Demand では次の処理が実行されます。 

n Amandaの役割で商談レコードへの基本アクセスが許可されるかどうかを判別します。 

ユーザーの役割で［商談］レコードタイプの［アクセス可能］オプションが選択されているため、この例で

は答えは「はい」です。 

n Amandaの役割で［商談］レコードタイプへの権限が付与されるかどうかを判別します。 

商談は権限では制御されないため、この例では、権限はAmandaのアクセス権の計算に影響しません。 

n 計算においていずれかのアクセスプロファイルのアクセスレベルが［プライマリの継承］またはその組合せの1つに
設定されているかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

3 Oracle CRM On Demand 
は次に、検出されたすべてのアクセスレベルを調べ、最も許容度が高いレベルを判別します。このケースでは、検出され

た最高の許容度のアクセスレベルは［ビュー］です。［プライマリの継承］アクセスレベルはないため、ユーザーが表示

を承認されていないものも含めてすべての子商談レコードが表示されます。 

例1での関連レコードへのアクション 
ユーザーが関連レコードにアクションを実行しようとするとき、Oracle CRM On 
Demandは、そのアクションのための適切なアクセス権がユーザーにあるかどうかを判別する必要があります。この例では
、Amandaはレコードの詳細の読み取り、レコードの編集またはレコードの削除を行おうとします。次の2つのケースについ
て説明します。 

n ケース1では、Amandaが商談Xに対してアクションを実行しようとします。  

n ケース2では、Amandaが商談Yに対してアクションを実行しようとします。 

ケース1:Amandaが自分が所有している商談Xに対してアクションを実行しようとします。 

Oracle CRM On Demand は、Amandaのアクセス権を次のように調べます。 

1 Oracle CRM On Demand 
は、この親取引先レコードの商談関連レコードタイプに適用できるすべてのアクセスレベルを次のように調べます。 

注:複数のアクセスレベルが様々なアクセス制御コンポーネントから検出される場合、アクセス権を計算するときに
それらのすべてが考慮されます。 

n Amandaが親取引先を所有しているかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの役割ですべての商談レコードが読み取り可能かどうかを判別します。 
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この例では答えは「いいえ」です。Amandaが親取引先レコードを表示できるのはデフォルトアクセスプ
ロファイルが使用されるためですが、デフォルトアクセスプロファイルは商談レコードに対しては使用され

ません。 

n Amandaがブックメンバーであるブックに商談レコードが含まれるかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaが商談チームのメンバーかどうかを判別します。 

この例では答えは「はい」です。Amandaは商談の所有者であるため、商談チームにも所属します。Aman
daのデフォルトアクセスプロファイル（セールス要員のデフォルトアクセスプロファイル）でのプライマ
リ商談レコードタイプのアクセスレベルは［読み取り/編集/削除］です。 

n Amandaの部下（直接または間接）が商談チームのメンバーかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaが委任により取引先レコードへのアクセス権を持つかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

2 Oracle CRM On Demand では次の処理が実行されます。 

n Amandaの役割で商談レコードへの基本アクセスが許可されるかどうかを判別します。 

Amandaの役割で［商談］レコードタイプの［アクセス可能］オプションが選択されているため、この例
では答えは「はい」です。 

n Amandaの役割で［商談］レコードタイプへの権限が付与されるかどうかを判別します。 

［商談］レコードタイプは権限では制御されません。この例では、権限はAmandaのアクセス権の計算に
影響しません。 

n 計算においていずれかのアクセスプロファイルのアクセスレベルが［プライマリの継承］またはその組合せの1つに
設定されているかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

3 Oracle CRM On Demand 
は次に、検出されたすべてのアクセスレベルを調べ、最も許容度が高いレベルを判別します。このケースでは、検出され

た最も許容度が高いアクセスレベルは［読み取り/編集/削除］です。 

ケース2:Amandaは、David Bloomが所有している商談Yに対してアクションを実行しようとします。 

Oracle CRM On Demand は、Amandaのアクセス権を次のように調べます。 

1 Oracle CRM On Demand 
は、この親取引先レコードの商談関連レコードタイプに適用できるすべてのアクセスレベルを次のように調べます。 

注:複数のアクセスレベルが様々なアクセス制御コンポーネントから検出される場合、アクセス権を計算するときに
それらのすべてが考慮されます。 

n Amandaが親取引先を所有しているかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの役割ですべての商談レコードが読み取り可能かどうかを判別します。 
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この例では答えは「いいえ」です。Amandaが親取引先レコードを表示できるのはデフォルトアクセスプ
ロファイルが使用されるためですが、デフォルトアクセスプロファイルは商談レコードに対しては使用され

ません。 

n Amandaがブックメンバーであるブックに商談レコードが含まれるかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaが商談チームのメンバーかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの部下（直接または間接）が商談チームのメンバーかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaが委任により取引先レコードへのアクセス権を持つかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

2 Oracle CRM On Demand では次の処理が実行されます。 

n Amandaの役割で商談レコードへの基本アクセスが許可されるかどうかを判別します。 

Amandaの役割で［商談］レコードタイプの［アクセス可能］オプションが選択されているため、この例
では答えは「はい」です。 

n Amandaの役割で［商談］レコードタイプへの権限が付与されるかどうかを判別します。 

［商談］レコードタイプは権限では制御されないため、この例では、権限はAmandaのアクセス権の計算
に影響しません。 

n 計算においていずれかのアクセスプロファイルのアクセスレベルが［プライマリの継承］またはその組合せの1つに
設定されているかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

3 Oracle CRM On Demand 
は次に、検出されたすべてのアクセスレベルを調べ、最も許容度が高いレベルを判別します。このケースでは、最終的な

アクセスレベルは［アクセスなし］です。 

関連トピック 
その他の例は、次のトピックを参照してください。 

n 例2：［プライマリの継承］アクセスレベルの使用 (ページ 401) 

n 例3：ブックによるデータの保護 (ページ 404) 
 

例2：［プライマリの継承］アクセスレベルの使用 
このトピックでは、Oracle CRM On Demandがユーザーのアクセス権を計算する方法の1つの例を示します。 

この例では、Amanda 
Jacobsenは会社のセールス要員です。Amandaは、新しい取引先を作成し、他のすべての取引先レコードを表示できます。
商談を作成できますが、表示できるのは自分が所有する商談または表示を承認されている商談のみです。 

次の表に、［セールス要員］役割のレコードタイプ設定を示します。 
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プライマリレコードタイプ アクセス可能 作成可能 すべてのレコードを読み取

り可能 

取引先 はい はい はい 

商談 はい はい いいえ 

［セールス要員］役割により、Amandaは、自分が作成する取引先と商談を完全に制御でき、所有していないレコードの権
限は制限されます。［セールス要員］役割には、所有者アクセスプロファイルとデフォルトアクセスプロファイルの2つのア
クセスプロファイルが必要です。 

次の表に、セールス要員所有者アクセスプロファイルの設定を示します。 

プライマリレコードタイプ アクセスレベル 関連レコードタイプ アクセスレベル 

取引先 読み取り/編集/削除 商談 プライマリの継承 

商談 読み取り/編集/削除 なし なし 

次の表に、セールス要員デフォルトアクセスプロファイルの設定を示します。 

プライマリレコードタイプ アクセスレベル 関連レコードタイプ アクセスレベル 

取引先 読み取り専用 商談 プライマリの継承 

商談 読み取り専用 なし なし 

アクセス権計算のこの例では、チーム継承が[商談]レコードタイプに対して有効になっていないこと、つまり、[企業プロフ
ァイル]ページ上の商談の[親チーム継承の有効化]チェックボックスが選択解除されていることが前提となっています。親チ
ーム継承機能の動作の詳細は、「チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 323)」を参照してください。 

同じ会社のDavid Bloomもセールス要員です。Davidのアクセス権はAmandaと同じです。 

Amandaは、取引先1にリンクされている商談Xの所有者です。Davidが商談Yを作成し、取引先1にリンクします。Amanda
はこの商談チームには所属していません。 

Amandaが社内の取引先リストを表示するときは、すべての取引先を表示できます。所有していないものも含めてすべての
取引先の表示が役割で許可されるためです。次の表に、Amandaが取引先1の取引先名をクリックして、レコードをドリルダ
ウンするときに表示される内容を示します。この例では、関連するフィールドとカラムのみが表示されます。 

取引先詳細：取引先1 

取引先詳細 

取引先名。 取引先1 

所有者。 Jonathan Hope 

商談 

商談 所有者 

商談X Amanda Jacobsen 

取引先チーム 
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取引先詳細：取引先1 

名前 (姓) 名前 (名) 取引先アクセス 

Hope Jonathan 所有者 

Bloom  David メンバー 

例2での関連レコードの表示 
この例でAmandaが取引先について表示できる関連商談レコードを判別するために、Oracle CRM On 
DemandはAmandaのアクセス権を次のように調べます。 

1 Oracle CRM On Demand 
は、この親取引先レコードの商談関連レコードタイプに適用できるすべてのアクセスレベルを次のように調べます。 

n Amandaが親取引先を所有しているかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの役割で、すべての取引先レコードが読み取り可能かどうかを判別します。 

この例では答えは「はい」です。Amandaの役割により、すべての取引先レコードが読み取り可能なため
、Amandaは取引先を表示できます。Amandaは親取引先の所有者ではないため、デフォルトアクセスプ
ロファイルが使用されます。Amandaのデフォルトアクセスプロファイルでの商談関連レコードタイプの
アクセスレベルは［プライマリの継承］です。 

n Amandaがブックメンバーであるブックに親レコードが含まれるかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaが取引先チームのメンバーかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

n Amandaの部下（直接または間接）が取引先チームのメンバーかどうかを判別します。 

この例では答えは「いいえ」です。 

この質問の答えが「はい」の場合（つまり、Amandaの部下の1名以上が取引先チームのメンバーである場
合）、Oracle CRM On 
Demandは、部下それぞれについて適切なアクセスプロファイルから商談関連レコードタイプのアクセス
レベルを抽出します。取引先に関する部下のチームメンバーシップの［取引先アクセス］フィールドに割り

当てられたアクセスプロファイルがこのケースで使用されます（［商談アクセス］フィールドに割り当てら

れたアクセスプロファイルではありません）。 

n Amandaが委任により取引先レコードへのアクセス権を持つかどうかを判別します。  

この例では答えは「いいえ」です。 

2 Oracle CRM On Demand では次の処理が実行されます。 

n Amandaの役割で商談レコードへの基本アクセスが許可されるかどうかを判別します。 

Amandaの役割で［商談］レコードタイプの［アクセス可能］オプションが選択されているため、この例
では答えは「はい」です。 

n Amandaの役割で［商談］レコードタイプへの権限が付与されるかどうかを判別します。 
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商談は権限では制御されないため、この例では、権限はAmandaのアクセス権の計算に影響しません。 

n 計算においていずれかのアクセスプロファイルのアクセスレベルが［プライマリの継承］またはその組合せの1つに
設定されているかどうかを判別します。 

この例では答えは「はい」であるため、Oracle CRM On 
Demandは取引先に関する次の商談レコードを表示します。 

n Amandaが所有者であるリンクされているすべての商談レコード。 

n Amandaが他のすべてのアクセス制御コンポーネントによって表示を承認されているリンクされているすべて
の商談レコード。 

Amandaの役割では、所有していない商談の表示は認められないため、David 
Bloomが作成した商談は表示できません。  

例2での関連レコードへのアクション 
Amandaがこの例で商談Xにアクションを実行しようとすると、計算は同じように行われ、結果のアクセス権は「例1：［表
示］アクセスレベルの使用 (ページ 
397)」のケース1と同じになります。最終的なアクセスレベルは［読み取り/編集/削除］です。 

関連トピック 
その他の例は、次のトピックを参照してください。 

n 例1：［表示］アクセスレベルの使用 (ページ 397) 

n 例3：ブックによるデータの保護 (ページ 404) 
 

例3：ブックによるデータの保護 
このトピックでは、Oracle CRM On Demandがユーザーのアクセス権を計算する方法の1つの例を示します。 

この例では、会社はカスタムブックを使用してテリトリー別にデータを整理しています。この例で使用される2つのブックは
、南西と東です。 

南西ブックには次の3名のメンバーが含まれます。 

n Amanda Jacobsen 

n David Bloom 

n Carlos Guzman 

南西ブックのすべてのユーザーには、ブックの役割に［読み取り専用］アクセスプロファイルがあります。 

東ブックには次の3名のメンバーが含まれます。 

n Rick Rogers 

n Raj Kumar 

n Jonathan Hope 

東ブックのすべてのユーザーには、ブックのメンバーシップレコードに［読み取り専用］アクセスプロファイルがあります。 
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いずれかのユーザーが取引先レコードまたは商談レコードを作成すると、自動（ワーフクロー）プロセスにより適切なブック

がそのレコードに割り当てられます。レコードのテリトリー属性に基づいてブックが割り当てられます。 

これらのユーザーすべてに［セールス要員］役割があります。このようなユーザーは新しい取引先と商談を作成できます。自

らのテリトリーのすべての取引先レコードと商談レコードを表示できますが、他のテリトリーのものは表示できません。  

次の表に、［セールス要員］役割のレコードタイプ設定を示します。 

プライマリレコードタイプ アクセス可能 作成可能 すべてのレコードを読み取

り可能 

取引先 はい はい いいえ 

商談 はい はい いいえ 

これらすべてのユーザーは作成した取引先と商談を完全に制御できますが、所有していないレコードの権限は制限されます。

［セールス要員］役割には、所有者アクセスプロファイルとデフォルトアクセスプロファイルの2つのアクセスプロファイル
が必要です。 

次の表に、セールス要員所有者アクセスプロファイルの設定を示します。 

プライマリレコードタイ

プ 
アクセスレベル 関連レコードタイプ アクセスレベル 

取引先 

 

読み取り/編集/削除 

 

商談 プライマリの継承 

ブック 読み取り専用 

商談 読み取り/編集/削除 ブック 読み取り専用 

次の表に、セールス要員デフォルトアクセスプロファイルの設定を示します。 

プライマリレコードタイ

プ 
アクセスレベル 関連レコードタイプ アクセスレベル 

取引先 

 

読み取り専用 

 

商談 プライマリの継承 

ブック 読み取り専用 

商談 読み取り専用 ブック 読み取り専用 

注:ブックをサポートするすべてのプライマリレコードタイプでは、［ブック］関連レコードタイプとの関係は1対子関係で
す。 

アクセス権計算のこの例では、チーム継承が[商談]レコードタイプに対して有効になっていないこと、つまり、[企業プロフ
ァイル]ページ上の商談の[親チーム継承の有効化]チェックボックスが選択解除されていることが前提となっています。親チ
ーム継承機能の動作の詳細は、「チームの継承によるアクセスの適用について (ページ 323)」を参照してください。 

Amanda 
Jacobsenが社内の取引先リストを表示するとき、南西ブックの取引先と自分が所有している取引先を表示できます。その他
の取引先は表示できません。 

次の表に、Amandaが取引先1の取引先名をクリックしてレコードをドリルダウンするときに表示されるレコードを示します
。この例では、関連するフィールドとカラムのみが表示されます。 

取引先詳細：取引先1 
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取引先詳細：取引先1 

取引先詳細 

取引先名。 取引先1 

所有者。 Jonathan Hope 

商談 

商談 所有者 

商談X Amanda Jacobsen 

商談Y David Bloom 

取引先チーム 

名前 (姓) 名前 (名) 取引先アクセス 

Hope Jonathan 所有者 

Amandaは2つの商談を表示できます。それらの商談は、メンバーである南西ブックに含まれるためです。南西ブックの他の
すべてのメンバーもそれらの商談を表示できます。 

Jonathan Hopeは東ブックのメンバーです。JonathanもOracle CRM On 
Demandにサインインすると、取引先1を表示できます。Jonathanがこの取引先を所有しているためです。ただし、取引先1
に関連する商談は表示できません。それらの商談は所有していません。取引先の［商談］関連レコードタイプに対する［プラ

イマリの継承］アクセスレベルにより、このセキュリティが得られます。 

東ブックのメンバーであるRick RogersとRaj 
Kumarは、取引先1、商談Xまたは商談Yのレコードを表示できません。この取引先を表示できないのは東ブックに含まれて
おらず、所有していない取引先レコードの表示が役割で許可されないためです。同じく、商談Xまたは商談Yを表示できない
のは、これらの商談が東ブックに含まれておらず、所有していない商談の表示が役割で許可されないためです。 

Amandaは、David Bloomが所有する商談Yを変更できません。理由は次のとおりです。 

n Amandaはこの取引先を所有していないため、自分の所有者アクセスプロファイルが使用されません。 

n Amandaの役割では、所有していない商談レコードにアクセスできません。このため、デフォルトアクセスプロファイ
ルは使用されません。 

n この時点でアクティブなアクセスプロファイルは、南西ブックのメンバーシップからAmandaが得られる［読み取り専
用］アクセスプロファイルのみです。 

このため、商談Yに対するAmandaのアクセスレベルは［読み取り専用］になります。 

関連トピック 
その他の例は、次のトピックを参照してください。 

n 例1：［表示］アクセスレベルの使用 (ページ 397) 

n 例2：［プライマリの継承］アクセスレベルの使用 (ページ 401) 
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ビジネスプロセス管理 
次に示した作業の手順を参照するには、該当するトピックをクリックしてください。 

n プロセスの作成 (ページ 414) 

n プロセスへの推移ステートの追加 (ページ 415) 

n プロセスの制限 (ページ 417) 

n 推移ステートの項目の設定 (ページ 417) 

n 関連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化 (ページ 418) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールの特定のチャネルまたは役割への制限 (ページ 464) 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 

n ［ワークフローエラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 (ページ 501) 

n ［ワークフローエラーモニター］からのエラーインスタンスの削除 (ページ 502) 

n ［ワークフロー待機モニター］での保留インスタンスの表示 (ページ 507) 

n ［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 (ページ 508) 

n 割当ルールの設定 (ページ 516) 

n 見込み客変換中の追加フィールドのマッピング (ページ 523) 

n 見込み客変換レイアウトの作成 (ページ 524) 

n 売上予想定義の設定 (ページ 528) 

n 売上予想定義の更新 (ページ 534) 

n セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 (ページ 535) 

n 企業の業種リストのカスタマイズ (ページ 542) 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n プロセス管理での推移ステートおよび推移項目について (ページ 409) 

n プロセス管理でのプライマリフィールドについて (ページ 409) 

n 活動レコードのロックのシナリオ (ページ 410) 

n プロセスを使用してレコードをロックする例 (ページ 410) 

n プロセス管理機能 (ページ 412) 

n Oracle CRM On Demandでプロセスを設定するプロセス (ページ 414) 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 

n ワークフローモニター (ページ 500) 

n 割当ルールについて (ページ 512) 

n 見込み客変換の管理 (ページ 521) 
 

プロセス管理 
Oracle CRM On 
Demandの［プロセス管理］セクションでは、レコードが特定の状態のときに、外部アプリケーションを含むユーザーが、
指定のレコードタイプのレコードに対して特定のアクションを実行できないようにプロセスを設定できます。このように、ユ

ーザーが特定のアクションを実行できないようにすることをレコードのロックと呼びます。 

Oracle CRM On Demandでは、プロセス管理機能はデフォルトで有効ではありません。これは、Oracle CRM On 
Demand Customer 
Careによって企業ごとに有効にする必要があります。企業でプロセス管理機能を使用する必要がある場合は、Oracle CRM 
On Demand Customer 
Careに連絡して、［プロセス管理］権限を企業の管理者の役割に付与するように依頼してください。 

Oracle CRM On Demand Customer 
Careが［プロセス管理］権限を企業の管理者に付与すると、企業の管理者はこの権限を他の役割に付与できます。 

注：どのレコードをロックするかを決定する制御は、レコードを使用するユーザーの権限を計算するときにOracle CRM On 
Demandが検証する最後のセキュリティコンポーネントです。他のアクセス制御コンポーネントによって付与された権限が
先に検証されます。アクセス制御コンポーネントは、レコードにアクセスして使用するユーザーの権限の計算に入れられるO
racle CRM On 
Demandの機能です。アクセス制御コンポーネントの例として、レコード所有権、アクセスプロファイル、役割、チーム、
ブックおよびレポート階層があります。レコードをロックする制御は、他のアクセス制御コンポーネントによって有効になる

制限より優先されません。 

必要に応じて、企業で設定したレコードロックプロセスを特定のユーザーが上書きすることを許可できます。詳細は、「レコ

ードロックプロセスの上書きについて (ページ 420)」を参照してください。 

プロセスおよびプロセスの作成方法については、次のトピックを参照してください。 

n プロセス管理での推移ステートおよび推移項目について (ページ 409) 

n プロセス管理でのプライマリフィールドについて (ページ 409) 

n 活動レコードのロックのシナリオ (ページ 410) 
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n プロセスを使用してレコードをロックする例 (ページ 410) 

n プロセス管理機能 (ページ 412) 

n Oracle CRM On Demandでプロセスを設定するプロセス (ページ 414) 

n プロセスの作成 (ページ 414) 

n プロセスへの推移ステートの追加 (ページ 415) 

n プロセスの制限 (ページ 417) 

n 推移ステートの項目の設定 (ページ 417) 

n 関連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化 (ページ 418) 
 

プロセス管理での推移ステートおよび推移項目について 
レコードタイプに関連するプロセスでは、いくつかの推移ステートを設定します。推移ステートは、特定の条件を満たす場合

にレコードが移行する状態を表します。推移項目はレコードタイプのピックリストフィールドで、別の推移ステートへのレコ

ードの推移を決定します。プロセスのピックリストフィールドは、プロセスの定義で識別されます。 

プロセスでは、推移項目の各値を1つの推移ステートにリンクできます。各推移ステートには、次の情報を指定できます。 

n 条件。条件によって、レコードがこの推移ステートに移動可能かどうかを判断します。 

n エラーメッセージ。ユーザーがレコードをこの推移ステートに移動しようとしたとき、条件を満たしていない場合はエラ
ーメッセージが表示されます。 

n レコードアクセスコントロール。レコードアクセスコントロールによって、レコードがその推移ステートのときにユーザ
ーがレコードに対して実行できないアクションを決定します。ユーザーがその推移ステートのレコードを削除または更新

できないようにすることができます。 

n 項目設定。項目設定によって、レコードがその推移ステートのときの特定項目の動作を決定します。 

n 関連アクセス制御。関連アクセス制御によって、親レコードがその推移ステートのときにユーザーが関連レコードに対し
て実行できないアクションを決定します。 

たとえば、［状態］フィールドを推移項目として使用して［解決策］レコードタイプのプロセスを設定し、［ドラフト］、［

承認］および［旧式］の各状態値に対する3つの推移ステートをプロセスに追加します。次に、たとえば、［承認］状態の推
移ステートにある解決策をユーザーが削除できないようにしたり、［旧式］状態の推移ステートにある解決策をユーザーが更

新できないようにすることができます。 
 

プロセス管理でのプライマリフィールドについて 
レコードタイプのピックリストフィールドを使用して、そのレコードタイプの特定のレコードのみにプロセスが適用されるよ

うに制限できます。ピックリストフィールドはプライマリフィールドと呼ばれ、レコードのプライマリフィールドの値が、プ

ロセスに対して指定した値（つまり、プライマリ値）のいずれかに一致するレコードにのみ、プロセスが適用されます。たと

えば、［活動］レコードタイプで、［コールタイプ］フィールドをプライマリフィールドとして使用できます。［活動］レコ

ードタイプに対するプロセスは、特定のタイプのコールレコードにのみ適用されるように制限できます。 
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活動レコードのロックのシナリオ 
このトピックでは、製薬企業のセールス要員がOracle CRM On 
Demandでコール活動レコードを使用して客先への訪問の詳細を記録する方法、および特定の時点でコール活動レコードを
ロックする方法の例を示します。企業では、ビジネスモデルに応じてOracle CRM On 
Demandを様々な方法で使用できます。  

セールス要員は、地元のクリニックを訪問して、クリニックのサンプル棚を補充し、この製薬企業が発売を予定している新製

品について院長と対話することを計画しています。このセールス要員は、臨床試験結果とホワイトペーパーを収録したプロモ

ーションCDを院長に渡すつもりです。セールス要員がOracle CRM On 
Demandにコール活動レコードを設定するときは、レコードの状態を［開始前］に設定します。 

セールス要員がクリニックに到着し、クリニックのスタッフがサンプル棚の鍵を取りに行く間に、待ち時間がありました。セ

ールス要員はこの時間を利用して、Oracle CRM On 
Demandのコール活動レコードの状態を［進行中］に更新します。その後、セールス要員は、サンプル棚を補充し、院長と
新製品について情報交換をして、プロモーション資料を院長に渡しました。 

終業時間に向けて、セールス要員はOracle CRM On 
Demandにサインインし、その日の活動に関連するレコードの更新を開始します。セールス要員はクリニックへの訪問に関
するコール活動レコードを更新しますが、レコードの状態を最終状態の［提出済み］に変更する前に、再度レコードをレビュ

ーしたいと考えています。セールス要員は、営業会議に出席する予定があるため、レコードの状態を［完了］に設定して離席

します。この時点では、レコードをOracle CRM On Demandから削除できません。 

セールス要員は会議から戻ると、コール活動レコードを再度レビューして、レコードの状態を［提出済み］に設定します。こ

の時点で、コール活動レコードは更新およびOracle CRM On 
Demandからの削除ができなくなり、レコードの全フィールドが読み取り専用になります。さらに、提出済みのコール活動
レコードには、他のレコードをリンクできません。このシナリオをサポートするプロセスの例は、「プロセスを使用してレコ

ードをロックする例 (ページ 410)」に示します。 
 

プロセスを使用してレコードをロックする例 
このトピックでは、「活動レコードのロックのシナリオ (ページ 
410)」に説明するシナリオをサポートするプロセスの作成例を示します。この機能は、ビジネスモデルに応じて様々な方法
で使用できます。 

次のように、ユーザーが実行できるアクションを制限するプロセスを作成します。 

n レコードの状態が［完了］の場合、ユーザーはそのレコードを削除できません。 

n レコードの状態が［提出済み］の場合の動作は次のとおりです。 

n ユーザーは、レコードを更新または削除できず、他のレコードをコール活動レコードにリンクできません。 

n コール活動レコードの全フィールドは読み取り専用になります。 

n このプロセスは、取引先コールおよびプロフェッショナルコールに適用されますが、一般的なコールには適用されません
。 

コール活動レコードをロックするプロセスを設定するには 

1 Oracle CRM On Demandで、次のようにプロセスを作成します。 

a ［プロセス名］フィールドに、プロセスの一意の名前を入力します。 
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b ［オブジェクト名］フィールドで、［活動］を選択します。 

［オブジェクト名］フィールドで［活動］を選択すると、［プライマリフィールド］が［コールタイプ］に自動的に

設定されます。［推移項目］は［状態］に自動的に設定されます。プロセスの作成の詳細は、「プロセスの作成 
(ページ 414)」を参照してください。 

2 この手順のステップ1で作成したプロセスに、次の表に示すように推移ステートを追加します。 

プロセスへの推移ステートの追加の詳細は、「プロセスへの推移ステートの追加 (ページ 
415)」を参照してください。 

都道府県 ［更新の無効化］チェック

ボックス 
［削除の無効化］チェック

ボックス 

開始前 オフ オフ 

進行中 オフ オフ 

完了 オフ オン 

コミット オン オン 

3 ［取引先コール］および［プロフェッショナルコール］のプライマリ値をプロセスに追加することによって、プロセスが
取引先コールおよびプロフェッショナルコールには適用されるが、一般的なコールには適用されないように制限します。 

プロセスの制限の詳細は、「プロセスの制限 (ページ 417)」を参照してください。 

4 ［提出済み］推移ステートで、項目を設定し、全フィールドの［読み取り専用］チェックボックスをオンにします。 

推移ステートの項目の設定の詳細は、「推移ステートの項目の設定 (ページ 417)」を参照してください。 

5 ［完了］および［提出済み］推移ステートで、関連レコードタイプに対する適切なアクセス制御を有効にします。 

次の表に、チェックボックスの設定を示します。関連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化の詳細は、「関

連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化 (ページ 418)」を参照してください。 

推移ステート 関連レコードタイプ 作成/追加の無効化 更新の無効化 削除の無効化 

完了 

 

メッセージ応答 オフ オフ オン 

製品詳細 オフ オフ オン 

提供プロモーションアイ

テム 
オフ オフ オン 

提供サンプル オフ オフ オン 

サンプルリクエスト オフ オフ オン 

サンプルトランザクショ

ン 
オフ オフ オン 

署名 オフ オフ オン 

解決策 オフ オフ オン 
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推移ステート 関連レコードタイプ 作成/追加の無効化 更新の無効化 削除の無効化 

提出済み 

 

添付資料 オン オン オン 

ブック オン オン オン 

担当者（M:M） オン オン オン 

カスタムオブジェクト01
から03 

オン オン オン 

メッセージ応答 オン オン オン 

製品詳細 オン オン オン 

提供サンプル オン オン オン 

サンプルリクエスト オン オン オン 

サンプルトランザクショ

ン 
オン オン オン 

署名 オン オン オン 

解決策（M:M） オン オン オン 

注: 
サンプルリクエストレコードには、サンプルリクエスト項目レコードがリンクされており、親レコードをロックするときには

、これらのレコードもロックする必要があります。サンプルリクエスト項目レコードをロックするには、サンプルリクエスト

レコードタイプに基づく別のプロセスを設定する必要があります。同様に、サンプルトランザクションには、トランザクショ

ン項目レコードがリンクされています。トランザクション項目レコードをロックするには、［サンプルトランザクション］レ

コードタイプに基づく別のプロセスを設定する必要があります。レコードタイプに対して設定したプロセスは、そのレコード

タイプの親レコードをロックしますが、子レコードにリンクされているレコードはロックしません。 
 

プロセス管理機能 
プロセス管理では、次のレコードタイプがサポートされています。 

n 取引先 

n 活動 

n 住所 

n ビジネス計画 

n コール製品詳細 

n イベント 

n 見込み客 

n メッセージプラン 

n 目標 

n 商談 

n サンプル免責条項 
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n サンプルリクエスト 

n サンプルトランザクション 

n サービスリクエスト 

n 解決策 

制限 
次の制限が適用されます。 

n プロセス管理をサポートするレコードタイプごとに、1つのプロセスのみを設定できます。 

n サポートされているレコードタイプごとに、レコードタイプの［状態］フィールドがプロセスの推移項目として使用され
ます。別の推移項目は選択できません。 

注: 
ユーザーは、コール製品詳細レコードの状態を直接変更できません。コール製品詳細レコードの状態が常に関連コー

ルの状態と同一になるように、関連コールの状態が更新されたときに、Oracle CRM On 
Demandによってコール製品詳細レコードの状態が更新されます。 

n プロセスを制限するためにプライマリフィールドの使用をサポートしているのは、［活動］レコードタイプのみです。［
活動］レコードタイプのプライマリフィールドは、［コールタイプ］フィールドです。別のプライマリフィールドは選択

できません。 

n 推移ステートの推移項目に関するオプションは、レコードがその推移ステートのときに特定の項目が読み取り専用になる
ように指定するオプションに制限されます。 

n プロセスを保存するときにプロセスレコードに表示される順序番号フィールドと［デフォルト］チェックボックスは、現
行リリースのOracle CRM On Demandでは使用されません。 

関連レコードタイプ 
プロセス管理でサポートされている各親レコードタイプについては、その親レコードタイプでサポートされ、企業で使用可能

なすべての関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効化できますが、次の表に示す例外があります。 

親レコードタイプ サポート外の関連レコードタイプ 

取引先 n アセスメント 

n 金融口座: 支店 

n 金融口座: Held-Away Institutions 

活動 アセスメント 

ビジネス計画 アセスメント 

見込み客 アセスメント 

目標 アセスメント 

商談 アセスメント 

サービスリクエスト アセスメント 
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注: 
企業で設定したレコードロックプロセスを特定のユーザーが上書きすることを許可できます。詳細は、「レコードロックプロ

セスの上書きについて (ページ 420)」を参照してください。 
 

Oracle CRM On Demandでプロセスを設定するプロセス 
Oracle CRM On Demandでプロセスを設定するには、次のタスクを実行します。 

1 プロセスの作成 (ページ 414) 

2 プロセスへの推移ステートの追加 (ページ 415) 

また、オプションで、次のタスクを実行できます。 

n プロセスの制限 (ページ 417) 

n 推移ステートの項目の設定 (ページ 417) 

n 関連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化 (ページ 418) 
 

プロセスの作成 
プロセスを作成するには、次の手順を実行します。このタスクは、「Oracle CRM On 
Demandでプロセスを設定するプロセス (ページ 414)」のステップの1つです。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［プロセス管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

プロセスを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［プロセス管理］をクリックします。 

3 ［プロセスリスト］ページで、［新規］をクリックします。 

4 ［プロセス編集］ページで、プロセス情報を入力します。 

5 変更を保存します。 

注：プロセスを保存するときに［プロセス詳細］ページに表示される順序番号フィールドと［デフォルト］チェックボックス

は、現行リリースのOracle CRM On Demandでは使用されません。 

次の表では、プロセスフィールドについて説明します。これらのフィールドを現行リリースのOracle CRM On 
Demandで使用する方法の詳細は、「プロセス管理機能 (ページ 412)」にリストされている制限を参照してください。 

フィールド 説明 

プロセス名 プロセスに指定する名前。 

レコードタイプ プロセスのレコードタイプ。プロセスを作成できるレ

コードタイプのリストは、「プロセス管理機能 (ページ 
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フィールド 説明 

412)」を参照してください。 

プライマリフィールド プロセスをレコードタイプの特定のレコードに制限す

るためのフィルタとして使用する、レコードタイプの

フィールドの名前。このフィールドは読み取り専用で

す。［活動］レコードタイプの場合、［プライマリフ

ィールド］のデフォルト値は［コールタイプ］です。

その他のレコードタイプの場合、フィールドは空白で

す。プライマリフィールドの詳細は、「プロセス管理

でのプライマリフィールドについて (ページ 
409)」を参照してください。 

推移項目 別の推移ステートへのレコードの推移を決定する、レ

コードタイプのフィールドの名前。このフィールドは

読み取り専用です。サポートされているすべてのレコ

ードタイプに対して、デフォルト値は［状態］です。

推移項目の詳細は、「プロセス管理での推移ステート

および推移項目について (ページ 
409)」を参照してください。 

説明 （オプション）プロセスの説明。 

 
 

プロセスへの推移ステートの追加 
プロセスでは、推移項目の各値を1つの推移ステートにリンクできます。推移項目および推移ステートの詳細は、「プロセス
管理での推移ステートおよび推移項目について (ページ 409)」を参照してください。 

プロセスに推移ステートを追加するには、次の手順を実行します。このタスクは、「Oracle CRM On 
Demandでプロセスを設定するプロセス (ページ 414)」のステップの1つです。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［プロセス管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

プロセスに推移ステートを追加するには 

1 ［プロセスリスト］ページで、推移ステートを追加するプロセスの［プロセス名］リンクをクリックします。 

2 ［プロセス詳細］ページで、ページの［推移ステート］セクションにスクロールし、セクションのタイトルバーの［追加
］をクリックします。 

3 ［推移ステート編集］ページで、推移ステート情報を入力します。 

4 変更を保存します。 

5 プロセスに追加する推移ステートごとに、この手順のステップ2から4を繰り返します。 

次の表では、推移ステートの一部のフィールドについて説明します。Oracle CRM On 
Demandのページの［主要情報］セクションおよび［認証］セクションのヘッダーには、推移項目の名前が表示されます。 
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フィールド 説明 

主要情報 

都道府県 この推移ステートを識別する推移項目値。プロセスで

は、各推移項目値は1つの推移ステートでのみ使用でき
ます。値が推移ステートで使用されると、その値は［

状況］フィールドの値のピックリストから削除されま

す。 

カテゴリー （オプション）推移ステートが関連付けられるセール

スカテゴリー。 

説明 （オプション）推移ステートの説明。 

認証 

条件 （オプション）レコードがこの推移ステートに移動可

能かどうかを判断する条件。 

テキストボックスに式を直接入力するか、［fx］アイ
コンをクリックしてExpression 
Builderウィンドウを開き、そのウィンドウで式を定義
できます。Expression 
Builderの詳細は、「Expression Builder (ページ 
844)」を参照してください。 

式には計算フィールドを使用しないでください。推移

ステートの［条件］フィールドの式では、計算フィー

ルドはサポートされていません。 

ユーザーがプロセスで指定したレコードタイプのレコ

ードをこの推移ステートに移動しようとしたときに、

指定された条件を満たしていない場合は、エラーメッ

セージが表示され、ユーザーの変更は保存されません

。 

エラーメッセージ （オプション）ユーザーがプロセスで指定したレコー

ドタイプのレコードをこの推移ステートに移動しよう

としたときに、その推移ステートに対して設定された

条件を満たしていない場合に表示される、エラーメッ

セージのテキスト。 

レコードアクセスコントロール 

更新の無効化 （オプション）このチェックボックスをオンにすると

、レコードがこの推移ステートの場合に、外部アプリ

ケーションを含むユーザーは、プロセスで指定したレ

コードタイプのレコードを更新できません。 
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フィールド 説明 

削除の無効化 （オプション）このチェックボックスをオンにすると

、レコードがこの推移ステートの場合に、外部アプリ

ケーションを含むユーザーは、プロセスで指定したレ

コードタイプのレコードを削除できません。 

また、この推移ステートのレコードが親レコードの子

である場合、ユーザーは親子関係からそのレコードを

削除できません（削除すると、子レコードがOracle 
CRM On Demandから削除されます）。 

ただし、親レコードとの関係から子レコードを削除し

ても子レコードがOracle CRM On 
Demandから削除されない場合、レコードがこの推移
ステートのときはレコードを親子関係から削除できま

すが、レコード自体は削除できません。 

 
 

プロセスの制限 
レコードタイプの特定のレコードにのみプロセスを適用するように制限するには、レコードタイプのプライマリフィールドの

値の中から、プロセスに対して有効な値を指定します。プライマリフィールドの詳細は、「プロセス管理でのプライマリフィ

ールドについて (ページ 409)」を参照してください。 

プロセスを制限するには、次の手順を実行します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［プロセス管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

プロセスを制限するには 

1 ［プロセスリスト］ページで、制限するプロセスの［プロセス名］リンクをクリックします。 

2 ［プロセス詳細］ページで、ページの［プライマリ値］セクションにスクロールし、セクションのタイトルバーの［追加
］をクリックします。 

3 ［プライマリ値編集］ページの［値］フィールドで、プロセスが制限される値を選択します。 

［プライマリ値編集］ページでは、最大5つまで値を選択できます。追加の値を選択する場合は、この手順を繰り返
します。 

4 変更を保存します。 

5 この手順のステップ2から4を必要な回数だけ繰り返して、追加のプライマリ値を追加します。 
 

推移ステートの項目の設定 
推移ステートの項目を設定することによって、レコードがその推移ステートのときの特定項目の動作を指定できます。 

推移ステートの項目を設定するには、次の手順を実行します。 
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作業前の準備。次の手順を実行するには、［プロセス管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

推移ステートの項目を設定するには 

1 ［プロセス詳細］ページで、項目を設定する推移ステートの［状況］フィールドのリンクをクリックします。 

2 ［推移ステート詳細］ページで、ページの［項目設定］セクションにスクロールし、セクションのタイトルバーの［追加
］をクリックします。 

3 ［項目設定編集］ページで、プロセスで指定したレコードタイプのレコードがこの推移ステートのときの項目の動作を次
のように指定します。 

a ［項目］リストから項目を選択します。 

b 項目に対して設定する動作のチェックボックスをオンにします。 

注：推移ステートの項目設定に適用される制限については、「プロセス管理機能 (ページ 
412)」を参照してください。 

注意：チェックボックスフィールドを読み取り専用に設定するには、ページレイアウト上の使用場所に項目がすでに表示

されている必要があります。そうでない場合、項目がページに追加されて、ユーザーがこのタイプのレコードを保存しよ

うとすると、エラーメッセージが表示されます。 

［項目設定編集］ページでは、最大5つまで項目設定を指定できます。追加の項目設定を指定する場合は、この手順
を繰り返します。 

4 変更を保存します。 

5 この手順のステップ2から4を必要な回数だけ繰り返して、推移ステートに対してすべての項目を設定します。 
 

関連レコードタイプに対するアクセス制御の有効化 
関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効にすると、親レコードがその推移ステートのときにユーザーが関連レコード

に対して実行できるアクションを制限できます。 

注：関連レコードタイプがないレコードタイプもあります。 

関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効にするには、次の手順を実行します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［プロセス管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効にするには 

1 ［プロセス詳細］ページで、関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効にする推移ステートの［状況］フィールド
のリンクをクリックします。 

2 ［推移ステート詳細］ページで、ページの［関連アクセス制御］セクションにスクロールし、セクションのタイトルバー
の［追加］をクリックします。 

3 ［関連アクセス制御編集］ページで、関連レコードタイプごとに、有効にするアクセス制御のチェックボックスをオンに
します。 
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［関連アクセス制御編集］ページでは、最大5つまでの関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効にできます
。追加の関連レコードタイプに対してアクセス制御を有効にする場合は、この手順を繰り返します。 

注：［関連アクセス制御編集］ページでは、アクセス制御に関するチェックボックスは必須としてマークされており

、各チェックボックスの名前の横にアスタリスクが表示されています。これらのチェックボックスフィールドの値は

常にデータベースに保存されるため、チェックボックスは必須としてマークされています。値は、チェックボックス

がオンの場合は［真］、チェックボックスがオフの場合は［偽］です。チェックボックスをオンにすると、［真］値

がデータベースに保存されます。チェックボックスをオフにすると、［偽］値がデータベースに保存されます。 

4 変更を保存します。 

5 この手順のステップ2から4を必要な回数だけ繰り返して、推移ステートの関連レコードタイプに対してアクセス制御を
有効にします。 

次の表では、関連レコードタイプに対するアクセス制御について説明します。一部の関連レコードタイプは使用できません。

使用できない関連レコードタイプのリストは、「プロセス管理機能 (ページ 412)」を参照してください。 

注：ユーザーとしては、Oracle CRM On Demandのユーザーの他に、外部アプリケーションも可能です。 

フィールド 説明 

作成/追加の無効化 このチェックボックスをオンにすると、親レコードがこの推移ステートのと

きは、親レコードからこの関連レコードタイプの新規レコードを作成したり

、このレコードタイプの既存のレコードを親レコードに追加することはでき

ません。 

更新の無効化 このチェックボックスの動作は、次のように、親レコードタイプと関連レコ

ードタイプの関係によって異なります。 

n 親レコードタイプと関連レコードタイプが1対多関係の場合、このチェッ
クボックスをオンにすると、親レコードがこの推移ステートのとき、ユ

ーザーはこの関連レコードタイプのレコード（つまり、親レコードの子

レコード）を更新できません。 

親レコードがこの推移ステートのとき、Oracle CRM On 
Demand内のどこからも子レコードは更新できません。たとえば、
親レコードに［カスタムオブジェクト 
05］レコードタイプの関連レコードがある場合、親レコードがこの
推移ステートのときは、これらの［カスタムオブジェクト 
05］レコードは［カスタムオブジェクト 
05］ホームページからアクセスできる場合でも更新できません。 

n 親レコードタイプと関連レコードタイプが多対多関係の場合は［更新の
無効化］チェックボックスが使用不可になるため、親レコードがこの推

移ステートのときにユーザーがこのタイプの関連レコードを更新できな

いようにすることはできません。 

削除の無効化 このチェックボックスの動作は、次のように、親レコードタイプと関連レコ

ードタイプの関係によって異なります。 

n 親レコードタイプと関連レコードタイプが1対多関係の場合、このチェッ
クボックスをオンにすると、親レコードがこの推移ステートのとき、ユ

ーザーはこの関連レコードタイプのレコード（つまり、親レコードの子

レコード）を削除できません。 

親レコードがこの推移ステートのとき、Oracle CRM On 
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フィールド 説明 

Demand内のどこからも子レコードは削除できません。 

n 親レコードタイプと関連レコードタイプが多対多関係の場合、このチェ
ックボックスをオンにすると、親レコードがこの推移ステートのとき、

ユーザーは親子関係からこの関連タイプの子レコードを削除できません

。ただし、ユーザーは、Oracle CRM On 
Demandの他の場所（レコードタイプホームページからアクセスできる
リストなど）から子レコードを削除できます。 

 
 

レコードロックプロセスの上書きについて 
管理者やマネージャなどの特定のユーザーは、レコードロックプロセスによって制限されずに、ロックされたレコードを使用

することが必要な場合があります。ユーザーの役割で［プロセス管理の上書き］権限を有効化すると、ユーザーがレコードロ

ックプロセスを上書きすることを許可できます。  

［プロセス管理の上書き］権限によって削除されるのは、レコードロックプロセスによって設定されている制限のみです。ロ

ックされたレコードを使用するには、ユーザーがそのレコードを表示できて、適切なアクセスレベルおよび権限が付与されて

いる必要があります。［プロセス管理の上書き］権限によって、ユーザーは、すべてのレコードタイプのレコードロックプロ

セスを上書きできます。ユーザーが上書きできるレコードロックプロセスを一部のレコード、または一部のレコードタイプの

みに指定することはできません。 

注: ［プロセス管理の上書き］権限はデフォルトでは使用できません。この権限を企業で有効化する場合は、Oracle CRM 
On Demand Customer Careに連絡してください。 
 

ワークフロー設定 
企業のビジネス要件を満たすワークフロールールを設定するには、次の手順を実行します。 

1 すべての利害関係者と共同でビジネスプロセスを計画します。 

2 設定する必要のあるすべてのワークフロールールおよび対応するワークフローアクションを文書化します。ワークフロー
ルールのコンポーネントの詳細は、「ワークフロールールについて (ページ 421)」を参照してください。  

3 企業の管理者としてOracle CRM On 
Demandにサインインし、ワークフロールールを作成します。詳細は、「ワークフロールールの作成 (ページ 
445)」および「スケジュール済みイベントの作成 (ページ 452)」を参照してください。 

4 新しいワークフロールールおよびスケジュール済みイベントに、すべての必要なワークフローアクションを定義します。
様々なタイプのワークフローアクションの作成については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 
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n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

ワークフロールール機能の設定について 
新規顧客の場合は、ワークフロールール機能が自動的に有効になっています。ただし、既存顧客の場合は、Oracle CRM On 
Demand Customer Careと企業の管理者がOracle CRM On 
Demandのワークフロールール機能を次のように設定する必要があります。 

n Oracle CRM On Demand Customer Careの設定。Oracle CRM On Demand Customer 
Careがワークフロールール機能を設定すると、［管理ホームページ］の［ビジネスプロセス管理］セクションに［ワー
クフロー設定］リンクが表示されます。また、管理者の役割を持つユーザーの［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が有効になります。詳細については、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。 

注: [ユーザー]レコードタイプのワークフロールールを作成するには、ユーザーの役割に[データルールの管理 - 
ユーザー用ワークフロールールの管理]権限も必要です。管理者は、必要に応じて管理者役割および他の役割のこの
権限を有効にできます。［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールを作成する場合の考慮事項の詳細は、「

［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールを作成する場合の考慮事項 (参照 
"ユーザーレコードタイプのワークフロールールを作成するときの考慮事項" ページ 444)」を参照してください。 

n ［ワークフローを有効化］オプション。ワークフロールールは、企業の管理者が［企業プロファイル］ページで［ワーク
フローを有効化］チェックボックスをオンにするまで実行できません。企業プロファイルの設定方法については、「企業

プロファイルとグローバルデフォルトの設定 (ページ 19)」を参照してください。 

n 統合イベント。統合イベントは、作成、更新、削除、関連付け、関連付け解除、復元、マージなどの操作を含めた、Ora
cle CRM On 
Demandのレコードに対する変更に基づいて外部プロセスをトリガーするメカニズムです。追跡するレコードのフィー
ルドを指定できます。企業でワークフロールールを使用して統合イベントを作成する必要がある場合は、Oracle CRM 
On Demand Customer 
Careに統合イベント管理のサポートを依頼し、必要な統合イベントキューの合計サイズを指定します。追跡するフィー
ルドの値を変更すると、その変更が統合イベントに記録されます。また、統合イベントを追加する統合イベントキューを

指定することもできます。統合イベントの管理の詳細は、「統合イベントについて (ページ 
800)」を参照してください。 

n ブック。企業でワークフロールールを使用してレコードとブックの関連付けを更新する必要がある場合は、Oracle CRM 
On Demand Customer Careにブック管理のサポートを依頼します。ブック管理の詳細は、「ブックの管理 (ページ 
339)」を参照してください。 

 

ワークフロールールについて 
ワークフロールールは、指定されたイベントが発生した場合に1つ以上のアクションを自動的に実行するようにというOracle 
CRM On Demandへの指示です。 
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ワークフロールールのトリガーイベントとアクション 
ルールに指定されたイベント（トリガーイベント）が発生すると、ワークフロールールが評価されます。ルールの条件が満た

されている場合（またはルールに条件が設定されていない場合）は、ルールに指定されたアクションが実行されます。たとえ

ば、商談が作成されたときに（ワークフロールールトリガーイベント）、商談所有者の管理者に電子メールを送信する（ワー

クフロールールアクション）ように指定するワークフロールールを作成できます。また、商談の売上が特定の金額を上回った

場合にのみ（ワークフロールール条件）電子メールを送信するように指定し、電子メールの内容を指定することもできます。 

また、指定期間が経過した後や指定日時にアクションが実行されるようにワークフロールールを設定することもできます。時

間ベースのワークフローアクションの詳細は、「時間ベースのワークフロールールについて (ページ 
434)」および「スケジュール済みイベントについて (ページ 449)」を参照してください。 

ワークフロールールは次のいずれかの場合にトリガーできます。 

n レコードが作成、更新、復元、マージ、または削除された場合。 

注: 
ワークフローアクションによるレコードの更新により、一連の新規ワークフロールールがトリガーされることはあり

ません。たとえば、取引先レコードタイプのワークフロールールの［値を更新］アクションにより取引先レコードの

フィールドが更新される場合、これらのルールに［更新されたレコードが保存される前に］トリガーまたは［更新さ

れたレコードが保存されたとき］トリガーイベントがあるときでも、レコードに対するこの変更によって取引先レコ

ードタイプのワークフロールールがトリガーされることはありません。レコードに対する変更の結果としてOracle 
CRM On 
Demandで追加のアクションを実行する場合は、レコードを更新したアクションと同じワークフロールールに、こ
れらのアクションを設定する必要があります。 

n レコードが、他のレコードに関連付けられた場合、または他のレコードから分離した場合。 

関連付けや関連付け解除のワークフロールールトリガーは、特定のレコードタイプ間の関連付けでのみサポートされ

ます。詳細は、「トリガーイベントの関連付けと分離について (ページ 427)」を参照してください。 

n 指定の日時に到達した場合。 

注: 
ワークフロールールでは、カスケード削除操作およびディープ削除操作がサポートされています。たとえば、取引先が削除さ

れると、非共有住所である関連住所も削除されます。次に、住所の削除により、［レコードが削除される前］トリガーイベン

トが設定されている住所レコードタイプのワークフロールールがトリガーされます。カスケード削除操作およびディープ削除

操作の詳細については、「レコードの削除/復元について」を参照してください。 

ワークフロールールのトリガーイベントにはいくつかのタイプがありますが、各ワークフロールールに指定できるトリガーイ

ベントは1つのみです。選択したルールのトリガーイベントに応じて、ワークフロールール条件を満たしたときにOracle 
CRM On Demandで1つ以上のアクションが自動的に実行されるように指定できます。 

各ルールのトリガーイベントは、［ワークフロールールリスト］ページと［ワークフロールール詳細］ページに表示されます

。ワークフロールールについて選択されたトリガーイベントのタイプに応じて、ルールは次のいずれかのタイプとなります。 

n イベント前ワークフロールール。ルールをトリガーしたイベントの完了前にワークフローアクションが発生します。 

n イベント後ワークフロールール。ワークフロールールをトリガーしたイベントが正常に完了した後、ワークフローアクシ
ョンが発生します。 

n スケジュール済みイベント。スケジュール済みイベントタイプは、イベント後ルールタイプのサブタイプです。 

スケジュール済みイベントは、ユーザーアクションではトリガーされないワークフロールールです。かわりに、スケ

ジュール済みイベントは、指定された日時になると自動的に実行されます。必要な場合は、スケジュール済みイベン

トに指定した間隔で複数回実行するように、スケジュール済みイベントを設定できます。 

スケジュール済みイベントの詳細は、「スケジュール済みイベントについて (ページ 
449)」、「スケジュール済みイベントの作成 (ページ 
452)」および「分析のためのスケジュール済みイベントの作成 (ページ 456)」を参照してください。 
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ワークフロールールは、個々のフィールドに対してではなく、レコード全体に対して設定されます。スケジュール済みイベン

トはレコードのリストに対して設定され、分析のためのスケジュール済みイベントは指定されたユーザーに対して実行される

ように設定されます。 

注:ルールの作成後に、そのルールのレコードタイプやトリガーイベントを変更することはできません。ただし、ルールに条
件がある場合は条件を更新できます。スケジュール済みイベントに対して、スケジュールを更新したり別のリストを選択でき

ます。 

次の表では、各トリガーイベントで使用可能なアクションについて説明します。 

トリガーイベント ルールタイプ 使用可能なアクション 

新規レコードが保存されたとき イベント後 n 電子メールの送信 

n タスクの作成 

n ブックの割り当て 

n 統合イベントの作成 

n 待機 

n 値の更新 

更新されたレコードが保存されたとき イベント後 n 電子メールの送信 

n タスクの作成 

n ブックの割り当て 

n 統合イベントの作成 

n 待機 

n 値の更新 

レコードが削除される前 イベント前 n 電子メールの送信 

n タスクの作成 

n 統合イベントの作成 

更新されたレコードが保存される前に イベント前 n 値の更新 

親との関連付けの後 イベント後 n 電子メールの送信 

n 統合イベントの作成 

n 待機 

親との関連付け解除の後 イベント後 n 電子メールの送信 

n 統合イベントの作成 

n 待機 

レコードの復元時 イベント後 n 電子メールの送信 

n 統合イベントの作成 

n タスクの作成 
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トリガーイベント ルールタイプ 使用可能なアクション 

レコードのマージ時 イベント後 n 電子メールの送信 

n 統合イベントの作成 

n タスクの作成 

スケジュール済みイベント スケジュール済みイベント n 電子メールの送信 

n タスクの作成 

n ブックの割り当て 

n 値の更新 

注: 
[分析]レコードタイプのスケジュール済
みイベントでは、[メール送信]アクショ
ンのみサポートされます。 

一部の追加ワークフローアクションは、Oracle CRM On Demand Life Sciences EditionおよびOracle CRM On Demand 
for Partner Relationship Managementで使用できます。詳細は、「ワークフローアクションについて (ページ 
432)」を参照してください。 

注: Oracle CRM On 
Demandでワークリストを使用する場合、サンプルリクエスト項目に対するブロック製品の処理はサポートされません。詳
細は、「サンプルリクエスト項目ワークフローとブロック製品ルールについて」を参照してください。 

注: 
特定のレコードタイプについては、現在そのタイプのレコードの復元が不可であるため、［レコードの復元時］トリガーイベ

ントで設定されたワークフローはトリガーされません。たとえば、取引先チームレコードの復元は現在不可です。このような

レコードタイプの復元のサポートが将来追加された場合、［レコードの復元時］トリガーイベントで設定されたワークフロー

ルールは適宜トリガーされます。 

ワークフロールールとルールアクションに適用される制限事項 
スケジュール済みイベント以外のトリガーイベントがあるワークフロールール、およびそれらのルールに対するアクションに

は、次の制限が適用されます。 

n ワークフロールール条件。ワークフロールールに条件を定義した場合は、ルールがトリガーされたときにルール条件が満
たされている場合にのみ、ワークフロールールのアクションが実行されます。条件が満たされていない場合、アクション

は実行されません。ワークフロールールに条件を定義していない場合は、ルールがトリガーされるたびにワークフロール

ールのアクションが実行されます。 

n シングルレコードコンテキスト。ワークフロールールは、レコードが作成、更新、削除された場合にトリガーされます。
1つのレコードのコンテキスト内でのみ動作するため、ワークフロールールがアクセスおよび更新できるフィールドも1
つのレコードだけです。 

注:ワークフロールールがレコードの関連付けまたは分離アクションによってトリガーされると、そのワークフロー
によって作成された統合イベントは、子レコードおよび親レコードの両方のフィールドを含めることができます。 

すべてのワークフロールールおよびスケジュール済みイベント、およびそのルールおよびスケジュール済みイベントに対する

アクションには、次の制限が適用されます。  

n ワークフロールールおよびスケジュール済みイベントに対する複数のアクション。ワークフロールールまたはスケジュ
ール済みイベントに対して複数のアクションを作成できます。 
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1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。スケジュール済みイベントでは、最大
5個のワークフローアクションを作成できます。ワークフロールールまたはスケジュール済みイベントに許可された
数を超えるアクションを作成しようとすると、エラーメッセージが表示されます。 

注: 
ワークフロールールまたはスケジュール済みイベントに対するワークフローアクションが完了せずに予期しない終了

となった場合、ワークフロールールまたはスケジュール済みイベントの残りのアクションは実行されない可能性があ

ります。ワークフローアクションが失敗した場合の動作については、「ワークフロールールおよびワークフローアク

ションの失敗について (ページ 437)」を参照してください。 

n レコードタイプ。さまざまなレコードタイプについてワークフロールールおよびスケジュール済みイベントを作成できま
す。ただし、各ワークフロールールまたはスケジュール済みイベントは、1種類のレコードタイプにのみ適用されます。
つまり、特定のレコードタイプに対してワークフロールールまたはスケジュール済みイベントを作成した後、別のレコー

ドタイプに対して同じアクションを実行する場合は、2番目のレコードタイプに対して、同じワークフロールールまたは
スケジュール済みイベントを作成する必要があります。 

ワークフロールールの順序 
ワークフロールールを作成すると、Oracle CRM On 
Demandにより、同じレコードタイプと同じトリガーイベントに基づいたルールに対して未使用の次の順序番号が自動的に
割り当てられます。ワークフロールールに対するトリガーイベントが［親との関連付けの後］または［親との関連付け解除の

後］の場合は、Oracle CRM On 
Demandにより、同じレコードタイプ、同じトリガーイベント、および同じ親レコードタイプに基づいたルールに対して未
使用の次の順序番号が自動的に割り当てられます。スケジュール済みイベント以外のトリガーイベントがあるワークフロール

ールでは、順序番号により、同じレコードタイプと同じトリガーイベント（および該当する場合は同じ親レコードタイプ）に

基づいた一連のワークフロールールをOracle CRM On 
Demandが呼び出す順序が決まります。ルールの順序は変更できます。 

注: 
スケジュール済みイベントのトリガーイベントがあるワークフロールールにも順序番号が割り当てられますが、それらは順番

どおりに実行されません。スケジュール済みイベントの順序番号は読み取り専用です。 

ワークフロールールの順序の変更の詳細は、「ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496)」を参照してください。 

一連のワークフロールールの終了 
スケジュール済みイベント以外のトリガーイベントがあるワークフロールールでは、ワークフロールールの条件を満たした場

合に一連のワークフロールールの処理をOracle CRM On 
Demandが停止するように指定できます。ワークフロールールがトリガーされると、ルールの条件が評価されます。ルール
の条件を満たし、ワークフロールールの［終了］チェックボックスがオンの場合は、現在のワークフロールールで有効なアク

ションが実行されますが、同じレコードタイプと同じトリガーイベント（および該当する場合は同じ親レコードタイプ）に基

づいている後続のワークフロールールは処理されません。 

ワークフローアクションの順序 
ワークフロールールまたはスケジュール済みイベントに複数のアクションがある場合は、アクション1から指定の順序でアク
ションが実行されます。アクションが完了するまで、次のアクションは実行されません。ルールのアクションの順序は変更で

きます。ワークフローアクションの詳細は、「ワークフローアクションについて (ページ 432)」を参照してください。 

スケジュール済みイベントの場合は、その日付でフィルターされたリストに基づいて返されたレコードに対してアクションが

実行されます。レコードは順番に処理されます。つまり、リストの最初のレコードに対してスケジュール済みイベントのすべ
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てのワークフローアクションがスケジュール済みイベントに指定された順序で実行され、次にリストの2番目のレコードに対
してすべてのアクションが実行され、その後も同様の要領でレコードが処理されます。 

ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗 
ワークフロールール、スケジュール済みイベントまたはワークフローアクションが失敗して完了しなかった場合、ワークフロ

ールールまたはスケジュール済みイベントのトリガーイベントのタイプおよびエラーのタイプに応じて、［ワークフローエラ

ーモニター］で、またはワークフロールールをトリガーしたアクションを実行したユーザーに、失敗が報告されます。詳細は

、「ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗について (ページ 437)」を参照してください。 

レコードの表示およびワークフローアクション 
ワークフロールールをトリガーするアクションをユーザーが実行し、ユーザーのアクションの結果としてレコードを表示でき

なくなった場合、ワークフロールールに対する一部のアクションが失敗することがあります。 

たとえば、変更した取引先レコードの保存時にトリガーされるワークフロールールがあるとします。取引先レコードを所有す

るユーザーが取引先を別のユーザーに再割当した場合、その取引先レコードの保存時にワークフロールールがトリガーされま

す。レコードの元の所有者が他のどのような手段（チームまたはブックのメンバーシップなど）によっても取引先レコードを

表示できなくなった場合、その取引先レコードにアクセスする必要があるワークフローアクションは失敗します。 

同様に、スケジュール済みイベントを有効にしたユーザーがスケジュール済みイベントで選択されたリストにアクセスできな

くなった場合も、スケジュール済みイベントのインスタンスは失敗します。 

レコード所有権モードおよびワークフローアクション 
カスタムブックを異なる所有権モード（ユーザーモード、混合モードまたはブックモード）でサポートするレコードタイプを

設定できます。レコード所有権モードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 
347)」を参照してください。レコード所有権モードはワークフローのルールおよびアクションと相互作用します。 

［ブックを割り当て］ワークフローアクションでプライマリカスタムブックをレコードから削除しようとした場合の動作は次

のとおりです。 

n レコードタイプがブックモードに設定されている場合は、ワークフローアクションが失敗します。 

n レコードタイプが混合モードに設定されている場合は、プライマリカスタムブックがレコードから削除されるときに、O
racle CRM On Demandによってレコードの［ブック］フィールドの値が削除されます。 

n レコードタイプがユーザーモードに設定されている場合は、レコードのいずれのブックもプライマリカスタムブックでは
ないため、レコード所有権モードはワークフローアクションに影響しません。 

［レコード上の電子メールアドレス］オプションを使用して電子メールを送信するように［メール送信］アクションが設定さ

れている場合など、ワークフローアクションがレコードの［所有者］フィールドの値に依存する場合は、次の状況が発生しま

す。 

n レコードタイプがブックモードに設定されている場合は、ワークフローアクションが失敗します。  

n レコードタイプがユーザーモードまたは混合モードに設定され、レコードで関係のあるユーザーを識別するフィールドが
空白の場合は、ワークフローアクションが失敗します。 

たとえば、取引先所有者に電子メールを送信する［メール送信］アクションを設定する場合、取引先レコードの［所

有者］フィールドが空白になっていると、ワークフローアクションは失敗します。一方、［所有者］フィールドに値

が挿入されていると、ワークフローアクションは正常に実行されます。 
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待ち時間 
スケジュール済みイベントのトリガーイベント以外のトリガーイベントがあるワークフロールールは、順次かつ同期して評価

されます。すべてのルールが評価されるまで、全体の更新操作は完了しません。したがって、ワークフロールールでは、操作

に対して一定の待ち時間（操作の開始と操作の終了までの時間）を設けています。たとえば、ワークフローによって作成され

る各タスクは、レコードの更新操作に対して最大で20%の待ち時間を追加することができます。ワークフロールールによっ
て作成される各電子メールには、約5%の待ち時間が追加されます。 

式の評価には、それほど時間はかかりません。待ち時間を最短にするには、相互排他的な式をワークフロー条件に追加します

。ワークフロールールは、パフォーマンスを念頭に置いたうえで、段階的に構築します。 

次に示した作業の手順を参照するには、該当するトピックをクリックしてください。 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n スケジュール済みイベントの作成 (ページ 452) 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

トリガーイベントの関連付けと分離について 
ワークフロールール上のトリガーイベントの関連付けと分離は、特定のレコードタイプ間の関連付けでのみサポートされます

。トリガーイベントの関連付けと分離では、次のアクションを使用できます。 

n メール送信。このアクションは、トリガーイベントのすべての関連付けと分離で使用できます。 

n 待機。このアクションは、トリガーイベントのすべての関連付けと分離で使用できます。 

n 統合イベントの作成。このアクションは、一部の関連付けと分離でのみ使用できます。 

次の表で、トリガーイベントの関連付けと分離をサポートする関連付けを示し、どの関連付けと分離が［統合イベントの作成

］アクションをサポートしているかを示します。 

親レコードタイプ レコードタイプ ［統合イベントの作成］ア

クションのサポート 

取引先 住所 はい 

取引先  担当者 はい 

取引先 カスタムオブジェクト 01 いいえ 
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親レコードタイプ レコードタイプ ［統合イベントの作成］ア

クションのサポート 

取引先 カスタムオブジェクト 02 いいえ 

取引先 カスタムオブジェクト 03 いいえ 

活動 担当者 いいえ 

担当者 取引先 はい 

担当者 住所 はい 

担当者 カスタムオブジェクト 01 いいえ 

担当者 カスタムオブジェクト 02 いいえ 

担当者 カスタムオブジェクト 03 いいえ 

担当者 商談 はい 

商談 担当者 はい 

商談 カスタムオブジェクト 02 いいえ 

次の表で、関連付けまたは分離のワークフロールールをトリガーできるアクションを示します。この表では、統合イベントア

クションがワークフロールール上で設定された場合に、ワークフロールールによって生成される統合イベントも示しています

。 

注:レコード内のデータによっては、追加の統合イベントが生成される場合があります。たとえば、取引先に作成された新し
い担当者がその取引先のプライマリ担当者である場合、追加の統合イベント（取引先の更新）が生成されます。 

アクション 親レコード 子レコード チャネル 統合イベント 

非共有住所で新

規取引先を作成

します。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先: 挿入 

住所: 挿入 

住所: 関連付ける 

Webサービス 取引先: 挿入 

住所: 挿入 

住所: 関連付ける 

既存の取引先に

対して非共有住

所を作成します

。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
住所: 挿入 

取引先：更新 

住所: 関連付ける 

Webサービス 住所: 挿入 

取引先：更新 

住所: 関連付ける 
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アクション 親レコード 子レコード チャネル 統合イベント 

取引先から非共

有住所を削除し

ます。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
住所: 削除 

取引先：更新 

Webサービス 住所: 削除 

取引先：更新 

住所: 分離 

関連する既存の

共有住所を使用

して新規取引先

を作成します。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先: 挿入 

Webサービス 取引先: 挿入 

取引先住所: 挿入 

既存の共有住所

を既存の取引先

にリンクします

。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先住所: 挿入 

Webサービス 取引先住所: 挿入 

取引先の［詳細

］ページの住所

関連情報セクシ

ョンから新規共

有住所を作成し

ます。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先：更新 

住所: 挿入 

住所: 関連付ける 

Webサービス 該当なし 

取引先から共有

住所を削除しま

す。 

 

取引先 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先住所: 削除 

取引先：更新 

Webサービス 取引先住所: 削除 

取引先に新しい

担当者を作成し

ます。 

取引先 担当者 ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先：更新 

担当者：挿入 

担当者：関連付ける 

Webサービス 担当者：挿入 

担当者：関連付ける 

取引先：更新 

既存の担当者を

取引先にリンク

取引先 担当者 ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先担当者：挿入 

担当者：更新 
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アクション 親レコード 子レコード チャネル 統合イベント 

します。 Webサービス 担当者：関連付ける  

取引先：更新 

取引先から担当

者を削除します

。 

取引先 担当者 ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先担当者：削除 

担当者：更新（プライマリ

担当者のみ） 

Webサービス 担当者：分離 

取引先：更新  

既存の取引先を

担当者にリンク

します。 

担当者 取引先 ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先担当者：挿入 

取引先：更新  

Webサービス 取引先担当者：挿入  

担当者：更新 

担当者から取引

先を削除します

。 

担当者 取引先 ユーザーインタ

ーフェイス 
取引先担当者：削除 

担当者：更新（プライマリ

担当者のみ） 

Webサービス 取引先担当者：削除 

担当者：更新（プライマリ

担当者のみ） 

非共有住所で新

規担当者を作成

します。 

 

担当者 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
担当者：挿入 

住所: 挿入 

住所: 関連付ける 

Webサービス 担当者：挿入 

住所: 挿入 

住所: 関連付ける 

既存の担当者に

対して非共有住

所を作成します

。 

 

担当者 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
住所: 挿入 

担当者：更新 

住所: 関連付ける 

Webサービス 住所: 挿入 

担当者：更新 

住所: 関連付ける 

担当者から非共

有住所を削除し

担当者 住所 ユーザーインタ

ーフェイス 
住所: 削除 

担当者：更新 
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アクション 親レコード 子レコード チャネル 統合イベント 

ます。 

 

  Webサービス 住所: 削除 

担当者：更新 

住所: 分離 

関連する既存の

共有住所を使用

して新規担当者

を作成します。 

 

担当者 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
担当者：挿入 

Webサービス 担当者：挿入 

担当者の住所: 挿入 

既存の共有住所

を既存の担当者

にリンクします

。 

 

担当者 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
担当者の住所: 挿入 

Webサービス 担当者の住所: 挿入 

担当者の［詳細

］ページの住所

関連情報セクシ

ョンから新規共

有住所を作成し

ます。  

 

担当者 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
担当者：更新 

住所: 挿入 

住所: 関連付ける 

Webサービス 該当なし 

担当者から共有

住所を削除しま

す。 

 

担当者 

 

住所 

 

ユーザーインタ

ーフェイス 
担当者の住所: 削除 

担当者：更新 

Webサービス 担当者の住所: 削除 

担当者に新しい

商談を作成しま

す。 

担当者 商談 ユーザーインタ

ーフェイス 
商談：挿入 

商談：関連付け 

Webサービス 商談：挿入 

商談：関連付け 

担当者：更新 

担当者から商談

を削除します。 
担当者 商談 ユーザーインタ

ーフェイス 
商談：関連付け解除 

Webサービス 商談：関連付け解除 

取引先に新しい

商談を作成しま

商談 担当者 Webサービス 担当者：挿入 

担当者：関連付ける 
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アクション 親レコード 子レコード チャネル 統合イベント 

す。 

注:このアクショ
ンはユーザーイ

ンターフェイス

からは使用でき

ません。 

既存の担当者を

商談にリンクし

ます。 

商談 担当者 ユーザーインタ

ーフェイス 
商談：更新 

商談担当者役割：挿入 

Webサービス 担当者：関連付ける 

商談：更新 

商談から担当者

を削除します。 
商談 担当者 ユーザーインタ

ーフェイス 
商談担当者役割：削除 

商談：更新 

Webサービス 担当者：分離 

商談：更新 

 
 

ワークフローアクションについて 
1つのワークフロールールに対して複数のアクション（最大25個）を作成できます。 

作成可能なワークフローアクションのタイプは次のとおりです。 

n ［ブックを割り当て］。［ブックを割り当て］アクションでは、ワークフロールールの条件を満たすと、レコードにブッ
クを割り当てます。 

n 統合イベントの作成。［統合イベントの作成］アクションでは、ワークフロールールの条件を満たし、［統合イベントの
作成］アクションで追跡されているフィールドの少なくとも1つで変更が検出された場合、自動的に1つ以上の統合キュ
ーに統合イベントを送信します。 

n タスクを作成。［タスクを作成］アクションでは、ワークフロールールの条件を満たすと、タスクを作成します。 

n メール送信。［メール送信］アクションでは、ワークフロールールの条件を満たすと、電子メールが生成されます。ワー
クフロールールをトリガーした操作の成否にかかわらず、電子メールが自動的に送信されます。 

n 値を更新。［値を更新］アクションでは、レコードの変更時に、元の変更に関する情報（レコードの変更日時、変更した
ユーザー、変更内容）を保持したままフィールドを更新します。このアクションは、ワークフロールールの［値を更新］

アクションより前にある1つ以上の［待機］アクションに定義されている待機期間の終了後に実行されます。 

n 待機 待機アクションを使用すると、Oracle CRM On 
Demandでは、待機期間が経過するまで、ワークフロールールの他の（後続の）アクションの実行が延期されます。 

注: 待機期間には、Oracle CRM On 
Demandがワークフロールールの他のアクションの実行を開始する前に経過する必要がある最小時間を指定します
。Oracle CRM On DemandデータベースおよびOracle CRM On 
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Demandサーバーの負荷、および待機期間終了時の保留中待機アクションの数によっては、他のアクションが実行
されるまでに経過する実際の時間がさらに長くなる場合があります。 

注:ワークフロールールに複数のアクションを指定した場合、アクション1から指定の順序でアクションが実行されます。ア
クションが完了するまで、次のアクションは実行されません。ワークフロールールのアクションを作成した後で、アクション

の順序を変更できます。詳細については、「ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 
495)」を参照してください。 

ワークフロールールのアクションを作成するときは、Expression 
Builderを使用して、レコードからフィールドを選択し、変数を計算する式を定義します。電子メールの件名とメッセージの
本文テキスト、タスクの件名と説明テキストまたは更新するフィールドの新しい値に、レコードのフィールドと変数をマージ

できます。また、式ビルダーを使用して、ワークフロールールの［待機］アクションの待機期間の長さまたは終了日時を計算

することもできます。定義する式のフィールドの名前と変数は、ワークフロールールの実装時に値に置き換わります。Expre
ssion Builderの詳細は、「Expression Builder (ページ 844)」を参照してください。 

注: 連結フィールドは、複数のフィールドからの値の表示や追加テキストの表示が可能なフィールドです。 
連結フィールドは、［値を更新］ワークフローアクションで更新できず、統合イベントに含めることもできません。そのかわ

り、連結フィールドを構成する個々のフィールドを使用する必要があります。 

ワークフローアクションを作成する手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

Oracle CRM On Demand for Partner Relationship 
Managementの追加ワークフローアクション 
次の3つの追加ワークフローアクションは、Oracle CRM On Demand for Partner Relationship 
Managementでのみ使用できます。 

n パートナーブック同期 

n ブックパートナー同期 

n 所有者パートナー同期 

これらのアクションとその使用方法の詳細は、Oracle CRM On Demand for Partner Relationship Management 
Configuration Guideを参照してください。このマニュアルは、Oracle CRM On DemandのOracle Technology 
Networkドキュメントライブラリ (参照 Oracle CRM On Demand documentation library - 
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html)から入手できます。 

Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの追加ワークフローアクション 
［コールの送信］と［実行］の2つの追加ワークフローアクションを、Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionで使用できます。 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
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［コールの送信］アクション 
［コールの送信］アクションは、Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionと連携するようにOracle CRM On 
Demand Disconnected Mobile 
Salesアプリケーションを使用している顧客のみが設定する必要があります。このワークフローアクションの設定手順の詳細
は、Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile Sales Administration 
Guideで在庫追跡の支出トランザクションワークフロールールの設定に関する情報を確認してください。これは、Oracle 
Technology NetworkのOracle CRM On Demandのドキュメントライブラリ (参照 Oracle CRM On Demand 
documentation library - http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-
096050.html)から入手できます。Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionを使用していない顧客は、このワークフローアクションを設定できません。このワークフローアクションを設定する
と、作成された活動レコードが、［オープン］状態を経ずに、［提出済み］状態に設定され、完了済み活動の下にリストされ

る可能性があります。  

［コールの送信］アクションは、次の各トリガーイベントで使用可能です。 

n 新規レコードが保存されたとき 

n 更新されたレコードが保存されたとき 

［コールの送信］アクションの次のアクションは、［待機］アクションである必要があります。 

［実行］アクション 
［実行］アクションを使用できるのは、サンプルトランザクションレコードタイプのワークフロールールのみです。［実行］

アクションでは、Oracle CRM On 
Demandで処理されるサンプルトランザクションレコードが自動的に実行されます。これは、ユーザーインターフェイスの
サンプルトランザクションの［詳細］ページの［実行］ボタンをクリックするのと同じです。［実行］ワークフローアクショ

ンの使用方法の詳細は、「サンプルトランザクションの自動実行の設定 (ページ 838)」を参照してください。 

［実行］アクションは、［更新されたレコードが保存されたとき］トリガーイベントで使用可能です。［実行］アクションの

前のアクションは、［待機］アクションである必要があります。 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

時間ベースのワークフロールールについて 
待機期間が経過した後にアクションが実行されるように、特定のワークフロールールを設定できます。たとえば、レコードの

期日が経過した後、またはレコードが一定期間使用されていなかった場合に、ルールのアクションが実行されるようにルール

を設定できます。時間ベースのワークフロールールを設定するには2つの方法があります。 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
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n スケジュール済みイベントを設定。スケジュール済みイベントは、ユーザーアクションではトリガーされないワークフロ
ールールです。かわりに、スケジュール済みイベントは、指定された日時になると自動的に実行されます。必要な場合は

、スケジュール済みイベントに指定した間隔で複数回実行するように、スケジュール済みイベントを設定できます。スケ

ジュール済みイベントのワークフローアクションはレコードのリストに対して実行されますが、他のタイプのワークフロ

ールールのアクションは単一レコードに対して実行されます。 

スケジュール済みイベントの詳細は、「スケジュール済みイベントについて (ページ 
449)」および「スケジュール済みイベントの作成 (ページ 452)」を参照してください。 

n ワークフロールールまたはスケジュール済みイベントに［待機］アクションを設定。 

［待機］アクションについて 
1つ以上の［待機］アクションを、特定のイベント後ワークフロールール（スケジュール済みイベントを含む）に追加できま
す。時間ベースのアクションを実行するケースごとに、遅延の期間、または遅延の終了日時を指定する［待機］アクションを

作成します。期間または日付を直接入力するか、期間または日付を計算する式を作成できます。次に、遅延するアクションの

直前に［待機］アクションがくるように、ルールのアクションを並べ替えます。ビジネスプロセスの実現に複数のルールが必

要な場合は、目的を実現するためにルールを適切に並べ替えます。 

注: ［待機］アクションは、イベント前ワークフロールールには設定できません。 

待機アクション後のワークフロー条件の再評価について 
［スケジュール済みイベント］以外のトリガーイベントを使用してイベント後ワークフロールールに［待機］アクションを設

定すると、待機期間の終了時にワークフロールール条件を再評価するかどうかを指定できます。［待機］アクションの［待機

後のルール条件を再評価します］チェックボックスがオンの場合は、待機期間の終了後にレコードが再び読み込まれ、ワーク

フロールールの条件に対して再評価されます。  

（待機期間中にレコードが変更されたために）ルール条件が満たされていない場合、ルールの残りのアクションは実行されま

せん。デフォルトでは、［待機］アクションの［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスはオンになります。 

［待機］アクションの［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスをオフにすると、待機期間が終了した後に、

レコードが再び読み込まれ、ルールに対する次のアクションが実行されます。このときに、レコードがまだルール条件を満た

しているかどうかはチェックされません。ルールに複数の［待機］アクションがある場合は、待機期間の終了後にルール条件

を再評価する［待機］アクションごとに［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスをオンにする必要がありま

す。 

注: 
スケジュール済みイベント、つまり、［スケジュール済みイベント］トリガーイベントを使用するワークフロールールには条

件を設定できません。したがって、スケジュール済みイベントの［待機］アクションの［待機後のルール条件を再評価します

］チェックボックスをオンまたはオフにしても、ルールの処理には影響しません。 

［待機］アクションを使用する時間ベースのワークフロールールの使用例 
次に、［待機］アクションを使用する時間ベースのワークフロールールの設定例を示します。時間ベースのワークフロールー

ルは、ビジネスモデルに応じて異なる方法で使用できます。 

サービスリクエストには、［標準］、［緊急］、［非常に重要］の3つの優先順位オプションが使用されます。サービスリク
エストが作成されると、サービスリクエストの優先順位はデフォルトで［標準］に設定されます。サービスエスカレーション

のビジネスプロセスでは、次のアクションが必要です。 
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1 新しいサービスリクエストが作成された後、サービスリクエストの状態が24時間以内に更新されない場合は、サービス
リクエストの優先順位が［緊急］に変更され、サービスリクエストを更新する必要があることを所有者に通知する電子メ

ールがサービスリクエストの所有者に送信されます。 

2 サービスリクエストの状態が変更されずにさらに24時間経過すると、次の処理が実行されます。 

n サービスリクエストの［優先順位］フィールドが［非常に重要］に変更されます。 

n サービスリクエストが当初の所有者のマネージャに再割り当てされます。 

n サービスリクエストが所有者のマネージャに再割り当てされたこと、および優先順位が［非常に重要］に変更された
ことを伝える電子メールが、サービスリクエストの当初の所有者と新しい所有者に送信されます。 

この要件を満たすために、企業の管理者は、次のように設定されるサービスリクエストレコードタイプのワークフロールール

を設定します。 

1 ルールトリガーは、［新規レコードが保存されたとき］という値に設定されます。 

2 ルール条件は、次のように、サービスリクエストの状態が［保留中］に設定されていないことを指定します。 

[<Status>]<>LookupValue("SR_STATUS", "Pending") 

3 ワークフロールールには次の一連のアクションがあります。 

a 期間が24時間で、［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスがオンの［待機］アクション 

b サービスリクエストの［優先順位］フィールドを［緊急］に変更する［値を更新］アクション 

c サービスリクエストの優先順位が［緊急］に変更されたこと、およびサービスリクエストを更新する必要があること
を所有者に通知する電子メールをサービスリクエストの所有者に送信する［メール送信］アクション 

d 期間が24時間で、［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスがオンの［待機］アクション 

e サービスリクエストの［優先順位］フィールドを［非常に重要］に変更する［値を更新］アクション 

f 当初の所有者のマネージャを新しい所有者として割り当てる［値を更新］アクション 

g サービスリクエストが再割り当てされたこと、およびサービスリクエストの優先順位が［非常に重要］に変更された
を通知する電子メールをサービスリクエストの所有者と所有者のマネージャに送信する［メール送信］アクション 

ワークフロールールおよびスケジュール済みイベントの［待機］アクションおよび［値を更新］アクションの作成については

、「ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492)」および「ワークフローアクションの作成：値を更新 (参照 
"ワークフローアクションの作成：値の更新" ページ 490)」を参照してください。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 



ビジネスプロセス管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  437 
 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗について 
ワークフロールールまたはワークフロールールアクションが失敗したときの動作は、次によって異なります。 

n ワークフロールールがイベント前ルール、イベント後ルールまたはスケジュール済みイベントのいずれかであるか。これ
はワークフロールールのトリガーイベントによって決まります。トリガーイベントの詳細は、「ワークフロールールにつ

いて (ページ 421)」を参照してください。 

n ワークフロールールまたはアクションの失敗の原因となるエラーのタイプ。 

ワークフロールールまたはワークフローアクションの失敗の原因となる可能性があるエラーの例を次に示します。 

n ワークフロールール条件またはワークフローアクションの式の構文エラー。ワークフロールールまたはアクションの作成
時に、式ビルダーで見つからない構文エラーがあります。 

n ワークフロールール条件またはワークフローアクションの式のセマンティックエラー。発生する可能性があるセマンティ
ックエラーの例を次に示します。 

n ワークフロールールまたはワークフローアクションの作成後にフィールドの統合タグが変更されたため、式のフィー
ルドはOracle CRM On Demandで識別できません。 

n 式のピックリストフィールドに対して無効な値が指定されています。 

イベント後のワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗 
次の表では、イベント後ワークフロールールおよびそのルールのワークフローアクションで発生するエラーの結果について説

明します。 

エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

ワークフロールール条件

の構文エラー 
n ワークフロールールのアクションは実行さ
れません。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。 

n 同じレコードタイプおよびトリガーイベン
トに設定されたワークフロールールはトリ

ガーされません。 

n ワークフロールールをトリガーした操作は

エラーが見つかったワーク

フロールールの詳細と、そ

のエラーの詳細。 
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

、ルールの失敗の影響を受けません。 

ワークフローアクション

の構文エラー 
n ワークフローアクションが失敗します。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。 

n ワークフロールールに他のアクションが存
在する場合、それらのアクションが実行さ

れます。 

n 同じレコードタイプおよびトリガーイベン
トに他のワークフロールールが存在する場

合、それらのルールがトリガーされ、ルー

ルのアクションが実行されます。 

n ワークフロールールをトリガーした操作は
、ワークフローアクションの失敗の影響を

受けません。 

エラーが見つかったワーク

フローアクションの詳細と

、そのエラーの詳細。 

ワークフロールール条件

のセマンティックエラー 
n ワークフロールールのアクションは実行さ
れません。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。 

n 同じレコードタイプおよびトリガーイベン
トに他のワークフロールールが存在する場

合、それらのルールがトリガーされ、ルー

ルのアクションが実行されます。 

n ワークフロールールをトリガーした操作は
、ルールの失敗の影響を受けません。 

エラーが見つかったワーク

フロールールの詳細と、そ

のエラーの詳細。 

ワークフローアクション

のセマンティックエラー 
n ワークフローアクションが失敗します。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。 

n ワークフロールールに他のアクションが存
在する場合、それらのアクションが実行さ

れます。 

n 同じレコードタイプおよびトリガーイベン
トに他のワークフロールールが存在する場

合、それらのルールがトリガーされ、ルー

ルのアクションが実行されます。 

n ワークフロールールをトリガーした操作は
、ワークフローアクションの失敗の影響を

受けません。 

エラーが見つかったワーク

フローアクションの詳細と

、そのエラーの詳細。 

ワークフローアクション

のその他のエラー 
n ワークフローアクションが失敗します。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報

失敗したワークフローアク

ションの詳細と、そのエラ

ーの詳細。 
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

告されます。 

n ワークフロールールに他のアクションが存
在する場合、それらのアクションが実行さ

れます。 

n 同じレコードタイプおよびトリガーイベン
トに他のワークフロールールが存在する場

合、それらのルールがトリガーされ、ルー

ルのアクションが実行されます。 

n ワークフロールールをトリガーした操作は
、ワークフローアクションの失敗の影響を

受けません。 

イベント前のワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗 
次の表では、イベント前ワークフロールールおよびそのルールのワークフローアクションで発生するエラーの結果について説

明します。 

エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

ワークフロールール条件

またはワークフローアク

ションの構文エラー 

n ワークフロールールのアクションは実行さ
れません。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。 

n 同じレコードタイプおよびトリガーイベン
トに設定されたワークフロールールはトリ

ガーされません。 

n ワークフロールールをトリガーした操作は
、ルールの失敗の影響を受けません。 

発生した最初の構文エラー

が含まれるワークフロール

ールまたはワークフローア

クションの詳細と、そのエ

ラーの詳細。 

ワークフロールール条件

のセマンティックエラー 
n ワークフロールールのアクションは実行さ
れません。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。 

n ルールが削除操作によってトリガーされた
場合、そのレコードが削除されます。 

n ルールが更新操作によってトリガーされた
場合、[保存取消]チェックボックスがワー
クフロールールで選択されていなければ、

更新されたレコードが保存されます。  

[保存取消]チェックボックスをワーク
フロールールで選択した場合、ワーク

フロールールをトリガーした更新操作

は、ルールの条件が満たされず更新操

エラーが見つかったワーク

フロールールの詳細と、そ

のエラーの詳細。 
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

作を取り消した場合と同様に取り消さ

れます。更新操作がワークフローの[
保存取消]機能で取り消された場合の
動作の詳細は、「ワークフロー保存操

作の取り消し (参照 
"ワークフロー保存操作の取リ消し" 
ページ 461)」を参照してください。 

ワークフローアクション

のセマンティックエラー 
n ワークフロールールの[値を更新]アクショ
ンまたは[統合イベントの作成]アクション
がすでに実行されていた場合、それらのア

クションはロールバックされます。ワーク

フロールールの残りのアクションは実行さ

れません。 

注: 
[タスクを作成]アクションまたは[メ
ール送信]アクションがすでに実行さ
れていた場合、それらのアクションは

ロールバックされません。 

n ワークフロールールをトリガーしたアクシ
ョンを実行したユーザーにエラーが報告さ

れます。ワークフロールールがWebサービ
スによってトリガーされた場合は、ワーク

フローアクションの失敗がそのWebサービ
スに対する応答で報告されます。 

n ルールをトリガーした操作がブロックされ
ます。 

なし 

ワークフローアクション

のその他のエラー 
n ワークフロールールの残りのアクションは
実行されません。 

n ワークフロールールをトリガーしたアクシ
ョンを実行したユーザーにエラーが報告さ

れます。ワークフロールールがWebサービ
スによってトリガーされた場合は、ワーク

フローアクションの失敗がそのWebサービ
スに対する応答で報告されます。 

n ルールをトリガーした操作がブロックされ
ます。 

なし 

スケジュール済みイベントおよびワークフローアクションの失敗 
次の表では、[分析]以外のレコードタイプのスケジュール済みイベントおよびそのスケジュール済みイベントのワークフロー
アクションで発生するエラーの結果について説明します。 

エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

ワークフローアクション

の構文エラー 
n リスト内の各レコードでワークフローアク
ションが失敗します。 

n 失敗ごとにインスタンスが［ワークフロー
エラーモニター］で報告されます。 

n スケジュール済みイベントに他のアクショ
ンが存在する場合、それらのアクションが

実行されます。 

n ワークフローアクションが失敗しても、次
にスケジュール済みのイベントの実行のた

めに保留インスタンスは生成されます。 

発生した構文エラーが含ま

れるワークフローアクショ

ンの詳細と、そのエラーの

詳細。 

ワークフローアクション

のセマンティックエラー 
n リスト内の各レコードでワークフローアク
ションが失敗します。 

n 失敗ごとにインスタンスが［ワークフロー
エラーモニター］で報告されます。 

n スケジュール済みイベントに他のアクショ
ンが存在する場合、それらのアクションが

実行されます。 

n ワークフローアクションが失敗しても、次
にスケジュール済みのイベントの実行のた

めに保留インスタンスは生成されます。  

エラーが見つかったワーク

フローアクションの詳細と

、そのエラーの詳細。 

スケジュール済みイベン

トに指定されたリストに

返されたレコード数が許

容最大数を超過。 

n リスト内のすべてのレコードについて、ス
ケジュール済みイベントのアクションは実

行されません。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。単一のインスタンスが報告さ

れます。 

n 失敗しても、次にスケジュール済みのイベ
ントの実行のために保留インスタンスは生

成されます。 

失敗したスケジュール済み

イベントの詳細と、そのエ

ラーの詳細。 

スケジュール済みイベン

トを有効にしたユーザー

が、スケジュール済みイ

ベントに指定したリスト

にアクセスできない。 

n リスト内のすべてのレコードについて、ス
ケジュール済みイベントのアクションは実

行されません。 

n 失敗は[ワークフローエラーモニター]で報
告されます。単一のインスタンスが報告さ

れます。 

n 失敗しても、次にスケジュール済みのイベ
ントの実行のために保留インスタンスは生

成されます。 

失敗したスケジュール済み

イベントの詳細と、そのエ

ラーの詳細。 

ワークフローアクション

のその他のエラー 
n リスト内の各レコードでワークフローアク
ションが失敗します。 

失敗したワークフローアク

ションの詳細と、そのエラ
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニ
ター]での報告内容 

n 失敗ごとにインスタンスが［ワークフロー
エラーモニター］で報告されます。 

n スケジュール済みイベントに他のアクショ
ンが存在する場合、それらのアクションが

実行されます。 

n ワークフローアクションが失敗しても、次
にスケジュール済みのイベントの実行のた

めに保留インスタンスは生成されます。 

ーの詳細。 

注: 
スケジュール済みイベントのインスタンスが失敗した後、次にスケジュール済みのイベントの実行のために別のインスタンス

が生成されます。失敗したインスタンスは再送信できません。 

分析レコードタイプのスケジュール済みイベントおよびワークフローアクションの失敗 
次の表では、[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントおよびそのスケジュール済みイベントのワークフローアクシ
ョンに対して発生する可能性のあるエラーの結果について説明します。表にリストされているすべての状況で、1人以上のユ
ーザーのワークフローアクションが失敗しても、次にスケジュール済みのイベントの実行のために保留インスタンスは生成さ

れます。 

エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニタ
ー]での報告内容 

ワークフローアクションの構文エラー n スケジュール済みイベントのユーザ
ーリストの各ユーザーに対して、ワ

ークフローアクションが失敗し、電

子メールはユーザーに送信されませ

ん。 

n 失敗ごとにインスタンスが［ワーク
フローエラーモニター］で報告され

ます。 

n スケジュール済みイベントに他のア
クションが存在する場合、それらの

アクションが実行されます。 

発生した構文エラーが含ま

れるワークフローアクショ

ンの詳細と、そのエラーの

詳細。 

ワークフローアクションのセマンティックエ

ラー 
n スケジュール済みイベントのユーザ
ーリストの各ユーザーに対して、ワ

ークフローアクションが失敗し、電

子メールはユーザーに送信されませ

ん。 

n 失敗ごとにインスタンスが［ワーク
フローエラーモニター］で報告され

ます。 

n スケジュール済みイベントに他のア
クションが存在する場合、それらの

アクションが実行されます。 

エラーが見つかったワーク

フローアクションの詳細と

、そのエラーの詳細。 
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニタ
ー]での報告内容 

Oracle CRM On 
Demandがユーザーに代わってアクションの
実行を試みたとき、次の1つ以上の問題が発
生します。 

n ETL（抽出、変換、ロード）が実行中で
す。 

n Analytics Serverがダウンしています。 

n 1つ以上のレポートサービス割当が超過
するか、企業のファイル割当に達してい

ます。 

n ワークフローアクションが失敗しま
す。 

n ユーザーに対して残りのイベントの
アクションが実行されず、リストに

残っているユーザーに対してアクシ

ョンが実行されません。 

n 問題が発生する前にユーザーに対し
てイベントインスタンスのアクショ

ンが正常に実行された場合、そのユ

ーザーに電子メールで結果が送信さ

れます。 

n 失敗について、インスタンスが[ワー
クフローエラーモニター]で報告され
ます。 

失敗したワークフローアク

ションの詳細と、そのエラ

ーの詳細。 

Oracle CRM On 
Demandがユーザーに代わってアクションの
実行を試みたとき、次の1つ以上の問題が見
つかります。 

n ユーザーの役割に[V3 
分析へのアクセス]権限がありません。 

n ユーザーが無効です。 

n Oracle CRM On 
Demandがユーザーに代わってAnalytic
s Serverにサインインできません。 

n ユーザーに対してイベントのワーク
フローアクションが実行されません

。 

n 失敗しても、スケジュール済みイベ
ントのユーザーリストにある他のユ

ーザーに対してアクションは実行さ

れます。 

n 失敗について、インスタンスが[ワー
クフローエラーモニター]で報告され
ます。 

失敗したワークフローアク

ションの詳細と、そのエラ

ーの詳細。 
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エラーのタイプ 結果 [ワークフローエラーモニタ
ー]での報告内容 

Oracle CRM On 
Demandがユーザーに代わってワークフロー
アクションの実行を試みたとき、次の1つ以
上の問題が見つかります。 

n アクションで選択された分析オブジェク
トが使用できなくなっています。 

n アクションで選択された分析オブジェク
トは分析であり、その分析は実行に失敗

しました。 

注: 
アクションでダッシュボードまたは

ダッシュボードページが選択され、

ダッシュボードまたはダッシュボー

ドページの分析の実行が失敗した場

合、このことはワークフローアクシ

ョンの失敗の原因にはなりません。 

n アクションによって生成されたファイル
は、許容される最大サイズの20 
MBを超えています。 

n ユーザーが分析オブジェクトにアクセス
できません。 

n ユーザーに対してワークフローアク
ションが失敗します。 

n スケジュール済みイベントに他のア
クションが存在する場合、それらの

アクションがユーザーに対して実行

されます。 

n 失敗について、インスタンスが[ワー
クフローエラーモニター]で報告され
ます。 

失敗したワークフローアク

ションの詳細と、そのエラ

ーの詳細。 

 
 

ユーザーレコードタイプのワークフロールールを作成するときの考慮事項 
［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールを作成するとき次の考慮事項が適用されます。 

n ［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールを作成するには、ユーザー役割で次の権限の両方が有効になっている
必要があります。 

n データルールの管理 - ワークフロールールの管理 

n データルールの管理 - ユーザー用ワークフロールールの管理 

n ［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールは、次の場合にはトリガーされません。 

n 会社のリクエストでOracle CRM On Demand Customer 
Careによりユーザーレコードに対して変更が加えられたとき。  

注: ユーザーは、トラブルシューティングの目的でOracle CRM On 
Demandのテクニカルサポート要員にサインインアクセス権を付与できます。テクニカルサポート要員が
ユーザーとしてサインイン中にユーザーレコードに変更を加えると、その変更はテクニカルサポート要員が

代理するユーザーによる変更と同様に扱われ、その変更により関連するワークフロールールがトリガーされ

ます。 

n ユーザーのパスワードが、管理者がユーザーのレコード上で[パスワードのリセット]をクリックしてリセットされた
とき。 
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注: ユーザーレコード上で管理者が［[保存] 
をクリックしたときに仮パスワードを送信］チェックボックスをオンにした場合、ユーザーレコードに対す

る更新とみなされ、この変更により関連するすべてのワークフロールールがトリガーされます。 

n ユーザーのパスワードがWebサービスを使用してリセットされたとき。 

n ユーザーが初めてOracle CRM On Demandにサインインした後にパスワードを設定したとき。 

n ユーザーが自分のパスワードを変更したとき。 

n ユーザーが初めてOracle CRM On Demandにサインインした後にセキュリティに関する質問を設定したとき。 

n ユーザーが自分のセキュリティに関する質問を変更したとき。 

n ユーザーレコード上のセールス目標に変更が加えられたとき。 

n ［ブックを割り当て］ワークフローアクションは、［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールではサポートされ
ていません。これは、カスタムブックが、取引先や担当者などの他のレコードタイプへの割当と同じようにはユーザーレ

コードに割り当てられていないためです。ユーザーはブックと関連付けてブック内のレコードに対するユーザーアクセス

権を提供できますが、ユーザーのデフォルトユーザーブックのみがユーザーレコードに割り当てられます。 

n ［値を更新］ワークフローアクションを使用してユーザーレコード上の［状態］項目を更新できません。 

n ［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールに[値を更新]アクションが含まれ、そのワークフロールールが[設定 
(個人)]リンクを使用してユーザーレコードに加えられた変更でトリガーされた場合、[値を更新]アクションでユーザー
の読み取り専用項目は更新されません。 

n ［ユーザー］レコードタイプの［メール送信］ワークフローアクションを作成する場合、［宛先］フィールドで［特定の
電子メールアドレス］オプションを使用できません。 
［特定のユーザー］および［レコード上の電子メールアドレス］オプションのみが使用可能です。［レコード上の電子メ

ールアドレス］オプションの場合、次のいずれかのオプションを選択します。 

n 現在のユーザー。ワークフロールールをトリガーしたアクションを実行したユーザーです。 

n 監査役。 
ワークフロールールをトリガーしたアクションにより作成または更新されたユーザーレコード上の［監査役］フィー

ルドに名前を指定されたユーザーです。 

n 上司。ワークフロールールをトリガーしたアクションにより作成または更新されたユーザーレコード上の［上司］フ
ィールドに名前を指定されたユーザーです。 

同様に、［ユーザー］レコードタイプの［タスクを作成］ワークフローアクションを作成したとき、［所有者］フィ

ールドの［レコード上の電子メールアドレス］オプションで使用可能なオプションは［現在のユーザー］、［監査役

］および［上司］です。 
 

ワークフロールールの作成 
このトピックでは、スケジュール済みイベント以外のトリガーイベントがあるワークフロールールの作成方法について説明し

ます。スケジュール済みイベントのトリガーイベントがあるワークフロールールの作成方法は、「スケジュール済みイベント

の作成 (ページ 452)」を参照してください。 

注: 
企業プロファイルでワークフロー保存取消メッセージに対する言語翻訳サポートの有効化チェックボックスがオンになってい

る場合、既存のワークフローを編集するときに［ワークフロールール詳細］ページおよび［ワークフロールール編集］ページ

で［翻訳言語］フィールドを使用できます。［翻訳言語］フィールドを使用すると、ワークフロールールの条件が満たされず

、ルールの［保存取消］チェックボックスがオンになっている場合、ユーザーまたはWebサービスに返されるカスタムエラ
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ーメッセージの翻訳を入力できます。［翻訳言語］フィールドの詳細は、「ワークフロー保存操作の取り消し (参照 
"ワークフロー保存操作の取リ消し" ページ 461)」を参照してください。 

作業前の準備。「ワークフロールールについて (ページ 421)」で説明されているように、企業でOracle CRM On 
Demandのワークフロー機能が設定されている必要があります。このトピックで説明する手順を実行するには、［データル
ールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。[ユーザー]レコードタイプのワ
ークフロールールを作成するには、ユーザーの役割に[データルールの管理 - 
ユーザー用ワークフロールールの管理]権限も必要です。管理者は、必要に応じて管理者役割および他の役割のこの権限を有
効にできます。［ユーザー］レコードタイプのワークフロールールを作成する場合の考慮事項の詳細は、「［ユーザー］レコ

ードタイプのワークフロールールを作成する場合の考慮事項 (参照 
"ユーザーレコードタイプのワークフロールールを作成するときの考慮事項" ページ 
444)」を参照してください。役割への権限の追加については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

注:ルールの作成後に、そのルールのレコードタイプやトリガーイベントを変更することはできません。ただし、ワークフロ
ー条件の更新は可能です。 

ワークフロールールを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、次の該当する操作を行います。 

n 既存のワークフロールールをコピーして新しいワークフロールールを作成するには、コピーするワークフロールール
の［コピー］をクリックします。 

n 既存のルールをベースにせずに新しいワークフロールールを作成するには、タイトルバーの［新規］をクリックしま
す。 

4 ［ワークフロールール詳細］ページの［キーワークフロールール詳細］セクションで、ルール情報を入力します。 

次の表では、ルールフィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

ワークフロー名 50文字までの一意の名前を入力します。 

有効 ［有効］チェックボックスを使用して、ルールの有効と無効を切り替えま

す。同時に有効にできるワークフロールールの数に制限はありません。 
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フィールド 説明 

オーダー このフィールドは、ワークフロールールを作成するときは読み取り専用で

す。このフィールドにより、同じレコードタイプと同じトリガイベント（

および該当する場合は同じ親レコードタイプ）に基づいてOracle CRM 
On Demandがルールを呼び出す順序が決まります。Oracle CRM On 
Demandにより、同じレコードタイプと同じトリガーイベントに基づいて
ルールに対して次の未使用の番号が割り当てられます。ワークフロールー

ルに対するトリガーイベントが［親との関連付けの後］または［親との関

連付け解除の後］の場合は、Oracle CRM On 
Demandにより、同じレコードタイプ、同じトリガーイベント、および同
じ親レコードタイプに基づいて、ルールに対して未使用の次の順序番号が

自動的に割り当てられます。ワークフロールールの順序は後で変更できま

す。詳細については、「ワークフロールールの順序の変更 (ページ 
496)」を参照してください。 

終了 このワークフロールールの［終了］チェックボックスがオンの場合、ルー

ルの条件が満たされると、このワークフロールールで有効なアクションが

実行されます。ただし、同じレコードタイプと同じトリガーイベント（お

よび該当する場合は同じ親レコードタイプ）に基づいている後続のワーク

フロールールはトリガーされません。 

このワークフロールールの条件を満たさない場合は、このワークフロール

ールの［終了］チェックボックスの設定に関係なく、Oracle CRM On 
Demandにより、順序の次のルールに進みます。 

説明 （オプション）ルールの目的など、ワークフロールールに関する追加情報

を入力します。 

レコードタイプ ワークフロールールのレコードタイプを選択します。 

トリガーイベントを作成、更新および削除する場合、ワークフロールール

は、1種類のレコードタイプにのみ関連付けられます。ルールはそのレコ
ードタイプに対して評価され、そのレコードタイプに対してアクションが

実行されます。ルールの作成後、そのルールのレコードタイプを変更する

ことはできません。  

トリガーイベントが［親との関連付けの後］または［親との関連付け解除

の後］のワークフロールールの場合は、子レコードのレコードタイプを選

択します。たとえば、ワークフロールールを、担当者レコードが取引先レ

コードに関連付けられたときにトリガーしたい場合は、このフィールドで

担当者を選択し、［親レコードタイプ］フィールドで取引先を選択します

。 

トリガーイベント ルールをトリガーするイベントを選択します。 

指定のレコードタイプでこのイベントが発生すると、ルールが評価されま

す。ルールの作成後、そのルールのトリガーイベントを変更することはで

きません。 

注:［親との関連付けの後］および［親との関連付け解除の後］のトリガ
ーイベントは、取引先、担当者、および商談のレコードタイプに対しての

みサポートされます。詳細は、「トリガーイベントの関連付けと分離につ

いて (ページ 427)」を参照してください。 

親レコードタイプ このフィールドは、［親との関連付けの後］または［親との関連付け解除
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フィールド 説明 

の後］のトリガーイベントを選択した場合に表示されます。 

親レコードタイプを選択します。たとえば、担当者レコードが親の取引先

レコードと関連付けられたときにワークフロールールをトリガーする場合

は、このフィールドで［取引先］を選択し、［レコードタイプ］フィール

ドで［担当者］を選択します。 

5 ワークフロールールに条件を定義する場合は、ページの［ワークフロールール条件］セクションにある［fx］アイコンを
クリックし、Expression Builderを使用してワークフロールール条件を定義します。Expression 
Builderの詳細は、「Expression Builder (ページ 844)」を参照してください。 

注:ワークフロールールに条件を定義しない場合は、ルールがトリガーされるたびにルールアクションが実行されま
す。 

ワークフロールールの条件を作成する場合は、次の点を考慮してください。 

n ワークフロールールの条件には、最大2048文字含めることができます。 

n 特定の役割またはチャネル専用のワークフロールールを設定できます。ワークフロールールを特定の役割またはチャ
ネルに制限する方法の詳細は、「ワークフロールールの特定のチャネルまたは役割への制限 (ページ 
464)」を参照してください。 

n ワークフロールールの次のような条件を使用して、レコード内のフィールドが更新されたかどうかを確認できます。
この例では、フィールドが変更されたかどうかを確認するための文字列として「Invalid」を使用していますが、調
査対象のフィールドに値としてその文字列が存在しない場合は任意の文字列を使用できます。 

IfNull([<FieldName>], "Invalid") <> IfNull(PRE("<FieldName>"), "Invalid") 

注意：［待機］アクションの後に呼び出されるワークフローまたはアクションでPRE関数を使用した場合、関数はフィー
ルドの以前の値を返しません。PRE()関数の詳細は、「PRE (ページ 885)」を参照してください。 

6 ［ワークフロールール詳細］ページで［条件が偽の場合にアクション］セクションが有効な場合は、ルールの条件を満た
さない場合に保存操作が必ず取り消されるように指定できます。 

ルールの条件を満たさない場合に保存操作を取り消す指定の詳細は、「ワークフロー保存操作の取り消し (参照 
"ワークフロー保存操作の取リ消し" ページ 461)」を参照してください。 

7 ワークフロールールを保存します。 

ルールを保存した場合は、そのルール用のアクションを作成できます。1つのワークフロールールに対して複数のアクション
（最大25個）を作成できます。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

ワークフローアクションを作成する手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 
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n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n スケジュール済みイベントの作成 (ページ 452) 

n ワークフロー保存操作の取り消し (参照 "ワークフロー保存操作の取リ消し" ページ 461) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

スケジュール済みイベントについて 
スケジュール済みイベントは、ユーザーアクションではトリガーされないワークフロールールです。かわりに、スケジュール

済みイベントは、指定された日時になると自動的に実行されます。必要な場合は、スケジュール済みイベントに指定した間隔

で複数回実行するように、スケジュール済みイベントを設定できます。スケジュール済みイベントのワークフローアクション

はレコードのリストに対して実行されますが、他のタイプのワークフロールールのアクションは単一レコードに対して実行さ

れます。 

注: スケジュール済みイベントのトリガーイベントはスケジュール済みイベントです。 

スケジュール済みイベントは、リスト管理機能をサポートする最上位レベルのすべてのレコードタイプ、および［価格リスト

］、［製品］、［製品カテゴリー］、［ユーザー］の各レコードタイプに対して作成できます。 

注: 
[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントを作成することもできます。[分析]レコードタイプのスケジュール済みイ
ベントのワークフローアクションは、レコードのリストでは実行されません。かわりに、これらのアクションは、指定された

ユーザーに代わって、分析、ダッシュボードまたはダッシュボードページを実行し、それらのユーザーに結果を送信します。

[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントの詳細は、「分析のためのスケジュール済みイベントの作成 (ページ 
456)」を参照してください。 

[分析]レコードタイプ以外のレコードタイプのスケジュール済みイベントを作成するとき、ワークフローアクションを実行す
るレコードを返すフィルター処理したリストを選択します。スケジュール済みイベントが実行されるたびに、その日にフィル

ター処理したリストで返されるレコードに対してアクションが実行されます。レコードは順番に処理されます。つまり、リス

トの最初のレコードに対してスケジュール済みイベントのすべてのワークフローアクションがスケジュール済みイベントに指

定された順序で実行され、次にリストの2番目のレコードに対してすべてのアクションが実行され、その後も同様の要領でレ
コードが処理されます。 

たとえば、Oracle CRM On 
Demandで、締切日を経過したオープン活動の所有者に電子メールリマインダを送信し、このアクションを1週間間隔で繰り
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返すとします。これを設定するには、スケジュール済みイベントを作成して、締切日をすでに経過したすべてのオープン活動

を返すために以前に定義したリストを選択します。スケジュール済みイベントを1週間間隔で繰り返すように設定し、スケジ
ュール済みイベントに［メール送信］アクションを作成します。指定した開始日にスケジュール済みイベントの最初のインス

タンスが実行され、締切日を経過した各オープン活動の所有者に電子メールリマインダが送信されます。スケジュール済みイ

ベントは、指定した終了日に達するまで（またはイベントが指定した回数実行されるまで）1週間間隔で自動的に再実行され
ます。 

スケジュール済みイベントの発生は、次のようにスケジュールされて実行されます。 

n スケジュール済みイベントを有効にした後、最初にスケジュール済みのイベントの実行のために保留インスタンスが生成
され、スケジュール済みイベントの状態が［スケジュール済み］に設定されます。保留インスタンスは［ワークフロー待

機モニター］に表示されます。保留インスタンスで表示されるフィールドについては、「ワークフロー保留インスタンス

のフィールド (ページ 509)」を参照してください。 

注: 
スケジュール済みイベントの保留インスタンスの再開日は、インスタンスを実行可能な最早の時間です。その時点で

のOracle CRM On DemandデータベースおよびOracle CRM On 
Demandサーバーの負荷に応じて、インスタンスがすぐに実行されない場合があります。 

保留インスタンスは、スケジュール済みイベントが有効になった時点でワークフローが有効になっていない（つまり

、企業プロファイルの[ワークフローを有効化]チェックボックスがオフになっている）場合でも、スケジュール済み
イベントの最初のスケジュールされた実行に対して生成されます。ただし、インスタンスの再開日が到来したときに

ワークフローが有効になっていない場合は、次のようになります。 

n イベントで設定されたワークフローアクションは実行されません。 

n スケジュール済みイベントインスタンスの失敗の原因となるエラーが発生した場合（たとえば、レコードのリストが
許容限度を超えた場合）、[ワークフローエラーモニター]で失敗が報告されます。それ以外の場合、インスタンスの
失敗はエラーモニターで報告されません。  

n 次にスケジュール済みイベントの実行のために別の保留インスタンスが作成されます。 

n スケジュール済みイベントで[通知の有効化]チェックボックスがオンになっている場合、スケジュール済みイベント
を有効にしたユーザーに電子メールが送信されます。スケジュール済みイベントインスタンスの失敗の原因となるエ

ラーが見つかった場合、電子メールはインスタンスがエラーありで完了したことを示します。それ以外の場合、電子

メールはインスタンスが正常に完了したことを示します。 

ワークフローが有効になるまで、同じ動作がスケジュール済みイベントの各インスタンスに適用されます。 

n スケジュール済みイベントのインスタンスが実行された後、次の処理が実行されます。 

n スケジュール済みイベントで［通知の有効化］チェックボックスがオンになっている場合、Oracle CRM On 
Demandでは、スケジュール済みイベントを有効にしたユーザーに対して、インスタンスが実行されたことを通知
する電子メールが送信されます。 

n 次にスケジュール済みのイベントの実行のために別のインスタンスが生成されます。 

n スケジュール済みイベントのすべてのインスタンスが完了すると、そのスケジュール済みイベントは非アクティブになり
（つまり、スケジュール済みイベントの［有効］チェックボックスが自動的にオフになり）、スケジュール済みイベント

の状態が［完了］に設定されます。 

スケジュール済みイベントの状態 
スケジュール済みイベントの［状態］フィールドは自動的に更新され、読み取り専用です。次の値が［状態］フィールドに表

示されます。 

n 未スケジュール。スケジュール済みイベントは有効にされていません。 
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n スケジュール済み。スケジュール済みイベントは有効で、イベントの保留インスタンスが存在します。 

n 完了。スケジュール済みイベントのスケジュールされた実行はすべて完了しました。 

n 終了済み。スケジュール済みイベントの最近生成されたインスタンスが［ワークフロー待機モニター］から削除されたか
、スケジュール済みイベントが非アクティブになりました。 

スケジュール済みイベントのインスタンスを［ワークフロー待機モニター］から削除した場合の動作の詳細は、「［

ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 (ページ 508)」を参照してください。  

スケジュール済みイベントの削除について 
スケジュール済みのイベントがすべて実行される前にスケジュール済みイベントを削除すると、次のことが起こります。 

n スケジュール済みイベントの保留インスタンスが存在する場合、インスタンスは［ワークフロー待機モニター］から削除
されます。 

n スケジュール済みイベントのインスタンスが現在実行中の場合、インスタンスは失敗します。失敗は［ワークフローエラ
ーモニター］で報告されません。 

n それ以降、スケジュール済みイベントのインスタンスは生成されません。 

スケジュール済みイベントの非アクティブ化について 
スケジュール済みのイベントがすべて実行される前にスケジュール済みイベントを非アクティブにすると、次のことが起こり

ます。 

n スケジュール済みイベントの状態が［終了済み］に設定されます。 

n スケジュール済みイベントの保留インスタンスが存在する場合、インスタンスは［ワークフロー待機モニター］から削除
されます。 

n スケジュール済みイベントのインスタンスが現在実行中の場合は、一部のアクションが失敗することがあります。 

スケジュール済みイベントのインスタンスが実行中の間、Oracle CRM On 
Demandでは5分間隔でチェックして、スケジュール済みイベントが有効であることを確認します。スケジュール済
みイベントが非アクティブの場合、インスタンスは終了します。まだ実行されていないアクションはすべて失敗し、

失敗したアクションのエラーインスタンスがエラーモニターで報告されます。 

n それ以降、スケジュール済みイベントのインスタンスは生成されません。 

以前に非アクティブにしたスケジュール済みイベントレコードで［有効］チェックボックスをオンにすると、そのスケジュー

ル済みイベントレコードは新規スケジュール済みイベントとして処理されます。スケジュールに応じて、次のいずれかの処理

が実行されます。 

n 今後の実行がスケジュールされている場合。スケジュール済みイベントの状態は［スケジュール済み］に設定され、次に
スケジュール済みの実行のために保留インスタンスが生成されます。インスタンスが生成されると、スケジュール済みイ

ベントの実行のカウントが1にリセットされます。 

n 今後の実行がスケジュールされていない場合。スケジュール済みイベントの［有効］チェックボックスが自動的に再度オ
フになり、スケジュール済みイベントの状態が［完了］に設定されます。 

Oracle CRM On Demandのインスタンスでサポートされる有効なスケジュール済みイベントの最大数は100です。 
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ベストプラクティス 
次に、スケジュール済みイベントの管理に関するベストプラクティスを示します。 

n 有効なスケジュール済みイベントの数は可能なかぎり少数に維持します。有効なスケジュール済みイベントが多すぎると
、イベントのワークフローアクションのパフォーマンスに影響する場合があります。 

n スケジュール済みイベントのリスト内のレコード数は可能なかぎり少数に維持します。スケジュール済みイベントはリス
ト内のレコードを最大1000まで処理できますが、リフトをフィルター処理して含まれるレコードを減らすと、イベント
のワークフローアクションのパフォーマンスが向上します。 

n スケジュール済みイベントを異なる時間に実行するように設定します。複数のイベントを同時に実行するようにスケジュ
ールすると、パフォーマンスに影響する場合があります。 

スケジュール済みイベントの作成の詳細は、「スケジュール済みイベントの作成 (ページ 
452)」および「分析のためのスケジュール済みイベントの作成 (ページ 456)」を参照してください。 
 

スケジュール済みイベントの作成 
このトピックでは、スケジュール済みイベント、つまり、［スケジュール済みイベント］トリガーイベントを使用するワーク

フロールールの作成方法について説明します。他のトリガーイベントを使用するワークフロールールの作成方法については、

「ワークフロールールの作成 (ページ 445)」を参照してください。 

注: 
[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベント作成の手順は、その他のレコードタイプのスケジュール済みイベント作成
の手順とは異なります。[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントの作成の詳細は、「分析のためのスケジュール済
みイベントの作成 (ページ 456)」を参照してください。 

イベントをスケジュールする際の考慮事項は次のとおりです。 

n スケジュール済みイベントには条件を指定できません。イベントのスケジュール済みインスタンス、およびイベントのワ
ークフローアクションは、エラーが発生しないかぎり常に実行されます。 

注: 
[ワークフロールール新規]ページで[スケジュール済みイベント]トリガーイベントを選択すると、ページがリフレッ
シュされます。ページの[ワークフロールール条件]セクションが削除され、イベントのスケジュールを指定する[ス
ケジュール詳細]セクションが使用可能になります。 

n パフォーマンス上の理由から、同時に実行するようにスケジュールされた複数のスケジュール済みイベントを設定しない
ことをお薦めします。 

n スケジュール済みイベントの開始日時を指定し、終了日時またはイベントの実行回数のいずれかを指定する必要がありま
す。 

注: 過去の開始日時を指定しても、Oracle CRM On 
Demandでは過去の日時に対してインスタンスは生成されません。たとえば、1か月間隔で10回繰り返すスケジュ
ール済みイベントの開始日を2018年1月15日に指定し、現在日が2018年5月30日の場合、イベントの最初のインス
タンスは2018年6月15日にスケジュールされます。これ以降、インスタンスは5回のみ実行されます。 

n 月の特定日にスケジュール済みイベントを実行するように指定し、特定の月にその日が発生しない場合、その月はイベン
トが実行されません。たとえば、月の29日を選択した場合、その年がうるう年でないかぎり、2月にイベントは実行され
ません。 

スケジュール済みイベントのリストを選択する際の考慮事項は次のとおりです。 

n スケジュール済みイベントで選択されたフィルター処理したリストにアクセスできない場合は、スケジュール済みイベン
トを有効にできません。 
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n イベントのインスタンスの実行時に、スケジュール済みイベントを有効にしたユーザーが、スケジュール済みイベントで
選択されたリストにアクセスできない場合、そのインスタンスは失敗します。 

n スケジュール済みイベントのインスタンスが実行されると、返されるリストは、リストフィルター基準を満たすレコード
のみが含まれ、スケジュール済みイベントを有効にしたユーザーに表示されます。  

n スケジュール済みイベントの1つのインスタンスで処理できるレコードの最大数は1000です。イベントのインスタンス
の実行時に、スケジュール済みイベントで選択したリストが許容最大数を超える数を返した場合、そのインスタンスは失

敗します。この問題を回避するには、スケジュール済みイベントで選択するリストに対して、大規模なレコードリストを

返さないようにフィルターを設定してください。 

n スケジュール済みイベントで使用するリストにフィルターを指定するとき、［日付］および［日時］フィールドで次の関
数を1つ以上使用できます。 

n Duration() 

n Timestamp() 

n Today() 

これらの関数は、次の条件とともに使用できます。 

n 間 

n 等しい 

n 当該日 

n 以降 

n 以前 

n 間以外 

n 等しくない 

リスト基準のフィルター値フィールドに、関数を含む式を直接入力できます。たとえば、クローズ日が現在日から2
日後（つまり、スケジュール済みイベントが実行される日付）の商談レコードを返すには、［等しい］条件を選択し

、次の式を入力します。 

Today() + 2 

別の例として、予想クローズ日が今後36時間以内の見込み客レコードを返すには、［間］条件を選択し、次の式を
入力します。 

Timestamp(), Timestamp() + Duration('P0YT36H') 

これらの関数の詳細は、「Duration (ページ 860)」、「Timestamp (ページ 890)」および「Today (ページ 
893)」の各トピックを参照してください。 

作業前の準備： 

n 「ワークフロールール機能の設定について (ページ 421)」で説明されているように、企業でOracle CRM On 
Demandのワークフロー機能が設定されている必要があります。 

n このトピックで説明する手順を実行するには、［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。  

n ［ユーザー］レコードタイプのスケジュール済みイベントを作成するには、ユーザーの役割に［データルールの管理 - 
ユーザー用ワークフロールールの管理］権限も必要です。管理者は、必要に応じて管理者役割および他の役割のこの権限

を有効にできます。［ユーザー］レコードタイプのスケジュール済みイベントを作成する場合の考慮事項の詳細は、「［

ユーザー］レコードタイプのワークフロールールを作成する場合の考慮事項 (参照 
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"ユーザーレコードタイプのワークフロールールを作成するときの考慮事項" ページ 
444)」を参照してください。役割への権限の追加については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

n 「スケジュール済みイベントについて (ページ 449)」の説明を確認してください。 

スケジュール済みイベントを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、次の該当する操作を行います。 

n 既存のスケジュール済みイベントをコピーして新規スケジュール済みイベントを作成するには、コピーするスケジュ
ール済みイベントで［コピー］をクリックします。 

n 既存のスケジュール済みイベントに基づかないで新規スケジュール済みイベントを作成するには、タイトルバーの［
新規］をクリックします。 

4 ［ワークフロールール詳細］ページの［キーワークフロールール詳細］セクションで、スケジュール済みイベント情報を
入力します。 

次の表では、各フィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

ワークフロー名 50文字までの一意の名前を入力します。 

Active ［有効］チェックボックスを使用して、スケジュール済みイベントを有効

または非アクティブにします。 

スケジュール済みイベントが有効になるまで、スケジュール済みイベント

レコードの［開始者］フィールドには、スケジュール済みイベントを作成

したユーザーの名前が表示されます。レコードが保存された後、［開始者

］フィールドはスケジュール済みイベントの［詳細］ページに表示されま

す。 

スケジュール済みイベントで［有効］チェックボックスがオンにされ、レ

コードが保存された後は、レコードの［開始者］フィールドが更新され、

［有効］チェックボックスを選択したユーザーの名前が表示されます。そ

のユーザーは、イベントのインスタンスの実行時に、スケジュール済みイ

ベントで選択されたリストにアクセスできる必要があります。そうでない

場合、インスタンスは失敗します。 

スケジュール済みイベントのすべての保留インスタンスおよびすべてのエ

ラーインスタンスの［開始者］フィールドには、スケジュール済みイベン

トで［有効］チェックボックスをオンにしたユーザーの名前も表示されま

す。 

スケジュール済みイベントを有効または非アクティブにした場合の動作の

詳細は、「スケジュール済みイベントについて (ページ 
449)」を参照してください。 

注: 
スケジュール済みイベントを有効にすると、最初にスケジュール済みのイ
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フィールド 説明 

ベントの実行のためにインスタンスがすぐに生成されます。ベストプラク

ティスとして、イベントを有効にする前に、スケジュール済みイベントの

すべてのワークフローアクションを設定します。そうしないと、スケジュ

ール済みイベントの開始時間が近い場合、ワークフローアクションの設定

が終了する前に最初のインスタンスが実行されることがあります。 

説明 （オプション）イベントの目的など、スケジュール済みイベントに関する

追加情報を入力します。 

レコードタイプ スケジュール済みイベントのレコードタイプを選択します。 

1つのスケジュール済みイベントに対して、1つのレコードタイプのみが関
連付けられます。イベントの作成後、そのイベントのレコードタイプを変

更することはできません。  

トリガーイベント ［スケジュール済みイベント］を選択します。 

通知の有効化 スケジュール済みイベントのインスタンスが正常に完了するたび、イベン

トのインスタンスが失敗するたび、イベントの保留インスタンスが削除さ

れるたびにOracle CRM On 
Demandで電子メールを送信する場合は、このチェックボックスをオンに
します。電子メールは、スケジュール済みイベントを有効にしたユーザー

に送信されます。  

5 ［スケジュール詳細］セクションで、［ルックアップ］アイコン（虫めがね）をクリックし、ワークフローアクションを
実行するレコードを返すフィルター処理したリストを選択します。 

6 ［開始日時］フィールドで、スケジュール済みイベントの最初のインスタンスを実行する日時を選択します。 

7 ［繰返し］フィールドで、スケジュール済みイベントを繰り返す間隔（例: ［毎週］）を選択します。 

8 ［頻度］フィールドに、繰返しインスタンスの間隔を設定します。たとえば、［繰返し］フィールドで［毎週］を選択し
、インスタンスを2週間間隔で繰り返す場合は、［頻度］フィールドに2と入力します。入力できる最小値は1です。 

9 ［繰返し］フィールドで［毎月］を選択した場合、オプションで［毎月末］チェックボックスをオンにすると、スケジュ
ール済みイベントが実行される各月の最終日にイベントを実行するようにスケジュールできます。 

たとえば、スケジュール済みイベントを4月23日に開始して2か月間隔で繰り返すように設定した場合、イベントの
最初のインスタンスは4月23日に実行されます。2番目のインスタンスは6月23日、3番目のインスタンスは8月23日
のように実行されます。これに対して、［毎月末］チェックボックスを選択した場合、イベントの最初のインスタン

スは4月30日、2番目のインスタンスは6月30日、3番目のインスタンスは8月31日のように実行されます。 

10 次のいずれかを実行して、スケジュール済みイベントの実行回数を指定するか、終了日時を指定します。 

n ［後］オプションを選択し、スケジュール済みイベントの実行回数を指定します。入力する値は、0（ゼロ）より大
きな値にする必要があります。 

n ［終了日時］オプションを選択し、スケジュール済みイベントの終了日時を選択します。終了日時は、開始日時より
も後である必要があります。 

11 変更を保存します。 
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スケジュール済みイベントの更新について 
スケジュール済みイベントを有効にした後は、スケジュールを変更したり、スケジュール済みイベントに別のリストを選択す

ることはできません。ただし、スケジュール済みイベントを非アクティブにして終了できます。スケジュール済みイベントで

［有効］チェックボックスをオフにしてレコードを保存した後に、スケジュール済みイベントを編集して、スケジュールを変

更したり別のリストを選択できます。スケジュール済みイベントを再度有効にすると、新規スケジュール済みイベントとして

扱われます。 

注意: 
スケジュール済みイベントを非アクティブにすると、イベントのすべての保留インスタンスが削除されます。さらに、スケジ

ュール済みイベントのインスタンスが現在実行中の場合は、リスト内の一部のレコードで一部のアクションが失敗することが

あります。スケジュール済みイベントを非アクティブにした場合の動作の詳細は、「スケジュール済みイベントについて 
(ページ 449)」を参照してください。 
 

分析のためのスケジュール済みイベントの作成 
[分析]レコードタイプの1つ以上のスケジュール済みイベントを作成し、イベントで1つ以上の[メール送信]アクションを設
定して、次のタスクを実行できます。 

n 指定した1人以上のユーザーに代わって分析オブジェクトを実行します。分析オブジェクトは分析、ダッシュボードまた
はダッシュボードページにすることができます。 

n ユーザーに対して生成された結果をそのユーザーに電子メール添付ファイルとして送信します。 

指定されたユーザーに対して生成される結果は、そのユーザーのアクセス権限によって決まります。 

[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントは、他のレコードタイプのスケジュール済みイベントと次の点で異なりま
す。 

n スケジュール済みイベントのレコードのリストを選択しません。 

n [メール送信]アクションのみサポートされます。 

n スケジュール済みイベントで、分析オブジェクトの実行の代行元となるユーザーのリストを追加します。 

n [毎時]間隔タイプは使用できません。 

[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントの[メール送信]ワークフローアクションは、他のレコードタイプの[メー
ル送信]アクションと次の点で異なります。 

n アクションで設定した電子メールの受信者を指定しません。電子メールは、ワークフロールールで選択されたユーザーに
送信されます。 

n [メール送信]アクションでは、分析オブジェクトが実行され、結果を含む電子メールがユーザーに送信されます。 

n 実行される分析オブジェクトを選択し、出力の形式を選択する必要があります。 

分析用スケジュール済みイベントでは、最大5つの[メール送信]アクションを作成できます。イベントのインスタンスが実行
されると、リストの最初のユーザーに対してすべてのアクションが順次実行され、次に、次のユーザーに対してすべてのアク

ションが実行され、その後も同様にユーザーリストの最後まで続きます。 

注: 
[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントのワークフローアクションによって実行される操作、およびアクションに
よって処理されるリクエストとデータは、レポートサービス割当に対して企業の使用量に加算されます。サービス割当の詳細

は、「サービス割当について (ページ 
89)」を参照してください。ワークフローアクションによって生成されたファイルは、企業の電子メール添付ファイルが保持
される期間に応じて、企業が使用するディスクスペースの量の計算にも含まれる場合があります。電子メール添付ファイルの
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保持期間は、企業プロファイルの[電子メール添付ファイル有効期限(日数)]フィールドで指定します。詳細は、「企業設定の
設定 (ページ 21)」を参照してください。 

ワークフローアクションの失敗 
[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントのワークフローアクションが1人以上のユーザーに対して失敗した場合、[
ワークフローエラーモニター]で失敗が報告されます。[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントのワークフローア
クションが失敗した場合の動作の詳細は、「ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗について (ページ 
437)」を参照してください。 

イベントをスケジュールする際の考慮事項 
イベントをスケジュールする際の考慮事項は次のとおりです。 

n スケジュール済みイベントには条件を指定できません。イベントのスケジュール済みインスタンス、およびイベントのワ
ークフローアクションは、エラーが発生しないかぎり常に実行されます。 

注: 
[ワークフロールール新規]ページで[スケジュール済みイベント]トリガーイベントを選択すると、ページがリフレッ
シュされます。ページの[ワークフロールール条件]セクションが削除され、イベントのスケジュールを指定する[ス
ケジュール詳細]セクションが使用可能になります。 

n パフォーマンス上の理由から、同時に実行するようにスケジュールされた複数のスケジュール済みイベントを設定しない
ことをお薦めします。 

n スケジュール済みイベントの開始日時を指定し、終了日時またはイベントの実行回数のいずれかを指定する必要がありま
す。 

注: 過去の開始日時を指定しても、Oracle CRM On 
Demandでは過去の日時に対してインスタンスは生成されません。たとえば、1か月間隔で10回繰り返すスケジュ
ール済みイベントの開始日を2018年1月15日に指定し、現在日が2018年5月30日の場合、イベントの最初のインス
タンスは2018年6月15日にスケジュールされます。これ以降、インスタンスは5回のみ実行されます。 

n 月の特定日にスケジュール済みイベントを実行するように指定し、特定の月にその日が発生しない場合、その月はイベン
トが実行されません。たとえば、月の29日を選択した場合、その年がうるう年でないかぎり、2月にイベントは実行され
ません。 

次の手順では、[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントを作成する方法について説明します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、ユーザー役割に次の権限が割り当てられている必要があります。 

n データルールの管理 - ワークフロールールの管理 

n V3 分析へのアクセス 

[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、次の該当する操作を行います。 
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n 既存のスケジュール済みイベントをコピーして新規スケジュール済みイベントを作成するには、コピーするスケジュ
ール済みイベントで［コピー］をクリックします。 

n 既存のスケジュール済みイベントに基づかないで新規スケジュール済みイベントを作成するには、タイトルバーの［
新規］をクリックします。 

4 ［ワークフロールール詳細］ページの［キーワークフロールール詳細］セクションで、スケジュール済みイベント情報を
入力します。 

次の表では、各フィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

ワークフロー名 50文字までの一意の名前を入力します。 

Active ［有効］チェックボックスを使用して、スケジュール済みイベントを有効

または非アクティブにします。 

スケジュール済みイベントが有効になるまで、スケジュール済みイベント

レコードの［開始者］フィールドには、スケジュール済みイベントを作成

したユーザーの名前が表示されます。レコードが保存された後、［開始者

］フィールドはスケジュール済みイベントの［詳細］ページに表示されま

す。 

スケジュール済みイベントで［有効］チェックボックスがオンにされ、レ

コードが保存された後は、レコードの［開始者］フィールドが更新され、

［有効］チェックボックスを選択したユーザーの名前が表示されます。 

スケジュール済みイベントのすべての保留インスタンスおよびすべてのエ

ラーインスタンスの［開始者］フィールドには、スケジュール済みイベン

トで［有効］チェックボックスをオンにしたユーザーの名前も表示されま

す。 

注: 
スケジュール済みイベントを有効にすると、最初にスケジュール済みのイ

ベントの実行のためにインスタンスがすぐに生成されます。ベストプラク

ティスとして、イベントを有効にする前に、スケジュール済みイベントの

すべてのワークフローアクションを設定します。そうしないと、スケジュ

ール済みイベントの開始時間が近い場合、ワークフローアクションの設定

が終了する前に最初のインスタンスが実行されることがあります。 

スケジュール済みイベントを有効または非アクティブにした場合の動作の

詳細は、「スケジュール済みイベントについて (ページ 
449)」を参照してください。 

説明 （オプション）イベントの目的など、スケジュール済みイベントに関する

追加情報を入力します。 

レコードタイプ [分析]を選択します。  

トリガーイベント [分析]レコードタイプでは、[スケジュール済みイベント]トリガーイベン
トのみがサポートされています。 
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フィールド 説明 

通知の有効化 スケジュール済みイベントを有効にしたユーザーにOracle CRM On 
Demandによって電子メール通知を送信する場合は、このチェックボック
スをオンにします。このチェックボックスがオンになっている場合、スケ

ジュール済みイベントのインスタンスが正常に完了するたび、イベントの

インスタンスが失敗するたび、イベントの保留インスタンスが削除される

たびに電子メールが送信されます。 

5 ［開始日時］フィールドで、スケジュール済みイベントの最初のインスタンスを実行する日時を選択します。 

6 ［繰返し］フィールドで、スケジュール済みイベントを繰り返す間隔（例: ［毎週］）を選択します。 

7 ［頻度］フィールドに、繰返しインスタンスの間隔を設定します。たとえば、［繰返し］フィールドで［毎週］を選択し
、インスタンスを2週間間隔で繰り返す場合は、［頻度］フィールドに2と入力します。入力できる最小値は1です。 

8 ［繰返し］フィールドで［毎月］を選択した場合、オプションで［毎月末］チェックボックスをオンにすると、スケジュ
ール済みイベントが実行される各月の最終日にイベントを実行するようにスケジュールできます。 

たとえば、スケジュール済みイベントを4月23日に開始して2か月間隔で繰り返すように設定した場合、イベントの
最初のインスタンスは4月23日に実行されます。2番目のインスタンスは6月23日、3番目のインスタンスは8月23日
のように実行されます。これに対して、［毎月末］チェックボックスを選択した場合、イベントの最初のインスタン

スは4月30日、2番目のインスタンスは6月30日、3番目のインスタンスは8月31日のように実行されます。 

9 次のいずれかを実行して、スケジュール済みイベントの実行回数を指定するか、終了日時を指定します。 

n ［後］オプションを選択し、スケジュール済みイベントの実行回数を指定します。入力する値は、0（ゼロ）より大
きな値にする必要があります。 

n ［終了日時］オプションを選択し、スケジュール済みイベントの終了日時を選択します。終了日時は、開始日時より
も後である必要があります。 

10 変更を保存します。 

分析のためのスケジュール済みイベントへのユーザーの追加 
次の手順では、スケジュール済みイベントのワークフローアクションの実行の代行元となるユーザーのリストを追加する方法

について説明します。 

分析用スケジュール済みイベントにユーザーのリストを追加するには 

1 [ワークフロールール詳細]ページの[次として実行]関連情報セクションで、[追加]をクリックします。 

2 [ルックアップ]ウィンドウで、ワークフロールールでワークフローアクションを実行するユーザーを検索します。 

3 ユーザーの選択が終了したら、[OK]をクリックして[ルックアップ]ウィンドウを閉じます。 

分析のためのスケジュール済みイベントのメール送信アクションの作成 
次の手順では、[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントのメール送信アクションを作成する方法について説明しま
す。 
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作業前の準備： 

n メール送信アクションで分析を実行する場合、[共有フォルダ]にあるフォルダ内のカタログに分析を格納し、そのフォル
ダにアクセスできる必要があります。スケジュール済みイベントで指定されたユーザーに対して実行時にアクションが正

常に完了するためには、そのユーザーもフォルダにアクセスできる必要があります。 

n メール送信アクションでダッシュボードまたはダッシュボードページを実行する場合: 

n ダッシュボードまたはダッシュボードページが、/共有フォルダ/全社共有フォルダ直下にあるシステムによって生成
された[ダッシュボード]サブフォルダか、/共有フォルダ/移行された全社共有フォルダ直下にあるシステムによって
生成された[ダッシュボード]サブフォルダに格納されていることと、自分がダッシュボードにアクセスできることが
必要となります。ダッシュボードまたはダッシュボードページが/共有フォルダ/移行された全社共有フォルダ直下に
あるシステムによって生成された[ダッシュボード]サブフォルダに格納されている場合、[移行された全社共有フォ
ルダへのアクセス]権限が必要です。 

n スケジュール済みイベントで指定されたユーザーに対して実行時にアクションが正常に完了するためには、そのユー
ザーはダッシュボードまたはダッシュボードページにアクセスできる必要があります。ダッシュボードまたはダッシ

ュボードページが/共有フォルダ/移行された全社共有フォルダ直下にあるシステムによって生成された[ダッシュボ
ード]サブフォルダに格納されている場合、そのユーザーには[移行された全社共有フォルダへのアクセス]権限が必
要です。 

n メール送信アクションで選択した分析、ダッシュボードまたはダッシュボードページの名前に次のいずれかの特殊文字が
含まれる場合、指定されたユーザーに送信されるファイルの名前で、その文字はアンダースコア（_）に置き換えられま
す。 

n アスタリスク（*） 

n バックスラッシュ（\） 

n コロン(:) 

n カンマ（,） 

n 二重引用符（"） 

n 大なり記号（>） 

n 小なり記号（<） 

n 疑問符（?） 

n スラッシュ（/） 

n 縦棒（|） 

[分析]レコードタイプのスケジュール済みイベントのメール送信アクションを作成するには 

1 [ワークフロールール詳細]ページの[アクション]関連情報セクションで、[メニュー]をクリックして[メール送信]を選択
します。 

2 [ワークフローアクション編集]ページの[キーアクション詳細]セクションで、ワークフローアクションの詳細フィールド
に入力します。 

[翻訳]チェックボックスの詳細は、「ワークフローアクションの作成: 電子メールの送信 (参照 
"ワークフローアクションの作成：電子メールの送信" ページ 477)」を参照してください。 

3 [分析コンテンツ詳細]セクションで、次の操作を行います。 
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a [コンテンツタイプ]フィールドで、アクションで実行する分析オブジェクトのタイプを選択します。 

b [コンテンツ形式]フィールドで、アクションで生成する出力のタイプを選択します。 

c [コンテンツ名のパス]フィールドの[ルックアップ]アイコンをクリックして、カタログを表示するポップアップウィ
ンドウを開きます。 

d 必要な分析オブジェクトを参照して選択し、[OK]をクリックします。 

e （オプション）[パラメータ]フィールドで、分析オブジェクトのパラメータを入力します。 

ワークフローアクションでの分析オブジェクトのパラメータは、WebアプレットまたはWebタブでの分析
またはダッシュボードのパラメータと同様に指定します。詳細は、「埋め込みのレポートおよびダッシュボ

ードのフィルターの指定について (ページ 145)」を参照してください。 

4 [電子メールメッセージ]セクションで、[差出人]、[返信先]、[件名]、[電子メール形式]および[メッセージ本文]フィー
ルドに入力します。 

これらのフィールドの詳細は、「ワークフローアクションの作成: 電子メールの送信 (参照 
"ワークフローアクションの作成：電子メールの送信" ページ 477)」を参照してください。 

注: 
電子メールの件名またはメッセージ本文に、[ユーザー]レコードタイプのフィールドを含めると、それらのフィール
ドには、分析オブジェクトの実行の代行元となるユーザーのユーザーレコードの値が入力されます。 

5 ワークフローアクションを保存します。 
 

ワークフロー保存操作の取リ消し 
［更新されたレコードが保存される前に］トリガーを持つワークフロールールでは、ルールの条件が満たされない場合に、［

保存取消］機能を使用して、そのルールをトリガーした変更を保存するための操作が取り消されるように指定できます。ただ

し、Oracle CRM On Demandによる変更は、保存操作の取り消しを指定した場合でも、取り消されません。 

取り消されたワークフロー保存操作のメッセージの翻訳について 
ワークフロールールに保存取消機能を設定すると、ルールの条件を満たさない場合、およびルールの［保存取消］チェックボ

ックスがオンの場合にユーザーまたはWebサービスに返すカスタムメッセージを指定できます。企業のデフォルト言語を使
用しないユーザーに対して、翻訳されたバージョンのカスタムメッセージの提供が必要な場合があります。翻訳されたバージ

ョンのカスタムメッセージを入力する能力は、企業プロファイル上のワークフロー保存取消メッセージに対する言語翻訳サポ

ートの有効化チェックボックスにより制御されます。企業プロファイル上のこのチェックボックスがオフの場合、ワークフロ

ールールに対して翻訳されたメッセージは入力できません。 

企業プロファイル上でワークフロー保存取消メッセージに対する言語翻訳サポートの有効化チェックボックスがオンの場合の

動作は次のとおりです。 

n ［翻訳言語］フィールドは、既存のワークフロールールを編集するときに［ワークフロールール詳細］ページおよび［ワ
ークフロールール編集］ページで使用できます。カスタムメッセージが指定されたワークフロールールを作成した後、メ

ッセージは企業のデフォルト言語以外のすべての言語で括弧で囲まれた青色のフォントで表示されます。この結果、ワー

クフロールールを編集して翻訳されたバージョンのメッセージを入力できます。 

注: 
カスタムメッセージを指定しない場合は、デフォルトのメッセージが返されます。翻訳されたバージョンのデフォル

トメッセージは入力できません。 
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n ［翻訳］チェックボックスは、既存のワークフロールールの［ワークフロールール編集］ページおよび［ワークフロール
ール詳細］ページで使用できます。企業のデフォルト言語で表された既存のルール内のメッセージを変更する場合、［翻

訳］チェックボックスを使用して、翻訳されたバージョンのメッセージを更新されたメッセージで置き換えるか、変更し

ないままにするかを指定できます。［翻訳］チェックボックスをオンにすると、更新されたメッセージがデフォルトのフ

ォントでデフォルトの企業言語で表示されます。翻訳された言語のメッセージを入力するまでは括弧で囲まれた青色のフ

ォントで表示されます。メッセージをデフォルトの企業言語で更新するときに［翻訳］チェックボックスをオンにしない

と、メッセージはデフォルトの企業言語で変更されますが翻訳されたメッセージは変更されません。 

注: 
ワークフロールールを作成したとき、［翻訳］チェックボックスはオフで読み取り専用です。［翻訳］チェックボッ

クスは既存のワークフロールールを編集するときにのみ有効です。さらに、ワークフロールールを編集するときに翻

訳フィールドで企業のデフォルト言語以外の言語を選択した場合、［翻訳］チェックボックスは読み取り専用です。 

作業前の準備。この手順を実行するには、ユーザーの役割に［ワークフロー保存取消］権限および［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が必要です。 

注意: 
［商談］レコードタイプは例外です。「商談」レコードタイプに対するワークフロールールで［保存取消］機能を使用する場

合、ユーザーの役割に［ワークフロー保存取消］権限は必要ありません。ユーザーの役割に［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が設定されている場合、［更新されたレコードが保存される前に］トリガーがある「商談」

レコードタイプに対するワークフロールールで、［保存取消］機能を使用できます。 

ルール条件を満たさない場合に、ワークフローの保存操作を取り消すには 

1 ［ワークフロールール詳細］ページの［条件が偽の場合にアクション］セクションで、［保存取消］チェックボックスを
オンにします。 

2 （オプション）ルール条件を満たさないために保存処理が取り消されたときに表示するエラーメッセージを指定します。 

3 変更を保存します。 

次の表では、［ワークフロールール詳細］ページの［条件が偽の場合にアクション］セクションのオプションについて説明し

ます。 

フィールド 説明 

翻訳 このチェックボックスは、ワークフロー保存取消メッセージに対する言語

翻訳サポートの有効化チェックボックスが企業プロファイルでオンになっ

ている場合にのみ使用可能です。 

企業のデフォルト言語で表されたワークフロールール内のメッセージを変

更する場合、［翻訳］チェックボックスを次のように使用します。 

n 翻訳されたバージョンのメッセージを更新されたメッセージで置き換
える場合、［翻訳］チェックボックスをオンにします。 

n 翻訳されたバージョンのメッセージを変更せずに残す場合、［翻訳］
チェックボックスをオンにしないでください。 

保存取消 このチェックボックスをオンにすると、ルール条件を満たさない場合に次

のアクションが実行されます。 

n ワークフロールールが終了します。 

n ［更新されたレコードが保存される前に］トリガーイベントが指定さ
れている（同じレコードタイプに基づく）以降のすべてのワークフロ
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フィールド 説明 

ールールも終了します。 

n レコードの状態に対する以前のすべての変更（Oracle CRM On 
Demandで加えられた変更を除く）がロールバックされます。 

n レコードが元の状態に戻ります。ただし、Oracle CRM On 
Demandでレコードが更新されている場合は、その変更が［保存取消
］アクションよりも優先されます。たとえば、プライマリ担当者が関

連担当者から削除されると、Oracle CRM On 
Demandで親商談レコードのプライマリ担当者情報が更新されます。
Oracle CRM On 
Demandによるこの更新は、商談レコードに対する［保存取消］アク
ションよりも優先されます。 

n ［更新されたレコードが保存されたとき］トリガーイベントが指定さ
れている、同じレコードタイプの以降のすべてのワークフロールール

はトリガーされません。 

n 次のようなメッセージが返されます。 

n ユーザーのアクションによってルールがトリガーされると、その
ルールをトリガーしたアクションを実行したユーザーに対してメ

ッセージが表示されます。 

n Webサービスによってルールが呼び出された場合は、そのWeb
サービスに対してメッセージがエラー文字列として返されます。 

メッセージは、［メッセージの表示］フィールドで指定できます

。 

このチェックボックスをオフにすると、ルールの条件を満たさない場合は

、保存操作が行われません（メッセージも返されません）。 

デフォルトでは、［保存取消］チェックボックスはオフになっています。 

メッセージの表示 このフィールドでは、ルールの条件を満たさない場合、およびルールの［

保存取消］チェックボックスがオンの場合にユーザーまたはWebサービス
に返すメッセージを指定できます。 

このフィールドにメッセージを指定しない場合は、デフォルトのメッセー

ジが返されます。メッセージの最大文字数は1,999文字です。 

次の手順では、ワークフロー保存取消操作に対して翻訳されたバージョンのメッセージを入力する方法について説明します。 

ワークフローに対して翻訳されたバージョンのメッセージを入力するには 

1 ［ワークフロールールリスト］ページで、ワークフロールールの［編集］リンクをクリックします。 

2 ［ワークフロールール編集］ページにある［翻訳言語］フィールドで、翻訳されたメッセージを入力する言語を選択しま
す。 
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注: 
デフォルトの企業言語以外の言語を選択すると、［ワークフロールール編集］ページまたは［ワークフロールール詳

細］ページからワークフロールールを作成できません。ワークフロールールを作成できるのは、［翻訳言語］フィー

ルドでデフォルトの企業言語が選択された場合のみです。 

3 ［メッセージの表示］フィールドに翻訳されたメッセージを入力します。 

4 変更を保存します。 

各言語にこの手順を繰り返します。 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 
 

ワークフロールールの特定のチャネルまたは役割への制限 
［スケジュール済みイベント］以外のトリガーイベントを使用してワークフロールールを作成するとき、ルールに条件を追加

して、ルールを特定のチャネルまたは役割に制限できます。 

チャネルによってワークフロールールが呼び出されないようにするには 

n 条件式でExcludeChannel()関数を使用します。 

たとえば、大規模なインポート処理によってワークフロールールがトリガーされないようにするには、ワークフロー

ルールで次の条件を使用します。 

ExcludeChannel ("Import") 

ExcludeChannel()関数の詳細は、「ExcludeChannel (ページ 862)」を参照してください。 

ワークフロールールを特定の役割に制限するには 

n 条件式でUserValue()関数とともに<Role>属性を使用します。  

たとえば、ルールをトリガーするアクションを実行したユーザーの役割が［管理者］であり、レコードの［優先順位

］が［高］に設定されている場合にのみワークフロールールが呼び出されるように制限するには、ワークフロールー

ルで次の条件を使用します。  

UserValue('<Role>')="Administrator" AND [<Priority>]="High" 

UserValue()関数の詳細は、「UserValue (ページ 895)」を参照してください。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文
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が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 
 

ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て 
ワークフロールールの［ブックを割り当て］アクションでは、ワークフロールールの条件が満たされた場合にブックがレコー

ドに自動的に割り当てられます。レコードに割り当てる特定のブックを選択するか、評価結果がレコードに割り当てるブック

の名前になる式を指定できます。 

評価結果がブック名になる式を指定することで、式の結果に応じて異なるブックを異なるレコードに割り当てることができる

、［ブックを割り当て］ワークフローアクションを設定できます。たとえば、北アメリカに取引先があり、EMEAに拠点を置
く取引先もあるとします。それらの異なる所在地のために2つの別個のブックを設定し、取引先所在地に応じて適切なブック
を取引先に割り当てる必要があります。この構成を設定するには、2つのブックを作成し、一方を「North 
America」、他方を「EMEA」という名前にします。次に、「Sales Location」という名前の、値が「North 
America」および「EMEA」であるカスタムピックリスト項目を作成し、そのカスタム項目を適切な役割の［取引先］レコー
ドタイプのページレイアウトに追加します。その後、取引先レコードの更新時に以下のことが実行される、［ブックを割り当

て］ワークフローアクションを作成します。 

n 取引先レコード上の［Sales Location］フィールドで選択されている値を判断する式を評価します。 

n 取引先レコードを、その式で返された値と名前が一致するブックと関連付けます。 

注：1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。 

次の手順では、［ブックを割り当て］アクションの作成方法について説明します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。役割への権限の追加については
、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

［ブックを割り当て］アクションを作成するには 

1 アクションを作成するルールに移動します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

c ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを作成するルールを見つけます。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してく

ださい。 

2 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

3 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［メニュー］をクリックし、［ブックを割り当て］
を選択します。  

注：ワークフロールール上のトリガーイベントにより、そのルールで作成できるアクションのタイプが決まります。 

ヒント:アクションの［コピー］リンクをクリックすると、既存のワークフロールールアクションのコピーを作成できま
す。 
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4 ［ワークフローアクション編集］ページで、アクションの名前を入力します。 

5 アクションを有効にするには、［有効］チェックボックスをオンにします。 

6 レコードに割り当てるブックを指定するには、次のいずれかを行います。 

n ［ブック名］フィールドの横にあるセレクタボタンをクリックしてから、レコードを割り当てるブックを選択し、［
OK］をクリックします。 

n ［fx］アイコンをクリックしてExpression 
Builderをオープンし、評価結果がレコードに割り当てるブックの名前になる式を作成し、［保存］をクリックしま
す。  

たとえば、このトピック内で前に説明した構成をサポートするには、リストからカスタムの［Sales 
Location］フィールドを選択します。そのフィールドの言語独立名が、適切な構文で式エディターに表示
されます。 

注: 
式の結果がnull値、または有効なブック名ではない値の場合は、ワークフローアクションが失敗し、ワーク
フローエラーモニターでエラーが記録されます。 

Expression Builderの詳細は、「Expression Builder (ページ 844)」を参照してください。 

7 適切な［割当オプション］と［適用先］オプションを選択します。  

オプションについては、「ブックへのレコードの割り当て (ページ 379)」を参照してください。 

注: 
ワークフローアクションで、あるブックから別のブックにレコードを再割当する必要がある場合は、ブックの置換フ

ィールドで、置き換えるブックを指定できます。置き換えるブックの名前を選択するか、評価結果が置き換えるブッ

クの名前となる式をExpression 
Builderを使用して作成できます。式の結果がnull値、または有効なブック名ではない値の場合は、ワークフローア
クションが失敗し、ワークフローエラーモニターでエラーが記録されます。 

8 アクションを保存します。 

レコード所有者モードおよびブックの割り当て 
カスタムブックを異なる所有権モード（ユーザーモード、混合モードまたはブックモード）でサポートするレコードタイプを

設定できます。レコード所有権モードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 
347)」を参照してください。レコード所有権モードはワークフローのルールおよびアクションと相互作用します。 

［ブックを割り当て］ワークフローアクションでプライマリカスタムブックをレコードから削除しようとした場合の動作は次

のとおりです。 

n レコードタイプがブックモードに設定されている場合は、ワークフローアクションが失敗します。 

n レコードタイプが混合モードに設定されている場合は、プライマリカスタムブックがレコードから削除されるときに、O
racle CRM On Demandによってレコードの［ブック］フィールドの値が削除されます。 

n レコードタイプがユーザーモードに設定されている場合は、レコードのいずれのブックもプライマリカスタムブックでは
ないため、レコード所有権モードはワークフローアクションに影響しません。 

他のタイプのワークフローアクションの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 
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n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 
ワークフロールールに対する［統合イベントの作成］アクションでは、ワークフロールールの条件を満たし、［統合イベント

の作成］アクションで追跡されているフィールドの少なくとも1つで変更が検出された場合、自動的に1つ以上の統合キュー
に統合イベントを送信します。 

［統合イベントの作成］アクションおよび［待機］アクションについて 
［統合イベントの作成］アクションを使用して、ワークフロールールをトリガーするイベントによってレコードに加えられた

変更を取得する統合イベントを作成する場合は、ワークフロールールのアクションの順序として、［待機］アクションの前に

［統合イベントの作成］アクションを設定する必要があります。ワークフロールールで［統合イベントの作成］アクションの

前に［待機］アクションを実行すると、［統合イベントの作成］アクションでレコードに対する変更が検出されなくなります

。［待機］アクションの待機期間が終了すると、ルールの残りのアクションが実行される前にレコードが再び読み取られ、ワ

ークフロールールをトリガーしたイベントの前にレコードに記録されたフィールド値は保持されません。したがって、フィー

ルドの以前の値と現在の値は同一と見なされ、［統合イベントの作成］アクションによって統合イベントは作成されません。

これは、追跡対象のフィールドの変更が検出されないためです。 

統合イベントのピックリスト値形式について 
統合イベントキューの設定状態に応じ、統合イベントの作成の原因になったアクションの実行ユーザーの言語、または言語独

立コード（LIC）値で、統合イベントのピックリストフィールドの値が記録されます。統合イベントキューのピックリスト値
形式の指定の詳細は、「統合イベントキューの作成 (ページ 801)」および「統合イベント設定の管理 (ページ 
802)」を参照してください。 
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取引先レコードおよび担当者の住所レコードにおける［請求］、［出荷］および［プライマ
リ］フラグについて 
［取引先住所］レコードタイプの統合イベントでは、住所が取引先に指定された請求先住所または出荷先住所のいずれである

かを示す［請求］および［出荷］フラグを含めることができます。同様に、［担当者の住所］レコードタイプの統合イベント

では、住所が担当者のプライマリ住所かどうかを示す［プライマリ］フラグを含めることができます。ただし、［請求］、［

出荷］および［プライマリ］フラグに対する変更は追跡できません。これは、フラグについて［常に含む］チェックボックス

を選択した場合でも、これらのフラグに対する変更を使用して統合イベントの作成をトリガーすることはできないことを意味

します。これらのフラグのいずれかを統合イベントに含め、そのフラグが変更の追跡対象であるフィールドと同時に変更され

た場合、追跡対象のフィールドに対する変更の結果として作成された統合イベントには、フラグの新しい値は表示されません

。かわりに、統合イベントには更新実行前のフラグの値が表示されます。ただし、追跡対象のフィールドに対する変更の結果

として次回統合イベントが作成されたとき、統合イベントには前回更新実行後のフラグフィールドの値が含められます。 

たとえば、住所Aおよび住所Bという2つの住所が、Jane Smithという担当者にリンクしていると想定します。住所AはJane 
Smithのプライマリ住所です。次のように設定された［担当者の住所］レコードタイプに対するワークフローの［統合イベン
トの作成］アクションがあります。 

n ［アドレスタイプ］フィールドについてのみ［変更を追跡］チェックボックスが選択されています。 

n ［プライマリ］フィールドについて［常に含む］チェックボックスが選択されています。 

ユーザーがJane 
Smithの担当者の住所レコードから住所Aの［アドレスタイプ］フィールドを更新し、住所Aの［プライマリ］チェックボッ
クスを選択解除した場合、［アドレスタイプ］フィールドに対する変更の結果としてワークフローアクションにより作成され

た統合イベントには新規住所タイプが表示されますが、統合イベントの［プライマリ］フラグの値は、住所AがJane 
Smithのプライマリ住所であることを引き続き示します。ただし、次回担当者の住所レコードから住所Aの［アドレスタイプ
］フィールドが変更され、変更の結果として統合イベントが作成されたとき、統合イベントの［プライマリ］フラグは、住所

AがJane Smithのプライマリ住所でないことを示します。 

注：1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。 

次の手順では、［統合イベントの作成］アクションの作成方法について説明します。 

作業前の準備。ここで説明する手順を実行するには、[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。役割への権限の追加については
、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

［統合イベントの作成］アクションを作成するには 

1 アクションを作成するルールに移動します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

c ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを作成するルールを見つけます。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してく

ださい。 

2 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

3 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［メニュー］をクリックし、［統合イベントの作成
］を選択します。  

注：ワークフロールール上のトリガーイベントにより、そのルールで作成できるアクションのタイプが決まります。 
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ヒント:アクションの［コピー］リンクをクリックすると、既存のワークフロールールアクションのコピーを作成できま
す。 

4 ［ワークフローアクション編集］ページで、アクションの名前を入力します。 

5 アクションを有効にするには、［有効］チェックボックスをオンにします。 

6 統合イベントを書き込む統合キューを選択します。 

7 ワークフロールールのレコードタイプでWeb Services v1.0とWeb Services 
v2.0の両方のスキーマがサポートされている場合、［スキーマバージョン］フィールドで、統合イベントで使用するWe
bサービスのバージョンを選択します。 

ワークフロールールのレコードタイプでWeb Services v1.0とWeb Services 
v2.0の両方のスキーマがサポートされている場合、［スキーマバージョン］フィールドでは、デフォルトで［Web 
Services v2.0］が選択されていますが、ワークフローアクションの保存前はこの選択を変更できます。 

注: ワークフローアクションを作成して保存した後は、スキーマバージョンフィールドの値を変更できません。 

ワークフロールールのレコードタイプでサポートされているスキーマが1つのみの場合は、そのWebサービスのバー
ジョンがデフォルトで選択されます。Webサービスの詳細は、『Oracle Web Services On Demand 
Guide』を参照してください。 

8 ワークフローアクションを保存します。 

9 アクションのリストにあるレコードレベルメニューから、設定する統合イベントアクションに対して［設定］を選択しま
す。 

注：［設定］オプションは、トリガーイベントが［レコードのマージ時］のアクションには使用できません。 

10 統合イベント追跡の設定ページで、フィールドに対するチェックボックスを必要に応じてオンにします。 

n フィールドの値が変更されていない場合でもそのフィールドを統合イベントに含める場合は、［常に含む］チェック
ボックスをオンにします。 

n このフィールドが更新されるたびに統合イベントを生成する場合は、［変更を追跡］チェックボックスをオンにしま
す。 

11 変更を保存します。 

次の表では、統合イベント追跡の設定ページのフィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

表示名 ユーザーインターフェイスに表示されるフィールドの名前。 

統合タグ このフィールドが統合イベントに含まれているときに使用する統合タグ。 

統合タグは、［レコードタイプフィールド］ページの［統合タグ Web 
Services v2.0］カラムに表示されます。 

必須 この読み取り専用チェックボックスは、フィールドが必須フィールドとして設

定されているかどうかを示します。 
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フィールド 説明 

常に含む フィールドの値が変更されていない場合でもそのフィールドを統合イベントに

含める場合は、このチェックボックスをオンにします。 

注：［常に含む］チェックボックスはデフォルトでオンになっており、Oracle 
CRM On 
Demandが使用する特定のフィールドに対してオフにすることはできません。 

変更を追跡 このフィールドが更新されるたびに統合イベントを生成する場合は、このチェ

ックボックスをオンにします。［変更を追跡］チェックボックスの詳細は、こ

のトピックの「［変更を追跡］チェックボックスについて」を参照してくださ

い。 

［変更を追跡］チェックボックスについて 
ワークフロールールに対するトリガーイベントが［レコードが削除される前］、［親との関連付けの後］または［親との関連

付け解除の後］である場合、［変更を追跡］チェックボックスは使用できません。また、ワークフロールールに対するトリガ

ーイベントが［親との関連付けの後］または［親との関連付け解除の後］の場合、ページに表示されるフィールドのセットは

、子レコードレベルのフィールドのセットとなります。統合イベントに含まれているフィールドセットは親レコードレベルで

も設定できません。 

［変更を追跡］チェックボックスが使用可能なワークフローアクションの場合、ワークフローアクションにより統合イベント

が作成されるのは、［変更を追跡］チェックボックスが少なくとも1つのフィールドで選択されており、［変更を追跡］チェ
ックボックスが選択されているフィールドのうち少なくとも1つにおいて変更が検出された場合のみです。統合イベントが作
成されると、ワークフローアクションで［常に含む］チェックボックスが選択されているすべてのフィールドが統合イベント

に含められます。 

システムフィールドの例外 
ワークフロールールに対するトリガーイベントが[新規レコードが保存されたとき]以外である場合、次の1つ以上のシステム
フィールドについて[変更を追跡]チェックボックスを選択し、他のフィールドについては[変更を追跡]チェックボックスを選
択していないと、Oracle CRM On Demandでは統合イベントが生成されません。 

n ModifiedDate  

n ModifiedById  

n CreatedDate  

n CreatedById  

n ID 

統合イベントの詳細は、「統合イベントについて (ページ 800)」を参照してください。 

他のタイプのワークフローアクションの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 
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関連トピック 
ワークフローの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 

n 統合イベントについて (ページ 800) 
 

ワークフローアクションの作成：タスクの作成 
ワークフロールールの［タスクを作成］アクションでは、ワークフロールールの条件が満たされた場合にタスクが自動的に作

成されます。 

注：1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。 

活動のフォローアップタスクを作成するワークフロールールの設定について 
［タスクを作成］アクションは［活動］レコードタイプに対して使用できるため、新しい活動レコードが保存されたり、既存

の活動レコードが更新、削除、または復元されたときのフォローアップタスクを作成するためにワークフロールールを設定で

きます。活動レコード用に作成したフォローアップタスクは、［活動］レコードタイプに基づいた後続のワークフロールール

をトリガーしません。詳細は、「活動のフォローアップタスクを作成するワークフロールールの設定例 (ページ 
476)」を参照してください。 

親レコードにリンクされているタスク 
ワークフロールールが、子タスクをサポートするレコードタイプに基づいている場合は、そのルールの［タスクを作成］アク

ションでタスクが作成されると、ワークフロールールをトリガーしたレコードが、新しい子タスクレコードの親レコードにな

ります。さらに、ワークフロールールアクションで作成された活動は、次のように、他の親レコードに自動的にリンクされま

す。  

n ［タスクを作成］アクションで商談レコードの活動が作成されると、ワークフローアクションによって、その活動が商談
の親取引先および商談レコード自体に自動的にリンクされます。 

n ［タスクを作成］アクションでサービスリクエストレコードの活動が作成されると、ワークフローアクションによって、
その活動がサービスリクエストの親取引先と担当者、さらにサービスリクエストレコード自体に自動的にリンクされます

。 

ワークフロールールが、子タスクをサポートしていないレコードタイプに基づいている場合は、そのルールの［タスクを作成

］アクションでタスクが作成されると、そのタスクはいずれの親レコードにもリンクされません。 

次の手順では、［タスクを作成］アクションの作成方法について説明します。 
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注：［タスクを作成］アクションを成功させるために、ワークフローをトリガーするアクションを実行するユーザーには、タ

スクを作成するための適切なアクセス権限が必要です。ワークフローアクションが失敗した場合の動作については、「ワーク

フロールールおよびワークフローアクションの失敗について (ページ 437)」を参照してください。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。役割への権限の追加については
、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

［タスクを作成］アクションを作成するには 

1 アクションを作成するルールに移動します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

c ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを作成するルールを見つけます。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してく

ださい。 

2 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

3 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［メニュー］をクリックし、［タスクを作成］を選
択します。  

注：ワークフロールール上のトリガーイベントにより、そのルールで作成できるアクションのタイプが決まります。 

ヒント:アクションの［コピー］リンクをクリックすると、既存のワークフロールールアクションのコピーを作成できま
す。 

4 ［ワークフローアクション編集］ページで、アクションの名前を入力します。 

5 アクションを有効にするには、［有効］チェックボックスをオンにします。 

6 次の表で説明するフィールドに入力し、アクションを保存します。 

注:タスクの［所有者］フィールドで［レコード上の関連ユーザー］オプションを選択し、レコードの所有者が無効
なユーザーである場合、タスクは作成されません。 

フィールド 説明 
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フィールド 説明 

所有者 タスクの所有者のタイプ（［レコード上の関連ユーザー］または［特定

のユーザー］）を選択し、所有者を選択します。 

n ［レコード上の関連ユーザー］を選択する場合は、リストからユー
ザーを選択します。 

チームの役割を所有者として選択した場合は、割り当てられた

チームの役割を持つ各ユーザーに、ワークフロールールにより

タスクが作成されます。 

注: 
取引先、担当者、見込み客、商談およびサービスリクエストレ

コードタイプの場合、レコードタイプに追加されたカスタムチ

ームの役割はどれも、[レコード上の電子メールアドレス]所有
者のリストで選択できます。レコードタイプのカスタマイズの

詳細は、「レコードタイプ別の[アプリケーションカスタマイズ
]ページ (参照 
"レコードタイプ別の［アプリケーションカスタマイズ］ページ
" ページ 
104)」を参照してください。ワークフローアクションが［ユー
ザー］レコードタイプ用の場合に［所有者］フィールドで選択

できるユーザーの詳細は、「ユーザーレコードタイプのワーク

フロールールを作成するときの考慮事項 (ページ 
444)」を参照してください。 

n ［特定のユーザー］を選択する場合は、［ルックアップ］アイコン
をクリックし、タスクの所有者を選択します。 

注：レコード所有権モードが自動生成タスクの所有権に与える影響の詳

細は、「レコード所有権モードおよび自動生成タスク (ページ 
353)」を参照してください。 

タイプ ドロップダウンリストから活動タイプを選択します。 

活動サブタイプ ドロップダウンリストから活動サブタイプを選択します。 
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フィールド 説明 

締切日 評価結果がタスクの締切日になる式を入力します。Expression 
Builderを使用して式を作成できます。フィールドの横にある［fx］アイ
コンをクリックすると、Expression 
Builderウィンドウが開きます。式には、最大で1024文字を含めること
ができます。 

注：ワークフローアクションが正常に動作するようにするには、［締切

日］フィールドに、評価結果が有効な日付になる式を入力する必要があ

ります。［締切日］フィールドに式以外（日付や整数など）を入力しな

いでください。 

評価結果が現在の日付かそれ以前の日付になる式を入力すると、締切日

はデフォルトで現在の日付になります。 

計算された日付を制限なく未来にさかのぼって設定できます。ただし、

式の評価結果を有効な日付にする必要があります。式の評価結果が無効

な日付または他のデータ型（文字列、整数、ブールなど）になる場合、

エラーが発生し、活動は作成されません。  

Expression 
Builderの［構文のチェック］ボタンを使用して、式の構文をテストでき
ます。ただし、Expression 
Builderでは、式の評価結果が有効な日付になるかどうかは検証されませ
ん。 

Oracle On Demand Expression 
Builderの使用方法については、「Expression Builder (ページ 
844)」を参照してください。 

優先順位 ドロップダウンリストから活動の優先順位を選択します。 

状態 ドロップダウンリストから活動状態を選択します。 

タスク通貨 通貨を選択します。 

個人 このタスクの所有者だけにタスクを表示する場合、このチェックボック

スをオンにします。 

主題 タスクの主題行を入力します。 

テキストには、関数とフィールド名を埋め込むことができます。埋め込

まれた関数またはフィールド名の前後にある3つのパーセント記号（%%%
）は、これが文字列に変換されることを示しています。  

たとえば、テキストには次の内容を含めることができます。 

%%%[<ContactLastName>]%%%の呼び出し 

関数またはフィールド名をフィールドに直接入力した場合、その前後に3
つのパーセント記号を入力する必要があります。Expression 
Builderを使用して関数またはフィールド名を埋め込んだ場合は、パーセ
ント記号が自動的に追加されます。Expression 
Builderを使用して複雑な式を埋め込んだ場合は、パーセント記号が適切
な位置に追加されないことがあります。その場合は、式全体の前後にパ

ーセント記号が配置されて、式が正しく評価されるようにしてください
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フィールド 説明 

。 

たとえば、%%%Today() + 

30%%%では現在の日付に30日が追加されますが、%%%Today() %%%+ 
30では現在の日付の文字列表現に30がつなぎ合わされます。 

Expression 
Builderを使用して機能とフィールド名をフィールドに埋め込むには、フ
ィールドの横の［fx］アイコンをクリックします。 

静的テキストのみ入力する場合、Expression 
Builderを使用する必要はありません。 

このフィールドには、式の前後のパーセント記号を含め、最大 
1024文字含めることができます。  

説明 タスクの説明を入力します。 

［主題］フィールドで説明したように、関数とフィールド名をテキスト

に埋め込むことができます。 

このフィールドには、式の前後のパーセント記号を含め、最大 
1024文字含めることができます。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

他のタイプのワークフローアクションの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 
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n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

活動のフォローアップタスクを作成するワークフロールールの設定例 
このトピックでは、活動レコードが作成されたときにフォローアップタスクを作成するようにワークフロールールを設定する

場合の例を示します。この機能の使用方法はビジネスモデルによって異なります。 

ユーザーが新しい活動を作成するたびにフォローアップタスクが自動的に作成されるようにします。フォローアップタスクは

次のように設定します。 

n タスクはコールです。 

n フォローアップタスクの締切日は、元のタスクの作成日から2日後です。 

n フォローアップタスクの優先順位は、［1 - 高］に設定します。  

n フォローアップタスクの所有者は、元の活動の所有者と同じです。 

新しい活動のフォローアップタスクを作成するようにワークフローを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページのタイトルバーで、［新規］をクリックします。 

4 ［ワークフロールール詳細］ページの［キーワークフロールール詳細］セクションで、次のようにルール情報を入力しま
す。 

a ［ワークフロー名］フィールドに、ワークフロールールの名前を入力します。 

b ［活動中］チェックボックスをオンにします。 

c ［レコードタイプ］フィールドで、［活動］を選択します。 

d ［トリガーイベント］フィールドで、［新規レコードが保存されたとき］を選択します。 

5 ワークフロールールを保存します。 

6 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで、［メニュー］をクリックし、［タスクを作成］を
選択します。 

7 ［ワークフローアクション編集］ページで、次のようにアクション情報を入力します。 

a ［アクション名］フィールドに、アクションの名前を入力します。 

b ［有効］チェックボックスをオンにします。 

c ［所有者］フィールドで、［レコード上の電子メールアドレス］、［活動所有者］の順に選択します。 
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d ［タイプ］フィールドで、［電話連絡］を選択します。 

e ［締切日］フィールドで、［fx］アイコンをクリックし、Expression 
Builderウィンドウで［式］フィールドに次の式を入力し、式を保存します。 

Today()+2 

f ［優先順位］フィールドで、［1 - 高］を選択します。 

g ［主題］フィールドに、タスクの主題行（「Follow-Up Call for New Activity」など）を入力します。 

8 ワークフローアクションを保存します。 
 

ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 
ワークフロールールの［メール送信］アクションでは、ワークフロールールの条件が満たされた場合に電子メールが自動的に

生成されます。ワークフロールールをトリガーした操作の成否にかかわらず、電子メールが自動的に送信されます。 
管理者は、電子メールモニターで、現在送信待ちの発信電子メールのリストを確認できます。電子メールモニターの詳細は、

「企業の保留中および送信済み電子メールの確認 (ページ 82)」を参照してください。 

注：1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。 

ワークフローアクションで送信される電子メールの［差出人］アドレスについて 
［メール送信］ワークフローアクションで送信する電子メールに［差出人］アドレスを指定するときは、次のいずれかのオプ

ションを選択できます。 

n デフォルトの電子メールアドレス 

このオプションを選択した場合、電子メールの［差出人］アドレスはdonotreply@crmondemand.comです。 

n 現在のユーザー 

このオプションを選択した場合、電子メールは、ワークフローをトリガーするサインインユーザーに代わって送信さ

れます。電子メールの［送信者］フィールドはdonotreply@crmondemand.comに設定されます。電子メールの
［差出人］アドレスは、ワークフローをトリガーしたサインインユーザーの電子メールアドレスです。 

注: 
スケジュール済みイベントに対して［メール送信］アクションが実行されると、スケジュール済みイベントを有効に

したユーザーがサインインユーザーと見なされます。 

n 特定の電子メールアドレス 

このオプションを選択した場合、電子メールは、ワークフローアクションで指定した電子メールアドレスに代わって

送信されます。電子メールの［送信者］フィールドはdonotreply@crmondemand.comに設定されます。電子メ
ールの［差出人］アドレスは、ワークフローアクションに指定した特定の電子メールアドレスです。  

注: Oracleの電子メール配信システムで電子メールを追跡できるように、Oracle CRM On 
Demandでは電子メールごとに文字列が生成されます。以前のリリースのOracle CRM On 
Demandでは、追跡文字列が電子メールに表示されていました。リリース24以降、追跡文字列は電子メールに表示されなく
なり、かわりに、電子メール受信者に表示されないヘッダーに格納されます。 
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［メール送信］ワークフローアクションでの件名行およびメッセージ本文テキストの翻訳に
ついて 
［メール送信］アクションの作成後に、オプションで、そのワークフローアクションで生成される電子メールの件名行および

メッセージ本文テキストの翻訳版を入力するようアクションを編集できます。企業で有効な各言語の翻訳を入力できます。あ

る言語のために件名行およびメッセージ本文テキストの翻訳を入力しない場合は、代わりに、企業のデフォルト言語でのテキ

ストが使用されます。 

電子メールアクションの実行時は、Oracle CRM On 
Demandで、［メール送信］アクションの［宛先］フィールド内の値を使用して次のように電子メールの言語が決定されま
す。 

n ［宛先］フィールドで［特定のユーザー］または［レコード上の電子メールアドレス］が選択されている場合、電子メー
ルの言語は電子メール受信者のユーザー言語となります。［宛先］フィールドで［レコード上の電子メールアドレス］が

選択されており、その電子メールが複数のユーザーに送信される場合、各電子メールの言語はその電子メールの受信者の

ユーザー言語となります。 

n ［宛先］フィールドで［特定の電子メールアドレス］が選択されている場合は、Oracle CRM On 
Demandで、［メール送信］アクションの［差出人］フィールドの値を使用して次のように電子メールの言語が決定さ
れます。 

n ［差出人］フィールドで［現在のユーザー］が選択されている場合、電子メールの言語は現在のユーザー（つまり、
そのワークフローをトリガーしたサインインユーザー）のユーザー言語となります。 

n ［差出人］フィールドで［デフォルトの電子メールアドレス］または［特定の電子メールアドレス］が選択されてい
る場合、電子メールの言語は企業のデフォルト言語となります。 

［メール送信］アクションが更新された場合 
企業のデフォルト言語での件名行テキストまたはメッセージ本文テキスト、あるいはそれら両方を変更するときには、［翻訳

］チェックボックスを使用して、次のように他言語での動作を決定できます。 

n ［翻訳］チェックボックスを選択しない場合は、次のようになります。 

n 翻訳が入力されたことがない言語については、件名行およびメッセージ本文テキストは、企業のデフォルト言語用に
指定されている更新済みテキストに自動的に置き換えられます。 

n 既存の翻訳版の件名行およびメッセージ本文テキストは、変更されずに残ります。  

n ［翻訳］チェックボックスを選択した場合は、変更内容を保存すると、他のすべての言語の件名行およびメッセージ本文
テキストが、企業のデフォルト言語用に指定されている件名行およびメッセージ本文テキストで上書きされます。他の言

語用には、翻訳版を入力するまで、そのテキストは括弧で囲まれ、青いフォントで表示されます。 

注: 
［メール送信］アクションに関するフィールドを更新する際に［翻訳］チェックボックスを選択した場合は、変更内

容を保存すると、企業のデフォルト言語用の件名行またはメッセージ本文テキストを更新していない場合でも、すべ

ての言語の件名行およびメッセージ本文テキストが、企業のデフォルト言語用に指定されている件名行およびメッセ

ージ本文テキストで上書きされます。 

［翻訳］チェックボックスについて 
［翻訳］チェックボックスは、既存の［メール送信］ワークフローアクションを編集する際に、［翻訳言語］フィールドで企

業のデフォルト言語が選択されている場合のみ有効となります。 

新しい［メール送信］ワークフローアクションの作成時は、［翻訳］チェックボックスはオフになっており、読み取り専用と

なります。また、ワークフローアクションを編集するときに［翻訳言語］フィールドで企業のデフォルト言語以外の言語を選

択した場合、［翻訳］チェックボックスは読み取り専用となります。  
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次の手順では、［メール送信］アクションの作成方法について説明します。 

注：Oracle CRM On 
Demandのワークフロー機能は、電子メールを一括して送信するためのツールとして使用することを意図していません。多
数の電子メールを顧客に送信する必要がある場合は、Oracle CRM On Demand 
Marketingなどの製品を使用することをお勧めします。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。役割への権限の追加については
、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

注: 
[分析]レコードタイプの[メール送信]アクション作成の手順は、他のレコードタイプの[メール送信]アクション作成の手順と
は異なります。[分析]レコードタイプの[メール送信]アクション作成の詳細は、「分析のためのスケジュール済みイベントの
作成 (ページ 456)」を参照してください。 

［メール送信］アクションを作成するには 

1 アクションを作成するルールに移動します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

c ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを作成するルールを見つけます。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してく

ださい。 

2 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

3 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［メニュー］をクリックし、［メール送信］を選択
します。 

注：ワークフロールール上のトリガーイベントにより、そのルールで作成できるアクションのタイプが決まります。 

ヒント:アクションの［コピー］リンクをクリックすると、既存のワークフロールールアクションのコピーを作成できま
す。 

4 ［ワークフローアクション編集］ページで、アクションの名前を入力します。 

5 アクションを有効にするには、［有効］チェックボックスをオンにします。 

6 ［差出人］フィールドで、次のように、電子メールの送信元のアドレスを選択または入力します。 

n 電子メールをデフォルトのアドレスから送信するには、［デフォルトの電子メールアドレス］オプションを選択しま
す。 

n ワークフローをトリガーするサインインユーザーの代わって電子メールを送信するには、［現在のユーザー］オプシ
ョンを選択します。 

n 特定のアドレスに代わって電子メールを送信するには、［特定の電子メールアドレス］オプションを選択します。 

アドレスを入力するときは、次の制限が適用されます。 
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n 電子メールアドレスは、直接入力するか、フィールドの横の［fx］アイコンをクリックし、Expression 
Builderを使用して電子メールアドレスを定義できます。 

n 電子メールアドレスを1つのみ指定します。［差出人］フィールドでは、複数のアドレスはサポートされません
。 

n 絶対電子メールアドレスを指定する場合は、一重引用符または二重引用符でアドレスを囲む必要があります。 

n Expression 
Builderでチェックされるのは、アドレスの式の構文のみです。アドレスが有効かどうかはチェックされません
。 

n このフィールドには、1024文字まで入力できます。 

7 （オプション）［返信先］フィールドで、［メール送信］ワークフローアクションによって送信された電子メールに受信
者が応答するときに、［宛先］フィールドに自動的に表示されるアドレスについて、次のようにオプションを選択します

。 

n 電子メールの［差出人］アドレスを返信メールの［宛先］フィールドに表示する場合は、このフィールドを空白のま
まにします。 

n アクションによってワークフロールールをトリガーしたサインインユーザーの電子メールアドレスを返信メールの［
宛先］フィールドに表示する場合は、［現在のユーザー］オプションを選択します。 

n 返信メールの［宛先］フィールドに表示する電子メールアドレス（1つまたは複数）を指定する場合は、［特定の電
子メールアドレス］オプションを選択し、アドレスを指定します。  

アドレスを入力するときは、次の制限が適用されます。 

n 電子メールアドレスは、直接入力するか、フィールドの横の［fx］アイコンをクリックし、Expression 
Builderを使用して電子メールアドレスを定義できます。 

n 複数のアドレスを入力するには、セミコロン（;）区切りを使用します。 

n 絶対電子メールアドレスは、一重または二重引用符で囲む必要があります。 

n Expression 
Builderでチェックされるのは、アドレスの式の構文のみです。アドレスが有効かどうかはチェックされません
。 

n このフィールドには、1024文字まで入力できます。 

8 ［宛先］フィールドで、次のようにして電子メール受信者の電子メールアドレスを選択または入力します。 

n ［特定のユーザー］または［レコード上の関連ユーザー］を選択し、次のようにして受信者を選択します。 

n ［特定のユーザー］を選択する場合は、［ルックアップ］アイコンをクリックし、ユーザーを選択します。 

n ［レコード上の関連ユーザー］を選択する場合は、リストから受信者を選択します。 

チームの役割を受信者として選択した場合は、割り当てられたチームの役割を持つ各ユーザーにワークフロ

ールールからメールが送信されます。 

注: 
取引先、担当者、見込み客、商談およびサービスリクエストレコードタイプの場合、レコードタイプに追加

されたカスタムの役割はどれも、[レコード上の電子メールアドレス]受信者のリストで使用できます。レコ
ードタイプのカスタマイズの詳細は、「レコードタイプ別の[アプリケーションカスタマイズ]ページ (参照 
"レコードタイプ別の［アプリケーションカスタマイズ］ページ" ページ 
104)」を参照してください。ワークフローアクションが［ユーザー］レコードタイプ用の場合に電子メー
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ルを送信できる受信者の詳細は、「ユーザーレコードタイプのワークフロールールを作成するときの考慮事

項 (ページ 444)」を参照してください。 

n ［特定の電子メールアドレス］オプションを選択し、アドレスを指定します。 

アドレスを入力するときは、次の考慮事項が適用されます。 

n 電子メールアドレスは、直接入力するか、フィールドの横の［fx］アイコンをクリックし、Expression 
Builderを使用して電子メールアドレスを定義できます。 

n 複数のアドレスを入力するには、セミコロン（;）区切りを使用します。 

n 絶対電子メールアドレスは、一重または二重引用符で囲む必要があります。 

n Expression 
Builderでチェックされるのは、アドレスの式の構文のみです。アドレスが有効かどうかはチェックされません
。 

n このフィールドには、1024文字まで入力できます。 

n ここに入力する式によって電子メールアドレスが返され、標準的なアプリケーションにおける電子メールアドレ
スでの使用がサポートされていない文字が含まれている場合、Oracle CRM On 
Demandでは、電子メールフィールドでのUnicode文字を許可するチェックボックスが企業プロファイルでオ
ンになっていても、このアドレスに電子メールを送信することはできません。電子メールアドレスでの使用がサ

ポートされている文字の詳細は、「電子メールアドレスの特殊文字について」を参照してください。 

次の例に、複数アドレスのエントリを示します。 

PRE('<EmailField1>') + ";" + [<EmailField1>] + ";" + "john.doe@company.com" 

注: 
［ユーザー］レコードタイプの［メール送信］ワークフローアクションを作成する場合、［宛先］フィールドで［特

定の電子メールアドレス］オプションを使用できません。 
［特定のユーザー］および［レコード上の電子メールアドレス］オプションのみが使用可能です。 

9 電子メールの件名行を入力します。 

テキストには、関数とフィールド名を埋め込むことができます。埋め込まれた関数またはフィールド名の前後にある

3つのパーセント記号（%%%）は、テキスト値に変換されることを示しています。  

たとえば、テキストには次の内容を含めることができます。 

新しい%%%[<AccountType>]%%%取引先が作成されました 

関数またはフィールド名をフィールドに直接入力した場合、その前後に3つのパーセント記号を入力する必要があり
ます。Expression 
Builderを使用して関数またはフィールド名を埋め込んだ場合は、パーセント記号が自動的に追加されます。Expres
sion 
Builderを使用して複雑な式を埋め込んだ場合は、パーセント記号が適切な位置に追加されないことがあります。そ
の場合は、式全体の前後にパーセント記号が配置されて、式が正しく評価されるようにしてください。 

たとえば、%%%Today() + 30%%%では現在の日付に30日が追加されますが、%%%Today() %%%+ 
30では現在の日付の文字列表現に30がつなぎ合わされます。 

Expression 
Builderを使用して機能とフィールド名をフィールドに埋め込むには、フィールドの横の［fx］アイコンをクリック
します。静的テキストのみ入力する場合、Expression Builderを使用する必要はありません。 

このフィールドには、関数とフィールド名の前後のパーセント記号を含め、最大1024文字含めることができます。 
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10 [電子メール形式]フィールドで、電子メールメッセージに使用する形式を選択します。 

[プレーンテキスト]または[HTML]をメッセージ形式として選択できます。 

11 電子メールのメッセージを入力します。 

手順8で説明したように、関数とフィールド名をテキストに埋め込むことができます。 

たとえば、テキストには次の内容を含めることができます。 

%%%[<ContactLastName>]%%%様 

このフィールドには、式の前後のパーセント記号を含め、最大16,350文字含めることができます。 

HTMLコードをメッセージに使用する際の考慮事項およびサポートされている要素と属性のリストについては、「ワ
ークフロー電子メールメッセージのHTMLコード (ページ 483)」を参照してください。 

12 アクションを保存します。 

次の手順では、電子メールにおいて件名行およびメッセージ本文テキストの翻訳版を入力する方法を説明します。 

注: 
ある言語のために件名行およびメッセージ本文テキストの翻訳を入力しない場合は、代わりに、企業のデフォルト言語でのテ

キストが使用されます。既存の［メール送信］アクションでの企業のデフォルト言語の件名行テキストまたはメッセージ本文

テキスト、あるいはそれら両方を後で変更した場合は、［翻訳］チェックボックスが選択されていないと、更新内容が、翻訳

が入力されたことがない言語の件名行およびメッセージ本文テキストにも適用されます。 

電子メールの件名行およびメッセージ本文テキストの翻訳版を入力する手順は、次のとおりです。 

1 ［ワークフロールール詳細］ページで、翻訳を入力する必要がある［メール送信］ワークフローアクションの［編集］リ
ンクをクリックします。 

2 ［ワークフローアクション編集］ページの［翻訳言語］フィールドで、翻訳を入力する言語を選択します。 

3 ［件名］フィールドに、電子メールの件名行の翻訳版を入力します。 

テキストには、関数とフィールド名を埋め込むことができます。 

4 ［メッセージ本文］フィールドに、メッセージテキストの翻訳版を入力します。 

テキストには、関数とフィールド名を埋め込むことができます。 

5 変更を保存します。 

6 翻訳を入力する必要がある各言語に、この手順を繰り返します。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 
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他のタイプのワークフローアクションの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

関連トピック 
ワークフローの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

ワークフロー電子メールメッセージのHTMLコード 
ワークフロー[メール送信]アクションの電子メールの[メッセージ]フィールドでHTMLコードを使用する際には、次の点に注
意してください。 

n ワークフローアクションを保存する際に、余分な改行およびスペースが電子メールメッセージに追加される場合がありま
す。これらの余分な行およびスペースは、受信者に送信される電子メールには表示されません。 

n HTML電子メールメッセージ内の式の評価結果がHTMLタグを含む文字列になる場合は、Oracle CRM On 
Demandで電子メールが送信される際に、受信者の電子メールアプリケーションでHTMLコードではなくテキストとして
扱われるようにタグがエンコードされます。 

たとえば、[説明]フィールドの値を返す式%%%[{Description}]%%%が電子メールメッセージに含まれており
、次のHTMLコードが[説明]フィールドに含まれているとします。 

<b>これは説明です</b> 

この場合、式が評価されるときに、フィールドの値の一部として返されるタグはHTMLコードとして解釈されません
。かわりに、電子メールメッセージに表示される[説明]フィールドの値は、<b>および</b>タグを含めて、Oracl
e CRM On Demandの[説明]フィールドとまったく同じように表示されます。 

n 受信者の電子メールアプリケーションがHTMLをサポートしていない場合は、電子メールアプリケーションがその受信者
に対するHTMLメッセージの表示方法を決定します。 

n Oracle CRM On 
Demandでは、HTML5でサポートされている要素のサブセットがHTML電子メールメッセージに対してサポートされて
います。ワークフロー電子メールメッセージでの使用をOracle CRM On 
DemandがサポートしていないHTML要素を使用すると、ワークフローアクションを保存する際に、サポートされていな
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い要素のタグが電子メールメッセージから削除されます。エラーメッセージは表示されません。 
特定の要素の場合は、要素のコンテンツもメッセージから削除されます。 

このトピックの残りの部分では、サポートされる要素とサポートされない要素の詳細を説明します。  

サポートされる要素および属性 
次の表は、ワークフロー電子メールメッセージでの使用がOracle CRM On 
Demandでサポートされる要素および要素に対してサポートされる属性を示しています。style属性で使用できるプロパティ
の詳細は、このトピックの「style属性に対してサポートされるプロパティ」セクションを参照してください。  

サポートされる要素 サポートされる属性 

<a> n href 

n rel 

n style 

<abbr> n style 

n title 

<address> style 

<b> style 

<bdo> n dir 

n style 

<blockquote> style 

<br> style 

<caption> style 

<cite> style 

<code> style 

<col> n align 

n span 

n style 

n valign 

n width 

<colgroup> n align 

n span 

n style 

n valign 

n width 
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サポートされる要素 サポートされる属性 

<dd> style 

<del> style 

<dfn> style 

<div> n align 

n style 

<dl> style 

<dt> style 

<em> style 

<fieldset> style 

<h1> style 

<h2> style 

<h3> style 

<h4> style 

<h5> style 

<h6> style 

<hr> n align 

n size 

n style 

n width 

<i> style 

<img> n align 

n alt 

n border 

n height 

n hspace 

n src 

n style 

n vspace 

n width 

<ins> style 
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サポートされる要素 サポートされる属性 

<legend> style 

<li> style 

<ol> style 

<p> n align 

n style 

<pre> style 

<q> style 

<s> style 

<samp> style 

<small> style 

<span> style 

<strong> style 

<sub> style 

<sup> style 

<table> n align 

n bgcolor 

n border 

n cellpadding 

n cellspacing 

n height 

n style 

n width 

<tbody> style 
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サポートされる要素 サポートされる属性 

<td> n abbr 

n align 

n bgcolor 

n colspan 

n height 

n rowspan 

n style 

n width 

<tfoot> style 

<th> n abbr 

n align 

n bgcolor 

n colspan 

n height 

n rowspan 

n style 

n width 

<thead> style 

<tr> n align 

n height 

n style 

n valign 

n width 

<u> style 

<ul> style 

<var> style 

HTML5に関する詳細は、World Wide Web Consortium (W3C) WebサイトのHTML5仕様 
https://www.w3.org/TR/html5/を参照してください。 

style属性に対してサポートされるプロパティ 
style属性では、次のカスケーディングスタイルシート(CSS)のプロパティの使用がサポートされており、ワークフロー電子
メールのメッセージでの使用がサポートされるすべての要素で使用できます。 

https://www.w3.org/TR/html5/
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n color 

n font-family 

n font-size 

n font-style 

n list-style-position 

n list-style-type 

n text-align 

style属性での使用がOracle CRM On 
Demandでサポートされないプロパティを使用すると、ワークフローアクションを保存するときに、サポートされないプロ
パティがstyle属性から削除されます。 

サポートされない要素 
ワークフロー電子メールメッセージでの使用をOracle CRM On 
DemandがサポートしていないHTML要素を使用すると、ワークフローアクションを保存する際に、サポートされていない要
素のタグが電子メールメッセージから削除されます。エラーメッセージは表示されません。 
次の要素の場合以外は、要素のコンテンツはメッセージに保持されます。次の要素については、要素のタグとコンテンツの両

方がセキュリティ上の理由により削除されます。 

n <applet> 

n <area> 

n <base> 

n <basefont> 

n <big> 

n <button> 

n <center> 

n <font> 

n <form> 

n <frame> 

n <frameset> 

n <iframe> 

n <input> 

n <isindex> 

n <label> 

n <link> 

n <map> 

n <menu> 

n <noframes> 
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n <noscript> 

n <object> 

n <optgroup> 

n <option> 

n <param> 

n <script> 

n <select> 

n <strike> 

n <style> 

n <textarea> 

n <tt> 

HTMLメッセージの例 
次の例では、ワークフロー電子メールでOracle CRM On 
DemandがHTMLメッセージを処理する方法を示します。この例では、優先度の高い商談が作成されると、ワークフローアク
ションによりチームメンバーに電子メールが送信されます。 

[メール送信]ワークフローアクションの[メッセージ]フィールドに次のようなメッセージが入力されたとします。 

<html> 

<body> 

<pre> 

<b>チームの皆さん</b> 

<big>グッドニュースです。</big> 

%%%[{Created By Full 
Name}]%%%が作成した<i>%%%[{Name}]%%%</i>という商談は、<b>ポテンシャルが高い</b>商談のようで
す。<b>次の四半期に追加できるよう、優先ターゲットとして対応してください。</b> 

よろしくお願いいたします。 

David 

</pre> 

</body> 

</html> 

注: <pre>要素でメッセージコンテンツを囲まない場合は、<br>タグで各改行を指定する必要があります。 

入力された電子メールメッセージには、サポートされない<html>、<body>および<big>要素のインスタンスが含まれて
います。ワークフローアクションを保存すると、<html>および<body>要素のタグは削除されますが、これらの要素のコン
テンツは保持されます。<big>要素の場合、要素のタグとコンテンツの両方が削除されます。そのため、保存されたワーク
フローアクションのメッセージは次のように表示されます。 

<pre> 
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<b>チームの皆さん</b> 

%%%[{Created By Full 
Name}]%%%が作成した<i>%%%[{Name}]%%%</i>という商談は、<b>ポテンシャルが高い</b>商談のようで
す。<b>次の四半期に追加できるよう、優先ターゲットとして対応してください。</b> 

よろしくお願いいたします。 

David 

</pre> 

電子メールが送信されると、HTMLがサポートされる電子メールアプリケーションではメッセージが次のように表示されます
。 

チームの皆さん 

Amanda Jacobsenが作成したAuto 
Manufacturerという商談は、ポテンシャルが高い商談のようです。次の四半期に追加できるよう、優先ターゲットとして対
応してください。 

よろしくお願いいたします。 

David 
 

ワークフローアクションの作成：値の更新 
ワークフロールールの［値を更新］アクションでは、レコードの変更時に、元の変更に関する情報（レコードの変更日時、変

更したユーザー、変更内容）を保持したまま自動的にフィールドが更新されます。このアクションは、ワークフロールールの

［値を更新］アクションより前にある1つ以上の［待機］アクションに定義されている待機期間（ある場合）の終了後に実行
されます。 

ワークフロールールに対するトリガーイベントが［更新されたレコードが保存される前に］でないかぎり、ワークフロールー

ルでは、有効な［待機］アクションが［値を更新］アクションより前に少なくとも1つ存在している必要があります。トリガ
ーイベントが［更新されたレコードが保存される前に］のワークフロールールを除いて、Oracle CRM On 
Demandを使用して［値を更新］アクションを有効化できるのは、そのアクションの前に少なくとも1つの有効な［待機］ア
クションがワークフロールールにある場合のみです。ワークフロールールに多数の［値を更新］アクションがある場合は、［

値を更新］アクションごとに［待機］アクションを設定する必要はありません。ルールのすべての［値を更新］アクションの

前に1つの［待機］アクションを設定すれば十分です。 

注：1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。 

次の手順では、［値を更新］アクションの作成方法について説明します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。役割への権限の追加については
、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

［値を更新］アクションを作成するには 

1 アクションを作成するルールに移動します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 
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c ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを作成するルールを見つけます。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してく

ださい。 

2 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

3 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［メニュー］をクリックし、［値を更新］を選択し
ます。  

注：ワークフロールール上のトリガーイベントにより、そのルールで作成できるアクションのタイプが決まります。 

ヒント:アクションの［コピー］リンクをクリックすると、既存のワークフロールールアクションのコピーを作成できま
す。 

4 ［ワークフローアクション編集］ページで、アクションの名前を入力します。 

5 アクションを有効にするには、［有効］チェックボックスをオンにします。 

6 次の表で説明するフィールドに入力し、アクションを保存します。 

フィールド 説明 

フィールド名 ドロップダウンリストから更新するフィールド名を選択します。 

注意: 
更新できる一連のフィールドはワークフロールールのレコードタイプによ

って決まります。また、フィールドがフィールド設定レベルで読取り専用

に指定されている場合は、［値を更新］アクションでそのフィールドを更

新することはできません。一部のレコードタイプでは、更新できる一連の

フィールドに一部のカスタムオブジェクトフィールドが含まれます。［カ

スタムオブジェクト 1］、［カスタムオブジェクト 
02］および［カスタムオブジェクト 
03］フィールド、およびそれに対応するIDフィールドは多くのレコードタ
イプで更新できます。［商談］レコードタイプの場合は、［カスタムオブ

ジェクト 05］および［カスタムオブジェクト 
06］フィールド、およびそれに対応するIDフィールドも更新できます。 

値 フィールドの横の［fx］アイコンをクリックし、フィールドの新しい値を
計算する式を定義します。Expression 
Builderの［構文のチェック］ボタンで構文をテストできます。 

このフィールドには、1024文字まで入力できます。 

［マージン］が［売上］から［費用］を引いた値と等しいカスタムの［マ

ージン］フィールドなど、フィールドの計算式を定義する場合は、［売上

］フィールドや［費用］フィールドの値が変更されていなくても、ワーク

フロールールがトリガーされるたびにフィールドの値が計算されます。パ

フォーマンスを向上させるには、ワークフロールールに次のような追加条

件を定義します。 

FieldValue('<売上>') <> PRE('<売上>') OR 

FieldValue('<費用>') <> PRE('<費用>') 

PRE関数は、更新前のフィールドの値を返します。  

既存値を上書き フィールドの既存値を新しい値で置き換える場合、このチェックボックス
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フィールド 説明 

をオンにします。 

このチェックボックスをオンにしないかぎり、フィールドの既存値は更新

されません。 

フィールドが空の場合は、このチェックボックスがオフの場合でもフィー

ルドは新しい値で更新されます。 

他のタイプのワークフローアクションの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

ワークフローアクションの作成：待機 
待機アクションを使用すると、Oracle CRM On 
Demandでは、待機期間が経過するまで、ワークフロールールの他の（後続の）アクションの実行が延期されます。 
待機期間は、期間として指定することも、待機期間の終了日時を指定することもできます。また、待機期間を直接入力するこ

とも、待機期間を計算する式を作成することもできます。 

注: 待機期間には、Oracle CRM On 
Demandがワークフロールールの他のアクションの実行を開始する前に経過する必要がある最小時間を指定します。Oracle 
CRM On DemandデータベースおよびOracle CRM On 
Demandサーバーの負荷、および待機期間終了時の保留中待機アクションの数によっては、他のアクションが実行されるま
でに経過する実際の時間がさらに長くなる場合があります。 

［待機］アクションおよび［統合イベントの作成］アクションについて 
［統合イベントの作成］アクションを使用して、ワークフロールールをトリガーするイベントによってレコードに加えられた

変更を取得する統合イベントを作成する場合は、ワークフロールールのアクションの順序として、［待機］アクションの前に
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［統合イベントの作成］アクションを設定する必要があります。ワークフロールールで［統合イベントの作成］アクションの

前に［待機］アクションを実行すると、［統合イベントの作成］アクションでレコードに対する変更が検出されなくなります

。［待機］アクションの待機期間が終了すると、ルールの残りのアクションが実行される前にレコードが再び読み取られ、ワ

ークフロールールをトリガーしたイベントの前にレコードに記録されたフィールド値は保持されません。したがって、フィー

ルドの以前の値と現在の値は同一と見なされ、［統合イベントの作成］アクションによって統合イベントは作成されません。

これは、追跡対象のフィールドの変更が検出されないためです。 

注：1つのワークフロールールに対して、最大25個のアクションを作成できます。 

次の手順では、［待機］アクションの作成方法について説明します。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、[データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理]権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。役割への権限の追加については
、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

［待機］アクションを作成するには 

1 アクションを作成するルールに移動します。 

a 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

b ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

c ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを作成するルールを見つけます。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

2 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

3 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［メニュー］をクリックし、［待機］を選択します
。 

注：ワークフロールール上のトリガーイベントにより、そのルールで作成できるアクションのタイプが決まります。 

ヒント：アクションの［コピー］リンクをクリックすると、既存のワークフロールールアクションのコピーを作成できま

す。 

4 ［ワークフローアクション編集］ページで、アクションの名前を入力します。 

5 アクションを有効にするには、［有効］チェックボックスをオンにします。 

6 待機期間の終了後にOracle CRM On 
Demandでルール条件を再評価しない場合は、［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスをオフにしま
す。 

注：［待機後のルール条件を再評価します］チェックボックスの詳細は、「時間ベースのワークフロールールについ

て (ページ 434)」を参照してください。 

7 次のいずれかのオプションを使用して、待機の期間を指定します。 

n ［期間］オプションを選択し、遅延する期間を年、月、日、時間および分で次のように入力します。 

n ［年］フィールドに、0から5の正の整数値を入力します。 

n ［月］フィールドに、0から12の正の整数値を入力します。 
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n ［日］フィールドに、0から200の正の整数値を入力します。 

n ［時間］フィールドに、0から200の正の整数値を入力します。 

n ［分］フィールドに、0から59の正の整数値を入力します。 

負の値または1.5のような整数以外の値は指定できません。 

注: 
[期間]オプションを使用して指定できる最大期間は、5年、12か月、200日、200時間および59分です。さ
らに長い期間を指定する場合、[期間]オプションではなく、[期間式]オプションを使用します。 

n ［期間式］オプションを選択し、フィールドの横の［fx］アイコンをクリックし、［式ビルダー］を使用して遅延期
間を計算する式を作成します。 

［式ビルダー］のDuration関数を使用して、日数または日数の割合で期間を計算します。詳細は、「期間 
(参照 "Duration" ページ 860)」を参照してください。 

式は数値に評価される必要があります。次に、遅延の期間を計算する有効な式の例を示します。 

Duration('P0YT1H') + Duration('P0YT1M') + Duration('P1Y') 

Duration('P0YT1H') + 1 

Duration('P1YT1H') - 1 

式で返すことができる期間の長さに制限はありません。 

注：計算された待機期間が負の場合、待機期間はゼロに設定され、［待機］アクションが即座に終了します

。ワークフロールールの残りのアクションは遅延なしで実行されます。 

n ［時間］オプションを選択し、カレンダーアイコンをクリックして、遅延の終了日時を選択します。 

個人設定で指定されているタイムゾーンに従って時間を選択します。 

n ［時間式］オプションを選択し、フィールドの横の［fx］アイコンをクリックし、［式ビルダー］を使用して遅延の
終了日時を計算する式を作成します。 

［式ビルダー］のDuration関数を使用して、日数または日数の割合で期間を計算します。詳細は、「期間 
(参照 "Duration" ページ 860)」を参照してください。 

式は日時に評価される必要があります。次に、遅延の終了日時を計算する有効な式の例を示します。 

Timestamp() + Duration('P0YT5M') 

Today() + Duration('P0YT1H5M') 

注：計算された終了日時をすでに経過している場合、アクションの待機期間は0（ゼロ）に設定され、［待
機］アクションが即座に終了します。ワークフロールールの残りのアクションは遅延なしで実行されます。 

式が有効な日時に評価されない場合は、［待機］アクションが即座に終了し、ワークフロールールの残りの

アクションは遅延なしで実行されます。 

計算された日付を制限なく未来にさかのぼって設定できます。 

8 アクションを保存します。 

他のタイプのワークフローアクションの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 
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n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

関連トピック 
ワークフローの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
 

ワークフロールールアクションの順序の変更 
ワークフロールールに複数のアクションを指定した場合、アクション1から指定の順序でアクションが実行されます。アクシ
ョンが完了するまで、次のアクションは実行されません。ルールのアクションの順序は変更できます。 

ワークフロールールアクションの順序を変更するには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションの順序を変更するルールを検索します。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

4 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

5 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］タイトルバーで［順序を編集］ボタンをクリックします。  

6 ［アクション順序を編集］ページでは、矢印アイコンをクリックして次のことを行います。 

n リスト内でアクションを上下に移動します。 

n アクションリストの最上部または最下部にアクションを移動します。 

注：ルールに［値を更新］アクションがある場合は、ワークフロールールに対するトリガーイベントが［更新された

レコードが保存される前に］でないかぎり、そのアクションより前に有効な［待機］アクションが少なくとも1つ存
在している必要があります。 

7 ［保存］をクリックして変更を保存します。 
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関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフローアクションの作成：ブックの割り当て (ページ 465) 

n ワークフローアクションの作成：統合イベントの作成 (ページ 467) 

n ワークフローアクションの作成：タスクの作成 (ページ 471) 

n ワークフローアクションの作成：電子メールの送信 (ページ 477) 

n ワークフローアクションの作成：値の更新 (ページ 490) 

n ワークフローアクションの作成：待機 (ページ 492) 
 

ワークフロールールの順序の変更 
ワークフロールールを作成すると、Oracle CRM On 
Demandにより、同じレコードタイプと同じトリガーイベントに基づいたルールに対して未使用の次の順序番号が自動的に
割り当てられます。ワークフロールールに対するトリガーイベントが［親との関連付けの後］または［親との関連付け解除の

後］の場合は、Oracle CRM On 
Demandにより、同じレコードタイプ、同じトリガーイベント、および同じ親レコードタイプに基づいたルールに対して未
使用の次の順序番号が自動的に割り当てられます。スケジュール済みイベント以外のトリガーイベントがあるワークフロール

ールでは、順序番号により、同じレコードタイプと同じトリガーイベント（および該当する場合は同じ親レコードタイプ）に

基づいた一連のワークフロールールをOracle CRM On 
Demandが呼び出す順序が決まります。ルールの順序は変更できます。 

注: 
スケジュール済みイベントのトリガーイベントがあるワークフロールールにも順序番号が割り当てられますが、それらは順番

どおりに実行されません。スケジュール済みイベントの順序番号は読み取り専用です。 

たとえば、［取引先］レコードタイプと［レコードが削除される前］というトリガーイベントに基づいてワークフロールール

を作成するときに、2つのワークフロールールに同じレコードタイプとトリガーイベントがすでに指定されている場合、新し
いルールにはオーダー番号3が割り当てられます。新しいルールが指定されたレコードタイプとトリガーイベントで最初に呼
び出されるルールになるように、後でオーダー番号を変更できます。 

次の手順では、ワークフロールールの順序を変更する方法について説明します。 

ワークフロールールの順序を変更するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、順序を変更するルールを検索し、ルール名のリンクをクリックします。 

リストページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してください。 
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4 ［ワークフロールール詳細］ページで、［順序を編集］をクリックします。 

5 ［ワークフローシーケンスを編集］ページでは、矢印アイコンをクリックして次のことを行います。 

n リスト内でワークフロールールを上下に移動します。 

n ルールリストの最上部または最下部にワークフロールールを移動します。 

6 ［保存］をクリックして変更を保存します。 

注:ワークフロールールを削除すると、同じレコードタイプとトリガイベントに基づいている他のルールは自動的に再編成さ
れます。ただし、ワークフロールールを非アクティブにすると、同じレコードタイプとトリガイベントに基づいたルールリス

ト内の順序は変更されませんが、非アクティブになったルールは呼び出されません。 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 
 

ワークフロールールとアクションの無効化 
ルールの［待機］アクションのインスタンスが保留状態のときにワークフロールールを非アクティブにした場合に、アクショ

ンのインスタンスで待機期間が終了すると、ワークフロールールの残りのアクションはいずれも実行されず、レコードタイプ

に対する一連のルールの後続のワークフロールールはいずれもトリガーされません。 

［待機］アクションのインスタンスが保留状態のときにワークフロールールの［待機］アクションを非アクティブにした場合

に、アクションのインスタンスで待機期間が終了すると、ワークフロールールの残りのアクションはいずれも実行されず、レ

コードタイプに対する一連のルールの後続のワークフロールールはいずれもトリガーされません。 

注: 
スケジュール済みイベント（つまり、［スケジュール済みイベント］トリガーイベントを使用するワークフロールール）を非

アクティブにした場合の動作については、「スケジュール済みイベントについて (ページ 449)」を参照してください。 

次の手順では、ワークフロールールを非アクティブにする方法について説明します。 

ワークフロールールを非アクティブにするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、非アクティブにするルールを見つけます。 

［リスト］ページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してくださ

い。 
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4 ルールのレコードレベルメニューで、［編集］を選択します。 

5 ［ワークフロールール詳細］ページで、［有効］チェックボックスをオフにします。 

6 変更を保存します。 

次の手順では、ワークフロールールアクションを非アクティブにする方法について説明します。 

ワークフロールールアクションを非アクティブにするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを削除するルールを見つけます。 

［リスト］ページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してくださ

い。 

4 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

5 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］セクションで、削除するアクションを見つけます。 

6 アクションのレコードレベルメニューで、［編集］を選択します。 

7 ［ワークフローアクション編集］ページで、［有効］チェックボックスをオフにします。 

注：ルールに［値を更新］アクションがある場合は、ワークフロールールに対するトリガーイベントが［更新された

レコードが保存される前に］でないかぎり、そのアクションより前に有効な［待機］アクションが少なくとも1つ存
在している必要があります。Oracle CRM On 
Demandでは、［待機］アクションを非アクティブにしようとしたときに、［値を更新］アクションより前に別の
［待機］アクションがない場合は、その［待機］アクションを非アクティブにできません。 

8 変更を保存します。 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496) 

n ワークフロールールとアクションの削除 (ページ 499) 
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ワークフロールールとアクションの削除 
ワークフロールールを削除すると、ルールのすべてのアクションも削除されます。また、関連するレコードタイプに対する残

りのルールの順序番号が必要に応じて自動的に更新され、番号のシーケンスにギャップがなくなります。 

ルールの［待機］アクションの1つ以上のインスタンスが保留状態のときにワークフロールールを削除すると、それらの保留
インスタンスは［ワークフロー待機モニター］から削除されます。ワークフロールールの残りのアクションはいずれも実行さ

れず、レコードタイプに対する一連のルールの後続のワークフロールールはいずれもトリガーされません。 

ワークフロールールからアクションを削除すると、ルールの残りのアクションの順序番号が必要に応じて自動的に更新され、

番号のシーケンスにギャップがなくなります。 

［待機］アクションのインスタンスが保留状態のときにワークフロールールから［待機］アクションを削除した場合に、アク

ションのインスタンスで待機期間が終了すると、ワークフロールールの残りのアクションはいずれも実行されず、レコードタ

イプに対する一連のルールの後続のワークフロールールはいずれもトリガーされません。 

注: 
スケジュール済みイベント（つまり、［スケジュール済みイベント］トリガーイベントを使用するワークフロールール）を削

除した場合の動作については、「スケジュール済みイベントについて (ページ 449)」を参照してください。 

次の手順では、ワークフロールールを削除する方法について説明します。 

ワークフロールールを削除するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、削除するルールを見つけます。 

［リスト］ページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してくださ

い。 

4 ルールのレコードレベルメニューで、［削除］を選択します。 

5 ルールを削除することを確認します。 

次の手順では、ワークフロールールアクションを削除する方法について説明します。 

ワークフロールールアクションを削除するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフロー設定］をクリックします。 

3 ［ワークフロールールリスト］ページで、アクションを削除するルールを見つけます。 

［リスト］ページでワークフロールールを検索する方法については、「リストのフィルター処理」を参照してくださ

い。 

4 ルールの［ワークフロー名］リンクをクリックします。 

5 ［ワークフロールール詳細］ページの［アクション］セクションで、削除するアクションを見つけます。 
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6 アクションのレコードレベルメニューで、［削除］を選択します。 

注：［値を更新］アクションがルールにある場合は、ワークフロールールに対するトリガーイベントが［更新された

レコードが保存される前に］でないかぎり、そのアクションより前に有効な［待機］アクションが少なくとも1つ存
在している必要があります。 Oracle CRM On 
Demandでは、［待機］アクションを削除しようとしたときに、［値を更新］アクションより前に別の［待機］ア
クションがない場合は、その［待機］アクションを削除できません。 

7 アクションを削除することを確認します。 

関連トピック 
関連するワークフロー情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールについて (ページ 421) 

n ワークフローアクションについて (ページ 432) 

n 時間ベースのワークフロールールについて (ページ 434) 

n ワークフロールールの作成 (ページ 445) 

n ワークフロールールアクションの順序の変更 (ページ 495) 

n ワークフロールールの順序の変更 (ページ 496) 

n ワークフロールールとアクションの無効化 (ページ 497) 
 

ワークフローモニター 
ワークフローモニターから、次の内容に関する情報を表示できます。 

n ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗したインスタンス。詳細は、「ワークフローエラーモニター 
(ページ 500)」を参照してください。 

n 待機アクションの保留インスタンス。詳細は、「ワークフロー待機モニター (ページ 505)」を参照してください。 
 

ワークフローエラーモニター 
[ワークフローエラーモニター]で提供される情報を使用すると、ワークフロールールまたはワークフローアクションの特定の
インスタンスが失敗した理由を理解するのに役立ちます。必要に応じて、［ワークフローエラーモニター］からワークフロー

ルールの詳細にアクセスして、ワークフローアクションの設定でエラーを修正できます。エラーインスタンスの詳細は、30
日が経過するか削除するまで（どちらか早い方）、[ワークフローエラーモニター]に保持されます。 

[ワークフローエラーモニター]で報告される失敗のタイプの詳細は、「ワークフロールールおよびワークフローアクションの
失敗について (ページ 437)」を参照してください。 

［ワークフローエラーモニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ［ワークフローエラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 (ページ 501) 

n ［ワークフローエラーモニター］からのエラーインスタンスの削除 (ページ 502) 

n ワークフローエラーインスタンスのフィールド (ページ 503) 
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［ワークフローエラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 
次の手順では、［ワークフローエラーモニター］でエラーインスタンスを表示する方法について説明します。[ワークフロー
エラーモニター]で報告される失敗のタイプの詳細は、「ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗について 
(ページ 437)」を参照してください。 

作業前の準備: ワークフローモニターを使用するには、ユーザーの役割に［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が含まれている必要があります。 

［ワークフローエラーモニター］でエラーインスタンスを表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフローモニター］をクリックします。 

3 ［ワークフローモニター］ページで、［ワークフローエラーモニター］をクリックします。 

4 ［エラーインスタンスリスト］ページで、目的のインスタンスを見つけます。 

ヒント: リストのフィルター処理の詳細は、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

5 インスタンスの詳細を表示するには、［インスタンス ID］リンクをクリックします。 

6 レコードがインスタンスであるワークフロールールの詳細を表示するには、そのレコードの[ワークフロー名]リンクをク
リックします。 

次の手順では、エラーインスタンスのフィルター処理したリストの作成方法を説明します。 

エラーインスタンスのフィルター処理したリストを作成するには 

n ［エラーインスタンスリスト］ページで、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストを新規作成］を選択しま
す。 

リストの作成と編集の詳細は、「リストの作成と編集」を参照してください。 

次の手順では、エラーインスタンスのフィルター処理したリストを管理する方法について説明します。 

エラーインスタンスのフィルター処理したリストを管理するには 

n ［エラーインスタンスリスト］ページで、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リスト管理］ページを選択しま
す。 

リストの管理の詳細は、「［リスト管理］ページ」を参照してください。 

次の手順では、エラーインスタンスのリストに対するフィルターを表示する方法について説明します。 

エラーインスタンスのリストに対するフィルターを表示するには 

n ［エラーインスタンスリスト］ページで、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストフィルターを表示］を選
択します。 

リストフィルターの詳細は、「［リストを表示］ページ」を参照してください。 
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［ワークフローエラーモニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ワークフローエラーモニター (ページ 500) 

n ［ワークフローエラーモニター］からのエラーインスタンスの削除 (ページ 502) 

n ワークフローエラーインスタンスのフィールド (ページ 503) 

関連トピック 
ワークフロールールの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 

 

 
 

［ワークフローエラーモニター］からのエラーインスタンスの削除 
［ワークフローエラーモニター］から、エラーインスタンスを一度に1つずつ削除できます。 
エラーインスタンスの詳細は、30日が経過するか削除するまで（どちらか早い方）、[ワークフローエラーモニター]に保持
されます。 

注: 一括削除機能は、［エラーインスタンスリスト］ページでは使用できません。 

作業前の準備: ワークフローモニターを使用するには、ユーザーの役割に［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が含まれている必要があります。 

次の手順では、［ワークフローエラーモニター］からエラーインスタンスを削除する方法について説明します。 

［ワークフローエラーモニター］からエラーインスタンスを削除するには 

1 ［エラーインスタンスリスト］ページで、削除するインスタンスを見つけます。  

ヒント: リストのフィルター処理の詳細は、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

2 そのインスタンスの［削除］リンクをクリックします。 

［ワークフローエラーモニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗について (ページ 437) 

n ワークフローエラーモニター (ページ 500) 

n ［ワークフローエラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 (ページ 501) 

n ワークフローエラーインスタンスのフィールド (ページ 503) 

関連トピック 
ワークフロールールの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 
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ワークフローエラーインスタンスのフィールド 
このトピックでは、ワークフロールール、スケジュール済みイベントおよびワークフローアクションの失敗したインスタンス

に対して［ワークフローエラーモニター］で表示できるフィールドについて説明します。  

次の表では、ワークフロールールの失敗したインスタンス、およびワークフロールールのワークフローアクションの失敗した

インスタンスに対して表示できるフィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

インスタンス ID このワークフローインスタンスに対してOracle CRM On 
Demandが生成するID。 

ワークフロー名 失敗したワークフロールールのインスタンスの場合は、ルールの

名前です。 

失敗したワークフローアクションのインスタンスの場合は、アク

ションが設定されているワークフロールールの名前です。 

ワークフロールールの名前をクリックすると、［ワークフロール

ール詳細］ページが開き、ルール設定の詳細を表示できます。 

ワークフローアクション ワークフローアクションの名前。該当のレコードはこのワークフ
ローアクションのインスタンスです。 

レコードが失敗したワークフロールールのインスタンスである場

合、このフィールドは空白となります。 

トリガーイベント ワークフロールールをトリガーするイベント。 

レコードタイプ ワークフロールールのこのインスタンスをトリガーしたレコード

のレコードタイプ。 

レコード行 ID ワークフロールールのこのインスタンスをトリガーしたレコード

のレコード行ID。 

ワークフロールールまたはワークフローアクションのインスタン

スが構文エラーにより失敗した場合、このフィールドは空白とな

ります。 

親レコードタイプ ワークフロールールのこのインスタンスをトリガーしたレコード

がワークフロールールをトリガーしたアクションのコンテキスト

内にある親レコードの子である場合、このフィールドには親レコ

ードのレコードタイプが表示されます。 

親レコード行 ID ワークフロールールのこのインスタンスをトリガーしたレコード

がワークフロールールをトリガーしたアクションのコンテキスト

内にある親レコードの子である場合、このフィールドには親レコ

ードの行IDが表示されます。 

エラーメッセージ ワークフロールールまたはワークフローアクションのこのインス

タンスが終了した理由。 

開始者 ワークフロールールのこのインスタンスをトリガーしたアクショ

ンを実行したユーザーの名前。 

開始日時 ワークフロールールのこのインスタンスがトリガーされた日時。 
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フィールド 説明 

終了日時 ワークフロールールまたはワークフローアクションのこのインス

タンスが終了した日時。 

チャネル名 ワークフロールールのこのインスタンスのトリガーで使用された

チャネル（Webサービス、オンライン、インポートなど）の名前
。 

次の表では、スケジュール済みイベントの失敗したインスタンス、およびスケジュール済みイベントのワークフローアクショ

ンの失敗したインスタンスに対して表示できるフィールドについて説明します。 

フィールド 説明 

インスタンス ID このスケジュール済みイベントまたはワークフローアクションの

インスタンスに対してOracle CRM On 
Demandで生成されるID。 

ワークフロー名 失敗したスケジュール済みイベントのインスタンスの場合は、そ

のスケジュール済みイベントの名前です。 

失敗したワークフローアクションのインスタンスの場合は、アク

ションが設定されているスケジュール済みイベントの名前です。 

スケジュール済みイベントの名前をクリックすると、［ワークフ

ロールール詳細］ページが開き、スケジュール済みイベントの設

定の詳細を表示できます。 

ワークフローアクション ワークフローアクションの名前。該当のレコードはこのワークフ
ローアクションのインスタンスです。 

レコードが失敗したスケジュール済みイベントのインスタンスで

ある場合、このフィールドは空白となります。 

トリガーイベント このフィールドは常に［スケジュール済みイベント］と表示され

ます。 

レコードタイプ スケジュール済みイベントが設定されるレコードタイプの名前。 

レコード行 ID 失敗したワークフローアクションのインスタンスの場合は、アク

ションが失敗したレコードのIDです。 

失敗したスケジュール済みイベントのインスタンスの場合、この

フィールドは空白となります。 

親レコードタイプ なし 

親レコード行 ID なし 

エラーメッセージ スケジュール済みイベントまたはワークフローアクションのこの

インスタンスが失敗した理由。 

開始者 スケジュール済みイベントを有効にしたユーザーの名前。 

開始日時 スケジュール済みイベントまたはワークフローアクションのイン

スタンスが生成された日時。 

終了日時 スケジュール済みイベントまたはワークフローアクションのイン
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フィールド 説明 

スタンスが終了した日時。 

発生項目数 イベントの一連の発生項目内でスケジュール済みイベントのこの

インスタンスに割り当てられた数。 

チャネル名 なし 

［ワークフローエラーモニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロールールおよびワークフローアクションの失敗について (ページ 437) 

n ワークフローエラーモニター (ページ 500) 

n ［ワークフローエラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 (ページ 501) 

n ［ワークフローエラーモニター］からのエラーインスタンスの削除 (ページ 502) 

関連トピック 
ワークフロールールの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 
 

ワークフロー待機モニター 
ワークフロー待機モニターから、次の詳細を表示できます。 

n ［待機］アクションの保留インスタンス、およびそれらのワークフローアクションの詳細。 

n 保留中または現在実行中のスケジュール済みイベントのインスタンス（つまり、[スケジュール済みイベント]トリガーイ
ベントを使用するワークフロールール）。 

たとえば、ワークフロー［待機］アクションのインスタンス、またはスケジュール済みイベントのインスタンスが予想よりも

長時間保留状態になっている場合は、［ワークフロー待機モニター］を使用してインスタンスを調査し、ワークフロールール

、スケジュール済みイベントまたはワークフローアクションの設定を参照できます。必要に応じて、インスタンスを削除でき

ます。 

注:［待機］アクションの保留インスタンスを削除した場合、ワークフロールールの残りのアクションはいずれも実行されま
せん。 
スケジュール済みイベントの保留インスタンスを削除すると、イベントのインスタンスが取り消され、スケジュール済みイベ

ントのステータスが［終了済み］に設定されて、スケジュール済みイベントが非アクティブ化されます。スケジュール済みイ

ベントの残りの実行のためにインスタンスは生成されなくなります。 

［待機］アクションの保留インスタンス 
ワークフロールールで［待機］アクションの保留インスタンスがどのように処理されるかを理解するために、次の例を考えて

みます。次のアクションシーケンスでワークフロールールを設定できます。 

1 24時間の期間の［待機］アクション 

2 ［メール送信］アクション 

3 48時間の期間の［待機］アクション 
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4 ［メール送信］アクション 

5 ［タスクを作成］アクション 

アクションが正しく設定されている場合は、シーケンス中の最初の［待機］アクション（アクション1）が少なくとも24時間
［保留中］状態のままになります。待機期間が終了した後、［メール送信］アクション（アクション2）が実行されます。2
つ目の［待機］アクション（ワークフロールールのアクション3）はシーケンス中の次のアクションです。これは少なくとも
48時間［保留中］状態のままになります。待機期間が終了した後、[メール送信]アクション(アクション4)および[タスクを
作成]アクション(アクション5)が実行されます。 

注: 待機期間には、Oracle CRM On 
Demandがワークフロールールの他のアクションの実行を開始する前に経過する必要がある最小時間を指定します。Oracle 
CRM On DemandデータベースおよびOracle CRM On 
Demandサーバーの負荷、および待機期間終了時の保留中待機アクションの数によっては、他のアクションが実行されるま
でに経過する実際の時間がさらに長くなる場合があります。 

ただし、アクション3の待機期間が間違って48時間ではなく48日と指定されていた場合、アクションは48日が経過するまで
保留状態のままになります。［ワークフロー待機モニター］でアクションを参照し、アクション詳細を表示して、待機期間が

間違って指定されているかどうかを確認できます。その後、［待機］アクションインスタンスを削除できます。  

［待機］アクションインスタンスを削除すると、ワークフロールールインスタンスが終了し、ルールインスタンスの残りのア

クションは実行されません。前述の例では、次のように実行されます。 

n アクション1が保留中に削除された場合、アクション2、3、4および5は実行されません。 

n アクション3が保留中に削除された場合、アクション4および5が実行されません。 

注：待機アクションは、［保留中］状態になる唯一のタイプのワークフローアクションです。 

スケジュール済みイベントの保留インスタンス 
スケジュール済みイベントの保留インスタンスは、インスタンスの実行がスケジュールされている日時（再開日）まで[キュ
ー待ち]状態のままです。再開日は、インスタンスを実行可能な最早の時間です。その時点でのOracle CRM On 
DemandデータベースおよびOracle CRM On 
Demandサーバーの負荷、および[待機]アクションインスタンスと保留中のスケジュール済みイベントの数に応じて、イン
スタンスがすぐに実行されない場合があります。インスタンスの実行が開始されると、インスタンスの状態は[起動中]に変わ
り、[実際の開始日]フィールドに入力されます。更新されたフィールドを表示するには、ブラウザページを更新することが必
要になる場合があります。インスタンスは、実行中[ワークフロー待機モニター]に引き続き表示されます。 

必要に応じて、スケジュール済みイベントのインスタンスを実行中に削除できます。そのようにすると、インスタンスは[ワ
ークフロー待機モニター]から削除されます。また、スケジュール済みイベントの状態は[終了済み]に設定され、スケジュー
ル済みイベントは無効になり、スケジュール済みイベントの残りの実行のためにインスタンスが生成されなくなります。イン

スタンスは、スケジュール済みイベントがまだ有効かどうかOracle CRM On 
Demandが次回チェックして判断するまで、引き続き実行されます。このチェックは、インスタンスの実行中、5分間隔で実
行されます。スケジュール済みイベントが無効化されたとOracle CRM On 
Demandが判断した場合、実行されていたインスタンスは終了し、インスタンスに対してまだ実行されていないワークフロ
ーアクションは実行されません。 

「[ワークフロー待機モニター]からの保留インスタンスの削除 (参照 
"［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除" ページ 
508)」で説明されているように、スケジュール済みイベントのインスタンスを保留中（つまり、状態が[キュー待ち]に設定
されている間）に削除することもできます。 
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関連トピック 
スケジュール済みイベントの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n スケジュール済みイベントについて (ページ 449) 

n スケジュール済みイベントの作成 (ページ 452) 

［ワークフロー待機モニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ［ワークフロー待機モニター］での保留インスタンスの表示 (ページ 507) 

n ［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 (ページ 508) 

n ワークフロー保留インスタンスのフィールド (ページ 509) 
 

［ワークフロー待機モニター］での保留インスタンスの表示 
次の手順では、［ワークフロー待機モニター］で保留インスタンスを表示する方法について説明します。［ワークフロー待機

モニター］に記録および表示される内容については、「ワークフロー待機モニター (ページ 
505)」および「ワークフロー保留インスタンスのフィールド (ページ 509)」を参照してください。 

作業前の準備: ワークフローモニターを使用するには、ユーザーの役割に［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が含まれている必要があります。 

［ワークフロー待機モニター］で保留インスタンスを表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［ワークフローモニター］をクリックします。 

3 ［ワークフローモニター］ページで、［ワークフロー待機モニター］をクリックします。 

4 ［保留インスタンスリスト］ページで、目的のインスタンスを見つけます。 

ヒント: リストのフィルター処理の詳細は、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

5 インスタンスの詳細を表示するには、［インスタンス ID］リンクをクリックします。 

6 レコードがインスタンスであるワークフローアクションまたはスケジュール済みイベントの詳細を表示するには、［ワー
クフロー名］リンクをクリックします。  

次の手順では、保留インスタンスのフィルター処理したリストの作成方法を説明します。 

保留中のインスタンスのフィルター処理したリストを作成するには 

n ［保留インスタンスリスト］ページで、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストを新規作成］を選択します
。 

リストの作成と編集の詳細は、「リストの作成と編集」を参照してください。 

次の手順では、保留中のインスタンスのフィルター処理したリストを管理する方法について説明します。 
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保留中のインスタンスのリストを管理するには 

n ［保留インスタンスリスト］ページで、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リスト管理］ページを選択します
。 

リストの管理の詳細は、「［リスト管理］ページ」を参照してください。 

次の手順では、保留中のインスタンスのリストに対するフィルターを表示する方法について説明します。 

保留インスタンスのリストに対するフィルターを表示するには 

n ［保留インスタンスリスト］ページで、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストフィルターを表示］を選択
します。 

リストフィルターの詳細は、「［リストを表示］ページ」を参照してください。 

［ワークフロー待機モニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー待機モニター (ページ 505) 

n ［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 (ページ 508) 

n ワークフロー保留インスタンスのフィールド (ページ 509) 

関連トピック 
ワークフロールールおよびスケジュール済みイベントの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 
 

［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 
［ワークフロー待機モニター］から、保留インスタンスを一度に1つずつ削除できます。インスタンスのフィルター処理した
リストを作成し、一括削除機能を使用して、複数の保留インスタンスを同時に削除することもできます。［ワークフロー待機

モニター］に記録および表示される内容については、「ワークフロー待機モニター (ページ 
505)」および「ワークフロー保留インスタンスのフィールド (ページ 509)」を参照してください。 

保留インスタンスを削除する際の考慮事項は次のとおりです。 

n ［ワークフロー待機モニター］から［待機］アクションの保留インスタンスを削除すると、ワークフロールールインスタ
ンスが終了し、ワークフロールールの残りのアクションはいずれも実行されません。 

n スケジュール済みイベントの保留インスタンスを削除すると、イベントのインスタンスが取り消され、スケジュール済み
イベントのステータスが［終了済み］に設定されて、スケジュール済みイベントが非アクティブ化されます。スケジュー

ル済みイベントの残りの実行のためにインスタンスは生成されなくなります。 

スケジュール済みイベントの追加インスタンスを生成する場合は、スケジュール済みイベントを再度有効にする必要

があります。スケジュール済みイベントの更新方法については、「スケジュール済みイベントの作成 (ページ 
452)」を参照してください。 

n ［待機］アクションの保留インスタンス、またはスケジュール済みイベントの保留インスタンスを削除した後、そのイン
スタンスを復元することはできません。  

作業前の準備: ワークフローモニターを使用するには、ユーザーの役割に［データルールの管理 - 
ワークフロールールの管理］権限が含まれている必要があります。 

次の手順では、［ワークフロー待機モニター］から保留インスタンスを削除する方法について説明します。 
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［ワークフロー待機モニター］から保留インスタンスを削除するには 

1 ［保留インスタンスリスト］ページで、削除するインスタンスを見つけます。  

ヒント: リストのフィルター処理の詳細は、「リストのフィルター処理」を参照してください。 

2 そのインスタンスの［削除］リンクをクリックします。 

次の手順では、［ワークフロー待機モニター］から保留インスタンスのリストを削除する方法について説明します。 

［ワークフロー待機モニター］から保留インスタンスのリストを削除するには 

1 まだ作成していない場合は、削除するインスタンスのリストを作成します。  

リストの作成と編集の詳細は、「リストの作成と編集」を参照してください。 

2 ［保留インスタンスリスト］ページで、［メニュー］をクリックし、［一括削除］を選択します。 

3 ［OK］をクリックして、処理の続行を確認します。  

4 一括削除および復元キューページで、[アクティブなリクエスト]セクションの[続行]をクリックします。  

注: ［続行］をクリックしない場合、レコードは削除されません。 

ヒント: 
[管理]グローバルリンクをクリックし、[管理ホームページ]で一括削除および復元キューをクリックすることにより、い
つでも一括削除および復元キューページに戻ることができます。 

5 削除操作のログファイルを確認するには、一括削除および復元キューページで[処理済みリクエスト]セクションの削除ロ
グの表示をクリックします。 

［ワークフロー待機モニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー待機モニター (ページ 505) 

n ［ワークフロー待機モニター］での保留インスタンスの表示 (ページ 507) 

n ワークフロー保留インスタンスのフィールド (ページ 509) 

関連トピック 
ワークフロールールの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 
 

ワークフロー保留インスタンスのフィールド 
次の表では、［待機］アクションおよびスケジュール済みイベントの保留インスタンスに対して表示できるフィールドについ

て説明します。 

フィールド ワークフロー［待機］アクションの

インスタンスの説明 
スケジュール済みイベントのインス

タンスの説明 

インスタンス ID このワークフローインスタンスに対

してOracle CRM On 
このスケジュール済みイベントイン

スタンスに対してOracle CRM On 
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フィールド ワークフロー［待機］アクションの

インスタンスの説明 
スケジュール済みイベントのインス

タンスの説明 

Demandが生成するID。 Demandで生成されるID。 

ワークフロー名 ワークフローアクションが設定され

ているワークフロールールの名前。

ワークフロールールの名前をクリッ

クすると、［ワークフロールール詳

細］ページが開き、ワークフロール

ール設定の詳細を表示できます。 

インスタンスであるスケジュール済

みイベントの名前。 

ワークフローアクション ワークフローアクションの名前。該
当のインスタンスはこのワークフロ

ーアクションのインスタンスです。 

なし 

トリガーイベント ワークフロールールをトリガーする

イベント。 
このフィールドは常に［スケジュー

ル済みイベント］と表示されます。 

開始者 ワークフロールールのこのインスタ

ンスをトリガーしたアクションを実

行したユーザーの名前。 

スケジュール済みイベントを有効に

したユーザーの名前。 

開始日時 ワークフロールールのこのインスタ

ンスがトリガーされた日時。 
保留インスタンスが生成された日時

。 

再開日時 ワークフローアクションのこのイン

スタンスの待機期間が終了する日時

。 

保留インスタンスが実行される日時

。  

実際の開始日 該当なし。 インスタンスの実行がまだ開始され

ていない場合、このフィールドは空

白です。 

インスタンスが現在実行されている

場合、フィールドには、インスタン

スの実行が開始された日時が表示さ

れます。 

状態 このフィールドの値は常に[キュー
待ち]に設定されています。 

注: 
[待機]ワークフローアクションのイ
ンスタンスの実行が開始されると、

インスタンスは[ワークフロー待機
モニター]から削除されます。 

インスタンスの実行がまだ開始され

ていない場合、このフィールドは[
キュー待ち]に設定されます。 

インスタンスが現在実行されている

場合、このフィールドは[起動中]に
設定されます。 

注: 
スケジュール済みイベントのインス

タンスが完了すると、インスタンス

は[ワークフロー待機モニター]から
削除されます。 



ビジネスプロセス管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  511 
 

フィールド ワークフロー［待機］アクションの

インスタンスの説明 
スケジュール済みイベントのインス

タンスの説明 

発生項目数 なし トリガーされたスケジュール済みイ

ベントのインスタンスの数。数には

現在の保留インスタンスが含まれま

す。 

注: 
スケジュール済みイベントが非アク

ティブにされ、後で再度有効にされ

た場合は、ルールが有効にされた後

に生成される最初のインスタンスで

発生項目数が1にリセットされます
。 

レコードタイプ ワークフロールールのこのインスタ

ンスをトリガーしたレコードのレコ

ードタイプ。 

スケジュール済みイベントが設定さ

れるレコードタイプ。 

レコード行 ID ワークフロールールのこのインスタ

ンスをトリガーしたレコードのレコ

ード行ID。 

なし 

親レコードタイプ ワークフロールールのこのインスタ

ンスをトリガーしたレコードがワー

クフロールールをトリガーしたアク

ションのコンテキスト内にある親レ

コードの子である場合、このフィー

ルドには親レコードのレコードタイ

プが表示されます。 

なし 

親レコード行 ID ワークフロールールのこのインスタ

ンスをトリガーしたレコードがワー

クフロールールをトリガーしたアク

ションのコンテキスト内にある親レ

コードの子である場合、このフィー

ルドには親レコードの行IDが表示さ
れます。 

なし 

［ワークフロー待機モニター］の使用方法の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー待機モニター (ページ 505) 

n ［ワークフロー待機モニター］での保留インスタンスの表示 (ページ 507) 

n ［ワークフロー待機モニター］からの保留インスタンスの削除 (ページ 508) 

関連トピック 
ワークフロールールの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n ワークフロー設定 (ページ 420) 
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データルールおよび割当 
割当ルール（レコードの自動割当）、売上予想定義、見込み客変換レイアウトおよびマッピング、セールス方法、および業種

の設定に関する作業の手順を参照するには、該当するトピックをクリックしてください。 

n 割当ルールの設定 (ページ 516) 

n 見込み客変換中の追加フィールドのマッピング (ページ 523) 

n 見込み客変換レイアウトの作成 (ページ 524) 

n 売上予想定義の設定 (ページ 528) 

n 売上予想定義の更新 (ページ 534) 

n セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 (ページ 535) 

n 企業の業種リストのカスタマイズ (ページ 542) 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 割当ルールについて (ページ 512) 

n 見込み客変換の管理 (ページ 521) 
 

割当ルールについて 
作業前の準備。割当ルールを設定するには、［データルールおよび割当］権限を含む役割が割り当てられている必要がありま

す。 

割当ルールでは、「ルールグループ」と呼ばれるルールを設定し、これに基づいて、見込み客、商談、サービスリクエスト、

または取引先を、適切なユーザー、チーム、およびテリトリーに自動的に割り当てることができます。 

企業でグループ割当オプションを選択している場合は、すべてのグループメンバーが、そのグループのメンバーに割り当てた

レコードを共有します。詳細は、「グループの管理 (ページ 383)」を参照してください。 

企業の構造とビジネスプロセスによって、割当ルールを単純にすることができます。次に例を示します。   

n 各地域のセールス見込み客を、地域セールスマネージャに割り当てます。   

n 新しいサービスリクエストを、テクニカルサービスマネージャに割り当てます。   

ルールは、より複雑にすることもできます。次に例を示します。   

n 見込み客の大部分を製品担当と地域によって割り当て、一部をテレマーケティングマネージャに割り当てます。  

n サービスリクエストの大部分を問題エリアによって割り当て、特定の製品に関するすべてのリクエストを1人のユーザー
に転送します。  

次の表では、レコードタイプの割り当て方法について説明します。 

レコードタイプ 割り当てオプション 

取引先 従業員またはテリトリーにレコードを割り当てることができます。また、新しく割り当

てられた取引先の所有権を共有するチームを指定できます。 
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レコードタイプ 割り当てオプション 

見込み客 従業員にレコードを割り当てることができます。 

商談 従業員またはテリトリーにレコードを割り当てることができます。また、新しく割り当

てられた商談の所有権を共有するチームを指定できます。  

サービスリクエスト 従業員にレコードを割り当てることができます。 

有効なルールグループの割当ルールは、レコードタイプに関して次のことが該当する場合に評価されます。 

n 見込み客: ［所有者を再割当］チェックボックスが選択されており、変更が保存される場合。 

n サービスリクエスト： 

n サービスリクエストが所有者なしで作成されたか、レコードから所有者が削除された場合（［所有者］フィールドが
空白の状態） 

n ［所有者を再割当］チェックボックスが選択されており、変更が保存される場合。 

n 取引先: ［所有者を再割当］チェックボックスが選択されており、変更が保存される場合。 

n 商談: ［所有者を再割当］チェックボックスが選択されており、変更が保存される場合。 

注: 
レコードで［所有者を再割当］チェックボックスが選択され、レコードが保存されるとすぐに、割当マネージャがレコードを

再割当しようとします。ただし、見込み客レコードが取引先または商談に変換される際に、見込み客が完全に変換されるまで

割当マネージャがレコードを再割当できないため、取引先または商談の再割当に失敗します。たとえば、ワークフロールール

を使用して［所有者を再割当］チェックボックスを選択したり、見込み客の変換時に取引先または商談についてデフォルト値

を設定すると、レコードは再割当されません。かわりに、レコードが完全に変換された後で、変換済みレコードの［所有者を

再割当］チェックボックスを選択し、レコードを手動で再割当する必要があります。 

電子メール通知 
見込み客またはサービスリクエストに所有者を割り当てると、新しい所有者に電子メールが送信されます。電子メールに使用

されるテンプレートは、新しい所有者の［個人詳細］ページで選択した言語よって決まります。たとえば、ユーザーが通知の

電子メールをスペイン語で受信したい場合は、ユーザーの［個人詳細］ページの［言語］フィールドでスペイン語を選択する

必要があります。ルールベースでサービスリクエストの電子メール通知をオフにするには、［サービスリクエスト割当ルール

の編集］ページの［電子メール通知を送信］チェックボックス（フラグ）をオフにします。割当ルールの更新の詳細は、「割

当ルールの設定 (ページ 516)」を参照してください。 

電子メール通知では、［差出人］アドレスは常にdonotreply@crmondemand.comで、［送信者］フィールドは、割当ル
ールグループの［返信先電子メール］フィールドに指定したアドレスに設定されます。Oracleの電子メール配信システムで
電子メールを追跡できるように、各電子メールには、Oracle CRM On 
Demandによって文字列が追加されます。電子メール受信者が電子メール通知に応答すると、返信の［宛先］フィールドは
、割当ルールグループの［返信先電子メール］フィールドに指定したアドレスに設定されます。 

再割当プロセスの追跡 
これらの3つのフィールドを使用して、所有者の再割当プロセスを追跡したり、再割当プロセスの所要時間を分析したりでき
ます。これらのフィールドは、取引先、商談、見込み客、およびサービスリクエストのページレイアウトに追加できます。次

のフィールドがあります。 

n 割り当て状態 
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［行列待ち］（レコードがキューに入り、割当マネージャによる処理を待っている状態）、［処理中］（レコードが

割当マネージャによって処理されている状態）、または空白（レコードがキューに入っておらず、処理もされていな

い状態）のいずれかの状態になります。 

n 最後の割当提出日付 

レコードが処理のためキューに入り、現在割当マネージャによって処理されている場合、このフィールドには、［所

有者を再割当］チェックボックスをオンにしてレコードを保存した日時が表示されます。サービスリクエストレコー

ドの場合、このフィールドは、［所有者］フィールドが空白の状態でレコードが保存された日時を表示します。 

n 最後の割当終了日付 

レコードの再割当が実行されたことがない場合、このフィールドは空白です。それ以外の場合、フィールドには再割

当が実行された日時が表示されます。  

ページレイアウトにフィールドを追加する方法の詳細については、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 
168)」を参照してください。 

ルールグループの有効化 
複数の割当ルールグループを作成した場合は、レコードタイプごとに1つずつ有効にする必要があります。 

注意： 最後にルールをリリースしたときに［活動中］とマークが付けられていたルールグループは、そのルールを再度リリ
ースするまでは活動中になります。ルールを再度リリースすると、直前に［活動中］とマークが付けられたルールグループが

活動中になります。新しいルールグループを作成して活動中のマークを付けるときは、ルールをリリースするまではすでに活

動中のルールグループを削除しないでください。 

ヒント：  ルールグループは、見込み客の履歴として参照できます。ルールグループを削除する代わりに［非活動中］とマー
クを付けておきます。 

グループ割当について 
企業でレコードを、1人の従業員にではなくグループ全体に割り当てる場合、企業の管理者は次の操作を行う必要があります
。 

1 ［企業プロファイル］ページの［デフォルトのグループ割当］フィールドを選択します（「企業プロファイルとグローバ
ルデフォルトの設定 (ページ 19)」を参照）。 

2 割当ルールを有効にする前にグループを設定します（「グループの設定 (ページ 386)」を参照）。 

3 割り当て中に、取引先または商談の所有者に指定するグループのメンバーを1人選択します。 

注：グループ機能は、見込み客レコードまたはサービスリクエストレコードではサポートされていません。  

レコードがグループの所有者に割り当てられると、次のようになります。 

n ［所有者］フィールドに所有者情報が表示されます。 

n レコードの編集および詳細ページの［プライマリグループ］フィールドに、所有者が属するグループ名が表示されます（
企業の管理者がそのフィールドをレイアウトに追加した場合）。 

n レコードは、ホームページやレコードリストなど、従業員のレコードを通常表示するアプリケーションのエリアに表示さ
れます。 

一般に、グループ内のすべてのメンバーは、レコードへの完全アクセス権を持っていますが、アクセスレベルを調整してユー

ザーによるアクセスを制限できます。 
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割当マネージャおよびレコード所有権モードについて 
割当マネージャは、ユーザーに対してのみレコードを再割当できます。レコードを再割当できるのは、レコードタイプがレコ

ード所有権のユーザーモードまたは混合モードに設定されている場合のみです。割当マネージャが所有者にレコードを再割当

する前に、レコードに割り当てられたプライマリカスタムブックがある場合、割当マネージャは、レコードからプライマリブ

ックを削除します。割当マネージャは、レコードタイプがブックモードに設定されている場合、レコードを再割当できません

。レコードタイプをブックモードに設定する場合は、そのレコードタイプに対するすべてのルールグループを無効にすること

を強くお勧めします。レコード所有権モードの詳細は、「レコード所有権モードについて (ページ 
347)」を参照してください。 

見込み客割り当てのシナリオ 
ここでは、見込み客の割り当てに関する企業での一般的なビジネスルールの例を示します。この企業の見込み客を自動的に割

り当てるルールを設定するため、管理者は次の操作を行います。 

1 見込み客の割り当てに関する企業のビジネスルールを記述します。  

たとえば、米国内の取引先の場合、多くのセールステリトリーは州単位で割り当てられますが、一部の州では製品担

当がテリトリーの割り当てを決定します。また、取引先のXYZ社は常に、見込み客の州や製品への関心とは関係なく
、1名の特定のセールスマネージャに割り当てられます。   

2 このビジネスルールをカバーするために必要なすべての割り当てシナリオをリストアップします。   

n 取引先（会社）はXYZ社：セールスマネージャAに割り当てます。   

n プライマリ住所 - 州はCA、NV、OR、WA：セールスマネージャBに割り当てます。   

n プライマリ住所 - 州はOH、IN、MI、NY、KY：セールスマネージャCに割り当てます。   

n 製品ABCに関心を持っている見込み客（上記のすべての州。ただしXYZ社を除く）：セールスマネージャDに割り
当てます。   

n プライマリ住所 - その他の州：セールスマネージャEに割り当てます。  

3 シナリオを考慮すべき順序に並べます。   

まず、［取引先］フィールドを調べます。値がXYZ社の場合、その他の条件は一切考慮せずに、セールスマネージャ
Aに見込み客を割り当てます。この基準が満たされない場合は、［プライマリの米国の州］フィールドを調べます。
値がCA、NV、OR、またはWAである場合、セールスマネージャBに見込み客を割り当てます。同様にして、残りの
セールスマネージャにも見込み客を割り当てます。  

ベストプラクティスとしては、レコード割当テンプレートを使用して、企業の割当シナリオを計画し、望ましい結果が得られ

るようなルールを設定することをお勧めします。 

割当ルールの基準条件 
次の条件を割当ルールの条件として使用できます。 

n 間。レコードの条件フィールドの値が、ルール条件で定義された2つの値の間にある場合に、ルールが満たされたと見な
されます（レコードの条件フィールドの値がルールの値のいずれかに等しい場合は、結果には含まれません）。値を区切

るにはカンマを使用します。ダッシュ（-）を使用して値の範囲を指定したり、値を区切ったりすることはできません。 

［間］条件は、日付フィールドに対してのみ使用します。日付は、MM/DD/YYYY形式で表示します。 
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n すべての値を含む。レコードの条件フィールドの値が値に完全一致する場合に、ルールが満たされたと見なされます。ア
プリケーションでは、値のサブストリング、または値が同じでも大文字小文字が異なる値は取得しません。1つの値また
はカンマで区切られた複数の値を入力できます。 

n 正確なフィールド値を含む。レコードの条件フィールドに、条件フィールド値のすべての文字列が含まれる（それ以外の
文字は含まれない）場合に、ルールが満たされたと見なされます。たとえば、条件値として［クローズ済み］を入力した

場合、レコードの条件フィールド値が［クローズ済み］の場合はルールが満たされたとみなされ、［クローズ済み/成立
］の場合はルールが満たされないとみなされます。 

日付フィールドまたは数値フィールドに対しては、［正確なフィールド値を含む］条件を使用できません。 

n どの値も含まない。レコードの条件フィールドの中に、ルール条件値に等しくない値が含まれる場合に、レコードが満た
されたと見なされます。 

日付フィールドまたは数値フィールドに対しては、［どの値も含まない］条件を使用できません。 

n 以下。レコードの条件フィールドの値が、ルール条件値よりも小さいか等しい場合に、ルールが満たされたと見なされま
す。 

［以下］条件は数値フィールドと通貨フィールドにのみ使用可能です。 

n 以上。レコードの条件フィールドの値が、ルール条件値よりも大きいか等しい場合に、ルールが満たされたと見なされま
す。 

［以上］条件は数値フィールドと通貨フィールドにのみ使用可能です。 

ルール条件に関しては、次の点に注意してください。 

n 条件がないルールは常に成功します。 

n ルールは順番に評価され、あるルール条件が満たされると評価が終了します。 

たとえば、評価されるルールが10個あり、ルール6の条件が満たされると、ルール7、8、9、および10は無視されます（つ
まり、これらのルールは評価されません）。同様に、ルール6に条件がない場合、ルール6は成功し、ルール7、8、9、およ
び10は無視されます。 

割当ルールの設定手順については、「割当ルールの設定 (ページ 516)」を参照してください。 
 

割当ルールの設定 
作業前の準備： 

n 割当ルールを設定するには、［データルールおよび割当］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n 割当ルールの作成に関する詳細については、「割当ルールについて (ページ 512)」を参照してください。 

割当ルールグループの例 
ルールグループはルールから成り、ルールは条件から成ります。ルールグループのコンポーネントを次の図に示します。 
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Figure 1: 見込み客割当ルールグループの評価方法 

 

注 ：［見込み客詳細］ページの［拒否］ボタンを正しく機能させるには、ルールグループの最初のルールで、拒否された見
込み客を割り当てる必要があります。 

割当ルールグループを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［割当ルール］セクションで、該当するレコードタイプのリンクをクリックします。 

現在までに企業について定義されているすべてのルールグループのリストが表示されます。 
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4 新しいルールグループを作成します。 

a ［新規ルールグループ］ボタンをクリックします。 

b ［作成/編集］ページで、必要な情報をフィールドに入力します。 

フィールド 説明 

ルールグループ名 30 文字までの一意の名前。 

有効なルールグループ 一度に1つのルールグループだけを有効にできます。新
しいルールグループを有効にすると、それまで有効に

なっていたルールグループが無効になります。 

未割当所有者 いずれかのルールによって割り当てられていないレコ

ードを継承する従業員。 

例：図 1の従業員C 

返信先電子メール このフィールドは、見込み客およびサービスリクエス

トルールグループでのみ表示されます。割当ルールグ

ループの［返信先電子メール］フィールドに指定した

電子メールアドレスは、見込み客とサービスリクエス

トの所有者に送信される電子メール通知の［送信者］

フィールドに表示されます。また、電子メール受信者

が電子メール通知に応答すると、返信の［宛先］フィ

ールドが［返信先電子メール］フィールドで指定した

アドレスに設定されます。 

注 ：電子メール通知は、取引先および商談レコードに
ついては送信されません。 

未割当取引先テリトリー いずれかのルールによって割り当てられていないレコ

ードを継承するテリトリー。 

このフィールドは取引先ルールグループにのみ表示さ

れます。 

未割当商談テリトリー いずれかのルールによって割り当てられていないレコ

ードを継承するテリトリー。 

このフィールドは商談ルールグループにのみ表示され

ます。 

c レコードを保存します。 

これで、ルールグループにルールを追加する準備として、新しいルールグループの名前が保存されました。 

5 ルールをルールグループに追加します。 

a ［ルールグループ詳細］ページの［ルール］タイトルバーで［新規］をクリックします。 

b ［作成/編集］ページで、必要な情報をフィールドに入力します。 

次の表の「例」の列には、図 1のルール2のフィールドに入力する情報を示しています。 

フィールド 説明 例 
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フィールド 説明 例 

ルール名 固有の名前。 見込み売上が高い小売またはサ

ービスの見込み客を割り当てま

す。 

オーダー ルールを評価する順序。あるルール条件

が満たされると、レコードが割り当てら

れ、後続のルールは無視されます。 

1 

所有者に割当 ルール条件が満たされると、レコードが

このユーザーに割り当てられます。 

取引先および商談のグループ割当の場合

、ユーザーはレコードを共有するグルー

プのメンバーである必要があります。 

従業員B 

テリトリーに割当 ルール条件が満たされると、レコードが
このテリトリーに割り当てられます。 

このフィールドは取引先および商談ルー

ルにのみ表示されます。 

北東部地域 

関連する担当者を含

める 
ルール条件が満たされた場合、取引先に

リンクされた担当者は、指定された取引

先所有者およびテリトリーに割り当てら

れます。 

このフィールドは取引先ルールにのみ表

示されます。 

なし 

関連する商談を含め

る 
ルール条件が満たされた場合、取引先に

リンクされた商談は、指定された取引先

所有者およびテリトリーに割り当てられ

ます。 

このフィールドは取引先ルールにのみ表

示されます。 

なし 

チーム割当を含む ルール条件が満たされると、チームメン
バーが取引先に割り当てられます。 

このフィールドは取引先および商談ルー

ルにのみ表示されます。 

なし 

c レコードを保存します。 

これでルールが割り当てられたので、このルールに条件を追加できます。 

6 （オプション）取引先と商談の場合、リンクされたレコードおよびユーザーに対するアクセスを次のように更新します。 

a ［ルールグループ詳細］ページで、リンクされているレコードおよびユーザーのアクセスを更新するルールの［名前
］リンクをクリックします。 

b ［ルール詳細］ページで、［チーム割当］タイトルバーの［ユーザーを追加］または［ユーザーを編集］をクリック
します。 
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c ［ルックアップ］アイコンをクリックし、ユーザーを選択します。 

d 取引先、担当者、および商談に対するアクセスレベルを割り当てます。 

e 変更を保存します。 

7 ルール条件をルールに追加します。 

a ［ルール詳細］ページの［ルール条件］タイトルバーで、［新規］をクリックします。 

b ［作成/編集］ページで、必要な情報をフィールドに入力します。 

次の表の「例」の列には、図 1のルール2のフィールドに入力する情報を示しています。 

フィールド 説明 例 

フィールド 評価するフィールドの名前。 

注 ：フィールドのラベルが変更された場合、新しいフィールド名
が表示されます。 

見込売上 

条件 ［すべての値を含む］、［正確なフィールド値を含む］、および

［どの値も含まない］条件は、日付フィールドまたは数値フィー

ルドには使用できません。 

［以上］または［以下］条件は、数値フィールドおよび通貨フィ

ールドでのみ使用できます。 

［間］演算子は、日付フィールドでのみ使用できます。 

以上 

値 値を区切るにはカンマを使用します。一致条件に使用されるアド

レスなどの値にカンマが含まれる場合は、その値を引用符で囲み

ます。 

条件が［間］の場合は、最小値と最大値をカンマで区切って入力

します。 

10000 

c 次の該当する操作を行います。 

n ルールにさらに条件を追加する場合、［ルール条件の保存＆新規作成］をクリックし、ステップ bに戻ります。
1つのルールに複数の条件が定義されている場合、ルールが満たされたと見なされるためには、レコードがすべ
ての条件を満たしている必要があります。 

n ルールのすべての条件を入力したら、［保存］をクリックします。 

8 ［ルール詳細］ページの［ルール］タイトルバーで、［ルールグループ詳細に戻る］をクリックします。 

9 ［ルールグループ詳細］ページで、次の該当する操作を行います。 

n ルールグループにさらにルールを追加する場合は、ステップ 5に戻ります。 

n ルールグループのすべてのルールを入力した後、［ルールグループリストに戻る］をクリックして終了します。 

ヒント  ：ルールは［ルールグループ］に表示される順序で実行されるので、正しい順序で表示されていることを確認し
てください。1つのルールが満たされると、以降のルールは無視されます。 
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編集するには、ルールグループを有効または無効にします。 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［割当ルール］セクションで、編集する割当ルールのタイプのリンクをクリックします。 

現在までに企業について定義されている、指定タイプのすべてのルールグループのリストが表示されます。 

4 更新する［ルールグループ］リンクをクリックします。 

5 ［ルールグループ詳細］ページで、［編集］をクリックします。 

6 フィールドを更新し、レコードを保存します。 

変更は、Oracle 
Server時間の深夜（デフォルト）に有効になるか、または、割当ルールグループを更新するように設定されている
時刻に有効になります。 

注意： ルールグループに［活動中］のマークを付けると、最後にルールをリリースしたときに［活動中］のマークが付
けられたルールグループは、そのルールが再度リリースされるまで継続して活動中になります。ルールを再度リリースす

ると、直前に［活動中］とマークが付けられたルールグループが活動中になります。ルールをリリースするまではすでに

［活動中］のルールグループを削除しないでください。 

割当ルールを編集するには 

1 ［ルールグループ詳細］ページで、変更するルールの［編集］リンクをクリックします。  

2 フィールドを更新します。 

注:［順序］フィールドを編集すると、ルールを評価する順序を変更できます。変更するルールに対し、そのルール
よりも先に評価されるルールよりも大きく、後に評価されるルールよりも小さい数値を入力します。 

たとえば、1番から3番までの順番が付けられた3つのルールがあり、現在1番のルールを現在2番のルールよりも後
に評価するよう順序を変えるには、1番のルールを2.1（または2よりも大きく、3よりも低い任意の値）に変更しま
す。 

3 レコードを保存します。 
 

見込み客変換の管理 
社内のユーザーは、見込み客レコードを取引先、担当者、または商談のレコードに変換できます。企業がOracle CRM On 
Demand Partner Relationship Management 
Editionを使用するように設定されている場合は、見込み客レコードを取引交渉登録レコードに変換することもできます。 

ユーザーは、見込み客レコードを変換するときに、次のいずれかを実行できます。 

n 見込み客レコードに自動的にリンクされる新しい取引先、担当者、商談、または取引交渉登録のレコードを作成します。 

n 見込み客レコードを既存の取引先および担当者レコードにリンクします。ユーザーは、見込み客を変換するときに、見込
み客にリンクするレコードを選択します。 

見込み客変換レイアウトで必要なオプションを使用可能にすると、ユーザーは、次のこともできるようになります。 
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n 見込み客チームのメンバーを、変換プロセスで作成されたか、または見込み客にリンクされた取引先、担当者および商談
のチームにコピーします。  

n 見込み客の関連カスタムオブジェクトレコードを、変換プロセスで作成されたか、または見込み客にリンクされた取引先
、担当者および商談にリンクします。  

ページの見込み客変更レイアウトを作成し、これらのレイアウトをユーザー役割に割り当てることで、［見込み客を変換］ペ

ージでユーザーが使用できるオプションを決定できます。 

標準アプリケーションでは、見込み客レコードからの一部の情報が、変換プロセスで作成されたか、または見込み客にリンク

された取引先、担当者、商談および取引交渉登録レコードの関連するフィールドに継承されます。次のものを設定することで

、継承する情報を決定できます。 

n [見込み客]レコードタイプのフィールドと[取引先]、[担当者]、[取引交渉登録]および[商談]レコードタイプのフィール
ドとの間のマッピング。詳細については、見込み客変換中の追加フィールドのマッピング (ページ 
523)を参照してください。 

n [見込み客を変換]ページの[商談]および[取引交渉登録]セクションに表示される見込み客レコードのフィールド。ユーザ
ーは、[見込み客を変換]ページでこれらのフィールドの値を編集できます。その後、これらの値は、新しい商談または取
引交渉登録に継承されます。[見込み客を変換]ページに表示するフィールドの設定の詳細は、「見込み客変換レイアウト
の作成 (ページ 524)」を参照してください。 

注: 
[見込み客を変換]ページのレイアウトに追加できるのは、関連レコードタイプのフィールドにマップされているフィ
ールドのみです。[見込み客を変換]ページに追加するフィールドが関連レコードタイプのフィールドにまだマップさ
れていない場合、[見込み客を変換]ページのレイアウトに追加する前に、このフィールドをマップする必要がありま
す。さらに、連結フィールドおよび[Web 
リンク]フィールドタイプのフィールドは、該当フィールドが関連レコードタイプのフィールドにマップされていて
も、見込み客変換レイアウトに追加できません。[関連商談]フィールドおよび[次のステップ]フィールドは、常に[
見込み客を変換]ページの[商談]セクションに表示され、[取引交渉登録名]フィールドおよび[主要パートナー取引先
]フィールドは常に[取引交渉登録]セクションに表示されます。これらのフィールドは、ページレイアウトから削除
できません。 

見込み客を変換するには、ユーザーが、レコードタイプへの適切なアクセス権と役割内の適切な権限を持っている必要があり

ます。詳細は、「見込み客を変換するためのアクセスプロファイルと役割の設定」を参照してください。 

ユーザーが見込み客を拒否する場合は、［見込み客を拒否］ページの［拒否コード］フィールドで拒否コードを選択する必要

があります。［拒否コード］フィールドのいくつかの値はデフォルトで提供されますが、これらの値を変更、またはリストに

値を追加できます。［拒否コード］ピックリストの詳細は、「見込み客の拒否コード (ページ 527)」を参照してください。 

関連トピック 
見込み客変換管理の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 見込み客変換の設定のプロセス (ページ 522) 

n 見込み客変換中の追加フィールドのマッピング (ページ 523) 

n 見込み客変換レイアウトの作成 (ページ 524) 
 

見込み客変換の設定のプロセス 
ユーザーおよびレコードタイプの見込み客変換および拒否設定を設定するには、次のタスクを実行します。 

1 見込み客変換中に追加フィールドをマップする場合は、新しいマッピングを設定します。  
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フィールドのマッピングの詳細は、「見込み客変換中の追加フィールドのマッピング (ページ 
523)」を参照してください。 

2 ［見込み客を変換］ページのレイアウトをカスタマイズする場合は、次の手順に従います。 

a 新しいレイアウトを作成します。 

レイアウトの作成の詳細は、「見込み客変更レイアウトの作成 (参照 "見込み客変換レイアウトの作成" 
ページ 524)」を参照してください。 

b 新しいレイアウトを適切な役割に追加します。 

役割の追加の詳細は、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

3 ユーザーが、レコードタイプへの適切なアクセス権と役割内の適切な権限を持っていることを確認します。  

見込み客の変換に必要な設定の詳細は、「見込み客を変換するためのアクセスプロファイルおよび役割の設定」を参

照してください。 

4 ［拒否コード］ピックリストの値を編集する場合は、フィールド値を編集します。  

フィールド値の編集の詳細は、「フィールドの作成と編集 (ページ 
124)」を参照してください。［拒否コード］ピックリストの詳細は、「見込み客の拒否コード (ページ 
527)」を参照してください。 

 

見込み客変換中の追加フィールドのマッピング 
社内のユーザーは、見込み客レコードを取引先、担当者、または商談のレコードに変換できます。企業がOracle CRM On 
Demand Partner Relationship Management 
Editionを使用するように設定されている場合は、見込み客レコードを取引交渉登録レコードに変換することもできます。 

ユーザーが見込み客を取引先、担当者、商談、または取引交渉登録のレコードに変換する場合、デフォルトでは、一部の値が

新しいレコードに移行されます。ただし、カスタムフィールドなどの追加フィールドのマッピングによって、継承される情報

の量を増やすことができます。見込み客フィールドのマップ方法の例は、「見込み客」を参照してください。 

ユーザーが見込み客レコードを変換すると、マップされたフィールドの値が次のように移行されます。 

n ユーザーが新しい取引先、担当者、商談、または取引交渉登録のレコードを作成すると、見込み客レコードのマップされ
たフィールドの値は、新しいレコードの指定のフィールドに移行されます。 

n ユーザーが見込み客レコードを、見込み客の変換時に選択した既存の取引先、担当者、商談、または取引交渉登録のレコ
ードにリンクすると、値を指定済みの既存のレコード内のフィールドは変更されません。空のフィールドは、マップされ

た見込み客フィールドの値で更新されます。 

注意: 
パートナーユーザーは、取引交渉登録を承認したり、取引交渉登録に承認者を割り当てることはできません。したがって、パ

ートナーユーザーが見込み客を取引交渉登録に変換しようとすると、変換プロセスにより取引交渉登録レコードの［現在の承

認者］フィールドまたは［最終承認者］フィールドの更新が試行された場合に、変換に失敗します。パートナーユーザーが見

込み客を取引交渉登録に変換することを企業が許可している場合は、取引交渉登録レコードタイプの［現在の承認者］フィー

ルドまたは［最終承認者］フィールドに、見込み客レコードタイプのフィールドをマップしないでください。 

Webリンクフィールドについて 
見込み客変換の際に、Webリンクフィールドをマップしないでください。Webリンクフィールドには、データではなく、ユ
ーザーがアクションを実行するためにクリックできるリンクのスクリプトが含まれています。Webリンクフィールドの内容
は、見込み客の変換時に新しいレコードに移行できません。 
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連結フィールドについて 
見込み客変換の際に、連結フィールドをマップしないでください。連結フィールドは、複数のフィールドからの値の表示やテ

キストの表示が可能なフィールドです。連結フィールドの内容は、見込み客の変換時に新しいレコードに移行できません。見

込み客変換の際、連結フィールドに表示されるフィールドからの値を新規レコードに移行するには、見込み客変換用に個々の

フィールドをマップします。  

カスタマイズされたピックリストのフィールドおよび値について 
見込み客レコードのピックリストのフィールドを、取引先レコード、担当者レコード、商談レコード、取引交渉登録レコード

のテキストフィールド（長いまたは短い）や、同一の値を持つピックリストのフィールドにマップできます。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、［データルールおよび割当］権限を含む役割が割り当てられている必要があります

。 

見込み客レコードを変換するときに追加フィールドをマップするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール & 割当］をクリックします。 

3 ［見込み客変更管理］セクションで、［見込み客変更マッピング］をクリックします。 

4 ［見込み客変更マッピング］ページで、マップするフィールドを選択します。 

5 マッピングをデフォルトの設定に戻すには、タイトルバーの［初期値］ボタンをクリックします。 

6 ［保存］をクリックします。 
 

見込み客変換レイアウトの作成 
［見込み客を変換］ページのカスタマイズしたレイアウトを作成し、レイアウトをユーザー役割に割り当てることで、ユーザ

ーが見込み客を変換するときに使用できるオプションを指定できます。  

注:見込み客を取引先、担当者、商談または取引交渉登録に変換するには、ユーザーのアクセスプロファイルおよび役割にも
適切な設定が必要です。見込み客の変換に必要な設定の詳細は、「見込み客を変換するためのアクセスプロファイルおよび役

割の設定」を参照してください。 

次の表に、［見込み客を変換］ページで使用可能にできるオプションを示します。 

レコードタイプ オプション 

取引先 取引先に変更しない 

既存取引先を使用する 

新規取引先を自動作成 

見込み客チームを取引先にコピー 

カスタムオブジェクトnを関連付け（nは01か
ら40までの数字） 
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レコードタイプ オプション 

担当者 既存担当者を使用する 

新規担当者を自動作成 

見込み客チームを担当者にコピー 

カスタムオブジェクトnを関連付け（nは01か
ら40までの数字） 

商談 商談に変更しない 

新規商談を自動作成 

見込み客チームを商談にコピー 

カスタムオブジェクトnを関連付け（nは01か
ら40までの数字） 

取引交渉登録 取引交渉登録を作成しない 

取引交渉登録の自動作成 

注:［取引交渉登録］オプションは、企業がOr
acle CRM On Demand Partner 
Relationship Management 
Editionを使用するように設定されている場合
のみ該当します。 

標準レイアウトが用意されています。標準レイアウトには、取引先、担当者および商談の一部のオプションが含まれています

が、取引交渉登録のオプションは一切含まれていません。標準レイアウトをコピーしてコピーを編集できますが、標準レイア

ウトを編集または削除することはできません。 

レコードタイプに対して使用可能にするオプションに応じて、［見込み客を変換］ページのレコードタイプセクションは次の

ような影響を受けます。 

n いずれかのオプションをレコードタイプに対して使用可能にしない場合、［見込み客を変換］ページには、そのレコード
タイプのセクションが含まれません。 

n [取引先]レコードタイプに対して[取引先に変更しない]オプションのみを使用可能にした場合、[取引先]セクションはペ
ージに表示されません。 

n ［商談］レコードタイプに対して［商談に変更しない］オプションのみを使用可能にした場合、［商談］セクションはペ
ージに表示されません。 

n （Oracle CRM On Demand Partner Relationship Management 
Editionを使用する場合のみ）［取引交渉登録］レコードタイプに対して［取引交渉登録を作成しない］オプションのみ
を使用可能にした場合、［取引交渉登録］セクションはページに表示されません。 

作業前の準備。ここで説明する手順を実行するには、［データルールおよび割当］権限を含む役割が割り当てられている必要

があります。 

見込み客変換レイアウトを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

526  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール & 割当］をクリックします。 

3 ［見込み客変更管理］セクションで、［見込み客変更レイアウト］をクリックします。 

4 ［見込み客変更レイアウトリスト］ページで、［新規レイアウト］をクリックします。 

5 ステップ1の［レイアウト名］で、次の操作を行います。 

a レイアウトの名前を入力します。 

b （オプション）レイアウトの説明を入力します。 

c このレイアウトをすべてのユーザーのデフォルトにする場合は、［デフォルト見込み客変更レイアウト］チェックボ
ックスをオンにします。 

注: デフォルトでは、Oracle CRM On 
Demandで提供される標準見込み客変更レイアウトは、別のレイアウトがデフォルトとしてマークされて
いないかぎり、企業のデフォルトの見込み客変更レイアウトとして機能します。別のレイアウトを作成し、

新しいレイアウトの［デフォルトレイアウト］チェックボックスをオンにした場合、標準見込み客変更レイ

アウトはデフォルトではなくなります。したがって、標準見込み客変更レイアウトは、［デフォルトレイア

ウト］チェックボックスが他のレイアウトに対してオンになっていない場合にのみ、企業のデフォルトレイ

アウトになります。ただし、標準見込み客変更レイアウトの［デフォルトレイアウト］チェックボックスは

、デフォルトとして機能している場合にも、常にオフのままになります。 

6 ステップ2の［アクションの選択］では、［見込み客変更レコードタイプ］セクションでアクションを選択するレコード
タイプ（［取引先］、［担当者］、［商談］または［取引交渉登録］）をハイライト表示し、矢印をクリックして、ペー

ジに表示するアクションを［見込み客変更使用可能アクション］セクションから［見込み客変更選択済みアクション］に

移動します。各レコードタイプについて、このステップを繰り返します。 

7 ステップ3のフィールドの選択では、ユーザーが[見込み客詳細]をクリックしたときに、[見込み客を変換]ページの[商談
]および[取引交渉登録]セクションに継承する必要がある見込み客フィールドを次のように指定します。 

a [見込み客変更レコードタイプ]リストで、[見込み客を変換]ページにフィールドを設定する必要があるレコードタイ
プを選択します（[商談]または[取引交渉登録]）。 

最初、見込み客変換選択済みフィールドリストには、デフォルトで継承されるフィールドが表示されます。

見込み客変換使用可能フィールドリストには、該当するレコードタイプについて[見込み客を変換]ページに
継承可能なすべての追加フィールドが表示されます。 

注: 
[見込み客を変換]ページのレイアウトに追加できるのは、関連レコードタイプのフィールドにマップされて
いるフィールドのみです。[見込み客を変換]ページに追加するフィールドが関連レコードタイプのフィール
ドにまだマップされていない場合、[見込み客を変換]ページのレイアウトに追加する前に、このフィールド
をマップする必要があります。さらに、連結フィールドおよび[Web 
リンク]フィールドタイプのフィールドは、該当フィールドが関連レコードタイプのフィールドにマップさ
れていても、見込み客変換レイアウトに追加できません。[関連商談]フィールドおよび[次のステップ]フィ
ールドは、常に[見込み客を変換]ページの[商談]セクションに表示され、[取引交渉登録名]フィールドおよ
び[主要パートナー取引先]フィールドは常に[取引交渉登録]セクションに表示されます。これらのフィール
ドは、ページレイアウトから削除できません。 詳細は、「見込み客変換中の追加フィールドのマッピング 
(ページ 523)」を参照してください。 

b 必要なフィールドを見込み客変換選択済みフィールドリストに移動し、不要なすべてのフィールドを見込み客変換使
用可能フィールドリストに移動します。1つのレコードタイプについて見込み客変換選択済みフィールドリストに含
めることができる最大フィールド数は9個です。 
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c 他のレコードタイプ（[商談]または[取引交渉登録]）について、ステップaとbを繰り返します。 

8 ステップ4の[確認]では選択内容を確認し、必要に応じて、ステップ2の[アクションの選択]またはステップ3のフィール
ドの選択に戻り、選択内容を変更します。 

9 ［終了］をクリックして変更を保存します。 
 

見込み客の拒否コード 
ユーザーが見込み客を拒否する場合は、［見込み客を拒否］ページの［拒否コード］フィールドで拒否コードを選択する必要

があります。ユーザーは、［拒否理由］フィールドに拒否の理由の説明テキストを入力することもできます。ユーザーが［拒

否コード］フィールドで［その他］値を入力した場合は、［拒否理由］フィールドが必須フィールドになり、ユーザーは見込

み客が拒否された理由の説明を入力する必要があります。それ以外の場合、［拒否理由］フィールドはオプションです。 

［拒否コード］フィールドのいくつかの値はデフォルトで指定されますが、これらの値を変更またはリストに値を追加できま

す。デフォルト値は次のとおりです。 

n サードパーティ担当者 

n 再連絡しない 

n 副本 

n 担当者との接触に失敗しました 

n 不適切な担当者 

n 不十分なデータ 

n 無効な電話番号 

n ビジネス商談なし 

n 進行中の商談 

n その他 

n 最近連絡 (30 日未満) 

n データ入力/システムエラー 

n すでに製品を所有 

n ターゲット基準に合致しません 

ピックリスト値の編集の詳細は、「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照してください。 

注：［その他］値の名前を変更した場合でも、ユーザーが名前変更した値を［見込み客を拒否］ページで選択したときに、［

拒否理由］フィールドは必須フィールドになります。 

拒否コード値の制限について 
[見込み客を拒否]ページに[状態]フィールドが表示されます。これは読取り専用であり、[拒否]に設定されています。[見込
み客を拒否]ページの[拒否コード]フィールドでユーザーが選択できる値を制限するには、親ピックリストとして[状態]フィ
ールドを持ち、関連ピックリストとして[拒否コード]フィールドを持つカスケード式ピックリストを定義します。カスケード
式ピックリストの定義の詳細は、「カスケード式ピックリストの定義 (ページ 
195)」を参照してください。拒否コード値を無効にすることもできます。「ピックリスト値の変更 (ページ 
160)」を参照してください。 
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注: [拒否コード]フィールドの値を制限するには、親ピックリストとして[状態]フィールドのみ使用できます。 
 

売上予想定義の設定 
Oracle CRM On 
Demandにおける売上予想は、定義された設定に従って自動的に生成されます。売上予想は、週ごとまたは月ごとに自動的
に生成されます。生成された各売上予想はアーカイブに保存され、参照と分析用の履歴レコードになります。 

すべての売上予想は、その四半期の売上と見込み売上に関する情報のスナップショットです。売上予想により、セールス要員

とマネージャは、商談の現在の状況に従って、目標額、実際の確定売上、および予想売上に対する四半期のセールス実績を追

跡することができます。 

売上予想の参加者は役割によって選択されます。企業のレポート構造と、売上予想の参加者として選択する役割は、参加者が

1人のトップレベルのユーザーにロールアップされるように設定する必要があります。通常、このトップレベルのユーザーは
企業の副社長または最高経営責任者（CEO）です。 

Oracle CRM On 
Demandによって売上予想が生成されると、従業員に売上予想が作成されたことを知らせる警告が各参加者の［個人ホーム
ページ］に2日間表示されます。警告を表示する期間を延長するには、その警告の［失効日］フィールドを更新します。警告
については、「全社レベルの警告の公開 (ページ 87)」を参照してください。 

売上予想タイプの決定 
企業は、商談、製品、取引先、または担当者のいずれかに基づいて売上予想を行うことができます。売上予想には次の4タイ
プがあります。 

n 商談製品 

n 商談売上 

n 取引先売上 

n 担当者売上 

企業は、売上予想の生成に対して設定された特定の売上予想日に基づいて、複数の売上予想タイプを生成できます。企業の売

上予想の設定を選択するときは、企業全体で使用する売上予想タイプを決定します。  

注:セールス要員が実行するアクションは、売上予想タイプによって特定されます。セールス要員が商談レコード、取引先レ
コード、担当者レコードの作成を開始する前に、売上予想のタイプを通知する必要があります。 

商談製品売上予想 
商談製品売上予想では、商談にリンクされている製品について報告します。商談製品売上予想の予想額は、すべての製品の［

数量］、［売上］、および［予想売上］フィールドから計算されます。これらの製品は、売上予想の参加者が所有し、売上予

想期間中に売上が認識される予定の製品です。製品の売上は、1回で報告するか、複数の期間にわたって報告できます。 

商談製品売上予想では、セールス要員が製品を商談レコードにリンクする必要があります。また、セールス要員は、売上予想

に含める製品を指定するために、数量、購入価格、開始日、およびクローズ日を入力する必要があります。 

商談製品レコードを売上予想に含めるには、その商談製品売上レコードが次の条件を満たしている必要があります。 

n 売上予想期間内にクローズ日がある 

n 売上予想の参加者によって所有されている 
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企業の予想売上にレコード値を含めるには、他にも情報を追加する必要があります。詳細は、「商談と売上予想について」を

参照してください。 

製品に基づいて売上を1回のみまたは繰り返し予想する場合は、商談製品売上予想を設定します。 

商談売上予想  
商談売上予想では、商談レコードに記載されている売上について報告します。売上予想額は、次の条件を満たすすべての商談

レコードの［売上］フィールドと［予想売上］フィールドの値から計算されます。 

n 売上予想期間内に商談のクローズ日がある 

n 次のいずれかの条件を満たしている場合： 

n 商談が売上予想の参加者によって所有されている 

n 売上予想の参加者が商談チームのメンバーで、商談売上のシェアが0%より大きい（つまり、[商談チーム]ページの
分割割合フィールドの値が0より大きい） 

注:商談の売上をチームメンバー間で共有する場合は、企業プロファイルで［商談売上分割の有効化］チェ
ックボックスをオンにする必要があります。 

商談売上予想の場合、セールス要員は、商談の［売上］フィールドと［クローズ日］に入力し、売上予想に含める商談を指定

する必要があります。売上予想では、リンクされている製品はすべて無視されます。 

企業の予想売上にレコード値を含めるには、他にも情報を追加する必要があります。詳細については、商談と売上予想につい

てを参照してください。 

個々の製品の売上額にかかわらず、商談売上の合計額を予想する場合は、商談売上予想を設定します。 

取引先売上予想と担当者売上予想  
取引先売上予想と担当者売上予想は、取引先レコードまたは担当者レコードにリンクした売上レコードに記載されている売上

に対して報告されます。売上予想額は、売上予想に含める条件を満たしているレコードの［売上］フィールドと［予想売上］

フィールドの値から計算されます。売上予想に含めるには、取引先売上レコードまたは担当者売上レコードが次の条件を満た

している必要があります。  

n レコードが売上予想の参加者によって所有されている 

n レコードの状態が［オープン］、［保留中］、または［クローズ］である 

n レコードに対して［売上予想］フィールドがオンになっている 

n レコードを商談にリンクできない 

n レコードに、売上予想期間中に認識される予定の売上がある 

取引先または担当者の売上は、一度に報告するか、または時間経過と共に報告するように設定できます。取引先売上予想と担

当者売上予想を行うには、売上を取引先レコードと担当者レコードにリンクする必要があります。売上予想に含める製品を指

定するために、売上レコードの［開始日］、［クローズ日］、［状態］、および［売上予想］の各フィールドを更新する必要

もあります。 

企業の予想売上にレコード値を含めるには、他にも情報を追加する必要があります。詳細は、「取引先ごとの売上の追跡」お

よび「担当者ごとの売上の追跡」を参照してください。 

売上を一度だけまたは繰り返し予想する場合は、取引先売上予想または担当者売上予想を設定します。 
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売上予想期間の選択 
売上予想を設定することで、最大で4四半期分の売上予測値を表示できます。拡張売上予想機能を使用すると、現四半期およ
び以降の3つの四半期の予想をそれぞれ表示できます。 

デフォルトでは、売上予想期間が1四半期（現四半期のみが売上予想に含まれる）に設定されます。複数の四半期を含めるよ
うに期間を変更すると、売上予想には現四半期と以降の四半期が含まれます。たとえば、2四半期分の期間を選択すると、売
上予想には現四半期と次の四半期が含まれます。 

売上予想役割の指定 
売上予想定義の一部として含める役割を選択します。売上予想定義に役割を追加すると、その役割を割り当てられたすべての

ユーザーが売上予想参加者として指定されます。 

売上予想のユーザー設定 
企業の売上予想に含めるユーザーを正しく設定します。このためには、ユーザーレコードが次の条件を満たしている必要があ

ります。 

n レコードの［役割］フィールドに有効な値が入っている  

n レコードの［上司］フィールドまたは［上司 
(エイリアス)］フィールド（どちらのフィールドがユーザーレコードのページレイアウトに表示されるかによって決まる
）に有効な値が設定されている必要があります。 

n ユーザーの状態が［有効］に設定されている（無効なユーザーの売上予想を許可するオプションを選択している場合を除
く）  

注意:正しく設定されていないユーザーが売上予想に含まれている場合は、売上予想全体が失敗します。 

レポート構造と売上予想の役割の例 
売上予想を生成するには、企業のレポート構造を正しく設定する必要があります。売上予想階層は、ユーザーレコードの［上

司］または［上司 
(エイリアス)］フィールドに指定した階層に基づいています。1人のトップレベルのユーザーを除く売上予想の全参加者は、
個別の売上予想がすべて企業全体の売上予想にロールアップされるように、売上予想の別の参加者に報告する必要があります

。別の売上予想参加者に報告しない売上予想参加者が複数いる場合、または売上予想の参加者を部下に持つマネージャの状態

が［無効］の場合、売上予想は失敗します。 

注:レポート構造の問題が原因で売上予想の生成に失敗すると、プライマリ担当者（［企業プロファイル］で指定）がカスタ
マーサポートから電子メール通知を受け取ります。レポート構造を修正し、売上予想を更新すると、通常の売上予想日ではな

い場合でも、その晩に売上予想が自動的に生成されます。 

売上予想の生成で機能する、また機能しないレポート構造と売上予想の役割の組み合わせを次の表に示します。 

レポート構造 売上予想が機能する

か/しないか 
理由 



ビジネスプロセス管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  531 
 

レポート構造 売上予想が機能する

か/しないか 
理由 

 

機能する役割の組み

合わせ： 

n エグゼクティブ 

n 営業管理者 

n フィールドセー
ルス要員 

参加者が1人
のトップレベ

ルの参加者に

ロールアップ

される。 

機能しない役割の組

み合わせ： 

n 営業管理者 

n フィールドセー
ルス要員 

参加者が1人
の参加者にロ

ールアップさ

れない。参加

者は2人のセ
ールスマネー

ジャにロール

アップされる

。  

機能しない役割の組

み合わせ： 

n エグゼクティブ 

n フィールドセー
ルス要員 

フィールドセ

ールス要員が

、参加者では

ないセールス

マネージャに

ロールアップ

される。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

532  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

レポート構造 売上予想が機能する

か/しないか 
理由 

 

機能する役割の組み

合わせ： 

n エグゼクティブ 

n 営業管理者 

n フィールドセー
ルス要員 

参加者が1人
の参加者にロ

ールアップさ

れる。 

 

機能しない役割の組

み合わせ： 

n エグゼクティブ 

n 営業管理者 

n フィールドセー
ルス要員 

2人の参加者
がだれにも報

告しない。売

上予想の1人
の参加者（構

造のトップレ

ベルの参加者

）だけは、だ

れにも報告し

ないことを許

可される。 

売上予想に無効なユーザーを含める 
売上予想には、有効なユーザーとともに無効なユーザーも含めることができます。売上予想定義を設定するときは、無効なユ

ーザーを売上予想に含めるかどうかを指定します。 

マネージャが自分の部下の売上予想を提出することを許可する 
売上予想定義を設定するときは、マネージャが自分の売上予想を提出する際に、自分の部下の売上予想を自動的に提出できる

かどうかを指定します。 

売上予想とカスタム会計カレンダー 
カスタム会計カレンダーを使用する場合は、売上予想の生成に企業のカスタム会計カレンダー定義が使用されます。したがっ

て、売上予想期間の月とカスタム会計カレンダーの月は一致します。   

企業の管理者は、Oracle CRM On 
Demandで売上予想を作成する年ごとにカスタム会計カレンダーレコードを作成する必要があります。選択した売上予想期
間をサポートするのに必要な数の会計カレンダーが作成されていない場合は、売上予想マスターを生成したり、売上予想を作

成することはできません。  

注:会計カレンダーの数が不十分なために売上予想の生成に失敗すると、プライマリ担当者（［企業プロファイル］で指定）
がカスタマーサポートから電子メール通知を受け取ります。売上予想定義をサポートする会計カレンダーレコードを作成し、

売上予想定義を更新すると、通常の売上予想日ではない場合でも、その晩に売上予想が自動的に生成されます。 
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売上予想失敗に関する電子メール通知について 
売上予想が失敗した場合に送信される電子メール通知では、［差出人］アドレスは常にdonotreply@crmondemand.com
で、［送信者］フィールドは常にsupport@crmondemand.comに設定されます。Oracleの電子メール配信システムで電子
メールを追跡できるように、各電子メールには、Oracle CRM On 
Demandによって文字列が追加されます。電子メール受信者が電子メールに応答しようとすると、返信の［宛先］フィール
ドは自動的にsupport@crmondemand.comに設定されます。 

次の手順では、売上予想定義の設定方法について説明します。 

売上予想定義を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［売上予想管理］セクションで、［売上予想定義］をクリックします。 

4 ［売上予想定義］ページで、［更新］をクリックします。 

5 ステップ1の［売上予想タイプの選択］で、生成する各売上予想タイプの［有効］チェックボックスをオンにします。 

企業は、商談製品、商談売上、取引先売上、および担当者売上に基づいて販売売上高を予想できます。 

6 ステップ2の［売上予想頻度の選択］で、次の手順を実行します。 

a ［売上予想期間］フィールドで、売上予想期間を選択します。 

注:企業に対して選択した会計カレンダーの設定によって、各四半期の長さが決まります。売上予想期間の
開始日と終了日は、企業プロファイルに設定されている会計カレンダーの開始日と会計カレンダータイプに

基づいて計算されます。会計カレンダータイプが［カスタム会計カレンダー］の場合、開始日と終了日は企

業の管理者が定義した会計カレンダーに基づきます。 

b ［売上予想スナップショットの単位］フィールドで、売上予想スナップショットを作成する頻度を指定します。 

売上予想は毎週または毎月生成できます。 

注:［月］を選択すると、企業に対して選択した会計カレンダータイプによって、月の長さが決まります。 

c ［売上予想スナップショット実行曜日］フィールドで、売上予想スナップショットを作成する月の日付または曜日を
選択します。 

売上予想は、ホスト施設のタイムゾーンで選択した日の開始時（午前0時1分）に生成されます。Oracle 
CRM On 
Demandでは、売上予想の生成頻度が毎月で、現在の月に、売上予想の生成日として選択した日がない場
合は、その月の最終日に売上予想を生成するようにスナップショットが調整されます。たとえば、［売上予

想スナップショット実行曜日］が30日に設定され、現在の月が2月の場合は、Oracle CRM On 
Demandでは、28日に売上予想を生成するように売上予想スナップショットが調整されます。 

7 ステップ3の［売上予想ロールの選択］で、次の手順を実行します。 

a 売上予想に参加するユーザーの役割を［売上予想役割］エリアに追加します。矢印をクリックして、企業の役割を［
売上予想役割］リストに移動します。 
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b 無効なユーザーの売上予想を許可するには、［無効なユーザーの売上予想を許可］チェックボックスをオンにします
。 

c マネージャが自分の部下の売上予想を自動的に提出するのを許可するには、［マネージャ送信時のチームに対する売
上予想の自動送信］チェックボックスをオンにします。 

8 ［終了］をクリックします。 

9 ［売上予想定義］ページで、売上予想スナップショットの頻度、売上予想スナップショット実行曜日、次の売上予想マス
ター日、および売上予想マスター参加者のリストをレビューして売上予想の詳細を確認します。 

注意:売上予想定義を設定した後に、ユーザーレコードまたは会計カレンダーを変更した場合は、売上予想定義の設定を更新
する必要があります。詳細については、「売上予想定義の更新 (ページ 534)」を参照してください。 
 

売上予想定義の更新 
企業の売上予想定義を更新することで、売上予想の頻度の変更や役割の追加または変更を行えます。また、ユーザーレコード

に特定の変更が実施された場合または会計カレンダーが変更された場合は、変更内容が反映されるように売上予想定義を更新

する必要があります。 

次の変更が行われた場合は、売上予想定義を更新する必要があります。 

n 売上予想参加者のマネージャが変更された場合。マネージャ情報は、［上司］フィールドまたは［上司 
(エイリアス)］フィールド（どちらのフィールドがユーザーレコードのページレイアウトに表示されるかによって決まる
）にある売上予想参加者のユーザーレコードに保存されます。 

売上予想参加者のマネージャが変更された場合は、次のように、売上予想定義を更新する必要があります。 

n 新しいマネージャに割り当てた役割が、現行の売上予想定義に含まれていない場合は、売上予想定義に役割を追加す
る必要があります。 

n 新しいマネージャに割り当てた役割が、現行の売上予想定義に含まれている場合は、新しいレポート構造が今後の売
上予想に反映されるように売上予想定義を更新する必要があります。 

注:売上予想参加者階層には、最上位レベル以外のすべての参加者のマネージャが含まれている必要があり
ます。 

n 売上予想階層の参加者であるユーザーが非アクティブ化された場合。 

従業員が退社するときは、そのユーザーの状態を［無効］に変更する必要があります。無効になった従業員が売上予

想階層のマネージャである場合は、その従業員に報告する売上予想参加者のユーザーレコードも更新する必要があり

ます。 

この場合は、次のように売上予想定義を更新する必要があります。  

n 新しいマネージャに割り当てた役割が、現行の売上予想定義に含まれていない場合は、売上予想定義に役割を追加す
る必要があります。 

n 新しいマネージャに割り当てた役割が、現行の売上予想定義に含まれている場合は、新しいレポート構造が今後の売
上予想に反映されるように売上予想定義を更新する必要があります。 

注:売上予想定義で、無効になったユーザーの売上予想が許可されている場合は、売上予想参加者が無効に
されたときに売上予想定義を更新する必要はありません。 

n 売上予想定義に含まれている役割に対してユーザーが追加または削除された場合。 

この場合は、変更内容が反映されるように売上予想定義の更新のみを実行する必要があります。 
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n 会計カレンダーに変更が加えられた場合。 

この場合は、変更内容が反映されるように売上予想定義の更新のみを実行する必要があります。 

注:会計カレンダーに変更が加えられた場合は、企業で使用している会計カレンダーのタイプ（標準またはカスタム
）に関係なく、売上予想定義を更新する必要があります。 

注:ここで説明されている変更がOracle CRM On 
Demandで行われた場合は、売上予想定義が更新されるまで、生成される売上予想には変更が反映されません。 

次の手順では、売上予想定義の更新方法について説明します。 

売上予想定義を更新するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［売上予想管理］セクションで、［売上予想定義］をクリックします。 

4 ［売上予想定義］ページで、［更新］をクリックします。 

5 ［ステップ 1: 売上予想タイプの選択］で、必要に応じて変更を加えます。 

6 ［ステップ 2: 売上予想頻度の選択］をクリックします。 

7 ［ステップ 2: 売上予想頻度の選択］で、必要に応じて変更を加えます。 

8 ［ステップ 3: 売上予想ロールの選択］をクリックします。 

9 ［ステップ 3: 売上予想ロールの選択］で、必要に応じて変更を加えます。 

10 ［終了］をクリックします。 

売上予想定義が自動的に更新され、更新された売上予想参加者リストなどの定義の概要が、［売上予想定義］ページ

に表示されます。 
 

セールスプロセス、カテゴリー、およびコーチの設定 
セールス方法をカスタマイズして、セールス環境の要件や複雑さを反映させることができます。これによりセールス要員は、

さまざまなセールスステージで取引のガイドとしてセールス方法を利用できます。 

企業の販売プロセスまたはビジネス習慣を反映するように、セールスステージ情報を調整できます。商談の作成および更新時

、従業員はその商談の進行状況を表すセールスステージを選択します。各セールスステージはパーセンテージにリンクされて

います。この情報は、パイプライン、予想売上、確定売上の計算を含むレポートと売上予想にも使用されます。 

セールスステージのカスタマイズの一環として、次の操作を行えます。 

n セールスステージの名前の変更 

n セールスステージの追加および削除 

n セールスステージの順序の変更 
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n セールスステージに関連付けられた確度のパーセンテージの変更 

セールスプロセスについて 
セールス環境の中には、セールスステージが1セットのみの単一のセールスプロセスのみを必要とするものがあります。プロ
セスごとに別々のセールスステージを使用するような、より複雑なセールス環境もあります。たとえば、社内のセールス要員

とフィールドセールス要員は、それぞれ別々のセールスプロセスに従う可能性があります。 

セールス要員が従うセールスプロセスは、商談タイプによっても変わることがあります。たとえば、機器を販売するセールス

要員の場合、セールスステージ数が増え、セールスプロセスが比較的長くなります。これに対して、サービス契約を販売する

セールス要員の場合、セールスステージ数が少なくなり、セールスプロセスが短くなります。 

セールス方法をさらに整理するには、一連のセールスステージをセールスプロセスとして定義し、各プロセスを次のいずれか

にリンクできます。  

n 商談タイプ 

n ユーザーの役割 

これにより、異なる商談タイプまたは異なるユーザー役割についてセールスプロセス（および各プロセスを持つセールスステ

ージ）をカスタマイズできます。 

例:セールス要員が新しい商談を作成します。商談に関する情報を入力するときに、［商談タイプ］オプションから［サービ
ス］を選択します。これにより、アプリケーションではその商談タイプに適切なセールスプロセスが表示されます。 

注：商談タイプに基づくセールスプロセスは、ユーザーの役割に基づくデフォルトのセールスプロセスより優先されます。別

の言い方をすると、従業員が商談を作成すると、その役割のデフォルトのセールスプロセスがその商談に割り当てられます。

その後、従業員が、セールスプロセスが割り当てられている商談タイプを選択すると、その商談のセールスプロセスが、選択

した商談タイプに基づいて推進されます。 

検索およびリストフィルターでのセールスステージについて 
ユーザーが検索基準およびリストフィルターで選択できるセールスステージは、次のように決定されます。 

n アクションバーの［商談］レコードタイプのターゲット検索で、［セールスステージ］フィールドを検索フィールドとし
て使用できる場合、ユーザーは、ユーザーの役割に対して指定されているセールスプロセスに関連付けられたセールスス

テージ、またはユーザーの役割に対してセールスプロセスが指定されていない場合は、デフォルトのセールスプロセスに

対するセールスステージのみを選択できます。使用可能なセールスステージは、アクションバーで［商談タイプ］フィー

ルドを検索フィールドとして使用でき、ユーザーが検索に商談タイプを選択した場合でも、商談タイプで制限されません

。 

n ［商談］レコードタイプの高度な検索で、ユーザーは、［セールスステージ］フィールドに対してフィルター値としてO
racle CRM On 
Demandに存在するいずれかのセールスステージを選択できます。使用可能なフィルター値は、検索を実行するユーザ
ーの役割に対してデフォルトのセールスプロセスが指定されている場合、またはユーザーが検索に対するフィルターとし

て商談タイプを選択した場合でも、特定のセールスプロセスのセールスステージに制限されません。 

n ［商談］レコードタイプに対するリストフィルターの設定時に、ユーザーは、［セールスステージ］フィールドに対して
フィルター値としてOracle CRM On 
Demandに存在するいずれかのセールスステージを選択できます。使用可能なフィルター値は、リストを作成するユー
ザーの役割に対してデフォルトのセールスプロセスが指定されている場合、またはユーザーがリストのフィルターとして

商談タイプを選択した場合でも、特定のセールスプロセスのセールスステージに制限されません。 
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セールスステージカテゴリーについて 
異なるセールスプロセスにわたって特定のセールスステージにリンクできる、ステージ1、2または3のようなセールスステー
ジカテゴリーも設定できます。異なるプロセスからの情報を集約する必要がある場合、セールスステージカテゴリーに対して

レポートを実行し、すべての商談タイプまたは役割にわたってパイプラインの正確なビューを提供できます。 

セールスプロセスコーチについて 
セールスプロセスコーチを使用して、各セールスステージで必要な情報を正確に入力するための指示をチームに与えることが

できます。セールスプロセスコーチは、ドキュメント、テンプレート、および競合先情報のような有用な情報だけでなく、従

業員が従う特定の手順も提供します。また、セールスサイクルにおける商談の進行状況に基づいた情報の収集を強化できます

。さらに、商談レコードの保存時に、特定のタスクが自動的に作成されるように指定できます。これらのタスクは従業員のタ

スクリストに表示されます。 

セールスプロセスコーチの一環として、次の操作を行えます。 

n 従業員が［コーチ］ボタンを使用してアクセスする各セールスステージの情報の追加 

n 入力すべきフィールドなど各セールスステージの要件の設定（これらの要件は、新しいステージで商談を保存する前の確
認事項として使用されます）。 

n 従業員がさまざまなセールスステージにリンクされた商談を保存するときに生成される自動化タスクの設定 

システムを導入した後にいずれかのセールスステージを変更すると、それまでのすべてのレコードは、手動で更新されるまで

は割り当てられたセールスステージを維持します。 

注： ［確度 
(%)］フィールドのデフォルトのピックリスト値を変更するには、商談の項目設定ページからそのフィールドを編集する必要
があります（「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照）。 

セールス方法を設定する場合は、次の一般的なプロセスに従います。 

1 セールスステージカテゴリーを設定します（セールスプロセスが複数ある場合）。 

2 セールスプロセス（複数可）を設定します。 

3 各セールスプロセスのセールスステージを設定します。 

4 セールスステージに対してコーチ機能を設定します。 

作業前の準備： 

n 次の手順を実行するには、[データルールの管理 - 
セールスステージ定義の管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n ［商談タイプ］フィールドに基づいてセールスプロセスを割り当てる場合、ピックリスト値が使用する値であることを確
認します。デフォルトの商談タイプ値は、［更新］および［新規ビジネス］です。ピックリスト値をカスタマイズする方

法については、「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照してください。 

さらに、［商談タイプ］フィールドが一緒に使用する役割ごとにページレイアウトに表示されることを確認します。

手順については、「静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 

セールスステージカテゴリーを設定するには（オプション） 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 
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2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［セールス方法］セクションで、［セールスカテゴリー］リンクをクリックします。 

4 ［翻訳言語］リストから企業のプライマリ言語を選択します。 

5 ［セールスステージカテゴリー］ページで、［新規］をクリックして新規セールスステージカテゴリーを作成するか、編
集するセールスステージカテゴリーのレコードレベルメニューから［編集］を選択します。 

6 ［セールスステージカテゴリーを編集］ページまたは［新規セールスステージカテゴリー］ページで、必要な情報を入力
します。 

フィールド 説明 

ステージカテゴリー セールスステージカテゴリーの名前。 

オーダー セールスステージカテゴリーがOracle CRM On Demandに表示される順序。 

翻訳 （オプション）更新した（既存の）名前を、企業で有効にした他の言語に翻訳する必要

があることを示すには、［翻訳］チェックボックスをオンにします。 

新しいセールスステージカテゴリー名を追加すると、［翻訳］チェックボックスが読み

取り専用になります。追加した新しい名前は、他の有効な言語で自動的に表示されます

（括弧なしの青いテキスト）。 

セールスステージカテゴリーの名前を更新したときに［翻訳］チェックボックスをオン

にした場合、翻訳された名前を手動で入力するまで、更新された名前は他の有効な言語

のピックリストに表示されます（括弧で囲まれた青いテキストで）。青いテキストは、

翻訳する必要がある用語を追跡する場合に役立ちます。  

［翻訳］チェックボックスをオンにしないと、更新された名前は他の言語では表示され

ず、ここで行った変更は反映されません。 

7  レコードを保存します。 

8 新しいセールスステージカテゴリーの翻訳を手動で入力するには、次の操作を行います。 

a ［翻訳言語］リストから言語を選択します。 

b セールスステージカテゴリーの［編集］リンクをクリックします。 

c 翻訳した名前を［ステージカテゴリー］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

セールスプロセスを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［セールス方法］セクションで、［セールスプロセス］リンクをクリックします。 
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4 ［翻訳言語］リストから企業のプライマリ言語を選択します。 

5 ［セールスプロセスリスト］ページで、［新規］をクリックして新規セールスプロセスを作成するか、編集するセールス
プロセスのレコードレベルメニューから［編集］を選択します。 

6 ［セールスプロセスの編集］ページで、必要な情報を入力します。 

フィールド 説明 

デフォルトセールスプロセス 企業のデフォルトのセールスプロセス。ユーザー役割またはレコードの商
談タイプに他のセールスプロセスが割り当てられていない場合、このセー

ルスプロセスが使用されます。 

翻訳 （オプション）更新した（既存の）名前を、企業で有効にした他の言語に

翻訳する必要があることを示すには、［翻訳］チェックボックスをオンに

します。 

7 ［保存］をクリックします。 

8 セールスプロセスを［商談タイプ］フィールド値にリンクするには 

a ［セールスプロセスリスト］ページで、リンクするセールスプロセス名をクリックします。 

b ［関連商談タイプ］タイトルバーの［追加］をクリックします。 

c ［商談タイプ］を選択し、［保存］をクリックします。 

注： 各商談タイプにリンクできるセールスプロセスは1つのみです。リンク後、商談タイプ値はピックリス
トから削除され、他のセールスプロセスで選択できないようになります。これで、複数のセールスプロセス

が1つの商談タイプにリンクされることがなくなります。 
 
選択した値に対応する［商談タイプ］フィールドのあるレコードを従業員が持つ場合、従業員にはこのセー

ルスプロセスのセールスステージが表示されます。 

9 新しいセールスプロセスの翻訳を手動で入力するには、次の操作を行います。 

a ［セールスプロセスリスト］ページに戻ります。 

b ［翻訳言語］リストから言語を選択します。 

c セールスプロセスの［編集］リンクをクリックします。 

d 翻訳した名前を［セールスプロセス］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

10 セールスプロセスをデフォルトとして使用するように選択するには 

a ［セールスプロセスリスト］ページで、デフォルトとして設定するセールスプロセスの［セールスプロセス名］リン
クをクリックします。 

b ［編集］をクリックします。 

c ［デフォルトのセールスプロセス］チェックボックスをオンにします。 

d レコードを保存します。 
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注： このセールスプロセスは、他にリンクされたセールスプロセスがないレコードまたは役割について表
示されます。 

セールスプロセスのセールスステージを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［セールス方法］セクションで、［セールスプロセス］リンクをクリックします。 

4 ［セールスプロセスリスト］ページで、［セールスプロセス名］リンクをクリックします。 

5 セールスステージを設定するには 

a ［セールスステージ］タイトルバーで、［新規］をクリックして新規セールスステージを作成するか、編集するセー
ルスステージのレコードレベルメニューから［編集］を選択します。 

b ［セールスステージ編集］ページで、必要な情報を入力します。 

フィールド 説明 

デフォルト確度 指定したクローズ日に指定した売上で取引がクローズする確率を表すパーセンテ

ージ。デフォルトでは、商談に割り当てられる確度は商談のセールスステージに

基づいて自動的に調整されます。ユーザーはこの値を手動で上書きできますが、

ユーザーが商談に対して新しいセールスステージを選択すると、商談の［確度 
(%)］フィールドの値は、新しいセールスステージに対するデフォルトの確度の
値に自動的に更新されます。 

注：1つ以上の商談レコードの［セールスステージ］フィールドの値を変更するた
めに大量更新機能が使用される場合、レコードの［確度 
(%)］フィールドの値は、新しいセールスステージに対するデフォルトの確度（
%）に更新されません。 

重要:［クローズ済み/成立］と［クローズ済み/失敗］を除き、0%または100%
の確度を持つ他のセールスステージは設定しないでください。Oracle CRM On 
Demandアプリケーションによって内部的に使用されるピックリストを変更する
と、標準機能に好ましくない影響が出る可能性があります。 

オーダー セールスステージがピックリストに表示される順序。セールスステージを追加し

たら、それ以降のすべてのセールスステージの順序値を変更する必要があります

。このように、商談ページの［セールスステージ］ドロップダウンリストに、正

しい順序で情報を確実に並べることができます。 

翻訳 （オプション）更新した（既存の）名前を、企業で有効にした他の言語に翻訳す

る必要があることを示すには、［翻訳］チェックボックスをオンにします。 

ステージカテゴリー このセールスステージが該当するセールスステージカテゴリーの名前。 

6  レコードを保存します。 

7 新しいセールスステージの翻訳を手動で入力するには、次の操作を行います。 
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a ［セールスプロセス詳細］ページの［セールスステージ］セクションで、［リストを全表示］をクリックします。 

b ［セールスステージ］ページの［翻訳言語］フィールドで、言語を選択します。 

c セールスステージの［編集］リンクをクリックします。 

d 翻訳した名前を［セールスステージ名］フィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

8 レコードを保存します。 

セールスステージに対してコーチ機能を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルール＆割当］リンクをクリックします。 

3 ［セールス方法］セクションで、［セールスプロセス］リンクをクリックします。 

4 ［翻訳言語］リストから企業のプライマリ言語を選択します。 

企業のプライマリ言語を選択しないと［翻訳］チェックボックスは表示されず、ここに追加した翻訳していない用語

は表示されません。 

5 ［セールスステージリスト］ページで、コーチ情報の対象として設定するセールスステージのリンク（［セールスステー
ジ］カラム内）をクリックします。 

6 フィールドをこのセールスステージに対して必須にするために、次の操作を行います。 

a ［その他の必須項目］タイトルバーの［新規］をクリックします。 

b ［その他の必須項目を編集］ページで、リストからフィールドを選択します。 

c 画面上に表示されるデフォルト値を入力するためのヒントを確認し、その後、デフォルト（オプション）として設定
する値を入力します。 

デフォルト値を入力すると、そのフィールドが空白の場合にだけ、デフォルト値はレコードに追加されます

。たとえば、レコードに売上値が既に保存されている場合、ここで売上のデフォルト値を指定しても、レコ

ードに既に保存されている売上額は上書きされません。 

d レコードを保存します。 

7 ステージにおける目標や重要ステップなど、従業員が確認するセールスステージのガイドラインを追加するには、次の操
作を行います。 

a ［プロセスコーチステップ］タイトルバーで、［新規］をクリックします。 

b ［プロセスコーチステップ編集］ページで、この情報の表示順序を示す数字を入力します。 

従業員が商談レコードから［コーチ］ボタンをクリックすると、従業員は最初の10個のサブステップを見
ることができます。10個を超えるサブステップを追加した場合、従業員は［リストを全表示］リンクをク
リックすることによってリスト全体を見ることができます。 

c 翻訳対象の情報をマークするには、［翻訳］チェックボックスをオンにします。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

542  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

d レコードを保存します。 

このセールスステージにリンクされた商談レコードについて、従業員が自身の商談レコードから［コーチ］

ボタンをクリックすると、この情報がその従業員の［セールスプロセスコーチ］ページに表示されます。 

8 従業員がセールスステージに適したリソースにアクセスするために使用する添付資料またはURLを追加するには、次の操
作を行います。 

a ［便利なリソース］タイトルバーで、［添付資料を追加］または［URLを追加］をクリックします。 

b ［添付資料編集］または［URL編集］ページで、情報を入力します。 

c レコードを保存します。 

従業員が自身の商談レコードから［コーチ］ボタンをクリックすると、このセールスステージにリンクされ

た添付資料またはURLのリストがその従業員のセールスプロセスコーチページに表示されます。 

9 従業員がセールスステージを更新すると自動的に生成されるタスクを定義するには、次の操作を行います。 

a ［自動化タスク］タイトルバーの［新規］をクリックします。 

b ［自動化タスク編集］ページで、情報を入力します。 

ここで設定する情報は各タスクのテンプレートとして使用されます。新しく生成されたタスクはこの商談に

リンクされるので、そのタスクは該当する活動リストだけでなく［商談詳細］ページにも表示されます。 

注： ［締切日］フィールドに数字を入力して、タスクの作成後から締め切りまでの日数を指定する必要が
あります。たとえば、タスクが12月6日に作成され、締切日としてここで「10」と入力した場合、12月16
日に締め切りになるタスクとして、そのタスクは従業員のタスクリストに表示されます。 

所有者の場合、次の動作が適用されます。 

n このタスクは、選択した役割が割り当てられているユーザーごとに生成されます。 

n どのユーザーも取引先チームの役割を果たしていない場合、このタスクは商談所有者に割り当てられます。 

注：レコード所有権モードが自動生成タスクの所有権に与える影響の詳細は、「レコード所有権モードおよ

び自動生成タスク (ページ 353)」を参照してください。 

c レコードを保存します。 
 

企業の業種リストのカスタマイズ 
［業種］フィールドは、取引先、アプリケーション、見込み客およびパートナーなどの様々なレコードタイプのピックリスト

フィールドです。レコードに関連付けられているビジネスのタイプを追跡するのに使用されます。業種を追加または削除した

り、リスト内の業種の表示名を変更したりして、企業で使用している用語体系に合わせて業種ピックリストを変更できます。 

注:リストに追加できる業種の数に制限はありません。ただし、レコード詳細ページで［業種］フィールドのピックリスト値
としてユーザーが選択できるのは、リスト内の最初の300件のアクティブの業種のみです。業種値はASCIIコードの昇順で配
置されます。つまり、並べ替えで大文字小文字が区別されます。数字で始まる値、大文字で始まる値、小文字で始まる値の順

に表示されます。［有効化］チェックボックスが選択されている業種はアクティブになります。 

次の手順では、業種の更新方法について説明します。 
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業種を更新するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルールおよび割当］リンクをクリックします。 

3 ［業界定義］セクションで、［業界定義］リンクをクリックします。 

4 ［業界編集］ページで、必要に応じて業種の情報を変更します。 

5 変更を保存します。 

次の手順では、業種の追加方法について説明します。 

業種を追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルールおよび割当］リンクをクリックします。 

3 ［業界定義］セクションで、［業界定義］リンクをクリックします。 

4 ［業界編集］ページの［翻訳言語］フィールドで、企業のプライマリ言語を選択し、［新規］をクリックします。 

5 新規の［業界編集］ページで、業種の情報を入力します。 

6 変更を保存します。 

注:業種のSICコードは、［業界編集］ページに表示されます。SIC（標準産業分類）システムは、すべての事業を、その製品
またはサービスのタイプによって分類する一連の数値コードです。事業規模や所有のタイプとは関係なく、同じ活動を行う事

業には同じSICコードが割り当てられます。SICコードは、データの収集、表形式化および分析を容易にし、統計分析比較を
向上する目的で開発されました。 

次の手順では、業種の翻訳を手入力する方法について説明します。 

業種の翻訳を手動で入力するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［データルールおよび割当］リンクをクリックします。 

3 ［業界定義］セクションで、［業界定義］リンクをクリックします。 

4 ［業界編集］ページの［翻訳言語］フィールドで、言語を選択します。 

5 翻訳した名前を［表示名］フィールドに入力します。 

6 変更を保存します。 

注: 企業をOracle CRM On 
Demandで最初に設定すると、その業種のデフォルト名と表示名が企業のデフォルト言語で生成されます。企業のデフォル
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ト言語を後で変更した場合、その業種の表示名は新しい言語で表示されます。ただし、業種のデフォルト名は、最初に企業の

デフォルト言語であった言語で表示され続けます。 
 

変更トラッキング 
管理者は、変更トラッキング機能を使用してレコードタイプに対するランタイムの変更を追跡できます。レコードタイプに対

して変更トラッキング機能を有効にすると、Oracle CRM On 
Demandによって、そのレコードタイプに対するすべての変更イベントがログに記録されて、変更トラッキングレコードが
変更トラッキングイベントリストに書き込まれます。Oracle CRM On 
Demandによって削除済み項目の通常の削除が実行されると、古い変更トラッキングレコードは永久に削除されます。古い
レコードとは、30日以上経過したレコードと定義されています。  

Oracle CRM On Demandと統合されたOracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesなどの外部アプリケーションでは、変更トラッキング機能を使用できます。また、外部アプリケーションは、Webサー
ビスを使用して変更トラッキングエントリを読み取ることができます。Webサービスを使用した変更トラッキングエントリ
の読み取りの詳細は、『Oracle Web Services On Demand Guide』を参照してください。  

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 

n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 

n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 
 

変更トラッキング機能の有効化 
すべてのモジュールに対して次の手順を使用して、Oracle CRM On Demandの変更トラッキング機能を有効にします。  

作業前の準備。ユーザーは、Oracle CRM On 
Demandに管理者としてサインインし、［変更トラッキングの管理］権限および[役割およびアクセスの管理]権限の両方を
含む役割を割り当てられている必要があります。企業の管理者の役割に対して変更トラッキングの管理権限が有効化されてい

ない場合は、Oracle CRM On Demand Customer Careに連絡してください。 

レコードタイプに対して変更トラッキングを有効にするには   

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、変更トラッキングの有効化をクリックします。 
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3 開いたページで、追跡するレコードタイプ（オブジェクト名）の［変更ワークフローの有効化］チェックボックスをオン
にします。 

注: 
レコードタイプの変更トラッキング機能を無効にするには、そのレコードタイプの［変更ワークフローの有効化］チ

ェックボックスをオフにします。 

［管理ホームページ］に移動して、［ビジネスプロセス管理］セクションの［変更トラッキング］をクリックすると

、［変更トラッキングリスト］ページにリストされている関連変更情報を表示できます。  

 

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 

n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 

n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 

 
 

追跡されるレコードタイプ 
このトピックでは、Oracle CRM On 
Demandによって変更イベントが追跡されるレコードタイプを示します。変更トラッキング機能を使用するには、それらの
レコードタイプを選択する必要があります。［変更トラッキングリスト］ページに表示されるレコードタイプ名は、Oracle 
CRM On 
Demandユーザーインターフェイスの他の場所に表示されるレコードタイプ名と一致します。変更トラッキング情報を取得
するためのOracle CRM On 
DemandのWebサービスリクエストで使用されるレコードタイプ名は、次の表の右側の列にリストされている名前と一致す
る必要があります。   

注: 右側の列内のレコードタイプ名は言語独立です。 

次の表に、Oracle CRM On Demandで変更トラッキング機能を有効にできるレコードタイプを示します。 

Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

取引先 取引先 

取引先住所 AccountAddress 

取引先ブック AccountBook 

取引先競合会社 Competitor 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

取引先担当者 AccountContact 

取引先担当者役割 ContactRole 

取引先のメモ メモ 

取引先パートナー パートナー 

取引先関係 RelatedAccount 

取引先チーム AccountTeam 

認定 認定 

認定ブック AccreditationBook 

認定リクエスト AccreditationRequest 

認定チーム AccreditationTeam 

活動 活動 

活動添付資料 (全件) 添付資料 

活動ユーザー ユーザー 

注: 
［所有者］フィールドまたは［ユーザー］関連情報セクショ

ンを使用して［活動ユーザー］の変更を追跡する場合は、変

更トラッキングのために［活動］、［活動ユーザー］、［ユ

ーザー］および［役割］レコードタイプを選択する必要があ

ります。これらの4つのレコードタイプを選択することによ
って、Oracle CRM On 
Demandでは、ユーザーが活動に追加されたり活動から削除
されたときに、Associate、WriteRecordUpdatedおよびDi
ssociateイベントが適切に追跡されます。また、ユーザーが
活動から削除されたときに、［活動ユーザー］共通テーブル

にPreDeleteRecordおよびDeleteRecord変更イベントが生
成されます。 

住所 住所 

注: 
企業の住所レコードについて変更トラッキングを有効にして

おり、企業プロファイルでジオコーディングも有効になって

いる場合、Oracle 
Mapsジオコーダでは住所更新のたびに変更トラッキングエ
ントリが生成されます。住所レコードに対する更新は、住所

の関連変更トラッキングレコードにおける変更番号で追跡で

きます。 

住所 住所 

割当 割当 

割当ブック AllocationBook 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

申込書類 申込書類 

アプリケーションブック ApplicationBook 

アプリケーションチーム ApplicationTeam 

アセスメント SalesAssessment 

アセスメント値 SalesAssessmentValue 

資産 資産 

自動車ディーラー製造メーカー AutoDealerMakes 

自動車営業時間 AutoSalesHours 

自動車サービス時間 AutoServiceHours 

ブロック製品 BlockedProduct 

ブック ブック 

ブックユーザー BookUser 

ブローカープロファイル BrokerProfile 

ビジネス計画 BusinessPlan 

ビジネス計画ブック BusinessPlanBook 

ビジネス計画チーム BusinessPlanTeam 

コール製品詳細 ProductsDetailed 

コール製品詳細メッセージ応答 CallProdDetailMsgRsp 

コール製品詳細メッセージプラン項目 CallProdDetailMsgPlanItem 

コール製品詳細メッセージプラン項目関係 CallProdDetailMsgPlnRel 

コール提供プロモーションアイテム PromotionalItems 

コール提供サンプル SampleDropped 

キャンペーン キャンペーン 

キャンペーンブック CampaignBook 

キャンペーン受取人 Recipient 

認定レベル 認定レベル 

認定レベルブック CertificationBook 

認定リクエスト CertificationRequest 

認定チーム CertificationTeam 

請求 請求 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

担当者 担当者 

担当者の住所 ContactAddress 

注: 
企業に対して共有アドレスが有効になっていないときにユー

ザーが[担当者詳細]ページから住所を削除した場合、変更ト
ラッキング機能では、Dissociate、Contact 
UpdateおよびAddress 
Predeleteイベントのみが追跡されます。この機能では、Ad
dress 
Deleteイベントは追跡されません。削除された住所を識別す
るには、Predeleteイベントを参照します。 

担当者最適時刻 ContactBestTimes 

担当者ブック ContactBook 

担当者の関心事 Interests 

担当者のメモ メモ 

担当者ポートフォリオ 担当者 

担当者関係 RelatedContact 

担当者の都道府県免許 ContactLicense 

担当者チーム チーム 

コース コース 

コースブック CourseBook 

コース登録 CourseEnrollment 

コースチーム CourseTeam 

補償内容 補償内容 

カスタムオブジェクト 01 CustomObject1 

カスタムオブジェクト 01ブック CustomObject1Book 

カスタムオブジェクト 01チーム チーム 

カスタムオブジェクト 02 CustomObject2 

カスタムオブジェクト 02ブック CustomObject2Book 

カスタムオブジェクト 02チーム チーム 

カスタムオブジェクト 03 CustomObject3 

カスタムオブジェクト 03ブック CustomObject3Book 

カスタムオブジェクト 03チーム チーム 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

カスタムオブジェクト04 CustomObject4 

カスタムオブジェクト 04ブック CustomObject4Book 

カスタムオブジェクト 04チーム CustomObject4Team 

カスタムオブジェクト05 CustomObject5 

カスタムオブジェクト 05ブック CustomObject5Book 

カスタムオブジェクト 05チーム CustomObject5Team 

カスタムオブジェクト06 CustomObject6 

カスタムオブジェクト 06ブック CustomObject6Book 

カスタムオブジェクト 06チーム CustomObject6Team 

カスタムオブジェクト07 CustomObject7 

カスタムオブジェクト 07ブック CustomObject7Book 

カスタムオブジェクト 07チーム CustomObject7Team 

カスタムオブジェクト08 CustomObject8 

カスタムオブジェクト 08ブック CustomObject8Book 

カスタムオブジェクト 08チーム CustomObject8Team 

カスタムオブジェクト09 CustomObject9 

カスタムオブジェクト 09ブック CustomObject9Book 

カスタムオブジェクト 09チーム CustomObject9Team 

カスタムオブジェクト10 CustomObject10 

カスタムオブジェクト 10ブック CustomObject10Book 

カスタムオブジェクト 10チーム CustomObject10Team 

カスタムオブジェクト11 CustomObject11 

カスタムオブジェクト 11ブック CustomObject11Book 

カスタムオブジェクト 11チーム CustomObject11Team 

カスタムオブジェクト12 CustomObject12 

カスタムオブジェクト 12ブック CustomObject12Book 

カスタムオブジェクト 12チーム CustomObject12Team 

カスタムオブジェクト13 CustomObject13 

カスタムオブジェクト 13ブック CustomObject13Book 

カスタムオブジェクト 13チーム CustomObject13Team 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

カスタムオブジェクト14 CustomObject14 

カスタムオブジェクト 14ブック CustomObject14Book 

カスタムオブジェクト 14チーム CustomObject14Team 

カスタムオブジェクト15 CustomObject15 

カスタムオブジェクト 15ブック CustomObject15Book 

カスタムオブジェクト 15チーム CustomObject15Team 

注: 
企業では、カスタムオブジェクト15を超える追加のカスタムオブジェクトとその子オブジェクトを設定できます。これらの
追加カスタムオブジェクトとその子オブジェクトは、前のカスタムオブジェクトとその子オブジェクトと同じネーミングパ

ターンに従います。 

損傷 損傷 

取引交渉登録 DealRegistration 

取引交渉登録ブック DealRegistrationBook 

取引交渉登録チーム DealRegistrationTeam 

自動車ディーラー 自動車ディーラー 

自動車ディーラーテリトリー ChannelPartnerTerritory 

レコードタイプ別のデフォルトブック UserUserDefaultBookPerType 

部署 部署 

イベント 医学教育 

イベントブック MedEdBook 

EventTeam MedEdTeam 

試験 試験 

試験ブック ExamBook 

試験登録 ExamRegistration 

試験チーム ExamTeam 

金融口座 FinancialAccount 

金融口座ブック FinancialAccountBook 

金融口座名義人 FinancialAccountHolder 

金融口座保有状況 FinancialAccountHolding 

財務計画 FinancialPlan 

財務計画ブック FinancialPlanBook 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

金融製品 FinancialProduct 

金融トランザクション FinancialTransaction 

資金 資金 

資金ブック FundBook 

資金引き落とし FundDebit 

資金項目 OccamFundCredit 

資金メンバーシップ FundPartner 

資金参加者 FundParticipantUserSharing 

資金リクエスト FundRequest 

HCP担当者割当 HCPContactAllocation 

HCP担当者割当ブック HCPContactAllocationBook 

世帯 世帯 

世帯担当者 担当者 

世帯チーム チーム 

保険不動産 InsuranceProperty 

在庫監査レポート InventoryAuditReport 

在庫監査レポートブック InventoryAuditReportBook 

在庫期間 InventoryPeriod 

在庫期間ブック InventoryPeriodBook 

招待者 招待者 

関連パーティ InvolvedParty 

見込み客 見込み客 

見込み客ブック ブック 

見込み客パートナー パートナー 

見込み客チーム LeadTeam 

MDF リクエスト MDFRequest 

MDF リクエストブック MDFRequestBook 

MDF リクエストチーム MDFRequestTeam 

メッセージ応答 MessageResponse 

メッセージプラン MessagePlan 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

メッセージプランブック MessagePlanBook 

メッセージプラン項目 MsgPlanItem 

メッセージプラン項目関係 MsgPlanItemRelation 

目標 目標 

目標ブック ObjectivesBook 

目標チーム ObjectivesTeam 

商談 商談 

商談ブック ブック 

商談競合会社 Competitor 

商談担当者役割 OpportunityContactRole 

商談のメモ メモ 

商談パートナー パートナー 

商談チーム チーム 

オーダー オーダー 

オーダーブック OrderBook 

オーダー項目 OrderItem 

オーダーチーム OrderTeam 

パートナー パートナー 

パートナーブック PartnerBook 

パートナープログラム プログラム 

パートナーチーム PartnerTeam 

期間 CRMOD_LS_Period 

ピックリスト Picklist（管理者API） 

ピックリスト値グループ PicklistValueGroup 

計画取引先 PlanAccount 

計画担当者 PlanContact 

計画商談 PlanOpportunity 

保険 保険 

保険ブック PolicyBook 

保険保有者 PolicyHolder 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

ポートフォリオ ポートフォリオ 

ポートフォリオチーム チーム 

役割 ユーザー 

注: 
[役割]レコードには、[取引先]、[担当者]、[商談]、[イベン
ト]および[活動]レコードタイプのレコード所有権情報が含
まれています。これらのレコードタイプのレコード所有権を

追跡するには、変更トラッキングの[役割]を有効にする必要
があります。具体的には、サポートされているレコードタイ

プの所有者が変更された場合、この有効化によってユーザー

のAssociateおよびDissociateイベントが追跡されます。ま
た、ユーザーが[活動ユーザー]関連情報セクションに追加さ
れた場合、活動とユーザーとの間のAssociateイベントが追
跡されます。 

価格リスト PriceList 

価格リスト明細項目 PriceListLineItem 

製品 製品 

製品カテゴリー ProductCategory 

製品領域 ProductIndication 

プログラムブック ProgramBook 

プログラムメンバーシップ ProgramPartner 

見積り 見積り 

関連免責条項 RelatedDisclaimer 

売上 製品 

サンプル免責条項 SampleDisclaimer 

サンプル在庫 SampleInventory 

サンプルロット SampleLot 

サンプルロットブック SampleLotBook 

サンプルリクエスト SampleRequest 

サンプルリクエストブック SampleRequestBook 

サンプルリクエスト項目 SampleRequestItem 

サンプルトランザクション SampleTransaction 

サンプルトランザクションブック SampleTransactionBook 

サービスリクエスト ServiceRequest 
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Oracle CRM On 
Demandのユーザーインターフェイスのレコードタイプ 

Oracle CRM On 
DemandのWebサービスのレコードタイプ 

サービスリクエストチーム ServiceRequestTeam 

署名 署名 

スマートコール 活動 

ソーシャルメディア SocialMedia 

解決策 解決策 

解決策ブック SolutionBook 

特別価格製品 SPRequestLineItem 

特別価格リクエスト SPRequest 

特別価格リクエストブック SPRequestBook 

特別価格リクエストチーム SPRequestTeam 

テリトリー テリトリー 

トランザクション項目 TransactionItem 

ユーザー ユーザー 

ユーザー部署 UserDivision 

ユーザー所有者 ユーザー 

車両 車両 

車両ブック VehicleBook 

車両財務情報 EautoFinancialDetail 

車両セールス履歴 EautoSalesHistory 

車両サービス履歴 EautoServiceHistory 

 

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 
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n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 

 
 

ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 
このトピックでは、変更トラッキング機能を使用してピックリストの値リストの変更を追跡する方法について説明します。ピ

ックリストの変更を追跡するには、ピックリストを含むレコードタイプに加えて、変更トラッキング機能のピックリストを有

効にします。ピックリストは、［変更トラッキングリスト］ページでオブジェクト名として使用できます。ピックリストオブ

ジェクトに対して変更トラッキング機能が有効な場合は、Oracle CRM On 
Demandによって、該当のレコードタイプのピックリストの作成、読み取り、更新、または削除操作について、そのレコー
ドタイプの名前が［変更トラッキングリスト］ページに記録されます。次の表では、ピックリストオブジェクトに対して変更

トラッキング機能が有効な場合の［変更トラッキングリスト］ページの各列について説明します。 

カラム見出し  説明 

オブジェクト名 ピックリスト。  

オブジェクトID Oracle CRM On Demandによって割り当てられるオブジェクトの行ID。例：1QA2-
NX0XH。このIDは、ピックリストに関連付けられている値リストに対して一意です。 

特定のフィールドでは、複数のオブジェクトにわたって同じ値リストを使用します。ユーザ

ーがこの値リストの値を編集すると、Oracle CRM On 
Demandによって、すべてのフィールドに対する変更トラッキングエントリがログに記録さ
れます。この場合、オブジェクトIDは、その変更トラッキングエントリすべてで同じです。 

レコードタイプ ピックリストが編集されたレコードタイプの変更トラッキング名。レコードタイプが追跡さ

れる場合に変更トラッキングページに表示されるレコードタイプの名前です。   

フィールド名 編集されたピックリストフィールドに対するWebサービスバージョン2.0のタグ。 

ピックリストフィールドを編集したときにエントリが［変更トラッキングリスト］ページに表示されるのは、編集しているピ

ックリストフィールドのレコードタイプが変更トラッキング機能に対して有効になっている場合のみです。特定のレコードタ

イプのピックリストフィールドに対する1つの編集によって、［変更トラッキングリスト］ページに複数のエントリが記録さ
れる可能性がありますが、これは、Oracle CRM On 
Demandによって、ピックリストフィールドが、複数のレコードタイプにわたる複数のピックリストフィールド間で共有す
る値リストタイプにマップされるためです。エントリ数は、編集したピックリストフィールドの値リストタイプにマップされ

ている公開フィールド数に一致します。  

たとえば、値リストタイプがPARTY_REL_TYPEに設定されている［ピックリストロール］と呼ばれるピックリストがあり、
このピックリストは、［取引先パートナー］、［取引先競合会社］、［商談競合会社］、［商談パートナー］レコードタイプ

でも使用されていると想定します。また、このピックリストは、これらのレコードタイプの［役割］および［役割をリバース

］の2つフィールドで使用されていると想定します。この例のピックリストフィールドの値リストを更新する場合は、Oracle 
CRM On 
Demandによって、この例のすべてのピックリストフィールドに対する個々の変更トラッキングエントリが作成されます。 

ピックリストの値リストの変更トラッキング対する制限 
次の条件では、Oracle CRM On 
Demandによって、ピックリストの値リストに対する変更トラッキングイベントが作成されません。 

n ピックリストに関連付けられているレコードタイプが企業で設定されていない。 

n ピックリストの更新が変更トラッキング機能に対して有効でないレコードタイプに属している。 
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n 更新済ピックリストフィールドがWebサービスを介してアクセスできない。 

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 

n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 

n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 

 
 

変更トラッキングイベントについて 
次の表に、［変更トラッキングリスト］ページで作成および表示される変更トラッキングイベントを示します。 

イベント名 説明 

Associate このイベントは、担当者と取引先などの多対多関係にある2つのレコードの関連付けを示しま
す。例：担当者を取引先レコードに追加したときにAssociateイベントが発生します。同様に
、担当者を取引先レコードから削除したときにDissociateイベントが発生します。 

DeleteRecord  このイベントは、メッセージプランレコードの削除時など、レコードに削除マークが付けら

れた状態を示します。レコードの削除を追跡する場合にこのイベントを使用します。 

Dissociate このイベントは、多対多関係にある2つのレコードの関連付けの解除を示します。例：担当者
を取引先レコードから削除したときにDissociateイベントが発生します。 

MergeRecords このイベントは、重複見込み客レコードとその子レコードがプライマリ見込み客レコードと

マージされたときなど、2つのレコードがマージされたことを示します。この例では、マージ
後のレコードのオブジェクトIDがプライマリ見込み客レコードの行IDで、子レコードのオブ
ジェクトIDが重複の見込み客レコードの行IDです。MergeRecordsイベントは、［取引先］
、［担当者］、［世帯］、［見込み客］、［パートナー］、［ポートフォリオ］、および［

サービスリクエスト］レコードタイプでサポートされます。 

注: Oracle CRM On 
Demandでは、子レベルのレコードマージに対する個々のMergeRecordsイベントをログに
記録しません。 

PreDeleteRecord このイベントは、レコードが削除されようとしているが、実際には削除されない可能性があ

ることを示します。  

注意: 
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イベント名 説明 

削除済みレコードの追跡には、このイベントを使用しないことをお薦めします。レコードの

削除を追跡する場合は、かわりにDeleteRecordイベントを使用してください。 

RestoreRecord このイベントは、削除マークが付いたメッセージプランレコードの復元時など、削除マーク

が付いたレコードが復元された状態を示します。 

WriteRecordNew このイベントは、新規取引先レコードの作成時など、レコードタイプの新規レコードが保存

された状態を示します。このイベントは、ピックリストに対する変更も示します。   

WriteRecordUpdated このイベントは、既存の担当者レコードの更新時など、親レコードタイプまたは子オブジェ
クトの既存レコードが変更された状態を示します。  

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 

n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 

 
 

［変更トラッキングリスト］ページの表示 
このトピックでは、変更トラッキング情報の表示方法について説明します。 

作業前の準備。 Oracle CRM On 
Demandに管理者としてサインインし、役割に変更トラッキングの管理権限が含まれている必要があります。企業の管理者
の役割に対して変更トラッキングの管理権限が有効化されていない場合は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡してください。 

［変更トラッキングリスト］ページを表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［変更トラッキング］をクリックします。 

［変更トラッキングリスト］ページが開いて、すべての変更トラッキングレコードのリストが表示されます。変更ト

ラッキングレコードの例については、「変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 
559)」を参照してください。 

次の表では、［変更トラッキングリスト］ページについて説明します。 
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カラム見出し 説明 

オブジェクト名 トラッキングイベントを適用するオブジェクトの名前。例：［担当者］。オブジェクト名

は通常レコードタイプ名です（つまり、ピックリストである可能性があります）。 

オブジェクトID Oracle CRM On Demandによって割り当てられるオブジェクトの行ID。例：1QA2-
NX0XH。 

子オブジェクト名 トラッキングイベントを適用する子オブジェクトの名前。例：［担当者の住所］。子オブ

ジェクト名は変更イベントに該当する場合、つまり、ビュー内のオブジェクトが他のオブ

ジェクトの子として変更された場合（例：担当者ビュー内のアドレスの変更）にのみ表示

されます。   

子オブジェクト ID Oracle CRM On 
Demandによって割り当てられる子オブジェクトのオブジェクトID。例：1QA2-
OBA65。 

イベント名 新規レコード作成時のイベントの名前（例：WriteRecordNew）。イベント名の詳細は、
「変更トラッキングイベントについて (ページ 
556)」のイベント名の説明を参照してください。 

レコードタイプ 管理者が、変更トラッキングをトリガーする設定変更を実行したレコードタイプ。［レコ

ードタイプ］フィールドは、設定変更の場合のみ入力されます。設定変更に対する変更ト

ラッキングの例には、管理者がピックリストフィールドの値リストを編集した場合があり

ます。この場合、［レコードタイプ］フィールドには、編集されたピックリストフィール

ドが属するオブジェクトの名前が記録されます。 

フィールド名 編集したピックリストのフィールドに対するWebサービスバージョン2.0のタグ。カスタ
ムピックリストフィールドの場合、Webサービスバージョン2.0のタグは汎用統合タグで
す。このフィールドは、ピックリストの編集の場合のみ入力されます。 

変更番号 レコードが変更された回数を示すカウンター。レコードが最初に作成されたとき、変更番

号は0（ゼロ）に設定され、レコードが変更されるたびにインクリメントされます。    

変更 : 日付 変更イベントが発生した日付（MMDDYYY）と時刻（HH:MM:AM|PM）。  

 

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 

n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 

n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 
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変更トラッキングイベントレコードの例 
このトピックでは、特定のユーザー操作に対してOracle CRM On 
Demandで作成される変更トラッキングイベントレコードの例について説明します。変更トラッキング機能を有効にすると
、［変更トラッキングリスト］ページに、次の例に示すようなイベントレコードが表示されます。ユーザーの操作および記録

されたレコードタイプの関係によっては、1つのイベントの結果として複数のレコードが書き込まれる可能性があります。た
とえば、1対多の親子関係または多対多のオブジェクト間関係がある場合は、複数のレコードが書き込まれる可能性がありま
す。 

例1：新規取引先レコード作成時の変更トラッキングレコード  
この例では、ユーザーが新規取引先レコードを作成します。Oracle CRM On 
Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブ

ジェク

ト名 

子オブジ

ェクト 
ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E なし なし WriteRecordNew なし なし 0 03/26/2014 
09:28 AM 

例2：既存取引先レコードの更新時の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが取引先レコードのフィールドを変更して既存の取引先レコードを更新します。Oracle CRM On 
Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブ

ジェク

ト名 

子オブ

ジェク

ト ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E なし なし WriteRecordUpdated なし なし 1 03/26/2014 
09:52 AM 

例3：既存取引先レコードの削除時の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが既存の取引先レコードを削除します。Oracle CRM On 
Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブ

ジェク

ト名 

子オブ

ジェク

ト ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィール

ド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E なし なし PreDeleteRecord なし なし 2 03/26/2014 
09:58 AM 

取引先 1QA2-OD54E なし なし DeleteRecord なし なし 3 03/26/2014 
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オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブ

ジェク

ト名 

子オブ

ジェク

ト ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィール

ド名 
変更番号  変更 : 日付 

10:00 AM 

例4：削除マークが付いた取引先レコードの復元時の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが削除マークの付いたレコードをOracle CRM On Demandからパージする前に復元します。Oracle 
CRM On Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジ

ェクト 
ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E なし なし RestoreRecord なし なし 3 03/26/2014 
10:03 AM 

例5：取引先レコードを担当者レコードに関連付ける場合の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが担当者レコード内で既存の取引先レコードを担当者レコードに追加します（つまり、取引先レコード

を担当者レコードに関連付けます）。Oracle CRM On Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジェク

ト ID 
イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

担当者 1QA2-OD635 取引先 1QA2-OD54E Associate なし なし 0 03/26/2014 
10:16 AM 

担当者 1QA2-OD635 なし なし WriteRecordUpdated なし なし 1 03/26/2014 
10:16 AM 

担当者 1QA2-OD635 取引先担
当者 

1QA2-OD639 WriteRecordUpdated なし なし 1 03/26/2014 
10:16 AM 

取引先 1QA2-OD54E 担当者 1QA2-OD635 Associate なし なし 0 03/26/2014 
10:16 AM 

取引先 1QA2-OD54E 担当者 1QA2-OD635 WriteRecordUpdated なし なし 4 03/26/2014 
10:16 AM 

取引先 1QA2-OD54E なし なし WriteRecordUpdated なし なし 4 03/26/2014 
10:16 AM 

担当者 1QA2-OD635 取引先 1QA2-OD54E WriteRecordUpdated なし なし 4 03/26/2014 
10:16 AM 

例6：取引先レコードと担当者レコードの関連付けを解除する場合の変更トラッキングレコー
ド 
この例では、ユーザーが担当者から関連する取引先レコードを削除します（つまり、取引先レコードと担当者レコードの関連

付けを解除します）。Oracle CRM On Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 
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オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジェク

ト ID 
イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E なし なし WriteRecordUpdated なし なし 5 03/26/2014 
10:35 AM 

担当者 1QA2-OD635 なし なし WriteRecordUpdated なし なし 2 03/26/2014 
10:35 AM 

担当者 1QA2-OD635 取引先 1QA2-OD54E Dissociate なし なし 1 03/26/2014 
10:35 AM 

取引先 1QA2-OD54E 担当者 1QA2-OD635 Dissociate なし なし 1 03/26/2014 
10:35 AM 

例7：親取引先レコードに子レコードを追加する場合の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが取引先レコード内で新規住所レコードを関連項目として作成します（つまり、取引先住所を親取引先

レコードの子レコードとして追加します）。Oracle CRM On Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジェクト 
ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E 住所 1QA2-OD6PM WriteRecordNew なし なし 0 03/26/2014 
11:44 AM 

取引先 1QA2-OD54E なし なし WriteRecordUpdated なし なし 6 03/26/2014 
11:44 AM 

例8：既存子レコードの更新時の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが取引先レコード内で既存の住所レコードを更新します（つまり、取引先住所を親取引先レコードの子

レコードとして更新します）。Oracle CRM On Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジェクト 
ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E 住所 1QA2-OD6PM WriteRecordUpdated なし なし 1 03/26/2014 
11:51 AM 

例9：既存子レコードの更新時の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが取引先レコード内で既存の住所レコードを削除します（つまり、取引先住所を親取引先レコードの子

レコードとして削除します）。Oracle CRM On Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジェク

ト ID 
イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E なし なし WriteRecordUpdated なし なし 8 03/26/2014 
12:00 PM 
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オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブジ

ェクト名 
子オブジェク

ト ID 
イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

取引先 1QA2-OD54E 住所 1QA2-OD6PN なし なし なし 1 03/26/2014 
12:00 PM 

例10：ピックリスト値の更新時の変更トラッキングレコード 
この例では、ユーザーが取引先のピックリストを更新します（つまり、［未定］と呼ばれる値を追加することで、取引先レコ

ードの既存の［優先順位］ピックリストフィールドをカスタマイズします）。Oracle CRM On 
Demandは次の表のようなイベントレコードを生成します。 

オブジェ

クト名 
オブジェクトI
D 

子オブ

ジェク

ト名 

子オブ

ジェク

ト ID 

イベント名 レコード

タイプ 
フィー

ルド名 
変更番号  変更 : 日付 

ピックリ

スト 
1QA2-OD54E なし なし WriteRecordUpdated 取引先 優先順

位 
8 03/26/2014 

1:00 PM 

 

関連トピック 
変更トラッキング機能の詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 

n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 手動による変更レコードの作成 (ページ 562) 

 
 

手動による変更レコードの作成 
変更トラッキング機能を使用すると、Oracle CRM On 
Demandでイベントレコードの書込および追跡を自動的に行うことができますが、手動でイベントレコードを作成すること
もできます。この機能はOracle CRM On Demandの外部のイベントを記録する場合に便利です。   

作業前の準備。 Oracle CRM On 
Demandに管理者としてサインインし、役割に変更トラッキングの管理権限が含まれている必要があります。企業の管理者
の役割に対して変更トラッキングの管理権限が有効化されていない場合は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡してください。 
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変更レコードを手動で作成するには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［ビジネスプロセス管理］セクションで、［変更トラッキング］をクリックします。 

3 ［変更トラッキングリスト］ページで、［新規］をクリックします。 

4 次の表で説明するフィールドに入力し、レコードを保存します。 

フィールド 説明 

主要変更トラッキング情報 

オブジェクト名 トラッキングイベントを適用するレコードタイプの名前。例：［担当者］。オブジェクト名は
通常レコードタイプ名です（つまり、ピックリストである可能性があります）。（必須） 

オブジェクトID Oracle CRM On Demandによって割り当てられるレコードタイプの行ID。例：1QA2-
NX0XH。（必須） 

子オブジェクト名 トラッキングイベントを適用する子レコードの名前。例：［担当者の住所］。子レコード名は
該当する場合、つまり、ビュー内のオブジェクトが他のレコードの子として変更された場合（

例：担当者ビュー内のアドレスの変更）にのみ表示されます。   

子行 ID Oracle CRM On Demandによって割り当てられる子レコードの行ID。例：1QA2-OBA65。  

イベント名 新規レコード作成時のイベントの名前（例：WriteRecordNew）。有効なイベント名の詳細は
、「変更トラッキングイベントについて (ページ 
556)」のイベント名の説明を参照してください。（必須） 

変更番号 レコードが変更された回数を示すカウンター。レコードが最初に作成されたとき、変更番号は0
に設定され、レコードが変更されるたびにインクリメントされます。（必須）    

レコードタイプ 管理者が、変更トラッキング機能をトリガーする設定変更を実行したレコードタイプ。［レコ
ードタイプ］フィールドは、設定変更の場合のみ入力されます。設定変更に対する変更トラッ

キングの例には、管理者がピックリストフィールドの値リストを編集した場合があります。こ

の場合、［レコードタイプ］フィールドには、編集されたピックリストフィールドが属するオ

ブジェクトの名前が記録されます。 

フィールド名 編集したピックリストのフィールドに対するWebサービスバージョン2.0のタグ。カスタムピ
ックリストフィールドの場合、Webサービスバージョン2.0のタグは汎用統合タグです。この
フィールドは、ピックリストの編集の場合のみ入力されます。 

変更 : 日付 変更イベントが発生した日付（MMDDYYY）と時刻（HH:MM:AM|PM）。  

 

関連トピック 
変更トラッキングの詳細は、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n 変更トラッキング機能の有効化 (ページ 544) 

n 追跡されるレコードタイプ (ページ 545) 
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n 変更トラッキングイベントについて (ページ 556) 

n ［変更トラッキングリスト］ページの表示 (ページ 557) 

n ピックリストの値リストの変更に対する変更トラッキング情報 (ページ 555) 

n 変更トラッキングイベントレコードの例 (ページ 559) 

 
 

データ管理ツール 
［管理ホームページ］の［データ管理ツール］セクションでは、次のタスクを実行できます。 

n 企業のデータのインポートとエクスポート。詳細については、「インポートツールとエクスポートツール (ページ 
564)」を参照してください。 

n 一括削除および復元リクエストを表示します。詳細は、「一括削除および復元キューページ (ページ 
796)」を参照してください。  

n バッチ割当ブックリクエストの表示。詳細については、「バッチ割当ブックキューページ (ページ 
798)」を参照してください。 

n 統合イベントキューの作成と管理。詳細については、「統合イベントについて (ページ 800)」を参照してください。 
 

インポートツールとエクスポートツール 
［インポートツールとエクスポートツール］ページでは、Oracle CRM On 
Demandでのインポート機能とエクスポート機能を拡張できる次のユーティリティを使用できます。 

n インポートアシスタント。詳細は、「インポートアシスタント (ページ 776)」を参照してください。 

n Oracle Data Loader On Demand。詳細は、「Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティ 
(ページ 788)」を参照してください。 

n Oracle Migration Tool On Demand。詳細は、「Oracle Migration Tool On 
Demandクライアントユーティリティ (ページ 794)」を参照してください。 

n Oracle Web Services。詳細については、「Web サービスの統合 (参照 "Webサービスの統合" ページ 
789)」を参照してください。 

適切なインポート方法を選択する方法の詳細は、My Oracle Supportの1801156.1（記事ID）を参照してください。  

インポートプロセスは次の手順で構成されます。 

n データのインポートの準備 (ページ 611) 

n データのインポート (ページ 776) 

n インポート結果の確認 (ページ 780) 

また、Oracle CRM On 
DemandからCSVファイルにデータをエクスポートできます。エクスポートに関する情報については、次の該当するトピッ
クをクリックしてください。 

n データのエクスポート (ページ 782) 
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n エクスポート結果の確認 (ページ 786) 

作業前の準備： 

n データをインポートするには、[インポートの管理]権限または[マーケティングリストをインポート]権限を含む役割が割
り当てられている必要があります。[インポートの管理]権限では、すべてのレコードタイプをインポートできます。これ
に対し、[マーケティングリストをインポート]権限では、取引先、担当者、および見込み客しかインポートできません。 

n ユーザーが最大2000人の担当者をインポートする場合は、ユーザーの役割に対して［個人インポート］権限を有効にす
る必要があります。この［個人インポート］権限によって、ユーザーのデータインポートをより詳細に制御できます。役

割の詳細は、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。  

n この節全体と、レコードのインポートに関する「使い方」のレッスンを確認します。これらのレッスンでは、インポート
を実行するための追加情報（ガイドラインなど）が提供されています。 

注 ：インポートされたレコードを元に戻したり、レコードを大量に削除したりはできません。したがって、後でデータ
を消去することにならないように、5 - 
10レコードから成るファイルを使用して、インポート手順の予行練習を行ってください。大量のレコードをインポート
する場合は、データのインポートのトレーニングセッションに参加するか、カスタマーサポートにご相談ください。これ

らのリソースについては、Oracle CRM On 
Demandの各ページの上部にある［トレーニングおよびサポート］グローバルリンクをクリックしてください。 

n Oracle CRM On 
Demandで連結フィールドをインポートしたりエクスポートしたりすることはできません。連結フィールドは、複数の
フィールドからの値の表示や追加テキストの表示が可能なフィールドです。ただし、連結フィールドを構成する個々のフ

ィールドをインポートおよびエクスポートできます。 

n データをエクスポートするには、[管理者エクスポート]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

カンマ区切り値（CSV）ファイルからデータをインポートして、Oracle CRM On 
Demandにレコードを自動的に作成できます。各CSVファイルのサイズは、20MB未満である必要があります。ファイルサ
イズを小さくするには、レコードを複数のファイルに分割するか、またはインポートしないカラムを削除してデータを小さく

します。『Oracle Data Loader On Demand Guide』でサンプルCSVファイルを確認できます。 

次の表では、データをインポートすることで作成できるレコードのタイプ、およびインポートプロセスの各実行でインポート

できるレコード数について説明します。 

レコードタイプ 最大レコード数 
（インポートごと） 

取引先  30000 

取引先住所 50000 

取引先競合会社 50000 

取引先担当者 50000 

取引先パートナー 50000 

取引先チーム  50000 

住所 30000 

アポイント  30000 

アポイント担当者  50000 

アポイントユーザー  50000 
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レコードタイプ 最大レコード数 
（インポートごと） 

資産  80000 

担当者（管理者） 30000 

担当者の住所 50000 

担当者チーム 50000 

キャンペーン  50000 

キャンペーン受取人  50000 

取引交渉登録 30000 

見込み客  30000 

変更トラッキング 30000 

メモ  50000 

オーダー 30000 

オーダー項目 30000 

商談  30000 

商談担当者役割 50000 

商談製品 80000 

商談チーム 50000 

製品 80000 

製品カテゴリー  30000 

プロパティ 30000 

ソーシャルプロファイル 30000 

解決策  50000 

サービスリクエスト  30000 

タスク  30000 

タスク担当者  50000 

タスクユーザー  50000 

ユーザー 500 

車両補償内容 50000 

実装している業界固有のソリューションに応じて、次のレコードをインポート可能にできます。  
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レコードタイプ 最大レコード数 
（インポートごと） 

割当 30000 

申込書類 30000 

ブロック製品 30000 

ビジネス計画  30000 

請求 30000 

担当者の都道府県免許 30000 

補償内容 30000 

カスタムオブジェクト 30000 

損傷 30000 

自動車ディーラー 80000 

取引交渉登録 30000 

イベント 30000 

金融口座 30000 

金融口座名義人 30000 

金融口座保有状況 30000 

財務計画  30000 

金融製品 30000 

金融トランザクション  30000 

HCP担当者割当 30000 

在庫監査レポート 30000 

在庫期間 30000 

関連パーティ 30000 

保険不動産 30000 

MDF リクエスト 30000 

メッセージプラン  30000 

メッセージプラン項目 30000 

メッセージプラン項目関係 30000 

メッセージ応答 30000 

目標 30000 
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レコードタイプ 最大レコード数 
（インポートごと） 

パートナー 30000 

パートナープログラム 30000 

計画取引先 30000 

計画担当者 30000 

計画商談 30000 

保険 30000 

証券名義人 30000 

ポートフォリオ 30000 

価格リスト  30000 

価格リスト明細項目  30000 

サンプル免責条項 30000 

サンプル在庫 30000 

サンプルロット  30000 

サンプルトランザクション 30000 

署名 30000 

特別価格製品 30000 

特別価格リクエスト 30000 

トランザクション項目 30000 

車両 80000 

  

 

 
 

国と住所のマッピングについて 
ここで示す表では、次のことを示しています。 

n Oracle CRM On Demandの［国］フィールドのピックリスト値 

Oracle CRM On 
Demandの［国］フィールドのピックリスト値は編集できません。ファイルのインポート時にすべてのデータを取
り込むには、取り込むデータが、句読点や大文字小文字を含めて、自身の国で許容可能な名前と正確に一致すること

を確認してください。正確に一致しないデータはインポートされません。 
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注：［国］フィールドのピックリスト値には30文字までという制限があるので、その制限を超える名前はピックリ
スト内で切り捨てられます。  

n 国ごとの住所のマッピング 

データのインポート時、Oracle CRM On 
Demandが使用する住所フィールドそれぞれについて、カラムを設定する必要があります。次の表では、各国の住
所フィールドをOracle CRM On 
Demand内の該当するフィールドにマップする方法について説明します。正確にマップすることにより、アプリケ
ーションの正確なフィールドに、ファイル内のすべてのデータを確実に取り込むことができます。 

注: 
次の表には独立国のほか、独立国の属国、外国領土および領地も記載されています。たとえば、マン島は英国王室の属領で、

スバールバル諸島はノルウェー領です。 

 

国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

アメリカ 8 番地/ 
通り 

住所 2 住所 3  市 郡 米国の

州 
郵便番号  

アフガニスタ

ン 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

オーランド諸

島 
5 町/番地 住所 2     郵便番号 島 

アルバニア 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

アルジェリア 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

アメリカンサ

モア 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

アンドラ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

アンゴラ 4 通り/ 
番地 

住所 2  市     

アングイラ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

アンティグア

とバービュダ

島 

4    市 私書箱   島 

アルゼンチン 7 番地/ 
通り 

住所 2 住所 3 市   郵便番号 都道府県 

アルメニア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  



Oracle CRM On Demandの管理 

 

570  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

アルバ 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

アセンション

島 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

オーストラリ

ア 
6 番地/ 

通り 
住所 2 住所 3 市   郵便番号 都道府県 

オーストリア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号 

 

 

アゼルバイジ

ャン 
5 通り/ 

番地 
住所 2  市   郵便番号  

バハマ 6 住所 1 住所 2  市   Island 
Code 
(島コード) 

島 

バーレン 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

バングラデシ

ュ 
5 通り/ 

番地 
住所 2  市   郵便番号  

アルバドス 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ベラルーシ 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

ベルギー 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

ベリーズ 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

ベニン 4    市 並べ替えコ

ード 
 Boite 

Postale 
(アフリカ
での郵便番

号) 

 

バーミューダ 5 町/番地 住所 2  市   郵便番号  

ブータン 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ボリビア 4 通り/ 
番地 

住所 2  市     

ボネール島、

セントユース

5 住所 1 住所 2  市    島 
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

タティウスお

よびサバ 

ボスニアとヘ

ルツェゴヴィ

ナ 

5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

ボツワナ 3    市 私書箱    

ブーベ島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ブラジル 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市   郵便番号 都道府県 

英領インド洋

地域 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ブルネイダル

サラーム国 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

ブルガリア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

ブルキナファ

ソ 
4    市 並べ替えコ

ード 
 Boite 

Postale 
(アフリカ
での郵便番

号) 

 

ブルンジ 3    市 私書箱    

カーボベルデ 4 通り/ 
番地 

住所 2  市     

カンボジア 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

カメルーン 3    市 私書箱    

カナダ 6 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ケイマン諸島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

中央アフリカ

共和国 
3    市 私書箱    

チャド 3    市 私書箱    

チャネル諸島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

チリ 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市 コミューン  郵便番号 都道府県 

中国 7 番地/ 
通り 

住所 2 地区 市   郵便番号 都道府県 

クリスマス島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ココス（キー

リング）諸島 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

コロンビア 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市 並べ替えコ

ード 
  都道府県 

コンゴ 3 町/番地   市     

コンゴ民主共

和国 
5 通り/ 

番地 
  市 並べ替えコ

ード 
 Boite 

Postale 
(アフリカ
での郵便番

号) 

 

クック諸島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

コスタリカ 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市   郵便番号 都道府県 

コートジボワ

ール 
5 通り/ 

番地 
  市 並べ替えコ

ード 
 Boite 

Postale 
(アフリカ
での郵便番

号) 

 

クロアチア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

キューバ 4 通り/ 
番地 

  市   Codigo 
Postal 
（現地での

郵便番号） 

 

クラサオ島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

キプロス 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

チェコ共和国 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

デンマーク 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

ジブチ 3    市 私書箱    

ドミニカ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ドミニカ共和

国 
6 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号 都道府県 

エクアドル 7 住所 1 住所 2 フロア 市   郵便番号 都道府県 

エジプト 6 住所 1  地区 市   郵便番号 都道府県 

エルサルバド

ル 
5 通り/ 

番地 
  市   郵便番号 都道府県 

赤道ギニア 3    市 私書箱    

エリトリア 3 通り/ 
番地 

  市     

エストニア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

エチオピア 3    市 私書箱    

フォークラン

ド諸島（マル

ビナス） 

3 通り/ 
番地 

  市   郵便番号  

フェロー諸島 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

フィージー 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

フィンランド 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

フランス 6 番地/ 
通り 

住所 2  市 CEDEX 
Code 
(CEDEX 
コード) 

 郵便番号  

フランス領ギ

アナ 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

フランス領ポ

リネシア 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

フランス南部

領土 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

ガボン 3    市 私書箱    

ガンビア 3 通り/ 
番地 

  市     

グルジア 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

ドイツ 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

ガーナ 3    市 私書箱    

ジブラルタル 3 通り/ 
番地 

  市     

ギリシャ 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

グリーンラン

ド 
5 通り/ 

番地 
住所 2  市   郵便番号  

グレナダ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

グアドループ 5 町/番地 住所 2  市   郵便番号  

グアム 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

グアテマラ 5 通り/ 
番地 

  市   Codigo 
Postal 
（現地での

郵便番号） 

都道府県 

ガーンジー 6 町/番地 住所 2 住所 3    郵便番号 島 

ギニア 3    市 私書箱    

ギニアビサウ 4 通り/ 
番地 

  市   Codigo 
Postal 
（現地での

郵便番号） 

 

ガイアナ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ハイチ 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

ハード島およ

びマクドナル

ド諸島 

6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

バチカン 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ホンジュラス 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市   郵便番号 都道府県 

香港 7 番地/ 
通り 

住所 2 地区 市 住所4   テリトリ

ーの一部 

ハンガリー 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

アイスランド 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

インド 6 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号 都道府県 

インドネシア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

イラン 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

イラク 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

アイルランド 6 番地/ 
通り 

住所 2 住所 3 市 郡  エアコード  

マン島 7 町/番地 住所 2 住所 3 市 郡  郵便番号  

イスラエル 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

イタリア 6 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ジャマイカ 6 番地/ 
通り 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
  Parish 

(アメリカ
の群) 

日本 6 番地/通り/丁目 区  市郡   郵便番号 都道府県 

ジャージー 5 町/番地 住所 2     郵便番号 Parish 
(アメリカ
の群) 

ヨルダン 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

カザフスタン 4 住所 1   市   郵便番号  
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

ケニア 4    市 私書箱  郵便番号  

キリバス 4 住所 1   市    島 

朝鮮民主主義

人民共和国 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

大韓民国 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

コソボ 6 通り/番地 住所 2 地区  市   郵便番号  

クウェート 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 郡  郵便番号  

キリギスタン 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

ラオス人民民

主共和国 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

ラトビア 5 通り/ 
番地 

  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

レバノン 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

レソト 3    市 私書箱    

リベリア 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

リビア 5 町/番地 住所 2 フロア 市     

リヒテンシュ

タイン 
5 通り/ 

番地 
住所 2  市   郵便番号  

リトアニア 4 通り/ 
番地 

  市   Codigo 
Postal 
（現地での

郵便番号） 

 

ルクセンブル

グ 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

マカオ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

マケドニア 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

マダガスカル 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

マラウイ 3    市 私書箱    

マレーシア 7 番地/ 
通り 

住所 2 住所 3 市   郵便番号 都道府県 

モルディヴ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

マリ 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

マルタ 6 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号 島 

マーシャル諸

島 
6 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号 都道府県 

マルチニク 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

モーリタニア 3    市 私書箱    

モーリシャス 3 通り/ 
番地 

  市     

マヨット 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

メキシコ 8 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市 Colonia/S
ection 
(アメリカ
の地区) 

 郵便番号 都道府県 

ミクロネシア 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

モルダヴィア

共和国 
5 通り/ 

番地 
住所 2  市   郵便番号  

モナコ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

モンゴル 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

モンテネグロ 6 住所 1 Address2  市   郵便番号 都道府県 

モンセラト 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

モロッコ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  



Oracle CRM On Demandの管理 

 

578  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

モザンビーク 4 通り/ 
番地 

  市   Codigo 
Postal 
（現地での

郵便番号） 

 

ミャンマー 5 住所 1   市 地域区分  郵便番号  

ナミビア 3    市 私書箱    

ナウル 3   地区  私書箱    

ネパール 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

オランダ 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

オランダ領ア

ンティル諸島 
5 住所 1 住所 2  市    島 

ニューカレド

ニア 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

ニュージーラ

ンド 
6 番地/ 

通り 
住所 2 地区 市   郵便番号  

ニカラグア 6 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ニジェール 3    市 私書箱    

ナイジェリア 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ニウエ 3    市 私書箱    

ノーフォーク

島 
6 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号 都道府県 

北マリアナ諸

島 
6 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ノルウェイ 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

オマーン 4    市 私書箱  郵便番号 地域 

パキスタン 6 番地/ 
通り 

住所 2 住所 3 市   郵便番号  

パラウ 6 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号 都道府県 
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

パレスチナ国

家 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

パナマ 5 住所 1   市 並べ替えコ

ード 
  都道府県 

パプアニュー

ギニア 
3    市    都道府県 

パラグアイ 4 通り/ 
番地 

住所 2  市     

ペルー 8 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
  都道府県 

フィリピン 7 通り/ 
番地 

住所 2 地区 市   郵便番号 都道府県 

ピトケアン 2 通り/ 
番地 

       

ポーランド 5 通り/ 
番地 

  市   郵便番号  

ポルトガル 6 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市   郵便番号  

プエルトリコ 5 住所 1   市 URB 
(市街化地
域) 

 郵便番号  

カタール 6  Address2  市 郡  郵便番号 私書箱 

レユニオン 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

ルーマニア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

ロシア連邦 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

ルワンダ 3    市 私書箱    

サモア 6 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号 都道府県 

サンマリノ 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

サントメおよ

びプリンシペ 
5 番地/ 

通り 
住所 2 フロア 市     
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

サウジアラビ

ア 
5 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号  

セネガル 3 通り/ 
番地 

  市     

セルビア 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

セイシェル 4    市 私書箱   島 

シエラレオネ 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

シンガポール 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

シントマール

テン 
(オランダ領) 

5 住所 1 住所 2  市    島  

スロバキア 6 通り/ 
番地 

住所 2  市 並べ替えコ

ード 
 郵便番号  

スロベニア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

ソロモン諸島 5    市 私書箱  Island 
Code 
(島コード) 

島 

ソマリア 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

南アフリカ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

南ジョージア/
南サンドイッ

チ 

6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

南スーダン 4 番地/ 

住所-
区、町、番地 

  市 私書箱  郵便番号  

スペイン 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市   郵便番号 都道府県 

スリランカ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

サンバルテル

ミー 
6 番地/ 

通り 
住所 2  市 CEDEX 

Code 
(CEDEX 

 郵便番号  
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

コード) 

セントヘレナ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

セントクリス

トファーおよ

びネヴィス島 

5 住所 1 住所 2  市    島 

セントルシア 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

セントマーチ

ン 
(フランス領) 

6 番地/ 
通り 

住所 2  市 CEDEX 
Code 
(CEDEX 
コード) 

 郵便番号  

サンピエール

およびミクロ

ン 

5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

セントヴィン

セントおよび

グレナディン 

5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

スーダン 4    市 私書箱  郵便番号  

スリナム 3 通り/ 
番地 

  市     

スバールバル

諸島およびヤ

ンマイエン島 

6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

スワジランド 4    市 私書箱  郵便番号  

スウェーデン 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

スイス 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

シリアアラブ

共和国 
3 通り/ 

番地 
  市     

台湾 
(中国の省) 

5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

タジキスタン 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

タンザニア連

合共和国 
3    市 私書箱    
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

タイ 7 住所 1 住所 2 住所 3 市   郵便番号 都道府県 

東ティモール 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

トーゴ 3    市 私書箱    

トケラウ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

トンガ 4    市 私書箱   島 

トリニダード

トバゴ 
5 番地/ 

通り 
住所 2 フロア 市     

チュニジア 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号  

トルコ 5 通り/ 
番地 

住所 2  市   郵便番号 地域 

トルクメニス

タン 
4 番地/ 

通り 
  市   郵便番号  

タークスアン

ドケーコス諸

島 

6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

トゥヴァル 4    市 私書箱   島 

ウガンダ 3    市 私書箱    

ウクライナ 5 住所 1 住所 2  市   郵便番号  

コモロ連合 3    市 私書箱    

アラブ首長国

連邦 
6  住所 2  市 私書箱  郵便番号 Emirate 

(emir 
の管轄区

域) 

英国 7 番地/ 
通り 

住所 2 住所 3 市 郡  郵便番号  

合衆国周辺離

島 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ウルグアイ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

ウズベキスタ 6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 Oblast 
(ロシアの
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国（編集不可

の値） 
フィー

ルド番

号 

住所 住所2 住所3 市 郡 州 郵便番号 都道府県 

ン 州) 

バヌアツ 3    市 私書箱    

ベネズエラ 7 通り/ 
番地 

住所 2 フロア 市   郵便番号 都道府県 

ベトナム 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

バージン諸島

（英領） 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

バージン諸島

（米領） 
6 番地/ 

通り 
住所 2  市   郵便番号 都道府県 

ワリスフツナ

諸島 
6 住所 1 住所 2  市   郵便番号 都道府県 

西サハラ 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

イエメン 3 通り/ 
番地 

  市     

ザンビア 5 番地/ 
通り 

住所 2  市   郵便番号  

ジンバブエ 5 番地/ 
通り 

住所 2 フロア 市     

 

米国用に使用できる州の略語 
次の表では、米国の州のピックリスト値を示します。 

略語 正式名 

AK アラスカ 

AL アラバマ 

AR アーカンソー 

AZ アリゾナ 

CA カリフォルニア 

CO コロラド 
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略語 正式名 

CT コネチカット 

DC コロンビア特別区域 

DE デラウェア 

FL フロリダ 

GA グルジア 

HI ハワイ 

IA アイオワ 

ID アイダホ 

IL イリノイ 

IN インディアナ 

KS カンザス 

KY ケンタッキー 

LA ルイジアナ 

MA マサチューセッツ 

MD メリーランド 

ME メイン 

MI ミシガン 

MN ミネソタ 

MO ミズーリ 

MS ミシシッピ 

MT モンタナ 

NC ノースカロライナ 

ND ノースダコタ 

NE ネブラスカ 

NH ニューハンプシャー 

NJ ニュージャージー 

NM ニューメキシコ 

NV ネバダ 

NY ニューヨーク 

OH オハイオ 
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略語 正式名 

OK オクラホマ 

または オレゴン 

PA ペンシルベニア 

PR プエルトリコ 

RI ロードアイランド 

SC サウスカロライナ 

SD サウスダコタ 

TN テネシー 

TX テキサス 

UT ユタ 

VA バージニア 

VT バーモント 

WA ワシントン 

WI ウィスコンシン 

WV ウエストバージニア 

WY ワイオミング 

 

米国用に使用できる領土の略語 
次の表では、米国の領土のピックリスト値を示します。 

略語 正式名 

AS アメリカンサモア 

FM ミクロネシア 

GU グアム 

MH マーシャル諸島 

MP 北マリアナ諸島 

PW パラウ 

UM 合衆国周辺離島 

VI 米領バージン諸島 
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米国用に使用できるメーリングコード 
次の表では、米軍の郵便配達に使用する3つの正式な州コードを示します。 

略語 説明 

AE（郵便番号：09xxx
）  

米軍ヨーロッパ。（カナダ、

中東、アフリカを含む）。  

AK（郵便番号：962xx - 
966xx）  

米軍太平洋。 

AA（郵便番号：340xx
）  

米軍アメリカ。（中央アメリ

カおよび南アメリカを含む）

。  

カナダ用に使用できる州/領土の略語 
次の表では、カナダの州の正式な略語を示します（テキストフィールド）。 

 

略語 正式名 

AB アルバータ 

BC ブリティッシュコロンビア 

MB マニトバ 

NB ニューブランズウィック 

NL ニューファンドランドラブラドール 

NS ノバスコシア 

NT ノースウエスト 

NU ヌナブト 

ON オンタリオ 

PE プリンスエドワードアイランド 

QC ケベック 

SK サスカチュワン 

YT ユーコン 

 
 

レコードの重複と外部IDについて 
レコードをインポートする際には、次のいずれかのオプションを選択して重複レコードを処理できます。 

n 重複レコードをインポートしない 
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n 既存のレコードを上書きする 

注意: 上書きオプションは、アポイントユーザー、タスクユーザーまたはメモをインポートした場合には使用できま
せん。これらのレコードタイプでは、常に新しいレコードが作成されます。 

n 重複レコードに対して追加のレコードを作成する（担当者、見込み客、アポイントおよびタスクのみ） 

データのインポート時に既存のレコードを上書きする場合、Oracle CRM On 
Demandでは、重複レコードのチェックに使用されるフィールド内の値をチェックして、インポートファイル内のレコード
がOracle CRM On 
Demandの既存のレコードと重複しているかどうかをチェックします。レコードが重複している場合は、Oracle CRM On 
Demandにより、重複レコードのチェックに使用されるフィールドが除外され、Oracle CRM On 
Demandの既存のレコードのフィールドが、インポートしたレコードの値に更新されます。 

多くのレコードタイプで、［外部 
ID］フィールドまたは定義済みフィールドセットを使用して、インポートファイル内のレコードがOracle CRM On 
Demandの既存のレコードと重複しているかどうかをチェックできます。重複レコードのチェックに使用されるフィールド
として［外部 ID］を使用する場合は、重複レコードが検出されると、［外部 ID］フィールドを除いて、Oracle CRM On 
Demandのレコードの全フィールドが更新されます。同様に、重複レコードのチェックに使用されるフィールドとして定義
済みフィールドセットを使用する場合は、重複チェックに使用されるフィールドを除いて、Oracle CRM On 
Demandのレコードの全フィールドが更新されます。 

定義済みフィールドセットを使用してインポートファイル内のレコードが既存のレコードと重複しているかどうかをチェック

する場合、Oracle CRM On 
Demandでは、すべての定義済みフィールドの値をチェックしてレコードが重複しているかどうかを判定します。CSVファ
イル内のすべての定義済みフィールドの値が既存レコードの対応するすべてのフィールドの値と完全一致する場合、そのレコ

ードは重複しています。たとえば、担当者レコードをインポートし、[名前 (名)]、[名前 
(姓)]、[勤務先電話番号]および[電子メール]フィールドの値が既存レコードの値と一致しているとします。この場合、イン
ポートするレコードは重複しているとみなされます。ただし、[名前 (名)]、[名前 
(姓)]および[電子メール]フィールドの値が既存レコード内の値と一致しており、[勤務先電話番号]フィールドがCSVファイ
ル内では空白であり、既存レコードでは空白でない場合、CSVファイル内のレコードは重複していないとみなされます。 

たとえば、［取引先］レコードタイプの場合、［外部 
ID］フィールド、または［取引先名］フィールドと［所在地］フィールドの組合せを使用して、重複レコードをチェックで
きます。ファイル内のレコードが重複している場合、Oracle CRM On 
Demandの既存のレコードは、インポートファイルのデータで次のように更新されます。 

n ［外部 ID］フィールドを使用して重複をチェックする場合は、［外部 ID］フィールドを除いて、Oracle CRM On 
Demandのレコードの全フィールドが更新されます。 

n ［取引先名］フィールドと［所在地］フィールドを使用して重複レコードをチェックする場合は、［取引先名］フィール
ドと［所在地］フィールドを除いて、Oracle CRM On Demandのレコードの全フィールドが更新されます。 

レコードを更新するには  

1 インポートCSVファイルに、外部ID、またはそのレコードタイプのすべての重複チェックフィールドのカラムを設定し
ます。   

2 重複チェックフィールドの値の外部IDが、既存レコードの値と正確に一致していることを確認します。外部IDを使用す
る場合は、それぞれのコードがシステム内で一意でないと正常に更新を実行できません。   

3 CSVファイルには、少なくともすべての必須のフィールドを含めます。  

4 インポートアシスタントのステップ1で、［既存のレコードに上書き］を選択します。  
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5 インポートアシスタントの［項目マッピング］ステップで、［外部 
ID］フィールドまたはすべての重複チェックフィールドをマップすることを確認します。  

6 インポートアシスタントのステップをすべて実行して、データをインポートします。  

インポートアシスタントを使用してレコードを更新する場合は、［項目マッピング］ステップでマップしたフィールドのみが

上書きされます。したがって、更新の必要がなく、重複チェックにも必要ないフィールドは、マップする必要がありません。   

外部IDがあり、インポートプロセスで外部IDをマップしている場合、アプリケーションは、レコードが重複しているかどう
かの確認にこれらのIDを使用します。他のレコードタイプをインポートしている場合は、関連付けがOracle CRM On 
Demandに継承されるように、これらの外部IDを参照として使用します。 

たとえば、account.csvファイルにaccount_idカラムがあり、Oracle CRM On Demandの「外部固有 
ID」にマップするとします。担当者をインポートする際に、contacts.csvファイルにcontact_idカラム（担当者に固有のID
）およびaccount_idカラム（account.csvファイル内のIDへの参照）が含まれる場合は、contact_idを「外部固有 
ID」に、account_idを「取引先の外部 
ID」にマップします。インポートプロセスで、アプリケーションは各担当者レコードのaccount_idフィールドをチェックし
て、既存の取引先を特定し、その取引先を担当者にリンクします。 

外部IDがなく、ファイルの外部IDをアプリケーションの外部IDフィールドにマップしていない場合、アプリケーションは、
特定のフィールドを比較することによって、重複を確認します。レコードの重複を確認するために使用するフィールドを次の

表に示します。 

レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

取引先 n 取引先名および所在地 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

取引先住所 取引先、住所およびアドレスタイプ 

取引先ブック 取引先およびブック 

取引先担当者 n ［取引先名］および［担当者氏名］ 

または 

n ［取引先の外部 ID］および［担当者の外部 
ID］（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n ［取引先 ID］および［担当者 ID］（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

取引先チーム 取引先およびユーザー 

認定 n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

認定リクエスト n ID 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

住所 n アドレス名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

割当 n 製品、タイプ、所有者および開始日 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

申込書類 n 名前 

       または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

       または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

アポイント n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

       または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

注意: 
アポイントがユーザーインターフェイスを使用して作成された場合、Oracle 
CRM On Demandは重複するレコードをチェックしません。 

アポイント担当者 n アポイントの外部ID、担当者（担当者の外部IDまたは担当者氏名） 

アポイントユーザー n アポイントの外部ID、ユーザー（ユーザーのサインインIDまたはユーザーの
外部ID） 

資産 n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

ブロック製品 n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

ブック n ブック名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

ブックユーザー n 既存のブックを識別している場合は、ブックID、ブックの外部ID、またはブ
ック名 

n ブック内のブックユーザーを識別している場合は、ユーザーのサインインID
、ユーザーの外部ID、またはユーザーID 

ブローカープロファイル n ブローカープロファイル名  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

ビジネス計画 n 計画名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

キャンペーン 

n ソースコード 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

キャンペーン受取人 

キャンペーン（キャンペーンの外部IDまたはキャンペーンID）、担当者（担当者
氏名または担当者の外部ID）、ソースコード 

注:担当者氏名または担当者の外部IDのいずれかを指定する必要がありますが、
両方は指定できません。 

認定レベル 

n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

認定リクエスト 

n ID 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

請求 

n 請求番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

担当者 n 名前（名）、名前（姓）、勤務先電話番号、および電子メール 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

注:担当者がユーザーインターフェイスを使用して作成された場合、Oracle CRM 
On Demandは重複するレコードをチェックしません。 

担当者の住所 担当者、住所およびアドレスタイプ 

担当者ブック 担当者およびブック 

担当者の都道府県免許 n 免許証番号  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

担当者チーム 担当者（担当者名または担当者の外部ID）およびユーザー（ユーザーID） 

コース n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

592  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

コース登録 n ID 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

補償内容 n 補償内容名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

カスタムオブジェクト 
01、02、03 

外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

注:カスタムオブジェクトレコードがユーザーインターフェイスを使用して作成さ
れた場合、Oracle CRM On Demandは重複するレコードをチェックしません。 

カスタムオブジェクト04以降 n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

注:カスタムオブジェクトレコードがユーザーインターフェイスを使用して作成さ
れた場合、Oracle CRM On Demandは重複するレコードをチェックしません。 

損傷 n 損傷名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

自動車ディーラー n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

取引交渉登録 n 名前  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

イベント n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

試験 n 名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

試験登録 n ID 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

金融口座 n 金融口座 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

金融口座保有状況 n 金融口座保有状況の名前 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

金融口座名義人 n 金融口座名義人名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

財務計画 n 財務計画名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

金融製品 n 金融製品名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

金融トランザクション n 取引ID  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

HCP担当者割当 n 担当者 ID、製品 ID、割当タイプおよび開始日 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

保険不動産 n タイプ 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

在庫監査レポート n レポート日  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

在庫期間 n 開始日 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

招待者 n イベントおよび担当者名（担当者氏名または担当者氏名と担当者 ID）    

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

関連パーティ n 関連パーティ名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

見込み客 n 名前（名）、名前（姓）、企業、電話番号、および電子メール 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

注:見込み客がユーザーインターフェイスを使用して作成された場合、Oracle 
CRM On Demandは重複するレコードをチェックしません。 

MDF リクエスト n リクエスト名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

メッセージプラン n 名前  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

メッセージプラン項目 n 名前  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

メッセージプラン項目関係 n 名前   

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

メモ n 重複のチェックなし（常に新しいレコードを作成） 

目標 n 目標名  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

商談 n 商談名および取引先（取引先名または取引先の外部ID） 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

商談担当者役割 n 商談名および担当者氏名 

商談製品売上 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

注:商談製品売上レコードがユーザーインターフェイスを使用して作成された場合
、Oracle CRM On Demandは重複するレコードをチェックしません。 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

オーダー n オーダー番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

オーダー項目 n オーダー項目番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

パートナー n パートナー名および所在地 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

パートナープログラム n パートナープログラム名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

計画取引先 n 関係コード  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

計画担当者 n 担当者氏名  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

計画商談 n 商談  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

保険 n 保険証券番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

証券名義人 n 証券名義人名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

ポートフォリオ n 口座番号および製品 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

価格リスト n 価格リスト名  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

価格リスト明細項目 n 明細項目 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

製品 n 製品名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

製品領域 n 製品領域名 
または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

製品カテゴリー n カテゴリー名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

サンプル免責条項 n 関係コード  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

サンプル在庫 n 関係コード  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

サンプルロット n ロット番号  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

サンプルリクエスト n オーダー番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

サンプルリクエスト項目 n オーダー項目番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

サンプルトランザクション n 名前  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

サービスリクエスト n SR番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

ソーシャルプロファイル n 作成者およびコミュニティ 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

解決策 n タイトル 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

特別価格製品 n 項目番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

注:特別価格製品レコードがユーザーインターフェイスを使用して作成された場合
、Oracle CRM On Demandは重複するレコードをチェックしません。 

特別価格リクエスト 

注:インポートアシスタント
では、このレコードタイプは

［SP 
リクエスト］と表示されます

。 

n リクエスト名 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

タスク n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

       または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

タスク担当者 n タスクの外部ID、担当者（担当者の外部IDまたは担当者氏名） 

タスクユーザー n タスクの外部ID、ユーザー（ユーザーのサインインIDまたはユーザーの外部
ID） 

トランザクション項目 n サンプル  

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

ユーザー n ユーザーID 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 
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レコードのタイプ 重複の判断に使用されるフィールド 

車両 n 車両識別番号 

または 

n 外部ID（他のソフトウェアシステムによって作成） 

または 

n 行ID（Oracle CRM On Demandの内部ID） 

車両補償内容 車両および担当者 

 

注意 ：ファイルの更新時には、重複を確認するため、外部IDまたは他のフィールドセットのいずれかをマップすることをお
勧めします。その両方をマップすると、上書きする必要のない、重複チェックに使用されるフィールドを上書きしてしまうお

それがあります。たとえば、取引先レコードの更新時に、外部ID、取引先名、所在地をマップし、外部IDに基づいて重複が
見つかった場合、取引先名と所在地はデータベースの既存の値が上書きされます。外部IDに基づいて重複が見つからなかっ
た場合、取引先名および所在地に基づいて重複チェックが行われ、見つかった場合は、データベースの外部IDが上書きされ
ます。 

取引先のインポートおよび外部IDに関するまとめ 
取引先のインポート時に、アプリケーション側で重複レコードを処理する方法を指定できます。 

n 重複レコードをインポートしない 

重複が見つかった場合、重複レコードはインポートされません。 

n 既存のレコードに上書き 

重複が見つかった場合、既存のレコードは更新されません。複数の重複が見つかった場合、どのレコードも挿入また

は更新されません。 

インポート時の処理方法を選択した後、取引先のインポートで利用可能な2つの外部IDなど、フィールドのマッピングオプシ
ョンを選択します。 

n 外部固有 
ID。インポートする現在のレコードの外部IDを参照します。ここで説明しているように外部固有IDは重複チェックに直
接関係します。 

n 親取引先の外部ID。現在のレコードの親レコードの外部IDを参照します。 

これらの外部IDに関係する動作はそれぞれ独立しています。 

外部固有IDのシナリオ 
シナリオA - 外部固有IDがマップされていない 

取引先名および所在地に基づいて重複チェックが行われます。重複が見つかった場合の動作は、選択した重複チェックオプシ

ョンによって決まります。 

シナリオB - 外部固有IDがマップされている 

外部固有IDを使用して重複レコードが検索されます。 

n シナリオB1 - 重複した外部IDが1つ見つかった 
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現在重複が見つかったレコードのほかに取引先名および所在地についても、重複があるかどうかがチェックされます

。重複が見つかった場合、どのレコードも更新または挿入されません。 

重複チェックオプションが［既存のレコードに上書き］に設定されている場合、取引先名および所在地を含め、レコ

ードは更新されます。 

重複チェックオプションが［重複レコードをインポートしない］に設定されている場合、どのレコードも更新または

挿入されません。 

n シナリオB2 - 重複した外部IDが複数見つかった 

どのレコードも挿入または更新されません。 

n シナリオB3 - 重複した外部IDが見つからない 

取引先名および所在地に基づいて重複チェックが行われます。 

n シナリオB3a - 重複した取引先名および所在地が見つからない 
レコードが挿入されます。 

n シナリオB3b - 重複した取引先名および所在地が1つ見つかった 
重複チェックオプションが［既存のレコードに上書き］に設定されている場合、外部固有IDを含めて、レコードは
更新されます。重複チェックオプションが［重複レコードをインポートしない］に設定されている場合、レコードは

更新されません。 

n シナリオB3c - 重複した取引先名および所在地が複数見つかった 
どのレコードも挿入または更新されません。 

シナリオC - 外部固有IDがマップされていない 

取引先名および所在地は重複チェックを行うために使用されます。 

n シナリオC1 - 重複した取引先名および所在地が1つ見つかった 

重複チェックオプションが［既存のレコードに上書き］に設定されている場合、レコードは更新されます。 

重複チェックオプションが［重複レコードをインポートしない］に設定されている場合、どのレコードも更新または

挿入されません。 

n シナリオC2 - 重複した取引先名および所在地が複数見つかった 

どのレコードも挿入または更新されません。 

n シナリオC3 - 重複した取引先名および所在地が見つからない 

レコードが挿入されます。 

親取引先の外部IDのシナリオ 
親取引先の外部IDは、関連する親取引先レコードを設定するためだけに使用されます。このIDは重複チェックまたは更新に
影響を与えません。 

シナリオA - 親取引先の外部IDがマップされている 

親取引先の外部IDは、親取引先を特定するためだけに使用されます。 

n シナリオA1 - 複数のレコードが親取引先の外部IDに一致した 

親取引先は設定されません。 

n シナリオA2 - 1つのレコードが親取引先の外部IDに一致した 
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親取引先が設定されます。 

n シナリオA3 - どのレコードも親取引先の外部IDに一致しない 

親取引先は設定されません。 

シナリオB - 親取引先の外部IDがマップされていない 

親取引先の名前および所在地は、親取引先を特定するためだけに使用されます。 

n シナリオB1 - 複数のレコードが親取引先の名前および所在地と一致した 

親取引先は設定されません。 

n シナリオB2 - 1つのレコードが親取引先の名前および所在地と一致した 

親取引先が設定されます。 

n シナリオB3 - どのレコードも親取引先の名前および所在地と一致しない 

親取引先は設定されません。 
 

インポート時のレコードのリンク 
レコードをインポートするときに、インポートするレコードをデータベース内の既存のレコードにリンクできます。たとえば

、担当者レコード（墨田純）を取引先レコード（墨田自動車修理工場）にリンクすることができます。 

インポート時に別のレコードをリンクするには、データベース内にすでにレコードが存在している必要があります。したがっ

て、複数のタイプのレコードをインポートするときは、［インポートツールとエクスポートツール］ページに表示されている

順にインポートすることをお勧めします。たとえば、取引先レコードをインポートしてから担当者レコードをインポートしま

す。 

インポート時に、次のいずれかの方法でレコードをリンクできます。  

n リンクするレコードの名前を指定 

n 外部IDコードを指定  

どちらの場合も、インポートファイル（CSVファイル）にデータの入った列があることを確認する必要があります。 

名前を使用したレコードのリンク 
名前を指定してレコードをリンクするには、インポートファイルに、リンクするレコードの名前の列を追加します。たとえば

、取引先にリンクする担当者レコードをインポートする場合、次の操作を行います。 

n インポートファイルに［取引先名］列を追加 

n 担当者レコードごとに適切な取引先名を指定 

n インポートアシスタントを使用して担当者レコードの［取引先］フィールドに［取引先名］列をマップ 

注：データベース内に存在しない取引先が関連付けられている担当者レコードをインポートする場合は、インポート時に取引

先を作成できます。システム生成の取引先レコードは、担当者の住所を、請求および出荷先住所として使用します。この機能

を有効にするには、インポートアシスタントのステップ1で、［関連レコードを作成する］オプションを選択します。 
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外部IDを使用したレコードのリンク 
アプリケーション内の各レコードに対して、［外部ID］フィールドに一意の識別コードをインポートできます。それ以降の
インポートでは、この［外部ID］フィールドを使用してレコード間のリンクを作成できます。 

たとえば、担当者レコードのエクスポートファイル（CSVファイル）は、個々の担当者に関連付けられた取引先を示してい
ます。各取引先は、名前ではなく、［取引先コード］カラムの数値コードで表されます。これらのレコードをインポートする

ときは、まず取引先レコードをインポートし、CSVファイルの［取引先コード］カラムをアプリケーションの［外部ID］フ
ィールドとマップします。次に、担当者レコードをインポートし、CSVファイルの［取引先コード］カラムをOracle CRM 
On 
Demandの担当者レコードの［取引先外部ID］フィールドとマップします。これにより、担当者レコードと取引先レコード
のリンクが作成されます。  
 

データチェックのガイドライン 
Oracle CRM On Demandにインポートする前に、CSVファイルのデータをチェックします。 

1 該当するデータのフィールドタイプに関するガイドラインをチェックします。詳細は、「データインポート時のフィール
ドタイプのガイドライン (ページ 605)」を参照してください。  

2 インポートする各レコードタイプに関する固有の情報をチェックします。  

［インポートツールとエクスポートツール］ページのドロップダウンリストに、レコードをインポートする推奨順序

が表示されます。リストに表示されるレコードタイプは、実装している業界固有のソリューションによって異なりま

すが、このリストに表示されている順序でレコードタイプをインポートする必要があります。 

注：データチェックのガイドラインでは、米国およびカナダ版のOracle CRM On 
Demandでの例を使用しています。その他の国向けのOracle CRM On 
Demandでは、有効な値のデフォルトのリストが変更されていることがあるため、このトピックの情報とは異なる場合があ
ります。たとえば、有効な州の値は、米国およびカナダ版以外のOracle CRM On 
Demandでは異なります。さらに、有効な値はサポートされている言語によっても異なる場合があります。 

エクスポートCSVファイルのフィールド順序は、Oracle CRM On 
Demandによって決定され、いつでも変更できます。したがって、エクスポートCSVファイルのフィールドが特定の順序に
なることを期待しないでください。iTAGまたはフィールド名の値を変更しても、エクスポートファイルのフィールドの順序
には影響しません。フィールドの順序をさらに制御する場合は、Oracle Webサービスの使用を検討してください。 
 

データインポート時のフィールドタイプのガイドライン 
インポートするデータが、該当するフィールドタイプの仕様を満たしていることを確認します。このトピックで説明するフィ

ールドタイプは次のとおりです。 

n テキスト 

n ピックリスト 

n 数値 

n 整数 

n 通貨 

n 率 

n チェックボックス 
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n 電子メール 

n 電話 

n 日時 

n 日付 

テキスト 
Oracle CRM On 
Demandの各テキストフィールドには最大長が設定されています。最大長を超える文字はインポートされません。このよう
な状況が発生すると、インポート結果の電子メールメッセージが警告として送信されます。 

ヒント：  インポートするデータの長さを最大長と比較します（ファイルをスプレッドシートアプリケーションで開き、スプ
レッドシート機能の1つを使用して、カラムの最大長の値を確認します）。データが最大長を超える場合は、データをカスタ
ムフィールドにインポートし、データを2つの個別のフィールドに分割するか、目的の長さに収まるように一部のデータを省
略することをお勧めします。 

ピックリスト 
ピックリストフィールドを使用すると、そのフィールドの値のリストから値を選択できます。インポートプロセスでは、CS
Vファイルからアプリケーションに新しいピックリスト値を追加するか、追加しないかを指定できます。 

注：ユーザーの言語設定が企業レベルの言語設定と同じである場合は、常にピックリスト値のオプションが表示されます。ユ

ーザーの言語が企業の言語設定と異なる場合は、このオプションは表示されません。たとえば、企業の言語がフランス語の場

合、言語をフランス語に設定しているユーザーにはこのオプションが表示されますが、同じ企業のユーザーでも英語に設定し

ているユーザーには表示されません。 

追加しないことを選択すると、アプリケーションの値に厳密に一致するピックリスト値だけがインポートされます（値では大

文字小文字が区別されます）。このような状況が発生すると、インポート結果の電子メールメッセージが警告として送信され

ます。 

企業の管理者は、いくつかの特定のフィールドを除き、フィールドのピックリスト値を変更できます（例外については、イン

ポートするレコードタイプのガイドラインを参照してください）。 

注： データのインポート時に新しいピックリスト値を追加するオプションを選択した場合、これらの新しいピックリスト値
は24時間が経過するまでレポートに表示できないことがあります。そのため、その時間はフィルターとして新しいピックリ
スト値を使用できない場合があります。 

ファイルのデータをアプリケーションの有効な値と比較するには 

1 スプレッドシートアプリケーションでファイルを開きます。 

ヒント：  ファイルをMicrosoft 
Excelで開いた場合は、オートフィルタ機能を使用して、ファイルの特定のカラムに表示される値を確認できます。 

2 Oracle CRM On Demandの有効な値とファイルの値とを比較します。そのためには、次の該当する操作を行います。 

n 管理者の場合は、アプリケーションの［管理］グローバルリンクをクリックし、値を比較するフィールドが含まれる
［フィールドセットアップ］ページを表示します。 

n Oracle CRM On 
Demandで、適切なタブをクリックしてレコードを選択します。［編集］ページで、確認したいフィールドのドロ
ップダウンリストをクリックし、値をデータと比較します。 
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ヒント：  インポートデータを、既存の値に一致する値を持つもののみに制限する場合は、インポートしたすべてのデータが
既存の値と一致することを確認します。一致しているかどうかを確認する場合は、大文字小文字が問題になります。有効な値

に一致するようにインポートファイルのデータを変更することも、ピックリスト値をアプリケーションに追加することもでき

ます（「ピックリスト値の変更 (ページ 160)」を参照）。 

数値 
インポートデータとして、-2,147,483,648から 
2,147,483,647の範囲の任意の数値が有効です。インポートデータのカンマは無視されます。小数点の後の数字は小数点以
下第2位の最近似値に丸められます。 

インポート時に、予期しない文字を持つ値が見つかった場合、または値が許容範囲を超えている場合は、フィールドのデータ

はインポートされません。このような状況が発生すると、インポート結果の電子メールメッセージが警告として送信されます

。 

インポートする形式にかかわらず、数値フィールドはアプリケーションの共通の形式で表示されます（1,234など）。 

整数 
整数は-2147483648から2147483647までの任意の数値です。 

通貨 
インポートデータは最大15桁の有効な数値です。インポートデータのカンマは無視されます。小数点の後の数字は小数点以
下第2位の最近似値に丸められます。インポートデータの前には、$またはその他の通貨文字が付きます。負の数値も有効で
す。 

インポート時に、予期しない文字が含まれた値が見つかった場合、または値の桁数が多すぎる場合は、フィールドのデータは

インポートされません。このような状況が発生すると、インポート結果の電子メールメッセージが警告として送信されます。 

インポートする形式にかかわらず、通貨フィールドは、アプリケーションの共通の形式で表示されます（$1,000,000.00な
ど）。 

率 
インポートデータは最大15桁の有効な数値です。インポートデータのカンマは無視されます。小数点の後の数字は小数点以
下第2位の最近似値に丸められます。負の数値も有効です。インポートデータは、前または後に%文字を付けることができ、
数字と%の間に任意数のスペースを挿入できます。たとえば、次のすべての有効な値はアプリケーションでは1,234.36%と
表示されます。 

1234.36 
1,234.36 
1234.35678 
1234.36% 
1,234.36 % 

インポート時に、予期しない文字を持つ値が見つかった場合、または値が許容範囲を超えている場合は、フィールドのデータ

はインポートされません。このような状況が発生すると、インポート結果の電子メールメッセージが警告として送信されます

。 

インポートする形式にかかわらず、率フィールドは、アプリケーションの共通の形式で表示されます（1,234.36%など（カ
ンマで桁が区切られ、後ろに%符号が付く））。 
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チェックボックス 
チェックボックスの設定はオンとオフの2つだけです。次の表では、データをインポートするときに使用できる値を示してい
ます。これらの値は大文字小文字が区別されないので、アプリケーションは「true」や「t」なども認識します。 

チェックボックスがオン チェックボックスがオフ 
（選択されていない） 

1 0 

Y N 

はい いいえ 

T F 

True False 

確認済み 未確認 

インポートデータが他の値の場合は、アプリケーションのチェックボックスフィールドはオフの設定になります。このような

状況が発生しても、インポート結果の電子メールメッセージは警告として送信されません。 

異なる言語環境下でインポートする場合は、表内の値の翻訳を使用する必要があります。ただし、表内の上から2行に示した
値（Y、N、1、0）は、言語設定にかかわらず、アプリケーションによって認識されます。 

ヒント：  オンの設定になることが予想されるにもかかわらず、インポート時にオンの設定が認識されない値を確認します。
これらの値は、インポートする前にYに変換してください。 

インポートプロセスで、インポートするレコードタイプのチェックボックスフィールドがインポートファイルのフィールドに

マップされていない場合は、インポートする各レコードについてその値がオフに設定されます。 

電子メール 
インポートデータが任意の形式と一致しない場合、フィールドのデータはインポートされません。次の基準は無効とみなされ

ます。  

n 電子メールデータの最後または先頭に記号（@）またはピリオド（.）を使用できません。両方の記号の前後には英数字
が必要です。たとえば、次の値は有効ではありません。 
a@.  
@a. 
@.a 
a@a.  
a@.a  
@a.a 

n 空文字列 

n 長すぎる文字列 

n @の前に文字がない（@riqhtequip.comなど） 

n @がない（isampleriqhtequip.com） 

n ピリオド（.）がない（isample@riqhtequipcomなど） 

n ドメインがない（isample@など） 

n comなどのドメインのサフィックスがない（isample@riqhtequipなど） 
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n @が複数ある（isample@@riqhtequip.comなど） 

n ピリオド（.）が連続している（isample@riqhtequip..comなど） 

n 文字列の間に空白がある（isa mple@riqhtequipなど） 

n 電子メールアドレスのローカルパートに、次に該当しない文字がある 

n 大文字と小文字の文字（大小は区別されない） 

n 0から9の数字 

n ! # $ % & ' * + - / = ? ^ _ ` { | } ~ . 

n 電子メールアドレスのドメイン名に特殊文字! # $ % & ' * + - / = ? ^ _ ` { | } ~ ()が含まれている 

管理者が企業プロファイルで電子メールフィールドでのUnicode文字を許可するチェックボックスをオンにした場合、担当者
および見込み客レコードのみの電子メールフィールドのアドレスで、ほとんどのUnicode（UTF-
8）文字（アクセント付きの文字を含む）を使用できます。これらの電子メールアドレスのローカルパートとドメインパート
の両方でUnicode（UTF-
8）文字を使用できますが、連続するピリオドはまだサポートされていません。また、企業プロファイルで電子メールフィー
ルドでのUnicode文字を許可するチェックボックスがオンになっている場合でも、次の文字は許可されません。 

, ( ) [ ] : ; " < > 

形式が誤っているためにフィールドのデータがインポートされなかった場合は、インポート結果の電子メールメッセージが警

告として送信されます。 

電話 
電話番号データの入力に適用される同じ形式ルールが、電話番号データのインポートにも適用されます。認識される電話番号

形式のデータはアプリケーションで一貫性のある形式に変換されます。 

テキストフィールドに適用されるフィールドの長さのルールが、電話番号フィールドにも適用されます。特に、インポートデ

ータがアプリケーションのフィールドの最大長を超える場合、超えた文字はインポートされません。このような状況が発生す

ると、インポート結果の電子メールメッセージが警告として送信されます。 

日時 
インポートデータには、複数の異なる日時表現を含めることができます。インポートプロセスの一環として、CSVファイル
で使用する形式を選択します。 

インポートする形式にかかわらず、日時フィールドは、アプリケーションの共通の形式で表示されます（01/19/1964 
12:15 
PMなど）。データの表示に使用される形式は、［個人詳細］ページに表示されるユーザーのロケールの設定によって決まり
ます。 

日時の値は、インポートを実行しているユーザーがアプリケーションの［個人詳細］ページで指定したタイムゾーンに対して

適切であると見なされます。ただし、日時をインポートした後は、異なるタイムゾーンからデータを表示しているユーザーに

対しては、そのユーザーのタイムゾーンに対して調整された日時が表示されます。 

ヒント：  インポートを実行しているユーザーのタイムゾーンが、インポートデータファイルの日時のタイムゾーンと一致し
ていることを確認してください。たとえば、インポートデータで指定された日時が太平洋標準時に関連している場合に、東部

標準時ゾーンのユーザーがそのデータをインポートすると、すべての時刻は3時間遅れで表示されます。この問題を解決する
には、時刻が正しくインポートされるように、インポート時にタイムゾーンを一時的に太平洋標準時に設定します。インポー

トを開始する前に、インポートファイルの日時のタイムゾーンを必ず確認してください。ほとんどの場合は、CSVデータフ
ァイルの日時はグリニッジ標準時（GMT）形式なので、インポートの前にこの点を必ず確認してください。 
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n ［日時］フィールドタイプの日付について 

インポートアシスタントを実行する場合は、インポートデータの日付で月（MM）を先にするのか、日（DD）を先
にするのかを指定する必要があります。月を先にするように指定すると、次の形式がサポートされます。 

MM/DD/YY 
MM/DD/YYYY 
MM/DD（年のデフォルトは現在の年） 

日を先にするように指定すると、次の形式がサポートされます。 

DD/MM/YY 
DD/MM/YYYY 
DD/MM（年のデフォルトは現在の年） 

インポートデータの形式をYYYY-MM-DDと指定することもできます。 

これらのどの形式でも、日付または月が1桁の場合は、MMとDDの先頭に0を挿入できます。ただし、0は必須では
ありません。 

注： 現時点では、DD-MON-YYまたはDD-MON-YYYY形式の日付はサポートされていません。 

n ［日時］フィールドタイプの時刻について 

インポートデータでは時刻を指定できます。日付とともに時刻を指定するには、日付の後にスペースを挿入し、その

後に時刻を指定します。日付とともに時刻を指定しない場合は、時刻は00:00:00（深夜）に設定されます。次の時
刻形式がサポートされています。 

HH24:MI:SS 
HH:MI:SS AM 
（HH24は24時間制の時刻を表します。HHが12時間制の場合は、AMはAMまたはPMを表します） 

MI またはSS は省略できます。省略した場合は、インポート時に00 に設定されます。値が1 桁の場合は、HH 
、MI 、およびSS の先頭に0 を挿入できます。ただし、0 は必須ではありません。 

注： インポート中に選択する日時形式オプションに関係なく、インポートプロセスでは24時間制の時刻を使用しま
す。たとえば、デフォルトのカナダ形式（hh:mm:ss 
AM/PM）を選択し、ファイルが15:00:00という時刻を示している場合、データは3:00:00 
PMとして適切にインポートされます。 

日付 
アプリケーションの日付タイプフィールドを使用すると、日付の入力と表示だけが可能になり、時刻は指定できません。これ

らのフィールドの1つにインポートする場合は、有効なインポートデータ形式は日時タイプのフィールドと同じになります。
ただし、インポートデータで時刻を指定しないでください。時刻を指定しても、インポート時に無視されます。 

インポートする形式にかかわらず、日付フィールドは、アプリケーションの共通の形式で表示されます（12/18/2003など）
。 

必須のフィールドについて 
フィールドが（デフォルトで、または管理者によって）必須と指定されている場合は、その必須のフィールドをCSVファイ
ルのカラムにマップしないと、レコード全体が拒否されます。このような状況が発生すると、インポート結果の電子メールメ

ッセージが警告として送信されます。 

ヒント：  インポートしているレコードタイプのフィールドを確認して、必須のフィールドを調べます。インポートデータに
、これらのすべてのフィールドの有効な値が含まれることを確認してください。 
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読み取り専用フィールドについて 
インポート中、読み取り専用フィールドは次のような動作をします。 

n 読み取り専用フィールドにピックリストがある場合、そのフィールドとインポートするフィールドとの間でピックリスト
値が正確に一致している必要があります。 

n フィールドに読み取り専用でアクセスしている場合、そのフィールドにデータをインポートすることはできません。 
 

データのインポートの準備 
Oracle CRM On 
Demandへのデータのインポートを開始する前に、使用するインポート方法を決定する必要があります。適切なインポート
方法を選択する方法の詳細は、「インポートツールとエクスポートツール (ページ 
564)」を参照してください。たとえば、Oracle Data Loader On 
Demandユーティリティでは、特定のレコードタイプのみがサポートされています。詳細は、『Oracle Data Loader On 
Demand 
Guide』を参照してください。また、インポートを実行する前に、『データのインポートの準備』に目を通すことをお勧めし
ます。  

すべてのファイルデータが確実にインポートされるように、場合によっては、CSVファイルのデータを編集したり、Oracle 
CRM On 
Demandをカスタマイズしたりする必要があります。この操作が必要かどうかを確認するには、インポートを開始する前に
次の手順を実行します。 

n インポートするレコードのタイプを決定します。 

見込み客、取引先、担当者、およびメモなどの異なるレコードタイプをインポートすることできます。同時にインポ

ートできるレコードタイプは1つだけです。また、推奨のインポート手順に従う必要があります。 

たとえば、1つのファイルに担当者のリストが含まれ、別のファイルに取引先が含まれる場合は、最初に取引先をイ
ンポートし、次に担当者をインポートして、これらのレコードタイプ間に設定された関係を保持します。 

この手順の順序は、［インポートツールとエクスポートツール］ページのユーザーインターフェイス自体に表示され

ます。 

n ファイルのデータを調べて、次の内容を確認します。 

n 大文字小文字、略語、綴りに一貫性があること 

テキスト値は、CSVファイルに表示されるとおりにインポートされます。したがって、大文字小文字に違
いがあると、不要な追加のレコードが作成されることがあります。たとえば、取引先名にABC、abc、A.B.
C.の値を指定すると、いずれも新しいレコードが作成されます。 

さらに、取引先名と場所が同じ場合は、2つの取引先レコードは同一と見なされるので、追加のレコードが
作成されないように、住所の綴り、大文字小文字、略語を一致させる必要があります。たとえば、次のすべ

てのレコードは同一と見なされません。 

ABC, 111 10th Avenue 

ABC, 111 10th Ave. 

ABC, 111 10th Ave 

ABC, 111 Tenth Avenue 

n 許容される最大長を超えないこと 

n 該当するフィールドの形式の要件に従っていること 
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詳細については、「データチェックのガイドライン (ページ 605)」を参照してください。 

n アプリケーション側でインポートするレコードタイプの必須のフィールドを確認します。 

CSVファイルのデータをすべての必須フィールドにマップする必要があります。マップしないと、レコードは拒否
されます。必須フィールドを確認するには、インポートするレコードタイプの編集ページを参照してください。必須

のフィールドは赤色のテキストで表示されます。 
また、管理者はフィールドを条件付き必須、つまり、デフォルトではフィールドが必須でなくても、レコードの他の

フィールドのデータが特定の条件を満たすと必須になるように設定できます。フィールドに対して定義された条件が

真になった結果としてフィールドが必須になる場合に、条件付き必須フィールドの値がインポートファイルに含まれ

ていないと、レコードは拒否されます。 

n アプリケーションのデフォルトのフィールドにマップされないデータをインポートする場合は、アプリケーションにフィ
ールドを追加します。 

インポートプロセスでは、ファイル内のすべてのフィールドをアプリケーションの既存のフィールドにマップして、

そのデータを取得する必要があります。［アプリケーションをカスタマイズ］権限を含む役割が割り当てられている

場合は、新しい（カスタム）フィールドをOracle CRM On 
Demandで作成し、既存のフィールドにマップできます。手順については、「フィールドの作成と編集 (ページ 
124)」を参照してください。 

n 必要に応じてピックリスト値を設定します。 

インポートプロセスでは、アプリケーションの既存のピックリスト値に一致しないCSVファイルのピックリスト値
をアプリケーションで処理する方法を指定できます。 

n 新しい値としてアプリケーションに追加する 

注 ：アプリケーションのピックリスト値の変更を確認するには、サインアウトして、再びサインインする
必要があります。 

n 追加しない（一致する値だけを取得し、他の値は空白にしておく） 

アプリケーションに存在するピックリスト値を使用して、その値に一致するデータだけをインポートする場合は、綴

りと大文字小文字（値では大文字小文字が区別される）を含めて、ピックリスト値が厳密に一致していることを確認

します。 

一部のピックリスト値は変更できず、この動作に従わないものもあります。「データチェックのガイドライン 
(ページ 605)」を参照し、インポートするレコードタイプのガイドラインを確認してください。 

n 正しい時刻形式を選択します。 

HH:MM:SS 
AMの形式を選択すると、CSVファイル内でデータがAMまたはPMであるかどうかが示されます。AM/PMの時刻形式
を選択しても、データにAMまたはPMが含まれない場合、フィールドは次のように処理されます。  

n HHフィールドが8以上で12以下の場合、これらのフィールドはAMとみなされます。   

n HHフィールドが7以下と13以上の場合、これらのフィールドはPMとみなされます。たとえば、7：00：00は7：00 
PMと処理され、9:00:00は9:00 AMと処理されます。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ピックリスト値の変更 (ページ 160) 

n インポートツールとエクスポートツール (ページ 564) 

データのインポート準備の詳細は、My Oracle Supportの1800338.1（記事ID）を参照してください。  
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取引先住所フィールド: インポートの準備 
次の表では、取引先住所をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート時の
フィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。Oracle CRM On 
Demandに［取引先住所］フィールドをインポートできるのは、企業に共有住所が設定されている場合のみです。共有住所
の詳細は、「住所の管理」を参照してください。 

デフォルトの取引先住所

 フィールド名 
 
データタイプ 

最大長 コメント 

行ID ID 15 なし。  

取引先ID ID 15 なし。  

取引先の外部 ID テキスト 30 なし。  

住所ID ID  15 なし。  

住所外部ID テキスト 30 なし。  

住所タイプ ピックリスト 30 使用可能なデフォルト住所タイプは、［居住施設］

、［事務所］、［別荘］、［その他］、［バニティ

］、［個人］、［郵便］、［病院］、および［クリ

ニック］です。 

請求 チェックボッ

クス 
1 ［請求］フィールドの値が［Y］である場合、その

住所は請求先住所です。このフィールドの値は［Y
］、［N］です。 

出荷先 チェックボッ

クス 
1 ［出荷先］フィールドの値が［Y］である場合、そ

の住所は出荷先住所です。このフィールドの値は［

Y］、［N］です。 

 
 

取引先ブックのフィールド：インポートの準備 
次の表では、取引先ブックをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定に関する情報を示しています。 

注: 
取引先ブックまたは担当者ブックのレコードをインポートするには、将来のブックの管理権限が役割に含まれている必要があ

ります。 

このトピックの情報は「データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  
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注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
時間ベースのブック割当の詳細は、「時間ベースのブック割当について (ページ 358)」を参照してください。 

デフォルトのブック取引

先フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ブック 文字列 150 なし 

ブック Id 文字列 15 なし 

ブックの外部 ID  文字列 30 なし 

取引先: ID 文字列 15 取引先識別子。  

取引先 文字列 100 なし 

取引先部署 文字列  50 なし 

取引先の外部 ID 文字列  30 なし 

開始日 日付 なし レコードの有効化の実

行が必須の日付。  

終了日 日付 なし レコードの有効化の終

了が必須の日付。  

将来のプライマリフラグ 文字列 1 将来のプライマリフラ

グの値が［Y］に指定
されている場合は、ブ

ックが有効化されたと

きに、現在のレコード

のブックがデータオブ

ジェクトのプライマリ

として設定されます。

このフィールドは、［

開始日］フィールドに

基づいています。この

フィールドの値は［Y
］、［N］です。  

 
 

取引先担当者のフィールド: インポートの準備 
次の表では、取引先担当者をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。ここでは「データインポート時のフ
ィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
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Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引先担当

者フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先ID ID 15 なし 

取引先の外部 ID テキスト 30 なし 

取引先名 可変長文字列 100 なし 

担当者の外部 ID テキスト 30 なし 

担当者名 テキスト 255 担当者の氏名 

担当者ID ID 15 なし 

通貨 可変長文字列 20 なし 

為替日 日付 なし なし 

 
 

取引先競合会社のフィールド: インポートの準備 
次の表では、取引先競合会社をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。ここでは「データインポート時のフ
ィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引先競合

会社フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先ID ID 15 なし 

競合会社ID ID 15 なし 

この取引先 テキスト 100 親取引先名を示します 

取引先競合会社 テキスト 100 競合会社の名前を示し

ます 

Account External 
Unique 
ID（取引先の外部固有I
D） 

テキスト 30 なし 

競合会社外部ID テキスト 30 なし 

ID ID 15 取引先競合会社の行ID
を示します 
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デフォルトの取引先競合

会社フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

役割 ピックリスト 30 なし 

役割をリバース ピックリスト 30 なし 

開始日 日付 なし なし 

終了日 日付 なし なし 

状態 テキスト 30 なし 

強み  メモ 1999 なし 

弱み メモ 1999 なし 

担当者ID ID 15 なし 

プライマリ担当者  テキスト 100 なし 

コメント メモ 1999 なし 

 
 

取引先イベントフィールド: インポートの準備 
次の表では、取引先イベントをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。ここでは「データインポート時のフ
ィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引先イベ

ントフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 50 なし 

取引先ID ID 15 なし 

Account External 
Unique 
ID（取引先の外部固有I
D） 

ID 15 取引先の外部固有IDで
す。  

イベント テキスト 50 イベントの名前です。  

イベント ID ID 15 なし 

イベント外部システムI
D 

ID 15 イベントの外部システ

ムIDです。  

行ID ID 15 なし 
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取引先フィールド：インポートの準備 
次の表では、取引先をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート時の
フィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

取引先通貨 ピックリスト 15 このピックリストを編集することはできません。

したがって、インポートする値は有効な値と正確

に一致している必要があります。 

取引先名 テキスト 100 このフィールドはデフォルトでは必須です。した

がって、インポートする前に、すべてのレコード

のこのフィールドに値が入力されていることを確

認してください。 

取引先タイプ ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［競合会社］、［顧客］、

［パートナー］、［見込み顧客］です。 

年間売上 通貨 15 なし 

請求先住所 ピックリスト 100 このフィールドの値は、企業で共有住所を設定し

ている場合にのみ使用可能です。この値は、既存

の住所レコードの［アドレス名］フィールドと一

致する必要があります。［共有アドレスの検証］

の設定がオンの場合も、この値は検証済みの既存

の住所レコードと一致する必要があります。 

請求先住所2、3 テキスト それぞれ100 このフィールドは、企業で共有住所を設定してい
る場合は使用できません。  

請求先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法については

、「国と住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先住所 - 市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先住所 - 国 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国の名前

です。米国の有効な値は［アメリカ］です。この

アプリケーションでは、このフィールドの有効な

値を変更できません。インポートする前に、イン

ポートデータがこのフィールドの有効な値と一致

していることを確認してください（「国と住所の

マッピングについて (ページ 568)」を参照）。 
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先私書箱/並べ替え
コード 

テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は、［C
olonia/Section（アメリカの地区）］、［CEDEX 
Code（CEDEXコード）］、［住所4］、［URB（
市街化地域）］、および［Township（カナダの郡
区）］の住所項目をこのフィールドにマップしま

す（国と住所のマッピングについて (ページ 
568)を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先都道府県 テキスト  50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は、［

MEX State（MEXの州）］、［BRA 
State（BRAの州）］、［Parish（アメリカの郡）
］、［Part Of 
Territory（アメリカの準州）］、［島］、［都道
府県］、［地域］、［Emirate（emirの管轄区域
）］、および［Oblast（ロシアの州）］の住所項
目（または米国の州に相当するその他の項目）を

このフィールドにマップします（「国と住所のマ

ッピングについて (ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値は標

準の2文字の略語です（すべて大文字）。このアプ
リケーションでは、このフィールドの有効な値を

変更できません。インポートする前に、インポー

トデータがこのフィールドの有効な値と一致して

いることを確認してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先郵便番号 テキスト 30 このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

請求先住所外部 ID テキスト 30 企業の共有住所が有効な場合、このフィールドの

データタイプはピックリストになります。このフ

ィールドの値は、既存の住所レコードの［外部固

有 
ID］と一致する必要があります。［共有アドレス
の検証］の設定がオンの場合も、この値は検証済

みの既存の住所レコードと一致する必要がありま
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

す。 

訪問頻度 ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリスト
は変更できます。 

説明 テキスト 16,350 インポートファイルの［説明］フィールドが16,3
50文字を超える場合は、16,252文字に切り捨て
られ、残りの文字はリンク先のメモ（各メモは最

大16,350文字）に追加されます。 

部署 テキスト 50 なし 

外部固有 ID テキスト 30 なし 

名前のふりがな テキスト 100 ふりがなは漢字に付けます（日本語のみ）。 

病院識別番号 テキスト  医療施設番号。Oracle CRM On Demand Life 
Sciences Editionの場合のみ存在します。 

業種 ピックリスト 50 このアプリケーションでは、このフィールドの有

効な値を変更できません。インポートする前に、

インポートデータがこのフィールドの有効な値と

一致していることを確認してください。他の方法

として、企業のOracle CRM On 
Demand管理者が、カスタム［取引先］フィール
ドを作成し、有効な値を設定することで、その値

をインポートデータに含めることができます。こ

の場合は、このフィールドではなく、カスタムフ

ィールドにデータをインポートできます。 

有効なデフォルト値は［自動車］、［エネルギー

業界］、［金融サービス］、［ハイテク業界］、

［製造］、［その他］、［製薬業］、［小売］、

［サービス］、［通信業］です。 

影響タイプ テキスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリスト
は変更できます。 

統合 ID テキスト 30 なし 

最終訪問日 UTC日時 7 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

場所 テキスト 50 ほとんどの場合、このフィールドを使用してレコ

ードが重複しているかどうかを判断します。詳細

については、「レコードの重複と外部IDについて 
(ページ 586)」を参照してください。 

たとえば、取引先XYZの本社と支社を識別するた
めに、アプリケーションは、取引先の名前と所在

地の両方をチェックして、レコードが重複してい

るかどうかを判断します。 

代表 FAX 番号 電話 40 なし 

代表電話番号 電話 40 なし 

マーケットポテンシャル ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリスト
は変更できます。 

市場セグメント テキスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このテキストは変
更できます。 

マーケットシェア 数値 22 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

変更者 なし なし  現時点では、インポート時にこのフィールドの値

を設定することはできません。この値は、アプリ

ケーションによって自動的に設定されます。 

従業員数 整数 なし  なし 

医師数 数値 なし  Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
DemandユーザーのサインオンユーザーIDに一致
している必要があります。このフィールドの有効

な値がレコードに含まれていない場合（値がない

場合も含む）、その値は、インポートを実行して

いるユーザーのサインオンユーザーIDに設定され
ます。 

インポートアシスタントの実行時に、このフィー

ルドが有効なインポートファイルフィールドにマ

ップされない場合、［所有者］は、インポートさ

れたすべてのレコードのインポートを実行してい

るユーザーのサインオンユーザーIDに設定されま
す。 

所有者の外部 ID テキスト 30 なし 

親取引先 テキスト 100 有効な取引先名になっている必要があります。 
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

親取引先の外部ID テキスト 30 なし 

親取引先部署 テキスト 50 なし 

パートナー チェックボッ

クス 
なし  この取引先がパートナーであるかどうかを示しま

す。 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

優先順位 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［低］、［中］、［高］で

す。 

取引先株式会社 チェックボッ

クス 
なし  株式会社である（株式非公開会社ではない）場合

は、このフィールドをオンに設定します。 

評価1 整数 なし  このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4お
よび5です。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィールド

について」を参照してください。  

評価2 整数 なし  このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4お
よび5です。  

評価3 整数 なし  このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4お
よび5です。  

取引先を再割当 チェックボッ

クス 
なし  取引先を再度割り当てる必要があることを示しま

す。インポートした場合、企業の管理者またはマ

ネージャが再割り当て機能を設定すると、この取

引先レコードに対して自動割り当て規則が適用さ

れます。 

問い合わせ チェックボッ

クス 
なし  見込み顧客に割り当て可能な参照にこの取引先が

相当する場合は、このフィールドをオンに設定す

る必要があります。 

リファレンス開始日 日付 なし  なし 

地域 ピックリスト 25 有効なデフォルト値は［東］、［西］、［中央部

］です。 

ルート ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリスト
は変更できます。 

出荷先住所 ピックリスト  100 このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合にのみ使用可能です。  

この値は、既存の住所レコードの［アドレス名］

フィールドと一致する必要があります。［共有ア
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

ドレスの検証］の設定がオンの場合も、この値は

検証済みの既存の住所レコードと一致する必要が

あります。 

出荷先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法については

、「国と住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先住所2、3 テキスト それぞれ100 国ごとの住所フィールドのマップ方法については
、「国と住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先国 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国の名前

です。米国の有効な値は［アメリカ］です。この

アプリケーションでは、このフィールドの有効な

値を変更できません。インポートする前に、イン

ポートデータがこのフィールドの有効な値と一致

していることを確認してください（「国と住所の

マッピングについて (ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先私書箱/並べ替え
コード 

テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は、［C
olonia/Section（アメリカの地区）］、［CEDEX 
Code（CEDEXコード）］、［住所4］、［URB（
市街化地域）］、および［Township（カナダの郡
区）］の住所項目をこのフィールドにマップしま

す（国と住所のマッピングについて (ページ 
568)を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先都道府県 テキスト 50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は、［

MEX State（MEXの州）］、［BRA 
State（BRAの州）］、［Parish（アメリカの郡）
］、［Part Of 
Territory（アメリカの準州）］、［島］、［都道
府県］、［地域］、［Emirate（emirの管轄区域
）］、および［Oblast（ロシアの州）］の住所項
目（または米国の州に相当するその他の項目）を

このフィールドにマップします（「国と住所のマ

ッピングについて (ページ 568)」を参照）。 
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値は標

準の2文字の略語です（すべて大文字）。このアプ
リケーションでは、このフィールドの有効な値を

変更できません。インポートする前に、インポー

トデータがこのフィールドの有効な値と一致して

いることを確認してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

出荷先郵便番号 テキスト 30 このフィールドは、企業で共有住所を設定してい

る場合は使用できません。  

納入先住所外部 ID テキスト 30 企業の共有住所が有効な場合、このフィールドの

データタイプはピックリストになります。このフ

ィールドの値は、既存の住所レコードの［外部固

有 
ID］と一致する必要があります。［共有アドレス
の検証］の設定がオンの場合も、この値は検証済

みの既存の住所レコードと一致する必要がありま

す。 

ソースキャンペーン ピックリスト 30 その取引先を生成したキャンペーン。 

状態 ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリスト
は変更できます。 

信号機1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および2で
す。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィールド

について」を参照してください。  

信号機2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および2で
す。  

信号機3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および2で
す。  

テリトリー テキスト 255 なし 

Web サイト テキスト 100 このフィールドのインポートされたデータに対し

て形式のチェック（長さのチェックを除く）は行

われません。 
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デフォルトの取引先 フ
ィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

年度累計売上 数値 22 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

 
 

取引先パートナーのフィールド: インポートの準備 
次の表では、取引先パートナーをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート時の
フィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引先 パ
ートナーフィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

取引先 ID ID 15 なし。 

パートナーID ID 15 なし。 

親取引先名 テキスト 100 なし。 

取引先外部固有ID テキスト 30 なし。 

パートナー外部ID テキスト 30 なし。 

ID ID 15 なし。 

役割 ピックリスト 30 なし。 

役割をリバース ピックリスト 30 なし。 

開始日 日付 なし なし。 

終了日 日付  なし なし。 

状態 テキスト  30 なし。 

強み メモ 1999 なし。 

弱み メモ 1999 なし。 

担当者ID ID 15 なし。 
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デフォルトの取引先 パ
ートナーフィールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

プライマリ担当者  テキスト 100 なし。 

コメント メモ 1999 なし。 

 
 

取引先チームフィールド：インポートの準備 
次の表では、取引先チームをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引先

チームフィールド名 
フィールドの

タイプ 
最大長  コメント 

取引先アクセス ピックリスト 15 有効なデフォルト値は、［完全］、［読み取り専用］、［

編集］、［所有者］です。 

このピックリストを編集することはできません。したがっ

て、インポートする値は有効な値と正確に一致している必

要があります。  

取引先部署 テキスト 50 なし 

取引先名 テキスト 100 なし 

担当者アクセス ピックリスト 15 有効なデフォルト値は、［読み取り専用］、［編集］、［

完全］、［アクセスなし］です。 

このピックリストを編集することはできません。したがっ

て、インポートする値は有効な値と正確に一致している必

要があります。  

商談アクセス ピックリスト 15 有効なデフォルト値は、［読み取り専用］、［編集］、［

完全］、［アクセスなし］です。 

このピックリストを編集することはできません。したがっ

て、インポートする値は有効な値と正確に一致している必

要があります。  

チームの役割 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は、［所有者］、［エグゼクティブス

ポンサー］、［コンサルタント］、［パートナー］、［そ

の他］です。 

ユーザーID テキスト 50 なし 
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取引先の外部 ID テキスト 30 なし 

ユーザーの外部ID テキスト 30 なし 

 
 

認定のフィールド：インポートの準備 
次の表では、認定データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの認定フィー

ルド名 
フィールド

のタイプ 
最大長  コメント 

認定料金 通貨 22 なし。 

認定ID テキスト 50 認定の内部識別子は一意にすることをお勧めします。 

使用可能期間開始 日付 7 なし。 

使用可能期間終了 日付 7 なし。 

会社 テキスト 50 なし。 

担当者 ピックリス

ト 
15 このフィールドは、Oracle CRM On 

Demandに認定担当者がすでに存在している場合に使用しま
す。 

通貨  ピックリス

ト 
15 なし 

説明 テキスト 250 なし。 

電子メール テキスト 40 認定担当者の電子メールアドレス。 

為替日 日付 なし なし 

名前 (名) テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、認定担
当者の名前（名）を入力します。 

名前 (姓) テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、認定担
当者の名前（姓）を入力します。 

名前 テキスト 50 認定名は一意にすることをお勧めします。 

目標 ピックリス

ト 
50 なし。 
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所有者 ピックリス

ト 
15 なし。 

支払オプション ピックリス

ト 
30 デフォルトの有効値は、［小切手］、［クレジットカード］

、［現金］、［利益資金］です。 

電話 電話 50 認定担当者の電話番号。 

プライマリ製品 ピックリス

ト 
15 なし。 

プライマリ製品カテゴリ

ー 
ピックリス

ト 
15 なし。 

 

更新可能 チェックボ

ックス 
1 なし。 

状態 ピックリス

ト 
30 デフォルトの有効値は、［ドラフト］、［計画済み］、［利

用可能］、［旧式］、［無効］です。 

タイプ ピックリス

ト 
30 デフォルトの有効値は、［セールス］、［テクニカル］、［

サービス］、［インストレーション］、［アップグレード］

、［デザイン］、［セキュリティ］です。 

有効 (月) 数値 22 なし。 

Web サイト テキスト 100 追加の認定情報が格納されているページのURL。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 認定のフィールド 
 

認定リクエストのフィールド：インポートの準備 
次の表では、コース認定のリクエストデータをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの認定リクエス

トフィールド名 
フィールド

のタイプ 
最大長  コメント 

認定日 日付 7 なし 
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認定名 ピックリス

ト 
15 なし 

認定番号 テキスト 50 通常、認定番号は一意です。 

認定状況 ピックリス

ト 
30 デフォルトの有効値は、［リクエスト済み］、［認可］、

［拒否］です。 

説明 テキスト 250 なし 

失効日 日付 7 なし 

目標 ピックリス

ト 
15 なし 

所有者 ピックリス

ト 
15 なし 

パートナー名 ピックリス

ト 
15 なし 

プラン ピックリス

ト 
15 なし 

更新可能 チェックボ

ックス 
1 なし 

リクエスト日 日付 7 このフィールドには、デフォルトではレコード作成日が表

示されますが、レコード作成日以降に変更することもでき

ます。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

住所フィールド：インポートの準備 
次の表では、住所をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定に関する情報を示しています。この情報は「データインポート時のフィール
ドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの住所 フィ
ールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 
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デフォルトの住所 フィ
ールド名 

 
データタイプ 

最大長 コメント 

アドレス名 テキスト 100 このフィールドは必須で、一意である必要があり

ます。  

国 テキスト 30 なし 

住所 1 テキスト 200 なし 

住所 2 テキスト 100 なし 

住所 3 テキスト 100 なし 

都道府県 テキスト 30 なし 

市 テキスト 50 なし 

都道府県 テキスト 50 なし 

郵便番号 テキスト 30 なし 

説明 テキスト 100 なし 

コメント テキスト 1999 なし 

緯度 数値 22 ジオコーディング機能がサポートされているOracl
e CRM On Demand Disconnected Mobile 
SalesやOracle CRM On Demand Connected 
Mobile 
Salesなどのモバイルアプリケーションのフィール
ド値を使用できます。  

経度 数値 22 ジオコーディング機能がサポートされているOracl
e CRM On Demand Disconnected Mobile 
SalesやOracle CRM On Demand Connected 
Mobile 
Salesなどのモバイルアプリケーションのフィール
ド値を使用できます。  

 
 

割当のフィールド：インポートの準備 
次の表では、割当をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
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デフォルトの割当 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

割当タイプ  テキスト 30 なし  

割当数量 数値 22 営業員が管理者から割り当てられた製品の数

量。  

販売数量 数値 22 割り当て期間中にセールス要員が提供した製

品の数量。  

終了日 日時 7 製品の払出が可能な最終日。  

最大数量 数値 22 営業員が一定期間に顧客に納入できる製品の

数量。  

ソートキー  数値 22 リスト内の製品の表示順序。  

［残数量］ 数値 22 割り当て期間中にセールス要員が依然として

提供できる製品の数量。 

サンプル テキスト 15 割当に関連付けられている製品名。  

開始日 日時 7 流通を開始する日。  

サンプリングの停止フラグ  ブール 1 このフィールドがオンの場合、今後は製品を

払出できません。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

申込書類のフィールド：インポートの準備 
次の表では、申込書類レコードをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの申込書類フィー

ルド名  
データタイプ 最大長 コメント 

住所 住所 1 可変長文字列 200 申請を行う企業の住所（番地）。 
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デフォルトの申込書類フィー

ルド名  
データタイプ 最大長 コメント 

住所 住所 2 可変長文字列 100 なし  

住所 住所 3 可変長文字列 100 なし  

住所 市区郡 可変長文字列 50 なし  

住所 国 可変長文字列 30 なし  

住所 私書箱/並べ替えコード 可変長文字列 200 なし  

住所 都道府県  可変長文字列 50 なし  

住所 米国の州 可変長文字列 10 なし  

住所 郵便番号 可変長文字列 30 なし  

年間売上 数値 22 企業の年間売上の合計。 

承認状況 可変長文字列 30 申込書類の現在の承認状況。 

承認日 日付 7 申込書類が承認された日時。 

キャンペーン 可変長文字列 15 パートナーの申込を勧誘するキャンペーンの

名前。 

携帯電話番号 可変長文字列 40 提出者の携帯電話番号。 

通貨 ピックリスト 15 なし 

現在の承認者 可変長文字列 15 現在の承認者の名前。 

電子メールアドレス 可変長文字列 100 提出者の電子メールアドレス。 

為替日 日付 なし なし 

既存のパートナーシップ 可変長文字列  既存のパートナーシップのリスト。  

予想パートナーシップ給付金 可変長文字列 500 パートナーシップの予想利益のリスト。  

名前 (名) 可変長文字列 50 提出者の名前（名）。 

業種  可変長文字列 50 企業が他社と競合している業種。 

肩書  可変長文字列 75 提出者の肩書。 

名前 (姓) 可変長文字列 50 提出者の名前（姓）。 

所在地 可変長文字列 50 企業の所在地。 

代表 FAX 番号 可変長文字列 40 企業の代表FAX番号。 

代表電話番号 可変長文字列 40 会社の代表電話番号。 

名前  可変長文字列 50 会社の名前。 

従業員数  数値 22 企業の従業員の合計数。 
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デフォルトの申込書類フィー

ルド名  
データタイプ 最大長 コメント 

所有者 可変長文字列 15 レコードの所有者。  

パートナー 可変長文字列 15 この申込書類に関連付けられているパートナ

ー。 

パートナープログラム 可変長文字列 15 申込書類に関連付けられているパートナープ

ログラムの名前。 

パートナータイプ 可変長文字列 30 申込書類を提出しているパートナーのタイプ

。 

プログラムレベル  可変長文字列 30 申込書類に関連付けられているパートナープ

ログラムのレベル。 

拒否理由  可変長文字列 30 申込書類が拒否された理由。 

ソース 可変長文字列 30 申込の情報源。例：Webサイト、ダイレク
トメール、電子メール。 

送信状況 可変長文字列 30 提出の状況。例：未提出、提出済、リコール

済など。 

送信日 日付 7 申込書類の提出日時。 

Web サイト 可変長文字列 100 会社のURLアドレス。 

勤務先 FAX 番号 可変長文字列 40 提出者の勤務先FAX番号。 

勤務先電話番号 可変長文字列 40 提出者の勤務先電話番号。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

アポイント担当者フィールド：インポートの準備 
次の表では、担当者とアポイントとのリンクをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのアポイント担

当者フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 
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デフォルトのアポイント担

当者フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

担当者名 テキスト 255 なし 

担当者の外部ID 

 

テキスト 30 なし 

アポイントの外部ID 

 

テキスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

アポイントユーザーフィールド：インポートの準備 
次の表では、ユーザーとアポイントとのリンクをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのアポイント

ユーザーフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ユーザーID テキスト 30 なし 

アポイントの外部ID 

 

テキスト 30 なし 

ユーザーの外部ID 

 

テキスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
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アポイント、タスク、および電話連絡フィールド：インポートの準備 
次の表では、アポイントおよびタスクをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

正しい時刻形式を選択します。HH:MM:SS 
AMの形式を選択すると、CSVファイル内でデータがAMまたはPMであるかどうかが示されます。AM/PMの時刻形式を選択し
ても、データにAMまたはPMが含まれない場合、フィールドは次のように処理されます。HHフィールドが8以上で12以下の
場合、これらのフィールドはAMとみなされます。HHフィールドが7以下と13以上の場合、これらのフィールドはPMとみな
されます。たとえば、7：00：00は7：00 PMと処理され、9:00:00は9:00 AMと処理されます。  

 

デフォルトアポイント、タスクお

よび電話連絡 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 100 なし 

取引先の外部 ID テキスト  30 なし 

取引先部署 テキスト 50 なし 

活動 テキスト 100 なし 

活動通貨 ピックリスト 15 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

アポイントリマインダ ピックリスト 30 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

キャンペーン テキスト 50 なし 

キャンペーンの外部ID テキスト  30 なし 

コメント メモ 250 なし 

担当者 テキスト 255 なし 

担当者の外部 ID テキスト  30 なし 

説明 テキスト  16,350 インポートファイルの［説明］フィールド

が16,350文字を超える場合は16,252文字
に切り詰められます。残りの文字はリンク

先のメモ（各メモは最大16,350文字）に追
加されます。  
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デフォルトアポイント、タスクお

よび電話連絡 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

締切日 日付 32 なし。このフィールドはタスクで使用でき

ます。これはデフォルトで必須フィールド

です。 

終了時刻 日時 32 なし。このフィールドはアポイントで使用

できます。これはデフォルトで必須フィー

ルドです。 

外部固有 ID テキスト  30 なし 

イベント ピックリスト 50 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

資金リクエスト ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand High Tech 
EditionおよびOracle CRM On Demand 
Partner Relationship Management 
Editionの場合のみ存在します。読み取り専
用です。 

統合 ID テキスト 30 なし 

見込み客 テキスト 255 なし 

見込み客の外部ID テキスト  30 なし 

場所 テキスト 100 アポイントの場合のみ存在します。 

商談 テキスト 100 なし 

商談の外部ID テキスト  30 なし 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
DemandユーザーのサインオンユーザーID
に一致している必要があります。このフィ

ールドの有効な値がレコードに含まれてい

ない場合（値がない場合も含む）、その値

は、インポートを実行しているユーザーの

サインオンユーザーIDに設定されます。 

インポートアシスタントの実行時に、この

フィールドが有効なインポートファイルフ

ィールドにマップされない場合、［所有者

］は、インポートされたすべてのレコード

のインポートを実行しているユーザーのサ

インオンユーザーIDに設定されます。 

 

所有者の外部 ID テキスト  30 なし 

優先順位 ピックリスト 30 このフィールドはデフォルトでは必須です

。有効なデフォルト値は［1-高］、［2-
中］、［3-低］です。 
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デフォルトアポイント、タスクお

よび電話連絡 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

個人 チェックボック

ス 
なし  なし 

サービスリクエスト テキスト 64 なし 

サービスリクエストの外部ID テキスト  30 なし 

開始時刻 日時 32 なし。このフィールドはアポイントで使用

できます。これはデフォルトで必須フィー

ルドです。  

状態 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［完了］、［延期］

、［進行中］、［他のユーザーを待機中］

、［開始前］です。 

主題 テキスト 150 タスクとアポイントで使用できます。これ

はデフォルトで必須フィールドです。 

タスク通貨 テキスト 15 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

タスクリマインダ 日時 32 なし。  

タイプ ピックリスト 30 このフィールドはタスクとアポイントで使

用できます。有効なデフォルト値は［電話

連絡］、［フォローアップ］、［デモ］、

［電子メール］、［イベント］、［FAX］、
［ミーティング］、［その他］、［個人］

、［プレゼンテーション］、［予定］です

。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 活動フィールド 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

資産フィールド：インポートの準備 
次の表では、資産をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  
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注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの資産フィー

ルド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 100 なし 

取引先の外部 ID テキスト  30 なし 

資産通貨 ピックリスト 20 このピックリストを編

集することはできませ

ん。したがって、イン

ポートする値は有効な

値と正確に一致してい

る必要があります。 

契約 テキスト 30 なし 

顧客担当者 テキスト 255 なし 

説明 テキスト 250 なし 

失効日 日付 7 なし 

外部固有 ID テキスト 30 なし 

インストール日 日付 7 資産をOracle CRM On 
Demandにインポート
すると、このフィール

ドに現在の日付が自動

的に入力されます。  

統合 ID テキスト 30 なし 

通知日 日付 7 Oracle CRM On 
Demand High Tech 
Editionの場合のみ存在
します。 

運用状況 テキスト 30 なし 

製品の外部 ID テキスト 30 なし 

製品名 テキスト 100 デフォルトでは、必須

フィールド。 

購入日 日付 7 なし 

購入価格 通貨 15 なし 

数量 数値 15 なし 

シリアル番号 テキスト 100 なし 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

638  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

デフォルトの資産フィー

ルド名 
データタイプ 最大長 コメント 

出荷日 日付 7 なし 

保証 テキスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 資産の追跡 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

ブロック製品フィールド: インポートの準備 
次の表では、ブロック製品レコードをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート時の
フィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのブロック製

品 フィールド名 
 
データタイプ 

最大長 コメント 

担当者 テキスト 15 なし 

通貨 ピックリスト 15 なし 

説明 テキスト 250 なし 

為替日 日付 なし なし 

外部システム ID テキスト 50 なし 

ID テキスト 15 なし 

インデックス付きチェッ

クボックス 
ブール 1 なし 

インデックス付き通貨 通貨 22 なし 

インデックス付き日付 日時 32 なし 

インデックス付き数値 数値 22 なし 

インデックス付きピック

リスト 1 
ピックリスト 30 なし 
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デフォルトのブロック製

品 フィールド名 
 
データタイプ 

最大長 コメント 

インデックス付きピック

リスト 2 
ピックリスト 30 なし 

インデックス付きピック

リスト 3 
ピックリスト 30 なし 

インデックス付きピック

リスト 4 
ピックリスト 30 なし 

インデックス付きピック

リスト 5 
ピックリスト 30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

製品 テキスト 100 なし 

担当者: 外部固有ID テキスト 50 なし 

所有者: 外部固有ID テキスト 50 なし 

製品: 外部固有ID テキスト 50 なし 

 
 

ブックユーザーのフィールド：インポートの準備 
次の表では、ブックユーザーをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。Oracle CRM On 
Demandでのブックの使用方法の詳細は、「ブックの管理 (ページ 339)」を参照してください。 

デフォルトのブックユー

ザーフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

アクセスプロファイル 文字列 100 なし 

ブックユーザー役割 文字列 30 なし 

ユーザー 文字列 50 このフィールドには、

ユーザーエイリアスの

値を指定します。  

ブック名 文字列 150 新規インポートを実行

する場合は、［ブック

名］フィールドまたは

［ブック 
Id］フィールドにのみ
値を指定し、両方には
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デフォルトのブックユー

ザーフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

指定しないことをお勧

めします。 

ブック Id 文字列 15 新規インポートを実行

する場合は、［ブック

名］フィールドまたは

［ブック 
Id］フィールドにのみ
値を指定し、両方には

指定しないことをお勧

めします。 

既存のレコードを更新

する場合は、［ブック 
Id］フィールドが必須
です。  

ユーザー識別子 文字列 15 既存のレコードを更新

する場合は、ユーザー

識別子フィールドが必

須です。  

新規インポートを実行

する場合は、［ユーザ

ーのサインイン 
ID］、ユーザー識別子
、または［ユーザーの

外部 
ID］フィールドのうち
の少なくとも1つに値を
指定することをお勧め

します。 

ユーザーの外部 ID 文字列 30 新規インポートを実行

する場合は、［ユーザ

ーのサインイン 
ID］、ユーザー識別子
、または［ユーザーの

外部 
ID］フィールドのうち
の少なくとも1つに値を
指定することをお勧め

します。 
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デフォルトのブックユー

ザーフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ユーザーのサインインI
D 

文字列 50 新規インポートを実行

する場合は、［ユーザ

ーのサインイン 
ID］、ユーザー識別子
、または［ユーザーの

外部 
ID］フィールドのうち
の少なくとも1つに値を
指定することをお勧め

します。 

 
 

ブックのフィールド：インポートの準備 
次の表では、ブックをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。Oracle CRM On 
Demandでのブックの使用方法の詳細は、「ブックの管理 (ページ 339)」を参照してください。  

デフォルトのブックのフ

ィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ブック Id 文字列 15 なし 

親ブック 文字列 150 なし 

ブックタイプ 文字列 30 なし 

データを含めることがで

きる 
文字列  1 なし 

ブック名 文字列 150 なし 

説明 文字列 255 なし 

パートナー 文字列 100 ［パートナー］フィー

ルドをインポートする

場合は、［所在地］フ

ィールドもインポート

することをお勧めしま

す。  

外部固有 ID 文字列 30 なし 
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デフォルトのブックのフ

ィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

場所 文字列 50 このフィールドにはパ

ートナーの所在地を指

定します。  

 
 

ブローカープロファイルのフィールド：インポートの準備 
次の表では、ブローカープロファイルデータをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのブロー

カープロファイルフ

ィールド名 

フィールドの

タイプ 
最大長  コメント 

ブローカープロファ

イル名 
テキスト 40 ブローカープロファイルの名前。 

ブローカープロファ

イル年度 
ピックリスト 30 ブローカープロファイルが有効な年度。 

企業の過去および将

来の成長率 
テキスト 250 企業のブローカーの過去および将来の成長率の説明。 

企業概要 テキスト 250 ブローカーに関する追加情報を提供します。 

作成 テキスト 30 そのブローカープロファイルを作成したユーザーの名前と

作成日が、Oracle CRM On 
Demandによって生成されます。 

通貨 ピックリスト 15 なし 

部署 テキスト 50 なし 

FAX 番号 電話 35 ブローカーのFAX番号。 

為替日 日付 なし なし 

変更 テキスト 30 そのブローカープロファイルを最後に更新したユーザーの

名前と作成日が、Oracle CRM On 
Demandによって生成されます。 

パートナー ピックリスト 30 ブローカーの名前。 

電話番号 電話 35 ブローカーの電話番号。 

ピックリスト値グル テキスト 50 なし 
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ープ 

プライマリ住所。 テキスト 50 ブローカーのプライマリ住所。 

サブチャネル ピックリスト 30 ブローカーの補償内容。デフォルトの有効値は、［グロー

バル］、［ローカル］、［全国］、［地域］、［ホールセ

ラー］です。 

セグメンテーション ピックリスト 30 ブローカーのセグメンテーション。デフォルトの有効値は

、［商用］、［成長］、［小売］です。 

テリトリー/ 
地域構造 

テキスト 250 ブローカーのテリトリーまたは地域の構造。 

Web サイト テキスト 100 追加のブローカープロファイル情報が格納されているペー

ジのURL。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n ブローカープロファイルのフィールド 
 

ビジネス計画のフィールド：インポートの準備 
次の表では、ビジネス計画のフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのビジネス計画 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

取引先の外部 ID テキスト 30 なし 

通貨 ピックリスト 20 なし 

説明 メモ 250 なし 

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日付 7 なし 

メモ テキスト 250 なし 

商談 テキスト 250 なし 
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デフォルトのビジネス計画 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

親プラン名  テキスト 15 ビジネス計画オブジェクトIDを保持する参
照フィールド。  

期間 テキスト 15 期間オブジェクトIDを保持する参照フィー
ルド。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

計画売上 通貨 22 なし 

製品名 テキスト 15 製品オブジェクトIDを保持する参照フィー
ルド。 

状態 ピックリスト 30 なし 

強み テキスト 250 なし 

脅威 テキスト 250 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 

弱み テキスト 250 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

キャンペーンフィールド：インポートの準備 
次の表では、キャンペーンをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのキャンペーン フィ
ールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

実費用 通貨 15 なし 

参加者 テキスト 2000 なし 

予算計上済みコスト 通貨 15 なし 

キャンペーン通貨 ピックリスト 15 なし 
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デフォルトのキャンペーン フィ
ールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

キャンペーン電子メール テキスト 50 なし 

キャンペーン テキスト 50 デフォルトでは、必須フィールド。 

キャンペーン電話番号 電話 40 なし 

キャンペーンタイプ ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［広告］、［ダイレク

トメール］、［電子メール］、［イベント-
セミナー］、［イベント-
トレードショー］、［イベント-
その他］、［リスト-購入］、［リスト-
レンタル］、［照会-従業員］、［照会-
外部］、［Webサイト］、［その他］です。 

説明 テキスト 16,350 インポートファイルの［説明］フィールドが

16,350文字を超える場合は16,252文字に切
り詰められます。残りの文字はリンク先のメ

モ（各メモは最大16,350文字）に追加され
ます。 
  

部署 テキスト 50 なし 

終了日 日付 7 なし 

外部固有 ID テキスト 30 なし 

目標見込み客数 整数 なし  なし 

目標 テキスト 2000 なし 

オファー テキスト 255 なし 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
DemandユーザーのサインオンユーザーIDに
一致している必要があります。このフィール

ドの有効な値がレコードに含まれていない場

合（値がない場合も含む）、その値は、イン

ポートを実行しているユーザーのサインオン

ユーザーIDに設定されます。 

インポートアシスタントの実行時に、このフ

ィールドが有効なインポートファイルフィー

ルドにマップされない場合、［所有者］は、

インポートされたすべてのレコードのインポ

ートを実行しているユーザーのサインオンユ

ーザーIDに設定されます。 

 

所有者の外部 ID テキスト  30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 
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デフォルトのキャンペーン フィ
ールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

売上目標 通貨 15 なし 

ソースコード テキスト 30 デフォルトでは、必須フィールド。 

開始日 日付 7 なし 

状態 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［計画済み］、［有効

］、［完了］です。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n キャンペーンフィールド：インポートの準備 (ページ 644) 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

キャンペーン受取人フィールド：インポートの準備 
次の表では、キャンペーン受取人をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。キャンペーン受取人フィール

ドをインポートするには、少なくとも［担当者の外部 ID］と［キャンペーン］の情報が必要です。  

デフォルトの製品カテゴリーフィ

ールド名 
データタイ

プ 
最大長 

配送状況 テキスト 30 

応答状況 テキスト 30 

キャンペーン名 テキスト 100 

担当者名 テキスト 255 

キャンペーンの外部ID テキスト 30 

担当者の外部ID テキスト 30 

説明 テキスト 250 
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認定レベルのフィールド：インポートの準備 
次の表では、認定レベルデータをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。 

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの認定レベ

ルフィールド名 
フィールドの

タイプ 
最大長  コメント 

使用可能期間開始 日付 7 なし 

使用可能期間終了 日付 7 なし 

認定レベル料金 通貨 22 なし 

認定レベルID テキスト 50 認定レベルの内部識別子は一意にすることをお勧めします。 

会社名 テキスト 50 なし 

担当者 ピックリスト 15 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに認定レベル担当者がすでに存在している場合に使
用します。 

説明 テキスト 250 なし 

電子メール テキスト 50 認定レベル担当者の電子メールアドレス。 

名前（名） テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、認定レ
ベル担当者の名前（名）を入力します。 

名前（姓） テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、認定レ
ベル担当者の名前（姓）を入力します。 

名前 テキスト 50 認定レベルの名前。 

目標 ピックリスト 15 なし 

所有者 ピックリスト 30 なし 

支払オプション ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［小切手］、［クレジットカード］

、［現金］、［利益資金］です。 

電話 電話 40 認定レベル担当者の電話番号。 

プライマリ製品 ピックリスト 15 なし 

プライマリ製品カテゴ

リー 
ピックリスト 15 なし 
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更新可能 チェックボッ

クス 
1 なし 

状態 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［ドラフト］、［計画済み］、［利

用可能］、［旧式］、［無効］です。 

タイプ ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［プリセール］、［ポストセール］

、［テクニカル］、［サービス］、［インストレーション］

、［アップグレード］、［デザイン］、［セキュリティ］で

す。 

有効 (月) 数値 22 なし 

Web サイト テキスト 100 追加の認定レベル情報が格納されているページのURL。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 認定レベルのフィールド 
 

認定レベルリクエストのフィールド：インポートの準備 
次の表では、認定レベルリクエストデータをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。   

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの認定レベ

ルリクエストフィール

ド名 

フィールドの

タイプ 
最大長  コメント 

候補名 ピックリスト 15 なし。 

候補日 日付 7 なし。 

認定レベル名 ピックリスト 15 なし。 

認定レベル番号 テキスト 50 通常、認定レベル番号は一意です。 

認証状況 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［リクエスト済み］、［認可］、［

拒否］です。 

通貨  ピックリスト 15 なし。 

説明 テキスト 250 なし。 
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為替日 日付 なし なし。 

失効日 日付 7 なし。 

目標 ピックリスト 15 なし。 

所有者 ピックリスト 15 なし。 

プラン ピックリスト 15 なし。 

リクエスト日 日付 7 このフィールドには、デフォルトではレコード作成日が表示

されますが、レコード作成日以降に変更することもできます

。 

更新可能 チェックボッ

クス 
1 なし。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 認定レベルのフィールド 
 

請求フィールド：インポートの準備 
次の表では、請求データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、請求データのみに有効です。 

請求フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

作業能力 ピックリスト  30 なし 

住所 テキスト   200 なし 

住所行1。 テキスト 100 なし 

住所行2。 テキスト 100 なし 

負債額 通貨   22 なし 

損失額 通貨   22 なし 
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請求フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

過失事故 ピックリスト   30 なし 

ビジネス口座 テキスト  15 このレコードにリンクされた

保有する他金融機関（ビジネ

スアカウント）。 

Business Account: External System 
ID（ビジネスアカウント：外部システ
ムID） 

テキスト 30 なし 

損失のカテゴリー ピックリスト   30 なし 

市 テキスト   50 なし 

請求番号 テキスト   50 一致するレコードの定義済み

フィールド。  

従業員のクラス ピックリスト   30 なし 

クローズ日 日付   なし なし 

コメント テキスト   250 なし 

Company: External System 
ID（企業：外部システムID） 

テキスト 30 外部固有IDとも呼ばれます。 

条件 テキスト   50 なし 

担当者 テキスト 15 なし 

担当者：外部システムID テキスト 30 なし 

国 テキスト   30 なし 

郡 テキスト   50 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

Date of Employer Aware of 
Claim（雇用者が請求を認識した日付
） 

日付   なし なし 

Date of Employer Aware of 
Injury（雇用者が負傷を認識した日付
） 

日付   なし なし 

部署 テキスト 50 なし 

負傷した従業員数 数値   22 なし 

イベント番号 テキスト   50 なし 

為替日 日付 なし なし 

外部システム ID テキスト   50 なし 
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請求フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

外部の前回の更新 日時   なし なし 

外部情報源 テキスト 50 なし 

病院名 テキスト   50 なし 

世帯 テキスト 15 なし 

世帯：外部システムID テキスト 30 なし 

Injured During Working 
Hours（就業中の事故かどうか） 

ピックリスト   30 なし 

損失の種類 ピックリスト 30 なし 

補償の情報源 ピックリスト 30 なし 

業種 ピックリスト 30 なし 

損失の場所 ピックリスト 30 なし 

損失コード ピックリスト 30 なし 

Loss Date and Time（損失の日時） 日時 なし なし 

損失の説明 テキスト 16,350 インポートファイルの説明フ

ィールドが16,350文字を超え
る場合は16,252文字に切り詰
められます。 

損失タイプ ピックリスト 30 なし 

負傷コード ピックリスト 30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

Part of Body Injured（負傷箇所） ピックリスト 30 なし 

負傷者数 数値   22 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

負傷した場所 ピックリスト 30 なし 

警察署 テキスト   50 なし 

事故レポート番号 テキスト 50 なし 

保険 テキスト  50 一致するレコードの定義済み

フィールド。  

Policy: External System テキスト 50 このレコードにリンクされた
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請求フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

ID（保険証券：外部システムID） 保険証券の外部固有ID。 

郵便番号 テキスト   30 なし 

都道府県 テキスト 50 なし 

被保険者との関係 ピックリスト 30 なし 

レポート日 日付   なし なし 

レポート番号 テキスト   50 なし 

レポート作成者 ピックリスト 30 なし 

レポーター担当者情報 テキスト   50 なし 

都道府県 テキスト 10 なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

死亡時刻 日時   なし なし 

負傷の種類 ピックリスト 30 なし 

 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

担当者住所フィールド: インポートの準備 
次の表では、担当者住所をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。 

この情報は「データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。Oracle CRM On 
Demandに［担当者住所］フィールドをインポートできるのは、企業に共有住所が設定されている場合のみです。共有住所
の詳細は、「住所の管理」を参照してください。 

デフォルトの担当者住所

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

行ID ID 15 なし。  
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デフォルトの担当者住所

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

担当者ID ID 15 なし。  

担当者の外部 ID テキスト 30 なし。  

住所ID ID 15 なし。  

住所外部ID テキスト 30 なし。 

住所タイプ ピックリスト 30 使用可能なデフォルト

住所タイプは、［居住

施設］、［事務所］、

［別荘］、［その他］

、［バニティ］、［個

人］、［郵便］、［病

院］、および［クリニ

ック］です。 

プライマリ チェックボックス 1 ［プライマリ］フィー

ルドの値が［Y］である
場合、その住所はプラ

イマリ住所です。この

フィールドの値は［Y］
、［N］です。 

 

 

 
 

担当者ブックのフィールド：インポートの準備 
次の表では、担当ブックをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。 

注: 
取引先ブックまたは担当者ブックのレコードをインポートするには、将来のブックの管理権限が役割に含まれている必要があ

ります。 

この情報は「データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。時間ベースのブック割当の詳

細は、「時間ベースのブック割当について (ページ 358)」を参照してください。 

デフォルトのブック担当

者フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

名前 文字列 150 新規インポートを実行

する場合は、［名前］

フィールドまたは［ブ
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デフォルトのブック担当

者フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ック 
Id］フィールドに値を
指定し、両方には指定

しないことをお勧めし

ます。   

既存のレコードを更新

する場合、［名前］フ

ィールドはオプション

です。  

ブック Id 文字列 15 新規インポートを実行

する場合は、［名前］

フィールドまたは［ブ

ック 
Id］フィールドに値を
指定し、両方には指定

しないことをお勧めし

ます。 

既存のレコードを更新

する場合は、［ブック 
Id］フィールドが必須
です。  

ブックの外部 ID 文字列 30 なし 

担当者: ID 文字列 15 担当者IDは担当者の行I
Dです。 

担当者の外部 ID 文字列  30 なし 

開始日 日付 なし レコードの有効化の実

行が必須の日付。  

終了日 日付 なし レコードの有効化の終

了が必須の日付。  

将来のプライマリフラグ 文字列 1 将来のプライマリフラ

グの値が［Y］に指定さ
れている場合は、ブッ

クが有効化されたとき

に、現在のレコードの

ブックがデータオブジ

ェクトのプライマリと

して設定されます。こ

のフィールドは、［開

始日］フィールドに基

づいています。このフ

ィールドの値は［Y］、
［N］です。  
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担当者フィールド：インポートの準備 
取引先と担当者についてインポートする個別のファイルがある場合は、取引先を先にインポートし、次に担当者をインポート

します。担当者インポートファイルに、取引先インポートファイルの有効な取引先名が含まれることを確認してください。 

担当者インポートファイルしかない場合は、担当者インポートファイルの［取引先名］フィールドの取引先名データに基づい

て取引先レコードが作成されます。担当者レコードに住所（2）のデータが含まれる場合は、Oracle CRM On 
Demandで新しい取引先が作成され、出荷先住所として住所（2）が挿入されます。請求先住所は空白のままです。  

複数の担当者が同じ取引先に関連付けられている場合は、その取引先の住所フィールドは、その取引先についてインポートさ

れた最初の担当者に関連付けられた［住所（2）］の値に設定されます。最初にインポートされた担当者に［住所（2）］の
データが含まれず、それ以降のレコードに含まれる場合は、取引先の住所フィールドは空白になります。これは、取引先の住

所フィールドに値を設定する場合に、最初にインポートされた担当者だけが考慮されるからです。したがって、担当者インポ

ートファイルだけからインポートしている場合は、インポートする前にデータを取引先名で並べ替えてから、異なる各取引先

名の最初の担当者に、取引先に使用する住所が含まれることを確認してください。 

次の表では、担当者をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 100 このフィールドのテキストは、既存の取引先

レコードとの一致を調べるために使用される

フィールドの1つです。一致するものが見つ
からない場合、このテキストは、取引先イン

ポートプロセス中に作成される新しい取引先

の取引先名になります。詳細については、「

レコードの重複と外部IDについて (ページ 
586)」を参照してください。 

取引先の外部 ID テキスト 30 なし 

取引先部署 テキスト 50 このフィールドのテキストは、既存の取引先

レコードとの一致を調べるために使用される

フィールドの1つです。詳細については、「
レコードの重複と外部IDについて (ページ 
586)」を参照してください。 

アシスタント名 テキスト 50 なし 

アシスタント電話番号 電話 40 なし 
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

コンタクトの最適時刻 ピックリスト 30 デフォルト値は、［昼下がり］、［早朝］、

［夜］、［遅い午後］、［午前半ば］、［土

曜日］です。Oracle CRM On Demand Life 
Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピック
リストは変更できます。 

ブロック理由コード ピックリスト 30 デフォルト値は、［ビジネス］、［表示しな

い］、［出荷しない］、［HR］、および［
法曹関連］です。このピックリストは変更で

きます。 

訪問頻度 ピックリスト 30 デフォルト値は、［訪問なし］、［1 - 
2回/年］、［3 - 
4回/年］、［5回以上/年］です。Oracle 
CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピック
リストは変更できます。 

携帯電話番号 電話 40 なし 

クライアント指定日以

降 
日付  なし ［担当者タイプ］ドロップダウンメニューで

［クライアント］値が選択されている場合、

このフィールドには現在の日付が自動的に挿

入されます。 

担当者の住所 ピックリスト 100 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合にのみ使用可能です。  

この値は、既存の住所レコードの［アドレス

名］フィールドと一致する必要があります。

［共有アドレスの検証］の設定がオンの場合

も、この値は検証済みの既存の住所レコード

と一致する必要があります。 

担当者の住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

担当者の住所2、3 テキスト それぞれ100 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

担当者市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

担当者国 ピックリスト 30 デフォルト値は世界中のすべての国の名前で

す。米国の有効な値は［アメリカ］です。こ

のアプリケーションでは、このフィールドの

有効な値を変更できません。インポートする

前に、インポートデータがこのフィールドの

有効な値と一致していることを確認してくだ

さい（「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

担当者通貨 ピックリスト 20 このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は有効な

値と正確に一致している必要があります。 

担当者私書箱/並べ替
えコード 

テキスト 50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［Colonia/Section（アメリカの地区）］
、［CEDEX 
Code（CEDEXコード）］、［住所4］、［U
RB（市街化地域）］、および［Township（
カナダの郡区）］の住所項目をこのフィール

ドにマップします（国と住所のマッピングに

ついて (ページ 568)を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

担当者都道府県 テキスト 50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［MEX State（MEXの州）］、［BRA 
State（BRAの州）］、［Parish（アメリカ
の郡）］、［Part Of 
Territory（アメリカの準州）］、［島］、
［都道府県］、［地域］、［Emirate（emir
の管轄区域）］、および［Oblast（ロシアの
州）］の住所項目（または米国の州に相当す

るその他の項目）をこのフィールドにマップ

します（「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

担当者タイプ ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［見込み顧客］、［顧

客］、［パートナー］、［競合会社］です。 
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

担当者米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値

は標準の2文字の略語です（すべて大文字）
。このアプリケーションでは、このフィール

ドの有効な値を変更できません。インポート

する前に、インポートデータがこのフィール

ドの有効な値と一致していることを確認して

ください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

担当者住所 - 郵便番号 テキスト 30 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

信用評点 数値 22 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

通貨 ピックリスト 15 このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は有効な

値と正確に一致している必要があります。 

現在の投資比率 ピックリスト 30 デフォルト値は、［積極的］、［中度］、［

保守的］です。Oracle CRM On Demand 
Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。このピック
リストは変更できます。 

顧客 ID テキスト 11 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

生年月日 日付 7 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

学位 ピックリスト 30 デフォルト値は、［PHD］、［医者］、［歯
科医官］、［経営学修士］、［登録されてい

た看護婦］、［R.T.］、［薬剤師］、［科学
のマスター］、［歯科医］、［LPN］、［公
衆衛生のマスター］です。Oracle CRM On 
Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピック
リストは変更できます。 

部門 テキスト 75 なし 

説明 テキスト 16,350 インポートファイルの［説明］フィールドが

16,350文字を超える場合は16,252文字に切
り詰められます。残りの文字はリンク先のメ

モ（各メモは最大16,350文字）に追加され
ます。 

部署 テキスト 50 なし 
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

電子メール テキスト 100 企業プロファイルで電子メールフィールドで

のUnicode文字を許可するチェックボックス
がオンになっている場合、ほとんどのUnico
de（UTF-8）文字が許可されます。  

電子メールでのUnicode文字を許可するチェ
ックボックスの詳細は、「企業設定の設定 
(ページ 21)」を参照してください。  

電子メールアドレスでの使用がサポートされ

ている文字の詳細は、「電子メールアドレス

の特殊文字について」を参照してください。 

経験レベル ピックリスト 30 デフォルト値は、［なし］、［制限済み］、

［良い］、［広範囲な］です。Oracle CRM 
On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。このピック
リストは変更できます。 

外部固有 ID テキスト 30 なし 

名前 (名) テキスト 50 このフィールドはデフォルトでは必須です。

インポートする前に、すべてのレコードのこ

のフィールドに値が入力されていることを確

認してください。 

名前 (名) のふりがな テキスト 50 ふりがなは漢字に付けます（日本語のみ）。 

名前 (姓) のふりがな テキスト 50 ふりがなは漢字に付けます（日本語のみ）。 

性別 ピックリスト 1 デフォルト値は、［女］および［男］です。

このピックリストは変更できます。Oracle 
CRM On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

自宅電話番号 電話 40 なし 

家屋価格 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

統合 ID テキスト 30 なし 

投資計画期間 ピックリスト 30 デフォルト値は、［短期］、［中期］、［長

期］です。このピックリストは変更できます

。Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

肩書 テキスト 75 なし 

最終訪問日 日時  Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

名前 (姓) テキスト 50 このフィールドはデフォルトでは必須です。

インポートする前に、すべてのレコードのこ
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

のフィールドに値が入力されていることを確

認してください。 

見込み客情報源 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［広告］、［ダイレク

トメール］、［電子メール］、［イベント-
セミナー］、［イベント-
トレードショー］、［イベント-
その他］、［リスト-購入］、［リスト-
レンタル］、［照会-従業員］、［照会-
外部］、［Web 
サイト］、［その他］です。 

ライフイベント ピックリスト 30 デフォルト値は、［結婚］、［出産］、［退

職］、［離婚］、および［その他］です。Or
acle CRM On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

マネージャ なし なし 現時点では、このフィールドにデータをイン

ポートすることはできません。この値はSieb
el CRM On 
Demandの［担当者編集］ページで直接設定
するしかありません。 

マネージャの外部 ID テキスト 30 なし 

未婚/既婚 ピックリスト 30 デフォルト値は、［単一］、［離婚］、［既

婚］、［パートナー］、［別居］、［死別］

、［寡夫］です。Oracle CRM On Demand 
Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

マーケットポテンシャ

ル 
ピックリスト 30 デフォルト値は［高］、［中］、［低］です

。Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

ミドルネーム テキスト 50 なし 

変更者 なし なし 現時点では、インポート時にこのフィールド

の値を設定することはできません。この値は

、アプリケーションによって自動的に設定さ

れます。 

敬称 ピックリスト 15 有効なデフォルト値は［Miss.］、［Mr.］、
［Ms.］、［Dr.］です。 

電子メール送信禁止 チェックボッ
クス 

なし なし 
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

目標 ピックリスト 30 デフォルト値は、［資本保持］、［収入］、

［収入/成長］、［バランス型］、［成長］
、［積極成長率］、［国際的資産分散］です

。Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

オプトイン チェックボッ

クス 
なし Oracle CRM On Demand Life Sciences 

Editionの場合のみ存在します。 

オプトアウト チェックボッ

クス 
なし Oracle CRM On Demand Life Sciences 

Editionの場合のみ存在します。 

持家/賃貸 ピックリスト 30 デフォルト値は、［所有］、［借家］です。

Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
Demandユーザーのサインイン電子メールI
Dに一致している必要があります。このフィ
ールドの有効な値がレコードに含まれていな

い場合（値がない場合も含む）、その値は、

インポートを実行しているユーザーのサイン

オン電子メールIDに設定されます。 

インポートアシスタントの実行時に、このフ

ィールドが有効なインポートファイルフィー

ルドにマップされない場合、［所有者］は、

インポートされたすべてのレコードのインポ

ートを実行しているユーザーのサインオン電

子メールIDに設定されます。 

所有者の外部 ID テキスト 30 なし 

個人アドレス外部シス

テム ID 
テキスト 30 企業の共有住所が有効な場合、このフィール

ドのデータタイプはピックリストになります

。このフィールドの値は、既存の住所レコー

ドの［外部固有 
ID］と一致する必要があります。［共有アド
レスの検証］の設定がオンの場合も、この値

は検証済みの既存の住所レコードと一致する

必要があります。 

ピックリスト値グルー

プ 
テキスト 50 なし 

主要目標 ピックリスト 30 デフォルト値は［子供の教育費用として貯金

］、［大学資金を貯蓄］、［新築住宅］、［

蓄財］、［相続計画］、［資産維持］、［退

職］です。Oracle CRM On Demand 
Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 
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デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

個人 チェックボッ

クス 
なし  この担当者を取引先所有者だけに表示する場

合は、このフィールドをオンに設定する必要

があります。 

専門職 テキスト  50 なし。  

承認日 日時 なし なし。  

評価1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3
、4および5です。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィー

ルドについて」を参照してください。  

評価2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3
、4および5です。  

評価3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3
、4および5です。  

リスクプロファイル ピックリスト 30 デフォルト値は［リスク回避］、［危険を冒

す人］、［保守的］、［中度］、および［積

極的］です。Oracle CRM On Demand 
Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

照会者 ピックリスト 101 なし。  

ルート ピックリスト 30 デフォルト値は、［ルート 1］、［ルート 
2］、［ルート 3］、［ルート 
4］です。Oracle CRM On Demand Life 
Sciences Editionの場合のみ存在します。 

セグメント ピックリスト 30 デフォルト値は、［ホワイトカラー］、［ブ

ルーカラー］、［地方/農業］、［量販］、
［富裕層］、［高純資産］、［純資産500万
ドル以上］、［超高純資産］です。Oracle 
CRM On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

自営 チェックボッ

クス 
なし  Oracle CRM On Demand Financial 

Services Editionの場合のみ存在します。 

ソースキャンペーン ピックリスト 100 その担当者を生成したキャンペーン。 



データ管理ツール 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  663 
 

デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

状態 ピックリスト 30 このカラムには、クライアントまたは担当者

の状態が格納されます。使用できる値は、［

有効］、［暗黙ファイル］、および［デッド

ファイル］です。  

信号機1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1およ
び2です。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィー

ルドについて」を参照してください。  

信号機2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1およ
び2です。  

信号機3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1およ
び2です。  

税率等級 数値 22 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

クラス ピックリスト 30 デフォルト値は、［ゴールド］、［シルバー

］、［ブロンズ］、［トップ 
100］、［トップ］、［普通］、［低］です
。Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

タイムゾーン ピックリスト 30 このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は標準の

有効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

総資産 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

経費総額 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

総収入 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

負債合計 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

総純資産 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial 
Services Editionの場合のみ存在します。 

タイプ ピックリスト 30 デフォルト値は［見込み顧客］、［顧客］、

［パートナー］、［競合会社］です。 

勤務先 FAX 番号 電話 40 なし 

勤務先電話番号 電話 40 なし 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

664  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

デフォルトの担当者フ

ィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

年度累計販売 通貨 15 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 担当者フィールド 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

担当者の都道府県免許フィールド：インポートの準備 
次の表では、担当者の州免許をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの担当者の都道府

県免許 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

担当者   テキスト 15 なし  

失効日 テキスト 7 この担当者の医療免許の有効期限（わかって

いる場合）。  

免許証番号 テキスト 30 指定された州で必要な、担当者の免許証番号

。  

State （州）  テキスト 30 米国またはカナダの州（オプション）。 

状態 テキスト 30 免許証の状態のデフォルト値は、［ブランク

］、［有効］、または［期限切れ］です。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 担当者の州免許 
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担当チームフィールド：インポートの準備 
次の表では、担当者チームをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルト担当者チーム フィー
ルド名 

データタイプ 最大長 コメント 

担当者アクセス ピックリスト 15 有効なデフォルト値は、［読み取り専用］、［編

集］、［完全］、［アクセスなし］です。 

このピックリストを編集することはできません。

したがって、インポートする値は有効な値と正確

に一致している必要があります。  

担当者氏名 テキスト 60 なし 

チームの役割 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は、［所有者］、［エグゼク

ティブスポンサー］、［コンサルタント］、［パ

ートナー］、［その他］です。 

ユーザーID テキスト 50 なし 

担当者の外部 ID テキスト  30 なし 

ユーザーの外部ID テキスト  30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n レコードの共有（チーム） 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

コース登録のフィールド：インポートの準備 
次の表では、コース登録データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。   

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
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デフォルトのコース登録

フィールド名 
フィールド

のタイプ 
最大長  コメント 

候補名 ピックリス

ト 
15 なし。 

終了日付 日付 22 なし。 

コース名 ピックリス

ト 
15 コース名は一意にすることをお勧めします。 

通貨 ピックリス

ト 
15 なし。 

説明 テキスト 250 なし。 

登録日 日付 22 このフィールドには、デフォルトではレコード作成日が表

示されますが、レコード作成日以降に変更することもでき

ます。 

登録番号 テキスト 100 なし。 

登録状況 ピックリス

ト 
30 デフォルトの有効値は、［登録］、［完了］、［未完了］

です。 

為替日 日付 なし なし。  

目標 ピックリス

ト 
15 なし。 

オファーパートナー ピックリス

ト 
15 候補が登録しているコースのサードパーティ企業。通常は

、コースのオファーパートナーのリストからの登録となり

ます。 

所有者 ピックリス

ト 
15 なし。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n コースフィールド 
 

コースのフィールド：インポートの準備 
次の表では、コースデータをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。   

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
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Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのコースフ

ィールド名 
フィールドの

タイプ 
最大長  コメント 

使用可能期間開始 日付 7 なし 

使用可能期間終了 日付 7 なし 

会社名 テキスト 100 コース担当者が勤務している会社。 

担当者 ピックリスト 15 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandにコース担当者がすでに存在している場合に使用し
ます。 

コース料金 通貨 22 なし 

コースID テキスト 30 コースの内部識別子は一意にすることをお勧めします。Oracl
e CRM On 
Demandでは、一意であることを強制していません。 

コースの長さ (日) 数値 22 なし 

説明 テキスト 255 なし 

期間 (時間) 数値 22 なし 

電子メール テキスト 100 コース担当者の電子メールアドレス。 

試験 ピックリスト 15 なし 

名前（名） テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、コース
担当者の名前（名）を入力します。 

フォーマット ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［指導者］、［CBT］、［自己ペー
ス］です。  

体験型研究所 チェックボッ

クス 
1 なし 

名前（姓） テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、コース
担当者の名前（姓）を入力します。 

メディア ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［クラスルーム］、［オンライン］

、［CD/DVD］です。  

名前 テキスト 100 コース名は一意にすることをお勧めします。 

目標 ピックリスト 15 なし 

所有者 ピックリスト 15 なし 

支払オプション ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［小切手］、［クレジットカード］

、［現金］、［利益資金］です。 
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電話 電話 40 コース担当者の電話番号。 

プライマリ製品 ピックリスト 15 なし 

プライマリ製品カテゴ

リー 
ピックリスト 15 なし 

 

状態 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［ドラフト］、［計画済み］、［利

用可能］、［旧式］、［無効］です。 

タイプ ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［プリセール］、［ポストセール］

、［テクニカル］、［サービス］、［インストレーション］

、［アップグレード］、［デザイン］、［セキュリティ］で

す。 

Web サイト テキスト 100 追加のコース情報が格納されているページのURL。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776)  

n コースフィールド 
 

補償内容フィールド：インポートの準備 
次の表では、補償内容データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。このトピックは、Oracle 
CRM On Demand Financial Services Editionの場合のみ存在します。 

次の表の情報は、補償内容データのみに有効です。 

補償内容フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

開始 日付   なし なし 

担当者 テキスト 15 なし 

担当者：外部システムID テキスト 30 なし 

補償内容 ピックリスト   30 一致するレコードの定
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補償内容フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

義済みフィールド 

Coverage Name（補償内容名） テキスト   100 なし 

Coverage Product（補償製品） テキスト  15 なし 

Coverage Product: External 
System 
ID（補償製品：外部システムID） 

テキスト 50 外部固有IDとも呼ばれ
ます。 

Coverage 
Status（補償内容状態） 

ピックリスト 30 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

控除金額 通貨   22 なし 

終了 日付   なし なし 

外部システムID テキスト   50 なし 

External Last 
Updated（前回の外部更新） 

日時   なし なし 

External Source（外部情報源） テキスト   50 なし 

Individual Limit（個別限度額） 通貨   22 なし 

Insured Amount（被保険金額） 通貨   22 なし 

Insured 
Property（被保険対象物） 

テキスト   30 なし 

Insured Property: External 
System 
ID（被保険対象物：外部システムI
D） 

テキスト 50 外部固有IDとも呼ばれ
ます。 

統合ID テキスト   30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

Policy（保険証券） テキスト   15 一致するレコードの定

義済みフィールド。 

Policy: External System 
ID（保険証券：外部システムID） 

テキスト 50 なし 

状態 ピックリスト   30 なし 

Total Limit（合計限度額） 通貨   22 なし 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

カスタムオブジェクトフィールド：インポートの準備 
次の表では、カスタムオブジェクトのカスタムオブジェクトフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的に説明します。この情報は「データインポート時のフィ
ールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

カスタムオブジェクト01、カスタムオブジェクト02、カスタムオブジェクト03 
次の表の情報は、カスタムオブジェクト01、カスタムオブジェクト02、カスタムオブジェクト03にのみ有効です。    

デフォルトのカスタムオブジェクトフィ

ールド名 
データタイプ 最大長 

名前 テキスト 50 

取引先部署 テキスト 50 

説明 テキスト 16,350 

カスタムオブジェクト04-15  テキスト 50  

部署 テキスト 50 

Custom Objects 04-15 External 
Unique 
ID（カスタムオブジェクト04～15の外
部固有ID）  

テキスト 30 

統合 ID テキスト 30 

外部固有 ID テキスト 30 

所有者 電子メール 50 

ピックリスト値グループ テキスト 50 

通貨 テキスト 20 

クイック検索1 テキスト 50 

クイック検索2 テキスト 50 

インデックス付きピックリスト 1 テキスト 30 
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デフォルトのカスタムオブジェクトフィ

ールド名 
データタイプ 最大長 

インデックス付きピックリスト 2 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 3 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 4 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 5 テキスト 30 

インデックス付き数値 数値 16 

インデックス付き日付 日時 32 

インデックス付き通貨 通貨  25 

インデックス付きチェックボックス ブール 1 

タイプ テキスト 30 

取引先 テキスト 100 

キャンペーン テキスト 100 

担当者 テキスト 255 

カスタムオブジェクト 01 テキスト 50 

カスタムオブジェクト 02 テキスト 50 

カスタムオブジェクト 03 テキスト 50 

自動車ディーラー テキスト 100 

イベント テキスト 50 

資金 テキスト 50 

世帯 テキスト 50 

見込み客 テキスト 255 

商談 テキスト 100 

ポートフォリオ テキスト 100 

製品 テキスト 100 

サービスリクエスト テキスト 64 

解決策 テキスト 100 

車両 テキスト 100 

取引先の外部 ID テキスト 30 

キャンペーンの外部ID テキスト 30 

担当者の外部 ID テキスト 30 
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デフォルトのカスタムオブジェクトフィ

ールド名 
データタイプ 最大長 

Custom Object 01 External 
ID（カスタムオブジェクト01の外部ID
） 

テキスト 30 

Custom Object 02 External 
ID（カスタムオブジェクト02の外部ID
） 

テキスト 30 

Custom Object 03 External 
ID（カスタムオブジェクト03の外部ID
） 

テキスト 30 

見込み客の外部ID テキスト 30 

商談の外部ID テキスト 30 

所有者の外部 ID テキスト 30 

ポートフォリオの外部ID テキスト 30 

製品の外部 ID テキスト 30 

サービスリクエストの外部ID テキスト 30 

解決策の外部ID   テキスト 30 

 

カスタムオブジェクト04以降 
次の表の情報は、カスタムオブジェクト04以降にのみ有効です。    

デフォルトのカスタムオブジェクトフィ

ールド名 
データタイプ 最大長 

取引先 テキスト 100 

活動 テキスト 100 

ブック 文字列 150 

ブック:ID 文字列 15 

キャンペーン テキスト 100 

カスタムオブジェクト01-15  テキスト 50  

自動車ディーラー テキスト 100 

説明 テキスト 16,350 

為替日 日付 32 

外部固有 ID テキスト 30 
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デフォルトのカスタムオブジェクトフィ

ールド名 
データタイプ 最大長 

イベント テキスト 50 

資金 テキスト 50 

資金リクエスト テキスト 50 

世帯 テキスト 1 

インデックス付きチェックボックス ブール 1 

インデックス付き通貨 通貨 25 

インデックス付き日付 日時 32 

インデックス付き数値 数値 16 

インデックス付きピックリスト 1 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 2 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 3 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 4 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 5 テキスト 30 

統合 ID テキスト 30 

見込み客 テキスト 225 

名前 テキスト 50 

商談 テキスト 100 

所有者 電子メール 50 

ポートフォリオ テキスト 100 

製品 テキスト 100 

クイック検索1 テキスト 50 

クイック検索2 テキスト 50 

サービスリクエスト テキスト 64 

タイプ テキスト 30 

車両 テキスト 100 

Account External Unique 
ID（取引先の外部固有ID） 

テキスト 30 

Activity External Unique 
ID（活動の外部固有ID） 

テキスト 30 

Asset External System テキスト 30 
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デフォルトのカスタムオブジェクトフィ

ールド名 
データタイプ 最大長 

ID（資産の外部システムID） 

Campaign External Unique 
ID（キャンペーンの外部固有ID） 

テキスト 30 

Company External System 
ID（企業の外部システムID） 

テキスト 30 

Contact External Unique 
ID（担当者の外部固有ID） 

テキスト 30 

Custom Objects 01-15 External 
Unique 
IDs（カスタムオブジェクト01～15の外
部固有ID）  

テキスト 30 

Dealer External Unique 
ID（自動車ディーラーの外部固有ID） 

テキスト 30 

Fund Request External Unique 
ID（資金リクエストの外部固有ID） 

テキスト 30 

Household External Unique 
ID（世帯の外部固有ID） 

テキスト 30 

Opportunity External Unique 
ID（商談の外部固有ID）  

テキスト 30 

Owner External Unique 
ID（所有者の外部固有ID） 

テキスト 30 

Portfolio External Unique 
ID（ポートフォリオの外部固有ID） 

 テキスト 30 

Product External Unique 
ID（製品の外部固有ID） 

テキスト 30 

Service Request External Unique 
ID（サービスリクエストの外部固有ID
） 

テキスト 30 

Solution Request External Unique 
ID（解決策リクエストの外部固有ID）  

テキスト 30 

Vehicle External Unique 
ID（車両の外部固有ID）  

テキスト 30 

 
 

損傷フィールド：インポートの準備 
次の表では、損傷データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
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時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、損傷データのみに有効です。 

損傷フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

請求 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフィールド。 

Claim: External System 
ID（請求：外部システムID） 

テキスト 50 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

損傷 テキスト 50 なし 

損害の説明 テキスト 16,350 インポートファイルの説明フィールドが16,
350文字を超える場合は16,252文字に切り
詰められます。残りの文字はリンク先のメ

モ（各メモは最大16,350文字）に追加され
ます。  

損傷名 テキスト   50 一致するレコードの定義済みフィールド。 

損害を被った不動産の説明 テキスト 16,350 インポートファイルの説明フィールドが16,
350文字を超える場合は16,252文字に切り
詰められます。残りの文字はリンク先のメ

モ（各メモは最大16,350文字）に追加され
ます。  

損害を被った不動産タイプ テキスト   50 なし 

部署 テキスト 50 なし 

予想額 通貨   22 なし 

為替日 日時 なし なし 

外部システム ID テキスト   50 なし 

外部の前回の更新 日時   なし なし 

外部情報源 テキスト   50 なし 

統合 ID テキスト   30 なし 

保険不動産 テキスト  15 一致するレコードの定義済みフィールド。 
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損傷フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

Insurance Property: External 
System 
ID（保険対象物：外部システムID
） 

テキスト 50 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

不動産番号 数値   22 なし 

所有者：外部固有ID テキスト 30 なし 

関連トピック 
n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

取引交渉登録のフィールド：インポートの準備 
次の表では、取引交渉登録をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの取引交渉登録 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

承認状況 ピックリスト 30 このフィールドの有効値は、［承認保留］、

［承認］、［拒否］、［返済済］、［取消済

み］、［期限切れ］です。  

承認日 日付 なし なし  

関連担当者 ピックリスト  100 なし  

関連顧客  ピックリスト  100 なし  

関連見込み客 テキスト 100  なし 

関連見込み客: 外部固有 ID テキスト 30 なし 

関連見込み客: 名前 (名) テキスト 50 なし 

関連見込み客: 名前 (姓)  テキスト 50 なし 

関連見込み客: 統合 ID テキスト 30 なし 



データ管理ツール 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  677 
 

デフォルトの取引交渉登録 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

関連見込み客: 名前 (姓) テキスト 50 なし 

関連商談 ピックリスト 100 なし  

携帯電話 テキスト 40 なし  

市 テキスト 50 なし  

クローズ日 日付 なし  なし  

企業名 テキスト 50 なし  

商談に変更 チェックボックス なし なし  

国 ピックリスト 50 なし  

現在の承認者 ピックリスト 100 なし  

作成 : 日付 日時 なし  なし  

通貨 ピックリスト なし  このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は有効な

値と一致している必要があります。 

取引サイズ 通貨 15 なし  

説明 テキスト 255 なし  

部署 テキスト 50 なし 

電子メール テキスト 50 なし 

為替レート 日付 なし なし  

失効日 日付 なし  なし  

外部 ID テキスト 40 なし  

FAX テキスト 40 なし  

最終承認者 ピックリスト 100 なし  

名前 (名) テキスト 50 なし  

肩書 テキスト 75 なし  

名前 (姓) テキスト 50 なし  

ミドルネーム テキスト 50 なし  

変更 : 日付  日時 なし  なし  

敬称 ピックリスト 30 なし  

名前 テキスト 100 このフィールドはデフォルトでは必須です。

インポートする前に、すべてのレコードのこ

のフィールドに値が入力されていることを確
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デフォルトの取引交渉登録 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

認してください。 

新規担当者  チェックボックス なし  なし  

新規顧客 チェックボックス なし  なし  

新規商談 チェックボックス なし  このフィールドは、取引交渉登録に関連付け

られている商談が新規の商談かどうかを示し

ます。 

次のステップ テキスト 250 なし  

目標 テキスト 100 なし 

目標: 外部固有 ID テキスト 50 なし 

所有者 ピックリスト 30 このフィールドのデータは、既存のOracle 
CRM On 
DemandユーザーのユーザーIDに一致して
いる必要があります。このフィールドの有効

な値がレコードに含まれていない場合（値が

ない場合も含む）、その値は、インポートを

実行しているユーザーのユーザーIDに設定
されます。 

インポートアシスタントの実行時に、このフ

ィールドが有効なインポートフィールドにマ

ップされない場合、所有者は、インポートさ

れたすべてのレコードのインポートを実行し

ているユーザーのユーザーIDに設定されま
す。  

所有者の外部 ID テキスト 30 なし  

所有者パートナー取引先 ピックリスト 100 このフィールドには、デフォルトで自動的に

取引交渉登録の所有者のパートナー企業が表

示されます。このフィールドは読み取り専用

です。Oracle CRM On 
Demandのアップロードプロセスでこのフ
ィールドは更新できません。 

開始パートナー取引先 ピックリスト 100 商談を最初に発掘したパートナー。このパー

トナーは一般に主要パートナーと同じですが

、主要パートナー以外にすることもできます

。このフィールドはオプションです。 

パートナープログラム  ピックリスト 50 なし  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

郵便番号 テキスト 30 なし  
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デフォルトの取引交渉登録 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

主要パートナー ピックリスト 100 主要パートナーは取引交渉登録の責任者です

。このフィールドと主要パートナーの場所フ

ィールドによってパートナーは一意に識別さ

れます。このフィールドをnullにすることは
できません。 

主要パートナーの場所 テキスト  50 前述の主要パートナーの場所。このフィール

ドと［主要パートナー］フィールドによって

パートナーは一意に識別されます。このフィ

ールドはnullにすることができます。 

製品への関心  テキスト 100 なし  

拒否理由  ピックリスト  30 なし  

特別価格必須 チェックボックス なし  なし  

都道府県 ピックリスト 30 なし  

住所-区、町、番地  テキスト 100 なし  

送信状況 ピックリスト 30 このフィールドの有効値は、未提出、提出済

およびリコール済です。 

送信日 日時 なし  なし  

サポート必須 チェックボックス なし  なし  

電話番号 テキスト 40 なし  

タイプ ピックリスト 30 このフィールドのデフォルトの有効値は、標

準および非標準です。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

自動車ディーラーのフィールド：インポートの準備 
次の表では、自動車ディーラーのフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
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注：Oracle CRM On Demand Automotive Editionの場合のみ存在します。 

デフォルトの自動車ディーラーの

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

名前 テキスト 100 なし 

部署 テキスト 50 なし 

部署 テキスト 50 なし 

親自動車ディーラー テキスト 100 なし 

状態 テキスト 255 なし 

親会社部署 テキスト 50 なし 

電話番号 電話 40 なし 

電子メール テキスト 50 なし 

URL テキスト 100 なし 

状態 テキスト 30 なし 

FAX 番号 電話 40 なし 

通貨 テキスト 20 なし 

ステージ テキスト 30 なし 

ランキング 数値 16 なし 

請求先住所 ピックリスト 100 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合にのみ使用可能です。  

この値は、既存の住所レコードの［アドレス

名］フィールドと一致する必要があります。

［共有アドレスの検証］の設定がオンの場合

も、この値は検証済みの既存の住所レコード

と一致する必要があります。 

請求先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所2、3 テキスト それぞれ100 このフィールドは、企業で共有住所を設定し
ている場合は使用できません。  

請求先住所 - 市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  
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デフォルトの自動車ディーラーの

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

請求先住所 - 国 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国の

名前です。米国の有効な値は［アメリカ］で

す。Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い（「国と住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先私書箱/並べ替えコード テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［Colonia/Section 
(アメリカの地区)］、［CEDEX Code 
(CEDEX コード)］、［住所 4］、［URB 
(市街化地域)］、および［地域区分］の住所
項目をこのフィールドにマップします（国と

住所のマッピングについて (ページ 
568)を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先都道府県 テキスト  50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［MEX State (MEX の州)］、［BRA 
State (BRA の州)］、［Parish 
(アメリカの群)］、［テリトリーの一部］、
［島］、［都道府県］、［地域］、［Emirat
e (emir の管轄区域)］、および［Oblast 
(ロシアの州)］の住所項目（または米国の州
に相当する項目）をこのフィールドにマップ

します（「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値

は標準の2文字の略語です（すべて大文字）。
Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  
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デフォルトの自動車ディーラーの

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

請求先郵便番号 テキスト  30 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所外部 ID テキスト  30 企業の共有住所が有効な場合、このフィール

ドのデータタイプはピックリストになります

。このフィールドの値は、既存の住所レコー

ドの［外部固有 
ID］と一致する必要があります。［共有アド
レスの検証］の設定がオンの場合も、この値

は検証済みの既存の住所レコードと一致する

必要があります。 

出荷先住所 テキスト  30 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合にのみ使用可能です。  

この値は、既存の住所レコードの［アドレス

名］フィールドと一致する必要があります。

［共有アドレスの検証］の設定がオンの場合

も、この値は検証済みの既存の住所レコード

と一致する必要があります。 

出荷先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先住所2、3 テキスト それぞれ100 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい
ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先国 ピックリスト  30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国の

名前です。米国の有効な値は［アメリカ］で

す。Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い（「国と住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  
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デフォルトの自動車ディーラーの

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

出荷先私書箱/並べ替えコード テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［Colonia/Section（アメリカの地区）］
、［CEDEX 
Code（CEDEXコード）］、［住所4］、［U
RB（市街化地域）］、および［Township（
カナダの郡区）］の住所項目をこのフィール

ドにマップします（国と住所のマッピングに

ついて (ページ 568)を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先都道府県 テキスト 50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［MEX State (MEX の州)］、［BRA 
State (BRA の州)］、［Parish 
(アメリカの群)］、［テリトリーの一部］、
［島］、［都道府県］、［地域］、［Emirat
e (emir の管轄区域)］、および［Oblast 
(ロシアの州)］の住所項目（または米国の州
に相当する項目）をこのフィールドにマップ

します（「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値

は標準の2文字の略語です（すべて大文字）。
Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先郵便番号 テキスト 30 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

納入先住所外部 ID テキスト  30 企業の共有住所が有効な場合、このフィール

ドのデータタイプはピックリストになります

。このフィールドの値は、既存の住所レコー

ドの［外部固有 
ID］と一致する必要があります。［共有アド
レスの検証］の設定がオンの場合も、この値

は検証済みの既存の住所レコードと一致する

必要があります。 

外部固有 ID テキスト 30 なし 
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デフォルトの自動車ディーラーの

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

親自動車ディーラーの外部ID テキスト 30 なし 

プライマリ所有者 ID ID 15 なし 

自動車ディーラータイプ テキスト 30 なし 

変更 : 日付 (外部) 日時 32 なし 

所有者 電子メール 50 なし 

変更者 テキスト 255 なし 

行 ID ID 15 なし 

統合 ID テキスト 30 なし 

カスタムオブジェクト N テキスト 50 なし 

インデックス付きピックリスト 1 テキスト 30 なし 

インデックス付きピックリスト 2 テキスト 30 なし 

インデックス付きピックリスト 3 テキスト 30 なし 

インデックス付きピックリスト 4 テキスト 30 なし 

インデックス付きピックリスト 5 テキスト 30 なし 

インデックス付きピックリスト 6 テキスト 30 なし 

インデックス付き数値 数値 16 なし 

インデックス付き日付 日時 32 なし 

インデックス付き通貨 通貨 25 なし 

インデックス付き長いテキスト テキスト 255 なし 

インデックス付き短いテキスト1 テキスト 100 なし 

インデックス付き短いテキスト2 テキスト 100 なし 

インデックス付きチェックボック

ス 
ブール 1 なし 

 
 

イベントフィールド: インポートの準備 
次の表では、イベントフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注: 
この表の「デフォルトフィールド」のカラムには、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみが表示されます。企業が
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Oracle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表示されない場
合は、企業の管理者に連絡して、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

イベント フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

行ID ID 15 なし。  

製品 ピックリスト 100 なし。  

製品カテゴリー ピックリスト 100 なし。  

所有者エイリアス テキスト 50 なし。  

説明 テキスト 250 なし。  

部署 テキスト 50 なし。 

セッション詳細 テキスト 500 なし。  

所有者名 (名) テキスト 50 なし。  

所有者名 (姓) テキスト 50 なし。  

プライマリ所有者 ID ID 15 なし。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし。 

統合 ID テキスト 30 なし。  

外部システム ID テキスト 30 なし。  

インデックス付き数値 整数 なし このフィールドの値は、-
2147483648から2147483647までの有効
な数値である必要があります。 

インデックス付きピックリス

ト 1 
ピックリスト 30 なし。  

インデックス付きピックリス

ト 2 
ピックリスト 30 なし。  

インデックス付きピックリス

ト 3 
ピックリスト 30 なし。  

インデックス付きピックリス

ト 4 
ピックリスト 30 なし。  

インデックス付きピックリス

ト 5  
ピックリスト 30 なし。  

インデックス付きピックリス

ト 6 
ピックリスト  30 なし。  
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イベント フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

インデックス付き長いテキス

ト 
テキスト 255 なし。 

インデックス付き短いテキス

ト1 
テキスト 40 なし。  

インデックス付き短いテキス

ト2 
テキスト 40 なし。  

タイプ ピックリスト 15 なし。  

場所 テキスト 100 なし。  

最大出席者 整数 該当なし。  このフィールドの値は、0から1000000まで
の有効な数値である必要があります。 

名前 テキスト 150  このフィールドは必須です。  

イベント目標 テキスト 500 このフィールドは必須です。  

開始日 日時 該当なし。  なし。  

予算 通貨 15 なし。  

CME 履修単位 整数 該当なし。  このフィールドの値は、-
2147483648から2147483647までの有効
な数値である必要があります。 

確認日 日時 該当なし。  なし。  

終了日 日時 該当なし。  なし。  

状態 ピックリスト 30 なし。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

 
 

試験のフィールド：インポートの準備 
次の表では、試験データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。 

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
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Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの試験フィ

ールド名 
フィールドの

タイプ 
最大長  説明 

使用可能期間開始 日付 7 なし。 

使用可能期間終了 日付 7 なし。 

会社名 テキスト 100 なし。 

担当者 ピックリスト 15 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに試験担当者がすでに存在している場合に使用しま
す。 

説明 テキスト 255 なし。 

電子メール テキスト 100 試験担当者の電子メールアドレス。 

試験料金 通貨 22 なし。 

試験ID テキスト 100 コースの内部識別子は一意にすることをお勧めします。 

名前 (名) テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、試験担
当者の名前（名）を入力します。 

フォーマット ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［複数選択肢］、［QA］、［混合
］です。  

等級評価方法 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［等級］、［ポイント］、［スコア

］です。 

名前 (姓) テキスト 50 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demandに担当者が存在しない場合にのみ使用して、試験担
当者の名前（姓）を入力します。 

最大スコア 数値 22 なし。 

普通 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［コンピュータベース］、［紙ベー

ス］、［混合］です。 

名前 テキスト 100 試験名は一意にすることをお勧めします。 

質問数 数値 22 なし。 

目標 ピックリスト 15 なし。 

所有者 ピックリスト 15 なし。 

合格スコア 数値 22 なし。 

支払オプション ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［小切手］、［クレジットカード］

、［現金］、［利益資金］です。 

電話 電話 40 試験担当者の電話番号。 

プライマリ製品 ピックリスト 15 なし。 
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プライマリ製品カテゴ

リー 
ピックリスト 15 なし。 

 

状態 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［ドラフト］、［計画済み］、［利

用可能］、［旧式］、［無効］です。 

許可された時間 (分) 数値 22 なし。 

タイプ ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［監督対象］および［オンライン］

です。試験中に候補が監視される場合、試験は監視対象とみ

なされます。 

有効 (月) 数値  22 なし。 

Web サイト テキスト 100 追加の試験情報が格納されているページのURL。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 試験のフィールド 
 

試験登録のフィールド：インポートの準備 
次の表では、試験登録データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。 

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの試験登録フ

ィールド名 
フィールドの

タイプ 
最大長  コメント 

管理パートナー ピックリスト 15 試験を管理するサードパーティ企業。通常は、試験の管理パート

ナーのリストからの登録となります。 

候補名 ピックリスト 15 なし。 

終了日付 日付 7 なし。 

通貨 ピックリスト 15 なし。 

説明 テキスト 255 なし。 

試験名 ピックリスト 15 なし。 
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為替日 日付 なし なし。  

達成済み等級 テキスト 50 なし。 

目標 ピックリスト 15 なし。 

所有者 ピックリスト 15 なし。 

達成済みスコア 数値 22 なし。 

スコア失効日 日付 7 なし。 

登録日 日付 7 このフィールドには、レコード作成日が表示されますが、レコー

ド作成日以降に変更することもできます。 

登録番号 テキスト 50 通常、試験登録番号は一意です。 

登録状況 ピックリスト 30 デフォルトの有効値は、［登録済み］、［パス］、［失敗］です

。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 試験のフィールド 
 

金融口座フィールド：インポートの準備 
次の表では、金融口座をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、金融口座データのみに有効です。 

金融口座のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

口座名義人 テキスト 15 なし 

Account Holder: External 
System 
ID（口座名義人：外部システムID
） 

テキスト 30 なし 
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金融口座のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

残高 通貨 22 なし 

現在の残高 日時 なし なし 

支店 テキスト 15 なし 

支店：外部システムID テキスト 30 なし 

ビジネス口座 テキスト 15 なし 

Business Account: External 
System 
ID（ビジネスアカウント：外部シ
ステムID） 

テキスト 30 なし 

キャンペーン テキスト 15 なし 

キャンペーン：外部システムID テキスト 30 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

説明 テキスト  16,350 インポートファイルの説明フィールドが16,35
0文字を超える場合は16,252文字に切り詰めら
れます。 

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日時 なし なし 

外部 ID テキスト 50 なし 

外部の前回の更新 日時 なし なし 

外部情報源 テキスト 50 なし 

金融口座 テキスト  50 一致するレコードの定義済みフィールド。 

金融口座番号 テキスト  50 なし 

金融アドバイザー テキスト 15 なし 

金融アドバイザー：外部システムI
D 

テキスト 30 なし 

他金融機関保有 ブール 1 なし 

保有する他金融機関 テキスト 15 なし 

保有する他金融機関：外部システ

ムID 
テキスト 30 このレコードにリンクされた保有する他金融機

関（ビジネスアカウント）の外部固有ID。 

本店 ピックリスト 30 なし 
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金融口座のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

世帯 テキスト 15 なし 

世帯：外部システムID テキスト 30 なし 

統合 ID テキスト 30 なし 

共同 ブール 1 なし 

オープン日 日付 なし なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

Parent Financial Account: 
External System 
ID（親金融口座：外部システムID
） 

テキスト 50 このレコードにリンクされた金融口座の外部固

有ID。 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

ポートフォリオ：外部システムID テキスト 30 なし 

プライマリ取引先 ブール 1 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

Financial Account Holders Fields: Import 
Preparation（金融口座名義人フィールド：インポートの準備） 
次の表では、金融口座名義人をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、金融口座名義人データのみに有効です。  

金融口座名義人のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 
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金融口座名義人のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

ビジネス口座 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフィールド 

Business Account: External 
System 
ID（ビジネスアカウント：外部シ
ステムID） 

テキスト 30 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日時 なし なし 

外部システム ID テキスト  50 なし 

外部の前回の更新 日時 なし なし 

外部情報源 テキスト  50 なし 

金融口座 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフィールド 

Financial Account: External 
System 
ID（金融口座：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリンクされた金融口座の外

部固有ID。 

金融口座名義人 テキスト 15 なし 

Financial Account Holder: 
External System 
ID（金融口座名義人：外部システ
ムID） 

テキスト 30 なし 

Financial Account Holders 
Name（金融口座名義人名） 

テキスト 50 一致するレコードの定義済みフィールド 

世帯 テキスト 15 なし 

世帯：外部システムID テキスト 30 なし 

加入日 日付 なし なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

プライマリ担当者 ブール 1 なし 

役割 ピックリスト 30 一致するレコードの定義済みフィールド 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

Financial Account Holdings Fields: Import 
Preparation（金融口座保有状況フィールド：インポートの準備） 
次の表では、金融口座保有をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、金融口座保有データのみに有効です。 

金融口座保有状況のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日時 なし なし 

外部システム ID テキスト  50 なし 

外部の前回の更新 日時 なし なし 

外部情報源 テキスト  50 なし 

金融口座 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフ

ィールド 

Financial Account: External 
System 
ID（金融口座：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリンクされた金

融口座の外部固有ID。 

金融口座保有状況の名前 テキスト  50 一致するレコードの定義済みフ

ィールド 

金融製品 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフ

ィールド 

Financial Product: External 
System 
ID（金融商品：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリンクされた金

融商品の外部固有ID。 
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金融口座保有状況のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

統合 ID テキスト  30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

実績 テキスト 22 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

購入日 日時 なし なし 

購入価格 通貨 22 なし 

数量 数値 22 なし 

値 通貨 22 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

財務計画フィールド：インポートの準備 
次の表では、財務計画をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

財務計画 

次の表の情報は、財務計画のみに有効です。 

財務計画のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

担当者による承認済み ブール  1 なし 

ビジネス口座 テキスト  15 なし 

Business Account: External 
System 
ID（ビジネスアカウント：外部シ
ステムID） 

テキスト 30 なし 
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財務計画のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

キャンペーン テキスト 15 なし 

キャンペーン：外部システムID テキスト  30 なし 

担当者 テキスト 15 なし 

担当者：外部システムID  テキスト  30 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

説明 テキスト 16,350 インポートファイルの説明フィール

ドが16,350文字を超える場合は16,
252文字に切り詰められます。  

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日時 なし なし 

外部システム ID テキスト  50 なし 

外部の前回の更新 日時 なし なし 

外部情報源 テキスト  50 なし 

金融口座 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフィー

ルド。 

Financial Account: External 
System 
ID（金融口座：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリンクされた金融口

座の外部固有ID。 

財務計画名 テキスト  50  一致するレコードの定義済みフィー

ルド。 

世帯 テキスト 15 なし 

世帯：外部システムID テキスト 30 なし 

統合 ID テキスト 30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト  30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

ポートフォリオ テキスト 15 なし 

ポートフォリオ：外部システムID テキスト 30 なし 

担当者に送信 ブール 1 なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

金融商品フィールド：インポートの準備 
次の表では、金融商品をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。   

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、金融商品のみに有効です。 

金融商品のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

カテゴリー ピックリスト 30 なし 

クラス ピックリスト  30 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

現在の価格 通貨 20 なし 

現在の価格（前回の更新） 日時 該当なし。 なし 

部署 テキスト 30 なし 

外部システム ID テキスト 50 なし 

外部の前回の更新 日時 なし なし 

外部情報源 テキスト  50 なし 

金融製品 ID テキスト 50 なし 

金融製品名 テキスト 50 一致するレコードの定義済み

フィールド。 

金融製品の概要 テキスト 16,350 インポートファイルの説明フ

ィールドが16,350文字を超
える場合は16,252文字に切
り詰められます。 

統合 ID テキスト 30 なし 

MDM Product Hub 
ID（MDM製品のハブID） 

テキスト  50 なし 
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金融商品のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

親金融製品 テキスト 15 なし 

Parent Financial Product: 
External System 
ID（親金融商品：外部システムID
） 

テキスト 50 このレコードにリンクされた

親金融商品の外部固有ID。 

Parent Financial Product: 
System 
ID（親金融商品：システムID） 

テキスト 50 外部固有IDとも呼ばれます。 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

価格情報源 テキスト 50 現在の価格情報源とも呼ばれ

ます。 

製品カタログ テキスト 250 なし 

製品 URL テキスト 250 なし 

サブクラス ピックリスト 30 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

Financial Transactions Fields: Import 
Preparation（財務取引フィールド：インポートの準備） 
次の表では、金融トランザクションをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。このトピックは、Oracle 
CRM On Demand Financial Services Editionの場合のみ存在します。 

次の表の情報は、財務取引のみに有効です。 
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財務取引のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

Exchange Date（為替交換日） 日時 なし なし 

外部システムID テキスト  50 なし 

External Last 
Updated（前回の外部更新） 

日時 なし なし 

External Source（外部情報源） テキスト 50 なし 

Financial Account（金融口座） テキスト 15 一致するレコードの定

義済みフィールド。 

Financial Account: External 
System 
ID（金融口座：外部システムID）  

テキスト  50 このレコードにリンク

された金融口座の外部

固有ID。  

Financial Product（金融商品） テキスト  15 一致するレコードの定

義済みフィールド。 

Financial Product: External 
System 
ID（金融商品：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリンク

された金融商品の外部

固有ID。 

Financial Transaction 
Parent（金融トランザクションの
親） 

テキスト 15 なし 

Financial Transaction 
Parent（金融トランザクションの
親：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリンク

された金融商品の外部

固有ID。 

統合ID テキスト  30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部固有ID テキスト 30 なし 

数量 数値 22 なし 

Transaction Date 
Time（取引日時） 

日時  なし 

Transaction ID（取引ID） テキスト 50 一致するレコードの定

義済みフィールド。 

Transaction Period（取引期間） テキスト  50 なし 

Transaction Price（取引価格） 通貨 22 なし 

Transaction 
Source（取引情報源） 

テキスト 50 なし 

Transaction Type（取引タイプ） ピックリスト 30 なし 
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財務取引のフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

値 通貨 22 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

HCP担当者割当フィールド: インポートの準備 
次の表では、HCP担当者割当フィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのHCP担当
者割当フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

HCP担当者割当ID 可変長文字列 15 行ID番号を示します。  

割当タイプ ピックリスト 30 このフィールドのデフ

ォルト値は、［詳細割

当］、［サンプル割当

］、［プロモーション

アイテム割当］および

［サンプルリクエスト

割当］です。  

開始日 日時 7 このフィールドは必須

です。  

通貨 ピックリスト 15 なし。  

為替日 日付 なし なし。  

部署 テキスト 50 なし。  

終了日 日時 7 HCP担当者割当レコー
ドに対して終了日が定

義されている場合、終

了日は開始日より後の

日付である必要があり

ます。 

残数量 数値 22 HCP担当者割当を最初
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デフォルトのHCP担当
者割当フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

に作成する際、［割当

数量］および［残数量

］フィールドの値が同

じ正の値である必要が

あります。数量のフィ

ールドには整数値が必

要です。 

［販売数量］ 数値 22 HCP担当者割当を最初
に作成する際、［販売

数量］フィールドはゼ

ロである必要がありま

す。数量のフィールド

には整数値が必要です

。 

割当数量 数値 22 HCP担当者割当を最初
に作成する際、［割当

数量］および［残数量

］フィールドの値が同

じ正の値である必要が

あります。数量のフィ

ールドには整数値が必

要です。 

担当者ID 可変長文字列 15 割当が定義されている

担当者または医療の専

門家の行IDを示します
。  

製品 ID 可変長文字列 15 特定の担当者または医

療の専門家に対して割

当が定義されている製

品またはサンプルの行I
Dを示します。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

 
 

保険対象物フィールド：インポートの準備 
次の表では、保険対象物データをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
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時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、保険対象物データのみに有効です。 

保険対象物フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

金額 通貨   22 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

説明 テキスト   16,350 インポートファイルの説明フィールドが16,350
文字を超える場合は16,252文字に切り詰められ
ます。残りの文字はリンク先のメモ（各メモは

最大16,350文字）に追加されます。  

部署 テキスト 50 なし 

外部システム ID テキスト   50 なし 

外部の前回の更新 日時   なし なし 

外部情報源 テキスト   50 なし 

統合 ID テキスト   30 なし 

所有者 テキスト 15 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

保険 テキスト  15 一致するレコードの定義済みフィールド。 

Policy: External System 
ID（保険証券：外部システムID） 

テキスト  50 このレコードにリンクされた保険証券の外部固

有ID。 

シーケンス 数値   22 一致するレコードの定義済みフィールド。 

タイプ ピックリスト   30 一致するレコードの定義済みフィールド。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
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在庫監査レポートのフィールド：インポートの準備 
次の表では、在庫監査レポートをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの在庫監査レポー

ト フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

コメント メモ 255 なし 

完了日  日時 7 なし 

在庫期間 テキスト 15 在庫期間オブジェクトIDを保持する参照フ
ィールド。  

理由  ピックリスト 30 なし 

レポート日 日時 7 なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

タイプ ピックリスト  30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

在庫期間のフィールド：インポートの準備 
次の表では、在庫期間をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの在庫期間 フィ
ールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

有効 ブール 1 このフィールドは、在庫期間が有効か無効か

を示します。  
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デフォルトの在庫期間 フィ
ールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

終了日 日時 7 在庫期間が有効な場合、このフィールドは空

です。  

調整済 ブール 1 このフィールドは、在庫期間が調整済みかど

うかを示します。  

開始日 日時 7 在庫期間の開始日。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

招待者のフィールド：インポートの準備 
次の表では、招待者のフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注: 
この表の「デフォルトフィールド」のカラムには、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみが表示されます。企業が

Oracle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表示されない場
合は、企業の管理者に連絡して、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

招待者 フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

招待者状況 テキスト 30 デフォルト値は［保留中］です。他の値には

、［参加］、［取消済み］、［確証済み］、

［却下］、および［ウェイティングリスト］

があります。  

担当者名 テキスト 30 関連アプレットから担当者を選択します。  

肩書 テキスト  30 担当者の肩書。  

タイプ テキスト 30 担当者のタイプ。  

電子メール テキスト 30 なし 

電話番号 テキスト  30 なし 

セッション詳細 テキスト 30 なし 
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招待者 フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

コメント テキスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

 
 

関係者フィールド：インポートの準備 
次の表では、関連パーティデータをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。このトピックは、Oracle 
CRM On Demand Financial Services Editionの場合のみ存在します。 

次の表の情報は、関係者データのみに有効です。 

関係者フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

請求 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフィールド。 

Claim: External System 
ID（請求：外部システムID） 

テキスト 50 なし 

担当者 テキスト 15 一致するレコードの定義済みフィールド。［担

当者］フィールドでは、担当者の姓と名が連結

されます。 

担当者：外部システムID テキスト 30 なし 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

Exchange Date（為替交換日） 日付 なし なし 

外部システムID テキスト 50 なし 

External Last 
Updated（前回の外部更新） 

日時 なし なし 

External Source（外部情報源） テキスト 50 なし 

Injury テキスト 16350 インポートファイルの［説明］フィールドが16,
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関係者フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

Description（負傷の説明） 350を超える場合は、16,252文字に切り捨てら
れ、残りの文字はリンク先のメモ（各メモは最

大16,350文字）に追加されます。  

Injury Summary（負傷の概要） テキスト 250 なし 

統合ID テキスト 30 なし 

Involved Party 
Name（関係者名） 

テキスト 50 なし 

場所 ピックリスト 30 なし 

所有者 テキスト 15 レコードの所有者。 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

役割 ピックリスト 30 一致するレコードの定義済みフィールド。 

Role in 
Accident（事故における役割） 

ピックリスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

見込み客イベントフィールド: インポートの準備 
次の表では、見込み客イベントをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。ここでは「データインポート時のフ
ィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの見込み客イ

ベントフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

イベント テキスト 50 イベントの名前です。  

イベント ID ID 15 なし 

イベント外部システムI
D 

ID 15 イベントの外部システ

ムIDです。  

見込み客 テキスト 50 見込み客の名前です。 
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デフォルトの見込み客イ

ベントフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

見込み客 ID ID 15 なし 

見込み客外部固有 ID ID 15 見込み客の外部固有ID
です。  

行ID ID 15 なし 

 
 

見込み客フィールド：インポートの準備 
次の表では、見込み客をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの見込み客 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

取引先の外部 ID テキスト 30 なし 

エイリアス テキスト 50 なし 

年間売上 通貨 15 なし 

概算収入 通貨 15 これは、概算の年間収入額です。  

関連取引先 テキスト 100 なし。  

関連担当者 テキスト 101 許可される最大文字数は101文字です。名前
（名）には最長50文字使用し、その後に空
白を1つ追加し、名前（姓）には最大50文字
使用することで、フィールドの合計は101文
字となります。  

関連取引交渉登録  テキスト 100 なし 

関連取引交渉登録: 外部 ID   テキスト  50 なし 

関連商談 なし  なし  変換済みの見込み客をインポートしている

場合、このフィールドの値は既存の商談名

と一致する必要があります。 

請求先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につ

いては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

請求先住所2、3 テキスト それぞれ100 国ごとの住所フィールドのマップ方法につ
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デフォルトの見込み客 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

いては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

請求先住所 - 市 テキスト 50 なし 

請求先住所 - 国 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国

の名前です。米国の有効な値は［アメリカ

］です。このアプリケーションでは、この

フィールドの有効な値を変更できません。

インポートする前に、インポートデータが

このフィールドの有効な値と一致している

ことを確認してください（「国と住所のマ

ッピングについて (ページ 
568)」を参照）。 

請求先私書箱/並べ替えコード テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合

は、［Colonia/Section（アメリカの地区）
］、［CEDEX 
Code（CEDEXコード）］、［住所4］、［
URB（市街化地域）］、および［Township
（カナダの郡区）］の住所項目をこのフィ

ールドにマップします（「国と住所のマッ

ピングについて (ページ 568)」を参照）。 

請求先都道府県 テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合

は、［MEX State（MEXの州）］、［BRA 
State（BRAの州）］、［Parish（アメリカ
の郡）］、［Part Of 
Territory（アメリカの準州）］、［島］、
［都道府県］、［地域］、［Emirate（emi
rの管轄区域）］、および［Oblast（ロシア
の州）］の住所項目（または米国の州に相

当するその他の項目）をこのフィールドに

マップします。 

請求先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト

値は標準の2文字の略語です（すべて大文字
）。このアプリケーションでは、このフィ

ールドの有効な値を変更できません。イン

ポートする前に、インポートデータがこの

フィールドの有効な値と一致していること

を確認してください。  

請求先郵便番号 テキスト 50 なし 

キャンペーン なし  なし  この値は、Oracle CRM On 
Demandの見込み客インポートアシスタン
トの使用時に指定されます。インポートデ

ータで［キャンペーン］フィールドの値を

直接設定することはできません。 
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デフォルトの見込み客 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

キャンペーンの外部ID テキスト 30 なし 

携帯電話番号 電話 40 なし 

会社 テキスト 100 なし 

担当者の外部 ID テキスト 30 なし 

作成者 なし  なし  現時点では、インポート時にこのフィール

ドの値を設定することはできません。この

値は、アプリケーションによって自動的に

設定されます。 

生年月日 日付 なし なし 

説明 テキスト 16,350 インポートファイルの［説明］フィールド

が16,350文字を超える場合は16,252文字
に切り詰められます。残りの文字はリンク

先のメモ（各メモは最大16,350文字）に追
加されます。  

 

部署 テキスト 50 なし 

電子メール テキスト 100 企業プロファイルで電子メールフィールド

でのUnicode文字を許可するチェックボッ
クスがオンになっている場合、ほとんどのU
nicode（UTF-8）文字が許可されます。  

電子メールでのUnicode文字を許可するチ
ェックボックスの詳細は、「企業設定の設

定 (ページ 21)」を参照してください。  

電子メールアドレスでの使用がサポートさ

れている文字の詳細は、「電子メールアド

レスの特殊文字について」を参照してくだ

さい。 

予想クローズ日 日付 7 なし 

外部固有 ID テキスト 30 なし 

名前 (名) テキスト 50 このフィールドはデフォルトでは必須です

。インポートする前に、すべてのレコード

のこのフィールドに値が入力されているこ

とを確認してください。 

名前 (名) のふりがな テキスト 50 ふりがなは漢字に付けます（日本語のみ）

。 

名前 (姓) のふりがな テキスト 50 ふりがなは漢字に付けます（日本語のみ）

。 
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デフォルトの見込み客 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

業種 ピックリスト 50 Oracle CRM On Demand 
では、このフィールドの有効な値を変更で

きません。インポートする前に、インポー

トデータがこのフィールドの有効な値と一

致していることを確認してください。また

は、企業のOracle CRM On 
Demand管理者が、インポートデータで予
想される有効な値が含まれるカスタム［見

込み客］フィールドを作成できます。この

場合は、このフィールドではなく、カスタ

ムフィールドにデータをインポートできま

す。  

有効なデフォルト値は［自動車］、［エネ

ルギー業界］、［金融サービス］、［ハイ

テク業界］、［製造］、［その他］、［製

薬業］、［小売］、［サービス］、［通信

業］です。 

統合 ID テキスト 30 なし 

肩書 テキスト 75 なし 

名前 (姓) テキスト 50 このフィールドはデフォルトでは必須です

。インポートする前に、すべてのレコード

のこのフィールドに値が入力されているこ

とを確認してください。 

見込み客通貨 テキスト 20 なし 

変更者 なし  なし  現時点では、インポート時にこのフィール

ドの値を設定することはできません。この

値は、アプリケーションによって自動的に

設定されます。 

敬称 ピックリスト 15 有効なデフォルト値は［Miss.］、［Mr.］
、［Ms.］、［Dr.］です。 

電子メール送信禁止 チェックボック

ス 
なし  なし 

次のステップ テキスト 250 なし 

従業員数 整数 15 なし 

商談の外部ID テキスト 30 なし 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
DemandユーザーのサインオンユーザーID
に一致している必要があります。このフィ

ールドの有効な値がレコードに含まれてい

ない場合（値がない場合も含む）、その値

は、インポートを実行しているユーザーの
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デフォルトの見込み客 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

サインオンユーザーIDに設定されます。 

インポートアシスタントの実行時に、この

フィールドが有効なインポートファイルフ

ィールドにマップされない場合、［所有者

］は、インポートされたすべてのレコード

のインポートを実行しているユーザーのサ

インオンユーザーIDに設定されます。 

 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

見込売上 通貨 15 なし 

電話番号 電話 40 なし 

製品への関心 テキスト 100 なし 

専門職 テキスト  50 これは、指定した専門職または職業です。  

評価 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［A］、［B］、［C
］、［D］です。 

評価1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3
、4および5です。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィ

ールドについて」を参照してください。  

評価2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3
、4および5です。  

評価3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3
、4および5です。  

見込み客所有者を再割当 なし  なし  この値は、Oracle CRM On 
Demandの見込み客インポートアシスタン
トの使用時に、インポートされたすべての

見込み客に対して指定されます。この値に

よって、インポートされた見込み客が、企

業で定義された見込み客割当ルールに基づ

いて新しい所有者に割り当てられるかどう

かが決まります。 

照会者 ピックリスト 101 なし 

セールス要員 ピックリスト 30 なし 

営業員の外部ID テキスト 30 なし 

ソース ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［広告］、［ダイレ

クトメール］、［電子メール］、［イベン

ト-セミナー］、［イベント-
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デフォルトの見込み客 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

トレードショー］、［イベント-
その他］、［リスト-購入］、［リスト-
レンタル］、［照会-従業員］、［照会-
外部］、［Webサイト］、［その他］です
。 

状態 なし  なし  このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致しており、ビジネスロ

ジックとも一致している必要があります。 

信号機1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1お
よび2です。 

詳細は、「イメージとして表示されるフィ

ールドについて」を参照してください。  

信号機2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1お
よび2です。 

信号機3 整数  なし このフィールドの有効値は、null、0、1お
よび2です。 

Web サイト テキスト 100 なし 

勤務先 FAX 番号 電話 40 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 見込み客フィールド 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

MDFリクエストのフィールド：インポートの準備 
次の表では、市場開発資金（MDF）リクエストをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのMDFリクエス
ト フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 
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デフォルトのMDFリクエス
ト フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

事前承認金額 数値 22 ブランド所有者がマーケティング活動用に承

認した資金の合計金額。 

要求済み金額 数値 22 パートナーがマーケティング活動用に要求し

ている資金の合計金額。 

承認状況 可変長文字列 30 MDFリクエストの現在の承認状況。 

承認者 可変長文字列 15 現在の承認者の名前。  

キャンペーン 可変長文字列 15 MDFが関連付けられたキャンペーン。  

カテゴリー 可変長文字列 30 MDFリクエストが属しているカテゴリー。 

請求決定日 日付 7 請求が決定された日付。 

クレーム状況 可変長文字列 30 MDF請求の状態を示します。  

説明 可変長文字列 250 なし 

部署 テキスト 50 なし 

締切日 日付 7 リクエストの処理期限。  

終了日 UTC日時 7 マーケティング活動の終了日時。  

失効日 UTC日時 7 MDFリクエストが無効になる日。  

資金 可変長文字列 15 MDFリクエストに関連付けられている資金の
名前。  

最終承認者 可変長文字列 15 最後にリクエストを承認した人の名前。  

MDF リクエスト通貨 可変長文字列 20 なし  

マーケティングの目的 可変長文字列 30 MDFリクエストに対するマーケティングの理
由。 

所有者 可変長文字列 15 レコードの所有者。  

所有者パートナー取引先 可変長文字列 15 所有者が使用するパートナー取引先。 

パートナープログラム 可変長文字列 15 リクエストが関連付けられたパートナープロ

グラム。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

事前承認日付 日付 7 MDFリクエストが事前承認された日時。 

主要パートナー取引先 可変長文字列 15 MDFリクエストの中心的な役割を果たすパー
トナー企業。  
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デフォルトのMDFリクエス
ト フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

理由コード 可変長文字列 30 特別価格リクエストが返された、または拒否

された理由。  

地域 可変長文字列 30 MDFリクエストの対象となる地域。 

リクエスト日 日付 7 MDFリクエストが作成された日時。 

リクエスト名 可変長文字列 50 MDFリクエストの名前。  

開始日 UTC日時 7 マーケティング活動の開始日時。  

送信状況 可変長文字列 30 提出の状況。例：未提出、提出済、リコール

済など。  

送信日 UTC日付 7 リクエストが提出された日時。  

承認済み請求額合計  数値 22 パートナーに承認された請求額合計。  

要求済み請求額合計 数値  22 パートナーが要求した請求額合計。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

メッセージ応答のフィールド：インポートの準備 
次の表では、メッセージ応答をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのメッセージ応答

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 15 なし 

活動 テキスト 15 なし 

コメント テキスト 250 なし 

担当者 テキスト 15 なし 
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デフォルトのメッセージ応答

フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

部署 テキスト 50 なし 

フォローアップの有効化 ブール 1 なし 

終了時刻 日時 7 なし 

外部固有 ID テキスト 50 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

プラン  テキスト 15 なし 

プラン項目 テキスト 15 なし 

応答 テキスト 30 なし 

セクション  テキスト 100 なし 

シーケンス番号 数値 22 なし 

開始時刻 日時 7 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n メッセージ応答の調整 
 

メッセージプランのフィールド：インポートの準備 
次の表では、メッセージプランをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトメッセージプラン

 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

参加者  テキスト 1000 このフィールドは、このメッセージプランの

参加対象者（例：心臓外科医）を示します。 

コード テキスト 50 このフィールドは異なる行IDのメッセージ
プランを追跡します。たとえば、メッセージ

プランを改訂した場合、このフィールドでメ
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デフォルトメッセージプラン

 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ッセージプランのコピーが作成され、インク

リメントしたバージョン番号が付加されます

。  

開示必須  ブール  1 このフィールドがオンの場合、開示メッセー

ジが表示されます。  

部署 テキスト 50 なし 

フォローアップの有効化 ブール 1 なし 

失効日 日時 7 メッセージプランが終了する日。  

外部固有 ID テキスト 50 なし 

シーケンスをロック  ブール  1 このフィールドは、メッセージプランをロッ

クし、ユーザーが順序の変更やメッセージの

削除を行うことを防ぎます。  

名前 テキスト 200 メッセージプランまたはパーソナライズされ

たメッセージプランの名前。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

優先順位 数値 22 なし 

リリース日  日時 7 メッセージプランのリリース日。 

セグメント テキスト 50 このフィールドは、市場セグメント、つまり

、メッセージプランのターゲットとなる取引

先のグループ（例：三次医療機関）を示しま

す。また、営業員が訪問を計画する場合に推

奨されるメッセージプランを示します。  

スキン テキスト 30 編集またはプレビューするためにメッセージ

プランナーを開くと、メッセージプランのレ

イアウトも表示されます。   

開始日 日時 7 なし 

状態 ピックリスト 30  このフィールドのデフォルトの有効値は、承

認、進行中、拒否、リリース済および提出済

です。 

タイプ テキスト 30 このフィールドのデフォルトの有効値は、プ

ロダクト開始およびターゲットメッセージで

す。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 
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n データのインポート (ページ 776) 

n メッセージプラン 
 

メッセージプラン項目のフィールド：インポートの準備 
次の表では、メッセージプラン項目をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトメッセージプラン

 項目フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

参加者  テキスト 1000 なし 

説明 テキスト 255 なし 

事前ロードの無効化 ブール  1 事前ロードの無効化フィールドの値がデフォ

ルト値の［N］である場合、Oracle CRM 
On Demand Disconnected Mobile 
Salesアプリケーションのアニメーションの
事前ロードは有効化されます。このフィール

ドの値は必須です。  

開示メッセージ  ブール  1 なし 

表示名 テキスト 100 なし 

部署 テキスト 50 なし 

名前  テキスト 100 なし 

親メッセージプラン テキスト 30 メッセージプランは複数のメッセージプラン

項目で構成されています。親メッセージプラ

ンフィールドは、メッセージプラン項目が属

しているメッセージプランです。親メッセー

ジプランフィールドはメッセージプランレコ

ードの名前フィールドにリンクしています。 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

評価 ピックリスト 30 なし 

送信タイプ ピックリスト 30 使用可能な値は、PDF送信または標準送信で
す。デフォルト値は標準送信です。 
デフォルトでは、［コピー有効］チェックボ

ックスはオンになっており、[最適化]チェッ
クボックスはオフになっています。  
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デフォルトメッセージプラン

 項目フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

シーケンス番号 数値 22 なし 

ソリューション名 テキスト 30 なし 

講師のメモ テキスト  2000 なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

シノプシス テキスト 2000 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n メッセージプラン項目 
 

メッセージプラン項目関係のフィールド：インポートの準備 
次の表では、メッセージプラン項目関係をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトメッセージプラン

 項目関係フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

参加者  テキスト 1000 なし  

説明 テキスト 255 なし 

表示名 テキスト 100 なし 

部署 テキスト 50 なし 

名前  テキスト 100 なし 

親メッセージプラン テキスト 15 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 
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デフォルトメッセージプラン

 項目関係フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

評価 ピックリスト 30 なし 

シーケンス番号 数値 22 なし 

ソリューション名 テキスト 30 なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

シノプシス テキスト 2000 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n メッセージプラン項目関係 
 

変更トラッキングのフィールド：インポートの準備 
次の表では、変更トラッキングフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。変更トラッキングフィールドのインポートを実行する前に、次のインポート情報を確
認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの変更トラッキン

グ フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

子オブジェクト ID テキスト 15 なし。  

子オブジェクト名 テキスト  50 なし。  

イベント名 テキスト 150 イベント名の詳細は、「変更トラッキングイ

ベントについて (ページ 
556)」を参照してください。  

フィールド名 テキスト 50 なし。 

オブジェクトID テキスト 15 なし。  
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デフォルトの変更トラッキン

グ フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

オブジェクト名 テキスト 50 なし。  

変更番号 数値 22 なし。  

変更 : 日付 日時 50 なし。 

レコードタイプ テキスト 50 ［取引先］など、ピックリスト値が変更され

たレコードタイプを示します。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 変更トラッキング (ページ 544) 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

メモフィールド：インポートの準備 
次の表では、メモをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのメモフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

取引先の外部ID テキスト  30 なし 

取引先名 テキスト  255 なし 

キャンペーンの外部ID テキスト  30 なし 

キャンペーン名 テキスト 255 なし 

担当者の外部ID テキスト  30 なし 

担当者名 テキスト 255 なし 

説明 テキスト  16, 035  インポートファイルの［説明］フィールドが16,
350文字を超える場合は、16,252文字に切り捨
てられ、残りの文字はリンク先のメモ（各メモ

は最大16,350文字）に追加されます。  
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デフォルトのメモフィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

商談の外部ID テキスト  30 なし 

商談名 テキスト 100 なし 

個人 チェックボック

ス 
なし  なし 

サービスリクエストの外部ID テキスト  30 なし 

サービスリクエスト番号 数値 15 なし 

主題 テキスト 30 デフォルトでは、必須フィールド。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

目標のフィールド：インポートの準備 
次の表では、目標をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの目標 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

取引先名 テキスト  15 定義した目標に関連付けられている取引先名

。  

担当者名  テキスト  15 定義した目標に関連付けられている担当者名

。  

通貨  テキスト  20 目標の金額表示に使用される通貨。 

説明 テキスト  2000 定義した目標の説明フィールド。  

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日時 7 通貨に為替レートが適用された日付。  

目標名 テキスト 30 なし  

売上目標 テキスト  22 売上目標。 
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デフォルトの目標 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

目標 数値 22 ［目標］フィールドは、販売ユニット数量、

処方、販売コールなどを示します。この数量

は［目標単位］フィールドで定義されます。  

目標単位 ピックリスト 30  ［目標単位］フィールドは、［目標］フィー

ルドの数量を定義します。  

親目標 テキスト  15 定義済みの目標が親目標に関連付けられてい

る場合、このフィールドで目標と親目標を結

合できます。   

期間 テキスト  15 この期間値は、ユーザーがOracle CRM On 
Demandで売上予想を設定するときに入力
する基準に対応します。 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

計画名 テキスト  15 特定の目標に関連付けられているビジネス計

画名（オプション）。  

製品名  テキスト  15 目標に関連付けられている製品名。  

状態 ピックリスト 30 目標の状態。  

対象参加者 テキスト  2000 目標が適用される個人の集まり。  

タイプ ピックリスト 30 目標のタイプ。この値は顧客が設定します。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 目標 
 

商談担当者役割フィールド：インポートの準備 
次の表では、担当者の役割をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの担当者役割フィール

ド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 
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デフォルトの担当者役割フィール

ド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 

購入役割 ピックリス

ト 
39 有効なデフォルト値は［ユーザー］、［評価者

］、［承認者］、［意志決定者］、［ユーザー

および評価者］、［ユーザーおよび承認者］、

［ユーザーおよび意志決定者］、［評価者およ

び承認者］、［評価者および意志決定者］、［

不明］です。 

担当者の外部ID テキスト  30 なし 

担当者名 テキスト 255 なし 

商談の外部ID テキスト  30 なし 

商談名 テキスト 100 なし 

プライマリ チェックボ

ックス 
なし  なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 担当者フィールド 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

商談イベントフィールド: インポートの準備 
次の表では、商談イベントをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のレコードの設定について具体的な情報を示しています。ここでは「データインポート時のフ
ィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの商談イベン

トフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

イベント テキスト 50 イベントの名前です。  

イベント ID ID 15 なし 

イベント外部システムI
D 

ID 15 イベントの外部システ

ムIDです。  

商談 テキスト 50 商談の名前です。 

商談 ID ID 15 なし 
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デフォルトの商談イベン

トフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

Opportunity External 
Unique 
ID（商談の外部固有ID
） 

ID 15 商談の外部固有IDです
。  

行ID ID 15 なし 

 
 

商談フィールド：インポートの準備 
次の表では、商談をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

 

デフォルトの商談 商
談 フィールド名 

データタイ

プ 
最大長 コメント 

取引先 テキスト 100 デフォルトでは、必須フィールド。 

取引先の外部 ID テキスト  30 なし 

取引先部署 テキスト 50 なし 

クローズ日 日付 7 デフォルトでは、必須フィールド。 

自動車ディーラー ピックリス

ト 
30 Oracle CRM On Demand Automotive 

Editionの場合のみ存在します。 

説明 テキスト  16,350 インポートファイルの［説明］フィールドが16,350文字を
超える場合は16,252文字に切り詰められます。残りの文字
はリンク先のメモ（各メモは最大16,350文字）に追加され
ます。 

部署 テキスト 50 なし 

予想売上 通貨 15 インポートできません。見込売上フィールドに確度フィー

ルドを掛けた値に基づいて計算される値。  

外部固有 ID テキスト  255 なし 

売上予想 チェックボ

ックス 
なし  なし 
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デフォルトの商談 商
談 フィールド名 

データタイ

プ 
最大長 コメント 

統合 ID テキスト 30 なし 

見込み客情報源 ピックリス

ト 
30 なし 

製造メーカー ピックリス

ト 
30 Oracle CRM On Demand Automotive 

Editionの場合のみ存在します。 

モデル ピックリス

ト 
30 Oracle CRM On Demand Automotive 

Editionの場合のみ存在します。 

変更者 なし  なし  現時点では、インポート時にこのフィールドの値を設定す

ることはできません。この値は、アプリケーションによっ

て自動的に設定されます。 

名前 テキスト 100 なし 

次のステップ テキスト 250 なし 

商談通貨 ピックリス

ト 
15 読み取り専用です。 

商談通貨 テキスト 20 なし 

商談 テキスト 100 デフォルトでは、必須フィールド。 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
DemandユーザーのサインオンユーザーIDに一致している
必要があります。このフィールドの有効な値がレコードに

含まれていない場合（値がない場合も含む）、その値は、

インポートを実行しているユーザーのサインオンユーザーI
Dに設定されます。 

インポートアシスタントの実行時に、このフィールドが有

効なインポートファイルフィールドにマップされない場合

、［所有者］は、インポートされたすべてのレコードのイ

ンポートを実行しているユーザーのサインオンユーザーID
に設定されます。 

 

所有者の外部 ID テキスト  30 なし 

ピックリスト値グルー

プ 
テキスト 50 なし 

優先順位 ピックリス

ト 
30 有効なデフォルト値は［低］、［中］、［高］です。 

確度 (%) ピックリス

ト 
3 有効なデフォルト値は［0］、［10］、［20］、［30］、

［40］、［50］、［60］、［70］、［80］、［90］、［
100］です。 

注：このフィールドは、常にレイアウト上に表示する必要
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デフォルトの商談 商
談 フィールド名 

データタイ

プ 
最大長 コメント 

があります。表示されない場合、予期しない結果が発生し

ます。 

製品への関心 テキスト 100 Oracle CRM On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

評価1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4および5で
す。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィールドについて

」を参照してください。  

評価2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4および5で
す。  

評価3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4および5で
す。  

成約/不成約の原因 ピックリス
ト 

30 有効なデフォルト値は［設置ベース］、［価格］、［関係

］、［業績］、［現行プロジェクトなし］、［予算なし］

、［未承認］、［競合他社］、［決裁権なし］、［その他

］です。 

商談を再割当 チェックボ

ックス 
なし  なし 

売上 通貨 15 なし 

セールスステージ ピックリス

ト 
50 デフォルトでは、必須フィールド。 

このフィールドは大部分のフィールドと異なった動作をし

ます。つまり、インポートプロセス中の指定にかかわらず

、一致しないピックリスト値は追加されません。インポー

トするデータはこのフィールドの有効な値と一致する必要

があります。CSVファイルからデフォルトのピックリスト
値と一致しないピックリスト値を取り込む場合は、インポ

ート前にアプリケーションにそれらの値を追加してくださ

い。追加しない場合、レコード全体が拒否されます。有効

なデフォルト値は［承認済み見込み客］、［ビジョン構築

］、［ショートリスト］、［選択済み］、［交渉］、［ク

ローズ済み/成約］、［クローズ済み/不成約］です。 

ソースキャンペーン ピックリス
ト 

30 その商談を生成したキャンペーン。 

状態 ピックリス

ト 
30 有効なデフォルト値は［保留中］、［不成約］、［成約］

です。 

信号機1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および2です。 

詳細は、「イメージとして表示されるフィールドについて

」を参照してください。  

信号機2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および2です。 
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デフォルトの商談 商
談 フィールド名 

データタイ

プ 
最大長 コメント 

信号機3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および2です。 

テリトリー テキスト 50 なし 

総資産価値 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

保険料合計 通貨 15 Oracle CRM On Demand Financial Services 
Editionの場合のみ存在します。 

タイプ ピックリス

ト 
30 なし 

年 ピックリス

ト 
30 Oracle CRM On Demand Automotive 

Editionの場合のみ存在します。 

 
 

商談チームフィールド: インポートの準備 
次の表では、商談チームをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

 

デフォルトの商談チー

ム フィールド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 

商談アクセス ピックリス

ト 
15 このピックリストは読み取り専用です。インポートする値

は次のデフォルト値と正確に一致する必要があります 
［読み取り専用］、［編集］、［全部］、［アクセスなし

］。  

商談 テキスト  100 なし。 

商談の外部ID テキスト 30 なし。 

ユーザーID テキスト 50 なし。 

ユーザーの外部ID テキスト 30 なし。 

ユーザーのサインイン

ID 
テキスト  50 なし。 

チームの役割 ピックリス 30 このフィールドのデフォルト値は、［所有者］、［トップ
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デフォルトの商談チー

ム フィールド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 

ト スポンサー］、［コンサルタント］、［パートナー］、［

その他］です。  

分割割合 整数 22 チームメンバーに割り当てられる売上のパーセント。  

通貨 テキスト 20 なし。 

為替日 日付 なし 通貨に為替レートが適用された日付。  

 

 
 

商談製品売上フィールド：インポートの準備 
次の表では、商談製品レコードをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの商談製品 フィールド
名 

データタイプ 最大長 コメント 

期間数 整数 3 反復売上は、260の期間までサポートでき
ます。期間の総数でカバーされている期間

の長さは、［頻度］フィールドに指定する

頻度によって異なります、たとえば、週次

の反復売上がある場合、売上を5年間まで
追跡できます。 

資産値 通貨 15 なし 

担当者名 テキスト 255 なし 

担当者 ピックリスト 30 なし 

説明 テキスト 250 最大250文字までです。 

外部固有ID テキスト  30 なし 

売上予想 チェックボック

ス 
なし  なし 

頻度 ピックリスト 30 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 
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デフォルトの商談製品 フィールド
名 

データタイプ 最大長 コメント 

統合ID テキスト 30 なし 

商談の外部ID テキスト  30 なし 

商談名 ピックリスト 30 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

所有者 テキスト 50 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

所有者の外部ID テキスト  30 なし 

保険料 通貨 15 なし 

確度（%） ピックリスト 22 なし 

製品外部ID テキスト  30 なし 

製品名 テキスト 50 このピックリストを編集することはできま

せん。したがって、インポートする値は有

効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

購入日 日付 7 なし 

購入価格 通貨 15 なし 

数量 数値 15 なし 

シリアル番号 テキスト 100 なし 

出荷日 日付 7 なし 

開始/終了日 日付 7 なし 

状態 テキスト 30 なし 

タイプ ピックリスト 30 なし 

保証 ピックリスト 30 なし 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

オーダーのフィールド：インポートの準備 
次の表では、オーダーをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのオーダー

 フィールド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 

オーダーID テキスト 30 オーダー・オブジェクトのプライマリキー。このフィール

ドは読み取り専用です。  

ブック 文字列 150 なし 

ブック:ID 文字列 15 なし 

オーダー番号 テキスト 50 このフィールドにはデフォルトでオーダーIDが表示されま
す。  

説明 テキスト 255 このフィールドにはオーダーの説明を指定します。  

部署 テキスト 50 なし 

所有者 可変長文字

列 
15 レコードの所有者。  

ピックリスト値グルー

プ 
テキスト 50 なし 

価格リスト ピックリス

ト 
50 このピックリストは読み取り専用です。このピックリスト

のデフォルト値は価格リスト名です。 

商談 テキスト 15 なし。 

取引先 テキスト 15 なし。 
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デフォルトのオーダー

 フィールド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 

最終取引先  テキスト 15 このフィールドは、企業プロファイルのオーダー使用設定

でEbiz PIP統合の値を選択した場合に使用されます。  

Ebiz PIP統合はOracle Lead to Order Integration Pack 
for Oracle CRM On Demand and Oracle E-Business 
Suite統合ソリューションであるため、このフィールドはO
racle CRM On Demand Order 
Managementでは使用できません。Oracle Lead to 
Order Integration Pack for Oracle CRM On Demand 
and Oracle E-Business 
Suiteの詳細は、カスタマーサポートにお問い合わせくだ
さい。 

活動 テキスト 15 なし。 

担当者 テキスト 15 なし。 

出荷先住所 テキスト 15 オーダーの出荷先住所。  

請求先住所 テキスト 15 オーダーの請求先住所。  

オーダー作成状況 ピックリス

ト 
30 オーダーの状況コード。このフィールドの詳細は、「オー

ダーのフィールド」を参照してください。  

オーダー統合メッセー

ジ 
テキスト 255 このフィールドに値が移入されるのは、企業プロファイル

のオーダー使用設定でEbiz 
PIP統合の値を選択した場合のみです。  

Ebiz PIP統合はOracle Lead to Order Integration Pack 
for Oracle CRM On Demand and Oracle E-Business 
Suite統合ソリューションであるため、このフィールドはO
racle CRM On Demand Order 
Managementでは使用できません。Oracle Lead to 
Order Integration Pack for Oracle CRM On Demand 
and Oracle E-Business 
Suiteの詳細は、カスタマーサポートにお問い合わせくだ
さい。 

 
 

オーダー項目のフィールド：インポートの準備 
次の表では、オーダー項目をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
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デフォルトのオーダー

項目 フィールド名 
データタイ

プ 
最大長 コメント 

製品 テキスト 15 このフィールドには、製品IDの外部キーが表示されます。
これは必須フィールドです。  

オーダー テキスト 15 このフィールドには、オーダーIDの外部キーが表示されま
す。これは必須フィールドです。  

オーダー項目番号 テキスト 15 このフィールドにはデフォルトでオブジェクトのプライマ

リキーが表示されます。  

数量 数値 22 このフィールドにはオーダーされた製品の数量が表示され

ます。これは必須フィールドです。  

単価 数値 22 なし。 

割引額 数値 22 なし。 

割引率 数値 22 なし。 

割引後価格 数値 22 なし。  

 

 
 

パートナーフィールド：インポートの準備 
次の表では、パートナーをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

医師数 数値  22 このフィールドはOracle CRM On Demand 
Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

取引先パートナー チェックボックス  1 なし 

年間売上 通貨 15 なし 

請求先住所 ピックリスト  100  このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合にのみ使用可能です。  

この値は、既存の住所レコードの［アドレス

名］フィールドと一致する必要があります。

［共有アドレスの検証］の設定がオンの場合

も、この値は検証済みの既存の住所レコード
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デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

と一致する必要があります。 

請求先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所2 テキスト 100 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所3 テキスト 100 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所 - 市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所 - 国 ピックリスト 30 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求 私書箱/並べ替えコード テキスト 30 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。 

請求先都道府県 テキスト 50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［MEX State (MEX の州)］、［BRA 
State (BRA の州)］、［Parish 
(アメリカの群)］、［テリトリーの一部］、
［島］、［都道府県］、［地域］、［Emirat
e (emir の管轄区域)］、および［Oblast 
(ロシアの州)］の住所項目（または米国の州
に相当する項目）をこのフィールドにマップ

します（「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照）。 

請求先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値

は標準の2文字の略語です（すべて大文字）。
Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し
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デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

ている場合は使用できません。 

請求 郵便番号 テキスト 30 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

請求先住所外部 ID テキスト 30 企業の共有住所が有効な場合、このフィール

ドのデータタイプはピックリストになります

。このフィールドの値は、既存の住所レコー

ドの［外部固有 
ID］と一致する必要があります。［共有アド
レスの検証］の設定がオンの場合も、この値

は検証済みの既存の住所レコードと一致する

必要があります。 

訪問頻度 ピックリスト 30 このフィールドは、Oracle CRM On 
Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリ
ストは変更できます。  

チャネル取引先マネージャ テキスト 50 なし 

準拠レビュー日 UTC日時 7 ［準拠状況］のレビュー期限。   

準拠状況 ピックリスト 30 このピックリストは変更できます。  

説明 テキスト 255 なし 

部署 テキスト 50 なし 

専門知識 テキスト 30 このピックリストは変更できます。  

外部固有 ID テキスト 30 なし。 

名前のふりがな テキスト 100 なし。 

病院識別番号 テキスト 30 病院識別番号（HIN）。  

業種 ピックリスト 50 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストのデフォルト値は［自動車］、

［エネルギー業界］、［財務サービス］、［

ハイテク業界］、［製造］、［その他］、［

製薬業］、［小売］、［サービス］、［通信

業］です。  

影響タイプ ピックリスト 30 このピックリストは変更できます。  
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デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

最後の割当終了日付 UTC日時 7 なし 

最後の割当提出日付 UTC日時 7 なし 

最終訪問日  UTC日時 7 なし 

所在地 テキスト 50 なし 

代表 FAX 番号 電話 40 なし 

代表電話番号 電話  40 なし 

マーケットポテンシャル ピックリスト 30 このフィールドはOracle CRM On Demand 
Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリ
ストは変更できます。   

市場セグメント ピックリスト 30 このフィールドはOracle CRM On Demand 
Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリ
ストは変更できます。   

マーケットシェア 数値 なし  このフィールドはOracle CRM On Demand 
Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。このピックリ
ストは変更できます。有効な値は0から100で
す。  

最大ユーザー数 整数 なし なし 

従業員数 整数 22 なし 

開始パートナー取引先 ピックリスト 100 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストは有効なパートナーの値を示し

ます。  

所有者 テキスト 50 このフィールドはレコードの現在の所有者の

名前を示します。  

所有者パートナー取引先 ピックリスト 100 このピックリストは読み取り専用です。  

パートナー通貨 ピックリスト 15 このピックリストは読み取り専用です。この

値は現在のパートナー通貨の既存の値と一致

している必要があります。  

パートナーレベル ピックリスト  30 このピックリストは変更できます。  

パートナー名 テキスト  100 パートナーの名前。  

パートナー組織状況 ピックリスト 30 このフィールドは、パートナーが有効なパー

トナー関係パートナー（PRM）組織であるか
どうかを示します。有効に設定すると、パー

トナー組織用のブックが自動作成されます。

このブックにユーザーが自動的に追加されま
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デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

す。このブックが使用されるのは、パートナ

ーレコードフィールドのパートナー関係関連

項目でパートナー間が関連付けられている場

合のみです。このピックリストは変更できま

す。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

価格リスト ピックリスト 50 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストのデフォルト値は価格リスト名

です。  

プライマリパートナータイプ ピックリスト 30 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストのデフォルト値はパートナーに

関連付けられたパートナータイプです。  

主要パートナー取引先 ピックリスト  100 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストのデフォルト値はパートナーの

値です。  

優先順位 ピックリスト 30 このピックリストは変更できます。  

取引先株式会社 チェックボックス なし なし。 

ランキング 数値 22 なし。 

取引先を再割当 チェックボックス なし このフィールドは、取引先を再度割り当てる

必要があることを示します。インポートした

場合、企業の管理者またはマネージャが再割

り当て機能を設定すると、この取引先レコー

ドに対して自動割り当て規則が適用されます

。 

問い合わせ チェックボックス なし 見込み顧客に割り当て可能な参照にこの取引

先が相当する場合は、このフィールドをオン

に設定する必要があります。 

リファレンス開始日 日付 なし なし 

地域 ピックリスト 25 このピックリストは変更できます。デフォル

トの有効値は［東］、［西］、［中央部］で

す。  

ルート ピックリスト 30 このピックリストは変更できます。  

出荷先住所 ピックリスト 100 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合にのみ使用可能です。  

この値は、既存の住所レコードの［アドレス

名］フィールドと一致する必要があります。

［共有アドレスの検証］の設定がオンの場合

も、この値は検証済みの既存の住所レコード

と一致する必要があります。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

736  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

出荷先住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先住所2 テキスト 100 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先住所3 テキスト 50 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先市 テキスト 50 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先国 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国の

名前です。米国の有効な値は［アメリカ］で

す。Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い（「国と住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先私書箱/並べ替えコー
ド 

テキスト 30 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［Colonia/Section 
(アメリカの地区)］、［CEDEX Code 
(CEDEX コード)］、［住所 4］、［URB 
(市街化地域)］、および［地域区分］の住所
項目をこのフィールドにマップします（国と

住所のマッピングについて (ページ 
568)を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  
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デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

出荷先都道府県  テキスト 50 ファイルに米国以外の住所が含まれる場合は

、［MEX State (MEX の州)］、［BRA 
State (BRA の州)］、［Parish 
(アメリカの群)］、［テリトリーの一部］、
［島］、［都道府県］、［地域］、［Emirat
e (emir の管轄区域)］、および［Oblast 
(ロシアの州)］の住所項目（または米国の州
に相当する項目）をこのフィールドにマップ

します（「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照）。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先米国の州 ピックリスト 2 米国のすべての州では、有効なデフォルト値

は標準の2文字の略語です（すべて大文字）。
Oracle CRM On 
Demandでは、このフィールドの有効な値を
変更できません。データをインポートする前

に、インポートデータがこのフィールドの有

効な値と一致していることを確認してくださ

い。 

このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

出荷先郵便番号 テキスト 30 このフィールドは、企業で共有住所を設定し

ている場合は使用できません。  

納入先住所外部 ID テキスト 30 企業の共有住所が有効な場合、このフィール

ドのデータタイプはピックリストになります

。このフィールドの値は、既存の住所レコー

ドの［外部固有 
ID］と一致する必要があります。［共有アド
レスの検証］の設定がオンの場合も、この値

は検証済みの既存の住所レコードと一致する

必要があります。 

ソースキャンペーン ピックリスト 100 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストのデフォルト値は取引先を獲得

したソースキャンペーンの名前です。  

状態 ピックリスト 30 このピックリストは変更できます。  

テリトリー ピックリスト 50 このピックリストは読み取り専用です。この

ピックリストのデフォルト値はテリトリーの

名前です。  

Web サイト テキスト 100 なし。 

年度累計売上 通貨 22 このフィールドはOracle CRM On Demand 
Life Sciences 
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デフォルトのパートナー フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

Editionの場合のみ存在します。YTDは年度累
計を意味します。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

［パートナープログラム］フィールド: インポートの準備 
次の表では、パートナープログラムをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのパートナープロ

グラムフィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

開始日 日時 7 なし 

取引登録許可 チェックボックス なし なし 

説明 テキスト 16, 350 なし 

終了日 日時 7 なし 

MDF 許可 チェックボックス なし なし 

所有者氏名 ピックリスト 30 なし 

パートナープログラム名 テキスト 30 なし 

パートナータイプ ピックリスト 30 なし 

プログラムタイプ ピックリスト 30 なし 

特別価格許可 チェックボックス なし なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

 
 



データ管理ツール 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  739 
 

計画取引先のフィールド：インポートの準備 
次の表では、計画取引先をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの計画取引先フィ

ールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 ピックリスト 15 取引先オブジェクトIDを保持する参照フィ
ールド。  

ビジネス計画  ピックリスト 15 ビジネス計画オブジェクトIDを保持する参
照フィールド。  

部署 テキスト 50 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

プライマリ計画取引先 ブール  1 取引先がプライマリ取引先かどうかを示しま

す。   

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 計画取引先 
 

計画担当者のフィールド：インポートの準備 
次の表では、計画担当者をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの計画担当者 フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

ビジネス計画 ピックリスト 15 ビジネス計画オブジェクトIDを保持する参
照フィールド。  
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デフォルトの計画担当者 フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

担当者 ピックリスト 15 担当者オブジェクトIDを保持する参照フィ
ールド。  

部署 テキスト 50 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

プライマリ計画担当者  ブール  1 担当者がプライマリ担当者かどうかを示しま

す。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n 計画担当者 
 

計画商談のフィールド：インポートの準備 
次の表では、計画商談をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの計画商談 フィ
ールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

部署 テキスト 50 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

商談 テキスト 15 商談オブジェクトIDを保持する参照フィー
ルド。  

ビジネス計画  テキスト  15 ビジネス計画オブジェクトIDを保持する参
照フィールド。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
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n 計画商談 
 

保険証券フィールド：インポートの準備 
次の表では、保険証券をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、保険証券データのみに有効です。 

保険証券フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

請求状況 ピックリスト  30 なし 

ビジネス口座 テキスト 15 なし 

Business Account: External 
System 
ID（ビジネスアカウント：外部シ
ステムID） 

テキスト 30 なし 

キャンペーン  テキスト 15 なし 

キャンペーン：外部システムID テキスト 30 なし 

キャンセル日 日付 なし なし 

Company: External System 
ID（企業：外部システムID） 

テキスト 30 なし 

通貨コード ピックリスト   20 なし 

部署 テキスト 50 なし 

有効日 日付   なし なし 

失効日 日付   なし なし 

外部システム ID テキスト 50 なし 

外部の前回の更新 日時    なし なし 

外部情報源 テキスト   50 なし 

額面 通貨   22 なし 

金融口座 テキスト 15 なし 
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保険証券フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

Financial Account: External 
System 
ID（金融口座：外部システムID） 

テキスト  30 なし 

世帯 テキスト 15 なし 

世帯：外部システムID テキスト  30 なし 

統合 ID テキスト   30 なし 

請求期限 日付   なし なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

親保険 テキスト 15 なし 

Parent Policy: External System 
ID（親保険証券：外部システムID
） 

テキスト 50 このレコードにリ

ンクされた親保険

証券の外部固有ID
。 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

保険証券番号 テキスト   50 一致するレコード

の定義済みフィー

ルド。このフィー

ルドは、保険証券

番号フィールドと

も呼ばれます。  

保険金の支払方法 ピックリスト   30 なし 

保険証券タイプ ピックリスト 30 なし 

主要代理店 テキスト 15 なし 

Primary Agency: External 
System 
ID（プライマリエージェンシー：
外部システムID）  

テキスト 30 このレコードにリ

ンクされたプライ

マリエージェンシ

ー（ビジネスアカ

ウントはパートナ

ーに設定）の外部

固有ID。 

主要エージェント テキスト 15 なし 

Primary Agent: External 
System 
ID（プライマリエージェント：外
部システムID） 

テキスト 30 このレコードにリ

ンクされたプライ

マリエージェント

（担当者）の外部

固有ID。  

生産者コード テキスト   50 なし 
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保険証券フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

レートプラン ピックリスト   30  なし 

レートの状態 ピックリスト 30 なし 

照会情報源 ピックリスト 30 なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

サブ状況 ピックリスト 30 なし 

期間 テキスト   50 なし 

保険料合計 通貨 22 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

保険契約者フィールド：インポートの準備 
次の表では、証券所有者をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 このトピックはOracle 
CRM On Demand Financial Services Edition専用です。 

次の表の情報は、保険契約者データのみに有効です。 

デフォルトの保険契約者フィール

ド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ビジネスアカウント名義人 テキスト 15 なし 

Business Account Holder: 
External System 
ID（ビジネスアカウント所有者：
外部システムID） 

テキスト 30 なし 

Company: External System 
ID（企業：外部システムID） 

テキスト  50 なし 

担当者名義人 テキスト 15 なし 

Contact Holder: External 
Unique 

テキスト 50 なし 
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デフォルトの保険契約者フィール

ド名 
データタイプ 最大長 コメント 

ID（担当者所属先：外部固有ID） 

通貨コード ピックリスト 20 なし 

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日付 なし なし 

外部システム ID テキスト   50 なし 

外部の前回の更新 日時  なし なし 

外部情報源 テキスト   50 なし 

世帯主 テキスト 15 なし 

Household Holder: External 
System 
ID（世帯主：外部システムID） 

テキスト  30 なし 

名義人の割合 率   22 なし 

被保険者タイプ ピックリスト   30 なし 

統合 ID テキスト 30 なし 

所有者：外部システムID テキスト 30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

保険 テキスト 15 一致するレコード

の定義済みフィー

ルド 

Policy: External System 
ID（保険証券：外部システムID） 

テキスト 50 このレコードにリ

ンクされた保険証

券の外部固有ID。  

証券名義人名 テキスト   250 一致するレコード

の定義済みフィー

ルド 

役割 ピックリスト   30 一致するレコード

の定義済みフィー

ルド 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
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ポートフォリオフィールド：インポートの準備 
注：この機能は、標準アプリケーションの一部ではないため、ご使用のアプリケーションのバージョンによっては使用できな

いことがあります。 

次の表では、ポートフォリオ口座をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのポートフォ

リオ口座フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先通貨 

 

ピックリスト 15 このピックリストを編集す

ることはできません。した

がって、インポートする値

は有効な値と正確に一致し

ている必要があります。 

口座番号 

 

テキスト 100 なし 

取引先タイプ 

 

ピックリスト 30 デフォルト値は、［年金契

約］、［グループ保険］、

［401K,］、［普通預金］
、［IRA］、［生命保険］
、［投資信託］、［預金］

、および［その他］です。 

年率 

 

数値 15 なし 

キャンセル/販売日 

 

日付 7 なし 

信用限度額 

 

通貨 20 なし 

部署 テキスト 50 なし 

有効日 

 

日付 7 なし 

失効日 

 

日付 7 なし 
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デフォルトのポートフォ

リオ口座フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

外部固有 ID 

 

テキスト 30 なし 

額面金額 

 

通貨 20 なし 

施設 

 

テキスト 100 なし 

金融機関の場所 

 

テキスト 50 なし 

借入れ金額 

 

通貨 20 なし 

返済期限 

 

日付 7 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

保険料 

 

通貨 20 なし 

プライマリ所有者 ID 

 

テキスト 50 なし 

製品 

 

テキスト 50 なし 

購入日 

 

日付 7 なし 

売上 

 

通貨 20 なし 

リスククラス 

 

テキスト 50 なし 

状態 

 

ピックリスト 30 有効なデフォルト値は、［

有効］、［保留中］、［見

積り］、［終了済み］、［
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デフォルトのポートフォ

リオ口座フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

クローズ］です。 

期間 

 

数値 20 なし 

期間単位 

 

ピックリスト 20 有効なデフォルト値は、［

日］、［週］、［月］、お

よび［年］です。 

総資産価値 

 

通貨 20 なし 

評価日 

 

日付 7 なし 

金融機関の外部 ID 

 

テキスト 30 取引先への金融機関のリン

クです。  

製品の外部 ID 

 

テキスト 30 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n ポートフォリオ 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

価格リストのフィールド：インポートの準備 
次の表では、価格リストをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの価格リスト フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 
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デフォルトの価格リスト フ
ィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

通貨 可変長文字列 20 価格リストの通貨。  

説明 可変長文字列 255 なし 

有効開始 UTC日時 7 価格リストが有効になった日付。  

有効終了 UTC日時 7 価格リストの有効期限。  

所有者 可変長文字列 15 レコードの所有者。  

価格リスト名 可変長文字列 50 なし 

状態 可変長文字列 30 価格リストの現在の状態。例：進行中、公開

済み。  

タイプ 可変長文字列 30 価格リストのタイプ。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

価格リスト明細項目のフィールド：インポートの準備 
次の表では、価格リスト明細項目をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの価格リスト明細

項目 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

説明 可変長文字列 255 なし 

有効開始 UTC日時 7 価格リストが有効になった日付。  

有効終了 UTC日時 7 価格リストの有効期限。  

リスト価格  数値  22 製品の価格。  

所有者  可変長文字列 15 レコードの所有者。  

価格リスト 可変長文字列 15 明細項目が関連付けられている価格リストの
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デフォルトの価格リスト明細

項目 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

名前。  

価格タイプ 可変長文字列 30 明細項目の価格タイプ。例： 標準。  

製品 可変長文字列 15 価格明細項目の製品。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

製品カテゴリーフィールド：インポートの準備 
次の表では、製品カテゴリーフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのキャンペーン受取人

フィールド名 
データタイ

プ 
最大長 

カテゴリー名 テキスト 100 

親カテゴリー テキスト 100 

外部固有ID テキスト 30 

親製品カテゴリー外部ID テキスト 30 

説明 テキスト 16,350 

 
 

製品フィールド：インポートの準備 
次の表では、製品をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
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デフォルト製品 フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

車体 ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

有効なデフォルト値は［クーペ］、［サロン

］、［カブリオレ］、［ハッチバック］、［

ワゴン］、［セダン］です。 

カテゴリー ピックリスト 30 有効なデフォルト値は［衣類］、［トラクタ

ー］、［SUV］、［内装］、［大型トラック
］、［外装］、［電気利用］、［駆動方式］

、［軽トラック］、［乗用車］です。 

規制 チェックボック

ス 
なし  なし 

自動車ディーラー請求価格 通貨 15 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

説明 テキスト 255 なし 

部署 テキスト 50 なし 

ドア ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

有効なデフォルト値は［3ドア］、［2ドア
］、［4ドア］です。 

エンジン ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

ロット番号追跡 チェックボック

ス 
なし  なし 

製造メーカー ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

モデル 

 

ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

オーダー可 チェックボック

ス 
なし  なし 

親製品 テキスト 100 なし 

パーツ番号 テキスト 50 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

価格タイプ ピックリスト 30 なし 

製品カテゴリー テキスト 100 なし 

製品通貨 通貨 15 なし 
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デフォルト製品 フィールド名 データタイプ 最大長 コメント 

製品名 テキスト 100 デフォルトでは、必須フィールド。 

プロダクトタイプ ピックリスト 30 なし 

版 ピックリスト 30 なし 

シリアル番号付き チェックボック

ス 
なし  なし 

状態 ピックリスト 30 なし 

サブタイプ ピックリスト 30 なし 

治療クラス ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合のみ存在します。 

トランスミッション ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

トリム ピックリスト 30 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

タイプ ピックリスト 30 なし 

年 数値 50 Oracle CRM On Demand Automotive 
Editionの場合のみ存在します。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

製品領域のフィールド：インポートの準備 
次の表では、製品をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注:この表の「デフォルトフィールド」のカラムには、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみが表示されます。企
業がOracle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、企業の管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの製品 領域フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

部署 テキスト 50 なし 
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デフォルトの製品 領域フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

製品領域名 テキスト 50 企業内で一意である必要があります。 

製品 ID 問い合わせ 該当なし ブランドレベルでの製品ルックアップ。 

製品名 問い合わせ 該当なし ブランドレベルでの製品名ルックアップ。 

製品カテゴリー 問い合わせ 該当なし 読み取り専用テキスト。この名前には、選

択した製品ブランドの製品カテゴリーが表

示されます。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

 
 

サンプル免責条項のフィールド：インポートの準備 
次の表では、サンプル免責条項をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのサンプル免責条

項フィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

コメント テキスト 255 このフィールドには、免責条項フィールドに

関する補足情報が表示されます。 

国 ピックリスト 30 免責条項の対象となる国。  

数値 テキスト  15 なし。  

部署 テキスト 50 なし。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし。  

デフォルト言語 ピックリスト 30 関連免責条項レコードのデフォルト言語。  

免責条項テキスト テキスト 1000 免責条項のテキスト。  

終了日 日時 7 免責条項の失効日。  
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デフォルトのサンプル免責条

項フィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

開始日 日時 7 免責条項の開始日。  

状態 ピックリスト 30 このフィールドの値は、［有効］、［無効］

および［期限切れ］です。  

タイプ ピックリスト 30 この値は、免責条項がグローバルであるか、

多言語であるかを示しています。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

サンプル在庫のフィールド：インポートの準備 
次の表では、サンプル在庫をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのサンプル在庫 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

監査レポート ID テキスト 15 なし 

部署 テキスト 50 なし 

在庫期間 テキスト 15 在庫期間オブジェクトIDを示す参照フィー
ルド。  

最終実地棚卸 数値 22 なし 

ロット番号 テキスト 15 なし 

開始残高 数値 22 なし 

実地棚卸 数値 22 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

サンプル テキスト 15 この在庫のサンプル製品を示す参照フィール

ド。  



Oracle CRM On Demandの管理 

 

754  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

デフォルトのサンプル在庫 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

システム数  数値 22 なし  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n サンプル在庫 
 

サンプルロットのフィールド：インポートの準備 
次の表では、サンプルロットをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのサンプルロット

 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

締め日 テキスト 255 CutOff_Dateフィールドのテキストバージ
ョン。 

Cutoff_Date 日付 10 この日付は計算で求められます。計算は失効

日から［短日］フィールドの値を引いた値に

基づきます。たとえば、失効日が1月31日で
、［短日］フィールドの値が30の場合、［C
utoff_Date］フィールドの値は1月1日にな
ります。この日付は、サンプルロットを近い

将来に使用するか、本社に返すことを示しま

す。  

説明 テキスト 255 ロットの説明。  

部署 テキスト 50 なし 

失効日 日付 7 サンプルロットの失効日。   

ロット別在庫 ブール  1 このフィールドは、在庫をロットレベルで追

跡するか、製品レベルで追跡するかを示しま

す。  

ロット番号 テキスト 100 ロットの名前。  
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デフォルトのサンプルロット

 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

オーダー可 ブール 1 このフィールドは、ロットがオーダー可能か

どうかを示します。  

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

製品レベル  数値  22 なし 

サンプル テキスト 15 製品名。  

短日 数値 22 リード日数。  

開始日 日付 7 サンプルロットの開始日。   

単位 テキスト 30  単位。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n サンプルロット 
 

サンプルリクエストのフィールド: インポートの準備 
次の表では、サンプルリクエストをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。データをインポートする前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのサンプルリクエ

スト フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 15 なし。  

取引先: 外部固有ID テキスト  30 サンプルリクエストがリンクされている親取

引先レコードの固有外部ID。  

ブック 文字列 150 なし 

ブック:ID 文字列 15 なし 

請求先住所 テキスト 15 オーダーの請求先住所。  
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デフォルトのサンプルリクエ

スト フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

担当者 テキスト 15 このフィールドは必須です。  

担当者: 外部固有ID テキスト  30 サンプルリクエストがリンクされている親担

当者レコードの固有外部ID。  

通貨 ピックリスト 15 このピックリストの値は読取り専用です。イ

ンポートする値は、このピックリストの有効

な値と一致している必要があります。   

説明 テキスト 255 このフィールドには、サンプルリクエストレ

コードの説明が表示されます。  

部署 テキスト 50 なし 

為替日 日付 なし なし 

外部フラグ テキスト 1 このフィールドの値は［Y］、［N］です。
外部フラグの値がYの場合は、外部システム
によってサンプルリクエストが作成されたこ

とを示しています。 

外部固有 ID テキスト 30 なし。  

ID テキスト 15 このフィールドは、サンプルリクエストの識

別子です。  

作成されたオーダー UTC日時 7 オーダーが作成された日時。  

オーダー統合メッセージ テキスト 255 なし。  

オーダー番号  テキスト 50 このフィールドのデフォルト値はオーダーI
Dです。  

所有者 テキスト 15 このフィールドには、レコード所有者が表示

されます。  

所有者：外部固有ID テキスト 30 サンプルリクエストがリンクされている親所

有者レコードの固有外部ID。  

ピックリスト値グループ テキスト 50  なし 

出荷先住所 テキスト  15 オーダーの出荷先住所。このフィールドは必

須です。  

出荷先住所ID テキスト  15 出荷先住所のIDフィールド。  

状態 ピックリスト 30 サンプルリクエストの状況コード。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 
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n データのインポート (ページ 776) 
 

サンプルリクエスト項目のフィールド: インポートの準備 
次の表では、サンプルリクエスト項目をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。データをインポートする前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのサンプルリクエ

スト項目フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

担当者: 外部固有ID  テキスト 30 なし。  

通貨 ピックリスト 15 このピックリストの値は読取り専用です。イ

ンポートする値は、このピックリストの有効

な値と一致している必要があります。    

割引額 数値 22 なし。  

割引率 数値  22 なし。  

部署 テキスト 50 なし。 

ID テキスト 15 このフィールドは、サンプルリクエスト項目

の識別子です。  

オーダー テキスト 15 このフィールドには、［サンプルリクエスト

ID］が含まれます。このフィールドは必須
です。 

オーダー項目番号 テキスト 15 このフィールドには、［サンプルリクエスト

項目ID］が含まれます。 

所有者：外部固有ID テキスト 30 サンプルリクエスト項目がリンクされている

親サンプルリクエストレコードの固有外部I
D。 

ピックリスト値項目 テキスト 50 なし。  

価格 数値  22 なし。  

割引後価格 数値 22 なし。  

製品 テキスト 15 このフィールドには、製品IDの外部キーが
表示されます。これは必須フィールドです。 
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デフォルトのサンプルリクエ

スト項目フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

製品: 外部固有ID  テキスト 30 サンプルリクエスト項目がリンクされている

親製品レコードの固有外部ID。 

数量  数値  22 このフィールドにはオーダーされた製品の数

量が表示されます。これは必須フィールドで

、ゼロより大きな値にする必要があります。 

注: 
［サンプルリクエスト割当］レコードタイプ

が定義されている場合、［数量］フィールド

の値が、対応する［割当数量］、［最大数量

］および［顧客あたりの最大数量］フィール

ドの値に照らして検証されます。この検証に

通らなかった場合、サンプルリクエスト項目

レコードタイプをOracle CRM On 
Demandにインポートできません。 

状態 ピックリスト 30 サンプルリクエスト項目の状況コード。 

注: 
担当者に対してある製品がブロックされている場合、その担当者についてその製品のサンプルリクエスト項目はインポートで

きません。インポートを試みた場合、レコードはインポートされず、インポートリクエストのログファイルにエラーメッセー

ジが記録されます。担当者に対して製品をブロックする方法については、「ブロック製品」を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

サンプルトランザクションのフィールド：インポートの準備 
次の表では、サンプルトランザクションをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。 

ワークフローアクションを使用してインポート中に多数のサンプルトランザクションを自動実行する場合は、カスタムフィー

ルドを使用します。たとえば、［Mark for 
Submit］をYに設定して、インポート完了後にサンプルトランザクションを実行する準備が完了していることを示します。
［実行］ワークフローアクションを使用してサンプルトランザクションを実行する方法の詳細は、「サンプルトランザクショ

ンの自動実行の設定 (ページ 838)」を参照してください。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 
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デフォルトのサンプルトラン

ザクションフィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

送信済みパッケージ数 数値 22 サンプルトランザクションの送信時に送信さ

れるパッケージ数。 

受信済みパッケージ数 数値 22 サンプルトランザクションの受信時に受信さ

れるパッケージ数。 

調整理由  ピックリスト  30 このフィールドのデフォルト値は、人による

エラー、盗難、初期カウント、紛失、発見、

およびリクエストです。  

コメント テキスト  255 説明のフィールド。  

日付 日時 7 トランザクションの日付。  

部署 テキスト 50 なし 

予想到着日 日時 7 なし 

予想納入日 日時 7 なし 

転送元トランザクション テキスト 15 なし 

在庫期間: 開始日 日時 7 なし 

在庫期間: 終了日 日時 7 なし 

請求書番号 テキスト 15 なし 

名前 テキスト 50 なし 

親トランザクション テキスト 15 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

受信日 日時 7 なし 

ルートトランザクション テキスト 15 なし 

状態 ピックリスト 30 デフォルト値は、進行中、運送中、調整済み

、処理済み、処理済 (差異あり)です。 

送信日 日時 7 なし 

追跡番号 テキスト  15 なし 

振替先 テキスト 15 なし 

タイプ ピックリスト 30 デフォルト値は、［振替 (内部)］、［振替 
(外部)］、［欠落サンプル］、［在庫調整］
、［支出］です。  
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

サービスリクエストフィールド：インポートの準備 
次の表では、サービスリクエストをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのサービスリクエスト

フィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

取引先 テキスト 100 なし 

取引先の外部 ID テキスト  30 なし 

エリア ピックリスト 30 有効なデフォルト値：製品、インストール

、保守、トレーニング、その他 

原因 ピックリスト 30 有効なデフォルト値：不明確な指示、要ト

レーニング、既存問題、新規問題、その他 

クローズ  時間 日時 なし 

担当者 テキスト 255 なし 

担当者の外部 ID テキスト  30 なし 

自動車ディーラー ピックリスト 100 Oracle CRM On Demand Automotive 
Edition 

説明 テキスト  16,350 インポートファイルの［説明］フィールド

が16,350文字を超える場合は16,252文字
に切り詰められます。残りの文字はリンク

先のメモ（各メモは最大16,350文字）に追
加されます。 
  

部署 テキスト 50 なし 
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デフォルトのサービスリクエスト

フィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

外部固有 ID テキスト  30 なし 

開始時間 日時 7 なし 

商談 テキスト 100 なし 

所有者 電子メール 50 ファイルデータは、既存のOracle CRM On 
DemandユーザーのサインオンユーザーID
に一致している必要があります。このフィ

ールドの有効な値がレコードに含まれてい

ない場合（値がない場合も含む）、その値

は、インポートを実行しているユーザーの

サインオンユーザーIDに設定されます。 

インポートアシスタントの実行時に、この

フィールドが有効なインポートファイルフ

ィールドにマップされない場合、［所有者

］は、インポートされたすべてのレコード

のインポートを実行しているユーザーのサ

インオンユーザーIDに設定されます。 

 

所有者の外部 ID テキスト  30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

主要パートナー取引先 可変長文字列 15 なし 

優先順位 ピックリスト 30 有効なデフォルト値：1-緊急、2-高、3-
中、4-低 

製品 ピックリスト 100 なし 

所有者を再割当 チェックボック

ス 
なし  なし 

サービス提供元自動車ディーラー  テキスト 70 Oracle CRM On Demand Automotive 
Edition 

ソース ピックリスト 30 有効なデフォルト値：電話、Web、電子メ
ール、ファックス 

SR 通貨 テキスト 20 なし 

SR番号 テキスト 64 なし 

状態 ピックリスト 30 有効なデフォルト値：オープン、保留中、

クローズ、オープン-
エスカレート、キャンセル 

主題 テキスト 250 なし 
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デフォルトのサービスリクエスト

フィールド名  
データタイプ 最大長 コメント 

タイプ ピックリスト 30 有効なデフォルト値：質問、問題、エンハ

ンスメントリクエスト、その他 

車両 テキスト 100 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n サービスリクエストフィールド 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

署名のフィールド：インポートの準備 
次の表では、署名をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの署名 フィール
ド名 

データタイプ 最大長 コメント 

活動 ID  テキスト 15 なし 

担当者名 (名) テキスト 50 なし 

担当者名 (姓)  テキスト 50 なし 

免責条項テキスト  テキスト 500 なし 

ヘッダーテキスト テキスト 800 なし 

営業員名 (名) テキスト  50 なし 

営業員名 (姓) テキスト  50 なし 

署名管理 テキスト 16000 このフィールドは、署名のX座標とY座標を
保持します。  

署名日  日付 7 なし 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 
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n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

ソーシャルプロファイルのフィールド：インポートの準備 
次の表では、ソーシャルプロファイルをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのソーシャルプロ

ファイル フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

コミュニティ  テキスト 255 担当者が検出されたソーシャルメディアサイ

ト（FacebookやTwitterなど）の名前。 

通貨  ピックリスト 15 なし。  

為替日 日付 なし なし。  

作成者リンク URL 255 ソーシャルメディアタイプに対するユーザー

のプロファイルページへのWebリンク。新
しいウィンドウが開きます。  

作成者 テキスト 100 ソーシャルメディアサイトでの担当者の一意

のユーザー名。 

有効 ブール 1 ソーシャルメディアプロファイルが有効かど

うかを示します。デフォルト値はtrue（1）
です。  

 
 

解決策フィールド：インポートの準備 
次の表では、解決策をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの解決策 フィールド
名 

データタイ

プ 
最大長 コメント 

部署 テキスト 50 なし 
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デフォルトの解決策 フィールド
名 

データタイ

プ 
最大長 コメント 

外部固有 ID テキスト 30 なし 

FAQ テキスト 250 なし 

統合 ID テキスト 30 なし 

ピックリスト値グループ テキスト 50 なし 

製品カテゴリー ピックリス

ト 
100 なし 

公開済 ピックリス

ト 
1 有効なデフォルト値は［Y］、［N］です。これ

らの値は、言語の設定にかかわらず、英語にな

っている必要があります。 

評価1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4
および5です。  

詳細は、「イメージとして表示されるフィール

ドについて」を参照してください。  

評価2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4
および5です。  

評価3 整数 なし このフィールドの有効値は、null、1、2、3、4
および5です。  

サービスリクエストカウント 整数 22 なし 

解決策通貨 ピックリス

ト 
20 このピックリストを編集することはできません

。したがって、インポートする値は有効な値と

正確に一致している必要があります。 

解決策詳細 テキスト 16,000 なし 

解決策評価 数値 15 このピックリストを編集することはできません

。したがって、インポートする値は有効な値と

正確に一致している必要があります。 

状態 ピックリス

ト 
30 有効なデフォルト値は［ドラフト］、［承認］

、［旧式］です。 

信号機1 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および
2です。 

詳細は、「イメージとして表示されるフィール

ドについて」を参照してください。  

信号機2 整数 なし このフィールドの有効値は、null、0、1および
2です。 

信号機3 整数  なし このフィールドの有効値は、null、0、1および
2です。 

タイトル テキスト 100 デフォルトでは、必須フィールド。 
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関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 解決策フィールド 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

特別価格製品のフィールド：インポートの準備 
次の表では、特別価格製品をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの特別価格製品 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

認可原価  数値 22 特別価格リクエストを交渉中のパートナーの

価格。 

競合会社名 可変長文字列 100 リクエストの競合会社の名前。  

競合会社パートナー 可変長文字列 100 競合会社パートナーの名前。  

競合会社製品 可変長文字列 100 競合会社の製品の名前。  

競合会社製品価格 数値 22 競合会社の製品の価格。 

通貨 可変長文字列 20 なし  

説明 可変長文字列 250 なし  

標準小売価格 数値 22 使用されている通貨での標準小売価格。  

その他の競合情報 可変長文字列 250 競合会社のオファーに関するその他の情報（

例：特別価格の理由）。  

製品 可変長文字列 15 特別価格リクエストの対象製品の名前。  

取得原価  数値 22 パートナーが製品の購入に支払った元の価格

。  

数量 数値 22 このリクエストでの製品の予想販売数量。  

要求原価  数値  22 パートナーが要求した値下価格。  

要求再販価格 数値 22 パートナーが希望する再販価格。  
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デフォルトの特別価格製品 
フィールド名 

データタイプ 最大長 コメント 

SP リクエスト  可変長文字列 15 この特別価格製品が関連付けられている特別

価格リクエスト。  

提案再販価格 数値 22 ブランド所有者が提案する再販価格。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

特別価格リクエストのフィールド：インポートの準備 
次の表では、特別価格リクエストをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトの特別価格リクエ

スト フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

承認状況 可変長文字列 30 特別価格リクエストの承認状況。 

承認者 可変長文字列 15 承認者の名前。 

認可日 UTC日時 7 特別価格リクエストが承認された日時。 

請求決定日 日付 7 請求が決定された日付。 

クレーム状況 日付 7 特別価格請求の状況。 

通貨 可変長文字列 20 特別価格リクエストの通貨。  

取引交渉登録 可変長文字列 15 特別価格リクエストに関連付けられている取

引交渉登録。  

説明 可変長文字列 15 なし  

締切日 日付 7 リクエストの処理期限。  
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デフォルトの特別価格リクエ

スト フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

最終顧客  可変長文字列 15 リクエストの顧客。リクエストが商談に関連

付けられている場合、商談取引先を選択でき

ます。 

終了日 UTC日付 7 特別価格が無効になる日時。  

資金 可変長文字列 15 特別価格リクエストに関連付けられた資金の

名前。 

最終承認者  可変長文字列 15 最後にリクエストを承認した人の名前。 

商談 可変長文字列 15 リクエストを関連付ける商談。 

開始パートナー取引先 可変長文字列 15 特別価格リクエストを開始したパートナー。 

所有者  可変長文字列 15 レコードの所有者。   

所有者パートナー取引先 可変長文字列 15 所有者が提携するパートナー取引先。 

パートナープログラム 可変長文字列 15 リクエストが関連付けられたパートナープロ

グラム。 

主要パートナー取引先 可変長文字列 15 特別価格リクエストを主導するパートナー社

。 

理由コード 可変長文字列 30 特別価格リクエストが返された、または拒否

された理由。 

リクエスト日 日付 7 特別価格リクエストが作成された日時。  

リクエスト名 可変長文字列 50 リクエストの名前。 

開始日 UTC日時 7 特別価格が開始する日時。 

送信状況 可変長文字列 30 提出の状況。例：未提出、提出済、リコール

済など。 

送信日 UTC日時 7 リクエストが提出された日時。 

認可金額合計  数値 22 認可された合計金額。 

要求済み金額合計  数値  22 パートナーが要求した合計金額。 

承認済み請求額合計 数値  22 パートナーに承認された請求額合計。 

要求済み請求額合計  数値  22 パートナーが要求した請求額合計。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
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タスク担当者フィールド：インポートの準備 
次の表では、担当者とタスクとのリンクをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのタスク担当

者フィールド名 
データタイプ 最大長 

担当者名 テキスト 60 

担当者の外部ID テキスト  30 

タスクの外部ID テキスト  30 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

タスクユーザーフィールド:インポートの準備 
次の表では、ユーザーとタスクとのリンクをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのタスクユー

ザーフィールド名 
データタイプ 最大長 

ユーザーID テキスト 50 

タスクの外部ID テキスト  30 

ユーザーの外部ID テキスト  30 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 
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n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

トランザクション項目のフィールド：インポートの準備 
次の表では、トランザクション項目をOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのトランザクショ

ン項目 フィールド名 
データタイプ 最大長 コメント 

説明 テキスト 250 トランザクション項目の説明。  

在庫期間 テキスト 15 なし  

行番号 数値 22 トランザクションのヘッダーレコードに関連

付けられた一意の番号。  

ロット番号 テキスト 15 サンプルロットIDを保持する参照フィール
ド。  

数量 数値 22 トランザクション項目に関連付けられたサン

プルの数。  

サンプル テキスト 15 トランザクション項目で提供されるサンプル

の名前。すべてのサンプルを文書化する必要

があります。  

出荷数量 数値 22 トランザクション項目として出荷されたサン

プルの数。  

トランザクション番号 テキスト 15 サンプルトランザクションIDを保持する参
照フィールド。  

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 
 

ユーザーフィールド：インポートの準備 
次の表では、ユーザーをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。 
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注: ユーザーレコードをインポートするには、[ユーザーの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

この情報は「データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

デフォルトのユーザー フィールド
名 

データタイプ 最大長 コメント 

エイリアス テキスト 50 デフォルトでは、必須フィールド。 

ユーザー住所1 テキスト 200 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

ユーザー住所2、3 テキスト 100 国ごとの住所フィールドのマップ方法につい

ては、「国と住所のマッピングについて 
(ページ 568)」を参照してください。 

ユーザー住所 - 市 テキスト 50 なし 

ユーザー住所 - 国 ピックリスト 30 有効なデフォルト値は世界中のすべての国の

名前です。米国の有効な値は［アメリカ］で

す。このアプリケーションでは、このフィー

ルドの有効な値を変更できません。インポー

トする前に、インポートデータがこのフィー

ルドの有効な値と一致していることを確認し

てください（「国と住所のマッピングについ

て (ページ 568)」を参照）。 

ユーザー私書箱/ソートコード テキスト 30 なし 

ユーザー住所 - 都道府県 テキスト 50 カナダについては、「国と住所のマッピング

について (ページ 
568)」を参照してください。ただし、これは
ピックリストのフィールドではありません。 

ユーザー住所 - 米国の州 ピックリスト 2 有効な米国の州のリストについては、「国と

住所のマッピングについて (ページ 
568)」を参照してください。 

ユーザー住所 - 郵便番号 テキスト 30 なし 

携帯電話番号 電話 40 なし 

通貨 テキスト 50 このフィールドは全社レベルで設定されます

。したがって、これらのフィールドをインポ

ートしたり、そのピックリスト値を編集した

りすることはできません。 
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デフォルトのユーザー フィールド
名 

データタイプ 最大長 コメント 

部門 テキスト 75 なし 

部署 テキスト 75 なし 

電子メール テキスト 50 デフォルトでは、必須フィールド。 

［保存］をクリックしたときに仮

パスワードを送信 
チェックボッ

クス 
なし このチェックボックスをオンして保存すると

、仮パスワードを含む電子メールがユーザー

に送信されます。 

従業員番号 数値 30 なし 

外部固有 ID テキスト 30 インポートされたレコードの外部IDが含まれ
ます。 

名前 (名) テキスト 50 デフォルトでは、必須フィールド。 

資金承認限度 数値 22 Oracle CRM On Demand High Tech 
EditionおよびOracle CRM On Demand 
Partner Relationship Management 
Editionの場合のみ存在します。 

統合 ID テキスト 30 外部システムとの統合に使用されるID。  

言語 テキスト  50 このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は標準の

有効な値と正確に一致している必要がありま

す。 

名前 (姓) テキスト 50 デフォルトでは、必須フィールド。 

ロケール テキスト 50 このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は有効な

値と正確に一致している必要があります。 

ミドルネーム テキスト 50 なし 

敬称 ピックリスト 15 なし 

デフォルトブックの保持 チェックボッ

クス 
なし デフォルトブックの保持フィールドの詳細は

、「ユーザーフィールド (ページ 
276)」を参照してください。  

上司 テキスト なし 管理者の姓名に基づく、計算済みのフィール

ド。 

レポート先の外部ID テキスト 30 なし 

役割 ピックリスト 50 デフォルトでは、必須フィールド。有効なデ

フォルト値は、［管理者］、［エグゼクティ

ブ］、［フィールドセールス要員］、［テレ

セールス］、［セールス＆マーケティングマ

ネージャ］、［サービス管理者］、［保守担

当者］です。 
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デフォルトのユーザー フィールド
名 

データタイプ 最大長 コメント 

状態 ピックリスト 30 デフォルトでは、必須フィールド。有効なデ

フォルト値は［有効］、［無効化］です。 

タイムゾーン テキストと数

値 
100 このピックリストを編集することはできませ

ん。したがって、インポートする値は有効な

値と正確に一致している必要があります。 

勤務先 FAX 番号 電話 40 なし 

勤務先電話番号 電話 40 デフォルトでは、必須フィールド。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605) 

n データのインポート (ページ 776) 

n ユーザーフィールド (ページ 276) 
 

車両担当者フィールド：インポートの準備 
次の表では、車両担当者のフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。  

 

デフォルトの製品カテゴリーフィ

ールド名 
データタイ

プ 
最大長 

シリアル番号 テキスト 100 

製品名 テキスト 100 

担当者名 テキスト 60 

担当者の外部ID テキスト 30 

Vehicle External 
ID（車両外部ID） 

テキスト 30 

プライマリ  チェックボ

ックス 
なし 
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車両のフィールド：インポートの準備 
次の表では、車両のフィールドをOracle CRM On 
Demandにインポートする前のCSVファイルの設定について具体的な情報を示しています。この情報は「データインポート
時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 
605)」のガイドラインを補足します。インポートを実行する前に、次のインポート情報を確認する必要があります。  

注：この表のデフォルトフィールドの列には、各フィールドの最初の（デフォルトの）名前のみを示しています。企業がOra
cle CRM On 
Demandで変更した名前は含まれていません。したがって、データをインポートしようとしたときに特定のフィールドが表
示されない場合は、管理者に問い合わせて、そのフィールドの新しい名前を確認してください。 

注：Oracle CRM On Demand Automotive Editionの場合のみ存在します。 

デフォルトの車両のフィールド名 データタイプ 最大長 

部署 テキスト 50 

ピックリスト値グループ テキスト 50 

車両識別番号 テキスト 100 

製造メーカー テキスト 30 

モデル テキスト 30 

年 テキスト 22 

トリム テキスト 30 

ドア テキスト 30 

外装色 テキスト 30 

外部固有 ID テキスト 30 

所有者の外部 ID テキスト 30 

取引先の外部 ID テキスト 30 

製品の外部 ID テキスト 30 

販売ディーラーの外部ID テキスト 30 

サービスディーラーの外部ID テキスト 30 

プロダクトタイプ テキスト 30 

自動車販売元ディーラー テキスト 100 

状態 テキスト 255 

取引先 テキスト 100 

取引先タイプ テキスト 255 

担当者 テキスト 255 

免許証番号 テキスト 30 
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デフォルトの車両のフィールド名 データタイプ 最大長 

ライセンス状況 テキスト 10 

免許証失効日 日付 32 

トランスミッション テキスト 30 

取引先部署 テキスト 50 

状態 テキスト 30 

場所 テキスト 30 

中古車/新車 テキスト 30 

エンジン テキスト 30 

標準小売価格 通貨 25 

自動車ディーラー請求価格 通貨 25 

所有者 テキスト 30 

変更 : 日付 (外部) 日時 32 

変更者 テキスト 255 

車両通貨 テキスト 30 

内装色 テキスト 30 

保証タイプ テキスト 30 

保証開始日 日付 32 

保証終了日 日付 32 

現在の走行距離 数値 16 

走行距離測定日 日付 32 

製品名 テキスト 100 

タイプ テキスト 255 

車体 テキスト 30 

説明 テキスト 250 

所有者 電子メール 50 

作成 : 日付 (外部) 日時 32 

行 ID ID 15 

統合 ID テキスト 30 

取引先 ID ID 15 
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デフォルトの車両のフィールド名 データタイプ 最大長 

取引先統合 ID テキスト 30 

カスタムオブジェクト N テキスト 50 

インデックス付きピックリスト 1 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 2 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 3 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 4 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 5 テキスト 30 

インデックス付きピックリスト 6 テキスト 30 

インデックス付き数値 数値 16 

インデックス付き日付 日時 32 

インデックス付き通貨 通貨  25 

インデックス付き長いテキスト テキスト 255 

インデックス付き短いテキスト1 テキスト 100 

インデックス付き短いテキスト2 テキスト 100 

インデックス付きチェックボック

ス 
ブール 1 

製品カテゴリー テキスト 100 

パーツ番号 テキスト 50 

購入日 日付 32 

購入価格 通貨 25 

数量 数値 16 

出荷日 日付 32 

インストール日 日付 32 

失効日 日付 32 

通知日 日付 32 

契約 テキスト 30 
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インポートアシスタント 
次の各トピックでは、インポートアシスタントを使用して企業データをOracle CRM On 
Demandにインポートする方法について説明します。  

n データのインポート (ページ 776) 

n インポート結果の確認 (ページ 780) 

n 電子メールとログファイルのインポート結果例 (ページ 781) 
 

データのインポート 
作業前の準備。{1}CSVファイルを準備し、必要なすべてのフィールドまたはピックリスト値をアプリケーションに追加しま
す。詳細は、「データのインポートの準備 (ページ 611)」を参照してください。データをインポートする前に、My Oracle 
Supportでサポートされているドキュメントを確認して、ユーザーの要件に最適なデータインポート方法を決定できます。 

データのインポートの準備が完了した後、インポートアシスタントにアクセスし、インポートを実行します。インポートアシ

スタントですべてのインポートリクエストが対等に処理されるようにするには、各インポートリクエストを100レコードから
構成される1つ以上の子リクエストに分割します。複数のインポートリクエストの子リクエストが同時に処理されるため、イ
ンポートリクエストをキューに配置するために他のリクエストの完了を待機する必要がありません。インポートリクエストの

処理時間はキュー内の子リクエストの進行状況を反映して継続的に更新されます。 

ヒント：5件のレコードでテストのインポートを行い、インポートするCSVファイルが正しく設定されていることを確認しま
す。インポートファイル内のすべてのレコードではなく、5件のレコードをインポートして修正する方がはるかに簡単です。 

レコードをインポートするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［データ管理ツール］セクションの［インポートツールとエクスポートツール］リンクをクリックします。 

3 ［データをインポート］セクションで、ドロップダウンメニューからインポート対象のレコードタイプを選択します。  

4 ［開始］ボタンをクリックします。  

これにより、インポートアシスタントが起動します。 

5 ステップ1：  

注：インポートするレコードに応じて次のオプションが使用可能です。 

a 一致するレコードをインポートアシスタントで識別する方法を選択します。  

インポートアシスタントでは、別のシステムからインポートされる固有の外部IDフィールドの、外部固有I
Dを使用します。また、Oracle CRM On Demand行IDおよびOracle CRM On 
Demand定義済みフィールドも使用します。定義済みフィールドは、取引先名や場所などのID以外のフィ
ールドです。 

重複レコードの定義方法については、「レコードの重複と外部IDについて (ページ 
586)」を参照してください。 

b Oracle CRM On 
Demand内で重複したレコード固有識別子が見つかった場合のインポートアシスタントの処理を選択します。重複
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しているレコードはインポートしない、既存のレコードを上書きする、または追加のレコードを作成する、のいずれ

かを選択できます。 

注意: このオプションは、メモでは使用できません。 

c インポートされたレコードのレコード固有識別子が、Oracle CRM On 
Demand内の既存レコードと一致しない場合のインポートアシスタントの処理を選択します。 

注意: 
このオプションは、メモでは使用できません。前のオプションで［既存のレコードを上書き］および［新規

レコードを作成しない］を選択した場合は、結果としてレコードが更新されます。 

d アプリケーションの値と一致しないCSVファイルのピックリスト値の処理方法を選択します。 

インポートアシスタントでは、新しい値をピックリストに追加するか、フィールド値をインポートしないこ

とを選択できます。  

注：このオプションは、メモをインポートする場合、またはユーザーの言語が企業のデフォルト言語とは異

なる場合は使用できません。また、複数選択ピックリストにも適用されません。複数選択ピックリストは、

CSVファイルの値がアプリケーションに存在する場合にのみインポートできます。 

e データファイル内に関連付け（関連レコード）がない場合に、インポートアシスタントで新しいレコードを作成する
かどうかを指定します。  

注：このオプションは、取引先または担当者をインポートする場合にのみ使用可能です。 

f CSV ファイルで使用する日時形式を選択します。 

詳細は、「データインポート時のフィールドタイプのガイドライン (ページ 605)」を参照してください。 

g ファイルのエンコード方式として［西ヨーロッパ言語］が選択されていることを確認します。 

注：別のエンコード方式を使用するかどうかわからない場合は、この設定を変更しないでください。デフォ

ルトの［西ヨーロッパ言語］は、ヨーロッパと北米のほとんどのエンコード方式に適用されます。 

h ファイルで使用されるCSV区切りのタイプを選択します。カンマまたはセミコロンを選択できます。 

i ［エラーログ］ドロップダウンリストで、Oracle CRM On Demandで記録するログを選択します（［メッセージ 
(全件)］、［エラーと警告］または［エラーのみ］）。 

j データをインポートするCSVファイルを選択します。 

k 必要に応じて、[データファイルレコードは連続して処理する必要があります]チェックボックスをオンにします。 

注：データファイルを連続して処理するように選択すると、インポートリクエストが送信されたときに、子

インポートリクエストが常に順番に処理されるようになります。CSVファイルの依存関係が維持されます
。 

l データのインポート時に監査を無効にする場合、およびデータのインポート時に監査証跡レコードを生成しない場合
は、このチェックボックスをオンにします。   

注：ユーザーレコードタイプをインポートする場合、この監査設定を無効にすることはできません。このオ

プションは、役割で［インポート用のレコード監査の管理］権限が有効になっている場合にのみ使用できま

す。このチェックボックスをオンにすると、インポート対象のレコードタイプ、およびそのレコードタイプ

の監査を決定した監査対象フィールドの数に応じて、インポートパフォーマンスが向上する可能性がありま

す。 
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m インポートプロセスの完了後に電子メール通知を送信する場合は、電子メール通知を有効化するチェックボックスを
オンにします。このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。  

6 ステップ2：  

a 必要に応じてファイル検証の手順に従います。 

b フィールドマッピングファイルがある場合は、そのファイルを選択します。 

c フィールドマッピングファイル（.map）には、CSVファイルのフィールドと、Oracle CRM On 
Demandの既存のフィールドとの組み合わせが定義されています。インポートの実行後に、最新のマッピング方式
を使用した.mapファイルが含まれる電子メールがシステムにより送信されます。このファイルをコンピュータに保
存して、後のインポートで使用します。 

7 ステップ3で、ファイル内のフィールドをOracle CRM On 
Demandのフィールドにマップします。少なくとも、すべての必須フィールドはCSVファイルのカラムヘッダーにマッ
プする必要があります。 

インポートアシスタントでは、インポートCSVファイルのカラムヘッダーがドロップダウンリストの横に表示され
、ユーザーが追加したカスタムフィールドを含む、Oracle CRM On 
Demandの該当するエリアのすべてのフィールドが表示されます。 

必要な住所フィールドがドロップダウンリストに表示されない場合は、次の表に示した対応するフィールドを選択し

ます。 

リストをフィルターするフィールド ドロップダウンリストから選択するフィールド 

番地 
住所1 
丁目 

町/番地 

区 住所 2 

フロア 
地区 

住所 3 

市/郡 市 

Colonia/Section (アメリカの地区) 
CEDEX Code (CEDEX コード) 
住所 4 
URB (市街化地域) 
地域区分 

私書箱/並べ替えコード 

MEX State（MEXの州） 
BRA State（BRAの州） 
Parish（アメリカの郡） 
Part of Territory（アメリカの準州） 
島 
都道府県 
地域 
Emirate（emirの管轄地域） 
Oblast（ロシアの州） 

都道府県 
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リストをフィルターするフィールド ドロップダウンリストから選択するフィールド 

島コード 
Boite 
Postale（アフリカでの郵便番号） 
Codigo Postal（南米での郵便番号） 

郵便番号 

.map 
ファイルを選択した場合は、フィールドが正しくマップされていることを確認してください。場合によっては、前回

のインポート後に作成されたカスタムフィールドもマップする必要があります。 

外部IDについては、「レコードの重複と外部IDについて (ページ 586)」を参照してください。 

注意 ：間違ったファイルをインポート用に選択した場合は、［取消］をクリックして選択を変更します。この時点で［
戻る］ボタンを使用してもキャッシュはクリアされないので、最初に選択したインポートファイルがフィールドマッピン

グのステップで表示されます。 

注意：［外部固有 ID］および［マネージャの外部 
ID］は、担当者とマネージャレコードの関連付けに使用される重要なフィールドです。これらのフィールドがマップさ
れない場合、マネージャレコードは［担当者名］および［マネージャ］の各フィールドを使用して担当者に関連付けられ

ます。［担当者名］および［マネージャ］の各フィールドを使用して関連付けを行う場合、データファイルのレコードは

、より厳密な依存関係の順序に従う必要があります。 

8 ステップ4：画面上の指示に従います。 

9 ステップ5：［終了］をクリックします。 

インポートリクエストのキューを表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［キューのインポート＆エクスポート］セクションで、［インポートリクエストキュー］リンクをクリックします。 

［インポートリクエストキュー］ページには、完了予定時間などのリクエストに関する情報が表示されます。 

次の表では、インポート状態について説明します。  

状態 説明 

キュー待ち インポートはまだ処理されていません。  

進行中 インポートは処理中です。  

注：この状態のリクエストは削除できます。Oracle CRM 
On 
Demandに部分的にインポートされるデータを確認する
必要があります。 

完了 インポート中にエラーが発生しなかったことを示します

。  

エラーあり インポートは完了しましたが、エラーが発生したレコー

ドがあります。  
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状態 説明 

失敗 インポートは完了しましたが、レコードはインポートさ

れませんでした。 

エラー エラーが発生したため、インポートは完了しませんでし

た。  

取消済み インポートは取り消されました。  

次の表では、インポートレコードの情報について説明します。  

インポートレコードの情報 説明 

送信数 CSVファイル内に含まれるレコード数。  

処理数 インポートエンジンが現在までに処理したレコード数。

このフィールドは、20秒ごと、またはシステムプロセス
により設定された間隔で処理されます。  

正常にインポートされた数 問題なくインポートされたレコード数。  

一部インポートされた数 インポートされたものの、すべてのフィールドはインポ

ートされなかったレコードの数。  

インポートされなかった数 まったくインポートされなかったレコード数。  

取り消された数 取り消す前にインポートされたレコードの数。  

 

複数選択ピックリスト値をインポートするには 

1 CSVファイルで、複数値ピックリストをセミコロンで区切ります。 

 
たとえば、名前（名）を含む複数値ピックリストがあり、4つの名前をこのフィールドにインポートする場合、各名
前をセミコロンで区切ります。  

2 ［新規値をピックリストに追加］をクリックします。  

Oracle CRM On Demand により複数値ピックリストがインポートされます。 

 
 
 

インポート結果の確認 
Oracle CRM On 
Demandのキューページを確認すると、インポートの進捗を追跡できます。インポートリクエストが完了すると、インポー
トキューに移動して完了したインポートジョブにドリルダウンできます。各インポートリクエストには、送信されたデータフ
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ァイル、生成されたマップファイル、ログファイルが含まれます。ログファイルには、エラーやインポート状況などの基本的

なログファイル情報が記録されます。インポート中にエラーが発生した場合は、インポートリクエストに添付されたログファ

イルを確認することをお勧めします。  

インポートを準備する際に電子メール通知を有効にした場合、インポートリクエストが完了すると、電子メールメッセージが

送信されます。この電子メールには、インポートの概要、インポートされなかったレコードとフィールドの一覧を記録したロ

グファイルが含まれます。 

CSVファイルのデータを修正してから再び情報をインポートできます。2回目に重複レコードがある場合は、既存のレコード
を上書きするように指定する必要があります。 

インポートリクエストキューを表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［インポートツールとエクスポートツール］セクションで、［インポートツールとエクスポートツール］リンクをクリッ
クします。 

3 ［キューのインポート＆エクスポート］セクションで、［インポートリクエストキュー］リンクをクリックします。 

［インポートリクエストキュー］ページが開き、インポートの終了時刻または終了予想時刻が表示されます。 

インポート結果に関する電子メールメッセージを確認するには 

n 電子メールアプリケーションに移動し、Oracle CRM On Demandからの電子メールメッセージを開きます。 

メッセージには、レコードごとに発生したエラーが記載され、レコードの完全なデータを取得するためのアクション

が記載されます。 

関連トピック 
関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n 電子メールとログファイルのインポート結果例 (ページ 781) 
 

電子メールとログファイルのインポート結果例 
インポートを準備する際に電子メール通知を有効にした場合、インポートリクエストが完了すると、電子メールメッセージが

送信されます。この電子メールは、インポート結果を要約したものです。 

マイク 様、 

 

インポートのリクエストが3/30/2007 7:10:06 AMに完了しました。結果の概要は次のとおりです。 

 

ユーザー: qa/mjones 

インポートタイプ: 取引先 

インポートファイル名：Accounts.csv 

完了時間: 3/30/2007 7:10:06 AM 
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総レコード数: 496 

正常にインポートされた数: 495 

一部インポートされた数: 1 

無視された重複レコード: 0 

失敗: 0 

 

インポートの詳細については、ログファイルを参照してください。それでも不明点がある場合は、オンラインヘルプを参照し

てください。 

 

Oracle CRM On Demandをご使用いただき、ありがとうございます。 

 

Oracle CRM On Demandカスタマーサポート 

 

この電子メールには、インポートプロセスの間に発生したエラーがリストされたログファイルが添付されています。例： 

レコード固有のエラーですEXTERNAL_SYSTEM_ID：46552。インポートフィールド［通貨］の値「INR」に一致するレコ
ードが見つかりません。Oracle CRM On 
Demandの[取引先通貨]フィールドは更新されませんでしたが、このレコードの他のフィールド値はインポートされました
。 

 

 
 

エクスポートアシスタント 
次の各トピックでは、エクスポートアシスタントを使用してOracle CRM On 
Demandデータをエクスポートする方法について説明します。  

n データのエクスポート (ページ 782)  

n エクスポート結果の確認 (ページ 786) 

 
 

データのエクスポート 
企業データ（特定のレコードタイプの添付資料を含む）のすべてまたは一部を、Oracle CRM On 
Demandから外部ファイルにエクスポートできます。エクスポートでは、選択したレコードタイプごとにエクスポートしたC
SVファイルを格納する1つ以上のZIPファイルが生成されます。生成されるエクスポートファイルのサイズは、それぞれ1.5 
GBまたはそれ未満です。      

注意:  企業で業界固有のOracle CRM On 
Demandエディションを使用する場合、業界固有のレコードタイプ（世帯や資金）、リンクされている活動およびメモはエ
クスポートから除外されます。また、経常商談製品のレコードをエクスポートする場合、その行に対応するParent_IDカラ
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ムに、Oracle CRM On 
Demandによってそのレコードが書き出されます。経常外のレコードの場合、Parent_IDセルは空になります。 

部分エクスポートの制限事項について 
企業では、7日ごとに1回、完全エクスポートを実行できます。部分エクスポートの場合、企業が7日間でエクスポートできる
レコード数は、企業がOracle CRM On 
Demandについて購入するユーザーライセンス数に基づきます。各ライセンスについて、7日間で1000件のレコードを部分
エクスポートでエクスポートできます。 

次の例では、Oracle CRM On 
Demandについて5つのユーザーライセンスを購入したため、7日間で最大5000件のレコードをエクスポートできる企業に対
し、部分エクスポートの制限がどのように課せられるかを示します。 

n 例1。最近7日間で、4000件のレコードが部分エクスポートリクエストによりエクスポートされました。あるユーザーが
これから2000件のレコードの部分エクスポートリクエストを提出します。 

この場合、部分エクスポートリクエストにより7日間にエクスポートされるレコード数の合計が6000件となり、50
00件のレコードの制限を超えるため、このリクエストは失敗します。 

n 例2。最近7日間で、部分エクスポートリクエストによりエクスポートされたレコードはありません。2人のユーザーがこ
れから個別の部分エクスポートリクエストを提出します。一方のエクスポートリクエストは3000件、もう一方は2000
件のレコードです。 

この場合、部分エクスポートリクエストにより7日間にエクスポートされるレコード数の合計が5000件となり、制
限を超えないため、どちらのリクエストも成功します。ただし、7日間のレコードの制限である5000件にすでに達
しているため、次の7日間に提出される後続の部分エクスポートリクエストは失敗します。 

注: Oracle CRM On 
Demandが7日間の部分エクスポートによりエクスポートされるレコード数を計算する際、リストページによりエクスポート
されるレコードはカウントされません。 

エクスポートリクエストおよびエクスポートリクエスト添付資料の保持期間について 
標準アプリケーションでは、Oracle CRM On 
Demandはエクスポートリクエストおよびその出力の詳細を次のように一定期間保持します。 

n エクスポートリクエストの詳細は60日間保持されてから削除されます。  

n エクスポートリクエストからの出力は168時間（つまり、7日間）保持されてから削除されます。 

保持期間は、[リスト]ページから送信されたエクスポート操作、およびデータエクスポートアシスタントから送信されたエク
スポート操作に適用されます。 

管理者は、企業プロファイルで次のフィールドの値を変更することによって、エクスポートリクエストおよびその添付資料の

保持期間を変更できます。 

n エクスポートリクエスト有効期限(日数) 

n エクスポートリクエスト添付資料有効期限(日数) 

これらのフィールドの更新については、「企業設定の設定 (ページ 21)」を参照してください。 

作業前の準備。この手順を実行するには、[管理者エクスポート]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 
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企業のデータをエクスポートするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［管理ホームページ］の［データ管理ツール］セクションで、［インポートツールとエクスポートツール］リンクをクリ
ックします。 

3 ［インポートツールとエクスポートツール］ページで、［データをエクスポートする］リンクをクリックします。 

これにより、データエクスポートアシスタントが起動します。  

4 ステップ1：  

a 次の該当する操作を行います。  

n 完全エクスポートを実行する場合は、［すべてのレコードタイプをエクスポート］ラジオボタンを選択します。 

n 部分エクスポートを実行する場合は、［選択したレコードタイプをエクスポート］ラジオボタンとエクスポート
するレコードタイプを選択します。あるレコードタイプのすべてのデータまたは個々の子レコードのデータをエ

クスポートできます。  

n 特定のレコードタイプの添付資料をエクスポートするには、すべての添付資料データセクションからそのレコー
ドタイプを選択します。添付資料のエクスポートの詳細は、「企業の添付資料の管理 (ページ 
815)」を参照してください。  

注意: 
エクスポートされる添付資料ファイルの命名規則は、<Object>_<ObjectRowId>_<ExportRequestId
>.<FileExtension>です。たとえば、Opportunity Attachment_AALA-3135W8_AALA-
864XW0.pptxのようになります。 

b ［次へ］をクリックします。  

親および子レコードタイプは、それぞれ個別のCSVファイルにエクスポートされ、ZIPファイルにまとめられます。 

注意：Oracle CRM On Demandでメモデータをエクスポートする場合、CSVファイルには、Oracle CRM On 
Demandで作成したすべての公開メモ、およびデータをエクスポートするユーザーに属する個人メモが格納されます。 

5 ステップ2：  

a エクスポートしたCSVファイルで使用するタイムゾーンを選択します。  

b エクスポートしたCSVファイルで使用する日時形式を選択します。  

注意: 完全エクスポートで日付を選択すると、完全エクスポートは部分エクスポートになります。 

c ファイルで使用されるCSV区切りのタイプを選択します。カンマまたはセミコロンを選択できます。 

d エクスポート時にデータを制限する時刻範囲フィルターを選択します。  

注:データを初めてエクスポートするときは、日付でフィルターしなくてもかまいません。ただしその後は
、前回のエクスポートの日付でデータをフィルターすることによる増分エクスポートの設定を検討してくだ

さい。 

e エクスポートプロセスの完了後、電子メール通知が送信されるようにする場合は、電子メール通知を有効化するチェ
ックボックスを選択します。  
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f 添付資料のコンテンツはエクスポートせず、添付資料の詳細のみをエクスポートする場合は、添付資料詳細のみのエ
クスポートチェックボックスを選択します。すべてのレコードタイプおよび対応するフィールドの添付資料詳細をエ

クスポートできます。 

注: 
このチェックボックスを使用できるのは、すべての添付資料データセクションでレコードタイプを選択する

操作を前の手順で実行した場合のみです。 

g エクスポートされるCSVファイルにURLを含める場合は、エクスポートファイルにWebリンクURLを含めるチェッ
クボックスをオンにします。  

エクスポートファイルにWebリンクURLを含めるチェックボックスのデフォルト値は、企業プロファイル
のエクスポートファイルにWebリンクURLを含めるチェックボックスによって制御されます。この設定は
、エクスポートリクエストごとにオンまたはオフにできます。このチェックボックスの詳細は、「統合設定

の設定 (参照 "企業セキュリティ設定の設定" ページ 41)」を参照してください。 

h 1つ以上のレコードタイプの添付資料をエクスポートし、添付資料のZIPファイルのウィルスをスキャンしたい場合
は、［エクスポート .zip 
ファイルのウィルスをスキャン］チェックボックスがオンになっていることを確認します。 

このチェックボックスがオンになっている場合は、添付資料のZIPファイルのウィルスがスキャンされ、ウ
ィルスが検出されると、ZIPファイルはエクスポートされません。 

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。このチェックボックスをオフにすると、添付資

料のZIPファイルのウィルスがスキャンされないため、ZIPファイルのダウンロード後にローカルマシンの
スキャンソフトウェアを使用してZIPファイルのコンテンツをチェックすることをお薦めします。 

注: 各添付資料はOracle CRM On 
Demandにアップロードされる前にウィルスがスキャンされ、ウィルスが検出されると、ファイルはアッ
プロードされません。だだし、添付資料のエクスポートを試行するとき、スキャンソフトウェアの最新バー

ジョンのウィルス定義によって、添付資料のアップロード時点では検出できなかったウィルスが検出される

可能性があります。また、スキャンでは、ウィルスが存在していない場合でも、ウィルスの存在を示す結果

が返される場合があります。 

i ［次へ］をクリックします。 

6 ステップ3で、概要を確認して［終了］をクリックし、エクスポートリクエストを送信します。 

7 ［リクエストされたエクスポート］ページで、［エクスポートリクエストキュー］リンクをクリックしてリクエストの状
態を確認します。 

次の表に、使用可能なエクスポートの状態の値を示します。 

状態 説明 

キュー待ち エクスポートはまだ処理されていません。  

再キュー済み エクスポートリクエストはキューに再送信されました。 

進行中 エクスポートは処理中です。エクスポートを取り消した

場合、この状態は［取消中］を経て［取消］に変わりま

す。 

完了中  すべてのレコードは正常にエクスポートされました。エ

クスポートプロセスは、対象の電子メール、概要ファイ
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状態 説明 

ルおよびZIPファイルをダウンロードする準備をしていま
す。このプロセスが完了するまで、30秒から1分かかる
可能性があります。 

完了 エクスポートはエラーなしで完了しました。 

エラーあり エクスポートは完了しましたが、エラーが発生したレコ

ードがあります。  

取消中 ［キュー待ち］状態のエクスポートリクエストを取り消

した場合、エクスポートリクエストはすぐに取り消され

ます。 

［進行中］状態のエクスポートリクエストを取り消した

場合、状態は［取消中］に変わります。取消には数分か

かる場合があり、取り消す前にエクスポートが完了した

場合、最終状態は［完了］に変わります。 

親リクエストと子リクエストのどちらのエクスポートリ

クエストも取り消すことができます。  

親リクエストのエクスポートリクエストを取り消したと

き、エクスポート済みの子レコードタイプはダウンロー

ド可能です。ただし、エクスポートされていない子レコ

ードタイプが取り消された場合、それらはダウンロード

できません。   

子リクエストのエクスポートリクエストを取り消した場

合、子のレコードタイプエクスポートのみが取り消され

、それらはダウンロードできません。親エクスポートリ

クエストの下、その他の子レコードタイプのダウンロー

ドは継続できます。  

取消済み エクスポートリクエストが完全に取り消された後、状態

は［取消済み］に変わります。 

失敗 エクスポートは完了しましたが、エクスポートされたレ

コードはありません。 

エラー エラーが発生したため、エクスポートは完了しませんで

した。Oracle CRM On 
Demandでデータをエクスポートする際のエラーのトラ
ブルシューティングの詳細は、My Oracle 
Supportの1802395.1（記事ID）を参照してください。 

［エクスポートリクエストキュー］ページの詳細は、「エクスポート結果の確認 (ページ 786)」を参照してください。 
 

エクスポート結果の確認 
[エクスポートリクエストキュー]ページには、データエクスポートアシスタントから送信した保留中および完了したすべての
エクスポートリクエストが表示されます。［保留リクエスト］セクションにリクエストがある場合は、［更新］をクリックし

てリクエストが完了したかどうかを確認できます。リクエストが完了すると、リクエストをドリルダウンして出力ファイルを

取得できます。 
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注: 
[エクスポートリクエストキュー]ページには、[リスト]ページから送信したエクスポートリクエストは表示されません。ただ
し、ユーザー役割に[マスターエクスポートリクエストへのアクセス]権限がある場合は、[リスト]ページから送信したリクエ
ストを含むすべてのエクスポートリクエストを、[マスターエクスポートリクエストキュー]ページで表示できます。詳細は、
「企業のすべてのエクスポートリクエストの確認 (ページ 84)」を参照してください。 

エクスポートリクエストおよびエクスポートリクエスト添付資料の保持期間について 
標準アプリケーションでは、Oracle CRM On 
Demandはエクスポートリクエストおよびその出力の詳細を次のように一定期間保持します。 

n エクスポートリクエストの詳細は60日間保持されてから削除されます。  

n エクスポートリクエストからの出力は168時間（つまり、7日間）保持されてから削除されます。 

保持期間は、[リスト]ページから送信されたエクスポート操作、およびデータエクスポートアシスタントから送信されたエク
スポート操作に適用されます。 

管理者は、企業プロファイルで次のフィールドの値を変更することによって、エクスポートリクエストおよびその添付資料の

保持期間を変更できます。 

n エクスポートリクエスト有効期限(日数) 

n エクスポートリクエスト添付資料有効期限(日数) 

これらのフィールドの更新については、「企業設定の設定 (ページ 21)」を参照してください。 

次の手順では、エクスポートリクエストの表示方法について説明します。 

作業前の準備: この手順を実行するには、ユーザー役割に[管理者エクスポート]権限が割り当てられている必要があります。 

エクスポートリクエストを表示するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［データ管理ツール］セクションの［インポートツールとエクスポートツール］リンクをクリックします。  

3 ［インポートツールとエクスポートツール］ページで、［エクスポートリクエストキュー］リンクをクリックします。 

［エクスポートリクエストキュー］ページが表示され、エクスポートリクエストの詳細が表示されます。次の表では

、エクスポートリクエストの情報について説明します。 

エクスポートレコードの情報 説明 

エクスポートタイプ エクスポートのタイプ： 

n 全部。企業のデータの完全なエクスポート。 

n 一部。企業のデータの部分的なエクスポート。 

レコードタイプ レコードタイプ。子レコードを含む一部リクエストの場

合は、子レコードを親:子（たとえば、Account:Contact
）の形式で指定します。 

状態 ［進行中］、［完了］などの状態。 
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エクスポートレコードの情報 説明 

依頼者 リクエストの提出元ユーザー。 

提出済み エクスポートリクエストが提出された日時。 

電子メール通知の有効化 このチェックボックスをオンにした場合、エクスポート

プロセスの完了時に電子メール通知が送信されます。 

完了 エクスポートが完了した日時。 

次の手順では、エクスポートリクエストの詳細を確認する方法について説明します。 

エクスポートリクエストの詳細を確認するには 

n リクエストの行で、[エクスポートタイプ]または[レコードタイプ]リンクをクリックして、[エクスポートリクエスト詳
細]ページを開きます。 

このページには、エクスポートレコード数（エクスポートされたレコード）および問題なく正常にエクスポートされ

たレコードタイプ数（完了オブジェクト数）などのエクスポートプロパティが表示されます。ページの[エクスポー
トしたレコードタイプ]セクションには、各レコードタイプについてエクスポートされたレコード数の詳細が表示さ
れます。 

エクスポートリクエスト添付資料、つまり、エクスポートリクエストからの出力を含むZIPファイルのダウンロードおよび削
除については、「エクスポートリクエスト添付資料のダウンロードおよび削除」を参照してください。 

注: 
すべてのユーザーによって実行されたエクスポート操作のエクスポートリクエスト添付資料をダウンロードするには、ユーザ

ー役割に[すべてのエクスポートリクエスト添付資料へのアクセス]権限が割り当てられている必要があります。ユーザー役割
にこの権限がない場合は、自分または部下が実行したエクスポート操作の添付資料のみをダウンロードできます。 
 

Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティ 
次の各トピックでは、Oracle Data Loader On Demandクライアントを使用してOracle CRM On 
Demandデータをインポートする方法について説明します。  

n Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティについて (ページ 788) 

n Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティのダウンロード (ページ 789) 

 
 

Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティについて 
Oracle Data Loader On Demandクライアントは、データを外部データソースからOracle CRM On 
Demandにインポートする手段を提供するコマンドラインユーティリティです。このユーティリティには次の2つの関数があ
ります。 

n 挿入関数：この関数は、レコードをファイルから取得してOracle CRM On Demandに追加します。 

n 更新関数：この関数は、外部データソースのレコードを使用してOracle CRM On 
Demand内の既存レコードを変更します。 
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詳細は、『Oracle Data Loader On Demand Guide』を参照してください。このマニュアルは、Oracle Technology 
NetworkのOracle CRM On Demandドキュメントライブラリから入手できます。 

 
 

Oracle Data Loader On Demandクライアントユーティリティのダウンロード 
このユーティリティをダウンロードするには、次の手順を実行します。このユーティリティをインストールして使用するには

、Oracle Data Loader On Demand Guideを参照してください。このガイドは、Oracle Technology NetworkのOracle 
CRM On Demandドキュメントライブラリから入手できます。 

Oracle Data Loader On Demandユーティリティをダウンロードするには 

1 Oracle CRM On Demandにサインインし、［管理］をクリックします。 

2 ［データ管理ツール］で、［インポートツールとエクスポートツール］をクリックします。 

3 ［Oracle Data Loader On Demand］で、［Oracle Data Loader On Demand］をクリックします。 

4 ZIPファイルをコンピュータに保存します。 

 
 

Webサービスの統合 
Oracle CRM On Demandでは、次のことができます。 

n Webサービスが有効なアプリケーションからOracle CRM On Demandデータをアクセスおよび変更する 

n Oracle CRM On Demandと統合された独自のアプリケーションを作成する 

次のことができます。 

n WSDL（Web Services Description 
Language）ファイルをダウンロードし、Webサービスインターフェイスを使用してOracle CRM On 
Demandにアクセスするアプリケーションの開発を容易にする（「WSDLおよびスキーマファイルのダウンロード 
(ページ 789)」を参照）。 

n WSDLとスキーマファイルをダウンロードし、統合イベントWebサービスのメソッドを使用して統合キューにアクセス
して、特定レコードタイプの変更を追跡できます。スキーマファイルをダウンロードして、サポートされるレコードタイ

プのカスタムフィールドや名前変更されたフィールドを追跡することもできます。   

n 企業が使用したWebサービスの要約を表示する（「Webサービスの利用の確認 (ページ 793)」を参照）。 

 
 

WSDLおよびスキーマファイルのダウンロード 
Oracle CRM On Demandに用意されているWebサービスにより、クライアントアプリケーションのユーザーはOracle 
CRM On 
Demandを操作できます。たとえば、レコードの挿入、更新、削除、およびクエリーを行ったり、多くの管理タスクを実行
できます。 

Webサービスは、次の手段をとおして使用できます。 
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n Web Services v1.0。カスタムオブジェクト01～03と、設定済みオブジェクトの操作に使用されます。 

n Web Services v2.0。すべてのOracle CRM On 
Demandカスタムオブジェクトと、設定済みオブジェクトおよびそのカスタムWebアプレットの操作に使用されます。
Webサービスバージョン1.0と比較すると、Webサービスバージョン2.0 
APIには、QueryPageメソッドを使用したクエリーを発行するための追加オプションも用意されています。 

n サービス 
API。Webサービスをとおした管理タスクの管理に使用されます。たとえば、サービスAPIを使用すると、Oracle CRM 
On Demandでユーザーを管理することや、システムにクエリーを発行したりOracle CRM On 
Demandに関する情報を使用できます。 

n 管理サービス。Webサービスを利用したOracle CRM On 
Demandメタデータの操作に使用されます。管理サービスにはOracle CRM On 
DemandメタデータをXML形式で読取りおよびロードする機能があります。 

［Webサービス管理］ページからは次のことができます。 

n Webサービスにアクセスするアプリケーションにより使用されるWSDL（Web Services Description 
Language）ファイルのダウンロード  

n スキーマファイルのダウンロード 

n Webサービスドキュメントへのアクセス 

Web Services v1.0およびWeb Services v2.0のWSDLファイルのダウンロード 
WSDLファイルはレコードタイプごとにダウンロードでき、親レコードタイプのWSDLファイルに含める子レコードタイプを
選択できます。 

Web Services v1.0およびWeb Services v2.0のWSDLファイルをダウンロードするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［Web サービス統合］セクションで、［Web サービス管理］をクリックします。 

3 ［サービスを選択］リストから、必要に応じて［Web Services v1.0］または［Web Services v2.0］を選択します。 

4 ［ドキュメント］リストからWSDLを選択します。 

5 ［タイプ］リストから［カスタム］または汎用を選択します。  

［カスタム］または汎用のどちらを選択したかによって、WSDLで表示されるカスタムフィールドは異なります。カ
スタムWSDLの場合、カスタムフィールドのXMLタグは、［フィールドセットアップ］での統合タグに基づきます
（「カスタムフィールドの統合タグの設定 (ページ 
140)」を参照）。カスタムWSDLでは、企業のフィールド命名規則を使用する、企業に固有のWSDLを生成できま
す。  

汎用WSDLの場合、カスタムフィールドは汎用XMLタグ（CustomNumber0やCustomCurrency0など）に基づき
ます。これらのプレースホルダーをマッピングサービスと一緒に使用することで、アプリケーションは企業で使用し

ているフィールド名にマップすることができます。  

6 ［WSDLオブジェクト］リストから、必要なレコードタイプ（たとえば［取引先］など）を選択します。  
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［WSDLオブジェクト］リストに表示される項目は、企業で設定されているレコードタイプによって異なります。選
択したレコードタイプのすべての子レコードタイプが、子レコードタイプへのアクセス権を持つかどうかに関係なく

、[使用可能関連情報]リストにアルファベット順に表示されます。Web Services 
v2.0の場合は、CustomWebAppletも表示されます。 

7 WSDLに含める子レコードタイプを、［使用可能関連情報］リストから［選択した関連情報］リストに移動します。 

8 ［ダウンロード］ボタンをクリックします。  

9 WSDLファイルをコンピュータに保存します。 

サービスAPIのWSDLファイルのダウンロード 
WSDLファイルは、サービスAPIごとにダウンロードできます。統合イベントのWSDLをダウンロードする場合、統合イベン
トを生成するレコードタイプごとにスキーマファイルを追加でダウンロードする必要があります。「統合イベントのスキーマ

ファイルのダウンロード」の項を参照してください。 

サービスAPIのWSDLファイルをダウンロードするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［Web サービス統合］セクションで、［Web サービス管理］をクリックします。 

3 ［サービスを選択］リストから、［サービス API］を選択します。 

注意: 
サービスAPIのマージを選択した場合、［タイプ］リストから［カスタム］または汎用を選択し、このサービスAPI
のスキーマファイルをダウンロードできます。 

4 ［タイプ］リストから［カスタム］または汎用を選択します。  

5 ［WSDL オブジェクト］リストから、サービスAPIの必要な名称を選択します。  

6 ［ダウンロード］ボタンをクリックします。  

7 WSDLファイルをコンピュータに保存します。 

管理サービスのWSDLファイルのダウンロード 
WSDLファイルは、管理サービスごとにダウンロードできます。 

注: 
アセスメントスクリプトWSDLまたはアクセスプロファイルWSDLをダウンロードするには、[役割およびアクセスの管理]権
限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。 

管理サービスのWSDLファイルをダウンロードするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 
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2 ［Web サービス統合］セクションで、［Web サービス管理］をクリックします。 

3 ［サービスを選択］リストから、［管理サービス］を選択します。 

4 ［WSDL オブジェクト］リストから必要なサービスを選択します。 

5 ［ダウンロード］ボタンをクリックします。  

6 WSDLファイルをコンピュータに保存します。 

統合イベントのスキーマファイルのダウンロード 
統合イベントWebサービスでは、WSDL内のスキーマ（XSD）ファイルを使用します。このスキーマファイルは、integrati
onevents.wsdlファイルとともにダウンロードできます。このWSDLファイルには、企業が現在有効な統合イベントアクシ
ョンを定義しているすべてのレコードタイプのXSDスキーマファイル用プレースホルダーが含まれています。汎用スキーマ
ファイルが使用可能です。ただし、レコードタイプに対してカスタムフィールドを作成したり、フィールド名を変更した場合

は、カスタムスキーマをダウンロードする必要があります。統合イベントWebサービスの詳細は、『Oracle Web Services 
On Demand Guide』を参照してください。 

統合イベントのスキーマファイルをダウンロードするには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［Web サービス統合］セクションで、［Web サービス管理］をクリックします。 

3 ［サービスを選択］リストから、［Web Services v1.0］または［Web Services v2.0］を選択します。  

4 ［ドキュメント］リストから［スキーマ］を選択します。  

5 ［タイプ］リストから［カスタム］または汎用を選択します。 

［カスタム］または汎用のどちらを選択したかによって、スキーマファイルで表示されるカスタムフィールドは異な

ります。カスタムスキーマの場合、カスタムフィールドのXMLタグは、［フィールドセットアップ］での統合タグ
に基づきます。汎用スキーマの場合、カスタムフィールドは汎用のXMLタグに基づきます。  

6 ［WSDLオブジェクト］リストから、必要なレコードタイプ（たとえば［取引先］など）を選択します。  

［WSDLオブジェクト］リストに表示される項目は、企業で設定されているレコードタイプによって異なります。 

7 関連情報の選択リストから、スキーマに含める子レコードタイプを選択します。  

8 ［ダウンロード］ボタンをクリックします。 

9 スキーマファイルをコンピュータに保存します。 

Webサービスドキュメントへのアクセス 
Webサービスのドキュメントにアクセスするには、[Web 
サービス管理]ページのタイトルバーの[リリースドキュメント]をクリックします。Oracle CRM On 
Demandの［ドキュメント］ページが表示され、このページからOracle CRM On 
Demandの様々なリリースのWebサービスおよびその他のドキュメントにアクセスできます。 
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Webサービスの利用の確認 
［Webサービスの利用］ページから、企業で使用されたWebサービスの概要を確認できます。デフォルトでは、Webサービ
スリクエストはセッションID別に一覧表示されます。セッションごとにWebサービスクライアント名、Webサービス名、オ
ペレーション、オペレーション数、開始時刻、終了時刻およびユーザーエイリアスが表示されます。次の表では、［Webサ
ービスの利用］ページで行える操作について説明します。 

操作 手順 

Web 
サービスリクエストの新

規リストの作成 

タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストを新規作成］を選択します。「

リストの作成と編集」に説明されている該当手順を実行します。 

Webサービスリクエスト
の詳細の表示  

セッションIDをクリックして、Webサービスリクエストの詳細ページを表示します。 

リストのエクスポート タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストをエクスポート］を選択します
。「リストのレコードのエクスポート」の手順を実行します。 

Web 
サービスリクエストの検

索 

［結果表示条件］の横にあるドロップダウンリストから必要なフィルター基準を選択

します。 

すべてのWebサービスリ
クエストリストの管理 

タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リスト管理］を選択します。「リスト

管理ページ」で説明されている必要なタスクの手順を実行します。 

リスト全体の参照 リストページの上部または下部にあるナビゲーションアイコンをクリックして、リス

ト内の次のページ、前のページ、先頭ページまたは最終ページに移動します。 

リストの検索基準の絞り

込み 
タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストを絞り込み］を選択します。「

リストの作成と編集」に説明されている該当手順を実行します。 

リストの主要情報とフィ

ルター情報の表示 
タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［リストフィルターを表示］を選択しま

す。「［リストを表示］ページ」で説明されている手順を実行します。 

 

リストのWebサービスリ
クエストの並べ替え 

リストの並べ替えの基準にするカラムの見出しをクリックします。たとえば、［開始

時刻］をクリックすると、リストは開始時刻に従って並べ替えられます。 

表示レコード数の切り替

え 
ページの下部にある［表示レコード数］ドロップダウンリストで、一度に表示するレ

コードの数を選択します。 

Web 
サービス操作のサブセッ

トの表示 

タイトルバーのドロップダウンリストをクリックし、必要に応じて選択内容を変更し

ます。 

n すべて。すべてのWebサービス操作のリストを表示します。 

n 今日のすべての操作。今日のすべてのWebサービス操作を表示します。 

Web サービスリストの作成について 
Webサービスリストの作成または編集の方法は、「リストの作成と編集」に説明されている方法と同様です。ただし、［We
bサービスリスト］ページには、他のレコードタイプの対応するページにある［検索対象］セクションがありません。 
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Web 
サービスリストのフィルターに使用できるフィールドと、検索結果の表示対象として選択できるフィールドは、次のとおりで

す。 

フィールド 説明 

終了時刻 Web サービスリクエストの終了時刻。 

エントリタイプ 有効な値は［ログイン］、［ログアウト］、および［ディスパッチ］です。   

ログインとログアウト以外のWebサービス呼び出しは、着信Webサービスディスパ
ッチャービジネスサービスを経由するため、このフィールドがすべて［発送］に設定

されます。 

入力メッセージサイズ 
(バイト) 

入力メッセージのサイズ（バイト単位）。 

オペレーション Webサービスリクエストのオペレーション。 

オペレーション数 Webサービスリクエストのオペレーションの数。 

出力メッセージサイズ 
(バイト) 

出力メッセージのサイズ（バイト単位）。 

セッション ID Web サービスリクエストのセッション識別子。 

これはログイン履歴テーブル内の対応するセッションの外部キーであって、Webサー
ビスリクエストで使用された実際のセッションIDではありません。 

開始時刻 Web サービスリクエストの開始時刻。 

ユーザー エイリアス Web サービスリクエストを実行したユーザーのユーザーエイリアス。 

タイプ リクエストのユーザーエージェント値。Oracle以外のクライアント統合では、この値
がデフォルトで［Web サービス］になります。 

Web 
サービスクライアント名 

リクエストの実行元Webサービスクライアントの名前。 

Web サービス名 リクエストが行われたWebサービスの名前。 

Web サービススペース リクエストで使用される名前空間。 

 
 

Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティ 
次の各トピックでは、Oracle Migration Tool On Demandクライアントを使用してOracle CRM On 
Demandデータをエクスポートする方法について説明します。  

n Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティについて (ページ 795) 

n Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティのダウンロード (ページ 796) 
 



データ管理ツール 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  795 
 

Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティについて 
Oracle Migration Tool On Demandクライアントは、カスタマイズされた設定をOracle CRM On 
Demand環境から別の環境に手動でコピーする必要をなくすコマンド行ユーティリティです。たとえば、カスタマイズされ
た設定を顧客のテスト環境から本番環境にコピーするような場合です。このクライアントユーティリティと管理サービス（一

連の管理Webサービス）を使用して、企業の設定の管理を自動化できます。このクライアントユーティリティでは、特定の
設定情報を直接コンピュータ間で抽出およびインポートできます。また、設定を即時モードまたはバッチモードでインポート

できます。管理サービスを使用して、クライアントアプリケーションから設定にアクセスすることもできます。次の設定をイ

ンポートできます。 

n アクセスプロファイル 

n アクションバー 

n 割当ルールおよびルールグループ 

n カスケード式ピックリスト 

n 連結フィールド 

n カスタムHTMLヘッドタグ追加 

n カスタムレコードタイプ 

n カスタム Web アプレット 

n カスタムWebリンク 

n カスタムWebタブ 

n フィールド監査セットアップ 

n フィールド管理の定義  

n ホームページレイアウト 

n 統合イベントキュー 

n リストアクセスと順序の設定 

n 変更トラッキング設定 

n ページレイアウト 

n ピックリスト 

n ピックリスト値グループ 

n プロセス管理 

n 関連情報レイアウト 

n レポートフォルダへの役割の関連付け 

n 役割 

n セールスアセスメントのテンプレート 

n セールスカテゴリー 

n 検索レイアウト 

n ワークフロールールおよびアクションセット 
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Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティのダウンロード 
クライアントユーティリティをダウンロードするには、次の手順に従います。このクライアントユーティリティのインストー

ル、設定および使用方法については、Oracle Migration Tool On Demand Guideの手順に従います。Oracle Migration 
Tool On Demand GuideはOracle CRM On DemandのOracle Technology Networkドキュメントライブラリ (参照 
Oracle CRM On Demand documentation library - 
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-
096050.html)から入手できます。管理サービスを利用するために必要なWSDL（Web Services Description 
Language）のダウンロードについては、「WSDLおよびスキーマファイルのダウンロード (ページ 
789)」を参照してください。管理サービスで提供されるAPIの詳細は、Oracle Web Services On Demand 
Guideを参照してください。このガイドはOracle Technology NetworkのOracle CRM On 
Demandドキュメントライブラリ (参照 Oracle CRM On Demand documentation library - 
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html)から入手可能です。  

Oracle Migration Tool On Demandクライアントユーティリティをダウンロードするには 

1 Oracle Migration Tool On Demandのファイルの抽出先ディレクトリ（例：C:\Oracle Migration Tool On 
Demand）をコンピュータ上に作成します。 

2 Oracle CRM On Demandにサインインし、［管理］をクリックします。 

3 ［データ管理ツール］で、［インポートツールとエクスポートツール］をクリックします。 

4 ［メタデータインポートおよびエクスポートツール］で、［Oracle Migration Tool On Demand］をクリックします。 

5 ZIPファイルをコンピュータに保存します。 
 

一括削除および復元キューページ 
［一括削除および復元キュー］ページには、企業で提出されたアクティブな一括削除リクエストと復元リクエスト、および完

了した一括削除リクエストと復元リクエストが表示されます。次のリクエストが表示されます。 

n ［リスト］ページの［一括削除］オプションを介して実行されたアクティブな一括削除リクエストと完了した一括削除リ
クエスト。 

n リクエストでAvailableForBatchRestore要素をtrueに設定した状態でWebサービスを介して提出された、完了した削
除リクエスト。Webサービスリクエストで親レコードとともに子レコードも削除した場合は、レコードタイプごとに個
別のリクエストレコードがあります。 

n ［一括削除および復元キュー］ページから実行されたアクティブな復元リクエストと完了した復元リクエスト。 

作業前の準備。このページ上のすべての一括削除および復元リクエストを表示するには、ユーザー役割に一括削除および復元

権限が含まれている必要があります。削除したレコードのリストを復元するには、ユーザー役割に一括削除および復元権限が

含まれている必要があります。別のユーザーによって削除されたレコードのリストを復元するには、ユーザー役割に[すべて
のレコードを回復]権限と一括削除および復元権限が含まれている必要があります。 

このページから、次の表に示されているタスクを行うことができます。 

操作 手順 

アクティブなリクエストの取り消 レコードのリストを削除または復元すると、Oracle 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/siebelcrmod-096050.html
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操作 手順 

し CRM On 
Demandにより、［一括削除および復元キュー］ペー
ジで一括削除または復元リクエストの準備が正常に行

われたことを示す確認の電子メールが送信されます。

リクエストの横にある[続行]リンクをクリックして、
Oracle CRM On 
Demandでリクエストの処理が開始されるまでは、[
取消]リンクをクリックしてリクエストを取り消すこ
とができます。   

アクティブなリクエストの続行 リクエストの横にある[続行]リンクをクリックして、
一括削除または復元リクエストを確認します。これに

より、一括削除または復元リクエストが正常に完了し

、レコードのリストが削除または復元されたことを示

す確認の電子メールが送信されます。 

レコード数の表示 ［表示レコード数］ドロップダウンリストで、一度に

表示するリクエストの数を選択します。 

処理済みリクエストの削除 [削除]リンクをクリックして、一括削除または復元リ
クエストを処理済みリクエストキューから削除します

。  

注: 
処理済み一括削除リクエストが復元されなかった（つ

まり、削除済み状態である）場合、このリクエストを

今後復元することはできません。 

完了リクエストの概要の表示 次のいずれかを実行できます。 

n 削除ログの表示リンクをクリックして、削除リク
エストの概要ログを確認します。 

n 復元ログの表示リンクをクリックして、復元リク
エストの概要ログを確認します。 

削除されたレコードの復元 削除リクエストの横にある[回復]リンクをクリックし
て、Oracle CRM On 
Demandからまだ完全には削除されていない削除済み
レコードを復元します。 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

798  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

操作 手順 

処理済みリクエストのリストの展

開 
処理済みリクエストが［一括削除および復元キュー］

ページに表示されない場合は、［リストを全表示］を

クリックしてリクエストのリストを展開できます。デ

ータ管理リクエストリストページに、リクエストのリ

ストが開きます。このページでは、リクエストを検索

したり、必要なリクエストの検出に役立つリスト機能

も使用できます。ページのタイトルバーの［メニュー

］をクリックし、実行するタスクのオプションを次の

ように選択します。 

n リストをエクスポート。リストをファイルに
エクスポートします。「リストのレコードの

エクスポート」を参照してください。 

n レコード数。リストのレコードをカウントし
ます。「リストのレコードのカウント」を参

照してください。 

n リストを絞り込み。リストを絞り込みます。
「リストの作成と編集」を参照してください

。たとえば、リストフィルターの変更、表示

する別のフィールドの選択、またはリストの

並べ替え順序の変更を行うことができます。 

n リストを保存。リストを保存します。このオ
プションを選択すると、リストの保存のオプ

ションを選択できるページが開きます。 

n リストフィルターを表示。リストに現在定義
されているフィルターが表示されます。 

n リストを新規作成。新しいフィルター済みリ
ストを作成します。「リストの作成と編集」

を参照してください。 

n リスト管理。リストの詳細を表示したり、[
リスト]ページでリストのピックリストにリ
ストが表示される順序を変更します。「[リ
スト管理]ページ」を参照してください。 

 
 

バッチ割当ブックキューページ 
［バッチ割当ブックキュー］ページには、企業で提出されたすべてのアクティブなブック割当リクエストおよび完了したブッ

ク割当リクエストが表示されます。このページから、次の表に示されているタスクを行うことができます。 

  

操作 手順 
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操作 手順 

取り消し リクエストの横にある［取り消し］リンクをクリック

します。リクエストの状態が［進行中］に変わるまで

は、リクエストを取り消すことができます。 

リクエストの詳細の表示 リクエストのリスト名をドリルダウンします。［リク

エスト詳細］ページで、リクエストのプロパティおよ

びパラメータを表示できます。 

表示リクエスト数の切り替え ［表示レコード数］ドロップダウンリストで、一度に

表示するリクエストの数を選択します。 

処理済みリクエストの削除 ［削除］リンクをクリックして、リクエストを処理済

みリクエストキューから削除します。  

ログ ［ログ］リンクをクリックして、リクエストをログフ

ァイルとして保存します。   

リクエストが完了すると、電子メール通知が送信されます。 

バッチ割当リクエストの作成については、「ブックへのレコードの割り当て (ページ 379)」を参照してください。 
 

［関連フィールド初期化キュー］ページ 
新規のカスタム関連情報フィールドを保存すると、Oracle CRM On 
Demandでは新規フィールドを初期化するためのリクエストが自動的に提出されます。初期化プロセスでは、レコードのカ
スタム関連情報フィールドに、関連レコードタイプのレコードにある対応するフィールドの値が入力されます。 
［関連フィールド初期化キュー］ページには、カスタム関連情報フィールドを初期化する有効で詳細なリクエストが表示され

ます。このページから、次の表に示すタスクを実行できます。 

 操作 手順 

ログ ［ログ］リンクをクリックすると、初期化リクエスト

の状態が表示されます。   

処理済みリクエストの削除 ［削除］リンクをクリックして、リクエストを処理済

みリクエストキューから削除します。  

再送信 カスタム関連情報フィールドを初期化するリクエスト

が失敗した場合は、［再送信］をクリックすると、初

期化プロセスを再度開始できます。リクエストが正常

に完了した場合、［再送信］オプションは使用できま

せん。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n カスタム関連情報フィールドについて (ページ 132) 

n カスタム関連情報フィールドの作成 (ページ 134) 
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統合イベントについて 
統合イベントは、Oracle CRM On 
Demandのレコードに対する個々の変更（作成、更新、削除、関連付け、関連付け解除）に基づいて外部プロセスをトリガ
ーするメカニズムです。統合イベントは、ユーザーが変更したデータに関する情報を保持しています。この情報はXMLファ
イルとして1つまたは複数の統合イベントキューに入れられます。このXMLファイルは、Oracle CRM On 
Demand内のイベントの詳細に外部アプリケーションからアクセスするために使用できます。たとえば、外部アプリケーシ
ョンからOracle CRM On 
Demandの取引先の変更を追跡し、その変更に従ってローカル更新をトリガーする処理が必要になる場合があります。   

顧客が複数のアプリケーションを個別にOracle CRM On 
Demandと統合する必要がある場合、企業の管理者は複数の統合イベントキューを定義できます。統合イベント機能を使用
して複数のキューに同じイベントを生成することで、外部アプリケーションはリクエストに特定のキューからのイベントのみ

を設定できるため、キューの整合性が保証されます。 

統合イベント管理の設定について 
新規の顧客の場合は、統合イベント機能が自動的に有効になります。ただし、既存の顧客の場合、Oracle CRM On 
Demandの統合イベント機能は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careと企業の管理者による設定が必要です。Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡して、統合イベント管理のサポートを依頼するとともに、統合イベントキューの最大合計サイズを指定してくだ
さい。  

注：統合キューの最大サイズは［企業プロファイル］ページには表示されません。 

Oracle CRM On Demand Customer 
Careが統合イベント機能を設定すると、［管理ホームページ］の［データ管理ツール］セクションに［統合イベント管理］
リンクが表示されます。また、管理者ユーザー役割では、[統合イベントキューの管理]権限と[統合イベントアクセスの有効
化]権限が有効になっています。詳細については、「役割の追加 (ページ 311)」を参照してください。 

統合イベントの作成、保存およびアクセスについて 
統合イベントの作成をトリガーするには、［統合イベントの作成］アクションを含むワークフロールールを作成する必要があ

ります。このようなアクションのそれぞれについて、追跡するレコードのフィールドを指定できます。追跡対象フィールドの

値が変更されると、その変更内容が統合イベントに記録されます。統合イベントの書込み先キューを指定することもできます

。ワークフロールールの詳細は、「ワークフロールールについて (ページ 421)」を参照してください。  

統合イベントは1つまたは複数のキューに入れられます。このキューの最大合計サイズは、カスタマーサポート担当者によっ
て指定されます。デフォルトの統合イベントキューが用意されていますが、追加キューを作成することもできます。  

キューがいっぱいになると、それ以上の統合イベントは保存されません。キューの統合イベント数が再び最大を下回ると、新

しいイベントがキューに追加されます。  

［統合イベント設定］ページで、キューから統合イベントを削除できます。また、キューがいっぱいになったとき、またはキ

ューの統合イベント数が指定した数を超えたときに、特定のアドレスに警告の電子メールを送信するようにOracle CRM On 
Demandを設定することもできます。  

デフォルトキューなどの統合イベントキューを無効にすることができますが、キューを削除することはできません。  

外部アプリケーションから統合イベントキューにアクセスするには、統合イベントWebサービスを使用します。このWebサ
ービスには次の2つのメソッドがあります。 
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n GetEvents。キューから統合イベントを取得します。 

n DeleteEvents。キューから統合イベントを削除します。 

Webサービスを使用して統合イベントキューからイベントを取得および削除するには、ユーザー役割に[統合イベントアクセ
スの有効化]権限が含まれている必要があります。 

統合イベントWebサービスのWSDL（Web Services Description Language）ファイルのダウンロードの詳細は、「Web 
サービスの統合 (参照 "Webサービスの統合" ページ 
789)」を参照してください。統合イベントWebサービスの詳細は、『Oracle Web Services On Demand 
Guide』を参照してください。 

場合によっては、クライアントアプリケーションで処理できないイベントが統合イベントキューに含まれる可能性があります

。このような不適切なイベントの処理方法の詳細は、『Oracle Web Services On Demand Guide』を参照してください。  

n 統合イベントキューの作成手順の詳細は、「統合イベントキューの作成 (ページ 801)」を参照してください。 

n 統合イベントキューの管理手順の詳細は、「統合イベント設定の管理 (ページ 802)」を参照してください。  

n 統合イベントをトリガーするワークフロールールの作成手順の詳細については、「ワークフロールールの作成 (ページ 
445)」を参照してください。 

 

統合イベントキューの作成 
統合イベントサポートが有効な場合は、デフォルトの統合イベントキューがOracle CRM On 
Demandで提供されます。追加キューを作成して個々の統合イベントの書込先キューを指定することもできます。    

作業前の準備。「統合イベントについて (ページ 
800)」での説明に従って、企業の統合イベント管理を設定する必要があります。統合イベント管理を設定すると、キューで
許可される統合イベントの最大数が企業プロファイルの一部として設定されます。次の手順を実行するには、ユーザー役割に

[統合イベントキューの管理]権限が含まれている必要があります。 

統合イベントキューを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［データ管理ツール］セクションで、［統合イベント管理］リンクをクリックします。 

3 ［統合イベント管理］ページで、［統合イベントキュー管理］リンクをクリックします。 

4 ［統合キュー管理］ページで、［新しいキュー］をクリックします。  

5 ［統合イベントキュー設定］ページで、次のフィールドに入力し、［保存］をクリックします。 

フィールド  コメント 

キュー名 キューの名前を入力します。必須フィールドです。 

説明 キューの使用方法の説明を入力します。 

無効化 このチェックボックスがオフになっていることを確認してください

。  
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フィールド  コメント 

キューサイズ 

 

キューのサイズを入力します。このサイズは［未割当キュー容量］

フィールドに表示されるサイズを超えない値にする必要があります

。必須フィールドです。 

［統合イベントファイル制限］フィールドに、すべてのキューに関

して企業が保存可能なイベントの合計数が表示されます。既存のキ

ューのサイズがこの数に一致している場合、新規にキューを作成す

ることはできません。  

通知電子メールアドレス キューがいっぱいになったか、一定のサイズに達したときに警告の
電子メールを送信する電子メールアドレスを入力します。   

キュー状態になったトラン

ザクションが一定数に達し

たときに警告電子メールを

送信 

［通知電子メールアドレス］フィールドに指定されたアドレスに警

告の電子メールを送信するまで保存を許容するキューのサイズを指

定します。  

ピックリスト形式 このフィールドは必須です。統合イベント内のピックリストフィー

ルド値を記録する際の形式を、次のように選択します。 

n 言語独立コード（LIC）値で値を記録する場合は、［言語に依存
しない値］を選択します。  

注: 通常、ピックリストのLIC値は、英語 - 
米国（ENU）ロケールの値と同じです。 

n 統合イベントの作成の原因になったアクションの実行ユーザー
の言語で値を記録する場合は、［ユーザー言語］を選択します

。  

注: 
キューを作成した後、［ピックリスト形式］フィールドが読み取り

専用となり、変更不能になります。統合イベントキューのピックリ

スト形式を変更する場合は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡し、変更を依頼してください。 

  
 

統合イベント設定の管理 
すべての統合イベントキューの設定を編集できます。  

作業前の準備。「統合イベントについて (ページ 
800)」での説明に従って、企業の統合イベント管理を設定する必要があります。統合イベント管理を設定すると、キューで
許可される統合イベントの最大数が企業プロファイルの一部として設定されます。ここで説明する手順を実行するには、ユー

ザー役割に[統合イベントキューの管理]権限が含まれている必要があります。 
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統合イベント設定を管理するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［データ管理ツール］セクションで、［統合イベント管理］リンクをクリックします。 

3 ［統合イベント管理］ページで、［統合イベントキュー管理］リンクをクリックします。 

4 ［統合キュー管理］ページで、キューの［編集］リンクをクリックします。  

5 ［統合イベントキュー設定］ページでは、次のタスクを実行できます。 

タスク アクション 

キューを無効にします。   ［無効化］を選択すると、デフォルトキューを含むすべての

キューが無効になります。 

キューのサイズを更新します。  ［キューサイズ］フィールドに値を入力します。このサイズ

は［未割当キュー容量］フィールドに表示されるサイズを超

えない値にする必要があります。  

［統合イベントファイル制限］フィールドに、すべてのキュ

ーに関して企業が保存可能なイベントの合計数が表示されま

す。既存のキューのサイズがこの数に一致している場合、キ

ューのサイズを増やすことはできません。  

キューからトランザクションを削除します。 キューからすべてのトランザクションを削除するには、［[保
存] 
をクリックすると、すべてのトランザクションはクリアされ

ます。］チェックボックスをオンにします。［保存］をクリ

ックしてトランザクションを削除します。 

古いトランザクションを削除するには、カレンダーアイコン

をクリックし、［[保存] 
をクリックすると、これより以前のトランザクションはクリ

アされます］フィールドの日付を選択します。［保存］をク

リックしてトランザクションを削除します。  

キューがいっぱいになったか、一定のサイズ

に達したときに警告の電子メールを送信する

ようにOracle CRM On 
Demandを設定します。 

電子メールアドレスを入力し、オプションとして警告の電子

メールを送信する制限サイズを指定します。［保存］をクリ

ックして電子メール設定を保存します。 

日時のフィールドの値（ModifiedDate、Cre
atedDateなど）が統合イベントで記録される
方法を指定します。 

［タイムゾーン］フィールドから値を選択します。 

n UTC 
形式。この値を選択した場合、次のように、協定世界時

（UTC）のW3C標準によって指定された形式で、GMTタ
イムゾーンの日時が記録されます。 

YYYY-MM-DDTHH:MM:SSZ 

たとえば、2017-06-
12T09:44:15Zのようになり、これはJune 12th 
2017, 9:44:15 GMTに対応します。 
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タスク アクション 

注: 秒の端数は記録されません。 

n UTC。この値を選択した場合、GMTタイムゾーンの日時
が次の形式で記録されます。 

MM/DD/YYYY HH:MM:SS 

たとえば、06/12/2017 
09:44:15のようになり、これはJune 12th 2017, 
9:44:15 GMTに対応します。 

n ユーザータイムゾーン。この値を選択した場合、レコー
ドを更新したユーザーのタイムゾーンの日時が、次の形

式で記録されます。 

MM/DD/YYYY HH:MM:SS 

たとえば、06/12/2017 
09:44:15のようになり、これはユーザーのタイムゾ
ーンでのJune 12th 2017, 9:44:15に対応します。 

[タイムゾーン]フィールドを空白にした場合は、レコードを
更新したユーザーのタイムゾーンの日時が、[ユーザータイム
ゾーン]値の上に表示されている形式で記録されます。 

[タイムゾーン]フィールドの値を変更した場合は、ユーザー
は、Webサービスセッションを含むすべてのOracle CRM On 
Demandセッションからサインアウトし、新しい設定を使用
するために再度サインインする必要があります。  

注: 
［タイムゾーン］フィールドはデフォルトキューにのみ設定

します。その他のキューにはすべて、企業のデフォルトキュ

ーに対して選択された設定が継承されます。［タイムゾーン

］フィールドはすべてのキューを対象として表示されますが

、デフォルトのキュー以外のキューの場合は読み取り専用に

なります。 

注: 
［ピックリスト形式］フィールドを基にキューに書き込まれる統合イベントのピックリストフィールド値の記録形式が決まり

ます。統合イベントの作成の原因になったアクションの実行ユーザーの言語、または言語独立コード（LIC）値で値を記録で
きます。 

統合イベントキューを作成すると［ピックリスト形式］フィールドが読み取り専用となり、変更不能になります。デフォルト

キューを含む統合イベントキューのピックリスト形式を変更するには、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡し、変更を依頼してください。Oracle CRM On Demand Customer 
Careによりキューのピックリスト値の形式が変更されると、形式の変更後に作成された統合イベントのピックリスト値にの
み変更が適用されます。キューのピックリスト形式を変更しても、キュー内に以前から存在する統合イベントのピックリスト

値の形式は変更されません。 
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コンテンツ管理 
企業では、顧客が興味を示し、その後購入した製品を追跡することがよくあります。社内の従業員が製品情報を追跡しやすく

するために、製品カタログを設定できます。製品カタログの設定は、製品のカテゴリーへの分類（必要な場合）と、各カテゴ

リーの下での製品の設定で構成されています。製品には、経常または1回かぎりの製品、サービス、およびトレーニングオプ
ションが含まれます。 

次のセクションでは、Oracle CRM On Demand上での製品の追跡に役に立つさまざまな方法について説明します。 

商談 
商談に従事するセールス要員は、顧客の関心事の詳細（取引の見込み売上を含む）を追跡する商談レコードを作成できます。

顧客は、いくつかの製品に興味を示すだけでなく、サービス契約の購入を検討する場合もあります。サービス要員は、商談レ

コードの［製品］セクションにスクロールダウンして、顧客が購入する可能性のある各品目の製品レコードをリンクすること

ができます。サービス契約（毎月請求）の場合、セールス要員は経常売上情報を記録することもできます。このように、商談

レコードにより見込み取引に関する完全な情報が得られるため、企業は次のことを行うことができます。 

n 各商談に所属する製品の追跡 

n これらの製品に基づいて生成された通期の売上ストリームの計算（経常および経常外製品） 

資産 
セールスプロフェッショナル、サービスプロフェッショナルのどちらにとっても、顧客がすでに購入した製品およびサービス

を認識することは有用です。Oracle CRM On 
Demandでは、製品レコードを顧客の取引先レコードまたは担当者レコードにリンクすることで、購入製品（つまり資産）
を追跡することができます。 

売上予想 
売上予想は、個々の商談レコードまたは製品レコードから作成されたセールス実績の定期的なスナップショットです。製品を

商談レコード、取引先レコード、または担当者レコードにリンクすることには、製品売上および経常売上に基づいて売上予想

を生成するかどうかを企業が決定できるという利点があります。 

企業で、商談売上ではなく、製品売上に基づいて売上予想を行っている場合は、従業員は売上予想の合計に使用する製品を指

定できます。 

コンテンツ管理に関連する作業の手順を参照するには、該当するトピックをクリックしてください。 

n 製品カテゴリーの設定 (ページ 806) 

n 自社製品の設定 (ページ 806) 

n PRMの価格リストの設定 (ページ 809) 

n ライフサイエンスの価格リストの設定 (ページ 812) 

n 企業の添付資料の管理 (ページ 815) 

n 詳細ページのイメージの管理 (ページ 816) 

n アセスメントスクリプトの設定 (ページ 817) 
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製品カテゴリーの設定 
自社の製品リストが大きくなる場合は、社内で意味のある名前を持つ論理グループに製品を分類することをお勧めします。こ

のようなグループを製品カテゴリーと呼びます。カテゴリーを使用すれば必要なものをすばやく見つけられるようにリストを

並べ替えることができるため、製品の検索が容易になります。また、製品カテゴリーの使用により、従業員は自分の商談にリ

ンクする正しい製品をすばやく識別できるようになります。たとえば、事務機器会社の場合は、複写機、ファックス機、サー

ビス、サプライ品などのカテゴリーを設定します。 

カテゴリーとサブカテゴリー（子）は必要な数だけ作成できます。 

作業前の準備： 

n ここで説明する手順を実行するには、［内容を管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n 企業で製品カテゴリーが定義されていない場合は、Oracle CRM On 
Demandで情報を設定する前に、カテゴリーとサブカテゴリーを指定します。情報を入力する場合は、最上部の親カテ
ゴリーから開始して、子カテゴリーを追加します。 

製品カテゴリーを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］リンクをクリックします。 

3 ［製品カテゴリー］リンクをクリックします。 

4 ［製品カテゴリーリスト］ページで、次の該当する操作を行います。 

n カテゴリーを追加するには、［新規］をクリックします。 

n カテゴリー情報を更新するには、該当するレコードで［編集］をクリックします。 

注： このページに表示するレコードの数を制限するには（さらに、既存のカテゴリーの検索を容易にする
には）、タイトルバーのドロップダウンメニューをクリックし、選択内容を変更します。ドロップダウンリ

ストには、自分自身またはマネージャが作成したリストとともに、アプリケーションに付属の標準のリスト

が含まれます。 

n 既存のカテゴリーに子カテゴリーを追加するには、［カテゴリー名］カラムのリンクをクリックし、［子カテゴリー
］セクションの［新規］をクリックします。 

5 ［カテゴリー編集］ページで、必要な情報を入力します。カテゴリー名には100文字までという制限があります。 

6 レコードを保存します。 
 

自社製品の設定 
作業前の準備： 

n ここで説明する手順を実行するには、［内容を管理］権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n 製品をカテゴリーに分類している場合は、製品を定義する前にカテゴリーを設定します。 



コンテンツ管理 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  807 
 

従業員が製品を商談にリンクできるようにするには、製品在庫を設定する必要があります。製品を定義する際に、従業員が注

文を実行可能な製品のリストに記載する製品をマークします（その結果、従業員が製品を自分の商談にリンクできるようにな

ります）。 

注: 
［製品詳細］ページにイメージを表示できます。たとえば、製品または製品梱包の写真を表示する場合があります。詳細は、

「レコードの詳細ページでのイメージの表示」を参照してください。 

製品を追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］リンクをクリックします。 

3 ［製品カタログ］セクションで、［製品］リンクをクリックします。 

4 ［製品リスト］ページで、次の該当する操作を行います。 

n 製品を追加するには、［新規］をクリックします。 

n 製品情報を更新するには、必要なレコードで［編集］をクリックします。 

注: このページに表示するレコードの数を制限（して既存の製品の検索を容易に）するには、タイトルバー
のドロップダウンメニューをクリックし、選択内容を変更します。ドロップダウンリストには、自分自身ま

たはマネージャが作成したリストとともに、アプリケーションに付属の標準のリストが含まれます。 

5 ［製品編集］ページで、必要な情報を入力し、レコードを保存します。  

注：従業員が製品を使用できるようにするには（その結果、製品をその商談にリンクできるようにするには）、［オ

ーダー可］チェックボックスがオンになっていることを確認します。  

ヒント:  製品は削除できません。かわりに、［オーダー可］チェックボックスをオフにして、製品を無効にする必要が
あります。これで、従業員が選択できる製品のリストからその製品が削除されます。 

次の表では、製品のフィールド情報について説明します。企業の管理者はフィールドの追加、名前の変更、削除を行

えるので、実際に表示されるフィールドがこの表のものとは異なる場合があります（製品フィールドの詳細は、「製

品フィールド」を参照）。 

フィールド 説明 

主要な製品情報 

製品カテゴリー Oracle CRM On Demand Financial Services EditionおよびOracle CRM On 
Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

クラス 製品の所属先としてグループ化したもの。Oracle CRM On Demand Life 
Sciences Editionの場合のみ存在します。 

価格タイプ Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

親製品 Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

プロダクトタイプ Oracle CRM On Demand Automotive EditionおよびOracle CRM On 
Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。  

Automotive製品を定義している場合は、［製品タイプ］フィールドを［車両］
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フィールド 説明 

に設定してください。 

サンプルドロップ製品を定義している場合は（［タイプ］を［サンプル］に設定

している場合）、［製品タイプ］フィールドを［サンプル］に設定するか、空の

ままにしてください。  

治療クラス Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

パーツ番号 製品のパーツ番号。 

オーダー可 製品をその他のレコードにリンクできるようにし、製品ルックアップウィンドウ

やリストに表示し、アクションバーの[検索]および[高度な検索]で使用可能にす
るには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフの

場合、製品は、アクションバーの[検索]または[高度な検索]の使用時にのみ表示
されます。 

タイプ 製品のタイプであり、［製品］、［サービス］、［トレーニング］、［マーケッ

ト］、［競合会社］、［詳細］、［サンプル］または［プロモーションアイテム

］のいずれかです。Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの場合、［タイプ］には次の値を選択する必要があります。 

n アイテムが製品詳細の場合は［詳細］ 

n アイテムが提供サンプルの場合は［サンプル］ 

n アイテムが提供プロモーションアイテムの場合は［プロモーションアイテム
］ 

これらのタイプを選択すると、セールス要員の［サンプルドロップ］、［製品詳

細］または［プロモーションアイテム］ピックリストに表示される製品のタイプ

（製品詳細、サンプルまたはプロモーションアイテム）がフィルター処理されま

す。 

注：［タイプ］が［サンプル］の場合は、［製品タイプ］フィールドも［サンプ

ル］に設定するか、空のままにしてください。 

サブタイプ Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

状態 製品の状態。 

版 Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

シリアル番号付き Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

ロット番号追跡 Oracle CRM On Demand Life Sciences Editionの場合のみ存在します。 

規制 製品が規制対象であることを示します。Oracle CRM On Demand Life 
Sciences Editionの場合のみ存在します。 

追加情報 

説明 製品に関する追加情報。このフィールドには255文字まで入力できます。 
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PRMの価格リストの設定 
ブランド所有者は、パートナーが特別価格リクエストを作成する際に使用する製品価格リストを維持および発行できます。ブ

ランド所有者の管理者は、複数の価格リストを作成し、各取引先またはパートナー組織に個別に関連付けることができます。

価格リストへの複数の製品の割当や特定の価格の指定を行うこともできます。 

特別価格リクエストでは、顧客の価格リストによって製品の標準小売価格が決定され、所有者パートナーの価格リストによっ

て再販業者の取得原価が決定されます。これらの価格を価格リストで維持することで、管理が効率化され、特別価格のプロセ

スが簡素化されます。 

作業前の準備: 
このトピックで説明する手順を実行するには、[コンテンツの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

注: 価格リストへのアクセス権は、役割に［PRM 
アクセスの管理］権限が付与されたブランド所有者の管理者に制限されます。 

価格リストを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］をクリックします。 

3 ［製品カタログ］セクションで、［価格リスト］をクリックします。 

4 ［価格リスト］リストページで、次の該当する操作を行います。 

n 価格リストを追加するには、［新規］をクリックします。 

n 価格リスト情報を更新するには、価格リストの［編集］リンクをクリックします。 

注: このページに表示するレコードの数を制限するには、タイトルバーの［メニュー］をクリックし、選択
内容を変更します。リストには、自分自身またはマネージャが作成したリストとともに、Oracle CRM On 
Demandに付属の標準のリストが含まれます。 

5 ［価格リスト編集］ページで、必要な情報を入力します。 

次の表では、価格リストのフィールドについて説明します。企業の管理者はフィールドの追加、名前の変更、削除を行えるの

で、実際に表示されるフィールドがこの表のものとは異なる場合があります。 

フィールド 説明 

主要価格リスト情報 

価格リスト名 価格リストの名前。 

有効開始 価格リストの有効期間の開始日。 

有効終了 価格リストの有効期間の終了日。このフィールドが空の場合、価格リストは無期限に有効です

。 

タイプ 価格リストのタイプ。デフォルトで次の値を使用できます。  

n 流通原価。販売代理店の費用（本来、パートナーまたは再販業者がブランド所有者から製
品を購入するために支払う必要がある在庫費用）。 

n 標準小売価格。メーカーの希望小売価格（ブランド所有者が顧客に製品を販売するために
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フィールド 説明 

推奨する価格）。 

企業は、［タイプ］フィールドのピックリストに値を追加できます。デフォルトで用意された

値を変更することはできません。デフォルト値を変更すると、特別価格リクエストの対応する

フィールドは価格リストに設定されません。 

状態 価格リストの現在の状態（進行中または公開済み）。すべての新規価格リストのデフォルト値

は［進行中］です。価格リストがユーザーに提供可能な状態になったとき、［公開済み］に変

更します。 

通貨 価格リストで使用される通貨のタイプ。価格リストのすべての価格は同一通貨で表記されます

。通貨は価格リストの作成時に定義されます。新しい価格リストレコードを保存すると、この

フィールドは読み取り専用になります。 

追加情報 

作成 価格リストを作成したユーザーの名前とその価格リストの作成日時。 

変更 価格リストを最後に更新したユーザーの名前とその価格リストを最後に更新した日時。 

説明 価格リストに関する追加情報。2,000字まで入力できます。 

 

価格リストの公開 
価格リストは管理者が更新した後でユーザーに公開され、特別価格リクエストの作成時にユーザーが使用できるようになりま

す。 

価格リストを公開するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］をクリックします。 

3 ［製品カタログ］セクションで、［価格リスト］をクリックします。 

4 公開する価格リストの［編集］リンクをクリックします。 

5 ［価格リスト編集］ページで、［状態］メニューから［公開済み］を選択します。 

6 ［保存］をクリックします。 

状態を［公開済み］に変更すると、次の処理が行われます。 

n 価格リストは、取引先またはパートナー組織に関連付けられます。 

n 価格リストが特別価格リクエストの顧客またはパートナーに関連付けられている場合、特別価格製品の作成時に価格リス
トを使用して特別価格製品の標準小売価格（［標準小売価格］）フィールドと［取得原価］フィールドが設定されます。 
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［標準小売価格］フィールドには、特別価格リクエストの最終顧客に関連付けられている価格リストが使用され、［

取得原価］フィールドには、特別価格リクエストの所有者パートナーに関連付けられている価格リストが使用されま

す。さらに、次の条件も満たす必要があります。 

n 最終顧客に関連付けられた価格リストのタイプが［標準小売価格］で、所有者パートナーに関連付けられた価格リス
トのタイプが流通原価であること。 

n この価格リストの状態が［公開済み］であること。 

n 特別価格リクエストに追加された製品がこの価格リストに存在すること。 

n 特別価格リクエストの開始日が価格リストの有効開始日から有効終了日までの範囲内にあること、かつ価格リスト明
細項目の有効開始日から有効終了日までの範囲内にあること。 

価格リスト明細項目の追加 
価格リストを作成した後は、価格リストの明細項目として製品を追加できます。1つの価格リストに複数の製品を指定できま
すが、各製品は特定のリストでそれぞれ1回だけ表示可能です。 

価格リスト明細項目を追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］をクリックします。 

3 ［製品カタログ］セクションで、［価格リスト］をクリックします。 

4 更新する価格リストの名前をクリックします。 

5 ［価格リスト詳細］ページの［価格リスト明細項目］関連情報セクションで、［追加］をクリックします。 

6 ［価格リスト明細項目編集］ページで、必要な情報を入力します。 

注: ［価格リスト明細項目編集］ページは［製品編集］ページからも表示できます。 

次の表では、価格リスト明細項目のフィールドについて説明します。企業の管理者はフィールドの追加、名前の変更、削除を

行えるので、実際に表示されるフィールドがこの表のものとは異なる場合があります。 

フィールド 説明 

主要価格リスト情報 

価格リスト 価格リストの名前。 

製品 価格リスト明細項目の製品。 

有効開始 指定された価格リスト明細項目の有効期間の開始日。この日付は価格リストの有効開始日から

有効終了日までの範囲内にある必要があります。 

有効終了 指定された価格リスト明細項目の有効期間の終了日。このフィールドが空の場合、価格リスト

明細項目は無期限に有効です。 

価格タイプ 価格のタイプを示します。現在のデフォルト値は［標準］です。 
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フィールド 説明 

リスト価格 指定された有効期間中の明細項目の価格。 

追加情報 

作成 価格リスト明細項目を作成したユーザーの名前とその価格リスト明細項目の作成日時。 

変更 価格リスト明細項目を最後に更新したユーザーの名前とその価格リスト明細項目を最後に更新

した日時。 

説明 価格リスト明細項目に関する追加情報。2,000字まで入力できます。 

 
 

ライフサイエンスの価格リストの設定 
Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionを使用する企業は、オーダーに関連付けることができる価格リストを作成できます。価格リストには複数の製品を関
連付けることができます。各製品には、特定の価格リストに固有の価格を設定します。 

Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionで価格リストを設定するには、ユーザーの役割に対して［内容を管理］権限と［オーダーアクセスの有効化］権限の
両方が有効化されている必要があります。オーダーに価格リストを関連付けるには、ユーザーの役割に対して［オーダーアク

セスの有効化］権限または［基本サンプル操作の有効化］権限が有効化されている必要があります。 

価格リストに製品を追加するには、［価格リスト詳細］ページの［価格リスト明細項目］関連情報セクションにアクセスでき

る必要があります。このセクションは、デフォルトではこのページで使用できません。企業の管理者は、［価格リスト明細項

目］関連情報セクションを含むカスタマイズ版レイアウトページを作成して、カスタマイズされたレイアウトを価格リストを

設定する各役割に割り当てることができます。［価格リスト］レコードタイプのページレイアウトをユーザー役割に割り当て

るには、企業の管理者に［PRM 
アクセスの管理］権限が付与されている必要があります。企業の管理者の役割に対して［PRM 
アクセスの管理］権限が有効化されていない場合は、Oracle CRM On Demand Customer Careに連絡してください。 

注: 企業の管理者の役割に対して［PRM アクセスの管理］権限が有効化された後は、Oracle CRM On Demand for 
Partner Relationship Managementで使用されているレコードタイプをOracle CRM On 
Demandで使用できます。レコードタイプの詳細は、オンラインヘルプの「パートナー関係管理およびハイテク」の項を参
照してください。［状態］フィールドの値が［公開済み］の価格リストは、Oracle CRM On Demand for Partner 
Relationship 
Managementで使用されている一部のレコードタイプに関連付けることができます。価格リストは、［状態］フィールドの
値に関係なく、オーダーレコードに関連付けることができます。 

価格リストを設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］をクリックします。 

3 ［製品カタログ］セクションで、［価格リスト］をクリックします。 
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4 ［価格リスト］リストページで、次の該当する操作を行います。 

n 価格リストを追加するには、［新規］をクリックします。 

n 価格リスト情報を更新するには、価格リストの［編集］リンクをクリックします。 

5 ［価格リスト編集］ページで、必要な情報を入力します。 

次の表では、価格リストのフィールドについて説明します。企業の管理者はフィールドの追加、名前の変更、削除を行えるの

で、実際に表示されるフィールドがこの表のものとは異なる場合があります。 

フィールド 説明 

主要価格リスト情報 

価格リスト名 価格リストの名前。 

有効開始 価格リストの有効期間の開始日。 

有効終了 価格リストの有効期間の終了日。このフィールドが空の場合、価格リストは無期限に有効です

。 

タイプ 価格リストのタイプ。デフォルトで次の値を使用できます。 

n 流通原価。製薬会社の費用（本来、医師または薬局が製薬会社から製品を購入するために
支払う必要がある在庫費用）。 

n 標準小売価格。メーカーの希望小売価格（製薬会社が顧客に製品を販売するために推奨す
る価格）。 

企業は、［タイプ］フィールドのピックリストに値を追加できます。 

状態 この価格リストの現在の状態。デフォルトで使用可能な値は［進行中］と［公開済み］です。

すべての新規価格リストのデフォルト値は［進行中］です。 

注: 
価格リストは、［状態］フィールドの値に関係なく、オーダーレコードの［価格リスト］フィ

ールドの［ルックアップ］ウィンドウで使用できます。 

通貨 価格リストで使用される通貨のタイプ。価格リストのすべての価格は同一通貨で表記されます

。通貨は価格リストの作成時に定義されます。新しい価格リストレコードを保存すると、この

フィールドは読み取り専用になり更新できません。 

追加情報 

作成 価格リストを作成したユーザーの名前とその価格リストの作成日時。 

変更 価格リストを最後に更新したユーザーの名前とその価格リストを最後に更新した日時。 

説明 価格リストに関する追加情報。2,000字まで入力できます。 

価格リスト明細項目の追加 
価格リストを作成した後は、価格リストの明細項目として製品を追加できます。1つの価格リストに複数の製品を指定できま
すが、各製品は特定のリストでそれぞれ1回だけ表示可能です。 
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価格リスト明細項目を追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］をクリックします。 

3 ［製品カタログ］セクションで、［価格リスト］をクリックします。 

4 更新する価格リストの名前をクリックします。 

5 ［価格リスト詳細］ページの［価格リスト明細項目］関連情報セクションで、［追加］をクリックします。 

6 ［価格リスト明細項目編集］ページで、必要な情報を入力します。 

次の表では、価格リスト明細項目のフィールドについて説明します。企業の管理者はフィールドの追加、名前の変更、削除を

行えるので、実際に表示されるフィールドがこの表のものとは異なる場合があります。 

フィールド 説明 

主要価格リスト情報 

価格リスト 価格リストの名前。 

製品 価格リスト明細項目の製品。 

有効開始 指定された価格リスト明細項目の有効期間の開始日。この日付は価格リストの有効開始日から

有効終了日までの範囲内にある必要があります。 

有効終了 指定された価格リスト明細項目の有効期間の終了日。このフィールドが空の場合、価格リスト

明細項目は無期限に有効です。 

製品パーツ番号 製品パーツ番号は、製品設定の一部として定義されます。Oracle CRM On Demand Life 
Sciences 
Editionの製品の場合、パーツ番号は通常、製品名と製品の効能または用量で構成されます。  

価格タイプ 価格のタイプを示します。現在のデフォルト値は［標準］です。 

リスト価格 指定された有効期間中の明細項目の価格。 

追加情報 

作成 価格リスト明細項目を作成したユーザーの名前とその価格リスト明細項目の作成日時。 

変更 価格リスト明細項目を最後に更新したユーザーの名前とその価格リスト明細項目を最後に更新

した日時。 

説明 価格リスト明細項目に関する追加情報。2,000字まで入力できます。 
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企業の添付資料の管理 
［管理ホームページ］の［コンテンツ管理］セクションでは、［添付資料を管理］ページにアクセスして添付資料を確認でき

ます。 

注:［添付資料を管理］ページには、設定済みの添付資料関連項目を介して親レコードにリンクされている添付資料のみが表
示されます。カスタム添付資料レコードタイプを介して親レコードにリンクされている添付資料や、添付フィールドを介して

レコードに追加された添付資料は表示されません。設定済みの添付資料関連項目をサポートしているレコードタイプのリスト

については、「添付資料設定について (ページ 266)」を参照してください。 

添付資料を確認することで、次のことがわかります。 

n 大きなディスクスペースを占めている添付ファイル 

n 2回以上添付されているファイル 

ファイルが2回以上添付されている場合は、添付資料を一般的な共有場所に格納し、この場所に置いたファイルのパ
スに添付資料のファイルパスを置き換えるようにユーザーに指示することをお勧めします。 

n 添付資料のサイズに起因するディスクスペースの問題について通知する必要があるユーザー 

作業前の準備。添付資料の管理手順を実行するには、[コンテンツの管理 - 
添付と詳細ページのイメージの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

添付資料を確認するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］リンクをクリックします。 

3 添付資料とイメージの管理セクションで、[添付資料を管理]リンクをクリックします。 

4 次の該当する操作を行います。 

タスク アクション 

添付資料の表示 添付資料のレコードレベルメニューで[表示]を選択します。 

添付資料の削除 添付資料のレコードレベルメニューで[削除]を選択します。
削除されたファイルまたはURLは、［削除項目］ページに移
動され、30日後にデータベースから完全に削除されます。複
数の添付資料を削除する必要がある場合は、一括削除コマン

ドを使用できます。一括削除の詳細は、後述の「添付資料リ

ストの作成および使用」を参照してください。 

添付資料の置換 ファイルを別のファイルに置き換えるには、添付資料のレコ

ードレベルメニューで[置換]を選択します。[編集]ページで
、新しいファイルを参照してレコードを保存します。 

URLを別のURLに置き換えるには、[置換]をクリックします
。［編集］ページで、必要な情報を入力し、レコードを保存

します。詳細については、「レコードへのファイルとURLの
添付」を参照してください。 
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タスク アクション 

レコード数の表示 現在のリストフィルターまたは他の仕様を満たす添付資料レ

コード数を表示するには、[メニュー]ボタンをクリックして
、[レコード数]を選択します。 

添付資料リストの作成および使用 
特定の基準を満たすレコードのみを表示するように、レコードの現在の表示を制限できます（特定の値を超えるファイルサイ

ズや特定タイプの添付資料など）。これらの仕様を名前付きリストとして保存し、[添付資料を管理]ページを表示するときに
いつでも再使用できます。 

リストを使用して、次のタスクを実行できます。 

タスク アクション 

新規リストの作成 新しいリストを作成するには、[メニュー]ボタンをクリックして[リストを新規作
成]を選択します。詳細は、「リストの使用」を参照してください。 

リストフィルターを表示 現在のリストフィルター基準を表示するには、[メニュー]ボタンをクリックして[
リストフィルターを表示]を選択します。[リストを表示]ページの[フィルター情
報]タブに現在の基準が表示され、選択したフィールドが[選択済み項目]タブに表
示されます。 

リストを絞り込み 現在のリスト基準を絞り込むには、[メニュー]ボタンをクリックして[リストを絞
り込み]を選択します。詳細は、「リストの使用」を参照してください。 

リストを保存 リスト定義が完了したら、将来再使用するためにこのリスト定義を保存できます

。[メニュー]ボタンをクリックして[リストを保存]を選択します。[リストを絞り
込み]ページで、リスト名を入力して[保存および実行]をクリックします。 

リストのエクスポート 現在表示されている添付資料のリストをファイルにエクスポートできます。[メニ
ュー]ボタンをクリックして[リストをエクスポート]を選択します。詳細は、「リ
ストのレコードのエクスポート」を参照してください。 

一括削除 リストに表示されているすべての添付資料を削除するには、[メニュー]ボタンを
クリックして[一括削除]を選択します。プロンプトが表示されたら、[OK]をクリ
ックします。詳細は、「一括削除および復元キューページ (ページ 
796)」を参照してください。 

 
 

詳細ページのイメージの管理 
［管理ホームページ］の［コンテンツ管理］セクションから、詳細ページのイメージの管理ページにアクセスして、詳細ペー

ジに関連付けられているイメージを確認できます。 

詳細ページのイメージの管理ページには、詳細ページ上に表示されるイメージのみが表示され、そのようなすべてのイメージ

を一元的に管理できる場所が用意されています。別の方法としては、詳細ページに移動して、イメージを個別に管理すること

もできます。イメージの確認は、どのイメージが大きなディスクスペースを占めているかを判断するために役立ちます。 
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作業前の準備。詳細ページのイメージの管理手順を実行するには、[管理 : 
コンテンツの管理]カテゴリの次の権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

n コンテンツの管理 

n コンテンツの管理 - 添付資料と詳細ページのイメージの管理 

詳細ページのイメージを管理するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］セクションで、［コンテンツ管理］リンクをクリックします。 

3 添付資料とイメージの管理セクションで、詳細ページのイメージの管理リンクをクリックします。 

4 詳細ページのイメージの管理ページが開きます。次のようなカラムが含まれています。 

n イメージ。イメージのサムネイル。 

n サイズ (バイト)。Oracle CRM On Demandに格納されるイメージのサイズ。 

n 作成者。イメージを追加したユーザーのユーザー名。 

n 変更者。イメージを最後に変更したユーザーのユーザー名。 

n 最終変更。イメージが最後に変更された日時。 

n オブジェクトタイプ。イメージが関連付けられているレコードタイプ。 

n オブジェクトID。イメージが関連付けられているレコードの行ID。 

5 次の該当する操作を行います。 

n イメージを削除するには、イメージのレコードレベルメニューで［削除］を選択します。その後、表示される指示に
従います。 

n イメージをダウンロードするには、イメージのレコードレベルメニューで［ダウンロード］を選択します。その後、
表示される指示に従います。 

n イメージを置換するには、イメージのレコードレベルメニューで［置換］を選択します。その後、表示される指示に
従います。 

n リストに表示するイメージを制限するには、ドロップダウンメニューをクリックして選択内容を変更します。 

ドロップダウンリストには、アプリケーションに付属の標準のリストが表示されます。 

n リストをエクスポートするには、［メニュー］をクリックし、［リストをエクスポート］を選択します。詳細は、「
リストのレコードのエクスポート」を参照してください。 

n 新しいリストを作成するには、［リストを新規作成］をクリックします。詳細は、「リストの使用」を参照してくだ
さい。 

 

アセスメントスクリプトの設定 
ユーザーがデータの収集および意思決定を行う際に、一貫したプロセスに従うことができるように、アセスメントスクリプト

を設定できます。アセスメントスクリプトを使用して、見込み客の承認、商談の評価、顧客サービスのやりとりの指導、顧客
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満足度の調査などを行うことができます。アセスメントの回答はスコア化され、重みが割り当てられた後、指定のしきい値と

の比較によって、適切な結果または実行するアクションが決定されます。 

Oracle CRM On 
Demandを使用すると、アセスメントスクリプトを設定できます。これにより、企業では次のことができます。 

n セールスコール、タスクまたはアポイントの活動情報を取得します。 

n 顧客満足度調査の実施。 

n ビジネス計画に対する応答の収集。 

n 見込み客の確認の自動化。 

n 目標に対する応答の収集。 

n 商談の評価（企業のセールス方法の実行による）。 

n 顧客満足度調査の実施（担当者およびサービスリクエストレコードの場合）。 

n コールスクリプトの使用（サービスリクエストレコードの場合）。 

アセスメントスクリプトの詳細、またはアセスメントスクリプトの作成手順については、次のトピックを参照してください。 

n アセスメントスクリプトについて (ページ 818) 

n アセスメントスクリプトの作成 (ページ 821) 
 

アセスメントスクリプトについて 
アセスメントスクリプトは、ユーザーによる顧客データの収集を支援する一連の質問から構成されます。アセスメントスクリ

プトを使用して、見込み客の承認、商談の評価、顧客サービスのやりとりの指導、顧客満足度の調査、活動情報の取得などを

行うことができます。 

意思決定のために、顧客の回答に評点を付け、重要度を質問に割り当て、しきい値を設定することができます。さらに、評価

中に使用したフィールドを親レコードにマップし、後でこれらのフィールドに基づいてレポートおよび分析を実行できます。 

作業前の準備: 
このトピックで説明する手順を実行するには、[コンテンツの管理]権限を含む役割が割り当てられている必要があります。 

アセスメントスクリプトの使用法 
アセスメントスクリプトの使用方法は次のとおりです。 

1 ユーザーがレコードの詳細ページからアセスメントスクリプトを起動します。該当するアセスメントスクリプトのリスト
（指定されたレコードフィールド値によって異なる）がレコードの詳細ページに表示されます。必要に応じて、ユーザー

は他のアセスメントスクリプトを検索することもできます。  

2 アセスメントの質問を通じて、ユーザーは重要な顧客情報（セールス見込み客の優良性の詳細など）を収集し、各質問に
対する正しい回答をドロップダウンリストから選択します。   

3 回答に基づいて、評点が自動的に計算され、レコードが更新されます。たとえば、見込み客は承認または拒否と分類され
ます。   

4 質問に対する回答はフィールド値としてレコードにマップされるので、簡単にアクセスして、レポートの作成に役立てる
ことができます。   
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5 完了したアセスメントは保存され、親レコードの関連レコードセクションからアクセスすることができます。   

作成するアセスメントスクリプトのタイプ 
様々なタイプのアセスメントスクリプトを設定できます。各スクリプトタイプは、特定のタスクに適しています。以下の説明

に従って、適するスクリプトタイプを使用してください。 

n アカウント調査：このタイプのスクリプトは、個々の顧客とともに調査を実施する場合に使用します。 

n 活動アセスメント:このタイプのスクリプトは、有益な担当者および取引先コール情報を取得する場合に使用します。 

n ビジネス計画アセスメント：セールス要員は、このタイプのスクリプトを使用してビジネス計画の効果を判断する際に役
立つ情報を収集できます。 

n 担当者スクリプト:このタイプのスクリプトは、個々の担当者とともに顧客満足度調査を実施する場合に使用します。 

n 見込み客認定:このタイプのスクリプトは、セールス要員が承認済み見込み客を識別するのに役立ちます。このタスクの
スクリプトを使用すると、トレーニングの必要性が減少し、一貫した見込み客認定が実行されます。 

注:見込み客の特定のフィールドが入力されていない場合、見込み客認定スクリプトが見込み客の[状態]フィールド
を[資格あり]に設定できない場合があります。詳細は、「見込み客認定の必須フィールド」を参照してください。 

n 目標アセスメント：セールス要員は、このタイプのスクリプトを使用して目標の効果を判断する際に役立つ情報を収集で
きます。 

n 商談アセスメント：このタイプのスクリプトはセールス方法を埋め込むために使用され、セールス要員が商談を評価する
のに役立ちます（その結果、セールス要員は取引に応じて販売戦略を調整できます）。 

n サービスリクエストスクリプト:このタイプのスクリプトは、サービス要員がサービスリクエストを評価するのに役立ち
ます。たとえば、リクエストの優先順位やエスカレーションパスを決定する場合などです。このタスクのスクリプトを使

用すると、トレーニングの必要性が減少し、一貫した顧客サービスが実行されます。 

n サービスリクエスト調査:このタイプのスクリプトは、（特定のサービスイベントにリンクされる）顧客満足度調査を管
理する場合に使用します。 

各タイプのアセスメントは、対応するレコードタイプ（アポイント、セールスコール、タスク、担当者、見込み客、目標、商

談、またはサービスリクエスト）にリンクされます。必要に応じて、各タイプのアセスメントを複数作成し、適切なスクリプ

トをユーザーに提供することもできます。スクリプトは、指定したレコード基準に基づきます。   

アセスメントスクリプトの作成方法 
アセスメントスクリプトを設定するには、いくつかのタスクを完了する必要があります。  

1 アセスメントスクリプトフィルターをカスタマイズします。  

このフィルターにより、指定したレコードフィールド値に基づいて、タスクに適したアセスメントを識別するために

使用される基準を定義することができます。  

たとえば、見込み客認定アセスメントスクリプトは、次のようなフィルターを使用して設定することができます。 

n 取引先階層 = ゴールド   

n セグメント = 大 

n 地域 = 西部   

このような場合は、ユーザーが対応する値を含む見込み客レコードからアセスメントスクリプトを起動すると、正し

い見込み客認定スクリプトが表示されます。 
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すべてのタイプのアセスメントスクリプトで同じ4つのフィルターフィールドを使用できます（各フィールドには定
義済みのピックリスト値が含まれます）。フィルターをカスタマイズするには、次の操作を行う必要があります。   

a アセスメントスクリプトを作成するすべてのレコードタイプについて、フィルターフィールドの表示名とピックリス
ト値を入力します。 

詳細については、「アセスメントスクリプトの作成 (ページ 821)」を参照してください。 

b アセスメントスクリプトを作成するすべてのレコードタイプについて、フィルターフィールドをページレイアウトに
追加します。 

2 次のようにして、アセスメントスクリプトを作成します。 

a スクリプトの詳細を入力します。 

b 基準（質問）をスクリプトに追加します。 

c 質問ごとに考えられる回答のリストを追加します。 

これらの手順の詳細については、「アセスメントスクリプトの作成 (ページ 821)」を参照してください。 

3 次のようにして、ユーザーにスクリプトへのアクセス権を付与します。 

a アセスメントスクリプトを使用する必要があるユーザーの役割ごとに、ユーザーの役割とアクセスプロファイルを設
定します。 

n アセスメントの作成手順：ユーザーがアセスメントスクリプトを作成できるようにするには、ユーザーの役割に
アセスメントレコードタイプへのアクセス権を付与する必要があります。つまり、アセスメントレコードタイプ

に関して、ユーザーの役割のデフォルトおよび所有者アクセスプロファイルのアクセスレベル設定が、少なくと

も［読み取り/編集］になっている必要があります。さらに、アセスメントレコードタイプに関して、その役割
のレコードタイプアクセス設定の［アクセス可能］および［作成可能］チェックボックスがオンになっている必

要があります。 

n アセスメントの表示手順：ユーザーがアセスメントの詳細を表示できるようにするには、ユーザーの役割にアセ
スメントレコードタイプへの読み取りアクセス権を付与する必要があります。つまり、アセスメントレコードタ

イプに関して、ユーザーの役割のデフォルトおよび所有者アクセスプロファイルのアクセスレベル設定が、少な

くとも［読み取り専用］になっている必要があります。さらに、アセスメントレコードタイプに関して、その役

割のレコードタイプアクセス設定の［アクセス可能］および［すべてのレコードを読み取れますか?］チェック
ボックスがオンになっている必要があります。 

ユーザー役割の設定の詳細は、「役割の追加 (ページ 
311)」を参照してください。アクセスプロファイルの設定の詳細は、「アクセスプロファイルの設定プロ
セス (ページ 334)」を参照してください。 

b アセスメントスクリプトを作成した各レコードタイプについて、適切なアセスメントスクリプトセクションをレコー
ドの［詳細］ページの表示情報に追加します。ページレイアウトのカスタマイズの詳細は、「静的ページレイアウト

のカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 

アセスメントスクリプトの例  
企業の管理者が設定すると考えられる典型的なスクリプトの1つは、見込み客認定スクリプトです。このスクリプトは、見込
み客を承認済みとするか拒否とするかを決定するために使用されます。  

次の表では、このようなスクリプトで使用できる値の例を示します。 
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スクリプトフィールド 値の例 

タイプ 見込み客認定 

しきい値スコア 50 

しきい値条件を満たす場合の結果値 資格あり 

しきい値条件を満たさない場合の結果値 不適格 

結果値のマップ先フィールド 説明 

次の表に、見込み客認定スクリプトの基準の例をいくつか示します。 

基準 重要度 

予算の現在の状態 50 

このプロジェクトのスケジュールを推進する要素 25 

意思決定する予定の時期 25 

予算の現在の状態に関する質問に対する回答と、スコアの例を次の表に示します。 

回答 スコア 

予算承認 100 

予算拒否 0 

各基準のスコアは、基準の重要度（パーセンテージ）に回答のスコアを掛けることによって計算されます。この例では、ユー

ザーが「予算承認」という回答を選択すると、質問のスコアは次のように計算されます。 

(0.5 * 100) = 50 

スクリプトの合計スコアは、すべての基準のスコアの合計です。スクリプトの最終結果がスクリプトで定義されたしきい値を

満たすか、しきい値を超えると、［見込み客詳細］ページの［説明］フィールドの値は［承認済み］に設定されます。スコア

がしきい値に満たないと、［説明］フィールドの値は［不適格］に設定されます。 

アセスメントスコアが計算されるときは、次のルールが適用されます。 

n 個々の質問のスコアは、小数点第1位に四捨五入されます。  

n 全体のアセスメントスコアは、整数に四捨五入されます。 

n 四捨五入ルールは標準的な数学ルールに基づいているため、0.5未満の小数位は切り捨てられ、0.5以上の小数位は切り
上げられます。 

 

アセスメントスクリプトの作成 
アセスメントスクリプトフィルターをカスタマイズし、アセスメントスクリプトを作成するには、このトピックで説明する手

順に従います。 

作業前の準備： 

n この手順を実行するには、ユーザーの役割に[アセスメントへのアクセスの管理]権限および[内容を管理]権限が含まれて
いる必要があります。 
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n 必要に応じて、アセスメント条件の一部として使用するピックリストの値およびフィールドをカスタマイズします。たと
えば、顧客との面談中に収集した情報を表示するためにカスタムフィールドを追加できます。スクリプトを設定すると、

これらのカスタムフィールドに回答をマップできます。 

n アセスメントスクリプトの作成を開始する前に、「アセスメントスクリプトについて (ページ 
818)」を参照してください。 

新しいフィールドをすべてそのレコードのページレイアウトに追加するようにしてください。手順については、「静

的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 

注：Oracle CRM On 
Demandでは、アセスメントスクリプトのコンポーネントを直接変換できません。アセスメントスクリプトを複数の言語で
使用する場合、言語ごとにスクリプトのバージョンを作成する必要があります。 

アセスメントスクリプトフィルターを使用すると、指定したレコード基準に基づいて、タスクのユーザーに表示するのに適し

たスクリプトを識別できます。次の手順では、アセスメントスクリプトフィルターをカスタマイズする方法について説明しま

す。 

アセスメントスクリプトフィルターをカスタマイズするには（オプション） 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションカスタマイズ］リンクをクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］で［アセスメント］をクリックします。 

4 ［アセスメント項目の設定］をクリックします。 

5 ［編集］をクリックし、フィルター1、2、3、および4のそれぞれについて［表示名］カラムを編集します。 

6 フィールドごとに［ピックリストを編集］をクリックし、ピックリストの値を設定します。 

ヒント：従業員にピックリストから強制的に選択させる場合以外は、ピックリストオプションの上部にあるデフォルトの

<値なし>値を保持します。 

7 レコードを保存します。 

8 従業員が使用するレコードのページで、これらのフィールドの名前を変更するには、アセスメントスクリプトを実行して
いる各レコードタイプの［項目設定］セクションに移動します。  

注：［アセスメントフィールド］に設定した値と同じピックリスト値が、これらの他のレコードで表示されます。た

だし、レコードタイプごとにこれらのフィールドの表示名をカスタマイズできます。 

アセスメントスクリプトを作成するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［コンテンツ管理］リンクをクリックします。 

3 ［アセスメントスクリプト］リンクをクリックします。 

4 ［アセスメントリスト］ページで、［新規アセスメント］をクリックします。 
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5 ［アセスメント編集］ページで、必要な情報を入力します。 

次の表では、アセスメントのフィールド情報について説明します。管理者はフィールドの追加、名前の変更、削除を

行えるので、実際に表示されるフィールドがこの表のものとは異なる場合があります。  

フィールド 説明 

名前 50文字に制限されます。 

スクリプトの目的を示す分かりやすい名前を使用します。企業の従業員が

さまざまな言語を使用している場合は、その言語をスクリプト名に含めま

す。 

タイプ スクリプトのリンク先のレコードタイプを指定します。使用可能なオプシ

ョンは、［アカウント調査］、［活動アセスメント］、［ビジネス計画ア

セスメント］、［担当者スクリプト］、［見込み客認定］、［目標アセス

メント］、［商談アセスメント］、［サービスリクエスト - 
スクリプト］、および［サービスリクエスト - 調査］です。 

有効 ユーザーが使用できる有効なスクリプトのみを実行できます。 

フィルター 1、2、3、4 アセスメントカテゴリーとして設定したラベルを表示します。 

しきい値スコア (1-100) スクリプトの結果を計算するために使用されます。スクリプトのスコアが

しきい値以上であれば、条件が満たされます。 

スコアのマップ先項目 親レコード内のスコアを表示するフィールドを指定します。 

しきい値条件を満たす場合の結果

値 
（オプション）条件が満たされた場合に表示する値を指定します。たとえ

ば、見込み客が認定基準を満たした場合は、このフィールドに承認済みと

表示できます。 

しきい値条件を満たさない場合の

結果値 
（オプション）しきい値が満たされなかった場合に表示する値を指定しま

す。たとえば、見込み客が認定基準を満たしていない場合は、このフィー

ルドに拒否と表示できます。 

結果値のマップ先フィールド （オプション）スクリプトが完了したときに親レコード内の結果を表示す

るフィールドを指定します。 

コメントボックスの削除 アセスメント完了時にコメントを追加するための機能を削除する場合は、

このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにす

ると、コメントボックスが表示され、アセスメント完了時にコメントを入

力できるようになります。 

応答コントロール アセスメント基準に応答を追加するときに使用するコントロールを決定し

ます。オプションは、［ドロップダウン］または［ラジオボタン］です。 

注：アセスメントスクリプトをレコード詳細ページに表示するには、そのアセスメントスクリプトがアクティブであ

り、かつ少なくとも1つの条件が定義されている必要があります。 

6 ［保存］をクリックします。 

7 ［アセスメント詳細］ページの［基準］セクションで、［新規］または［編集］をクリックします。 

8 ［基準］ページで、必要な情報を入力します。 

次の表では、基準に入力するフィールドについて説明します。 
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フィールド 説明 

オーダー ユーザーがアセスメントを完了したときにユーザーに表示する質問の順序

を決定します。 

基準名 質問を要約した、短くてわかりやすい名前。フィールドには20文字まで入
力できます。 

質問 ユーザーが回答する質問。フィールドには50文字まで入力できます。 

重要度 質問の重要度を示す0～100までの割合。 

すべての質問の重要度の合計は100になる必要があります。 

回答のマップ先項目 回答を［質問］フィールドの質問にマップするための親レコード上のフィ

ールドを指定します。回答を親レコードにマップすると、値は統合、レポ

ート、およびリストで使用できるようになります。 

9 ［アセスメント詳細］ページで、各基準名をクリックして、［回答］セクションの［新規］または［編集］ボタンをクリ
ックします。 

10 各［回答］ページで、必要な情報を入力します。 

フィールド 説明 

オーダー ユーザーがアセスメントを完了したときにユーザーに表示される回答の順

序を決定します。 

回答 ユーザーが質問に対して選択できるように有効な回答を入力します。30文
字まで入力できます。 

スコア 回答に関連付けられた点数。 

選択された回答のスコアに関連する質問の重要度を掛けて、合計の質問/回
答スコアが決まります。 

11 変更を保存します。 

注：アセスメントスクリプトを使用する必要があるユーザーの役割ごとに、アセスメントスクリプトにアクセスできるように

ユーザーの役割を設定する必要があります。ユーザーの役割に必要な設定の詳細については、「アセスメントスクリプトにつ

いて (ページ 818)」を参照してください。 

ヒント：各役割が、アセスメントのために追加した新しいフィールドを含むページレイアウトを備えていることを確認します

。 
 

アプリケーションプラグイン 
ここでは、アプリケーションプラグインの管理について説明します。企業の管理者は、ユーザーが使用できるプラグインを有

効化する必要があります。［管理］ページにアプリケーションプラグインの見出しが表示されない場合、プラグインは有効化

されていません。 

n Oracle Social Engagement and Monitoringの設定の詳細は、「Oracle Social Engagement and 
Monitoringの設定 (ページ 825)」を参照してください。 
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n Oracle Social Networkの設定の詳細は、「Oracle Social Network統合設定の設定 (ページ 
826)」を参照してください。 

n Oracle Eloqua Engageの設定の詳細は、「Oracle Eloqua Engageを使用した電子メール配信の設定 (ページ 
828)」を参照してください。 

 

Oracle Social Engagement and Monitoringの設定 
Oracle Social Engagement and Monitoringを使用する前に、最初にOracle CRM On 
Demandを有効化するように機能を設定して、ソーシャル監視に基づいて担当者またはサービスリクエストのレコードを作
成する必要があります。  

注: Oracle Social Engagement and Monitoringを設定するには、役割に［Social Engagement &amp; 
Monitoringアクセスの管理］権限が付与されている必要があります。Oracle Social Engagement and 
Monitoringを使用するには、役割に［Social Engagement &amp; 
Monitoring統合］権限が付与されている必要があります。 

Oracle Social Engagement and Monitoringレコードアクセスを設定するには 

1 ［管理］、［Oracle Social Engagement &amp; Monitoring］の順に移動します。 

2 ［担当者］および［サービスリクエスト］の各ボックスを選択し、［保存］をクリックします。 

サービスリクエスト機能を有効にするには、企業の管理者がOracle Social Engagement and 
Monitoringのフィールドをユーザーの役割のサービスリクエストページレイアウトに追加する必要があります。詳細は、「
静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168)」を参照してください。 
 

Oracle Social NetworkとOracle CRM On 
Demandとの統合プロセス 
企業でOracle Social Networkを使用している場合は、Oracle Social NetworkをOracle CRM On 
Demandに統合できます。Oracle Social NetworkとOracle CRM On Demandの統合後、企業のユーザーは、Oracle 
Social NetworkのソーシャルオブジェクトとしてOracle CRM On Demandのレコードの情報を共有できます。 

注: Oracle CRM On DemandのユーザーではないOracle Social Networkのユーザーは、別のユーザーがOracle Social 
Networkのソーシャルオブジェクトに共有レコード用のソーシャルオブジェクトを追加している場合、Oracle CRM On 
Demandからそれらのソーシャルオブジェクトにアクセスできます。同様に、Oracle CRM On 
Demandの特定のレコードにアクセスできないOracle CRM On Demandのユーザーは、別のユーザーがOracle Social 
Networkのソーシャルオブジェクトにそのレコードを追加している場合、Oracle Social 
Networkのそのレコードに対するソーシャルオブジェクトにアクセスできます。 

Oracle Social NetworkとOracle CRM On Demandを統合するには、次のタスクを実行します。 

1 Oracle CRM On Demand Customer Careに連絡して、企業の管理者の役割に対してOracle Social 
Networkの統合管理権限を有効にしてください。 

Oracle CRM On Demand Customer CareによってOracle Social 
Networkの統合管理権限が有効化されると、Oracle CRM On 
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Demandの[管理ホームページ]の[アプリケーションプラグイン]セクションにあるOracle Social 
Networkのリンクが使用可能になります。 

2 「Oracle Social Network統合設定の設定 (ページ 826)」の説明に従って、Oracle CRM On DemandでOracle 
Social Network統合設定を設定します。 

3 ユーザーがOracle Social 
Network統合を使用できるように、次のようにページレイアウトおよびユーザー役割を設定します。 

n 該当のレコードタイプの適切なページレイアウトにソーシャル関連情報セクションを追加します。 

n Oracle Social 
Network統合権限を有効化し、必要に応じて、ユーザー役割でソーシャルWebタブを使用できるようにします。 

注: 
ソーシャル関連情報セクションの追加先ページレイアウトをパーソナライズしているユーザーには、デフォルトでそ

れらのページレイアウトにソーシャルセクションが表示されません。パーソナライズページレイアウトが役割のペー

ジレイアウトとやり取りする方法の詳細については、「パーソナライズ関連情報レイアウトが役割のページレイアウ

トとやり取りする方法 (ページ 
220)」を参照してください。デフォルトのレイアウトへのページレイアウトのリセット詳細は、「パーソナライズ
ページレイアウトのリセット (ページ 337)」を参照してください。 

Oracle Social NetworkとOracle CRM On Demandの統合の詳細は、My Oracle 
Supportの1802518.1（記事ID）を参照してください。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n 静的ページレイアウトのカスタマイズ (ページ 168) 

n 役割の追加 (ページ 311) 
 

Oracle Social Network統合設定の設定 
このトピックでは、Oracle Social NetworkとOracle CRM On 
Demandを統合するための設定方法について説明します。設定の一部として、Oracle Social 
Networkで共有できるようにするレコードタイプを指定します。Oracle CRM On 
Demandの次のレコードタイプは、Oracle Social Networkでソーシャルオブジェクトとして共有できます。 

n 取引先 

n 商談 

n サービスリクエスト 

Oracle Social Networkでは、これらのレコードタイプの1つ以上を共有にできます。 

Oracle Social Networkに渡される各レコードタイプのフィールドを指定することもできます。Oracle Social 
Networkのレコード用にレコードタイプごとに最大10フィールドまで選択でき、フィールドの表示順序を指定できます。 

注: レコードがOracle Social Networkで共有される場合、Oracle Social 
Networkではそのレコードのソーシャルオブジェクトの見出しにタイトルが表示されます。Oracle Social 
Networkのソーシャルオブジェクトに表示されるタイトルは、Oracle CRM On 
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Demandのレコードの詳細ページにあるレコードのタイトルと同じです。このタイトルは、Oracle Social 
Networkに表示するために選択できる10のフィールドの1つとしてカウントされません。 

Oracle Social Network統合設定を設定するには、次の手順を実行します。このタスクは、「Oracle Social 
NetworkとOracle CRM On Demandとの統合プロセス (ページ 825)」のステップの1つです。 

作業前の準備。次の手順を実行するには、Oracle Social 
Networkの統合管理権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。また、次の情報を確認する必要があり
ます。 

n 企業のOracle Social NetworkインスタンスのURL 

n Oracle Social Networkの統合ユーザーIDおよび統合パスワード 

Oracle Social Network統合設定を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションプラグイン］セクションで［Oracle Social Network］をクリックして、Oracle Social 
Networkの管理ウィザードを開きます。 

3 Oracle Social Networkの管理ウィザードで、ステップ1の［一般設定］に次の情報を入力します。 

n 企業のOracle Social Networkインスタンスに対するURL 

n Oracle Social Networkの統合ユーザーID 

n Oracle Social Networkの統合パスワード 

4 ステップ2の［レコードタイプアクセス］で、Oracle Social 
Networkでユーザーが共有できるレコードタイプごとに次のようにします。 

a ［OSN で有効化しますか?］チェックボックスをオンにします。 

b レコードタイプの［項目設定］をクリックして、Oracle Social 
Networkのソーシャルオブジェクトに表示するフィールドを［使用可能項目］リストから［選択した項目］リスト
に移動します。合計10のフィールドまで選択できます。  

c ［選択した項目］リストで、上下矢印を使用してOracle Social 
Networkのソーシャルオブジェクトに表示されるフィールドの順序を配置します。  

これらのフィールドは、Oracle Social 
Networkのソーシャルオブジェクトにある2つの列に表示されます。［選択した項目］リストの最初のフィ
ールドは、ソーシャルオブジェクトの左上部に表示され、2番目のフィールドは右上部に、3番目のフィー
ルドはレコードの左側にある最初のフィールドの下に表示されます（以下同様）。 

5 各レコードタイプのレコードタイプアクセスおよびフィールドの設定が終了した後は、［終了］をクリックして変更内容
を保存します。 

注: Oracle Social Networkの統合設定の設定後、Oracle Social 
Networkとの統合に対して有効化した各レコードタイプがソーシャル関連情報セクションで使用可能になります。ソーシャ
ルセクションは、必要に応じて、レコードタイプのページレイアウトに追加できます。ソーシャルセクションは、デフォルト

では任意のページレイアウトに追加されません。 
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Oracle Eloqua Engageを使用した電子メール配信の設定 
Oracle CRM On Demandを構成し、Oracle Eloqua Marketing Cloud Serviceとそのアドオン製品であるOracle Eloqua 
Engageを使用して顧客担当者と見込み客にマーケティング電子メールを送信できます。この構成を完了すると、顧客担当者
用の電子メールテンプレートを使用してOracle CRM On 
Demandユーザーが電子メールを作成できるようになります。これらのユーザーは、［詳細］ページから個々の担当者や見
込み客に電子メールを送信できるほか、［リストからの Engage 
電子メールの送信を許可］設定が構成されていれば［リスト］ページから担当者または見込み客のリストに電子メールを送信

できます。送信されたすべての電子メールは、電子メールを開いたり、送信したなどの活動がログに記録され、クリックスル

ーがOracle Eloqua Engageで追跡されます。Oracle Eloqua Engageについては、Oracle Eloqua Marketing Cloud 
ServiceのWebサイト http://www.oracle.com/us/corporate/features/marketing-
automation/index.htmlを参照してください。電子メールの送信の詳細は、「Oracle Eloqua 
Engageを使用したマーケティング電子メールの送信」を参照してください。 

注: Oracle Eloqua Marketing Cloud ServiceおよびOracle Eloqua 
Engageを使用するには、企業が必要なライセンスを購入する必要があります。Oracle Eloqua Marketing Cloud 
ServiceとOracle Eloqua Engageは両方とも、Oracle CRM On Demandから個別にライセンスされている製品です。 

作業前の準備。企業で設定できるOracle Eloqua Marketing Cloud ServiceおよびOracle Eloqua 
Engageのインスタンスを使用可能にする必要があります。また、次の権限を含むユーザーの役割が割り当てられている必要
があります。 

n Oracle Eloqua Marketing Cloud Service Integration  

n Oracle Eloqua Marketing Cloud Service Integrationの管理 

管理者の役割に対してこれらの権限が有効化されていない場合は、Oracle CRM On Demand Customer 
Careに連絡してください。 

Oracle Eloqua Engageを使用した電子メール配信を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［アプリケーションプラグイン］セクションで、Oracle Eloqua Marketing Cloud Serviceリンクをクリックします。  

注: 役割に[Oracle Eloqua Marketing Cloud Service 統合の管理]権限が含まれていない場合、[Oracle Eloqua 
Marketing Cloud Service]リンクは[管理ホームページ]で使用できません。 

3 Oracle Eloqua Marketing Cloud 
Service統合管理ページのEngageオプションで、必要に応じて次のボックスまたはフィールドを設定します。 

フィールド 説明 

Engage URL Oracle Eloqua Marketing Cloud ServiceおよびOracle Eloqua 
Engageのインスタンスに対するURLの例を次に示します。  

https://secure.eloqua.com 

このURLは、Oracle Eloqua Marketing Cloud 
Service実装プロセスの実行時に取得できます。 

リストからのEngage電
子メールの送信の許可 

Oracle CRM On DemandでOracle Eloqua 
Engageを使用して電子メールを顧客担当者リストに送信する場合は、このフィー
ルドを選択します。  

http://www.oracle.com/us/corporate/features/marketing-automation/index.html
http://www.oracle.com/us/corporate/features/marketing-automation/index.html
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4 ［保存］をクリックします。 

関連トピック 
マーケティング電子メールの関連情報については、次のトピックを参照してください。 

n Oracle Eloqua Engageを使用したマーケティング電子メールの送信 

n Oracle Eloqua Marketing Cloud ServiceのWebサイト 
http://www.oracle.com/us/corporate/features/marketing-automation/index.html 

 

ライフサイエンス管理 
［管理ホームページ］の［管理］グローバルリンクおよび［ライフサイエンス管理］セクションを使用して、次のタスクを実

行できます。 

n スマートコールテンプレートの管理と削除。詳細は、「スマートコールの管理 (ページ 829)」を参照してください。 

n Oracle CRM On Demand Life Sciences Edition関連設定の設定。詳細は、「ライフサイエンス関連設定の設定 
(ページ 832)」を参照してください。 

n サンプルを提供する担当者を指定します。詳細は、「担当者へのサンプル受領権限の付与 (ページ 
836)」を参照してください。 

n ワークフローを使用してサンプルトランザクションの自動実行を設定します。詳細は、「サンプルトランザクションの自
動実行の設定 (ページ 838)」を参照してください。 

 

スマートコールの管理 
ユーザー役割にスマートコールレコードタイプの適切なアクセスレベル（デフォルトまたは所有者アクセスのいずれか）が付

与されている場合は、スマートコールを管理できます。［スマートコールテンプレートを管理］ページからスマートコールに

添付された詳細や明細項目の確認、編集、更新を実行できます。編集した後は、必要に応じて、改訂したスマートコールテン

プレートを適用し、公開テンプレートまたは個人テンプレートとして保存できます。 

スマートコールに適用される制限事項 
スマートコールを使用している場合は、次の制限事項に注意してください。   

n Oracle CRM On 
Demandでは、スマートコールに対して製品割当フィルタリングはサポートされません。［営業員の割当による製品選
択のフィルタリングを有効化の選択］の設定を使用して割当フィルタリングを有効化した場合、割当フィルタリングルー

ルは、保存済みのスマートコールテンプレートに対して考慮されません。セールス要員がこれらのテンプレートを使用す

る場合は、［製品詳細］、［提供プロモーションアイテム］または［提供サンプル］などのコール関連情報のセクション

を使用する際に、割り当てられている製品のみへのアクセスに制限されません。   

n スマートコールでは、［コール詳細］ページの［提供サンプル］関連情報セクションに対して、サンプル割当フィルタリ
ングはサポートされていません。たとえば、提供サンプルの製品セレクタには、タイプが［サンプル］で割当タイプが［

サンプル割当］である、ユーザーに割り当てられている製品のみが表示されます。ただし、このコール情報がスマートコ

ールテンプレートとして保存される場合、提供サンプルの製品セレクタには、タイプが［サンプル］および［プロモーシ

http://www.oracle.com/us/corporate/features/marketing-automation/index.html
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ョンアイテム］で、割当タイプが［サンプル割当］および［プロモーションアイテム割当］のすべての製品が表示されま

す。  

n ［スマートコール詳細］ページでは、インライン編集用の［製品］リンクをクリックすると例外が発生するため、［製品
詳細］関連情報セクションの［製品］リンクを使用して既存の製品詳細レコードを編集することはできません。［スマー

トコール詳細］ページから既存の製品詳細レコードを編集するには、レコードの［製品］リンクを使用するかわりに、レ

コードの［編集］ボタンをクリックします。 

n 製品ブロックルールはスマートコールテンプレートには適用されません。詳細は、「製品のブロックとスマートコールテ
ンプレートについて」を参照してください。 

注:スマートコールテンプレートの重複は認められません。各スマートコールテンプレートは一意である必要があります。 

スマートコールを管理するには  

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［スマートコール管理］リンクをクリックします。 

3 ［スマートコールテンプレートを管理］ページで 

n スマートコールを確認するには、［主題］カラムのリンクをクリックします。 

n スマートコールを削除するには、該当する行で［削除］をクリックします。 

n スマートコールの詳細を編集するには、該当する行で［編集］をクリックします。  

［コール編集］ページの各フィールドの詳細は、「客先への訪問（セールスコール）の追跡」を参照してく

ださい。 

n スマートコール明細項目を編集するには、［主題］カラムのリンクをクリックして、［スマートコール詳細］ページ
の適切なセクションに移動し、該当する明細項目の横にある［編集］をクリックします。 

n スマートコール明細項目を削除するには、［主題］カラムのリンクをクリックして、［スマートコール詳細］ページ
の適切なセクションに移動し、該当する明細項目の横にある［削除］をクリックします。 

n 新規明細項目をスマートコールに追加するには、［主題］カラムのリンクをクリックします。  

スマートコールへの明細項目の追加の詳細は、次のタスクを参照してください。 

n 改訂したスマートコールテンプレートは、「客先への訪問（セールスコール）の追跡」の次のタスクで説明されてい
るように、通常の方法で適用して、公開テンプレートまたは個人テンプレートとして保存できます。 

n 客先への訪問（セールスコール）を追跡するには 

n コール情報をテンプレートとして保存するには 

4 ［スマートコールテンプレートを管理］ページで、［メニュー］ボタンをクリックします。  

次の表では、［スマートコールテンプレートを管理］ページの［メニュー］ボタンから実行できる操作について説明

します。 

操作 手順 

バッチ割当ブック ［スマートコールテンプレートを管理］タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［

バッチ割当ブック］を選択します。「ブックへのレコードの割り当て (ページ 
379)」の手順を実行します。  
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操作 手順 

リストを絞り込み ［スマートコールテンプレートを管理］タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［

リストを絞り込み］を選択します。「リストの作成と編集」の手順を実行します。 

リストを保存 ［スマートコールテンプレートを管理］タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［

リストの保存］を選択します。  

リストフィルターを表示 ［スマートコールテンプレートを管理］タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［
リストフィルターを表示］を選択します。「［リストを表示］ページ」で説明されてい

る手順を実行します。 

リスト管理 ［スマートコールテンプレートを管理］タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［

リスト管理］を選択します。「リスト管理ページ」で説明されている必要なタスクの手

順を実行します。 

リストを新規作成 ［スマートコールテンプレートを管理］タイトルバーの［メニュー］をクリックし、［

リストを新規作成］を選択します。「リストの作成と編集」の手順を実行します。  

次の手順では、スマートコールレコードへの製品詳細情報のリンク方法について説明します。 

製品詳細情報をスマートコールレコードにリンクするには 

1 ［スマートコール詳細］ページで、［製品詳細］セクションまでスクロールダウンし、［新規］をクリックします。 

注：［スマートコール詳細］ページに［製品詳細］セクションが表示されない場合は、ページ右上隅の［レイアウト

を編集］リンクをクリックして、ページレイアウトに［製品詳細］セクションを追加します。このセクションをペー

ジレイアウトに追加できない場合、企業の管理者に問い合わせてください。 

2 ［製品詳細の編集］ページで、必要な情報を入力します。 

［製品詳細の編集］ページの各フィールドの詳細は、「客先への訪問（セールスコール）の追跡」の「製品詳細情報

をコールレコードにリンクするには」タスクを参照してください。 

3 レコードを保存します。  

必要に応じて手順を繰り返し、製品詳細明細項目をスマートコールレコードに追加します。 

次の手順では、スマートコールレコードへの提供サンプル情報のリンク方法について説明します。 

提供サンプル情報をスマートコールレコードにリンクするには 

1 ［スマートコール詳細］ページで、［提供サンプル］セクションまでスクロールダウンし、［新規］をクリックします。 

注：［スマートコール詳細］ページに［提供サンプル］セクションが表示されない場合は、ページ右上隅の［レイア

ウトを編集］リンクをクリックして、ページレイアウトに［提供サンプル］セクションを追加します。このセクショ

ンをページレイアウトに追加できない場合、企業の管理者に問い合わせてください。 

2 ［提供サンプルの編集］ページで、必要な情報を入力します。 

［提供サンプルの編集］ページの各フィールドの詳細は、「客先への訪問（セールスコール）の追跡」の「提供サン

プル情報をコールレコードにリンクするには」タスクを参照してください。 

3 レコードを保存します。  
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必要に応じて手順を繰り返し、提供サンプル明細項目をスマートコールレコードに追加します。提供サンプルの詳細は、「セ

ールスコール時のサンプルの提供」を参照してください。 

次の手順では、スマートコールレコードへのプロモーションアイテム、教育アイテム、またはその他のマーケティングアイテ

ムのリンク方法について説明します。 

プロモーションアイテム、教育アイテム、またはその他のマーケティングアイテムをスマートコールレコードにリンクする

には 

1 ［スマートコール詳細］ページで、［プロモーションアイテム］セクションまでスクロールダウンし、［新規］をクリッ
クします。 

注：［スマートコール詳細］ページに［プロモーションアイテム］セクションが表示されない場合は、ページ右上隅

の［レイアウトを編集］リンクをクリックして、ページレイアウトに［プロモーションアイテム］セクションを追加

します。このセクションをページレイアウトに追加できない場合、企業の管理者に問い合わせてください。 

2 ［提供プロモーションアイテム編集］ページで、必要な情報を入力します。 

［提供プロモーションアイテム編集］ページの各フィールドの詳細は、「客先への訪問（セールスコール）の追跡」

の「プロモーションアイテム、教育アイテム、またはその他のマーケティングアイテムをコールレコードにリンクす

るには」タスクを参照してください。 

3 レコードを保存します。  

必要に応じて手順を繰り返し、プロモーションアイテム明細項目をスマートコールレコードに追加します。 

次の手順では、スマートコールレコードへのブック情報のリンク方法について説明します。 

ブック情報をスマートコールレコードにリンクするには 

1 ［スマートコール詳細］ページで、［ブック］セクションまでスクロールダウンし、［新規］をクリックします。 

注:［スマートコール詳細］ページに［ブック］セクションが表示されない場合は、ページ右上隅の［レイアウトを
編集］リンクをクリックして、ページレイアウトに［ブック］セクションを追加します。このセクションをページレ

イアウトに追加できない場合、企業の管理者に問い合わせてください。 

2 ［ブック］ページで、必要な情報を入力します。  

［ブック編集］ページの各フィールドの詳細は、「ブックのフィールド (ページ 381)」を参照してください。 

3 レコードを保存します。 

必要に応じて手順を繰り返し、ブック明細項目をスマートコールレコードに追加します。 
 

ライフサイエンス関連設定の設定 
管理者は［ライフサイエンス関連の設定］ページで、次のOracle CRM On Demand Life Sciences 
Edition設定を指定できます。 

n ライフサイエンス設定 

n コール活動履歴の生成 
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n 将来のコールおよびサンプルトランザクションの送信を許可 

n サンプル関連の設定の定義 

n 担当者をサンプリングできる回数 

n 営業員の割当による製品選択のフィルタリングを有効化 

n 担当者の都道府県免許検証の有効化 

n 署名検証の有効化 

ライフサイエンス関連の設定を更新するには、［ライフサイエンス関連の設定］ページで［編集］をクリックして更新内容を

保存するか、インライン編集を使用して個々の設定を更新します。  

作業前の準備: Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Edition設定を設定するには、［製薬へのアクセスの管理］権限が自分の役割に含まれている必要があります。 

Oracle CRM On Demand Life Sciences Edition関連設定を設定するには 

1 ［管理］、［その他のライフサイエンス関連］（［ライフサイエンス管理］セクション内）、［ライフサイエンス関連の
設定］をクリックし、ライフサイエンス関連の設定管理ページに移動します。 

2 必要に応じて次の設定を設定します。 

［ライフサイエンス設定］セクション 

n コール活動履歴の生成 

この設定を選択すると、Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesアプリケーションで使用および表示するコール活動のインタラクション履歴データが生成されます。  

注意: この設定は、Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesアプリケーションの登録ユーザーである場合にのみ選択します。 

n 将来のコールおよびサンプルトランザクションの送信を許可  

この設定を選択すると、ユーザーは、将来の日付のコールおよびサンプルトランザクションを実行できます

。 

注意: この設定は、Oracle CRM On Demand Disconnected Mobile 
Salesアプリケーションの登録ユーザーである場合にのみ選択します。 

［サンプル関連の設定の定義］セクション 

n 担当者をサンプリングできる回数 

この設定の詳細は、「有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数の設定 (ページ 
834)」を参照してください。 

n 営業員の割当による製品選択のフィルタリングを有効化 

この設定の詳細は、「セールス要員の割当レコードに基づくピックリストフィルタリングの設定 (ページ 
835)」を参照してください。 

n 担当者の都道府県免許検証の有効化 

この設定を選択すると、製薬のセールス要員が医師や医療事業者に渡す製品サンプルを提出するときに、O
racle CRM On 
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Demandが米国の住所を含むすべてのコールについて担当者の都道府県免許の有効性をチェックします。
この設定を選択している場合、Oracle CRM On Demandによって次の検証が実行されます。 

n コールの住所で指定されている都道府県が、担当者の都道府県免許に指定されている都道府県と同じであるかど
うか。  

n コール発生日が都道府県免許の有効期間中であるかどうか。つまり、コール日の前に都道府県免許が失効してい
ないこと。担当者の都道府県免許に日付が指定されていない場合、Oracle CRM On 
Demandは都道府県免許が有効であると見なします。 

これらの検証チェックは製品サンプル提供のみに適用され、製品詳細化やプロモーションアイテム提供など

、その他の関連活動には適用されません。すべてのコールタイプ（取引先コール、出席者コールおよび担当

者コール）に適用されます。Oracle CRM On 
Demandが都道府県免許が無効であると判断すると、Oracle CRM On 
Demandはエラーメッセージを表示してサンプル提供を阻止します。サンプル提供を行うには、セールス
要員が有効な都道府県医師免許をコールに追加する必要があります。 

n 署名検証の有効化 

この設定を選択すると、セールス要員が顧客コールの際に［コール詳細］ページで［提出］ボタンを使用し

て製品サンプルを提供しようとしたときに、Oracle CRM On 
Demandが署名レコードの有無をチェックします。コールに署名レコードが関連付けられておらず、かつ
［コール詳細］ページの［提供に使用可能なサンプル］または［提供サンプル］関連情報セクションの［数

量］の値が正の値の場合、Oracle CRM On 
Demandにエラーメッセージが表示され、セールス要員がコールを提出してもコール処理は行われません
。コール処理を続け、要員が製品サンプルを提供できるようにするには、要員は担当者の署名レコードをコ

ールレコードに追加してからコールを再提出する必要があります。  
 

有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数の設定 
管理者は、有効な州免許を保持していない担当者がサンプルを受領できる最大回数を設定できます。この設定はグローバルレ

ベルで設定され、組織全体に適用されます。この設定を構成することによって、次のことが保証されます。 

n フィールドのセールス要員は、有効な州免許を保持していない担当者がサンプルを受領できる指定の最大回数を超えるこ
とができなくなります。 

n 担当者が他の州に異動して有効な州免許を待機している間、その担当者はサンプルを受領できます。通常、担当者が他の
州に異動した場合は、有効な免許を受け取るまでに数日間待機する必要があります。 

作業前の準備。有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数を設定するには、［基本サンプル操作の有効化］

権限を含むユーザー役割が割り当てられている必要があります。 

有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［ライフサイエンス管理］セクションで、［その他のライフサイエンス関連］リンクをクリックします。  

3 ［ライフサイエンス関連の設定］ページで、［ライフサイエンス関連の設定］リンクをクリックします。 

4 ［担当者をサンプリングできる回数］フィールドに値を入力します。  
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このフィールドのデフォルト値は-
1で、これは有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数が設定されておらず、現在の動作に影響を
与えないことを示します。このフィールドの値を他の負の数値に設定しても、効果は同じです。  

このフィールドの値をゼロ（0）より大きい数値に設定することによって、有効な州免許がない担当者がサンプルを
受領できる最大回数を設定し、次のように動作に影響を与えます。  

n セールス要員は、有効な州免許を待機している担当者にx回サンプルを提供できます。xはこのフィールドの値で、
免許の状態が無効またはnullでなく、免許が期限切れになっていないことが前提です。  

注：担当者にサンプルを配布するには、該当する担当者タイプ（医師、薬剤師、臨床看護士、治療師など）

に、サンプルを受領して署名する権限が付与されている必要があります。詳細は、「担当者へのサンプル受

領権限の付与 (ページ 836)」を参照してください。 

n 担当者が他の州に異動して有効な州免許を待機している間、その担当者はサンプルを受領できます。xはこのフィー
ルドの値です。詳細は、「担当者の州免許フィールド」を参照してください。  

関連トピック 
サンプル管理の関連情報については、次のトピックを参照してください。  

n 担当者へのサンプル受領権限の付与 (ページ 836) 

n サンプルトランザクション 

n サンプルトランザクションの管理 

n サンプルトランザクションのフィールド 

 
 

セールス要員の割当レコードに基づくピックリストフィルタリングの設定 
管理者は、Oracle CRM On Demand Life Sciences 
Editionの項目の製品詳細、プロモーションアイテム、提供サンプル、メッセージプラン、サンプルリクエストなどのピック
リストをフィルタリングできます。このフィルタリングを設定すると、製薬のセールス要員による客先コール（担当者コール

、取引先コールまたは出席者コール）時に表示される次のピックリスト項目が、Oracle CRM On 
Demandによってフィルター処理されます。Oracle CRM On 
Demandでは、セールス要員の割当レコードに基づいて次のようにピックリスト項目にフィルタリングが適用されます。 

n セールス要員が詳細に説明できる製品 

n セールス要員が提供できるサンプル 

n セールス要員が提供できるプロモーションアイテム 

n セールス要員が顧客のためにリクエストできるサンプル 

フィルタリングを設定しないと、Oracle CRM On 
Demandでは、セールス要員の割当レコードを使用してこれらのピックリストがフィルタリングされません。 

作業前の準備。ピックリストのフィルタリングを有効化するには、役割に［製薬へのアクセスの管理］権限および［企業の管

理］権限が含まれている必要があります。 
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セールス要員の割当レコードに基づいてピックリストフィルタリングを有効化するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［ライフサイエンス管理］セクションで、［その他のライフサイエンス関連］リンクをクリックします。  

3 ［ライフサイエンス関連の設定］ページで、［ライフサイエンス関連の設定］リンクをクリックします。 

4 ［営業員の割当による製品選択のフィルタリングを有効化］を選択します。 

この設定は、デフォルトでは選択されません。 

関連トピック 
関連する情報については、次のトピックを参照してください。 

n セールスコール時のサンプルの提供 

n 割当 

n コールへの製品詳細情報のリンク 

n コールへの提供サンプル情報のリンク 

n コールへのプロモーションアイテム情報のリンク 

n コールへのサンプルリクエスト情報のリンク 
 

担当者へのサンプル受領権限の付与 
セールス要員は任意の担当者にサンプルを配布することはできません。セールス要員がサンプルを配布できるのは、サンプル

を受領して署名する権限が付与された担当者に対してのみです。管理者は、サンプルを受領できる担当者を指定することで、

この機能を制御します。サンプルを受領して署名する権限が付与されていない担当者に対してセールス要員がサンプルを配布

しようとすると、「担当者はサンプルを受領できません」というエラーメッセージが表示されます。  

作業前の準備。サンプルを受領する権限を担当者に付与するには、最初に［サンプル可能］という名前のピックリストタイプ

のカスタムフィールド（値は［はい］および［いいえ］）を作成します。 

担当者にサンプル受領権限を付与するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［アプリケーションカスタマイズ］セクションで、［アプリケーションカスタマイズ］をクリックします。 

3 ［レコードタイプセットアップ］セクションで、［担当者］リンクをクリックします。 

4 ［カスケード式ピックリスト］セクションで、［担当者カスケード式ピックリスト］リンクをクリックします。 

5 ［担当者カスケード式ピックリスト］ページで、次のカスケード式ピックリスト定義の横にある［編集］リンクをクリッ
クします。 
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親ピックリスト 関連ピックリスト 

担当者タイプ サンプル可能 

6 カスケード式ピックリストウィザードのステップ2に移動し、サンプルを受領して署名する権限を付与しない各担当者（
［親ピックリスト使用可能値］）の［関連ピックリスト表示値］を［いいえ］に設定します。  

注： 
各担当者（［親ピックリスト使用可能値］）の［関連ピックリスト表示値］は、デフォルトで［はい］に設定されて

おり、これはすべての担当者がデフォルトでサンプルを受領できることを意味します。 

たとえば、次の表では、病院役員、研究室技術者、臨床看護士、薬剤師、医師の各担当者に対して、サンプルを受領

して署名する権限が付与されています。 

親ピックリスト使用可能値 関連ピックリスト表示値 

見込み顧客 いいえ 

顧客 いいえ 

パートナー いいえ 

病院役員 はい 

研究室技術者 はい 

臨床看護士 はい 

薬剤師 はい 

医師 はい 

医師調査員 いいえ 

研究看護士 いいえ 

研究薬剤師 いいえ 

研究技術者 いいえ 

カスケード式ピックリストの詳細は、「カスケード式ピックリストの定義 (ページ 195)」を参照してください。 

関連トピック 
サンプル管理の関連情報については、次のトピックを参照してください。  

n 有効な州免許がない担当者がサンプルを受領できる最大回数の設定 (ページ 834) 

n サンプルトランザクション 

n サンプルトランザクションの管理 

n サンプルトランザクションのフィールド 
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サンプルトランザクションの自動実行の設定 
このトピックでは、Oracle CRM On 
Demandのワークフロー機能を使用して、処理用のサンプルトランザクションを自動実行する方法について説明します。  

作業前の準備。「サンプルトランザクションの自動実行について (ページ 839)」の情報を確認します。 

サンプルトランザクションの自動実行を設定するには、次のようにします。 

1 ワークフロールールの条件で使用するサンプルトランザクションのフィールドを決定します。  

たとえば、サンプルトランザクションレコードタイプのチェックボックスフィールドの設定を、レコードを実行する

必要があるかどうかを決定する条件として使用するように決める場合があります。ワークフロールールでは、レコー

ドのチェックボックスが選択されている場合に、ワークフローがレコードを実行するように指定できます。既存のチ

ェックボックスフィールドを使用することも、カスタムチェックボックスフィールドを設定して［Mark for 
Submit］などの名称を付けることもできます。カスタムフィールドの設定方法の詳細は、「レコードタイプ別の［
アプリケーションカスタマイズ］ページ (ページ 
104)」の表の「フィールド管理」および「ページレイアウト管理」のセクションを参照してください。 

2 サンプルトランザクションレコードタイプに対して必要なワークフロールールを設定します。  

必要であれば、いくらでもワークフロールールを設定できます。［更新されたレコードが保存されたとき］トリガー

イベントを使用したワークフロールール設定して、サンプルトランザクションレコードが変更されたときに自動実行

すると便利な場合があります。 

注意: 
ワークフロールールを構成する際には、［状態］フィールドが［進行中］という値に設定されているかどうかを確認

する条件を含めることも必要です。この条件は、［実行］アクションが正常に実行されたときに、このワークフロー

を再び呼び出す修正アクションが、サンプルトランザクションレコードの［状態］フィールドを変更するために必要

です。 

最小限のルール条件を次に示します。 

[<bMark_for_Submit_ITAG>]="Y" AND [<TransactionStatus>]="進行中" AND 

ExcludeChannel("オンライン")  

この例では、［Mark for 
Submit］はカスタムフィールドで、ExcludeChannelはトリガーを制限できるオプションの条件で、この条件によ
って、ワークフローはUIの［コールの送信］ボタンが使用されたときではなく、インポートのときにのみアクティ
ブになります。このワークフローアクションがトリガーされたときにエラーを受け取った場合は、「［ワークフロー

エラーモニター］でのエラーインスタンスの表示 (ページ 501)」を参照してください。 

ワークフロールール設定方法の詳細については、「ワークフロールールの作成 (ページ 
445)」を参照してください。 

3 それぞれのワークフロールールで、ワークフローのアクションを実行するために満たす必要がある条件を指定します。  

たとえば、レコードの特定のチェックボックスフィールドが選択されている場合に、ワークフロールールのアクショ

ンを実行する必要があるという指定ができます。 

注意: 
ユーザーインターフェイスから作成または更新されたレコードがワークフロールールで実行されないようにする必要

がある場合は、必要な制限をワークフロールールの条件に設定します。詳細は、「ワークフロールールの特定のチャ

ネルまたは役割への制限 (ページ 464)」を参照してください。 
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4 各ワークフロールールに必要な［実行］ワークフローアクションを作成します。  

［実行］ワークフローアクションの詳細は、「ワークフローアクションについて (ページ 432)」のOracle CRM 
On Demand Life Sciences Editionのワークフローアクションに関する情報を参照してください。 

注: 
［実行］アクションの前のアクションは、待機値がゼロ以外である［待機］アクションである必要があります。ゼロ

以外の待機を使用することで、非同期アクションとしてワークフローアクションがレンダリングされます。特に、一

連の大規模サンプルトランザクションレコードをインポートおよび実行する場合は、アプリケーションパフォーマン

ス全体のために非同期アクションをお勧めします。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 
 

サンプルトランザクションの自動実行について 
ワークフロールールを設定して、サンプルトランザクションを自動実行すれば、各レコードを個別にオープンしてサンプルト

ランザクションを実行する必要がなくなります。Webサービスやインポートアシスタントを使用して作成または更新した一
連のレコードを同時に実行する必要がある場合には、ワークフロールールを使用して一連のサンプルトランザクションレコー

ドを実行すると便利です。たとえば、倉庫から営業担当者に新しい在庫を送付する場合は、インポートアシスタントで［振替 
(外部)］タイプの大量のサンプルトランザクションを作成して実行できます。 

サンプルトランザクションレコードが更新されるたびにトリガーされるワークフロールールを設定し、レコードのフィールド

がワークフロールールの条件に指定した値に設定されている場合に、そのルールのワークフローアクションがレコードを自動

実行するように設定できます。たとえば、次のような処理が可能です。 

1 一連のサンプルトランザクションレコードをインポートします。 

2 ステップ1でインポートしたサンプルトランザクションのトランザクション項目レコードをインポートします。 

3 ［Mark for 
Submit］がYに設定されている場合のように、トリガーフィールドが実行トリガー値に設定されているステップ1の一連
のサンプルトランザクションレコードを再インポートします。   

注意: 
ワークフロールールを使用してサンプルトランザクションを実行する前に、対応するすべてのサンプルトランザクション項目

をインポートしておく必要があります。 

ユーザーインターフェイスから作成または更新されたレコードがワークフロールールで実行されないようにする必要がある場

合は、必要な制限をワークフロールールの条件に設定します。詳細は、「ワークフロールールの特定のチャネルまたは役割へ

の制限 (ページ 464)」を参照してください。 

インポートされたレコードをワークフローを使用して実行すると、次のようになります。 

n ワークフロー実行アクションでエラーが発生しても、サンプルトランザクションのインポート、作成または更新は中止さ
れません。  

n 在庫数の変更はOracle CRM On Demand Disconnected Mobile Salesアプリケーションに反映されます。  
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Oracle CRM On Demand Desktop 
Oracle CRM On Demand Desktopを使用すると、Oracle CRM On DemandのレコードとMicrosoft 
Outlookを同期化できます。［管理ホームページ］の［デスクトップ統合管理］セクションで、Oracle CRM On Demand 
Desktopリンクをクリックすると、このソフトウェアをユーザーに配布するための設定ページに移動できます。次の操作を
実行できます。 

n Oracle CRM On Demand Desktopをインストールする前に、システムがOracle CRM On 
Demandのシステム要件を満たしていることを確認します。 

n Oracle CRM On Demand 
Desktopユーザーが使用できるカスタマイズパッケージを管理します（「カスタマイズパッケージの管理 (ページ 
840)」を参照）。 

n Oracle Software Delivery Cloudから、Oracle CRM On Demand 
Desktopアプリケーションをカスタマイズして配置できるファイルをダウンロードします。 

n Oracle CRM On Demand Desktopインストーラのダウンロード場所を設定します（「Oracle CRM On Demand 
Desktopインストーラバージョンの場所の設定 (ページ 842)」を参照）。 

Oracle CRM On Demand Desktopのインストール、設定、および配置の詳細は、『Oracle CRM On Demand Desktop 
Administration Guide』を参照してください。Oracle CRM On Demand Desktopのカスタマイズの詳細は、『Oracle 
CRM On Demand Desktop Customization Guide』を参照してください。  

注: Oracle CRM On Demand Desktop Lite製品は、完全なOracle CRM On Demand 
Desktop製品に加えて使用可能です。Oracle CRM On Demand Desktop Liteの詳細は、Oracle CRM On Demand 
Desktop Administration Guideを参照してください。 

 

 
 

カスタマイズパッケージの管理 
カスタマイズパッケージは、Oracle CRM On Demand 
Desktopで特定の役割に関連付けるXMLメタデータファイルおよびJavaScriptファイルの集まりです。このメタデータファ
イルによって、Oracle CRM On Demand Desktopの配置がカスタマイズされます。たとえば、Oracle CRM On Demand 
Desktopの同期化によってフィールドを追加または削除したり、カスタムフォームのレイアウトを変更するなどのカスタマ
イズを実行できます。カスタマイズパッケージの詳細は、『Oracle CRM On Demand Desktop Administration 
Guide』を参照してください。  

注: Oracle CRM On Demand Desktop Liteはカスタマイズパッケージをサポートしていません。 

［パッケージリスト］ページで、新しいカスタマイズパッケージを追加したり、既存のパッケージをコピー、編集、および削

除できます。  

カスタマイズパッケージの公開 
カスタマイズパッケージをアクティブにしてOracle CRM On Demand 
Desktopのユーザーが使用できるようにするには、パッケージを公開する必要があります。  
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パッケージを公開すると、パッケージレコードは読み取り専用になり、［状態］フィールドの値は［未公開］から［公開済］

に変更されます。クライアントバージョンの場合は、いつの時点でもアクティブにできるのは1つのカスタマイズパッケージ
のみです。したがって、同じ役割の既存のカスタマイズパッケージと開始日が重なるパッケージの公開を試みると、エラーメ

ッセージが表示されます。ただし、特定の1つの役割が付与されているユーザーは、個々のパッケージを異なるクライアント
バージョンに対して公開できます。 

パッケージのメタデータファイルを変更する必要がある場合は、パッケージを未公開にし、更新されたパッケージファイルを

添付して公開する必要があります。    

ヒント: 
レコードが［未公開］状態の間は、特定の1つの役割のユーザーはパッケージファイルをダウンロードできないため、変更が
必要な場合は、現在アクティブなパッケージに終了日を指定して新しいパッケージレコードを作成することをお勧めします。

このアクションによって、新しいユーザーが常にパッケージを使用でき、より正確なバージョン制御および追跡が可能になり

ます。 

作業前の準備。カスタマイズパッケージを管理するには、役割に［CRM Desktop 
アクセスの管理］権限が含まれている必要があります。 

カスタマイズパッケージを追加するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［Oracle CRM On Demand Desktop］セクションで、［Oracle CRM On Demand Desktop］をクリックします。 

3 ［カスタマイズパッケージの管理］をクリックします。 

4 ［パッケージリスト］ページで、［新規パッケージ］ボタンをクリックします。 

5 ［パッケージ編集］ページで、次のフィールドを入力します。 

フィールド  コメント 

パッケージ名 名前を入力します。ユーザー役割に基づいてパッケージの名前を
指定することをお勧めします。  

ユーザー役割 パッケージに関連付ける役割を選択します。  

コメント パッケージのコメントを入力します。 

添付資料 添付アイコンをクリックして、パッケージファイルを選択します

。  

開始日 今日の日付以外の日付が必要な場合は、パッケージの開始日を選

択します。  

終了日 必要に応じて、パッケージの終了日を選択します。終了日が定義

されていない公開済パッケージは、無期限にアクティブとみなさ

れます。したがって、パッケージレコードを無効にする終了日を

定義して、役割に対する新しいパッケージの公開を許可する必要

があります。 

クライアントバ

ージョン 
このパッケージに対してサポートされるOracle CRM On 
Demand Desktopクライアントのバージョン。  
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6 ［保存］をクリックします。  

また、既存のパッケージをコピーして、要件の詳細を変更できます。  

パッケージを公開または未公開するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［Oracle CRM On Demand Desktop］セクションで、［Oracle CRM On Demand Desktop］をクリックします。 

3 ［カスタマイズパッケージの管理］をクリックします。 

4 ［パッケージリスト］ページで、パッケージの名前をクリックします。 

5 必要に応じて、［公開］ボタンまたは［非公開］ボタンをクリックします。  

パッケージを公開すると、値が［ハッシュ値］フィールドに生成されます。パッケージを未公開にすると、［ハッシ

ュ値］フィールドがクリアされます。  

 
 

Oracle CRM On Demand 
Desktopインストーラバージョンの場所の設定 
［インストーラの場所］画面で、1つ以上のバージョンのOracle CRM On Demand Desktop 
32ビットまたは64ビットインストーラのダウンロード場所を、インストーラのEXEファイルのURLを入力して指定できます
。URLにはネットワーク上の任意の場所を指定できます。詳細は、『Oracle CRM On Demand Desktop Administration 
Guide』を参照してください。 

作業前の準備。Oracle CRM On Demand Desktopインストーラバージョンの場所を設定するには、役割に［CRM 
Desktop アクセスの管理］権限が含まれている必要があります。 

管理者は、最初にOracle Software Delivery Cloudからこれらのインストーラを取得する必要があります。 

Oracle CRM On Demand Desktopインストーラバージョンの場所を設定するには 

1 任意のページの右上隅にある［管理］グローバルリンクをクリックします。  

2 ［Oracle CRM On Demand Desktop］セクションで、［Oracle CRM On Demand Desktop］をクリックします。  

3 ［ダウンロードの場所］リンクをクリックします。 

4 ［インストーラの場所］画面で、次のようにします。 

a ダウンロードの場所を設定するバージョンごとに、バージョンの横にある［URL］フィールドにEXEファイルのURL
を入力します。 

b ［保存］をクリックします。 
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Oracle CRM On Demand 
Desktopインストーラバージョンの場所を設定後は、ユーザーは、［自分のセットアップ］、［データ & 
統合ツール］、次にEXEファイルをダウンロードできる［Oracle CRM On Demand Desktop］ページに移動して、Oracle 
CRM On Demand Desktopをインストールできます。詳細は、「Oracle CRM On Demand Desktopのインストール 
(ページ 843)」を参照してください。 

 
 

Oracle CRM On Demand Desktopのインストール 
［Oracle CRM On Demand Desktop］ページで、［Oracle CRM On Demand 
Desktopをダウンロード］リンクをクリックして、Oracle CRM On Demand Desktopをインストールできます。 

作業前の準備。Oracle CRM On Demand 
Desktopの実行に必要なソフトウェアおよびハードウェアがあることを確認します（Oracle CRM On 
DemandのWebサイト http://crmondemand.oracle.com/en/products/system-
requirements/index.htmlを参照）。Oracle CRM On Demand 
Desktopのインストール、設定、および配置の詳細は、『Oracle CRM On Demand Desktop Administration 
Guide』を参照してください。 

Oracle CRM On Demand Desktopをインストールするには、役割に［CRM Desktop 
アクセスの有効化］権限が含まれている必要があります。 

注: 
このトピックの各ステップは、システム管理者によってインストーラの場所が設定済である必要があります。詳細は、「Ora
cle CRM On Demand Desktopインストーラバージョンの場所の設定 (ページ 842)」を参照してください。 

Oracle CRM On Demand Desktopをインストールするには 

1 任意のページの右上隅にある［設定 (個人)］グローバルリンクをクリックします。 

2 ［個人ホームページ］で、［データ＆統合ツール］リンクをクリックします。 

3 ［データ＆統合ツール］ページで、［Oracle CRM On Demand Desktop］リンクをクリックします。 

4 ［Oracle CRM On Demand Desktop］ページで、インストーラを選択して［Oracle CRM On Demand 
Desktopをダウンロード］リンクをクリックします。 

5 2番目の［Oracle CRM On Demand Desktop］ページで、表示された情報を読んだ後、［Oracle CRM On Demand 
Desktopをダウンロード］リンクをクリックします。 

6 ウィンドウで、次のいずれかの操作を実行します。 

n ［保存］をクリックして、Oracle CRM On Demand 
DesktopのEXEファイルをハードドライブにコピーし、オフラインでOracle CRM On Demand 
Desktopをインストールします。（推奨）。 

n ［実行］をクリックして、インストールを開始します。インストールを完了するには、インターネットに接続したま
まにする必要があります。 

7 画面の指示に従ってインストールを終了します。 

http://crmondemand.oracle.com/en/products/system-requirements/index.html
http://crmondemand.oracle.com/en/products/system-requirements/index.html
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Expression Builder 
Oracle On Demand Expression Builder（Expression 
Builder）およびその使用法に関する情報を表示するには、次のトピックをクリックしてください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n 式について (ページ 847) 

n Expression Builderのデータタイプ (ページ 851) 

n Expression Builderの演算子 (参照 "Expression Builder演算子" ページ 854) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 

n Expression Builderの例 (ページ 900) 
 

Expression Builderについて 
Oracle On Demand Expression Builder（Expression 
Builder）は、式を使用してビジネスルールを実装するためのツールです。式は、Oracle CRM On 
Demandで評価できる1つ以上の演算子、関数、フィールドおよびリテラルの有効な組み合わせです。 

Expression Builderは、Oracle CRM On Demandの次のエリアで使用されます。 

n 次のコンテキストにおける［高度なフィールド管理］  

n フィールド上のフィールド検証プロパティの設定 

n デフォルトフィールド値の指定 

企業の管理者は、ファイルレベル検証とデフォルトのフィールド値を定義する際に柔軟な式を作成し、さまざまなビ

ジネスルールに対応させることができます。フィールド検証とデフォルト値に関する詳細については、「フィールド

管理について (ページ 107)」を参照してください。 

n ワークフロールールおよびワークフローアクション。 

［ワークフロー］ページから、企業の管理者はワークフロールールを設定できます。式は、ルールの条件と、ルール

によって実行されるアクションの両方を定義するために使用されます。ワークフロールールの詳細は、「ワークフロ

ールールについて (ページ 421)」を参照してください。 

注: ほとんどの場合、Expression 
Builderでは式の構文を検証できます。ただし、式の数学的、論理的または意味的な正確さについては、評価も検証もできま
せん。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 
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n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n 式について (ページ 847) 

n Expression Builderのデータタイプ (ページ 851) 

n Expression Builder の演算子 (参照 "Expression Builder演算子" ページ 854) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 

n Expression Builder の例 (参照 "Expression Builderの例" ページ 900) 
 

Expression Builderの使用 
Oracle CRM On Demandでは、テキストボックスの横に［fx］アイコンが表示されているときはいつでも、Expression 
Builderを使用できます。このアイコンをクリックすると、 Expression Builderが別個のウィンドウに開きます。 

注: 式でのフィールド名およびフィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

式を作成するには 

1 ［fx］アイコンをクリックし、Expression Builderを開きます。 

2 Expression Builderで、リストからフィールドと関数を選択するか、それらを式エディターに入力します。 

リストからフィールドを選択すると、そのフィールドの言語独立名が式エディターに貼り付けられます。たとえば、

［商談］フィールドのリストから［クローズ日］フィールドを選択すると、[{Primary Revenue Close 
Date}]が式エディターに貼り付けられます。  

注: Expression 
Builderで［フィールド］リスト内に表示されるフィールド名は、フィールドの表示名です。管理者がフィールドの
表示名を変更した場合は、［フィールド］リストにそのフィールドの新しい表示名が表示されます。ただし、リスト

からそのフィールドを選択したときは、そのフィールドの言語独立名が式エディターに貼り付けられます。 

フィールド名の括弧は、特定のフィールドの値が評価され、固有のデータタイプで返されることを示しています。次

の表に、フィールドとフィールド値の選択について詳しく示します。 

3 必要に応じて演算子およびリテラルを追加することで式を編集します。 

注:ピックリストフィールドに特定の値があるかどうかを式に判断させる場合は、式に値を入力しないでください。
たとえば、[{Type}] = 
"顧客"と入力してはなりません。代わりに、リストからピックリストフィールドを選択し、Expression 
Builderの［可能な値を表示］リンクをクリックします。表示される値から、式で使用する値を選択します。式は次
のようになります。 

[{Type}]=LookupValue("ACCOUNT_TYPE", "Customer") 

4 （オプション）［構文のチェック］をクリックし、式を修正します。 

5 式を保存します。 

次の表では、Expression Builderについて説明します。 
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インターフェイス要

素 
説明 

レコードタイプフィ

ールド 
式で許可されるフィールド（コンテキストレコードタイプ）のコンテキストに

応じたピックリストを提供します。企業の管理者がフィールドの名前を変更し

た場合、［フィールド］ピックリストには新しいフィールド名が表示されます

。 

次の点に注意してください。 

n ワークフロールールまたはワークフロールール関連のアクションを作成し
ている場合、コンテキストレコードタイプは、そのワークフロールールの

定義で指定されたレコードタイプになります。たとえば、サービスリクエ

ストレコードのワークフロールールにアクションとして送信する電子メー

ルを作成している場合、Expression 
Builderのコンテキストレコードタイプは［サービスリクエスト］です。 

n 高度なフィールド管理では、コンテキストレコードタイプは、式が作成さ
れているフィールドの親になります。たとえば、商談フィールドでフィー

ルド検証を定義する場合、Expression 
Builderのコンテキストレコードタイプは［商談］になります。 

可能な値を表示 ［フィールド］ピックリストからフィールドを選択する場合、［可能な値を表

示］をクリックすると、そのフィールドで受け入れ可能な値を表示できます。 

n 選択されたフィールドがピックリストフィールドである場合、［可能な値
を表示］により、そのピックリストに設定されたすべてのオプションが表

示されます。  

一度に選択できるオプションは1つだけです。オプションを選択する
と、Lookup関数が定義され、式で使用できるようになります。 

n 選択されたフィールドがピックリストフィールドでない場合、［可能な値
を表示］によってウィンドウが表示され、そのフィールドで保持できるさ

まざまなデータで受け入れ可能な値が示されます。 

ファンクション 式内でのデータの変更、抽出、処理で使用可能な特別な関数のドロップダウン

リストを提供します。使用可能な関数のリストについては、「Expression 
Builderの関数 (ページ 858)」を参照してください。 

式 編集可能な複数行のテキストボックスに式が表示されます。 

式のサポートされる最大の長さについては、「式について (ページ 
847)」を参照してください。 

ピックリストから選択したフィールドおよび関数は、式エディターに表示され

ます。式は式エディターに直接入力することもできます。 

式構文には、常に言語に依存しないフィールド名が表示されます（言語独立名

とは、ユーザー言語が変更されても変わらない名前です）。 

構文ガイド Expression BuilderオンラインヘルプのOracle CRM On 
Demandのトピックが表示されます。 

式の例 Expression Builderオンラインヘルプの「Oracle CRM On 
Demandの例」が表示されます。 

構文のチェック 作成した式の構文を検証します。 
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インターフェイス要

素 
説明 

保存 式を保存します。 

取消 変更を保存せずにExpression Builderウィンドウを閉じます。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n 式について (ページ 847) 

n Expression Builderのデータタイプ (ページ 851) 

n Expression Builder の演算子 (参照 "Expression Builder演算子" ページ 854) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 

n Expression Builder の例 (参照 "Expression Builderの例" ページ 900) 
 

式について 
式は、Oracle CRM On 
Demandで評価できる1つ以上の演算子、関数、フィールドおよびリテラルの有効な組み合わせです。このトピックでは、式
の次の機能について説明します。 

n 式でのフィールドおよびフィールド名形式 

n 式の長さ 

n リテラルの長さ 

n 条件式 

n 検証式 

n 式での依存フィールドの使用 

式でのフィールドおよびフィールド名構文 
レコードタイプのためのフィールド設定ページで使用可能なフィールドの大部分は、Expression 
Builderにおいてそのレコードタイプ用のフィールドリスト内でも使用可能であり、式で使用できます。 

注意: テキスト（短い - 
マスク可能）フィールドタイプのカスタムフィールドは例外となります。これらのフィールドをExpression 
Builderにおいて式で使用することはできません。 

Expression 
Builderにおいてフィールドリストからフィールド名を選択することでフィールドを式に追加した場合、そのフィールドは次
の構文で式エディターに入力されます。 

[{FieldName}] 
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式エディターで表示されるフィールド名は、Oracle CRM On 
Demandで内部的にフィールドを識別するために使用される言語独立フィールド名となります。[{FieldName}]構文を使用
してフィールド名を式エディターに直接入力することもできますが、式でのフィールド名が正しくなるよう、必ずフィールド

リストからフィールドを選択することをお勧めします。  

以前のリリースにおける式でのフィールド名およびフィールド名構文について 
Oracle CRM On Demandのリリース29サービスパック1より前のリリースでは、Expression 
Builderにおいてフィールドリストからフィールド名を選択すると、そのフィールドが次の構文で式エディターに入力されま
した。 

[<FieldName>] 

また、リリース29サービスパック1より前のリリースでは、Expression Builderにおいて、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で使用されている言語独立フィールド名とは異なる言語独立フィールド名が使用
されていました。ただし、以前のリリースで有効だった、[<FieldName>]構文および対応するフィールド名を使用する式は
、リリース29サービスパック1以降でも引き続き有効となります。必要な場合は、引き続き[<FieldName>]構文を使用して
、古い言語独立フィールド名を式エディターに直接入力することもできます。ただし、フィールド名およびフィールド構文が

常に正しくなるよう、Expression Builderでは必ずフィールドリストからフィールドを選択することをお勧めします。  

新しいフィールド名に[{FieldName}]構文を使用し、古いフィールド名に[<FieldName>]を使用する場合は、式において
新しいフィールド名と古いフィールド名を混在させることができます。   

Oracle CRM On Demandオンラインヘルプにおける例について  
オンラインヘルプで表示される一部の式の例では、リリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていた、言語に
依存しないフィールド名およびフィールド名構文が使用されています。これらの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で式を作成または更新するときに、対応するフィールドをフィールドリストから
選択する場合は、式内のフィールド名はオンラインヘルプ内の例で示されたフィールド名とは異なり、フィールドは新しいフ

ィールド構文で式エディターに表示されます。 

式の長さ 
ワークフロールールの[メール送信]アクションを使用して設定された電子メールのメッセージ本文の場合、式のサポートされ
る長さは最大16,350文字（スペースを含む）です。Enterキーを押すと、電子メールメッセージに改行を挿入できます。改
行は、テキストボックスで2文字とカウントされます。 

Expression 
Builderが使用されるその他のすべての状況において、サポートされる式の長さは最大1024文字（スペースを含む）です。 

式を保存するフィールドの合計文字数が、そのフィールドの制限を超えないようにする必要もあります。次のワークフローフ

ィールドでは、関数とフィールド名の前後に3つのパーセント記号（%%%）が配置されます。 

n ［メール送信］アクションを使用して設定された電子メールの［件名］フィールドと［メッセージ本文］フィールド 

n ［タスクの作成］アクションを使用して設定されたタスクの［主題］フィールドと［説明］フィールド 

パーセント記号は、関数またはフィールド名をテキスト値に変換する必要があることを示します。各パーセント記号は、式が

保存されるフィールドで1文字とカウントされます。  

関数またはフィールド名をフィールドに直接入力した場合、その前後に3つのパーセント記号を入力する必要があります。Ex
pression Builderを使用して関数またはフィールド名を埋め込んだ場合は、パーセント記号が自動的に追加されます。 

たとえば、Expression 
Builderを使用して、次のフィールド名をワークフローアクションの電子メールのメッセージ本文に挿入するとします。 
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[{Name}] 

Expression 
Builderにより、次の内容（合計14文字）がワークフローアクションの電子メールのメッセージ本文に挿入されます。 

%%%[{Name}]%%% 

リテラルの長さ 
Expression 
Builderで文字列または数値リテラルを関数に渡す場合、リテラルは75文字（スペースを含む）以下にする必要があります。
75文字を超えるリテラルを使用すると、Expression 
Builderでそのリテラルは構文エラーと見なされます。フィールド名を参照して文字列を関数に渡す場合、リテラルに渡され
るフィールド値の長さには75文字の制限は適用されません。  

フィールドにデフォルト値を設定するための式を作成する場合、式の関数に渡される文字列または数値リテラルには75文字
の制限が適用されます。また、式の結果の文字数はフィールドの許容最大文字数を超えてはなりません。 

条件式 
条件式は、アプリケーションによって評価される場合に、常にTrueまたはFalseなどのブール値を返す式のことです。  

注:Yes、No、YおよびNはブール値ではありません。IIf (ページ 
867)関数などの関数の戻り値としてTrueまたはFalseを指定した場合、返されるTrueおよびFalseはブール値ではなく文字
列として返されます。条件式で間違ったブール値を使用すると、予期しない動作となる可能性があります。 

次の目的で使用される式は、条件式です。 

n フィールド検証のルールを指定する 

n ワークフロールールの条件を指定する 

n IIf (ページ 867)関数の最初のパラメータとして使用する 

検証式 
検証式は、フィールドに入力されたデータが有効かどうかを確認するために使用されます。検証式は、条件式でなければなり

ません。 

フィールドの検証式は、新しいレコードまたは既存のレコードでフィールドが更新されるたびに評価されます。ただし、次の

場合は検証式が評価されません。 

n レコードの作成または変更時にフィールドが空のままです。フィールド検証では値が必要とされません。  

n フィールドに有効または無効の既存の値があり、レコードの更新時にその値が変更されません。  

検証式が評価されない場合、または検証式がNULLと評価される場合は、エラーメッセージが生成されません。検証式が失敗
する（すなわち、式がFALSEと評価される）場合のみエラーメッセージが生成されます。 

検証式は、条件演算子で開始される他のタイプの式とは異なります。たとえば、［取引先名］フィールドが検証式によって検

証される場合、次のように開始できます。 

= 'Acme Hospital' 
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この式はあまり良い例とは言えませんが、これで構文のチェックが渡されます。これは、式の最初にフィールド名が見つから

ない場合に、Oracle CRM On 
Demandが式よりも前に検証対象フィールドの名前を挿入するためです。検証式は次のように入力することもできます。 

[<AccountName>]= 'Acme Hospital'  

[<AccountName>]は、検証対象フィールドです。 

検証対象フィールドに加え、式で他のフィールドも評価する必要がある場合、検証対象フィールドで実行される式で最初の比

較を行うのが一般的です。 

検証式はOracle CRM On 
Demandの［高度なフィールド管理］にある［フィールド検証］テキストボックスでのみ使用されます。 

検証式の例 
例1：あるビジネスプロセスでは、商談がクローズする日付は商談を作成した日付よりも後でなければなりません。 

このプロセスを実装するには、（商談の項目設定ページにある）［クローズ日］フィールドの検証式を次のように作成します

。 

> [<CreatedDate>] 

別の方法としては、次の例を使用できます。ただし、評価対象フィールド（［クローズ日］）は、式の最初のフィールドにす

る必要があります。 

[<CloseDate>] > [<CreatedDate>] 

フィールドの作成と編集の詳細については、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。 

例2：あるビジネスプロセスでは、商談の確度が40%以上の場合は、商談の売上値をゼロにできません。 

このビジネスルールは、両方のフィールドの依存関係が次のようになることを示しています。 

商談の場合、確度が40以上である場合に売上をゼロにできません。逆に言えば、売上がゼロの場合に確度が40以上になるこ
とはないということです。 

フィールドの検証式は、レコードが作成されるとき、およびユーザーによってフィールドが更新されるたびに評価されます。

［確度］フィールドまたは［売上］フィールドのいずれかを更新すると両方のフィールドに影響があるため、［確度］フィー

ルドと［売上］フィールドの両方に検証ルールを指定することで、このビジネスルールを正しく実装する必要があります（フ

ィールドの作成と編集の詳細については、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照）。 

この例を実装するために必要な手順は次のとおりです。 

1 ［確度］フィールドには次の検証ルールを設定します。 

< 40 OR ([<Probability>]>= 40 AND [<Revenue>]> 0) 

パーセント記号（%）は使用できません。 

2 ［確度］フィールドに次のような検証エラーメッセージを追加します。 

確度が40%以上の場合、売上はゼロにできません。 

3 ［売上］フィールドには次の検証ルールを設定します。 

(> 0 AND [<Probability>]>= 40) OR [<Probability>]< 40 

4 ［売上］フィールドに次のような検証エラーメッセージを追加します。 
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確度が40%以上の場合、売上はゼロにできません。 

式での依存フィールドの使用 
依存フィールドは、その値が外部キーに依存している結合フィールドです。結合フィールドは、外部キーを使用して別のレコ

ードタイプのフィールドを参照するレコードタイプのフィールドです。依存フィールドの例として、［商談］レコードタイプ

のAccountNameフィールドがあります。［商談］レコードタイプのAccountNameフィールドは結合フィールドで、その値
は、［取引先］レコードタイプを参照するAccountId外部キーフィールドに依存しています。  

使用する式で依存フィールドの値を決定する必要がある場合は、JoinFieldValue関数を使用して、IDフィールド（つまり外
部キーフィールド）を参照することで、このフィールドの最新の値を取得することをお勧めします。そうしないと、式の結果

が不正確になったり、式の値の結果が無効になる可能性があります。結合フィールドとJoinFieldValue関数の詳細は、「Joi
nFieldValue (ページ 871)」を参照してください。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Expression Builderのデータタイプ 
このトピックでは、Oracle CRM On Demandにおけるデータタイプ、およびそれらのデータタイプをExpression 
Builderで使用する方法について説明します。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

Oracle CRM On Demandのデータタイプ  
次の表では、式でOracle CRM On 
Demandのフィールドが使用された場合に返されるデータ型について説明します。フィールドの値を取得するには、[{Field
Name}]構文か[<FieldName>]構文を使用します。 

Oracle 
CRM On 
Demand 
のフィール

ドのタイプ 

式で返されるデータタイプ 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

852  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

Oracle 
CRM On 
Demand 
のフィール

ドのタイプ 

式で返されるデータタイプ 

整数  整数  

ピックリス

ト 
文字列 

通貨 通貨 

ID 文字列 

テキスト 文字列 

チェックボ

ックス 
ブール  

たとえば、条件が必要な場所に[<Active>]を直接使用
できます。FieldValue('<Active>') = 
'Y'も使用できます。 

日付 日付 

日時 日時 

数値 数値 

データタイプに基づく演算 
取引明細書が1つ以上のフィールド値を参照しており、それらのフィールドのデータ型が異なる場合、データ型の順序が計算
に影響を与えることがあります。指数演算子以外の演算子は、データタイプが異なる2つのオペランドに適用されます。右側
の演算子は左側のオペランドのデータタイプに変換された後、オペレーションが評価されます。たとえば、CloseDateが02/
09/2007の場合、次の式 

PRE('<CloseDate>') + 30 

は、02/09/200730に評価されます。そのため、次の条件 

[<CloseDate>] > PRE('<CloseDate>') + 30  

は、構文的には有効ですが、意味的には無効です。この条件を正しく書き直すと次のようになります。 

[<CloseDate>] - 30 > PRE('<CloseDate>').  

注:指数演算子が使用される場合、演算子の右側のオペランドは左側のオペランドのデータタイプに変換されません。 

次の表では、値の例を使用したさまざまな演算の結果について説明します。 

フィールド データタイプ 値の例 

数量 整数 5 

単価 通貨 2.25 
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計算 

 

結果 

値 データタイプ 

[<Item Price>] + 
[<Quantity>] 

7.25 通貨 

[<Quantity>] + [<Item 
Price>] 

7 整数 

[<Item Price>] - [<Quantity>] (2.75) 

注:［通貨］フィールド
の場合、丸括弧はその

値が負であることを示

します。 

通貨 

[<Quantity>] - [<Item Price>] 3 整数 

[<Item Price>] * 
[<Quantity>] 

11.25 通貨 

[<Quantity>] * [<Item 
Price>] 

10 整数 

[<Item Price>] / [<Quantity>] 0.45 通貨 

[<Quantity>] / [<Item Price>] 2.50 通貨 

指数演算子が使用される場合、演算子の右側のオペランドは左側のオペランドのデータタイプに変換されません。 

この例（数量が整数フィールドで、値が5。単価が通貨フィールドで、値が2.25）では、演算子の右側のオペランドが左側の
オペランドのデータタイプに変換された場合、数量 ^ 
単価は25、データタイプは整数になることが予想されます。ところが結果は次の表のようになります。 

計算 

 

結果 

値 データタイプ 

[<Item Price>] ^ 
[<Quantity>] 

57.67 通貨 

[<Quantity>] ^ [<Item 
Price>] 

37.38 通貨 

 

Expression Builderでは否定演算子（マイナス記号［-］）もサポートされます。次に例を示します。 

計算 

 

結果 

値 データタイプ 

-1 * [<ItemPrice>] (2.25) 通貨 
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数値を文字列に変換した場合、計算は正しく実行されません。次に例を示します。 

計算 

 

結果 説明 

 値 データタイ

プ 

1234 + abcd 1234  数値 文字列"abcd"は数値0に評価された後、1234に追加されます
。 

abcd + 1234 abcd1234 文字列 数値1234は文字"1234"に評価され、文字列"abcd"に追加さ
れます。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Expression Builder演算子 
このトピックでは、Expression 
Builderで使用できる演算子、およびこれらの演算子が評価される順序について説明します。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

算術演算子 
次の表では、各算術演算子の目的と使用例を示しています。 

演算子 目的 例 

+ 追加 [<Record Number>] + 1 

- 減算 [<Record Number>] - 1 

- マイナス [<Revenue>] < -100 

* 乗算 [<Subtotal>] * 0.0625 
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演算子 目的 例 

/ 除算 [<Total Items>] / [<Total 
Orders>] 

^ 指数 [<Grid Height>] ^ 2 

論理演算子 
次の表では、Expression Builderの論理演算子で得られる結果について説明します。 

論理演算子 最初のオペ
ランド 

2番目のオペ
ランド 

結果 

NOT 

 

TRUE  FALSE 

FALSE  TRUE 

NULL  NULL 

AND 

 

TRUE TRUE TRUE 

FALSE FALSE FALSE 

TRUE FALSE FALSE 

FALSE TRUE FALSE 

TRUE NULL NULL 

FALSE NULL FALSE 

NULL TRUE NULL 

NULL FALSE FALSE 

NULL NULL NULL 

または 

 

TRUE TRUE TRUE 

FALSE FALSE FALSE 

TRUE FALSE TRUE 

FALSE TRUE TRUE 

TRUE  NULL TRUE 

FALSE NULL NULL 

NULL TRUE TRUE 

NULL FALSE NULL 

NULL NULL NULL 
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比較演算子 
次の表では、各比較演算子の目的と使用例を示しています。 

演算子 目的 例 

= 最初のオペランドが2番目のオ
ペランドと等しいことをテス

トします。 

[<名前 (姓)>] = "Smith" 

< > 最初のオペランドが2番目のオ
ペランドと等しくないことを

テストします。 

[<Role>] <> "End-User" 

> 最初のオペランドが2番目のオ
ペランドより大きいことをテ

ストします。 

[<Revenue>] > 5000 

< 最初のオペランドが2番目のオ
ペランドより小さいことをテ

ストします。 

[<Probability>] < .7 

> = 最初のオペランドが2番目のオ
ペランドより大きいまたは等

しいことをテストします。 

[<Revenue>] >= 5000 

< = 最初のオペランドが2番目のオ
ペランドより小さいまたは等

しいことをテストします。 

[<Probability>] <= .7 

LIKE 最初のオペランドが指定した

文字列と一致することをテス

トします。 

[<名前 (姓)>] LIKE "Smith" 

ヒント:LIKE演算子ではアスタ
リスク（*）と疑問符（?）を
使用して特定の文字列のパタ

ーンマッチングを行えます。 

NOT LIKE 最初のオペランドが指定した
文字列と一致しないことをテ

ストします。 

[<名前 (姓)>] NOT LIKE 
"Smith"  

または 

NOT ([<名前（姓）>] LIKE 
"Smith")  

注：この2番目の例では丸括弧
が必須です。 

ヒント：NOT 
LIKE演算子ではアスタリスク
（*）と疑問符（?）を使用し
て特定の文字列のパターンマ

ッチングを行えます。 

IS NULL オペランドがNULLであること
をテストします。 

[<名前 (姓)>] IS NULL  

IS NOT オペランドがNULLでないこと [<名前 (姓)>] IS NOT NULL  
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演算子 目的 例 

NULL をテストします。 

パターンマッチングの特殊文字 
次の表に、パターンマッチングの特殊文字を示します。これらの特殊文字は、LIKEおよびNOT 
LIKEなどの比較演算子で使用できます。 

文字 目的 例 

* 0個以上の文字 [<名前（姓）>] LIKE 
"Sm*"では、[<名前（姓）>]値がSmith、Smythe、Smartなどのよ
うにSmで始まるすべてのレコードが返されます。 

[<名前（姓）>] LIKE 
"*om*"では、Thomas、Thompson、Tomlinのように[<名前（姓）
>]フィールドに文字omが含まれるすべてのレコードが返されます。 

? 1文字 [<名前（名）>] NOT LIKE 
"Da?"では、[<名前（名）>]値が3文字であり、文字Daで始まってい
ないすべてのレコードが返されます。名前（名）がTed、Tom、Sam
のレコードは返されますが、DaxやDanのレコードは返されません。 

NOT ([<名前（名）>] LIKE 
"?o?")では、[<名前（名）>]値が3文字であり、2つ目の文字がoでな
いすべてのレコードが返されます。名前（名）がTedやSamのレコー
ドは返されますが、TomやBobのレコードは返されません。 

連結演算子 
+ （plus）演算子は、電子メールでフィールド値やテキストを連結する場合に使用されます。 

演算子の優先順位 
優先順位とは、Oracle CRM On 
Demandで単一の式に含まれるさまざまな演算子が評価される順序のことです。次のルールが適用されます。 

n 優先順位の高い演算子は、優先順位の低い演算子よりも先に評価されます。 

n 等しい優先順位の演算子は、左から右に評価されます。 

n レベルの数値が小さいほど、優先順位が高いことを表します。 

n 括弧を使用すると、式内の優先順位が変わります。括弧内の式は、括弧外の式よりも先に評価されます。 

次の表に、優先順位のレベルを示します。 

レベル 演算子 

1 ( ) 

2 - （マイナス） 
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レベル 演算子 

3 ^ （指数） 

4 * （乗算）、/ （除算） 

5 + （加算）、- （減算）、NOT 論理演算子 

6 AND論理演算子 

7 OR論理演算子 

8 =、<>、>、<、>=、<=比較演算子 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Expression Builderの関数 
次の表では、Expression 
Builderで使用できる関数について説明します。それぞれの関数の詳細については、関数の名前をクリックして参照してくだ
さい。 

ブール関数 日時の関数 文字列関数 ユーザー関数 データ関数 数学関数 

IfNull (ページ 
867) 

Duration 
(ページ 860) 

FieldValue 
(ページ 863) 

Locale (ページ 880) ExcludeChannel 
(ページ 862) 

LN (ページ 
879) 

IIf (ページ 
867) 

JulianDay 
(ページ 873) 

FindNoneOf 
(ページ 864) 

LocaleListSeparator 
(ページ 880) 

GetGroupId (ページ 
866) 

 

IsValidRowId 
(ページ 870) 

JulianMonth 
(ページ 874) 

FindOneOf 
(ページ 865) 

OrganizationName 
(ページ 885) 

JoinFieldValue 
(ページ 871) 

 

 JulianQtr 
(ページ 875) 

HostName 
(ページ 866) 

UserValue (ページ 
895) 

LookupName 
(ページ 881) 

 

 JulianWeek 
(ページ 876) 

InStr 
(ページ 869) 

 LookupValue 
(ページ 882) 

 

 JulianYear 
(ページ 876) 

Left (ページ 
877) 

 PRE (ページ 885)  

 Timestamp 
(ページ 890) 

Len (ページ 
878) 

 RowIdToRowNum 
(ページ 888) 

 

 Today Lower  RowNum (ページ  



Expression Builder 

 

Oracle CRM On Demandの管理 リリース38  859 
 

ブール関数 日時の関数 文字列関数 ユーザー関数 データ関数 数学関数 

(ページ 893) (ページ 883) 889) 

 UtcConvert 
(ページ 899) 

Mid (ページ 
884) 

   

  Right 
(ページ 887) 

   

  ToChar 
(ページ 891) 

   

  Upper 
(ページ 894) 

   

他の関数に関しては、次の情報に注意してください。 

n 式ビルダーの［演算子］フィールドのドロップダウンリストに表示される関数の中には、内部使用に限定されるものがあ
ります。次の関数は式で使用しないでください。 

n GetParentId 

n IsManagerPosition 

n Lookup 

n LookupMessage 

n LOVLanguage 

n PositionId 

n PositionName 

n 次の表に示す関数の代わりに、UserValue (ページ 
895)関数の使用をお勧めします。これらの関数は、使用できなくなる予定です。 

関数 推奨される代替関数 

エイリアス UserValue('<Alias>') 

通貨 UserValue('<CurrencyCode>') 

DivisionName UserValue('<Division>') 

FirstName UserValue('<FirstName>') 

JobTitle UserValue('<JobTitle>') 

言語 UserValue('<LanguageCode>') 

LanguageName UserValue('<Language>') 

LastName UserValue('<LastName>') 

LocalCurrency UserValue('<CurrencyCode>') 

LocaleName UserValue('<Locale>') 
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関数 推奨される代替関数 

LoginId UserValue('<UserId>') 

LoginName UserValue('<UserSignInId>') 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 
 

Duration 
Expression BuilderのDuration関数は、期間を日単位または日の端数単位で示す数値をperiod引数で返します。 

構文 
Duration(period) 

結果のタイプ 
数値 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

period 返される期間を指定します。値は、PnYnMnDTnHnMの形式の文字列リ
テラルまたはPnYnMnDTnHnMの形式の文字列に評価される式にするこ
とができます。 

PnYnMnDTnHnM文字列の意味は次のとおりです。 

n Pは期間 

n nYは年数 

n nMは月数 

n nDは日数 

n Tは日付と時間の区切り 

n nHは時間数 

n nMは分数 

たとえば、50か月の期間を指定するとします。P4Y2MまたはP50Mなど
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引数 説明 

のように、文字列リテラルとして期間を指定できます。あるいは、フィ

ールドの値に応じて変化する期間を指定する場合、引数に式のフィール

ドを使用できます。  

次の例では、Deferral 
Periodは、月数で期間の値を格納するように設定されているカスタムフ
ィールドです。Deferral 
Periodフィールドの値を使用して、期間を計算します。 

Duration('P'+ FieldValue([{nDeferral_Period}])+'M') 

Deferral 
Periodフィールドの値が12の場合、式はP12Mに評価され、引数の有効
な文字列となります。Deferral 
Periodフィールドの値が50の場合、式はP50Mに評価され、これも有効
な文字列となります。 

文字列リテラルで年数、月数、日数、時間数または分数を指定できます

。同様に、引数に式が含まれている場合、式が返すことができる数に制

限はありません。 

次の考慮事項がperiod引数に適用されます。 

n 正の値にプラス記号（+）は指定しません。 

n 負の期間は-Duration(period)またはDuration(-period)で指定できます。 

n 秒の指定はサポートされていません。 

n 年、月、日、または分の値が0の場合、値と対応する指定子を省略できます。 

n 期間の時間要素が指定されていない場合、T指定子を期間に含めないようにする必要があります。 

n 指定子Pは期間に必ず指定する必要があります。 

例 
次に、有効なDuration関数の例を示します。 

Duration('P0Y1M1DT2H5M') 

Duration('P0Y0DT1H') 

Duration('P1D') 

Duration('P0Y0M0DT0H0M') 

Duration('P0DT1M') 

Duration('P24M') 

Duration('P500D') 

Duration('P'+ FieldValue([{nDeferral_Period}])+'M') 

Duration(‘PT1000H3M’) 

Duration(‘-P1Y200M’) 
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関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

ExcludeChannel 
Expression 
BuilderのExcludeChannel関数は、指定されたチャネルの名前がリクエスト元のチャネルである場合にFALSEを返します。 

構文 
ExcludeChannel(channel name) 

結果のタイプ 
ブール 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

channel name 除外するチャネルの名前です。 

次の表では、チャネル名の引数に使用できる有効な文字列について説明します。文字列は大文字小文字を区別します。 

チャネル名の文字列 説明 

Import このチャネル文字列では、インポート機能およびOracle 
Data Loader On 
Demandを使用して実行された更新を除外します。 

Online このチャネル文字列では、ブラウザウィンドウを介した

ユーザーインタラクションによって実行された更新を除

外します。 

Mass Update このチャネル文字列では、リストページの［大量更新］

オプションを使用して実行された更新を除外します。 

Record Merge このチャネル文字列では、レコードのマージによって実

行された更新を除外します。 

Webサービス このチャネル文字列では、Webサービスからの更新を除
外します。 
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チャネル名の文字列 説明 

Office このチャネル文字列では、Oracle CRM On Demand 
Integration for Officeからの更新を除外します。 

OEI このチャネル文字列では、Oracle Outlook Email 
Integration On DemandおよびOracle Notes Email 
Integration On Demandからの更新を除外します。 

Desktop このチャネル文字列では、Oracle CRM On Demand 
Desktopからの更新を除外します。 

Rest このチャネル文字列では、REST 
APIコールからの更新を除外します。 

Mobile このチャネル文字列では、Oracle CRM On Demand 
Connected Mobile Salesからの更新を除外します。 

例 
次の例では、Webサービスリクエストによってトリガーされるプロセスを停止します。 

ExcludeChannel("Web Services") 

次の例では、プロセスがインポート操作またはOracle Data Loader On Demandによってトリガーされないようにします。 

ExcludeChannel("Import") 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

FieldValue 
Expression BuilderのFieldValue関数は、フィールド値を文字列として返します。 

構文 
FieldValue('<field_name>') 

結果のタイプ 
文字列 
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引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

field_name 選択されたフィールドに対応する有効なXML名またはカスタマ
イズされた統合タグです。 

統合タグは、［レコードタイプフィールド］ページの［統合タ

グ Web Services v2.0］カラムに表示されます。 

例 
次の例: 

FieldValue('<CreatedDate>') 

では、［作成日］フィールドの値を文字列として返します。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

FindNoneOf 
Expression 
BuilderのFindNoneOf関数は、最初の引数（string1）内において、2番目の引数（string2）のどの文字にも一致しない最初
の文字の位置を返します。 

構文 
FindNoneOf(string1, string2 ) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 
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引数 説明 

string1 検索される文字列、テキストフィールドまたは文字列式です。 

string2 一致させる文字列、テキストフィールドまたは文字列式です。 

例 
次の例では値4が返されます。 

FindNoneOf ("abcdef", "abc") 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

FindOneOf 
Expression 
BuilderのFindOneOf関数は、2番目の引数（string2）における1番目の引数（string1）の最初の文字が、string1のどの位
置にあるかを返します。 

構文 
FindOneOf(string1, string2 ) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string1 検索される文字列、テキストフィールドまたは文字列式です。 

string2 一致させる文字列、テキストフィールドまたは文字列式です。 
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例 
次の例では値3が返されます。 

FindOneOf ("abcdef", "xyzc") 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

GetGroupId 
Expression BuilderのGetGroupId関数は、Oracle CRM On Demandのカレンダー共有グループを返します。 

構文 
GetGroupId() 

結果のタイプ 
文字列 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

HostName 
Expression BuilderのHostName関数は、Oracle CRM On Demandが実行されているサーバーのホスト名を返します。 

構文 
HostName 

結果のタイプ 
文字列 
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関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

IfNull 
Expression 
BuilderのIfNull関数は、関数に渡された最初の引数から値を返します。最初の引数がNULLを返した場合、2番目の引数から
の値が返されます。 

構文 
IfNull(expr1, expr2) 

結果のタイプ 
IfNull関数が返す結果のタイプは、たとえ最初の引数がNULLであっても、最初の引数のタイプとなります。2番目の引数は、
最初の引数のタイプに変換されてから、その値が返されます。 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

expr1 フィールド名または式です。 

expr2 expr1がNULLだった場合に返されるフィールド名または式で
す。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

IIf 
Expression BuilderのIIf関数では、条件式の評価に基づいて2つのパラメータの1つを返します。IIFは、Immediate 
Ifの略です。 
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構文 
IIf(expr, result_if_true, result_if_false) 

代替構文 
IIf(expr, expr_if_true, expr_if_false)  

混合構文 
IIf(expr, result_if_true, expr_if_false) 

IIf(expr, expr_if_true, result_if_false) 

結果のタイプ 
IIf()関数の結果のタイプは、常に最初の引数のタイプになります。式によってFALSEに評価された場合、2番目の引数が最初
の引数のタイプに変換されてから、その値が返されます。 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

expr 評価される条件式です。 

result_if_true 条件式がTrueに評価された場合の戻り値です。 

result_if_false 条件式がFalseに評価された場合の戻り値です。 

expr_if_true 条件式がTrueに評価された場合に評価される式です。 

expr_if_false 条件式がFalseに評価された場合に評価される式です。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

例 
次に示すのはIIf関数の混合構文の例です。  

あるビジネスプロセスでは、［取引先］の［詳細］ページにある［地域］フィールドを、［請求先都道府県］フィールドの変

更内容に応じて次のように更新する必要があります。 
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［請求先都道府県］フィールドが［OK］または［TX］に変更された場合は、［地域］フィールドを［中央部］に更新します
。［請求先都道府県］フィールドが［CA］に変更された場合は、［地域］フィールドを［西］に更新します。その他の都道
府県の場合は、［地域］フィールドを［東］に更新します。 

IIf([<PrimaryBillToState>]='OK' OR [<PrimaryBillToState>]='TX', '中央部', 

IIf([<PrimaryBillToState>]='CA', '西', '東'))  

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 

 
 

InStr 
Expression BuilderのInStr関数は、ある文字列の中から最初に見つかった文字の位置を返します。 

構文 
Instr(string1, string2, start, end) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string1 検索される文字列を指定します。値には文字リテラル、フィー

ルド名、または文字列を返す式を指定できます。 

string2 検索する文字列を指定します。値には文字リテラル、フィール

ド名、または文字列を返す式を指定できます。 

注：文字列の検索では大文字と小文字が区別されます。 

start （オプション）string1の開始位置を指定する整数です。 

end (オプション)string1の終了位置を指定する整数です。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
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Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

例 
次の例では値9が返されます。 

InStr('john.doe@company.com','@') 

次の例では、ワークフロールール条件でInStr関数を使用する方法を示します。ワークフロールール条件では、InStr関数を
使用して、指定した文字列がレコードのフィールドに存在するかどうかを確認します。フィールドに文字列が見つからない場

合、ワークフロールールで指定されたアクションが実行されます。この例では、InStr関数を使用して、レコードの［主題］
フィールドに「REVIEW」という語が含まれているかどうかを確認しています。ワークフロールールのアクションは、［主
題］フィールドに「REVIEW」（すべて大文字）という語が含まれている場合にのみ実行されます。 

InStr([<Subject>], 'REVIEW') > 0 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

IsValidRowId 
Expression 
BuilderのIsValidRowId関数は、特定の行IDが存在するかどうか判別するために指定のレコードタイプのレコードをクエリ
ーし、ブール値(TRUEまたはFALSE)を返します。行IDが存在するが、レコードに削除のマークがされている場合、IsValidR
owId関数はFALSEを返します。 

構文 
IsValidRowId(record_type, 'row_id') 

結果のタイプ 
ブール(TRUEまたはFALSE)。 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 
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引数 説明 

record_type レコードタイプの言語独立名（言語独立名とは、ユーザー言語

が変更されても変わらない名前です）。 

引数は、フィールド文字列識別子で囲む必要があります。次に

例を示します。 

'<Contact>' 

row_id 英数字の行IDを返す文字列リテラル、フィールド名、または式
。 

例 
次の例では、担当者レコードの[行 ID]フィールドの値が担当者レコードに対して有効な行IDであるかどうかを判別します。 

IsValidRowId('<Contact>', [{Id}]) 

次の例では、12-Y09KGという値が取引先レコードに対して有効な行IDであるかどうかを判別します。 

IsValidRowId('<Account>', '12-Y09KG') 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

JoinFieldValue 
レコードタイプは、外部キーを介して別のレコードタイプから参照することができます。結合フィールドは、外部キーを使用

して別のレコードタイプのフィールドを参照するレコードタイプのフィールドです。たとえば、大部分のレコードタイプにあ

るOwnerIdフィールドは、Userレコードタイプを参照する外部キーです。多くのレコードのOwnerフィールドが、OwnerI
d外部キーを使ってUserレコードタイプのAliasフィールドを参照する結合フィールドになっています。 

Expression 
BuilderのJoinFieldValue関数は、参照先レコードタイプと関連する外部キーフィールドが関数に指定されると、結合フィー
ルドの値を返します。JoinFieldValue関数は、参照元オブジェクトに直接結合されていない参照先レコードタイプの他のフ
ィールドも取得できるので、関連するレコードタイプからレコードタイプをまたいでフィールドを探索できます。 

参照レコードタイプの［ID］フィールドがワークフロールールを設定したレコードタイプに外部キーとして表示される場合
は、JoinFieldValue機能を使用して参照レコードタイプからフィールド値を取得できます。 

また、すべてのレコードタイプで使用可能な次の外部キーフィールドを使用すると、［ユーザー］レコードタイプからフィー

ルド値を取得できます。 

n CreatedById 

n ModifiedById 
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注: JoinFieldValue関数は[活動]レコードタイプの次のフィールドの値を返せません: 
[支出トランザクション数]、[製品詳細数]、[提供プロモーションアイテム数]および[提供サンプル数]。この制限は、これら
のフィールド値をOracle CRM On Demandが計算する方法に起因するものです。 

構文 
JoinFieldValue (ref_record_type, foreign_key, field_name) 

結果のタイプ 
文字列。 

エラーが発生した場合、または要求したフィールド値が空の場合、ゼロ長文字列が返されます。  

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

ref_record_type 参照先レコードタイプの言語独立名（言語独立名とは、ユーザ

ー言語が変更されても変わらない名前です）。 

引数は、フィールド文字列識別子で囲む必要があります。次に

例を示します。 

'<Account>' 

foreign_key 参照先レコードタイプ（ref_record_type引数で指定）の有効
な行IDを返すリテラルまたは式。行IDが無効である場合、こ
の関数は、ゼロ長文字列を返します。直接フィールド参照は、

フィールド識別子で囲む必要があります。次に例を示します。 

[<AccountId>] 

field_name 参照先レコードタイプ（ref_record_type引数で指定）のフィ
ールドの言語独立名。そのフィールドが参照先レコードタイプ

に存在しない場合、エラーが返されます。フィールド名はフィ

ールド文字列識別子で囲む必要があります。次に例を示します

。 

'<Type>' 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 
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例 
例1：ビジネスプロセスで、レコードの所有者が変わると新しい所有者の名前を探索するワークフロールールが必要です。レ
コードの所有者が変わると、そのレコードのOwnerId外部キーフィールドのみが更新されます。その結果、ワークフロール
ールの次の条件では、レコードの新しい所有者は探索されません。 

PRE('<Owner>') <> [<Owner>] 

代わりに、ワークフローで次の条件を使用すると、レコードの新しい所有者を探索できます。 

PRE('<Owner>') <> JoinFieldValue('<User>',[<OwnerId>],'<Alias>')  

例2：レコードの前の所有者の電子メールアドレスを取得するには、次の式を使用します。 

JoinFieldValue('<User>',PRE('<OwnerId>'),'<EMailAddr>') 

例3：レコードの現在の所有者の電子メールアドレスを取得するには、次の式を使用します。 

JoinFieldValue('<User>',[<OwnerId>],'<EMailAddr>') 

例4：ビジネスプロセスで、担当者へサービスリクエスト電子メールを送信する必要があります。電子メールを送信する前に
、担当者が電子メールの受け取りに同意していることをワークフロールールで確認します。ワークフロールール（サービスリ

クエストレコードタイプに基づく）には、次の条件が含まれます。 

JoinFieldValue('<Contact>',[<ContactId>],'<NeverEmail>')<> 'Y' 

例5：サービスリクエストの主要アカウントのテリトリーを取得するには、次の式を使用します。 

JoinFieldValue('<Territory>', JoinFieldValue('<Account>', [<AccountId>], 

'<TerritoryId>'),'<TerritoryName>') 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

JulianDay 
Expression BuilderのJulianDay関数は、紀元前4713年1月1日の正午（協定世界時）から経過した日数を返します。 

構文 
JulianDay（date） 

結果のタイプ 
整数 
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引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

date 日付データタイプを返すフィールド名。 

今日の日付を返すには、次の構文を使用します。 

JulianDay(Today()) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

JulianMonth 
Expression BuilderのJulianMonth関数は、次の値を表す整数を返します。 

JulianYear * 12 + current_month 

ここで、JulianYearは、JulianYear (ページ 
876)関数から返される年を、current_monthは1～12の整数を表し、1月は1になります。 

構文 
JulianMonth(date) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

date 日付データタイプを返すフィールド名。 

今日の日付を返すには、次の構文を使用します。 

JulianMonth(Today()) 
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関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

JulianQtr 
Expression BuilderのJulianQtr関数は、次の値を表す整数を返します。 

JulianYear * 4 + current_quarter 

ここで、JulianYearはJulianYear (ページ 876)関数から返される年を表し、current_quarterは次の値になります。 

(current_month - 1) / 3 + 1 

端数は切り捨てられ、整数になります。  

構文 
JulianQtr(date) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

date 日付データタイプを返すフィールド名。 

今日の日付を返すには、次の構文を使用します。 

JulianQtr(Today()) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
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JulianWeek 
Expression BuilderのJulianWeek関数は、次の値を表す整数を返します。 

JulianDay / 7 

端数は切り捨てられ、整数になります。JulianDayはJulianDay (ページ 873)から返される日付です。 

構文 
JulianWeek(date) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

date 日付データタイプを返すフィールド名。 

今日の日付を返すには、次の構文を使用します。 

JulianWeek(Today()) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

JulianYear 
Expression BuilderのJulianYear関数は、次の値を表す整数を返します。 

current_year + 4713 

構文 
JulianYear(date) 

結果のタイプ 
整数 
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引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

date 日付データタイプを返すフィールド名。 

今日の日付を返すには、次の構文を使用します。 

JulianYear(Today()) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Left 
Expression BuilderのLeft関数は、文字列の左端から指定した数の文字を返します。 

構文 
Left(string, length) 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string 左端の文字が返される文字列。文字列にNullが含まれている場
合は、Nullが返されます。 

length 返される文字数を指定する整数。この引数が0の場合、空の文
字列が返されます。この引数が文字列内の文字数以上の数であ

る場合、文字列全体が返されます。 

例 
現在のユーザーの電子メールアドレスがjohn.doe@oracle.comの場合、次の例ではjohnという値が返されます。 
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Left(UserValue('<EMailAddr>'), 4) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Len 
Expression BuilderのLen関数は、指定された文字列内の文字数を返します。 

構文 
Len(string) 

結果のタイプ 
整数 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string 文字がカウントされるフィールド名または文字列式。文字列が

空の場合は、0が返されます。文字列にNullが含まれている場
合は、Nullが返されます。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

例 
次の例では、18の値が返されます。 

 Len("Oracle Corporation")  
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次の例では、フィールドに有効なタイムスタンプがある場合は、19の値が返されます。 

Len([<CreatedDate>])  

次の例では19の値が返されます。 

Len(Timestamp()) returns 19  

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

LN 
Expression BuilderのLN関数は、引数で渡される数値の自然対数を返します。 

構文 
LN(number) 

結果のタイプ 
数値 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

number 自然対数が返される数値。 

例 
次の例では、  

LN(10) 

2.30の値が返されます。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 
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n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Locale 
Expression BuilderのLocale関数は、サインイン済みユーザーのロケールコード（ENUなど）を返します。 

構文 
Locale() 

結果のタイプ 
文字列 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

LocaleListSeparator 
Expression BuilderのLocaleListSeparator関数は、カンマ（,）などの現在のロケールの区切り記号を返します。 

構文 
LocaleListSeparator() 

結果のタイプ 
文字列 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
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LookupName 
Expression BuilderのLookupName関数では、値リストテーブルで次のすべてに該当する行を検索します。 

n TYPEフィールドがtype引数と一致する。 

n CODEフィールドがlang_ind_code引数と一致する。 

n LANG_IDフィールドが現在有効な言語の言語コードと一致する。 

この関数は、指定された値リストの表示値の未翻訳の値（言語に依存しないコード）を返します。 

ヒント:LookupName関数のパラメータを指定する場合は、［可能な値を表示］をクリックして［項目］リストで選択したフ
ィールドに指定可能な値を表示します（フィールドがピックリストフィールドである場合、［可能な値を表示］にはそのピッ

クリストに設定されているすべてのオプションが表示されます。フィールドがピックリストフィールドでない場合、［可能な

値を表示］を選択すると、フィールドに格納できるさまざまなデータに対して指定可能な値を説明するウィンドウが表示され

ます)。 

構文 
LookupName(type, lang_ind_code) 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

type 検索対象の行のタイプ。 

lang_ind_code 表示値。 

例 
CALIFORNIAは表示値でCALIFは言語に依存しないコードです。次のどちらの例でも、値CALIFが返されます。 

LookupName('STATE_ABBREV', 'CALIFORNIA')  

LookupName('STATE_ABBREV', 'CALIF') 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 



Oracle CRM On Demandの管理 

 

882  Oracle CRM On Demandの管理 リリース38 
 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

LookupValue 
Expression BuilderのLookupValue関数は、現在有効な言語に翻訳される指定されたピックリスト値を返します。 

ピックリスト値は値リストテーブルに保存されます。LookupValue関数は、次のすべてに該当する行のVAL列内の値を返し
ます。 

n TYPE列がtype引数と一致する。 

n CODE列がlang_ind_code引数と一致する。 

n LANG_ID列が現在有効な言語の言語コードと一致する。 

LookupValue関数を使用すると、Oracle CRM On 
Demandでロケール間でピックリスト値に関連する式を均等に評価できます。たとえば、英語のWhiteという値は、フラン
ス語の値Blancと同じ方法で評価されます。 

ヒント：LookupValue関数のパラメータを指定する場合は、［可能な値を表示］をクリックして［項目］リストで選択した
フィールドに指定可能な値を表示します（フィールドがピックリストフィールドである場合、［可能な値を表示］にはそのピ

ックリストに設定されているすべてのオプションが表示されます。フィールドがピックリストフィールドでない場合、［可能

な値を表示］を選択すると、フィールドに格納できるさまざまなデータに対して指定可能な値を説明するウィンドウが表示さ

れます）。 

注：商談レコードの［セールスステージ］フィールドは真のピックリストフィールドではありません。このフィールドではL
ookupValue関数は機能しません。 

構文 
LookupValue (type, lang_ind_code) 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

type 検索対象の行のタイプ。 

lang_ind_code 値リスト内の翻訳の値。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 
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n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Lower 
Expression 
BuilderのLower関数は、指定した文字列内のすべての文字を小文字に変換します。英字以外の文字が文字列内に含まれてい
る場合、この関数の影響を受けません。 

構文 
Lower(string) 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string 変換される文字列を指定します。値には文字リテラル、フィー

ルド名、または文字列を返す式を指定できます。値が文字リテ

ラルである場合、一重引用符または二重引用符で囲む必要があ

ります。 

例 
担当者レコードの[名前 (名)]フィールドにAmandaという値が含まれる場合、次の例はamandaという値を返します。 

Lower([{First Name}]) 

次の例はどちらも、account123という値を返します。 

Lower('Account123') 

Lower("Account123") 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 
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n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Mid 
Expression BuilderのMid関数は、文字列の指定された数の文字を返します。 

ヒント:文字列内の文字数を確認するには、Len (ページ 878)関数を使用します。 

構文 
Mid(string, start, length) 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string 文字が返されるフィールド名または文字列式。文字列にNullが
含まれる場合、空の文字列が返されます。 

start 長さのカウントが開始される文字列内の文字の位置を指定する

フィールド名または式。start引数の値が文字列内の文字数を
超えた場合、Mid関数は空の文字列を返します。 

length オプション。返す文字数を指定するフィールド名または式。こ

の引数を使用しない場合、または指定された長さが返すことが

できる文字数を超える場合、文字列の開始位置から終了までの

すべての文字が返されます。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

例 
次の例では、文字列内の12文字目から始まる、7つの文字が返されます。 

Mid("Expression Builder is easy!!", 12, 7) 
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次の例では、Expression Builder is 
easy!!というテキストを含むテキストフィールドの12番目の文字から始まる7つの文字が返されます。 

Mid('<TextFieldName>',12, 7) 

または 

Mid([<TextFieldName>],12, 7) 

次の例では、電子メールアドレスからドメイン名を抽出します。 

Mid([<CreatedbyEmailAddress>],FindOneOf([<CreatedbyEmailAddress>], "@") + 1, 
Len([<CreatedbyEmailAddress>])) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

OrganizationName 
Expression BuilderのOrganizationName関数は、サインイン済みユーザーの組織名を返します。 

構文 
OrganizationName() 

結果のタイプ 
文字列 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

PRE 
Expression 
BuilderのPRE関数は、フィールド値が変更されたとき、かつ値がデータベースで更新される前に、指定されたフィールドの
前の値を返します。 
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注意：［待機］アクションを含むワークフロールールでは、PRE関数を使用しないでください。［待機］アクションがPRE関
数に影響を与えます。［待機］アクションの後に続くすべてのアクションは、指定の待機期間が終了するまで実行されません

。残りのアクションは、ルールが最初にトリガーされた処理ではなく、別のバッチ処理で実行されます。ワークフロールール

をトリガーしたアクションより前にあるレコードのフィールドの値は保持されません。そのため、フィールドの以前の値と現

在の値は常に同じであるとみなされます。 

構文 
PRE('<fieldname>') 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

fieldname 変更されたフィールドの名前。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

PRE機能の使用時には次の点を考慮してください。 

n ワークフロー条件や検証文などの条件式では、PRE関数を使用してフィールドの以前の値を取得するときに、フィールド
の初期値は空白（つまり、null値）の可能性もあることに留意してください。初期値がnullの場合、null以外の値との比
較によって予期しない動作が生じます。このような場合に条件式が正しく評価されるようにするには、この例に示すよう

に、PRE関数とともにIfNull関数を使用します。 

IfNull([<FieldName>], "Invalid") <> IfNull(PRE('<FieldName>'), "Invalid") 

この例では、「Invalid」というテキスト文字列を使用してnull値を置き換えていますが、調査対象のフィールドに
値としてその文字列が存在しない場合は任意の文字列を使用できます。 

n ［待機］アクションの後に呼び出されるワークフロールールまたはアクションでPRE関数を使用した場合、関数はフィー
ルドの以前の値を返しません。ただし、ビジネスプロセスによっては、このような比較が必要になる場合もあります。そ

の場合、［更新されたレコードが保存される前に］トリガーイベントを指定したワークフロールールを使用して、フィー

ルドの以前の値をそのレコードタイプの未使用フィールドに格納できます。その後、格納したフィールド値を使用して、

［待機］アクションを持つワークフロールールで必要な比較を実行できます。 

フィールドの以前の値をそのレコードタイプの未使用フィールドに格納するワークフロールールを作成する場合は、

元のフィールドの以前の値が空白（つまり、null値）の可能性もあることに留意してください。したがって、次のよ
うな式を使用して、null値が見つかった場合にデフォルト値を格納する必要があります。 
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IfNull([<FieldName>], "Invalid") 

この例では、「Invalid」というテキスト文字列をデフォルト値として使用してnull値を置き換えていますが、元の
フィールドに値としてその文字列が存在しない場合は任意の文字列を使用できます。 

取引先レコードの以前の所有者に電子メールを送信するワークフロールールの作成例 
次の例では、取引先レコードの所有者が変更されたときに、その取引先レコードの以前の所有者に電子メールを送信するワー

クフロールールを作成する方法を示します。 

取引先レコードの以前の所有者に電子メールを送信するワークフロールールを作成するには 

1 取引先レコードタイプのワークフロールールを作成し、［更新されたレコードが保存されたとき］トリガーイベントを指
定します。 

2 ワークフロールールを保存します。 

3 ワークフロールールに電子メール追加アクションを作成します。 

4 ワークフローアクションについて、次の操作を実行します。 

a ［宛先］フィールドで、［特定の電子メールアドレス］を選択します。 

b ［宛先］フィールドの式テキストボックスに、次の式を追加します。 

JoinFieldValue('<User>', IfNull(PRE('<OwnerId>'), "admin@mycompany.com"),'<EMailAddr>') 

c 電子メールの件名および本文に必要なテキストを追加します。 

d ワークフローアクションを保存します。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Right 
Expression BuilderのRight関数は、文字列の右端から指定した数の文字を返します。 

構文 
Right(string, length) 
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結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string 右端の文字が返される文字列。文字列にNullが含まれている場
合は、Nullが返されます。 

length 返される文字数を指定する整数。この引数が0の場合、空の文
字列が返されます。この引数が文字列内の文字数以上の数であ

る場合、文字列全体が返されます。 

例 
現在のユーザーの電子メールアドレスがjohn.doe@oracle.comの場合、次の例ではoracle.comという値が返されます。 

Right(UserValue('<EMailAddr>'), Len(UserValue('<EMailAddr>'))-

InStr(UserValue('<EMailAddr>'),'@')) 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

RowIdToRowNum 
Expression BuilderのRowIdToRowNum関数は、英数字の行IDを数値形式に変換します。 

注:行IDは、Oracle CRM On Demandで専用のアルゴリズムを使用して生成され、Oracle CRM On 
Demandデータベースにおいて完全な参照整合性を持ちます。このアルゴリズムでは、Base-
36エンコーディング（基数が36の位置記数法）を使用します。基数として36を使用すると、0～9の数字とA～Zの文字で桁
を表すことができます。これは、ASCII文字に基づく大文字小文字を区別しない最適な英数字記数法です。 

構文 
RowIdToRowNum('row_id') 

結果のタイプ 
文字列 
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引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

row_id 英数字の行IDを返す文字列リテラル、フィールド名、または式
。 

注: 
このトピック内で式の例において使用されている、言語に依存しないフィールド名およびフィールド名構文は、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1より前のリリースで使用されていたフィールド名およびフィールド名構文です。これ
らの例はまだ有効です。ただし、Expression 
Builderのリリース29サービスパック1以降で、対応するフィールドを式のために［フィールド］リストから選択する場合、
フィールド名およびフィールド名構文は、それらの例で示されたものとは異なります。フィールド名およびフィールド名構文

が常に正しくなるよう、Expression 
Builderでは、式のフィールドは必ず［フィールド］リストから選択することをお勧めします。式でのフィールド名およびフ
ィールド名構文の詳細は、「式について (ページ 847)」を参照してください。 

例 
次の例: 

RowIdToRowNum('12-6RX8L'). 

38-8021253という値が返されます。 

次の例: 

RowIdToRowNum('12-Y09KG') 

38-57119344という値が返されます。 

<AccountID>フィールドに'12-Y09KG'が含まれている場合、次の例では、 

RowIdToRowNum('<AccountID>') 

38-57119344という値が返されます。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 

 
 

RowNum 
Expression BuilderのRowNum関数は、有効なレコードセット内におけるレコードの位置を返します。 
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構文 
RowNum() 

結果のタイプ 
整数 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Timestamp 
Expression 
BuilderのTimestamp関数は、現在のユーザーのタイムゾーン設定に変換されたサーバーの日時を返します。たとえば、現
在のユーザーのタイムゾーン設定が東部夏時間（EDT）-0400 
UTCに設定されている場合、Timestamp関数はサーバーの時間をEDTに変換します。Timestamp関数は、UTC（世界協定
時）変換を実行します。 

注：算術演算（加算や減算など）は、Timestamp()関数でサポートされません。 

構文 
Timestamp() 

結果のタイプ 
日時 

例 
次の例では、現在の日時が、月/日/年 24時間制の時間:分:秒の形式で返されます。 

Timestamp() 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
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ToChar 
Expression BuilderのToChar関数は、指定された日付または数値の式を、指定された形式の文字列に変換します。 

構文 
ToChar(expression, format) 

注意：ToChar関数の1つのインスタンスで日付形式と数値形式の両方を使用しないでください。両方を使用すると、無効な
結果になる可能性があります。 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

expression 日付、日時、または数値を返す式またはフィールド。 

format 日付や数値の形式を表す文字列。 

この関数の日付形式について次の表で説明します。 

形式コード 説明 

DD 2桁の日（01 - 31）。 

DDDD 

dddd 

日の名前。 

MM 2桁の月（01 - 
12、01は1月）。小文字のmmは分を示すので、大文字のMM
を使用する必要があります。 

MMMM 

mmmm 

月の名前。mm（小文字のmを2つ）は分を示すので、小文字
を使用する場合はmmmm（小文字のmを4つ）で指定する必
要があります。 

Y 年の最後の桁。 

YY 年の最後の2桁。 

YYYY 4桁の年。 

hh12 12時間形式の時間。 
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形式コード 説明 

hh24 24時間形式の時間。 

hh 時間。次の例のように、AMまたはPMを指定して時間を調整で
きます。 

hh:mm:ss PM 

AMもPMも指定しなかった場合、デフォルトで24時間形式が使
用されます。 

mm 

 

 

分。mm（小文字のmを2つ）は常に分を示すため、2桁の日の
指定には使用できません。 

ss 秒。 

この関数の数値形式について次の表で説明します。 

形式コード 例 説明 

# #### 指定された桁数の値を返します。値が負の場合は、先頭にマ

イナス記号が付きます。 

0 ####.00 先頭の0を返します。末尾の0を返します。 

$ $###.00 先頭にドル記号の付いた値を返します。 

, #,### 指定された位置のカンマを返します。カンマは小数点の右側

に表示することはできません。形式モデルはカンマから始ま

ります。 

. ###.## 指定された位置の小数点を返します。formatパラメータでは
、1つの小数点だけが許可されます。小数点の後に指定されて
いる桁数が、小数点の後で使用できる桁数よりも少ない場合

、端数は切り上げられます。 

数値形式の使用例 
次の例では10の値が返されます。 

ToChar (10, '##.##') 

次の例では10の値が返されます。 

ToChar (10, '##.00') 

次の例では10.24の値が返されます。 

ToChar (10.2388, '##.00') 

次の例では-10.24の値が返されます。 

ToChar (-10.2388, '##.##') 
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日付形式の使用例 
次の例では、Timestamp()関数から返された値をDD/MM/YYYYの形式に変換します。 

ToChar(Timestamp(),'DD/MM/YYYY') 

たとえば、Timestamp()関数が02/29/2008 10:58:37の値を返すと、前の式は29/02/2008に評価されます。 

次の例は、様々な形式で深夜を表す方法を示しています。 

ToChar(Today(), YYYY/MM/DD hh:mm:ss PM)の結果は2009/05/22 12:00:00 AM 

ToChar(Today(), YYYY/MM/DD hh:mm:ss)の結果は2009/05/22 00:00:00 

ToChar(Today(), YYYY/MM/DD hh24:mm:ss PM)の結果は2009/05/22 00:00:00 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Today 
Expression 
BuilderのToday関数は、現在のユーザーのタイムゾーン設定に基づいて今日の日付を返します。たとえば、現在のユーザー
のタイムゾーン設定が東部夏時間（EDT）-0400 
UTCに設定されている場合、Today()関数はサーバーの日付をEDTに変換します。Today()関数は、UTC（世界協定時）変換
を実行します。 

構文 
Today() 

結果のタイプ 
日付 

例 
現在の日付が11/27/2007の場合、次の例では、  

Today() - 30 

10/28/2007の値が返されます。 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 
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n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Upper 
Expression 
BuilderのUpper関数は、指定した文字列内のすべての文字を大文字に変換します。英字以外の文字が文字列内に含まれてい
る場合、この関数の影響を受けません。 

構文 
Upper(string) 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

string 変換される文字列を指定します。値には文字リテラル、フィー

ルド名、または文字列を返す式を指定できます。値が文字リテ

ラルである場合、一重引用符または二重引用符で囲む必要があ

ります。 

例 
担当者レコードの[名前 (名)]フィールドにAmandaという値が含まれる場合、次の例はAMANDAという値を返します。 

Upper([{First Name}]) 

次の例はどちらも、ACCOUNT123という値を返します。 

Upper('Account123') 

Upper("Account123") 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 
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n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

UserValue 
Expression BuilderのUserValue関数は、現在のユーザーの指定された属性の値を返します。 

［ユーザー詳細］ビューのフィールドは、選択したユーザーの属性を表します。   

構文 
UserValue('<attribute>') 

結果のタイプ 
文字列 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

属性 現在のユーザー属性の表示名に対応する言語独立名またはカスタ

マイズされた統合タグです。 

統合タグは、［レコードタイプフィールド］ページの［統合タグ 
Web Services v2.0］カラムに表示されます。 

例 
例1：あるビジネスプロセスでは、レコードの作成時に、サービスリクエストの［基本］という名前のカスタムテキストフィ
ールドに、デフォルトでレコードを作成するユーザー（現在のユーザー）の国が表示されるようにする必要があります。 

このビジネスルールを実行するには、サービスリクエストの［フィールドセットアップ］ページで、［基本］フィールドのデ

フォルト値をUserValue('<PersonalCountry>')に設定し、［デフォルトをポスト］チェックボックスをオンにします。 

フィールドの作成と編集の詳細については、「フィールドの作成と編集 (ページ 124)」を参照してください。 

例2：あるビジネスプロセスでは、商談の所有者が管理者でない場合、特定のワークフロールールがトリガーされるようにす
る必要があります。 

このビジネスルールを実装するには、ワークフロールールで次の条件をセットアップします。 

 UserValue('<EMailAddr>') <> 'administrator@testdata.com'  

属性 
次の表では、UserValue関数の引数として使用できる属性および対応する表示名について説明します。 
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属性 表示名 値の例 

エイリアス エイリアス 管理 

AuthenticationType 認証タイプ ユーザーID/パスワードのみ 

BusinessUnit ビジネスユニット ビジネスユニット 

BusinessUnitLevel1 ビジネスユニットレベル1 ビジネスユニットL1 

BusinessUnitLevel2 ビジネスユニットレベル2 ビジネスユニットL2 

BusinessUnitLevel3 ビジネスユニットレベル3 ビジネスユニットL3 

BusinessUnitLevel4 ビジネスユニットレベル4 ビジネスユニットL4 

CellPhone 携帯電話番号 +1 555 2368978 

CreatedBy 作成者 Oracle CRM On Demand 
CSR管理者 

CreatedById 使用不可 1E1263-IZBZ 

CreatedDate 作成日 01/08/2007  21:21:33 

CurrencyCode 通貨 USD 

部門 部門 部門 

Division 部署 部署 

EMailAddr 電子メール john.doe@oracle.com 

EmployeeNumber 従業員番号 12345 

EnableTeamContactsSync チーム担当者の同期を有効にす
る 

Y 

ExternalIdentifierForSingleS
ignOn 

シングルサインオンの外部ID UID=ADMIN、O=ORACLE 

 

ExternalSystemId 外部固有 ID EXTUID123 

FirstName 名前 (名) John 

FundApprovalLimit 資金承認限度 50000 

IntegrationId 統合 ID INTUID123 

JobTitle 肩書 プロダクトマネージャ 

言語 言語 英語 - 米国 

LastLoggedIn 最終サインイン 10/31/2007 19:39:01 

LastName 名前 (姓) Doe 
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属性 表示名 値の例 

LeadLimit 見込み客制限 2345679 

Locale ロケール 英語 - カナダ 

ManagerFullName 上司 John Smith 

ManagerId 使用不可 1E4763-IZAU 

Market マーケット マーケット 

MiddleName ミドルネーム Middle 

MiscellaneousNumber1 その他の数値1 2312 

MiscellaneousNumber2 その他の数値2 2312 

MiscellaneousText1 その他のテキスト1 DUNS # (Webcat) = 10461 

MiscellaneousText2 その他のテキスト2 a7cff064-6566-47a2-8629-
8b32d92de222 

ModifiedBy 変更者 John Doe 

ModifiedById 使用不可 1E1263-IZBZ 

ModifiedDate 変更日時 10/31/2007 19:32:58 

MrMrs 敬称 Mr. 

NeverCall 電話連絡禁止 Y 

NevereMail 電子メール送信禁止 Y 

NeverMail 郵送禁止 Y 

PasswordState パスワードの状態 有効 

PersonalCity 市 トロント 

PersonalCountry 国 カナダ 

PersonalPostalCode 郵便番号 M4C2C3 

PersonalProvince 都道府県 オンタリオ 

PersonalState 都道府県 CA 

PersonalStreetAddress 住所-区、町、番地 555 Main Avenue 

PersonalStreetAddress2 住所 2 Suite 17 

PersonalStreetAddress3 住所 3 Scarborough 

PhoneNumber 勤務先電話番号 +1 555 2365555 

PrimaryDivisionName プライマリ部署 アジア部 
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属性 表示名 値の例 

PrimaryGroup プライマリグループ ユーザーグループA 

PrimaryPvgName 使用不可 

注: 
PrimaryPvgName属性では、
ユーザーのプライマリ部署に関

連付けられているピックリスト

値グループの名前が返されます

。 

インドPVG 

地域 地域 地域（個人） 

役割 役割 フィールドセールス要員 

RoleId 役割ID 1E1263-IYG1 

SecondaryEmail セカンダリ電子メール john.doe2@oracle.com 

ShowWelcomePage サインイン時にようこそページ

を表示 
N 

状態 状態 有効 

SubMarket サブマーケット サブマーケット（個人） 

SubRegion サブ地域 サブ地域（個人） 

TempPasswordFlag ［保存］をクリックしたときに

仮パスワードを送信 
Y 

TimeZoneName タイムゾーン （GMT-
05:00）東部標準時間（米国と
カナダ） 

UserId 行 ID 1E1263-IZAU 

UserLoginId 行 ID 1E1263-IZAU 

UserSignInId ユーザーのサインインID PTE169-14/ADMIN 

WorkFax 勤務先 FAX 番号 +1 555 2365556 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
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UtcConvert 
Expression 
BuilderのUtcConvert関数は、現在のユーザーのタイムゾーン設定で指定されている日時を変換し、指定されたタイムゾー
ンの日時を返します。 

構文 
UtcConvert (utc_date_time, time_zone) 

結果のタイプ 
時刻 

引数 
この関数の引数について次の表で説明します。 

引数 説明 

utc_date_time 現在のユーザーのタイムゾーン設定に合わせたMM/DD/YYYY 
HH24:MI:SS形式の日時。 

time_zone タイムゾーンの名前。 

例 
ユーザーのタイムゾーン設定が、［(GMT-05:00) 東部時間 
(米国およびカナダ)］である場合に、次の例のように指定すると、 

UtcConvert('12/14/2007 17:07:05', 'Pacific Standard Time') 

次の値が返されます。 

12/14/2007 12:07:05  

現在のユーザーのタイムゾーン設定が［(GMT+05:30) 
カルカッタ、チェンマイ、ボンベイ、ニューデリー］である場合に次の例のように指定すると、 

UtcConvert('12/14/2007 15:07:05', 'Eastern Standard Time') 

次の値が返されます。 

12/14/2007 04:37:05 

次の例は、西ヨーロッパ時間に対応するUTC時間を取得する方法を示しています。 

UtcConvert(Timestamp(),"(GMT+01:00) Amsterdam, Berlin, Bern, Rome, Stockholm, Vienna") 

UtcConvert(Timestamp(),"W. Europe Daylight Time") 

UtcConvert(Timestamp(),"W. Europe Standard Time") 

次の例は、南アフリカ時間に対応するUTC時間を取得する方法を示しています。 

UtcConvert(Timestamp(),"(GMT+02:00) Harare, Pretoria")  
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UtcConvert(Timestamp(),"South Africa Daylight Time") 

UtcConvert(Timestamp(),"South Africa Standard Time") 

タイムゾーンの名前に単一引用符（'）やコンマ（,）などの特殊文字が含まれる場合、次の例のように、タイムゾーンの名前
または特殊文字を二重引用符で囲む必要があります。 

%%%UtcConvert('08/03/2009 12:01:33',"(GMT+13:00) Nuku" + "'" + "alofa")%%%  

%%%UtcConvert('08/03/2009 12:01:33', "(GMT+13:00) Nuku'alofa")%%% 

関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
 

Expression Builderの例 
Expression Builderでは、次の表に示すサンプルの式を使用できます。 

Expression Builderの式の例 

［商談マージン］フィールドの更新 

説明 ［商談マージン］フィールドの更新 

構文 [{cOpportunityMargin}] = [{Primary Revenue Amount}] - 

[{cOpportunityCost}] 

新規サービスの検証 

説明 フィールドの検証。新規サービスは、売上が1,000,000以内です。 

構文 <= IIf (FieldValue('{Type}') = 'New Service', 1000000, [{Primary 

Revenue Amount}])  

新しく作成したサービスリクエストを作成者に割当 

説明 サービスリクエストが作成されるときに、現在のユーザーのユーザーレコード上の［

エイリアス］フィールドの値が、サービスリクエスト上の［所有者］フィールドのデ

フォルト値として設定されます。 

構文 [{Owner Alias}] = UserValue('<Alias>') 

指定したフィールドの値変更の確認 

説明 フィールド値の変更をチェックします。 
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Expression Builderの式の例 

構文 PRE('{Primary Revenue Amount}') <> [{Primary Revenue Amount}] 

クローズ日に基づいたワークフローのトリガー 

説明 クローズ日が30日後より先の日付に変更された場合に、ワークフローが実行されます
。 

構文 [{Primary Revenue Close Date}] - PRE('{Primary Revenue Close 

Date}') > 30 

商談が担当者なしで特定のステージに到達した場合にワークフローをトリガー 

説明 商談が担当者なしで［クローズ済み/成立］セールスステージに到達すると、ワークフ
ローが実行されます。 

構文 FieldValue('{Sales Stage - Translation}') = "クローズ済み/成立" AND 

PRE('{Sales Stage - Translation}') <> [{Sales Stage - 

Translation}] AND [{Key Contact Id}] = "一致しない行 ID" 

チェックボックスがオンになったときにワークフローをトリガー 

説明 カスタムの［レビュー準備中］フィールドがオンになると、ワークフローが実行され

ます。 

構文 ((FieldValue('{bCust_Ready_For_Review_Check_Box}') = 'Y') AND 

(PRE('{bCust_Ready_For_Review_Check_Box}') = 'N')) OR 

(IfNull([{bCust_Ready_For_Review_Check_Box}], 'Y') = 'Y') 

現在のユーザーがレコードの所有者かどうかの確認 

説明 レコードの所有者が現在のユーザーであるかどうかを確認します。この場合、［所有

者］フィールドはnullである可能性があるため、IfNull関数が使用されます。 

構文 IfNull([{Owner Alias}], "Invalid") = UserValue('<Alias>') 

取引先の優先順位が変更された場合に電子メールをトリガー 

説明 ［取引先優先順位］フィールドの値が［低］から［高］に変更されたときに電子メー

ルがトリガーされます。 

構文 (PRE('{Type}') = "低") AND ( FieldValue('{Type}') = "高") 

特定チャネルのワークフローからの除外 

説明 ブラウザウィンドウを介して更新されるレコードについてはワークフローを実行しま

せん。 

構文 PRE('{Customer Target Type}') = "アドバタイズ" AND 

ExcludeChannel("Online") 
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関連トピック 
関連するExpression Builderの情報については、次のトピックを参照してください。 

n Expression Builderについて (ページ 844) 

n Expression Builderの使用 (ページ 845) 

n Expression Builderの関数 (ページ 858) 
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